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変更内容

変更内容（3020-3-N39-20） uCosminexus Business Reporting Processor 05-00

追加・変更内容 変更個所

XBRL Dimensions1.0に対応した。
これに伴い，APIを次のように変更した。
com.hitachi.xbrlパッケージ

次のクラスを追加した。
• XBRLDimensionException
• XBRLDimensionUserException

com.hitachi.xbrl.instanceパッケージ
次のインターフェースを追加した。
• XBRLDimensionMember
• XBRLExplicitMember
• XBRLTypedMember

次のインターフェースにメソッドまたは
フィールドを追加した。
• XBRLInstanceDocument
• XBRLInstanceDocumentBuilder
• XBRLInstanceDocumentBuilderFactory
• XBRLInstanceItem
• XBRLInstanceNode
• XBRLScenario
• XBRLSegment

次のインターフェースのメソッドの説明
を変更した。
• XBRLInstanceDocument
• XBRLInstanceDocumentBuilder
• XBRLInstanceNode

次のインターフェースに Dimensionsの場
合の説明を追加した。
• XBRLScenario
• XBRLSegment

1.1.1，1.2.3，2.1，2.2，3.4.3，4.1，4.10，4.11，
4.12，4.15，4.16.1，4.16.2 (23) (24)，4.16.3 (4)，
5.3.1，5.3.2 (3) (4)，5.3.5 (12)，5.4.1，5.4.9，6.1.1，
6.1.3 (1) (2)，6.1.4 (2)，6.2.1，6.2.2，6.2.3，6.2.4，
6.2.6，6.3，6.5，6.5.6，6.5.7，6.6，6.6.7 (81) (83) 
(84) (85)，6.6.8 (8) (23) (24) (25) (26) (27) (28) (29)，
6.6.9 (17) (18)，6.6.12 (30)，6.6.13 (18) (19) (20)，
6.6.14 (1) (4) (5) (6)，6.6.24 (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) 
(11) (12) (13)，
6.6.26 (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13)，
6.6.29，6.6.30，6.6.31，6.7，6.7.7 (1) (5) (6)，6.7.8，
6.7.9，6.7.10，6.7.11，6.7.12，6.7.13，6.7.14，
6.7.15，6.7.16，6.7.18，6.8，6.8.13 (31) (32)，6.8.14 
(13)，6.8.15 (19) (20)，6.8.16，6.8.17 (5)，6.8.18 (1) 
(3) (4)，6.8.23，6.8.24，6.10.4，6.10.10 (11)，6.11.9 
(2)，付録 A.2 (1)，付録 A.3 (1)



com.hitachi.xbrl.linkパッケージ
次のインターフェースを追加した。
• XBRLDimensionalRelationship
• XBRLHasHypercubeRelationship
• XBRLHypercubeDimensionRelationshi

p
• XBRLDimensionDomainRelationship
• XBRLDomainMemberRelationship
• XBRLDimensionDefaultRelationship
• XBRLDimensionalRelationshipSet
• XBRLDRSDimension
• XBRLDRSMember

次のクラスを追加した。
• XBRLDimensionIllegalCycleException

次のインターフェースにフィールドを追
加した。
• XBRLRelationship

次のインターフェースのメソッドの説明
を変更した。
• XBRLRelationship

com.hitachi.xbrl.taxonomyパッケージ
次のインターフェースを追加した。
• XBRLTaxonomyHypercubeItem
• XBRLTaxonomyDimensionItem

次のインターフェースにメソッドまたは
フィールドを追加した。
• XBRLTaxonomyDocument
• XBRLTaxonomyDocumentBuilder
• XBRLTaxonomyDocumentBuilderFacto

ry
• XBRLTaxonomyElement
• XBRLTaxonomyItem
• XBRLTaxonomyNode

次のインターフェースのメソッドの説明
を変更した。
• XBRLTaxonomyNode

com.hitachi.xbrl.utilパッケージ
次のクラスにメソッドまたはフィールド
を追加した。
• XBRLConstants
• XBRLEqualUtil

com.hitachi.xbrl.simple.taxonomyパッケージ
次のインターフェースのメソッドの説明
を変更した。
• SimpleTaxonomyBuilder

タプルの検証内容を変更した。 2.3.3 (5)

追加・変更内容 変更個所



製品に Xlink Proccessorを取り込んだ。これ
に伴い，製品のバージョンが 05-00の場合の，
csmxlpr.jarファイルのデフォルトの格納先を
追加した。

4.2.1

Genericsに対応した。
これに伴い，サンプルコードを変更した。
また，メソッドの形式に戻り値を追加した。

4.3.2 (2)，4.5.2 (2)，4.6.3 (2)，4.8.2 (2)，4.9.4 (2)，
6.6.2 (10) (11)，6.6.5 (13) (14)，6.6.7 (7) (12) (20) (23) 
(24) (29) (33) (37) (43) (48) (49) (54) (55) (73) (74) (75) 
(76)，

6.6.8 (5)，6.6.9 (9)，6.6.12 (8) (9) (10) (12) (13) (14) 
(15) (16) (20) (21) (22) (23) (28) (30)，

6.6.15 (2) (3)，6.6.24 (4) (5) (6)，6.6.26 (4) (5) (6)，
6.6.28 (4) (5) (6) (7) (8)，6.7.9 (2) (3) (4) (5) (6) (7) (9) 
(10) (11)，

6.8.1 (4)，6.8.3 (1)，6.8.6 (5) (6)，6.8.8 (3)，6.8.10 (4) 
(5)，6.8.11 (4) (5) (7)，6.8.13 (4) (5) (7) (8) (9) (11) (12) 
(13) (14) (15) (16) (17) (18) (19) (20) (24) (25) (26) (27) 
(28) (29) (31)，
6.8.16 (10) (11) (12) (14) (15) (16) (17) (18) (19) (20) 
(21)，6.10.8 (2)

エンティティリゾルバのサンプルコードを，
XBRL2.0，XBRL2.1，XBRL Dimensions1.0
の場合で共通にした。

4.14.1

インスタンス文書の妥当性検証を実施する場
合に，<link:schemaRef>要素をあらかじめ検
索してからスキーマ検証する機能を追加した。
これに伴い，プロパティを追加した。

4.16.2 (25)

追加・変更内容 変更個所



単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

変更内容（3020-3-N39-10） uCosminexus Business Reporting Processor 04-00

メッセージを追加した。
KEBR16000-E，KEBR16001-E，
KEBR16002-E，KEBR16003-E，
KEBR16004-E，KEBR16005-E，
KEBR16006-E，KEBR16007-E，
KEBR16008-E，KEBR16009-E，
KEBR16010-E，KEBR16011-E，
KEBR16012-E，KEBR16013-E，
KEBR16014-E，KEBR16015-E，
KEBR16016-E，KEBR16017-E，
KEBR16018-E，KEBR16019-E，
KEBR16020-E，KEBR16021-E，
KEBR16022-E，KEBR16023-E，
KEBR16200-E，KEBR16201-E，
KEBR16202-E，KEBR16203-E，
KEBR16204-E，KEBR16205-E，
KEBR16206-E，KEBR16207-E，
KEBR16208-E，KEBR16209-E，
KEBR16210-E，KEBR16211-W，
KEBR16212-I，KEBR22100-E，
KEBR22101-E，KEBR22102-E，
KEBR22103-E，KEBR22104-E，
KEBR22105-E，KEBR22106-E

7.2，7.3，7.4，付録 A.2 (1)，付録 A.3 (1)

追加・変更内容

前提 OSに，Red Hat Enterprise Linux AS 4 update3（x86），Red Hat Enterprise Linux AS 4 update4
（x86），Red Hat Enterprise Linux ES 4 update3（x86）および Red Hat Enterprise Linux ES 4 
update4（x86）を追加した。

メッセージを追加した。
KEXL00001-E，KEXL00002-E，KEXL00003-E，KEXL00004-E，KEXL00005-E，
KEXL00006-E，KEXL00007-E，KEXL00008-E，KEXL00009-E，KEXL00010-E，
KEXL00011-E，KEXL00012-E，KEXL00013-E，KEXL00014-E，KEXL10001-E，
KEXL10002-E，KEXL10003-E，KEXL10004-E，KEXL10005-E，KEXL10006-E，
KEXL10007-E，KEXL10008-E，KEXL10009-E，KEXL10010-E，KEXL10011-E，
KEXL10012-E，KEXL10013-E，KEXL10014-E，KEXL10015-E，KEXL10016-E，
KEXL10017-E，KEXL10018-E，KEXL10019-E，KEXL10020-E，KEXL10021-E，
KEXL10022-E，KEXL10023-E，KEXL10024-E，KEXL10025-E，KEXL10026-E，
KEXL10027-E，KEXL10028-E，KEXL10029-E，KEXL10030-E，KEXL10031-E，
KEXL10034-E，KEXL10035-E，KEXL10036-E，KEXL10037-E，KEXL10038-E，
KEXL10039-E，KEXL10040-E，KEXL10041-E，KEXL10042-E，KEXL10043-E，
KEXL10044-E，KEXL10045-E，KEXL19998-E

追加・変更内容 変更個所



はじめに

このマニュアルは，プログラムプロダクト　P-245Z-A154　uCosminexus Business Reporting 
Processor，および P-9S5Z-A144　uCosminexus Business Reporting Processorを使用した，
eXtensible Business Reporting Languageの規格に従った文書（XBRL文書）を操作するアプ
リケーションを開発する方法について説明したものです。

■対象読者
uCosminexus Business Reporting Processor が提供する APIを利用して，XBRL文書を操作す
るアプリケーションを開発する方を対象としています。
このマニュアルを読む方は，Java言語を使用したプログラミングに関する知識，および次の標
準仕様についての知識を理解されていることを前提としています。
• eXtensible Business Reporting Language (XBRL) 2.0 Specification
• eXtensible Business Reporting Language (XBRL) 2.1 Specification
• XBRL Dimensions 1.0
• XBRL 2.1 Conformance Suite 1.0
• Extensible Markup Language (XML) 1.0 (Second Edition)
• XML Schema Part 0: Primer
• XML Schema Part 1: Structures
• XML Schema Part 2: Datatypes
• XML Base
• Namespaces in XML
• XML Path Language (XPath) Version 1.0
• XPointer Framework
• XPointer Element() scheme
• XML Linking Language (XLink) Version 1.0
• Document Object Model (DOM) Level 2 Core Specification Version 1.0

各仕様書は，XBRL International，またはWorld Wide Web Consortium（W3C）で提供されて
います。

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

第 1章　uCosminexus Business Reporting Processorの概要
XBRLの概要，uCosminexus Business Reporting Processorの特長，および前提プログラムを含
めたシステムでの位置づけについて説明しています。

第 2章　XBRL文書の参照と検証
XBRL文書の参照や検証時に実施される XBRL文書の読み込みやリンクの上書きなどについて説
明しています。
I



はじめに
第 3章　XBRL文書の作成と編集
XBRL文書の作成や編集時に実施される IDの採番や名前空間の正規化について説明しています。

第 4章　アプリケーションの開発
アプリケーションの開発方法とサンプルコードについて説明しています。

第 5章　取り扱える XBRL文書とデータ型
uCosminexus Business Reporting Processorが取り扱える XBRL文書の形式，およびデータ型に
ついて説明しています。

第 6章　APIリファレンス
XBRL文書を操作するための APIについて説明しています。

第 7章　メッセージ
API利用時に表示されるメッセージについて説明しています。

付録 A　XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ ID
XBRL文書の詳細な検証内容と，表示されるメッセージ IDとの対応について説明しています。

付録 B　脚注リンクの再作成
XBRL文書編集時に再作成される脚注リンクについて説明しています。

付録 C　バージョン間の差異
uCosminexus Business Reporting Processorのバージョン間の差異について説明しています。

付録 D　用語解説
このマニュアルで使用する用語の意味について説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルは，次のマニュアルと関連しています。必要に応じてお読みください。
• Cosminexus XML Processor ユーザーズガイド（3020-3-M44）
• Processing Kit for XML ユーザーズガイド（3000-3-935）
• uCosminexus XML Link Processor ユーザーズガイド（3020-3-J40）

■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章を選択して読むことができます。利用目的別に，次
の流れに従ってお読みいただくことをお勧めします。
II



はじめに
■このマニュアルでの表記
このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

英略語 英字での表記

AP Application Program

API Application Programming Interface

ASCII American Standard Code for Information Interchange

c-equal context-equal
III



はじめに
このマニュアルでは，製品名称を省略して表記しています。製品の正式名称と，このマニュア
ルでの表記を次に示します。

cwa Closed World Assumption

DOM Document Object Model

DRS Dimensional Relationship Set

DTD Document Type Definition

DTS Discoverable Taxonomy Set

HTTP Hyper Text Transfer Protocol

ISO International Standardization Organization

J2SE JavaTM2 Platform,Standard Edition

JAXP JavaTM API for XML Processing

p-equal parent-equal

PTVI Post-Taxonomy Validation Infoset

PTVLI Post-Taxonomy Validation Linkbase Infoset

RFC Request For Comments

s-equal structure-equal

SDK Software Development Kit

u-equal unit-equal

UML Unified Modeling Language

URI Universal Resource Identifier

UTC Coordinated Universal Time

UTF UCS Transformation Format

v-equal value-equal

VM Virtual Machine

W3C World Wide Web Consortium

x-equal [XPATH]-equal

XBRL eXtensible Business Reporting LanguageTM

XHTML eXtensible Hyper Text Markup Language

XML eXtensible Markup Language

XSLT eXtensible Stylesheet Language Transformations

製品の正式名称 このマニュアルでの表記

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Professional Operating System Windows 2000 Windo
ws

英略語 英字での表記
IV



はじめに
このマニュアルでは，XBRL文書内に記述されている要素や属性名に，名前空間接頭辞を付け
て表記しています。使用する名前空間接頭辞と対応する名前空間 URIを次に示します。

■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Advanced Server Operating 
System

Microsoft(R) Windows(R) XP Professional Windows XP

Microsoft(R) Windows ServerTM 2003, Standard Edition Windows Server 2003

Microsoft(R) Windows ServerTM 2003, Enterprise Edition

Red Hat Enterprise Linux AS 4 update3（x86） Linux

Red Hat Enterprise Linux AS 4 update4（x86）

Red Hat Enterprise Linux ES 4 update3（x86）

Red Hat Enterprise Linux ES 4 update4（x86）

uCosminexus XML Link Processor XLinkプロセッサ

uCosminexus Application Server XMLプロセッサ

Processing Kit for XML

日立ネットワークオブジェクトプラザトレース共通ライブラリ 日立トレース共通ライブラリ

名前空間接頭辞 名前空間 URI

xsd http://www.w3.org/2001/XMLSchema

xsi http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance

xlink http://www.w3.org/1999/xlink

xbrli http://www.xbrl.org/2001/instance（XBRL2.0の場合）
http://www.xbrl.org/2003/instance（XBRL2.1の場合）

link http://www.xbrl.org/2001/XLink/xbrllinkbase（XBRL2.0の場合）
http://www.xbrl.org/2003/linkbase（XBRL2.1の場合）

xl http://www.xbrl.org/2001/XLink（XBRL2.0の場合）
http://www.xbrl.org/2003/XLink（XBRL2.1の場合）

ptv http://www.xbrl.org/2003/ptv（XBRL2.1の場合）

xbrldi http://xbrl.org/2006/xbrldi（XBRL Dimensions1.0の場合）

xbrldie http://xbrl.org/2005/xbrldi/errors（XBRL Dimensions1.0の場合）

xbrldt http://xbrl.org/2005/xbrldt（XBRL Dimensions1.0の場合）

xbrldte http://xbrl.org/2005/xbrldt/errors（XBRL Dimensions1.0の場合）

製品の正式名称 このマニュアルでの表記
V



はじめに
■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
個所（かしょ）　桁（けた）　伝播（でんぱ）　必須（ひっす）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

■適用 OSによる表現の相違について
このマニュアルでは，Windowsの表現を使用して説明しています。Windows以外の OSをご利
用の場合は，Windowsの表現をご利用の OSの表現に読み替えてください。
VI
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1　 uCosminexus Business 
Reporting Processorの概要
uCosminexus Business Reporting Processorは，XBRL
（eXtensible Business Reporting Language）に準拠した文書
を扱うアプリケーションを開発するための製品です。
この章では，XBRLの概要，uCosminexus Business 
Reporting Processorの特長，および前提プログラムを含めた
システムでの位置づけについて説明します。

1.1　XBRLの概要

1.2　uCosminexus Business Reporting Processorの特長

1.3　uCosminexus Business Reporting Processorの位置づけ
1



1.　uCosminexus Business Reporting Processorの概要
1.1　XBRLの概要

XBRL（eXtensible Business Reporting Language）は，企業の財務情報を記述する標準
言語です。XBRLは，XMLの技術を使用しています。XBRL Internationalが XBRLの
仕様を策定し，規格として公開しています。XBRLは，すでに公的機関や企業で導入さ
れ始めていて，財務報告に欠かせない技術になると注目されています。

企業の財務情報は，日々の仕訳に始まり，会計，納税，決算公告など，多数の目的に使
用されます。決算公告では，企業の経営状態を判断する材料となる財務諸表を，多くの
投資家や金融機関，監査法人などに開示します。

XBRLのメリットには，財務情報を開示する企業にとって迅速な決算公告が実現できる
こと，および開示された情報を利用する投資家や金融機関，監査法人などにとって，
データの再利用ができることがあります。

迅速で正確な決算報告を実現
迅速で正確な決算報告は，企業経営にとって避けて通れない課題です。XBRLを使
用すると，企業は，日々の仕訳から決算報告までを迅速に進められるようになりま
す。会計システムに蓄積されている財務データを XBRL形式に変換することで，企
業の財務情報をタイムリーに開示できます。
また，XBRL形式の財務データを利用して，公共機関への納税や金融機関への融資
申請などに必要な書類を容易に作成できます。

データの再利用を実現
今までは，各企業が独自のシステムを使用して財務情報を開示していたため，開示
される財務諸表のデータ形式が不統一でした。企業の財務情報を利用する金融機関
などは，入手したデータの手入力が必要となり，データの再利用には，多大な労力
と時間が必要でした。
XBRLを導入することで，入手した各企業の財務データを，さらに適切な形式に加
工して，複数企業の比較分析や税務を扱うシステムで再利用できます。

ここでは，XBRLで記述された文書の概要について説明します。

1.1.1　XBRL文書
XBRLで記述された文書を XBRL文書と呼びます。ここでは，XBRL文書の構成につい
て説明します。

XBRL文書は，タクソノミー文書とインスタンス文書から構成されます。タクソノミー
文書は，文書の書式や記載する項目，計算方法などを定義した XMLスキーマです。イン
スタンス文書は，定義されたスキーマ（タクソノミー文書）に従って実際の値を入力し
た XML文書です。

XBRLの仕様には複数のバージョンがあり，バージョンによって作成される XBRL文書
2



1.　uCosminexus Business Reporting Processorの概要
が異なります。uCosminexus Business Reporting Processorでは，XBRL 2.0および
XBRL 2.1に対応しています。また，XBRL2.1の拡張規格である XBRL Dimensions1.0
にも対応しています。XBRL Dimensions1.0では，財務報告の情報を多次元で表現でき
ます。

タクソノミー文書とインスタンス文書の関係を次の図に示します。

図 1-1　タクソノミー文書とインスタンス文書の関係

財務諸表を例に挙げると，財務諸表の書式，記載する勘定科目やその計算式，根拠とな
る会計基準などの参考文献をまとめたひな型がタクソノミー文書に該当し，企業のある
期の財務データを入力して作成した財務諸表がインスタンス文書に該当します。企業は，
3



1.　uCosminexus Business Reporting Processorの概要
財務諸表用のタクソノミー文書で定義した内容に従って，企業のある期のデータを基に
財務諸表を作成します。

1.1.2　タクソノミー文書とは
タクソノミー文書は，勘定科目を表すアイテムおよび計算式を表す計算リンクなど，イ
ンスタンス文書で記載する内容を定義したひな型です。

タクソノミー文書は，タクソノミー本体とリンクベースから構成されます。財務諸表を
例に挙げると，財務諸表で記載する勘定科目を定義するのがタクソノミー本体，勘定科
目の表示順，計算式，会計基準などの参考文献を定義するのがリンクベースに該当しま
す。

タクソノミー文書では，国や業種，会計基準によって異なる内容を別文書（リンクベー
ス）として切り分け，それぞれをリンクさせています。別文書に分かれているため，会
計基準などの変更に対応しやすく，各企業の事情に合わせた形式にカスタマイズできま
す。

タクソノミー本体
タクソノミー本体は，XML Schema言語を使用して，インスタンス文書に記述する
アイテムを定義した XMLスキーマです。
アイテムとは報告内容の各勘定科目のことで，数値と非数値があります。また，複
数の項目をまとめて解釈する必要がある場合には，アイテムのまとまりを示すタプ
ルも定義できます。
タクソノミー本体は，XBRL2.1仕様ではタクソノミースキーマ（Taxonomy 
Schema）と記載されていますが，このマニュアルでは，タクソノミー本体と記載し
ています。

リンクベース
リンクベースは，XLinkや XPathの技術を使用して，タクソノミー本体に定義した
アイテム間の関係などを記述した XML文書です。XBRLでは，次のリンクベース
が使用できます。

表 1-1　XBRLで使用できるリンクベース

リンク種別 定義内容

関係リンク プレゼンテーションリンク アイテムまたはタプルの表示順序を定義します。

計算リンク アイテムまたはタプルの数値データの重みつき加減算
式を定義します。

定義リンク アイテムの親子関係など，アイテムまたはタプル同士
の関係を定義します。

ラベルリンク アイテムまたはタプルの表示名称（ラベル）を定義し
ます。日本語または英語などを指定して，さまざまな
言語でラベルを記述したり，別名を定義したりできま
す。
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1.　uCosminexus Business Reporting Processorの概要
タクソノミー本体とリンクベースの参照関係
リンクベースは，タクソノミー本体に記述することもできますが，多くの場合は別
文書に記述します。
タクソノミー本体からリンクベースへの参照は，XLinkの単純リンクが使用され，
リンクベースからタクソノミー本体への参照は XLinkの拡張リンク（ロケータ型要
素）が使用されます。
ロケータ型要素では，文書内の特定の項目を参照できるように，URIにフラグメン
トを付けます。フラグメントの指定には，XPointerのショートハンドポインタ
（Shorthand Pointer）を使用できます。XBRL2.1の場合は，スキームベースポイン
タ（Scheme-Based Pointer）の element()スキームも指定できます。

1.1.3　インスタンス文書とは
インスタンス文書は，タクソノミー文書に従って実際の財務データを入力した文書です。
財務諸表を例に挙げると，インスタンス文書は，企業がある時期の財務状態を報告した
財務諸表に該当します。インスタンス文書には各勘定科目に具体的な数値が記入されて
いて，企業の財務状態が一目でわかるようになっています。

インスタンス文書には，インスタンス文書に特化したリンクベースや脚注リンクを追加
できます。脚注リンクは，通常の脚注と同様に，インスタンス文書に記述した事実間の
不規則な関係を表現します。

インスタンス文書とタクソノミー本体の参照関係
XBRL2.0の場合，インスタンス文書からタクソノミー本体への参照は，ルート要素
の xsi:schemaLocation属性を使用して参照します。
XBRL2.1の場合，XLinkの単純リンクである <link:schemaRef>要素を使用して参
照します。

1.1.4　タクソノミー文書の拡張
XBRLでは，既存のタクソノミー文書に，勘定科目を追加したり変更したりできます。
これをタクソノミー文書の拡張と呼びます。タクソノミー文書を拡張すると，一般に公
開されているタクソノミー文書を流用して，独自の記載形式を定義できます。ここでは，
タクソノミー文書の拡張と，タクソノミー文書の階層構造について説明します。

タクソノミー文書の階層構造を次の図に示します。

リファレンスリンク 参考文献を定義します。会計基準など，根拠となる文
献への参照に使用します。

リンク種別 定義内容
5



1.　uCosminexus Business Reporting Processorの概要
図 1-2　タクソノミー文書の階層構造

タクソノミー文書の階層構造は，上位に世界共通タクソノミー文書があり，その下に国
別タクソノミー文書，そして用途や業種ごとのタクソノミー文書，企業固有のタクソノ
ミー文書などで構成されます。そのため，XBRL文書を取り扱うときには，複数のタク
ソノミー文書を組み合わせて一つの論理的なタクソノミー文書とみなす必要があります。

このように既存のタクソノミー文書を拡張して，新しいタクソノミー文書を定義した場
合の，論理的に一つのタクソノミー文書であると判断する範囲を DTS（Discoverable 
Taxonomy Set）と呼びます。XBRL2.0仕様では DTSという用語は使用されていません
が，このマニュアルでは複数のタクソノミー文書の集まりを論理的な一つのタクソノ
ミー文書としてみなす場合，DTSと記載します。

タクソノミー文書の拡張には，次の方法があります。

• タクソノミー本体で <xsd:import>要素を使用して，ほかのタクソノミー文書をイン
ポートする。

• インスタンス文書で，ほかのタクソノミー文書を取り込む。
次の方法で，つながりのない複数のタクソノミー文書を一つの DTSとして定義できま
す。
XBRL2.0の場合，インスタンス文書のルート要素の xsi:schemaLocation属性に，複
数のタクソノミー文書を指定します。
XBRL2.1の場合，タクソノミー文書ごとに <link:schemaRef>要素を記述します。
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1.　uCosminexus Business Reporting Processorの概要
1.2　uCosminexus Business Reporting 
Processorの特長

uCosminexus Business Reporting Processorは，次の機能を提供します。

• XBRL文書を扱うために体系化したオブジェクトモデル（XBRL DOM）
• XBRL文書を読み込んで XBRL DOMの生成や操作ができる API（Java）

ここでは，これらの機能を利用してできること，XBRL DOMの詳細，および
uCosminexus Business Reporting Processorが準拠する規格について説明します。

1.2.1　uCosminexus Business Reporting Processorでできる
こと

uCosminexus Business Reporting Processorが提供する API（Application 
Programming Interface）を使えば，タクソノミー文書やインスタンス文書の読み込みお
よび作成をするためのアプリケーションを開発できます。アプリケーションの開発方法
については「4.　アプリケーションの開発」を参照してください。APIの種類について
は「6.　APIリファレンス」を参照してください。

複雑な構造の XBRL文書を容易に操作できる
XBRLは，XML Schema，XLink，XPathなど XMLのさまざまな技術を利用して
います。これらの技術の詳細を理解した上でアプリケーションを開発するのは大変
です。uCosminexus Business Reporting Processorが提供する APIを使用すると，
XML技術の詳細な仕様を意識しなくても XBRL文書の読み込み，作成，編集など
をするアプリケーションを開発できます。
例えば，タクソノミー本体からリンクベースを参照するには，リンク構造を解析し，
参照先を検索する複雑な処理が必要になります。uCosminexus Business Reporting 
Processorが提供する APIを使用すれば，リンク先の内容を読み込んだり，編集し
たりという操作が容易にできます。

複数の XBRLバージョンに準拠した文書を扱える
XBRLの仕様には，複数のバージョンがあります。
uCosminexus Business Reporting Processorは，XBRL2.0および XBRL2.1に準拠
した XBRL文書に対応しています。アプリケーションでどちらの文書を扱うかを指
定することで，それぞれの規格に準拠した文書を取り扱えます。

XBRL文書を効率良く処理できる
インスタンス文書を作成するときには，対象となるタクソノミー文書を読み込む必
要があります。タクソノミー文書は，タクソノミー本体と複数のリンクベースから
構成され，さらに複数のタクソノミー文書の集まり（DTS）を読み込む場合もあり
ます。
7



1.　uCosminexus Business Reporting Processorの概要
uCosminexus Business Reporting Processorでは，XBRL文書を効率良く処理する
ために次の機能を提供しています。
• 一度読み込んだ DTSをメモリにキャッシュできる
• 最初に DTSに定義されているリンクベースをすべて読み込まなくても，必要なと
きに使用するリンクベースだけを読み込むことができる

タクソノミー文書やインスタンス文書の内容が正しいかを検証できる
タクソノミー文書やインスタンス文書の内容が正しいか，プロパティを設定するこ
とで検証できます。さらに，完全な妥当性検証を実行すれば，文書が XBRL 2.1 
Conformance Suite 1.0に完全に準拠しているかを検証できます。
検証方法については，「2.3　タクソノミー文書の検証」または「2.4　インスタンス
文書の検証」を参照してください。また，使用できるプロパティについては，
「4.16.2　プロパティ一覧」を参照してください。

1.2.2　XBRL DOMとは
XBRL DOMとは，XBRL文書を扱うために体系化したドキュメントオブジェクトモデ
ルのことです。

ドキュメントオブジェクトモデルとは，文書の各要素をツリー構造で表現したもので，
要素を移動させたり追加したりするための APIを提供します。XMLデータのツリー構
造を操作するための APIとして，W3Cが規格化した DOMがあります。このマニュアル
では，XBRL DOMと区別するため，W3Cが規格化した DOMをW3C DOMと表記しま
す。

XBRL DOMは，W3C DOMと比較すると，次の点で XBRL文書の操作に適していま
す。

• 文書の複雑な構成を意識させない
XBRL文書を扱うときは，複数文書のまとまりを論理的に一つの文書とみなしたり，
別文書に記述されている内容を参照させたりするなど，複雑な操作が必要になります。
このような場合も，XBRL DOMを使用すれば，階層や文書の構成を意識することな
く，文書を操作できます。

• XML技術の難解さを意識させない
XBRL文書では，XML Schema，XLink，XPathなどの XML技術が使われています。
XBRL DOMは XBRL文書を操作するときに必要な APIを用意しています。ユーザー
は，アプリケーション開発時に XBRL DOMの APIを使用するだけで，XML技術の
詳細を意識することなくアプリケーションを開発できます。
XBRL DOMを使用した場合と，使用しない場合のアプリケーション開発を次の図に
示します。
8



1.　uCosminexus Business Reporting Processorの概要
図 1-3　XBRL DOMを使用した場合と，使用しない場合のアプリケーション開発

XBRL DOMは，XML Schemaの知識が必要となるスキーマ検証，XLinkおよび
XPathの知識が必要となるリンクベースの処理をすべて隠ぺいします。そのため，
XBRL DOMを使用したアプリケーション開発では，ユーザーは XML，XBRL，およ
び XBRL DOMの知識だけでアプリケーションを開発できます。

1.2.3　準拠する規格
uCosminexus Business Reporting Processorは，次の規格に準拠しています。

• eXtensible Business Reporting Language(XBRL) 2.0 Specification
• eXtensible Business Reporting Language(XBRL) 2.1 Specification
• XBRL Dimensions 1.0
• XBRL 2.1 Conformance Suite 1.0

　

また，これらの XBRLの規格は次の XML関連技術を利用しています。

• Extensible Markup Language (XML) 1.0 (Second Edition)
• XML Schema Part 0: Primer
• XML Schema Part 1: Structures
9



1.　uCosminexus Business Reporting Processorの概要
• XML Schema Part 2: Datatypes
• XML Base
• Namespaces in XML
• XML Path Language (XPath) Version 1.0
• XPointer Framework
• XPointer Element() scheme
• XML Linking Language (XLink) Version 1.0
• Document Object Model (DOM) Level 2 Core Specification Version 1.0

　

XBRLの規格については，XBRL Internationalのサイト（http://www.xbrl.org/）を参照
してください。
10



1.　uCosminexus Business Reporting Processorの概要
1.3　uCosminexus Business Reporting 
Processorの位置づけ

ここでは，前提プログラムを含めた，システムでの uCosminexus Business Reporting 
Processorの位置づけについて説明します。

uCosminexus Business Reporting Processorを使用して開発したアプリケーションを実
行する環境には，uCosminexus Business Reporting Processorの前提プログラムとし
て，XMLプロセッサおよび XLinkプロセッサが必要です。

XMLプロセッサ
アプリケーションサーバを使用する場合は，uCosminexus Application Serverが必
要です。使用しない場合は，uCosminexus Developerが必要です。uCosminexus 
Developerは，XMLプロセッサと Java仮想マシンの機能を持つプログラムです。

XLinkプロセッサ
uCosminexus XML Link Processorが必要です。

uCosminexus Business Reporting Processorの前提プログラムを含めたシステムでの位
置づけを次の図に示します。

図 1-4　前提プログラムを含めたシステムでの位置づけ

アプリケーションでは，タクソノミー文書やインスタンス文書の読み込みおよび作成を
するアプリケーションを開発できます。uCosminexus Business Reporting Processor
は，タクソノミー文書やスキーマ定義を参照して，読み込んだ XBRL文書を検証したり，
タクソノミー文書やスキーマ定義に従った文書を作成したりします。
11





2　 XBRL文書の参照と検証
この章では，XBRL文書の参照や検証時に実施される DTSの
読み込み，リンクの上書き，およびリンク構造の参照について
説明します。
DTSとは，複数のタクソノミー文書を一つの論理的なタクソ
ノミー文書とみなす範囲のことです。DTSに読み込んだタク
ソノミー文書を，別のタクソノミー文書で拡張できます。これ
をリンクの上書きといいます。XBRL2.1の場合は，リンクが
上書きされたあと，DTS内のタクソノミー本体やリンクベー
スとの関係を，ユーザーアプリケーションから容易に参照でき
る機能もあります。
また，この章では，完全な妥当性検証を実行した際に生成され
る，PTVLIと PTVIの構造と生成例についても説明します。

2.1　タクソノミー文書の参照

2.2　インスタンス文書の参照

2.3　タクソノミー文書の検証

2.4　インスタンス文書の検証

2.5　DTSの読み込み

2.6　リンクの上書き（XBRL2.0の場合）

2.7　リンクの上書き（XBRL2.1の場合）

2.8　リンク構造の参照（XBRL2.1の場合）

2.9　PTVLIの生成（XBRL2.1の場合）

2.10　PTVIの生成（XBRL2.1の場合）
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2.　XBRL文書の参照と検証
2.11　XBRL同等性の判定
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2.　XBRL文書の参照と検証
2.1　タクソノミー文書の参照
タクソノミー文書は，インスタンス文書に記載する項目を定義するためのタクソノミー
本体と，定義した項目間の関係などを記述したリンクベースとで構成されています。

ここでは，タクソノミー文書の参照について，説明します。

タクソノミー文書を参照する場合，タクソノミー文書が対応する XBRLのバージョンを
指定する必要があります。デフォルトでは 2.0になるため，XBRL2.1に対応する文書を
操作する場合は，XBRLのバージョンを変更します。

また，タクソノミー文書が XBRL Dimensionsに対応している場合，XBRL Dimensions
のバージョンを指定する必要があります。その場合は，必ず XBRLのバージョンに 2.1
を指定してください。2.0を指定したときは，タクソノミー文書は XBRL2.0として処理
されます。

指定方法
• XBRLのバージョンは，プロパティや APIなどで指定します。指定するプロパ
ティを次に示します。
cbrp.parse.XBRLVersion

• XBRL Dimensionsのバージョンは，プロパティや APIなどで指定します。指定
するプロパティを次に示します。
cbrp.parse.DimensionsVersion

指定方法の詳細については，「4.16.1　プロパティの指定方法と優先順位」を参照し
てください。

2.1.1　タクソノミー文書の XBRL DOMツリーへの展開
uCosminexus Business Reporting Processorは，タクソノミー文書を読み込み，XBRL 
DOMを使用したツリーに展開します。ユーザーアプリケーションから APIを使用して
XBRL DOMを操作することで，タクソノミー文書に定義された項目の一覧などを参照で
きます。

タクソノミー文書の参照とツリーへの展開を次の図に示します。
15



2.　XBRL文書の参照と検証
図 2-1　タクソノミー文書の参照とツリーへの展開

2.1.2　拡張されたタクソノミー文書の参照
既存のタクソノミー文書を拡張し，新しいタクソノミー文書を定義することもできます。
例えば，タクソノミー本体に <xsd:import>要素を指定してほかのタクソノミー文書をイ
ンポートし，タクソノミー文書を拡張できます。新しいタクソノミー文書を定義すると
きに，基になったタクソノミー文書を基底タクソノミー文書と呼びます。

uCosminexus Business Reporting Processorでは，タクソノミー文書が拡張されていた
場合，基底タクソノミー文書も自動的に読み込み，拡張されたタクソノミー文書の集ま
16



2.　XBRL文書の参照と検証
り（DTS）として扱えます。物理的に複数のタクソノミー文書から構成されている場合
でも，論理的な一つのタクソノミー文書として参照できます。

拡張されたタクソノミー文書の構成を，次の図に示します。

図 2-2　拡張されたタクソノミー文書の構成

この場合，タクソノミー文書で <xsd:import>要素を使用して，基底タクソノミー文書を
参照しています。

DTSを参照する場合，タクソノミー文書の読み込み範囲などをあらかじめ指定できます。
DTSの読み込みに関する設定項目については，「2.5　DTSの読み込み」を参照してくだ
さい。

2.1.3　タクソノミー文書の定義情報の参照
タクソノミー文書に記述された定義情報を参照できます。これは，タクソノミー文書の
ガイドラインとして 2005年 4月 25日版の FRTA　1.0　（Financial Reporting 
Taxonomy Architecture）が勧告案として公開されており，この FRTAに準拠している
かどうかの検証を行うために必要な情報です（また，インスタンス文書のガイドライン
についても，同様に仕様策定が進められており，2004年 11月 14日版の FRIS　1.0　
（Financial Reporting Instance Standards）が公開作業ドラフトとして公開されていま
す）。

このタクソノミー文書の定義情報を参照する場合，cbrp.parse.validate.frtafrisのプロパ
ティに trueを指定してからタクソノミー文書を読み込ませて，FRTA/FRIS用の解析を
uCosminexus Business Reporting Processorにさせる必要があります。
17



2.　XBRL文書の参照と検証
指定方法
タクソノミー文書の定義情報を参照するかどうかは，プロパティまたは APIで指定
します。指定するプロパティを次に示します。
• FRTA/FRIS用の解析

cbrp.parse.validate.frtafris

指定方法の詳細については，「4.16.1　プロパティの指定方法と優先順位」を参照してく
ださい。

この指定により利用できるタクソノミー文書の定義情報とメソッドを下記に示します。
メソッドの明記がないものは，そのインターフェースの全メソッドが対象となります。

● XBRLLinkbaseインターフェース

getExtendedLinksW3CDOMNode(int extendedLinkType)

● XBRLTaxonomyLinkbaseRefインターフェース

● XBRLTaxonomyRoleRefインターフェース

● XBRLTaxonomyAttributeDeclarationインターフェース

● XBRLTaxonomyBodyインターフェース

getElementFormDefault()

getAttributeFormDefault()

getImportBodies()

getIncludeBodies()

● XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionインターフェース

● XBRLTaxonomyDocumentインターフェース

getNamespaceDeclarations()

getLinkbaseRefs()

getRoleRefs()

getTaxonomyTypeDefinitions()

getNamespaceDeclarationsByPrefix(java.lang.String prefix)

getNamespaceDeclarationsByURI(java.lang.String uri)

getTaxonomyTypeDefinition(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)

● XBRLTaxonomyElementインターフェース

getTaxonomyTypeDefinition()
18



2.　XBRL文書の参照と検証
● XBRLTaxonomySimpleTypeDefinitionインターフェース

● XBRLTaxonomyTypeDefinitionインターフェース
19



2.　XBRL文書の参照と検証
2.2　インスタンス文書の参照
インスタンス文書は，タクソノミー文書に従って，企業の財務情報の具体的な値が記述
された文書です。uCosminexus Business Reporting Processorでは，すでに作成されて
いるインスタンス文書を読み込み，XBRL DOMを使用したツリーに展開します。ユー
ザーアプリケーションから APIを使用して XBRL DOMを操作することで，既存のイン
スタンス文書を参照できます。

インスタンス文書を参照する場合，インスタンス文書中に指定されているタクソノミー
文書の URIを基に，使用しているタクソノミー文書が自動的に読み込まれます。ユー
ザーアプリケーションでは，uCosminexus Business Reporting Processorが提供する
APIを使用して，インスタンス文書を参照できます。

また，インスタンス文書を参照する場合，インスタンス文書が対応する XBRLのバー
ジョンを指定する必要があります。デフォルトでは 2.0になるため，XBRL2.1に対応す
る文書を操作する場合は，XBRLのバージョンを変更します。

また，インスタンス文書が XBRL Dimensionsに対応している場合，XBRL Dimensions
のバージョンを指定する必要があります。その場合は，必ず XBRLのバージョンに 2.1
を指定してください。2.0を指定したときは，インスタンス文書は XBRL2.0として処理
されます。

指定方法
• XBRLのバージョンは，プロパティや APIなどで指定します。指定するプロパ
ティを次に示します。
cbrp.parse.XBRLVersion

• XBRL Dimensionsのバージョンは，プロパティや APIなどで指定します。指定
するプロパティを次に示します。
cbrp.parse.DimensionsVersion

指定方法の詳細については，「4.16.1　プロパティの指定方法と優先順位」を参照し
てください。
20



2.　XBRL文書の参照と検証
2.3　タクソノミー文書の検証
uCosminexus Business Reporting Processorでは，タクソノミー文書の読み込み時に，
その内容が正しいかどうかを検証できます。

タクソノミー文書の検証では，次の内容を検証します。

• XMLスキーマ検証
• リンクの検証（リンクの整合性チェック）
• タクソノミー文書の形式の検証

指定方法
タクソノミー文書を検証するかどうかは，プロパティまたは APIで指定します。指
定するプロパティを次に示します。
• 通常の検証

cbrp.parse.validate
• 完全な妥当性検証

cbrp.parse.validate.full-checking

指定方法の詳細については，「4.16.1　プロパティの指定方法と優先順位」を参照し
てください。
また，これらのプロパティで検証しない設定にした場合でも，XBRL DOMを作成で
きないエラーについては必ず検証します。検証内容については，「付録 A　XBRL文
書の検証内容と対応するメッセージ ID」を参照してください。

2.3.1　XMLスキーマ検証
タクソノミー文書は，XBRLのスキーマ定義に従って記述された XML文書であり，こ
れを構成するタクソノミー本体は XML Schema言語で記述されています。そのため，
XMLプロセッサを使用して，次のスキーマ定義を基にタクソノミー文書が XML文書と
して妥当であるかを検証できます。

• XBRLのスキーマ定義
XBRLのバージョンに合ったスキーマ定義が必要です。

• XML Schemaのスキーマ定義

検証するには，公開されているスキーマ定義をダウンロードするか，公開先にアクセス
できる状態にしてください。検証に必要なスキーマ定義の詳細については，「4.15.3　必
要なスキーマ定義」を参照してください。

（1） XBRLのバージョンによる XMLスキーマ検証の違い

XMLスキーマ検証は，XBRLのバージョンによって次のように異なります。

● XBRL2.0の場合
21



2.　XBRL文書の参照と検証
プロパティや APIの指定に関係なく，読み込み時に常に XMLスキーマ検証が実行さ
れます。

● XBRL2.1の場合
プロパティまたは APIでの指定に従って，XMLスキーマ検証が実行されます。

（2） リンクベースの XMLスキーマ検証

リンクベースは，XBRLのスキーマ定義に従って記述された XML文書です。例えばリ
ンクベースの一つであるリファレンスリンクでは，タクソノミー本体で定義されたパー
ト要素を記述することがありますが，このような場合，リンクベースを参照するタクソ
ノミー本体もリンクベースのスキーマ定義として使用します。

リンクベースの xsi:schemaLocation属性にタクソノミー本体を指定することで，タクソ
ノミー本体をリンクベースのスキーマ定義として読み込めます。

タクソノミー文書（リンクベース）の XMLスキーマ検証を次の図に示します。
22



2.　XBRL文書の参照と検証
図 2-3　タクソノミー文書（リンクベース）の XMLスキーマ検証

（3） ユーザーデータ型の XMLスキーマ検証【完全な妥当性検証の場合
だけ有効】

完全な妥当性検証を実行すれば，ユーザーデータ型に XBRL2.1で禁止されている定義内
容がないかを検証できます。これによって，XML Schemaとして正しいデータ型でも，
XBRLとして不正ならばエラーを検出させることができます。

この検証方法を使うと，xbrli:fractionItemType型以外から派生したユーザーデータ型が
構造を持っているとエラーとなるため，次に示すユーザーデータ型定義
（<xsd:complexType>要素）の子要素に <xsd:simpleContent>要素や <xsd:annotation>
要素以外が使用されているとエラーになります。

• あるアイテムとして認識された <xsd:element>要素の子要素である
<xsd:complexType>要素（局所定義）

• あるアイテムとして認識された <xsd:element>要素の type属性値で参照される
23



2.　XBRL文書の参照と検証
<xsd:complexType>要素（大域定義）

2.3.2　リンクの検証
タクソノミー文書の検証では，リンクベースに記述されたリンクの整合性のチェックと
して，XLinkプロセッサで次の内容を確認します。

• 単純リンクやロケータ型要素の検証
• ラベル定義の有無の検証
• 同じ弧を持つリンクの有無の検証
• xlink:role，xlink:arcrole属性値のURI表記の検証
• 関係ネットワーク上のサイクルの検証
• essence-aliasアークの検証
• summation-itemアークの検証

URIの指定方法に関する注意事項と，検証内容について次に説明します。

（1） URIの指定方法

URIの指定方法には，次の 2種類があります。

• 絶対 URI
• 相対 URI

相対 URIは絶対 URIに変換され，リモートリソースを特定します（相対 URIの解決）。
相対 URIの解決は xlink:href属性だけでなく，<xsd:import>要素などの，XBRL文書
でリモートリソースへの参照定義に使用される相対 URIに適用されます。ここでは，相
対 URIの解決，エンティティリゾルバを使用した URIの解決，URI表記に関する注意
事項，および XPointerを使用したURIの指定方法について説明します。

（a）相対 URIの解決

タクソノミー本体やリンクベースの要素など，リモートリソースへの参照定義に相対
URIを使用した場合，相対 URIは絶対 URIに変換されます。XBRL2.1の場合は，基底
となる URIを記述する xml:base属性を指定できます。

uCosminexus Business Reporting Processorは，XML Baseの仕様に従って相対 URI
を解決します。

次の場合，解決後の URIは http://xxx/yyy/test.xsdとなります。

xlink:href属性値と xml:base属性値を組み合わせても絶対URIにならない場合，XML
文書読み込み元の URIが基底 URIとして使用されます。XML文書読み込み元の URI
が定まっていない場合，アプリケーションの現在の作業フォルダが基底 URIとして使用

<schemaRef xml:base="http://xxx/yyy/" xlink:href="test.xsd" ...(中略)>
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2.　XBRL文書の参照と検証
され，絶対 URIに変換されます。

（b）エンティティリゾルバを使用した URIの解決

エンティティリゾルバは，アプリケーションで外部エンティティを解決するための機能
です。uCosminexus Business Reporting Processorでは，org.xml.sax.EntityResolver
インターフェースを利用できます。

uCosminexus Business Reporting Processorは，エンティティリゾルバが登録されてい
た場合，タクソノミー文書などの外部エンティティを解決する前に，アプリケーション
にコールバックします。例えば，エンティティリゾルバを使用して，絶対URIをローカ
ルファイル名に変換し，リモートリソースにアクセスしないようにできます。

エンティティリゾルバのコーディングの詳細については，「4.14　エンティティリゾル
バ」を参照してください。

（c）URI表記に関する注意

XBRL文書のURIは，uCosminexus Business Reporting Processorによって正規化さ
れ，XBRL文書を識別するためのキーとして管理されます。そのため，URI表記につい
て，次の点に注意してください。

●大文字／小文字の表記を統一する
XBRL文書に，同じ文字列で大文字／小文字の表記だけが異なる URIがある場合，
uCosminexus Business Reporting Processorでは別文書として認識されます。同じ
URIを記述する場合，大文字／小文字の表記を統一してください。
例：次のURIは，異なるURIと判断されます。
• file:/test/dmy.xsd
• file:/test/DMY.xsd
• file:/test/Dmy.Xsd

● URIの記述形式を統一する
URI中のホスト名およびポート番号を省略した場合，uCosminexus Business 
Reporting Processorでは異なる URIとして認識されます。同じURIを記述する場
合，URIの記述形式を統一してください。
例：次のURIは，異なるURIと判断されます。
• http://localhost:80/test/dmy.xsd
• http:///test/dmy.xsd

●先頭の文字に OSのドライブ名を指定しない
例えば，「C:/xxx.xml」を指定した場合，URIが正しく変換されないため，使用しな
いでください。

●先頭の文字に「/」を指定した場合
先頭の文字に「/」を使用した場合，アプリケーションの現在の作業フォルダの影響を
受けるため，注意してください。
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例を次に示します。
次の記述がある文書は，file:///C:/instance/sample.xmlだったと仮定します。

この場合，相対 URIの解決後の絶対 URIは file:/xxx/test.xsdとなります。
先頭の文字に「/」を指定した場合，相対 URI"test.xsd"は，xml:base属性値に指定さ
れた値 "/xxx/"と組み合わされて，絶対パス "/xxx/test.xsd"となります。この記述のあ
る文書のスキームとホスト名から正規化された絶対 URIは "file:/xxx/test.xsd"となり
ます。
この絶対 URIでリソースを求めると，アプリケーションの現在の作業フォルダのドラ
イブからのパスとして解決されます。現在の作業フォルダが D:¥sampleであった場合
には，求められるリソースは，file:/D:/xxx/test.xsdとなります。

（d）XPointerを使用した URIの指定方法

xlink:href属性に指定する URIのフラグメントに，XPointerを使用できます。ここで
は，使用できる形式と指定例について説明します。

XBRL2.0の場合，URIのフラグメントには XPointerのショートハンドポインタだけを
指定できます。

XBRL2.1の場合，次に示す形式を使用できます。

• ショートハンドポインタ
XPointerのショートハンドポインタを使用してリンク先の要素の id属性を指定しま
す。記載形式は，#<id>です。

• element()スキーム
XPointerのスキームベースポインタの element()スキームを使用します。複数の条件
を指定した場合，条件に一致する要素が見つかった時点で，検索が終了します。
記載形式は，element(<値 >)[element(<値 2>)]です。

指定例を次に示します。

• ショートハンドポインタを使用して，リンク先の id属性を指定する例
この例では，test.xsd文書内の test1という idを持つ要素を参照しています。

• element()スキームを使用して，リンク先の id属性を指定する例
この例では，test.xsd文書内の test1という idを持つ要素を参照しています。

<schemaRef xml:base="/xxx/" xlink:href="test.xsd" ...(中略)>

<link:roleRef xlink:type="simple"
 xlink:href="test.xsd#test1"
 roleURI="http://www.mycomp.com/role/endnote"
 />

<link:roleRef xlink:type="simple"
 xlink:href="test.xsd#element(test1)"
 roleURI="http://www.mycomp.com/role/endnote"
 />
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• ルート要素からの階層を指定する例
この例では，test.xsd文書のルート要素下にある 14番目の子要素を参照しています。

• 特定の要素からの階層を指定する例
この例では，test.xsd文書内の test1という idを持つ要素下にある 3番目の子要素の
2番目の子要素を参照しています。

• 複数の条件を指定した例
element()スキームに二つの条件を指定した場合，順番に検索され，条件に一致する
要素が見つかった時点で検索が終了します。

この例では，次の順番で検索されます。
1. test.xsd文書内の test1という idを持つ要素下にある 3番目の子要素の 2番目の
子要素

2. test.xsd文書内のルート要素下にある 2番目の子要素

（2） 単純リンクやロケータ型要素の検証

単純リンクやロケータ型要素が，参照先となるリモートリソースにトラバースできるか
を検証します。これは，xlink:href属性に記述されたリモートリソースへのURIから，
参照先のタクソノミー本体の要素や，リンクベースの要素が特定できることを意味しま
す。

（3） ラベル定義の有無の検証

アーク型要素が参照しているラベル（xlink:label属性）が，その拡張リンク型要素内で
定義されているかを検証します。

（4） 同じ弧を持つリンクの有無の検証

同一拡張リンク内に同じ弧を持つリンク（同じ xlink:from属性値および同じ xlink:to属
性値を持つアーク型要素）がないかを検証します。

<link:roleRef xlink:type="simple"
 xlink:href="test.xsd#element(/1/14)"
 roleURI="http://www.mycomp.com/role/endnote"
 />

<link:roleRef xlink:type="simple"
 xlink:href="test.xsd#element(test1/3/2)"
 roleURI="http://www.mycomp.com/role/endnote"
 />

<link:roleRef xlink:type="simple"
 xlink:href="test.xsd#element(test1/3/2)  element(/1/2)"
 roleURI="http://www.mycomp.com/role/endnote"
 />
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（5） xlink:role，xlink:arcrole属性値の URI表記の検証

xlink:role，xlink:arcrole属性値が絶対 URIで指定されているかを検証します。

（6） 関係ネットワーク上のサイクルの検証【完全な妥当性検証の場合だ
け有効】

関係ネットワークとは，拡張リンク型要素の xlink:role属性値で分類され，さらにアー
ク型要素の xlink:arcroleで細分化される関係の集合です。完全な妥当性検証の場合，関
係ネットワーク上で禁止されているサイクル（循環など）が存在しないか検証できます。

ラベルリンク，リファレンスリンクおよび脚注リンクは，検証の対象になりません。検
証の対象となるリンクと，各リンクに許可されているサイクルのタイプを次に示します。

（凡例）
－：要素名の指定は不要です。

サイクルのタイプ：
指定できるサイクルのタイプ（cyclesAllowed属性の指定値を含む）と，それぞ
れの意味は次のとおりです。
• any：関係ネットワーク上でのサイクルの制限はない。
• undirected：関係ネットワーク上での循環はエラーとするが，ノード間に複
数の経路が存在してもエラーとはしない。

• none：関係ネットワークが循環することも，あるノード間に経路が複数存在
することも許可しない。

関係ネットワーク上の経路とサイクルのタイプの組み合わせによって，検証結
果がエラーになる場合とならない場合を次の例で示します。

リンクの種類 要素名 xlink:arcrole属性値 サイクルの
タイプ

プレゼンテー
ションリンク

link:presentation
Arc

http://www.xbrl.org/2003/arcrole/parent-child undirected

計算リンク link:calculationA
rc

http://www.xbrl.org/2003/arcrole/
summation-item

any

定義リンク link:definitionArc http://www.xbrl.org/2003/arcrole/
general-special

undirected

http://www.xbrl.org/2003/arcrole/essence-alias undirected

http://www.xbrl.org/2003/arcrole/
similar-tuples

any

http://www.xbrl.org/2003/arcrole/
requires-element

any

－ － カスタムアークロール
（<link:arcroleType>要素の arcroleURI属性
値）

cyclesAllowe
d属性の値
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（7） essence-aliasアークの検証【完全な妥当性検証の場合だけ有効】

essence-aliasアークが，次の制約に従って記述されているかを検証します。

• 実名概念と別名概念のアークの両端がアイテムであること
• 実名概念と別名概念の要素宣言（アイテム）のデータ型は同じであること（派生元が
同じでも，データ型が異なる場合は別のものと判断する）

• 実名概念と別名概念の要素宣言（アイテム）の periodType属性値が同じであること
• 実名概念と別名概念の要素宣言（アイテム）の両方に balance属性が記述されていた
場合，balance属性値が同じであること

（8） summation-itemアークの検証【完全な妥当性検証の場合だけ有効】

summation-itemアークが，次の制約に従って記述されているかを検証します。

• 計算リンクを構成するアークの両端は，アイテムであること
• 計算リンクを構成する要素宣言（アイテム）は，すべて数値型であること
• 計算リンクを構成する要素宣言（アイテム）のデータ型は，同じであること（派生元
が同じならば，データ型が異なる場合でも同じものと判断する）

2.3.3　タクソノミー文書の形式の検証
XMLスキーマ検証，リンクの検証に加え，uCosminexus Business Reporting Processor
ではタクソノミー文書として正しいかをチェックします。ここでは代表的なチェック内
容について説明します。より詳細なチェック内容については，「5.　取り扱える XBRL文
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書とデータ型」を参照してください。

（1） 要素の二重定義の有無の検証

XBRLでは，タクソノミー本体に，インスタンス文書で使用するアイテム要素やタプル
要素を記述します。このとき，同一名称の要素を記述できません。

同一名称の要素とは，同じ名前空間に属し，同じ name属性値を持つ要素のことです。
同じ name属性値でも異なる名前空間に属する場合は，異なる名称の要素であると判断
されます。

タクソノミー文書が拡張されていた場合，XMLスキーマ検証では要素が同一名称を持つ
かどうかがチェックされないため，uCosminexus Business Reporting Processorでは，
同一名称を持った要素が記述されていないかを検証します。

（2） 単純リンクのリモートリソースの参照先の検証

リンクの検証では，単純リンク（<link:linkbaseRef>要素など）のリモートリソースへ
トラバースできるかは確認できますが，その参照先が正しい内容であるかは確認できま
せん。そのため，uCosminexus Business Reporting Processorでは，リモートリソース
の内容をチェックします。例えば，単純リンクの xlink:role属性値が計算リンクを示す
値であっても，実際のリモートリソースが定義リンクであることも考えられます。この
場合，uCosminexus Business Reporting Processorは，実際のリモートリソースが定義
された値と異なるというエラーを通知します。

XBRL2.1では，単純リンク型要素として，<link:roleRef>要素および <link:arcroleRef>
要素が追加されました。これらの要素は，リンクベースから，タクソノミー本体に定義
されているカスタムロールおよびカスタムアークロールを参照するための要素です。
uCosminexus Business Reporting Processorでは，<link:roleRef>要素および
<link:arcroleRef>要素の参照先がタクソノミー本体であるか，および <link:roleType>
要素および <link:arcroleType>要素であるかをチェックします。

（3） 拡張リンクの構文の検証

XBRL2.0の場合，uCosminexus Business Reporting Processorでは，拡張リンクの構文
が正しいかをチェックします。XBRL2.1の場合，XBRL Internationalによって提供さ
れるスキーマ定義を使用して，XMLスキーマ検証時にチェックします。

拡張リンクの構文チェックでは，各拡張リンク要素の構文（内容）について，拡張リン
ク要素内に含まれるはずのない要素がないかをチェックします。例えば，
<calculationLink>要素に，<labelArc>要素が含まれていないかなどをチェックします。

XBRLでは，リンクベースで使用する拡張リンクの構文規則が示されています。拡張リ
ンクの構文規則を次の表に示します。
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表 2-1　拡張リンクの構文規則

注※　拡張リンク要素の xlink:type属性値には，extendedを指定します。

（4） リンク構造の検証

XBRLでは，タクソノミー文書を拡張するために，リンクを上書きできます。このリン
クの上書きでは，アーク型要素の use属性および priority属性の値に基づいて，リンク
の上書きやリンクの禁止を判断する必要があります。uCosminexus Business Reporting 
Processorでは，このリンクの上書きを処理し，XBRLとして有効なリンク構造であるか
を検証できます。

（5） タプルの検証

タプル定義については，次の内容を検証します。

• タプルが xbrli:tupleから派生していること
• タプルを宣言する要素に，xbrli:periodType属性と xbrli:balance属性が含まれていな
いこと

さらに，完全な妥当性検証を実行すれば，次の内容も検証できます。

• タプルが混合内容または単純な内容を持たないこと
例えば，次のような宣言はエラーとなる。

項番 要素名※ 日本語名 規則

必要な要素 xlink:type属性値

1 calculationLink 計算リンク <link:loc>要素 locator

<link:calculationArc>要
素

arc

2 definitionLink 定義リンク <link:loc>要素 locator

<link:definitionArc>要素 arc

3 presentationLin
k

プレゼンテーショ
ンリンク

<link:loc>要素 locator

<link:presentationArc>要
素

arc

4 labelLink ラベルリンク <link:loc>要素 locator

<link:label>要素 resource

<link:labelArc>要素 arc

5 referenceLink リファレンスリン
ク

<link:loc>要素 locator

<link:reference>要素 resource

<link:referenceArc>要素 arc
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<xsd:complexContent mixed="true">
• タプル内要素の宣言が，xbrli:itemまたは xbrli:tupleから派生した要素のグローバル
要素であること
例えば次の場合，element要素が ref属性で参照されていないのでエラーとなる。
<xsd:element name="managementName" type="xbrli:tokenItemType"/>
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2.4　インスタンス文書の検証
インスタンス文書は，タクソノミー文書に定義された項目に従って実際の値が入力され
たドキュメントです。タクソノミー文書と同様にリンクベースを埋め込み，リンクを上
書きできます。また，インスタンス文書では，項目と脚注を関係づける脚注リンクを記
述することもできます。

このためインスタンス文書の検証では，タクソノミー文書と同様に，次の内容を検証し
ます。

• XMLスキーマ検証
• リンクの検証（リンクの整合性チェック）
• インスタンス文書の形式の検証

指定方法
インスタンス文書を検証するかどうかは，プロパティまたは APIで指定します。指
定するプロパティを次に示します。
• 通常の検証

cbrp.parse.validate
• 完全な妥当性検証

cbrp.parse.validate.full-checking

指定方法の詳細については，「4.16.1　プロパティの指定方法と優先順位」を参照し
てください。
また，これらのプロパティで検証しない設定にした場合でも，XBRL DOMを作成で
きないエラーについては必ず検証します。検証内容については，「付録 A　XBRL文
書の検証内容と対応するメッセージ ID」を参照してください。

2.4.1　XMLスキーマ検証
インスタンス文書は，タクソノミー文書（タクソノミー本体）に従って記述された XML
文書です。

タクソノミー文書をインスタンス文書のスキーマ定義としてスキーマ検証をすることで，
インスタンス文書が XML文書として妥当であるかを検証します。

2.4.2　リンクの検証
インスタンス文書では単純リンクを記述できます。また，インスタンス文書には，拡張
リンクの一つである脚注リンクを記述できます。このため，タクソノミー文書と同様に
リンクの整合性をチェックします。

さらに，完全な妥当性検証を実行すれば，次の内容も検証できます。
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（1） requires-elementアークの検証【完全な妥当性検証の場合だけ有効】

定義リンク（link:definitionLink）の requires-elementアークで，xlink:from属性に対
応するアイテムやタプルがインスタンス文書中に存在する場合，それと対になる xlink:to
属性に対応するアイテムやタプルもインスタンス文書中に存在するかを検証します。存
在しなければエラーとします。ただし，xlink:to属性が指すアイテムまたはタプルがあっ
て，xlink:from属性が指すアイテムまたはタプルがない場合は，エラーとしません。

なお，この検証では，インスタンス文書の任意の位置に from属性および to属性に対応
するアイテムまたはタプルが存在すればよく，「それぞれのアイテムまたはタプルが
p-equal，c-equalおよび u-equalでなければならない」という条件はありません。
p-equal，c-equalおよび u-equalの意味は次のとおりです。これらの用語の詳細につい
ては，XBRLの仕様書を参照してください。

• c-equal（context-equal）：コンテキストが同じか，同じコンテキストに属する関係
• p-equal（parent-equal）：親が同じか，同じ親を持つ関係
• u-equal（unit-equal）：ユニット（単位）が同じか，同じユニット（単位）に属する
関係

（2） essence-aliasアークの検証【完全な妥当性検証の場合だけ有効】

定義リンク（link:definitionLink）の essence-aliasアークで，xlink:from属性値のトラ
バース先であるアイテム（実名アイテム）と，それと対になる xlink:to属性値のトラ
バース先であるアイテム（別名アイテム）とが同一かを検証します。ここでいう同一と
は，p-equalおよび c-equalの関係にあるアイテム同士が v-equal（value-equal：値が同
じ，または同じ値を持つ関係）であることをいいます。また，検証の対象となるのは，
リンクベースの検証結果がエラーになっていない関係ネットワークの essence-aliasアー
クだけです。

なお，実名アイテムが存在しても，別名アイテムが存在しない場合は検証されません。
このほかに検証が実施されないケースを次に示します。

●アイテムが重複する場合
複数の実名アイテム（または別名アイテム）の名前空間とローカル名が同一で，さら
に p-equalかつ c-equalの関係にある場合は，二つ目以降のアイテムを警告とし，
essence-aliasの検証は実施しません。
同様に，実名アイテムを推測する機能を使用している際に別名アイテムが重複した場
合も，一つ目のアイテムについてだけ実名アイテムを推測します。二つ目以降の別名
アイテムについては警告とし，アイテムの推測は実施しません。

●アイテムに nil属性が指定されている場合
実名アイテムや別名アイテムの xsi:nil属性が trueである場合は，その essence-alias
アークの検証は実施しません。

また，アイテムの有効数字がない場合等の特殊なケースを次に示します。
34



2.　XBRL文書の参照と検証
●アイテムの有効数字がない場合
実名アイテム，および別名アイテムの両方または，片方のアイテムの precision属性
値が０であるか，または decimals属性値から推測される precision属性値が０である
場合は，essence-aliasアークの検証は常に不正（偽：false）となります。
ただし，プロパティ”cbrp.parse.validate.full-checking.ignoringZeroPrecision”が 
false の場合であり，true が設定されている場合には精度を考慮せず数値比較となりま
す。
このプロパティの詳細については，「4.16.2(21)　cbrp.parse.validate.full-checking. 
ignoringZeroPrecision」を参照してください。

●数値アイテムの値がNaNである場合
実名アイテム，および別名アイテムの両方または，片方のアイテムの値がNaNであ
る場合，実名アイテム，および別名アイテムの precision属性値，または decimals属
性値から推測される precision属性値（精度）に関係なく，常に不正（偽：false）と
なります。NaN==NaNも不正（偽：false）となります。

●数値アイテムの値が INF である場合
実名アイテム，および別名アイテムの両方が INFである場合，実名アイテム，および
別名アイテムの precision属性値，または decimals属性値から推測される precision
属性値（精度）に関係なく，正常 (真：true)となります。

●数値アイテムの値が -INF である場合
実名アイテム，および別名アイテムの両方が -INFである場合，実名アイテム，およ
び別名アイテムの precision属性値，または decimals属性値から推測される
precision属性値（精度）に関係なく，正常 (真：true)となります。

●数値アイテムの値が 0である場合
実名アイテム，および別名アイテムの両方が数値として 0である場合，実名アイテム，
および別名アイテムの precision属性値，または decimals属性値から推測される
precision属性値（精度）に関係なく，正常 (真：true)となります。0.0と 0も正常と
なります。また，0.000と 0.0も正常となります。0.0と 0.0001は不正となります。

また，必要に応じて次の検証を実施することもできます。

（a）インスタンス文書に存在しないアイテムを推測し検証する

インスタンス文書中に，ある essence-aliasアークの xlink:to属性値に対応するアイテム
Bが存在し，かつ，このアイテムと p-equalおよび c-equalが成立するアイテム A
（xlink:from属性値に対応）が存在しない場合，アイテム Aを推測することもできます。
アイテムの推測にはプロパティ cbrp.parse.validate.full-checking.essence-alias.inferを
使用します。

essence-aliasアークによる実名アイテムと別名アイテムの関係が連続する場合には，イ
ンスタンス文書に存在しないアイテムをすべて再帰的に推測して検証します。この機能
を使用すると，推測されたアイテムは PTVI（Post-Taxonomy Validation Infoset）に含
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まれるため，推測したアイテムと既存アイテムとの間に検出された矛盾内容は PTVIで
確認できます。

このプロパティの詳細については，「4.16.2(20)　
cbrp.parse.validate.full-checking.essence-alias.infer」を参照してください。PTVIの出
力内容については，「2.10　PTVIの生成（XBRL2.1の場合）」を参照してください。ま
た，PTVIの詳しい意味については，XBRLの仕様書を参照してください。

インスタンス文書に存在しないアイテムを推測する例を次に示します。

例 1：アイテム A→アイテム Bへの essence-aliasアーク
• アイテム Bの内容
<B contextRef="c1" precision="3" unitRef="u1">123</B>

• アイテム Bから推測されるアイテム Aの内容
<A contextRef="c1" precision="3" unitRef="u1">123</A>

例 2：アイテム A→アイテム B→アイテム Cへの essence-aliasアーク
• アイテム Cの内容
<C contextRef="c1" precision="3" unitRef="u1">100</C>

• アイテム Cから推測されるアイテム A，アイテム Bの内容
<A contextRef="c1" precision="3" unitRef="u1">100</A>

<B contextRef="c1" precision="3" unitRef="u1">100</B>

例 3：アイテム A→アイテム B，アイテム A→アイテム Cへの essence-aliasアーク
• アイテム Bの内容
<B contextRef="c1" precision="3" unitRef="u1">123</B>

• アイテム Cの内容
<C contextRef="c1" precision="2" unitRef="u1">120</C>

• アイテム Bまたはアイテム Cから推測されるアイテム Aの内容
<A contextRef="c1" precision="3" unitRef="u1">123</A>

この場合は，アイテム B・アイテム Cのどちらからでもアイテム Aを推測できま
す。アイテム B（またはアイテム C）から推測されたアイテム Aは，アイテム C
（またはアイテム B）と v-equalが成立するかを検証します。そのため，アイテム B
とアイテム Cの v-equalが成立しない場合はエラーになり，推測されたアイテム A
はエラーの根拠として PTVIに出力されます。
一方，v-equalが成立し，かつ数値アイテムの場合は，推測したアイテム Aとアイ
テム C（またはアイテム B）のうち，precision属性値が大きい方のアイテムからア
イテム Aを推測し直します。そのため，アイテム Aはアイテム Bから推測した値と
なります。また，非数値アイテムの場合は，余分な空白を削除した値（XPathの
normalize-space()関数で得られる結果と同じ）が推測されるため，v-equalである
場合はどちらも同じ値です。
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（b）検証結果の例

例：アイテム A→アイテム B→アイテム Cへの essence-aliasアーク
これらの例の u1・u2・u3および c1・c2・c3は，s-equal（structure-equal）でな
いと仮定する。
• 次の場合は A→ Bの範囲で検証する。

• 次の場合は c-equal，p-equalの Bまたは Cがないため，検証しない。

• 次の場合は A→ Bの範囲で検証する。

• 次の場合は xsi:nil属性に trueが指定されているため，検証しない。

• 次の場合は二つのアイテムが重複しているため，警告となる。

• 次の場合は，拡張機能を利用していれば A→ B→ Cの範囲で検証する。
その場合，Cから Bを推測して検証する。

（3） summation-itemアークの検証【完全な妥当性検証の場合だけ有効】

計算リンク（link:calculationLink）の summation-itemアークで，次の値が同じになっ
ているかを検証します。

• summation-itemアークの xlink:from属性に対応するアイテム（合計値）
• summation-itemアークの xlink:to属性値に対応するアイテムの集合から算出した値
（検証値）

ただし，リンクベースの完全な妥当性検証でエラーになっていない関係ネットワークに
ある summation-itemアークだけが検証の対象になります。また，関係ネットワークに
含まれても，インスタンス文書に存在しないアイテムについては検証しません。

<A unitRef="u1" contextRef="c1" precision="2" id="a1">10</A>
<B unitRef="u1" contextRef="c1" precision="2" id="b1">10</B>

<A unitRef="u1" contextRef="c4" precision="2" id="a2">10</A>

<tuple>
  <A unitRef="u1" contextRef="c2" precision="2" id="a3"></A>
  <B unitRef="u1" contextRef="c2" precision="2" id="b3"></B>
</tuple>

<A unitRef="u1" contextRef="c2" precision="2" id="a4" xsi:nil='true'></A>
<B unitRef="u2" contextRef="c2" precision="2" id="b4" xsi:nil='true'></B>

<A unitRef="u2" contextRef="c1" precision="2" id="a7">10</A>
<B unitRef="u2" contextRef="c1" precision="2" id="b8">10</B>

<A unitRef="u3" contextRef="c3" precision="2" id="a9">20</A>
<C unitRef="u3" contextRef="c3" precision="2" id="b9">20</C>
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また，検証が実施されないケースを次に示します。

●アイテムが重複する場合
p-equal，u-equalおよび c-equalで重複するアイテムが検出された場合には，重複し
たアイテムを含む summation-itemアークによる合計値の検証をしません。また，検
証を行わなかった合計値（アイテム），および重複したアイテムについて警告を通知し
ます。ただし，同一スコープであっても，p-equalでないアイテムについては，とも
に合計値の計算に含まれるものとします。

●アイテムに nil属性が指定されている場合
summation-itemアークの xlink:from属性に対応するアイテム（合計値）の nil属性
値が trueの場合には，その合計値の検証をしません。
また，summation-itemアークの関係ネットワークにおける xlink:to属性値に対応す
るアイテム（数値 n）の nil属性値が trueの場合には，検証値の算出には含まれませ
ん。

また，アイテムの有効数字がない場合の特殊なケースを次に示します。

●アイテムの有効数字がない場合
summation-itemアークの xlink:from属性に対応するアイテム（合計値）の
precision属性値が 0であるか，または decimals属性値から推測される precision属
性値が 0である場合には，その合計値の検証は常に不正と判断します。ただし，合計
値が 0であった場合には，検証値との検証を行います。
また，precision属性値が 0である場合に常に不正と判断するのは，プロパティ”
cbrp.parse.validate.full-checking.ignoringZeroPrecision”が false に設定されている
場合であり，true が設定されている場合には精度を考慮せずに数値比較となります。
このプロパティの詳細については，「4.16.2(21)　cbrp.parse.validate.full-checking. 
ignoringZeroPrecision」を参照してください。

（4） 精度の推測と概数【完全な妥当性検証の場合だけ有効】

検証時に数値アイテムの v-equalを比較するには，それぞれの値を精度の小さい方に丸
めた値で比較します。数値アイテムの値の精度は，precision属性（有効桁数）や
decimals属性（正確であると考えられる小数位の桁数）から決定されます。
uCosminexus Business Reporting Processorでは，インスタンス文書に対して完全な妥
当性検証を実行するために，次の処理をします。

• precision属性が省略されている場合，推測された precision属性値を基に概数を求め
る。

• 比較する場合，求めた概数同士をさらに precision属性の小さい方で丸めた値で比較
し検証する。

次に，precision属性の推測と概数の求め方と比較の方法を示します。
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（a）decimals属性値を基に precision属性値を推測する方法

数値アイテムの値の精度は precision属性で示されます。precision属性が省略されてい
る場合は，decimals属性から次の要領で precision属性値を推測します。

● fractionItemType型（またはその派生されたデータ型）のアイテムの場合
precision属性値として「INF」が仮定されます。

● fractionItemType型（またはその派生されたデータ型）以外のアイテムの場合
precision属性値は次の計算式で算出されます。ただし，算出結果が 0以下の場合は，
precision属性値は 0になります。
　　precision属性値の計算式＝n1＋n2＋n3

計算式の n1，n2，n3の意味を次に示します。
• n1：小数点（小数点が省略されている場合は，1の位の右に小数点を仮定します）
の左側に 0以外の桁がある場合は，その数値アイテムのそのままの値の小数点より
左側にある，前ゼロを除いた桁数になります。
小数点の左側に 0以外の桁がなく，小数点の右側に 0以外の桁がある場合は，その
数値アイテムのそのままの値の小数点とその右側にある，最初の 0でない桁の間に
ある 0の個数を負にした値になります。
それ以外の場合，n1は 0になります。

• n2：数値アイテムの値の表現に指数表記がある場合は，その指数の値になります。
ない場合は 0になります。

• n3：数値アイテムに対して指定されている decimals属性の値です。

数値アイテムと decimals属性値を基に，precision属性値を計算する例を次に示しま
す。

なお，検証時に precision属性値（または decimals属性値から推測された precision
属性値）が 0となった場合は，警告が報告されます。

（b）概数の算出方法

概数は precision属性値（省略されている場合は，decimals属性値から推測された

数値アイテム decimals属性値 precision属性値の計算結果（n1＋ n2＋ n3）

123 2 3+0+2=5

123.4567 2 3+0+2=5

123e5 -3 3+5+(-3)=5

123.45e5 -3 3+5+(-3)=5

0.1e-2 5 0+(-2)+5=3

0.001E-2 5 (-2)+(-2)+5=1

0.001e-3 4 (-2)+(-3)+4=-1
結果が 0未満のため，precision属性値は 0となる。
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precision属性値）から得た有効桁数のあとの数字を四捨五入して算出します。次の場合
には，概数は算出されません。

• precision属性値が INFの場合
• 有効数字が存在しない場合

数値アイテム，precision属性値および decimals属性値を基に，概数を算出する例を次
に示します。

（凡例）－：該当しません。

（c）数値アイテムの比較方法

数値アイテムが v-equalかどうかを検証するには，c-equalおよび u-equalである数値ア
イテム Aと数値アイテム Bが，次の条件を満たしている必要があります。

1. Aと Bの指定（または推定される精度）を比較し，小さい方の値を Nとする
2. Aと Bをそれぞれ N桁の有効数字で丸めた概数同士に，x-equal（[XPATH]-equal）
が成立する

次に例として，二つの比較値（比較値自体が概数である場合を含む）と，その比較結果
を示します。表中の ( )の数値内は，precision属性値（または decimals属性値から推測
された precision属性値）を示します。

数値アイ
テム

precision属性値 decimals属性値 概数の算出結果

12.344 4 － 12.34

12.345 4 － 12.35

12.335 4 － 12.34

12.346 4 － 12.35

12.34501 4 － 12.35

12345 4 － 12350

12345 7（decimals属性値から推測した値） 2 12345.00

0.1e-2 3（decimals属性値から推測した値） 5 0.00100

比較値 1 比較値 2 比較時に仮定される概数と精度 結果

12345(5) 12350(4) 【概数 1】12350(4)，【概数 2】12350(4) 真

12345.00(7) 12345(5) 【概数 1】12345(5)，【概数 2】12345(5) 真

0.00100(3) 0.001(1) 【概数 1】0.001(1)，【概数 2】0.001(1) 真

12345(5) 12340(4) 【概数 1】12350(4)，【概数 2】12340(4) 偽

12345.05(7) 12345.0(6) 【概数 1】12345.1(6)，【概数 2】12345.0(6) 偽

12345(5) 1234(4) 【概数 1】12350(4)，【概数 2】1234(4) 偽
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2.4.3　インスタンス文書の形式の検証
XMLスキーマ検証，リンクの検証に加え，uCosminexus Business Reporting Processor
ではインスタンス文書として正しいかをチェックします。ここでは代表的なチェック内
容について説明します。より詳細なチェック内容については，「5.　取り扱える XBRL文
書とデータ型」を参照してください。

（1） DTSの基点となる位置情報の有無の検証

インスタンス文書では，DTSの基点となる位置情報がないと DTSを特定できないため，
リンクをたどることができません。そのため，uCosminexus Business Reporting 
Processorでは，DTSの基点となる位置情報がインスタンス文書に指定されているかを
確認します。指定されていないインスタンス文書は処理できません。

DTSの基点となる位置情報の詳細については，「2.5　DTSの読み込み」を参照してくだ
さい。

（2） コンテキスト要素（context）および単位要素（unit）の検証

あるアイテムはあるコンテキストに属している必要があります。uCosminexus Business 
Reporting Processorでは，アイテム要素が参照するコンテキスト要素が，妥当であるか
どうかをチェックします。チェック内容は，XBRLのバージョンによって異なります。

（a）XBRL2.0の場合

XBRL2.0の場合，コンテキスト要素は，数値コンテキストまたは非数値コンテキストに
分かれます。コンテキストとアイテムの従属関係は，コンテキスト要素の id属性
（xsd:ID型）と，アイテム要素の numericContext属性値または nonNumericContext属
性値（xsd:IDREF型）とで関係づけられます。uCosminexus Business Reporting 
Processorは，アイテムの型と，アイテムが属するコンテキストの型が一致するかどうか
を確認します。

例えば，アイテム要素のデータ型が数値型であるのに対して，アイテム要素の
numericContext属性値で指し示すコンテキスト要素が <nonNumericContext>要素で
あっても，XMLスキーマ検証ではチェックできません。この場合，uCosminexus 
Business Reporting Processorがチェックして，アイテム要素が参照するコンテキスト
要素が <numericContext>要素でないというエラーを通知します。

XBRL2.0の場合のコンテキスト検証を次の図に示します。

0.00100(3) 0.010(2) 【概数 1】0.0010(2)，【概数 2】0.010(2) 偽

12345(0) 12345(5) 概数 1の精度は 0のため，丸め処理はしないで常に偽になる 偽

比較値 1 比較値 2 比較時に仮定される概数と精度 結果
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図 2-4　XBRL2.0の場合のコンテキスト検証

（b）XBRL2.1の場合

XBRL2.1の場合，コンテキスト要素は <xbrli:context>要素に統合され，新しく
<xbrli:unit>要素が追加されました。そのため，アイテム要素が参照する
<xbrli:context>要素および <xbrli:unit>要素が妥当であるかをチェックします。

完全な妥当性検証では，アイテムの単位を示す <xbrli:measure>要素の値（xsd:QName
型）が名前空間「http://www.xbrl.org/2003/iso4217」である場合，ローカルパートは妥
当な ISO4217通貨コードである必要があります。uCosminexus Business Reporting 
Processorのデフォルトの検証では，java.util.Currencyクラスを使ってローカルパート
が ISO4217に準拠した通貨コードかをチェックします。そのため，チェックできる通貨
コードは SDKのバージョンに依存します。

デフォルトの検証で不十分な場合には，ユーザー独自の通貨コード一覧を指定して，こ
の一覧に含まれている通貨コードであるかどうか検証します。通貨コード一覧の指定の
方法については，「4.16.2(17)　cbrp.parse.validate.full-checking.iso4217」を参照して
ください。

（3） 脚注リンクの構文の検証

インスタンス文書では，拡張リンクの一つである脚注リンクを記述できます。インスタ
ンス文書でも，タクソノミー文書と同様に，拡張リンク要素内に含まれるはずのない要
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素がないかをチェックします。

脚注リンクの構文規則を次の表に示します。

表 2-2　脚注リンクの構文規則

注※　拡張リンク要素の xlink:type属性値には，extendedを指定します。

（4） リンク構造の検証

インスタンス文書では，タクソノミー文書と同様に単純リンクを記述できます。単純リ
ンクが記述されていた場合，タクソノミー文書で定義されているリンク構造を，さらに
上書きし検証する必要があります。

そのため，インスタンス文書でも，タクソノミー文書と同様のリンク構造の検証を実行
します。

（5） タプルの検証

通常の検証では，タプルの定義についてだけ検証します。完全な妥当性検証では，次に
示す名前空間を持つ属性がタプルに記述されていないかについても検証します。

• http://www.xbrl.org/2003/instance
• http://www.xbrl.org/2003/linkbase
• http://www.xbrl.org/2003/XLink
• http://www.w3.org/1999/xlink

要素名※ 日本語名 規則

必要な要素 xlink:type属性値

footnoteLink 脚注リンク <link:loc>要素 locator

<link:footnote>要素 resource

<link:footnoteArc>要素 arc
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2.　XBRL文書の参照と検証
2.5　DTSの読み込み

インスタンス文書を作成するときに，参照するタクソノミー文書が複数必要な場合があ
ります。この場合，複数のタクソノミー文書の集まりを，論理的な一つのタクソノミー
文書（DTS）として読み込めます。DTSの読み込み範囲は，XBRLのバージョンによっ
て異なります。この節では，デフォルトの DTSの読み込み範囲，読み込み範囲の変更方
法について説明します。

また，uCosminexus Business Reporting Processorでは，効率良く XBRL文書を処理す
るために，次のことができます。この節では，これらの機能の詳細と，機能を使用する
場合の設定方法についても説明します。

DTSのメモリキャッシュ
一度読み込んだ DTSをメモリにキャッシュする機能です。DTSのメモリキャッ
シュは，同じ DTSを基に複数のインスタンス文書を作成する場合などに利用できま
す。

リンクベースの遅延読み込み
DTSに定義されているリンクベースを最初にすべて読み込むのではなく，必要なと
きに使用するリンクベースだけを読み込む機能です。リンクベースの遅延読み込み
は，検証済みで信頼できるタクソノミー文書を参照する場合などに利用できます。
XBRL2.1の場合にリンクベースの遅延読み込みをすると，ユーザーアプリケーショ
ンが XBRL DOMを操作する順番によって，読み込まれるリンクベースが異なる場
合があります。この場合の対処については，「2.5.5　DTSの拡張読み込み
（XBRL2.1の場合）」を参照してください。

メモリキャッシュと遅延読み込みの使い分け
DTSのメモリキャッシュは，ユーザーアプリケーション単位で指定しますが，リン
クベースの遅延読み込みは，解析する文書単位で指定できます。
リンクベースの遅延読み込みと DTSのメモリキャッシュの両方を使用するよう指定
した場合は，リンクベースの遅延読み込みが実行されます。メモリキャッシュは実
行されません。
確実にメモリキャッシュをするには，リンクベースの遅延読み込みを使用しない設
定にしてください。

2.5.1　DTSの読み込み範囲と指定方法（XBRL2.0の場合）
XBRL2.0の場合の，DTSの読み込み範囲と，読み込み範囲の指定方法について説明しま
す。

DTS読み込み時には，XBRL文書に記載されている属性値を基に，参照先の XBRL文書
が読み込まれます。DTS読み込み時に参照される要素と属性の一覧を次の表に示します。
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2.　XBRL文書の参照と検証
表 2-3　DTS読み込み時に参照される要素と属性の一覧（XBRL2.0の場合）

次に，各 XBRL文書の読み込み範囲とその指定方法を説明します。

（1） インスタンス文書を解析する場合

XBRL2.0のインスタンス文書を解析する場合，次の順番で DTSが読み込まれます。

1. ルート要素である <xbrli:group>要素の xsi:schemaLocation属性値を基に，タクソノ
ミー本体が読み込まれます。

2. タクソノミー本体の <xsd:import>要素をたどり，参照先のタクソノミー本体が読み
込まれます。
タクソノミー本体が，n階層から成るタクソノミー本体の場合，基底タクソノミー文
書までが読み込まれます。

3. タクソノミー本体に <link:linkbaseRef>要素が記述されていた場合，参照先のリンク
ベースが読み込まれます。

4. インスタンス文書に <link:linkbaseRef>要素が記述されていた場合，参照先のリンク
ベースも DTSの一部として読み込まれます。

また，XBRL Internationalによって提供される XMLスキーマ定義では，リンクベース
の定義に使用する <link:linkbase>要素の子要素に，リンクベースの参照に使用する
<link:linkbaseRef>要素を記述できます。しかし，uCosminexus Business Reporting 
Processorでは，<link:linkbase>要素の子要素として <link:linkbaseRef>要素が記述さ
れていた場合，警告を通知します。DTSに含めることはできません。

インスタンス文書を解析する場合の DTSの読み込み範囲を次の図に示します。なお，
XBRL2.0の仕様では DTSの範囲が明記されていないため，XBRL2.1で明記された DTS
の範囲と比較して，説明します。

XBRL文書種別 参照される要素と属性 読み込まれる XBRL文書

インスタンス文書 <xbrli:group>要素の xsi:schemaLocation属性 タクソノミー本体

<link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性 リンクベース

タクソノミー文書 <xsd:import>要素の schemaLocation属性 タクソノミー本体

<link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性 リンクベース
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2.　XBRL文書の参照と検証
図 2-5　インスタンス文書を解析する場合の DTSの読み込み範囲（XBRL2.0の場合）

この図は，インスタンス文書の xsi:schemaLocation属性に，「タクソノミー本体 2」およ
び「タクソノミー本体 3」が指定されている例です。インスタンス文書の
<link:linkbaseRef>要素には，「リンクベース 5」への参照が指定されています。

この例では，「タクソノミー本体 2」の基底タクソノミー文書である「タクソノミー本体
0」，および「タクソノミー本体 0」が参照している「リンクベース 0」が読み込まれま
す。ただし，「リンクベース 1」が参照している「タクソノミー本体 4」は，DTSには含
まれません。

（2） タクソノミー文書を解析する場合

XBRL2.0のタクソノミー文書だけを解析する場合，基点となるタクソノミー本体をすべ
て指定する必要があります。基点となるタクソノミー本体とは，DTSの読み込み時に出
発点となるタクソノミー本体のことです。

タクソノミー文書を解析する場合の DTSの読み込み範囲を次の図に示します。なお，
XBRL2.0の仕様では DTSの範囲が明記されていないため，XBRL2.1で明記された DTS
の範囲と比較して，説明します。
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2.　XBRL文書の参照と検証
図 2-6　タクソノミー文書を解析する場合の DTSの読み込み範囲（XBRL2.0の場合）

この図は，「タクソノミー本体 2」を読み込んだ場合の例です。この例では，「タクソノ
ミー本体 3」は読み込まれません。「タクソノミー本体 3」を DTSに含めたい場合，「タ
クソノミー本体 2」および「タクソノミー本体 3」を基点となるタクソノミー本体として
指定する必要があります。

（3） 読み込み範囲の指定方法

タクソノミー文書は，複数の階層に拡張できます。通常は，タクソノミー文書が複数の
階層に拡張されている場合，いちばん基となった基底タクソノミー文書までが読み込ま
れます。

しかし，多くの階層に拡張されたタクソノミー文書を読み込むには，大量のメモリやリ
ソースが必要になります。また，初めて読み込む DTSが予想以上に多くの階層から構成
されていてメモリが不足するおそれもあります。

このため，読み込むタクソノミー文書の階層の上限を指定できます。指定した上限値に
達した場合，エラーとなり，処理が中断されます。

階層の数え方
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2.　XBRL文書の参照と検証
タクソノミー文書の階層は，インスタンス文書が参照するタクソノミー文書から基
底タクソノミー文書までを数えます。
2階層まで読み込む指定をした場合，次の図に示す範囲が読み込まれます。

図 2-7　DTSとして読み込むタクソノミー文書の階層の数え方

この例では，基底タクソノミー文書は「タクソノミー本体 0」になりますが，「タク
ソノミー本体 0」は第 3階層であるため DTSとして読み込まれません。
なお，リンクベース 3は，インスタンス文書からの拡張なので，タクソノミー文書
の階層には含まれません。

指定するプロパティ
タクソノミー文書を読み込む階層の上限を指定するには，次のプロパティに階層の
最大数を指定します。デフォルトは 2です。
cbrp.parse.maxTaxonomyExtension
プロパティの指定方法については，「4.16.1　プロパティの指定方法と優先順位」を
参照してください。

2.5.2　DTSの読み込み範囲と指定方法（XBRL2.1の場合）
XBRL2.1の場合の，DTSの読み込み範囲と，読み込み範囲の指定方法について説明しま
す。

XBRL2.1の場合，XBRL2.1仕様で明記された DTSの範囲すべてが読み込まれます。ま
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2.　XBRL文書の参照と検証
た，XBRL2.0の場合と大きく異なる点は，リンクベースで <link:loc>要素などを使用し
て参照されたタクソノミー本体やリンクベースも，DTSとして読み込まれることです。

DTS読み込み時に参照される要素と属性の一覧を次の表に示します。

表 2-4　DTS読み込み時に参照される要素と属性の一覧（XBRL2.1の場合）

ここでは，各 XBRL文書の読み込み範囲と，その指定方法について説明します。

XBRL2.1の場合，読み込み範囲の指定には次の方法があります。両方を同時に指定する
こともできます。

• 読み込まない XMLスキーマ定義をあらかじめ登録する方法
• DTSとして読み込む文書の最大数を指定する方法

（1） インスタンス文書を解析する場合

XBRL2.1のインスタンス文書を解析する場合，次の順番で DTSが読み込まれます。

1. XBRL2.1で新しく追加された <link:schemaRef>要素，<link:roleRef>要素，および
<link:arcroleRef>要素を基に，タクソノミー本体が読み込まれます。

2. タクソノミー本体の <xsd:import>要素をたどり，タクソノミー文書全体（DTS）が
読み込まれます。

3. リンクベースで，<link:loc>要素などを使用してタクソノミー本体やリンクベースが
参照されていた場合，参照先のタクソノミー本体やリンクベースも DTSの一部とし
て読み込まれます。

XBRL文書種別 参照される要素と属性 読み込まれる XBRL文書

インスタンス文書 <link:schemaRef>要素の xlink:href属性 タクソノミー本体

<link:linkbaseRef>要素の xlink:href属
性

リンクベース

<link:roleRef>要素の xlink:href属性 タクソノミー本体

<link:arcroleRef>要素の xlink:href属性 タクソノミー本体

タクソノミー本体（タ
クソノミー文書）

<xsd:import>要素の schemaLocation属
性

タクソノミー本体

<xsd:include>要素の schemaLocation属
性

タクソノミー本体

<link:linkbaseRef>要素の xlink:href属
性

リンクベース

リンクベース（タクソ
ノミー文書）

<link:loc>要素の xlink:href属性 タクソノミー本体またはリンク
ベース

<link:roleRef>要素の xlink:href属性 タクソノミー本体

<link:arcroleRef>要素の xlink:href属性 タクソノミー本体
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2.　XBRL文書の参照と検証
インスタンス文書を解析する場合の DTSの読み込み範囲を次の図に示します。

図 2-8　インスタンス文書を解析する場合の DTSの読み込み範囲（XBRL2.1の場合）

この図は，インスタンス文書の xsi:schemaLocation属性に，「タクソノミー本体 2」およ
び「タクソノミー本体 3」が指定されている例です。インスタンス文書の
<link:linkbaseRef>要素には，「リンクベース 5」への参照が指定されています。

この例では，「リンクベース 1」が参照している「タクソノミー本体 4」，および「タクソ
ノミー本体 4」が参照している「リンクベース 4」が DTSに含まれます。

（2） タクソノミー文書を解析する場合

XBRL2.1のタクソノミー文書だけを解析する場合，基点となるタクソノミー本体をすべ
て指定する必要があります。

タクソノミー文書を解析する場合の DTSの読み込み範囲を次の図に示します。
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2.　XBRL文書の参照と検証
図 2-9　タクソノミー文書を解析する場合の DTSの読み込み範囲（XBRL2.1の場合）

この図は，「タクソノミー本体 2」を指定した場合の例です。「リンクベース 1」から参照
されている「タクソノミー本体 4」，および「タクソノミー本体 4」から参照されている
「リンクベース 4」が読み込まれます。この例では，「タクソノミー本体 3」は読み込まれ
ません。「タクソノミー本体 3」を DTSに含めたい場合，「タクソノミー本体 2」および
「タクソノミー本体 3」を指定する必要があります。

（3） 読み込み範囲の指定方法－読み込まない XMLスキーマ定義を登録
する

DTSに含めない XMLスキーマ定義をあらかじめ登録する方法について説明します。

タクソノミー文書は，<xsd:import>要素を使用して拡張されるため，通常は
<xsd:import>要素で参照されるタクソノミー本体はすべて DTSとして読み込まれます。
しかし，<xsd:import>要素は，タクソノミー本体だけでなく，XMLスキーマ定義を指
定するためにも使用されます。XMLスキーマ定義は，タクソノミー本体の定義や検証に
は必要ですが，インスタンス文書の操作には必要ありません。

このような，インスタンス文書の操作に必要のない XMLスキーマ定義をあらかじめ登録
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2.　XBRL文書の参照と検証
することで，不要な XMLスキーマの読み込みを避けられます。

DTSとして読み込まれない XMLスキーマ定義
次に示す名前空間に属する XMLスキーマ定義は DTSに含まれないため，登録する
必要はありません。

XBRLのスキーマ定義（XBRL2.0の場合）
• http://www.xbrl.org/2001/instance
• http://www.xbrl.org/2001/XLink/xbrllinkbase

XBRLのスキーマ定義（XBRL2.1の場合）
• http://www.xbrl.org/2003/instance
• http://www.xbrl.org/2003/linkbase
• http://www.xbrl.org/2003/XLink

XML Schemaのスキーマ定義
• http://www.w3.org/1999/xlink
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema
• http://www.w3.org/XML/1998/namespace

指定するプロパティ
DTSとして読み込まない XMLスキーマ定義を登録するには，次のプロパティに，
XMLスキーマ定義の名前空間を指定します。デフォルトはなし（null）です。
cbrp.parse.DTS.ignoringSchemas
プロパティの指定方法については，「4.16.1　プロパティの指定方法と優先順位」を
参照してください。

（4） 読み込み範囲の指定方法－読み込む文書の最大数を指定する

DTSとして読み込む文書の最大数を指定する方法について説明します。

XBRL2.1の場合，XBRL2.0の場合に比べて，DTSに含まれるタクソノミー文書の範囲
が広くなります。また，リンクベースから参照されるタクソノミー本体も DTSとして読
み込まれるため，同じ階層を構成する文書数が XBRL文書の内容によって異なります。
そのため，XBRL2.1の場合は，読み込む文書の最大数を指定することで，読み込み範囲
を指定できます。指定した上限値に達した場合，エラーとなり，処理が中断されます。

指定するプロパティ
DTSとして読み込む文書の最大数を指定するには，次のプロパティに文書の最大数
を指定します。デフォルトは 0（無制限）です。
cbrp.parse.DTS.maxDocuments
プロパティの指定方法については，「4.16.1　プロパティの指定方法と優先順位」を
参照してください。
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2.　XBRL文書の参照と検証
2.5.3　DTSのメモリキャッシュ
DTSのメモリキャッシュとは，一度読み込んだ DTSをメモリにキャッシュすることで
す。同じ DTSを基に複数のインスタンス文書を作成する場合などに，効率良く文書の作
成，編集ができます。

ここでは，メモリキャッシュのタイミングと範囲，メモリキャッシュが解放されるタイ
ミング，メモリキャッシュの条件，およびメモリキャッシュの設定方法について説明し
ます。

（1） メモリキャッシュのタイミングと範囲

タクソノミー文書を解析したときに，タクソノミー文書がメモリにキャッシュされます。
インスタンス文書から参照されるリンクベースは，メモリにキャッシュされません。

キャッシュされたタクソノミー文書は，一つのアプリケーション内で有効です。実行環
境が uCosminexus Application Serverの場合，一つのWebアプリケーション内で有効
です。

タクソノミー文書の解析と同時に検証をしてエラー（致命的エラーでないエラー）が
あった場合，メモリキャッシュされません。ただし，エラーがあった場合でもメモリに
キャッシュするよう，設定を変更することもできます。

XBRL2.1の場合は，タクソノミー文書の解析時にタクソノミー文書を検証しない設定が
できます。解析時に検証しない設定の場合，未検証のタクソノミー文書がメモリに
キャッシュされます。メモリにキャッシュされている未検証のタクソノミー文書を検証
して，キャッシュを上書きすることもできます。

キャッシュされたあとで同じタクソノミー文書を検証した場合，キャッシュされている
内容は使用しないで再度解析されます。検証の結果，エラーがないとメモリキャッシュ
の内容が上書きされます。エラーがあると，メモリキャッシュの内容は変更されません。

（2） メモリキャッシュが解放されるタイミング

メモリキャッシュは次のどちらかのタイミングで解放されます。

• cbrp.cache.maxTaxonomyNumで指定した数を超えたタクソノミー文書を読み込んだ
場合，最も古い時刻にキャッシュされたタクソノミー文書がメモリキャッシュから削
除されます。

• XBRLDocumentManagerオブジェクトの clearCache()メソッドが呼ばれた場合，す
べてのタクソノミー文書がメモリキャッシュから削除されます。

（3） メモリキャッシュの条件

メモリキャッシュされたタクソノミー文書を使用する場合，インスタンス文書に指定さ
れているタクソノミー文書のURIを基に，同じタクソノミー文書かどうかが判断されま
す。そのため，インスタンス文書では次の点に注意してください。
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2.　XBRL文書の参照と検証
XBRL2.0の場合
メモリキャッシュを使用するインスタンス文書では，xsi:schemaLocation属性に同
じ値を指定してください。

XBRL2.1の場合
インスタンス文書の <link:schemaRef>要素に同じ値を指定するか，または
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryの setExternalSchemaRefs()メソッドで，
足りないタクソノミー文書の URIを指定してください。

（4） メモリキャッシュの指定方法

メモリキャッシュを使用する場合，次のプロパティを指定できます。ここでは，指定で
きるプロパティについて説明します。プロパティの指定方法については，「4.16.1　プロ
パティの指定方法と優先順位」を参照してください。

• メモリキャッシュの使用
タクソノミー文書をメモリにキャッシュするかどうかを次のプロパティに指定します。
デフォルトは，true（キャッシュする）です。
cbrp.cache.enable

• メモリにキャッシュするタクソノミー文書数
キャッシュするタクソノミー文書数の上限を指定します。指定した上限値までキャッ
シュされると，最も古い時刻にキャッシュされたタクソノミー文書が一つ削除され，
新しいタクソノミー文書がキャッシュされます。デフォルトは 3です。
cbrp.cache.maxTaxonomyNum

• エラーがあるタクソノミー文書のキャッシュ

タクソノミー文書の解析結果にエラー※があった場合，メモリにキャッシュするかど
うかを次のプロパティに指定します。
cbrp.cache.registerErrorDocument
デフォルトは，false（キャッシュしない）です。
通常は，エラーがあるタクソノミー文書は訂正して再検証するため，メモリにキャッ
シュされません。この設定を trueにすると，エラーを訂正できないタクソノミー文書
をメモリにキャッシュできるため，解析時間を短縮できます。

注※
ここでいう「エラー」とは，解析結果として通知される内容（警告，エラー，致
命的エラー）のうちの「エラー」を指します。この場合，エラーハンドラでは，
error()メソッドが呼ばれます。
「警告」の場合は，このプロパティの値に関係なくキャッシュされます。
「致命的エラー」の場合は，このプロパティの値に関係なくキャッシュされませ
ん。

2.5.4　リンクベースの遅延読み込み
リンクベースの遅延読み込みとは，タクソノミー文書の解析時に，必要なリンクベース
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だけを読み込むことです。解析時にすべてのリンクベースを読み込む場合に比べて，効
率良く文書を処理できます。

検証済みであり信頼できるタクソノミー文書を使用する場合，すべてのリンクベースの
解析が必要とは限りません。例えば，あるアイテムのラベルを知りたい場合，ラベルリ
ンクだけを解析すれば，ラベルの内容を知ることができます。計算リンクなどの解析は
必要ありません。このような場合に，リンクベースの遅延読み込みが利用できます。な
お，タクソノミー文書を検証する場合，XMLスキーマ検証やリンク検証を実行するた
め，リンクベースの遅延読み込みは使用できません。

ここでは，リンクベースの遅延読み込み時に最初に読み込まれる範囲，および遅延読み
込みの指定方法について説明します。

XBRL2.1の場合にリンクベースの遅延読み込みを使用すると，DTSの構成によっては，
リンクベースが読み込まれるたびに，参照するタクソノミー本体やリンクベースが増加
する場合があります。異なるタクソノミー文書が参照されると DTSの内容も変更されて
しまいます。この場合，あらかじめタクソノミー文書を登録しておくことで，DTSが変
更されるのを防げます。詳細については，「2.5.5　DTSの拡張読み込み（XBRL2.1の場
合）」を参照してください。

（1） 読み込まれる範囲

リンクベースの遅延読み込みを使用した場合に，読み込まれる範囲を次の図に示します。
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図 2-10　リンクベースの遅延読み込み時に読み込まれる範囲

なお，XBRL2.1の場合，リンクベースの遅延読み込みでは，インスタンス文書内の脚注
リンクを遅延読み込みできません。

XBRL2.0の場合の，リンクベースの遅延読み込み時に最初に参照される要素と属性の一
覧を次の表に示します。

表 2-5　リンクベースの遅延読み込み時に最初に参照される要素と属性の一覧（XBRL2.0
の場合）

XBRL2.1の場合の，リンクベースの遅延読み込み時に最初に参照される要素と属性の一
覧を次の表に示します。

XBRL文書種別 参照される要素と属性 読み込まれる XBRL文書

インスタンス文書 <xbrl:group>要素の xsi:schemaLocation
属性

タクソノミー本体

タクソノミー本体 <xsd:import>要素の schemaLocation属
性

タクソノミー本体
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表 2-6　リンクベースの遅延読み込み時に最初に参照される要素と属性の一覧（XBRL2.1
の場合）

（2） 遅延読み込みの指定方法

リンクベースの遅延読み込みを使用するかどうかは，次のプロパティを指定します。デ
フォルトは，false（使用しない）です。

cbrp.parse.delayLoad

プロパティの指定方法については，「4.16.1　プロパティの指定方法と優先順位」を参照
してください。

2.5.5　DTSの拡張読み込み（XBRL2.1の場合）
XBRL2.1の場合でリンクベースの遅延読み込みをするとき，参照したリンクベースか
ら，さらに新しいタクソノミー本体やリンクベースが見つかり，拡張されていくことが
あります。そのため，タクソノミー本体やリンクベースの読み込み順序によって，つま
りユーザーアプリケーションが XBRL DOMを操作する順序によって，メソッドの実行
結果が異なることがあります。

この場合，DTSの拡張読み込みのプロパティであらかじめ参照するタクソノミー本体を
指定することで，XBRL DOMの操作順序に関係なく，常に同じ結果を得ることができま
す。

（1） 読み込まれる範囲

DTSの拡張読み込みを指定した場合に読み込まれる範囲の例として，ラベルリンクを参
照するときに読み込まれる範囲を次の図に示します。この例では，リンクベースの遅延
読み込みをして，DTSの拡張読み込みに「タクソノミー本体 2」を指定していることを
想定しています。

XBRL文書種別 参照される要素と属性 読み込まれる XBRL文書

インスタンス文書 <link:schemaRef>要素の xlink:href属性 タクソノミー本体

<link:roleRef>要素の xlink:href属性 タクソノミー本体

<link:arcroleRef>要素の xlink:href属性 タクソノミー本体

タクソノミー本体（タ
クソノミー文書）

<xsd:import>要素の schemaLocation属
性

タクソノミー本体

<xsd:include>要素の schemaLocation属
性

タクソノミー本体
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図 2-11　ラベルリンクを参照するときに読み込まれる範囲

この例では，DTSの拡張読み込みのプロパティで「タクソノミー本体 2」を指定してい
るため，「タクソノミー本体 2」も 1回目の読み込み時に DTSとして読み込まれます。
この状態でラベルリンクを参照した場合，「ラベルリンク 1」および「ラベルリンク 2」
の両方が参照できます。

なお，DTSの拡張読み込みのプロパティを指定しない場合，DTSとして読み込まれる文
書は「タクソノミー本体 1」だけです。この状態でラベルリンクを参照した場合，「ラベ
ルリンク 1」だけが参照できます。「ラベルリンク 2」は参照できません。

（2） 拡張読み込みの指定方法

拡張読み込みをする場合，次のプロパティを指定します。デフォルトは null（拡張読み
込みをしない）です。

cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefs

また，このプロパティを使用すると，インスタンス文書から記述が漏れているタクソノ
ミー本体を，DTSの一部として読み込むこともできます。ただし，このプロパティで指
定したタクソノミー本体は，アプリケーション内で扱うすべての XBRL文書で常に読み
込まれますので，DTSの構成を把握した上で必要なタクソノミー本体を指定してくださ
い。

プロパティの指定方法については，「4.16.1　プロパティの指定方法と優先順位」を参照
してください。
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2.6　リンクの上書き（XBRL2.0の場合）

XBRL2.0の場合，あるタクソノミー文書で定義された，計算リンクなどのリンク（アー
ク）を上書きすることで，リンク構造を拡張できます。アークとは，拡張リンクでつな
がれたリソース間の関係を示すものです。

XBRL2.0の場合，uCosminexus Business Reporting Processorは，リンクの種別ごとに
リンクを上書きして，XBRL DOMを作成します。ここでは，リンクの種類ごとに，リン
クが上書きされる条件や注意事項などについて説明します。

なお，子要素から親要素への経路が二つ以上あり，共に同一 priority属性値を持つ場合，
uCosminexus Business Reporting Processorは，リンクの上書きを判断できません。こ
のようなリンク構造は，uCosminexus Business Reporting Processorでは処理できませ
ん。

2.6.1　関係リンクの上書き
ここでは，XBRL2.0の場合の，関係リンクの上書きについて説明します。

（1） リンクの上書き

関係リンクの場合，アーク型要素が上書きされます。

• 同一リンクが複数記述されていた場合，priority属性の値が大きい数値のリンクが優
先され，上書きされます。

• 同じ priority属性の値を持つ同一リンクが複数記述されていた場合，エラーとなりま
す。

• アーク型要素の use属性が prohibitedの場合，リンクは上書きされません。上書きす
るリンクが無効になります。

• 上書きするリンクがない場合，検証時に警告され，無視されます。

（2） リンクが上書きされる条件

リンクは，同一リンクと判断された場合に上書きされます。同一リンクと判断されるの
は，次の条件をすべて満たす場合です。

• アーク型要素に記述された xlink:from属性，および xlink:to属性が示すロケータ型要
素が，同じタクソノミー本体の要素を指している。
ロケータ型要素が複数の弧を指している場合，同じ数の弧を持つ必要があります。

• xlink:arcrole属性の値で示される目的が同じ場合である。
XBRL2.0の場合，アーク要素は双方向で記述する必要があります。uCosminexus 
Business Reporting Processorは，双方向の記述を一つの目的と判断します。アーク
ロールの目的を次の表に示します。
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表 2-7　アークロールの目的

関係リンクの同一リンクの判断を次の図に示します。

図 2-12　関係リンクの同一リンクの判断

この例では，(1)，(2)および (4)が示す先は同じなので，ラベル名（xlink:label属性の
値）が異なっても同一リンクとして判断されます。しかし，(3)は，(1)と同じラベル名
（LAおよび LB）を使っていますが，示す先が異なるため別のリンクとして判断されま
す。

項
番

目的 アークロールの指定

1 親子階層 http://www.xbrl.org/linkprops/arc/parent-child
http://www.xbrl.org/linkprops/arc/child-parent

2 同一要素 http://www.xbrl.org/linkprops/arc/dimension-element
http://www.xbrl.org/linkprops/arc/element-dimension

3 その他 指定値以外。
アークロールが未知になるため，uCosminexus Business 
Reporting Processorでは片方向のリンクしか記述されていない
と判断されます。
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（3） 注意事項

ここでは，リンクの上書きに関する次の注意事項を示します。

• アークロールの違いについて
• priority属性の値が同じで use属性の値が prohibitedの場合

（a）アークロールの違いについて

アークロールが異なれば，別のリンクとみなされ，リンクは上書きされません。しかし，
アークロールに指定されている値が異なっていても目的が同じであれば，リンクは上書
きされます。

• アークロールの目的が異なる例
アークロールの目的が異なる例を次の図に示します。なお，この文書では，
xlink:from属性および xlink:to属性のラベルの先は，同じタクソノミー本体の要素を
参照することを仮定しています。

図 2-13　アークロールの目的が異なる例

上記の文書では，上下のアーク型要素に指定されているアークロールの目的が異なり
ます。そのため，同じタクソノミー本体の要素を参照していても上書きされないで，
別のアーク型要素として判断されます。

• アークロールに指定されている値が異なるが，目的が同じである例
アークロールに指定されている値が異なるが，目的が同じである例を次の図に示しま
す。なお，この文書では，xlink:from属性および xlink:to属性のラベルの先は，同じ
タクソノミー本体の要素を参照することを仮定しています。
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図 2-14　アークロールに指定されている値が異なるが，目的が同じである例

上記の文書では，両方のアークロールが親子階層という目的を示しているため，リン
クが上書きされます。

（b）priority属性の値が同じで use属性の値が prohibitedの場合

リンクを上書きするため，uCosminexus Business Reporting Processorは，まず
priority属性の値をチェックします。同一 priority属性の値が記述されている場合，エ
ラー（KEBR10024-E）が表示されるので，priority属性の値を正しく修正してから実行
してください。

priority属性の値が同じ場合の例を次の図に示します。なお，この文書では，xlink:from
属性および xlink:to属性のラベルの先は，同じタクソノミー本体の要素を参照すること
を仮定しています。
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図 2-15　priority属性の値が同じ場合の例

上記の文書では，下側の要素では，priority属性の値が省略されているため，priority属
性値に 0が仮定され，上側の要素と同じ priority属性値になります。この場合，
uCosminexus Business Reporting Processorがリンクを処理する順序によって，どちら
かまたは両方のアーク型要素が無視されます。先に下側の要素が参照された場合は，
use="prohibited"が指定されているため，両方のアーク型要素が無視されます。

このような場合，表示されるエラー（KEBR10024-E）に従って，priority属性の値を正
しく修正してから実行してください。

2.6.2　ラベルリンクの上書き
ここでは，XBRL2.0の場合の，ラベルリンクの上書きについて説明します。

（1） リソース型要素（ラベル要素）の追加 /上書き

ラベルリンクの場合，リンクではなく，リソース型要素のラベル要素が上書きまたは追
加されます。

• 同一ラベル要素が複数記述されていた場合は，ラベル要素を指しているアーク型要素
の priority属性の値が大きいラベル要素を優先し，上書きします。

• 同じ priority属性の値であった場合はエラーとします。
• ラベル要素を指すアーク型要素の use属性が prohibitedの場合は，そのアーク型要素
の記述は検証時に警告され，無視されます。上書きはされないため，すでにタクソノ
ミー本体の要素に関連づけているラベル要素があっても削除されません。
63



2.　XBRL文書の参照と検証
（2） ラベル要素が上書きされる条件

ラベル要素は，ラベル要素が同一であると判断された場合に上書きされます。同一ラベ
ル要素と判断されるのは，次の条件をすべて満たす場合です。

• アーク型要素の xlink:fromまたは xlink:to属性の先にあるロケータ型要素が，同じタ
クソノミー本体の要素を指している。

• アーク型要素の xlink:fromまたは xlink:to属性の先にあるラベル要素が，同じロール
（xlink:role属性の値）および言語（xml:lang属性の値）である。

ラベル要素のロールおよび言語のどちらか（あるいは両方とも）が異なり，同じタクソ
ノミー本体の要素を指している場合，そのタクソノミー本体の要素にラベル要素のリ
ソースが追加されます。

ラベルリンクの同一リンクの判断を次の図に示します。
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図 2-16　ラベルリンクの同一リンクの判断

上記の図では，(1)，(2)および (4)が示すタクソノミー本体の要素は同じため，ラベル名
が異なっても同一リンクとして判断されます。この三つのリソース型要素についてロー
ルおよび言語が同じ場合は，ラベル要素が上書きされます。

この例では，ロールを省略していますが，ロールがすべて同じものとして仮定すると，
tax1.xsdの idが Aのタクソノミー本体の要素に対して，ラベル要素は，English2，日
本語 2，German，Frenchとなります。

もしロールが異なれば，ラベル要素は上書きされません。ラベル要素は English，日本
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語，English2，日本語 2，German，Frenchとなり，タクソノミー本体の要素に対して
日本語 2と Frenchが追加されます。

なお，(3)は，(1)と同じラベル名（xlink:label属性の値）を使っていますが，(1)と示す
先（ロケータ要素の xlink:href属性）が異なるため，別のリンクと判断されます。(1)で
はラベル名の示す先が tax1.xsd#Aですが，(3)では tax2.xsd#Bであるため，上書きされ
ません。

（3） 注意事項

（a）priority属性の値が同じで use属性の値が prohibitedの場合

リソース型要素（ラベル要素）を上書きするため，先に priority属性の値をチェックし
ます。そのため，priority属性の値が同じ場合，エラーが表示されます。

2.6.3　リファレンスリンクの上書き
ここでは，XBRL2.0の場合の，リファレンスリンクの上書きについて説明します。

（1） リソース型要素（文献）の追加

リファレンスリンクの場合，タクソノミー本体にリソースが追加されます。同一タクソ
ノミー本体の要素に対して，リソース型要素である <link:reference>要素が追加されま
す。

アーク型要素の use属性が prohibitedの場合，そのアーク型要素の記述が無視されま
す。

（2） リソースが追加される条件

タクソノミー本体が同一であると判断された場合に，該当するタクソノミー本体の要素
に記述されていたリソースが追加されます。同一タクソノミー本体と判断されるのは，
次の条件を満たす場合です。

• アーク型要素に記述された xlink:from属性または xlink:to属性の値が示すロケータ型
要素が同じタクソノミー本体の要素を指している。

（3） 注意事項

（a）priority属性について

priority属性がアーク型要素に記述されていても無視されます。ただし，文法チェックは
実行されるため，priority属性を記述する場合は文法上の誤りがないように記述する必要
があります。

（b）priority属性の値が同じで use属性の値が prohibitedの場合

priority属性を指定してもリンクは上書きされないため，use属性の値が prohibitedの
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アーク型要素は無視されます。リンクの記述が無効になるため，メッセージは出力され
ません。

2.6.4　脚注リンクの上書き
ここでは，XBRL2.0の場合の，脚注リンクの上書きについて説明します。

（1） リソース型要素（脚注）の追加

脚注リンクの場合，アイテムまたはタプル要素が同一であると判断されたときに，該当
するアイテムまたはタプル要素に記述されていたリソース（リソース型要素である
<link:footnote>要素）が追加されます。

アーク型要素の use属性が prohibitedの場合，そのアーク型要素の記述が無視されま
す。

（2） リンクが上書きされる条件

脚注リンクは，アイテムまたはタプル要素が同一であると判断された場合に上書きされ
ます。同一アイテムまたはタプル要素と判断されるのは，次の条件を満たす場合です。

• アーク型要素に記述された xlink:from属性または xlink:to属性の値が示すロケータ要
素が同じアイテムまたはタプル要素を指している場合。

（3） 注意事項

（a）priority属性について

priority属性がアーク型要素に記述されていても無視します。ただし，文法チェックは実
行されるため，priority属性を記述する場合は，文法に誤りのないように記述する必要が
あります。

（b）priority属性の値が同じで use属性の値が prohibitedの場合

priority属性を指定してもリンクは上書きされないため，use属性の値が prohibitedの
アーク型要素は無視されます。リンクの記述が無効になるため，メッセージは出力され
ません。
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2.7　リンクの上書き（XBRL2.1の場合）

タクソノミー文書で定義された，計算リンクなどのリンクを上書きすることで，リンク
構造を拡張できます。リンクの上書きでは，タクソノミー文書を拡張したり，インスタ
ンス文書内に目的のリンクベースを指す単純リンク（Simple links）を追加したり，既存
のリンクの関係を禁止したりします。リンクの関係の禁止とは，リンクの上書きの一種
で，すでに定義されているリンクの関係をなくすことです。

XBRL2.1の場合，uCosminexus Business Reporting Processorは，アーク型要素に記述
されているリンクの関係ごとにリンクを上書きして，XBRL DOMを作成します。アーク
型要素では，xlink:from属性と xlink:to属性を使用して，複数のリソース（ロケータ型
要素またはリソース型要素）を指定できます。リンクの関係は，xlink:from属性と
xlink:to属性の組み合わせごとに作成され，上書きされます。

ここでは，リンクが上書きされる条件，および priority属性値が同じ場合にどのように
リンクが上書きされるかについて説明します。

2.7.1　リンクが上書きされる条件
ここでは，XBRL2.1の場合の，リンクが上書きされる条件について説明します。

リンクの上書きは，リンクの関係が同じと判断された場合に実行されます。次の条件を
すべて満たしている場合，リンクの関係が同じであると判断されます。

• 同じ種類の拡張リンクであり，拡張リンクの xlink:role属性の値が同じである。
同じ種類の拡張リンクとは，同じ名前空間の同じローカル名であるかによって判断さ
れます。

• アーク型要素は同じ種類であり，アーク型要素の xlink:arcrole属性の値が同じであ
る。
同じ種類のアーク型要素とは，同じ名前空間の同じローカル名であるかによって判断
されます。

• アーク型要素の xlink:from属性がトラバースされた結果求められる XMLフラグメン
トが同じである。
詳細は，「2.7.1(2)　トラバーサル先の XMLフラグメント」を参照してください。

• アーク型要素の xlink:to属性がトラバースされた結果求められる XMLフラグメント
が同じである。
詳細は，「2.7.1(2)　トラバーサル先の XMLフラグメント」を参照してください。

• アーク型要素に記述した属性のうち，XLinkによって定義されている属性以外（名前
空間識別子が xlinkでない属性）が同じである。
なお，XLink以外の属性のうち，use属性と priority属性は一致する必要はありませ
ん。詳細は，「2.7.1(1)　アーク型要素の属性一覧とリンクの上書きで必要な条件」を
参照してください。

• アーク型要素下のタイトル型要素は，同じリンクの関係の条件に含まれません。
68



2.　XBRL文書の参照と検証
上書きされる条件が一致すれば，片方のアーク型要素にタイトル要素があり，もう片
方になくてもリンクの関係は上書きされます。

（1） アーク型要素の属性一覧とリンクの上書きで必要な条件

リンクが上書きされる条件の一つに，アーク型要素の属性のうち，XLink以外の属性が
一致していることがあります。アーク型要素に指定できる属性一覧と，上書きに必要な
条件を次の表に示します。

表 2-8　アーク型要素の属性一覧とリンクの上書きに必要な条件

（凡例）○：値の一致が必要です。　×：値の一致は不要です。

次の場合は，XBRL文書検証時にエラーとなります。

• xlink:from属性および xlink:to属性が同じ値のアーク型要素が複数ある場合
同一拡張リンク内に，xlink:from属性および xlink:to属性の値と同じ値を持つ，別の
アーク型要素を記述した場合，致命的エラーとなります。

• xlink:from属性と xlink:to属性に同じ値を指定した場合
xlink:from属性と xlink:to属性に同じ値を指定できます。ただし，アーク型要素の種

分類 属性 条件 説明

すべてのアーク型要素
共通

xlink:type ○ アーク型要素を示すために，"arc"を指定す
る必要があります。

xlink:from × 指定するラベルの値は一致する必要がありま
せん。

xlink:to × 指定するラベルの値は一致する必要がありま
せん。

xlink:arcrole ○ アークの役割は同じである必要があるため，
同じ値を指定します。

xlink:title × 一致する必要はありません。

xlink:show × 一致する必要はありません。

xlink:actuate × 一致する必要はありません。

order ○ XLinkで定義されている属性ではないため，
一致する必要があります。

use × リンクの上書きで使用される値であるため，
一致する必要はありません。

priority × リンクの上書きで使用される値であるため，
一致する必要はありません。

プレゼンテーションリ
ンク

preferredLab
el

○ XLinkで定義されている属性ではないため，
一致する必要があります。
これは，XBRL2.1だけで使用できる属性で
す。

計算リンク weight ○ XLinkで定義されている属性ではないため，
一致する必要があります。
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類によっては同じ値を記述できない場合があり，その場合は，エラーになります。
xlink:from属性または xlink:to属性の片方の値が，ほかのアーク型要素と同じ値でも
かまいません。

• priority属性に同じ値を指定した場合
条件によってはエラーとなります。詳細については，「2.7.2　priority属性値が同じ場
合のリンクの上書き」を参照してください。

（2） トラバーサル先の XMLフラグメント

アーク型要素の xlink:from属性および xlink:to属性は，同じ拡張リンク内のロケータ型
要素またはリソース型要素を参照します。このとき，リンクの関係が同じかどうかの判
断材料となる XMLフラグメントは，ロケータ型要素ではなく，ロケータ型要素が指す要
素になります。そのため，ロケータ型要素が同じタクソノミー本体を指している場合，
ロケータ型要素が異なる拡張リンクに記述されていても，リンクの関係は同じであると
判断されます。

アーク型要素がリソース型要素を参照する場合でも同様に，XMLフラグメントは，リ
ソース型要素ではなく，リソース型要素が指す要素になります。

同じリンクの関係と判断されるロケータ型要素を次に示します。

この場合，下線部分の xxx.xsdファイルで，#abcが指す要素と #element(/1/14)が指す
要素が同じだった場合，XMLフラグメントが同一であると判断され，リンクが上書きさ
れます。

2.7.2　priority属性値が同じ場合のリンクの上書き
ここでは，XBRL2.1の場合の，priority属性値が同じ場合のリンクの上書きについて説
明します。

リンクには，優先順位を示す priority属性を指定できます。priority属性値は，数値が大
きいものほど優先順位が高いとみなされます。ここでは，priority属性に同じ値が指定さ
れていた場合の，リンクの上書きについて説明します。

priority属性に同じ値が指定されていた場合，uCosminexus Business Reporting 
Processorは，use属性が optionalか prohibitedかを調べます。prohibitedの方が優先

<拡張リンクA xlink:role="http://www.xbrl.org/2003/role/link">
  <loc xlink:href="xxx.xsd#abc" xlink:label="test1" ...>
(中略)
<Arc xlink:from="test1" ....>
</拡張リンクA>
 
<拡張リンクB xlink:role="http://www.xbrl.org/2003/role/link">
  <loc  xlink:href="xxx.xsd#element(/1/14)" xlink:label="test2" ...>
(中略)
<Arc xlink:from="test2" ....>
</拡張リンクB>
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され，リンクの関係が禁止されます。一つでも prohibitedが指定されている場合は，す
べての関係が無効になります。

priority属性値が同じ場合の例を次に示します。

（1） 両方とも use="optional"が指定されている場合

同じリンク関係を示す関係 Aおよび関係 Bで，priority属性値が同じで use="optional"
が指定されている場合を次に示します。

この場合，どちらか片方のリンクが無効になり，メッセージが出力されます。どちらの
リンクが有効になるかは，メッセージ（KEBR10074-W）に出力されます。両方とも同
じリンク関係を示すため，XBRL DOMの内容は変更されません。

（2） 片方に use="optional"，もう片方に use="prohibited"が指定されて
いる場合

同じリンク関係を示す関係 Aおよび関係 Bで，両方とも priority属性値が同じで，片方
に use="optional"，もう片方に use="prohibited"が指定されている場合を次に示します。

この場合，priority属性値が同じですが，片方に use="prohibited"が指定されているた
め，両方の関係が無効になります。エラーメッセージは出力されません。

同じリンクの関係が三つ以上ある場合，use="prohibited"が指定されている関係が一つ
あれば，リンクの関係は禁止されます。

（3） 両方とも use="prohibited"が指定されている場合

同じリンク関係を示す関係 Aおよび関係 Bで，priority属性値が同じで
use="prohibited"が指定されている場合を次に示します。

この場合，両方のリンクの関係が禁止されるため，関係 Aおよび関係 Bで定義されてい
るリンクの関係が両方とも無効になります。エラーメッセージは出力されません。

<Arc use="optional" priority="0"...中略>  <!--関係A-->
  <title>xxxx</title>
</Arc>
<Arc use="optional" priority="0"...中略>  <!--関係B-->

<Arc use="optional" priority="0"...中略>  <!--関係A-->
  <title>xxxx</title>
</Arc>
<Arc use="prohibited" priority="0"...中略>  <!--関係B-->

<Arc use="prohibited " priority="0" ...中略>  <!--関係A-->
<Arc use="prohibited" priority="0"...中略>  <!--関係B-->
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2.8　リンク構造の参照（XBRL2.1の場合）

ここでは，アプリケーションからリンク構造を参照する方法について説明します。この
機能は，XBRL2.1の場合だけ使用できます。

W3C DOMを使用してリンク構造を参照するには，タクソノミー本体やリンクベースを
検索し，リンク構造を解析して，ノード間の関係を整理する必要があります。

uCosminexus Business Reporting Processorは，ノード間の関係を整理したあとのオブ
ジェクトモデル「XBRLRelationshipインターフェース」を提供します。ユーザーアプ
リケーションから XBRLRelationshipインターフェースを使用することで，複雑なリン
ク関係を解析する必要なく，容易にリンクの関係を参照できます。

XBRLRelationshipインターフェースは，ノード間の関係を表現していて，参照元およ
び参照先の両端のノードを参照するメソッドを提供します。また，XBRL文書で使用す
る XLinkの拡張リンクごとに次のインターフェースを提供しています。

表 2-9　拡張リンクの種類と対応するインターフェース

サンプルコードについては，「4.6.3　タクソノミー本体とリンクベースの参照（タクソノ
ミー文書の要素の階層を参照する場合）」を参照してください。APIの詳細については，

項番 拡張リンクの種類 対応するインターフェース インターフェースの説明

1 プレゼンテーショ
ンリンク

XBRLPresentationRelation
ship

<link:presentationArc>要素で定義され
た，タクソノミー文書のアイテム（また
はタプル）の要素宣言とプレゼンテー
ションリンクとの関係関係を表します。

2 計算リンク XBRLCalculationRelations
hip

<link:calculationArc>要素で定義され
た，タクソノミー文書のアイテム（また
はタプル）の要素宣言と計算リンクとの
関係を表します。

3 定義リンク XBRLDefinitionRelationsh
ip

<link:definitionArc>要素で定義された，
タクソノミー文書のアイテム（またはタ
プル）の要素宣言と定義リンクとの関係
を表します。

4 ラベルリンク XBRLLabelRelationship <link:labelArc>要素で定義された，タ
クソノミー文書のアイテム（またはタプ
ル）の要素宣言とラベルとの関係を表し
ます。

5 リファレンスリン
ク

XBRLReferenceRelationshi
p

<link:referenceArc>要素で定義された，
タクソノミー文書のアイテム（またはタ
プル）の要素宣言とリファレンスリンク
との関係を表します。

6 脚注リンク XBRLFootnoteRelationshi
p

<link:footnoteArc>要素で定義された，
インスタンス文書のアイテム（またはタ
プル）と脚注との関係を表します。
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「6.　APIリファレンス」を参照してください。
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2.9　PTVLIの生成（XBRL2.1の場合）

タクソノミー文書やリンクベースに対して完全な妥当性検証を実行した場合，その検証
結果は PTVLI（Post-Taxonomy Validation Linkbase Infoset）として生成されます。
PTVLIの詳しい意味については，XBRLの仕様書を参照してください。

PTVLIには，リンク関係が上書きまたは禁止が発生したあとのリンクベースの情報が含
まれます。また，検証時に生じたエラーを無視して処理を続行すると，PTVLIは存在す
る関係から生成されます。

2.9.1　PTVLIの構造
PTVLIの構造は次のとおりです。

 
ptv:ptvl
　└─ptv:arc
 

● <ptv:ptvl>
文書のルート要素です。xmlnsおよび xsi:schemaLocation属性に，ptvの名前空間の
情報を付加して出力します。

● <ptv:arc>
<ptv:ptvl>の子要素です。リンク（アーク型要素）の情報がリンクの数だけ格納され
ます。リンク関係が一つもない場合（リンクの禁止によって削除された場合も含む）
は作成されません。
<ptv:arc>要素の属性は次のとおりです。

表 2-10　PTVLIの <ptv:arc>要素の属性

属性 出力内容

linkType リンクの種類を次のように出力します。
• label：ラベルリンク
• reference：リファレンスリンク
• definition：定義リンク
• presentation：プレゼンテーションリンク
• calculation：計算リンク

arcRole アーク型要素のアークロール属性の値を出力します。

extRole PTVLIに変換する前のアーク型要素が属する，拡張リンク上の xlink:role属性値を
出力します。

fromPath xlink:from属性の参照先を出力します。
アーク型要素の参照先であるロケータ型要素の xlink:href属性の値のうち，フラグメ
ントを除いた URIを参照先要素宣言の targetNamespace属性の値に置換して出力し
ます（{名前空間 URI}#フラグメント）。

labelLang ラベルリンクの場合に，<link:label>要素の xml:lang属性の値を出力します。
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<ptv:arc>要素の値は次のとおりです。
• ラベルリンク：<link:label>要素の値
• リファレンスリンク：<link:reference>要素の値
• それ以外の場合：値は持たない。

2.9.2　PTVLIの生成例
XBRLで次のように定義した場合を例に，PTVLIの生成例を示します。

このように定義された場合，次に示す PTVLIが生成されます。

resRole リソース型要素のロール属性（xlink:role）の値を出力します。
ただし，xlink:to属性の参照先がリソースでない場合は出力しません。

weight weight属性の値を出力します。
ただし，summation-itemアーク以外の場合は出力しません。

order order属性の値を出力します。order属性がない場合は 1を仮定します。

toPath xlink:to属性の参照先を出力します。内容は fromPathと同等です。
ただし，リソースの場合は出力しません。

preferredLabel preferredLabel属性の値を出力します。

<linkbase
  xmlns="http://www.xbrl.org/2003/linkbase"
  xmlns:xl="http://www.xbrl.org/2001/XLink"
  xmlns:xlink="http://www.w3.org/1999/xlink"
  xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
  xml:base="../schema"
  xsi:schemaLocation="http://www.xbrl.org/2003/linkbase ../lib/
xbrl-linkbase-2003-12-31.xsd">
  <labelLink xlink:type="extended" xlink:role="http://www.xbrl.org/2003/role/
link">
    <loc xlink:type="locator"
         xlink:href="LinkbaseRefXMLBase.xsd#fixedAssets"
         xlink:label="aaa" />
    <label xlink:type="resource" xlink:label="aaaLabel"
           xlink:role="http://www.xbrl.org/2003/role/label"
           xml:lang="en">Fixed Assets</label>
    <labelArc xlink:type="arc" xlink:from="aaa" xlink:to="aaaLabel"
              xlink:arcrole="http://www.xbrl.org/2003/arcrole/concept-label"/>
  </labelLink>
</linkbase>

属性 出力内容
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<ptvl xmlns="http://www.xbrl.org/2003/ptv" 
        xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 
        xsi:schemaLocation="http://www.xbrl.org/2003/ptv ../../lib/
ptv-2003-12-31.xsd">
  <arc arcRole="http://www.xbrl.org/2003/arcrole/concept-label" 
         extRole="http://www.xbrl.org/2003/role/link"
         fromPath="http://mycompany.com/xbrl/taxonomy#fixedAssets" 
         labelLang="en" 
         linkType="label" 
         resRole="http://www.xbrl.org/2003/role/label">Fixed Assets</arc>
</ptvl>
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2.10　PTVIの生成（XBRL2.1の場合）

完全な妥当性検証を実行した結果，インスタンス文書がどう解釈されたかは，PTVI
（Post-Taxonomy Validation Infoset）として生成されます。PTVIの詳しい意味につい
ては，XBRLの仕様書を参照してください。

PTVIのアイテムには，推測された precision属性値や，その要素定義の periodType属
性値などが補完されます。

2.10.1　PTVIの構造
PTVIはインスタンス文書と同様の形式で生成されます。

インスタンス文書から PTVIへ含まれる要素と，その内容を次に示します。

表 2-11　インスタンス文書から PTVIへ含まれる要素とその内容

要素 PTVI
への反
映

PTVIへ含まれる内容

xbrli:xbrl ○ 次の情報が含まれます。※ 1

• 既存の名前空間宣言
• http://www.xbrl.org/2003/ptvの名前空間宣言
接頭辞は「ptv」です。「ptv」が使用済みの場合
は，末尾に 0から始まる整数を付け，接頭辞が一
意となるようにします。

• 名前空間 http://www.xbrl.org/2003/ptvの位置情
報※ 2

既存の xsi:schemaLocation属性の記述に，http://
www.xbrl.org/2003/ptvの位置情報が追加されま
す。

link:schemaRef ○ 記述されている要素がすべて含まれます。追加され
る属性などはありません。

link:linkbaseRef × －

link:roleRef × －

link:arcroleRef × －

既存のアイテム ○ 要素宣言の periodType属性，balance属性の内容を
名前空間 http://www.xbrl.org/2003/ptvの属性で追
加します。

タプル ○ 記述されている要素がすべて含まれます。追加され
る属性などはありません。

xbrli:unitとその子孫要素 ○

xbrli:contextとその子孫要素 ○

link:footnoteLinkとその子孫要素 × －
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2.　XBRL文書の参照と検証
（凡例）○：PTVIへ反映されます。　×：PTVIへ反映されません。　－：該当する内
容はありません。

注※ 1　<xbrli:xbrl>要素の子要素である兄弟要素の並び順は次のとおりです。
1. link:schemaRef
複数存在する場合は，既存のインスタンス文書での出現順序に従います。

2. xbrli:unit
複数存在する場合は，既存のインスタンス文書での出現順序に従います。

3. xbrli:context
複数存在する場合は，既存のインスタンス文書での出現順序に従います。

4. アイテム／タプル
推測されたアイテムを含め，その要素名（タグ名）で辞書順にソートされます。
ただし，タプルの中はソートされないで，既存のインスタンス文書の出現順序に
従います。

注※ 2　名前空間 http://www.xbrl.org/2003/ptvのデフォルトの位置情報は
ptv-2003-12-31.xsdです。その場合，xsi:schemaLocation属性値は次のようになります。

また，上位のアプリケーションプログラムからスキーマの位置情報が決定できる場合に
は，前もって位置情報を設定できます。設定方法については，「4.16.2(18)　
cbrp.parse.validate.full-checking.PTVx.location」を参照してください。

2.10.2　PTVIのアイテムの作成方法
PTVIの数値アイテム（fractionItemType型を除く）の作成方法には，次の 2とおりが
あります。

• インスタンス文書に記述されている値のままで作成する
• インスタンス文書に記述されている値を，推測した精度に丸めた概数で作成する

どちらの方法で作成するかは，プロパティ
cbrp.parse.validate.full-checking.PTVI.rounded-item-valueで指定します。

指定方法の詳細については，「4.16.2(19)　
cbrp.parse.validate.full-checking.PTVI.rounded-item-value」を参照してください。

なお，fractionItemType型の数値アイテム，または非数値アイテムを作成する場合には，

推測したアイテム ○ essence-aliasアークから推測したアイテムです。

<xbrli:xbrl ...
    xsi:schemaLocation=" ... http://www.xbrl.org/2003/ptv  ptv-2003-12-31.xsd"
...

要素 PTVI
への反
映

PTVIへ含まれる内容
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2.　XBRL文書の参照と検証
プロパティ cbrp.parse.validate.full-checking.PTVI.rounded-item-valueでの指定に関係
なく，インスタンス文書に記述されている値で作成します。

（1） 検証に使用した概数を基にアイテムを作成する

検証に使用した概数を基にアイテムを作成した場合の例を次に示します。既存アイテム
値の丸め処理や，decimals属性値から precision属性値を推測する方法については，
「2.4.2(4)　精度の推測と概数【完全な妥当性検証の場合だけ有効】」を参照してくださ
い。

上段がインスタンス文書の記述内容，下段がアイテムの生成結果を示します。

【例 1】通常の場合

【例 2】小数点以下の値がない数値に対し，decimals属性値を記述した場合

【例 3】指数表記された数値に対し，decimals属性値を記述した場合

【例 4】有効数字がない場合
この例では「decimals="3"」という記述に対し，対象となる数値が「0.000123」の
ため，有効数字がありません。そのため，precision属性値を次のように算出しま
す。
 
指数部（0）＋小数点以下の0の数を負にした値（-3）＋decimals値（3）＝0
 

この算出結果によって「precision="0"」が出力されています。この場合，インスタ
ンス文書に記述されている数字のまま PTVIに出力されます。

【例 5】有効数字がなく，かつ数値が指数表記の場合
指数表記から展開された値が記述されます。

<item contextRef="c1" precision="4" unitRef="u1">12345</item>

<item contextRef="c1" unitRef="u1" precision="4"
 ptv:periodType="instant" ptv:balance="credit">12350</item>

<item contextRef="c1" decimals="2" unitRef="u1">12345</item>

<item contextRef="c1" unitRef="u1" precision="7"
 ptv:periodType="instant" ptv:balance="credit">12345.00</item>

<item contextRef="c1" decimals="5" unitRef="u1">0.1E-2</item>

<item contextRef="c1" unitRef="u1" precision="3"
 ptv:periodType="instant" ptv:balance="credit">0.00100</item>

<item contextRef="c1" decimals="3" unitRef="u1">0.000123</item>

<item contextRef="c1" unitRef="u1" precision="0"
 ptv:periodType="instant" ptv:balance="credit">0.000123</item>

<item contextRef="c1" decimals="4" unitRef="u1">0.00123e-3</item>
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2.　XBRL文書の参照と検証
【例 6】数値が 0で，かつ precision属性値が記述されている場合
この例では「precision="5"」という記述に対し，有効数字がありません。この場合，
小数点以下の精度を precisionの値と仮定して，「0.00000」とします。

【例 7】数値が 0で，かつ decimals属性値が記述されている場合
この例では「decimals="5"」という記述に対し，有効数字がありません。この場合，
precision属性値は次のように算出されます。
 
指数部（0）＋小数点以下の0の数を負にした値（0）＋decimals値（5）＝5
 

この算出結果によって「precision="5"」と値「0.00000」が出力されています。

【例 8】数値 0が指数表記されている場合
0が指数表記されている場合には，次のように decimals属性値から precision属性
値を推測します。
 
指数部（0）＋小数点以下の0の数を負にした値（5）＋decimals値（3）＝8
 

この算出結果によって「precision="8"」と出力されています。

（2） essence-aliasアークの検証時に推測されたアイテムを作成する

拡張機能を使って，essence-aliasアークの検証時に存在しないアイテムを推測した場合，
推測したアイテムは，通常のアイテムと同じように属性値などが補完され，PTVIに作成
されます。作成される値は，アイテムの種類によって次のように異なります。

●数値アイテム（fractionItemType型を除く）の場合
プロパティ cbrp.parse.validate.full-checking.PTVI.rounded-item-valueでの設定に
従い，インスタンス文書に記述されている値，または検証に用いた概数（丸めた値）
で作成されます。

<item contextRef="c1" unitRef="u1" precision="0"
 ptv:periodType="instant" ptv:balance="credit">0.00000123</item>

<item contextRef="c1" precision="5" unitRef="u1">0.000</item>

<item contextRef="c1" unitRef="u1" precision="5"
 ptv:periodType="instant" ptv:balance="credit">0.00000</item>

<item contextRef="c1" decimals="5" unitRef="u1">0.000</item>

<item contextRef="c1" unitRef="u1" precision="5"
 ptv:periodType="instant" ptv:balance="credit">0.00000</item>

<item contextRef="c1" decimals="3" unitRef="u1">0.00E5</item>

<item contextRef="c1" unitRef="u1" precision="8"
 ptv:periodType="instant" ptv:balance="credit">0.00000000</item>
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2.　XBRL文書の参照と検証
●それ以外のアイテムの場合
インスタンス文書に記述されている値で作成されます。

また，アイテムは必要最低限の属性だけが PTVIに作成されるため，推測元のアイテム
に付いていた id属性などは削除されます。

A→ Bへの essence-aliasアークでアイテム Aが推測された場合の PTVIの生成結果を
次の例に示します。上段はインスタンス文書の記述内容，下段はアイテムの生成結果で
す。

2.10.3　PTVIの生成例
ここでは，インスタンス文書の記述内容と PTVIの生成例を示します。

インスタンス文書の記述例を次に示します。

この記述から，次に示す PTVIが生成されます。

<B id="item_B" contextRef="c1" precision="3" unitRef="u1">123</B>

<A contextRef="c1" unitRef="u1" precision="3"
 ptv:periodType="instant" ptv:balance="credit">123</A>
<B contextRef="c1" unitRef="u1" precision="3"
 ptv:periodType="instant" ptv:balance="credit">123</B>

<xbrl
  xmlns="http://www.xbrl.org/2003/instance" 
  xmlns:cnv="http://www.cnv.gov.ar/xbrl/" 
  xmlns:ISO4217="http://www.xbrl.org/2003/iso4217">
<schemaRef href="xbrl-cnv-2003-10-19.xsd"/>
  <unit id="u1">
    <measure>ISO4217:USD</measure>
  </unit>
  <context id="c1">
    <entity>
      <identifier scheme="www.cnv.gov.ar/cnv">norne</identifier>
    </entity>
    <period>
      <instant>2001-12-31</instant>
    </period>
  </context>
  <cnv:Creditos contextRef="c1" precision="7" unitRef="u1">50000
  </cnv:Creditos>
  <cnv:BienesdeUso contextRef="c1" precision="7" unitRef="u1">7000
  </cnv:BienesdeUso>
  <cnv:BienesDiversos contextRef="c1" precision="7" unitRef="u1">6000
  </cnv:BienesDiversos>
</xbrl>
81



2.　XBRL文書の参照と検証
<xbrl
  xmlns="http://www.xbrl.org/2003/instance" 
  xmlns:ptv="http://www.xbrl.org/2003/ptv"
  xmlns:cnv="http://www.cnv.gov.ar/xbrl/" 
  xmlns:ISO4217="http://www.xbrl.org/2003/iso4217">
  <unit id="u1">
    <measure>ISO4217:USD</measure>
  </unit>
  <context id="c1">
    <entity>
      <identifier scheme="www.cnv.gov.ar/cnv">norne</identifier>
    </entity>
    <period>
      <instant>2001-12-31</instant>
    </period>
  </context>
  <cnv:BienesdeUso
    contextRef="c1" precision="7" unitRef="u1"
    ptv:periodType="instant" ptv:balance="debit">7000
  </cnv:BienesdeUso>
  <cnv:BienesDiversos
    contextRef="c1" precision="7" unitRef="u1"
    ptv:periodType="instant" ptv:balance="credit">6000
  </cnv:BienesDiversos>
  <cnv:Creditos
    contextRef="c1" precision="7" unitRef="u1"
    ptv:periodType="instant" ptv:balance="credit">50000
  </cnv:Creditos>
</xbrl>
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2.　XBRL文書の参照と検証
2.11　XBRL同等性の判定

XBRL2.1仕様で定義されている「項目とタプルの重複検出に関連する同等性判定」を
XBRLEqualUtilクラスで判定できます。ここでは，この同等性判定を行う際の注意事項
を次に示します。

2.11.1　コンテキストの s-equal判定
コンテキストに定義された時期要素の値として，タイムゾーンの記述を省略した場合は，
GMTのタイムゾーンを仮定して判定します。

2.11.2　タプルの duplicate判定
タプル内に定義されたアイテムの v-equalの判定は，essence-aliasアークの検証におけ
る v-equalの判定と同等の内容になります。この時，xsi:nil="true"のアイテムがある場
合，もう一方の対象としているタプルの下にも，同様に xsi:nil="true"で，v-equalにな
るアイテムがあれば，v-equal同等と判定されます。

essence-aliasアークの検証における v-equalの判定については，「2.4.2(2)　
essence-aliasアークの検証【完全な妥当性検証の場合だけ有効】」を参照してください。

また，essence-aliasアークの検証では，プロパティ”
cbrp.parse.validate.full-checking.ignoringZeroPrecision”に true が設定されている場
合には精度を考慮せず数値比較しますが，XBRLEqualUtilクラスにおいては，引数あり
のコンストラクタ，または setIgnoringZeroPrecisionメソッドに trueを指定することで
精度を考慮せず数値比較します。

2.11.3　アイテムの s-equal判定
アイテムが数値アイテムの場合は，下記の場合に s-equal同等と判定されます。

• fractionItemType型同士のアイテムで，分子，分母に対する数値の文字列表現がそれ
ぞれ等しい場合 (fractionItemTypeとほかの型のアイテムを比較した場合は，s-equal
同等となりません )

• 共に値を持たない同士の場合
• その他の数値型で，その数値の文字列表現が等しい場合 (100と 100.0と 1e2はすべ
て s-equalとなりません )

アイテムが非数値アイテムの場合は，下記の場合に s-equal同等と判定されます。

• 共に値を持たない同士の場合
• 内容の文字列表現がそれぞれ等しい場合
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3　 XBRL文書の作成と編集
この章では，XBRL文書の作成や編集時に実施される IDの採
番や名前空間の正規化について説明します。

3.1　タクソノミー文書の新規作成

3.2　インスタンス文書の新規作成と編集

3.3　ID管理と採番

3.4　名前空間の正規化
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3.　XBRL文書の作成と編集
3.1　タクソノミー文書の新規作成
com.hitachi.xbrl.simple.taxonomyパッケージを使えば，XBRL2.1に準拠した単純なタ
クソノミー文書を作成できます。ただし，作成したタクソノミー文書を編集することは
できません。

com.hitachi.xbrl.simple.taxonomyパッケージで作成できるタクソノミー文書の内容を次
に示します。

• タクソノミー本体とラベルリンクベースを一つずつ作成する。
• リンクベースはタクソノミー本体ではなく，別文書に記載する。
• ラベルリンクベースの作成を省略できる。ラベルリンクベースだけを作成することは
できない。

• アイテム，ラベルおよびそれぞれの関係から構成される文書を作成する。タプルは使
用できない。

• アイテムのデータ型は，xbrl-instance-2003-12-31.xsdに定義されているデータ型で
ある。派生したデータ型は使用できない。

• ラベルの内容は単純な文字列値だけである。
• リンクで使用できるロールおよびアークロールは，標準値または拡張元のタクソノ
ミー文書で定義されている値である。新たに追加することはできない。

3.1.1　タクソノミー文書の出力フォーマット
タクソノミー文書の出力フォーマットについて説明します。

（1） タクソノミー文書の作成時に自動作成される内容

タクソノミー文書の作成時に自動作成される文書項目と要素を次に示します。

●タクソノミー文書の作成時に自動作成される文書項目

文書項目 内容

名前空間 タクソノミー文書の作成時に，ユーザーが名前空間を指定できます。一度指定した名
前空間は変更できません。
ただし，次に示す名前空間は使用できません。
• http://www.w3.org/XML/1998/namespace
• http://www.w3.org/2000/xmlns/
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
• http://www.w3.org/1999/xlink
• http://www.w3.org/1999/xhtml
• http://www.xbrl.org/2003/instance
• http://www.xbrl.org/2003/linkbase
• http://www.xbrl.org/2003/XLink
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3.　XBRL文書の作成と編集
●タクソノミー文書の作成時に自動作成される要素

次に，ベースとなるタクソノミー文書がない場合とある場合とに分けて，タクソノミー
文書の作成例を示します。実際にはインデントはありません。

（a）ベースとなるタクソノミー文書がない場合

ここでは，ベースとなるタクソノミー文書がない場合について，次の条件でタクソノ
ミー文書を作成する例を示します。

• 文書のファイル名：sample_xbrl_2_1.xsd
• 対象名前空間：http://www.hitachi.com/2004/XBRL
• 対象名前空間接頭辞：hi
• ベースとしたタクソノミー（DTS）：なし

この場合，次のようなタクソノミー文書が作成されます。

接頭辞 ユーザーが接頭辞を指定できます。
ただし，次に示す接頭辞は使用できません。
• デフォルト（""）
• xsi
• xl
• xlink
• xbrli
• link
• xmlで始まる接頭辞

ロケーション ロケーションを拡張子「xsd」のファイル名で指定できます。このファイル名は，リ
ンクベースを作成する場合にも利用されます。

要素 内容

xsd:schema タクソノミー本体のルート要素

xsd:annotation <xsd:appinfo>要素のコンテナ

xsd:appinfo <link:linkbaseRef>要素のコンテナ

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<schema targetNamespace="http://www.hitachi.com/2004/XBRL"
        xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
        xmlns:xlink="http://www.w3.org/1999/xlink"
        xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2003/instance"
        xmlns:link="http://www.xbrl.org/2003/linkbase"
        xmlns:hi="http://www.hitachi.com/2004/XBRL">
    <import namespace="http://www.xbrl.org/2003/instance" 
schemaLocation="xbrl-instance-2003-12-31.xsd"/>
    <import namespace="http://www.xbrl.org/2003/linkbase" 
schemaLocation="xbrl-linkbase-2003-12-31.xsd"/>
    <annotation>
        <appinfo/>
    </annotation>
</schema>

文書項目 内容
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3.　XBRL文書の作成と編集
（b）ベースとなるタクソノミー文書がある場合

ここでは，ベースとなるタクソノミー文書がある場合について，次の条件でタクソノ
ミー文書を作成する例を示します。

• 文書のファイル名：sample2_xbrl_2_1.xsd
• 対象名前空間：http://www.hitachi.com/2004/XBRL/2
• 対象名前空間接頭辞：hi
• ベースとしたタクソノミー（DTS）：sample_xbrl_2_1.xsd

この場合，次のようなタクソノミー文書が作成されます。

ベースとしたタクソノミーがある場合は，ベースとしたタクソノミー（DTS）の基点と
なるタクソノミー本体をインポートするため，<xsd:import>要素を作成します。その
際，namespace属性値には対象名前空間を設定し，schemaLocation属性値にはファイ
ル名（絶対 URIでない）だけを埋め込みます。なお，指定された対象名前空間が，基点
となったタクソノミー本体と同じであった場合には，<xsd:include>要素を作成します。

ベースとしたタクソノミーがある場合，タクソノミー本体には，次に示す名前空間とそ
の接頭辞が自動的に付加されます。名前空間宣言は追加・削除・変更ができません。

さらに，タクソノミー（DTS）の基点となったリンクベースがある場合は，
<link:linkbaseRef>要素を作成し，そのリンクベースを参照させます。

（2） ユーザーが作成できる内容

タクソノミー文書の作成時に，ユーザーが作成できる要素と関係は次のとおりです。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<schema targetNamespace="http://www.hitachi.com/2004/XBRL/2"
        xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
        xmlns:xlink="http://www.w3.org/1999/xlink"
        xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2003/instance"
        xmlns:link="http://www.xbrl.org/2003/linkbase"
        xmlns:hi="http://www.hitachi.com/2004/XBRL/2">
    <import namespace="http://www.xbrl.org/2003/instance" 
schemaLocation="xbrl-instance-2003-12-31.xsd"/>
    <import namespace="http://www.xbrl.org/2003/linkbase" 
schemaLocation="xbrl-linkbase-2003-12-31.xsd"/>
    <import namespace="http://www.hitachi.com/2004/XBRL" 
schemaLocation="sample_xbrl_2_1.xsd"/>
    <annotation>
        <appinfo/>
    </annotation>
</schema>

名前空間 接頭辞

http://www.w3.org/2001/XMLSchema デフォルト

http://www.w3.org/1999/xlink xlink

http://www.xbrl.org/2003/instance xbrli

http://www.xbrl.org/2003/linkbase link
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（a）ユーザーが作成できる要素

タクソノミー文書でユーザーが作成できる要素は，<xsd:element>要素と <link:label>
要素だけです。それぞれの説明を次に示します。

● <xsd:element>要素（アイテム）
<xsd:element>要素では大域定義だけができます。<xsd:element>要素で追加・設定
できる属性を次に示します。
• name属性
• type属性

XBRLの標準型だけ指定できる。拡張したデータ型は指定できない。
• id属性
自動的に設定されるが，ユーザーが設定することもできる。id属性値のデフォルト
形式は次のとおり。
　対象名前空間接頭辞 + "_" + name属性値

• nillable属性
• abstract属性
• substitutionGroup属性
属性値は「xbrli:item」だけであり，派生した代替グループは作成できない。

• xbrli:balance属性
• xbrli:periodType属性

● <link:label>要素
<link:label>要素には次の制限があります。
• xlink:label属性値は自動的に次の形式で付加される。ユーザーが設定することはで
きない。
　対象名前空間接頭辞 + "_" + name属性値 + xml:lang属性値
拡張リンク内にすでに同じ値がある場合は，末尾に 1から始まるシーケンシャル番
号を付加する。
一つのラベルに対して，複数のアイテムを割り当てることはできない。

• xlink:role属性値には，標準値または拡張元のタクソノミー文書で定義されている
カスタムロールが設定される。

• xml:lang属性値については，ISO639で定義されている言語コードかどうかは
チェックされない。

（b）ユーザーが作成できる関係

タクソノミー文書で作成できる関係は次のとおりです。

• 新規作成するコンセプトと新規作成するラベルの，新たな関係
• 既存のコンセプトと新規作成するラベルの，新たな関係
• 既存のコンセプトと既存のラベルとの関係を否定する関係

既存関係と同じ関係や，既存関係のうち優先順位がいちばん高いものと同じ関係を作る
ことはできません（ベースとなるタクソノミー文書の関係を否定する場合を除く）。
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（3） 関係を追加・削除した場合に生じる影響

アイテムとラベルの関係が追加・削除されると，ラベルリンクベースが作成・破棄され
ます。ラベルリンクベースが作成された場合，ファイル名は次のようになります。

　タクソノミー本体のファイル名（拡張子除く） + "_label.xml"

そのとき作成される要素は次のとおりです。

注※　<link:linkbase>の出力形式は次のとおりです。

要素 機能制限

link:linkbaseRef この要素は schema[1]/annotation[1]/appinfo[1]に作成される。属性値には次の制
限がある。
xlink:arcrole属性値

"http://www.w3.org/1999/xlink/properties/linkbase"固定。
xlink:href属性値

各リンクベース文書のファイル名だけ（絶対 URIではない）。
xlink:role属性値

"http://www.xbrl.org/2003/role/labelLinkbaseRef"固定。

link:linkbase ラベルリンクベースのルート要素として作成される。※

link:labelLink ロールごとに一つだけ作成する。xlink:role属性値に設定できる内容は次のとおり。
• "http://www.xbrl.org/2003/role/link"
• 拡張元のタクソノミー文書で定義されているカスタムロール

link:loc xlink:label属性値
下記の値になる。
関連づけたアイテムまたはタプルの名前（対象名前空間接頭辞 + "_" + name属
性値）
ラベルを参照する場合には，参照先の xlink:label属性値と同じ値とする。
拡張リンク内で値が重複する場合には，1から始まるシーケンシャル番号を末
尾に付加する。

xlink:href属性値
ショートハンドポインタで作成する。参照先のアイテム・タプル・ラベルに id
属性が存在しない場合は，element() schemeで作成する（新規作成するアイテ
ムやタプルでは，id属性値を省略することはできない）。

link:labelArc xlink:arcrole属性値
作成時に指定された値で作成する。

priority属性値
常に最大となる整数値を設定する。

<link:linkbase xmlns:link="http://www.xbrl.org/2003/linkbase"
               xmlns:xlink="http://www.w3.org/1999/xlink"
               xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
               xsi:schemaLocation="http://www.xbrl.org/2003/linkbase 
xbrl-linkbase-2003-12-31.xsd
                                   http://www.w3.org/1999/xlink xlink-2003-12-31.xsd">
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3.1.2　タクソノミー文書を作成する際の注意事項
（1） name属性値および id属性値の一意性

作成されたタクソノミー文書中では，次の属性値が一意となります。

●要素宣言の name属性値と id属性値
要素宣言の name属性値と id属性値は一意となるため，name属性値または id属性
値が重複する要素宣言は，文書に追加できません。
同様に，文書中の name属性値や id属性値を変更する場合も，既存の属性値と重複す
る値へは変更できません。

●ラベル要素の id属性値
ラベルリンクおよびタクソノミー本体は，タクソノミー文書の作成時に，それぞれ別
文書として作成されます。id属性値は要素ごとに管理されるため，各文書内で一意と
なります。

（2） アイテムおよび関係リンクの作成・追加・削除

アイテムおよび関係リンクの作成・追加・削除に関する注意事項は次のとおりです。

• 新規作成するタクソノミー文書に関係を作成するには，文書中に対象となるアイテム
がなくても，新たな関係を追加することで，関係づけられているアイテム，要素宣言
および要素を追加します。

• 関係を削除しても，文書中からアイテムなどは削除されません。
• 文書に関係を追加する場合，かつ，関係づけられているアイテムなども文書に追加す
る場合，name属性値および id属性値が重複しないかチェックされます。重複する場
合は追加できません。
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3.2　インスタンス文書の新規作成と編集
uCosminexus Business Reporting Processorでは，インスタンス文書を新規に作成した
り，既存のインスタンス文書を編集したりできます。

どちらの場合も，uCosminexus Business Reporting Processorがインスタンス文書を
XBRL DOMに展開し，ユーザーアプリケーションが DOMツリーを操作します。

インスタンス文書を新規に作成する場合，使用するタクソノミー文書を事前に指定する
ことで，タクソノミー文書に沿ったインスタンス文書を作成できます。

インスタンス文書の作成や編集をする場合，完成したインスタンス文書を一度検証する
ことを推奨します。

3.2.1　インスタンス文書の出力フォーマット
ここでは，uCosminexus Business Reporting Processorがインスタンス文書をファイル
またはストリームに出力する場合の，出力フォーマットを示します。XBRL 
Internationalで提供されるスキーマに従う内容は，このマニュアルでは説明しません。

（1） 名前空間宣言

ここでは，インスタンス文書を新規に作成する場合と，既存のインスタンス文書を編集
する場合の，名前空間宣言の出力について説明します。

インスタンス文書を新規に作成する場合
名前空間宣言は，uCosminexus Business Reporting Processorが自動的に標準値を
設定します。標準値以外の名前空間宣言を記述するには，APIを使用して追加しま
す。自動設定された標準値の名前空間宣言でも，APIを使用して名前空間宣言を削
除したり変更したりできます。
設定した名前空間と名前空間接頭辞は，インスタンス文書出力時にルート要素に宣
言されます。

既存のインスタンス文書を編集する場合
既存のインスタンス文書を編集する場合，要素に指定されている名前空間宣言は
ルート要素に宣言し直されます。これを名前空間の正規化と呼びます。名前空間の
正規化の詳細については，「3.4　名前空間の正規化」を参照してください。

（2） 要素や属性の出力順序

インスタンス文書をファイルに出力する場合，XBRL DOMを操作して作成した，メモリ
上のW3C DOMのツリー構造に従って，出力します。インスタンス文書を参照するだけ
の場合も，インスタンス文書を XBRL DOMへ展開するときのパースオプションによっ
ては，CDATAノードが Textノードに展開されたW3C DOMとなります。ノードの位置
や内容は同じでも，ノードのデータ形式が CDATAか Textかによって，バイナリレベル
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では差異が生じます。加えて，要素の各属性については，W3C DOMの実装に依存して
おり，出現順序が変更されるおそれもあります。

そのため，インスタンス文書をいったん XBRL DOMに展開し出力（保存）したインス
タンス文書と，展開前のインスタンス文書とのバイナリ互換は保証できません。ただし，
XBRL文書としての意味や構造を変えるものではありません。

（3） タプル型要素（tuple）の子要素

タプル型要素の子要素には，アイテム型要素またはタプル型要素を含むことができます。
タクソノミー文書での定義によっては，出現順序や必須要素などを指定できます。

インスタンス文書をファイルに出力する場合，XBRL DOMを操作して作成した，メモリ
上のW3C DOMのツリー構造に従い，出力します。このため，子要素を含むタプル型要
素を定義したタクソノミー文書を使用する場合は，ユーザーが要素の出現順序や必須要
素を意識して，XBRL DOMを操作する必要があります。

（4） 脚注リンク

脚注リンクは，次の要素で構成されます。

• 脚注リンクのコンテナ要素である <link:footnoteLink>要素
• 脚注を表す <link:footnote>要素
• アイテムやタプルを参照する <link:loc>要素
• アイテムやタプルと脚注をつなぐ <link:footnoteArc>要素

脚注リンクの出力について，次の点に注意してください。

• 脚注を追加する場合は，アイテムやタプルと関係づける
アイテムやタプルと関係づけていない脚注を追加した場合には，<link:footnoteLink>
要素と <link:footnote>要素だけが追加されます。この場合，脚注が関係づけられてい
ないため，意味がありません。そのため，脚注をインスタンス文書に追加する場合は，
アイテムやタプルと関係づける必要があります。

• 脚注リンク編集時には，すべての要素が再作成される
<link:footnoteLink>要素がすでにある場合は，既存の <link:footnoteLink>要素およ
びその子孫要素をすべて削除して，新しく一つの <link:footnoteLink>要素を作成し，
その子孫要素に <link:footnote>要素などを再作成します。これを脚注リンクの再作成
と呼びます。脚注リンクの再作成については，「付録 B　脚注リンクの再作成」を参照
してください。

（5） グループ要素（group）（XBRL2.0の場合）

XBRL2.0の場合，<xbrli:group>要素は，ルート要素以外でも，任意のコンテナ要素と
して使用できます。uCosminexus Business Reporting Processorは，既存インスタンス
文書のルート要素の子要素として記述されている <xbrli:group>要素をそのまま出力しま
す。W3C DOMから削除されません。
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（6） アイテム（item）またはタプル（tuple）の出力順序（XBRL2.0の場
合）

インスタンス文書に，アイテムやタプルを新規に追加する場合，ルート要素の子要素と
して追加されます。すでにアイテムやタプルがインスタンス文書内にある場合，新規に
追加する要素は，すでにある要素の前後に追加できます。

ルート要素ではない <xbrli:group>要素の子要素であるアイテムやタプルの前後に，アイ
テムやタプルを追加した場合は，それらの親要素である <xbrli:group>要素の子要素とし
て追加されます。また，ルート要素でない <xbrli:group>要素から，子要素であるアイテ
ムやタプルをすべて削除した場合，削除後にその <xbrli:group>要素の子要素として，再
度アイテムやタプルを追加できません。
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3.3　ID管理と採番

XML Schemaでは，XML文書内で要素を一意に保つために xsd:ID型属性を使用しま
す。XBRLでは，この xsd:ID型属性が持つ一意性を，アイテムとコンテキストを関係づ
けるためなどに使用しています。このため，インスタンス文書では，各要素の xsd:ID型
属性である id属性値（ID）を一意にする必要があります。

uCosminexus Business Reporting Processorは，インスタンス文書内の IDを管理し，
インスタンス文書の作成や編集時に自動的に IDを付けます。ユーザーは，APIを利用し
て要素同士を関係づけるだけで，インスタンス文書内の IDが一意であるかを意識するこ
となく，インスタンス文書の作成や編集ができます。

ここでは，IDの管理および採番方法について，説明します。

3.3.1　IDの管理と APIを使用した要素同士の関係づけ
uCosminexus Business Reporting Processorは，インスタンス文書内の要素に指定され
ている IDを一元管理します。ユーザーは，ユーザーアプリケーションで APIを使用し
て要素同士の関係づけを行います。

ここでは，一元管理される IDと，APIを使用した要素同士の関係づけについて説明しま
す。また，複数インスタンス文書間での ID管理についても説明します。複数インスタン
ス文書間での ID管理は，XBRL2.1の場合だけできます。

（1） 一元管理される IDと APIを使用した要素同士の関係づけ

uCosminexus Business Reporting Processorが一元管理する IDを次の表に示します。

表 3-1　一元管理される ID

項番 要素名 属性名 XBRLバージョン

1 <xbrli:xbrl>要素 id 2.1

2 アイテム型要素 id 2.0および 2.1

3 タプル型要素 id 2.0および 2.1

4 <xbrli:numericContext>要素 id 2.0

5 <xbrli:nonNumericContext>要素 id 2.0

6 <xbrli:context>要素 id 2.1

7 <xbrli:unit>要素 id 2.1

8 <link:footnoteLink>要素 id 2.1

9 <link:footnote>要素 id 2.1

xlink:label 2.0および 2.1
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上記に示す表のうち，id属性値である IDは，読み込み時に一元管理されるため，重複す
る場合はエラーになります。既存のインスタンス文書を参照する場合などには，IDが一
意になるように修正してください。

また，脚注リンクの <link:footnote>要素および <link:loc>要素に記述する xlink:label
属性値は，インスタンス文書で一意である必要はありません。しかし，uCosminexus 
Business Reporting Processorでは，XLinkによる関係づけを管理するため，IDとして
一元管理しています。既存のインスタンス文書の場合，脚注リンクの再作成後に
xlink:label属性値が IDとして一元管理されます。脚注リンクの再作成の詳細について
は，「付録 B　脚注リンクの再作成」を参照してください。

ユーザーが関係づける要素，使用する API，および IDが採番されるタイミングについて
説明します。

アイテムとコンテキストとの関係づけ
アイテムとコンテキストとの関係づけには，コンテキストオブジェクトを使用しま
す。XBRL2.0の場合は XBRLNumericContextオブジェクトまたは
XBRLNonNumericContextオブジェクトを，XBRL2.1の場合は XBRLContext2オ
ブジェクトを使用します。XBRLInstanceItemオブジェクトに対して，コンテキス
トオブジェクトを設定することで，アイテムとコンテキストとの従属関係を定義で
きます。
新しく作成するコンテキストオブジェクトは，オブジェクト作成時に IDが自動採番
され，管理されます。XBRL2.1の場合，ユニットオブジェクトも，オブジェクト作
成時に IDが自動採番され，管理されます。

脚注リンクとアイテム（またはタプル）の関係づけ
ユーザーアプリケーションは，<link:footnote>要素の内容だけに着目して
XBRLFootnoteオブジェクトを作成します。作成した XBRLFootnoteオブジェクト
を，関係づけたい XBRLInstanceItemオブジェクト（または XBRLInstanceTuple
オブジェクト）に登録することで，脚注リンクとアイテム（またはタプル）を関係
づけることができます。
XBRL DOMでは，<link:footnoteArc>要素および <link:loc>要素を作成するイン
ターフェースはありません。これらの要素は，脚注リンク（<link:footnote>要素）
の作成時に自動的に作成されます。
このとき，自動的に作成する <link:loc>要素および <link:footnote>要素の
xlink:label属性値となる，IDが自動採番され，管理されます。また，関係づけるア
イテム（またはタプル）に id属性値が設定されていない場合には，IDが自動採番
され，管理されます。

10 <link:loc>要素 xlink:label 2.0および 2.1

項番 要素名 属性名 XBRLバージョン
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（2） 複数インスタンス文書間での ID管理（XBRL2.1の場合）

XBRL2.1の場合は，一つの XML文書内に複数のインスタンス文書を含めることができ
ます。そのため，複数のインスタンス文書にわたって IDを一意にする必要があります。

uCosminexus Business Reporting Processorは，インスタンス文書ごとに IDを管理し
ます。また，複数のインスタンス文書にわたって IDを一元管理する手段として，
XBRLIdManagerクラスを提供します。XBRLIdManagerオブジェクトを使用すること
で，複数のインスタンス文書間で IDを一元管理できます。

3.3.2　IDの採番方法
IDの採番方法には，次があります。

• 自動的に採番された IDを使用する方法
• ユーザーが IDを任意に指定する方法

ここでは，それぞれの場合の ID採番方法について説明します。

（1） 自動的に採番された IDを使用する方法

自動採番された IDを使用する場合の，採番対象の ID，IDのフォーマットおよび IDの
採番規則について説明します。この方法は，XBRL2.0および 2.1で使用できます。

IDは，文書内で一意になるように採番されます。しかし，セグメント要素の子孫要素な
どの ID自動採番がされない要素で，XMLスキーマの xsd:ID型属性を使用していた場合
は，自動採番した値と同一になるおそれがあります。そのため，インスタンス文書作成
後は，一度検証することを推奨します。

（a）採番対象の ID

自動採番される IDは，XBRLのバージョンによって異なります。自動採番される IDと
XBRLのバージョンを次の表に示します。

表 3-2　自動採番される IDと XBRLのバージョン

項番 要素名 属性名 エレメント識別子（EID） XBRLのバージョ
ン

1 アイテム型要素 id ITM 2.0および 2.1

2 タプル型要素 id TPL 2.0および 2.1

3 <xbrli:numericContext> id NUC 2.0

4 <xbrli:nonNumericCont
ext>

id NNC 2.0

5 <xbrli:context> id CNT 2.1

6 <xbrli:unit> id UNT 2.1
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なお，XBRL2.1では，<xbrli:xbrl>要素，<link:footnoteLink>要素，および
<link:footnote>要素に id属性を指定できますが，uCosminexus Business Reporting 
Processorは，これら要素の id属性値を自動作成しません。

（b） IDのフォーマット

自動採番する IDのフォーマットを次の図に示します。

図 3-1　IDのフォーマット

IDのフォーマットの出力内容を，次の表に示します。

表 3-3　IDのフォーマットの出力内容

7 <link:footnote> xlink:labe
l

FNT 2.0および 2.1

8 <link:loc> xlink:labe
l

LOC 2.0および 2.1

項
番

種別 内容

1 EID エレメント識別子です。エレメントを識別するための値として，次のどれかが出力され
ます。
• NUC：<numericContext>要素
• NNC：<nonNumericContext>要素
• FNT：<link:footnote>要素
• LOC：<link:loc>要素
• ITM：<item>型要素
• TPL：<tuple>型要素
• XBL：<xbrli:xbrl>要素
• CNT：<xbrli:context>要素
• UNT：<xbrli:unit>要素
• FTL：<link:footnoteLink>要素

2 通番 IDの通番（5桁）が出力されます。
この通番は，採番したすべての IDの通し番号です。エレメント識別子ごとではありませ
ん。

3 日付 日時が「yyyymmdd」形式で出力されます。

4 時刻 時刻が「hhmmss」形式で出力されます。

5 SID サフィックスです。常に CBRPが出力されます。

項番 要素名 属性名 エレメント識別子（EID） XBRLのバージョ
ン
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（c） IDの採番規則

自動的に採番された IDを使用する場合の，IDの採番規則について説明します。

• 通番は 00001から始まり，10進数で 99999までカウントアップします。カウンター
は一つです。エレメント識別子ごとの通番ではありません。

• 日付および時刻は，XBRLInstanceDocumentオブジェクト生成時の日付および時刻
です。通番が最大値 99999に達した場合は，現在日時を再度取得します。このとき，
通番は 00001に戻されます。

• 日付および時刻を取得し直す場合で，現在日時が取得前と同一日時となった場合，
100ミリ秒待ち，再度取得します。再度取得しても同一日時の場合には，さらに 100
ミリ秒待ち取得し直します。異なる日時が取得できるまで，同様に繰り返します。

• 採番した IDの値がインスタンス文書内にある場合，再度採番します。

（2） ユーザーが IDを任意に指定する方法

ユーザーが IDを任意に指定する方法には，次があります。

• 要素に対応するオブジェクトの setId()メソッドで指定する方法
• ID採番クラスを作成して，IDが必要になった場合に通知を受け取る方法

ID採番クラスを使用する方法は，XBRL2.1の場合だけ使用できます。

ここでは，ID採番クラスを作成して，IDが必要になった場合に通知を受け取る方法で
必要となる，インターフェースおよびクラスについて説明します。

• XBRLIdCreator
XBRL文書の IDを生成するインターフェースです。ユーザーは，このインター
フェースを実装して ID採番クラスを作成します。
作成した ID採番クラスのオブジェクトを，IDを一元管理する XBRLIdManagerオブ
ジェクトに設定することで，ユーザーアプリケーションで IDを生成できます。

• XBRLIdManager
IDを一元管理するクラスです。
作成した ID採番クラスのオブジェクトを XBRLIdManagerオブジェクトに登録する
ことで，IDが必要になった場合に，登録した ID採番クラスのオブジェクトがコール
バックされ，IDを任意に指定できるようになります。
XBRLIdManagerオブジェクトは，XBRLInstanceDocumentオブジェクトから取得
する方法と，新しくインスタンス化する方法があります。新しくインスタンス化した
場合には，この XBRLIdManagerオブジェクトで管理する XBRLInstanceDocument
オブジェクトを，XBRLIdManagerオブジェクトに登録します。

サンプルコードについては，「4.7.7　IDの採番をするインスタンス文書の作成」を参照
してください。また，使用する APIの詳細については，「6.　APIリファレンス」を参照
してください。
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3.4　名前空間の正規化
XML仕様では，同じ名前空間に対して複数の名前空間接頭辞を使用したり，各要素に対
して局所的な名前空間を宣言したりできます。

複数の名前空間接頭辞が設定されていた場合で，アイテム要素を既存インスタンス文書
に追加する場合，どの名前空間接頭辞を設定する必要があるのかをユーザーアプリケー
ションが判断できません。

このため，uCosminexus Business Reporting Processorは，既存インスタンス文書に複
数の名前空間宣言や名前空間接頭辞が設定されていた場合，名前空間を正規化します。
名前空間の正規化によって，インスタンス文書内の名前空間が一意になり，ユーザーア
プリケーションからインスタンス文書の操作がしやすくなります。

名前空間の正規化では，インスタンス文書内で宣言されている名前空間を取得し，重複
している場合は一意の名前空間接頭辞を付け直します。そのため，名前空間の正規化に
よって，インスタンス文書内の名前空間宣言や名前空間接頭辞が削除または変更される
ことがあります。この削除や変更によって，インスタンス文書の意味や内容が変更され
ることはありません。また，一部の要素に指定されている名前空間は正規化されません。

名前空間の正規化は，インスタンス文書の編集で次の操作をした場合に行われます。

• 要素の追加または削除
• xsi:schemaLocation属性の追加または削除
• 名前空間の追加または削除

すでにある要素に属性を追加したり，属性値を変更したりする場合，名前空間は正規化
されません。ただし，アイテム要素が xsd:QName型または xsd:NOTATION型の場合に
は，正規化されます。

ここでは，正規化の準備である名前空間一覧および接頭辞の自動生成，名前空間の正規
化規則と例，および正規化されない要素について説明します。

3.4.1　名前空間一覧および接頭辞の自動生成
uCosminexus Business Reporting Processorは，既存インスタンス文書で複数の名前空
間宣言や接頭辞が定義されていた場合，名前空間を正規化します。

ここでは，正規化の準備である名前空間一覧の作成と，名前空間接頭辞の自動生成につ
いて説明します。

（1） 名前空間一覧の作成

uCosminexus Business Reporting Processorは，インスタンス文書の参照時に，記述さ
れている名前空間を取得し，名前空間に対して接頭辞が一つになるように名前空間一覧
を作成します。名前空間一覧の作成は，インスタンス文書の参照時に自動的に行われる
ため，ユーザーアプリケーションが意識する必要はありません。
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名前空間に対して，接頭辞を一つにする規則の詳細については，「3.4.2　名前空間の正規
化の例」を参照してください。

XBRL2.1の場合，XML文書内に XBRLのインスタンス文書を含めることができます。
この構成の場合，インスタンス文書のルート要素である <xbrli:xbrl>要素の祖先要素ま
で，名前空間を取得します。この結果，インスタンス文書内で定義されている名前空間
がインスタンス文書外にも定義されている場合に，名前空間接頭辞の重複を防げます。
なお，インスタンス文書外に定義されている名前空間を変更，削除することはありませ
ん。

また，XBRL2.1では，インスタンス文書にデフォルトの名前空間宣言が定義されていな
かった場合，デフォルトの名前空間を解除する宣言（xmlns=""）が，名前空間一覧に自
動的に追加されます。この結果，インスタンス文書を XML文書内で移動した場合に，イ
ンスタンス文書の名前空間が変更されるのを防げます。

（2） 名前空間接頭辞の自動生成

名前空間一覧を作成する過程では，名前空間は異なりますが，名前空間接頭辞は同じ
ケースがあることが考えられます。この場合，あとに定義されている名前空間に，異な
る接頭辞を付け直す必要があります。そのため，uCosminexus Business Reporting 
Processorは次の規則に従い，名前空間接頭辞を生成します。生成した接頭辞は，名前空
間の正規化で使用されます。

• 自動生成する接頭辞は，"pr0"から始まり，"pr1"，"pr2"，・・・"prn"となります。な
お nは 0以上の整数値で，Integer.MAX_VALUE（2,147,483,647）以下の値となりま
す。

• 生成した接頭辞がすでにインスタンス文書で定義されていた場合は，一意となるよう
に，接頭辞を再生成します。

3.4.2　名前空間の正規化の例
名前空間の正規化では，次に示す処理が実行されます。

1. インスタンス文書の読み込み時に作成した名前空間一覧を，ルート要素に追加しま
す。

2. インスタンス文書の読み込み時に作成した名前空間一覧を基に，各要素の名前空間宣
言を削除します。

3. 削除した名前空間宣言の代わりとなる名前空間に対応する名前空間接頭辞を，必要に
応じて，要素または属性に設定・変更します。

ここでは，名前空間に対して接頭辞を一つにするときの正規化規則と，その例について
説明します。

同じ名前空間に対して複数の名前空間宣言が記述されていた場合，最初に出現した名前
空間宣言の接頭辞を優先し，名前空間に対する接頭辞を一つにします。このとき，名前
空間の重複が排除され，名前空間接頭辞が自動生成されます。これらの例については，
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「3.4.2(1)　名前空間宣言の重複排除」および「3.4.2(2)　名前空間接頭辞の自動作成」を
参照してください。

ただし，デフォルト名前空間に関しては，次の点が異なります。これらの例外は，グ
ローバル属性や QName型要素，NOTATION型要素のためです。

• 最初に出現した名前空間宣言がデフォルト名前空間（接頭辞なし）の場合で，別の名
前空間宣言がされていた場合に限り，2番目以降に出現した名前空間宣言の接頭辞が
優先されます。
この例については，「3.4.2(3)　デフォルト名前空間の例外的処置－グローバル属性へ
の配慮（2番目以降の宣言を優先）」を参照してください。

• 既存インスタンス文書の走査の過程で，デフォルト名前空間に対して，あとからデ
フォルト名前空間を取り消す宣言が出現した場合，デフォルト名前空間に割り当てた
名前空間に対して，ほかの名前空間と重複しない接頭辞を自動生成し保持します。
この例については，「3.4.2(4)　デフォルト名前空間の例外的処置－ QName型などへ
の配慮（デフォルト名前空間の取り消し）」を参照してください。

• ルート要素にデフォルト名前空間宣言がなく，ルート要素以外でデフォルト名前空間
宣言が出現した場合，ルート要素以外でデフォルト名前空間として定義された名前空
間に対して，接頭辞を自動生成し保持します。
この例については，「3.4.2(5)　デフォルト名前空間の例外的処置－ QName型などへ
の配慮（名前空間接頭辞の自動生成）」を参照してください。

（1） 名前空間宣言の重複排除

正規化前：

正規化後：

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
      ：
  <xbrli:numericContext id='Current_AsOf' precision='18' cwa='true'>
      ：
  </xbrli:numericContext>
      ：
  <xbrli:group xmlns:p0="http://www.xbrl.org/2001/instance>
    <p0:numericContext id='Prior_Shares' precision='18' cwa='true'>
      ：
    </p0:numericContext>
  </xbrli:group>
</xbrli:group>

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
      ：
  <xbrli:numericContext id='Current_AsOf' precision='18' cwa='true'>
      ：
  </xbrli:numericContext>
      ：
  <xbrli:group>
    <xbrli:numericContext id='Prior_Shares' precision='18' cwa='true'>
      ：
    </xbrli:numericContext>
  </xbrli:group>
</xbrli:group>
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解説：
名前空間「http://www.xbrl.org/2001/instance」に対して，正規化前では，接頭辞
「xbrli」「p0」が混在しています。正規化後では，最初に出現した，接頭辞「xbrli」
に統一されています。また，ルート要素の子要素である <group>要素にあった
「xmlns:p0」の名前空間宣言は不要なため削除されます。

（2） 名前空間接頭辞の自動作成

正規化前：

正規化後：

解説：
正規化前では，名前空間「http://www.xbrl.org/2001/instance」と「http://
www.sampleCompany.com/fr/xbrli」に対して，一方は局所的ですが，接頭辞は共に
「xbrli」です。正規化後では，最初に出現した名前空間「http://www.xbrl.org/2001/
instance」は「xbrli」のままとなり，あとから出現した名前空間「http://
www.sampleCompany.com/fr/xbrli」は，局所的な宣言が削除され，かつ，宣言を
ルート要素に移動し自動生成した接頭辞「pr0」が設定されています。
また，名前空間「http://www.sampleCompany.com/fr/xbrli」に属する要素
（<PropertyPlantEquipment>）の接頭辞も「pr0」に変更されています。

（3） デフォルト名前空間の例外的処置－グローバル属性への配慮（2番
目以降の宣言を優先）

正規化前：

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
  ：
  <xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.sampleCompany.com/fr/xbrli">
    <xbrli:PropertyPlantEquipment
           numericContext='Current_AsOf'>540000</xbrli:PropertyPlantEquipment>
  </xbrli:group>
  ：
</xbrli:group>

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
             xmlns:pr0="http://www.sampleCompany.com/fr/xbrli"
  ：
  <xbrli:group>
    <pr0:PropertyPlantEquipment
         numericContext='Current_AsOf'>540000</pr0:PropertyPlantEquipment>
  </xbrli:group>
  ：
</xbrli:group>
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正規化後：

解説：
正規化前は，名前空間「http://www.w3.org/1999/xlink」に対し，ルート要素ではデ
フォルト名前空間（接頭辞なし）として宣言されています。しかし，ルート要素の
子要素である <group>要素で局所的に接頭辞「xlink」と宣言し直しています。この
ため，<group>要素の子孫ノードとなる <link:footnoteLink>などでは，グローバ
ル属性である「xlink:type」が利用できます。
例外的処置をしない場合，先に出現した名前空間宣言が優先されるため，次のよう
になります。グローバル属性であった「xlink:type」がローカル属性「type」とな
り，不正なインスタンス文書となってしまいます。

このため，正規化後では，名前空間「http://www.w3.org/1999/xlink」に対して，最
初に出現した宣言はデフォルト名前空間（接頭辞なし）であり，あとから出現した
名前空間宣言の接頭辞が「xlink」になります。この場合には，例外的処置が適用さ
れ，あとから出現した接頭辞「xlink」を名前空間「http://www.w3.org/1999/xlink」
の接頭辞とします。この結果，インスタンス文書の意味は変更されません。

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
             xmlns:link="http://www.xbrl.org/2001/XLink/xbrllinkbase"
             xmlns="http://www.w3.org/1999/xlink"
    ：
  <xbrli:group xmlns="http://www.xbrl.org/2001/XLink/xbrllinkbase"
               xmlns:xlink="http://www.w3.org/1999/xlink">
    <footnoteLink xlink:type="extended">
      <footnote xlink:type="resource" ...>
       :
    <link:footnoteLink>
  <xbrli:group>
</xbrli:group>

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
             xmlns:link="http://www.xbrl.org/2001/XLink/xbrllinkbase"
             xmlns:xlink="http://www.w3.org/1999/xlink"
    ：
  <xbrli:group>
    <link:footnoteLink xlink:type="extended">
      <link:footnote xlink:type="resource" ...>
       :
    </link:footnoteLink>
  <xbrli:group>
</xbrli:group>

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
             xmlns:link="http://www.xbrl.org/2001/XLink/xbrllinkbase"
             xmlns="http://www.w3.org/1999/xlink"
    ：
  <xbrli:group>
    <link:footnoteLink type="extended">
      <link:footnote type="resource" ...>
       :
    </link:footnoteLink>
  <xbrli:group>
</xbrli:group>
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（4） デフォルト名前空間の例外的処置－ QName型などへの配慮（デ
フォルト名前空間の取り消し）

正規化前：

注　<p0:tradePayable.notes>は，xsd:QName型とします。

正規化後：

解説：
正規化前は，名前空間「http://www.xbrl,rog/2001/instance」に対し，ルート要素で
はデフォルト名前空間（接頭辞なし）として宣言されています。しかし，ルート要
素の子要素である <tradePayable.notes>要素で局所的にデフォルト名前空間を取り
消す「xmlns=""」と宣言し直しています。このため，<tradePayable.note>要素の
値は，{null, note}であり，名前空間に属さない「note」を意味します。
例外的処置を行わない場合，デフォルト名前空間には，先に「http://www.xbrl.org/
2001/instance」が割り当てられているため，「xmlns=""」には自動生成された接頭
辞が割り当てられ，次のようになります。

この場合，デフォルト名前空間を局所的に打ち消していたため {null:note}と解釈さ
れていた <tradePayable.note>の値が，{http://www.xbrl.org/2001/instance, note}
と解釈されることになり，不正なインスタンス文書となります。
このため，デフォルト名前空間を取り消す宣言「xmlns=""」が出現した場合，デ
フォルト名前空間であった「http://www.xbrl.org/2001/instance」に対して，自動生
成した接頭辞を割り当てる例外処置を適用します。この結果，インスタンス文書の
意味は変更されません。

<group xmlns="http://www.xbrl.org/2001/instance"
       xmlns:p0="http://www.sampleCompany.com/fr/xbrli"
  ：
  <p0:tradePayable.notes nonNumericContext='Current_AsOf'
        xmlns="">note</p0:tradePayable.notes>
  ：
</group>

<pr0:group xmlns:pr0="http://www.xbrl.org/2001/instance"
           xmlns:p0="http://www.sampleCompany.com/fr/xbrli"
           xmlns=""
  ：
  <p0:tradePayable.notes nonNumericContext='Current_AsOf'
        >note</p0:tradePayable.notes>
  ：
</pr0:group>

<group xmlns="http://www.xbrl.org/2001/instance"
       xmlns:p0="http://www.sampleCompany.com/fr/xbrli"
       xmlns:pr0=""
  ：
  <p0:tradePayable.notes nonNumericContext='Current_AsOf'
        >note</p0:tradePayable>
  ：
</group>
 

105



3.　XBRL文書の作成と編集
（5） デフォルト名前空間の例外的処置－ QName型などへの配慮（名前
空間接頭辞の自動生成）

正規化前：

注　<p0:tradeReceivables.notes>および <p0:tradePayable.notes>は，共に
xsd:QName型とします。

正規化後：

解説：
正規化前は，<tradeReceivables.notes>要素に，局所的な名前空間「http://
sample.qname」がデフォルト名前空間（接頭辞なし）として宣言されています。こ
のため，<tradeReceivables.note>要素の値は，{http://sample.qname, note1}であ
り，名前空間「http://sample.qname」に属する「note1」を意味します。
例外的処置を行わない場合，デフォルト名前空間は宣言されていないため，ルート
要素である <group>要素に「http://sample.qname」が移動され，次のようになり
ます。

<tradeReceivables.notes>要素の値は，{http://sample.qname, note1}のままであ
り，例外的処理をしなくても意味は変わりません。しかし，<tradePayable.notes>
要素の値は，名前空間に属さない {null, note2}でしたが，デフォルト名前空間宣言
をルート要素に単純に移動したため {http://sample.qname, note2}となってしまいま

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
             xmlns:p0="http://www.sampleCompany.com/fr/xbrli"
  ：
  <p0:tradeReceivables.notes xmlns="http://sample/qname"
        nonNumericContext='Current_AsOf'>note1</p0:tradeReceivables.notes>
  <p0:tradePayable.notes
        nonNumericContext='Current_AsOf'>note2</p0:tradePayable.notes>
  ：
</xbrli:group>

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
             xmlns:p0="http://www.sampleCompany.com/fr/xbrli"
             xmlns:pr0="http://sample/qname"
  ：
  <p0:tradeReceivables.notes
        nonNumericContext='Current_AsOf'>pr0:note1</p0:tradeReceivables.notes>
  <p0:tradePayable.notes
        nonNumericContext='Current_AsOf'>note2</p0:tradePayable.notes>
  ：
</xbrli:group>

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
             xmlns:p0="http://www.sampleCompany.com/fr/xbrli"
             xmlns="http://sample/qname"
  ：
  <p0:tradeReceivables.notes
        nonNumericContext='Current_AsOf'>note1</p0:tradeReceivables.notes>
  <p0:tradePayable.notes
        nonNumericContext='Current_AsOf'>note2</p0:tradePayable.notes>
  ：
</xbrli:group>
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す。
このため，正規化後ではルート要素にデフォルト名前空間宣言がなく，ルート要素
以外にデフォルト名前空間宣言があった場合の例外的処置を適用します。名前空間
「http://sample.qname」に自動生成した接頭辞「pr0」を割り当て，QName型の値
も接頭辞「pr0」を付けています。

3.4.3　正規化されない要素
ここでは，名前空間が正規化されない <scenario>要素および <segment>要素について
説明します。

<scenario>要素および <segment>要素には任意の XML要素を記述できるため，
<scenario>要素および <segment>要素の子孫ノード（要素，属性または値）について，
名前空間接頭辞の変更，および名前空間宣言の削除をしないで，記述された内容のまま
とします。

このため，次のすべての条件にあてはまる既存インスタンス文書を編集し，保存した場
合，保存した文書が不正になるおそれがあります。

• <scenario>/<segment>要素およびその子孫ノード（要素や属性，値）がある場合。
• <scenario>/<segment>要素およびその子孫ノードで使用する名前空間が，

<scenario>/<segment>要素を含む上位ノードで宣言されている場合。
• <scenario>/<segment>要素およびその子孫ノードで使用する名前空間の接頭辞が，
ほかの名前空間宣言の接頭辞と重複しているか，またはすでに別の接頭辞で宣言され
ている場合。

この場合，あらかじめ名前空間に対する接頭辞を一つに統一しておくことで，文書が不
正になることを防げます。

インスタンス文書内で，同じ名前空間に対する（大域または局所的の区別なく）名前空
間宣言が複数ない場合や，<scenario>要素および <segment>要素下位の子孫ノード内
で名前空間が閉じている場合は，名前空間の正規化が行われても文書の意味は変わりま
せん。

ただし，XBRL Dimensions1.0の場合は，次に示す要素，および値だけが名前空間の正
規化の対象になります。

• <xbrli:scenario>要素および <xbrli:segment>要素の子要素である
<xbrldt:typedMember>要素

• <xbrli:scenario>要素および <xbrli:segment>要素の子要素である
<xbrldt:explicitMember>要素

• <xbrldt:explicitMember>要素の値

（1） 正規化されない例

正規化前：
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正規化後：

解説：
正規化前は，<segment>要素に，局所的な名前空間「http://
www.sampleCompany.com/segment」が宣言されていましたが，正規化後では，こ
の宣言が文書のルート要素である <group>要素に移動されています。
ただし，<segment>要素下位の子要素である <my:state>要素で宣言されている
「http://www.sampleCompany.com/address」は，<segment>要素下位の子孫ノード
が対象外であるため，正規化されません。宣言位置は正規化前と同じです。

（2） 正規化されなかったため，不正な文書となる例

正規化前：

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
  ：
  <xbrli:numericContext id="C03" precision="18" cwa="false">
    <xbrli:entity>
      <xbrli:identifier scheme="www.hitachi.com">HITACHI</xbrli:identifier>
        <xbrli:segment xmlns:my="http://www.sampleCompany.com/segment">
          <my:state xmlns:addr="http://www.sampleCompany.com/address">
            <addr:address>Yokohama</addr:address>
            <addr:zipcode>244-0003</addr:zipcode>
          </my:state> 
        </xbrli:segment>
  ：

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
             xmlns:my="http://www.sampleCompany.com/segment"
  ：
  <xbrli:numericContext id="C03" precision="18" cwa="false">
    <xbrli:entity>
      <xbrli:identifier scheme="www.hitachi.com">HITACHI</xbrli:identifier>
        <xbrli:segment>
          <my:state xmlns:addr="http://www.sampleCompany.com/address">
            <addr:address>Yokohama</addr:address>
            <addr:zipcode>244-0003</addr:zipcode>
          </my:state> 
        </xbrli:segment>
  ：

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
             xmlns:my="http://www.sampleCompany.com/segment"
             xmlns:xlink="http://www.w3.org/1999/xlink"
  ：
  <my:tradePayable.notes nonNumericContext=NC03'>note</my:tradePayable.notes>
  ：
  <xbrli:numericContext id="C03" precision="18" cwa="false">
    <xbrli:entity>
      <xbrli:identifier scheme="www.hitachi.com">HITACHI</xbrli:identifier>
        <xbrli:segment xmlns:xlk="http://www.w3.org/1999/xlink">
          <my:state xmlns:addr="http://www.sampleCompany.com/address">
            <addr:address>Yokohama</addr:address>
            <addr:zipcode>244-0003</addr:zipcode>
          </my:state> 
          <my:footnote xlk:type="simple"xlk:href="http://www.sampleCompany.com/
note"/>
        </xbrli:segment>
  ：
108
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正規化後：

解説：
正規化前は，<segment>要素に，局所的な名前空間「http://www.w3.org/1999/
xlink」が宣言されていましたが，正規化によって文書のルート要素である <group>
要素に宣言されている名前空間宣言が優先され，<segment>要素の局所的な名前空
間宣言に対応するノードは削除されます。
このため正規化によって，大域属性である「xlk:type」「xlk:href」属性の接頭辞
「xlk」に対する名前空間宣言のない不正な文書となります。
この例のように，同じ名前空間に対して複数の接頭辞が混在する，既存インスタン
ス文書を編集する場合，あらかじめ，名前空間に対する接頭辞を一つに統一してお
くことで，不具合を防げます。

<xbrli:group xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2001/instance"
             xmlns:my="http://www.sampleCompany.com/segment"
             xmlns:xlink="http://www.w3.org/1999/xlink"
  ：
  <my:tradePayable.notes nonNumericContext=NC03'>note</my:tradePayable.notes>
  ：
  <xbrli:numericContext id="C03" precision="18" cwa="false">
    <xbrli:entity>
      <xbrli:identifier scheme="www.hitachi.com">HITACHI</xbrli:identifier>
        <xbrli:segment>
          <my:state xmlns:addr="http://www.sampleCompany.com/address">
            <addr:address>Yokohama</addr:address>
            <addr:zipcode>244-0003</addr:zipcode>
          </my:state> 
          <my:footnote xlk:type="simple"xlk:href="http://www.sampleCompany.com/
note"/>
        </xbrli:segment>
  ：
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4　 アプリケーションの開発
この章では，uCosminexus Business Reporting Processorが
提供する APIを利用して，XBRL文書を操作するアプリケー
ションを開発する方法について説明します。開発するために必
要な環境設定や，トレースログについても説明します。
また，提供されているサンプルソースを使用して，XBRL文書
の作成や検証をするアプリケーションを実行する方法について
も説明します。

4.1　この章の読み方

4.2　アプリケーションの開発環境の設定

4.3　タクソノミー文書の参照と検証（XBRL2.0の場合）

4.4　インスタンス文書の新規作成と保存（XBRL2.0の場合）

4.5　既存のインスタンス文書の編集（XBRL2.0の場合）

4.6　タクソノミー文書の参照と検証（XBRL2.1の場合）

4.7　インスタンス文書の新規作成と保存（XBRL2.1の場合）

4.8　既存のインスタンス文書の編集（XBRL2.1の場合）

4.9　タクソノミー文書の拡張（XBRL2.1の場合）

4.10　タクソノミー文書の参照と検証（XBRL Dimensions1.0の場合）

4.11　インスタンス文書の新規作成と保存（XBRL Dimensions1.0の場合）

4.12　既存のインスタンス文書の参照と検証（XBRL Dimensions1.0の場合）

4.13　エラーハンドラ
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4.　アプリケーションの開発
4.14　エンティティリゾルバ

4.15　サンプルアプリケーションの実行

4.16　アプリケーションの実行環境の設定

4.17　トレースログ
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4.1　この章の読み方
この章は，XBRL2.0，XBRL2.1，および XBRL Dimensions1.0をご利用の場合で，マ
ニュアルを参照する個所が異なります。ご利用のバージョンによって必要な個所をお読
みください。

XBRL2.0，XBRL2.1の場合に参照する内容およびその参照先を次の表に示します。

表 4-1　アプリケーションの開発時に参照する内容（XBRL2.0，XBRL2.1の場合）

XBRL Dimensions1.0をご利用の場合は，XBRL2.1の場合の内容に加えて，次の表に示す内容もお
読みください。

表 4-2　アプリケーションの開発時に参照する内容（XBRL Dimensions1.0の場合）

XBRLのバージョン 内容 参照先

2.0 アプリケーションの開発環境の設定 4.2

タクソノミー文書の参照と検証 4.3

インスタンス文書の新規作成と保存 4.4

既存のインスタンス文書の編集 4.5

エラーハンドラ 4.13

エンティティリゾルバ 4.14

サンプルアプリケーションの実行 4.15

アプリケーションの実行環境の設定 4.16

トレースログ 4.17

2.1 アプリケーションの開発環境の設定 4.2

タクソノミー文書の参照と検証 4.6

インスタンス文書の新規作成と保存 4.7

既存のインスタンス文書の編集 4.8

タクソノミー文書の拡張 4.9

エラーハンドラ 4.13

エンティティリゾルバ 4.14

サンプルアプリケーションの実行 4.15

アプリケーションの実行環境の設定 4.16

トレースログ 4.17

XBRL Dimensionsのバー
ジョン

内容 参照先

1.0 タクソノミー文書の参照と検証 4.10

インスタンス文書の新規作成と保存 4.11
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既存のインスタンス文書の参照と検証 4.12

XBRL Dimensionsのバー
ジョン

内容 参照先
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4.2　アプリケーションの開発環境の設定
ここでは，アプリケーションを開発するための環境設定について説明します。

開発環境の設定では，次が必要です。

• クラスパスの設定
uCosminexus Business Reporting Processorなどが提供するクラスライブラリを使用
するための設定です。

• スキーマ定義の準備
XBRL文書の検証などに使用するスキーマ定義を準備します。公開されているスキー
マ定義をダウンロードするか，公開先にアクセスできる状態にしておく必要がありま
す。必要なスキーマ定義については，「4.15.3　必要なスキーマ定義」を参照してくだ
さい。

4.2.1　クラスパスの設定
開発環境の設定では，クラスパスを設定します。JavaVMや各種 SDKツールがクラスラ
イブラリを参照できるように，uCosminexus Business Reporting Processorおよび前提
プログラムが提供する JARファイルをクラスパスに追加します。

クラスパスを追加するには，次の方法があります。

• JavaVM起動時に -classpathオプションを使用する
• CLASSPATH環境変数を設定する

クラスパスに追加する JARファイルとデフォルトの格納場所を次に示します。

● cbrp.jar
uCosminexus Business Reporting Processorが提供するクラスライブラリです。

【Windowsの場合】
C:¥Program Files¥HITACHI¥cbrp¥lib¥cbrp.jar

【UNIXの場合】
/opt/hitachi/cbrp/lib/cbrp.jar

● csmxlpr.jar
前提プログラムである uCosminexus XML Link Processorが提供するクラスライブラ
リです。uCosminexus XML Link Processorは，XLinkプロセッサです。

【Windowsの場合】
C:¥Program Files¥HITACHI¥xlpr¥lib¥csmxlpr.jar

【UNIXの場合】
/opt/hitachi/xlpr/lib/csmxlpr.jar
なお，P-9S5Z-A144 04-00 Linux版の場合，csmxlpr.jarファイルの格納先は設定
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4.　アプリケーションの開発
しません。
uCosminexus Business Reporting Processorのバージョンが 05-00以降の場合，
csmxlpr.jarファイルのデフォルトの格納先は次の場所になります。

【Windowsの場合】
C:¥Program Files¥HITACHI¥cbrp¥lib¥csmxlpr.jar

● csmjaxp.jar
前提プログラムである Processing Kit for XML，または uCosminexus Application 
Server（Cosminexus XML Processor）が提供する JAXPのクラスライブラリです。
Processing Kit for XMLおよび Cosminexus XML Processorは XMLプロセッサです。

Processing Kit for XMLのクラスライブラリの格納場所
【Windowsの場合】
C:¥Program Files¥HITACHI¥Processing Kit for XML¥jaxp¥lib¥csmjaxp.jar
【UNIXの場合】
/opt/PKX/jaxp/lib/csmjaxp.jar

uCosminexus Application Server（Cosminexus XML Processor）のクラスライブラ
リの格納場所
【Windowsの場合】
C:¥Program Files¥HITACHI¥Cosminexus¥jaxp¥lib¥csmjaxp.jar
【UNIXの場合】
/opt/Cosminexus/jaxp/lib/csmjaxp.jar

● hntrlib2j.jar
日立トレース共通ライブラリのクラスライブラリです。トレース出力で使用します。

【Windowsの場合】
C:¥Program Files¥HITACHI¥HNTRLib2¥classes¥hntrlib2j.jar

【UNIXの場合】
/opt/hitachi/HNTRLib2/classes/hntrlib2j.jar
116



4.　アプリケーションの開発
4.3　タクソノミー文書の参照と検証（XBRL2.0
の場合）

タクソノミー文書の参照と検証をするアプリケーションの開発について説明します。

ここで示すサンプルは，次の流れでコーディングしています。

1. タクソノミー文書の読み込み

2. タクソノミー本体とリンクベースの参照

4.3.1　タクソノミー文書の読み込み
XBRL2.0に準拠したタクソノミー文書を読み込み，XBRL DOMを生成するサンプル
コードについて説明します。XBRL DOMの生成時にタクソノミー文書の妥当性を検証す
るには，setValidating()メソッドを実行します。

また，検証時にエラーや警告が発生した場合のレポートを受け取り，出力するエラーハ
ンドラと，検証時にローカルに保存したスキーマ定義を使用するエンティティリゾルバ
も実装します。エラーハンドラおよびエンティティリゾルバの詳細については，「4.13　
エラーハンドラ」および「4.14　エンティティリゾルバ」を参照してください。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

タクソノミー文書の読み込みで使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示し
ます。

表 4-3　タクソノミー文書の読み込みで使用するクラスおよびインターフェース

（2） サンプルコード

タクソノミー文書の読み込みのコードは次のとおりです。このサンプルコードでは
setValidating()メソッドがコメントアウトされていますが，妥当性検証はデフォルトの

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManager XBRL文書の入出力や，タクソノ
ミー文書のキャッシュを管理しま
す。

2 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument
BuilderFactory

XBRLTaxonomyDocumentBuilder
オブジェクトを生成するための API
を定義します。

3 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument
Builder

タクソノミー文書から
XBRLTaxonomyDocumentオブ
ジェクトを取得するための APIを
定義します。

4 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument タクソノミー文書全体を表します。
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設定で実施されるため，このサンプルコードを使用しても妥当性検証が実行されます。

4.3.2　タクソノミー本体とリンクベースの参照
XBRL2.0に準拠したタクソノミー文書の読み込み時に生成した XBRL DOMから，要素
の属性（アイテム名またはタプル名）を参照するサンプルコードについて説明します。
要素がアイテムの場合は，その型を参照し，同時にタクソノミー本体に関連づけられた
ラベルをラベルリンク（リンクベース）から参照します。

タクソノミー本体からアイテム名と型，またはタプル名を，ラベルリンク文書からラベ
ル名（言語）を取り出し，出力します。

（1） 使用するインターフェース

タクソノミー本体とリンクベースの参照で使用するインターフェースを次の表に示しま
す。

/*
 * タクソノミー文書を読み込む
 */
 
// 初期化
XBRLDocumentManager.init();
/*
 * プロパティファイルを利用して初期化する場合は，ファイルの絶対パスを指定します
 * 例:
 * XBRLDocumentManager.init("C://Program Files/HITACHI/cbrp/properties/
cbrp.properties");
 */
// XBRLDocumentManagerの取得
XBRLDocumentManager dm = XBRLDocumentManager.getInstance();
 
// XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryの作成
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory tbf =
    dm.newTaxonomyDocumentBuilderFactory();
// タクソノミー文書のパース時に妥当性検証を行う設定
// tbf.setValidating(true);
 
// XBRLTaxonomyDocumentBuilderの作成
XBRLTaxonomyDocumentBuilder tb = tbf.newTaxonomyDocumentBuilder();
 
// エラーハンドラの設定
SampleErrorHandler eh = new SampleErrorHandler();
tb.setErrorHandler(eh);
 
// エンティティリゾルバの設定
SampleEntityResolver er = new SampleEntityResolver();
tb.setEntityResolver(er);
 
// タクソノミー文書のパース
String filename = "input/sample_taxonomy1.xsd";
File[] taxonomy = { new File(filename) };
XBRLTaxonomyDocument tdoc = tb.parse(taxonomy);
 
System.out.println("タクソノミー文書のパースに成功しました。");
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表 4-4　タクソノミー本体とリンクベースの参照で使用するインターフェース

（2） サンプルコード

タクソノミー本体とリンクベースを参照するコードは次のとおりです。

項番 使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument タクソノミー文書全体を表します。 

2 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElement タクソノミー文書に記述される要素
の要素宣言を表します。

3 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyItem アイテムの要素宣言を表します。

4 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyTuple タプルの要素宣言を表します。

5 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLLabel 要素のラベルを表します。

// タクソノミー文書のパース
String filename = "input/sample_taxonomy1.xsd";
File[] taxonomy = { new File(filename) };
XBRLTaxonomyDocument tdoc = tb.parse(taxonomy);
 

System.out.println("タクソノミー文書のパースに成功しました。");
 

/*
 * ここからタクソノミー文書の内容を参照
 */
 
System.out.println("タクソノミー文書の要素宣言と，そのラベルを出力します。");
 

119



4.　アプリケーションの開発
（3） サンプルコードの実行結果

サンプルのタクソノミー文書を参照したときの実行結果画面を次に示します。

// 要素宣言(アイテムまたはタプルの定義)の一覧を取得
List<XBRLTaxonomyElement> elist = tdoc.getElements();
for (XBRLTaxonomyElement element : elist) {
    switch (element.getElementType()) {
        case XBRLTaxonomyElement.ITEM_ELEMENT :
            // 要素宣言がアイテム
            XBRLTaxonomyItem item = (XBRLTaxonomyItem) element;
            // 名前の出力
            System.out.println("item:" + item.getName());
            // 型の出力
            if (item.getItemType()
                    == XBRLTaxonomyItem.MONETARY_ITEM) {
                // 型が通貨型(xbrli:monetaryItemType)の場合
                System.out.println(" ItemType:MONETARY_ITEM");
            } else if (
                item.getItemType()
                    == XBRLTaxonomyItem.STRING_ITEM) {
                // 型が文字列型(xbrli:stringItemType)の場合
                System.out.println(" ItemType:STRING_ITEM");
            }
            // 関連付けられているラベルの一覧を取得
            List lbllist = element.getLabels();
            // ラベルの出力
            for (int j = 0; j < lbllist.size(); j++) {
                XBRLLabel lbl = (XBRLLabel) lbllist.get(j);
                // 値と言語を出力
                System.out.println(
                    " Label:"
                        + lbl.getValue()
                        + "("
                        + lbl.getLang()
                        + ")");
            }
            break;
 

        case XBRLTaxonomyElement.TUPLE_ELEMENT :
            // 要素宣言がタプル
            XBRLTaxonomyTuple tuple = (XBRLTaxonomyTuple) element;
            System.out.println("Tuple:" + tuple.getName());
            break;
 

    }
}
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タクソノミー文書のパースに成功しました。
タクソノミー文書の要素宣言と，そのラベルを出力します。
item:assets
 ItemType:MONETARY_ITEM
 Label:資産合計(ja)
 Label:Assets(en)
item:currentAssets
 ItemType:MONETARY_ITEM
 Label:流動資産(ja)
 Label:Current assets(en)
item:investmentsAndAdvances
 ItemType:MONETARY_ITEM
 Label:投資及び貸付金(ja)
 Label:Investments and advances(en)
item:note
 ItemType:STRING_ITEM
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4.4　インスタンス文書の新規作成と保存
（XBRL2.0の場合）

ここでは，uCosminexus Business Reporting Processorの APIを利用して，XBRL2.0
に準拠したインスタンス文書を新規に作成して保存します。

ここで示すサンプルは，次の流れでコーディングしています。

1. インスタンス文書の新規作成

2. 非数値コンテキスト要素（nonNumericContext）の追加

3. 数値コンテキスト要素（NumericContext）の追加

4. 非数値コンテキストに対応したアイテム（Item）の追加

5. 数値コンテキストに対応したアイテム（Item）の追加

6. インスタンス文書の保存

なお，このサンプルではコーディングをわかりやすくするために，通常は自動生成され
る id属性などの値を仮定しています。

4.4.1　インスタンス文書の新規作成
XBRL2.0に準拠したインスタンス文書を新規に作成するサンプルコードについて説明し
ます。

インスタンス文書の新規作成では，まずスキーマとなるタクソノミー文書の XBRL DOM
を生成します。生成したタクソノミー文書の XBRL DOMを基に，インスタンス文書の
XBRL DOMを生成します。また，名前空間宣言，および xsi:schemaLocation属性を設
定します。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

インスタンス文書の新規作成で使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示し
ます。

表 4-5　インスタンス文書の新規作成で使用するクラスおよびインターフェース

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManager XBRL文書の入出力や，タクソノミー
文書のキャッシュを管理します。

2 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocum
entBuilderFactory

XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブ
ジェクトを生成するための APIを定義
します。
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（2） サンプルコード

インスタンス文書の新規作成のコードは次のとおりです。

3 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocum
entBuilder

タクソノミー文書から
XBRLTaxonomyDocumentオブジェク
トを取得するための APIを定義します。

4 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocum
ent

タクソノミー文書全体を表します。

5 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumen
tBuilderFactory

XBRLInstanceDocumentBuilderオブ
ジェクトを生成するための APIを定義
します。

6 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumen
tBuilder

インスタンス文書から
XBRLInstanceDocumentオブジェクト
を取得するための APIを定義します。

7 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumen
t

インスタンス文書全体を表します。

8 com.hitachi.xbrl.util.XBRLNamespaceDeclaration 名前空間接頭辞とそれに対応する名前空
間 URIの組を管理します。

9 com.hitachi.xbrl.util.XBRLSchemaLocation xsi:schemaLocation属性に指定する名
前空間 URIとスキーマ文書の位置を示
す URIの組を管理します。

/*
 * 新たなインスタンス文書作成の前準備
 */
 

// 初期化
XBRLDocumentManager.init();
XBRLDocumentManager dm = XBRLDocumentManager.getInstance();
 

// XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryの作成
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory tbf =
    dm.newTaxonomyDocumentBuilderFactory();
 

// XBRLTaxonomyDocumentBuilderの作成
XBRLTaxonomyDocumentBuilder tb = tbf.newTaxonomyDocumentBuilder();
 

// エラーハンドラの設定
SampleErrorHandler eh = new SampleErrorHandler();
tb.setErrorHandler(eh);
 

// エンティティリゾルバの設定
SampleEntityResolver er = new SampleEntityResolver();
tb.setEntityResolver(er);
 

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明
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4.4.2　非数値コンテキスト要素の追加
XBRL2.0に準拠したインスタンス文書に，非数値コンテキストを追加するサンプルコー
ドについて説明します。

ここでは，「4.4.1　インスタンス文書の新規作成」で生成したインスタンス文書の XBRL 
DOMに，非数値コンテキストを追加します。非数値コンテキスト要素を追加する場合，
非数値コンテキスト要素の子要素（entity，periodなど）を作成する必要があります。

ここで説明するサンプルコードでは，次の内容の非数値コンテキストを追加します。表
中の「名称」欄のインデントは，コーディング結果のインデントを示しています。

// タクソノミー文書のパース
String filename = "input/sample_taxonomy1.xsd";
File[] taxonomy = { new File(filename) };
XBRLTaxonomyDocument tdoc = tb.parse(taxonomy);
 
System.out.println("タクソノミー文書のパースに成功しました。");
 

/*
 * ここから新たなインスタンス文書の作成
 */
 
// XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryの作成
XBRLInstanceDocumentBuilderFactory ibf =
    dm.newInstanceDocumentBuilderFactory();
 

// XBRLInstanceDocumentBuilderの作成
XBRLInstanceDocumentBuilder ib = ibf.newInstanceDocumentBuilder();
 
// 新たなインスタンス文書の作成
XBRLInstanceDocument idoc = ib.newInstanceDocument(tdoc);
 

// 名前空間宣言 - hi - の作成
// (xmlns:hi="http://www.hitachi.com/2003/XBRL")
XBRLNamespaceDeclaration nd1 =
    new XBRLNamespaceDeclaration(
        "hi",
        "http://www.hitachi.com/2003/XBRL");
 

// 名前空間宣言 - iso4217 - の作成
// (xmlns:iso4217="http://www.xbrl.org/2003/iso4217")
XBRLNamespaceDeclaration iso =
    new XBRLNamespaceDeclaration(
        "iso4217",
        "http://www.xbrl.org/2003/iso4217");
 

// xsi:schemaLocation属性値の作成
XBRLSchemaLocation sl =
    new XBRLSchemaLocation(
        "http://www.hitachi.com/2003/XBRL",
        "sample_taxonomy1.xsd");
 

// インスタンス文書に名前空間宣言とxsi:schemaLocation属性値を追加
idoc.addNamespaceDeclaration(nd1);
idoc.addNamespaceDeclaration(iso);
idoc.addSchemaLocation(sl);
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表 4-6　非数値コンテキストの値

（凡例）－：値を持つことができません。
注※　"prefecture"の名前空間 URIは "http://www.hitachi.com/2003/XBRL"とします。

このサンプルコードでは，セグメント要素の子要素として <prefecture>要素を追加し，
値を Tokyoにしています。セグメント要素作成時に，org.w3c.dom.Elementオブジェク
トも同時に作成されます。org.w3c.dom.Elementオブジェクトは org.w3c.dom.Nodeオ
ブジェクトから派生されているため，getContainerNode()メソッドを使用すると，
org.w3c.dom.Elementオブジェクトを取得できます。

子要素の追加方法を次に示します。この方法を使用して，シナリオ要素などにも任意の
子要素を追加できます。ここでは，セグメント要素に <prefecture>要素を追加する例を
使用して説明します。

1. getW3CDOMNode()メソッドを使用して，インスタンス文書の
org.w3c.dom.Documentオブジェクトを取得します。

2. org.w3c.dom.Documentオブジェクトの createElement()メソッドを使用して，
<prefecture>要素を作成します。

3. org.w3c.dom.Nodeオブジェクトの appendChild()メソッドを使用して，親子関係を
設定します。

ここで使用する createElement()メソッド，および appendChild()メソッドは，
org.w3c.domの APIです。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

非数値コンテキスト要素の追加で使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示
します。

項番 名称 要素 /属性 値

1 コンテキスト ID 属性 NNC01

2 時期 要素 2003-03-31

3 エンティティ (組織 ) 要素 －

4 　　識別子 要素 SAMP

5 　　スキーム 属性 指定しない

6 　　セグメント 要素 －

7 　　　　prefecture※ 要素 Tokyo
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表 4-7　非数値コンテキスト要素の追加で使用するクラスおよびインターフェース

（2） サンプルコード

非数値コンテキストを XBRL DOMに追加するコードは次のとおりです。

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnion XBRLのデータ型 dateUnionを
表します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLPeriod 時期要素を表します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegment セグメント要素を表します。

4 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLIdentifier 識別子要素を表します。

5 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLEntity エンティティ要素を表します。

6 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLNonNumericContext 非数値コンテキストを表します。

7 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表しま
す。

// period要素の作成
XBRLDateUnion date1 = new XBRLDateUnion("2003-03-31");
XBRLPeriod period1 =
    idoc.createPeriod(XBRLPeriod.INSTANT, date1, null, null, null);
// identifier要素の作成
XBRLIdentifier identifier1 = idoc.createIdentifier("", "SAMP");
// segment要素の作成
XBRLSegment segment1 = idoc.createSegment(null);
 

// segment要素に対応するorg.w3c.dom.Elementの取得
Node container1 = segment1.getContainerNode();
// インスタンス文書に対応するorg.w3c.dom.Documentの取得
Document doc = (Document) idoc.getW3CDOMNode();
// prefecture要素の作成
Element prefecture1 =
    doc.createElementNS(
        "http://www.hitachi.com/2003/XBRL",
        "prefecture");
prefecture1.appendChild(doc.createTextNode("Tokyo"));
// segment要素の子要素にprefecture要素を追加
container1.appendChild(prefecture1);
 

// entity要素の作成
XBRLEntity entity1 = idoc.createEntity(identifier1, segment1);
 

// 非数値コンテキストの作成
XBRLNonNumericContext nonNumericContext =
    idoc.createNonNumericContext(
        entity1,
        period1,
        null,   // unit要素なし
        null);  // scenario要素なし
// インスタンス文書に非数値コンテキストを追加
idoc.addContext(nonNumericContext);
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（3） コーディング結果

コーディング結果として，生成されるインスタンス文書は次のとおりです。

4.4.3　数値コンテキスト要素の追加
XBRL2.0に準拠したインスタンス文書に，数値コンテキストを追加するサンプルコード
について説明します。

ここでは，「4.4.2　非数値コンテキスト要素の追加」で非数値コンテキストを追加した
XBRL DOMに，さらに数値コンテキストを追加します。数値コンテキスト要素を追加す
る場合，非数値コンテキストで追加した要素に加えて，さらに単位要素，precision属
性，cwa属性が必要になります。

ここで説明するサンプルコードでは，次の内容の数値コンテキストを追加します。表中
の「名称」欄のインデントは，コーディング結果のインデントを示しています。

表 4-8　数値コンテキストの値

（凡例）－：値を持つことができません。

<xbrli:nonNumericContext id="NNC01">
    <xbrli:entity>
        <xbrli:identifier scheme="">SAMP</xbrli:identifier>
        <xbrli:segment>
            <prefecture xmlns="http://www.hitachi.com/2003/XBRL">Tokyo</
prefecture>
        </xbrli:segment>
    </xbrli:entity>
    <xbrli:period>
        <xbrli:instant>2003-03-31</xbrli:instant>
    </xbrli:period>
</xbrli:nonNumericContext>

項
番

名称 要素 /属性 値

1 コンテキスト ID 属性 NC01

2 precision 属性 9

3 cwa 属性 false

4 時期 要素 2003-03-31

5 エンティティ (組織 ) 要素 －

6 　　識別子 要素 SAMP

7 　　スキーム 属性 指定しない

8 　　セグメント 要素 －

9 　　　　prefecture※ 1 要素 Tokyo

10 単位 要素 －

11 　　計量 要素 iso4217:JPY※ 2
127



4.　アプリケーションの開発
注※ 1　"prefecture"の名前空間 URIは "http://www.hitachi.com/2003/XBRL"とします。
注※ 2　値の単位を「円」とすることを示します。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

数値コンテキスト要素の追加で使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示し
ます。

表 4-9　数値コンテキスト要素の追加で使用するクラスおよびインターフェース

（2） サンプルコード

数値コンテキストを XBRL DOMに追加するコードは次のとおりです。

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.types.XBRLQName XML Schemaのデータ型 QName
を表します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLMeasure 計量要素を表します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLUnit 単位要素を表します。

4 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLMeasureOrOperator 計量要素または演算子要素を表し
ます。

5 com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnion XBRLのデータ型 dateUnionを表
します。

6 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLPeriod 時期要素を表します。

7 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLIdentifier 識別子要素を表します。

8 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegment セグメント要素を表します。

9 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLEntity エンティティ要素を表します。

10 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLNumericContext 数値コンテキストを表します。

11 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表しま
す。
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（3） コーディング結果

コーディング結果として，生成されるインスタンス文書は次のとおりです。

4.4.4　非数値コンテキストに対応したアイテムの追加
XBRL2.0に準拠したインスタンス文書に，アイテムを追加するサンプルコードについて
説明します。

ここでは，「4.4.2　非数値コンテキスト要素の追加」で追加した非数値コンテキストに属
する，次の非数値アイテム <hi:note>を追加します。

// measure要素の作成
XBRLQName currency =
    new XBRLQName("http://www.xbrl.org/2003/iso4217", "JPY");
XBRLMeasure measure = idoc.createMeasure(currency);
// unit要素の作成
XBRLUnit unit = idoc.createUnit((XBRLMeasureOrOperator) measure);
// period要素の作成
XBRLDateUnion date2 = new XBRLDateUnion("2003-03-31");
XBRLPeriod period2 =
    idoc.createPeriod(XBRLPeriod.INSTANT, date2, null, null, null);
// identifier要素の作成
XBRLIdentifier identifier2 = idoc.createIdentifier("", "SAMP");
// segment要素の作成
XBRLSegment segment2 = idoc.createSegment(null);
// prefecture要素を作成
Node container2 = segment2.getContainerNode();
// prefecture要素は複製で作成
Node prefecture2 = prefecture1.cloneNode(true);
container2.appendChild(prefecture2);
// entity要素の作成
XBRLEntity entity2 = idoc.createEntity(identifier2, segment2);
 
// 数値コンテキストの作成
XBRLNumericContext numericContext =
    idoc.createNumericContext(
        entity2,
        period2,
        unit,
        null,   // scenario要素なし
        9,      // precision属性 : precision='9'
        false); // cwa属性 : cwa='false'
// インスタンス文書に数値コンテキストを追加
idoc.addContext(numericContext);

<xbrli:numericContext cwa="false" id="NC01" precision="9">
    <xbrli:entity>
        <xbrli:identifier scheme="">SAMP</xbrli:identifier>
        <xbrli:segment>
            <prefecture xmlns="http://www.hitachi.com/2003/XBRL">Tokyo</
prefecture>
        </xbrli:segment>
    </xbrli:entity>
    <xbrli:period>
        <xbrli:instant>2003-03-31</xbrli:instant>
    </xbrli:period>
    <xbrli:unit>
        <xbrli:measure>iso4217:JPY</xbrli:measure>
    </xbrli:unit>
</xbrli:numericContext>
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表 4-10　非数値コンテキストに対応したアイテムの値

（1） 使用するインターフェース

非数値コンテキストに対応したアイテムの追加で使用するインターフェースを次の表に
示します。

表 4-11　非数値コンテキストに対応したアイテムの追加で使用するインターフェース

（2） サンプルコード

非数値コンテキストに対応したアイテムを XBRL DOMに追加するコードは次のとおり
です。

（3） コーディング結果

コーディング結果として，生成されるインスタンス文書は次のとおりです。

4.4.5　数値コンテキストに対応したアイテムの追加
XBRL2.0に準拠したインスタンス文書に，アイテムを追加するサンプルコードについて

項番 名称 要素 /属性 値

1 nonNumericContext 属性 NNC01

2 hi:note 要素 This is a sample!

3 コンテキスト ID 属性 ITM01

項
番

使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItem アイテムを表します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLNonNumericContext 非数値コンテキスト要素を表しま
す。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElement インスタンス文書に記述される要
素を表します。

4 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表します。

// 非数値アイテム - note要素 - の作成 
XBRLInstanceItem nonNumericItem =
    idoc.createItem(
        "http://www.hitachi.com/2003/XBRL",
        "note",
        nonNumericContext);
// 非数値アイテムに値を設定
nonNumericItem.setString("This is a sample!");
// インスタンス文書に非数値アイテムを追加
idoc.appendChildElement((XBRLInstanceElement) nonNumericItem);

<hi:note id="ITM01" nonNumericContext="NNC01" >This is a sample!</hi:note>
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説明します。

ここでは，「4.4.3　数値コンテキスト要素の追加」で追加した数値コンテキストに属す
る，次のアイテム要素を追加します。数値コンテキストを追加した際に unit/
measure="iso4217:JPY"を指定し，かつタクソノミー文書の該当する要素で
type="xbrli:monetaryItemType"を指定していれば，値の単位は円になります。

表 4-12　数値コンテキストに対応したアイテムの値

（1） 使用するインターフェース

数値コンテキストに対応したアイテムの追加で使用するインターフェースを次の表に示
します。

表 4-13　数値コンテキストに対応したアイテムの追加で使用するインターフェース

（2） サンプルコード

数値コンテキストに対応したアイテムを XBRL DOMに追加するコードは次のとおりで
す。

項番 名称 追加するアイテムとその値

hi:assets hi:currentAssets hi:investmentsAndAdvances

1 numericContext NC01 NC01 NC01

2 値 100,000 50,000 20,000

3 コンテキスト ID ITM02 ITM03 ITM04

項
番

使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItem アイテムを表します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElement インスタンス文書に記述される要素
を表します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLNumericContext 数値コンテキストを表します。

4 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表します。
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（3） コーディング結果

コーディング結果として，生成されるインスタンス文書は次のとおりです。

4.4.6　インスタンス文書の保存
XBRL2.0に準拠したインスタンス文書の XBRL DOMを，XML形式のファイルに書き
出して保存するサンプルコードについて説明します。

（1） 使用するインターフェース

インスタンス文書の保存で使用するインターフェースを次の表に示します。

表 4-14　インスタンス文書の保存で使用するインターフェース

// 数値アイテム - assets要素 - の作成
XBRLInstanceItem numericItem1 =
    idoc.createItem(
        "http://www.hitachi.com/2003/XBRL",
        "assets",
        numericContext);
// 数値アイテム - currentAssets要素 - の作成
XBRLInstanceItem numericItem2 =
    idoc.createItem(
        "http://www.hitachi.com/2003/XBRL",
        "currentAssets",
        numericContext);
// 数値アイテム - investmentsAndAdvances要素 - の作成
XBRLInstanceItem numericItem3 =
    idoc.createItem(
        "http://www.hitachi.com/2003/XBRL",
        "investmentsAndAdvances",
        numericContext);
 
// 数値アイテムに値を設定
BigDecimal v1 = new BigDecimal(100000);
BigDecimal v2 = new BigDecimal(50000);
BigDecimal v3 = new BigDecimal(20000);
 
numericItem1.setValue((Object) v1);
numericItem2.setValue((Object) v2);
numericItem3.setValue((Object) v3);
 
// インスタンス文書に数値アイテムを追加
idoc.appendChildElement((XBRLInstanceElement) numericItem1);
idoc.appendChildElement((XBRLInstanceElement) numericItem2);
idoc.appendChildElement((XBRLInstanceElement) numericItem3);

<hi:assets contextRef="C01" unitRef="U01" precision=10>100000</hi:assets>
<hi:currentAssets contextRef="C01" unitRef="U01" precision=10>50000</
hi:currentAssets>
<hi:investmentsAndAdvances contextRef="C01" unitRef="U01" precision=10>20000</
hi:investmentsAndAdvances>

項
番

使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocu
mentWriterFactory

XBRLInstanceDocumentWriterオブジェクト
を生成するための APIを定義します。
132



4.　アプリケーションの開発
（2） サンプルコード

XML形式のファイルに書き出し，保存するコードは次のとおりです。XBRL DOMの内
容をファイル「sample_instance1.xml」に出力します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocu
mentWriter

インスタンス文書をストリームに書き出します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocu
ment

インスタンス文書全体を表します。

// XBRLInstanceDocumentWriterFactoryの作成
XBRLInstanceDocumentWriterFactory idwf =
    dm.newInstanceDocumentWriterFactory();
 
// XBRLInstanceDocumentWriterの作成
XBRLInstanceDocumentWriter idw = idwf.newInstanceDocumentWriter();
 
// ファイル出力ストリームの作成
FileOutputStream os =
    new FileOutputStream("output/sample_instance1.xml");
 
// インスタンス文書をファイル出力ストリームに書き込む
idw.write(os, idoc);
// ファイル出力ストリームを閉じる
os.close();

項
番

使用するインターフェース 説明
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4.5　既存のインスタンス文書の編集（XBRL2.0
の場合）

ここでは，uCosminexus Business Reporting Processorの APIを利用して，既存のイン
スタンス文書を編集します。

ここで示すサンプルは，次の流れでコーディングしています。

1. インスタンス文書の読み込み

2. 脚注リンクの追加

3. インスタンス文書の再保存

4.5.1　インスタンス文書の読み込み
XBRL2.0に準拠したインスタンス文書を読み込み，XBRL DOMを生成するサンプル
コードについて説明します。タクソノミー文書はインスタンス文書内で指定されている
ため，タクソノミー文書をプログラムで明示的に指定する必要はありません。インスタ
ンス文書の XBRL DOMと同時にタクソノミー文書の XBRL DOMも生成されます。

ここでは，検証時にエラーや警告が発生した場合のレポートを受け取り，出力するエ
ラーハンドラと，検証時にローカルに保存したスキーマ定義を使用させるエンティティ
リゾルバも実装します。エラーハンドラおよびエンティティリゾルバの詳細については，
「4.13　エラーハンドラ」および「4.14　エンティティリゾルバ」を参照してください。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

インスタンス文書の読み込みで使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示し
ます。

表 4-15　インスタンス文書の読み込みで使用するクラスおよびインターフェース

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManager XBRL文書の入出力や，タクソノミー
文書のキャッシュを管理します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumen
tBuilderFactory

XBRLInstanceDocumentBuilderオブ
ジェクトを生成するための APIを定義
します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumen
tBuilder

インスタンス文書から
XBRLInstanceDocumentオブジェクト
を取得するための APIを定義します。

4 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumen
t

インスタンス文書全体を表します。
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（2） サンプルコード

インスタンス文書を読み込み，XBRL DOMを生成するコードは次のとおりです。

4.5.2　脚注リンクの追加
「4.5.1　インスタンス文書の読み込み」で読み込んだ XBRL2.0に準拠するインスタンス
文書の XBRL DOMに，脚注リンクを追加するサンプルコードについて説明します。

脚注リンクの構成要素は，ロケータ，リソース，アークから成り立ちます。それぞれ，
<link:loc>要素，<link:footnote>要素，<link:footnoteArc>要素を使用して記述します。

<link:footnoteArc>要素では，一つのリンクを双方向で表現する必要があるため，ロ
ケータ（<link:loc>要素）からリソース（<link:footnote>要素）へのアーク，およびリ
ソース（<link:footnote>要素）からロケータ（<link:loc>要素）へのアークの両方が必
要です。

uCosminexus Business Reporting Processorでは，リソース（<link:footnote>要素）を
生成して関連づける要素に登録すると，ロケータ（<link:loc>要素）とアーク
（<link:footnoteArc>要素）も自動で追加されます。

ここでは，非数値アイテムに日本語と英語の脚注リンクを追加します。二つの脚注リン
クを追加するので，リソースおよびアークが 2要素ずつ追加されます。

脚注リンクを追加する非数値アイテム <hi:note>要素の値を次の表に示します。

// 初期化
XBRLDocumentManager.init();
XBRLDocumentManager dm = XBRLDocumentManager.getInstance();
 
// XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryの作成
XBRLInstanceDocumentBuilderFactory ibf =
    dm.newInstanceDocumentBuilderFactory();
 
// XBRLInstanceDocumentBuilderの作成
XBRLInstanceDocumentBuilder ib = ibf.newInstanceDocumentBuilder();
 
// エラーハンドラの設定
SampleErrorHandler eh = new SampleErrorHandler();
ib.setErrorHandler(eh);
 
// エンティティリゾルバの設定
SampleEntityResolver er = new SampleEntityResolver();
ib.setEntityResolver(er);
 
// インスタンス文書のパース
String filename = "input/sample_instance1.xml";
XBRLInstanceDocument idoc = ib.parse(new File(filename));
 
System.out.println("インスタンス文書のパースに成功しました。");
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表 4-16　脚注リンクを追加する非数値アイテムの値

追加する <link:footnote>要素を次の表に示します。

表 4-17　追加する <link:footnote>要素

<link:footnote>要素の値は日本語（ja）「これは脚注リンクです。」，英語（en）「This is 
a footnote-link.」とします。

追加される <link:loc>要素および <link:footnoteArc>要素を次の表に示します。

表 4-18　追加される <link:loc>要素および <link:footnoteArc>要素

項番 名称 要素 /属性 値

1 nonNumericContext 属性 NNC01

2 hi:note 要素 This is a sample!

項番 属性名 値

1 xlink:type resource

2 xlink:label dst_point_ja dst_point_en

3 xml:lang ja en

要素名 属性名 値

<link:loc>要素 xlink:type locator

xlink:label src_point

xlink:href※ ITM01

<link:footnoteArc>要素
（<link:loc>要素から
<link:footnote>要素へ
のアーク）

xlink:type arc

xlink:from (locatorで設定された label:src_point)

xlink:to (footnoteで設定された label:dst_point_ja)
(footnoteで設定された label:dst_point_en)

xlink:arcrole http://www.xbrl.org/linkprops/arc/fact-footnote

xlink:show replace

xlink:actuate onRequest

<link:footnoteArc>要素
（<link:footnote>要素か
ら <link:loc>要素への
アーク）

xlink:type arc

xlink:from (footnoteで設定された label:dst_point_ja)
(footnoteで設定された label:dst_point_en)
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注※　xlink:href属性では，インスタンス文書の本文中の要素を idまたは xpointer（Xpath方式）
で指し示す必要があります。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

脚注リンクの追加で使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示します。

表 4-19　脚注リンクの追加で使用するクラスおよびインターフェース

（2） サンプルコード

インスタンス文書の XBRL DOMに脚注リンクを追加するコードは次のとおりです。

（3） コーディング結果

コーディング結果として，生成される脚注リンクは次のとおりです。

xlink:to (locatorで設定された label:src_point)

xlink:arcrole http://www.xbrl.org/linkprops/arc/footnote-fact

xlink:show replace

xlink:actuate onRequest

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnote 脚注を表します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElement インスタンス文書に記述される要素を表
します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumen
t

インスタンス文書全体を表します。

// 脚注の作成(日本語)
XBRLFootnote footnote_ja = idoc.createFootnote("ja", null, null);
footnote_ja.setValue("これは脚注リンクです。");
// 脚注の作成(英語)
XBRLFootnote footnote_en = idoc.createFootnote("en", null, null);
footnote_en.setValue("This is a footnote-link.");
 
// すべてのnote要素(アイテム)を取得
List<XBRLInstanceElement> elist =
    idoc.getElements("http://www.hitachi.com/2003/XBRL", "note");
 
// 最初の要素に脚注を追加して関連づける
XBRLInstanceElement element = elist.get(0);
element.addFootnote(footnote_ja);
element.addFootnote(footnote_en);

要素名 属性名 値
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4.5.3　インスタンス文書の再保存
「4.5.2　脚注リンクの追加」で脚注リンクを追加したインスタンス文書の XBRL DOM
を，ファイルに保存します。

詳細については，「4.4.6　インスタンス文書の保存」を参照してください。

<link:footnoteLink xlink:type="extended">
 <link:footnote xlink:label="src_point" xlink:type="resource" xml:lang="ja">
    これは脚注リンクです。</link:footnote>
 <link:loc xlink:href="#ITM01" xlink:label="dst_point_ja" xlink:type="locator" 
/>
 <link:footnoteArc xlink:actuate="onRequest"
    xlink:arcrole="http://www.xbrl.org/linkprops/arc/footnote-fact"
    xlink:from="src_point" xlink:show="replace" xlink:to="dst_point_ja"
    xlink:type="arc" />
 <link:footnoteArc xlink:actuate="onRequest"
    xlink:arcrole="http://www.xbrl.org/linkprops/arc/fact-footnote"
    xlink:from="dst_point_ja" xlink:show="replace" xlink:to="src_point"
    xlink:type="arc" />
 <link:footnote xlink:label="dst_point_en" xlink:type="resource"
    xml:lang="en">This is a footnote-link.</link:footnote>
 <link:footnoteArc xlink:actuate="onRequest"
    xlink:arcrole="http://www.xbrl.org/linkprops/arc/footnote-fact"
    xlink:from="dst_point_en" xlink:show="replace" xlink:to="dst_point_ja"
    xlink:type="arc" />
 <link:footnoteArc xlink:actuate="onRequest"
    xlink:arcrole="http://www.xbrl.org/linkprops/arc/fact-footnote"
    xlink:from="dst_point_ja" xlink:show="replace" xlink:to="dst_point_en"
    xlink:type="arc" />
</link:footnoteLink>
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4.6　タクソノミー文書の参照と検証（XBRL2.1
の場合）

ここでは，タクソノミー文書とリンクベースの参照と検証をします。

ここで示すサンプルは，次の流れでコーディングしています。

1. タクソノミー文書の読み込み

2. タクソノミー本体とリンクベースの参照

XBRL2.1の場合は，リンクの関係を表す XBRLRelationshipインターフェースを使用し
て，タクソノミー本体とリンクベースを参照することもできます。ここでは，
XBRLRelationshipインターフェースを使用したサンプルコードについても，説明しま
す。

4.6.1　タクソノミー文書の読み込み
XBRL2.1に準拠したタクソノミー文書を読み込み，XBRL DOMを生成するサンプル
コードについて説明します。XBRL DOMの生成時にタクソノミー文書の妥当性を検証す
るには，setValidating()メソッドを実行します。また，XBRL2.1の場合，タクソノミー
文書の読み込み時に XBRLのバージョンを指定する必要があります。

ここでは，検証時にエラーや警告が発生した場合のレポートを受け取り，出力するエ
ラーハンドラと，検証時にローカルに保存したスキーマ定義を使用するエンティティリ
ゾルバも実装します。エラーハンドラおよびエンティティリゾルバの詳細については，
「4.13　エラーハンドラ」および「4.14　エンティティリゾルバ」を参照してください。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

タクソノミー文書の読み込みで使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示し
ます。

表 4-20　タクソノミー文書の読み込みで使用するクラスおよびインターフェース

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManager XBRL文書の入出力や，タクソノ
ミー文書のキャッシュを管理しま
す。

2 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument
BuilderFactory

XBRLTaxonomyDocumentBuilder
オブジェクトを生成するための API
を定義します。

3 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument
Builder

タクソノミー文書から
XBRLTaxonomyDocumentオブ
ジェクトを取得するための APIを
定義します。
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（2） サンプルコード

タクソノミー文書を読み込むコードは次のとおりです。

さらに，cbrp.parse.validate.full-checkingプロパティを使えば，XBRL 2.1 
Conformance Suite 1.0に示されたすべての検証を実行できます。ただし，このプロパ
ティは cbrp.parse.validateプロパティが trueの場合だけ有効です。

この検証では，関係ネットワーク上に禁止されているサイクル（循環など）がないかな
ど，多くの処理時間やメモリリソースを要する検証を実行します。信頼できるタクソノ
ミー文書に対してはこの検証は必要ありませんが，新規作成したタクソノミー文書が

4 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument タクソノミー文書全体を表します。

5 com.hitachi.xbrl.util.XBRLConstants ユーザーアプリケーションで利用で
きる定数を定義します。

/*
 * タクソノミー文書を読み込む
 */
 
// 初期化
XBRLDocumentManager.init();
/*
 * プロパティファイルを利用して初期化する場合は，ファイルの絶対パスを指定します
 * 例:
 * XBRLDocumentManager.init("C://Program Files/HITACHI/cbrp/properties/
cbrp.properties");
 */
// XBRLDocumentManagerの取得
XBRLDocumentManager dm = XBRLDocumentManager.getInstance();
 
// XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryの作成
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory tbf =
    dm.newTaxonomyDocumentBuilderFactory();
 
// XBRLバージョンの設定
tbf.setXBRLVersion(XBRLConstants.XBRL_2_1);
 
// タクソノミー文書のパース時に妥当性検証を行う設定
// tbf.setValidating(true);
 
// XBRLTaxonomyDocumentBuilderの作成
XBRLTaxonomyDocumentBuilder tb = tbf.newTaxonomyDocumentBuilder();
 
// エラーハンドラの設定
SampleErrorHandler eh = new SampleErrorHandler();
tb.setErrorHandler(eh);
 
// エンティティリゾルバの設定
SampleEntityResolver er = new SampleEntityResolver();
tb.setEntityResolver(er);
 
// タクソノミー文書のパース
String filename = "input/sample_taxonomy1_xbrl_2_1.xsd";
File[] taxonomy = { new File(filename) };
XBRLTaxonomyDocument tdoc = tb.parse(taxonomy);
 
System.out.println("タクソノミー文書のパースに成功しました。");

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明
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XBRL2.1に完全に適合しているか検証したい場合などに有効です。

この検証を実行するには，次の内容をコードに追加してください。

4.6.2　タクソノミー本体とリンクベースの参照（アイテム名
またはタプル名を参照する場合）

XBRL2.1に準拠したタクソノミー文書の読み込み時に生成した XBRL DOMから，要素
の属性（アイテム名またはタプル名）を参照するサンプルコードについて説明します。
要素がアイテムの場合は，その型を参照し，同時にタクソノミー本体に関連づけられた
ラベルをラベルリンク（リンクベース）から参照します。

（1） 使用するインターフェース

タクソノミー本体とリンクベースの参照で使用するインターフェースを次の表に示しま
す。

表 4-21　タクソノミー本体とリンクベースの参照で使用するインターフェース

（2） サンプルコード

タクソノミー本体とリンクベースを参照するコードは次のとおりです。

//タクソノミー文書パース時に完全な妥当性検証を実施する
tbf.setValidating(true);
tbf.setProperty("cbrp.parse.validate.full-checking", Boolean.TRUE);

項番 使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument タクソノミー文書全体を表します。 

2 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElement タクソノミー文書に記述される要素
の要素宣言を表します。

3 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyItem アイテムの要素宣言を表します。

4 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyTuple タプルの要素宣言を表します。

5 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLLabel 要素のラベルを表します。
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（3） サンプルコードの実行結果

サンプルのタクソノミー文書を参照したときの実行結果を次に示します。

// タクソノミー文書のパース
String filename = "input/sample_taxonomy1_xbrl_2_1.xsd";
File[] taxonomy = { new File(filename) };
XBRLTaxonomyDocument tdoc = tb.parse(taxonomy);
 
System.out.println("タクソノミー文書のパースに成功しました。");
 
/*
 * ここからタクソノミー文書の内容を参照
 */
 
System.out.println("タクソノミー文書の要素宣言と，そのラベルを出力します。");
 
// 要素宣言(アイテムまたはタプルの定義)の一覧を取得
List elist = tdoc.getElements();
for (int i = 0; i < elist.size(); i++) {
    XBRLTaxonomyElement element =
        (XBRLTaxonomyElement) elist.get(i);
    switch (element.getElementType()) {
        case XBRLTaxonomyElement.ITEM_ELEMENT :
            // 要素宣言がアイテム
            XBRLTaxonomyItem item = (XBRLTaxonomyItem) element;
            // 名前の出力
            System.out.println("item:" + item.getName());
            // 型の出力
            if (item.getItemType()
                    == XBRLTaxonomyItem.MONETARY_ITEM) {
                // 型が通貨型(xbrli:monetaryItemType)の場合
                System.out.println(" ItemType:MONETARY_ITEM");
            } else if (
                item.getItemType()
                    == XBRLTaxonomyItem.STRING_ITEM) {
                // 型が文字列型(xbrli:stringItemType)の場合
                System.out.println(" ItemType:STRING_ITEM");
            }
            // 関連付けられているラベルの一覧を取得
            List lbllist = element.getLabels();
            // ラベルの出力
            for (int j = 0; j < lbllist.size(); j++) {
                XBRLLabel lbl = (XBRLLabel) lbllist.get(j);
                // 値と言語を出力
                System.out.println(
                    " Label:"
                        + lbl.getValue()
                        + "("
                        + lbl.getLang()
                        + ")");
            }
            break;
 
        case XBRLTaxonomyElement.TUPLE_ELEMENT :
            // 要素宣言がタプル
            XBRLTaxonomyTuple tuple = (XBRLTaxonomyTuple) element;
            System.out.println("Tuple:" + tuple.getName());
            break;
 
    }
}
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4.6.3　タクソノミー本体とリンクベースの参照（タクソノ
ミー文書の要素の階層を参照する場合）

XBRL2.1に準拠したタクソノミー文書の読み込み時に生成した XBRL DOMから，プレ
ゼンテーションリンクを参照して，タクソノミー文書の要素を階層表示するサンプル
コードについて説明します。表示名には，ラベルを使用します。

このサンプルコードでは，リンクの関係を表すインターフェースの一つである，
XBRLPresentationRelationshipインターフェースを使用しています。リンクの関係を
表すインターフェース（com.hitachi.xbrl.linkパッケージ）は，XBRL2.1の場合だけ使
用できます。

（1） 使用するインターフェース

タクソノミー本体とリンクベースの参照で使用するインターフェースを次の表に示しま
す。

表 4-22　タクソノミー本体とリンクベースの参照で使用するインターフェース

（2） サンプルコード

タクソノミー本体とリンクベースを参照するコードは次のとおりです。

タクソノミー文書のパースに成功しました。
タクソノミー文書の要素宣言と，そのラベルを出力します。
item:assets
 ItemType:MONETARY_ITEM
 Label:資産合計(ja)
 Label:Assets(en)
item:currentAssets
 ItemType:MONETARY_ITEM
 Label:流動資産(ja)
 Label:Current assets(en)
item:investmentsAndAdvances
 ItemType:MONETARY_ITEM
 Label:投資及び貸付金(ja)
 Label:Investments and advances(en)
item:note
 ItemType:STRING_ITEM

項番 使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument タクソノミー文書全体を表します。

2 com.hitachi.xbrl.link.XBRLPresentationRelationship プレゼンテーションリンクに記述さ
れている関係のうち，一つの関係を
示します。

3 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElement タクソノミー文書に記述される要素
の要素宣言を表します。

4 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLLabel 要素のラベルを表します。

5 com.hitachi.xbrl.util.XBRLConstants ユーザーアプリケーションで利用で
きる定数を定義します。
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（3） サンプルコードの実行結果

サンプルのタクソノミー文書を参照したときの実行結果を次に示します。

// タクソノミー文書のパース
String filename = "input/sample_taxonomy1_xbrl_2_1.xsd";
File[] taxonomy = { new File(filename) };
XBRLTaxonomyDocument tdoc = tb.parse(taxonomy);
 
System.out.println("タクソノミー文書のパースに成功しました。");
 
/*
 * ここからタクソノミー文書の内容を参照
 */
 
// 標準なプレゼンテーションリンクをツリー表示する
XBRLTaxonomyElement[] elements =
    tdoc.findPresentationRootElements(
        XBRLConstants.XBRL21_ROLE_LINK,
        XBRLConstants.XBRL21_ARCROLE_PARENT_CHILD);
 
if (elements != null) {
    for (int i = 0; i < elements.length; i++) {
        List<XBRLPresentationRelationship> preList =
            elements[i].getPresentationRelationships(
                XBRLConstants.XBRL21_ROLE_LINK,
                XBRLConstants.XBRL21_ARCROLE_PARENT_CHILD);
 
        // 標準なプレゼンテーションリンクのルート要素か？
        if (preList.size() > 0) {
            // 一つのツリーを表示する
            ProcessTaxonomy2.printPresentationTree(elements[i], "");
        }
    }
} else {
    System.out.println("標準なプレゼンテーションリンクはありません。");
}
 
/**
 * プレゼンテーションリンクとラベルを使ったツリー表示
 */
public static void printPresentationTree(
        XBRLTaxonomyElement element, String indent) {
 
    // 要素の表示
    XBRLLabel label = element.getLabel("ja", null);
    if (label != null) {
        // ラベルで表示
        System.out.println(indent + "+ " + label.getValue());
    } else {
        // 要素名で表示
        System.out.println(indent + "+ " + element.getName());
    }
 
    // 子孫要素の表示
    List<XBRLPresentationRelationship> preList =
        element.getPresentationRelationships(
            XBRLConstants.XBRL21_ROLE_LINK,
            XBRLConstants.XBRL21_ARCROLE_PARENT_CHILD);
 
    for (XBRLPresentationRelationship present : preList) {
        XBRLTaxonomyElement child = (XBRLTaxonomyElement) present.getTo();
        printPresentationTree(child, indent + "    ");
    }
}
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タクソノミー文書のパースに成功しました。
+ 資産合計
    + 流動資産
    + 投資及び貸付金
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4.7　インスタンス文書の新規作成と保存
（XBRL2.1の場合）

ここでは，uCosminexus Business Reporting Processorの APIを利用して，XBRL2.1
に準拠したインスタンス文書を新規に作成して保存します。

ここで示すサンプルは，次の流れでコーディングしています。

1. インスタンス文書の新規作成

2. コンテキスト要素（context）の追加

3. 単位要素（unit）の追加

4. 非数値アイテム（nonNumericItem）の追加

5. 数値コンテキストに対応したアイテム（NumericItem）の追加

6. インスタンス文書の保存

また，XBRL2.1の場合，インスタンス文書の id属性を任意の形式で付けることもできま
す。IDに任意の形式を付ける場合のコーディングについても説明します。

IDを任意の形式で付けない場合，通常は id属性が自動生成されます。しかし，このサン
プルではコーディングをわかりやすくするために，id属性などの値を仮定しています。

4.7.1　インスタンス文書の新規作成
XBRL2.1に準拠したインスタンス文書を新規に作成するサンプルコードについて説明し
ます。

インスタンス文書の新規作成では，まずスキーマとなるタクソノミー文書の XBRL DOM
を生成します。生成したタクソノミー文書の XBRL DOMを基に，インスタンス文書の
XBRL DOMを生成します。また，名前空間宣言と xsi:schemaLocation属性の設定，お
よび XBRLのバージョンの指定をします。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

インスタンス文書の新規作成で使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示し
ます。

表 4-23　インスタンス文書の新規作成で使用するクラスおよびインターフェース

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManager XBRL文書の入出力や，タクソノミー
文書のキャッシュを管理します。
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（2） サンプルコード

インスタンス文書を新規に作成するコードは次のとおりです。

2 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocum
entBuilderFactory

XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブ
ジェクトを生成するための APIを定義
します。

3 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocum
entBuilder

タクソノミー文書から
XBRLTaxonomyDocumentオブジェク
トを取得するための APIを定義します。

4 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocum
ent

タクソノミー文書全体を表します。

5 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumen
tBuilderFactory

XBRLInstanceDocumentBuilderオブ
ジェクトを生成するための APIを定義
します。

6 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumen
tBuilder

インスタンス文書から
XBRLInstanceDocumentオブジェクト
を取得するための APIを定義します。

7 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumen
t

インスタンス文書全体を表します。

8 com.hitachi.xbrl.util.XBRLNamespaceDeclaration 名前空間接頭辞とそれに対応する名前空
間 URIの組を管理します。

9 com.hitachi.xbrl.util.XBRLSchemaLocation xsi:schemaLocation属性に指定する名
前空間 URIとスキーマ文書の位置を示
す URIの組を管理します。

10 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSchemaRef <link:schemaRef>要素を表します。

/*
 * 新たなインスタンス文書作成の前準備
 */
 

// XBRLバージョンの設定
Properties prop = new Properties();
prop.setProperty("cbrp.parse.XBRLVersion", "2.1");
 

// 初期化
XBRLDocumentManager.init(prop);
XBRLDocumentManager dm = XBRLDocumentManager.getInstance();
 

// XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryの作成
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory tbf =
    dm.newTaxonomyDocumentBuilderFactory();
 

// XBRLTaxonomyDocumentBuilderの作成
XBRLTaxonomyDocumentBuilder tb = tbf.newTaxonomyDocumentBuilder();
 

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明
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4.7.2　コンテキスト要素の追加
XBRL2.1に準拠したインスタンス文書の XBRL DOMに，コンテキスト要素を追加する
サンプルコードについて説明します。コンテキスト要素を追加する場合，コンテキスト
要素の子要素（entity，periodなど）を作成する必要があります。

// エラーハンドラの設定
SampleErrorHandler eh = new SampleErrorHandler();
tb.setErrorHandler(eh);
 

// エンティティリゾルバの設定
SampleEntityResolver er = new SampleEntityResolver();
tb.setEntityResolver(er);
 
// タクソノミー文書のパース
String filename = "input/sample_taxonomy1_xbrl_2_1.xsd";
File[] taxonomy = { new File(filename) };
XBRLTaxonomyDocument tdoc = tb.parse(taxonomy);
 
System.out.println("タクソノミー文書のパースに成功しました。");
 

/*
 * ここから新たなインスタンス文書の作成
 */
 

// XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryの作成
XBRLInstanceDocumentBuilderFactory ibf =
    dm.newInstanceDocumentBuilderFactory();
 

// XBRLInstanceDocumentBuilderの作成
XBRLInstanceDocumentBuilder ib = ibf.newInstanceDocumentBuilder();
 

// 新たなインスタンス文書の作成
XBRLInstanceDocument idoc = ib.newInstanceDocument(tdoc);
 

// 名前空間宣言 - hi - の作成
// (xmlns:hi="http://www.hitachi.com/2004/XBRL")
XBRLNamespaceDeclaration nd1 =
    new XBRLNamespaceDeclaration(
        "hi",
        "http://www.hitachi.com/2004/XBRL");
 

// xsi:schemaLocation属性値の作成
XBRLSchemaLocation sl =
    new XBRLSchemaLocation(
        "http://www.hitachi.com/2004/XBRL",
        "input/sample_taxonomy1_xbrl_2_1.xsd");
 

// schemaRef要素の作成
XBRLSchemaRef sr =
    idoc.createSchemaRef("input/sample_taxonomy1_xbrl_2_1.xsd", null);
 
// インスタンス文書に名前空間宣言とxsi:schemaLocation属性値を追加
idoc.addNamespaceDeclaration(nd1);
idoc.addSchemaLocation(sl);
// インスタンス文書にschemaRef要素を追加
idoc.addSchemaRef(sr);
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ここで説明するサンプルコードでは，次の内容のコンテキスト要素を追加します。表中
の「名称」欄のインデントは，コーディング結果のインデントを示しています。

表 4-24　コンテキスト要素

（凡例）－：値を持つことができません。
注※　"prefecture"の名前空間 URIは "http://www.hitachi.com/2004/XBRL"とします。

（1） 使用するインターフェース

コンテキスト要素の追加で使用するインターフェースを次の表に示します。

表 4-25　コンテキスト要素の追加で使用するインターフェース

（2） サンプルコード

コンテキスト要素を XBRL DOMに追加するコードは次のとおりです。

項番 名称 要素 /属性 値

1 コンテキスト ID 属性 C01

2 時期 要素 2004-03-31

3 エンティティ (組織 ) 要素 －

4 　　識別子 要素 SAMP

5 　　スキーム 属性 http://www.hitachi.co.jp/2004/XBRL

6 　　セグメント 要素 －

7 　　　　prefecture※ 要素 Tokyo

項番 使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnion XBRLのデータ型 dateUnionを表
します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLPeriod 時期要素を表します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLIdentifier 識別子要素を表します。

4 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegment セグメント要素を表します。

5 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLEntity エンティティ要素を表します。

6 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContext コンテキスト要素を表します。

7 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContext2 XBRL2.1のコンテキスト要素を表
します。

8 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表します。
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（3） コーディング結果

コーディング結果として，生成されるインスタンス文書は次のとおりです。

4.7.3　単位要素の追加
XBRL2.1に準拠したインスタンス文書の XBRL DOMに単位要素（unit）を追加するサ
ンプルコードについて説明します。

ここでは，「4.7.2　コンテキスト要素の追加」でコンテキスト要素を追加した XBRL 
DOMに，さらに単位要素を追加します。「iso4217:JPY」を指定することで，値の単位
は「円」になります。表中の「名称」欄のインデントは，コーディング結果のインデン
トを示しています。

// period要素の作成
XBRLDateUnion date = new XBRLDateUnion("2004-03-31");
XBRLPeriod period = idoc.createPeriod(date);
// identifier要素の作成
XBRLIdentifier identifier =
    idoc.createIdentifier(
        "http://www.hitachi.com/2004/XBRL",
        "SAMP");
// segment要素の作成
XBRLSegment segment = idoc.createSegment();
 
// segment要素に対応するorg.w3c.dom.Elementの取得
Node container = segment.getContainerNode();
// インスタンス文書に対応するorg.w3c.dom.Documentの取得
Document doc = (Document) idoc.getW3CDOMNode();
// prefecture要素の作成
Element prefecture =
    doc.createElementNS(
        "http://www.hitachi.com/2004/XBRL",
        "prefecture");
prefecture.appendChild(doc.createTextNode("Tokyo"));
// segment要素の子要素にprefecture要素を追加
container.appendChild(prefecture);
 
// entity要素の作成
XBRLEntity entity = idoc.createEntity(identifier, segment);
 
// コンテキストの作成
XBRLContext2 context = idoc.createContext(entity, period, null);
// インスタンス文書にコンテキストを追加
idoc.addContext((XBRLContext) context);

<xbrli:context id="C01">
    <xbrli:entity>
     <xbrli:identifier
       schema="http://www.hitachi.com/2004/XBRL">SAMP</xbrli:identifier>
     <xbrli:segment>
       <prefecture xmlns="http://www.hitachi.com/2004/XBRL">Tokyo</prefecture>
     </xbrli:segment>
    </xbrli:entity>
    <xbrli:period>
       <xbrli:instant>2004-03-31</xbrli:instant>
    </xbrli:period>
</xbrli:context>
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表 4-26　単位要素

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

単位要素の追加で使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示します。

表 4-27　単位要素の追加で使用するクラスおよびインターフェース

（2） サンプルコード

単位要素を XBRL DOMに追加するコードは次のとおりです。

（3） コーディング結果

コーディング結果として，生成されるインスタンス文書は次のとおりです。

4.7.4　非数値アイテムの追加
XBRL2.1に準拠したインスタンス文書に，コンテキスト要素に対応する非数値アイテム
を追加するサンプルコードについて説明します。

ここで説明するサンプルコードでは，「4.7.2　コンテキスト要素の追加」で追加したコン
テキスト要素に属する，次に示す <hi:note>という名前の非数値アイテムを追加します。
名前空間接頭辞 "hi"の名前空間 URIは，"http://www.hitachi.com/2004/XBRL"です。

項番 名称 要素 /属性 値

1 ユニット ID 属性 U01

2 　計量 要素 iso4217:JPY

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.types.XBRLQName XML Schemaのデータ型 QName
を表します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLUnit2 単位要素を表します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表します。

// measure要素の作成
XBRLQName currency =
         new XBRLQName("http://www.xbrl.org/2003/iso4217", "JPY");
XBRLQName[] measures = { currency };
 
// ユニット(単位)の作成
XBRLUnit2 unit = idoc.createUnit(measures);
// インスタンス文書にユニット(単位)を追加
idoc.addUnit(unit);

<xbrli:unit id="U01">
  <xbrli:measure>iso4217:JPY</xbrli:measure>
</xbrli:unit>
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表 4-28　追加する非数値アイテムの値

（1） 使用するインターフェース

非数値アイテムの追加で使用するインターフェースを次の表に示します。

表 4-29　非数値アイテムの追加で使用するインターフェース

（2） サンプルコード

非数値アイテムを XBRL DOMに追加するコードは次のとおりです。

（3） コーディング結果

コーディング結果として，生成されるインスタンス文書は次のとおりです。

4.7.5　数値アイテムの追加
XBRL2.1に準拠したインスタンス文書に，コンテキスト要素に対応する数値アイテムを
追加するサンプルコードについて説明します。

ここでは，「4.7.2　コンテキスト要素の追加」で追加したコンテキスト要素に属し，かつ
「4.7.3　単位要素の追加」で追加した単位要素に属する，次に示す数値アイテムを追加し
ます。

項番 名称 要素 /属性 値

1 nonNumericContext 属性 C01

2 hi:note 要素 This is a sample!

項
番

使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItem アイテムを表します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContext2 XBRL2.1のコンテキスト要素を表し
ます。 

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElement インスタンス文書に記述される要素
を表します。

4 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表します。

// 非数値アイテム - note要素 - の作成 
XBRLInstanceItem nonNumericItem =
    idoc.createNonNumericItem(
        "http://www.hitachi.com/2004/XBRL", "note", context);
// 非数値アイテムに値を設定
nonNumericItem.setString("This is a sample!");
// インスタンス文書に非数値アイテムを追加
idoc.appendChildElement((XBRLInstanceElement) nonNumericItem);

<hi:note contextRef="C01">This is a sample!</hi:note>
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表 4-30　数値アイテムの値

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

数値コンテキストに対応したアイテムの追加で使用するクラスおよびインターフェース
を次の表に示します。

表 4-31　数値コンテキストに対応したアイテムの追加で使用するクラスおよびインター
フェース

（2） サンプルコード

数値コンテキストに対応したアイテムを XBRL DOMに追加するコードは次のとおりで
す。

項番 名称 追加するアイテムとその値

hi:assets hi:currentAssets hi:investmentsAndAdvances

1 contextRef C01 C01 C01

2 unitRef U01 U01 U01

3 precision 10 10 10

4 値 100,000 50,000 20,000

項
番

使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.types.XBRLPrecision 数値アイテムの precision属性に指定
する値を表します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItem アイテムを表します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContext2 XBRL2.1のコンテキスト要素を表し
ます。 

4 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLUnit2 XBRL2.1の単位要素を表します。

5 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElement インスタンス文書に記述される要素
を表します。

6 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表します。
153



4.　アプリケーションの開発
（3） コーディング結果

コーディング結果として，生成されるインスタンス文書は次のとおりです。

4.7.6　インスタンス文書の保存
XBRL2.1に準拠したインスタンス文書の XBRL DOMを，XML形式のファイルに書き
出して保存するサンプルコードについて説明します。

（1） 使用するインターフェース

インスタンス文書の保存で使用するインターフェースを次の表に示します。

// precision属性値の作成
XBRLPrecision precision = new XBRLPrecision("10");
 
// 数値アイテム - assets要素 - の作成
XBRLInstanceItem numericItem1 =
    idoc.createNumericItem(
        "http://www.hitachi.com/2004/XBRL",
        "assets",
        context,
        unit,
        precision,
        null);
// 数値アイテム - currentAssets要素 - の作成
XBRLInstanceItem numericItem2 =
    idoc.createNumericItem(
        "http://www.hitachi.com/2004/XBRL",
        "currentAssets",
        context,
        unit,
        precision,
        null);
// 数値アイテム - investmentsAndAdvances要素 - の作成
XBRLInstanceItem numericItem3 =
    idoc.createNumericItem(
        "http://www.hitachi.com/2004/XBRL",
        "investmentsAndAdvances",
        context,
        unit,
        precision,
        null);
 
// 数値アイテムに値を設定
BigDecimal v1 = new BigDecimal(100000);
BigDecimal v2 = new BigDecimal(50000);
BigDecimal v3 = new BigDecimal(20000);
 
numericItem1.setValue((Object) v1);
numericItem2.setValue((Object) v2);
numericItem3.setValue((Object) v3);
 
// インスタンス文書に数値アイテムを追加
idoc.appendChildElement((XBRLInstanceElement) numericItem1);
idoc.appendChildElement((XBRLInstanceElement) numericItem2);
idoc.appendChildElement((XBRLInstanceElement) numericItem3);

<hi:assets contextRef="C01" unitRef="U01" precision=10>100000</hi:assets>
<hi:currentAssets contextRef="C01" unitRef="U01" precision=10>50000</
hi:currentAssets>
<hi:investmentsAndAdvances contextRef="C01" unitRef="U01" precision=10>20000</
hi:investmentsAndAdvances>
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表 4-32　インスタンス文書の保存で使用するインターフェース

（2） サンプルコード

XML形式のファイルに書き出し，保存するコードは次のとおりです。XBRL DOMの内
容をファイル「sample_instance1_xbrl_2_1.xml」に出力します。

4.7.7　IDの採番をするインスタンス文書の作成
インスタンス文書に記述されている IDは，XML文書内で一意にする必要があります。
IDには，アイテムやタプルの id属性，脚注リンクのロケータの xlink:loc属性，リソー
スの xlink:label属性など，複数あります。XBRL2.1の場合，uCosminexus Business 
Reporting Processorでは，ユーザー任意の形式でこれらの IDを付けることができます。

任意の形式で id属性を付ける場合，あらかじめ ID採番クラスをユーザーが作成してお
きます。IDを採番したいインスタンス文書の新規作成時，インスタンス文書を表す
XBRLInstanceDocumentオブジェクトに ID採番クラスのオブジェクトを設定すること
で，インスタンス文書に IDを付けることができます。

ここでは，使用するインターフェース，ID採番クラスの作成例，およびインスタンス文
書の新規作成時に ID採番クラスを設定する例を示します。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

IDの採番で使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示します。

項
番

使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument
WriterFactory

XBRLInstanceDocumentWriterオブジェ
クトを生成するための APIを定義します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument
Writer

インスタンス文書をストリームに書き出し
ます。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表します。

// XBRLInstanceDocumentWriterFactoryの作成
XBRLInstanceDocumentWriterFactory idwf =
    dm.newInstanceDocumentWriterFactory();
 
// XBRLInstanceDocumentWriterの作成
XBRLInstanceDocumentWriter idw = idwf.newInstanceDocumentWriter();
 
// ファイル出力ストリームの作成
FileOutputStream os =
    new FileOutputStream("output/sample_instance1_xbrl_2_1.xml");
 
// インスタンス文書をファイル出力ストリームに書き込む
idw.write(os, idoc);
// ファイル出力ストリームを閉じる
os.close();
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表 4-33　IDの採番で使用するクラスおよびインターフェース

（2） ID採番クラスの作成

XBRLIdCreatorインターフェースを実装して，ユーザー独自の ID採番クラスを作成し
ます。実装した ID採番クラスのオブジェクトを，IDを一元管理する XBRLIdManager
オブジェクトに設定します。その結果，IDが必要になったときに採番オブジェクトが
コールバックされ，指定した形式で IDが採番されます。

ID採番クラスのオブジェクトを XBRLIdManagerオブジェクトに設定するには，
XBRLIdManagerクラスの setIdCreator()メソッドを使用します。

XBRLIdCreatorインターフェースを実装したサンプルコード（MyIdCreator.java）は次
のとおりです。

項
番

使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.util.XBRLIdCreator XBRL文書の IDを生成するためのインターフェー
スです。ユーザーはこのインターフェースを実装し
て，ID採番クラスを作成します。

2 com.hitachi.xbrl.util.XBRLIdManager XBRL文書に記述された IDを管理します。ユー
ザーが新規にインスタンスを生成できます。また，
インスタンス文書を表す XBRLInstanceDocument
オブジェクトの getIdManager()メソッドを使用し
て，IDを管理する XBRLIdManagerオブジェクト
を取得できます。

import java.text.NumberFormat;
 
import com.hitachi.xbrl.util.XBRLIdCreator;
import com.hitachi.xbrl.util.XBRLIdManager;
 

/**
 * XBRLIdCreator の実装クラス
 */
public class MyIdCreator implements XBRLIdCreator {
 
    // 要素別カウンター
    private int fnt_counter = 0;
    private int loc_counter = 0;
    private int id_counter = 0;
 

    // コンストラクタ
    public MyIdCreator() {
    }
 
    /**
     * IDを生成する
     * フォーマット：{要素を識別する文字列}_{要素別の通し番号}
     */
    public String createId(int type, XBRLIdManager idManager) {
        String rtnValue = null;
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        switch (type) {
        case FOOTNOTE_LABEL:
            rtnValue = createFootnoteLabel(idManager);
            break;
        case LOC_LABEL:
            rtnValue = createLocatorLabel(idManager);
            break;
        case ITEM_ID:
        case TUPLE_ID:
        case XBRL_ID:
        case CONTEXT_ID:
        case UNIT_ID:
        case FOOTNOTE_LINK_ID:
        case FOOTNOTE_ID:
            rtnValue = createElementId(idManager);
            break;
        }
 

        return rtnValue;
    }
 

    /**
     * ID の重複を調べて重複しない ID を返す
     */
    private static String checkId(String str, int counter, XBRLIdManager 
idManager) {
        String rtnValue = null;
 

        NumberFormat nf = NumberFormat.getInstance();
        nf.setGroupingUsed(false);
        nf.setMinimumIntegerDigits(3);
 
        rtnValue = str + nf.format(counter);
 
        if (idManager.isId(rtnValue)) {
            rtnValue = null;
        }
 

        return rtnValue;
    }
 
    /**
     * 脚注のラベルを生成
     */
    private String createFootnoteLabel(XBRLIdManager idManager) {
        final String prefix = "FNT";
        String rtnValue = null;
 
        while (null == rtnValue) {
            fnt_counter++;
            rtnValue = checkId(prefix, fnt_counter, idManager);
        }
 

        return rtnValue;
    }
 

    /**
     * ロケータのラベルを生成
     */
    private String createLocatorLabel(XBRLIdManager idManager) {
        final String prefix = "LOC";
        String rtnValue = null;
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（3） ID採番クラスのインスタンス文書への組み込み

作成した ID採番クラスをインスタンス文書に組み込みます。

ID採番クラスの組み込みでは，次が必要です。

• ID採番クラスのオブジェクトを，IDを一元管理する XBRLIdManagerオブジェクト
に設定する。
XBRLIdManagerクラスの setIdCreator()メソッドを使用します。

• インスタンス文書全体を示す XBRLInstanceDocumentオブジェクトを
XBRLIdManagerオブジェクトに登録する。
XBRLIdManagerクラスの registerDocument()メソッドを使用します。

一つの XML文書内に複数のインスタンス文書がある場合
XBRLIdManagerは，複数の XBRLInstanceDocumentオブジェクトを管理できま
す。その結果，一つの XML文書内にある複数のインスタンス文書間で，IDを一意
にできます。
一つの XML文書内にある複数のインスタンス文書間で IDを一意にしたい場合，同
じ ID採番クラスのオブジェクトを XBRLIdManagerオブジェクトに設定し，すべ
ての XBRLInstanceDocumentオブジェクトを同じ XBRLIdManagerオブジェクト
に登録します。

ID採番クラスを組み込むサンプルコードは次のとおりです。

        while (null == rtnValue) {
            loc_counter++;
            rtnValue = checkId(prefix, loc_counter, idManager);
        }
 

        return rtnValue;
    }
 
    /**
     * 要素の ID を生成
     */
    private String createElementId(XBRLIdManager idManager) {
        final String prefix = "ID";
        String rtnValue = null;
 

        while (null == rtnValue) {
            id_counter++;
            rtnValue = checkId(prefix, id_counter, idManager);
        }
 
        return rtnValue;
    }
}
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：
（中略）
：
// 新たなインスタンス文書の作成
XBRLInstanceDocument idoc = ib.newInstanceDocument(tdoc);
 
/*
 * === ID採番方法の設定 ===
 * XBRLIdManagerを生成し，作成した自動採番方法を設定
 * このXBRLIdManagerでインスタンス文書を管理させ，以降設定した自動採番方法でIDを採番する
 */
MyIdCreator myCreator = new MyIdCreator();
XBRLIdManager im = new XBRLIdManager();
im.setIdCreator((XBRLIdCreator) myCreator);
im.registerDocument(idoc);
：
（中略）
：
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4.8　既存のインスタンス文書の編集（XBRL2.1
の場合）

ここでは，uCosminexus Business Reporting Processorの APIを利用して，既存のイン
スタンス文書を編集します。

ここで示すサンプルは，次の流れでコーディングしています。

1. インスタンス文書の読み込み

2. 脚注リンクの追加

3. インスタンス文書の再保存

4.8.1　インスタンス文書の読み込み
XBRL2.1に準拠したインスタンス文書を読み込み，XBRL DOMを生成します。タクソ
ノミー文書はインスタンス文書内で指定されているため，タクソノミー文書をプログラ
ムで明示的に指定する必要はありません。インスタンス文書の XBRL DOMと同時にタ
クソノミー文書の XBRL DOMも生成されます。ただし，XBRLのバージョンの指定は
必要です。

ここでは，検証時にエラーや警告が発生した場合のレポートを受け取り，出力するエ
ラーハンドラと，検証時にローカルに保存したスキーマ定義を使用させるエンティティ
リゾルバも実装します。エラーハンドラおよびエンティティリゾルバの詳細については，
「4.13　エラーハンドラ」および「4.14　エンティティリゾルバ」を参照してください。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

インスタンス文書の読み込みで使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示し
ます。

表 4-34　インスタンス文書の読み込みで使用するクラスおよびインターフェース

項番 使用するクラスおよびインターフェー
ス

説明

1 com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentMan
ager

XBRL文書の入出力や，タク
ソノミー文書のキャッシュを
管理します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstan
ceDocumentBuilderFactory

XBRLInstanceDocumentBuil
derオブジェクトを生成する
ための APIを定義します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstan
ceDocumentBuilder

インスタンス文書から
XBRLInstanceDocumentオ
ブジェクトを取得するための
APIを定義します。
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（2） サンプルコード

インスタンス文書を読み込み，XBRL DOMを生成するコードは次のとおりです。

4.8.2　脚注リンクの追加
XBRL2.1に準拠したインスタンス文書の XBRL DOMに脚注リンクを追加します。

脚注リンクの構成要素は，ロケータ，リソース，アークから成り立ちます。それぞれ，
<link:loc>要素，<link:footnote>要素，<link:footnoteArc>要素（<link:loc>要素から
<link:footnote>要素へのアーク）を使用して記述します。

uCosminexus Business Reporting Processorでは，リソース（<link:footnote>要素）を
生成して関連づける要素に登録すると，ロケータ（<link:loc>要素）とアーク
（<link:footnoteArc>要素）も自動で追加されます。

4 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstan
ceDocument

インスタンス文書全体を表し
ます。

5 com.hitachi.xbrl.util.XBRLConstants ユーザーアプリケーションで
利用できる定数を定義します。

/*
 * 既存インスタンス文書の読み込み
 */
 
// 初期化
XBRLDocumentManager.init();
XBRLDocumentManager dm = XBRLDocumentManager.getInstance();
 
// XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryの作成
XBRLInstanceDocumentBuilderFactory ibf =
    dm.newInstanceDocumentBuilderFactory();
 
// XBRLバージョンの設定
ibf.setXBRLVersion(XBRLConstants.XBRL_2_1);
 
// XBRLInstanceDocumentBuilderの作成
XBRLInstanceDocumentBuilder ib = ibf.newInstanceDocumentBuilder();
 
// エラーハンドラの設定
SampleErrorHandler eh = new SampleErrorHandler();
ib.setErrorHandler(eh);
 
// エンティティリゾルバの設定
SampleEntityResolver er = new SampleEntityResolver();
ib.setEntityResolver(er);
 
// インスタンス文書のパース
String filename = "input/sample_instance1_xbrl_2_1.xml";
XBRLInstanceDocument idoc = ib.parse(new File(filename));
 
System.out.println("インスタンス文書のパースに成功しました。");

項番 使用するクラスおよびインターフェー
ス

説明
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ここでは，「4.8.1　インスタンス文書の読み込み」で読み込んだ XBRL2.1に準拠したイ
ンスタンス文書の XBRL DOMに，日本語と英語の脚注リンクを追加します。二つの脚
注リンクを追加するので，リソースおよびアークが 2要素ずつ追加されます。

脚注リンクを追加する非数値アイテム <hi:note>要素の値を次の表に示します。

表 4-35　脚注リンクを追加する非数値アイテムの値

追加する <link:footnote>要素を次の表に示します。

表 4-36　追加する <link:footnote>要素

<link:footnote>要素の値は日本語（ja）「これは脚注リンクです。」，英語（en）「This is 
a footnote-link.」とします。

追加される <link:loc>要素，および <link:footnoteArc>要素要素を次の表に示します。

表 4-37　追加される <link:loc>要素，および <link:footnoteArc>要素

注※　xlink:href属性では，インスタンス文書の本文中の要素を idまたは xpointer（Xpath方式）

項番 名称 要素 /属性 値

1 contextRef 属性 C01

2 hi:note 要素 This is a sample!

3 コンテキスト ID 属性 NNI01

項番 属性名 値

1 xlink:type resource

2 xlink:label dst_point_ja dst_point_en

3 xml:lang ja en

要素名 属性名 値

<link:loc>要素 xlink:type locator

xlink:label src_point

xlink:href※ NNI01

<link:footnoteArc>要素
（<link:loc>要素から
<link:footnote>要素へ
のアーク）

xlink:type arc

xlink:from (locatorで設定された label:src_point)

xlink:to (footnoteで設定された label:dst_point_ja)
(footnoteで設定された label:dst_point_en)

xlink:arcrole http://www.xbrl.org/2003/arcrole/fact-footnote
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で指し示す必要があります。

（1） 使用するインターフェース

脚注リンクの追加で使用するインターフェースを次の表に示します。

表 4-38　脚注リンクの追加で使用するインターフェース

（2） サンプルコード

インスタンス文書の XBRL DOMに脚注リンクを追加するコードは次のとおりです。

（3） コーディング結果

コーディング結果として，生成される脚注リンクは次のとおりです。

項番 使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnote 脚注を表します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElement インスタンス文書に記述されている
要素を表します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表します。

// 脚注の作成(日本語)
XBRLFootnote footnote_ja = idoc.createFootnote("ja", null, null);
footnote_ja.setValue("これは脚注リンクです。");
// 脚注の作成(英語)
XBRLFootnote footnote_en = idoc.createFootnote("en", null, null);
footnote_en.setValue("This is a footnote-link.");
 
// すべてのnote要素(アイテム)を取得
List<XBRLInstanceElement> elist =
    idoc.getElements("http://www.hitachi.com/2004/XBRL", "note");
 
// 最初の要素に脚注を追加して関連づける
XBRLInstanceElement element = elist.get(0);
element.addFootnote(footnote_ja);
element.addFootnote(footnote_en);

<link:footnoteLink xlink:role="http://www.xbrl.org/2003/role/xlink" 
xlink:type="extended">
  <link:footnote xlink:label="dst_point_ja" xlink:type="resource" 
xml:lang="ja">
    これは脚注リンクです。</link:footnote>
  <link:loc xlink:href="#NNI01" xlink:label="src_point" xlink:type="locator" />
  <link:footnoteArc order="1"
    xlink:arcrole=http://www.xbrl.org/2003/arcrole/fact-footnote
    xlink:from="src_point" xlink:to="dst_point_ja" xlink:type="arc" />
  <link:footnote xlink:label="dst_point_en" xlink:type="resource"
    xml:lang="en">This is a footnote-link.</link:footnote>
  <link:footnoteArc order="1"
    xlink:arcrole="http://www.xbrl.org/2003/arcrole/fact-footnote"
    xlink:from="src_point" xlink:to="dst_point_en" xlink:type="arc" />
</link:footnoteLink>
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4.8.3　インスタンス文書の再保存
「4.8.2　脚注リンクの追加」で脚注リンクを追加したインスタンス文書の XBRL DOMを
ファイルに保存します。

詳細は「4.7.6　インスタンス文書の保存」を参照してください。
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4.9　タクソノミー文書の拡張（XBRL2.1の場
合）

この節では，XBRL2.1に準拠している既存のタクソノミー文書を読み込んでアイテム定
義やラベルを追加し，新たなタクソノミー文書を作る方法を説明します。既存のタクソ
ノミー文書の内容は更新しません。

この節では，クラスまたはインターフェースとサンプルコードについて，次の順に説明
します。

1. タクソノミー文書の拡張

2. アイテム定義の追加

3. ラベルの追加

4. 関係の禁止

5. タクソノミー文書の保存

4.9.1　タクソノミー文書の拡張
既存のタクソノミー文書を読み込んで編集できる状態にするためのサンプルコードにつ
いて説明します。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

タクソノミー文書の拡張で使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示します。

表 4-39　タクソノミー文書の拡張で使用するクラスおよびインターフェース

項
番

使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManager XBRL文書の入出力やタク
ソノミー文書のキャッシュ
を管理します。

2 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFac
tory

XBRLTaxonomyDocument
Builderオブジェクトを生
成するための APIを定義し
ます。

3 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilder タクソノミー文書から
XBRLTaxonomyDocument
オブジェクトを取得するた
めの APIを定義します。

4 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument タクソノミー文書全体を表
します。
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（2） サンプルコード

タクソノミー文書を拡張するコードには，次の処理を定義する必要があります。

1. 拡張元となる既存のタクソノミー文書を読み込み，XBRL DOMを生成する
2. 生成された XBRL DOMを基に，編集可能なタクソノミー文書の XBRL DOMを新た
に生成する

タクソノミー文書を拡張するコードは次のとおりです。

5 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyBuilderFacto
ry

SimpleTaxonomyBuilder
オブジェクトを生成するた
めの APIを定義します。

6 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyBuilder SimpleTaxonomyオブジェ
クトを生成するための API
を定義します。

7 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomy 編集できる単純なタクソノ
ミー文書全体を表します。

8 com.hitachi.xbrl.util.XBRLConstants ユーザーアプリケーション
で利用できる定数を定義し
ます。

項
番

使用するクラスおよびインターフェース 説明
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4.9.2　アイテム定義の追加
「4.9.1　タクソノミー文書の拡張」で編集可能な状態にしたタクソノミー文書に対して，
アイテム定義を追加するためのサンプルコードについて説明します。

（1） 使用するインターフェース

アイテム定義を追加する際に使用するインターフェースを次の表に示します。

/*
 * タクソノミー文書を読み込む
 */
 
// 初期化
XBRLDocumentManager.init();
XBRLDocumentManager dm = XBRLDocumentManager.getInstance();
 
// XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryの作成
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory tbf =
    dm.newTaxonomyDocumentBuilderFactory();
 
// XBRLバージョンの設定
tbf.setXBRLVersion(XBRLConstants.XBRL_2_1);
 
// タクソノミー文書のパース時に妥当性検証を行う設定
// tbf.setValidating(true);
 
//XBRLTaxonomyDocumentBuilderの作成
XBRLTaxonomyDocumentBuilder tb = tbf.newTaxonomyDocumentBuilder();
 
// エラーハンドラの設定
SampleErrorHandler eh = new SampleErrorHandler();
tb.setErrorHandler(eh);
 
// エンティティリゾルバの設定
SampleEntityResolver er = new SampleEntityResolver();
tb.setEntityResolver(er);
 
// タクソノミー文書のパース
String filename = "input/sample_taxonomy1_xbrl_2_1.xsd";
File[] taxonomy = { new File(filename) };
XBRLTaxonomyDocument tdoc = tb.parse(taxonomy);
 
System.out.println("タクソノミー文書のパースに成功しました。");
 
/*
 * ここからタクソノミー文書の拡張
 */
 
// SimpleTaxonomyBuilderFactoryの作成
SimpleTaxonomyBuilderFactory sbf =
    dm.newSimpleTaxonomyBuilderFactory();
 
// SimpleTaxonomyBuilderの作成
SimpleTaxonomyBuilder sb = sbf.newSimpleTaxonomyBuilder();
 
// タクソノミー文書(sample_taxonomy1_xbrl_2_1.xsd)を拡張元として
// 単純タクソノミー文書を表すSimpleTaxonomyを作成
SimpleTaxonomy sdoc =
    sb.newSimpleTaxonomy(
        "http://www.hitachi.com/2004/XBRL/extension",
        "hi2",
        "simple_extension_taxonomy.xsd",
        tdoc);
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表 4-40　アイテム定義を追加する際に使用するインターフェース

（2） サンプルコード

アイテム定義を XBRL DOMに追加するコードは次のとおりです。

（3） コーディング結果

コーディング結果として，追加されるアイテム定義は次のとおりです。

4.9.3　ラベルの追加
ラベルを追加するサンプルコードについて説明します。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

ラベルを追加する際に使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示します。

表 4-41　ラベルを追加する際に使用するクラスおよびインターフェース

項番 使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleItemDefin
ition

単純なタクソノミー文書のアイテムの
要素宣言を表します。

2 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomy 編集できる単純なタクソノミー文書全
体を表します。

// アイテムの定義を作成
SimpleItemDefinition item1 =
    sdoc.createItemDefinition(
        "CashDeposits",
        SimpleItemDefinition.MONETARY_ITEM,
        SimpleItemDefinition.DURATION);
// アイテムの定義を追加
sdoc.addElementDefinition(item1);

<element id="hi2_CashDeposits"
         name="CashDeposits"
         substitutionGroup="xbrli:item"
         type="xbrli:monetaryItemType"
         xbrli:periodType="duration" />

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabel 単純なタクソノミー文書のラベルを表しま
す。

2 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabelE
dge

単純なタクソノミー文書を構成するラベル
リンクの一辺（一つの関係）を表します。

3 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxono
my

編集できる単純なタクソノミー文書全体を
表します。

4 com.hitachi.xbrl.util.XBRLConstants ユーザーアプリケーションで利用できる定
数を定義します。
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（2） サンプルコード

ラベルを XBRL DOMに追加するコードは次のとおりです。

このサンプルコードでは，「4.9.2　アイテム定義の追加」で生成したアイテム定義に，次
に示す日本語と英語のラベルを関連づけ，拡張したタクソノミー文書に追加します。

4.9.4　関係の禁止
ここでは，既存の関係を禁止し，新たな関係を追加するサンプルコードについて説明し
ます。

// ラベルを作成
SimpleLabel label_ja =
    sdoc.createLabel(
        XBRLConstants.XBRL21_ROLE_LABEL,
        "ja",
        "現預金");
SimpleLabel label_en =
    sdoc.createLabel(
        XBRLConstants.XBRL21_ROLE_LABEL,
        "en",
        "Cash Deposits");
 
// 関係を作成
SimpleLabelEdge labelEdge_ja =
    sdoc.createLabelEdge(
        XBRLConstants.XBRL21_ROLE_LINK,
        XBRLConstants.XBRL21_ARCROLE_CONCEPT_LABEL,
        item1,
        label_ja);
SimpleLabelEdge labelEdge_en =
    sdoc.createLabelEdge(
        XBRLConstants.XBRL21_ROLE_LINK,
        XBRLConstants.XBRL21_ARCROLE_CONCEPT_LABEL,
        item1,
        label_en);
 
// 単純なタクソノミー文書に関係を追加
sdoc.addEdge(labelEdge_en);
sdoc.addEdge(labelEdge_ja);

<link:labelLink xlink:role="http://www.xbrl.org/2003/role/link" 
xlink:type="extended">
    <link:loc xlink:href="simple_extension_taxonomy.xsd#hi2_CashDeposits"
           xlink:label="hi2_CashDeposits" xlink:type="locator"/>
    <link:label xlink:label="hi2_CashDeposits_ja" xlink:role="http://
www.xbrl.org/2003/role/label"
           xlink:type="resource" xml:lang="ja">現預金</link:label>
    <link:label xlink:label="hi2_CashDeposits_en"
           xlink:role="http://www.xbrl.org/2003/role/label"
           xlink:type="resource" xml:lang="en">Cash Deposits</link:label>
    <link:labelArc order="1" priority="0" use="optional"
           xlink:arcrole="http://www.xbrl.org/2003/arcrole/concept-label"
           xlink:from="hi2_CashDeposits" xlink:to="hi2_CashDeposits_ja"
           xlink:type="arc"/>
    <link:labelArc order="1" priority="0" use="optional"
           xlink:arcrole="http://www.xbrl.org/2003/arcrole/concept-label"
           xlink:from="hi2_CashDeposits" xlink:to="hi2_CashDeposits_en"
           xlink:type="arc"/>
</link:labelLink>
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（1） 使用するクラスおよびインターフェース

既存の関係を禁止し，新たな関係を追加するために使用するクラスおよびインター
フェースを次の表に示します。

表 4-42　既存の関係の禁止や新たな関係の追加で使用するクラスおよびインターフェー
ス

（2） サンプルコード

既存の関係を禁止し，新たな関係を XBRL DOMに追加するコードは次のとおりです。

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocum
ent

タクソノミー文書全体を表します。

2 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyEleme
nt

タクソノミー文書に記述される要素の要
素宣言を表します。

3 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLLabel 要素のラベルを表します。

4 com.hitachi.xbrl.link.XBRLLabelRelationship ラベルリンクに記述されている関係のう
ち，一つの関係を表します。

5 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleEdge 単純なタクソノミー文書を構成する関係
ネットワークの一辺（一つの関係）を表
します。

6 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabel 単純なタクソノミー文書のラベルを表し
ます。

7 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabelEd
ge

単純なタクソノミー文書を構成するラベ
ルリンクの一辺（一つの関係）を表しま
す。

8 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxono
my

編集できる単純なタクソノミー文書全体
を表します。

9 com.hitachi.xbrl.util.XBRLConstants ユーザーアプリケーションで利用できる
定数を定義します。
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このサンプルコードでは，次に示す既存のアイテムに対し，既存の日本語ラベルとの関
係を禁止して，新たな日本語ラベルとの関係を作成しています。

これによって既存の日本語ラベルとの関係が禁止されます。禁止される関係は次のとお
りです。

// SimpleTaxonomyの作成時に複製されたXBRLTaxonomyDocumentを取得
XBRLTaxonomyDocument baseDoc = sdoc.getBaseTaxonomyDocument();
 
// 既存の関係を禁止する
XBRLTaxonomyElement item2 =
    baseDoc.getElement(
        "http://www.hitachi.com/2004/XBRL",
        "investmentsAndAdvances");
if (item2 != null) {
    List<XBRLLabelRelationship> list =
        item2.getLabelRelationships(
            XBRLConstants.XBRL21_ROLE_LINK,
            XBRLConstants.XBRL21_ARCROLE_CONCEPT_LABEL);
 
    for (XBRLLabelRelationship rs : list) {
        XBRLLabel label = (XBRLLabel) rs.getTo();
        if ("ja".equals(label.getLang())) {
            SimpleEdge prohibitedEdge =
                sdoc.createProhibitedEdge(rs);
            sdoc.addEdge(prohibitedEdge);
        }
    }
}
 
// 新たな関係を作成
SimpleLabel newLabel =
    sdoc.createLabel(
        XBRLConstants.XBRL21_ROLE_LABEL,
        "ja",
        "投資と前貸金");
SimpleLabelEdge newEdge =
    sdoc.createLabelEdge(
        XBRLConstants.XBRL21_ROLE_LINK,
        XBRLConstants.XBRL21_ARCROLE_CONCEPT_LABEL,
        item2,
        newLabel);
sdoc.addEdge(newEdge);

<element id="investmentsAndAdvances" name="investmentsAndAdvances"
         type="xbrli:monetaryItemType" substitutionGroup="xbrli:item"
         xbrli:periodType="instant" xbrli:balance="credit"/>
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新たに，次に示す日本語ラベルとの関係が追加されます。

4.9.5　タクソノミー文書の保存
拡張したタクソノミー文書を保存するサンプルコードについて説明します。

（1） 使用するインターフェース

タクソノミー文書の保存で使用するインターフェースを次の表に示します。

表 4-43　タクソノミー文書の保存で使用するインターフェース

<link:labelLink xlink:role="http://www.xbrl.org/2003/role/link" 
xlink:type="extended">
    <link:loc
        xlink:type="locator"
        xlink:href="sample_taxonomy1_xbrl_2_1.xsd#investmentsAndAdvances"
        xlink:label="assets.investmentsAndAdvances"
        xlink:title="assets.investmentsAndAdvances"/>
    <link:label
        xlink:type="resource"
        xlink:label="label_assets.investmentsAndAdvances_ja"
        xlink:title="assets.investmentsAndAdvances_ja"
        xml:lang="ja">投資及び貸付金</link:label>
    <link:labelArc
        xlink:type="arc"
        xlink:from="assets.investmentsAndAdvances"
        xlink:to="label_assets.investmentsAndAdvances_ja"
        xlink:arcrole="http://www.xbrl.org/2003/arcrole/concept-label"
        xlink:title="assets.investmentsAndAdvances to 
label_assets.investmentsAndAdvances_ja"/>
</link:labelLink>

<link:labelLink xlink:role="http://www.xbrl.org/2003/role/link" 
xlink:type="extended">
    <link:loc xlink:href="sample_taxonomy1_xbrl_2_1.xsd#investmentsAndAdvances"
           xlink:label="hi_investmentsAndAdvances" xlink:type="locator"/>
    <link:loc xlink:href="linkbase_label1_xbrl_2_1.xml#element(/1/1/12)"
           xlink:label="label_assets.investmentsAndAdvances_ja" 
xlink:type="locator"/>
    <link:label xlink:label="hi_investmentsAndAdvances_ja"
           xlink:role="http://www.xbrl.org/2003/role/label"
           xlink:type="resource" xml:lang="ja">投資と前貸金</link:label>
    <link:labelArc order="1" priority="1" use="prohibited"
           xlink:arcrole="http://www.xbrl.org/2003/arcrole/concept-label"
           xlink:from="hi_investmentsAndAdvances" 
xlink:to="label_assets.investmentsAndAdvances_ja"
           xlink:type="arc"/>
    <link:labelArc order="1" priority="0" use="optional"
           xlink:arcrole="http://www.xbrl.org/2003/arcrole/concept-label"
           xlink:from="hi_investmentsAndAdvances" 
xlink:to="hi_investmentsAndAdvances_ja"

項番 使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.util.XBRLDocumentWriterFact
ory

XBRLDocumentWriterオブジェクトを生
成するための APIを提供します。

2 com.hitachi.xbrl.util.XBRLDocumentWriter org.w3c.Documentをストリームに書き出
します。
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（2） サンプルコード

タクソノミー文書を保存するコードは次のとおりです。

このサンプルコードは，編集できるタクソノミー文書全体を表す SimpleTaxonomyオブ
ジェクトの transform()メソッドを使い，タクソノミー本体，ラベルリンクベースをそれ
ぞれに対応する org.w3c.dom.Documentオブジェクトへ変換します。変換後の
Documentオブジェクトは，XML形式のファイルに次の名称で保存します。

●タクソノミー本体のファイル名
「4.9.1　タクソノミー文書の拡張」で SimpleTaxonomyオブジェクトを生成したとき
に指定したファイル名で保存してください。
なお，このサンプルコードでは，ファイル名は次のように設定されています。
simple_extension_taxonomy.xsd

●ラベルリンクベースのファイル名
ラベルリンクベースファイルの命名規則に従ったファイル名で保存してください。命
名規則については，「3.1.1(3)　関係を追加・削除した場合に生じる影響」を参照して
ください。
なお，このサンプルコードでは，ファイル名は次のように設定されています。
simple_extension_taxonomy_label.xml

3 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxono
my

編集できる単純なタクソノミー文書全体を
表します。

// 単純なタクソノミー文書を表すSimpleTaxonomyからorg.w3c.Documentへ変換
Document[] docs = sdoc.transform();
 
// XBRLDocumentWriterFactoryの作成
XBRLDocumentWriterFactory wf = dm.newDocumentWriterFactory();
 
// XBRLDocumentWriterの作成
XBRLDocumentWriter writer = wf.newDocumentWriter();
writer.setIndent(true);
 
// タクソノミースキーマを保存する
FileOutputStream schemaFile =
    new FileOutputStream("output/simple_extension_taxonomy.xsd");
writer.write(schemaFile, docs[0]);
schemaFile.close();
 
// ラベルリンクを保存する
FileOutputStream labelFile =
    new FileOutputStream("output/simple_extension_taxonomy_label.xml");
writer.write(labelFile, docs[1]);
labelFile.close();

項番 使用するインターフェース 説明
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4.10　タクソノミー文書の参照と検証（XBRL 
Dimensions1.0の場合）

ここでは，タクソノミー文書とリンクベースの参照と検証をします。

ここで示すサンプルは，次の流れでコーディングしています。

1. タクソノミー文書の読み込み

2. タクソノミー本体とリンクベースの参照

ここでは，XBRL Dimensions1.0の固有の操作である「4.10.1　タクソノミー文書の読
み込み」および「4.10.2　タクソノミー本体とリンクベースの参照（DRSの情報を参照
する場合）」について説明しています。XBRL2.1と共通の操作については，「4.6.2　タク
ソノミー本体とリンクベースの参照（アイテム名またはタプル名を参照する場合）」およ
び「4.6.3　タクソノミー本体とリンクベースの参照（タクソノミー文書の要素の階層を
参照する場合）」を参照してください。

4.10.1　タクソノミー文書の読み込み
XBRL Dimensions1.0に準拠したタクソノミー文書を読み込み，XBRL DOMを生成す
るサンプルコードについて説明します。XBRL Dimensions1.0の場合，タクソノミー文
書の読み込み時に XBRL Dimensionsのバージョンを指定する必要があります。

ここでは，検証時にエラーや警告が発生した場合のレポートを受け取り，出力するエ
ラーハンドラと，検証時にローカルに保存したスキーマ定義を使用するエンティティリ
ゾルバも実装します。エラーハンドラおよびエンティティリゾルバの詳細については，
「4.13　エラーハンドラ」および「4.14　エンティティリゾルバ」を参照してください。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

タクソノミー文書の読み込みで使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示し
ます。

表 4-44　タクソノミー文書の読み込みで使用するクラスおよびインターフェース

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManager XBRL文書の入出力や，タクソノ
ミー文書のキャッシュを管理しま
す。

2 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument
BuilderFactory

XBRLTaxonomyDocumentBuilder
オブジェクトを生成するための API
を定義します。
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（2） サンプルコード

タクソノミー文書を読み込むコードは次のとおりです。

4.10.2　タクソノミー本体とリンクベースの参照（DRSの情
報を参照する場合）

XBRL Dimensions1.0に準拠したタクソノミー文書の読み込み時に生成した XBRL 
DOMから，DRSの情報を参照するサンプルコードについて説明します。

3 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument
Builder

タクソノミー文書から
XBRLTaxonomyDocumentオブ
ジェクトを取得するための APIを
定義します。

4 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument タクソノミー文書全体を表します。

5 com.hitachi.xbrl.util.XBRLConstants ユーザーアプリケーションで利用で
きる定数を定義します。

/*
 * タクソノミー文書を読み込む
 */
 
// 初期化
XBRLDocumentManager.init();
 
// XBRLDocumentManagerの取得
XBRLDocumentManager dm = XBRLDocumentManager.getInstance();
 
// XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryの作成
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory tbf =
    dm.newTaxonomyDocumentBuilderFactory();
 
// XBRLバージョンの設定
tbf.setXBRLVersion(XBRLConstants.XBRL_2_1);
tbf.setDemensionsVersion(XBRLConstants.DIMENSIONS_1_0);
 
// タクソノミー文書のパース時に妥当性検証を行う設定
tbf.setValidating(true);
 
// XBRLTaxonomyDocumentBuilderの作成
XBRLTaxonomyDocumentBuilder tb = tbf.newTaxonomyDocumentBuilder();
 
// エラーハンドラの設定
SampleErrorHandler eh = new SampleErrorHandler();
tb.setErrorHandler(eh);
 
// エンティティリゾルバの設定
SampleEntityResolver er = new SampleEntityResolver();
tb.setEntityResolver(er);
 
// タクソノミー文書のパース
String filename = "input/sample_xbrl_dim_taxonomy.xsd";
File[] taxonomy = { new File(filename) };
XBRLTaxonomyDocument tdoc = tb.parse(taxonomy);
 
System.out.println("タクソノミー文書のパースに成功しました。");

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明
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このサンプルコードでは，リンクの関係を表すインターフェースの一つである，
XBRLDimensionalRelationshipSetインターフェースを使用しています。

（1） 使用するインターフェース

タクソノミー本体とリンクベースの参照で使用するインターフェースを次の表に示しま
す。

表 4-45　タクソノミー本体とリンクベースの参照で使用するインターフェース

（2） サンプルコード

タクソノミー本体とリンクベースを参照するコードは次のとおりです。

項番 使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument タクソノミー文書全体を表します。

2 com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionalRelationshipS
et

プライマリー・アイテムに関連づい
ている DRSを表します。

3 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElement タクソノミー文書に記述される要素
の要素宣言を表します。

4 com.hitachi.xbrl.link.XBRLDRSDimension インスタンス文書に記述できるディ
メンジョンを表します。

5 com.hitachi.xbrl.link.XBRLDRSMember インスタンス文書に記述できるディ
メンジョンのメンバを表します。

6 com.hitachi.xbrl.util.XBRLConstants ユーザーアプリケーションで利用で
きる定数を定義します。
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// タクソノミー文書のパース
String filename = "input/sample_xbrl_dim_taxonomy.xsd";
File[] taxonomy = { new File(filename) };
XBRLTaxonomyDocument tdoc = tb.parse(taxonomy);
 
System.out.println("タクソノミー文書のパースに成功しました。");
 
/*
 * ここからタクソノミー文書の内容を参照
 */
 
System.out.println("読み込んだDRS情報を出力します。");
 
// すべてのDRSの取得
List<XBRLDimensionalRelationshipSet> drssList =
    tdoc.getDimensionalRelationshipSets();
if (drssList.size() > 0) {
 
    for (int i = 0; i < drssList.size(); i++) {
        System.out.println("--------------------");
        XBRLDimensionalRelationshipSet drss = drssList.get(i);
 
        // プライマリー・アイテムを取得
        XBRLTaxonomyItem item = drss.getTaxonomyItem();
        System.out.println(
                "(" + i + ") primary item = "
                + item.getName());
 
        /*
         * このアイテムに対するディメンジョンの一覧を取得する
         */
 
        // DRSのロールの一覧を取得する
        List<String> roleList = drss.getRoles();
        for (int j = 0; j < roleList.size(); j++) {
            // DRSのロールを出力
            String extRole = roleList.get(j);
            System.out.println(
                    "  + (" + j + ") role = "
                    + extRole);
 
            // このロールのディメンジョン一覧を取得する
            List<XBRLDRSDimension> dimList =
                drss.getDRSDimensions(extRole);
            for (int n = 0; n < dimList.size(); n++) {
                // ロールのディメンジョンを出力
                XBRLDRSDimension dim = dimList.get(n);
                System.out.println(
                        "    + (" + n + ") dimension = "
                        + dim.getQName());
 
                // このディメンジョンのメンバを取得する
                List<XBRLDRSMember> memList =
                    drss.getDRSMembers(dim);
                for (int m = 0; m < memList.size(); m++) {
                    // ディメンジョンのメンバを出力
                    XBRLDRSMember mem = memList.get(m);
                    System.out.println(
                            "       + (" + m + ") member = "
                            + mem.getQName());
                }
            }
        }
        System.out.println("");
    }
}
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（3） サンプルコードの実行結果

サンプルのタクソノミー文書を参照したときの実行結果を次に示します。

タクソノミー文書のパースに成功しました。
読み込んだDRS情報を出力します。
--------------------
(0) primary item = NumbersOfSales
  + (0) role = http://www.xbrl.org/2003/role/link
    + (0) dimension = {http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/sample}DistDim
       + (0) member = {http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/sample}Tokyo
       + (1) member = {http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/sample}Kanagawa
       + (2) member = {http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/sample}Osaka
       + (3) member = {http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/sample}Kyoto
    + (1) dimension = {http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/sample}ProductDim
       + (0) member = {http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/sample}LC
       + (1) member = {http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/sample}Plasma
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4.11　インスタンス文書の新規作成と保存
（XBRL Dimensions1.0の場合）

ここでは，uCosminexus Business Reporting Processorの APIを利用して，XBRL 
Dimensions1.0に準拠したインスタンス文書を新規に作成して保存します。

ここで示すサンプルは，次の流れでコーディングしています。

1. 多次元データを含んだコンテキスト要素の追加

2. プライマリー・アイテムの追加

ここでは，XBRL Dimensions1.0の固有の操作である「4.11.1　多次元データを含んだ
コンテキスト要素の追加」および「4.11.2　プライマリー・アイテムの追加」について説
明しています。XBRL2.1と共通の操作については，「4.7　インスタンス文書の新規作成
と保存（XBRL2.1の場合）」を参照してください。

XBRL Dimensions1.0の場合，インスタンス文書の id属性を任意の形式で指定すること
もできます。インスタンス文書の id属性を任意の形式で指定しない場合，通常は id属性
が自動生成されます。しかし，このサンプルではコーディングをわかりやすくするため
に，id属性などの値を仮定しています。

4.11.1　多次元データを含んだコンテキスト要素の追加
XBRL Dimensions1.0に準拠したインスタンス文書の XBRL DOMに多次元データを含
んだコンテキスト要素を追加するサンプルコードについて説明します。

ここでは，<xbrldi:explicitMember>要素を追加するサンプルコードについて説明しま
す。なお，<xbrldi:typedMember>要素を追加する場合は，<xbrldi:explicitMember>要
素を <xbrldi:typedMember>要素に読み替えてください。

ここで説明するサンプルコードでは，次の内容のコンテキスト要素を追加します。表中
の「名称」欄のインデントは，コーディング結果のインデントを示しています。

表 4-46　多次元データを含んだコンテキスト要素

項番 名称 要素 /属性 値

1 コンテキスト ID 属性 C01および C02

2 時期 要素 2008-09-30

3 エンティティ (組織 ) 要素 －

4 　　識別子 要素 SAMP

5 　　スキーム 属性 "http://www.hitachi.com/2008/
XBRL"

6 　　セグメント 要素 －
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（凡例）－：値を保持しません。
注※　プリフィックス p01の名前空間 URIは "http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/sample"と
します。なお，プリフィックスと名前空間 URIの組み合わせは，あらかじめ
com.hitachi.xbrl.util.XBRLNamespaceDeclarationクラスで作成し，インスタンス文書に追加して
ください。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

多次元データを含んだコンテキスト要素の追加で使用するクラスおよびインターフェー
スを次の表に示します。

表 4-47　多次元データを含んだコンテキスト要素の追加で使用するクラスおよびイン
ターフェース

（2） サンプルコード

多次元データを含んだコンテキスト要素を XBRL DOMに追加するコードは次のとおり
です。

7 　　　　explicitMember dimension 要素 p0:Tokyo，p0:LCおよび
p0:Plasma※

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表します。

2 com.hitachi.xbrl.types.XBRLQName XML Schemaのデータ型 QName
を表します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegment セグメント要素を表します。

4 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLExplicitMember <xbrldi:explicitMember>要素を表
します。

5 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLIdentifier 識別子要素を表します。

6 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLEntity エンティティ要素を表します。

7 com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnion XBRLのデータ型 dateUnionを表
します。

8 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLPeriod 時期要素を表します。

9 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContext2 XBRL2.1のコンテキスト要素を表
します。

10 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContext コンテキスト要素を表します。

項番 名称 要素 /属性 値
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        /*
         * ここからアイテム（売上高）の作成
         */
        XBRLQName LC = new XBRLQName("http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/
sample", "LC");
        XBRLQName plasma = new XBRLQName("http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/
sample", "Plasma");
        
        // 東京の売上
        XBRLQName tokyo = new XBRLQName("http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/
sample", "Tokyo");
        BigDecimal salesLC = new BigDecimal("10000000");
        createItem(idoc, unit, tokyo, LC, salesLC);
 
        BigDecimal salesPlasma = new BigDecimal("8000000");
        createItem(idoc, unit, tokyo, plasma, salesPlasma);
                    :
                    :
                    :
 
private static void createItem(
        XBRLInstanceDocument idoc,
        XBRLUnit2 unit,
        XBRLQName distValue,
        XBRLQName prodValue,
        BigDecimal salesValue) {
    
    /*
     * ここからコンテキストの作成
     */
 
    // segment要素の作成
    XBRLSegment segment = idoc.createSegment();
 
    // explicitMember要素の作成 - DistDim
    XBRLQName distDim = new XBRLQName("http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/
sample", "DistDim");
    XBRLExplicitMember distExplicit = idoc.createExplicitMember(distDim, 
distValue);
    segment.appendDimensionMember(distExplicit);
 
    // explicitMember要素の作成 - ProductDim
    XBRLQName prodDim = new XBRLQName("http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/
sample", "ProductDim");
    XBRLExplicitMember prodExplicit = idoc.createExplicitMember(prodDim, 
prodValue);
    segment.appendDimensionMember(prodExplicit);
 
    // identifier要素の作成
    XBRLIdentifier identifier =
        idoc.createIdentifier(
            "http://www.hitachi.com/2008/XBRL",
            "SAMP");
 
    // entity要素の作成
    XBRLEntity entity = idoc.createEntity(identifier, segment);
 
    // period要素の作成
    XBRLDateUnion date = new XBRLDateUnion("2008-09-30");
    XBRLPeriod period = idoc.createPeriod(date);
    
    // コンテキストの作成
    XBRLContext2 context = idoc.createContext(entity, period, null);
    // インスタンス文書にコンテキストを追加
    idoc.addContext((XBRLContext) context);
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（3） コーディング結果

コーディング結果として，生成されるインスタンス文書は次のとおりです。

4.11.2　プライマリー・アイテムの追加
XBRL Dimensions1.0に準拠したインスタンス文書の XBRL DOMにプライマリー・ア
イテムを追加するサンプルコードについて説明します。

ここでは，プライマリー・アイテムとディメンジョンの関係を検証してからプライマ
リー・アイテムをインスタンス文書へ追加するサンプルコードについて説明します。イ
ンスタンス文書全体の検証については，「4.12　既存のインスタンス文書の参照と検証
（XBRL Dimensions1.0の場合）」を参照してください。

なお，「4.11.2(3)　コーディング結果」で示すコーディング結果のコンテキスト要素には
「4.11.1　多次元データを含んだコンテキスト要素の追加」で追加したコンテキストが記
述されています。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

プライマリー・アイテムの追加で使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示
します。

<xbrli:context id="C01">
    <xbrli:entity>
     <xbrli:identifier
       schema="http://www.hitachi.com/2008/XBRL">SAMP</xbrli:identifier>
     <xbrli:segment>
       <xbrldi:explicitMember dimension="p0:DistDim">p0:Tokyo</
xbrldi:explicitMember>
       <xbrldi:explicitMember dimension="p0:ProductDim">p0:LC</
xbrldi:explicitMember>
     </xbrli:segment>
    </xbrli:entity>
    <xbrli:period>
       <xbrli:instant>2008-09-30</xbrli:instant>
    </xbrli:period>
</xbrli:context>
 
<xbrli:context id="C02">
    <xbrli:entity>
     <xbrli:identifier
       schema="http://www.hitachi.com/2008/XBRL">SAMP</xbrli:identifier>
     <xbrli:segment>
       <xbrldi:explicitMember dimension="p0:DistDim">p0:Tokyo</
xbrldi:explicitMember>
       <xbrldi:explicitMember dimension="p0:ProductDim">p0:Plasma</
xbrldi:explicitMember>
     </xbrli:segment>
    </xbrli:entity>
    <xbrli:period>
       <xbrli:instant>2008-09-30</xbrli:instant>
    </xbrli:period>
</xbrli:context>
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表 4-48　プライマリー・アイテムの追加で使用するクラスおよびインターフェース

（2） サンプルコード

プライマリー・アイテムを XBRL DOMに追加するコードは次のとおりです。

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContext2 XBRL2.1のコンテキスト要素を表
します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContext コンテキスト要素を表します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表します。

4 com.hitachi.xbrl.types.XBRLDecimals 数値アイテムの decimals属性値を
表します。

5 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItem アイテムを表します。

6 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElement インスタンス文書の要素を表しま
す。

7 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLDOMException XBRL DOMの例外を表します。
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（3） コーディング結果

コーディング結果として，生成されるインスタンス文書は次のとおりです。

        // コンテキストの作成
        XBRLContext2 context = idoc.createContext(entity, period, null);
        // インスタンス文書にコンテキストを追加
        idoc.addContext((XBRLContext) context);
 
        /*
         * ここから数値アイテムの作成
         */
 
        // decimals属性値の作成
        XBRLDecimals decimals = new XBRLDecimals("0");
 
        // 数値アイテム - NumbersOfSales要素 - の作成
        XBRLInstanceItem salesItem =
            idoc.createNumericItem(
                "http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/sample",
                "NumbersOfSales",
                context,
                unit,
                null,
                decimals);
 
        // 数値アイテムに値を設定
        salesItem.setValue((Object) salesValue);
 
        try {
            // 妥当性検証
            if (salesItem.validateDimensions()) {
                // インスタンス文書に数値アイテムを追加
                idoc.appendChildElement((XBRLInstanceElement) salesItem);
            } else {
                System.out.println("アイテムとコンテキストの組み合わせは正しくありませ
ん。");
            }
 
        } catch (XBRLDOMException de) {
            de.printStackTrace();
        }
 
    }
}
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<xbrli:unit id="U01">
  <xbrli:measure>iso4217:JPY</xbrli:measure>
</xbrli:unit>
 
<xbrli:context id="C01">
  <xbrli:entity>
    <xbrli:identifier
        schema="http://www.hitachi.com/2008/XBRL">SAMP</xbrli:identifier>
    <xbrli:segment>
      <xbrldi:explicitMember dimension="p0:DistDim">p0:Tokyo</
xbrldi:explicitMember>
      <xbrldi:explicitMember dimension="p0:ProductDim">p0:LC</
xbrldi:explicitMember>
    </xbrli:segment>
  </xbrli:entity>
  <xbrli:period>
    <xbrli:instant>2008-09-30</xbrli:instant>
  </xbrli:period>
</xbrli:context>
 
<xbrli:context id="C02">
  <xbrli:entity>
    <xbrli:identifier
        schema="http://www.hitachi.com/2008/XBRL">SAMP</xbrli:identifier>
    <xbrli:segment>
      <xbrldi:explicitMember dimension="p0:DistDim">p0:Tokyo</
xbrldi:explicitMember>
      <xbrldi:explicitMember dimension="p0:ProductDim">p0:Plasma</
xbrldi:explicitMember>
    </xbrli:segment>
  </xbrli:entity>
  <xbrli:period>
    <xbrli:instant>2008-09-30</xbrli:instant>
  </xbrli:period>
</xbrli:context>
 
<p0:NumbersOfSales contextRef="C01" unitRef="U01" decimals="0">10000000</
p0:NumbersOfSales>
<p0:NumbersOfSales contextRef="C02" unitRef="U01" decimals="0">8000000</
p0:NumbersOfSales>
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4.12　既存のインスタンス文書の参照と検証
（XBRL Dimensions1.0の場合）

ここでは，既存のインスタンス文書とリンクベースの参照と検証をします。

ここで示すサンプルは，次の流れでコーディングしています。

1. インスタンス文書の読み込み

2. インスタンス文書とリンクベースの参照

4.12.1　インスタンス文書の読み込み
XBRL Dimensions1.0に準拠したタクソノミー文書を読み込み，XBRL DOMを生成す
るサンプルコードについて説明します。XBRL Dimensions1.0の場合，タクソノミー文
書の読み込み時に XBRL Dimensionsのバージョンを指定する必要があります。

ここでは，検証時にエラーや警告が発生した場合のレポートを受け取り，出力するエ
ラーハンドラと，検証時にローカルに保存したスキーマ定義を使用するエンティティリ
ゾルバも実装します。エラーハンドラおよびエンティティリゾルバの詳細については，
「4.13　エラーハンドラ」および「4.14　エンティティリゾルバ」を参照してください。

（1） 使用するクラスおよびインターフェース

インスタンス文書の読み込みで使用するクラスおよびインターフェースを次の表に示し
ます。

表 4-49　インスタンス文書の読み込みで使用するクラスおよびインターフェース

（2） サンプルコード

インスタンス文書を読み込み，XBRL DOMを生成するコードは次のとおりです。

項番 使用するクラスおよびインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManager XBRL文書の入出力や，タクソノ
ミー文書のキャッシュを管理します。

2 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentB
uilderFactory

XBRLInstanceDocumentBuilderオ
ブジェクトを生成するための APIを
定義します。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentB
uilder

インスタンス文書から
XBRLInstanceDocumentオブジェク
トを取得するための APIを定義しま
す。

4 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表します。

5 com.hitachi.xbrl.util.XBRLConstants ユーザーアプリケーションで利用で
きる定数を定義します。
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4.12.2　インスタンス文書とリンクベースの参照（プライマ
リー・アイテムのディメンジョンとアイテムの値を参
照する場合）

XBRL Dimensions1.0に準拠したタクソノミー文書の読み込み時に生成した XBRL 
DOMから，プライマリー・アイテムのディメンジョンとアイテムの情報を参照するサン
プルコードについて説明します。プライマリー・アイテムおよびディメンジョンの表示
名には，ラベルを使用します。

（1） 使用するインターフェース

インスタンス文書とリンクベースの参照で使用するインターフェースを次の表に示しま
す。

表 4-50　インスタンス文書とリンクベースの参照で使用するインターフェース

/*
 * 既存インスタンス文書の読み込み
 */
 
// 初期化
XBRLDocumentManager.init();
XBRLDocumentManager dm = XBRLDocumentManager.getInstance();
 
// XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryの作成
XBRLInstanceDocumentBuilderFactory ibf =
    dm.newInstanceDocumentBuilderFactory();
 
// XBRLバージョンの設定
ibf.setXBRLVersion(XBRLConstants.XBRL_2_1);
ibf.setDimensionsVersion(XBRLConstants.DIMENSIONS_1_0);
 
// インスタンス文書のパース時に妥当性検証を行う設定
ibf.setValidating(true);
 
// XBRLInstanceDocumentBuilderの作成
XBRLInstanceDocumentBuilder ib = ibf.newInstanceDocumentBuilder();
 
// エラーハンドラの設定
SampleErrorHandler eh = new SampleErrorHandler();
ib.setErrorHandler(eh);
 
// エンティティリゾルバの設定
SampleEntityResolver er = new SampleEntityResolver();
ib.setEntityResolver(er);
 
// タクソノミー文書のパース
String filename = "input/sample_xbrl_dim_instance.xml";
XBRLInstanceDocument idoc = ib.parse(new File(filename));
 
System.out.println("インスタンス文書のパースに成功しました。");

項番 使用するインターフェース 説明

1 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表します。

2 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument タクソノミー文書全体を表します。
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（2） サンプルコード

インスタンス文書とリンクベースを参照するコードは次のとおりです。

3 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElement インスタンス文書に記述される要素
を表します。

4 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItem アイテムを表します。

5 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContext コンテキスト要素を表します。

6 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLEntity エンティティ要素を表します。

7 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegment セグメント要素を表します。

8 com.hitachi.xbrl.instance.XBRLExplicitMember xbrldi:explicitDimension要素を表
します。

9 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLLabel 要素のラベルを表します。

10 com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElement タクソノミー文書に記述される要素
の要素宣言を表します。

11 com.hitachi.xbrl.types.XBRLQName XML Schemaのデータ型 QNameを
表します。

項番 使用するインターフェース 説明
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（3） サンプルコードの実行結果

サンプルのインスタンス文書を参照したときの実行結果を次に示します。

/*
 * ここから内容を表示する
 */
// タクソノミー文書を取得
XBRLTaxonomyDocument tdoc = idoc.getTaxonomyDocument();
 
// 売上高の一覧を取得する
List<XBRLInstanceElement> elemList =
    idoc.getElements(
            "http://www.hitachi.com/2008/XBRL/dim/sample",
            "NumbersOfSales");
for (int i = 0; i < elemList.size(); i++) {
 
    System.out.print("(" + i + ")");
 
    XBRLInstanceItem item = (XBRLInstanceItem) elemList.get(i);
 
    // コンテキスト要素を取得する
    XBRLContext context = item.getContext();
 
    // エンティティ要素を取得する
    XBRLEntity entity = context.getEntity();
 
    // セグメント要素を取得する
    XBRLSegment segment = entity.getSegment();
 
    // explicitMember要素の一覧を取得する
    List<XBRLExplicitMember> expMemList =
        segment.getExplicitMembers();
    for (XBRLExplicitMember expMem : expMemList) {
 
        // dimension属性値からディメンジョンを求める
        XBRLQName dimension = expMem.getDimension();
        XBRLTaxonomyElement dimElem =
            tdoc.getElement(
                    dimension.getNamespaceURI(),
                    dimension.getLocalPart());
 
        // ディメンジョンの日本語ラベルを取得する
        XBRLLabel dimLabel = dimElem.getLabel("ja", null);
 
        // explicitMember要素の値からメンバを求める
        XBRLQName member = expMem.getValue();
        XBRLTaxonomyElement memElem =
            tdoc.getElement(
                    member.getNamespaceURI(),
                    member.getLocalPart());
 
        // メンバの日本語ラベルを取得する
        XBRLLabel memLabel = memElem.getLabel("ja", null);
 
        // ディメンジョンとそのメンバを表示
        System.out.print(
                " " + dimLabel.getValue() +
                ":" + memLabel.getValue() + ",");
    }
    // プライマリー・アイテムの日本語ラベルを取得する
    XBRLLabel label = item.getLabel("ja", null);
 
    // アイテムとその値を表示
    System.out.println(
            " " + label.getValue() +
            ":" + item.getValue());
}
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インスタンス文書のパースに成功しました。
(0) 地域:東京, 製品:液晶, 売上高:10000000
(1) 地域:東京, 製品:プラズマ, 売上高:8000000
(2) 地域:神奈川, 製品:液晶, 売上高:8000000
(3) 地域:神奈川, 製品:プラズマ, 売上高:5000000
(4) 地域:大阪, 製品:液晶, 売上高:9000000
(5) 地域:大阪, 製品:プラズマ, 売上高:8000000
(6) 地域:京都, 製品:液晶, 売上高:7500000
(7) 地域:京都, 製品:プラズマ, 売上高:5500000
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4.13　エラーハンドラ
エラーハンドラは，XBRL文書の解析処理で検出されたエラーの通知を受け取る場合に
使用します。

エラーハンドラは，XBRLParseErrorHandlerを実装して作成します。エラーハンドラ
は，XBRL DOMの生成時に XBRLDOMExceptionが発生するとそのレポートを受け取
り，エラーコードやメッセージなどのレポートの内容をコンソールに出力します。

サンプルコード（SampleErrorHandler.java）は，各サンプルファイルが格納されてい
るフォルダにあります。

<uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダ
>¥samples¥<XBRLバージョン >¥<サンプル名 >

サンプルファイルが格納されているフォルダの詳細は，「4.15.1　サンプルファイルの格
納場所」を参照してください。

エラーハンドラのサンプルコードは次のとおりです。

import com.hitachi.xbrl.XBRLDOMException;
import com.hitachi.xbrl.XBRLParseErrorHandler;
 
public class SampleErrorHandler implements XBRLParseErrorHandler {
 
    // 警告の通知を受け取る
    public void warning(XBRLDOMException exception) throws XBRLDOMException {
        System.out.println(
            "Warning - code:" + exception.getCode() + " Message:" + 
exception.getMessage());
    }
 
    // エラーの通知を受け取る
    public void error(XBRLDOMException exception) throws XBRLDOMException {
        System.out.println(
            "Error   - code:" + exception.getCode() + " Message:" + 
exception.getMessage());
    }
 
    // 致命的なエラーの通知を受け取る
    public void fatalError(XBRLDOMException exception) throws XBRLDOMException {
        System.out.println(
            "Fatal Error - code:" + exception.getCode() + " Message:" + 
exception.getMessage());
    }
 
}
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4.14　エンティティリゾルバ
エンティティリゾルバは，直接インターネット上のスキーマ定義にアクセスできない場
合や，スキーマ定義をあらかじめローカルに保存して検証する場合に使用します。

4.14.1　サンプルコード
ここでは，エンティティリゾルバのサンプルコードを示します。

このサンプルコードは，XBRLおよび XML Schemaのスキーマをファイルとしてローカ
ルに保存し，解析時にローカルにあるファイルを利用するための簡単なエンティティリ
ゾルバの実装例です。

サンプルコード（SampleEntityResolver.java）は，各サンプルファイルが格納されてい
るフォルダにあります。

<uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダ
>¥samples¥<XBRLバージョン >¥<サンプル名 >

サンプルファイルが格納されているフォルダの詳細は，「4.15.1　サンプルファイルの格
納場所」を参照してください。

エンティティリゾルバのサンプルコードは次のとおりです。

import java.io.File;
import java.io.IOException;
import java.net.URI;
import java.util.HashMap;
import java.util.Map;
 
import org.xml.sax.EntityResolver;
import org.xml.sax.InputSource;
 
public class SampleEntityResolver implements EntityResolver {
 
    // スキーマのURI
    private static final String XBRL20_INSTANCE_URI =
        "http://www.xbrl.org/2001/xbrl-instance.xsd";
    private static final String XBRL20_LINKBASE_URI =

        "http://www.xbrl.org/2001/xbrl-linkbase.xsd";
    private static final String XBRL21_INSTANCE_URI =
        "http://www.xbrl.org/2003/xbrl-instance-2003-12-31.xsd";
    private static final String XBRL21_LINKBASE_URI =
        "http://www.xbrl.org/2003/xbrl-linkbase-2003-12-31.xsd";
    private static final String XML_SCHEMA_URI =
        "http://www.w3.org/2001/XMLSchema.xsd";
    private static final String XML_URI =
        "http://www.w3.org/2001/xml.xsd";
    private static final String XBRL_DT_URI =
        "http://xbrl.org/2005/xbrldt-2005.xsd";
    private static final String XBRL_DI_URI =
        "http://xbrl.org/2006/xbrldi-2006.xsd";
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    // ファイルセパレータ
    private static String SEP = File.separator;
 
    // ファイルの実体に付加するパス
    private static String basePath =
        System.getProperty("user.dir") + SEP + ".." + SEP + "schemas";
 
    // URIと実体のマッピング
    private static final Map<String, String> HTTPMAP =
        new HashMap<String, String>();
 
    // 静的初期化子
    static {
        HTTPMAP.put(XBRL20_INSTANCE_URI, "xbrl-instance.xsd");
        HTTPMAP.put(XBRL20_LINKBASE_URI, "xbrl-linkbase.xsd");
        HTTPMAP.put(XBRL21_INSTANCE_URI, "xbrl-instance-2003-12-31.xsd");
        HTTPMAP.put(XBRL21_LINKBASE_URI, "xbrl-linkbase-2003-12-31.xsd");
        HTTPMAP.put(XML_SCHEMA_URI,      "XMLSchema.xsd");
        HTTPMAP.put(XML_URI,             "xml.xsd");
        HTTPMAP.put(XBRL_DT_URI,         "xbrldt-2005.xsd");
        HTTPMAP.put(XBRL_DI_URI,         "xbrldi-2006.xsd");
    };

 
 
    /**
     * EntityResolverで定義されたインターフェースの実装です
     * 特定のURIの場合，ローカルファイル名の新しい入力ソースを作成します
     * 特定のURIとは，このオブジェクトのHTTPMAP変数で宣言された値です
     * その他のURIの場合は，nullを返します
     *
     * @param publicId 参照される外部エンティティの公開識別子
     * @param systemId  参照される外部エンティティのシステム識別子
     * @return 新しい入力ソースを記述する InputSource オブジェクトを返す
     *         systemIdに対応するローカルファイル名がない場合は null を返す
     */
    public InputSource resolveEntity(String publicId, String systemId) {
 

        InputSource is = null;
 
        if (systemId != null) {
            // ファイル名があればInputSourceを作成して返す。
            String filename = HTTPMAP.get(systemId);
            if (filename != null) {
                // ファイル名を絶対URIにする。
                File file = new File(basePath + SEP + filename);
                try {
                    file = file.getCanonicalFile();
                    URI uri = file.toURI();
                    is = new InputSource(uri.toString());
                } catch (IOException e) {
                    System.err.println(e.getMessage());
                }
            }
        }
 
        return is;
    }
}
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4.15　サンプルアプリケーションの実行
ここでは，サンプルアプリケーションの実行方法について説明します。

ここで使用するサンプルは，コマンドラインの Javaアプリケーションです。このサンプ
ルアプリケーションでは，事前に定義されたタクソノミー文書を使用して，インスタン
ス文書を作成します。

サンプルファイルが格納されているフォルダ名，対応する XBRLのバージョン，サンプ
ルソースが実行する内容，および参照先を次の表に示します。

表 4-51　サンプルアプリケーションの詳細

4.15.1　サンプルファイルの格納場所
サンプルファイルが格納されているフォルダは，XBRLのバージョンによって異なりま

項
番

フォルダ名 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensionsの
バージョン

実行する内容 参照先

1 ProcessTaxonomy 2.0 該当しない タクソノミー文書を読み込
みます。

4.3

2 ProcessInstance1 インスタンス文書を新規に
作成して，要素を追加しま
す。

4.4

3 ProcessInstance2 既存のインスタンス文書に
脚注リンクを追加します。

4.5

4 ProcessTaxonomy 2.1 該当しない タクソノミー文書を読み込
みます。

4.6.1お
よび
4.6.2

5 ProcessInstance1 インスタンス文書を新規に
作成して，要素を追加しま
す。

4.7.1～
4.7.6

6 ProcessInstance1
WithMyId

インスタンス文書を新規に
作成して，要素を追加しま
す。
ユーザーが指定した ID採番
方法を使用します。

4.7.1～
4.7.7

7 ProcessInstance2 既存のインスタンス文書に
脚注リンクを追加します。

4.8

8 ProcessDimTaxon
omy

2.1 1.0 タクソノミー文書を読み込
みます。

4.10

9 ProcessDimTaxon
omy1

インスタンス文書を新規に
作成して，要素を追加しま
す。

4.11

1
0

ProcessDimTaxon
omy2

既存のインスタンス文書を
読み込みます。

4.12
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す。

XBRL2.0の場合
<uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダ
>¥samples¥2_0

XBRL2.1の場合
<uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダ
>¥samples¥2_1

XBRL Dimensions1.0の場合
<uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダ
>¥samples¥dim

uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダは，デフォルトで
は「C:¥Program Files¥HITACHI¥cbrp」になります。

サンプルファイルのフォルダ構成を次に示します。
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サンプルソース格納用フォルダには，次のファイルが格納されています。

• 各種 XBRL文書操作用ソースファイル
• エラーハンドラソースファイル（SampleErrorHandler.java）
• エンティティリゾルバソースファイル（SampleEntityResolver.java）
• コンパイル用バッチファイル（build.bat）

＜uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダ＞
└─samples
　　│
　　├──2_0--------------------------XBRL2.0のサンプルファイル格納用
　　│　　│
　　│　　├─schemas------------------スキーマ定義ファイル格納用
　　│　　│
　　│　　├─ProcessInstance1---------インスタンス文書新規作成用サンプルソース格納用
　　│　　│　　　　├─input----------入力ファイル格納用
　　│　　│　　　　└─output---------サンプル実行後の出力ファイル格納用
　　│　　│
　　│　　├─ProcessInstance2---------インスタンス文書編集用サンプルソース格納用
　　│　　│　　　　├─input----------入力ファイル格納用
　　│　　│　　　　└─output---------サンプル実行後の出力ファイル格納用
　　│　　│
　　│　　└─ProcessTaxonomy----------タクソノミー文書操作用サンプルソース格納用
　　│　　　　　　　└─input----------入力ファイル格納用
　　│　
　　├──2_1--------------------------XBRL2.1のサンプルファイル格納用
　　│　　│
　　│　　├─schemas------------------スキーマ定義ファイル格納用
　　│　　│
　　│　　├─ProcessInstance1---------インスタンス文書新規作成用サンプルソース格納用
　　│　　│　　　　├─input----------入力ファイル格納用
　　│　　│　　　　└─output---------サンプル実行後の出力ファイル格納用
　　│　　│
　　│　　├─ProcessInstance1WithMyId-インスタンス文書新規作成用サンプルソース格納用
　　│　　│　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユーザー指定のID採番を使用）
　　│　　│　　　　├─input----------入力ファイル格納用
　　│　　│　　　　└─output---------サンプル実行後の出力ファイル格納用
　　│　　│
　　│　　├─ProcessInstance2---------インスタンス文書編集用サンプルソース格納用
　　│　　│　　　　├─input----------入力ファイル格納用
　　│　　│　　　　└─output---------サンプル実行後の出力ファイル格納用
　　│　　│
　　│　　├─ProcessTaxonomy----------タクソノミー文書操作用サンプルソース格納用
　　│　　│　　　　└─input----------入力ファイル格納用
　　│　　│
　　│　　├─ProcessTaxonomy2---------タクソノミー文書操作用サンプルソース格納用
　　│　　│　　　　└─input----------入力ファイル格納用
　　│　　│
　　│　　└─ProcessTaxonomy3---------タクソノミー文書操作用サンプルソース格納用
　　│　　　　　　　├─input----------入力ファイル格納用
　　│　　　　　　　└─output---------サンプル実行後の出力ファイル格納用
　　│　
　　└──dim--------------------------XBRL Dimensions1.0のサンプルファイル格納用
　　　　　│
　　　　　├─ProcessDimTaxonomy-------タクソノミー文書操作用サンプルソース格納用
　　　　　│　　　　└─input----------入力ファイル格納用
　　　　　├─ProcessDimInstance1------インスタンス文書新規作成用サンプルソース格納用
　　　　　│　　　　├─input----------入力ファイル格納用
　　　　　│　　　　└─output---------サンプル実行後の出力ファイル格納用
　　　　　├─ProcessDimInstance2------インスタンス文書新規作成用サンプルソース格納用
　　　　　│　　　　└─input----------入力ファイル格納用
　　　　　└─schemas------------------スキーマ定義ファイル格納用
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• アプリケーション実行用バッチファイル（run.bat）

4.15.2　実行までの流れ
サンプルアプリケーションを実行するまでの流れについて説明します。

1. クラスパスの設定
uCosminexus Business Reporting Processorなどが提供するクラスライブラリを使用
するための設定です。「4.2.1　クラスパスの設定」を参照してください。

2. スキーマ定義のダウンロード
XBRL文書の検証などに使用するスキーマ定義をダウンロードします。
スキーマ定義の詳細については，「4.15.3　必要なスキーマ定義」を参照してくださ
い。

3. コンパイル用バッチファイルの変更
コンパイル用バッチファイルを，アプリケーションの実行環境に合わせて変更しま
す。コンパイル用バッチファイル（setEnv.bat）は，次のフォルダに格納されていま
す。XBRLのバージョンに合ったファイルを変更してください。
<uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダ
>¥samples¥2_0
<uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダ
>¥samples¥2_1
<uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダ
>¥samples¥dim

4. コンパイル
コンパイル用バッチファイルを実行します。
コンパイル用バッチファイル（build.bat）は，サンプルソースが格納されているフォ
ルダ下にあります。

5. 実行
実行用バッチファイルを実行します。コンパイルされたバイトコードは，サンプル
ソースが格納されているフォルダ下の outputフォルダに格納されます。
実行用バッチファイル（run.bat）は，サンプルソースが格納されているフォルダ下
にあります。

4.15.3　必要なスキーマ定義
XBRL文書の検証などには，スキーマ定義が必要です。公開されているスキーマ定義を
ダウンロードするか，公開先にアクセスできる状態にしておく必要があります。

必要なスキーマ定義とファイル名を次の表に示します。
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表 4-52　必要なスキーマ定義とファイル名

ダウンロードする場合，ファイルの格納先が XBRLのバージョンまたは XBRL 
Dimensionsのバージョンによって異なります。

XBRL2.0の場合
<uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダ
>¥samples¥2_0¥schemas

XBRL2.1の場合
<uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダ
>¥samples¥2_1¥schemas

XBRL Dimensions1.0の場合
<uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダ
>¥samples¥dim¥schemas

スキーマ定義の分類 ファイル名 提供団体

XBRL2.0のスキーマ定義 xbrl-instance.xsd XBRL 
International

xbrl-linkbase.xsd これらのファ
イルは，
XBRL2.0a仕
様書に添付さ
れています。

xl.xsd

xlink.xsd

XBRL2.1のスキーマ定義 http://www.xbrl.org/2003/
xbrl-instance-2003-12-31.xsd

XBRL 
International

http://www.xbrl.org/2003/
xbrl-linkbase-2003-12-31.xsd

http://www.xbrl.org/2003/xl-2003-12-31.xsd

http://www.xbrl.org/2003/xlink-2003-12-31.xsd

XBRL Dimensions1.0のス
キーマ定義

http://xbrl.org/2005/xbrldt-2005.xsd XBRL 
International

http://xbrl.org/2006/xbrldi-2006.xsd

XML Schemaのスキーマ定義 http://www.w3.org/2001/xml.xsd W3C

http://www.w3.org/2001/XMLSchema.xsd

http://www.w3.org/2001/XMLSchema.dtd

http://www.w3.org/2001/
XMLSchema-datatypes.xsd

http://www.w3.org/2001/datatypes.dtd
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4.16　アプリケーションの実行環境の設定
uCosminexus Business Reporting Processorを利用して作成したアプリケーションを実
行する場合の環境設定では，開発環境と同様に，uCosminexus Business Reporting 
Processorや前提プログラムが提供するクラスライブラリをクラスパスに設定します。ま
た，アプリケーション実行時に uCosminexus Business Reporting Processorの動作を変
更するためのプロパティがあります。

ここでは，プロパティの指定方法と優先順位，指定できるプロパティ一覧などについて
説明します。

4.16.1　プロパティの指定方法と優先順位
プロパティの指定方法は複数あります。ここでは，プロパティの指定方法と優先順位に
ついて説明します。

表 4-53　プロパティの指定方法と優先順位

優先順位 2の XBRLDocumentManagerクラスの init()メソッドは，XBRL DOMを初期
化するメソッドです。XBRL DOMの初期化時に，次の方法でプロパティを指定して，プ
ロパティの値を変更できます。

• プロパティリストを指定する
• プロパティファイルを指定する

各プロパティの指定がない場合，つまりプロパティ名（キー）がないか，値が nullまた
は空文字列の場合は，デフォルト値が初期値となります。また，値が指定されていた場
合で，各プロパティに許容される値以外が指定されていたときはエラー（例外）になり
ます。

4.16.2　プロパティ一覧
uCosminexus Business Reporting Processorを利用して作成したアプリケーションを実
行する場合に，設定できるプロパティについて説明します。

設定内容は，大きく次の分類に分けられます。

優先順位 指定方法 設定できるプロパティ

1 XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryまたは
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの各メソッド

cbrp.parse.で始まるプロパ
ティ

2 XBRLDocumentManagerクラスの init()メソッド すべてのプロパティ

3 JavaVMのシステムプロパティ cbrp.parse.XBRLVersion

4 デフォルト設定値 該当しない
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• トレースログの設定
• XBRL文書読み込み時の設定
• タクソノミー文書のメモリキャッシュの設定

（1） cbrp.trace.fileName

出力するトレースログファイル名を絶対 URIで指定します。このプロパティに指定した
値に「n.log」を付けた文字列がトレースログファイル名となります。nには，1から始
まる通し番号（整数値）が付けられます。

指定できる XBRLバージョン
2.0および 2.1

デフォルト値
<java.io.tmpdirの値 >/cbrp/cbrptrc
java.io.tmpdirは，Java VMのシステムプロパティの値です。
デフォルトのトレースログファイル名は，cbrptrc1.log，crbptrc2.log，crbptrc3.log
になります。

指定できる値
任意の文字列

（2） cbrp.trace.level

トレース出力レベルを指定します。レベルには -1，0，10，20，30または 40を設定し
ます。レベル 20以上を指定した場合，各 APIの引数および戻り値の値が出力されます。
-1を指定した場合，トレースログが出力されません。

指定できる XBRLバージョン
2.0および 2.1

デフォルト値
10

指定できる値
-1以上 100以下の数字

レベルと設定値 [n]との関係
レベル 0 ：0<=n<10
レベル 10：10<=n<20
レベル 20：20<=n<30
レベル 30：30<=n<40
レベル 40：40<=n<=100
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（3） cbrp.trace.maxFileSize

トレースログ 1ファイル当たりの最大ファイルサイズを指定します。

指定できる XBRLバージョン
2.0および 2.1

デフォルト値
2097152

指定できる値
4096以上 2147483647（Integer.MAX_VALUE）以下の数字

（4） cbrp.trace.maxFileSegment

トレースログファイルの最大面数を指定します。

指定できる XBRLバージョン
2.0および 2.1

デフォルト値
10

指定できる値
1以上 16以下の数字

（5） cbrp.parse.XBRLVersion

XBRL文書の解析時に，読み込む XBRL文書のバージョンを指定します。

指定できる XBRLバージョン
2.0および 2.1

デフォルト値
2.0

指定できる値
2.0または 2.1

（6） cbrp.parse.validate

XBRL文書解析時に，文書が妥当であることを検証するかどうかを指定します。妥当で
あることを検証する場合は true，検証しない場合は falseを設定します。

このプロパティと cbrp.parse.validate.full-checkingの両方で trueを指定すると，文書
が XBRL 2.1 Conformance Suite 1.0に準じているかを検証（完全な妥当性検証）できま
す。

指定できる XBRLバージョン
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2.0および 2.1

デフォルト値
true

指定できる値
trueまたは false。大文字，小文字は区別しません。

（7） cbrp.parse.delayLoad

XBRL文書解析時に，リンクベースの遅延読み込みをするかどうかを指定します。

この指定は，XBRL文書を検証しない場合（cbrp.parse.validate=false），かつ FRTA/
FRIS検証に必要となる解析を実施しない場合（cbrp.parse.validate.frtafris=false）だけ
有効です。検証する場合，または FRTA/FRIS検証に必要となる解析を実施する場合に
は無視されます。

指定できる XBRLバージョン
2.0および 2.1

デフォルト値
false

指定できる値
trueまたは false。大文字，小文字は区別しません。

（8） cbrp.parse.maxTaxonomyExtension

XBRL文書解析時に読み込むタクソノミー文書の最大階層数を指定します。このプロパ
ティは，XBRLのバージョンが 2.0の場合だけ使用できます。

DTS（拡張されたタクソノミー文書）のうち，基底タクソノミー文書を含めた階層数を
指定します。0を指定した場合は，読み込む階層の上限を設けないで，基底タクソノミー
文書が見つかるまで解析します。

指定できる XBRLバージョン
2.0

デフォルト値
2

指定できる値
0以上 2147483647（Integer.MAX_VALUE）以下の数字

（9） cbrp.parse.DTS.ignoringSchemas

タクソノミー本体の <xsd:import>要素に記述された XMLスキーマ文書のうち，タクソ
ノミー本体でない文書など，DTSに含める必要がない文書の名前空間
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（targetNamespace）を空白区切りで指定します。このプロパティは，XBRLのバージョ
ンが 2.1の場合だけ使用できます。

指定した名前空間の XMLスキーマ文書は，タクソノミー文書の読み込み時に XBRLプ
ロセッサに無視され，DTSに含まれないものとして扱われます。

指定できる XBRLバージョン
2.1

デフォルト値
null

指定できる値
nullまたは任意の文字列

（10） cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefs

DTSを構成するタクソノミー本体（スキーマ定義）の絶対 URIまたは相対 URIのリス
トを空白区切りで指定します。このプロパティは，XBRLのバージョンが 2.1の場合だ
け使用できます。

インスタンス文書の解析時に，このプロパティで指定されたタクソノミー本体（スキー
マ定義）のリストは，どのタクソノミー本体よりも優先して読み込まれ，DTSの一部と
なります。そのため，リンクベースの <link:loc>要素で参照されているだけでインスタ
ンス文書に <link:schemaRef>要素などの位置情報がないタクソノミー本体の場合でも，
リンクベースより先にタクソノミー本体（スキーマ）を解析できます。

このプロパティは，XBRL2.1の場合でリンクベースの遅延読み込みをするときに，使用
してください。XBRL2.1の場合でリンクベースの遅延読み込みをすると，APIの実行順
序によって読み込むリンクベースおよび DTSの内容が変わってきます。このプロパティ
であらかじめ必要なタクソノミー本体を指定することで，常に一定の結果を得られるよ
うになります。

指定できる XBRLバージョン
2.1

デフォルト値
null

指定できる値
nullまたは任意の文字列

（11） cbrp.parse.DTS.maxDocuments

DTSを構成する文書（タクソノミー本体およびリンクベース）のうち，読み込む文書の
最大文書数を指定します。0が指定された場合には無制限に読み込まれます。このプロパ
ティは，XBRLのバージョンが 2.1の場合だけ使用できます。
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このプロパティで指定する文書数には，cbrp.parse.DTS.ignoringSchemasで DTSに含
めないと指定したタクソノミー本体は含まれません。
cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefsで優先して読み込むように指定したタクソノミー
本体は含まれます。

指定できる XBRLバージョン
2.1

デフォルト値
0

指定できる値
0以上 2147483647（Integer.MAX_VALUE）以下の数字

（12） cbrp.cache.enable

タクソノミー文書のメモリキャッシュをするかどうかを示します。メモリキャッシュを
する場合は true，しない場合は falseを設定します。

この指定は，リンクベースの遅延読み込みが無効の場合（cbrp.parse.delayLoad=false）
だけ有効です。リンクベースの遅延読み込みをする場合は，メモリキャッシュされませ
ん。

指定できる XBRLバージョン
2.0および 2.1

デフォルト値
true

指定できる値
trueまたは false。大文字，小文字は区別しません。

（13） cbrp.cache.maxTaxonomyNum

メモリにキャッシュするタクソノミー文書の最大個数を示します。

この指定はメモリキャッシュをする場合（cbrp.cache.enable=true）だけ有効です。メモ
リキャッシュをしない場合は無視されます。

指定できる XBRLバージョン
2.0および 2.1

デフォルト値
3

指定できる値
1以上 2147483647（Integer.MAX_VALUE）以下の数字
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（14） cbrp.cache.registerErrorDocument

XBRL文書解析時に，エラーが発見された DTSをメモリにキャッシュするかどうかを指
定します。trueの場合にはメモリキャッシュをし，falseの場合にはメモリキャッシュを
しません。

この指定はメモリキャッシュをする場合（cbrp.cache.enable=true）だけ有効です。メモ
リキャッシュをしない場合は無視されます。

指定できる XBRLバージョン
2.0および 2.1

デフォルト値
false

指定できる値
trueまたは false。大文字，小文字は区別しません。

（15） cbrp.parse.validate.full-checking

XBRL文書解析時に，完全な妥当性検証を実施するかどうかを指定します。文書中にサ
イクルの循環がないかなど，XBRL 2.1 Conformance Suite 1.0に完全に準拠しているか
を検証したい場合は trueを指定します。実施しない場合は falseを指定します。

このプロパティは，次の二つのプロパティが指定されている場合だけ有効です。

• cbrp.parse.XBRLVersion=2.1（XBRL文書の規格バージョンが 2.1である）
• cbrp.parse.validate=true（妥当性検証を実施する）

指定できる XBRLバージョン
2.1

デフォルト値
false

指定できる値
trueまたは false。大文字，小文字は区別しません。

（16） cbrp.parse.validate.full-checking.role

インスタンス文書解析時に完全な妥当性検証を実施する場合，各種アークの検証を実施
する拡張リンクの xlink:role属性値を指定します。実施する xlink:role属性値が複数ある
場合には，空白区切りで指定します。指定値が nullの場合は，すべての xlink:role属性
値の検証を実施します。

指定できる XBRLバージョン
2.1
205



4.　アプリケーションの開発
デフォルト値
null

指定できる値
nullまたは任意の文字列

（17） cbrp.parse.validate.full-checking.iso4217

インスタンス文書解析時に完全な妥当性検証を実施する場合，単位の検証に使用する
ISO4217のコードを空白区切りですべて指定します。指定値が nullの場合は，デフォル
トの方法で検証します。

指定できる XBRLバージョン
2.1

デフォルト値
null

指定できる値
nullまたは任意の文字列

（18） cbrp.parse.validate.full-checking.PTVx.location

インスタンス文書解析時に完全な妥当性検証を実施する場合，PTVLIおよび PTVIに対
するスキーマの位置情報を指定します。この位置情報は，PTVLIおよび PTVI作成時に
使用されます。

指定できる XBRLバージョン
2.1

デフォルト値
ptv-2003-12-31.xsd

指定できる値
任意の文字列

（19） cbrp.parse.validate.full-checking.PTVI.rounded-item-value

インスタンス文書解析時に完全な妥当性検証を実施する場合，PTVI作成時の数値アイテ
ム（fractionItemType型を除く）の値を丸めた値とするかどうかを指定します。丸めた
値とする場合は true，インスタンス文書の記述のままとする場合は falseを指定します。
指定値が falseの場合は，インスタンス文書の記述のままになります。

指定できる XBRLバージョン
2.1

デフォルト値
false
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指定できる値
trueまたは false。大文字，小文字は区別しません。

（20） cbrp.parse.validate.full-checking.essence-alias.infer

インスタンス文書解析時に完全な妥当性検証を実施する場合，essence-aliasアークの検
証時にインスタンス文書に存在しないアイテムを再帰的に推測して，検証するかどうか
を指定します。

指定できる XBRLバージョン
2.1

デフォルト値
false

指定できる値
trueまたは false。大文字，小文字は区別しません。

（21） cbrp.parse.validate.full-checking.ignoringZeroPrecision

インスタンス文書解析時に完全な妥当性検証を実施する場合，essence-aliasアークの検
証時や，summation-itemアークの検証時に precision属性値または decimals属性値か
ら推測される精度が "0"となるアイテムを無視するかどうかを指定します。

指定できる XBRLバージョン
2.1

デフォルト値
false

指定できる値
trueまたは false。大文字，小文字は区別しません。

（22） cbrp.parse.validate.frtafris

XBRL文書解析時に FRTA/FRIS検証に必要となる解析を実施するかどうかを指定しま
す。

指定できる XBRLバージョン
2.1

デフォルト値
false

指定できる値
trueまたは false。大文字，小文字は区別しません。
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（23） cbrp.parse.DimensionsVersion

XBRL Dimensions文書の解析時に，読み込む XBRL Dimensions1.0対応文書のバー
ジョンを指定します。このプロパティに 1.0を指定し，かつ cbrp.parse.delayLoad=false
を指定した場合，DRSを生成します。

また，このプロパティは cbrp.parse.XBRLVersion=2.1の場合だけ有効となります。
cbrp.parse.XBRLVersion=2.0の場合，このプロパティは無視されます。

指定できる XBRLバージョン
2.1

デフォルト値
none

指定できる値
noneまたは 1.0

（24） cbrp.parse.validate.dimensions.role

XBRL Dimensions 1.0に準拠したインスタンス文書の解析時に完全な妥当性検証を実施
する場合，検証を実施する拡張リンクの xlink:role属性値を指定します。実施する
xlink:role属性値が複数ある場合は，空白で区切って指定します。その場合，左側に書か
れた xlink:role属性値から順番に検証を実施します。指定値が nullの場合は，すべての
xlink:role属性値の検証を実施します。指定値が nullの場合，順不同で検証を実施しま
す。また，このプロパティは cbrp.parse.XBRLVersion=2.1かつ
cbrp.parse.DimensionsVersion=1.0の場合だけ有効となります。
cbrp.parse.XBRLVersion=2.0または cbrp.parse.DimensionsVersion=noneの場合，こ
のプロパティは無視されます。

指定できる XBRLバージョン
2.1

デフォルト値
null

指定できる値
nullまたは任意の文字列

（25） cbrp.parse.validate.search-schemaRefs-beforehand

インスタンス文書の妥当性検証を実施する場合に，XMLスキーマ検証を実施する前に
<link:schemaRef>要素を検索し，<link:schemaRef>要素の xlink:href属性で示される
タクソノミー本体を検証に使用するスキーマとするかどうかを指定します。

このプロパティの値に trueを指定した場合は，<link:schemaRef>要素の xlink:href属
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性で示されるタクソノミースキーマを検証に使用するスキーマとします。ただし，この
プロパティの値に trueを指定した場合でも，<xbrli:xbrl>要素に xsi:schemaLocation属
性が記述されていたときは，XMLスキーマ検証を実施する前に <link:schemaRef>要素
を検索しません。

このプロパティの値に falseを指定した場合は，XMLスキーマ検証を実施する前に
<link:schemaRef>要素を検索しません。

指定できる XBRLバージョン
2.1

デフォルト値
true

指定できる値
trueまたは false。大文字，小文字は区別しません。

4.16.3　プロパティファイルの記載形式
プロパティファイルは，uCosminexus Business Reporting Processorを使用して作成し
たアプリケーションを実行する場合の，動作を定義するためのファイルです。

ここでは，プロパティファイルの記載形式，格納場所，および記載例について説明しま
す。

（1） 記載形式

プロパティファイルは J2SEのプロパティファイル形式です。次の形式で記述します。

• 記述形式：「 キー =値 」
• 記述例：「 cbrp.trace.level=20 」

コメント行は，空白文字だけの行，または最初の非空白文字が ASCII 文字 # または ! の
場合とします。コメントの記述形式は次のとおりです。

• コメントの記述形式：「 #コメント 」または，「 !コメント 」
• コメントの記述例：「 # CBRP Trace Settings 」

（2） 格納場所

デフォルト値を定義したサンプルのプロパティファイルが，次のフォルダに格納されて
います。

<uCosminexus Business Reporting Processorのインストールフォルダ >¥properties

サンプルのプロパティファイル名は，XBRLのバージョンによって異なります。

• cbrp.properties（XBRL2.0の場合）
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• cbrp.xbrl_2_1.properties（XBRL2.1の場合）

サンプルのプロパティファイルをコピーして記述を変更してください。uCosminexus 
Business Reporting Processorで開発したアプリケーションを実行するときに，プロパ
ティファイルを指定することで，動作を設定できます。

（3） 記載例（XBRL2.0の場合）

XBRL2.0の場合の，プロパティファイルの記載例を次に示します。

（4） 記載例（XBRL2.1の場合）

XBRL2.1の場合の，プロパティファイルの記載例を次に示します。

# Copyright (C) 2008, Hitachi, Ltd.
# uCosminexus Business Reporting Processor Properties
 
# CBRP Trace Settings
# cbrp.trace.fileName       =(FULL PATH prefix)
# cbrp.trace.level          =(0, 10, 20, 30, 40)
# cbrp.trace.maxFileSize    =(4096 - 2147483647)
# cbrp.trace.maxFileSegment =(1 - 16)
 
cbrp.trace.fileName       =c:/tmp/cbrp/log/cbrptrc
cbrp.trace.level          =10
cbrp.trace.maxFileSize    =2097152
cbrp.trace.maxFileSegment =10
 
 
# CBRP Parse Option Settings
# cbrp.parse.validate             =(true , false)
# cbrp.parse.delayLoad            =(true , false)
# cbrp.parse.maxTaxonomyExtension =(0 - 2147483647)
 
cbrp.parse.validate             =true
cbrp.parse.delayLoad            =false
cbrp.parse.maxTaxonomyExtension =2
 
 
# CBRP Cache Settings
# cbrp.cache.enable                =(true , false)
# cbrp.cache.maxTaxonomyNum        =(1 - 2147483647)
 
cbrp.cache.enable                =true
cbrp.cache.maxTaxonomyNum        =3
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# Copyright (C) 2008, Hitachi, Ltd.
# uCosminexus Business Reporting Processor Properties
 
# CBRP Trace Settings
# cbrp.trace.fileName       =(FULL PATH prefix)
# cbrp.trace.level          =(0, 10, 20, 30, 40)
# cbrp.trace.maxFileSize    =(4096 - 2147483647)
# cbrp.trace.maxFileSegment =(1 - 16)
 
cbrp.trace.fileName       =c:/tmp/cbrp/log/cbrptrc
cbrp.trace.level          =10
cbrp.trace.maxFileSize    =2097152
cbrp.trace.maxFileSegment =10
 
 
# CBRP Parse Option Settings
# cbrp.parse.XBRLVersion                            =(2.0, 2.1)
# cbrp.parse.validate                               =(true , false)
# cbrp.parse.validate.search-schemaRefs-beforehand  =(true , false)
# cbrp.parse.delayLoad                              =(true , false)
# cbrp.parse.DTS.ignoringSchemas                    =(targetNamespace)
# cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefs                 =(URI)
# cbrp.parse.DTS.maxDocuments                       =(0 - 2147483647)
 
cbrp.parse.XBRLVersion                              =2.1
cbrp.parse.validate                                 =true
cbrp.parse.validate.search-schemaRefs-beforehand    =true
cbrp.parse.delayLoad                                =false
cbrp.parse.DTS.ignoringSchemas                      =
cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefs                   =
cbrp.parse.DTS.maxDocuments                         =0
 
 
# CBRP Parse Full-Checking Option Settings
# cbrp.parse.validate.full-checking                         =(true, false)
# cbrp.parse.validate.full-checking.role                    =(URI)
# cbrp.parse.validate.full-checking.iso4217                 =(iso4217 code)
# cbrp.parse.validate.full-checking.PTVx.location           =(location)
# cbrp.parse.validate.full-checking.PTVI.rounded-item-value =(true, false)
# cbrp.parse.validate.full-checking.essence-alias.infer     =(true, false)
 
cbrp.parse.validate.full-checking                         =false
cbrp.parse.validate.full-checking.role                    =
cbrp.parse.validate.full-checking.iso4217                 =
cbrp.parse.validate.full-checking.PTVx.location           =ptv-2003-12-31.xsd
cbrp.parse.validate.full-checking.PTVI.rounded-item-value =false
cbrp.parse.validate.full-checking.essence-alias.infer     =false
 
# CBRP Parse FRTA-FRIS Option Settings
# cbrp.parse.validate.frtafris                            =(true, false)
 
cbrp.parse.validate.frtafris                              =false
 
# CBRP Parse Dimensions Option Settings
# cbrp.parse.DimensionsVersion        =(none , 1.0)
# cbrp.parse.validate.dimensions.role =(URI)
 
cbrp.parse.DimensionsVersion        =none
cbrp.parse.validate.dimensions.role =
 
# CBRP Cache Settings
# cbrp.cache.enable                =(true , false)
# cbrp.cache.registerErrorDocument =(true , false)
# cbrp.cache.maxTaxonomyNum        =(1 - 2147483647)
 
cbrp.cache.enable                =true
cbrp.cache.registerErrorDocument =false
cbrp.cache.maxTaxonomyNum        =3
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4.16.4　文字コードの設定
ここでは，文字コードの設定について説明します。

XMLプロセッサは，XML文書の encoding属性に "Shift_JIS"が指定された場合，デ
フォルトの動作では，SJIS(x-sjis-jdk1.1.7)と解釈して UNICODE変換します。このた
め，作成されたW3C DOMでは，Windowsで使用できる文字の一部が UNICODE変換
されなくなり，「？」に文字化けすることがあります。

正確に表示するためには，Windows上で記述された XML文書の encoding属性を
"MS932"または "Windows-31J"に変更してください。

また，XMLプロセッサの設定で，UNICODE変換に用いる変換テーブルを "SJIS"また
は "MS932"に切り替えることもできます。切り替え方法の詳細については，
uCosminexus Application Serverを使用している場合にはマニュアル「Cosminexus 
XML Processor ユーザーズガイド」を，Processing Kit for XMLを使用している場合に
はマニュアル「Processing Kit for XML ユーザーズガイド」を参照してください。

4.16.5　JavaVMのカスタマイズ
規模の大きいタクソノミー文書などを扱う場合は，Java VMの引数に使用するメモリサ
イズを指定する必要があります。

uCosminexus Business Reporting Processorが提供するサンプルアプリケーションを実
行する場合などは，特に指定する必要はありません。

メモリサイズの設定例を次の表に示します。

表 4-54　メモリサイズの設定例

項
番

設定する内容 設定例 備考

1 最小 VMメモリサイズ -Xms256m 任意

2 最大 VMメモリサイズ -Xmx512m 任意
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4.17　トレースログ
uCosminexus Business Reporting Processorでは，トレースログを出力できます。ここ
では，トレースログ出力の設定，およびトレース出力レベルについて説明します。

トレースログ出力の設定
uCosminexus Business Reporting Processorのトレースログを出力するための設定
には，次のプロパティがあります。
• トレースログファイル名
• トレース出力レベル
• トレースログ 1ファイル当たりの最大ファイルサイズ
• トレースログファイルの最大面数

これらのプロパティの詳細，および指定方法については，「4.16　アプリケーション
の実行環境の設定」を参照してください。

トレース出力レベル
トレースログを出力する場合，トレース出力レベルを指定します。出力レベルには，
レベル 0，レベル 10，レベル 20，レベル 30，レベル 40と，5段階のレベルがあり
ます。レベルの数字が大きくなると，より詳細なメッセージが表示されます。
レベル 20以上を指定した場合，各 APIの引数および戻り値の値が，トレースログ
に出力されます。
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5　 取り扱えるXBRL文書とデー
タ型
この章では，uCosminexus Business Reporting Processorで
取り扱える XBRL文書の基本構造，および定義できる要素や
その属性値などについて説明します。また，使用できるデータ
型についても説明します。
なお，文書の構造などは，XBRLのバージョンによって異なり
ます。

5.1　取り扱えるタクソノミー文書（XBRL2.0の場合）

5.2　取り扱えるインスタンス文書（XBRL2.0の場合）

5.3　取り扱えるタクソノミー文書（XBRL2.1の場合）

5.4　取り扱えるインスタンス文書（XBRL2.1の場合）

5.5　取り扱えるデータ型
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5.　取り扱える XBRL文書とデータ型
5.1　取り扱えるタクソノミー文書（XBRL2.0
の場合）

uCosminexus Business Reporting Processorで取り扱えるタクソノミー文書の形式につ
いて説明します。

タクソノミー文書は，次のスキーマ定義に従って記述されている必要があります。

XBRLのスキーマ定義（XBRL2.0の場合）
XBRL Internationalが提供するスキーマ定義です。XBRLのバージョンによって異
なります。
• xbrl-instance.xsd
• xbrl-linkbase.xsd
• xl.xsd
• xlink.xsd

これらのファイルは，XBRL2.0a仕様書に添付されています。

XML Schemaのスキーマ定義
W3Cが提供するスキーマ定義です。
• http://www.w3.org/2001/xml.xsd
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema.xsd
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema.dtd
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema-datatypes.xsd
• http://www.w3.org/2001/datatypes.dtd

5.1.1　タクソノミー文書の基本構造
XBRL2.0の場合の，タクソノミー文書の基本構造を次の図に示します。
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図 5-1　タクソノミー文書の基本構造

5.1.2　エレメント要素（element）
ここでは，XBRL2.0の場合のタクソノミー文書で使用するエレメント要素について説明
します。
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タクソノミー文書では，XMLスキーマの <xsd:element>要素を使用して，インスタンス
文書中に出現できる要素を定義します。エレメント要素では，アイテム型要素，タプル
型要素などを定義します。

uCosminexus Business Reporting Processorは，<xsd:element>要素が <xsd:schema>
要素の子要素として定義されている場合に，エレメント要素を処理します。また，
uCosminexus Business Reporting Processorで扱うタクソノミー文書では属性定義が必
要で，属性に指定する値も条件を満たす必要があります。uCosminexus Business 
Reporting Processorは，必須条件を満たす <xsd:element>要素を処理対象とし，満たさ
ない <xsd:element>要素は無視します。

（1） アイテム型要素（item）

uCosminexus Business Reporting Processorでは，次の条件を満たすアイテム型要素を
使用できます。

表 5-1　エレメント要素の属性（アイテム型要素）

取り扱えるデータ型
uCosminexus Business Reporting Processorは，type属性が XBRLデータ型である
要素宣言を処理できます。認識できないデータ型は，ユーザー独自のデータ型
（ユーザーデータ型）として解釈します。
ユーザーデータ型は，ユーザーが独自に定義する属性のことです。定義した属性は，
XBRL DOMを介して取得できます。定義内容は，スキーマ定義に基づいて検証され
ます。
ユーザーデータ型を XBRLデータ型から派生して作成した場合は，ユーザーデータ
型が数値または非数値データ型かどうかが判断されます。それ以外の場合，ユー
ザーデータ型は文字列として保持・参照されます。
なお，type属性が指定されていない場合，substitutionGroup属性によってアイテ
ム型要素として処理され，ユーザーデータ型と同じくその他（OTHER_ITEM）と
して解釈されます。

項番 属性名 内容 必須条件

1 name 名前属性です。内容は任意です。 必須

2 type データ型属性です。XBRLデータ型またはユーザー独
自のデータ型を使用できます。
詳細は，表下の「取り扱えるデータ型」を参照してく
ださい。

任意

3 substitutionGroup 代替グループ属性です。総称名となる基本要素として
xbrli:itemを記述します。

必須

4 id リンクベースによって関係づけられる場合に必須です。
デフォルトは nullです。

任意

5 xbrli:balance 指定できる値は debitまたは creditです。デフォルト
は nullです。

任意
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取り扱えるユーザーデータ型の詳細については，「5.5　取り扱えるデータ型」を参
照してください。

定義例
アイテム型要素の定義例を次に示します。

（2） タプル型要素（tuple）

uCosminexus Business Reporting Processorでは，次の条件を満たすタプル型要素を使
用できます。

表 5-2　エレメント要素の属性（タプル型要素）

type属性の指定
uCosminexus Business Reporting Processorでは，substitutionGroup属性が
xbrli:tupleの場合，type属性がスキーマ定義どおりであるかを検証します。
type属性が指定されていない場合，substitutionGroup属性によってタプル型要素
として処理されます。また，substitutionGroup属性に xbrli:tupleが指定され，
type属性に xbrli:tupleType以外が指定された場合は，スキーマ検証でエラーとな
ります。

（3） そのほかのエレメント要素

uCosminexus Business Reporting Processorでは，<xsd:schema>の子要素である
<xsd:element>要素を，アイテム型要素またはタプル型要素として一度検証します。

この検証でアイテム型要素またはタプル型要素と認識できない要素の場合，そのほかの
要素として扱います。<xsd:schema>要素の子要素でない <xsd:element>要素や，
<xsd:element>要素に name属性を持たない要素については無視します。

<element id                ="paymentOfdividends.preferredDividends"
         name              ="paymentOfdividends.preferredDividends"
         type              ="xbrli:monetaryItemType"
         substitutionGroup ="xbrli:item"
/>

項番 属性名 内容 必須条件

1 name 名前属性です。内容は任意です。 必須

2 type データ型属性です。xbrli:tupleTypeを記述します。詳
細は，表下の「type属性の指定」を参照してくださ
い。

任意

3 substitutionGroup 代替グループ属性です。総称名となる基本要素として
xbrli:tupleを記述します。

必須

4 id リンクベースによって関係づけられる場合に必須です。
デフォルトは nullです。

任意

5 xbrli:balance 指定できる値は debitまたは creditです。デフォルト
は nullです。

任意
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そのほかの要素として扱う <xsd:element>要素は次のとおりです。

• <xsd:schema>の子要素である <xsd:element>要素
• name属性を持ち，item型または tuple型の条件を満たさない要素
（substitutionGroup属性が xbrli:itemまたは xbrli:tuple以外の要素）

このため，そのほかの要素がリンクベースのトラバース先に指定されている場合でも，
リンクベースを処理できます。

5.1.3　リンクベースへの参照定義
タクソノミー本体からリンクベースへの参照定義には，<link:linkbaseRef>要素を使用
します。

（1） <link:linkbaseRef>要素

uCosminexus Business Reporting Processorは，<xsd:schema>/<xsd:annotation>/
<xsd:appinfo>の下位に記述されている <link:linkbaseRef>要素を処理します。
uCosminexus Business Reporting Processorで扱うタクソノミー文書では属性定義が必
要で，属性に指定する値も条件を満たす必要があります。<xsd:schema>/
<xsd:annotation>/<xsd:appinfo>の下位に記述されている <link:linkbaseRef>要素が必
須条件を満たさない場合は，エラーとして処理を中止します。

タクソノミー文書で必要な <link:linkbaseRef>要素の属性を次の表に示します。

表 5-3　<link:linkbaseRef>要素の属性

xlink:role属性に指定する値
xlink:role属性を指定する場合，リンク種別ごとに異なる推奨値を使用します。

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type simple（単純リンク）固定です。 必須

2 xlink:href 拡張リンク型要素の定義ファイルへの URIまたはローカルなら
ファイル名を記述します。値は任意です。

必須

3 xlink:role リンク種別を意味する文字列です。デフォルトは nullです。詳
細は，表下の「xlink:role属性に指定する値」を参照してくだ
さい。

任意

4 xlink:arcrole http://www.w3.org/1999/xlink/properties/linkbase固定です。
そのほかの値を指定した場合は，文書解析時にエラーになりま
す。

必須

5 xlink:show 指定できる値は，new，replace，embed，other，または none
です。属性を省略できます。

任意

6 xlink:title 任意の文字列を設定します。 任意

7 xlink:actuate onRequest固定です。 必須
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xlink:role属性を省略すると，リンクの読み込み時に読み込む必要がないリンクを読
み込んでしまうため，xlink:role属性を指定することを推奨します。
xlink:role属性のリンク種別ごとの推奨値を次の表に示します。

表 5-4　xlink:role属性のリンク種別ごとの推奨値

uCosminexus Business Reporting Processorでは，この推奨値を用いてリンク種別
を判断します。リンクベースのファイルの内容が目的のリンクと異なる場合は，エ
ラーになります。また，推奨値以外の値を指定した場合もエラーになります。

定義例
ラベルリンクの定義例を次に示します。

5.1.4　リンクベース要素（linkbase）
タクソノミー文書は，インスタンス文書中に出現できる要素宣言のほかに，各要素の関
係を示すリンクベースを記述します。ここでは，XBRL2.0の場合のリンクベースで使用
する要素について説明します。

（1） <link:linkbase>要素

<link:linkbase>要素は，タクソノミー文書で使用される拡張リンク型要素，または
<link:linkbaseRef>要素を記述するためのコンテナ要素として利用します。また，
<link:linkbase>要素は，拡張リンク型要素を別ドキュメントに記述するためのルート要
素です。

<link:linkbase>要素には，xmlns属性や xsi:schemaLocation属性などで，スキーマ検
証で使用するタクソノミー文書を指定する必要があります。

項番 拡張リンク種別 linkbaseRef要素の xlink:role属性の推奨値

1 プレゼンテーションリンク http://www.xbrl.org/linkprops/linkRef/presentation

2 計算リンク http://www.xbrl.org/linkprops/linkRef/calculation

3 定義リンク http://www.xbrl.org/linkprops/linkRef/definition

4 ラベルリンク http://www.xbrl.org/linkprops/linkRef/label

5 リファレンスリンク http://www.xbrl.org/linkprops/linkRef/reference

<schema
：
xmlns:link="http://www.xbrl.org/XLink/xbrllinkbase"
：
<link:linkbaseRef
    xlink:type="simple"・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・固定値
    xlink:href="Sample_XBRL_linkbase_label.xml" ・・・・・・・・・・・・任意(URI)
    xlink:role="http://www.xbrl.org/linkprops/linkRef/label"・・・・・・推奨値
    xlink:arcrole="http://www.w3.org/1999/xlink/properties/linkbase"・・固定値
    xlink:actuate="onRequest" /> ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・固定値
：
</schema>
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（2） 拡張リンク型要素（extend link-type）

タクソノミー文書で使用される拡張リンクのリンクベースは，「5.1.3(1)　
<link:linkbaseRef>要素」の <link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性に記述された
ファイルまたは URIに対応する実体です。

タクソノミー文書に記述するどの拡張リンク型要素にも，次の属性定義が必要です。

表 5-5　拡張リンク型要素の共通属性

XBRL2.0の仕様で定義されていない子要素がタクソノミー文書に記述されている場合，
警告を通知して読み飛ばし，処理を続けます。

拡張リンク型要素は，アーク型要素，ロケータ型要素およびリソース型要素のコンテナ
要素となり，リンク種別ごとに子要素として含むことができる要素が異なります。次に，
関係リンク，ラベルリンクおよびリファレンスリンクで含むことができる要素について
示します。

（a）関係リンク
• プレゼンテーションリンク

<link:presentationLink>要素では，アイテム間の表示順を定義します。
<link:loc>要素と <link:presentationArc>要素を含むことができます。

• 計算リンク
<link:calculationLink>要素では，アイテムの数値データの重み付き加減算式を定義
します。
<link:loc>要素と，<link:calculationArc>要素を含むことができます。

• 定義リンク
<link:definitionLink>要素では，アイテム間の親子関係など，アイテム同士の関係を
定義します。
<link:loc>要素と <link:definitionArc>要素を含むことができます。

（b）ラベルリンク（labelLink）

<link:labelLink>要素では，アイテムの表示名称（ラベル）を定義します。日本語，英
語などさまざまな言語でラベルを記述したり，別名を定義したりします。

<link:loc>要素，<link:label>要素および <link:labelArc>要素を含むことができます。

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type extended（拡張リンク）固定です。 必須

2 xlink:role リンク種別を意味する文字列で，任意の値です。値を指定し
ても，uCosminexus Business Reporting Processorの動作
は変わりません。デフォルトは nullです。

任意

3 xlink:title 任意の文字列を設定します。デフォルトは nullです。 任意
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（c）リファレンスリンク（referenceLink）

<link:referenceLink>要素では，参考文献を定義します。会計概念を定義する根拠と
なっている文献への参照などに用います。

<link:loc>要素，<link:reference>要素および <link:referenceArc>要素を含むことがで
きます。

（3） <link:loc>要素

<link:loc>要素は，拡張リンクでのロケータ型要素で，タクソノミー文書では
<link:calculationLink>要素などの拡張リンク型の子要素です。<link:loc>要素の属性を
次の表に示します。

表 5-6　<link:loc>要素の属性

この形式以外のロケータ型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

（4） <link:label>要素

タクソノミー文書での，リソース型要素の一つで，<link:labelLink>要素の子要素です。
<link:label>要素の属性を次の表に示します。

項
番

属性名 内容 必須条件

1 xlink:type locator固定です。 必須

2 xlink:href XPointerのショートハンドポインタ（Shorthand Pointer）形式
で指定します。記述形式を次に示します。
{URI}#id

URI：参照先ドキュメントの絶対 URIまたは相対 URIで
す。URIは同一ドキュメント内であれば省略できます。
id：参照先ドキュメント内の ID型属性値です。

必須

3 xlink:label NCName型データです。アーク型要素によって参照しているロ
ケータ型要素（<link:loc>）を識別するために必要です。

必須

4 xlink:role ツリー構造の開始点（ルート）を明示的に記述するときなどに
使用します。XBRLでは，ルートとなるロケータ型要素の場合，
次の値を推奨しています。
http://www.xbrl.org/linkprops/locator/root
ただし，この値によるルートを判定しません。そのため，設定
値によって uCosminexus Business Reporting Processorの動作
が変わることはありません。そのほかの値を指定した場合も動
作は変わりません。デフォルトは nullです。

任意

5 xlink:title 任意の値です。デフォルトは nullです。 任意
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表 5-7　<link:label>要素の属性

<link:label>要素には，任意の文字列を要素の値として記述します。

この形式以外のリソース型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

（5） <link:reference>要素

タクソノミー文書での，リソース型要素の一つで，<link:referenceLink>要素の子要素
です。<link:reference>要素の属性を次の表に示します。

表 5-8　<link:reference>要素の属性

<link:reference>要素には，任意の子要素を含むことができます。この任意要素を総称
し，抽象的な要素表現である part（パート）と呼びます。

この形式以外のリソース型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

項番 属性名  内容 必須条件

1 xlink:type resource固定です。 必須

2 xlink:label NCName型データです。アーク型要素によって参照しているリ
ソース型要素（label）を識別するために必要です。同一の値を持
つことが許されます。

必須

3 xlink:role 任意の値です。デフォルトは nullです。この属性値によって，同
一言語であっても用途によって区別できます。
推奨値を次に示します。そのほかの値を指定しても
uCosminexus Business Reporting Processorの動作は変わりませ
ん。
• http://www.xbrl.org/linkprops/label/standard
• http://www.xbrl.org/linkprops/label/total

ただし，この値による用途は判定しません。そのため，設定値に
よって動作が変わることはありません。デフォルトは nullです。

任意

4 xml:lang 任意の言語を特定するために使用します。ISOで定義されている
言語コードである「ja」，「en」などです。

必須

5 xlink:title 任意の値です。デフォルトは nullです。 任意

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type resource固定です。 必須

2 xlink:label NCName型データです。アーク型要素によって参照している
リソース型要素（<link:reference>）を識別するために必要で
す。同一の値を持つことが許されます。

必須

3 xlink:role 任意の値です。デフォルトは nullです。 任意

4 xlink:title 任意の値です。デフォルトは nullです。 任意
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（6） <link:presentationArc>要素

<link:presentationArc>要素は，タクソノミー文書のアーク型要素の一つで，
<link:presentationLink>要素の子要素です。<link:presentationArc>要素の属性を次の
表に示します。

表 5-9　<link:presentationArc>要素の属性

この形式以外のアーク型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

（7） <link:calculationArc>要素

<link:calculationArc>要素は，タクソノミー文書のアーク型要素の一つで，
<link:calculationLink>要素の子要素です。<link:calculationArc>要素の属性を次の表
に示します。

表 5-10　<link:calculationArc>要素の属性

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type arc固定です。 必須

2 xlink:show embedまたは replaceを指定します。 必須

3 xlink:actuate onRequest固定です。 必須

4 xlink:from  NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）
の xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

5 xlink:to NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）
の xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

6 xlink:arcrole 次のどれかの値を指定します。
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/parent-child
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/child-parent
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/dimension-element
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/element-dimension

必須

7 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

8 use optional，prohibitedまたは requiredを指定します。デフォル
トは optionalです。

任意

9 priority use属性の optional，prohibited，requiredの関係に対しての
プライオリティ（優先順位）を指定するための属性です。デ
フォルトは 0です。

任意

10 order 複数の兄弟要素間での表示順序を示す，マイナスでない 10進
数を指定します。デフォルトは 1です。

任意

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type arc固定です。 必須

2 xlink:show embedまたは replaceを指定します。 必須
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この形式以外のアーク型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

（8） <link:definitionArc>要素

<link:definitionArc>要素は，タクソノミー文書のアーク型要素の一つで，
<link:definitionLink>要素の子要素として出現します。<link:definitionArc>要素の属
性を次の表に示します。

表 5-11　<link:definitionArc>要素の属性

3 xlink:actuate onRequest固定です。 必須

4 xlink:from NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）
の xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

5 xlink:to NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）
の xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

6 xlink:arcrole 次のどれかの値を指定します。
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/parent-child
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/child-parent
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/dimension-element
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/element-dimension

必須

7 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

8 use optional，prohibitedまたは requiredを指定します。デフォ
ルトは optionalです。

任意

9 priority use属性の optional，prohibited，requiredの関係に対しての
プライオリティ（優先順位）を指定するための属性です。デ
フォルトは 0です。

任意

10 weight 子要素から親要素に数値を加算するときに，その要素の値に
適用する乗数を示します。値「1.0」はその要素の数値を
100%親要素に加算し，「-1.0」は 100%減算することを表し
ます。

必須

項
番

属性名 内容 必須条件

1 xlink:type arc固定です。 必須

2 xlink:show embedまたは replaceを指定します。 必須

3 xlink:actuate onRequest固定です。 必須

4 xlink:from NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）の
xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

5 xlink:to NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）の
xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

項番 属性名 内容 必須条件
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この形式以外のアーク型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

（9） <link:labelArc>要素

<link:labelArc>要素は，タクソノミー文書のアーク型要素の一つで，<link:labelLink>
要素の子要素です。<link:labelArc>要素の属性を次の表に示します。

表 5-12　<link:labelArc>要素の属性

6 xlink:arcrole 次のどれかの値とします。
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/parent-child
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/child-parent
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/dimension-element
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/element-dimension

必須

7 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

8 use optional，prohibitedまたは requiredを指定します。デフォルト
は optionalです。

任意

9 priority use属性の optional，prohibited，requiredの関係に対してのプラ
イオリティ（優先順位）を指定するための属性です。デフォルトは
0です。

任意

項
番

属性名 内容 必須条件

1 xlink:type arc固定です。 必須

2 xlink:show embedまたは replaceを指定します。 必須

3 xlink:actuate onRequest固定です。 必須

4 xlink:from NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）ま
たはリソース型要素（<link:label>）の xlink:label属性の内容と同
じ値を指定します。

必須

5 xlink:to NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）ま
たはリソース型要素（<link:label>）の xlink:label属性の内容と同
じ値を指定します。

必須

6 xlink:arcrole 次のどちらかの値を指定します。
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/label-element
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/element-label

必須

7 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

8 use optional，prohibitedまたは requiredを指定します。デフォルト
は optionalです。

任意

9 priority use属性の optional，prohibited，および requiredの関係に対し
てのプライオリティ（優先順位）を指定するための属性です。デ
フォルトは 0です。

任意

項
番

属性名 内容 必須条件
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この形式以外のアーク型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

（10） <link:referenceArc>要素

<link:referenceArc>要素は，タクソノミー文書のアーク型要素の一つで，
<link:referenceLink>要素の子要素です。<link:referenceArc>要素の属性を次の表に示
します。

表 5-13　<link:referenceArc>要素の属性

注※　この値を指定した場合，ロケータで指定された URIを返します。

この形式以外のアーク型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

項
番

属性名 内容 必須条件

1 xlink:type arc固定です。 必須

2 xlink:show embedまたは replaceを指定します。 必須

3 xlink:actuate onRequest固定です。 必須

4 xlink:from NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）また
はリソース型要素（<link:reference>）の xlink:label属性の内容と
同じ値を指定します。

必須

5 xlink:to NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）また
はリソース型要素（<link:reference>）の xlink:label属性の内容と
同じ値を指定します。

必須

6 xlink:arcrole 次のどれかの値を指定します。
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/reference-element
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/element-reference
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/actual-element※

• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/element-actual※

必須

7 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

8 use optional，prohibitedまたは requiredを指定します。
デフォルトは optionalです。

任意

9 priority use属性の optional，prohibited，requiredの関係に対してのプラ
イオリティ（優先順位）を指定するための属性です。デフォルトは
0です。

任意
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5.2　取り扱えるインスタンス文書（XBRL2.0
の場合）

uCosminexus Business Reporting Processorで取り扱えるインスタンス文書の形式につ
いて説明します。ここでは，文書の基本構造，および定義できる要素やその属性値など
について説明します。

インスタンス文書は，次のスキーマに従って記述されている必要があります。

• タクソノミー文書（ユーザー定義スキーマ）
• XBRLのスキーマ定義
• XML Schemaのスキーマ定義

XBRLのスキーマ定義および XML Schemaのスキーマ定義の詳細については，「5.1　取
り扱えるタクソノミー文書（XBRL2.0の場合）」を参照してください。

5.2.1　インスタンス文書の基本構造
XBRL2.0の場合の，インスタンス文書の基本構造を次の図に示します。
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図 5-2　インスタンス文書の基本構造

5.2.2　ルート要素（group）
XBRL2.0の仕様では，<xbrli:group>要素はインスタンス文書のルート要素，または任
意の位置に出現できるコンテナ要素として定義されています。
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uCosminexus Business Reporting Processorでは，ルート要素以外の <xbrli:group>要
素は処理対象としません。インスタンス文書中の任意の場所に出現した場合は，無視し
て下位要素（次の子孫要素）を処理します。ただし，W3C DOMからは削除しないため，
出力時には処理したインスタンス文書の構造は変わりません。

5.2.3　アイテム型要素（item）
ここでは，XBRL2.0の場合のアイテム型要素について説明します。

アイテム型要素は，一つの事実やビジネス数量を表します。アイテム型要素は，タクソ
ノミー文書で定義された type属性によって，numericContext属性または
nonNumericContext属性のどちらかが必須となり，共にコンテキスト要素の id属性値
を記述します。

アイテム型要素の検証内容を次の表に示します。

表 5-14　アイテム型要素の検証内容

5.2.4　コンテキスト要素（context）
コンテキスト要素には，エンティティ要素（entity），時期要素（period），単位要素
（unit），およびシナリオ要素（scenario）を定義できます。ここでは，これらのうち，
XBRL2.0の場合の，時期要素および単位要素について説明します。

（1） 時期要素（period）

<xbrli:period>要素は，<xbrli:numericContext>要素，<xbrli:nonNumericContext>要
素の必須要素で，時期または期間を表現するためのコンテナ要素です。子要素を持ち，
属性は持ちません。必須属性は定義されていません。出現位置や出現回数については，
スキーマで保証されます。

<xbrli:period>要素の子要素を次の表に示します。

表 5-15　<xbrli:period>要素の子要素

項番 属性名 検証内容

1 numericContext この属性で参照する要素が <xbrli:numericContext>要素であるかを
検証します。

2 nonNumericContext この属性で参照する要素が <xbrli:nonNumericContext>要素である
かを検証します。

項番 要素名 説明

1 <xbrli:instant> ある特定の時点を示すときに使用し，dateUnion型（XMLの date
型または dateTime型）の値を指定します。

2 <xbrli:forever> 永遠を表現するための要素です。属性，子要素，値があっても無視し
ます。
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この組み合わせのうち項番 3の <xbrli:startDate>要素と <xbrli:endDate>要素の組み合
わせについて，uCosminexus Business Reporting Processorは日時が逆転していないか
どうかをチェックし，エラーを通知します。

（2） 単位要素（unit）

<xbrli:unit>要素は，<xbrli:numericContext>要素の必須要素で，計量に関する標準を
指定します。<xbrli:nonNumericContext>要素ではオプションになります。

<xbrli:unit>要素には，単位を示す ISO4217で既定されている値を使用する必要があり
ます。ただし，uCosminexus Business Reporting Processorでは，<xbrli:unit>要素に
指定された値が，ISO4217で規定されているかどうかチェックしていません。

5.2.5　脚注リンク要素（footnoteLink）
ここでは，XBRL2.0の場合の脚注リンク要素について説明します。

<link:footnoteLink>要素は，インスタンス文書で使用される拡張リンク型要素で，属性
定義が必要です。また，<link:footnoteLink>要素には，ロケータ型要素（loc），脚注リ
ソース型要素（footnote），脚注アーク型要素（footnoteArc）を定義できます。

<link:footnoteLink>要素の属性を次の表に示します。

表 5-16　<link:footnoteLink>要素の属性

（1） ロケータ型要素（loc）

<link:loc>要素は，拡張リンクでのロケータ型要素で，インスタンス文書では

3 <xbrli:startDate>
<xbrli:endDate>

開始日と終了日を示し，期間を表現する形式です。共に，dateUnion
型の値を指定します。

4 <xbrli:startDate>
<xbrli:duration>

<xbrli:startDate>に開始日を指定し，<xbrli:duration>に期間を指
定する形式です。<xbrli:startDate>は dateUnion型で，
<xbrli:duration>要素は duration型の値を指定します。

5 <xbrli:duration>
<xbrli:endDate>

<xbrli:endDate>に終了日を指定し，<xbrli:duration>に期間を指定
する形式です。<xbrli:endDate>は dateUnion型で，
<xbrli:duration>要素は duration型の値を指定します。

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type extended（拡張リンク）固定です。 必須

2 xlink:role リンク種別を意味する文字列です。任意の値を指定します。
デフォルトは nullです。

任意

3 xlink:title 任意の文字列を指定します。デフォルトは nullです。 任意

項番 要素名 説明
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<link:footnoteLink>要素の子要素として出現します。<link:loc>要素の属性を次の表に
示します。

表 5-17　<link:loc>要素の属性

この形式以外のロケータ型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

（2） 脚注リソース型要素（footnote）

<link:footnote>要素は，インスタンス文書のリソース型要素で，<link:footnoteLink>要
素の子要素として出現します。<link:footnote>要素には，任意の文字列を要素の値とし
て記述します。<link:footnote>要素の属性を次の表に示します。

表 5-18　<link:footnote>要素の属性

この形式以外のリソース型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type locator固定です。 必須

2 xlink:href XPointerのショートハンドポインタ（Shorthand 
Pointer）形式とし，次に示す記述形式を使用できます。
{URI}#id

URI：参照先ドキュメントの絶対 URIまたは相対
URIです。URIは同一ドキュメント内であれば省略
できます。
id：参照先ドキュメント内の id属性値です。

必須

3 xlink:label NCName型データです。アーク型要素によって参照して
いるロケータ型要素を識別するために必要です。

必須

4 xlink:role ツリー構造の開始点（ルート）を明示的に記述するときな
どに使用します。XBRLでは，ルートとなるロケータ型要
素の場合，次の値を推奨しています。
http://www.xbrl.org/linkprops/locator/root
ただし，この値によるルートを判定しません。そのため，
設定値によって動作が変わることはありません。デフォル
トは nullです。

任意

5 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type resource固定です。 必須

2 xlink:label NCName型データです。アーク型要素によって参照して
いるリソース型要素（<link:footnote>）を識別するために
必要です。同一の値を持つことが許されます。

必須

3 xlink:role 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

4 xml:lang 任意の言語を特定するために使用します。ISOで定義され
ている言語コードである「ja」,「en」などを指定します。

必須

5 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意
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（3） 脚注アーク型要素（footnoteArc）

<link:footnoteArc>要素は，インスタンス文書のアーク型要素で，<link:footnoteLink>
要素の子要素として出現します。<link:footnoteArc>要素の属性を次の表に示します。

表 5-19　<link:footnoteArc>要素の属性

この形式以外のアーク型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type arc固定です。 必須

2 xlink:show embed，または replaceを指定します。 必須

3 xlink:actuate onRequest固定です。 必須

4 xlink:from NCName型データです。一つのロケータ型要素
（<link:loc>），またはリソース型要素（<link:footnote>）の
xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

5 xlink:to NCName型データです。一つのロケータ型要素
（<link:loc>），またはリソース型要素（<link:footnote>）の
xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

6 xlink:arcrole 次のどちらかの値を指定します。
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/fact-footnote
• http://www.xbrl.org/linkprops/arc/footnote-fact

必須

7 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

8 use optional，prohibited，または requiredを指定します。デ
フォルトは optionalです。

任意

9 priority use属性の optional，prohibited，または requiredの関係
に対してのプライオリティ（優先順位）を指定するための
属性です。デフォルトは 0です。

任意
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5.3　取り扱えるタクソノミー文書（XBRL2.1
の場合）

uCosminexus Business Reporting Processorで取り扱えるタクソノミー文書の形式につ
いて説明します。

タクソノミー文書は，次のスキーマ定義に従って記述されている必要があります。

XBRLのスキーマ定義（XBRL2.1の場合）
XBRL Internationalが提供するスキーマ定義です。XBRLのバージョンによって異
なります。
• http://www.xbrl.org/2003/xbrl-instance-2003-12-31.xsd
• http://www.xbrl.org/2003/xbrl-linkbase-2003-12-31.xsd
• http://www.xbrl.org/2003/xl-2003-12-31.xsd
• http://www.xbrl.org/2003/xlink-2003-12-31.xsd

XML Schemaのスキーマ定義
W3Cが提供するスキーマ定義です。
• http://www.w3.org/2001/xml.xsd
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema.xsd
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema.dtd
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema-datatypes.xsd
• http://www.w3.org/2001/datatypes.dtd

5.3.1　タクソノミー文書の基本構造
XBRL2.1の場合の，タクソノミー文書の基本構造を次の図に示します。
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図 5-3　タクソノミー文書の基本構造

上記の図のうち，拡張型リンク要素の部分（リンクベース）には次があります。

• <link:presentationLink>要素（プレゼンテーションリンク）
• <link:calculationLink>要素（計算リンク）
• <link:definitionLink>要素（定義リンク）
236



5.　取り扱える XBRL文書とデータ型
• <link:labelLink>要素（ラベルリンク）
• <link:referenceLink>要素（リファレンスリンク）

5.3.2　エレメント要素（element）
ここでは，XBRL2.1の場合のタクソノミー文書で使用するエレメント要素について説明
します。

タクソノミー文書では，XMLスキーマの <xsd:element>要素を使用して，インスタンス
文書中に出現できる要素を定義します。エレメント要素では，アイテム型要素，タプル
型要素などを定義します。

uCosminexus Business Reporting Processorは，<xsd:element>要素が <xsd:schema>
要素の子要素として定義されている場合に，エレメント要素を処理します。また，
uCosminexus Business Reporting Processorで扱うタクソノミー文書では属性定義が必
要で，属性に指定する値も条件を満たす必要があります。uCosminexus Business 
Reporting Processorは，必須条件を満たす <xsd:element>要素を処理対象とし，満たさ
ない <xsd:element>要素は無視します。

（1） アイテム型要素（item）

uCosminexus Business Reporting Processorでは，次の条件を満たすアイテム型要素を
使用できます。

表 5-20　エレメント要素の属性（アイテム型要素）

項番 属性名 内容 必須条件

1 name 名前属性です。内容は任意です。 必須

2 type データ型属性です。XBRLデータ型またはユーザー独
自のデータ型を使用できます。
詳細は，表下の「取り扱えるデータ型」を参照してく
ださい。

任意

3 substitutionGroup 代替グループ属性です。総称名となる基本要素として
xbrli:itemを記述します。

必須

4 id リンクベースによって関係づけられる場合で，かつ
xlink:href属性値によっては必須です。デフォルトは
nullです。

任意

5 nillable インスタンス文書で，xsi:nil属性を使用してニル
（nil）であることを宣言できるかどうかを指定します。
宣言する場合，trueを指定します。指定できる値は，
trueまたは falseです。
デフォルトは falseです。

任意

6 xbrli:periodType 指定できる値は instantまたは durationです。 必須

7 xbrli:balance 指定できる値は debitまたは creditです。デフォルト
は nullです。

任意
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取り扱えるデータ型
uCosminexus Business Reporting Processorは，type属性が XBRLデータ型である
要素宣言を処理できます。認識できないデータ型は，ユーザー独自のデータ型
（ユーザーデータ型）として解釈します。
ユーザーデータ型は，ユーザーが独自に定義する属性のことです。定義した属性は，
XBRL DOMを介して取得できます。定義内容は，スキーマ定義に基づいて検証され
ます。
ユーザーデータ型を XBRLデータ型から派生して作成した場合は，ユーザーデータ
型が数値または非数値データ型かどうかが判断されます。それ以外の場合，ユー
ザーデータ型は文字列として保持・参照されます。XBRL2.1の場合は，派生元の
データ型を取得することもできます。
なお，type属性が指定されていない場合，substitutionGroup属性によってアイテ
ム型要素として処理され，ユーザーデータ型と同じくその他（OTHER_ITEM）と
して解釈されます。
取り扱えるユーザーデータ型の詳細については，「5.5　取り扱えるデータ型」を参
照してください。

（2） タプル型要素（tuple）

uCosminexus Business Reporting Processorでは，次の条件を満たすタプル型要素を使
用できます。

表 5-21　エレメント要素の属性（タプル型要素）

type属性の指定
uCosminexus Business Reporting Processorでは，substitutionGroup属性が

項番 属性名 内容 必須条件

1 name 名前属性です。内容は任意です。 必須

2 type データ型属性です。xbrli:tupleTypeを記述します。詳
細は，表下の「type属性の指定」を参照してくださ
い。

任意

3 substitutionGroup 代替グループ属性です。総称名となる基本要素として
xbrli:tupleを記述します。

必須

4 nillable インスタンス文書で，xsi:nil属性を使用してニル
（nil）であることを宣言できるかどうかを指定します。
宣言する場合，trueを指定します。指定できる値は，
trueまたは falseです。
デフォルトは falseです。

任意

5 id リンクベースによって関係づけられる場合で，かつ
xlink:href属性値によっては必須です。デフォルトは
nullです。

任意

6 xbrli:balance 指定できる値は debitまたは creditです。デフォルト
は nullです。

任意
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xbrli:tupleの場合，type属性がスキーマ定義どおりであるかを検証します。

なお，タクソノミー文書に対して通常の検証を実行した場合，タプル定義については次
の内容を検証します。

• タプルが xbrli:tupleから派生していること
• タプルを宣言する要素に，xbrli:periodType属性と xbrli:balance属性が含まれていな
いこと

さらに，完全な妥当性検証を実行すれば，次の内容も検証できます。

• タプルが混合内容または単純な内容を持たないこと
例えば，次のような宣言はエラーとなる。
<xsd:complexContent mixed="true">

• タプルの子孫要素に anonymous型（匿名）宣言を含まないこと
• タプル内要素の宣言が，xbrli:itemまたは xbrli:tupleから派生した要素のグローバル
要素であること
例えば次の場合，element要素が ref属性で参照されていないのでエラーとなる。
<xsd:element name="managementName" type="xbrli:tokenItemType"/>

（3） ハイパーキューブ型要素（hypercube）（XBRL Dimensions1.0の場
合）

uCosminexus Business Reporting Processorでは，次の条件を満たすハイパーキューブ
型要素を使用できます。

表 5-22　エレメント要素の属性（ハイパーキューブ型要素）

項番 属性名 内容 必須条件

1 abstract trueを指定します。 必須

2 name 名前属性です。内容は任意です。 必須

3 type データ型属性です。XBRLデータ型またはユーザー独
自のデータ型を使用できます。
取り扱えるデータ型については，「5.3.2(1)　アイテム
型要素（item）」を参照してください。

任意

4 substitutionGroup 代替グループ属性です。総称名となる基本要素として
xbrldt:hypercubeItemを記述します。

必須

5 id リンクベースによって関係づけられる場合で，かつ
xlink:href属性値によっては必須です。デフォルトは
nullです。

任意

6 nillable インスタンス文書で，xsi:nil属性を使用してニル
（nil）であることを宣言できるかどうかを指定します。
宣言する場合，trueを指定します。指定できる値は，
trueまたは falseです。
デフォルトは falseです。

任意

7 xbrli:periodType 指定できる値は instantまたは durationです。 必須
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（4） ディメンジョン型要素（dimension）（XBRL Dimensions1.0の場合）

uCosminexus Business Reporting Processorでは，次の条件を満たすディメンジョン型
要素を使用できます。

表 5-23　エレメント要素の属性（ディメンジョン型要素）

（5） そのほかのエレメント要素

uCosminexus Business Reporting Processorでは，<xsd:schema>の子要素である
<xsd:element>要素を，アイテム型要素またはタプル型要素として一度検証します。

この検証でアイテム型要素またはタプル型要素と認識できない要素の場合，そのほかの
要素として扱います。<xsd:schema>要素の子要素でない <xsd:element>要素や，

8 xbrli:balance 指定できる値は debitまたは creditです。デフォルト
は nullです。

任意

項番 属性名 内容 必須条件

1 abstract trueを指定します。 必須

2 name 名前属性です。内容は任意です。 必須

3 type データ型属性です。XBRLデータ型またはユー
ザー独自のデータ型を使用できます。
取り扱えるデータ型については，「5.3.2(1)　アイ
テム型要素（item）」を参照してください。

任意

4 substitutionGroup 代替グループ属性です。総称名となる基本要素と
して xbrldt:dimensionItemを記述します。

必須

5 id リンクベースによって関係づけられる場合で，か
つ xlink:href属性値によっては必須です。デフォ
ルトは nullです。

任意

6 nillable インスタンス文書で，xsi:nil属性を使用してニル
（nil）であることを宣言できるかどうかを指定しま
す。宣言する場合，trueを指定します。指定でき
る値は，trueまたは falseです。
デフォルトは falseです。

任意

7 xbrli:periodType 指定できる値は instantまたは durationです。 必須

8 xbrli:balance 指定できる値は debitまたは creditです。デフォ
ルトは nullです。

任意

9 xbrldt:typedDomainRef XPointer式を指定します。
Typed Dimensionの場合，必ずこの属性を指定し
てください。この属性の指定がない場合は，
Explicit Dimensionとして認識されます。
なお，Typed Dimensionの内容は，グローバルな
要素宣言として定義してください。

任意

項番 属性名 内容 必須条件
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<xsd:element>要素に name属性を持たない要素については無視します。

そのほかの要素として扱う <xsd:element>要素は次のとおりです。

• <xsd:schema>の子要素である <xsd:element>要素
• name属性を持ち，item型または tuple型の条件を満たさない要素
（substitutionGroup属性が xbrli:itemまたは xbrli:tuple以外の要素）

このため，そのほかの要素がリンクベースのトラバース先に指定されている場合でも，
リンクベースを処理できます。

5.3.3　カスタムロール，カスタムアークロール
XBRL2.1では，カスタムロールおよびカスタムアークロールを定義できます。

カスタムロールやカスタムアークロールを使用すると，リンクの役割を定義するための
要素であるロールやアークロールを独自に定義できます。カスタムロールの定義には
<link:roleType>要素を，カスタムアークロールの定義には <link:arcroleType>要素を使
用します。

（1） カスタムロール（roleType）

<link:roleType>要素では，xlink:role属性に記述できる URI（カスタムロール）と，こ
のカスタムロールを使用できる要素を定義します。

uCosminexus Business Reporting Processorは，<xsd:schema>/<xsd:annotation>/
<xsd:appinfo>の下位に記述されている <link:roleType>要素を処理します。

<link:roleType>要素の属性を次の表に示します。

表 5-24　<link:roleType>要素の属性

<link:roleType>要素の子要素には，<link:definition>要素と <link:usedOn>要素があ
ります。

• <link:definition>要素
<link:roleType>要素の説明を記述します。uCosminexus Business Reporting 
Processorでは，この要素は処理されません。また，XBRL DOMで操作する APIも
ありません。

項番 属性名 内容 必須条件

1 roleURI ロールを表す URIです。任意の URIを指定できます。空
文字列は指定できません。

必須

2 id ID型の値です。インスタンス文書またはリンクベースの
<link:roleRef>要素によって関係づけられる場合で，
xlink:href属性値によっては必須です。デフォルトは null
です。

任意
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• <link:usedOn>要素
この要素は属性を持ちません。この要素の内容は xsd:QName型データです。
この要素には，カスタムロールを使用する要素名を記述します。例えば，
<link:labelLink>要素の xlink:role属性で使用する場合は，link:labelLinkとなりま
す。
<link:usedOn>要素は，<link:roleType>要素の子要素として複数定義できます。し
かし，同じ値を持つ要素の二重定義はできません。

（2） カスタムアークロール（arcroleType）

<link:arcroleType>要素では，xlink:arcrole属性に記述できる URI（カスタムアーク
ロール）と，このカスタムアークロールを使用できる要素を定義します。

uCosminexus Business Reporting Processorは，<xsd:schema>/<xsd:annotation>/
<xsd:appinfo>の下位に記述されている <link:arcroleType>要素を処理します。

<link:arcroleType>要素の属性を次の表に示します。

表 5-25　<link:arcroleType>要素の属性

<link:arcroleType>要素の子要素には，<link:definition>要素と <link:usedOn>要素が
あります。

• <link:definition>要素
<link:arcroleType>要素の説明を記述します。uCosminexus Business Reporting 
Processorでは，この要素は処理されません。また，XBRL DOMでこの要素を操作す
る APIもありません。

• <link:usedOn>要素
この要素は属性を持ちません。この要素の内容は xsd:QName型データです。
この要素には，カスタムアークロールを使用する要素名を記述します。例えば，
<link:labelArc>要素の xlink:arcrole属性で使用する場合は，link:labelArcとなりま
す。
<link:usedOn>要素は，<link:arcroleType>要素の子要素として複数定義できます。
しかし，同じ値を持つ要素の二重定義はできません。

項番 属性名 内容 必須条件

1 arcroleURI カスタムアークロールを表す URIです。任意の URIを指
定できます。空文字列は指定できません。

必須

2 cyclesAllowe
d

リンクのネットワークで許可されるサイクルのタイプを指
定します。指定できる値は，any，undirected，または
noneです。

必須

3 id ID型の値です。インスタンス文書またはリンクベースの
<link:arcroleRef>要素によって関係づけられる場合で，
xlink:href属性値によっては必須です。デフォルトは null
です。

任意
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5.3.4　リンクベースへの参照定義
タクソノミー本体からリンクベースへの参照定義には，<link:linkbaseRef>要素を使用
します。

（1） <link:linkbaseRef>要素

uCosminexus Business Reporting Processorは，<xsd:schema>/<xsd:annotation>/
<xsd:appinfo>の下位に記述されている <link:linkbaseRef>要素を処理します。

uCosminexus Business Reporting Processorで扱うタクソノミー文書では，次に示す属
性定義が必要です。

表 5-26　<link:linkbaseRef>要素の属性

出現位置に記述され処理対象となった <link:linkbaseRef>要素が，この表で説明した属
性の必須条件を満たしていない場合は，エラーとなり処理が中止されます。

xlink:role属性に指定する値
xlink:role属性を指定する場合，リンク種別ごとに異なる標準値を使用します。
xlink:role属性のリンク種別ごとの標準値を次の表に示します。

表 5-27　xlink:role属性のリンク種別ごとの標準値

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type simple（単純リンク）固定です。 必須

2 xlink:href 拡張リンク型要素の定義ファイルへの URIまたはローカルなら
ファイル名を記述します。URIのフラグメントには XPointer
式を記述できます。値は任意です。

必須

3 xlink:role リンク種別を意味する文字列です。空文字列は指定できません。
デフォルトは nullです。詳細は，表下の「xlink:role属性に指
定する値」を参照してください。

任意

4 xlink:arcrole http://www.w3.org/1999/xlink/properties/linkbase固定です。
そのほかの値を指定した場合は，文書解析時にエラーになりま
す。

必須

5 xlink:actuate 指定できる値は，onLoad，onRequest，other，または noneで
す。属性を省略できます。

任意

6 xlink:show 指定できる値は，new，replace，embed，other，または none
です。属性を省略できます。

任意

7 xlink:title 任意の文字列を設定します。 任意

8 xml:base 基底 URIを指定します。デフォルトは nullです。 任意

項番 拡張リンク種別 linkbaseRef要素の xlink:role属性の標準値

1 プレゼンテーションリンク http://www.xbrl.org/2003/role/presentationLinkbaseRef

2 計算リンク http://www.xbrl.org/2003/role/calculationLinkbaseRef
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uCosminexus Business Reporting Processorでは，この標準値を用いてリンク種別
を判断します。xlink:role属性が省略されていた場合は，リンク先をトラバースして
解析し，既存の拡張リンクであれば DTSに含めます。任意の値の場合は，警告と出
力してトラバースしません。

5.3.5　リンクベース要素（linkbase）
タクソノミー文書は，インスタンス文書中に出現できる要素宣言のほかに，各要素の関
係を示すリンクベースを記述します。ここでは，XBRL2.1の場合のリンクベースで使用
する要素について説明します。

（1） <link:linkbase>要素

<link:linkbase>要素は，タクソノミー文書で使用される拡張リンク型要素などを記述す
るためのコンテナ要素として利用します。なお，XBRL2.1では，<link:linkbaseRef>要
素を記述できません。

<link:linkbase>要素が文書のルート要素となる場合には，xmlns属性や
xsi:schemaLocation属性などで，スキーマ検証で使用するタクソノミー文書を指定する
必要があります。また，タクソノミー本体に <link:linkbase>要素を記述することもでき
ます。タクソノミー本体に記述する場合には，<xsd:schema>/<xsd:annotation>/
<xsd:appinfo>の下に記述された <link:linkbase>要素を処理します。

<link:linkbase>要素の属性を次の表に示します。

表 5-28　<link:linkbase>要素の属性

（2） <link:documentation>要素

uCosminexus Business Reporting Processorでは，この要素は処理されません。また，
XBRL DOMでこの要素を操作する APIもありません。

3 定義リンク http://www.xbrl.org/2003/role/definitionLinkbaseRef

4 ラベルリンク http://www.xbrl.org/2003/role/labelLinkbaseRef

5 リファレンスリンク http://www.xbrl.org/2003/role/referenceLinkbaseRef

6 任意 任意の拡張リンク型要素

項番 属性名 内容 必須条件

1 id ID型の値です。<link:linkbaseRef>要素によって関係づけ
られる場合で，xlink:href属性値によっては必須です。

任意

2 xml:base 基底 URIを指定します。 任意

項番 拡張リンク種別 linkbaseRef要素の xlink:role属性の標準値
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（3） カスタムロール，カスタムアークロールへの参照定義

リンクベースでは，カスタムロール，カスタムアークロールを参照できます。カスタム
ロールへの参照には <link:roleRef>要素を，カスタムアークロールへの参照には
<link:arcroleRef>要素を使用します。

（a）<link:roleRef>要素

<link:roleRef>要素は，XBRL2.1で新しく追加された要素です。単純リンク型の要素で
あり，リンクベース内の各要素の xlink:role属性値で使用できるカスタムロールを参照
するために使用します。

uCosminexus Business Reporting Processorは，<link:linkbase>下に記述されている
<link:roleRef>要素を処理します。<link:roleRef>要素で参照されるタクソノミー本体は
DTSに含まれます。また，そのタクソノミー本体で，<xsd:import>要素および
<xsd:include>要素で取り込まれるタクソノミー本体も，すべて DTSに含まれます。

uCosminexus Business Reporting Processorでは，次の条件を満たす <link:roleRef>要
素を使用できます。

表 5-29　<link:roleRef>要素の属性

（b）<link:arcroleRef>要素

<link:arcroleRef>要素は，XBRL2.1で新しく追加された要素です。単純リンク型の要素
であり，リンクベース内の各要素の xlink:arcrole属性値で使用できるカスタムアーク

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type simple（単純リンク）固定です。 必須

2 xlink:href カスタムロール定義（<link:roleType>要素）への参照
URIを記述します。URIのフラグメントには，
XPointer式を記述できます。任意の値を指定できま
す。

必須

3 xlink:role リンク種別を意味する URIです。空文字列は指定でき
ません。

任意

4 xlink:arcrole 任意のURIです。空文字列は指定できません。 任意

5 xlink:actuate 指定できる値は，onLoad，onRequest，other，または
noneです。属性を省略できます。

任意

6 xlink:show 指定できる値は，new，replace，embed，other，また
は noneです。属性を省略できます。

任意

7 xlink:title 任意の文字列を指定します。 任意

8 xml:base 基底 URIを指定します。デフォルトは nullです。 任意

9 roleURI 参照するカスタムロール定義のカスタムロールの値
（<link:roleType>要素の roleURI属性値）を指定しま
す。

必須
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ロールを参照するために使用します。

uCosminexus Business Reporting Processorは，<link:linkbase>下に記述されている
<link:linkbaseRef>要素を処理します。<link:arcroleRef>要素で参照されるタクソノ
ミー本体は DTSに含まれます。また，そのタクソノミー本体で，<xsd:import>要素お
よび <xsd:include>要素で取り込まれるタクソノミー本体も，すべて DTSに含まれま
す。

uCosminexus Business Reporting Processorでは，次の条件を満たす <link:arcroleRef>
要素を使用できます。

表 5-30　<link:arcroleRef>要素の属性

（4） 拡張リンク型要素（extend link-type）

タクソノミー文書で使用される拡張リンクのリンクベースは，「5.3.4(1)　
<link:linkbaseRef>要素」の xlink:href属性に記述されたファイルまたは URIに対応す
る実体です。

uCosminexus Business Reporting Processorでは，<link:linkbase>要素の子要素として
記述された拡張リンク型要素を処理します。また，タクソノミー文書に記述するどの拡
張リンク型要素にも，次の属性定義が必要です。

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type simple（単純リンク）固定です。 必須

2 xlink:href カスタムアークロール定義（<link:arcroleType>要素）
への参照 URIを記述します。URIのフラグメントに
は，XPointer式を記述できます。任意の値を指定でき
ます。

必須

3 xlink:role リンク種別を意味する URIです。空文字列は指定でき
ません。

任意

4 xlink:arcrole 任意の URIです。空文字列は指定できません。 任意

5 xlink:actuate 指定できる値は，onLoad，onRequest，other，または
noneです。属性を省略できます。

任意

6 xlink:show 指定できる値は，new，replace，embed，other，また
は noneです。属性を省略できます。

任意

7 xlink:title 任意の文字列を指定します。 任意

8 xml:base 基底 URIを指定します。デフォルトは nullです。 任意

9 arcroleURI 参照するカスタムアークロール定義のカスタムアーク
ロールの値（<link:arcroleType>要素の arcroleURI属
性値）を指定します。

必須
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表 5-31　拡張リンク型要素の共通属性

拡張リンク型要素は，アーク型要素，ロケータ型要素およびリソース型要素のコンテナ
要素となり，リンク種別ごとに子要素として含むことができる要素が異なります。

次に，関係リンク，ラベルリンクおよびリファレンスリンクで含むことができる要素に
ついて示します。

（a）関係リンク

関係リンクで含むことができる要素について示します。なお，完全な妥当性検証では，
関係ネットワーク上でリンクが循環していないかを検証できます。詳細については
「2.3.2(6)　関係ネットワーク上のサイクルの検証【完全な妥当性検証の場合だけ有効】」
を参照してください。

• プレゼンテーションリンク
<link:presentationLink>要素では，アイテム間の表示順を定義します。
<link:documentation>要素，<xl:title>要素，<link:loc>要素，および
<link:presentationArc>要素を含むことができます。

• 計算リンク
<link:calculationLink>要素では，アイテムの数値データの重み付き加減算式を定義
します。
<link:documentation>要素，<xl:title>要素，<link:loc>要素，および
<link:calculationArc>要素を含むことができます。

• 定義リンク
<link:definitionLink>要素では，アイテム間の親子関係など，アイテム同士の関係を
定義します。
<link:documentation>要素，<xl:title>要素，<link:loc>要素，および
<link:definitionArc>要素を含むことができます。

（b）ラベルリンク（labelLink）

<link:labelLink>要素では，アイテムの表示名称（ラベル）を定義します。日本語，英
語などさまざまな言語でラベルを記述したり，別名を定義したりします。

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type extended（拡張リンク）固定です。 必須

2 xlink:role リンク種別を意味する文字列です。空文字列は指定できませ
ん。
標準値は http://www.xbrl.org/2003/role/linkです。

必須

3 xlink:title 任意の文字列を設定します。デフォルトは nullです。 任意

4 id ID型の値です。<link:linkbaseRef>要素によって関係づけ
られる場合で，xlink:href属性値によっては必須です。デ
フォルトは nullです。

任意

5 xml:base 基底 URIを指定します。デフォルトは nullです。 任意
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<link:documentation>要素，<xl:title>要素，<link:loc>要素，<link:label>要素，およ
び <link:labelArc>要素を含むことができます。

（c）リファレンスリンク（referenceLink）

<link:referenceLink>要素では，参考文献を定義します。会計概念を定義する根拠と
なっている文献への参照などに用います。

<link:documentation>要素，<xl:title>要素，<link:loc>要素，<link:reference>要素，
および <link:referenceArc>要素を含むことができます。

（5） <link:documentation>要素

拡張リンク型要素の子要素です。uCosminexus Business Reporting Processorでは，こ
の要素は処理されません。また，XBRL DOMでこの要素を操作する APIもありません。

（6） <xl:title>要素

拡張リンク型要素の子要素です。uCosminexus Business Reporting Processorでは，こ
の要素は処理されません。また，XBRL DOMでこの要素を操作する APIもありません。

（7） <link:loc>要素

<link:loc>要素は，拡張リンクでのロケータ型要素で，タクソノミー文書では
<link:calculationLink>要素などの拡張リンク型の子要素です。<link:loc>要素の属性を
次の表に示します。

表 5-32　<link:loc>要素の属性

この形式以外のロケータ型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

項
番

属性名 内容 必須条件

1 xlink:type locator固定です。 必須

2 xlink:href アイテム型要素，タプル型要素，またはリソース型要素への参
照 URIを記述します。任意の値を指定できます。また，URIの
フラグメントには，XPointer式を記述できます。
XPointer形式は，ショートハンドポインタ（Shorthand 
Pointer）形式，または XPointer element() schemeです。

必須

3 xlink:label NCName型データです。アーク型要素によって参照しているロ
ケータ型要素（<link:loc>）を識別するために必要です。

必須

4 xlink:role 任意の URIです。<link:roleType>要素との関連はありません。
デフォルトは nullです。

任意

5 xlink:title 任意の値です。デフォルトは nullです。 任意
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（8） <link:label>要素

タクソノミー文書での，リソース型要素の一つで，<link:labelLink>要素の子要素です。
<link:label>要素の属性を次の表に示します。

表 5-33　<link:label>要素の属性

<link:label>要素には，任意の文字列を要素の値として記述します。また，この形式以外
のリソース型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

xlink:role属性に指定する値
<link:label>要素の xlink:role属性の標準値を次に示します。
• http://www.xbrl.org/2003/role/label
• http://www.xbrl.org/2003/role/terseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/verboseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/positiveLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/positiveTerseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/positiveVerboseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/negativeLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/negativeTerseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/negativeVerboseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/zeroLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/zeroTerseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/zeroVerboseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/totalLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/periodStartLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/periodEndLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/documentation
• http://www.xbrl.org/2003/role/definitionGuidance

項番 属性名  内容 必須条件

1 xlink:type resource固定です。 必須

2 xlink:label NCName型データです。アーク型要素によって参照しているリ
ソース型要素（label）を識別するために必要です。同一の値を持
つことが許されます。

必須

3 xlink:role カスタムロール値または標準値を指定します。デフォルトは null
です。標準値については，表下の「xlink:role属性に指定する値」
を参照してください。

任意

4 xml:lang 任意の言語を特定するために使用します。ISOで定義されている
言語コードである「ja」，「en」などです。

必須

5 xlink:title 任意の値です。デフォルトは nullです。 任意

6 id ID型の値です。デフォルトは nullです。 任意
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• http://www.xbrl.org/2003/role/disclosureGuidance
• http://www.xbrl.org/2003/role/presentationGuidance
• http://www.xbrl.org/2003/role/measurementGuidance
• http://www.xbrl.org/2003/role/commentaryGuidance
• http://www.xbrl.org/2003/role/exampleGuidance

（9） <link:reference>要素

タクソノミー文書での，リソース型要素の一つで，<link:referenceLink>要素の子要素
です。<link:reference>要素の属性を次の表に示します。

表 5-34　<link:reference>要素の属性

<link:reference>要素には，任意の子要素を含むことができます。この任意要素を総称
し，抽象的な要素表現である part（パート）と呼びます。

この形式以外のリソース型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

xlink:role属性に指定する値
<link:reference>要素の xlink:role属性の標準値を次に示します。
• http://www.xbrl.org/2003/role/reference
• http://www.xbrl.org/2003/role/definitionRef
• http://www.xbrl.org/2003/role/disclosureRef
• http://www.xbrl.org/2003/role/mandatoryDisclosureRef
• http://www.xbrl.org/2003/role/recommendedDisclosureRef
• http://www.xbrl.org/2003/role/unspecifiedDisclosureRef
• http://www.xbrl.org/2003/role/presentationRef
• http://www.xbrl.org/2003/role/measurementRef
• http://www.xbrl.org/2003/role/commentaryRef
• http://www.xbrl.org/2003/role/exampleRef

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type resource固定です。 必須

2 xlink:label NCName型データです。アーク型要素によって参照している
リソース型要素（<link:reference>）を識別するために必要で
す。同一の値を持つことが許されます。

必須

3 xlink:role カスタムロール値または標準値を指定します。デフォルトは
nullです。標準値については，表下の「xlink:role属性に指定
する値」を参照してください。

任意

4 xlink:title 任意の値です。デフォルトは nullです。 任意

5 id ID型の値です。デフォルトは nullです。 任意
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（10） <link:presentationArc>要素

<link:presentationArc>要素は，タクソノミー文書のアーク型要素の一つで，
<link:presentationLink>要素の子要素です。<link:presentationArc>要素の属性を次の
表に示します。

表 5-35　<link:presentationArc>要素の属性

この形式以外のアーク型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

（11） <link:calculationArc>要素

<link:calculationArc>要素は，タクソノミー文書のアーク型要素の一つで，
<link:calculationLink>要素の子要素です。<link:calculationArc>要素の属性を次の表
に示します。

表 5-36　<link:calculationArc>要素の属性

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type arc固定です。 必須

2 xlink:show 指定できる値は，new，replace，embed，other，または none
です。属性を省略できます。

任意

3 xlink:actuate 指定できる値は，onLoad，onRequest，other，または none
です。属性を省略できます。

任意

4 xlink:from NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）
の xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

5 xlink:to NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）
の xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

6 xlink:arcrole カスタムアークロール値または標準値を指定します。
標準値は http://www.xbrl.org/2003/arcrole/parent-childです。

必須

7 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

8 use optionalまたは prohibitedを指定します。デフォルトは
optionalです。

任意

9 priority use属性の optionalまたは prohibitedの関係に対してのプラ
イオリティ（優先順位）を指定するための属性です。デフォル
トは 0です。

任意

10 order 複数の兄弟要素間での表示順序を示す 10進数を指定します。
デフォルトは 1です。

任意

11 preferredLabe
l

任意の URIを指定します。デフォルトは nullです。 任意

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type arc固定です。 必須
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この形式以外のアーク型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

（12） <link:definitionArc>要素

<link:definitionArc>要素は，タクソノミー文書のアーク型要素の一つで，
<link:definitionLink>要素の子要素として出現します。<link:definitionArc>要素の属
性を次の表に示します。

表 5-37　<link:definitionArc>要素の属性

2 xlink:show 指定できる値は，new，replace，embed，other，または
noneです。属性を省略できます。

任意

3 xlink:actuate 指定できる値は，onLoad，onRequest，other，または none
です。属性を省略できます。

任意

4 xlink:from NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）
の xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

5 xlink:to NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）
の xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

6 xlink:arcrole カスタムアークロール値または標準値を指定します。
標準値は http://www.xbrl.org/2003/arcrole/summation-item
です。

必須

7 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

8 use optionalまたは prohibitedを指定します。デフォルトは
optionalです。

任意

9 priority use属性の optionalまたは prohibitedの関係に対してのプラ
イオリティ（優先順位）を指定するための属性です。デフォ
ルトは 0です。

任意

10 order 複数の兄弟要素間での表示順序を示す 10進数を指定します。
デフォルトは 1です。

任意

11 weight 子要素から親要素に数値を加算するときに，その要素の値に
適用する乗数を示します。値「1.0」はその要素の数値を
100%親要素に加算し，「-1.0」は 100%減算することを表し
ます。0は指定できません。

必須

項
番

属性名 内容 必須条
件

1 xlink:type arc固定です。 必須

2 xlink:show 指定できる値は，new，replace，embed，other，または
noneです。属性を省略できます。

任意

3 xlink:actuate 指定できる値は，onLoad，onRequest，other，または
noneです。属性を省略できます。

任意

項番 属性名 内容 必須条件
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この形式以外のアーク型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。
注※　XBRL Dimensions1.0の場合だけ指定できます。また，xlink:arcrole属性値に指定した値に
よってこの属性が解析対象となるかどうか，およびこの属性の指定が必須になるか任意になるかど
うかが異なります。xlink:arcrole属性値と <link:definitionArc>要素の属性の関係を次の表に示し
ます。

表 5-38　xlink:arcrole属性値と <link:definitionArc>要素の属性の関係

4 xlink:from NCName型データです。一つのロケータ型要素
（<link:loc>）の xlink:label属性の内容と同じ値を指定しま
す。

必須

5 xlink:to NCName型データです。一つのロケータ型要素
（<link:loc>）の xlink:label属性の内容と同じ値を指定しま
す。

必須

6 xlink:arcrole カスタムアークロール値または標準値を指定します。
標準値は次のとおりです。
• http://www.xbrl.org/2003/arcrole/general-special
• http://www.xbrl.org/2003/arcrole/essence-alias
• http://www.xbrl.org/2003/arcrole/similar-tuples
• http://www.xbrl.org/2003/arcrole/requires-element

必須

7 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

8 use optionalまたは prohibitedを指定します。デフォルトは
optionalです。

任意

9 priority use属性の optionalまたは prohibitedの関係に対してのプ
ライオリティ（優先順位）を指定するための属性です。デ
フォルトは 0です。

任意

10 order 複数の兄弟要素間での表示順序を示す 10進数を指定しま
す。デフォルトは 1です。

任意

11 xbrldt:contextElemen
t※

segmentまたは scenarioを指定します。デフォルトは null
です。

任意

12 xbrldt:targetRole※ <difinitionLink>要素の xlink:role属性値です。デフォルト
は nullです。

任意

13 xbrldt:closed※ trueまたは falseを指定します。デフォルトは falseです。 任意

14 xbrldt:usable※ trueまたは falseを指定します。デフォルトは trueです。 任意

項
番

xlink:arcrole属性値 <link:definitionArc>要素の属性

xbrldt:contex
tElement

xbrldt:target
Role

xbrldt:closed xbrldt:usable

1 http://xbrl.org/int/dim/arcrole/all ○ △ △ ×

2 http://xbrl.org/int/dim/arcrole/
notAll

○ △ △ ×

項
番

属性名 内容 必須条
件
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（凡例）○：解析対象となり，指定は必須です。　△：解析対象となりますが，指定は任意です。　
×：解析対象とはなりません。また，属性を指定した場合，指定した値は無視されます。

（13） <link:labelArc>要素

<link:labelArc>要素は，タクソノミー文書のアーク型要素の一つで，<link:labelLink>
要素の子要素です。<link:labelArc>要素の属性を次の表に示します。

表 5-39　<link:labelArc>要素の属性

3 http://xbrl.org/int/dim/arcrole/
hypercube-dimension

× △ × ×

4 http://xbrl.org/int/dim/arcrole/
dimension-domain

× △ × △

5 http://xbrl.org/int/dim/arcrole/
dimension-default

× × × ×

6 http://xbrl.org/int/dim/arcrole/
domain-member

× △ × △

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type arc固定です。 必須

2 xlink:show 指定できる値は，new，replace，embed，other，または none
です。属性を省略できます。

任意

3 xlink:actuat
e

指定できる値は，onLoad，onRequest，other，または noneで
す。属性を省略できます。

任意

4 xlink:from NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）
の xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

5 xlink:to NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）
またはリソース型要素（<link:label>）の xlink:label属性の内
容と同じ値を指定します。

必須

6 xlink:arcrol
e

カスタムアークロール値または標準値を指定します。
標準値は http://www.xbrl.org/2003/arcrole/concept-labelです。

必須

7 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

8 use optionalまたは prohibitedを指定します。デフォルトは
optionalです。

任意

9 priority use属性の optionalまたは prohibitedの関係に対してのプライ
オリティ（優先順位）を指定するための属性です。デフォルト
は 0です。

任意

10 order 複数の兄弟要素間での表示順序を示す 10進数を指定します。デ
フォルトは 1です。

任意

項
番

xlink:arcrole属性値 <link:definitionArc>要素の属性

xbrldt:contex
tElement

xbrldt:target
Role

xbrldt:closed xbrldt:usable
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この形式以外のアーク型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

（14） <link:referenceArc>要素

<link:referenceArc>要素は，タクソノミー文書のアーク型要素の一つで，
<link:referenceLink>要素の子要素です。<link:referenceArc>要素の属性を次の表に示
します。

表 5-40　<link:referenceArc>要素の属性

この形式以外のアーク型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type arc固定です。 必須

2 xlink:show 指定できる値は，new，replace，embed，other，または none
です。属性を省略できます。

任意

3 xlink:actuat
e

指定できる値は，onLoad，onRequest，other，または noneで
す。属性を省略できます。

任意

4 xlink:from NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）の
xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

5 xlink:to NCName型データです。一つのロケータ型要素（<link:loc>）ま
たはリソース型要素（<link:reference>）の xlink:label属性の内
容と同じ値を指定します。

必須

6 xlink:arcrole カスタムアークロール値または標準値を指定します。
標準値は http://www.xbrl.org/2003/arcrole/concept-referenceで
す。

必須

7 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

8 use optionalまたは prohibitedを指定します。デフォルトは
optionalです。

任意

9 priority use属性の optionalまたは prohibitedの関係に対してのプライ
オリティ（優先順位）を指定するための属性です。デフォルトは
0です。

任意

10 order 複数の兄弟要素間での表示順序を示す 10進数を指定します。デ
フォルトは 1です。

任意
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5.4　取り扱えるインスタンス文書（XBRL2.1
の場合）

uCosminexus Business Reporting Processorで取り扱えるインスタンス文書の形式につ
いて説明します。ここでは，文書の基本構造，および定義できる要素やその属性値など
について説明します。

インスタンス文書は，次のスキーマに従って記述されている必要があります。

• タクソノミー文書（ユーザー定義スキーマ）
• XBRLのスキーマ定義
• XML Schemaのスキーマ定義

XBRLのスキーマ定義および XML Schemaのスキーマ定義の詳細については，「5.3　取
り扱えるタクソノミー文書（XBRL2.1の場合）」を参照してください。

5.4.1　インスタンス文書の基本構造
XBRL2.1の場合の，インスタンス文書の基本構造を次の図に示します。
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図 5-4　インスタンス文書の基本構造

上記の図のうち，<xbrli:context>要素および <xbrli:unit>要素の構造を次の図に示しま
す。
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図 5-5　<xbrli:context>要素および <xbrli:unit>要素の構造
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5.4.2　ルート要素（xbrl）
XBRL2.0の仕様では，ルート要素は <xbrli:group>要素でしたが，XBRL2.1の仕様で
は，ルート要素は <xbrli:xbrl>要素に変更されました。XBRL2.1の場合，<xbrli:group>
要素は使用できません。

<xbrli:xbrl>要素を XML文書の任意の位置に記述したり，複数のインスタンス文書を一
つの XML文書に記述したりできます。uCosminexus Business Reporting Processorで
は，このような XML文書を使用できます。

5.4.3　タクソノミー文書への参照定義
インスタンス文書からタクソノミー本体またはリンクベースを参照するための，要素や
属性について説明します。それぞれ，次の要素について説明します。

タクソノミー本体への参照定義
• xsi:schemaLocation属性
• <link:schemaRef>要素

リンクベースへの参照定義
• <link:linkbaseRef>要素

（1） xsi:schemaLocation属性

タクソノミー本体への参照定義をする属性です。

XBRL2.0の場合，DTSを自動的に読み込むためにルート要素である <xbrli:group>要素
の xsi:schemaLocation属性の内容を参照していました。XBRL2.1の場合，DTSを自動
的に見つけるための要素として <link:schemaRef>要素が追加されたため，
uCosminexus Business Reporting Processorは，xsi:schemaLocation属性の内容を確認
しません。

ただし，インスタンス文書を検証するためには，xsi:schemaLocation属性は必須です。

（2） <link:schemaRef>要素

タクソノミー本体への参照定義をする要素で，XBRL2.1で新しく追加されました。DTS
を自動的に読み込むために参照されます。

<link:schemaRef>要素は，インスタンス文書に一つ以上定義する必要があります。複数
指定されていた場合，指定されているタクソノミー本体すべてが DTSに含まれます。ま
た，<link:schemaRef>要素で参照されるタクソノミー本体で，<xsd:import>要素，お
よび <xsd:include>要素を使用して取り込まれるタクソノミー本体もすべて DTSに含ま
れます。

uCosminexus Business Reporting Processorでは，<xbrli:xbrl>要素下に記述されてい
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る <link:schemaRef>要素を処理します。

<link:schemaRef>要素の属性を次の表に示します。

表 5-41　<link:schemaRef>要素の属性

（3） <link:linkbaseRef>要素

リンクベースへの参照定義をする要素です。インスタンス文書では，<link:linkbaseRef>
要素を使用して，インスタンス文書に特化したリンクベースを参照できます。

<link:linkbaseRef>要素に必要な属性は，タクソノミー文書の場合と同じです。詳細に
ついては，「5.3.4　リンクベースへの参照定義」を参照してください。

インスタンス文書の場合，uCosminexus Business Reporting Processorは，
<xbrli:xbrl>要素下に記述されている <link:linkbaseRef>要素を処理します。

5.4.4　カスタムロール，カスタムアークロールへの参照定義
XBRL2.1の場合，インスタンス文書から，カスタムロールおよびカスタムアークロール
を参照できます。カスタムロールおよびカスタムアークロールは，タクソノミー本体で
定義されています。インスタンス文書からカスタムロールへの参照には <link:roleRef>
要素を，カスタムアークロールへの参照には <link:arcroleRef>要素を使用します。

カスタムロール，カスタムアークロールへの参照定義は，リンクベースからタクソノ
ミー本体へのカスタムロール，カスタムアークロールへの参照定義と同じです。詳細に
ついては，「5.3.5　リンクベース要素（linkbase）」を参照してください。

uCosminexus Business Reporting Processorは，次の個所に記載されている要素を処理
します。

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type simple（単純リンク）固定です。 必須

2 xlink:href タクソノミー本体への参照URIを指定します。URIのフラ
グメントには，XPointer式を記述できます。任意の値を指
定できます。

必須

3 xlink:role リンク種別を意味する文字列です。空文字列は指定できませ
ん。デフォルトは nullです。

任意

4 xlink:arcrole 任意の文字列を指定します。空文字列は指定できません。 任意

5 xlink:actuat
e

指定できる値は，onLoad，onRequest，other，または
noneです。属性を省略できます。

任意

6 xlink:show 指定できる値は，new，replace，embed，other，または
noneです。属性を省略できます。

任意

7 xlink:title 任意の文字列を指定します。 任意

8 xml:base 基底 URIを指定します。デフォルトは nullです。 任意
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• <xbrli:xbrl>要素下に記述されている <link:roleRef>要素
• <xbrli:xbrl>要素下に記述されている <link:arcroleRef>要素

5.4.5　コンテキスト要素（context）と単位要素（unit）
XBRL2.0の場合は，コンテキスト要素の一部として，単位要素が定義されていました。
また，コンテキスト要素を，数値コンテキストまたは非数値コンテキストに区別する必
要がありました。

XBRL2.1の場合は，コンテキストと単位を分離して定義します。また，数値，非数値の
区別がなくなり，一つのコンテキスト要素に統合されました。

XBRL2.0と XBRL2.1のコンテキスト要素の変更点を次の表に示します。

表 5-42　XBRL2.0と XBRL2.1のコンテキスト要素の変更点

ここでは，XBRL2.1の場合のコンテキスト要素および単位要素について説明します。

（1） <xbrli:context>要素

<xbrli:numericContext>要素に定義されていた次の属性は廃止されました。

廃止された <xbrli:numericContext>要素の属性を次の表に示します。

表 5-43　廃止された <xbrli:numericContext>要素の属性

（2） 時期要素（period）

XBRL2.0の場合，<xbrli:period>要素は，<xbrli:numericContext>要素および
<xbrli:nonNumericContext>要素の必須要素であり，時期または期間を表現するための
コンテナ要素でした。

XBRL2.1では，<xbrli:context>要素の必須要素であり，出現位置も変更されていませ
ん。ただし，<xbrli:period>要素の子要素に変更があります。

分類 XBRL2.0 XBRL2.1 説明

コンテキスト要素 <xbrli:numericContext>
<xbrli:nonNumericCont
ext>

<xbrli:context
>

XBRL2.1では，<xbrli:context>
要素に統合されました。

単位要素 <xbrli:unit> <xbrli:unit> 要素名は同じですが，含むことが
できる子要素および出現位置が変
更されました。

項番 属性名 説明

1 precision 有効桁数は数値アイテム型要素の属性に付けるように変更されたた
め，この属性は廃止されました。

2 cwa 完全に廃止されました。
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<xbrli:period>要素の子要素を次の表に示します。

表 5-44　<xbrli:period>要素の子要素

この組み合わせのうち項番 3の <xbrli:startDate>要素と <xbrli:endDate>要素の組み合
わせについて，uCosminexus Business Reporting Processorは日時が逆転していないか
どうかをチェックし，エラーを通知します。なお，XBRL2.0の場合，同日の日付を指定
すると，エラーとして検出されていましたが，XBRL2.1の場合は，エラーではなく正常
データとして扱われます。

（3） 単位要素（unit）

XBRL2.0の場合，<xbrli:unit>要素は <xbrli:numericContext>要素の必須要素であり，
計量に関する標準を指定する要素でした。

XBRL2.1の場合，<xbrli:unit>要素は，コンテキストと切り離され，ルート要素である
<xbrli:xbrl>要素の子要素に出現位置が変更されました。

XBRL2.0と XBRL2.1の単位要素の属性，および子要素の変更点を次の表に示します。

表 5-45　XBRL2.0と XBRL2.1の単位要素の属性，および子要素の変更点

項番 要素名 説明

1 <xbrli:instant> XBRL2.0の場合と同様です。
ある特定の時点を示すときに使用し，dateUnion型（XMLの date
型または dateTime型）の値を指定します。

2 <xbrli:forever> XBRL2.0の場合と同様です。
永遠を表現するための要素です。属性，子要素，値があっても無視し
ます。

3 <xbrli:startDate>
<xbrli:endDate>

XBRL2.0の場合と同様です。
開始日と終了日を示し，期間を表現する形式です。共に，dateUnion
型の値を指定します。

4 <xbrli:startDate>
<xbrli:duration>

XBRL2.1では，<xbrli:duration>要素が廃止されたため，この組み
合わせも廃止されました。

5 <xbrli:duration>
<xbrli:endDate>

XBRL2.1では，<xbrli:duration>要素が廃止されたため，この組み
合わせも廃止されました。

項番 属性または子要素 変更点 XBRLのバージョン

1 id 数値アイテム型要素から参照できるように，
単位要素に ID型の属性が追加されました。

2.1

2 <xbrli:measure> XBRL2.0では一つだけ記述できますが，
XBRL2.1では複数記述できるように変更され
ました。

2.0および 2.1

3 <xbrli:operator> XBRL2.1では廃止されました。
name属性に乗除算を指定していましたが，
<xbrli:divide>要素に変更されています。

2.0
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数値アイテム型要素が参照する <xbrli:unit>要素の内容には，幾つかの制約があります。
uCosminexus Business Reporting Processorでは，記述された <xbrli:unit>要素が制約
を満たしているかをチェックします。

また，<xbrli:unit>要素には，単位を示す ISO4217で既定されている値を使用する必要
があります。ただし，uCosminexus Business Reporting Processorでは，<xbrli:unit>
要素に指定された値が，ISO4217で規定されているかどうかチェックしません。

5.4.6　アイテム型要素（item）
XBRL2.0と XBRL2.1のアイテム型要素の変更点を次に示します。

• コンテキストが <xbrli:context>要素に変更され，<xbrli:context>要素を参照するた
めの属性が追加されました。

• コンテキストに数値または非数値の区別がなくなったため，数値アイテム型および非
数値アイテム型で，同じコンテキストを参照できるようになりました。

• コンテキストから単位要素が分離され，単位要素が独立しました。それに伴い，数値
アイテム型要素は単位要素に属している必要があるため，数値アイテム型要素から単
位要素を参照するための属性が追加されました。

• XBRL2.0では，数値アイテム型要素の場合，<xbrli:numericContext>の precision属
性でその数値の有効桁数を記述していました。XBRL2.1では，数値アイテム型要素の
属性に変更されています。

XBRL2.0と XBRL2.1のアイテム型要素の変更点を次の表に示します。

表 5-46　XBRL2.0と XBRL2.1のアイテム型要素の変更点

4 <xbrli:divide> XBRL2.1で追加されました。
子要素として分子（<xbrli:unitNumerator>）
および分母（<xbrli:unitDenominator>）を表
す要素を持ちます。

2.1

項
番

属性 変更点 XBRLバージョ
ン

1 id XBRL2.0では，スキーマ定義では定義されて
いませんでした。XBRL2.1では，定義されて
います。

2.0または 2.1

2 nonNumericContext contextRef属性に変更されました。 2.0

3 numericContext contextRef属性に変更されました。 2.0

4 contextRef XBRL2.1で追加された，<xbrli:context>要素
を参照するための属性です。数値または非数値
アイテム型要素に関係なく必須です。値には，
<xbrli:context>要素の id属性値を指定します。

2.1

項番 属性または子要素 変更点 XBRLのバージョン
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uCosminexus Business Reporting Processorでは，次の内容をチェックします。

• 数値アイテム型に，precision属性または decimals属性のどちらかが指定されている
かのチェック。

• contextRef属性の値がコンテキスト要素の id属性値であるか，unitRef属性の値が単
位要素の id属性値であるかなどのチェック。

5.4.7　脚注リンク要素（footnoteLink）
ここでは，XBRL2.1の場合の脚注リンク要素について説明します。

<link:footnoteLink>要素は，インスタンス文書で使用される拡張リンク型要素で，属性
定義が必要です。また，<link:footnoteLink>要素には，ロケータ型要素（loc），脚注リ
ソース型要素（footnote），脚注アーク型要素（footnoteArc）を定義できます。

uCosminexus Business Reporting Processorは，<xbrli:xbrl>要素下に記述されている
<link:footnoteLink>要素を処理します。

<link:footnoteLink>要素の属性を次の表に示します。

表 5-47　<link:footnoteLink>要素の属性

5 unitRef XBRL2.1で追加された，<xbrli:unit>要素を参
照するための属性です。数値アイテム型要素で
は必須です。値には，<xbrli:unit>要素の id属
性値を指定します。

2.1

6 precision XBRL2.1で追加された属性です。数値アイテ
ム型要素の場合に，この要素が持つ値の有効桁
数を示します。decimals属性と排他関係にあ
ります。

2.1

7 decimals XBRL2.1で追加された属性です。数値アイテ
ム型要素の場合，この要素が持つ値の小数桁数
を示します。precision属性と排他関係にあり
ます。

2.1

8 xsi:nil この属性の値が "true"の場合，要素は空である
必要があります。

2.1

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type extended（拡張リンク）固定です。 必須

2 xlink:role リンク種別を意味するカスタムロール値です。標準値は
http://www.xbrl.org/2003/role/linkです。

必須

3 xlink:title 任意の文字列を指定します。デフォルトは nullです。 任意

4 id ID型の値です。デフォルトは nullです。 任意

項
番

属性 変更点 XBRLバージョ
ン
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（1） ロケータ型要素（loc）

<link:loc>要素は，拡張リンクでのロケータ型要素で，インスタンス文書では
<link:footnoteLink>要素の子要素として出現します。<link:loc>要素の属性を次の表に
示します。

表 5-48　<link:loc>要素の属性

この形式以外のロケータ型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

（2） 脚注リソース型要素（footnote）

<link:footnote>要素は，インスタンス文書のリソース型要素で，<link:footnoteLink>要
素の子要素として出現します。<link:footnote>要素には，任意の文字列を要素の値とし
て記述します。<link:footnote>要素の属性を次の表に示します。

表 5-49　<link:footnote>要素の属性

5 xml:base 基底 URIを記述します。デフォルトは nullです。 任意

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type locator固定です。 必須

2 xlink:href アイテム型要素，タプル型要素，またはリソース型要素へ
の参照 URIを記述します。任意の値を指定できます。ま
た，URIのフラグメントには，XPointer式を記述できま
す。
XPointer形式は，ショートハンドポインタ（Shorthand 
Pointer）形式，または XPointer element() schemeです。

必須

3 xlink:label NCName型データです。アーク型要素によって参照して
いるロケータ型要素（<link:loc>）を識別するために必要
です。

必須

4 xlink:role 任意の URIです。<link:roleType>要素との関連はありま
せん。デフォルトは nullです。

任意

5 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type resource固定です。 必須

2 xlink:label NCName型データです。アーク型要素によって参照して
いるリソース型要素（<link:footnote>）を識別するために
必要です。同一の値を持つことが許されます。

必須

3 xlink:role カスタムロール値または標準値を指定します。デフォルト
は nullです。標準値は，http://www.xbrl.org/2003/role/
footnoteです。

任意

項番 属性名 内容 必須条件
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この形式以外のリソース型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

（3） 脚注アーク型要素（footnoteArc）

<link:footnoteArc>要素は，インスタンス文書のアーク型要素で，<link:footnoteLink>
要素の子要素として出現します。<link:footnoteArc>要素の属性を次の表に示します。

表 5-50　<link:footnoteArc>要素の属性

この形式以外のアーク型要素が出現した場合，エラーとして処理を中止します。

5.4.8　タプル型要素（tuple）
通常の通常の検証では，タプルの定義についてだけ検証します。完全な妥当性検証では，

4 xml:lang 任意の言語を特定するために使用します。ISOで定義され
ている言語コードである「ja」,「en」などを指定します。

必須

5 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

6 id ID型の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

項番 属性名 内容 必須条件

1 xlink:type arc固定です。 必須

2 xlink:show 指定できる値は，new，replace，embed，other，または
noneです。属性を省略できます。

任意

3 xlink:actuate 指定できる値は，onLoad，onRequest，other，または
noneです。デフォルトは nullです。属性を省略できます。

任意

4 xlink:from NCName型データです。ロケータ型要素（<link:loc>）の
xlink:label属性の内容と同じ値を指定します。

必須

5 xlink:to NCName型データです。リソース型要素
（<link:footnote>）の xlink:label属性の内容と同じ値を指
定します。

必須

6 xlink:arcrole カスタムアークロール値または標準値を指定します。
標準値は http://www.xbrl.org/2003/arcrole/fact-footnoteで
す。

必須

7 xlink:title 任意の値を指定します。デフォルトは nullです。 任意

8 use optionalまたは prohibitedを指定します。デフォルトは
optionalです。

任意

9 priority use属性の optionalまたは prohibitedの関係に対してのプ
ライオリティ（優先順位）を指定するための属性です。デ
フォルトは 0です。

任意

10 order 複数の兄弟要素間での表示順序を示す 10進数を指定しま
す。デフォルトは 1です。

任意

項番 属性名 内容 必須条件
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次に示す名前名前空間を持つ属性がタプルに記述されていないかについても検証します。

• http://www.xbrl.org/2003/instance
• http://www.xbrl.org/2003/linkbase
• http://www.xbrl.org/2003/XLink
• http://www.w3.org/1999/xlink

5.4.9　ディメンジョンの指定（XBRL Dimensions1.0の場合）
インスタンス文書のディメンジョンは，プライマリー・アイテムと関連づけられた，コ
ンテキストのシナリオ要素またはセグメント要素で指定します。

<xbrli:segment>要素および <xbrli:scenario>要素は，任意の要素を子要素にできるコン
テナ要素として定義されています。XBRL Dimensions1.0では <xbrli:segment>要素お
よび <xbrli:scenario>要素を利用して，インスタンス文書で次元を表現します。

（1） <xbrldi:typedMember>要素

<xbrldi:typedMember>要素は，Typed Dimensionを記述するときに使用します。
<xbrldi:typedMember>要素の属性を次の表に示します。

表 5-51　<xbrldi:typedMember>要素の属性

<xbrldi:typedMember>要素の内容には，dimension属性で記述した Typed Dimension
の正当な要素および内容を記述してください。正当な要素および内容とは，Typed 
Dimensionで指定する xbrldt:typedDomainRef属性の参照先の，XML Schemaの要素
宣言で正当となる任意の形式です。

（2） <xbrldi:explicitMember>要素

<xbrldi:explicitMember>要素は，Explicit Dimensionを記述するときに使用します。
<xbrldi:explicitMember>要素の属性を次の表に示します。

表 5-52　<xbrldi:explicitMember>要素の属性

<xbrldi:explicitMember>要素の内容には，dimension属性で記述した Explicit 
Dimensionの正当なメンバの QNameを記述してください。

属性名 内容

dimension タクソノミー文書で定義した Typed Dimensionの QNameを指定します。

属性名 内容

dimension タクソノミー文書で定義した Explicit Dimensionの QNameを指定します。
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5.5　取り扱えるデータ型
uCosminexus Business Reporting Processorでは，XBRLデータ型およびユーザー独自
のデータ型（ユーザーデータ型）を使用できます。

ここでは，使用できる XBRLデータ型，およびユーザーデータ型について説明します。

ユーザーデータ型は，XBRLのバージョンによって異なります。操作する XBRL文書に
合ったユーザーデータ型を使用してください。

5.5.1　XBRLデータ型
uCosminexus Business Reporting Processorで使用できる XBRLデータ型について説明
します。

文書中の XBRLデータ型と，対応する XBRL DOMで保持するデータ型クラスを，次の
表に示します。

表 5-53　XBRLデータ型と，対応する XBRL DOMで保持するデータ型クラス

項番 文書中のデータ型 対応する XBRL DOMデータ型クラス XBRLの
バージョ
ン

1 monetaryItemType java.math.BigDecimal 2.0および
2.1

2 sharesItemType java.math.BigDecimal 2.0および
2.1

3 pureItemType java.math.BigDecimal 2.1

4 fractionItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLFraction 2.1

5 decimalItemType java.math.BigDecimal 2.0および
2.1

6 floatItemType java.lang.Float 2.0および
2.1

7 doubleItemType java.lang.Double 2.0および
2.1

8 integerItemType java.math.BigInteger 2.0および
2.1

9 nonPositiveIntegerItemType java.math.BigInteger 2.1

10 negativeIntegerItemType java.math.BigInteger 2.1

11 longItemType java.lang.Long 2.1

12 intItemType java.lang.Integer 2.1

13 shortItemType java.lang.Short 2.1

14 byteItemType java.lang.Byte 2.1
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15 nonNegativeIntegerItemTyp
e

java.math.BigInteger 2.1

16 unsignedLongItemType java.math.BigInteger 2.1

17 unsignedIntItemType java.math.BigInteger 2.1

18 unsignedShortItemType java.math.BigInteger 2.1

19 unsignedByteItemType java.math.BigInteger 2.1

20 positiveIntegerItemType java.math.BigInteger 2.1

21 stringItemType java.lang.String 2.0および
2.1

22 booleanItemType java.lang.Boolean 2.0および
2.1

23 hexBinaryItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLHexBinary 2.0および
2.1

24 base64BinaryItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLBase64Binary 2.0および
2.1

25 anyURIItemType java.lang.String 2.0および
2.1

26 uriItemType java.lang.String 2.0

27 QNameItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLQName 2.0および
2.1

28 NOTATIONItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLQName 2.0

29 durationItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLDuration 2.0および
2.1

30 dateTimeItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnion 2.0および
2.1

31 timeItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLTime 2.0および
2.1

32 dateItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLDate 2.0および
2.1

33 gYearMonthItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLGYearMonth 2.0および
2.1

34 gYearItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLGYear 2.0および
2.1

35 gMonthDayItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLGMonthDay 2.0および
2.1

36 gDayItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLGDay 2.0および
2.1

37 gMonthItemType com.hitachi.xbrl.types.XBRLGMonth 2.0および
2.1

項番 文書中のデータ型 対応する XBRL DOMデータ型クラス XBRLの
バージョ
ン
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XBRL DOMで保持するデータ型クラスには，大きく分けて，公開されているデータ型ク
ラスと，XBRL DOM独自のデータ型クラスとがあります。データ型クラス名が
「com.hitachi.xbrl.types」で始まる，XBRL DOM独自のデータ型クラスの詳細について
は，「6.　APIリファレンス」を参照してください。

5.5.2　ユーザーデータ型（XBRL2.0の場合）
ユーザーデータ型とは，ユーザーが独自に定義したデータ型のことです。ユーザーは，
独自にデータ型の定義をタクソノミー本体に記述します。

ユーザーデータ型を定義する場合，XBRLデータ型を拡張する方法と，XBRLデータ型
に制約を追加する方法があります。

ここでは，XBRL2.0の場合の，ユーザーデータ型と外部とのインターフェース，使用で
きるユーザーデータ型の条件，および定義例について説明します。

（1） 外部とのインターフェース

ユーザーデータ型と外部とのインターフェースについて説明します。

ユーザーデータ型と XBRLデータ型と区別するために，ユーザーデータ型では，データ
型を表すコードが常にその他（OTHER_ITEM）となります。

ユーザーデータ型を XBRLデータ型から派生して作成し，使用できるユーザーデータ型
の条件に合っている場合は，ユーザーデータ型が数値または非数値データ型かどうかが
判断されます。条件に合っていない場合，ユーザーデータ型は文字列として保持・参照
されます。

それぞれの場合で使用できるメソッドを次に示します。

• データ型を表すコードを取得するには，XBRLTaxonomyItemおよび
XBRLInstanceItemインターフェースの getItemType()メソッドを使用できます。

• アイテムが数値型かどうかを調べるには，XBRLTaxonomyItemおよび
XBRLInstanceItemインターフェースの isNumeric()メソッドを使用できます。

• 文字列として保持されているユーザーデータ型を参照するには，XBRLInstanceItem
インターフェースの getValue()メソッドを使用できます。ユーザーデータ型の内容を

38 normalizedStringItemType java.lang.String 2.1

39 tokenItemType java.lang.String 2.1

40 languageItemType java.lang.String 2.1

41 NameItemType java.lang.String 2.1

42 NCNameItemType java.lang.String 2.1

項番 文書中のデータ型 対応する XBRL DOMデータ型クラス XBRLの
バージョ
ン
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設定および変更するには，setValue()メソッドを使用できます。

（2） 使用できるユーザーデータ型の条件

ユーザーデータ型を定義する場合，次の条件をすべて満たす形式で定義してください。
これらの条件をすべて満たす場合，データ型が数値データ型または非数値データ型であ
るかが判断されます。

• <xsd:element>要素定義と同一ドキュメント内に定義されたユーザーデータ型。
• <xsd:complexType>要素で大域複合型として定義されたユーザーデータ型。
• <xsd:simpleContent>要素で単純内容複合型を派生して単純内容モデルを定義した
ユーザーデータ型。

• <xsd:extension>要素で単純内容モデルを拡張したユーザーデータ型，または
<xsd:restriction>要素で単純内容モデルに新しく制約を追加したユーザーデータ型。

• <xsd:extension>および <xsd:restriction>の base属性が XBRLデータ型であるユー
ザーデータ型。

（3） 拡張したユーザーデータ型の例

（4） 新しく制約を追加したユーザーデータ型の例

<schema
：
    xmlns:cbrpi="http://cosminexus.com/xbrl/"
：
  <element id                ="paymentOfdividends.preferredDividends"
           name              ="paymentOfdividends.preferredDividends"
           type              ="cbrpi:ProductPrice"
           substitutionGroup ="xbrli:item"
  />
：
  <complexType name ="ProductPrice">
    <simpleContent>
      <extension base = "xbrli:integerItemType">
        <attribute name="kind" type="integer" use="required"/>
      </extension>
    </simpleContent>
  </complexType>
：
</schema>

<schema
：
    xmlns:cbrpi="http://cosminexus.com/xbrl/"
：
  <element id                ="paymentOfdividends.preferredDividends"
           name              ="paymentOfdividends.preferredDividends"
           type              ="cbrpi:totalDigits"
           substitutionGroup ="xbrli:item"
  />
：
  <complexType name ="totalDigits">
    <simpleContent>
      <restriction base = "xbrli:integerItemType">
        <totalDigits value="5">
      </restriction>
    </simpleContent>
  </complexType>
：
</schema>
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5.5.3　ユーザーデータ型（XBRL2.1の場合）
ユーザーデータ型とは，ユーザーが独自に定義したデータ型のことです。ユーザーは，
独自にデータ型の定義をタクソノミー本体に記述します。

XBRL2.1の場合，<xsd:restriction>要素を使用して制約を追加する方法だけを使用でき
ます。

ここでは，XBRL2.1の場合の，ユーザーデータ型と外部とのインターフェース，使用で
きるユーザーデータ型の条件，および定義例について説明します。

（1） 外部とのインターフェース

ユーザーデータ型と外部とのインターフェースについて説明します。

ユーザーデータ型と XBRLデータ型と区別するために，ユーザーデータ型では，データ
型を表すコードが常にその他（OTHER_ITEM）となります。

ユーザーデータ型を XBRLデータ型から派生して作成し，使用できるユーザーデータ型
の条件に合っている場合は，ユーザーデータ型が数値または非数値データ型かどうかが
判断されます。条件に合っていない場合，ユーザーデータ型は文字列として保持・参照
されます。さらに XBRL2.1の場合は，派生元のデータ型を取得することもできます。

それぞれの場合で使用できるメソッドを次に示します。

• データ型を表すコードを取得するには，XBRLTaxonomyItemおよび
XBRLInstanceItemインターフェースの getItemType()メソッドを使用できます。

• アイテムが数値型かどうかを調べるには，XBRLTaxonomyItemおよび
XBRLInstanceItemインターフェースの isNumeric()メソッドを使用できます。

• 文字列として保持されているユーザーデータ型を参照するには，XBRLInstanceItem
インターフェースの getValue()メソッドを使用できます。ユーザーデータ型の内容を
設定および変更するには，setValue()メソッドを使用できます。

• 派生元のデータ型を取得するには，XBRLTaxonomyItemおよび XBRLInstanceItem
インターフェースの getBaseItemType()メソッドを使用できます。

（2） 使用できるユーザーデータ型の条件

制約を追加する <xsd:restriction>要素と，<xsd:element>要素の定義は同一ドキュメン
ト内である必要はありません。さらに，局所的な宣言も使用できます。

ここでは，大域的な宣言（グローバル宣言）の場合と局所的な宣言（ローカル宣言）に
分けて，使用できるユーザーデータ型の条件を示します。

なお，完全な妥当性検証を実行した場合は，ユーザーデータ型に XBRL2.1で禁止されて
いる定義内容がないかを検証します。この場合，xbrli:fractionItemType型以外から派生
したユーザーデータ型が構造を持っているとエラーとなるため，次に示すユーザーデー
タ型定義（<xsd:complexType>要素）の子要素に <xsd:simpleContent>要素や
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<xsd:annotation>要素以外が使用されているとエラーになります。

• あるアイテムとして認識された <xsd:element>要素の子要素である
<xsd:complexType>要素（局所定義）

• あるアイテムとして認識された <xsd:element>要素の type属性値で参照される
<xsd:complexType>要素（大域定義）

（a）大域定義の場合
• 次のいずれかのドキュメント内で定義されているユーザーデータ型。
• <xsd:element>要素定義と同じドキュメント。
• <xsd:element>要素が定義されているドキュメント内の <xsd:include>要素または

<xsd:import>要素によって取り込まれるドキュメント。
• <xsd:element>要素が定義されているドキュメントを，<xsd:include>要素で取り
込むドキュメント。

• <xsd:complexType>要素で大域複合型として定義されたユーザーデータ型。
• <xsd:simpleContent>要素で単純内容複合型を派生して単純内容モデルを定義した
ユーザーデータ型。
ただし，xbrli:fractionItemTypeからの派生の場合は，<xsd:complexContent>要素で
複合型を派生した複合内容モデルを定義したユーザーデータ型。

• <xsd:restriction>要素で単純内容モデルに新しく制約を追加したユーザーデータ型。
• <xsd:restriction>の base属性が XBRLデータ型であるユーザーデータ型，または，
その base属性が XBRLデータ型から派生したユーザーデータ型。

（b）局所定義の場合
• <xsd:element>要素の子要素として定義されたユーザーデータ型。
• <xsd:complexType>要素で局所複合型として定義されたユーザーデータ型。
• <xsd:simpleContent>要素で単純内容複合型を派生して単純内容モデルを定義した
ユーザーデータ型。
ただし，xbrli:fractionItemTypeからの派生の場合は，<xsd:complexContent>要素で
複合型を派生した複合内容モデルを定義したユーザーデータ型。

• <xsd:restriction>要素で単純内容モデルに新しく制約を追加したユーザーデータ型。
• <xsd:restriction>の base属性が XBRLデータ型であるユーザーデータ型，または，
その base属性が XBRLデータ型から派生したユーザーデータ型。
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（3） 大域定義の例

（4） 局所定義の例

<schema
：
    xmlns:cbrpi="http://cosminexus.com/xbrl/"
：
  <element id                ="paymentOfdividends.preferredDividends"
           name              ="paymentOfdividends.preferredDividends"
           type              ="cbrpi:totalDigits"
           substitutionGroup ="xbrli:item"
  />
：
  <complexType name ="totalDigits">
    <simpleContent>
      <restriction base ="xbrli:integerItemType">
        <totalDigits value="5">
      </restriction>
    </simpleContent>
  </complexType>
：
</schema>

<schema
：
    xmlns:cbrpi="http://cosminexus.com/xbrl/"
：
  <element id                ="paymentOfdividends.preferredDividends"
           name              ="paymentOfdividends.preferredDividends"
           substitutionGroup ="xbrli:item">
    <complexType>
      <simpleContent>
        <restriction base="xbrli:integerItemType">
          <totalDigits value="5">
        </restriction>
      </simpleContent>
    </complexType>
  </element>
：
</schema>
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uCosminexus Business Reporting Processorは，XBRL文書
を操作するための APIとして XBRL DOMを提供します。
この章では，XBRL DOMで利用できるインターフェースやク
ラス，およびそのメソッドやフィールドの詳細について説明し
ます。

6.1　パッケージの概要

6.2　API一覧（パッケージ順）

6.3　メソッド一覧（アルファベット順）

6.4　APIリファレンスの形式

6.5　com.hitachi.xbrlパッケージ

6.6　com.hitachi.xbrl.instanceパッケージ

6.7　com.hitachi.xbrl.linkパッケージ

6.8　com.hitachi.xbrl.taxonomyパッケージ

6.9　com.hitachi.xbrl.typesパッケージ

6.10　com.hitachi.xbrl.utilパッケージ

6.11　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomyパッケージ
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6.1　パッケージの概要
ここでは，uCosminexus Business Reporting Processorが提供する XBRL文書操作用
APIである XBRL DOMについて説明します。

XBRL DOMを構成するパッケージの概要を次の表に示します。

表 6-1　パッケージの概要

6.1.1　名前空間接頭辞
このマニュアルでは，名前空間 URIを特定の名前空間接頭辞に対応づけて記述していま
す。名前空間接頭辞に対応する名前空間 URIは，XBRLのバージョンによって異なりま
す。

XBRL2.0の場合の名前空間接頭辞と名前空間URIとの対応を次の表に示します。

表 6-2　名前空間接頭辞と名前空間 URIとの対応（XBRL2.0の場合）

項
番

パッケージ 概要

1 com.hitachi.xbrl XBRL文書を操作するための APIである XBRL DOMの
インターフェースを提供します。

2 com.hitachi.xbrl.instance インスタンス文書を操作するためのインターフェースを
提供します。

3 com.hitachi.xbrl.link XBRL文書に記述されているリンク情報を参照するため
のインターフェースを提供します。

4 com.hitachi.xbrl.taxonomy タクソノミー文書を参照するためのインターフェースを
提供します。

5 com.hitachi.xbrl.types XML Schemaのデータ型および XBRLのデータ型を処
理するためのクラスです。

6 com.hitachi.xbrl.util XBRL DOMで利用できるユーティリティクラスです。

7 com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy 単純なタクソノミー文書を新規作成，または拡張した新
たなタクソノミー文書を作成するための簡易インター
フェースを提供します。

項番 名前空間接頭辞 名前空間 URI

1 xsd http://www.w3.org/2001/XMLSchema

2 xsi http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance

3 xlink http://www.w3.org/1999/xlink

4 xbrli http://www.xbrl.org/2001/instance

5 link http://www.xbrl.org/2001/XLink/xbrllinkbase

6 xl http://www.xbrl.org/2001/XLink
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XBRL2.1の場合の名前空間接頭辞と名前空間 URIとの対応を次の表に示します。

表 6-3　名前空間接頭辞と名前空間 URIとの対応（XBRL2.1の場合）

6.1.2　オブジェクトモデル（XBRL2.0の場合）
XBRL DOMは，XBRL文書を操作するために使用する，多数のインターフェースを提
供しています。XBRL文書は，それらのインターフェースを実装したクラスのインスタ
ンス，すなわちオブジェクトによって構築されるオブジェクトモデルとして表現されま
す。

ここでは，XBRL DOMが提供するインターフェースを，UMLで記述したクラス図を示
します。

（1） インスタンス文書のオブジェクトモデル

インスタンス文書のオブジェクトモデルを表現したUMLのクラス図を次の図に示しま
す。

項番 名前空間接頭辞 名前空間 URI

1 xsd http://www.w3.org/2001/XMLSchema

2 xsi http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance

3 xlink http://www.w3.org/1999/xlink

4 xbrli http://www.xbrl.org/2003/instance

5 link http://www.xbrl.org/2003/linkbase

6 xl http://www.xbrl.org/2003/XLink

7 ptv http://www.xbrl.org/2003/ptv

8 xbrldt http://xbrl.org/2005/xbrldt

9 xbrldi http://xbrl.org/2006/xbrldi

10 xbrldte http://xbrl.org/2005/xbrldt/errors

11 xbrldie http://xbrl.org/2005/xbrldi/errors
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図 6-1　インスタンス文書のオブジェクトモデルを表現した UMLのクラス図（全体）

上記クラス図のうち，コンテキスト要素部分の詳細を次の図に示します。
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図 6-2　インスタンス文書のオブジェクトモデルを表現した UMLのクラス図（コンテキ
スト要素部分）

（2） タクソノミー文書のオブジェクトモデル

タクソノミー文書のオブジェクトモデルを表現したUMLのクラス図を次の図に示しま
す。
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図 6-3　タクソノミー文書のオブジェクトモデルを表現した UMLのクラス図

6.1.3　オブジェクトモデル（XBRL2.1の場合）
XBRL DOMは，XBRL文書を操作するために使用する，多数のインターフェースを提
供しています。XBRL文書は，それらのインターフェースを実装したクラスのインスタ
ンス，すなわちオブジェクトによって構築されるオブジェクトモデルとして表現されま
す。

ここでは，XBRL DOMが提供するインターフェースを，UMLで記述したクラス図を示
します。
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（1） インスタンス文書のオブジェクトモデル

インスタンス文書のオブジェクトモデルを表現したUMLのクラス図を次の図に示しま
す。

図 6-4　インスタンス文書のオブジェクトモデルを表現した UMLのクラス図（全体）
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上記クラス図のうち，コンテキスト要素部分の詳細を次の図に示します。

図 6-5　インスタンス文書のオブジェクトモデルを表現した UMLのクラス図（コンテキ
スト要素部分）

（2） タクソノミー文書のオブジェクトモデル

通常のタクソノミー文書のオブジェクトモデルを表現した UMLのクラス図を次の図に
282



6.　APIリファレンス
示します。
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図 6-6　タクソノミー文書のオブジェクトモデルを表現した UMLのクラス図
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タクソノミー文書の XBRL文書管理機能のオブジェクトモデルを表現した UMLのクラ
ス図を次の図に示します。

図 6-7　タクソノミー文書の XBRL文書管理機能のオブジェクトモデルを表現した UML
のクラス図

（3） 単純なタクソノミー文書のオブジェクトモデル

単純なタクソノミー文書のオブジェクトモデルを表現したUMLのクラス図を次の図に
示します。
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図 6-8　単純なタクソノミー文書のオブジェクトモデルを表現した UMLのクラス図

単純なタクソノミー文書の XBRL文書管理機能のオブジェクトモデルを表現した UML
のクラス図を次の図に示します。
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図 6-9　単純なタクソノミー文書の XBRL文書管理機能のオブジェクトモデルを表現した
UMLのクラス図

6.1.4　ノード
インスタンス文書またはタクソノミー文書の構成要素を表すオブジェクトを，ノードと
いいます。XBRL DOMのオブジェクトモデルでは，XBRLInstanceNodeインター
フェースまたは XBRLTaxonomyNodeインターフェースを継承する各種のインター
フェースを実装したオブジェクトによって，ノードが表現されます。

（1） XBRL2.0の場合

XBRL2.0の場合の，ノードの表す各インターフェースの継承関係を次の図に示します。
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図 6-10　ノードの表す各インターフェースの継承関係（XBRL2.0の場合）

（2） XBRL2.1の場合

XBRL2.1の場合の，ノードの表す各インターフェースの継承関係を次の図に示します。
288



6.　APIリファレンス
図 6-11　ノードの表す各インターフェースの継承関係（XBRL2.1の場合）

リンクの構造を表す XBRLRelationshipインターフェースの継承関係を次の図に示しま
す。
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図 6-12　リンクの構造を表す XBRLRelationshipインターフェースの継承関係

単純なタクソノミー文書での，SimpleNodeインターフェースの継承関係を次の図に示
します。

図 6-13　単純なタクソノミー文書での SimpleNodeインターフェースの継承関係
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6.2　API一覧（パッケージ順）

XBRL文書操作用 APIを，パッケージ，インターフェースまたはクラス，メソッドの順
に，一覧で表示しています。

6.2.1　com.hitachi.xbrlパッケージ一覧
● XBRLParseErrorHandlerインターフェース

warning(XBRLDOMException exception)　　警告の通知を受け取ります。

error(XBRLDOMException exception)　　回復できるエラーの通知を受け取ります。

fatalError(XBRLDOMException exception)　　致命的なエラーの通知を受け取ります。

● XBRLDocumentManagerクラス

init()　　デフォルト値を使用して，XBRL DOMを初期化します。

init(java.lang.String path)　　指定したプロパティファイルを使用して，XBRL DOM
を初期化します。

init(java.util.Properties properties)　　指定したプロパティリストを使用して，XBRL 
DOMを初期化します。

getInstance()　　XBRLDocumentManagerを実装したクラスのインスタンスを取得し
ます。

newInstanceDocumentBuilderFactory()　　XBRLInstanceDocumentBuilderFactory
オブジェクトを生成します。

newInstanceDocumentWriterFactory()　　XBRLInstanceDocumentWriterFactoryオ
ブジェクトを生成します。

newTaxonomyDocumentBuilderFactory()　　XBRLDocumentManagerの新しいイン
スタンスを取得します。

newDocumentWriterFactory()　　XBRLDocumentWriterFactoryオブジェクトを生成
します。

newSimpleTaxonomyBuilderFactory()　　SimpleTaxonomyBuilderFactoryオブジェク
トを生成します。

clearCache()　　キャッシュされているすべてのタクソノミー文書を，キャッシュから削
除します。

● XBRLDOMExceptionクラス
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getCode()　　エラーコードを取得します。

● XBRLDOMRuntimeExceptionクラス

getCode()　　エラーコードを取得します。

● XBRLDOMUserExceptionクラス

XBRLDOMUserException(int code)　　XBRLDOMUserExceptionオブジェクトを構築
します。

XBRLDOMUserException(int code, java.lang.String message)　　
XBRLDOMUserExceptionオブジェクトを構築します。

XBRLDOMUserException(int code, java.lang.Throwable cause)　　
XBRLDOMUserExceptionオブジェクトを構築します。

XBRLDOMUserException(int code, java.lang.String message, java.lang.Throwable 
cause)　　XBRLDOMUserExceptionオブジェクトを構築します。

● XBRLDimensionExceptionクラス

getQName()　　XBRL Dimensionsで規定されているエラーコードを表す QNameを取
得します。

● XBRLDimensionUserExceptionクラス

XBRLDimensionUserException(int code, javax.xml.namespace.QName qname)　　
XBRLDimensionUserExceptionオブジェクトを構築します。

XBRLDimensionUserException(int code, java.lang.String message, 
javax.xml.namespace.QName qname)　　XBRLDimensionUserExceptionオブジェク
トを構築します。

XBRLDimensionUserException(int code, java.lang.Throwable cause, 
javax.xml.namespace.QName qname)　　XBRLDimensionUserExceptionオブジェク
トを構築します。

XBRLDimensionUserException(int code, java.lang.String message, 
java.lang.Throwable cause, javax.xml.namespace.QName qname)　　
XBRLDimensionUserExceptionオブジェクトを構築します。

6.2.2　com.hitachi.xbrl.instanceパッケージ一覧
● XBRLArcroleRefインターフェース

getHref()　　<link:arcroleRef>要素の xlink:href属性の値を取得します。

getArcroleURI()　　<link:arcroleRef>要素の arcroleURI属性の値を取得します。
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getBase()　　<link:arcroleRef>要素の xml:base属性の値を取得します。

getArcroleType()　　<link:arcroleRef>要素が指す <link:arcroleType>要素を取得しま
す。

● XBRLContextインターフェース

isNumeric()　　コンテキスト要素が数値か非数値かを調べます。

getId()　　コンテキスト要素の id属性の値を取得します。

setId(java.lang.String id)　　コンテキスト要素の id属性の値を設定します。

getEntity()　　エンティティ要素を取得します。

setEntity(XBRLEntity entity)　　エンティティ要素を設定します。

getPeriod()　　時期要素を取得します。

setPeriod(XBRLPeriod period)　　時期要素を設定します。

getScenario()　　シナリオ要素を取得します。

setScenario(XBRLScenario scenario)　　シナリオ要素を設定します。

getItems()　　このコンテキスト要素を参照しているアイテムのリストを取得します。

getItems(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)　　このコンテキス
ト要素を参照している，指定した名前を持つアイテムのリストを取得します。

● XBRLContext2インターフェース

● XBRLEntityインターフェース

getIdentifier()　　識別子要素を取得します。

setIdentifier(XBRLIdentifier identifier)　　識別子要素を設定します。

getSegment()　　セグメント要素を取得します。

setSegment(XBRLSegment segment)　　セグメント要素を設定します。

● XBRLFootnoteインターフェース

getFootnoteLinkRole()　　脚注が属する脚注リンクのロールを取得します。

getLang()　　脚注の言語を取得します。

setLang(java.lang.String lang)　　脚注の言語を設定します。

getRole()　　脚注のロールを取得します。

setRole(java.lang.String role)　　脚注のロールを設定します。
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getTitle()　　脚注のタイトルを取得します。

setTitle(java.lang.String title)　　脚注のタイトルを設定します。

getId()　　脚注の id属性を取得します。

setId(java.lang.String id)　　脚注の id属性を設定します。

getValue()　　脚注の内容を表す文字列を取得します。

setValue(java.lang.String value)　　脚注の内容を表す文字列を設定します。

getContainerNode()　　脚注の内容を保持する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを取得
します。

getElements()　　脚注と関連づけられている要素のリストを取得します。

getElements(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)　　この脚注と
関連づけられている，指定された名前を持つ要素のリストを取得します。

● XBRLIdentifierインターフェース

getScheme()　　識別子要素の scheme属性の値を取得します。

setScheme(java.lang.String namespaceURI)　　識別子要素の scheme属性の値を設定
します。

getValue()　　識別子要素の内容を取得します。

setValue(java.lang.String value)　　識別子要素の内容を設定します。

● XBRLInstanceDocumentインターフェース

getOwnerDocumentManager()　　インスタンス文書を所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

getXBRLVersion()　　インスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンを取得しま
す。

getPTVInstance()　　インスタンス文書の解析時に生成された PTVIを取得します。

getIdManager()　　インスタンス文書の IDを管理する XBRLIdManagerオブジェクト
を取得します。

getTaxonomyDocument()　　インスタンス文書が参照するタクソノミー文書を取得しま
す。

getInstanceRoot()　　インスタンス文書のルート要素を表す org.w3c.dom.Elementオブ
ジェクトを取得します。

getNamespaceDeclarations()　　インスタンス文書に記述されている名前空間宣言のリ
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ストを取得します。

getNamespaceDeclarationByURI(java.lang.String uri)　　指定した名前空間URIの名
前空間宣言を取得します。

getNamespaceDeclarationByPrefix(java.lang.String prefix)　　指定した名前空間接頭
辞の名前空間宣言を取得します。

addNamespaceDeclaration(XBRLNamespaceDeclaration newNamespaceDeclaration)
　　インスタンス文書のルート要素に名前空間宣言を追加します。

removeNamespaceDeclaration(XBRLNamespaceDeclaration 
oldNamespaceDeclaration)　　インスタンス文書から名前空間宣言を削除します。

getSchemaLocations()　　インスタンス文書のルート要素の xsi:schemaLocation属性に
記述されている名前空間URIと，スキーマ文書の位置を示す URIの組を表すオブジェ
クトのリストを取得します。

getSchemaLocation(java.lang.String namespaceURI)　　インスタンス文書のルート要
素の xsi:schemaLocation属性に記述されている名前空間 URIと，スキーマ文書の位置
を示す URIの組を表すオブジェクトのリストの中から，指定した名前空間 URIのオブ
ジェクトを取得します。

addSchemaLocation(XBRLSchemaLocation newSchemaLocation)　　インスタンス文
書のルート要素の xsi:schemaLocation属性に，名前空間 URIとスキーマ文書の位置を
示す URIの組を追加します。

removeSchemaLocation(XBRLSchemaLocation oldSchemaLocation)　　インスタンス
文書のルート要素の xsi:schemaLocation属性から，指定された名前空間 URIとスキー
マ文書の位置を示すURIの組を削除します。

getBase()　　インスタンス文書のルート要素の xml:base属性の値を取得します。

setBase(java.lang.String base)　　インスタンス文書のルート要素の xml:base属性の値
を設定します。

getId()　　インスタンス文書のルート要素の id属性の値を取得します。

setId(java.lang.String id)　　インスタンス文書のルート要素の id属性の値を設定しま
す。

getSchemaRefs()　　インスタンス文書に記述されている <link:schemaRef>要素のリス
トを取得します。

addSchemaRef(XBRLSchemaRef newSchemaRef)　　インスタンス文書に
<link:schemaRef>要素を追加します。

createSchemaRef(java.lang.String href, java.lang.String base)　　<link:schemaRef>
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要素を表す XBRLSchemaRefオブジェクトを新規に生成します。

getLinkbaseRefs()　　インスタンス文書に記述されている <link:linkbaseRef>要素のリ
ストを取得します。

getLinkbaseRefs(java.lang.String role)　　インスタンス文書に記述されている
<link:linkbaseRef>要素のうち，引数 roleと同じ値の xlink:role属性を持つ
<link:linkbaseRef>要素のリストを取得します。

addLinkbaseRef(XBRLLinkbaseRef newLinkbaseRef)　　インスタンス文書に
<link:linkbaseRef>要素を追加します。

removeLinkbaseRef(XBRLLinkbaseRef oldLinkbaseRef)　　インスタンス文書に記述
されている <link:linkbaseRef>要素を削除します。

createLinkbaseRef(java.lang.String role, java.lang.String href)　　<link:linkbaseRef>
要素を表す XBRLLinkbaseRefオブジェクトを新規に生成します。

createLinkbaseRef(java.lang.String role, java.lang.String href, java.lang.String base)
　　<link:linkbaseRef>要素を表す XBRLLinkbaseRefオブジェクトを新規に生成しま
す。

getRoleRefs()　　インスタンス文書に記述されている <link:roleRef>要素のリストを取
得します。

getRoleRef(java.lang.String roleURI)　　インスタンス文書に記述されている
<link:roleRef>要素のうち，指定した roleURIと同じ値の roleURI属性を持つ
<link:roleRef>要素を取得します。

addRoleRef(XBRLRoleRef newRoleRef)　　インスタンス文書に <link:roleRef>要素を
追加します。

createRoleRef(java.lang.String href, java.lang.String roleURI, java.lang.String base)
　　<link:roleRef>要素である XBRLRoleRefオブジェクトを新規に生成します。

getArcroleRefs()　　インスタンス文書に記述されている <link:arcroleRef>要素のリス
トを取得します。

getArcroleRef(java.lang.String arcroleURI)　　インスタンス文書に記述されている
<link:arcroleRef>要素のうち，引数 arcroleURIと同じ値の arcroleURI属性を持つ
<link:arcroleRef>要素を取得します。

addArcroleRef(XBRLArcroleRef newArcroleRef)　　インスタンス文書に
<link:arcroleRef>要素を追加します。

createArcroleRef(java.lang.String href, java.lang.String arcroleURI, java.lang.String 
base)　　<link:arcroleRef>要素である XBRLArcroleRefオブジェクトを新規に生成し
ます。
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getContexts()　　インスタンス文書に記述されているコンテキスト要素のリストを取得
します。

addContext(XBRLContext newContext)　　インスタンス文書にコンテキスト要素を追
加します。

removeContext(XBRLContext oldContext)　　インスタンス文書からコンテキスト要素
を削除します。

createNumericContext(XBRLEntity entity, XBRLPeriod period, XBRLUnit unit, 
XBRLScenario scenario, int precision, boolean cwa)　　数値コンテキスト要素を新規に
生成します。

createNonNumericContext(XBRLEntity entity, XBRLPeriod period, XBRLUnit unit, 
XBRLScenario scenario)　　非数値コンテキスト要素を新規に生成します。

createContext(XBRLEntity entity, XBRLPeriod period, XBRLScenario scenario)　　コ
ンテキスト要素を新規に生成します。

getUnits()　　インスタンス文書に記述されている単位要素のリストを取得します。

addUnit(XBRLUnit2 newUnit)　　インスタンス文書に単位要素を追加します。

removeUnit(XBRLUnit2 oldUnit)　　インスタンス文書から単位要素を削除します。

createUnit(XBRLQName[] measures)　　単位要素である XBRLUnit2オブジェクトを
新規に生成します。

createUnit(XBRLQName[] numerator, XBRLQName[] denominator)　　分数を指定し
て，単位要素である XBRLUnit2オブジェクトを新規に生成します。

getChildElements()　　インスタンス文書のルート要素の子要素のリストを取得します。

getChildElements(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)　　インス
タンス文書のルート要素の子要素のうち，指定した名前を持つ子要素のリストを取得し
ます。

appendChildElement(XBRLInstanceElement newElement)　　インスタンス文書の
ルート要素の子要素のリストの末尾に，指定した要素を追加します。

insertChildElementBefore(XBRLInstanceElement newElement, 
XBRLInstanceElement refElement)　　引数 newElementに指定した要素を，このイン
スタンス文書のルート要素の既存の子要素の前に挿入します。

replaceChildElement(XBRLInstanceElement newElement, XBRLInstanceElement 
oldElement)　　引数 oldElementに指定した子要素を，引数 newElementに指定した要
素で置き換えます。

removeChildElement(XBRLInstanceElement oldElement)　　インスタンス文書のルー
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ト要素の子要素を削除します。

getElements()　　このインスタンス文書に存在する要素のリストを取得します。

getElements(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)　　このインス
タンス文書に存在する，指定した名前の要素のリストを取得します。

createItem(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name, XBRLContext 
context)　　アイテムを新規に生成します。

createNumericItem(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name, 
XBRLContext context, XBRLUnit2 unit, XBRLPrecision precision, XBRLDecimals 
decimals)　　数値アイテムを新規に生成します。

createNonNumericItem(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name, 
XBRLContext2 context)　　非数値アイテムを新規に生成します。

createTuple(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)　　タプルを新規
に生成します。

createEntity(XBRLIdentifier identifier, XBRLSegment segment)　　エンティティ要素
を表す XBRLEntityオブジェクトを新規に生成します。

createPeriod(int periodType, XBRLDateUnion instant, XBRLDateUnion startDate, 
XBRLDateUnion endDate, XBRLDuration duration)　　時期要素である XBRLPeriod
オブジェクトを新規に生成します。

createPeriod()　　時期要素である XBRLPeriodオブジェクトを新規に生成します。

createPeriod(XBRLDateUnion instant)　　時期要素である XBRLPeriodオブジェクト
を新規に生成します。

createPeriod(XBRLDateUnion startDate, XBRLDateUnion endDate)　　時期要素であ
る XBRLPeriodオブジェクトを新規に生成します。

createUnit(XBRLMeasureOrOperator measureOrOperator)　　単位要素である
XBRLUnitオブジェクトを新規に生成します。

createScenario(java.lang.String name)　　シナリオ要素である XBRLScenarioオブ
ジェクトを新規に生成します。

createScenario()　　シナリオ要素である XBRLScenarioオブジェクトを新規に生成しま
す。

createIdentifier(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String value)　　識別子要
素である XBRLIdentifierオブジェクトを新規に生成します。

createSegment(java.lang.String name)　　セグメント要素である XBRLSegmentオブ
ジェクトを新規に生成します。
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createSegment()　　セグメント要素である XBRLSegmentオブジェクトを新規に生成
します。

createMeasure(XBRLQName value)　　計量要素である XBRLMeasureオブジェクト
を新規に生成します。

createOperator(java.lang.String kind, XBRLMeasureOrOperator lhs, 
XBRLMeasureOrOperator rhs)　　演算子要素である XBRLOperatorオブジェクトを新
規に生成します。

getFootnotes()　　インスタンス文書に記述されている脚注のリストを取得します。

getFootnotesByLang(java.lang.String lang)　　インスタンス文書に記述されている脚
注のうち，指定した言語の脚注を取得します。

getFootnotesByRole(java.lang.String role)　　インスタンス文書に記述されている脚注
のうち，指定したロールの脚注を取得します。

getFootnotes(java.lang.String lang, java.lang.String role)　　インスタンス文書に記述
されている脚注のうち，指定した言語およびロールの脚注を取得します。

addFootnote(XBRLFootnote newFootnote)　　インスタンス文書に脚注を追加します。

removeFootnote(XBRLFootnote oldFootnote)　　インスタンス文書から脚注を削除しま
す。

createFootnote(java.lang.String lang, java.lang.String role, java.lang.String title)　　
脚注である XBRLFootnoteオブジェクトを新規に生成します。

createFootnote(java.lang.String footnoteLinkRole, java.lang.String lang, 
java.lang.String role, java.lang.String title)　　脚注である XBRLFootnoteオブジェク
トを新規に生成します。カスタムロールを指定できます。

importNode(XBRLInstanceNode sourceNode, boolean deep)　　ほかの
XBRLInstanceDocumentオブジェクトで生成されたノードをインポートします。

cloneNode(org.w3c.dom.Document w3cdomDocument, boolean deep)　　インスタンス
文書を複製します。

createExplicitMember(XBRLQName dimension, XBRLQName value)　　
<xbrldi:explicitMember>要素を表す XBRLExplicitMemberオブジェクトを新規に生成
します。

createTypedMember(XBRLQName dimension)　　<xbrldi:typedMember>要素を表す
XBRLTypedMemberオブジェクトを新規に生成します。

getDimensionsVersion()　　インスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsの
バージョンを取得します。
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● XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェース

getOwnerDocumentManager()　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを所
有する XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

getXBRLVersion()　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが解析または作成
するインスタンス文書の XBRLバージョンを取得します。

isValidating()　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書
の解析時に文書の妥当性を検証するかどうかを調べます。

isDelayLoading()　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス
文書の解析時にリンクベースの遅延読み込みをするかどうかを調べます。

getExternalSchemaRefs()　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，イン
スタンス文書の解析時に参照するタクソノミー本体の URIのリストを取得します。

getProperty()　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書を
解析または作成する際に使用するプロパティの値を取得します。

getTaxonomyDocumentBuilder()　　タクソノミー文書を読み込むために使用する
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを取得します。

setTaxonomyDocumentBuilder(XBRLTaxonomyDocumentBuilder 
taxonomyDocumentBuilder)　　タクソノミー文書を読み込むために使用する
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを設定します。

setEntityResolver(org.xml.sax.EntityResolver entityResolver)　　インスタンス文書に
存在するエンティティを解決するためのエンティティリゾルバ
（org.xml.sax.EntityResolverオブジェクト）を設定します。

setErrorHandler(XBRLParseErrorHandler errorHandler)　　インスタンス文書解析時
のエラーを受け取るエラーハンドラ（XBRLParseErrorHandlerオブジェクト）を設定
します。

parse(org.xml.sax.InputSource is)　　指定した入力ソースからインスタンス文書を解析
し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

parse(java.io.InputStream is)　　指定した入力ストリームをインスタンス文書として解
析し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

parse(java.io.InputStream is, java.lang.String systemId)　　指定した入力ストリーム
をインスタンス文書として解析し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成
します。

parse(java.io.File file)　　指定したファイルをインスタンス文書として解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。
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parse(java.lang.String uri)　　指定した URIをインスタンス文書として解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

parse(org.w3c.dom.Element instanceRoot)　　指定した要素をルート要素とするインス
タンス文書を解析し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

parse(org.w3c.dom.Element instanceRoot, java.lang.String systemId)　　指定した要素
をルート要素とするインスタンス文書を解析し，XBRLInstanceDocumentオブジェクト
を新規に生成します。

parse2(org.xml.sax.InputSource is)　　指定した入力ソースに含まれる複数のインスタ
ンス文書を解析し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

parse2(java.io.InputStream is)　　指定した入力ストリームに含まれる複数のインスタ
ンス文書を解析し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

parse2(java.io.InputStream is, java.lang.String systemId)　　指定した入力ストリーム
に含まれる複数のインスタンス文書を解析し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを
新規に生成します。

parse2(java.io.File file)　　指定したファイルに含まれる複数のインスタンス文書を解析
し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

parse2(java.lang.String uri)　　指定したURIに含まれる複数のインスタンス文書を解
析し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument taxonomyDocument)　　空のイン
スタンス文書を表す XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument taxonomyDocument, 
java.lang.String systemId)　　空のインスタンス文書を表す XBRLInstanceDocument
オブジェクトを新規に生成します。

newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument taxonomyDocument, 
org.w3c.dom.Document w3cdomDocument)　　XML文書の任意の位置にインスタンス
文書を追加する場合に使用します。空のインスタンス文書を表す
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument taxonomyDocument, 
org.w3c.dom.Document w3cdomDocument, java.lang.String systemId)　　XML文書の
任意の位置にインスタンス文書を追加する場合に使用します。空のインスタンス文書を
表す XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

getDimensionsVersion()　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，どの
バージョンの XBRL Dimensionsに準拠しているインスタンス文書を解析または作成す
るのかを取得します。
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setCreatingSchemaLocations(boolean creating)　　空のインスタンス文書を表す
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成するときに，ルート要素の
xsi:schemaLocation属性の初期値として，タクソノミー文書に含まれる各タクソノミー
本体の対象名前空間 URIと位置を示す絶対 URIの組を設定するかどうかを指定します。

isCreatingSchemaLocations()　　空のインスタンス文書を表す
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成するときに，ルート要素の
xsi:schemaLocation属性の初期値として，タクソノミー文書に含まれる各タクソノミー
本体の対象名前空間 URIと位置を示す絶対 URIの組を設定するかどうかを示します。

● XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryインターフェース

getOwnerDocumentManager()　　XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェク
トを所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

setXBRLVersion(int version)　　どの XBRLバージョンのインスタンス文書を解析また
は作成するのかを設定します。

getXBRLVersion()　　どの XBRLバージョンのインスタンス文書を解析または作成する
のかを取得します。

setValidating(boolean flag)　　インスタンス文書の解析時に文書の妥当性を検証するか
どうかを設定します。

isValidating()　　インスタンス文書の解析時に文書の妥当性を検証するかどうかを調べ
ます。

setDelayLoading(boolean flag)　　インスタンス文書の解析時にリンクベースの遅延読
み込みをするかどうかを設定します。

isDelayLoading()　　インスタンス文書の解析時にリンクベースの遅延読み込みをする
かどうかを調べます。

setExternalSchemaRefs(java.lang.String[] uris)　　インスタンス文書の解析時に参照
するタクソノミー本体の URIのリストを設定します。

getExternalSchemaRefs()　　インスタンス文書の解析時に参照するタクソノミー本体の
URIのリストを取得します。

setIgnoringComments(boolean flag)　　インスタンス文書の解析時にコメントを無視す
るかどうかを設定します。

isIgnoringComments()　　インスタンス文書の解析時にコメントを無視するかどうかを
調べます。

setCoalescing(boolean flag)　　インスタンス文書の解析時に CDATAノードを Text
ノードに変換するかどうかを設定します。
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isCoalescing()　　インスタンス文書の解析時に CDATAノードを Textノードに変換す
るかどうかを調べます。

newInstanceDocumentBuilder()　　現在設定されているパラメタを使用して，
XBRLInstanceDocumentBuilderのインスタンスを新規に生成します。

setProperty(java.lang.String name, java.lang.Object value)　　
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書を解析または作成す
る際に使用するプロパティの値を設定します。

getProperty(java.lang.String name)　　XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryに
よって生成される XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書を
解析または作成する際に使用するプロパティの値を取得します。

setDimensionsVersion(int version)　　XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによっ
て生成される XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，どのバージョンの
XBRL Dimensionsに準拠しているインスタンス文書を解析または作成するのかを指定し
ます。

getDimensionsVersion()　　XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成され
る XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，どのバージョンの XBRL 
Dimensionsに準拠しているインスタンス文書を解析または作成するのかを取得します。

● XBRLInstanceDocumentWriterインターフェース

getOwnerDocumentManager()　　XBRLInstanceDocumentWriterオブジェクトを所有
する XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

setEncoding(java.lang.String encoding)　　インスタンス文書を書き出す際に使用する
エンコーディングを設定します。

getEncoding()　　インスタンス文書を書き出す際に使用するエンコーディングを取得し
ます。

setIndent(boolean indent)　　インスタンス文書を書き出す際にインデントをするかど
うかを設定します。

isIndent()　　インスタンス文書を書き出す際にインデントをするかどうかを調べます。

write(java.io.OutputStream os, XBRLInstanceDocument doc)　　インスタンス文書を
ストリームに書き出します。

● XBRLInstanceDocumentWriterFactoryインターフェース

getOwnerDocumentManager()　　XBRLInstanceDocumentWriterFactoryオブジェク
トを所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。
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newInstanceDocumentWriter()　　現在設定されているパラメタを使用して，
XBRLInstanceDocumentWriterのインスタンスを新規に生成します。

● XBRLInstanceElementインターフェース

getTaxonomyElement()　　要素の要素宣言を取得します。

getElementType()　　オブジェクトの型を表すコードを取得します。

getNamespaceURI()　　要素が属する名前空間 URIを取得します。

getPrefix()　　要素の名前空間接頭辞を取得します。

getName()　　要素の名前を取得します。

getId()　　要素の id属性の値を取得します。

setId(java.lang.String id)　　要素の id属性の値を設定します。

getLabels()　　要素に関連づけられているラベルのリストを取得します。

getLabelsByLang(java.lang.String lang)　　要素に関連づけられているラベルのうち，
指定した言語のラベルのリストを取得します。

getLabelsByRole(java.lang.String role)　　要素に関連づけられているラベルのうち，
指定したロールを持つラベルのリストを取得します。

getLabel(java.lang.String lang, java.lang.String role)　　要素に関連づけられているラ
ベルのうち，指定した言語とロールを持つラベルを取得します。

getLabels(java.lang.String lang, java.lang.String role)　　要素に関連づけられているラ
ベルのうち，指定した言語とロールを持つラベルのリストを取得します。

getLabelRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)　
　要素の要素宣言とラベルの関係を表す XBRLLabelRelationshipオブジェクトのリスト
を取得します。

getReferences()　　要素に関連づけられている文献への参照のリストを取得します。

getReferences(java.lang.String role)　　要素に関連づけられている文献への参照のう
ち，指定したロールを持つ文献への参照のリストを取得します。

getReferenceRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, java.lang.String 
arcrole)　　要素の要素宣言と文献への参照の関係を表す XBRLReferenceRelationship
オブジェクトのリストを取得します。

isNillable()　　要素の要素宣言の nillable属性の値を取得します。

isNil()　　要素の xsi:nil属性の値を取得します。

setNil(java.lang.Boolean nil)　　要素の xsi:nil属性の値を設定します。
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getFootnotes()　　要素に関連づけられている脚注のリストを取得します。

getFootnotesByLang(java.lang.String lang)　　要素に関連づけられている脚注のうち，
指定した言語の脚注のリストを取得します。

getFootnotesByRole(java.lang.String role)　　要素に関連づけられている脚注のうち，
指定したロールの脚注のリストを取得します。

getFootnotes(java.lang.String lang, java.lang.String role)　　要素に関連づけられてい
る脚注のうち，指定した言語およびロールの脚注のリストを取得します。

addFootnote(XBRLFootnote newFootnote)　　要素に脚注を関連づけます。

addFootnote(XBRLFootnote newFootnote, java.lang.String arcrole, 
java.math.BigDecimal order)　　要素に脚注を関連づけます。カスタムアークロールを
使用できます。

removeFootnote(XBRLFootnote oldFootnote)　　要素と脚注の関連づけを削除します。

removeFootnote(XBRLFootnote oldFootnote, java.lang.String arcrole, 
java.math.BigDecimal order)　　要素と脚注の関連づけを削除します。

getFootnoteRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, java.lang.String 
arcrole)　　要素と脚注の関係を表す XBRLFootnoteRelationshipオブジェクトのリスト
を取得します。

isNilAttributeSpecified()　　要素に xsi:nil属性が定義されていたかどうかを調べます。

getDefinitionRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, java.lang.String 
arcrole)　　要素の要素宣言とほかの要素宣言の関係を表す
XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトのリストを取得します。

● XBRLInstanceItemインターフェース

getTaxonomyItem()　　アイテムの要素宣言を取得します。

getItemType()　　アイテムのデータ型を表すコードを取得します。

getBaseItemType()　　アイテムのベースデータ型を表すコードを取得します。

isNumeric()　　アイテムが数値または非数値のどちらであるかを調べます。

getContext()　　アイテムが参照するコンテキスト要素を取得します。

setContext(XBRLContext context)　　アイテムが参照するコンテキスト要素を設定しま
す。

getUnit()　　アイテムが参照する単位要素を取得します。

setUnit(XBRLUnit2 unit)　　アイテムが参照する単位要素を設定します。
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getPrecision()　　アイテムの precision属性値を取得します。

setPrecision(XBRLPrecision precision)　　アイテムの precision属性値を設定します。

getDecimals()　　アイテムの decimals属性値を取得します。

setDecimals(XBRLDecimals decimals)　　アイテムの decimals属性値を設定します。

hasValue()　　アイテムに値が設定されているかどうかを調べます。

getValue()　　アイテムの値を取得します。

setValue(java.lang.Object value)　　アイテムの値を設定します。

getString()　　アイテムの値の文字列表現を取得します。

setString(java.lang.String value)　　アイテムの値の文字列表現を設定します。

getDimensionalRelationshipSet()　　アイテムの要素宣言に関連付いている DRSを取
得します。

validateDimensions()　　DRSに含まれているすべてのロールでアイテムに対して
XBRL Dimensionsの妥当性検証を実行します。

validateDimensions(java.lang.String role)　　DRSに含まれているロールのうち，引数
roleに指定されたロールでアイテムに対して XBRL Dimensionsの妥当性検証を実行し
ます。

● XBRLInstanceNodeインターフェース

getNodeType()　　ノードの型を表すコードを取得します。

getOwnerInstanceDocument()　　ノードを所有する XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトを取得します。

isActive()　　ノードがアクティブかどうか（インスタンス文書に存在し，ツリーをた
どって到達できるか）を調べます。

getParentNode()　　ノードが関連づけられている親ノードを取得します。

cloneNode(boolean deep)　　ノードを複製します。

getW3CDOMNode()　　ノードに対応する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを取得しま
す。

● XBRLInstanceTupleインターフェース

getTaxonomyTuple()　　タプルの要素宣言を取得します。

getChildElements()　　タプルのすべての子要素のリストを取得します。

getChildElements(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)　　指定し
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た名前の子要素のリストを取得します。

appendChildElement(XBRLInstanceElement newElement)　　タプルの子要素のリス
トの末尾に，指定した子要素を追加します。

insertChildElementBefore(XBRLInstanceElement newElement, 
XBRLInstanceElement refElement)　　引数 newElementに指定された要素を，このタ
プルの既存の子要素の前に挿入します。

replaceChildElement(XBRLInstanceElement newElement, XBRLInstanceElement 
oldElement)　　引数 oldElementに指定した子要素を，引数 newElementに指定した要
素で置き換えます。

removeChildElement(XBRLInstanceElement oldElement)　　タプルの子要素を削除し
ます。

● XBRLLinkbaseRefインターフェース

getRole()　　<link:linkbaseRef>要素の xlink:role属性の値を取得します。

getHref()　　<link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性の値を取得します。

getBase()　　<link:linkbaseRef>要素の xml:base属性の値を取得します。

● XBRLMeasureインターフェース

getValue()　　計量要素の内容を取得します。

setValue(XBRLQName value)　　計量要素の内容を設定します。

● XBRLMeasureOrOperatorインターフェース

getMeasureOrOperatorType()　　オブジェクトが計量要素または演算子要素のどちらで
あるかを調べます。

● XBRLNonNumericContextインターフェース

getUnit()　　非数値コンテキスト要素の単位要素を取得します。

setUnit(XBRLUnit unit)　　非数値コンテキスト要素の単位要素を設定します。

● XBRLNumericContextインターフェース

getPrecision()　　数値コンテキスト要素の precision属性の値を取得します。

setPrecision(int precision)　　数値コンテキスト要素の precision属性の値を設定しま
す。

getCwa()　　数値コンテキスト要素の cwa属性の値を取得します。

setCwa(boolean cwa)　　数値コンテキスト要素の cwa属性の値を設定します。
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getUnit()　　数値コンテキスト要素の単位要素を取得します。

setUnit(XBRLUnit unit)　　数値コンテキスト要素の単位要素を設定します。

● XBRLOperatorインターフェース

getKind()　　演算子の種別を取得します。

setKind(java.lang.String kind)　　演算子の種別を設定します。

getLhs()　　演算子の左辺を取得します。

setLhs(XBRLMeasureOrOperator lhs)　　演算子の左辺を設定します。

getRhs()　　演算子の右辺を取得します。

setRhs(XBRLMeasureOrOperator rhs)　　演算子の右辺を設定します。

● XBRLPeriodインターフェース

getPeriodType()　　時期要素の内容の意味を取得します。

getInstant()　　時期要素の内容のある特定の時点を取得します。

getStartDate()　　時期要素の内容の開始日を取得します。

getEndDate()　　時期要素の内容の終了日を取得します。

getDuration()　　時期要素の内容の継続期間を取得します。

● XBRLRoleRefインターフェース

getHref()　　<link:roleRef>要素の xlink:href属性の値を取得します。

getRoleURI()　　<link:roleRef>要素の roleURI属性の値を取得します。

getBase()　　<link:roleRef>要素の xml:base属性の値を取得します。

getRoleType()　　<link:roleRef>要素の link:roleType属性の値を取得します。

● XBRLScenarioインターフェース

getName()　　シナリオ要素の name属性を取得します。

setName(java.lang.String name)　　シナリオ要素の name属性を設定します。

getContainerNode()　　シナリオ要素の内容を保持するノードを取得します。

getDimensionMembers()　　シナリオ要素の子要素である <xbrldi:explicitMember要素
>および <xbrldi:typedMember>要素のリストを取得します。

getExplicitMembers()　　シナリオ要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>要素
のリストを取得します。
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getTypedMembers()　　シナリオ要素の子要素である <xbrldi:typedMember>要素のリ
ストを取得します。

appendDimensionMember(XBRLDimensionMember newMember)　　シナリオ要素の
子要素のリストの末尾に，引数 newMemberに指定した要素を追加します。

insertDimensionMemberBefore(XBRLDimensionMember newMember, 
XBRLDimensionMember refMember)　　引数 newMemberに指定した要素を，引数
refMemberに指定した子要素の前に挿入します。

replaceDimensionMember(XBRLDimensionMember newMember, 
XBRLDimensionMember oldMember)　　引数 oldMemberに指定した子要素を，引数
newMemberに指定した要素で置き換えます。

removeDimensionMember(XBRLDimensionMember oldMember)　　引数 oldMember
に指定された子要素を，シナリオ要素の子要素のリストから削除します。

hasExplicitMember(XBRLQName dimension)　　シナリオ要素の子要素に，該当する
<xbrldi:explicitMember>要素が存在するかどうかを調べます。

hasExplicitMember(XBRLQName dimension, XBRLQName value)　　シナリオ要素の
子要素に，該当する <xbrldi:explicitMember>要素が存在するかどうかを調べます。

hasTypedMember(XBRLQName dimension)　　シナリオ要素の子要素に，該当する
<xbrldi:typedMember>要素が存在するかどうかを調べます。

● XBRLSchemaRefインターフェース

getHref()　　<link:schemaRef>要素の xlink:href属性の値を取得します。

getBase()　　<link:schemaRef>要素の xml:base属性の値を取得します。

● XBRLSegmentインターフェース

getName()　　セグメント要素の name属性を取得します。

setName(java.lang.String name)　　セグメント要素の name属性を設定します。

getContainerNode()　　セグメント要素の内容を保持するノードを取得します。

getDimensionMembers()　　セグメント要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>
要素および <xbrldi:typedMember>要素のリストを取得します。

getExplicitMembers()　　セグメント要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>要
素のリストを取得します。

getTypedMembers()　　セグメント要素の子要素である <xbrldi:typedMember>要素の
リストを取得します。

appendDimensionMember(XBRLDimensionMember newMember)　　セグメント要素
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の子要素のリストの末尾に，引数 newMemberに指定した要素を追加します。

insertDimensionMemberBefore(XBRLDimensionMember newMember, 
XBRLDimensionMember refMember)　　引数 newMemberに指定した要素を，引数
refMemberに指定した子要素の前に挿入します。

replaceDimensionMember(XBRLDimensionMember newMember, 
XBRLDimensionMember oldMember)　　引数 oldMemberに指定した子要素を，引数
newMemberに指定した要素で置き換えます。

removeDimensionMember(XBRLDimensionMember oldMember)　　引数 oldMember
に指定した子要素を，セグメント要素の子要素のリストから削除します。

hasExplicitMember(XBRLQName dimension)　　セグメント要素の子要素に，該当す
る <xbrldi:explicitMember>要素が存在するかどうかを調べます。

hasExplicitMember(XBRLQName dimension, XBRLQName value)　　セグメント要素
の子要素に，該当する <xbrldi:explicitMember>要素が存在するかどうかを調べます。

hasTypedMember(XBRLQName dimension)　　セグメント要素の子要素に，該当する
<xbrldi:typedMember>要素が存在するかどうかを調べます。

● XBRLUnitインターフェース

getMeasureOrOperator()　　計量要素または演算子要素を取得します。

setMeasureOrOperator(XBRLMeasureOrOperator measureOrOperator)　　計量要素
または演算子要素を設定します。

● XBRLUnit2インターフェース

getId()　　単位要素の id属性の値を取得します。

setId(java.lang.String id)　　単位要素の id属性の値を設定します。

getUnitType()　　単位要素の内容を表すコードを取得します。

getMeasures()　　単位要素を構成する基本単位のリストを取得します。

getNumerator()　　単位要素の分子を構成する基本単位のリストを取得します。

getDenominator()　　単位要素の分母を構成する基本単位のリストを取得します。

getItems()　　単位要素を参照しているアイテムのリストを取得します。

getItems(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)　　単位要素を参照
している，指定した名前のアイテムのリストを取得します。

● XBRLDimensionMemberインターフェース

getDimension()　　<xbrldi:explicitMember>要素または <xbrldi:typedMember>要素
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の dimension属性の値を取得します。

setDimension(XBRLQName dimension)　　<xbrldi:explicitMember>要素または
<xbrldi:typedMember>要素の dimension属性の値を設定します。

● XBRLExplicitMemberインターフェース

getValue()　　<xbrldi:explicitMember>要素の内容を取得します。

setValue(XBRLQName value)　　<xbrldi:explicitMember>要素の内容を設定します。

● XBRLTypedMemberインターフェース

getContainerNode()　　<xbrldi:typedMember>要素の内容を保持するノードを取得し
ます。

6.2.3　com.hitachi.xbrl.linkパッケージ一覧
● XBRLCalculationRelationshipインターフェース

getWeight()　　<link:calculationArc>要素の weight属性の値を取得します。

● XBRLDefinitionRelationshipインターフェース

● XBRLFootnoteRelationshipインターフェース

● XBRLLabelRelationshipインターフェース

● XBRLPresentationRelationshipインターフェース

getPreferredLabel()　　<link:presentationArc>要素の preferredLabel属性の値を取得
します。

● XBRLReferenceRelationshipインターフェース

● XBRLRelationshipインターフェース

getArcType()　　関係を定義したアークの種類を調べます。

getExtendedLinkRole()　　関係を定義したアークを含む拡張リンクのロールを取得しま
す。

getArcrole()　　関係を定義したアークのアークロールを取得します。

getOrder()　　関係を定義したアークの order属性の値を取得します。

getFrom()　　関係の from側のリソースを取得します。

getTo()　　関係の to側のリソースを取得します。

getPriority()　　関係を定義したアークの priority属性の値を取得します。
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isOrderAttributeSpecified()　　関係を定義したアークの order属性が定義されているか
を判定します。

● XBRLDimensionalRelationshipインターフェース

● XBRLDimensionalRelationshipSetインターフェース

getTaxonomyItem()　　DRSに関連づいているプライマリーアイテムの要素宣言を取得
します。

getRoles()　　DRSに含まれている has-hypercube関係が定義された，extended型要素
の xlink:role属性のリストを取得します。

getHasHypercubeRelationships(java.lang.String role)　　DRSに含まれている
has-hypercube関係のうち，引数 roleに指定した値と同じ xlink:role属性を持つ
extended型要素に定義された，has-hypercube関係のリストを取得します。

getHypercubeDimensionRelationships(XBRLHasHypercubeRelationship relationship)
　　DRSに含まれている hypercube-dimension関係のうち，引数 relationshipの to側
のリソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結びついている
hypercube-dimension関係のリストを取得します。

getDimensionDomainRelationships(XBRLHypercubeDimensionRelationship 
relationship)　　DRSに含まれている dimension-domain関係のうち，引数
relationshipの to側のリソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結びついてい
る dimension-domain関係のリストを取得します。

getDomainMemberRelationships(XBRLDimensionDomainRelationship relationship)
　　DRSに含まれている domain-member関係のうち，引数 relationshipの to側のリ
ソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結びついている domain-member関係
のリストを取得します。

getDomainMemberRelationships(XBRLDomainMemberRelationship relationship)　
　DRSに含まれている domain-member関係のうち，引数 relationshipの to側のリ
ソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結びついている domain-member関係
のリストを取得します。

getDimensionDefaultRelationship(XBRLHypercubeDimensionRelationship 
relationship)　　DRSに含まれている dimension-default関係のうち，引数
relationshipの to側のリソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結びついてい
る dimension-default関係を取得します。

getDRSDimensions(java.lang.String role, int contextElementType)　　DRSに含まれ
ているディメンジョンの要素宣言のうち，インスタンス文書に記述できるディメンジョ
ンの要素宣言のリストを返します。

getDRSDimensions(java.lang.String role)　　DRSに含まれているディメンジョンの要
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素宣言のうち，インスタンス文書に記述できるディメンジョンの要素宣言のリストを返
します。

getDRSMembers(XBRLDRSDimension dimension)　　DRSに含まれている要素宣言の
うち，指定されたディメンジョンのメンバとして，インスタンス文書に記述できる要素
宣言のリストを返します。

getDRSDefaultMember(XBRLDRSDimension dimension)　　DRSに含まれている要素
宣言のうち，インスタンス文書に記述できる要素宣言のリストを返します。

● XBRLDimensionDefaultRelationshipインターフェース

● XBRLDimensionDomainRelationshipインターフェース

getUsable()　　<link:definitionArc>要素の xbrldt:usable属性の値を取得します。

getTargetRole()　　<link:definitionArc>要素の xbrldt:targetRole属性の値を取得しま
す。

● XBRLDomainMemberRelationshipインターフェース

getUsable()　　<link:definitionArc>要素の xbrldt:usable属性の値を取得します。

getTargetRole()　　<link:definitionArc>要素の xbrldt:targetRole属性の値を取得しま
す。

● XBRLDRSDimensionインターフェース

getContextElementType()　　<link:definitionArc>要素の xbrldt:contextElement属性
の種類を取得します。

getRole()　　extended型要素の xlink:role属性の値を取得します。

getTaxonomyDimensionItem()　　ディメンジョンの要素宣言を取得します。

getQName()　　ディメンジョンの要素宣言の QNameを取得します。

● XBRLDRSMemberインターフェース

getTaxonomyElement()　　ディメンジョンのメンバを表す要素宣言を取得します。

getQName()　　ディメンジョンのメンバを表す要素宣言の QNameを取得します。

● XBRLHasHypercubeRelationshipインターフェース

getContextElementType()　　<link:definitionArc>要素の xbrldt:contextElement属性
の種類を取得します。

getClosed()　　<link:definitionArc>要素の xbrldt:closed属性の値を取得します。

getHasHypercubeRelationshipType()　　<link:definitionArc>要素の xlink:arcrole属
性の種類を取得します。
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getTargetRole()　　<link:definitionArc>要素の xbrldt:targetRole属性の値を取得しま
す。

● XBRLHypercubeDimensionRelationshipインターフェース

getTargetRole()　　<link:definitionArc>要素の xbrldt:targetRole属性の値を取得しま
す。

● XBRLIllegalCycleExceptionクラス

getLinkName()　　エラーが検出された関係ネットワークを定義している拡張リンクの
種類を取得します。

getExtendedLinkRole()　　エラーが検出された関係ネットワークを定義している拡張リ
ンクのロールを取得します。

getArcrole()　　エラーが検出された関係ネットワークを定義しているアークのアーク
ロールを取得します。

getCyclesAllowed()　　エラーが検出された関係ネットワークで許可されるサイクルの種
類を取得します。

getErrorRoutes()　　誤っていた経路を取得します。

getRelationRoutes()　　誤っていた経路に関連するもう一つの経路を取得します。

● XBRLDimensionIllegalCycleExceptionクラス

getLinkName()　　エラーが検出された DRSの関係ネットワークを定義している拡張リ
ンクの種類を取得します。

getExtendedLinkRole()　　エラーが検出された DRSの関係ネットワークを定義してい
る拡張リンクのロールを取得します。

getArcrole()　　エラーが検出された DRSの関係ネットワークを定義しているアークの
アークロールを取得します。

getCyclesAllowed()　　エラーが検出された DRSの関係ネットワークで許可されるサイ
クルの種類を取得します。

getErrorRoutes()　　誤っていた経路を取得します。

6.2.4　com.hitachi.xbrl.taxonomyパッケージ一覧
● XBRLArcroleTypeインターフェース

getId()　　<link:arcroleType>要素の id属性の値を取得します。

getArcroleURI()　　カスタムアークロールの arcroleURI属性の値を取得します。
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getCyclesAllowed()　　<link:arcroleType>要素の cyclesAllowed属性の値を取得しま
す。

getUsedOn()　　カスタムアークロールを使用できる要素のリストを取得します。

isUsedOn(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)　　指定した要素
で，カスタムアークロールが使用できるかどうかを調べます。

● XBRLLabelインターフェース

isRemote()　　ラベルがラベルリンクの外で定義されているかどうかを調べます。

getHref()　　ラベルがラベルリンクの外で定義されている場合に，そのラベルの URIを
取得します。

getLang()　　ラベルの言語を取得します。

getRole()　　ラベルのロールを取得します。

getTitle()　　ラベルのタイトルを取得します。

getValue()　　ラベルの内容を表す文字列を取得します。

getContainerNode()　　ラベルの内容を保持するノードを取得します。

● XBRLLinkbaseインターフェース

getExtendedLinksW3CDOMNode(int extendedLinkType)　　<link:linkbase>要素に
定義される拡張リンクのうち，引数で指定した種別の拡張リンクに対応する
org.w3c.dom.Nodeオブジェクトのリストを取得します。

● XBRLTaxonomyLinkbaseRefインターフェース

getHref()　　<link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性の値を取得します。

getRole()　　<link:linkbaseRef>要素の xlink:role属性の値を取得します。

getArcrole()　　<link:linkbaseRef>要素の xlink:arcrole属性の値を取得します。

getBase()　　<link:linkbaseRef>要素の xml:base属性の値を取得します。

● XBRLPartインターフェース

getNamespaceURI()　　パートが属する名前空間 URIを取得します。

getName()　　パートの名前を取得します。

getValue()　　パートの値を取得します。

● XBRLReferenceインターフェース

isRemote()　　文献への参照がリファレンスリンクの外で定義されているかどうかを調
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べます。

getHref()　　文献への参照がリファレンスリンクの外で定義されている場合に，その文
献への参照の URIを取得します。

getRole()　　文献への参照のロールを取得します。

getTitle()　　文献への参照のタイトルを取得します。

getParts()　　文献への参照に含まれるパートのリストを取得します。

getParts(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)　　文献への参照に
含まれるパートのうち，指定した名前を持つパートのリストを取得します。

● XBRLTaxonomyRoleRefインターフェース

getRoleURI()　　<link:roleRef>要素の roleURI属性の値を取得します。

getHref()　　<link:roleRef>要素の xlink:href属性の値を取得します。

getRole()　　<link:roleRef>要素の xlink:role属性の値を取得します。

getArcrole()　　<link:roleRef>要素の xlink:arcrole属性の値を取得します。

● XBRLRoleTypeインターフェース

getId()　　<link:roleType>要素の id属性の値を取得します。

getRoleURI()　　カスタムロールの roleURI属性の値を取得します。

getUsedOn()　　カスタムロールを使用できる要素のリストを取得します。

isUsedOn(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)　　指定した要素
で，カスタムロールが使用できるかどうかを調べます。

● XBRLTaxonomyAttributeDeclarationインターフェース

getUse()　　属性宣言の use属性の値を取得します。

getType()　　属性宣言の型の修飾名を取得します。

getForm()　　属性宣言の form属性の値を取得します。

● XBRLTaxonomyBodyインターフェース

getTargetNamespaceURI()　　タクソノミー本体の対象名前空間 URIを取得します。

getElementFormDefault()　　タクソノミー本体の elementFormDefault属性の値を取
得します。

getAttributeFormDefault()　　タクソノミー本体の attributeFormDefault属性の値を
取得します。
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getImportBodies()　　タクソノミー本体で <xsd:import>要素によりインポートするタ
クソノミー本体を取得します。

getIncludeBodies()　　タクソノミー本体で <xsd:include>要素によりインクルードする
タクソノミー本体を取得します。

● XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionインターフェース

getAbstract()　　型定義の abstract属性の値を取得します。

getBlock()　　型定義の block属性の値を表すコードを取得します。

getCompositor()　　型定義のモデルグループを表すコードを取得します。

getElements()　　型定義の要素宣言のリストを取得します。

getTaxonomyAttributeDeclarations()　　型定義の属性宣言のリストを取得します。

getTaxonomyAttributeDeclaration(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String 
name)　　指定された名前を持つ属性宣言を取得します。

getElementDeclarationsW3CDOMNode()　　型定義の要素宣言に対応する
org.w3c.dom.Nodeオブジェクトのリストを取得します。

getDerivationMethod()　　型定義の派生方法を表すコードを取得します。

● XBRLTaxonomyComponentインターフェース

getComponentType()　　XML文書の種類を表すコードを取得します。

getAbsoluteURI()　　XML文書の絶対 URIを取得します。

getW3CDOMDocument()　　XML文書の DOMツリーを取得します。

● XBRLTaxonomyDocumentインターフェース

getOwnerDocumentManager()　　タクソノミー文書を所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

getXBRLVersion()　　タクソノミー文書が準拠する XBRLバージョンを取得します。

getPTVLinkbase()　　タクソノミー文書の解析時に生成された PTVLIを取得します。

getTaxonomyComponents()　　タクソノミー文書を構成する XML文書のリストを取得
します。

getTaxonomyBodies()　　タクソノミー文書を構成するタクソノミー本体のリストを取
得します。

getTaxonomyBody(java.lang.String targetNamespaceURI)　　タクソノミー文書を構
成するタクソノミー本体のうち，指定した名前空間URIを持つタクソノミー本体を取得
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します。

getLinkbases()　　タクソノミー文書を構成するリンクベースのリストを取得します。

getStartingPoints()　　タクソノミー文書を構成する際の出発点となったタクソノミー
本体およびリンクベースのリストを取得します。

getElements()　　タクソノミー文書に記述されている要素の要素宣言のリストを取得し
ます。

getElement(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)　　指定した名前
の要素の要素宣言を取得します。

getRoleTypes()　　タクソノミー文書に記述されている <link:roleType>要素のリストを
取得します。

getRoleTypes(java.lang.String roleURI)　　タクソノミー文書に記述されている
<link:roleType>要素のうち，指定した値のカスタムロールを定義している
<link:roleType>要素のリストを取得します。

getArcroleTypes()　　タクソノミー文書に記述されている <link:arcroleType>要素のリ
ストを取得します。

getArcroleTypes(java.lang.String arcroleURI)　　タクソノミー文書に記述されている
<link:arcroleType>要素のうち，指定した値のカスタムアークロールを定義している
<link:arcroleType>要素のリストを取得します。

getLabels()　　タクソノミー文書に記述されているラベルのリストを取得します。

getLabelsByLang(java.lang.String lang)　　タクソノミー文書に記述されているラベル
のうち，指定した言語のラベルのリストを取得します。

getLabelsByRole(java.lang.String role)　　タクソノミー文書に記述されているラベル
のうち，指定したロールを持つラベルのリストを取得します。

getLabels(java.lang.String lang, java.lang.String role)　　タクソノミー文書に記述され
ているラベルのうち，指定した言語およびロールを持つラベルのリストを取得します。

getReferences()　　タクソノミー文書に記述されている文献への参照のリストを取得し
ます。

getReferences(java.lang.String role)　　タクソノミー文書に記述されている文献への参
照のうち，指定したロールを持つ文献への参照のリストを取得します。

findCalculationRootElements(java.lang.String extendedLinkRole, java.lang.String 
arcrole)　　計算リンクで定義された関係のネットワークでルートとなる要素宣言を検索
します。

findDefinitionRootElements(java.lang.String extendedLinkRole, java.lang.String 
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arcrole)　　定義リンクで定義された関係のネットワークでルートとなる要素宣言を検索
します。

findPresentationRootElements(java.lang.String extendedLinkRole, java.lang.String 
arcrole)　　プレゼンテーションリンクで定義された関係のネットワークでルートとなる
要素宣言を検索します。

getNamespaceDeclarations()　　タクソノミー文書に記述されている名前空間宣言のリ
ストを取得します。

getLinkbaseRefs()　　タクソノミー文書に存在する <link:linkbaseRef>要素のリストを
取得します。

getRoleRefs()　　タクソノミー文書に存在する <link:roleRef>要素のリストを取得しま
す。

getTaxonomyTypeDefinitions()　　タクソノミー文書で定義された型定義のリストを取
得します。

getNamespaceDeclarationsByPrefix(java.lang.String prefix)　　タクソノミー文書で定
義される名前空間宣言のうち，引数で指定した名前空間接頭辞の名前空間宣言のリスト
を取得します。

getNamespaceDeclarationsByURI(java.lang.String uri)　　タクソノミー文書で定義さ
れる名前空間宣言のうち，引数で指定した名前空間URIの名前空間宣言のリストを取得
します。

getTaxonomyTypeDefinition(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)
　　引数で指定した名前の型定義を取得します。

getDimensionalRelationshipSets()　　タクソノミー文書で定義される DRSのリストを
取得します。

getDimensionsVersion()　　タクソノミー文書が準拠している XBRL Dimensionsの
バージョンを取得します。

● XBRLTaxonomyDocumentBuilderインターフェース

getProperty()　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書
を解析する際に使用するプロパティの値を取得します。

getOwnerDocumentManager()　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを
所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

getXBRLVersion()　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが解析するタク
ソノミー文書の XBRLバージョンを取得します。

isValidating()　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文
書の解析時に文書の妥当性を検証するかどうかを調べます。
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isDelayLoading()　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー
文書の解析時にリンクベースの遅延読み込みをするかどうかを調べます。

getMaxTaxonomyExtension()　　タクソノミー文書の解析時に読み込むタクソノミー文
書の最大階層数を取得します。

getMaxDocuments()　　タクソノミー文書の解析時に読み込むタクソノミー文書の最大
数を取得します。

setEntityResolver(org.xml.sax.EntityResolver entityResolver)　　タクソノミー文書に
記述されているエンティティを解決するために使用するエンティティリゾルバ
（org.xml.sax.EntityResolverオブジェクト）を設定します。

setErrorHandler(XBRLParseErrorHandler errorHandler)　　タクソノミー文書解析時
のエラーを受け取る XBRLParseErrorHandlerオブジェクトを設定します。

parse(org.xml.sax.InputSource[] is)　　指定された入力ソースからタクソノミー文書を
解析し，XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを新規に生成します。

parse(java.io.File[] file)　　指定されたファイルをタクソノミー文書として解析し，
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを新規に生成します。

parse(java.lang.String[] uri)　　指定された URIの内容をタクソノミー文書として解析
し，XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを新規に生成します。

getDimensionsVersion()　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，どの
バージョンの XBRL Dimensionsに準拠しているタクソノミー文書を解析するのかを取
得します。

● XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェース

getOwnerDocumentManager()　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェ
クトを所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

setXBRLVersion(int version)　　どの XBRLバージョンのタクソノミー文書を解析する
のかを設定します。

getXBRLVersion()　　どの XBRLバージョンのタクソノミー文書を解析するのかを取得
します。

setValidating(boolean flag)　　タクソノミー文書の解析時に文書の妥当性を検証するか
どうかを設定します。

isValidating()　　タクソノミー文書の解析時に文書の妥当性を検証するかどうかを調べ
ます。

setDelayLoading(boolean flag)　　タクソノミー文書の解析時にリンクベースの遅延読
み込みをするかどうかを設定します。
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isDelayLoading()　　タクソノミー文書の解析時にリンクベースの遅延読み込みをする
かどうかを調べます。

setMaxTaxonomyExtension(int max)　　タクソノミー文書の解析時に読み込むタクソ
ノミー文書の最大階層数を設定します。

getMaxTaxonomyExtension()　　タクソノミー文書の解析時に読み込むタクソノミー文
書の最大階層数を取得します。

setMaxDocuments(int max)　　タクソノミー文書の解析時に読み込むタクソノミー文書
の最大数を設定します。

getMaxDocuments()　　タクソノミー文書の解析時に読み込むタクソノミー文書の最大
数を取得します。

setIgnoringComments(boolean flag)　　タクソノミー文書の解析時にコメントを無視す
るかどうかを設定します。

isIgnoringComments()　　タクソノミー文書の解析時にコメントを無視するかどうかを
調べます。

setCoalescing(boolean flag)　　タクソノミー文書の解析時に CDATAノードを Text
ノードに変換するかどうかを設定します。

isCoalescing()　　タクソノミー文書の解析時に CDATAノードを Textノードに変換す
るかどうかを調べます。

setProperty(java.lang.String name, java.lang.Object value)　　
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析する際に使
用するプロパティの値を設定します。

getProperty(java.lang.String name)　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryに
よって生成される XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書
を解析する際に使用するプロパティの値を取得します。

newTaxonomyDocumentBuilder()　　現在設定されているパラメタを使用して，
XBRLTaxonomyDocumentBuilderのインスタンスを新規に生成します。

setDimensionsVersion(int version)　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryに
よって生成される XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，どのバージョン
の XBRL Dimensionsに準拠しているタクソノミー文書を解析するのかを指定します。

getDimensionsVersion()　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成さ
れる XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，どのバージョンの XBRL 
Dimensionsに準拠しているタクソノミー文書を解析するのかを取得します。

● XBRLTaxonomyElementインターフェース
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getElementType()　　オブジェクトの型を表すコードを取得します。

getNamespaceURI()　　要素が属する名前空間 URIを取得します。

getName()　　要素の名前を取得します。

getType()　　要素の型を示す修飾名を取得します。

getSubstitutionGroup()　　要素のヘッド要素の修飾名を取得します。

isAbstract()　　要素が抽象的かどうかを調べます。

isNillable()　　要素の要素宣言の nillable属性の値を取得します。

getId()　　要素の id属性の値を取得します。

getBalance()　　要素宣言の xbrli:balance属性を取得します。

getLabels()　　要素に関連づけられているラベルのリストを取得します。

getLabelsByLang(java.lang.String lang)　　要素に関連づけられているラベルのうち，
指定した言語のラベルのリストを取得します。

getLabelsByRole(java.lang.String role)　　要素に関連づけられているラベルのうち，
指定したロールを持つラベルのリストを取得します。

getLabel(java.lang.String lang, java.lang.String role)　　要素に関連づけられているラ
ベルのうち，指定した言語とロールを持つラベルを取得します。

getLabels(java.lang.String lang, java.lang.String role)　　要素に関連づけられているラ
ベルのうち，指定した言語とロールを持つラベルのリストを取得します。

getLabelRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)　
　要素の要素宣言とラベルの関係を表す XBRLLabelRelationshipオブジェクトのリスト
を取得します。

getReferences()　　要素に関連づけられている文献への参照のリストを取得します。

getReferences(java.lang.String role)　　要素に関連づけられている文献への参照のう
ち，指定したロールを持つ文献への参照のリストを取得します。

getReferenceRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, java.lang.String 
arcrole)　　要素の要素宣言と文献への参照の関係を表す XBRLReferenceRelationship
オブジェクトのリストを取得します。

getCalculationRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, java.lang.String 
arcrole)　　要素宣言とほかの要素宣言との関係を表す XBRLCalculationRelationship
オブジェクトのリストを取得します。

getDefinitionRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, java.lang.String 
arcrole)　　要素宣言とほかの要素宣言の関係を表す XBRLDefinitionRelationshipオブ
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ジェクトのリストを取得します。

getPresentationRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, java.lang.String 
arcrole)　　要素宣言とほかの要素宣言の関係を表す XBRLPresentationRelationshipオ
ブジェクトのリストを取得します。

getTaxonomyTypeDefinition()　　要素の型定義を表す XBRLTaxonomyTypeDefinition
オブジェクトを取得します。

● XBRLTaxonomyItemインターフェース

getItemType()　　アイテムのデータ型を表すコードを取得します。

getBaseItemType()　　アイテムのベースデータ型を表すコードを取得します。

isNumeric()　　アイテムが数値または非数値のどちらであるかを調べます。

getPeriodType()　　要素宣言の xbrli:periodType属性の値を取得します。

getDimensionalRelationshipSet()　　アイテムに関連づいている DRSを取得します。

● XBRLTaxonomyNodeインターフェース

getNodeType()　　ノードの型を表すコードを取得します。

getOwnerTaxonomyDocument()　　ノードを所有する XBRLTaxonomyDocumentオブ
ジェクトを取得します。

getParentNode()　　ノードが関連づけられている親ノードを取得します。

getW3CDOMNode()　　ノードに対応する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを取得しま
す。

● XBRLTaxonomyOtherElementインターフェース

● XBRLTaxonomySimpleTypeDefinitionインターフェース

● XBRLTaxonomyTupleインターフェース

● XBRLTaxonomyTypeDefinitionインターフェース

getTypeCategory()　　オブジェクトの型を表すコードを取得します。

getId()　　型定義の id属性の値を取得します。

getNamespaceURI()　　型定義が属する名前空間 URIを取得します。

getName()　　型定義の name属性の値を取得します。

getFinal()　　型定義の final属性の値を表すコードを取得します。

getBase()　　型定義の base属性で示される型定義の修飾名を取得します。
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● XBRLTaxonomyDimensionItemインターフェース

getTypedDomainRef()　　要素宣言の xbrldt:typedDomainRef属性の値を取得します。

getTypedDomainRefElement()　　要素宣言の xbrldt:typedDomainRef属性の値が示す
要素宣言を取得します。

● XBRLTaxonomyHypercubeItemインターフェース

6.2.5　com.hitachi.xbrl.typesパッケージ一覧
● XBRLAbstractBinaryクラス

length()　　XBRLAbstractBinaryオブジェクトが保持するバイト配列の長さを取得しま
す。

byteAt(int index)　　指定したインデックスの位置にあるバイトを取得します。

toByteArray()　　XBRLAbstractBinaryオブジェクトが保持するバイト配列のコピーを
取得します。

toString()　　XBRLAbstractBinaryオブジェクトが保持するバイト配列を文字列に変換
します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLAbstractBinaryオブジェクトとほかのオブジェ
クトが等しいかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLAbstractBinaryオブジェクトのハッシュコードを取得します。

● XBRLAbstractPrecisionクラス

isInfinite()　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが文字列 "INF"を保持するかどう
かを調べます。

getValue()　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する数値を取得します。

intValue()　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する値を int型として取得し
ます。

longValue()　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する値を long型として取
得します。

floatValue()　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する値を float型として取
得します。

doubleValue()　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する値を double型とし
て取得します。

toString()　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトの文字列表現を取得します。
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equals(java.lang.Object obj)　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトとほかのオブ
ジェクトが等しいかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトのハッシュコードを取得します。

● XBRLBase64Binaryクラス

XBRLBase64Binary(java.lang.String base64)　　指定した文字列から
XBRLBase64Binaryオブジェクトを構築します。

XBRLBase64Binary(byte[] bytes)　　指定したバイト配列から XBRLBase64Binaryオ
ブジェクトを構築します。

XBRLBase64Binary(byte[] bytes, int offset, int length)　　指定したバイト配列の一部
から XBRLBase64Binaryオブジェクトを構築します。

toByteArray(java.lang.String base64)　　指定した文字列を Base64でデコードして，
バイト配列を生成します。

toString()　　XBRLBase64Binaryオブジェクトが保持するバイト配列を，Base64でエ
ンコードした結果を取得します。

toString(byte[] bytes)　　指定したバイト配列を Base64でエンコードした結果を取得し
ます。

toString(byte[] bytes, int offset, int length)　　指定したバイト配列の一部を Base64で
エンコードした結果を取得します。

valueOf(java.lang.String base64)　　指定した文字列から XBRLBase64Binaryオブ
ジェクトを取得します。

valueOf(byte[] bytes)　　指定したバイト配列から XBRLBase64Binaryオブジェクトを
取得します。

valueOf(byte[] bytes, int offset, int length)　　指定したバイト配列の一部から
XBRLBase64Binaryオブジェクトを取得します。

● XBRLDateクラス

XBRLDate(java.lang.String date)　　指定した date型データの文字列表現から
XBRLDateオブジェクトを構築します。

XBRLDate(XBRLDate other)　　指定した XBRLDateオブジェクトから XBRLDateオ
ブジェクトを新規に構築します。

XBRLDate(XBRLDateTime other)　　指定した XBRLDateオブジェクトから，
XBRLDateオブジェクトを新規に構築します。

compareTo(XBRLDate other)　　XBRLDateオブジェクトとほかの XBRLDateオブ
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ジェクトを比較します。

toString()　　date型データの文字列表現を取得します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLDateオブジェクトとほかのオブジェクトが等し
いかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLDateオブジェクトのハッシュコードを取得します。

add(XBRLDuration duration)　　指定した XBRLDurationオブジェクトを加算した
XBRLDateオブジェクトを新規に取得します。

● XBRLDateTimeクラス

XBRLDateTime(java.lang.String datetime)　　指定した dateTime型データの文字列表
現から XBRLDateTimeオブジェクトを構築します。

XBRLDateTime(XBRLDateTime other)　　指定した XBRLDateTimeオブジェクトか
ら XBRLDateTimeオブジェクトを新規に構築します。

XBRLDateTime(XBRLDate other)　　指定した XBRLDateTimeオブジェクトから，時
間が "00:00:00.000"で始まる XBRLDateTimeオブジェクトを新規に構築します。

compareTo(XBRLDateTime other)　　XBRLDateTimeオブジェクトとほかの
XBRLDateTimeオブジェクトを比較します。

toString()　　dateTime型データの文字列表現を取得します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLDateTimeオブジェクトとほかのオブジェクトが
等しいかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLDateTimeオブジェクトのハッシュコードを取得します。

add(XBRLDuration duration)　　指定した XBRLDurationオブジェクトを加算した
XBRLDateTimeオブジェクトを新規に取得します。

● XBRLDateUnionクラス

XBRLDateUnion(java.lang.String dateunion)　　指定した dateUnion型データの文字
列表現から XBRLDateUnionオブジェクトを構築します。

XBRLDateUnion(XBRLDate date)　　指定した XBRLDateオブジェクトから
XBRLDateUnionオブジェクトを構築します。

XBRLDateUnion(XBRLDateTime datetime )　　指定した XBRLDateTimeオブジェク
トから XBRLDateUnionオブジェクトを構築します。

getMemberType()　　dateUnion型データのメンバの型を調べます。

getMember()　　dateUnion型データのメンバを取得します。
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compareTo(XBRLDateUnion other)　　XBRLDateUnionオブジェクトとほかの
XBRLDateUnionオブジェクトを比較します。

toString()　　dateUnion型データの文字列表現を取得します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLDateUnionオブジェクトとほかのオブジェクト
が等しいかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLDateUnionオブジェクトのハッシュコードを取得します。

● XBRLDecimalsクラス

XBRLDecimals(java.math.BigInteger value)　　指定した数値から XBRLDecimalsオ
ブジェクトを構築します。

XBRLDecimals(java.lang.String decimals)　　指定した decimals属性の値の文字列表
現から XBRLDecimalsオブジェクトを構築します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLDecimalsオブジェクトとほかのオブジェクトが
等しいかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLDecimalsオブジェクトのハッシュコードを取得します。

● XBRLDurationクラス

XBRLDuration(java.lang.String duration)　　指定した duration型データの文字列表
現から XBRLDurationオブジェクトを構築します。

toString()　　duration型データの文字列表現を取得します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLDurationオブジェクトとほかのオブジェクトが
等しいかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLDurationオブジェクトのハッシュコードを取得します。

● XBRLFractionクラス

XBRLFraction(java.math.BigDecimal numerator, java.math.BigDecimal denominator)
　　指定した分子要素と分母要素で構成される XBRLFractionオブジェクトを構築しま
す。

XBRLFraction(java.lang.String fraction)　　指定した分数の文字列表現から
XBRLFractionオブジェクトを構築します。

getNumerator()　　XBRLFractionオブジェクトの分子要素を取得します。

getDenominator()　　XBRLFractionオブジェクトの分母要素を取得します。

toString()　　XBRLFractionオブジェクトの文字列表現を取得します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLFractionオブジェクトとほかのオブジェクトが等
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しいかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLFractionオブジェクトのハッシュコードを取得します。

● XBRLGDayクラス

XBRLGDay(java.lang.String gday)　　指定した gDay型データの文字列表現から
XBRLGDayオブジェクトを構築します。

toString()　　gDay型データの文字列表現を取得します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLGDayオブジェクトとほかのオブジェクトが等し
いかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLGDayオブジェクトのハッシュコードを取得します。

● XBRLGMonthクラス

XBRLGMonth(java.lang.String gmonth)　　指定した gMonth型データの文字列表現か
ら XBRLGMonthオブジェクトを構築します。

toString()　　gMonth型データの文字列表現を取得します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLGMonthオブジェクトとほかのオブジェクトが等
しいかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLGMonthオブジェクトのハッシュコードを取得します。

● XBRLGMonthDayクラス

XBRLGMonthDay(java.lang.String gmonthday)　　指定した gMonthDay型データの
文字列表現から XBRLGMonthDayオブジェクトを構築します。

toString()　　gMonthDay型データの文字列表現を取得します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLGMonthDayオブジェクトとほかのオブジェクト
が等しいかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLGMonthDayオブジェクトのハッシュコードを取得します。

● XBRLGYearクラス

XBRLGYear(java.lang.String gyear)　　指定した gYear型データの文字列表現から
XBRLGYearオブジェクトを構築します。

toString()　　gYear型データの文字列表現を取得します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLGYearオブジェクトとほかのオブジェクトが等し
いかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLGYearオブジェクトのハッシュコードを取得します。
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● XBRLGYearMonthクラス

XBRLGYearMonth(java.lang.String gyearmonth)　　指定した gYearMonth型データの
文字列表現から XBRLGYearMonthオブジェクトを構築します。

toString()　　gYearMonth型データの文字列表現を取得します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLGYearMonthオブジェクトとほかのオブジェクト
が等しいかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLGYearMonthオブジェクトのハッシュコードを取得します。

● XBRLHexBinaryクラス

XBRLHexBinary(java.lang.String hex)　　指定した 16進数の文字列から
XBRLHexBinaryオブジェクトを構築します。

XBRLHexBinary(byte[] bytes)　　指定したバイト配列から XBRLHexBinaryオブジェ
クトを構築します。

XBRLHexBinary(byte[] bytes, int offset, int length)　　指定したバイト配列の一部から
XBRLHexBinaryオブジェクトを構築します。

toByteArray(java.lang.String hex)　　指定した 16進数の文字列からバイト配列を生成
します。

toString()　　XBRLHexBinaryオブジェクトが保持するバイト配列の 16進数での表記
を取得します。

toString(byte[] bytes)　　指定したバイト配列の 16進数での表記を取得します。

toString(byte[] bytes, int offset, int length)　　指定したバイト配列の一部の 16進数で
の表記を取得します。

valueOf(java.lang.String hex)　　指定した 16進数の文字列から XBRLHexBinaryオブ
ジェクトを取得します。

valueOf(byte[] bytes)　　指定したバイト配列から XBRLHexBinaryオブジェクトを取
得します。

valueOf(byte[] bytes, int offset, int length)　　指定したバイト配列の一部から
XBRLHexBinaryオブジェクトを取得します。

● XBRLPrecisionクラス

XBRLPrecision(java.math.BigInteger value)　　指定した数値から XBRLPrecisionオ
ブジェクトを構築します。

XBRLPrecision(java.lang.String precision)　　指定した precision属性の値の文字列表
現から XBRLPrecisionオブジェクトを構築します。
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equals(java.lang.Object obj)　　XBRLPrecisionオブジェクトとほかのオブジェクトが
等しいかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLPrecisionオブジェクトのハッシュコードを取得します。

● XBRLQNameクラス

XBRLQName(java.lang.String qname)　　指定した QNameの文字列表現から
XBRLQNameオブジェクトを構築します。

XBRLQName(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String localPart)　　指定し
た名前空間 URIおよびローカルパートで構成される QNameを表す XBRLQNameオブ
ジェクトを構築します。

XBRLQName(java.lang.String qname, boolean validate)　　指定した QNameの文字
列表現から XBRLQNameオブジェクトを構築します。

XBRLQName(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String localPart, boolean 
validate)　　指定した名前空間 URIおよびローカルパートで構成される QNameを表す
XBRLQNameオブジェクトを構築します。

getNamespaceURI()　　QNameの名前空間URIを取得します。

getLocalPart()　　QNameのローカルパートを取得します。

toString()　　QNameの文字列表現を取得します。

toString(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String localPart)　　指定した名前
空間 URIおよびローカルパートで構成される，QNameの文字列表現を取得します。

valueOf(java.lang.String qname)　　指定した QNameの文字列表現から XBRLQName
オブジェクトを取得します。

valueOf(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String localPart)　　指定した名前
空間 URIとローカルパートで構成される QNameを表す XBRLQNameオブジェクトを
取得します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLQNameオブジェクトとほかのオブジェクトが等
しいかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLQNameオブジェクトのハッシュコードを取得します。

● XBRLTimeクラス

XBRLTime(java.lang.String time)　　指定した time型データの文字列から XBRLTime
オブジェクトを構築します。

compareTo(XBRLTime other)　　XBRLTimeオブジェクトとほかの XBRLTimeオブ
ジェクトを比較します。
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toString()　　time型データの文字列表現を取得します。

equals(java.lang.Object obj)　　XBRLTimeオブジェクトとほかのオブジェクトが等し
いかどうかを調べます。

hashCode()　　XBRLTimeオブジェクトのハッシュコードを取得します。

6.2.6　com.hitachi.xbrl.utilパッケージ一覧
● XBRLIdCreatorインターフェース

createId(int type, XBRLIdManager idManager)　　IDを生成します。

● XBRLDocumentWriterインターフェース

getOwnerDocumentManager()　　XBRLDocumentWriterオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

setEncoding(java.lang.String encoding)　　XML文書を出力する際に使用するエンコー
ディングを設定します。

getEncoding()　　XML文書を出力する際に使用するエンコーディングを取得します。

setIndent(boolean indent)　　XML文書を出力する際にインデントを設定するかどうか
を指定します。

isIndent()　　XML文書を出力する際にインデントをするかどうかを調べます。

write(java.io.OutputStream os, org.w3c.dom.Document doc)　　XML文書をストリー
ムへ出力します。

write(java.io.OutputStream os, XBRLInstanceDocument doc)　　インスタンス文書を
ストリームへ出力します。

● XBRLDocumentWriterFactoryインターフェース

getOwnerDocumentManager()　　XBRLDocumentWriterFactoryオブジェクトを所有
する XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

newDocumentWriter()　　現在設定されているパラメタを使用して，
XBRLDocumentWriterの新しいインスタンスを生成します。

● XBRLConstantsクラス

● XBRLIdManagerクラス

XBRLIdManager()　　XBRL文書に記述された IDを管理する XBRLIdManagerオブ
ジェクトを新規に構築します。

setIdCreator(XBRLIdCreator creator)　　XBRLIdCreatorインターフェースを継承し
331



6.　APIリファレンス
たオブジェクトを，XBRLIdManagerオブジェクトに設定します。

getIdCreator()　　この XBRLIdManagerオブジェクトに設定されている
XBRLIdCreatorインターフェースを継承したオブジェクトを取得します。

registerDocument(XBRLInstanceDocument doc)　　XBRLIdManagerオブジェクトで
管理する XBRLInstanceDocumentオブジェクトを登録します。

unregisterDocument(XBRLInstanceDocument doc)　　XBRLIdManagerオブジェクト
で管理する XBRLInstanceDocumentオブジェクトの登録を解除します。

isId(java.lang.String id)　　この XBRLIdManagerオブジェクトに登録されている
XBRLInstanceDocumentオブジェクトで，指定した IDがすでに使用されている IDか
どうかを調べます。

getIds()　　この XBRLIdManagerオブジェクトに登録されている
XBRLInstanceDocumentオブジェクトで，すでに使用されている IDの配列を取得しま
す。

● XBRLNamespaceDeclarationクラス

XBRLNamespaceDeclaration(java.lang.String prefix, java.lang.String uri)　　指定し
た名前空間接頭辞と名前空間 URIから XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトを構
築します。

XBRLNamespaceDeclaration(java.lang.String prefix, java.lang.String uri, boolean 
validate)　　指定した名前空間接頭辞と名前空間 URIから
XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトを構築します。

getPrefix()　　名前空間接頭辞を取得します。

getURI()　　名前空間 URIを取得します。

● XBRLSchemaLocationクラス

XBRLSchemaLocation(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String 
schemaLocation)　　XBRLSchemaLocationオブジェクトを構築します。

XBRLSchemaLocation(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String 
schemaLocation,  boolean validate)　　指定した名前空間 URIとスキーマ文書の位置を
示す URIから，XBRLSchemaLocationオブジェクトを構築します。

getNamespaceURI()　　名前空間 URIを取得します。

getSchemaLocation()　　スキーマ文書の位置を示すURIを取得します。

● PTVInstanceクラス

getW3CDOMDocument()　　PTVIの DOMツリーを取得します。
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getInferredItems()　　PTVIに含まれるアイテムのうち，完全な妥当性検証によって推
測されたアイテムのリストを取得します。

● PTVLinkbaseクラス

getW3CDOMDocument()　　PTVLIの DOMツリーを取得します。

● XBRLEqualUtilクラス

XBRLEqualUtil()　　XBRLEqualUtilオブジェクトを構築します。

XBRLEqualUtil(boolean ignoringZeroPrecision)　　XBRLEqualUtilオブジェクトを構
築します。

s_equalContext(XBRLContext2 context1, XBRLContext2 context2)　　コンテキストが
s-equalかどうかを判定します。

s_equalItem(XBRLInstanceItem item1, XBRLInstanceItem item2)　　アイテムが
s-equalかどうかを判定します。

s_equalTuple(XBRLInstanceTuple tuple1, XBRLInstanceTuple tuple2)　　タプルが
s-equalかどうかを判定します。

s_equalUnit(XBRLUnit2 unit1, XBRLUnit2 unit2)　　単位が s-equalかどうかを判定
します。

duplicateItem(XBRLInstanceItem item1, XBRLInstanceItem item2)　　アイテムが
duplicateかどうかを判定します。

duplicateTuple(XBRLInstanceTuple tuple1, XBRLInstanceTuple tuple2)　　タプルが
duplicateかどうかを判定します。

setIgnoringZeroPrecision(boolean ignoringZeroPrecision)　　XBRLEqualUtilオブ
ジェクトに設定されている精度 0のアイテムの扱いを設定します。

isIgnoringZeroPrecision()　　XBRLEqualUtilオブジェクトに設定されている精度 0の
アイテムの扱いを取得します。

d_equalItem(XBRLInstanceItem item1, XBRLInstanceItem item2, 
XBRLDimensionMember member)　　引数に指定したアイテム同士が s-equalで，か
つ，引数に指定したディメンジョンのメンバが両方のアイテムのコンテキストに存在す
るかどうかを判定します。

6.2.7　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomyパッケージ一覧
● SimpleConceptDefinitionインターフェース

● SimpleEdgeインターフェース
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getRole()　　一つの関係が属する拡張リンク型要素の xlink:role属性値を取得します。

getArcrole()　　一つの関係を構成するアーク型要素の xlink:arcrole属性値を取得しま
す。

getUse()　　一つの関係を構成するアーク型要素の use属性値を取得します。

getFrom()　　一つの関係を構成するアーク型要素の xlink:from属性値で参照されるオ
ブジェクトを取得します。

getTo()　　一つの関係を構成するアーク型要素の xlink:to属性値で参照されるオブジェ
クトを取得します。

getOrder()　　一つの関係を構成するアーク型要素の order属性値を取得します。

setOrder(java.math.BigDecimal order)　　一つの関係を構成するアーク型要素の order
属性値を設定します。

● SimpleElementDefinitionインターフェース

getName()　　要素定義の name属性値を取得します。

setName(java.lang.String name)　　要素定義の name属性値を設定します。

getType()　　要素定義の type属性値を取得します。

getId()　　要素定義の id属性値を取得します。

setId(java.lang.String id)　　要素定義の id属性値を設定します。

getAbstract()　　要素定義の abstract属性値を取得します。

setAbstract(boolean abstrakt)　　要素定義の abstract属性値を設定します。

getNillable()　　要素定義の nillable属性値を取得します。

setNillable(boolean nillable)　　要素定義の nillable属性値を設定します。

getSubstitutionGroup()　　要素定義の substitutionGroup属性値を取得します。

● SimpleItemDefinitionインターフェース

getItemType()　　アイテム要素定義の type属性値に対応するフィールド値を取得しま
す。

setItemType(int type)　　アイテム要素定義の type属性値を設定します。

getPeriodType()　　アイテム要素定義の xbrli:periodType属性値を取得します。

setPeriodType(java.lang.String periodType)　　アイテム要素定義の xbrli:periodType
属性値を設定します。
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getBalance()　　アイテム要素定義の xbrli:balance属性値を取得します。

setBalance(java.lang.String balance)　　アイテム要素定義の xbrli:balance属性値を設
定します。

● SimpleLabelインターフェース

getRole()　　ラベル要素（link:label）の xlink:role属性値を取得します。

setRole(java.lang.String role)　　ラベル要素（link:label）の xlink:role属性値を設定し
ます。

getLang()　　ラベル要素（link:label）の xml:lang属性値を取得します。

setLang(java.lang.String lang)　　ラベル要素（link:label）の xml:lang属性値を設定
します。

getTitle()　　ラベル要素（link:label）の xlink:title属性値を取得します。

setTitle(java.lang.String title)　　ラベル要素（link:label）の xlink:title属性値を設定
します。

getId()　　ラベル要素（link:label）の id属性値を取得します。

setId(java.lang.String id)　　ラベル要素（link:label）の id属性値を設定します。

getValue()　　ラベル要素（link:label）の内容を取得します。

setValue(java.lang.String value)　　ラベル要素（link:label）の内容を設定します。

● SimpleLabelEdgeインターフェース

● SimpleNodeインターフェース

isActive()　　ノードがアクティブであるかどうかを調べます。

getNodeType()　　ノードの型を表す値を取得します。

getOwnerTaxonomy()　　ノードを所有する SimpleTaxonomyオブジェクトを取得しま
す。

getParentNode()　　ノードが関連づけられている親ノードを取得します。

● SimpleTaxonomyインターフェース

getOwnerDocumentManager()　　単純なタクソノミー文書全体を表す
SimpleTaxonomyオブジェクトを所有する，XBRLDocumentManager オブジェクトを
取得します。

getBaseTaxonomyDocument()　　単純なタクソノミー文書の拡張元であるタクソノミー
文書を表す，XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを取得します。
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getTargetNamespace()　　単純なタクソノミー文書を構成する，唯一のタクソノミー本
体の targetNamespace属性値を取得します。

getPrefix()　　単純なタクソノミー文書を構成する唯一のタクソノミー本体の
targetNamespace属性値に対応する，名前空間接頭辞を取得します。

getSchemaLocation()　　単純なタクソノミー文書を構成する唯一のタクソノミー本体が
設定されている場所（ファイル名）を取得します。

createItemDefinition(java.lang.String name, int type, java.lang.String periodType)　
　単純なタクソノミー文書を構成するアイテム要素定義を表す，新たな
SimpleItemDefinitionオブジェクトを生成します。

findElementDefinitions(int type)　　単純なタクソノミー文書を構成する要素定義を表
す SimpleElementDefinitionオブジェクトの配列を取得します。

getElementDefinition(java.lang.String name)　　単純なタクソノミー文書を構成する
要素定義を表す，SimpleElementDefinitionオブジェクトを取得します。

addElementDefinition(SimpleElementDefinition obj)　　単純なタクソノミー文書に，
引数 objに指定された要素定義を表す SimpleElementDefinitionオブジェクトを追加し
て，アクティブ状態にします。

removeElementDefinition(SimpleElementDefinition obj)　　単純なタクソノミー文書
から，引数 objに指定された要素定義を表す SimpleElementDefinitionオブジェクトを
削除し，非アクティブ状態にします。

createLabel(java.lang.String role, java.lang.String lang, java.lang.String value)　　単
純なタクソノミー文書を構成するラベル要素を表す，SimpleLabelオブジェクトを生成
します。

createLabelEdge(java.lang.String role, java.lang.String arcrole, java.lang.Object from, 
java.lang.Object to)　　単純なタクソノミー文書を構成するラベルリンクの一つの関係
（一辺）を表す SimpleLabelEdgeオブジェクトを生成します。

createProhibitedEdge(XBRLRelationship obj)　　単純なタクソノミー文書を構成する
既存の関係の一辺を否定する SimpleEdgeオブジェクトを生成します。

findEdges(int type, java.lang.String role, java.lang.String arcrole, java.lang.Object 
from, java.lang.Object to)　　単純なタクソノミー文書を構成するリンクベースの一つの
関係（一辺）を表す SimpleEdgeオブジェクトの配列をこの SimpleTaxonomyオブジェ
クトから取得します。

addEdge(SimpleEdge obj)　　単純なタクソノミー文書を構成する関係の一辺を表す
SimpleEdgeオブジェクトを追加します。

removeEdge(SimpleEdge obj)　　単純なタクソノミー文書を構成する関係の一辺を表す
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SimpleEdgeオブジェクトを削除します。

transform()　　単純なタクソノミー文書の現在の構成を org.w3c.dom.Documentオブ
ジェクトへ変換した，新たな org.w3c.dom.Documentオブジェクトの配列を取得します。

● SimpleTaxonomyBuilderインターフェース

getOwnerDocumentManager()　　SimpleTaxonomyBuilderオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManager オブジェクトを取得します。

newSimpleTaxonomy(java.lang.String targetNamespace, java.lang.String prefix, 
java.lang.String fileName, XBRLTaxonomyDocument doc)　　単純なタクソノミー文書
を表す SimpleTaxonomyオブジェクトを新規生成します。

● SimpleTaxonomyBuilderFactoryインターフェース

getOwnerDocumentManager()　　SimpleTaxonomyBuilderFactoryオブジェクトを所
有する XBRLDocumentManager オブジェクトを取得します。

newSimpleTaxonomyBuilder()　　現在の設定で SimpleTaxonomyBuilderオブジェク
トを生成します。
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6.3　メソッド一覧（アルファベット順）
XBRL文書操作用 APIのメソッドを，アルファベット順に一覧で表示しています。一覧
では，「パッケージ名」「インターフェース／クラス名」「メソッド名」の形式を併記して
います。

［A］［B］［C］［D］［E］［F］［G］［H］［I］［L］［N］［P］［R］［S］［T］［U］［V］［W］
［X］

A

add　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateクラスの add(XBRLDuration duration)メソッ
ド

add　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateTimeクラスの add(XBRLDuration duration)
メソッド

addArcroleRef　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の addArcroleRef(XBRLArcroleRef newArcroleRef)メソッド

addContext　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
addContext(XBRLContext newContext)メソッド

addEdge　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyインターフェースの
addEdge(SimpleEdge obj)メソッド

addElementDefinition　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyインター
フェースの addElementDefinition(SimpleElementDefinition obj)メソッド

addFootnote　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
addFootnote(XBRLFootnote newFootnote)メソッド

addFootnote　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
addFootnote(XBRLFootnote newFootnote)メソッド

addFootnote　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
addFootnote(XBRLFootnote newFootnote, java.lang.String arcrole, 
java.math.BigDecimal order)メソッド

addLinkbaseRef　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェー
スの addLinkbaseRef(XBRLLinkbaseRef newLinkbaseRef)メソッド

addNamespaceDeclaration　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentイン
ターフェースの addNamespaceDeclaration(XBRLNamespaceDeclaration 
newNamespaceDeclaration)メソッド

addRoleRef　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
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addRoleRef(XBRLRoleRef newRoleRef)メソッド

addSchemaLocation　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの addSchemaLocation(XBRLSchemaLocation newSchemaLocation)メソッド

addSchemaRef　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の addSchemaRef(XBRLSchemaRef newSchemaRef)メソッド

addUnit　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
addUnit(XBRLUnit2 newUnit)メソッド

appendChildElement　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの appendChildElement(XBRLInstanceElement newElement)メソッド

appendChildElement　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceTupleインターフェー
スの appendChildElement(XBRLInstanceElement newElement)メソッド

appendDimensionMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLScenarioインターフェー
スの appendDimensionMember(XBRLDimensionMember newMember)メソッド

appendDimensionMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegmentインターフェー
スの appendDimensionMember(XBRLDimensionMember newMember)メソッド

B

byteAt　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractBinaryクラスの byteAt(int index)メ
ソッド

C

clearCache　com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManagerクラスの clearCache()メソッ
ド

cloneNode　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
cloneNode(org.w3c.dom.Document w3cdomDocument, boolean deep)メソッド

cloneNode　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceNodeインターフェースの
cloneNode(boolean deep)メソッド

compareTo　com.hitachi.xbrl.types.XBRLTimeクラスの compareTo(XBRLTime other)
メソッド

compareTo　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateクラスの compareTo(XBRLDate other)
メソッド

compareTo　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateTimeクラスの
compareTo(XBRLDateTime other)メソッド

compareTo　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnionクラスの
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compareTo(XBRLDateUnion other)メソッド

createArcroleRef　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェー
スの createArcroleRef(java.lang.String href, java.lang.String arcroleURI, 
java.lang.String base)メソッド

createContext　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の createContext(XBRLEntity entity, XBRLPeriod period, XBRLScenario scenario)メ
ソッド

createEntity　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
createEntity(XBRLIdentifier identifier, XBRLSegment segment)メソッド

createExplicitMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの createExplicitMember(XBRLQName dimension, XBRLQName value)メ
ソッド

createFootnote　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の createFootnote(java.lang.String lang, java.lang.String role, java.lang.String title)メ
ソッド

createFootnote　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の createFootnote(java.lang.String footnoteLinkRole, java.lang.String lang, 
java.lang.String role, java.lang.String title)メソッド

createId　com.hitachi.xbrl.util.XBRLIdCreatorインターフェースの createId(int type, 
XBRLIdManager idManager)メソッド

createIdentifier　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェー
スの createIdentifier(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String value)メソッド

createItem　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
createItem(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name, XBRLContext 
context)メソッド

createItemDefinition　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyインター
フェースの createItemDefinition(java.lang.String name, int type, java.lang.String 
periodType)メソッド

createLabel　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyインターフェースの
createLabel(java.lang.String role, java.lang.String lang, java.lang.String value)メソッ
ド

createLabelEdge　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyインターフェー
スの createLabelEdge(java.lang.String role, java.lang.String arcrole, java.lang.Object 
from, java.lang.Object to)メソッド
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createLinkbaseRef　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの createLinkbaseRef(java.lang.String role, java.lang.String href)メソッド

createLinkbaseRef　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの createLinkbaseRef(java.lang.String role, java.lang.String href, 
java.lang.String base)メソッド

createMeasure　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の createMeasure(XBRLQName value)メソッド

createNonNumericContext　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentイン
ターフェースの createNonNumericContext(XBRLEntity entity, XBRLPeriod period, 
XBRLUnit unit, XBRLScenario scenario)メソッド

createNonNumericItem　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの createNonNumericItem(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String 
name, XBRLContext2 context)メソッド

createNumericContext　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの createNumericContext(XBRLEntity entity, XBRLPeriod period, XBRLUnit 
unit, XBRLScenario scenario, int precision, boolean cwa)メソッド

createNumericItem　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの createNumericItem(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String 
name, XBRLContext context, XBRLUnit2 unit, XBRLPrecision precision, 
XBRLDecimals decimals)メソッド

createOperator　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の createOperator(java.lang.String kind, XBRLMeasureOrOperator lhs, 
XBRLMeasureOrOperator rhs)メソッド

createPeriod　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
createPeriod(int periodType, XBRLDateUnion instant, XBRLDateUnion startDate, 
XBRLDateUnion endDate, XBRLDuration duration)メソッド

createPeriod　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
createPeriod()メソッド

createPeriod　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
createPeriod(XBRLDateUnion instant)メソッド

createPeriod　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
createPeriod(XBRLDateUnion startDate, XBRLDateUnion endDate)メソッド

createProhibitedEdge　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyインター
フェースの createProhibitedEdge(XBRLRelationship obj)メソッド
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createRoleRef　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の createRoleRef(java.lang.String href, java.lang.String roleURI, java.lang.String 
base)メソッド

createScenario　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の createScenario(java.lang.String name)メソッド

createScenario　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の createScenario()メソッド

createSchemaRef　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェー
スの createSchemaRef(java.lang.String href, java.lang.String base)メソッド

createSegment　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の createSegment(java.lang.String name)メソッド

createSegment　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の createSegment()メソッド

createTuple　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
createTuple(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)メソッド

createTypedMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの createTypedMember(XBRLQName dimension)メソッド

createUnit　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
createUnit(XBRLQName[] measures)メソッド

createUnit　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
createUnit(XBRLQName[] numerator, XBRLQName[] denominator)メソッド

createUnit　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
createUnit(XBRLMeasureOrOperator measureOrOperator)メソッド

D

d_equalItem　com.hitachi.xbrl.util.XBRLEqualUtilクラスの
d_equalItem(XBRLInstanceItem item1, XBRLInstanceItem item2, 
XBRLDimensionMember member)メソッド

doubleValue　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractPrecisionクラスの doubleValue()
メソッド

duplicateItem　com.hitachi.xbrl.util.XBRLEqualUtilクラスの
duplicateItem(XBRLInstanceItem item1, XBRLInstanceItem item2)メソッド

duplicateTuple　com.hitachi.xbrl.util.XBRLEqualUtilクラスの
duplicateTuple(XBRLInstanceTuple tuple1, XBRLInstanceTuple tuple2)メソッド
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E

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGDayクラスの equals(java.lang.Object obj)メ
ソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGMonthクラスの equals(java.lang.Object obj)メ
ソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGMonthDayクラスの equals(java.lang.Object 
obj)メソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGYearクラスの equals(java.lang.Object obj)メ
ソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGYearMonthクラスの equals(java.lang.Object 
obj)メソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLPrecisionクラスの equals(java.lang.Object obj)
メソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLQNameクラスの equals(java.lang.Object obj)メ
ソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLTimeクラスの equals(java.lang.Object obj)メ
ソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractBinaryクラスの equals(java.lang.Object 
obj)メソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractPrecisionクラスの
equals(java.lang.Object obj)メソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateクラスの equals(java.lang.Object obj)メ
ソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateTimeクラスの equals(java.lang.Object obj)
メソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnionクラスの equals(java.lang.Object obj)
メソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDecimalsクラスの equals(java.lang.Object obj)
メソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDurationクラスの equals(java.lang.Object obj)
メソッド

equals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLFractionクラスの equals(java.lang.Object obj)メ
ソッド
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error　com.hitachi.xbrl.XBRLParseErrorHandlerインターフェースの
error(XBRLDOMException exception)メソッド

F

fatalError　com.hitachi.xbrl.XBRLParseErrorHandlerインターフェースの
fatalError(XBRLDOMException exception)メソッド

findCalculationRootElements　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument
インターフェースの findCalculationRootElements(java.lang.String extendedLinkRole, 
java.lang.String arcrole)メソッド

findDefinitionRootElements　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument
インターフェースの findDefinitionRootElements(java.lang.String extendedLinkRole, 
java.lang.String arcrole)メソッド

findEdges　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyインターフェースの
findEdges(int type, java.lang.String role, java.lang.String arcrole, java.lang.Object 
from, java.lang.Object to)メソッド

findElementDefinitions　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyインター
フェースの findElementDefinitions(int type)メソッド

findPresentationRootElements　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの
findPresentationRootElements(java.lang.String extendedLinkRole, java.lang.String 
arcrole)メソッド

floatValue　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractPrecisionクラスの floatValue()メ
ソッド

G

getAbsoluteURI　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyComponentインター
フェースの getAbsoluteURI()メソッド

getAbstract　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleElementDefinitionインター
フェースの getAbstract()メソッド

getAbstract　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionイン
ターフェースの getAbstract()メソッド

getArcrole　com.hitachi.xbrl.link.XBRLRelationshipインターフェースの getArcrole()
メソッド

getArcrole　com.hitachi.xbrl.link.XBRLIllegalCycleExceptionクラスの getArcrole()メ
ソッド
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getArcrole　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionIllegalCycleExceptionクラスの
getArcrole()メソッド

getArcrole　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyLinkbaseRefインターフェー
スの getArcrole()メソッド

getArcrole　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyRoleRefインターフェースの
getArcrole()メソッド

getArcrole　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleEdgeインターフェースの
getArcrole()メソッド

getArcroleRef　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の getArcroleRef(java.lang.String arcroleURI)メソッド

getArcroleRefs　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の getArcroleRefs()メソッド

getArcroleType　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLArcroleRefインターフェースの
getArcroleType()メソッド

getArcroleTypes　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインター
フェースの getArcroleTypes()メソッド

getArcroleTypes　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインター
フェースの getArcroleTypes(java.lang.String arcroleURI)メソッド

getArcroleURI　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLArcroleRefインターフェースの
getArcroleURI()メソッド

getArcroleURI　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLArcroleTypeインターフェースの
getArcroleURI()メソッド

getArcType　com.hitachi.xbrl.link.XBRLRelationshipインターフェースの
getArcType()メソッド

getAttributeFormDefault　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyBodyインター
フェースの getAttributeFormDefault()メソッド

getBalance　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインターフェースの
getBalance()メソッド

getBalance　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleItemDefinitionインターフェー
スの getBalance()メソッド

getBase　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
getBase()メソッド
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getBase　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLArcroleRefインターフェースの getBase()メ
ソッド

getBase　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLLinkbaseRefインターフェースの getBase()
メソッド

getBase　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLRoleRefインターフェースの getBase()メ
ソッド

getBase　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSchemaRefインターフェースの getBase()メ
ソッド

getBase　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyLinkbaseRefインターフェース
の getBase()メソッド

getBase　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyTypeDefinitionインターフェー
スの getBase()メソッド

getBaseItemType　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
getBaseItemType()メソッド

getBaseItemType　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyItemインターフェース
の getBaseItemType()メソッド

getBaseTaxonomyDocument　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyイ
ンターフェースの getBaseTaxonomyDocument()メソッド

getBlock　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionイン
ターフェースの getBlock()メソッド

getCalculationRelationships　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementイ
ンターフェースの getCalculationRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, 
java.lang.String arcrole)メソッド

getChildElements　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの getChildElements()メソッド

getChildElements　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの getChildElements(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)
メソッド

getChildElements　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceTupleインターフェース
の getChildElements()メソッド

getChildElements　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceTupleインターフェース
の getChildElements(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)メソッ
ド
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getClosed　com.hitachi.xbrl.link.XBRLHasHypercubeRelationshipインターフェース
の getClosed()メソッド

getCode　com.hitachi.xbrl.XBRLDOMExceptionクラスの getCode()メソッド

getCode　com.hitachi.xbrl.XBRLDOMRuntimeExceptionクラスの getCode()メソッド

getComponentType　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyComponentインター
フェースの getComponentType()メソッド

getCompositor　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyComplexTypeDefinition
インターフェースの getCompositor()メソッド

getContainerNode　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLScenarioインターフェースの
getContainerNode()メソッド

getContainerNode　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegmentインターフェースの
getContainerNode()メソッド

getContainerNode　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLTypedMemberインターフェース
の getContainerNode()メソッド

getContainerNode　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの
getContainerNode()メソッド

getContainerNode　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLLabelインターフェースの
getContainerNode()メソッド

getContext　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
getContext()メソッド

getContextElementType　com.hitachi.xbrl.link.XBRLHasHypercubeRelationshipイン
ターフェースの getContextElementType()メソッド

getContextElementType　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDRSDimensionインターフェー
スの getContextElementType()メソッド

getContexts　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
getContexts()メソッド

getCwa　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLNumericContextインターフェースの
getCwa()メソッド

getCyclesAllowed　com.hitachi.xbrl.link.XBRLIllegalCycleExceptionクラスの
getCyclesAllowed()メソッド

getCyclesAllowed　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionIllegalCycleExceptionクラ
スの getCyclesAllowed()メソッド
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getCyclesAllowed　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLArcroleTypeインターフェースの
getCyclesAllowed()メソッド

getDecimals　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
getDecimals()メソッド

getDefinitionRelationships　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementイン
ターフェースの getDefinitionRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, 
java.lang.String arcrole)メソッド

getDefinitionRelationships　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementイン
ターフェースの getDefinitionRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, 
java.lang.String arcrole)メソッド

getDenominator　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLUnit2インターフェースの
getDenominator()メソッド

getDenominator　com.hitachi.xbrl.types.XBRLFractionクラスの getDenominator()メ
ソッド

getDerivationMethod　com.hitachi.xbrl.taxonomy. 
XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionインターフェースの getDerivationMethod()メ
ソッド

getDimension　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLDimensionMemberインターフェース
の getDimension()メソッド

getDimensionalRelationshipSet　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemイン
ターフェースの getDimensionalRelationshipSet()メソッド

getDimensionalRelationshipSet　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyItemイ
ンターフェースの getDimensionalRelationshipSet()メソッド

getDimensionalRelationshipSets　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの
getDimensionalRelationshipSets()メソッド

getDimensionDefaultRelationship　
com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionalRelationshipSetインターフェースの
getDimensionDefaultRelationship(XBRLHypercubeDimensionRelationship 
relationship)メソッド

getDimensionDomainRelationships　
com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionalRelationshipSetインターフェースの
getDimensionDomainRelationships(XBRLHypercubeDimensionRelationship 
relationship)メソッド
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getDimensionMembers　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLScenarioインターフェースの
getDimensionMembers()メソッド

getDimensionMembers　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegmentインターフェースの
getDimensionMembers()メソッド

getDimensionsVersion　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの getDimensionsVersion()メソッド

getDimensionsVersion　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderイ
ンターフェースの getDimensionsVersion()メソッド

getDimensionsVersion　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryインターフェースの
getDimensionsVersion()メソッド

getDimensionsVersion　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentイン
ターフェースの getDimensionsVersion()メソッド

getDimensionsVersion　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilder
インターフェースの getDimensionsVersion()メソッド

getDimensionsVersion　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの getDimensionsVersion()メソッド

getDomainMemberRelationships　
com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionalRelationshipSetインターフェースの
getDomainMemberRelationships(XBRLDimensionDomainRelationship relationship)
メソッド

getDomainMemberRelationships　
com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionalRelationshipSetインターフェースの
getDomainMemberRelationships(XBRLDomainMemberRelationship relationship)メ
ソッド

getDRSDefaultMember　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionalRelationshipSetイ
ンターフェースの getDRSDefaultMember(XBRLDRSDimension dimension)メソッド

getDRSDimensions　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionalRelationshipSetイン
ターフェースの getDRSDimensions(java.lang.String role)メソッド

getDRSDimensions　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionalRelationshipSetイン
ターフェースの getDRSDimensions(java.lang.String role, int contextElementType)メ
ソッド

getDRSMembers　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionalRelationshipSetインター
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フェースの getDRSMembers(XBRLDRSDimension dimension)メソッド

getDuration　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLPeriodインターフェースの
getDuration()メソッド

getElement　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインターフェース
の getElement(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)メソッド

getElementDeclarationsW3CDOMNode　com.hitachi.xbrl.taxonomy. 
XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionインターフェースの
getElementDeclarationsW3CDOMNode()メソッド

getElementDefinition　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyインター
フェースの getElementDefinition(java.lang.String name)メソッド

getElementFormDefault　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyBodyインター
フェースの getElementFormDefault()メソッド

getElements　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
getElements()メソッド

getElements　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
getElements(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)メソッド

getElements　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの
getElements()メソッド

getElements　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの
getElements(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)メソッド

getElements　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionイ
ンターフェースの getElements()メソッド

getElements　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインターフェース
の getElements()メソッド

getElementType　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェース
の getElementType()メソッド

getElementType　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインターフェー
スの getElementType()メソッド

getEncoding　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentWriterインター
フェースの getEncoding()メソッド

getEncoding　com.hitachi.xbrl.util.XBRLDocumentWriterインターフェースの
getEncoding()メソッド
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getEndDate　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLPeriodインターフェースの
getEndDate()メソッド

getEntity　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContextインターフェースの getEntity()メ
ソッド

getErrorRoutes　com.hitachi.xbrl.link.XBRLIllegalCycleExceptionクラスの
getErrorRoutes()メソッド

getErrorRoutes　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionIllegalCycleExceptionクラス
の getErrorRoutes()メソッド

getExplicitMembers　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLScenarioインターフェースの
getExplicitMembers()メソッド

getExplicitMembers　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegmentインターフェースの
getExplicitMembers()メソッド

getExtendedLinkRole　com.hitachi.xbrl.link.XBRLRelationshipインターフェースの
getExtendedLinkRole()メソッド

getExtendedLinkRole　com.hitachi.xbrl.link.XBRLIllegalCycleExceptionクラスの
getExtendedLinkRole()メソッド

getExtendedLinkRole　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionIllegalCycleException
クラスの getExtendedLinkRole()メソッド

getExtendedLinksW3CDOMNode　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLLinkbaseイン
ターフェースの getExtendedLinksW3CDOMNode(int extendedLinkType)メソッド

getExternalSchemaRefs　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilder
インターフェースの getExternalSchemaRefs()メソッド

getExternalSchemaRefs　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryインターフェースの
getExternalSchemaRefs()メソッド

getFinal　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyTypeDefinitionインターフェー
スの getFinal()メソッド

getFootnoteLinkRole　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの
getFootnoteLinkRole()メソッド

getFootnoteRelationships　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインター
フェースの getFootnoteRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, 
java.lang.String arcrole)メソッド

getFootnotes　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
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getFootnotes()メソッド

getFootnotes　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
getFootnotes(java.lang.String lang, java.lang.String role)メソッド

getFootnotes　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
getFootnotes()メソッド

getFootnotes　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
getFootnotes(java.lang.String lang, java.lang.String role)メソッド

getFootnotesByLang　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの getFootnotesByLang(java.lang.String lang)メソッド

getFootnotesByLang　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインター
フェースの getFootnotesByLang(java.lang.String lang)メソッド

getFootnotesByRole　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの getFootnotesByRole(java.lang.String role)メソッド

getFootnotesByRole　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインター
フェースの getFootnotesByRole(java.lang.String role)メソッド

getForm　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyAttributeDeclarationインター
フェースの getForm()メソッド

getFrom　com.hitachi.xbrl.link.XBRLRelationshipインターフェースの getFrom()メ
ソッド

getFrom　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleEdgeインターフェースの
getFrom()メソッド

getHasHypercubeRelationships　
com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionalRelationshipSetインターフェースの
getHasHypercubeRelationships(java.lang.String role)メソッド

getHasHypercubeRelationshipType　
com.hitachi.xbrl.link.XBRLHasHypercubeRelationshipインターフェースの
getHasHypercubeRelationshipType()メソッド

getHref　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLArcroleRefインターフェースの getHref()メ
ソッド

getHref　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLLinkbaseRefインターフェースの getHref()
メソッド

getHref　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLRoleRefインターフェースの getHref()メソッ
ド
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getHref　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSchemaRefインターフェースの getHref()メ
ソッド

getHref　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLLabelインターフェースの getHref()メソッ
ド

getHref　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyLinkbaseRefインターフェースの
getHref()メソッド

getHref　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLReferenceインターフェースの getHref()メ
ソッド

getHref　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyRoleRefインターフェースの
getHref()メソッド

getHypercubeDimensionRelationships　
com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionalRelationshipSetインターフェースの
getHypercubeDimensionRelationships(XBRLHasHypercubeRelationship relationship)
メソッド

getId　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの getId()
メソッド

getId　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの getId()メ
ソッド

getId　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContextインターフェースの getId()メソッド

getId　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLUnit2インターフェースの getId()メソッド

getId　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの getId()メソッド

getId　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインターフェースの getId()
メソッド

getId　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLArcroleTypeインターフェースの getId()メ
ソッド

getId　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLRoleTypeインターフェースの getId()メソッド

getId　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyTypeDefinitionインターフェースの
getId()メソッド

getId　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleElementDefinitionインターフェース
の getId(java.lang.String id)メソッド

getId　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabelインターフェースの getId()メ
ソッド
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getIdCreator　com.hitachi.xbrl.util.XBRLIdManagerクラスの getIdCreator()メソッ
ド

getIdentifier　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLEntityインターフェースの
getIdentifier()メソッド

getIdManager　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の getIdManager()メソッド

getIds　com.hitachi.xbrl.util.XBRLIdManagerクラスの getIds()メソッド

getImportBodies　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyBodyインターフェース
の getImportBodies()メソッド

getIncludeBodies　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyBodyインターフェース
の getIncludeBodies()メソッド

getInferredItems　com.hitachi.xbrl.util.PTVInstanceクラスの getInferredItems()メ
ソッド

getInstance　com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManagerクラスの getInstance()メソッ
ド

getInstanceRoot　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェー
スの getInstanceRoot()メソッド

getInstant　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLPeriodインターフェースの getInstant()メ
ソッド

getItems　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContextインターフェースの getItems()メ
ソッド

getItems　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContextインターフェースの
getItems(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)メソッド

getItems　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLUnit2インターフェースの getItems()メ
ソッド

getItems　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLUnit2インターフェースの
getItems(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)メソッド

getItemType　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
getItemType()メソッド

getItemType　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyItemインターフェースの
getItemType()メソッド

getItemType　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleItemDefinitionインター
フェースの getItemType()メソッド
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getKind　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLOperatorインターフェースの getKind()メ
ソッド

getLabel　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
getLabel(java.lang.String lang, java.lang.String role)メソッド

getLabel　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインターフェースの
getLabel(java.lang.String lang, java.lang.String role)メソッド

getLabelRelationships　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインター
フェースの getLabelRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, 
java.lang.String arcrole)メソッド

getLabelRelationships　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインター
フェースの getLabelRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, 
java.lang.String arcrole)メソッド

getLabels　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
getLabels(java.lang.String lang, java.lang.String role)メソッド

getLabels　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
getLabels()メソッド

getLabels　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの
getLabels()メソッド

getLabels　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの
getLabels(java.lang.String lang, java.lang.String role)メソッド

getLabels　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインターフェースの
getLabels()メソッド

getLabels　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインターフェースの
getLabels(java.lang.String lang, java.lang.String role)メソッド

getLabelsByLang　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェー
スの getLabelsByLang(java.lang.String lang)メソッド

getLabelsByLang　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインター
フェースの getLabelsByLang(java.lang.String lang)メソッド

getLabelsByLang　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインター
フェースの getLabelsByLang(java.lang.String lang)メソッド

getLabelsByRole　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェース
の getLabelsByRole(java.lang.String role)メソッド

getLabelsByRole　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインター
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フェースの getLabelsByRole(java.lang.String role)メソッド

getLabelsByRole　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインター
フェースの getLabelsByRole(java.lang.String role)メソッド

getLang　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの getLang()メ
ソッド

getLang　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLLabelインターフェースの getLang()メソッ
ド

getLang　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabelインターフェースの
getLang()メソッド

getLhs　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLOperatorインターフェースの getLhs()メソッ
ド

getLinkbaseRefs　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェー
スの getLinkbaseRefs()メソッド

getLinkbaseRefs　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyDocumentインター
フェース getLinkbaseRefs()メソッド

getLinkbaseRefs　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェー
スの getLinkbaseRefs(java.lang.String role)メソッド

getLinkbases　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインターフェー
スの getLinkbases()メソッド

getLinkName　com.hitachi.xbrl.link.XBRLIllegalCycleExceptionクラスの
getLinkName()メソッド

getLinkName　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionIllegalCycleExceptionクラスの
getLinkName()メソッド

getLocalPart　com.hitachi.xbrl.types.XBRLQNameクラスの getLocalPart()メソッド

getMaxDocuments　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderイ
ンターフェースの getMaxDocuments()メソッド

getMaxDocuments　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの getMaxDocuments()メソッド

getMaxTaxonomyExtension　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderインターフェースの
getMaxTaxonomyExtension()メソッド
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getMaxTaxonomyExtension　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの getMaxTaxonomyExtension()メソッド

getMeasureOrOperator　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLUnitインターフェースの
getMeasureOrOperator()メソッド

getMeasureOrOperatorType　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLMeasureOrOperatorイ
ンターフェースの getMeasureOrOperatorType()メソッド

getMeasures　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLUnit2インターフェースの
getMeasures()メソッド

getMember　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnionクラスの getMember()メソッド

getMemberType　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnionクラスの getMemberType()
メソッド

getName　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
getName()メソッド

getName　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLScenarioインターフェースの getName()メ
ソッド

getName　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegmentインターフェースの getName()メ
ソッド

getName　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインターフェースの
getName()メソッド

getName　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLPartインターフェースの getName()メ
ソッド

getName　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyTypeDefinitionインターフェー
スの getName()メソッド

getName　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleElementDefinitionインター
フェースの getName()メソッド

getNamespaceDeclarationByPrefix　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
getNamespaceDeclarationByPrefix(java.lang.String prefix)メソッド

getNamespaceDeclarationByURI　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocument
インターフェースの getNamespaceDeclarationByURI(java.lang.String uri)メソッド

getNamespaceDeclarations　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentイン
ターフェースの getNamespaceDeclarations()メソッド
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getNamespaceDeclarations　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyDocumentイ
ンターフェースの getNamespaceDeclarations()メソッド

getNamespaceDeclarationsByPrefix　com.hitachi.xbrl.taxonomy. 
XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの
getNamespaceDeclarationsByPrefix(java.lang.String prefix)メソッド

getNamespaceDeclarationsByURI　com.hitachi.xbrl.taxonomy. 
XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの
getNamespaceDeclarationsByURI(java.lang.String uri)メソッド

getNamespaceURI　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェー
スの getNamespaceURI()メソッド

getNamespaceURI　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインター
フェースの getNamespaceURI()メソッド

getNamespaceURI　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLPartインターフェースの
getNamespaceURI()メソッド

getNamespaceURI　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyTypeDefinitionイン
ターフェースの getNamespaceURI()メソッド

getNamespaceURI　com.hitachi.xbrl.types.XBRLQNameクラスの
getNamespaceURI()メソッド

getNamespaceURI　com.hitachi.xbrl.util.XBRLSchemaLocationクラスの
getNamespaceURI()メソッド

getNillable　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleElementDefinitionインター
フェースの getNillable()メソッド

getNodeType　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceNodeインターフェースの
getNodeType()メソッド

getNodeType　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyNodeインターフェースの
getNodeType()メソッド

getNodeType　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleNodeインターフェースの
getNodeType()メソッド

getNumerator　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLUnit2インターフェースの
getNumerator()メソッド

getNumerator　com.hitachi.xbrl.types.XBRLFractionクラスの getNumerator()メソッ
ド

getOrder　com.hitachi.xbrl.link.XBRLRelationshipインターフェースの getOrder()メ
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ソッド

getOrder　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleEdgeインターフェースの
getOrder()メソッド

getOwnerDocumentManager　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentイ
ンターフェースの getOwnerDocumentManager()メソッド

getOwnerDocumentManager　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースの
getOwnerDocumentManager()メソッド

getOwnerDocumentManager　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryインターフェースの
getOwnerDocumentManager()メソッド

getOwnerDocumentManager　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentWriterインターフェースの
getOwnerDocumentManager()メソッド

getOwnerDocumentManager　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentWriterFactoryインターフェースの
getOwnerDocumentManager()メソッド

getOwnerDocumentManager　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocument
インターフェースの getOwnerDocumentManager()メソッド

getOwnerDocumentManager　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderインターフェースの
getOwnerDocumentManager()メソッド

getOwnerDocumentManager　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの getOwnerDocumentManager()メソッド

getOwnerDocumentManager　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyイ
ンターフェースの getOwnerDocumentManager()メソッド

getOwnerDocumentManager　
com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyBuilderインターフェースの
getOwnerDocumentManager()メソッド

getOwnerDocumentManager　
com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyBuilderFactoryインターフェース
の getOwnerDocumentManager()メソッド

getOwnerDocumentManager　com.hitachi.xbrl.util.XBRLDocumentWriterインター
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フェースの getOwnerDocumentManager()メソッド

getOwnerDocumentManager　com.hitachi.xbrl.util.XBRLDocumentWriterFactoryイ
ンターフェースの getOwnerDocumentManager()メソッド

getOwnerInstanceDocument　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceNodeインター
フェースの getOwnerInstanceDocument()メソッド

getOwnerTaxonomy　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleNodeインターフェー
スの getOwnerTaxonomy()メソッド

getOwnerTaxonomyDocument　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyNodeイン
ターフェースの getOwnerTaxonomyDocument()メソッド

getParentNode　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceNodeインターフェースの
getParentNode()メソッド

getParentNode　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyNodeインターフェースの
getParentNode()メソッド

getParentNode　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleNodeインターフェースの
getParentNode()メソッド

getParts　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLReferenceインターフェースの getParts()
メソッド

getParts　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLReferenceインターフェースの
getParts(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)メソッド

getPeriod　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContextインターフェースの getPeriod()メ
ソッド

getPeriodType　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLPeriodインターフェースの
getPeriodType()メソッド

getPeriodType　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyItemインターフェースの
getPeriodType()メソッド

getPeriodType　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleItemDefinitionインター
フェースの getPeriodType()メソッド

getPrecision　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
getPrecision()メソッド

getPrecision　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLNumericContextインターフェースの
getPrecision()メソッド

getPreferredLabel　com.hitachi.xbrl.link.XBRLPresentationRelationshipインター
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フェースの getPreferredLabel()メソッド

getPrefix　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
getPrefix()メソッド

getPrefix　com.hitachi.xbrl.util.XBRLNamespaceDeclarationクラスの getPrefix()メ
ソッド

getPrefix　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyインターフェースの
getPrefix()メソッド

getPresentationRelationships　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementイ
ンターフェースの getPresentationRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, 
java.lang.String arcrole)メソッド

getPriority　com.hitachi.xbrl.link.XBRLRelationshipインターフェースの getPriority()
メソッド

getProperty　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインター
フェースの getProperty()メソッド

getProperty　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryイン
ターフェースの getProperty(java.lang.String name)メソッド

getProperty　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderインター
フェースの getProperty(java.lang.String name)メソッド

getProperty　　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory
インターフェースの getProperty(java.lang.String name)メソッド

getPTVInstance　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェー
スの getPTVInstance()メソッド

getPTVLinkbase()　　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインター
フェースの getPTVLinkbase()メソッド

getQName　com.hitachi.xbrl.XBRLDimensionExceptionクラスの getQName()メソッ
ド

getQName　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDRSDimensionインターフェースの
getQName()メソッド

getQName　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDRSMemberインターフェースの getQName()
メソッド

getReferenceRelationships　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementイン
ターフェースの getReferenceRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, 
java.lang.String arcrole)メソッド
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getReferenceRelationships　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementイン
ターフェースの getReferenceRelationships(java.lang.String extendedLinkRole, 
java.lang.String arcrole)メソッド

getReferences　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
getReferences()メソッド

getReferences　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
getReferences(java.lang.String role)メソッド

getReferences　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインターフェー
スの getReferences()メソッド

getReferences　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインターフェー
スの getReferences(java.lang.String role)メソッド

getReferences　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインターフェース
の getReferences()メソッド

getReferences　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインターフェース
の getReferences(java.lang.String role)メソッド

getRelationRoutes　com.hitachi.xbrl.link.XBRLIllegalCycleExceptionクラスの
getRelationRoutes()メソッド

getRhs　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLOperatorインターフェースの getRhs()メソッ
ド

getRole　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLLinkbaseRefインターフェースの getRole()
メソッド

getRole　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの getRole()メ
ソッド

getRole　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDRSDimensionインターフェースの getRole()メ
ソッド

getRole　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLLabelインターフェースの getRole()メソッ
ド

getRole　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyLinkbaseRefインターフェースの
getRole()メソッド

getRole　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLReferenceインターフェースの getRole()メ
ソッド

getRole　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyRoleRefインターフェースの
getRole()メソッド
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getRole　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleEdgeインターフェースの getRole()
メソッド

getRole　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabelインターフェースの getRole()
メソッド

getRoleRef　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
getRoleRef(java.lang.String roleURI)メソッド

getRoleRefs　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
getRoleRefs()メソッド

getRoleRefs　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyDocumentインターフェース
の getRoleRefs()メソッド

getRoles　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionalRelationshipSetインターフェース
の getRoles()メソッド

getRoleType　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLRoleRefインターフェースの
getRoleType()メソッド

getRoleTypes　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインターフェー
スの getRoleTypes()メソッド

getRoleTypes　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインターフェー
スの getRoleTypes(java.lang.String roleURI)メソッド

getRoleURI　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLRoleRefインターフェースの
getRoleURI()メソッド

getRoleURI　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyRoleRefインターフェースの
getRoleURI()メソッド

getRoleURI　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLRoleTypeインターフェースの
getRoleURI()メソッド

getScenario　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContextインターフェースの
getScenario()メソッド

getSchemaLocation　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの getSchemaLocation(java.lang.String namespaceURI)メソッド

getSchemaLocation　com.hitachi.xbrl.util.XBRLSchemaLocationクラスの
getSchemaLocation()メソッド

getSchemaLocation　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyインター
フェースの getSchemaLocation()メソッド
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getSchemaLocations　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの getSchemaLocations()メソッド

getSchemaRefs　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の getSchemaRefs()メソッド

getScheme　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLIdentifierインターフェースの
getScheme()メソッド

getSegment　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLEntityインターフェースの getSegment()
メソッド

getStartDate　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLPeriodインターフェースの
getStartDate()メソッド

getStartingPoints　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインター
フェースの getStartingPoints()メソッド

getString　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
getString()メソッド

getSubstitutionGroup　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインター
フェースの getSubstitutionGroup()メソッド

getSubstitutionGroup　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleElementDefinition
インターフェースの getSubstitutionGroup()メソッド

getTargetNamespace　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyインター
フェースの getTargetNamespace()メソッド

getTargetNamespaceURI　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyBodyインター
フェースの getTargetNamespaceURI()メソッド

getTargetRole　com.hitachi.xbrl.link.XBRLHasHypercubeRelationshipインター
フェースの getTargetRole()メソッド

getTargetRole　com.hitachi.xbrl.link.XBRLHypercubeDimensionRelationshipイン
ターフェースの getTargetRole()メソッド

getTargetRole　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionDomainRelationshipインター
フェースの getTargetRole()メソッド

getTargetRole　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDomainMemberRelationshipインター
フェースの getTargetRole()メソッド

getTaxonomyAttributeDeclarations　com.hitachi.xbrl.taxonomy. 
XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionインターフェースの
getTaxonomyAttributeDeclarations()メソッド
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getTaxonomyAttributeDeclaration　com.hitachi.xbrl.taxonomy. 
XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionインターフェースの
getTaxonomyAttributeDeclaration(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String 
name)メソッド

getTaxonomyBodies　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインター
フェースの getTaxonomyBodies()メソッド

getTaxonomyBody　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインター
フェースの getTaxonomyBody(java.lang.String targetNamespaceURI)メソッド

getTaxonomyComponents　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentイン
ターフェースの getTaxonomyComponents()メソッド

getTaxonomyDimensionItem　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDRSDimensionインター
フェースの getTaxonomyDimensionItem()メソッド

getTaxonomyDocument　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの getTaxonomyDocument()メソッド

getTaxonomyDocumentBuilder　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースの
getTaxonomyDocumentBuilder()メソッド

getTaxonomyElement　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインター
フェースの getTaxonomyElement()メソッド

getTaxonomyElement　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDRSMemberインターフェースの
getTaxonomyElement()メソッド

getTaxonomyItem　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
getTaxonomyItem()メソッド

getTaxonomyItem　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionalRelationshipSetインター
フェースの getTaxonomyItem()メソッド

getTaxonomyTuple　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceTupleインターフェース
の getTaxonomyTuple()メソッド

getTaxonomyTypeDefinition　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyElementイ
ンターフェースの getTaxonomyTypeDefinition()メソッド

getTaxonomyTypeDefinition　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyDocument
インターフェースの getTaxonomyTypeDefinition(java.lang.String namespaceURI, 
java.lang.String name)メソッド

getTaxonomyTypeDefinitions　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyDocument
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インターフェースの getTaxonomyTypeDefinitions()メソッド

getTitle　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの getTitle()メ
ソッド

getTitle　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLLabelインターフェースの getTitle()メソッ
ド

getTitle　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLReferenceインターフェースの getTitle()メ
ソッド

getTitle　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabelインターフェースの
getTitle()メソッド

getTo　com.hitachi.xbrl.link.XBRLRelationshipインターフェースの getTo()メソッド

getTo　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleEdgeインターフェースの getTo()メ
ソッド

getType　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyAttributeDeclarationインター
フェースの getType()メソッド

getType　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインターフェースの
getType()メソッド

getType　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleElementDefinitionインターフェー
スの getType()メソッド

getTypeCategory　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyTypeDefinitionイン
ターフェースの getTypeCategory()メソッド

getTypedDomainRef　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDimensionItemイン
ターフェースの getTypedDomainRef()メソッド

getTypedDomainRefElement　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDimensionItemインターフェースの
getTypedDomainRefElement()メソッド

getTypedMembers　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLScenarioインターフェースの
getTypedMembers()メソッド

getTypedMembers　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegmentインターフェースの
getTypedMembers()メソッド

getUnit　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの getUnit()
メソッド

getUnit　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLNonNumericContextインターフェースの
getUnit()メソッド
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getUnit　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLNumericContextインターフェースの
getUnit()メソッド

getUnits　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
getUnits()メソッド

getUnitType　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLUnit2インターフェースの
getUnitType()メソッド

getURI　com.hitachi.xbrl.util.XBRLNamespaceDeclarationクラスの getURI()メソッ
ド

getUsable　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDimensionDomainRelationshipインター
フェースの getUsable()メソッド

getUsable　com.hitachi.xbrl.link.XBRLDomainMemberRelationshipインターフェー
スの getUsable()メソッド

getUse　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleEdgeインターフェースの getUse()
メソッド

getUse　com.hitachi.xbrl.taxonomy. XBRLTaxonomyAttributeDeclarationインター
フェースの getUse()メソッド

getUsedOn　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLArcroleTypeインターフェースの
getUsedOn()メソッド

getUsedOn　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLRoleTypeインターフェースの
getUsedOn()メソッド

getValue　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
getValue()メソッド

getValue　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLMeasureインターフェースの getValue()メ
ソッド

getValue　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLExplicitMemberインターフェースの
getValue()メソッド

getValue　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの getValue()メ
ソッド

getValue　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLIdentifierインターフェースの getValue()メ
ソッド

getValue　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLLabelインターフェースの getValue()メ
ソッド

getValue　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLPartインターフェースの getValue()メソッ
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ド

getValue　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractPrecisionクラスの getValue()メソッ
ド

getValue　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabelインターフェースの
getValue()メソッド

getW3CDOMDocument　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyComponentイン
ターフェースの getW3CDOMDocument()メソッド

getW3CDOMDocument　com.hitachi.xbrl.util.PTVInstanceクラスの
getW3CDOMDocument()メソッド

getW3CDOMDocument　com.hitachi.xbrl.util.PTVLinkbaseクラスの
getW3CDOMDocument()メソッド

getW3CDOMNode　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceNodeインターフェース
の getW3CDOMNode()メソッド

getW3CDOMNode　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyNodeインターフェー
スの getW3CDOMNode()メソッド

getWeight　com.hitachi.xbrl.link.XBRLCalculationRelationshipインターフェースの
getWeight()メソッド

getXBRLVersion　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェー
スの getXBRLVersion()メソッド

getXBRLVersion　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインター
フェースの getXBRLVersion()メソッド

getXBRLVersion　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactory
インターフェースの getXBRLVersion()メソッド

getXBRLVersion　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentインター
フェースの getXBRLVersion()メソッド

getXBRLVersion　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderイン
ターフェースの getXBRLVersion()メソッド

getXBRLVersion　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの getXBRLVersion()メソッド

H

hasExplicitMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLScenarioインターフェースの
368



6.　APIリファレンス
hasExplicitMember(XBRLQName dimension)メソッド

hasExplicitMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLScenarioインターフェースの
hasExplicitMember(XBRLQName dimension, XBRLQName value)メソッド

hasExplicitMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegmentインターフェースの
hasExplicitMember(XBRLQName dimension)メソッド

hasExplicitMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegmentインターフェースの
hasExplicitMember(XBRLQName dimension, XBRLQName value)メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGDayクラスの hashCode()メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGMonthクラスの hashCode()メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGMonthDayクラスの hashCode()メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGYearクラスの hashCode()メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGYearMonthクラスの hashCode()メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLPrecisionクラスの hashCode()メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLQNameクラスの hashCode()メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLTimeクラスの hashCode()メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractBinaryクラスの hashCode()メソッ
ド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractPrecisionクラスの hashCode()メ
ソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateクラスの hashCode()メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateTimeクラスの hashCode()メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnionクラスの hashCode()メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDecimalsクラスの hashCode()メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDurationクラスの hashCode()メソッド

hashCode　com.hitachi.xbrl.types.XBRLFractionクラスの hashCode()メソッド

hasTypedMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLScenarioインターフェースの
hasTypedMember(XBRLQName dimension)メソッド

hasTypedMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegmentインターフェースの
hasTypedMember(XBRLQName dimension)メソッド
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hasValue　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
hasValue()メソッド

I

importNode　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
importNode(XBRLInstanceNode sourceNode, boolean deep)メソッド

init　com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManagerクラスの init()メソッド

init　com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManagerクラスの init(java.lang.String path)
メソッド

init　com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManagerクラスの init(java.util.Properties 
properties)メソッド

insertChildElementBefore　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentイン
ターフェースの insertChildElementBefore(XBRLInstanceElement newElement, 
XBRLInstanceElement refElement)メソッド

insertChildElementBefore　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceTupleインター
フェースの insertChildElementBefore(XBRLInstanceElement newElement, 
XBRLInstanceElement refElement)メソッド

insertDimensionMemberBefore　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLScenarioインター
フェースの insertDimensionMemberBefore(XBRLDimensionMember newMember, 
XBRLDimensionMember refMember)メソッド

insertDimensionMemberBefore　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegmentインター
フェースの insertDimensionMemberBefore(XBRLDimensionMember newMember, 
XBRLDimensionMember refMember)メソッド

intValue　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractPrecisionクラスの intValue()メソッド

isAbstract　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインターフェースの
isAbstract()メソッド

isActive　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceNodeインターフェースの isActive()
メソッド

isActive　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleNodeインターフェースの
isActive()メソッド

isCoalescing　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryイン
ターフェースの isCoalescing()メソッド

isCoalescing　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryイ
ンターフェースの isCoalescing()メソッド
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isCreatingSchemaLocations　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースの
isCreatingSchemaLocations()メソッド

isDelayLoading　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインター
フェースの isDelayLoading()メソッド

isDelayLoading　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactory
インターフェースの isDelayLoading()メソッド

isDelayLoading　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderイン
ターフェースの isDelayLoading()メソッド

isDelayLoading　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの isDelayLoading()メソッド

isId　com.hitachi.xbrl.util.XBRLIdManagerクラスの isId(java.lang.String id)メソッ
ド

isIgnoringComments　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryインターフェースの
isIgnoringComments()メソッド

isIgnoringComments　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの isIgnoringComments()メソッド

isIgnoringZeroPrecision　com.hitachi.xbrl.util.XBRLEqualUtilクラスの
isIgnoringZeroPrecision()メソッド

isIndent　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentWriterインターフェース
の isIndent()メソッド

isIndent　com.hitachi.xbrl.util.XBRLDocumentWriterインターフェースの isIndent()
メソッド

isInfinite　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractPrecisionクラスの isInfinite()メソッ
ド

isNil　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの isNil()メ
ソッド

isNillable　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
isNillable()メソッド

isNillable　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyElementインターフェースの
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isNillable()メソッド

isNilAttributeSpecified　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインター
フェースの isNilAttributeSpecified()メソッド

isNumeric　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
isNumeric()メソッド

isNumeric　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContextインターフェースの isNumeric()
メソッド

isNumeric　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyItemインターフェースの
isNumeric()メソッド

isOrderAttributeSpecified　com.hitachi.xbrl.link.XBRLRelationshipインターフェース
の isOrderAttributeSpecified()メソッド

isRemote　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLLabelインターフェースの isRemote()メ
ソッド

isRemote　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLReferenceインターフェースの isRemote()
メソッド

isUsedOn　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLArcroleTypeインターフェースの
isUsedOn(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)メソッド

isUsedOn　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLRoleTypeインターフェースの
isUsedOn(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String name)メソッド

isValidating　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインター
フェースの isValidating()メソッド

isValidating　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryイン
ターフェースの isValidating()メソッド

isValidating　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderインター
フェースの isValidating()メソッド

isValidating　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryイ
ンターフェースの isValidating()メソッド

L

length　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractBinaryクラスの length()メソッド

longValue　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractPrecisionクラスの longValue()メ
ソッド

N
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newDocumentWriter　com.hitachi.xbrl.util.XBRLDocumentWriterFactoryインター
フェースの newDocumentWriter()メソッド

newDocumentWriterFactory　com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManagerクラスの
newDocumentWriterFactory()メソッド

newInstanceDocument　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderイ
ンターフェースの newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument 
taxonomyDocument)メソッド

newInstanceDocument　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderイ
ンターフェースの newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument 
taxonomyDocument, java.lang.String systemId)メソッド

newInstanceDocument　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderイ
ンターフェースの newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument 
taxonomyDocument, org.w3c.dom.Document w3cdomDocument)メソッド

newInstanceDocument　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderイ
ンターフェースの newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument 
taxonomyDocument, org.w3c.dom.Document w3cdomDocument, java.lang.String 
systemId)メソッド

newInstanceDocumentBuilder　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryインターフェースの
newInstanceDocumentBuilder()メソッド

newInstanceDocumentBuilderFactory　com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManagerク
ラスの newInstanceDocumentBuilderFactory()メソッド

newInstanceDocumentWriter　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentWriterFactoryインターフェースの
newInstanceDocumentWriter()メソッド

newInstanceDocumentWriterFactory　com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManagerクラ
スの newInstanceDocumentWriterFactory()メソッド

newSimpleTaxonomy　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyBuilderイ
ンターフェースの newSimpleTaxonomy(java.lang.String targetNamespace, 
java.lang.String prefix, java.lang.String fileName, XBRLTaxonomyDocument doc)メ
ソッド

newSimpleTaxonomyBuilder　
com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyBuilderFactoryインターフェース
の newSimpleTaxonomyBuilder()メソッド
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newSimpleTaxonomyBuilderFactory　com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManagerクラ
スの newSimpleTaxonomyBuilderFactory()メソッド

newTaxonomyDocumentBuilder　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの newTaxonomyDocumentBuilder()メソッド

newTaxonomyDocumentBuilderFactory　com.hitachi.xbrl.XBRLDocumentManager
クラスの newTaxonomyDocumentBuilderFactory()メソッド

P

parse　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースの
parse(org.xml.sax.InputSource is)メソッド

parse　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースの
parse(java.io.InputStream is)メソッド

parse　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースの
parse(java.io.InputStream is, java.lang.String systemId)メソッド

parse　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースの
parse(java.io.File file)メソッド

parse　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースの
parse(java.lang.String uri)メソッド

parse　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースの
parse(org.w3c.dom.Element instanceRoot)メソッド

parse　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースの
parse(org.w3c.dom.Element instanceRoot, java.lang.String systemId)メソッド

parse　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderインターフェー
スの parse(java.io.File[] file)メソッド

parse　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderインターフェー
スの parse(java.lang.String[] uri)メソッド

parse　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderインターフェー
スの parse(org.xml.sax.InputSource[] is)メソッド

parse2　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェース
の parse2(org.xml.sax.InputSource is)メソッド

parse2　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェース
の parse2(java.io.InputStream is)メソッド
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parse2　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェース
の parse2(java.io.InputStream is, java.lang.String systemId)メソッド

parse2　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェース
の parse2(java.io.File file)メソッド

parse2　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェース
の parse2(java.lang.String uri)メソッド

R

registerDocument　com.hitachi.xbrl.util.XBRLIdManagerクラスの
registerDocument(XBRLInstanceDocument doc)メソッド

removeChildElement　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの removeChildElement(XBRLInstanceElement oldElement)メソッド

removeChildElement　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceTupleインターフェー
スの removeChildElement(XBRLInstanceElement oldElement)メソッド

removeContext　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェース
の removeContext(XBRLContext oldContext)メソッド

removeDimensionMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLScenarioインターフェー
スの removeDimensionMember(XBRLDimensionMember oldMember)メソッド

removeDimensionMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegmentインターフェー
スの removeDimensionMember(XBRLDimensionMember oldMember)メソッド

removeEdge　SimpleTaxonomyインターフェースの removeEdge(SimpleEdge obj)メ
ソッド

removeElementDefinition　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyイン
ターフェースの removeElementDefinition(SimpleElementDefinition obj)メソッド

removeFootnote　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェー
スの removeFootnote(XBRLFootnote oldFootnote)メソッド

removeFootnote　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェース
の removeFootnote(XBRLFootnote oldFootnote)メソッド

removeFootnote　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェース
の removeFootnote(XBRLFootnote oldFootnote, java.lang.String arcrole, 
java.math.BigDecimal order)メソッド

removeLinkbaseRef　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの removeLinkbaseRef(XBRLLinkbaseRef oldLinkbaseRef)メソッド
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removeNamespaceDeclaration　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentイ
ンターフェースの removeNamespaceDeclaration(XBRLNamespaceDeclaration 
oldNamespaceDeclaration)メソッド

removeSchemaLocation　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの removeSchemaLocation(XBRLSchemaLocation oldSchemaLocation)メソッ
ド

removeUnit　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
removeUnit(XBRLUnit2 oldUnit)メソッド

replaceChildElement　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインター
フェースの replaceChildElement(XBRLInstanceElement newElement, 
XBRLInstanceElement oldElement)メソッド

replaceChildElement　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceTupleインターフェー
スの replaceChildElement(XBRLInstanceElement newElement, 
XBRLInstanceElement oldElement)メソッド

replaceDimensionMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLScenarioインターフェー
スの replaceDimensionMember(XBRLDimensionMember newMember, 
XBRLDimensionMember oldMember)メソッド

replaceDimensionMember　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegmentインターフェー
スの replaceDimensionMember(XBRLDimensionMember newMember, 
XBRLDimensionMember oldMember)メソッド

S

setAbstract　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleElementDefinitionインター
フェースの setAbstract(boolean abstrakt)メソッド

setBalance　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleItemDefinitionインターフェー
スの setBalance(java.lang.String balance)メソッド

setBase　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
setBase(java.lang.String base)メソッド

setCoalescing　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryイ
ンターフェースの setCoalescing(boolean flag)メソッド

setCoalescing　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory
インターフェースの setCoalescing(boolean flag)メソッド

setContext　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
setContext(XBRLContext context)メソッド
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setCreatingSchemaLocations　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースの
setCreatingSchemaLocations(boolean creating)メソッド

setCwa　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLNumericContextインターフェースの
setCwa(boolean cwa)メソッド

setDecimals　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
setDecimals(XBRLDecimals decimals)メソッド

setDelayLoading　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactory
インターフェースの setDelayLoading(boolean flag)メソッド

setDelayLoading　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの setDelayLoading(boolean flag)メソッド

setDimension　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLDimensionMemberインターフェース
の setDimension(XBRLQName dimension)メソッド

setDimensionsVersion　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryインターフェースの
setDimensionsVersion(int version)メソッド

setDimensionsVersion　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの setDimensionsVersion(int version)メソッド

setEncoding　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentWriterインター
フェースの setEncoding(java.lang.String encoding)メソッド

setEncoding　com.hitachi.xbrl.util.XBRLDocumentWriterインターフェースの
setEncoding(java.lang.String encoding)メソッド

setEntity　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContextインターフェースの
setEntity(XBRLEntity entity)メソッド

setEntityResolver　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderイン
ターフェースの setEntityResolver(org.xml.sax.EntityResolver entityResolver)メソッ
ド

setEntityResolver　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderイン
ターフェースの setEntityResolver(org.xml.sax.EntityResolver entityResolver)メソッ
ド

setErrorHandler　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderイン
ターフェースの setErrorHandler(XBRLParseErrorHandler errorHandler)メソッド
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setErrorHandler　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderイン
ターフェースの setErrorHandler(XBRLParseErrorHandler errorHandler)メソッド

setExternalSchemaRefs　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryインターフェースの
setExternalSchemaRefs(java.lang.String[] uris)メソッド

setId　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentインターフェースの
setId(java.lang.String id)メソッド

setId　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
setId(java.lang.String id)メソッド

setId　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContextインターフェースの
setId(java.lang.String id)メソッド

setId　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLUnit2インターフェースの
setId(java.lang.String id)メソッド

setId　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの
setId(java.lang.String id)メソッド

setId　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleElementDefinitionインターフェース
の setId()メソッド

setId　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabelインターフェースの
setId(java.lang.String id)メソッド

setIdCreator　com.hitachi.xbrl.util.XBRLIdManagerクラスの
setIdCreator(XBRLIdCreator creator)メソッド

setIdentifier　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLEntityインターフェースの
setIdentifier(XBRLIdentifier identifier)メソッド

setIgnoringComments　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryインターフェースの
setIgnoringComments(boolean flag)メソッド

setIgnoringComments　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの setIgnoringComments(boolean flag)メソッド

setIgnoringZeroPrecision　com.hitachi.xbrl.util.XBRLEqualUtilクラスの
setIgnoringZeroPrecision(boolean ignoringZeroPrecision)メソッド

setIndent　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentWriterインターフェー
スの setIndent(boolean indent)メソッド
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setIndent　com.hitachi.xbrl.util.XBRLDocumentWriterインターフェースの
setIndent(boolean indent)メソッド

setItemType　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleItemDefinitionインターフェー
スの setItemType(int type)メソッド

setKind　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLOperatorインターフェースの
setKind(java.lang.String kind)メソッド

setLang　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの
setLang(java.lang.String lang)メソッド

setLang　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabelインターフェースの
setLang(java.lang.String lang)メソッド

setLhs　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLOperatorインターフェースの
setLhs(XBRLMeasureOrOperator lhs)メソッド

setMaxDocuments　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの setMaxDocuments(int max)メソッド

setMaxTaxonomyExtension　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの setMaxTaxonomyExtension(int max)メソッド

setMeasureOrOperator　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLUnitインターフェースの
setMeasureOrOperator(XBRLMeasureOrOperator measureOrOperator)メソッド

setName　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLScenarioインターフェースの
setName(java.lang.String name)メソッド

setName　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLSegmentインターフェースの
setName(java.lang.String name)メソッド

setName　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleElementDefinitionインター
フェースの setName(java.lang.String name)メソッド

setNil　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceElementインターフェースの
setNil(java.lang.Boolean nil)メソッド

setNillable　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleElementDefinitionインター
フェースの setNillable(boolean nillable)メソッド

setOrder　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleEdgeインターフェースの
setOrder(java.math.BigDecimal order)メソッド

setPeriod　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContextインターフェースの
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setPeriod(XBRLPeriod period)メソッド

setPeriodType　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleItemDefinitionインター
フェースの setPeriodType(java.lang.String periodType)メソッド

setPrecision　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
setPrecision(XBRLPrecision precision)メソッド

setPrecision　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLNumericContextインターフェースの
setPrecision(int precision)メソッド

setProperty　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryイン
ターフェースの setProperty(java.lang.String name, java.lang.Object value)メソッド

setProperty　　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory
インターフェースの setProperty(java.lang.String name, java.lang.Object value)メソッ
ド

setRhs　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLOperatorインターフェースの
setRhs(XBRLMeasureOrOperator rhs)メソッド

setRole　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの
setRole(java.lang.String role)メソッド

setRole　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabelインターフェースの
setRole(java.lang.String role)メソッド

setScenario　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLContextインターフェースの
setScenario(XBRLScenario scenario)メソッド

setScheme　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLIdentifierインターフェースの
setScheme(java.lang.String namespaceURI)メソッド

setSegment　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLEntityインターフェースの
setSegment(XBRLSegment segment)メソッド

setString　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
setString(java.lang.String value)メソッド

setTaxonomyDocumentBuilder　
com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースの
setTaxonomyDocumentBuilder(XBRLTaxonomyDocumentBuilder 
taxonomyDocumentBuilder)メソッド

setTitle　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの
setTitle(java.lang.String title)メソッド

setTitle　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabelインターフェースの
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setTitle(java.lang.String title)メソッド

setUnit　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
setUnit(XBRLUnit2 unit)メソッド

setUnit　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLNonNumericContextインターフェースの
setUnit(XBRLUnit unit)メソッド

setUnit　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLNumericContextインターフェースの
setUnit(XBRLUnit unit)メソッド

setValidating　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryイン
ターフェースの setValidating(boolean flag)メソッド

setValidating　com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory
インターフェースの setValidating(boolean flag)メソッド

setValue　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェースの
setValue(java.lang.Object value)メソッド

setValue　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLMeasureインターフェースの
setValue(XBRLQName value)メソッド

setValue　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLExplicitMemberインターフェースの
setValue(XBRLQName value)メソッド

setValue　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLFootnoteインターフェースの
setValue(java.lang.String value)メソッド

setValue　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLIdentifierインターフェースの
setValue(java.lang.String value)メソッド

setValue　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleLabelインターフェースの
setId(java.lang.String value)メソッド

setXBRLVersion　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentBuilderFactory
インターフェースの setXBRLVersion(int version)メソッド

setXBRLVersion　
com.hitachi.xbrl.taxonomy.XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェー
スの setXBRLVersion(int version)メソッド

s_equalContext　com.hitachi.xbrl.util.XBRLEqualUtilクラスの
s_equalContext(XBRLContext2 context1, XBRLContext2 context2)メソッド

s_equalItem　com.hitachi.xbrl.util.XBRLEqualUtilクラスの
s_equalItem(XBRLInstanceItem item1, XBRLInstanceItem item2)メソッド
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s_equalTuple　com.hitachi.xbrl.util.XBRLEqualUtilクラスの
s_equalTuple(XBRLInstanceTuple tuple1, XBRLInstanceTuple tuple2)メソッド

s_equalUnit　com.hitachi.xbrl.util.XBRLEqualUtilクラスの s_equalUnit(XBRLUnit2 
unit1, XBRLUnit2 unit2)メソッド

T

toByteArray　com.hitachi.xbrl.types.XBRLHexBinaryクラスの
toByteArray(java.lang.String hex)メソッド

toByteArray　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractBinaryクラスの toByteArray()メ
ソッド

toByteArray　com.hitachi.xbrl.types.XBRLBase64Binaryクラスの
toByteArray(java.lang.String base64)メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGDayクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGMonthクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGMonthDayクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGYearクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGYearMonthクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLHexBinaryクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLHexBinaryクラスの toString(byte[] bytes)メ
ソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLHexBinaryクラスの toString(byte[] bytes, int 
offset, int length)メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLQNameクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLQNameクラスの toString(java.lang.String 
namespaceURI, java.lang.String localPart)メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLTimeクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractBinaryクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLAbstractPrecisionクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLBase64Binaryクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLBase64Binaryクラスの toString(byte[] bytes)
メソッド
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toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLBase64Binaryクラスの toString(byte[] bytes, 
int offset, int length)メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateTimeクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnionクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDurationクラスの toString()メソッド

toString　com.hitachi.xbrl.types.XBRLFractionクラスの toString()メソッド

transform　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomy.SimpleTaxonomyインターフェースの
transform()メソッド

U

unregisterDocument　com.hitachi.xbrl.util.XBRLIdManagerクラスの
unregisterDocument(XBRLInstanceDocument doc)メソッド

V

validateDimensions　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェース
の validateDimensions()メソッド

validateDimensions　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceItemインターフェース
の validateDimensions(java.lang.String role)メソッド

valueOf　com.hitachi.xbrl.types.XBRLHexBinaryクラスの valueOf(byte[] bytes, int 
offset, int length)メソッド

valueOf　com.hitachi.xbrl.types.XBRLHexBinaryクラスの valueOf(java.lang.String 
hex)メソッド

valueOf　com.hitachi.xbrl.types.XBRLHexBinaryクラスの valueOf(byte[] bytes)メ
ソッド

valueOf　com.hitachi.xbrl.types.XBRLQNameクラスの valueOf(java.lang.String 
qname)メソッド

valueOf　com.hitachi.xbrl.types.XBRLQNameクラスの valueOf(java.lang.String 
namespaceURI, java.lang.String localPart)メソッド

valueOf　com.hitachi.xbrl.types.XBRLBase64Binaryクラスの valueOf(byte[] bytes, 
int offset, int length)メソッド

valueOf　com.hitachi.xbrl.types.XBRLBase64Binaryクラスの
valueOf(java.lang.String base64)メソッド
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valueOf　com.hitachi.xbrl.types.XBRLBase64Binaryクラスの valueOf(byte[] bytes)メ
ソッド

W

warning　com.hitachi.xbrl.XBRLParseErrorHandlerインターフェースの
warning(XBRLDOMException exception)メソッド

write　com.hitachi.xbrl.instance.XBRLInstanceDocumentWriterインターフェースの
write(java.io.OutputStream os, XBRLInstanceDocument doc)メソッド

write　com.hitachi.xbrl.util.XBRLDocumentWriterインターフェースの
write(java.io.OutputStream os, org.w3c.dom.Document doc)メソッド

write　com.hitachi.xbrl.util.XBRLDocumentWriterインターフェースの
write(java.io.OutputStream os, XBRLInstanceDocument doc)メソッド

X

XBRLBase64Binary　com.hitachi.xbrl.types.XBRLBase64Binaryクラスの
XBRLBase64Binary(java.lang.String base64)コンストラクタ

XBRLBase64Binary　com.hitachi.xbrl.types.XBRLBase64Binaryクラスの
XBRLBase64Binary(byte[] bytes)コンストラクタ

XBRLBase64Binary　com.hitachi.xbrl.types.XBRLBase64Binaryクラスの
XBRLBase64Binary(byte[] bytes, int offset, int length)コンストラクタ

XBRLDate　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateクラスの XBRLDate(java.lang.String 
date)コンストラクタ

XBRLDate　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateクラスの XBRLDate(XBRLDate other)
コンストラクタ

XBRLDate　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateクラスの XBRLDate(XBRLDateTime 
other)コンストラクタ

XBRLDateTime　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateTimeクラスの
XBRLDateTime(java.lang.String datetime)コンストラクタ

XBRLDateTime　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateTimeクラスの
XBRLDateTime(XBRLDateTime other)コンストラクタ

XBRLDateTime　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateTimeクラスの
XBRLDateTime(XBRLDate other)コンストラクタ

XBRLDateUnion　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnionクラスの
XBRLDateUnion(java.lang.String dateunion)コンストラクタ
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XBRLDateUnion　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnionクラスの
XBRLDateUnion(XBRLDate date)コンストラクタ

XBRLDateUnion　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDateUnionクラスの
XBRLDateUnion(XBRLDateTime datetime )コンストラクタ

XBRLDecimals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDecimalsクラスの
XBRLDecimals(java.math.BigInteger value)コンストラクタ

XBRLDecimals　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDecimalsクラスの
XBRLDecimals(java.lang.String decimals)コンストラクタ

XBRLDimensionUserException　com.hitachi.xbrl.XBRLDimensionUserExceptionク
ラスの XBRLDimensionUserException(int code, javax.xml.namespace.QName qname)
コンストラクタ

XBRLDimensionUserException　com.hitachi.xbrl.XBRLDimensionUserExceptionク
ラスの XBRLDimensionUserException(int code, java.lang.String message, 
javax.xml.namespace.QName qname)コンストラクタ

XBRLDimensionUserException　com.hitachi.xbrl.XBRLDimensionUserExceptionク
ラスの XBRLDimensionUserException(int code, java.lang.Throwable cause, 
javax.xml.namespace.QName qname)コンストラクタ

XBRLDimensionUserException　com.hitachi.xbrl.XBRLDimensionUserExceptionク
ラスの XBRLDimensionUserException(int code, java.lang.String message, 
java.lang.Throwable cause, javax.xml.namespace.QName qname)コンストラクタ

XBRLDOMUserException　com.hitachi.xbrl.XBRLDOMUserExceptionクラスの
XBRLDOMUserException(int code)コンストラクタ

XBRLDOMUserException　com.hitachi.xbrl.XBRLDOMUserExceptionクラスの
XBRLDOMUserException(int code, java.lang.String message)コンストラクタ

XBRLDOMUserException　com.hitachi.xbrl.XBRLDOMUserExceptionクラスの
XBRLDOMUserException(int code, java.lang.Throwable cause)コンストラクタ

XBRLDOMUserException　com.hitachi.xbrl.XBRLDOMUserExceptionクラスの
XBRLDOMUserException(int code, java.lang.String message, java.lang.Throwable 
cause)コンストラクタ

XBRLDuration　com.hitachi.xbrl.types.XBRLDurationクラスの
XBRLDuration(java.lang.String duration)コンストラクタ

XBRLEqualUtil　com.hitachi.xbrl.util.XBRLEqualUtilクラスの XBRLEqualUtil()コ
ンストラクタ
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XBRLEqualUtil　com.hitachi.xbrl.util.XBRLEqualUtilクラスの
XBRLEqualUtil(boolean ignoringZeroPrecision)コンストラクタ

XBRLFraction　com.hitachi.xbrl.types.XBRLFractionクラスの
XBRLFraction(java.math.BigDecimal numerator, java.math.BigDecimal denominator)
コンストラクタ

XBRLFraction　com.hitachi.xbrl.types.XBRLFractionクラスの
XBRLFraction(java.lang.String fraction)コンストラクタ

XBRLGDay　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGDayクラスの
XBRLGDay(java.lang.String gday)コンストラクタ

XBRLGMonth　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGMonthクラスの
XBRLGMonth(java.lang.String gmonth)コンストラクタ

XBRLGMonthDay　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGMonthDayクラスの
XBRLGMonthDay(java.lang.String gmonthday)コンストラクタ

XBRLGYear　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGYearクラスの
XBRLGYear(java.lang.String gyear)コンストラクタ

XBRLGYearMonth　com.hitachi.xbrl.types.XBRLGYearMonthクラスの
XBRLGYearMonth(java.lang.String gyearmonth)コンストラクタ

XBRLHexBinary　com.hitachi.xbrl.types.XBRLHexBinaryクラスの
XBRLHexBinary(java.lang.String hex)コンストラクタ

XBRLHexBinary　com.hitachi.xbrl.types.XBRLHexBinaryクラスの
XBRLHexBinary(byte[] bytes)コンストラクタ

XBRLHexBinary　com.hitachi.xbrl.types.XBRLHexBinaryクラスの
XBRLHexBinary(byte[] bytes, int offset, int length)コンストラクタ

XBRLIdManager　com.hitachi.xbrl.util.XBRLIdManagerクラスの XBRLIdManager()
コンストラクタ

XBRLNamespaceDeclaration　com.hitachi.xbrl.util.XBRLNamespaceDeclarationク
ラスの XBRLNamespaceDeclaration(java.lang.String prefix, java.lang.String uri)コン
ストラクタ

XBRLNamespaceDeclaration　com.hitachi.xbrl.util.XBRLNamespaceDeclarationク
ラスの XBRLNamespaceDeclaration(java.lang.String prefix, java.lang.String uri, 
boolean validate)コンストラクタ

XBRLPrecision　com.hitachi.xbrl.types.XBRLPrecisionクラスの
XBRLPrecision(java.math.BigInteger value)コンストラクタ
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XBRLPrecision　com.hitachi.xbrl.types.XBRLPrecisionクラスの
XBRLPrecision(java.lang.String precision)コンストラクタ

XBRLQName　com.hitachi.xbrl.types.XBRLQNameクラスの
XBRLQName(java.lang.String qname)コンストラクタ

XBRLQName　com.hitachi.xbrl.types.XBRLQNameクラスの
XBRLQName(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String localPart)コンストラ
クタ

XBRLQName　com.hitachi.xbrl.types.XBRLQNameクラスの
XBRLQName(java.lang.String qname, boolean validate)コンストラクタ

XBRLQName　com.hitachi.xbrl.types.XBRLQNameクラスの
XBRLQName(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String localPart, boolean 
validate)コンストラクタ

XBRLSchemaLocation　com.hitachi.xbrl.util.XBRLSchemaLocationクラスの
XBRLSchemaLocation(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String 
schemaLocation)コンストラクタ

XBRLSchemaLocation　com.hitachi.xbrl.util.XBRLSchemaLocationクラスの
XBRLSchemaLocation(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String 
schemaLocation,  boolean validate)コンストラクタ

XBRLTime　com.hitachi.xbrl.types.XBRLTimeクラスの XBRLTime(java.lang.String 
time)コンストラクタ
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6.4　APIリファレンスの形式

このマニュアルでは，APIリファレンスを次の形式で記載しています。

6.4.1　パッケージの形式
パッケージの形式を次に示します。

インターフェースの概要：
インターフェースの概要を説明します。

クラスの概要：
クラスが存在するパッケージの場合，クラスの概要を説明します。

例外の概要：
例外が存在するパッケージの場合，クラスの概要を説明します。

6.4.2　インターフェースおよびクラスの形式
インターフェースおよびクラスの形式を次に示します。

XBRLのバージョン：
このインターフェースおよびクラスを使用できる XBRLのバージョンを示します。

XBRL Dimensionsのバージョン：
このインターフェースおよびクラスを XBRL Dimensionsで使用できる場合に，使
用できる XBRL Dimensionsのバージョンを示します。この項目が記載されている
インターフェースおよびクラスは，XBRL文書が XBRL Dimensionsに準拠してい
る場合だけ使用できます。

説明：
このインターフェースおよびクラスについて説明します。

メソッドの概要：
メソッドが存在するインターフェースおよびクラスの場合，メソッドの概要を説明
します。

6.4.3　メソッドの形式
XBRLのバージョン：

このメソッドを使用できる XBRLのバージョンを示します。

XBRL Dimensionsのバージョン：
このメソッドを XBRL Dimensionsで使用できる場合に，使用できる XBRL 
Dimensionsのバージョンを示します。この項目が記載されているメソッドは，
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XBRL文書が XBRL Dimensionsに準拠している場合だけ使用できます。

説明：
このメソッドについて説明します。

引数：
引数が存在するメソッドの場合，引数について説明します。

戻り値
戻り値が存在するメソッドの場合，戻り値について説明します。

例外
例外が存在するメソッドの場合，例外について説明します。
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6.5　com.hitachi.xbrlパッケージ

com.hitachi.xbrlパッケージは，XBRL文書を操作するための XBRL DOMのインター
フェースを提供します。

インターフェースの概要：
com.hitachi.xbrlパッケージのインターフェースを次の表に示します。

表 6-4　com.hitachi.xbrlパッケージのインターフェースの概要

クラスの概要：
com.hitachi.xbrlパッケージのクラスを次の表に示します。

表 6-5　com.hitachi.xbrlパッケージのクラスの概要

例外の概要：
com.hitachi.xbrlパッケージの例外の概要を次の表に示します。

表 6-6　com.hitachi.xbrlパッケージの例外の概要

インターフェース 説明 XBRLのバージョン

XBRLParseErrorHandler XBRL文書の解析時に検出されたエラー通
知を受け取るためのインターフェースで
す。

2.0および 2.1

クラス 説明 XBRLのバージョン

XBRLDocumentManager XBRL文書の入出力や，タクソノミー文
書のキャッシュを管理します。

2.0および 2.1

項番 クラス 説明 XBRLの
バージョ
ン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン

1 XBRLDOMException 解析エラーなど，発生することがあ
らかじめ予想される種類の例外通知
のためにスローされます。

2.0およ
び 2.1

該当しない

2 XBRLDOMRuntimeExcep
tion

アプリケーションが正常に動作して
いる状態では発生しない種類の例外
通知のためにスローされます。

2.0およ
び 2.1

該当しない

3 XBRLDOMUserException ユーザーアプリケーションで
XBRLDOMExceptionを明示的にス
ローしたい場合に使用するクラスで
す。

2.0およ
び 2.1

該当しない

4 XBRLDimensionExceptio
n

XBRL Dimensionsの構文解析エ
ラーなど，発生することがあらかじ
め予想される種類の例外通知のため
にスローされます。

2.1 1.0
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6.5.1　XBRLParseErrorHandlerインターフェース
public interface XBRLParseErrorHandler

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRL文書の解析時に検出されたエラーの通知を受け取るためのインターフェース
です。
XBRL文書の解析時に発生したエラーの通知を，ユーザーアプリケーションで受け
取りたい場合は，このインターフェースを実装したクラスを用意する必要がありま
す。このインターフェースを実装したクラスのインスタンスを，
XBRLInstanceDocumentBuilderや XBRLTaxonomyDocumentBuilderの
setErrorHandler()メソッドで指定することで，XBRL文書の解析時に発生したすべ
てのエラーについての通知を受け取ることができます。
warning()，error()，fatalError()の各メソッドでは，XBRLDOMExceptionをス
ローして解析処理を中断させることができます。このとき，warning()，error()，
fatalError()の各メソッドからスローされた例外は，
XBRLInstanceDocumentBuilderや XBRLTaxonomyDocumentBuilderの parse()
メソッドの呼び出し元へそのままスローされます。

メソッドの概要：
XBRLParseErrorHandlerインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-7　XBRLParseErrorHandlerインターフェースのメソッドの概要

5 XBRLDimensionUserExce
ption

ユーザーアプリケーションで
XBRLDimensionExceptionを明示
的にスローしたい場合に使用するク
ラスです。

2.1 1.0

項番 説明 XBRLのバージョン

1 void warning(XBRLDOMException exception)
　　警告の通知を受け取ります。

2.0および 2.1

2 void error(XBRLDOMException exception)
　　回復できるエラーの通知を受け取ります。

2.0および 2.1

3 void fatalError(XBRLDOMException exception)
　　致命的なエラーの通知を受け取ります。

2.0および 2.1

項番 クラス 説明 XBRLの
バージョ
ン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン
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（1） warning
public void warning(XBRLDOMException exception)
            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
警告の通知を受け取ります。このメソッドの呼び出しで例外がスローされなかった
場合，XBRL DOMは解析処理を続行します。

引数：
exception - カプセル化された警告情報が指定されます。

例外：
XBRLDOMException - 
• 解析処理を中断させる場合は，引数 exceptionに指定した例外をそのままスロー
するか，または XBRLDOMUserExceptionをスローしてください。

（2） error
public void error(XBRLDOMException exception)
            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
回復できるエラーの通知を受け取ります。このメソッドの呼び出しで例外がスロー
されなかった場合，XBRL DOMは解析処理を続行します。

引数：
exception - カプセル化されたエラー情報が指定されます。

例外：
XBRLDOMException - 
• 解析処理を中断させる場合は，引数 exceptionに指定した例外をそのままスロー
するか，または，XBRLDOMUserExceptionをスローしてください。

（3） fatalError
public void fatalError(XBRLDOMException exception)
            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
致命的なエラーの通知を受け取ります。このメソッドの呼び出しで例外がスローさ
れなかった場合でも，XBRL DOMは必ず解析処理を中断します。このメソッドの呼
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び出しで例外がスローされなかった場合は，XBRLInstanceDocumentBuilderまた
は XBRLTaxonomyDocumentBuilderの parse()メソッドの呼び出し元へ，引数
exceptionに指定した例外がスローされます。

引数：
exception - カプセル化されたエラー情報が指定されます。

例外：
XBRLDOMException - 
• 引数 exceptionに指定した例外をそのままスローするか，または，

XBRLDOMUserExceptionをスローしてください。

6.5.2　XBRLDocumentManagerクラス
public abstract class XBRLDocumentManager
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRL文書の入出力や，タクソノミー文書のキャッシュを管理します。
XBRL DOMを使用する前に，init()メソッドを呼び出して XBRL DOMを初期化す
る必要があります。XBRL DOMを初期化すると，XBRLDocumentManagerを実装
したクラスのインスタンスがシングルトンとして生成されます。生成された
XBRLDocumentManagerを実装したクラスのインスタンスは getInstance()メソッ
ドで取得できます。

メソッドの概要：
XBRLDocumentManagerクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-8　XBRLDocumentManagerクラスのメソッドの概要

項番 説明 XBRLのバージョン

1 static void init()
　　XBRL DOMを初期化します。

2.0および 2.1

2 static void init(java.lang.String path)
　　XBRL DOMを初期化します。

2.0および 2.1

3 static void init(java.util.Properties properties)
　　XBRL DOMを初期化します。

2.0および 2.1

4 static
XBRLDocument

Manager

getInstance()
　　XBRLDocumentManagerを実装したクラ
スのインスタンスを取得します。

2.0および 2.1
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（1） init
public static void init()
                   throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRL DOMを初期化します。
このメソッドでは，XBRL DOMの動作を制御するための各プロパティにデフォルト
値が設定されたものとして，初期化処理します。プロパティのデフォルト値につい
ては，「4.16.2　プロパティ一覧」を参照してください。
各プロパティの値を明示的に指定して初期化処理する場合は，この init()メソッドで
はなく，init(java.lang.String)メソッドまたは init(java.util.Properties)メソッドを
使用します。

例外：
XBRLDOMException - 
• XBRL DOMの初期化処理でエラーが発生した場合にスローされます。［エラー
コード：39000］

XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL DOMがすでに初期化されている場合にスローされます。［エラーコード：

20000］

5 abstract
XBRLInstanceDo
cumentBuilderFa

ctory

newInstanceDocumentBuilderFactory()
　　XBRLInstanceDocumentBuilderFactory
オブジェクトを生成します。

2.0および 2.1

6 abstract
XBRLInstanceDo
cumentWriterFac

tory

newInstanceDocumentWriterFactory()
　　XBRLInstanceDocumentWriterFactoryオ
ブジェクトを生成します。

2.0および 2.1

7 abstract
XBRLTaxonomy

DocumentBuilder
Factory

newTaxonomyDocumentBuilderFactory()
　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory
オブジェクトを生成します。

2.0および 2.1

8 abstract
XBRLDocument

WriterFactory

newDocumentWriterFactory()
　　XBRLDocumentWriterFactoryオブジェク
トを生成します。

2.1

9 abstract
SimpleTaxonomy

BuilderFactory

newSimpleTaxonomyBuilderFactory()
　　SimpleTaxonomyBuilderFactoryオブジェ
クトを生成します。

2.1

10 abstract void clearCache()
　　キャッシュされているすべてのタクソノ
ミー文書を，キャッシュから削除します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョン
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（2） init
public static void init(java.lang.String path)
                   throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRL DOMを初期化します。
このメソッドは，指定したプロパティファイルの内容に従って XBRL DOMを初期
化します。プロパティファイルに記述できるプロパティの詳細，およびプロパティ
ファイルの記述方法については，「4.16.2　プロパティ一覧」を参照してください。
引数 pathに指定したプロパティファイルで定義されていないプロパティについて
は，デフォルト値が設定されます。そのため，引数 pathに指定するプロパティファ
イルでは，すべてのプロパティを定義する必要はありません。

引数：
path - XBRL DOMのプロパティを記述したプロパティファイルの絶対パス名を指定
します。

例外：
XBRLDOMException - 
• プロパティファイルの読み込み中にエラーが発生した場合にスローされます。［エ
ラーコード：39200，39203，39204，39205，39206］

• XBRL DOMの初期化処理でエラーが発生した場合にスローされます。［エラー
コード：39000］

XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL DOMがすでに初期化されている場合にスローされます。［エラーコード：

20000］
• 引数 pathに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（3） init
public static void init(java.util.Properties properties)
                   throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRL DOMを初期化します。
このメソッドは，指定したプロパティの設定値に従って XBRL DOMを初期化しま
す。XBRL DOMの動作を制御するために指定できるプロパティの詳細については，
「4.16.2　プロパティ一覧」を参照してください。
引数 propertiesに指定した java.util.Propertiesオブジェクトで定義されていないプ
ロパティについては，デフォルト値が設定されます。そのため，引数 propertiesに
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指定する java.util.Propertiesオブジェクトでは，すべてのプロパティを定義する必
要はありません。

引数：
properties - XBRL DOMのプロパティを格納している java.util.Propertiesオブジェ
クトを指定します。

例外：
XBRLDOMException - 
• プロパティの読み取り中にエラーが発生した場合にスローされます。［エラーコー
ド：39200，39206］

• XBRL DOMの初期化処理でエラーが発生した場合にスローされます。［エラー
コード：39000］

XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL DOMがすでに初期化されている場合にスローされます。［エラーコード：

20000］
• 引数 propertiesに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］

（4） getInstance
public static XBRLDocumentManager getInstance()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLDocumentManagerを実装したクラスのインスタンスを取得します。
このメソッドを呼び出す前に，init()メソッドを呼び出して，XBRL DOMを初期化
しておく必要があります。

戻り値：
XBRLDocumentManagerを実装したクラスのインスタンスを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL DOMが初期化されていない場合にスローされます。［エラーコード：

20001］

使用例：
XBRLDocumentManager dm = XBRLDocumentManager.getInstance();
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory tbf = 
dm.newTaxonomyDocumentBuilderFactory();

（5） newInstanceDocumentBuilderFactory
public abstract XBRLInstanceDocumentBuilderFactory 
newInstanceDocumentBuilderFactory()
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XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトを生成します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトを返しま
す。

（6） newInstanceDocumentWriterFactory
public abstract XBRLInstanceDocumentWriterFactory 
newInstanceDocumentWriterFactory()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentWriterFactoryオブジェクトを生成します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentWriterFactoryオブジェクトを返しま
す。

（7） newTaxonomyDocumentBuilderFactory
public abstract XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory 
newTaxonomyDocumentBuilderFactory()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトを生成します。

戻り値：
新しく生成された XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトを返しま
す。

（8） newDocumentWriterFactory
public abstract XBRLDocumentWriterFactory 
newDocumentWriterFactory()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLDocumentWriterFactoryオブジェクトを生成します。

戻り値：
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新たに生成された XBRLDocumentWriterFactoryオブジェクトを返します。

（9） newSimpleTaxonomyBuilderFactory
public abstract SimpleTaxonomyBuilderFactory 
newSimpleTaxonomyBuilderFactory()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
SimpleTaxonomyBuilderFactoryオブジェクトを生成します。

戻り値：
新たに生成された SimpleTaxonomyBuilderFactoryオブジェクトを返します。

（10） clearCache
public abstract void clearCache()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
キャッシュされているすべてのタクソノミー文書を，キャッシュから削除します。

6.5.3　XBRLDOMExceptionクラス
public class XBRLDOMException
extends java.lang.Exception

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
解析エラーなど，発生することがあらかじめ予想される種類の例外通知のために，
uCosminexus Business Reporting Processorがスローします。
ユーザーアプリケーションで XBRLDOMExceptionを明示的にスローしたい場合
は，XBRLDOMExceptionから派生した XBRLDOMUserExceptionを使用します。

メソッドの概要：
XBRLDOMExceptionクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-9　XBRLDOMExceptionクラスのメソッドの概要

説明 XBRLのバージョン

int getCode()
　　エラーコードを取得します。

2.0および 2.1
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（1） getCode
public int getCode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
エラーコードを取得します。エラーコードは，メッセージ ID「KEBRnnnnn-E」の
うち，nnnnnの整数値です。エラーコードの詳細は「7.　メッセージ」を参照して
ください。

戻り値：
エラーコードを返します。

6.5.4　XBRLDOMRuntimeExceptionクラス
public class XBRLDOMRuntimeException
extends java.lang.RuntimeException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
メソッドへの入力や呼び出し方法に誤りがある場合など，アプリケーションが正常
に動作している状態では通常発生しないような種類の例外を通知するために，
uCosminexus Business Reporting Processorがスローします。

メソッドの概要：
XBRLDOMRuntimeExceptionクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-10　XBRLDOMRuntimeExceptionクラスのメソッドの概要

（1） getCode
public int getCode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
エラーコードを取得します。エラーコードは，メッセージ ID「KEBRnnnnn-E」の
うち，nnnnnの整数値です。エラーコードの詳細は「7.　メッセージ」を参照して
ください。

説明 XBRLのバージョン

int getCode()
　　エラーコードを取得します。

2.0および 2.1
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戻り値：
エラーコードを返します。

6.5.5　XBRLDOMUserExceptionクラス
public class XBRLDOMUserException
extends XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ユーザーアプリケーションで XBRLDOMExceptionを明示的にスローしたい場合に
使用するクラスです。
XBRLDOMUserExceptionクラスは，XBRLDOMExceptionからの派生クラスで
す。
XBRLDOMUserExceptionクラスのコンストラクタではエラーコードを指定しま
す。利用できるエラーコードの値の範囲は 90000～ 99999です。ただし，指定した
エラーコードが 90000～ 99999の範囲内の値かどうかはチェックされません。この
ため，範囲外の値を指定してもエラーとはなりません。

コンストラクタの概要：
XBRLDOMUserExceptionクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-11　XBRLDOMUserExceptionクラスのコンストラクタの概要

（1） XBRLDOMUserException
public  XBRLDOMUserException(int code)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

項
番

コンストラクタ 説明 XBRLのバージョン

1 XBRLDOMUserException(in
t code)

XBRLDOMUserExceptionオブジェ
クトを構築します。

2.0および 2.1

2 XBRLDOMUserException(in
t code, java.lang.String 
message)

XBRLDOMUserExceptionオブジェ
クトを構築します。

2.0および 2.1

3 XBRLDOMUserException(in
t code, java.lang.Throwable 
cause)

XBRLDOMUserExceptionオブジェ
クトを構築します。

2.0および 2.1

4 XBRLDOMUserException(in
t code, java.lang.String 
message, 
java.lang.Throwable cause)

XBRLDOMUserExceptionオブジェ
クトを構築します。

2.0および 2.1
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説明：
XBRLDOMUserExceptionオブジェクトを構築します。

引数：
code - エラーコードを指定します。利用できる値の範囲は 90000～ 99999です。

（2） XBRLDOMUserException
public  XBRLDOMUserException(int code,
                             java.lang.String message)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLDOMUserExceptionオブジェクトを構築します。

引数：
code - エラーコードを指定します。利用できる値の範囲は 90000～ 99999です。
message - 詳細メッセージを指定します。

（3） XBRLDOMUserException
public  XBRLDOMUserException(int code,
                             java.lang.Throwable cause)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLDOMUserExceptionオブジェクトを構築します。引数 causeに null以外を指
定した場合，詳細メッセージには cause.toString()の戻り値が設定されます。

引数：
code - エラーコードを指定します。利用できる値の範囲は 90000～ 99999です。
cause - エラーの原因となったスローできるオブジェクトを指定します。

（4） XBRLDOMUserException
public  XBRLDOMUserException(int code,
                             java.lang.String message, 
                             java.lang.Throwable cause)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLDOMUserExceptionオブジェクトを構築します。

引数：
code - エラーコードを指定します。利用できる値の範囲は 90000～ 99999です。
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message - 詳細メッセージを指定します。
cause - エラーの原因となったスローできるオブジェクトを指定します。

6.5.6　XBRLDimensionExceptionクラス
public class XBRLDimensionException
extends XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
XBRL Dimensionsの構文解析エラーなど，発生することがあらかじめ予想される種
類の例外通知のために，uCosminexus Business Reporting Processorがスローしま
す。

フィールドの概要：
XBRLDimensionExceptionクラスのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-12　XBRLDimensionExceptionクラスのフィールドの概要

項番 説明

1 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_DIMENSION_DEFAULT_SOURCE_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:DimensionDefaultSourceError」を保持します。

2 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_DIMENSION_DEFAULT_TARGET_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:DimensionDefaultTargetError」を保持します。

3 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_DIMENSION_DOMAIN_SOURCE_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:DimensionDomainSourceError」を保持します。

4 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_DIMENSION_DOMAIN_TARGET_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:DimensionDomainTargetError」を保持します。

5 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_DIMENSION_ELEMENT_IS_NOT_ABSTRACT_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:DimensionElementIsNotAbstractError」を保持します。

6 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_DOMAIN_MEMBER_SOURCE_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:DomainMemberSourceError」を保持します。

7 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_DOMAIN_MEMBER_TARGET_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:DomainMemberTargetError」を保持します。
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8 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_DRS_DIRECTED_CYCLE_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:DRSDirectedCycleError」を保持します。

9 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_HAS_HYPERCUBE_MISSING_CONTEXT_ELEMENT_ATTRI
BUTE_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:HasHypercubeMissingContextElementAttributeError」
を保持します。

10 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_HAS_HYPERCUBE_SOURCE_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:HasHypercubeSourceError」を保持します。

11 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_HAS_HYPERCUBE_TARGET_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:HasHypercubeTargetError」を保持します。

12 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_HYPERCUBE_DIMENSION_SOURCE_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:HypercubeDimensionSourceError」を保持します。

13 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_HYPERCUBE_DIMENSION_TARGET_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:HypercubeDimensionTargetError」を保持します。

14 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_HYPERCUBE_ELEMENT_IS_NOT_ABSTRACT_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:HypercubeElementIsNotAbstractError」を保持します。

15 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_OUT_OF_DTS_SCHEMA_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:OutOfDTSSchemaError」を保持します。

16 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_PRIMARY_ITEM_POLYMORPHISM_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:PrimaryItemPolymorphismError」を保持します。

17 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_TARGET_ROLE_NOT_RESOLVED_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:TargetRoleNotResolvedError" を保持します。

18 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_TOOMANY_DEFAULT_MEMBERS_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:TooManyDefaultMembersError」を保持します。

19 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_TYPED_DIMENSION_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:TypedDimensionError」を保持します。

20 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_TYPED_DIMENSION_URI_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:TypedDimensionURIError」を保持します。

項番 説明
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メソッドの概要：
XBRLDimensionExceptionクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-13　XBRLDimensionExceptionクラスのメソッドの概要

（1） getQName
public javax.xml.namespace.QName getQName()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

21 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDTE_TYPED_DOMAIN_REF_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているタクソノミーエ
ラー「xbrldte:TypedDomainRefError」を保持します。

22 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDIE_DEFAULT_VALUE_USED_IN_INSTANCE_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているインスタンスエ
ラー「xbrldie:DefaultValueUsedInInstanceError」を保持します。

23 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDIE_EXPLICIT_MEMBER_NOT_EXPLICIT_DIMENSION_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているインスタンスエ
ラー「xbrldie:ExplicitMemberNotExplicitDimensionError」を保持しま
す。

24 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDIE_EXPLICIT_MEMBER_UNDEFINED_QNAME_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているインスタンスエ
ラー「xbrldie:ExplicitMemberUndefinedQNameError」を保持します。

25 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDIE_PRIMARY_ITEM_DIMENSIONALLY_INVALID_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているインスタンスエ
ラー「xbrldie:PrimaryItemDimensionallyInvalidError」を保持します。

26 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDIE_REPEATED_DIMENSION_IN_INSTANCE_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているインスタンスエ
ラー「xbrldie:RepeatedDimensionInInstanceError」を保持します。

27 static
javax.xml.namesp

ace.QName

XBRLDIE_TYPED_MEMBER_NOT_TYPED_DIMENSION_ERROR
　　この定数は，XBRL Dimensionsで規定されているインスタンスエ
ラー「xbrldie:TypedMemberNotTypedDimensionError」を保持します。

説明 XBRLの
バージョ
ン

XBRL 
Dimensions
のバージョン

javax.xml.namespace.QN
ame

getQName()
　　XBRL Dimensionsで規定されている
エラーコードを表す QNameを取得しま
す。

2.1 1.0

項番 説明
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説明：
XBRL Dimensionsで規定されているエラーコードを表す QNameを取得します。

戻り値：
XBRL Dimensionsで規定されているエラーコードを表す QNameを返します。
QNameが設定されていない場合は nullを返します。

6.5.7　XBRLDimensionUserExceptionクラス
public class XBRLDimensionUserException
extends XBRLDimensionException

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
ユーザーアプリケーションで XBRLDimensionExceptionを明示的にスローしたい
場合に使用するクラスです。
XBRLDimensionUserExceptionクラスは，XBRLDimensionExceptionからの派生
クラスです。
XBRLDimensionUserExceptionクラスのコンストラクタではエラーコードを指定
します。利用できるエラーコードの値の範囲は 90000～ 99999です。ただし，指定
したエラーコードが 90000～ 99999の範囲内の値かどうかはチェックされません。
このため，範囲外の値を指定してもエラーとはなりません。
また，XBRLDimensionUserExceptionクラスのコンストラクタでは XBRL 
Dimensionsで規定されているエラーコードを表す QNameを指定します。利用でき
る QNameは XBRLDimensionExceptionクラスのフィールドに定義された値です。
ただし，指定した QNameが XBRLDimensionExceptionクラスのフィールドと同
じかどうはチェックされません。このため，XBRLDimensionExceptionクラスの
フィールド以外の値を指定してもエラーとはなりません。

コンストラクタの概要：
XBRLDimensionUserExceptionクラスのコンストラクタの概要を次の表に示しま
す。
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表 6-14　XBRLDimensionUserExceptionクラスのコンストラクタの概要

（1） XBRLDimensionUserException
public XBRLDimensionUserException(int code,
                                  javax.xml.namespace.QName qname)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
XBRLDimensionUserExceptionオブジェクトを構築します。

引数：
code - エラーコードを指定します。利用できる値の範囲は 90000～ 99999です。
qname - XBRL Dimensionsで規定されているエラーコードを表す QNameを指定し
ます。利用できる QNameは XBRLDimensionExceptionクラスのフィールドに定
義された値です。

（2） XBRLDimensionUserException
public XBRLDimensionUserException(int code,
                                  java.lang.String message,
                                  javax.xml.namespace.QName qname)

XBRLのバージョン：

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン

1 XBRLDimensionUserException(int code, 
javax.xml.namespace.QName qname)
　　XBRLDimensionUserExceptionオブジェクトを構築しま
す。

2.1 1.0

2 XBRLDimensionUserException(int code, java.lang.String 
message, javax.xml.namespace.QName qname)
　　XBRLDimensionUserExceptionオブジェクトを構築しま
す。

2.1 1.0

3 XBRLDimensionUserException(int code, java.lang.Throwable 
cause, javax.xml.namespace.QName qname)
　　XBRLDimensionUserExceptionオブジェクトを構築しま
す。

2.1 1.0

4 XBRLDimensionUserException(int code, java.lang.String 
message, java.lang.Throwable cause, 
javax.xml.namespace.QName qname)
　　XBRLDimensionUserExceptionオブジェクトを構築しま
す。

2.1 1.0
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2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
XBRLDimensionUserExceptionオブジェクトを構築します。

引数：
code - エラーコードを指定します。利用できる値の範囲は 90000～ 99999です。
message - 詳細メッセージを指定します。
qname - XBRL Dimensionsで規定されているエラーコードを表す QNameを指定し
ます。利用できる QNameは XBRLDimensionExceptionクラスのフィールドに定
義した値です。

（3） XBRLDimensionUserException
public XBRLDimensionUserException(int code,
                                  java.lang.Throwable cause,
                                  javax.xml.namespace.QName qname)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
XBRLDimensionUserExceptionオブジェクトを構築します。

引数：
code - エラーコードを指定します。利用できる値の範囲は 90000～ 99999です。
cause - エラーの原因となったスローできるオブジェクトを指定します。
qname - XBRL Dimensionsで規定されているエラーコードを表す QNameを指定し
ます。利用できる QNameは XBRLDimensionExceptionクラスのフィールドに定
義した値です。

（4） XBRLDimensionUserException
public XBRLDimensionUserException(int code,
                                  java.lang.String message,
                                  java.lang.Throwable cause,
                                  javax.xml.namespace.QName qname)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
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XBRLDimensionUserExceptionオブジェクトを構築します。

引数：
code - エラーコードを指定します。利用できる値の範囲は 90000～ 99999です。
message - 詳細メッセージを指定します。
cause - エラーの原因となったスローできるオブジェクトを指定します。
qname - XBRL Dimensionsで規定されているエラーコードを表す QNameを指定し
ます。利用できる QNameは XBRLDimensionExceptionクラスのフィールドに定
義された値です。
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6.6　com.hitachi.xbrl.instanceパッケージ

com.hitachi.xbrl.instanceパッケージは，インスタンス文書を操作するためのインター
フェースを提供します。

インターフェースの概要：
com.hitachi.xbrl.instanceパッケージのインターフェースを次の表に示します。

表 6-15　com.hitachi.xbrl.instanceパッケージのインターフェース

項番 インターフェース 説明 XBRLの
バージョ
ン

XBRL 
Dimensionsの
バージョン

1 XBRLArcroleRef インスタンス文書に記述さ
れている <link:arcroleRef>
要素を表します。

2.1 該当しない

2 XBRLContext コンテキスト要素を表しま
す。

2.0およ
び 2.1

該当しない

3 XBRLContext2 コンテキスト要素を表しま
す。

2.1 該当しない

4 XBRLEntity エンティティ要素を表しま
す。

2.0およ
び 2.1

該当しない

5 XBRLFootnote 脚注を表します。 2.0およ
び 2.1

該当しない

6 XBRLIdentifier 識別子要素を表します。 2.0およ
び 2.1

該当しない

7 XBRLInstanceDocument インスタンス文書全体を表
します。

2.0およ
び 2.1

該当しない

8 XBRLInstanceDocumentBuilde
r

インスタンス文書から
XBRLInstanceDocument
オブジェクトを取得するた
めの APIを定義します。

2.0およ
び 2.1

該当しない

9 XBRLInstanceDocumentBuilde
rFactory

XBRLInstanceDocumentB
uilderオブジェクトを生成
するための APIを定義しま
す。

2.0およ
び 2.1

該当しない

10 XBRLInstanceDocumentWriter インスタンス文書をスト
リームに書き出します。

2.0およ
び 2.1

該当しない

11 XBRLInstanceDocumentWriter
Factory

XBRLInstanceDocumentW
riterオブジェクトを生成す
るための APIを定義しま
す。

2.0およ
び 2.1

該当しない

12 XBRLInstanceElement インスタンス文書に記述さ
れている要素を表します。

2.0およ
び 2.1

該当しない
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13 XBRLInstanceItem アイテムを表します。 2.0およ
び 2.1

該当しない

14 XBRLInstanceNode インスタンス文書を構成す
るノードを表します。

2.0およ
び 2.1

該当しない

15 XBRLInstanceTuple インスタンス文書に記述さ
れているタプルを表します。

2.0およ
び 2.1

該当しない

16 XBRLLinkbaseRef インスタンス文書に記述さ
れている
<link:linkbaseRef>要素を
表します。

2.0およ
び 2.1

該当しない

17 XBRLMeasure 計量要素を表します。 2.0 該当しない

18 XBRLMeasureOrOperator 計量要素または演算子要素
を表します。

2.0 該当しない

19 XBRLNonNumericContext 非数値コンテキスト要素を
表します。

2.0 該当しない

20 XBRLNumericContext 数値コンテキスト要素を表
します。

2.0 該当しない

21 XBRLOperator 演算子要素を表します。 2.0 該当しない

22 XBRLPeriod 時期要素を表します。 2.0およ
び 2.1

該当しない

23 XBRLRoleRef インスタンス文書に記述さ
れている <link:roleRef>要
素を表します。

2.1 該当しない

24 XBRLScenario シナリオ要素を表します。 2.0およ
び 2.1

該当しない

25 XBRLSchemaRef <link:schemaRef>要素を表
します。

2.1 該当しない

26 XBRLSegment セグメント要素を表します。 2.0およ
び 2.1

該当しない

27 XBRLUnit 単位要素を表します。 2.0 該当しない

28 XBRLUnit2 単位要素を表します。 2.1 該当しない

29 XBRLDimensionMember <xbrldi:explicitMember>
要素または
<xbrldi:typedMember>要
素を表します。

2.1 1.0

30 XBRLExplicitMember <xbrldi:explicitMember>
要素を表します。

2.1 1.0

31 XBRLTypedMember <xbrldi:typedMember>要
素を表します。

2.1 1.0

項番 インターフェース 説明 XBRLの
バージョ
ン

XBRL 
Dimensionsの
バージョン
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6.6.1　XBRLArcroleRefインターフェース
public interface XBRLArcroleRef
extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている <link:arcroleRef>要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLArcroleRefインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-16　XBRLArcroleRefインターフェースのメソッドの概要

（1） getHref
public java.lang.String getHref()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:arcroleRef>要素の xlink:href属性の値を取得します。xlink:href属性は，こ
の <link:arcroleRef>要素が指す特定の <link:arcroleType>要素を参照します。

戻り値：
この <link:arcroleRef>要素の xlink:href属性の値を返します。

（2） getArcroleURI
public java.lang.String getArcroleURI()

XBRLのバージョン：
2.1

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.String getHref()
　　<link:arcroleRef>要素の xlink:href属性の
値を取得します。

2.1

2 java.lang.String getArcroleURI()
　　<link:arcroleRef>要素の arcroleURI属性
の値を取得します。

2.1

3 java.lang.String getBase()
　　<link:arcroleRef>要素の xml:base属性の
値を取得します。

2.1

4 XBRLArcroleType getArcroleType()
　　<link:arcroleRef>要素が指す
<link:arcroleType>要素を取得します。

2.1
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説明：
<link:arcroleRef>要素の arcroleURI属性の値を取得します。arcroleURI属性の値
は，この <link:arcroleRef>要素が指す <link:arcroleType>要素で定義されるカス
タムアークロールの値と同じです。

戻り値：
この <link:arcroleRef>要素の arcroleURI属性の値を返します。

（3） getBase
public java.lang.String getBase()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:arcroleRef>要素の xml:base属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:arcroleRef>要素の xml:base属性の値を返します。xml:base属性がない
場合は nullを返します。

（4） getArcroleType
public XBRLArcroleType getArcroleType()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:arcroleRef>要素が指す <link:arcroleType>要素を取得します。
この getArcroleType()メソッドは，XBRLArcroleRefオブジェクトがアクティブで
ある場合だけ呼び出せます。XBRLArcroleRefオブジェクトがアクティブでない場
合に getArcroleType()メソッドを呼び出したときは，
XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

戻り値：
この <link:arcroleRef>要素が指す <link:arcroleType>要素を表す
XBRLArcroleTypeオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• XBRLArcroleRefオブジェクトがアクティブでない場合にスローされます。［エ
ラーコード：20122］

6.6.2　XBRLContextインターフェース
public interface XBRLContext
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extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
コンテキスト要素を表します。コンテキスト要素には，複数の種類があります。各
種のコンテキスト要素を表すほかのインターフェースは，このインターフェースを
継承します。
• XBRL2.0の場合：
コンテキスト要素には，数値コンテキスト要素（XBRLNumericContext）と非数
値コンテキスト要素（XBRLNonNumericContext）の 2種類があります。コンテ
キスト要素が数値または非数値のどちらであるかを，XBRLContext.isNumeric()
メソッドで調べられます。

• XBRL2.1の場合：
コンテキスト要素に数値または非数値の区別はありません。XBRLContext2イン
ターフェース一つだけで表現されます。

コンテキストの id属性の値は，コンテキストを生成する際に自動的に採番されま
す。id属性の値は，コンテキストを生成する際に自動的に採番されますが，setId()
メソッドを使用して任意の値を設定することもできます。自動採番の詳細について
は，「3.3　ID管理と採番」を参照してください。

メソッドの概要：
XBRLContextインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-17　XBRLContextインターフェースのメソッドの概要

項番 説明 XBRLのバー
ジョン

1 boolean isNumeric()
　　コンテキスト要素が数値か非数値かを調べ
ます。

2.0

2 java.lang.String getId()
　　コンテキスト要素の id属性の値を取得しま
す。

2.0および 2.1

3 void setId(java.lang.String id)
　　コンテキスト要素の id属性の値を設定しま
す。

2.0および 2.1

4 XBRLEntity getEntity()
　　エンティティ要素を取得します。

2.0および 2.1

5 void setEntity(XBRLEntity entity)
　　エンティティ要素を設定します。

2.0および 2.1

6 XBRLPeriod getPeriod()
　　時期要素を取得します。

2.0および 2.1
413



6.　APIリファレンス
（1） isNumeric
public boolean isNumeric()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
コンテキスト要素が数値か非数値かを調べます。

戻り値：
このコンテキストが数値コンテキストである場合は true，非数値コンテキストであ
る場合は falseを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（2） getId
public java.lang.String getId()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
コンテキスト要素の id属性の値を取得します。

戻り値：
コンテキスト要素の id属性の値を返します。

7 void setPeriod(XBRLPeriod period)
　　時期要素を設定します。

2.0および 2.1

8 XBRLScenario getScenario()
　　シナリオ要素を取得します。

2.0および 2.1

9 void setScenario(XBRLScenario scenario)
　　シナリオ要素を設定します。

2.0および 2.1

10 java.util.List<XBRLInst
anceItem>

getItems()
　　このコンテキスト要素を参照しているアイ
テムのリストを取得します。

2.0および 2.1

11 java.util.List<XBRLInst
anceItem>

getItems(java.lang.String namespaceURI, 
java.lang.String name)
　　このコンテキスト要素を参照している，指
定した名前を持つアイテムのリストを取得しま
す。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバー
ジョン
414



6.　APIリファレンス
（3） setId
public void setId(java.lang.String id)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
コンテキスト要素の id属性の値を設定します。

引数：
id - コンテキスト要素の id属性の値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 idに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 idに指定した値が xsd:NCName型でない場合にスローされます。［エラー
コード：20108］

• このコンテキスト要素がインスタンス文書中に存在していて，かつ，引数 idで指
定されたのと同じ値を持つ xsd:ID型属性がインスタンス文書中にすでに存在する
場合にスローされます。［エラーコード：20028］

（4） getEntity
public XBRLEntity getEntity()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
エンティティ要素を取得します。

戻り値：
エンティティ要素を表す XBRLEntityオブジェクトを返します。

（5） setEntity
public void setEntity(XBRLEntity entity)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
エンティティ要素を設定します。
この XBRLContextオブジェクトにすでに設定されている XBRLEntityオブジェク
トは，親がいない状態となり，getParentNode()メソッドが nullを返します。

引数：
entity - エンティティ要素を表す XBRLEntityオブジェクトを指定します。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 entityに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 entityに指定した XBRLEntityオブジェクトを所有している

XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLContextオブジェクトを所
有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされま
す。［エラーコード：20004］

• 引数 entityに指定した XBRLEntityオブジェクトが，すでにほかの
XBRLContextオブジェクトに設定されている場合にスローされます。［エラー
コード：20005］

（6） getPeriod
public XBRLPeriod getPeriod()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
時期要素を取得します。

戻り値：
時期要素を表す XBRLPeriodオブジェクトを返します。

（7） setPeriod
public void setPeriod(XBRLPeriod period)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
時期要素を設定します。
この XBRLContextオブジェクトにすでに設定されている XBRLPeriodオブジェク
トは，親がいない状態となり，getParentNode()メソッドが nullを返します。

XBRL2.1の場合：設定できる時期要素の内容に関する制限
引数 periodに設定できる時期要素には，次の表に示す制限があります。

表 6-18　設定できる時期要素の内容に関する制限

項番 条件 制限

1 このコンテキスト要素に設定されている既存の
時期要素の内容の意味が
XBRLPeriod.INSTANTである場合

引数 periodに指定する時期要素の内容の意
味は，XBRLPeriod.INSTANTである必要が
あります。
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XBRL2.1では，アイテムの要素宣言の xbrli:periodType属性に "instant"が指
定された場合は，インスタンス文書でそのアイテムが参照するコンテキスト要
素の時期要素の内容が XBRLPeriod.INSTANTである必要があります。また，
xbrli:periodType属性に "duration"が指定された場合は，時期要素の内容が
XBRLPeriod.FOREVERか XBRLPeriod.STARTDATE_ENDDATEである必
要があるという制約があります。

引数：
period - 時期要素を表す XBRLPeriodオブジェクトを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 periodに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 periodに指定した XBRLPeriodオブジェクトを所有している

XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLContextオブジェクトを所
有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされま
す。［エラーコード：20004］

• 引数 periodに指定した XBRLPeriodオブジェクトが，すでにほかの
XBRLContextオブジェクトに設定されている場合にスローされます。［エラー
コード：20005］

• XBRL2.1の場合：引数 periodで指定した XBRLPeriodオブジェクトが，上記の
制約に違反している場合にスローされます。［エラーコード：20141］

（8） getScenario
public XBRLScenario getScenario()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
シナリオ要素を取得します。

戻り値：
シナリオ要素を表す XBRLScenarioオブジェクトを返します。シナリオ要素がない
場合は nullを返します。

2 このコンテキスト要素に設定されている既存の
時期要素の内容の意味が
XBRLPeriod.FOREVERか
XBRLPeriod.STARTDATE_ENDDATEである
場合

引数 periodに指定する時期要素の内容の意
味は XBRLPeriod.FOREVERか
XBRLPeriod.STARTDATE_ENDDATEで
ある必要があります。

項番 条件 制限
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（9） setScenario
public void setScenario(XBRLScenario scenario)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
シナリオ要素を設定します。
この XBRLContextオブジェクトに XBRLScenarioオブジェクトが設定されている
場合，そのオブジェクトは親がいない状態となり，getParentNode()メソッドが
nullを返します。

引数：
scenario - シナリオ要素を表す XBRLScenarioオブジェクトを指定します。シナリ
オ要素を削除する場合は nullを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 scenarioに指定した XBRLScenarioオブジェクトを所有している

XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLContextオブジェクトを所
有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされま
す。［エラーコード：20004］

• 引数 scenarioに指定した XBRLScenarioオブジェクトが，すでにほかの
XBRLContextオブジェクトに設定されている場合にスローされます。［エラー
コード：20005］

（10） getItems
public java.util.List<XBRLInstanceItem> getItems()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
このコンテキスト要素を参照しているアイテムのリストを取得します。
このコンテキストを参照しているアイテムには，インスタンス文書にない（アク
ティブでない）ノードも含まれます。そのノードは XBRLInstanceNode.isActive()
が falseを返します。
このメソッドが返すアイテムのリストはライブオブジェクトです。このメソッドを
呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれるアイテムに増減があっ
た場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み
取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このコンテキストを参照しているアイテムをすべて含む，XBRLInstanceItemオブ
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ジェクトのリストを返します。このコンテキストを参照しているアイテムがない場
合は，要素数が 0のリストを返します。

（11） getItems
public java.util.List<XBRLInstanceItem> getItems(java.lang.String 
namespaceURI,
                               java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
このコンテキスト要素を参照している，指定した名前を持つアイテムのリストを取
得します。
このコンテキストを参照しているアイテムには，インスタンス文書にない（アク
ティブでない）ノードも含まれます。そのノードは XBRLInstanceNode.isActive()
が falseを返します。
このメソッドが返すアイテムのリストはライブオブジェクトです。このメソッドを
呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれるアイテムに増減があっ
た場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み
取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
namespaceURI - アイテムの名前空間 URIを指定します。
name - アイテムの名前を指定します。

戻り値：
引数 namespaceURIで指定した名前空間 URIに属し，引数 nameで指定した名前
を持つアイテムを表す XBRLInstanceItemオブジェクトのリストを返します。指定
したアイテムがない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 namespaceURIまたは nameに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

6.6.3　XBRLContext2インターフェース
public interface XBRLContext2
extends XBRLContext

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
コンテキスト要素を表します。
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6.6.4　XBRLEntityインターフェース
public interface XBRLEntity
extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
エンティティ要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLEntityインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-19　XBRLEntityインターフェースのメソッドの概要

（1） getIdentifier
public XBRLIdentifier getIdentifier()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
識別子要素を取得します。

戻り値：
識別子要素を表す XBRLIdentifierオブジェクトを返します。

（2） setIdentifier
public void setIdentifier(XBRLIdentifier identifier)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
識別子要素を設定します。
この XBRLEntityオブジェクトにすでに設定されている XBRLIdentifierオブジェ
クトは，親がいない状態となり，getParentNode()メソッドが nullを返します。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 XBRLIdentifier getIdentifier()
　　識別子要素を取得します。

2.0および 2.1

2 void setIdentifier(XBRLIdentifier identifier)
　　識別子要素を設定します。

2.0および 2.1

3 XBRLSegment getSegment()
　　セグメント要素を取得します。

2.0および 2.1

4 void setSegment(XBRLSegment segment)
　　セグメント要素を設定します。

2.0および 2.1
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引数：
identifier - 識別子要素を表す XBRLIdentifierオブジェクトを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 identifierに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 identifierに指定した XBRLIdentifierオブジェクトを所有している

XBRLInstanceDocumentオブジェクトがこの XBRLEntityオブジェクトを所有
している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされます。
［エラーコード：20004］
• 引数 identifierに指定した XBRLIdentifierオブジェクトがすでにほかの

XBRLEntityオブジェクトに設定されている場合にスローされます。［エラーコー
ド：20005］

（3） getSegment
public XBRLSegment getSegment()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
セグメント要素を取得します。

戻り値：
セグメント要素を表す XBRLSegmentオブジェクトを返します。セグメント要素が
ない場合は nullを返します。

（4） setSegment
public void setSegment(XBRLSegment segment)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
セグメント要素を設定します。
この XBRLEntityオブジェクトに XBRLSegmentオブジェクトが設定されている場
合，そのオブジェクトは親がいない状態となり，getParentNode()メソッドが null
を返します。

引数：
segment - セグメント要素を表す XBRLSegmentオブジェクトを指定します。セグ
メント要素を削除する場合は nullを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
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• 引数 segmentに指定した XBRLSegmentオブジェクトを所有している
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLEntityオブジェクトを所
有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされま
す。［エラーコード：20004］

• 引数 segmentに指定した XBRLSegmentオブジェクトが，すでにほかの
XBRLEntityオブジェクトに設定されている場合にスローされます。［エラーコー
ド：20005］

6.6.5　XBRLFootnoteインターフェース
public interface XBRLFootnote
extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
脚注を表します。

メソッドの概要：
XBRLFootnoteインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-20　XBRLFootnoteインターフェースのメソッドの概要

項番 説明 XBRLのバー
ジョン

1 java.lang.String getFootnoteLinkRole()
　　脚注が属する脚注リンクのロール
を取得します。

2.1

2 java.lang.String getLang()
　　脚注の言語を取得します。

2.0および 2.1

3 void setLang(java.lang.String lang)
　　脚注の言語を設定します。

2.0および 2.1

4 java.lang.String getRole()
　　脚注のロールを取得します。

2.0および 2.1

5 void setRole(java.lang.String role)
　　脚注のロールを設定します。

2.0および 2.1

6 java.lang.String getTitle()
　　脚注のタイトルを取得します。

2.0および 2.1

7 void setTitle(java.lang.String title)
　　脚注のタイトルを設定します。

2.0および 2.1

8 java.lang.String getId()
　　脚注の id属性を取得します。

2.1

9 void setId(java.lang.String id)
　　脚注の id属性を設定します。

2.1
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（1） getFootnoteLinkRole
public java.lang.String getFootnoteLinkRole()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
脚注が属する脚注リンクのロールを取得します。

戻り値：
この脚注が属する脚注リンクのロールを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（2） getLang
public java.lang.String getLang()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
脚注の言語を取得します。

10 java.lang.String getValue()
　　脚注の内容を表す文字列を取得し
ます。

2.0および 2.1

11 void setValue(java.lang.String value)
　　脚注の内容を表す文字列を設定し
ます。

2.0および 2.1

12 org.w3c.dom.Node getContainerNode()
　　脚注の内容を保持する
org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを取
得します。

2.0および 2.1

13 java.util.List<XBRLInstanceEle
ment>

getElements()
　　脚注と関連づけられている要素の
リストを取得します。

2.0および 2.1

14 java.util.List<XBRLInstanceEle
ment>

getElements(java.lang.String 
namespaceURI, java.lang.String 
name)
　　この脚注と関連づけられている，
指定された名前を持つ要素のリストを
取得します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバー
ジョン
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戻り値：
この脚注の言語を表す xml:lang属性の値を返します。

（3） setLang
public void setLang(java.lang.String lang)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
脚注の言語を設定します。

引数：
lang - この脚注の言語を表す xml:lang属性の値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（4） getRole
public java.lang.String getRole()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
脚注のロール（役割）を取得します。脚注のロールは，<link:footnote>要素の
xlink:role属性の値です。

戻り値：
この脚注のロールを表す xlink:role属性の値を返します。xlink:role属性の値がない
場合は nullを返します。

（5） setRole
public void setRole(java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
脚注のロール（役割）を設定します。脚注のロールは，<link:footnote>要素の
xlink:role属性の値です。

引数：
role - この脚注のロールを指定します。ロールを削除する場合は nullを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
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• 引数 roleに指定した値が xsd:anyURI型でない場合にスローされます。［エラー
コード：20108］

• 引数 roleに指定した値が絶対URIでない場合にスローされます。［エラーコー
ド：20109］

• XBRL2.1の場合：引数 roleに指定したロールが XBRL仕様で規定された標準値
で，かつ，脚注で利用できる値ではない場合にスローされます。［エラーコード：
20115］

• XBRL2.1の場合：引数 roleに指定したロールがカスタムロールで，かつ，そのカ
スタムロールの定義を指す <link:roleRef>要素がインスタンス文書に記述されて
いない場合にスローされます。［エラーコード：20117］

• XBRL2.1の場合：引数 roleに指定したロールがカスタムロールで，かつ，
<link:roleType>要素でそのカスタムロールが脚注で利用できるように定義されて
いない場合にスローされます。［エラーコード：20119］

（6） getTitle
public java.lang.String getTitle()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
脚注のタイトルを取得します。脚注のタイトルは，<link:footnote>要素の
xlink:title属性の値です。

戻り値：
この脚注のタイトルを表す xlink:title属性の値を返します。xlink:title属性の値が
ない場合は nullを返します。

（7） setTitle
public void setTitle(java.lang.String title)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
脚注のタイトルを設定します。脚注のタイトルは，<link:footnote>要素の
xlink:title属性の値です。

引数：
title - この脚注のタイトルを指定します。タイトルを削除する場合は nullを指定し
ます。

（8） getId
public java.lang.String getId()
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XBRLのバージョン：
2.1

説明：
脚注の id属性を取得します。

戻り値：
脚注の id属性の値を返します。id属性がない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（9） setId
public void setId(java.lang.String id)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
脚注の id属性を設定します。

引数：
id - この脚注の id属性の値を指定します。id属性を削除する場合は，nullを指定し
ます。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 idに指定した値が xsd:NCName型でない場合にスローされます。［エラー
コード：20108］

• この脚注がインスタンス文書中に記述されていて，かつ，引数 idで指定されたの
と同じ値を持つ xsd:ID型属性がインスタンス文書中にすでに記述されている場合
にスローされます。［エラーコード：20028］

（10） getValue
public java.lang.String getValue()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
脚注の内容を表す文字列を取得します。
脚注の内容に XHTMLのタグが含まれている場合，このメソッドは nullを返しま
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す。脚注の内容に含まれる XHTMLのタグを参照したい場合は，
getContainerNode()メソッドを使用してください。

戻り値：
脚注の内容を表す文字列を返します。脚注の内容に XHTMLのタグが含まれている
場合は nullを返します。

（11） setValue
public void setValue(java.lang.String value)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
脚注の内容を表す文字列を設定します。
引数 valueに，XHTMLのタグを含む文字列を指定しても，脚注の内容には
XHTMLのタグは生成されません。脚注に XHTMLのタグを含む内容を設定したい
場合は，getContainerNode()メソッドで org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを取得
し，その子ノードおよび子孫ノードとして XHTMLのタグを表す
org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを追加します。

引数：
value - この脚注の内容を表す文字列を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 valueに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（12） getContainerNode
public org.w3c.dom.Node getContainerNode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
脚注の内容を保持する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを取得します。
このメソッドが返す org.w3c.dom.Nodeオブジェクトの子孫ノード以外のノードに
対して，更新を伴う操作をしないでください。このメソッドが返す
org.w3c.dom.Nodeオブジェクトの子孫ノードだけを更新できます。

戻り値：
この脚注の内容を保持する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを返します。

（13） getElements
public java.util.List<XBRLInstanceElement> getElements()
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XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
脚注と関連づけられている要素のリストを取得します。要素は，アイテムまたはタ
プルです。
この脚注と関連づけられている要素には，インスタンス文書にない，
XBRLInstanceNode.isActive()が falseを返すノードも含まれます。
このメソッドが返す要素のリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び
出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる要素に増減があった場合，
その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用
です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
この脚注と関連づけられている要素をすべて含む，XBRLInstanceElementオブ
ジェクトのリストを返します。この脚注と関連づけられている要素がない場合は，
要素数が 0のリストを返します。

（14） getElements
public java.util.List<XBRLInstanceElement> 
getElements(java.lang.String namespaceURI,
                                  java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この脚注と関連づけられている，指定された名前を持つ要素のリストを取得します。
要素は，アイテムまたはタプルです。
この脚注と関連づけられている要素には，インスタンス文書にない，
XBRLInstanceNode.isActive()が falseを返すノードも含まれます。
このメソッドが返す要素のリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び
出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる要素に増減があった場合，
その変更は直ちに反映されます。このメソッドが返すリストは読み取り専用です。
このメソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
namespaceURI - 要素の名前空間 URIを指定します。
name - 要素の名前を指定します。

戻り値：
引数 namespaceURIで指定した名前空間 URIに属し，引数 nameで指定した名前
を持つ要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトのリストを返します。指定
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した要素がない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 namespaceURIまたは nameに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

6.6.6　XBRLIdentifierインターフェース
public interface XBRLIdentifier
extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
識別子要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLIdentifierインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-21　XBRLIdentifierインターフェースのメソッドの概要

（1） getScheme
public java.lang.String getScheme()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
識別子要素の scheme属性の値を取得します。scheme属性は，この
XBRLIdentifierオブジェクトによって表現される識別子が属するスキーマの名前空
間URIを表します。

戻り値：
スキーマの名前空間URIを表す scheme属性の値を返します。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.Stri
ng

getScheme()
　　識別子要素の scheme属性の値を取得します。

2.0および 2.1

2 void setScheme(java.lang.String namespaceURI)
　　識別子要素の scheme属性の値を設定します。

2.0および 2.1

3 java.lang.Stri
ng

getValue()
　　識別子要素の内容を取得します。

2.0および 2.1

4 void setValue(java.lang.String value)
　　識別子要素の内容を設定します。

2.0および 2.1
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（2） setScheme
public void setScheme(java.lang.String namespaceURI)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
識別子要素の scheme属性の値を設定します。scheme属性は，この
XBRLIdentifierオブジェクトによって表現される識別子が属するスキーマの名前空
間 URIを表します。

引数：
namespaceURI - スキーマの名前空間 URIを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 namespaceURIに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 namespaceURIに指定した値が xsd:anyURI型でない場合にスローされま
す。［エラーコード：20108］

• XBRL2.1の場合：引数 namespaceURIに空文字列（""）を指定した場合にスロー
されます。［エラーコード：20110］

（3） getValue
public java.lang.String getValue()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
識別子要素の内容を取得します。

戻り値：
識別子を返します。

（4） setValue
public void setValue(java.lang.String value)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
識別子要素の内容を設定します。

引数：
value - 識別子を指定します。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 valueに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

6.6.7　XBRLInstanceDocumentインターフェース
public interface XBRLInstanceDocument
extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書全体を表します。
既存のインスタンス文書を読み込んで XBRLInstanceDocumentオブジェクトを作
成する場合は，XBRLInstanceDocumentBuilderの parse()メソッドを使用します。
また，インスタンス文書を新規に作成する場合は，
XBRLInstanceDocumentBuilderの newInstanceDocument()メソッドを使用して
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成します。

名前空間宣言
XBRLInstanceDocumentオブジェクトでは，XBRLNamespaceDeclarationオ
ブジェクトを使用して，インスタンス文書に記述される名前空間宣言を管理し
ます。XBRLInstanceDocumentオブジェクトに設定された名前空間宣言は，
getNamespaceDeclarations()などのメソッドを使用して取得できます。

既存のインスタンス文書を編集する場合の名前空間宣言
既存のインスタンス文書から XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成し
た場合は，XBRLInstanceDocumentオブジェクトは，そのインスタンス文書
に記述されていた名前空間宣言のリストを保持します。
このとき，同一の名前空間 URIに対して複数の名前空間宣言が記述されていた
場合は，そのうちの一つだけが保持され，そのほかの名前空間宣言は無視され
ます。また，同一の名前空間接頭辞に複数の名前空間 URIが関連づけられてい
た場合は，名前空間接頭辞を自動的に生成することで，複数の名前空間 URIに
対して同一の名前空間接頭辞が重複して関連づけられることがないようにしま
す。
既存のインスタンス文書から XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成し
たあとに，ユーザーアプリケーションが特定の編集操作を実行すると，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトに設定されている名前空間宣言に合わ
せてインスタンス文書中の XML要素やグローバル属性の名前空間接頭辞を変
更する処理が実行されます。これを名前空間の正規化と呼びます。名前空間の
正規化では，ルート要素以外の XML要素から名前空間宣言を削除します。既
存のインスタンス文書からの名前空間宣言の読み込み，および名前空間の正規
化に関する詳細については，「3.4　名前空間の正規化」を参照してください。
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新規にインスタンス文書を作成する場合の名前空間宣言
XBRLInstanceDocumentBuilderの newInstanceDocument()メソッドを使用
して XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成した場合は，初期状態で標
準的な名前空間の宣言が設定されます。初期状態で設定されている名前空間宣
言を次の表に示します。

表 6-22　インスタンス文書の新規作成時に初期状態で設定される名前空間宣言
（XBRL2.0の場合）

表 6-23　インスタンス文書の新規作成時に初期状態で設定される名前空間宣言
（XBRL2.1の場合）

注※　XBRL Dimensions1.0に対応している場合だけ存在します。
名前空間宣言の追加および接頭辞の変更は，addNamespaceDeclaration()メ
ソッドを使用します。次の操作をした際に，XBRLNamespaceDeclarationオ
ブジェクトを使用して名前空間宣言を設定していないとエラーが発生します。
このため，インスタンス文書で使用するすべての名前空間について，
addNamespaceDeclaration()メソッドを使用して，必ず名前空間宣言を追加し
てください。
• XBRLInstanceDocumentの createItem()などのメソッドを使用して XML要
素に対応するノードを生成する際に，その XML要素が属する名前空間に対
応する名前空間宣言が設定されていない場合にエラーが発生します。

項
番

名前空間接頭辞 名前空間 URI

1 xbrli http://www.xbrl.org/2001/instance

2 link http://www.xbrl.org/2001/XLink/xbrllinkbase

3 xlink http://www.w3.org/1999/xlink

4 xsi http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance

5 xhtml http://www.w3.org/1999/xhtml

項
番

名前空間接頭辞 名前空間 URI

1 なし 空文字列（""）

2 xbrli http://www.xbrl.org/2003/instance

3 link http://www.xbrl.org/2003/linkbase

4 iso4217 http://www.xbrl.org/2003/iso4217

5 xlink http://www.w3.org/1999/xlink

6 xsi http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance

7 xhtml http://www.w3.org/1999/xhtml

8 xbrldi※ http://xbrl.org/2006/xbrldi
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• XBRLInstanceItemの setValue()メソッドまたは setString()メソッドを使用
して，xsd:QName型または xsd:NOTATION型のアイテムに値を設定する際
に，その xsd:QName型データまたは xsd:NOTATION型データの名前空間に
対応する名前空間宣言が設定されていない場合にエラーが発生します。

• XBRLInstanceDocumentの addFootnote()メソッドや
XBRLInstanceElementの addFootnote()メソッドなどで脚注を操作する際
に，脚注リンクを生成するために必要な名前空間URI（http://www.xbrl.org/
2001/XLink/xbrllinkbaseおよび http://www.w3.org/1999/xlink）の名前空間
宣言が設定されていない場合にエラーが発生します。

XBRL2.1の場合：名前空間に属さない要素や修飾名を使用する場合の注意事項
インスタンス文書を編集した結果，次の三つの状態がすべて重なってしまった
場合，インスタンス文書をストリームへ出力してから再度読み込むと，名前空
間に属していなかった要素や修飾名がデフォルトの名前空間に属するように変
更されてしまうおそれがあります。
• 名前空間に属さない要素や修飾名が，インスタンス文書中に存在する
• インスタンス文書のルート要素が，XML文書のルート要素ではない
• インスタンス文書のルート要素の祖先要素に，デフォルトの名前空間の宣言
が存在する

このような問題を回避するために，XBRLInstanceDocumentオブジェクト生
成時には，デフォルトの名前空間を解除する宣言（xmlns=""）が
XBRLInstanceDocumentオブジェクトに追加されます。デフォルトの名前空
間を解除する宣言が追加されていると，祖先要素で宣言されているデフォルト
の名前空間はインスタンス文書中では無効となるため，名前空間に属さない要
素や修飾名は再度読み込んだ際にも名前空間に属さないままとなり，前述の問
題は発生しません。しかし，デフォルトの名前空間を解除する宣言を明示的に
削除した場合や，既存のインスタンス文書でデフォルトの名前空間が宣言され
ていた場合は，デフォルトの名前空間を解除する宣言が追加されていない状態
となるため，前述の問題が顕在化するおそれがあります。
このため，デフォルトの名前空間を解除する宣言を削除することは推奨しませ
ん。また，名前空間に属さない要素や修飾名をインスタンス文書中で使用する
場合は，デフォルトの名前空間を解除する宣言を XBRLInstanceDocumentオ
ブジェクトへ追加しておくことを推奨します。
デフォルトの名前空間を解除する宣言は，次に示すコードによって
XBRLInstanceDocumentオブジェクトへ追加できます。
idoc.addNamespaceDeclaration(new XBRLNamespaceDeclaration(null, ""));

xsi:schemaLocation属性
XBRLInstanceDocumentオブジェクトでは，XBRLSchemaLocationオブジェ
クトを使用してインスタンス文書のルート要素の xsi:schemaLocation属性の内
容を管理します。

既存のインスタンス文書を編集する場合の xsi:schemaLocation属性
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既存のインスタンス文書から XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成し
た場合，XBRLInstanceDocumentオブジェクトは，そのインスタンス文書の
ルート要素の xsi:schemaLocation属性を読み取り，名前空間 URIとスキーマ
文書の位置を示す URIの組のリストを保持します。

インスタンス文書を新規に作成する場合の xsi:schemaLocation属性
XBRLInstanceDocumentBuilder.newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDoc
ument)などのメソッドを使用して XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生
成した場合には，ルート要素の xsi:schemaLocation属性の初期値としてタクソ
ノミー文書に含まれる各タクソノミー本体の対象名前空間 URIと位置を示す絶
対 URIの組が設定されます。xsi:schemaLocation属性の内容は，
addSchemaLocation()メソッドや removeSchemaLocation()メソッドを使用し
て内容の追加・変更・削除ができるため，必要な場合にはこれらのメソッドを
使用して xsi:schemaLocation属性の内容を適切に設定してください。
また，XBRL2.1の場合，タクソノミー文書に対象名前空間URIが同じである
タクソノミー本体が複数含まれる場合があります。
XBRLInstanceDocumentBuilder.newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDoc
ument)などのメソッドを使用して XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生
成した際に，複数のタクソノミー本体で対象名前空間 URIが重複している場合
は，タクソノミー文書の解析で先に解析されたタクソノミー本体が優先され，
ほかのタクソノミー本体は無視されます。
なお，uCosminexus Business Reporting Processorのバージョンが 05-00以降
の場合に，XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースの
isCreatingSchemaLocations()メソッドが返す値が trueのときは，ルート要素
の xsi:schemaLocation属性の初期値として，タクソノミー文書に含まれる各タ
クソノミー本体の対象名前空間 URIと位置を示す絶対 URIの組が設定されま
す。isCreatingSchemaLocations()メソッドが返す値が falseのときは，ルート
要素の xsi:schemaLocation属性の初期値として，タクソノミー文書に含まれる
各タクソノミー本体の対象名前空間 URIと位置を示す絶対 URIの組が設定さ
れません。

メソッドの概要：
XBRLInstanceDocumentインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-24　XBRLInstanceDocumentインターフェースのメソッドの概要

項
番

説明 XBRLのバー
ジョン

XBRL 
Dimensionsの
バージョン

1 XBRLDocu
mentManag

er

getOwnerDocumentManager()
　　インスタンス文書を所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得
します。

2.0および
2.1

該当しない
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2 int getXBRLVersion()
　　インスタンス文書が準拠している XBRL
のバージョンを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

3 PTVInstanc
e

getPTVInstance()
　　インスタンス文書の解析時に生成された
PTVIを取得します。

2.1 該当しない

4 XBRLIdMan
ager

getIdManager()
　　インスタンス文書の IDを管理する
XBRLIdManagerオブジェクトを取得します。

2.1 該当しない

5 XBRLTaxon
omyDocume

nt

getTaxonomyDocument()
　　インスタンス文書が参照するタクソノミー
文書を取得します。

2.0および
2.1

該当しない

6 org.w3c.dom
.Element

getInstanceRoot()
　　インスタンス文書のルート要素を表す
org.w3c.dom.Elementオブジェクトを取得し
ます。

2.0および
2.1

該当しない

7 java.util.List
<XBRLNam
espaceDecla

ration>

getNamespaceDeclarations()
　　インスタンス文書に記述されている名前空
間宣言のリストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

8 XBRLName
spaceDeclar

ation

getNamespaceDeclarationByURI(java.lang.S
tring uri)
　　指定した名前空間 URIの名前空間宣言を
取得します。

2.0および
2.1

該当しない

9 XBRLName
spaceDeclar

ation

getNamespaceDeclarationByPrefix(java.lang.
String prefix)
　　指定した名前空間接頭辞の名前空間宣言を
取得します。

2.0および
2.1

該当しない

10 XBRLName
spaceDeclar

ation

addNamespaceDeclaration(XBRLNamespace
Declaration newNamespaceDeclaration)
　　インスタンス文書のルート要素に名前空間
宣言を追加します。

2.0および
2.1

該当しない

11 XBRLName
spaceDeclar

ation

removeNamespaceDeclaration(XBRLNamesp
aceDeclaration oldNamespaceDeclaration)
　　インスタンス文書から名前空間宣言を削除
します。

2.0および
2.1

該当しない

12 java.util.List
<XBRLSche
maLocation

>

getSchemaLocations()
　　インスタンス文書のルート要素の
xsi:schemaLocation属性に記述されている名
前空間 URIと，スキーマ文書の位置を示す
URIの組を表すオブジェクトのリストを取得
します。

2.0および
2.1

該当しない

項
番

説明 XBRLのバー
ジョン

XBRL 
Dimensionsの
バージョン
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13 XBRLSchem
aLocation

getSchemaLocation(java.lang.String 
namespaceURI)
　　インスタンス文書のルート要素の
xsi:schemaLocation属性に記述されている名
前空間 URIと，スキーマ文書の位置を示す
URIの組を表すオブジェクトのリストの中か
ら，指定した名前空間 URIのオブジェクトを
取得します。

2.0および
2.1

該当しない

14 XBRLSchem
aLocation

addSchemaLocation(XBRLSchemaLocation 
newSchemaLocation)
　　インスタンス文書のルート要素の
xsi:schemaLocation属性に，名前空間 URIと
スキーマ文書の位置を示す URIの組を追加し
ます。

2.0および
2.1

該当しない

15 XBRLSchem
aLocation

removeSchemaLocation(XBRLSchemaLocati
on oldSchemaLocation)
　　インスタンス文書のルート要素の
xsi:schemaLocation属性から，指定された名
前空間 URIとスキーマ文書の位置を示す URI
の組を削除します。

2.0および
2.1

該当しない

16 java.lang.Str
ing

getBase()
　　インスタンス文書のルート要素の
xml:base属性の値を取得します。

2.1 該当しない

17 void setBase(java.lang.String base)
　　インスタンス文書のルート要素の
xml:base属性の値を設定します。

2.1 該当しない

18 java.lang.Str
ing

getId()
　　インスタンス文書のルート要素の id属性
の値を取得します。

2.1 該当しない

19 void setId(java.lang.String id)
　　インスタンス文書のルート要素の id属性
の値を設定します。

2.1 該当しない

20 java.util.List
<XBRLSche

maRef>

getSchemaRefs()
　　インスタンス文書に記述されている
<link:schemaRef>要素のリストを取得しま
す。

2.1 該当しない

21 XBRLSchem
aRef

addSchemaRef(XBRLSchemaRef 
newSchemaRef)
　　インスタンス文書に <link:schemaRef>要
素を追加します。

2.1 該当しない

22 XBRLSchem
aRef

createSchemaRef(java.lang.String href, 
java.lang.String base)
　　<link:schemaRef>要素を表す
XBRLSchemaRefオブジェクトを新規に生成
します。

2.1 該当しない
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23 java.util.List
<XBRLLink

baseRef>

getLinkbaseRefs()
　　インスタンス文書に記述されている
<link:linkbaseRef>要素のリストを取得しま
す。

2.0および
2.1

該当しない

24 java.util.List
<XBRLLink

baseRef>

getLinkbaseRefs(java.lang.String role)
　　インスタンス文書に記述されている
<link:linkbaseRef>要素のうち，引数 roleと
同じ値の xlink:role属性を持つ
<link:linkbaseRef>要素のリストを取得しま
す。

2.0および
2.1

該当しない

25 XBRLLinkb
aseRef

addLinkbaseRef(XBRLLinkbaseRef 
newLinkbaseRef)
　　インスタンス文書に <link:linkbaseRef>
要素を追加します。

2.0および
2.1

該当しない

26 XBRLLinkb
aseRef

removeLinkbaseRef(XBRLLinkbaseRef 
oldLinkbaseRef)
　　インスタンス文書に記述されている
<link:linkbaseRef>要素を削除します。

2.0 該当しない

27 XBRLLinkb
aseRef

createLinkbaseRef(java.lang.String role, 
java.lang.String href)
　　<link:linkbaseRef>要素を表す
XBRLLinkbaseRefオブジェクトを新規に生成
します。

2.0および
2.1

該当しない

28 XBRLLinkb
aseRef

createLinkbaseRef(java.lang.String role, 
java.lang.String href, java.lang.String base)
　　<link:linkbaseRef>要素を表す
XBRLLinkbaseRefオブジェクトを新規に生成
します。

2.1 該当しない

29 java.util.List
<XBRLRole

Ref>

getRoleRefs()
　　インスタンス文書に記述されている
<link:roleRef>要素のリストを取得します。

2.1 該当しない

30 XBRLRoleR
ef

getRoleRef(java.lang.String roleURI)
　　インスタンス文書に記述されている
<link:roleRef>要素のうち，指定した roleURI
と同じ値の roleURI属性を持つ <link:roleRef>
要素を取得します。

2.1 該当しない

31 XBRLRoleR
ef

addRoleRef(XBRLRoleRef newRoleRef)
　　インスタンス文書に <link:roleRef>要素
を追加します。

2.1 該当しない

32 XBRLRoleR
ef

createRoleRef(java.lang.String href, 
java.lang.String roleURI, java.lang.String 
base)
　　<link:roleRef>要素である XBRLRoleRef
オブジェクトを新規に生成します。

2.1 該当しない

項
番

説明 XBRLのバー
ジョン

XBRL 
Dimensionsの
バージョン
437



6.　APIリファレンス
33 java.util.List
<XBRLArcro

leRef>

getArcroleRefs()
　　インスタンス文書に記述されている
<link:arcroleRef>要素のリストを取得します。

2.1 該当しない

34 XBRLArcrol
eRef

getArcroleRef(java.lang.String arcroleURI)
　　インスタンス文書に記述されている
<link:arcroleRef>要素のうち，引数
arcroleURIと同じ値の arcroleURI属性を持つ
<link:arcroleRef>要素を取得します。

2.1 該当しない

35 XBRLArcrol
eRef

addArcroleRef(XBRLArcroleRef 
newArcroleRef)
　　インスタンス文書に <link:arcroleRef>要
素を追加します。

2.1 該当しない

36 XBRLArcrol
eRef

createArcroleRef(java.lang.String href, 
java.lang.String arcroleURI, java.lang.String 
base)
　　<link:arcroleRef>要素である
XBRLArcroleRefオブジェクトを新規に生成し
ます。

2.1 該当しない

37 java.util.List
<XBRLCont

ext>

getContexts()
　　インスタンス文書に記述されているコンテ
キスト要素のリストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

38 XBRLConte
xt

addContext(XBRLContext newContext)
　　インスタンス文書にコンテキスト要素を追
加します。

2.0および
2.1

該当しない

39 XBRLConte
xt

removeContext(XBRLContext oldContext)
　　インスタンス文書からコンテキスト要素を
削除します。

2.0および
2.1

該当しない

40 XBRLNume
ricContext

createNumericContext(XBRLEntity entity, 
XBRLPeriod period, XBRLUnit unit, 
XBRLScenario scenario, int precision, boolean 
cwa)
　　数値コンテキスト要素を新規に生成しま
す。

2.0 該当しない

41 XBRLNonN
umericConte

xt

createNonNumericContext(XBRLEntity 
entity, XBRLPeriod period, XBRLUnit unit, 
XBRLScenario scenario)
　　非数値コンテキスト要素を新規に生成しま
す。

2.0 該当しない

42 XBRLConte
xt2

createContext(XBRLEntity entity, 
XBRLPeriod period, XBRLScenario scenario)
　　コンテキスト要素を新規に生成します。

2.1 該当しない

43 java.util.List
<XBRLUnit

2>

getUnits()
　　インスタンス文書に記述されている単位要
素のリストを取得します。

2.1 該当しない
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44 XBRLUnit2 addUnit(XBRLUnit2 newUnit)
　　インスタンス文書に単位要素を追加しま
す。

2.1 該当しない

45 XBRLUnit2 removeUnit(XBRLUnit2 oldUnit)
　　インスタンス文書から単位要素を削除しま
す。

2.1 該当しない

46 XBRLUnit2 createUnit(XBRLQName[] measures)
　　単位要素である XBRLUnit2オブジェクト
を新規に生成します。

2.1 該当しない

47 XBRLUnit2 createUnit(XBRLQName[] numerator, 
XBRLQName[] denominator)
　　分数を指定して，単位要素である
XBRLUnit2オブジェクトを新規に生成しま
す。

2.1 該当しない

48 java.util.List
<XBRLInsta
nceElement

>

getChildElements()
　　インスタンス文書のルート要素の子要素の
リストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

49 java.util.List
<XBRLInsta
nceElement

>

getChildElements(java.lang.String 
namespaceURI, java.lang.String name)
　　インスタンス文書のルート要素の子要素の
うち，指定した名前を持つ子要素のリストを取
得します。

2.0および
2.1

該当しない

50 XBRLInstan
ceElement

appendChildElement(XBRLInstanceElement 
newElement)
　　インスタンス文書のルート要素の子要素の
リストの末尾に，指定した要素を追加します。

2.0および
2.1

該当しない

51 XBRLInstan
ceElement

insertChildElementBefore(XBRLInstanceEle
ment newElement, XBRLInstanceElement 
refElement)
　　引数 newElementに指定した要素を，こ
のインスタンス文書のルート要素の既存の子要
素の前に挿入します。

2.0および
2.1

該当しない

52 XBRLInstan
ceElement

replaceChildElement(XBRLInstanceElement 
newElement, XBRLInstanceElement 
oldElement)
　　引数 oldElementに指定した子要素を，引
数 newElementに指定した要素で置き換えま
す。

2.0および
2.1

該当しない

53 XBRLInstan
ceElement

removeChildElement(XBRLInstanceElement 
oldElement)
　　インスタンス文書のルート要素の子要素を
削除します。

2.0および
2.1

該当しない

54 java.util.List
<XBRLInsta
nceElement

>

getElements()
　　このインスタンス文書に存在する要素のリ
ストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない
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55 java.util.List
<XBRLInsta
nceElement

>

getElements(java.lang.String 
namespaceURI, java.lang.String name)
　　このインスタンス文書に存在する，指定し
た名前の要素のリストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

56 XBRLInstan
ceItem

createItem(java.lang.String namespaceURI, 
java.lang.String name, XBRLContext context)
　　アイテムを新規に生成します。

2.0 該当しない

57 XBRLInstan
ceItem

createNumericItem(java.lang.String 
namespaceURI, java.lang.String name, 
XBRLContext context, XBRLUnit2 unit, 
XBRLPrecision precision, XBRLDecimals 
decimals)
　　数値アイテムを新規に生成します。

2.1 該当しない

58 XBRLInstan
ceItem

createNonNumericItem(java.lang.String 
namespaceURI, java.lang.String name, 
XBRLContext2 context)
　　非数値アイテムを新規に生成します。

2.1 該当しない

59 XBRLInstan
ceTuple

createTuple(java.lang.String namespaceURI, 
java.lang.String name)
　　タプルを新規に生成します。

2.0および
2.1

該当しない

60 XBRLEntity createEntity(XBRLIdentifier identifier, 
XBRLSegment segment)
　　エンティティ要素を表す XBRLEntityオ
ブジェクトを新規に生成します。

2.0および
2.1

該当しない

61 XBRLPeriod createPeriod(int periodType, 
XBRLDateUnion instant, XBRLDateUnion 
startDate, XBRLDateUnion endDate, 
XBRLDuration duration)
　　時期要素である XBRLPeriodオブジェク
トを新規に生成します。

2.0および
2.1

該当しない

62 XBRLPeriod createPeriod()
　　時期要素である XBRLPeriodオブジェク
トを新規に生成します。

2.1 該当しない

63 XBRLPeriod createPeriod(XBRLDateUnion instant)
　　時期要素である XBRLPeriodオブジェク
トを新規に生成します。

2.1 該当しない

64 XBRLPeriod createPeriod(XBRLDateUnion startDate, 
XBRLDateUnion endDate)
　　時期要素である XBRLPeriodオブジェク
トを新規に生成します。

2.1 該当しない

65 XBRLUnit createUnit(XBRLMeasureOrOperator 
measureOrOperator)
　　単位要素である XBRLUnitオブジェクト
を新規に生成します。

2.0 該当しない
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66 XBRLScenar
io

createScenario(java.lang.String name)
　　シナリオ要素である XBRLScenarioオブ
ジェクトを新規に生成します。

2.0 該当しない

67 XBRLScenar
io

createScenario()
　　シナリオ要素である XBRLScenarioオブ
ジェクトを新規に生成します。

2.1 該当しない

68 XBRLIdentif
ier

createIdentifier(java.lang.String 
namespaceURI, java.lang.String value)
　　識別子要素である XBRLIdentifierオブ
ジェクトを新規に生成します。

2.0および
2.1

該当しない

69 XBRLSegme
nt

createSegment(java.lang.String name)
　　セグメント要素である XBRLSegmentオ
ブジェクトを新規に生成します。

2.0 該当しない

70 XBRLSegme
nt

createSegment()
　　セグメント要素である XBRLSegmentオ
ブジェクトを新規に生成します。

2.1 該当しない

71 XBRLMeasu
re

createMeasure(XBRLQName value)
　　計量要素である XBRLMeasureオブジェ
クトを新規に生成します。

2.0 該当しない

72 XBRLOpera
tor

createOperator(java.lang.String kind, 
XBRLMeasureOrOperator lhs, 
XBRLMeasureOrOperator rhs)
　　演算子要素である XBRLOperatorオブ
ジェクトを新規に生成します。

2.0 該当しない

73 java.util.List
<XBRLFoot

note>

getFootnotes()
　　インスタンス文書に記述されている脚注の
リストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

74 java.util.List
<XBRLFoot

note>

getFootnotesByLang(java.lang.String lang)
　　インスタンス文書に記述されている脚注の
うち，指定した言語の脚注を取得します。

2.0および
2.1

該当しない

75 java.util.List
<XBRLFoot

note>

getFootnotesByRole(java.lang.String role)
　　インスタンス文書に記述されている脚注の
うち，指定したロールの脚注を取得します。

2.0および
2.1

該当しない

76 java.util.List
<XBRLFoot

note>

getFootnotes(java.lang.String lang, 
java.lang.String role)
　　インスタンス文書に記述されている脚注の
うち，指定した言語およびロールの脚注を取得
します。

2.0および
2.1

該当しない

77 XBRLFootno
te

addFootnote(XBRLFootnote newFootnote)
　　インスタンス文書に脚注を追加します。

2.0および
2.1

該当しない

78 XBRLFootno
te

removeFootnote(XBRLFootnote oldFootnote)
　　インスタンス文書から脚注を削除します。

2.0および
2.1

該当しない
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（1） getOwnerDocumentManager
public XBRLDocumentManager getOwnerDocumentManager()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書を所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

戻り値：
このインスタンス文書を所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトを返しま
す。

79 XBRLFootno
te

createFootnote(java.lang.String lang, 
java.lang.String role, java.lang.String title)
　　脚注である XBRLFootnoteオブジェクト
を新規に生成します。

2.0および
2.1

該当しない

80 XBRLFootno
te

createFootnote(java.lang.String 
footnoteLinkRole, java.lang.String lang, 
java.lang.String role, java.lang.String title)
　　脚注である XBRLFootnoteオブジェクト
を新規に生成します。カスタムロールを指定で
きます。

2.1 該当しない

81 XBRLInstan
ceNode

importNode(XBRLInstanceNode sourceNode, 
boolean deep)
　　ほかの XBRLInstanceDocumentオブジェ
クトで生成されたノードをインポートします。

2.0および
2.1

該当しない

82 XBRLInstan
ceDocument

cloneNode(org.w3c.dom.Document 
w3cdomDocument, boolean deep)
　　インスタンス文書を複製します。

2.1 該当しない

83 XBRLExplic
itMember

createExplicitMember(XBRLQName 
dimension, XBRLQName value)
　　<xbrldi:explicitMember>要素を表す
XBRLExplicitMemberオブジェクトを新規に
生成します。

2.1 1.0

84 XBRLTyped
Member

createTypedMember(XBRLQName 
dimension)
　　<xbrldi:typedMember>要素を表す
XBRLTypedMemberオブジェクトを新規に生
成します。

2.1 1.0

85 int getDimensionsVersion()
　　インスタンス文書が準拠している XBRL 
Dimensionsのバージョンを取得します。

2.1 該当しない
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（2） getXBRLVersion
public int getXBRLVersion()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンを取得します。

戻り値：
このインスタンス文書が XBRL2.0に準拠している場合は
XBRLConstants.XBRL_2_0，XBRL2.1に準拠している場合は
XBRLConstants.XBRL_2_1を返します。

（3） getPTVInstance
public PTVInstance getPTVInstance()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書の解析時に生成された PTVIを取得します。
インスタンス文書を解析する際に完全な妥当性検証を実行した場合は，このメソッ
ドで PTVIを取得できます。
ただし，インスタンス文書が次の方法で生成された場合は，PTVIは生成されないた
め，このメソッドでは PTVIを取得できません。
• インスタンス文書が新規作成されたものである場合
• インスタンス文書がほかのインスタンス文書を複製して生成された場合
• インスタンス文書を解析する際に，完全な妥当性検証が実行されていない場合

完全な妥当性検証および PTVIの詳細については，「2.10　PTVIの生成（XBRL2.1
の場合）」を参照してください。
また，インスタンス文書の内容を変更しても，その変更は PTVIに反映されません。
このメソッドが返す PTVIはインスタンス文書の解析時に生成され，その後は変更
されません。

戻り値：
インスタンス文書の解析時に生成された PTVIを表す PTVInstanceオブジェクトを
返します。PTVIが生成されていない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］
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（4） getIdManager
public XBRLIdManager getIdManager()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書の IDを管理する XBRLIdManagerオブジェクトを取得します。

戻り値：
このインスタンス文書の IDを管理する XBRLIdManagerオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（5） getTaxonomyDocument
public XBRLTaxonomyDocument getTaxonomyDocument()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書が参照するタクソノミー文書を取得します。

戻り値：
このインスタンス文書が参照するタクソノミー文書を表す，
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを返します。

（6） getInstanceRoot
public org.w3c.dom.Element getInstanceRoot()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書のルート要素を表す org.w3c.dom.Elementオブジェクトを取得し
ます。
この getInstanceRoot()メソッドが返した org.w3c.dom.Elementオブジェクトに対
して，属性の追加・変更・削除，または，子要素の追加・削除などの更新操作をし
ないでください。更新操作をした場合，XBRL DOMが正常に動作しないおそれがあ
ります。
XBRL2.1の場合：W3C DOMの APIを使用して，この getInstanceRoot()メソッド
が返した org.w3c.dom.Elementオブジェクトが表すインスタンス文書のルート要素
を，他インスタンス文書内以外の任意の位置に移動できます。ほかのインスタンス
文書内に，インスタンス文書のルート要素を移動することはできません。
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戻り値：
インスタンス文書のルート要素を表す org.w3c.dom.Elementオブジェクトを返しま
す。

（7） getNamespaceDeclarations
public java.util.List<XBRLNamespaceDeclaration> 
getNamespaceDeclarations()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている名前空間宣言のリストを取得します。
このメソッドが返す名前空間宣言のリストはライブオブジェクトです。このメソッ
ドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる名前空間宣言に増
減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリス
トは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
名前空間宣言を表す XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトのリストを返しま
す。
正規化される文書を対象に実行した場合，戻り値のリストに含まれる
XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトの接頭辞は，常に正規化後の値になりま
す。

（8） getNamespaceDeclarationByURI
public XBRLNamespaceDeclaration 
getNamespaceDeclarationByURI(java.lang.String uri)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した名前空間URIの名前空間宣言を取得します。
指定した名前空間URIがデフォルトの名前空間を表す場合は，このメソッドが返し
た XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトの getPrefix()は，nullを返します。
このメソッドの戻り値が nullとなるわけではありません。

引数：
uri - 名前空間 URIを指定します。

戻り値：
引数 uriで指定した名前空間URIの名前空間宣言を表す，
XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトを返します。引数 uriで指定した名前空
間URIの名前空間宣言がこのインスタンス文書で定義されていない場合は nullを返
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します。
正規化される文書を対象に実行した場合，戻り値の XBRLNamespaceDeclaration
オブジェクトの接頭辞は，常に正規化後の値になります。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 uriに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（9） getNamespaceDeclarationByPrefix
public XBRLNamespaceDeclaration 
getNamespaceDeclarationByPrefix(java.lang.String prefix)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した名前空間接頭辞の名前空間宣言を取得します。

引数：
prefix - 名前空間接頭辞を指定します。デフォルトの名前空間の宣言を取得する場合
は nullを指定します。
正規化される文書を対象に実行する場合，引数の接頭辞に正規化後の値を指定する
必要があります。

戻り値：
引数 prefixで指定した名前空間接頭辞の名前空間宣言を表す，
XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトを返します。引数 prefixで指定した名
前空間接頭辞の名前空間宣言が，このインスタンス文書にない場合は nullを返しま
す。
正規化される文書を対象に実行した場合，戻り値の XBRLNamespaceDeclaration
オブジェクトの接頭辞は，常に正規化後の値になります。

（10） addNamespaceDeclaration
public XBRLNamespaceDeclaration 
addNamespaceDeclaration(XBRLNamespaceDeclaration 
newNamespaceDeclaration)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書のルート要素に名前空間宣言を追加します。
追加しようとした名前空間宣言の名前空間 URIが，すでに別の名前空間接頭辞に対
応づけられて宣言されている場合は，既存の名前空間宣言が削除されます。引数に
指定した XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトが，すでにこの
XBRLInstanceDocumentオブジェクトに追加されている場合は，何もしません。
ある名前空間 URIの名前空間宣言がすでに追加されていて，その名前空間URIに
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対応する名前空間接頭辞を変更したい場合は，同じ名前空間URIと別の新しい名前
空間接頭辞を持つ XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトを作成し，それを引
数に指定してこのメソッドを呼び出してください。
すでに設定されている名前空間の名前空間接頭辞が変更された場合，この名前空間
に属する要素の名前空間接頭辞が変更されます。ただし，<xbrli:scenario>要素と
<xbrli:segment>要素の内容には任意の XML要素を記述できるため，これら二つの
要素の子孫ノードについては，名前空間接頭辞は設定しません。

引数：
newNamespaceDeclaration - 追加する名前空間宣言を表す
XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトを指定します。

戻り値：
追加された名前空間宣言を表す XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトを返し
ます。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 newNamespaceDeclarationに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

• 引数 newNamespaceDeclarationに指定した名前空間接頭辞が，すでに別の名前
空間 URIに対応づけられて宣言されている場合にスローされます。［エラーコー
ド：20037］

• 引数 newNamespaceDeclarationに指定された名前空間接頭辞が nullで，かつ，
指定された名前空間に属するグローバル属性がインスタンス文書中に存在する場
合にスローされます。［エラーコード：20036］

• 引数 newNamespaceDeclarationに指定した名前空間接頭辞が「xml」で始まる場
合にスローされます。「xml」の大文字・小文字は区別されません。［エラーコー
ド：20038］

• 引数 newNamespaceDeclarationに指定した名前空間 URIが，http://
www.w3.org/XML/1998/namespaceまたは http://www.w3.org/2000/xmlns/の場
合にスローされます。［エラーコード：20039］

• 引数 newNamespaceDeclarationに指定された名前空間接頭辞が nullで，かつ，
指定された名前空間 URIが空文字列（""）でなく，かつ，名前空間に属さない要
素または修飾名がインスタンス文書中に存在する場合にスローされます。［エラー
コード：20070］

• 引数 newNamespaceDeclarationに指定された名前空間接頭辞が，空文字列（""）
の場合にスローされます。［エラーコード：20027］

（11） removeNamespaceDeclaration
public XBRLNamespaceDeclaration 
removeNamespaceDeclaration(XBRLNamespaceDeclaration 
oldNamespaceDeclaration)
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XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書から名前空間宣言を削除します。

引数：
oldNamespaceDeclaration - 削除する名前空間宣言を表す
XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトを指定します。

戻り値：
削除された名前空間宣言を表す XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトを返し
ます。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 oldNamespaceDeclarationに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

• 引数 oldNamespaceDeclarationに指定された名前空間宣言が，このインスタンス
文書に記述されていない場合にスローされます。［エラーコード：20040］

• 引数 oldNamespaceDeclarationに指定された名前空間接頭辞が，このインスタン
ス文書で使用されている場合にスローされます。［エラーコード：20041］

• XBRL2.1の場合：引数 oldNamespaceDeclarationに指定された名前空間接頭辞
が nullで，かつ指定された名前空間URIが空文字列（""）で，かつ名前空間に属
さない要素または修飾名がインスタンス文書中に存在するときにスローされます。
［エラーコード：20107］

（12） getSchemaLocations
public java.util.List<XBRLSchemaLocation> getSchemaLocations()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書のルート要素の xsi:schemaLocation属性に記述されている名前空
間 URIと，スキーマ文書の位置を示すURIの組を表すオブジェクトのリストを取
得します。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLSchemaLocationオブジェ
クトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが
返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとする
と，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
XBRLSchemaLocationオブジェクトのリストを返します。
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（13） getSchemaLocation
public XBRLSchemaLocation getSchemaLocation(java.lang.String 
namespaceURI)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書のルート要素の xsi:schemaLocation属性に記述されている名前空
間URIと，スキーマ文書の位置を示すURIの組を表すオブジェクトのリストの中
から，指定した名前空間URIのオブジェクトを取得します。

引数：
namespaceURI - 名前空間 URIを指定します。

戻り値：
引数 namespaceURIで指定した名前空間 URIと，そのスキーマ文書の位置を示す
URIの組を表す，XBRLSchemaLocationオブジェクトを返します。引数
namespaceURIで指定した名前空間 URIの XBRLSchemaLocationオブジェクトが
ない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 namespaceURIに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］

（14） addSchemaLocation
public XBRLSchemaLocation addSchemaLocation(XBRLSchemaLocation 
newSchemaLocation)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書のルート要素の xsi:schemaLocation属性に，名前空間 URIとス
キーマ文書の位置を示すURIの組を追加します。追加しようとした名前空間 URI
の組がすでにある場合は，最初に既存のものが削除されます。引数に指定した
XBRLSchemaLocationオブジェクトがすでにこの XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトに追加されている場合は，何もしません。

引数：
newSchemaLocation - 追加する名前空間 URIとスキーマ文書の位置を示す URIの
組を表す，XBRLSchemaLocationオブジェクトを指定します。

戻り値：
追加された XBRLSchemaLocationオブジェクトを返します。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 newSchemaLocationに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

（15） removeSchemaLocation
public XBRLSchemaLocation removeSchemaLocation(XBRLSchemaLocation 
oldSchemaLocation)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書のルート要素の xsi:schemaLocation属性から，指定された名前空
間 URIとスキーマ文書の位置を示すURIの組を削除します。

引数：
oldSchemaLocation - 削除する名前空間 URIとスキーマ文書の位置を示す URIの組
を表す，XBRLSchemaLocationオブジェクトを指定します。

戻り値：
削除された XBRLSchemaLocationオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 oldSchemaLocationに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

• 引数 oldSchemaLocationに指定した XBRLSchemaLocationオブジェクトが，こ
のインスタンス文書にない場合にスローされます。［エラーコード：20042］

（16） getBase
public java.lang.String getBase()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書のルート要素の xml:base属性の値を取得します。

戻り値：
インスタンス文書のルート要素の xml:base属性の値を返します。xml:base属性が
ない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
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合にスローされます。［エラーコード：20100］

（17） setBase
public void setBase(java.lang.String base)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書のルート要素の xml:base属性の値を設定します。
このメソッドで xml:base属性の値を設定しても，インスタンス文書中に記述されて
いる <link:schemaRef>要素などの xlink:href属性に指定された相対 URIを解決し
直すことはありません。この setBase()メソッドは，単に xml:base属性の値を設定
するだけです。ただし，この setBase()メソッドによって xml:base属性の値を変更
すると，インスタンス文書を出力して再度解析した際の相対URIの解決結果が変わ
るおそれがあるため，注意してください。

引数：
base - xml:base属性の値を指定します。xml:base属性を削除する場合は nullを指
定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 baseに指定した値が xsd:anyURI型でない場合にスローされます。［エラー
コード：20108］

（18） getId
public java.lang.String getId()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書のルート要素の id属性の値を取得します。

戻り値：
インスタンス文書のルート要素の id属性の値を返します。id属性がない場合は null
を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］
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（19） setId
public void setId(java.lang.String id)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書のルート要素の id属性の値を設定します。

引数：
id - id属性の値を指定します。id属性を削除する場合は nullを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 idに指定した値が xsd:NCName型でない場合にスローされます。［エラー
コード：20108］

• 引数 idで指定されたのと同じ値を持つ xsd:ID型属性がインスタンス文書中にす
でに存在する場合にスローされます。［エラーコード：20028］

（20） getSchemaRefs
public java.util.List<XBRLSchemaRef> getSchemaRefs()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている <link:schemaRef>要素のリストを取得します。
このメソッドが返す <link:schemaRef>要素のリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
<link:schemaRef>要素に増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされま
す。

戻り値：
このインスタンス文書に記述されている <link:schemaRef>要素をすべて含む
XBRLSchemaRefオブジェクトのリストを返します。このインスタンス文書に
<link:schemaRef>要素が記述されていない場合は，要素数が 0のリストを返しま
す。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
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合にスローされます。［エラーコード：20100］

（21） addSchemaRef
public XBRLSchemaRef addSchemaRef(XBRLSchemaRef newSchemaRef)
                     throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書に <link:schemaRef>要素を追加します。指定された
XBRLSchemaRefオブジェクトがすでにこのインスタンス文書に記述されている場
合は，何もしません。
このメソッドを呼び出すと，指定された <link:schemaRef>要素が指すタクソノ
ミー本体がタクソノミー文書にない場合は，そのタクソノミー本体を読み込んで解
析し，タクソノミー文書に追加します。タクソノミー本体の解析処理は，この
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成する際に使用された
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトの設定に従って実行されます。追加
されたタクソノミー本体の情報は，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトが
参照する XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトに直ちに反映されます。
<link:schemaRef>要素が指すタクソノミー本体を読み込んで解析する際に，そのタ
クソノミー本体がほかのタクソノミー本体やリンクベースを参照していて，かつ，
それらがタクソノミー文書に存在しない場合は，それらのほかのタクソノミー本体
やリンクベースも読み込んで解析し，タクソノミー文書へ追加します。
指定された <link:schemaRef>要素が指すタクソノミー本体がすでにタクソノミー
文書に存在する場合は，タクソノミー本体の解析はされません。単にインスタンス
文書に <link:schemaRef>要素が追加されるだけです。

引数：
newSchemaRef - 追加する <link:schemaRef>要素を表す XBRLSchemaRefオブ
ジェクトを指定します。

戻り値：
追加された <link:schemaRef>要素を表す XBRLSchemaRefオブジェクトを返しま
す。

例外：
XBRLDOMException -
• 引数 newSchemaRefに指定された XBRLSchemaRefオブジェクトが指すタクソ
ノミー本体の解析処理でエラーが検出された場合に，スローされます。［エラー

コード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException -
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• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 newSchemaRefに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 newSchemaRefに指定された XBRLSchemaRefオブジェクトを所有する
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

（22） createSchemaRef
public XBRLSchemaRef createSchemaRef(java.lang.String href,
                                     java.lang.String base)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:schemaRef>要素を表す XBRLSchemaRefオブジェクトを新規に生成します。

引数：
href - <link:schemaRef>要素の xlink:href属性の値を指定します。
base - <link:schemaRef>要素の xml:base属性の値を指定します。xml:base属性が
不要な場合は nullを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLSchemaRefオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 hrefに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 hrefまたは baseに指定した値が xsd:anyURI型でない場合にスローされま
す。［エラーコード：20108］

（23） getLinkbaseRefs
public java.util.List<XBRLLinkbaseRef> getLinkbaseRefs()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている <link:linkbaseRef>要素のリストを取得します。
このメソッドが返す <link:linkbaseRef>要素のリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
<link:linkbaseRef>要素に増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
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た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

戻り値：
このインスタンス文書に存在する <link:linkbaseRef>要素をすべて含む，
XBRLLinkbaseRefオブジェクトのリストを返します。このインスタンス文書に
<link:linkbaseRef>要素がない場合は，要素数が 0のリストを返します。

（24） getLinkbaseRefs
public java.util.List<XBRLLinkbaseRef> 
getLinkbaseRefs(java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている <link:linkbaseRef>要素のうち，引数 roleと同
じ値の xlink:role属性を持つ <link:linkbaseRef>要素のリストを取得します。
このメソッドが返す <link:linkbaseRef>要素のリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
<link:linkbaseRef>要素に増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

引数：
role - 取得したい <link:linkbaseRef>要素の xlink:role属性の値を指定します。
xlink:role 属性を持たない <link:linkbaseRef>要素を取得したい場合は nullを指定
します。

戻り値：
引数 roleと同じ値の xlink:role属性を持つ <link:linkbaseRef>要素を表す
XBRLLinkbaseRefオブジェクトのリストを返します。このインスタンス文書に，
引数 roleと同じ値の xlink:role属性を持つ <link:linkbaseRef>要素がない場合は，
要素数が 0のリストを返します。

（25） addLinkbaseRef
public XBRLLinkbaseRef addLinkbaseRef(XBRLLinkbaseRef 
newLinkbaseRef)
                       throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
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インスタンス文書に <link:linkbaseRef>要素を追加します。指定した
XBRLLinkbaseRefオブジェクトが，すでにこのインスタンス文書にある場合は，
何もしません。
このメソッドを呼び出すと，引数 newLinkbaseRefに指定した XBRLLinkbaseRef
オブジェクトが参照するリンクベースを読み込んで解析します。リンクベース解析
処理は，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成する際に使用された，
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトの設定に従って実行されます。
このメソッドの呼び出しによって追加されたリンクベースの情報は，この
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが参照する XBRLTaxonomyDocumentオブ
ジェクトに直ちに反映されます。
XBRL2.1の場合：<link:linkbaseRef>要素が指すリンクベースを読み込んで解析を
する際に，そのリンクベースがほかのタクソノミー本体やリンクベースを参照して
いて，かつ，それらのタクソノミー本体やリンクベースがタクソノミー文書に存在
しない場合は，それらのほかのタクソノミー本体やリンクベースも読み込んで解析
を行い，タクソノミー文書へ追加します。

引数：
newLinkbaseRef - 追加する <link:linkbaseRef>要素を表す XBRLLinkbaseRefオ
ブジェクトを指定します。

戻り値：
追加された <link:linkbaseRef>要素を表す XBRLLinkbaseRefオブジェクトを返し
ます。

例外：
XBRLDOMException - 
• 引数 newLinkbaseRefに指定した XBRLLinkbaseRefオブジェクトが参照するリ
ンクベースの解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エラーコー

ド：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 newLinkbaseRefに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 newLinkbaseRefに指定した XBRLLinkbaseRefオブジェクトを所有する

XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

（26） removeLinkbaseRef
public XBRLLinkbaseRef removeLinkbaseRef(XBRLLinkbaseRef 
oldLinkbaseRef)

XBRLのバージョン：
2.0
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説明：
インスタンス文書に記述されている <link:linkbaseRef>要素を削除します。
このメソッドの呼び出しによって削除されたリンクベースの情報は，この
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが参照する XBRLTaxonomyDocumentオブ
ジェクトに直ちに反映されます。

引数：
oldLinkbaseRef - 削除する <link:linkbaseRef>要素を表す XBRLLinkbaseRefオブ
ジェクトを指定します。

戻り値：
削除された <link:linkbaseRef>要素を表す XBRLLinkbaseRefオブジェクトを返し
ます。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 oldLinkbaseRefに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 oldLinkbaseRefに指定した <link:linkbaseRef>要素が，このインスタンス
文書にない場合にスローされます。［エラーコード：20047］

（27） createLinkbaseRef
public XBRLLinkbaseRef createLinkbaseRef(java.lang.String role,
                                         java.lang.String href)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
<link:linkbaseRef>要素を表す XBRLLinkbaseRefオブジェクトを新規に生成しま
す。
XBRL2.1の場合，このメソッドで生成された <link:linkbaseRef>要素には
xml:base属性は付きません。<link:linkbaseRef>要素に xml:base属性を付けたい
場合は，createLinkbaseRef(java.lang.String role, java.lang.String href, 
java.lang.String base)メソッドを使用してください。

引数：
role - <link:linkbaseRef>要素の xlink:role属性の値を指定します。xlink:role属性
が不要な場合は nullを指定します。
href - <link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性の値を指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLLinkbaseRefオブジェクトを返します。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 hrefに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 roleまたは hrefに指定した値が xsd:anyURI型でない場合にスローされま
す。［エラーコード：20108］

• 引数 roleに指定した値が絶対URIでない場合にスローされます。［エラーコー
ド：20109］

（28） createLinkbaseRef
public XBRLLinkbaseRef createLinkbaseRef(java.lang.String role,
                                         java.lang.String href,
                                         java.lang.String base)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:linkbaseRef>要素を表す XBRLLinkbaseRefオブジェクトを新規に生成しま
す。

引数：
role - <link:linkbaseRef>要素の xlink:role属性の値を指定します。xlink:role属性
が不要な場合は nullを指定します。
href - <link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性の値を指定します。
base - <link:linkbaseRef>要素の xml:base属性の値を指定します。xml:base属性が
不要な場合は nullを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLLinkbaseRefオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 hrefに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 role，hrefまたは baseに指定した値が xsd:anyURI型でない場合にスローさ
れます。［エラーコード：20108］

• 引数 roleに指定した値が絶対URIでない場合にスローされます。［エラーコー
ド：20109］

（29） getRoleRefs
public java.util.List<XBRLRoleRef> getRoleRefs()

XBRLのバージョン：
2.1
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説明：
インスタンス文書に記述されている <link:roleRef>要素のリストを取得します。
このメソッドが返す <link:roleRef>要素のリストはライブオブジェクトです。この
メソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
<link:roleRef>要素に増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このインスタンス文書に存在する <link:roleRef>要素をすべて含む XBRLRoleRef
オブジェクトのリストを返します。このインスタンス文書に <link:roleRef>要素が
存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（30） getRoleRef
public XBRLRoleRef getRoleRef(java.lang.String roleURI)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている <link:roleRef>要素のうち，指定した roleURI
と同じ値の roleURI属性を持つ <link:roleRef>要素を取得します。

引数：
roleURI - 取得したい <link:roleRef>要素の roleURI属性の値を指定します。

戻り値：
このインスタンス文書に存在する <link:roleRef>要素のうち，引数 roleURIと同じ
値の roleURI属性を持つ <link:roleRef>要素を返します。引数 roleURIと同じ値の
roleURI属性を持つ <link:roleRef>要素が存在しない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 roleURIに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（31） addRoleRef
public XBRLRoleRef addRoleRef(XBRLRoleRef newRoleRef)
                   throws XBRLDOMException
459



6.　APIリファレンス
XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書に <link:roleRef>要素を追加します。指定された XBRLRoleRef
オブジェクトがすでにこのインスタンス文書に存在する場合は，何もしません。
<link:roleRef>要素は，タクソノミー本体に記述された <link:roleType>要素を指し
ます。このメソッドを呼び出すと，<link:roleType>要素が記述されているタクソノ
ミー本体がタクソノミー文書に存在しない場合は，そのタクソノミー本体を読み込
んで解析を行い，タクソノミー文書へ追加します。タクソノミー本体の解析処理は，
この XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成する際に使用された
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトの設定に従って実行されます。追加
されたタクソノミー本体の情報は，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトが
参照する XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトに直ちに反映されます。
<link:roleRef>要素が指すタクソノミー本体を読み込んで解析を行う際に，そのタ
クソノミー本体がほかのタクソノミー本体やリンクベースを参照していて，かつ，
それらがタクソノミー文書に存在しない場合は，それらのほかのタクソノミー本体
やリンクベースも読み込んで解析を行い，タクソノミー文書へ追加します。
<link:roleType>要素が記述されているタクソノミー本体がすでにタクソノミー文書
に存在する場合は，タクソノミー本体の解析処理は行われません。単にインスタン
ス文書に <link:roleRef>要素が追加されるだけです。
追加した <link:roleRef>要素が指す <link:roleType>要素は，引数 newRoleRefに
指定した XBRLRoleRefオブジェクトに対して getRoleType()メソッドを呼び出すこ
とによって取得できます。

引数：
newRoleRef - 追加する <link:roleRef>要素を表す XBRLRoleRefオブジェクトを指
定します。

戻り値：
追加された <link:roleRef>要素を表す XBRLRoleRefオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMException -
• タクソノミー本体の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 newRoleRefに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］
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• 引数 newRoleRefに指定された XBRLRoleRefオブジェクトを所有する
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合に，スローされます。［エラーコード：20021］

• 引数 newRoleRefに指定された <link:roleRef>要素の roleURI属性と同じ値の
roleURI属性を持つ <link:roleRef>要素がインスタンス文書中に存在する場合に
スローされます。［エラーコード：20111］

（32） createRoleRef
public XBRLRoleRef createRoleRef(java.lang.String href,
                                 java.lang.String roleURI,
                                 java.lang.String base)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:roleRef>要素である XBRLRoleRefオブジェクトを新規に生成します。

引数：
href - <link:roleRef>要素の xlink:href属性の値を指定します。
roleURI - <link:roleRef>要素の roleURI属性の値を指定します。
base - <link:roleRef>要素の xml:base属性の値を指定します。xml:base属性が不要
な場合は nullを指定します。

戻り値：
新しく作成された XBRLRoleRefオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 hrefまたは roleURIに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

• 引数 href，roleURIまたは baseに指定した値が xsd:anyURI型でない場合にス
ローされます。［エラーコード：20108］

• 引数 roleURIに指定した値が絶対 URIでない場合にスローされます。［エラー
コード：20109］

• 引数 roleURIに指定したロールが XBRL仕様で規定されている標準値である場合
にスローされます。［エラーコード：20113］

（33） getArcroleRefs
public java.util.List<XBRLArcroleRef> getArcroleRefs()

XBRLのバージョン：
2.1
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説明：
インスタンス文書に記述されている <link:arcroleRef>要素のリストを取得します。
このメソッドが返す <link:arcroleRef>要素のリストはライブオブジェクトです。こ
のメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
<link:arcroleRef>要素に増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされま
す。

戻り値：
このインスタンス文書に存在する <link:arcroleRef>要素をすべて含む
XBRLArcroleRefオブジェクトのリストを返します。このインスタンス文書に
<link:arcroleRef>要素が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（34） getArcroleRef
public XBRLArcroleRef getArcroleRef(java.lang.String arcroleURI)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている <link:arcroleRef>要素のうち，引数
arcroleURIと同じ値の arcroleURI属性を持つ <link:arcroleRef>要素を取得しま
す。

引数：
arcroleURI - 取得したい <link:arcroleRef>要素の arcroleURI属性の値を指定しま
す。

戻り値：
このインスタンス文書に存在する <link:arcroleRef>要素のうち，引数 arcroleURI
と同じ値の arcroleURI属性を持つ <link:arcroleRef>要素を表す XBRLArcroleRef
オブジェクトを返します。引数 arcroleURIと同じ値の arcroleURI属性を持つ
<link:arcroleRef>要素が存在しない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 arcroleURIに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
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20002］

（35） addArcroleRef
public XBRLArcroleRef addArcroleRef(XBRLArcroleRef newArcroleRef)
                      throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書に <link:arcroleRef>要素を追加します。指定された
XBRLArcroleRefオブジェクトがすでにこのインスタンス文書に存在する場合は，
何もしません。
<link:arcroleRef>要素は，タクソノミー本体に記述された <link:arcroleType>要素
を指します。このメソッドを呼び出すと，<link:arcroleType>要素が記述されてい
るタクソノミー本体がタクソノミー文書に存在しない場合は，そのタクソノミー本
体を読み込んで解析を行い，タクソノミー文書へ追加します。タクソノミー本体の
解析処理は，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成する際に使用され
た XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトの設定に従って実行されます。追
加されたタクソノミー本体の情報は，この XBRLInstanceDocumentオブジェクト
が参照する XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトに直ちに反映されます。
<link:arcroleRef>要素が指すタクソノミー本体を読み込んで解析を行う際に，その
タクソノミー本体がほかのタクソノミー本体やリンクベースを参照していて，かつ，
それらがタクソノミー文書に存在しない場合は，それらのほかのタクソノミー本体
やリンクベースも読み込んで解析を行い，タクソノミー文書へ追加します。
<link:arcroleType>要素が記述されているタクソノミー本体がすでにタクソノミー
文書に存在する場合は，タクソノミー本体の解析処理は行われません。単にインス
タンス文書に <link:arcroleRef>要素が追加されるだけです。
追加した <link:arcroleRef>要素が指す <link:arcroleType>要素は，引数
newArcroleRefに指定した XBRLArcroleRefオブジェクトに対して
getArcroleType()メソッドを呼び出すことによって取得できます。

引数：
newArcroleRef - 追加する <link:arcroleRef>要素を表す XBRLArcroleRefオブジェ
クトを指定します。

戻り値：
追加された <link:arcroleRef>要素を表す XBRLArcroleRefオブジェクトを返しま
す。

例外：
XBRLDOMException -
• タクソノミー本体の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
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注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 newArcroleRefに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 newArcroleRefに指定された XBRLArcroleRefオブジェクトを所有する
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

• 引数 newArcroleRefに指定された <link:arcroleRef>要素の arcroleURI属性と同
じ値の arcroleURI属性を持つ <link:arcroleRef>要素がインスタンス文書中に存
在する場合にスローされます。［エラーコード：20112］

（36） createArcroleRef
public XBRLArcroleRef createArcroleRef(java.lang.String href,
                                       java.lang.String arcroleURI,
                                       java.lang.String base)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:arcroleRef>要素である XBRLArcroleRefオブジェクトを新規に生成します。

引数：
href - <link:arcroleRef>要素の xlink:href属性の値を指定します。
arcroleURI - <link:arcroleRef>要素の arcroleURI属性の値を指定します。
base - <link:arcroleRef>要素の xml:base属性の値を指定します。xml:base属性が
不要な場合は nullを指定します。

戻り値：
新しく作成された XBRLArcroleRefオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 hrefまたは arcroleURIに nullを指定した場合にスローされます。［エラー
コード：20002］

• 引数 href，arcroleURIまたは baseに指定した値が xsd:anyURI型でない場合に
スローされます。［エラーコード：20108］

• 引数 arcroleURIに指定した値が絶対 URIでない場合にスローされます。［エラー
コード：20109］
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• 引数 arcroleURIに指定したアークロールが XBRL仕様で規定されている標準値
である場合にスローされます。［エラーコード：20114］

（37） getContexts
public java.util.List<XBRLContext> getContexts()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書に記述されているコンテキスト要素のリストを取得します。
このメソッドが返すコンテキストのリストはライブオブジェクトです。このメソッ
ドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれるコンテキストに増
減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリス
トは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このインスタンス文書に存在するコンテキストをすべて含む，XBRLContextオブ
ジェクトのリストを返します。このインスタンス文書にコンテキストがない場合は，
要素数が 0のリストを返します。

（38） addContext
public XBRLContext addContext(XBRLContext newContext)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書にコンテキスト要素を追加します。指定した XBRLContextオブ
ジェクトがすでにこのインスタンス文書に存在する場合は，何もしません。

引数：
newContext - 追加するコンテキストを表す XBRLContextオブジェクトを指定しま
す。

戻り値：
追加されたコンテキストを表す XBRLContextオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 newContextに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 newContextに指定したコンテキストの id属性と同じ値を持つ xsd:ID型属
性がインスタンス文書中にすでに存在する場合にスローされます。［エラーコー
ド：20028］
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• 引数 newContextに指定した XBRLContextオブジェクトを所有する
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

（39） removeContext
public XBRLContext removeContext(XBRLContext oldContext)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書からコンテキスト要素を削除します。
コンテキストを削除すると，そのコンテキストを参照しているアイテムもすべて，
インスタンス文書から自動的に削除されます。

引数：
oldContext - 削除するコンテキストを表す XBRLContextオブジェクトを指定しま
す。

戻り値：
削除されたコンテキストを表す XBRLContextオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 oldContextに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 oldContextに指定したコンテキストが，このインスタンス文書にない場合に
スローされます。［エラーコード：20043］

（40） createNumericContext
public XBRLNumericContext createNumericContext(XBRLEntity entity,
                                               XBRLPeriod period,
                                               XBRLUnit unit,
                                               XBRLScenario scenario,
                                               int precision,
                                               boolean cwa)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
数値コンテキスト要素を新規に生成します。
数値コンテキストの id属性の値は，このメソッドで数値コンテキストを生成する際
に自動的に採番されます。id属性の値は，数値コンテキストを生成する際に自動的
に採番されますが，XBRLContextの setId()メソッドを使用して任意の値を設定す
ることもできます。自動採番機能の詳細については，「3.3　ID管理と採番」を参照
してください。
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引数：
entity - エンティティ要素を表す XBRLEntityオブジェクトを指定します。
period - 時期要素を表す XBRLPeriodオブジェクトを指定します。
unit - 単位要素を表す XBRLUnitオブジェクトを指定します。
scenario - シナリオ要素を表す XBRLScenarioオブジェクトを指定します。シナリ
オ要素がない場合は nullを指定します。
precision - precision属性の値を指定します。1以上の値を指定します。
cwa - cwa属性の値を指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLNumericContextオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 entity，periodまたは unitに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

• 引数 entity，period，unitまたは scenarioに指定したオブジェクトを所有してい
る XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオ
ブジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

• 引数 entity，period，unitまたは scenarioに指定したオブジェクトが，すでにほ
かの XBRLContextオブジェクトに設定されている場合にスローされます。［エ
ラーコード：20005］

• 引数 precisionに，0以下の値を指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20014］

（41） createNonNumericContext
public XBRLNonNumericContext createNonNumericContext(XBRLEntity 
entity,
                                                     XBRLPeriod period,
                                                     XBRLUnit unit,
                                                     XBRLScenario scenario)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
非数値コンテキスト要素を新規に生成します。
非数値コンテキストの id属性の値は，このメソッドで非数値コンテキストを生成す
る際に自動的に採番されます。id属性の値は，非数値コンテキストを生成する際に
自動的に採番されますが，XBRLContextの setId()メソッドを使用して任意の値を
設定することもできます。自動採番機能の詳細については，「3.3　ID管理と採番」
を参照してください。
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引数：
entity - エンティティ要素を表す XBRLEntityオブジェクトを指定します。
period - 時期要素を表す XBRLPeriodオブジェクトを指定します。
unit - 単位要素を表す XBRLUnitオブジェクトを指定します。単位要素がない場合
は nullを指定します。
scenario - シナリオ要素を表す XBRLScenarioオブジェクトを指定します。シナリ
オ要素がない場合は nullを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLNonNumericContextオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 entity，periodまたは unitに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

• 引数 entity，period，unitまたは scenarioに指定したオブジェクトを所有してい
る XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオ
ブジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

• 引数 entity，period，unitまたは scenarioに指定したオブジェクトが，すでにほ
かの XBRLContextオブジェクトに設定されている場合にスローされます。［エ
ラーコード：20005］

（42） createContext
public XBRLContext2 createContext(XBRLEntity entity,
                                  XBRLPeriod period,
                                  XBRLScenario scenario)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
コンテキスト要素を新規に生成します。
コンテキストの id属性の値は，このメソッドでコンテキストを生成する際に自動的
に採番されます。id属性の値は，コンテキストを生成する際に自動的に採番されま
すが，XBRLContextの setId()メソッドを使用して任意の値を設定することもでき
ます。自動採番の詳細については，「3.3　ID管理と採番」を参照してください。

引数：
entity - エンティティ要素を表す XBRLEntityオブジェクトを指定します。
period - 時期要素を表す XBRLPeriodオブジェクトを指定します。
scenario - シナリオ要素を表す XBRLScenarioオブジェクトを指定します。シナリ
オ要素がない場合は nullを指定します。
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戻り値：
新しく生成された XBRLContext2オブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 entityまたは periodに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

• 引数 entity，periodまたは scenarioに指定されたオブジェクトを所有している
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

• 引数 entity，periodまたは scenarioに指定されたオブジェクトが，すでにほかの
XBRLContextオブジェクトに設定されている場合にスローされます。［エラー
コード：20005］

（43） getUnits
public java.util.List<XBRLUnit2> getUnits()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている単位要素のリストを取得します。
このメソッドが返す単位要素のリストはライブオブジェクトです。このメソッドを
呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる単位要素に増減があっ
た場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み
取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このインスタンス文書に存在する単位要素をすべて含む XBRLUnit2オブジェクト
のリストを返します。このインスタンス文書に単位要素が存在しない場合は，要素
数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（44） addUnit
public XBRLUnit2 addUnit(XBRLUnit2 newUnit)

XBRLのバージョン：
2.1
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説明：
インスタンス文書に単位要素を追加します。指定された XBRLUnit2オブジェクト
がすでにこのインスタンス文書に存在する場合は，何もしません。

引数：
newUnit - 追加する単位要素を表す XBRLUnit2オブジェクトを指定します。

戻り値：
追加された単位要素を表す XBRLUnit2オブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 newUnitに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 newUnitに指定された XBRLUnit2オブジェクトを所有する

XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

• 引数 newUnitに指定された単位要素の id属性と同じ値を持つ xsd:ID型属性がイ
ンスタンス文書中にすでに存在する場合にスローされます。［エラーコード：
20028］

（45） removeUnit
public XBRLUnit2 removeUnit(XBRLUnit2 oldUnit)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書から単位要素を削除します。単位要素を削除すると，その単位要
素を参照しているアイテムもすべて，インスタンス文書から自動的に削除されます。

引数：
oldUnit - 削除する単位要素を表す XBRLUnit2オブジェクトを指定します。

戻り値：
削除された単位要素を表す XBRLUnit2オブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 oldUnitに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 oldUnitに指定された単位要素が，このインスタンス文書に存在しない場合
にスローされます。［エラーコード：20124］
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（46） createUnit
public XBRLUnit2 createUnit(XBRLQName[] measures)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単位要素である XBRLUnit2オブジェクトを新規に生成します。
このメソッドで生成する XBRLUnit2オブジェクトの内容は，一つ以上の基本単位
によって構成されます。つまり，XBRLUnit2.getUnitType()メソッドは
XBRLUnit2.MULTIPLYを返します。
単位要素の内容には，「基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URI
が "http://www.xbrl.org/2003/instance"である場合，基本単位を表す XBRLQName
オブジェクトのローカルパートは，"pure"または "shares"のどちらかでなければな
らない」という制約があります。この制約に違反する単位要素を生成しようとした
場合は，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。
単位要素の id属性の値は，このメソッドで単位要素を生成する際に自動的に採番さ
れます。id属性の値は，単位要素を生成する際に自動的に採番されますが，
XBRLUnit2の setId()メソッドを使用して任意の値を設定することもできます。自
動採番の詳細については，「3.3　ID管理と採番」を参照してください。

引数：
measures - 基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトの配列を指定します。配列
の要素数は 1以上である必要があります。基本単位を表す <xbrli:measure>要素の
インスタンス文書中での出現順は，この引数に指定された配列の中での
XBRLQNameオブジェクトの順序と同じになります。

戻り値：
新しく生成された XBRLUnit2オブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数measuresに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数measuresに指定した配列の要素数が 0である場合にスローされます。［エ
ラーコード：20013］

• 引数measuresに指定した配列中に値が nullである要素が存在する場合にスロー
されます。［エラーコード：20012］

• 引数measuresに指定した配列中の XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URI
に対応する名前空間宣言が XBRLInstanceDocumentオブジェクトに登録されて
いない場合にスローされます。［エラーコード：20023］
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• 引数measuresに指定した配列中の XBRLQNameオブジェクトが名前空間に属さ
ず，かつ，XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォルトの名前空間の宣言
が登録されている場合にスローされます。［エラーコード：20069］

• 引数measuresに指定した配列の中に，上記の制約に違反する XBRLQNameオブ
ジェクトがある場合にスローされます。［エラーコード：20125］

（47） createUnit
public XBRLUnit2 createUnit(XBRLQName[] numerator,
                            XBRLQName[] denominator)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
分数を指定して，単位要素である XBRLUnit2オブジェクトを新規に生成します。
このメソッドで生成する XBRLUnit2オブジェクトの内容は，分数です。つまり，
XBRLUnit2.getUnitType()メソッドは XBRLUnit2.DIVIDEを返します。
単位要素の内容には次のような制約があります。これらの制約に違反する単位要素
を生成しようとした場合は，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。
• 分子と分母に同じ基本単位を含めてはいけません。同じ基本単位とは，基本単位
を表す XBRLQNameオブジェクトの名前空間URIとローカルパートが同じであ
るもののことです。

• 基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトの名前空間URIが "http://
www.xbrl.org/2003/instance" である場合，基本単位を表す XBRLQNameオブ
ジェクトのローカルパートは，"pure"または "shares"のどちらかである必要があ
ります。

単位要素の id属性の値は，このメソッドで単位要素を生成する際に自動的に採番さ
れます。id属性の値は，単位要素を生成する際に自動的に採番されますが，
XBRLUnit2の setId()メソッドを使用して任意の値を設定することもできます。自
動採番の詳細については，「3.3　ID管理と採番」を参照してください。

引数：
numerator - 分数の分子を構成する基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトの配
列を指定します。配列の要素数は 1以上である必要があります。分数の分子を構成
する基本単位を表す <xbrli:measure>要素のインスタンス文書中での出現順は，こ
の引数に指定された配列の中での XBRLQNameオブジェクトの順序と同じになり
ます。
denominator - 分数の分母を構成する基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトの
配列を指定します。配列の要素数は 1以上である必要があります。分数の分母を構
成する基本単位を表す <xbrli:measure>要素のインスタンス文書中での出現順は，
この引数に指定された配列の中での XBRLQNameオブジェクトの順序と同じにな
ります。
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戻り値：
新しく生成された XBRLUnit2オブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 numeratorまたは denominatorに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］
• 引数 numeratorまたは denominatorに指定した配列の要素数が 0である場合に
スローされます。［エラーコード：20013］

• 引数 numeratorまたは denominatorに指定した配列中に値が nullである要素が
存在する場合にスローされます。［エラーコード：20012］

• 引数 numeratorまたは denominatorに指定した配列中の XBRLQNameオブジェ
クトの名前空間 URIに対応する名前空間宣言が XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトに登録されていない場合にスローされます。［エラーコード：20023］

• 引数 numeratorまたは denominatorに指定した配列中の XBRLQNameオブジェ
クトが名前空間に属さず，かつ，XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォ
ルトの名前空間の宣言が登録されている場合にスローされます。［エラーコード：
20069］

• 引数 numeratorと denominatorで指定した単位要素の内容が，上記の制約に違反
している場合にスローされます。［エラーコード：20125，20126］

（48） getChildElements
public java.util.List<XBRLInstanceElement> getChildElements()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書のルート要素の子要素のリストを取得します。子要素は，アイテ
ムまたはタプルです。
このメソッドが返すリスト中での XBRLInstanceElementオブジェクトの順序は，
インスタンス文書での要素の出現順と同じです。
このメソッドが返す XBRLInstanceElementオブジェクトのリストはライブオブ
ジェクトです。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに
含まれる XBRLInstanceElementオブジェクトに増減があった場合，その変更は直
ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメ
ソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このインスタンス文書のルート要素の子要素をすべて含む，XBRLInstanceElement
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オブジェクトのリストを返します。インスタンス文書のルート要素に子要素がない
場合は，要素数が 0のリストを返します。

（49） getChildElements
public java.util.List<XBRLInstanceElement> 
getChildElements(java.lang.String namespaceURI,
                                       java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書のルート要素の子要素のうち，指定した名前を持つ子要素のリス
トを取得します。子要素は，アイテムまたはタプルです。
インスタンス文書のルート要素の子要素として，同じ名前の要素が二つ以上存在す
ることがあります。このため，このメソッドは，指定した名前の子要素を，
XBRLInstanceElementオブジェクトのリストとして返します。リスト中での
XBRLInstanceElementオブジェクトの順序は，インスタンス文書での要素の出現
順と同じです。
このメソッドが返す XBRLInstanceElementオブジェクトのリストはライブオブ
ジェクトです。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに
含まれる XBRLInstanceElementオブジェクトに増減があった場合，その変更は直
ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメ
ソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
namespaceURI - 子要素の名前空間 URIを指定します。
name - 子要素の名前を指定します。

戻り値：
引数 namespaceURIで指定した名前空間 URIに属し，引数 nameで指定した名前
を持つ子要素をすべて含む，XBRLInstanceElementオブジェクトのリストを返し
ます。指定した子要素がない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 namespaceURIまたは nameに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

（50） appendChildElement
public XBRLInstanceElement appendChildElement(XBRLInstanceElement 
newElement)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1
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説明：
インスタンス文書のルート要素の子要素のリストの末尾に，指定した要素を追加し
ます。子要素は，アイテムまたはタプルです。
指定した要素がすでにほかのオブジェクトの子となっている場合は，最初に既存の
親から指定した要素が削除されます。

引数：
newElement - 追加する子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを指定し
ます。

戻り値：
追加された子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 newElementに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 newElementに指定したオブジェクトを所有している

XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

• 引数 newElementに指定した要素が非アクティブで，かつ，引数 newElementに
指定した要素（タプルの場合は子孫要素を含む）の id属性と同じ値を持つ xsd:ID
型属性がインスタンス文書中にすでに存在する場合にスローされます。［エラー
コード：20028］

（51） insertChildElementBefore
public XBRLInstanceElement 
insertChildElementBefore(XBRLInstanceElement newElement,
                                                    XBRLInstanceElement 
refElement)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
引数 newElementに指定した要素を，このインスタンス文書のルート要素の既存の
子要素の前に挿入します。子要素は，アイテムまたはタプルです。
引数 refElementが nullの場合，引数 newElementに指定した要素は，このインス
タンス文書のルート要素の子要素のリストの末尾に挿入されます。指定した要素が
すでにほかのオブジェクトの子となっている場合は，最初に既存の親から指定した
要素が削除されます。引数 newElementに指定した XBRLInstanceElementオブ
ジェクトが，引数 refElementに指定した XBRLInstanceElementオブジェクトと
同じ場合は，このメソッドは何もしません。

引数：
newElement - 挿入する子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを指定し
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ます。
refElement - 参照する子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを指定し
ます。引数 newElementで指定した子要素は，この子要素の直前に挿入されます。

戻り値：
挿入された子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 newElementに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 refElementに指定した子要素が，このインスタンス文書のルート要素の子要
素でない場合にスローされます。［エラーコード：20035］

• 引数 newElementに指定した要素が非アクティブで，かつ引数 newElementに指
定した要素（タプルの場合は子孫要素を含む）の id属性と同じ値を持つ xsd:ID
型属性がインスタンス文書中にすでに存在する場合にスローされます。［エラー
コード：20028］

• 引数 newElementに指定したオブジェクトを所有している
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

（52） replaceChildElement
public XBRLInstanceElement replaceChildElement(XBRLInstanceElement 
newElement,
                                               XBRLInstanceElement oldElement)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
引数 oldElementに指定した子要素を，引数 newElementに指定した要素で置き換
えます。子要素は，アイテムまたはタプルです。
指定した要素がすでにほかのオブジェクトの子となっている場合は，最初に既存の
親から指定した要素が削除されます。引数 newElementに指定した
XBRLInstanceElementオブジェクトが引数 oldElementに指定した
XBRLInstanceElementオブジェクトと同じ場合は，このメソッドは何もしません。
置き換える前に，id属性の値が重複していないかがチェックされます。このチェッ
クは，引数 oldElementを含む置き換えられる前の文書の状態を基に実行されます。
例えば，引数 newElementに指定した要素が非アクティブで，かつ，引数
newElementに指定した要素（タプルの場合は子孫要素を含む）の id属性の値が，
引数 oldElementで指定した要素（タプルの場合は子孫要素を含む）の id属性の値
と重複している場合は，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。置き換
えの対象となる要素の id属性と同じ値の id属性を持つ別の要素をインスタンス文書
に追加したい場合は，
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XBRLInstanceDocument.removeChildElement(XBRLInstanceElement 
oldElement)メソッドで置き換えの対象となる要素を削除してから，追加してくだ
さい。

引数：
newElement - 挿入する子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを指定し
ます。
oldElement - 置き換えの対象となる子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェ
クトを指定します。

戻り値：
置き換えの対象となった子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを返し
ます。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 newElementまたは oldElementに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］
• 引数 oldElementに指定した子要素が，このインスタンス文書のルート要素の子要
素でない場合にスローされます。［エラーコード：20035］

• 引数 newElementに指定した要素が非アクティブで，かつ引数 newElementに指
定した要素（タプルの場合は子孫要素を含む）の id属性と同じ値を持つ xsd:ID
型属性がインスタンス文書中にすでに存在する場合にスローされます。［エラー
コード：20028］

• 引数 newElementに指定したオブジェクトを所有している
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

（53） removeChildElement
public XBRLInstanceElement removeChildElement(XBRLInstanceElement 
oldElement)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書のルート要素の子要素を削除します。子要素は，アイテムまたは
タプルです。

引数：
oldElement - 削除する子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを指定し
ます。

戻り値：
削除された子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを返します。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 oldElementに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 oldElementに指定した子要素が，このインスタンス文書のルート要素の子要
素でない場合にスローされます。［エラーコード：20035］

（54） getElements
public java.util.List<XBRLInstanceElement> getElements()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
このインスタンス文書に存在する要素のリストを取得します。要素は，アイテムま
たはタプルです。
getChildElements()が，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトのルート要素
の子要素を取得するのに対して，このメソッドは，インスタンス文書に存在する要
素を取得する点が異なります。
このメソッドが返す XBRLInstanceElementオブジェクトのリストはライブオブ
ジェクトです。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに
含まれる XBRLInstanceElementオブジェクトに増減があった場合，その変更は直
ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメ
ソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このインスタンス文書に存在する要素をすべて含む XBRLInstanceElementオブ
ジェクトのリストを返します。このインスタンス文書に要素がない場合は，要素数
が 0のリストを返します。

（55） getElements
public java.util.List<XBRLInstanceElement> 
getElements(java.lang.String namespaceURI,
                                  java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
このインスタンス文書に存在する，指定した名前の要素のリストを取得します。要
素は，アイテムまたはタプルです。
getChildElements()が，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトのルート要素
の子要素を取得するのに対して，このメソッドは，インスタンス文書に存在する要
素を取得する点が異なります。
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このメソッドが返す XBRLInstanceElementオブジェクトのリストはライブオブ
ジェクトです。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに
含まれる XBRLInstanceElementオブジェクトに増減があった場合，その変更は直
ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメ
ソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
namespaceURI - 取得する要素の名前空間 URIを指定します。
name - 取得する要素の名前を指定します。

戻り値：
引数 namespaceURIで指定した名前空間 URIに属し，引数 nameで指定した名前
を持つ要素をすべて含む，XBRLInstanceElementオブジェクトのリストを返しま
す。このインスタンス文書に指定した要素がない場合は，要素数が 0のリストを返
します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 namespaceURIまたは nameに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

（56） createItem
public XBRLInstanceItem createItem(java.lang.String namespaceURI,
                                   java.lang.String name,
                                   XBRLContext context)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
アイテムを新規に生成します。
このメソッドが返す XBRLInstanceItemオブジェクトは，値が設定されていない状
態となります。つまり，XBRLInstanceItemの hasValue()は falseを返します。こ
のメソッドで XBRLInstanceItemオブジェクトを生成したあと，
XBRLInstanceItem.setValue()メソッドまたは XBRLInstanceItem.setString()メ
ソッドを使用して適切な値を設定してください。
アイテムの id属性の値は，このメソッドでアイテムを生成する際に自動的に採番さ
れます。id属性の値は，アイテムを生成する際に自動的に採番されますが，
XBRLInstanceElement.setId()メソッドを使用して任意の値を設定することもでき
ます。自動採番の詳細については，「3.3　ID管理と採番」を参照してください。

引数：
namespaceURI - アイテムの名前空間 URIを指定します。
name - アイテムの名前を指定します。
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context - アイテムが参照するコンテキストを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceItemオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 namespaceURI，nameまたは contextに nullを指定した場合にスローされ
ます。［エラーコード：20002］

• 引数 namespaceURIおよび nameで指定したアイテムがタクソノミー文書で定義
されていない場合にスローされます。［エラーコード：20044］

• 引数 contextに指定したオブジェクトを所有している XBRLInstanceDocument
オブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトではない場合にス
ローされます。［エラーコード：20021］

• 引数 contextが表すコンテキストが，引数 namespaceURIおよび nameで指定し
たアイテムのデータ型に合わない場合にスローされます。［エラーコード：20032］

• 引数 namespaceURIおよび nameで指定したアイテムが，タクソノミー文書で抽
象的な要素として定義されている場合にスローされます。［エラーコード：20065］

（57） createNumericItem
public XBRLInstanceItem createNumericItem(java.lang.String 
namespaceURI,
                                          java.lang.String name,
                                          XBRLContext context,
                                          XBRLUnit2 unit,
                                          XBRLPrecision precision,
                                          XBRLDecimals decimals)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
数値アイテムを新規に生成します。
このメソッドが返す XBRLInstanceItemオブジェクトは数値アイテムを表すため，
XBRLInstanceItem.isNumeric()メソッドは trueを返します。
このメソッドが返す XBRLInstanceItemオブジェクトは，値が設定されていない状
態となります。つまり，XBRLInstanceItem.hasValue()は falseを返します。この
メソッドで XBRLInstanceItemオブジェクトを生成したあと，
XBRLInstanceItem.setValue()メソッドまたは XBRLInstanceItem.setString()メ
ソッドを使用して適切な値を設定してください。
アイテムが参照する単位要素には，アイテムのベースデータ型によって幾つかの制
約があります。これらの制約に違反する単位要素を設定しようとした場合は，
XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。単位要素の制約については，
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XBRLInstanceItemインターフェースの「6.6.13(8)　setUnit」を参照してくださ
い。
このメソッドで生成されたアイテムは，id属性を持ちません。

引数：
namespaceURI - アイテムの名前空間 URIを指定します。
name - アイテムの名前を指定します。
context - アイテムが参照するコンテキスト要素を指定します。
unit - アイテムが参照する単位要素を指定します。
precision - アイテムのベースデータ型が FRACTION_ITEM以外である場合は，ア
イテムの有効桁数を指定します。引数 decimalsに小数位を指定する場合は，この引
数には nullを指定してください。また，アイテムのベースデータ型が
FRACTION_ITEMである場合は nullを指定してください。
decimals - アイテムのベースデータ型が FRACTION_ITEM以外である場合は，ア
イテムの小数位を指定します。引数 precisionに有効桁数を指定する場合は，この引
数には nullを指定してください。また，アイテムのベースデータ型が
FRACTION_ITEMである場合は nullを指定してください。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceItemオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 namespaceURI，name，contextまたは unitに nullを指定した場合にス
ローされます。［エラーコード：20002］

• 引数 namespaceURIおよび nameで指定したアイテムがタクソノミー文書で定義
されていない場合にスローされます。［エラーコード：20044］

• 引数 namespaceURIおよび nameで指定したアイテムが非数値である場合にス
ローされます。［エラーコード：20131］

• 引数 namespaceURIおよび nameで指定したアイテムがタクソノミー文書で抽象
的な要素として定義されている場合にスローされます。［エラーコード：20065］

• 引数 contextまたは unitに指定したオブジェクトを所有している
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

• 引数 contextに指定したコンテキスト要素の時期要素の内容が，生成するアイテ
ムの要素宣言での xbrli:periodType属性の指定と矛盾している場合にスローされ
ます。xbrli:periodType属性の値が "instant"の場合は，時期要素の内容は
XBRLPeriod.INSTANTでなければなりません。また，xbrli:periodType属性の値
が "duration"の場合は，時期要素の内容は XBRLPeriod.FOREVERか
XBRLPeriod.STARTDATE_ENDDATEである必要があります。［エラーコード：
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20140］
• 引数 unitに指定した XBRLUnit2オブジェクトが，アイテムのベースデータ型に
よる単位要素の制約に違反している場合にスローされます。単位要素の制約につ
いては，XBRLInstanceItemインターフェースの「6.6.13(8)　setUnit」を参照し
てください。［エラーコード：20127］

• 引数 namespaceURIおよび nameで指定したアイテムのベースデータ型が
FRACTION_ITEMである場合に，引数 precisionまたは decimalsに null以外の
値を指定した場合にスローされます。［エラーコード：20133］

• 引数 namespaceURIおよび nameで指定したアイテムのベースデータ型が
FRACTION_ITEM以外で，かつ，引数 precisionおよび decimalsの両方ともに
nullを指定した場合にスローされます。有効桁数と小数位はどちらか一方を指定
する必要があります。［エラーコード：20134］

• 引数 namespaceURIおよび nameで指定したアイテムのベースデータ型が
FRACTION_ITEM以外で，かつ，引数 precisionおよび decimalsの両方ともに
null以外の値を指定した場合にスローされます。有効桁数と小数位は，どちらか
一方だけを指定する必要があります。［エラーコード：20135］

（58） createNonNumericItem
public XBRLInstanceItem createNonNumericItem(java.lang.String 
namespaceURI,
                                             java.lang.String name,
                                             XBRLContext2 context)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
非数値アイテムを新規に生成します。
このメソッドが返す XBRLInstanceItemオブジェクトは非数値アイテムを表すた
め，XBRLInstanceItem.isNumeric()メソッドは falseを返します。
このメソッドが返す XBRLInstanceItemオブジェクトは，値が設定されていない状
態となります。つまり，XBRLInstanceItem.hasValue()は falseを返します。この
メソッドで XBRLInstanceItemオブジェクトを生成したあと，
XBRLInstanceItem.setValue()メソッドまたは XBRLInstanceItem.setString()メ
ソッドを使用して適切な値を設定してください。
このメソッドで生成されたアイテムは，id属性を持ちません。

引数：
namespaceURI - アイテムの名前空間 URIを指定します。
name - アイテムの名前を指定します。
context - アイテムが参照するコンテキスト要素を指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceItemオブジェクトを返します。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 namespaceURI，nameまたは contextに nullを指定した場合にスローされ
ます。［エラーコード：20002］

• 引数 namespaceURIおよび nameで指定されたアイテムがタクソノミー文書で定
義されていない場合にスローされます。［エラーコード：20044］

• 引数 namespaceURIおよび nameで指定したアイテムが数値である場合にスロー
されます。［エラーコード：20132］

• 引数 namespaceURIおよび nameで指定したアイテムがタクソノミー文書で抽象
的な要素として定義されている場合にスローされます。［エラーコード：20065］

• 引数 contextに指定されたオブジェクトを所有している XBRLInstanceDocument
オブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトではない場合にス
ローされます。［エラーコード：20021］

• 引数 contextに指定したコンテキスト要素の時期要素の内容が，生成するアイテ
ムの要素宣言での xbrli:periodType属性の指定と矛盾している場合にスローされ
ます。xbrli:periodType属性の値が "instant" の場合は，時期要素の内容は
XBRLPeriod.INSTANTである必要があります。また，xbrli:periodType属性の値
が "duration" の場合は，時期要素の内容は XBRLPeriod.FOREVERか
XBRLPeriod.STARTDATE_ENDDATEである必要があります。［エラーコード：
20140］

（59） createTuple
public XBRLInstanceTuple createTuple(java.lang.String namespaceURI,
                                     java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タプルを新規に生成します。
• XBRL2.0の場合：
タプルの id属性の値は，このメソッドでタプルを生成する際に自動的に採番され
ます。自動採番機能の詳細については，「3.3　ID管理と採番」を参照してくださ
い。また，id属性値は，XBRLInstanceElementの setId()メソッドを使用して任
意の値を設定することもできます。

• XBRL2.1の場合：
このメソッドで生成されたタプルは id属性を持ちません。

引数：
namespaceURI - タプルの名前空間 URIを指定します。
name - タプルの名前を指定します。
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戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceTupleオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 namespaceURIまたは nameに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

• 引数 namespaceURIおよび nameで指定したタプルがタクソノミー文書で定義さ
れていない場合にスローされます。［エラーコード：20045］

• 引数 namespaceURIおよび nameで指定されたタプルが，タクソノミー文書で抽
象的な要素として定義されている場合にスローされます。［エラーコード：20065］

（60） createEntity
public XBRLEntity createEntity(XBRLIdentifier identifier,
                               XBRLSegment segment)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
エンティティ要素を表す XBRLEntityオブジェクトを新規に生成します。

引数：
identifier - 識別子要素を指定します。
segment -セグメント要素を指定します。セグメント要素がない場合は nullを指定
します。

戻り値：
新しく生成された XBRLEntityオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 identifierに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 identifierまたは segmentに指定したオブジェクトが，すでにほかの

XBRLEntityオブジェクトに関連づけられている場合にスローされます。［エラー
コード：20005］

• 引数 identifierまたは segmentに指定したオブジェクトを所有している
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

（61） createPeriod
public XBRLPeriod createPeriod(int periodType,
                               XBRLDateUnion instant,
                               XBRLDateUnion startDate,
                               XBRLDateUnion endDate,
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                               XBRLDuration duration)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
時期要素である XBRLPeriodオブジェクトを新規に生成します。
• XBRL2.1の場合：

xbrli:duration要素を使用できないため，引数 periodTypeに
XBRLPeriod.STARTDATE_DURATIONおよび
XBRLPeriod.DURATION_ENDDATEを指定できません。

開始日と終了日のチェック
引数 periodTypeに XBRLPeriod.STARTDATE_ENDDATEを指定した場合は，
引数 endDateで指定された終了日は引数 startDateで指定された開始日よりも
遅い日時である必要があります。終了日が開始日よりも遅い日時でない場合は，
XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。このチェックを行う際に，
開始日または終了日に時間の部分がない場合（つまり，
XBRLDateUnion.getMemberType()メソッドが XBRLDateUnion.DATEを返
す場合）は，次の規則が適用されます。
• 開始日に時間の部分がない場合は，日付の部分は同じで，時間の部分は

00:00:00.000である日時が指定されたものとみなします。
• 終了日に時間の部分がない場合は，XBRLのバージョンによって次のとおり
に処理します。
XBRL2.0の場合，日付の部分は同じで，時間の部分は 00:00:00.000である日
時が指定されたものとみなします。
XBRL2.1の場合，日付の部分は一日足した値で，時間の部分は 00:00:00.000
である日時が指定されたものとみなします。

終了日の判定は XBRLのバージョンによって異なります。このため，終了日が
開始日よりも遅いかどうかの判定結果が，XBRLのバージョンによって異なる
場合があります。例えば，開始日と終了日がともに 2004-04-01である場合，開
始日は 2004-04-01T00:00:00.000とみなされますが，終了日は，XBRL2.0の場
合は 2004-04-01T00:00:00.000，XBRL2.1の場合は 2004-04-02T00:00:00.000
とみなされます。この結果，XBRL2.0の場合は終了日が開始日よりの遅い日時
ではないためエラーとなりますが，XBRL2.1では終了日は開始日よりも遅い日
時となるためエラーとはなりません。

引数：
periodType - 時期要素の内容の意味を示すコードを指定します。
instant - ある特定の時点を指定します。ある特定の時点が不要な場合は nullを指定
します。
startDate - 開始日を指定します。開始日が不要な場合は nullを指定します。
endDate - 終了日を指定します。終了日が不要な場合は nullを指定します。
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duration - 継続期間を指定します。継続期間が不要な場合は nullを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLPeriodオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数の組み合わせが不正な場合にスローされます。引数 instant，startDate，

endDate，durationの組み合わせは，引数 periodTypeの値によって異なります。
詳細については，「6.6.22　XBRLPeriodインターフェース」を参照してください。
［エラーコード：20056］
• 引数 periodTypeに XBRLPeriod.STARTDATE_ENDDATEを指定したときに，
引数 startDateで指定した開始日と引数 endDateで指定した終了日の組み合わせ
が不正な場合にスローされます。終了日は開始日よりも遅い日付でなければなり
ません。［エラーコード：20057］

• 引数 periodTypeに不正な値を指定した場合にスローされます。引数 periodType
に指定できる値は，XBRLPeriod.INSTANT，XBRLPeriod.FOREVER，
XBRLPeriod.STARTDATE_DURATION，
XBRLPeriod.DURATION_ENDDATE，XBRLPeriod.STARTDATE_ENDDATE
のどれかです。［エラーコード：20014］

• 引数 periodTypeに XBRLPeriod.STARTDATE_DURATIONまたは
XBRLPeriod.DURATION_ENDDATEを指定し，かつ，引数 durationにゼロ
（例：P0Y）や負数（例：-P1Y）を表す XBRLDurationオブジェクトを指定した
場合にスローされます。［エラーコード：20071］

• XBRL2.1の場合：引数 periodTypeに XBRLPeriod.STARTDATE_DURATION
または XBRLPeriod.DURATION_ENDDATEを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20142］

（62） createPeriod
public XBRLPeriod createPeriod()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
時期要素である XBRLPeriodオブジェクトを新規に生成します。
このメソッドで生成される時期要素の内容の意味は "永遠 "です。つまり，
XBRLPeriod.getPeriodType()メソッドは XBRLPeriod.FOREVERを返します。

戻り値：
新しく生成された XBRLPeriodオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
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• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（63） createPeriod
public XBRLPeriod createPeriod(XBRLDateUnion instant)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
時期要素である XBRLPeriodオブジェクトを新規に生成します。
このメソッドで生成される時期要素の内容の意味は "ある特定の時点 "です。つま
り，XBRLPeriod.getPeriodType()メソッドは XBRLPeriod.INSTANTを返します。

引数：
instant - ある特定の時点を指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLPeriodオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 instantに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（64） createPeriod
public XBRLPeriod createPeriod(XBRLDateUnion startDate,
                               XBRLDateUnion endDate)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
時期要素である XBRLPeriodオブジェクトを新規に生成します。
このメソッドで生成される時期要素の内容の意味は "開始日，終了日 "です。つま
り，XBRLPeriod.getPeriodType()メソッドは
XBRLPeriod.STARTDATE_ENDDATEを返します。
引数 endDateで指定された終了日は引数 startDateで指定された開始日よりも遅い
日時である必要があります。開始日と終了日のチェックに関する詳細については，
「6.6.7(61)　createPeriod」を参照してください。

引数：
startDate - 開始日を指定します。
endDate - 終了日を指定します。
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戻り値：
新しく生成された XBRLPeriodオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 startDateまたは endDateに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

• 引数 startDateで指定された開始日と引数 endDateで指定された終了日の組み合
わせが不正な場合にスローされます。終了日は開始日よりも遅い日付である必要
があります。［エラーコード：20057］

（65） createUnit
public XBRLUnit createUnit(XBRLMeasureOrOperator measureOrOperator)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
単位要素である XBRLUnitオブジェクトを新規に生成します。

引数：
measureOrOperator - 計量要素または演算子要素を指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLUnitオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数measureOrOperatorに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

• 引数measureOrOperatorに指定したオブジェクトが，すでにほかの XBRLUnit
オブジェクトに関連づけられている場合にスローされます。［エラーコード：
20005］

• 引数measureOrOperatorに指定したオブジェクトを所有している
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

（66） createScenario
public XBRLScenario createScenario(java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
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2.0

説明：
シナリオ要素である XBRLScenarioオブジェクトを新規に生成します。

引数：
name - name属性の値を指定します。name属性が不要な場合は nullを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLScenarioオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（67） createScenario
public XBRLScenario createScenario()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
シナリオ要素である XBRLScenarioオブジェクトを新規に生成します。
XBRL仕様では，シナリオ要素は一つ以上の子要素を持つ必要があると定義されて
います。しかし，このメソッドでシナリオ要素を生成した直後は，シナリオ要素の
内容は空です。このため，このメソッドでシナリオ要素を生成した場合は，必ず子
要素を追加してください。シナリオ要素の内容は，
XBRLScenario.getContainerNode()メソッドを呼び出して取得した
org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを使用して編集できます。詳細については，
XBRLScenarioインターフェースの「6.6.24(3)　getContainerNode」を参照してく
ださい。

戻り値：
新しく生成された XBRLScenarioオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（68） createIdentifier
public XBRLIdentifier createIdentifier(java.lang.String 
namespaceURI,
                                       java.lang.String value)

XBRLのバージョン：
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2.0および 2.1

説明：
識別子要素である XBRLIdentifierオブジェクトを新規に生成します。

引数：
namespaceURI - スキーマの名前空間 URIを指定します。
value - 識別子を指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLIdentifierオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 namespaceURIまたは valueに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

• 引数 namespaceURIに指定した値が xsd:anyURI型でない場合にスローされま
す。［エラーコード：20108］

• XBRL2.1の場合：引数 namespaceURIに空文字列（""）を指定した場合にスロー
されます。［エラーコード：20110］

（69） createSegment
public XBRLSegment createSegment(java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
セグメント要素である XBRLSegmentオブジェクトを新規に生成します。

引数：
name - name属性の値を指定します。name属性が不要な場合は nullを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLSegmentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（70） createSegment
public XBRLSegment createSegment()

XBRLのバージョン：
2.1
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説明：
セグメント要素である XBRLSegmentオブジェクトを新規に生成します。
XBRL仕様では，セグメント要素は一つ以上の子要素を持つ必要があると定義され
ています。しかし，このメソッドでセグメント要素を生成した直後は，セグメント
要素の内容は空です。このため，このメソッドでセグメント要素を生成した場合は，
必ず子要素を追加してください。セグメント要素の内容は，
XBRLSegment.getContainerNode()メソッドを呼び出して取得した
org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを使用して編集できます。詳細については，
XBRLSegmentインターフェースの「6.6.26(3)　getContainerNode」を参照してく
ださい。

戻り値：
新しく生成された XBRLSegmentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（71） createMeasure
public XBRLMeasure createMeasure(XBRLQName value)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
計量要素である XBRLMeasureオブジェクトを新規に生成します。

引数：
value - 計量を指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLMeasureオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 valueに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 valueに指定した XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URIに対応する名
前空間宣言が，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトに登録されていない
場合にスローされます。［エラーコード：20023］

• 引数 valueに指定した XBRLQNameオブジェクトが名前空間に属さず，かつこ
の XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォルトの名前空間の宣言が登録
されている場合にスローされます。［エラーコード：20069］
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（72） createOperator
public XBRLOperator createOperator(java.lang.String kind,
                                   XBRLMeasureOrOperator lhs,
                                   XBRLMeasureOrOperator rhs)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
演算子要素である XBRLOperatorオブジェクトを新規に生成します。

引数：
kind - 乗算の場合は XBRLOperator.MULTIPLY，除算の場合は
XBRLOperator.DIVIDEを指定します。
lhs - 演算子の左辺を指定します。
rhs - 演算子の右辺を指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLOperatorオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 kind，lhsまたは rhsに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

• 引数 lhsまたは rhsに指定したオブジェクトを所有している
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

• 引数 lhsまたは rhsに指定したオブジェクトが，すでにほかの XBRLOperatorオ
ブジェクトに関連づけられている場合にスローされます。［エラーコード：20005］

• 引数 kindに，XBRLOperator.MULTIPLYまたは XBRLOperator.DIVIDE以外
の文字列を指定した場合にスローされます。［エラーコード：20014］

• 引数 lhsと引数 rhsに同じオブジェクトを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20064］

（73） getFootnotes
public java.util.List<XBRLFootnote> getFootnotes()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている脚注のリストを取得します。
XBRLInstanceDocumentインターフェースの getFootnotes()では，文書中に含ま
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れる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場合でも，
取得する脚注のリストに含まれます。
しかし，XBRLInstanceElementインターフェースの getFootnotes()では，アーク
要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけられていないと判断し，取得する
脚注のリストには含まれません。
このメソッドが返す脚注のリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び
出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる脚注に増減があった場合，
その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用
です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このインスタンス文書に存在する脚注をすべて含む，XBRLFootnoteオブジェクト
のリストを返します。このインスタンス文書に脚注がない場合は，要素数が 0のリ
ストを返します。

（74） getFootnotesByLang
public java.util.List<XBRLFootnote> 
getFootnotesByLang(java.lang.String lang)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている脚注のうち，指定した言語の脚注を取得します。
XBRLInstanceDocumentインターフェースの getFootnotesByLang()では，文書中
に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場合
でも，取得する脚注のリストに含まれます。
しかし，XBRLInstanceElementインターフェースの getFootnotesByLang()では，
アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけられていないと判断し，取
得する脚注のリストには含まれません。
このメソッドが返す脚注のリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び
出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる脚注に増減があった場合，
その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用
です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
lang - 脚注の言語を指定します。

戻り値：
指定した言語の脚注をすべて含む XBRLFootnoteオブジェクトのリストを返しま
す。このインスタンス文書に指定した言語の脚注がない場合は，要素数が 0のリス
トを返します。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（75） getFootnotesByRole
public java.util.List<XBRLFootnote> 
getFootnotesByRole(java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている脚注のうち，指定したロールの脚注を取得しま
す。
XBRLInstanceDocumentインターフェースの getFootnotesByRole()では，文書中
に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場合
でも，取得する脚注のリストに含まれます。
しかし，XBRLInstanceElementインターフェースの getFootnotesByRole()では，
アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけられていないと判断し，取
得する脚注のリストには含まれません。
このメソッドが返す脚注のリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び
出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる脚注に増減があった場合，
その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用
です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
role - 脚注のロールを指定します。ロールを持たない脚注を取得する場合は nullを
指定します。

戻り値：
指定したロールを持つ脚注をすべて含む XBRLFootnoteオブジェクトのリストを返
します。このインスタンス文書に指定したロールを持つ脚注が存在しない場合は，
要素数が 0のリストを返します。

（76） getFootnotes
public java.util.List<XBRLFootnote> getFootnotes(java.lang.String 
lang,
                                   java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている脚注のうち，指定した言語およびロールの脚注
を取得します。
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XBRLInstanceDocumentインターフェースの getFootnotes()では，文書中に含ま
れる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場合でも，
取得する脚注のリストに含まれます。
しかし，XBRLInstanceElementインターフェースの getFootnotes()では，アーク
要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけられていないと判断し，取得する
脚注のリストには含まれません。
このメソッドが返す脚注のリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び
出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる脚注に増減があった場合，
その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用
です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
lang - 脚注の言語を指定します。
role - 脚注のロールを指定します。ロールを持たない脚注を取得する場合は nullを
指定します。

戻り値：
指定した言語とロールを持つ脚注をすべて含む，XBRLFootnoteオブジェクトのリ
ストを返します。このインスタンス文書に指定した言語とロールを持つ脚注がない
場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（77） addFootnote
public XBRLFootnote addFootnote(XBRLFootnote newFootnote)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書に脚注を追加します。指定した XBRLFootnoteオブジェクトがす
でにこのインスタンス文書にある場合は，何もしません。

引数：
newFootnote - 追加する脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトを指定します。

戻り値：
追加された脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 newFootnoteに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
495



6.　APIリファレンス
20002］
• 引数 newFootnoteに指定した XBRLFootnoteオブジェクトを所有する

XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトではない場合にスローされます。［エラーコード：20021］

• XBRL2.1の場合：引数 newFootnoteに指定された脚注の id属性と同じ値を持つ
xsd:ID型属性がインスタンス文書中にすでに存在する場合にスローされます。［エ
ラーコード：20028］

（78） removeFootnote
public XBRLFootnote removeFootnote(XBRLFootnote oldFootnote)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書から脚注を削除します。
脚注をインスタンス文書から削除すると，その脚注と要素の関連づけもすべて削除
されます。削除されるのは関連づけであり，要素がインスタンス文書から削除され
るわけではありません。

引数：
oldFootnote - 削除する脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトを指定します。

戻り値：
削除された脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 oldFootnoteに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 oldFootnoteに指定した脚注が，このインスタンス文書にない場合にスロー
されます。［エラーコード：20046］

（79） createFootnote
public XBRLFootnote createFootnote(java.lang.String lang,
                                   java.lang.String role,
                                   java.lang.String title)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
脚注である XBRLFootnoteオブジェクトを新規に生成します。
• XBRL2.1の場合：
脚注が属する脚注リンクのロールは，XBRL2.1の仕様で規定されている標準値で
ある "http://www.xbrl.org/2003/role/link" が仮定されます。脚注が属する脚注リン
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クのロールとしてカスタムロールを指定したい場合は，
createFootnote(java.lang.String footnoteLinkRole, java.lang.String lang, 
java.lang.String role, java.lang.String title)メソッドを使用してください。

引数：
lang - 脚注の言語を指定します。
role - 脚注のロールを指定します。ロールが不要な場合は nullを指定します。
title - 脚注のタイトルを指定します。タイトルが不要な場合は nullを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLFootnoteオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 roleに指定した値が xsd:anyURI型でない場合にスローされます。［エラー
コード：20108］

• 引数 roleに指定した値が絶対URIでない場合にスローされます。［エラーコー
ド：20109］

• XBRL2.1の場合：引数 roleに指定したロールが XBRL仕様で規定された標準値
で，かつ，脚注で利用できるものではない場合にスローされます。［エラーコー
ド：20115］

• XBRL2.1の場合：引数 roleに指定したロールがカスタムロールで，かつ，そのカ
スタムロールの定義を指す <link:roleRef>要素がインスタンス文書に存在しない
場合にスローされます。［エラーコード：20117］

• XBRL2.1の場合：引数 roleに指定したロールがカスタムロールで，かつ，
<link:roleType>要素でそのカスタムロールが脚注で利用できるように定義されて
いない場合にスローされます。［エラーコード：20119］

（80） createFootnote
public XBRLFootnote createFootnote(java.lang.String 
footnoteLinkRole,
                                   java.lang.String lang,
                                   java.lang.String role,
                                   java.lang.String title)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
脚注である XBRLFootnoteオブジェクトを新規に生成します。カスタムロールを指
定できます。
このメソッドで生成された脚注は id属性を持ちません。

引数：
footnoteLinkRole - 脚注が属する脚注リンクのロールを指定します。
497



6.　APIリファレンス
lang - 脚注の言語を指定します。
role - 脚注のロールを指定します。ロールが不要な場合は nullを指定します。
title - 脚注のタイトルを指定します。タイトルが不要な場合は nullを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLFootnoteオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 footnoteLinkRoleまたは langに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

• 引数 footnoteLinkRoleまたは roleに指定した値が xsd:anyURI型でない場合にス
ローされます。［エラーコード：20108］

• 引数 footnoteLinkRoleまたは roleに指定した値が絶対 URIでない場合にスロー
されます。［エラーコード：20109］

• 引数 footnoteLinkRoleに指定したロールが XBRL仕様で規定された標準値で，か
つ，脚注リンクで利用できるものではない場合にスローされます。［エラーコー
ド：20115］

• 引数 roleに指定したロールが XBRL仕様で規定された標準値で，かつ，脚注で利
用できるものではない場合にスローされます。［エラーコード：20115］

• 引数 footnoteLinkRoleまたは roleに指定したロールがカスタムロールで，かつ，
そのカスタムロールの定義を指す <link:roleRef>要素がインスタンス文書に存在
しない場合にスローされます。［エラーコード：20117］

• 引数 footnoteLinkRoleに指定したロールがカスタムロールで，かつ，
<link:roleType>要素でそのカスタムロールが脚注リンクで利用できるように定義
されていない場合にスローされます。［エラーコード：20119］

• 引数 roleに指定したロールがカスタムロールで，かつ，<link:roleType>要素でそ
のカスタムロールが脚注で利用できるように定義されていない場合にスローされ
ます。［エラーコード：20119］

（81） importNode
public XBRLInstanceNode importNode(XBRLInstanceNode sourceNode,
                                   boolean deep)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ほかの XBRLInstanceDocumentオブジェクトで生成されたノードをインポートし
ます。
このメソッドが返すノードはアクティブではなく，また，親ノードを持ちません。
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つまり，このメソッドが返す XBRLInstanceNodeオブジェクトの isActive()は
falseを返し，また，getParentNode()は nullを返します。
引数 sourceNodeに指定したノードを所有する XBRLInstanceDocumentオブジェ
クトが，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトである場合は，importNode()
メソッドの動作は，引数 sourceNodeに対して cloneNode()メソッドを呼び出した場
合と同じ動作となります。この場合の動作の詳細については，XBRLInstanceNode
インターフェースの「6.6.14(5)　cloneNode」を参照してください。
ノードをインポートする処理は，ノードの型によって異なります。ノードのイン
ポートを次の表に示します。

表 6-25　ノードのインポート

項
番

ノードの型 説明

1 INSTANCE_DOCUMENT_NODE この型のノードはインポートできません。インポー
トしようとすると例外が発生します。

2 SCHEMA_REF_NODE サブツリーが存在しないため，引数 deepの値は影
響しません。3 LINKBASE_REF_NODE

4 ROLE_REF_NODE

5 ARCROLE_REF_NODE

6 NUMERIC_CONTEXT_NODE 引数 deepの値に関係なく，常にサブツリーがイン
ポートされます。
インポートされたコンテキスト要素の id属性の値
は採番し直されます。

7 NON_NUMERIC_CONTEXT_NODE

8 CONTEXT2_NODE

9 UNIT2_NODE サブツリー※ 1が存在しないため，引数 deepの値
は影響しません。インポートされた単位要素の id
属性の値は採番し直されます。
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10 ITEM_NODE アイテムにはサブツリー※ 1が存在しないため，引
数 deepの値は影響しません。
アイテムをインポートする際に，インポート元が参
照しているコンテキスト要素も同時にインポートさ
れます。
XBRL2.1の場合：数値アイテムをインポートする
ときは，インポート元が参照している単位要素も同
時にインポートされます。
インポート元のアイテムが脚注と関連づけられてい
た場合でも，その脚注は自動的にインポートされま
せん。インポートされたアイテムはどの脚注とも関
連づけされません。
アイテムをインポートする場合は，インポートしよ
うとしたアイテムと同じ名前空間 URIおよび名前
のアイテムが，インポート先のインスタンス文書が
参照するタクソノミー文書で定義されている必要が
あります。同じ名前空間 URIおよび名前のアイテ
ムが定義されていない場合は，例外が発生します。
また，同じ名前空間 URIおよび名前のアイテムが
定義されている場合でも，データ型が異なるため
に，インポート元のアイテムの値をインポート先の
アイテムへ設定できない場合は，例外が発生しま
す。
XBRL2.1の場合：インポート元でのアイテムの要
素宣言と，インポート先でのアイテムの要素宣言
は，次の定義内容が同じである必要があります。
• ベースデータ型
• xbrli:periodType属性の値

インポート元とインポート先とで上記の定義内容が
異なるアイテムをインポートしようとした場合は，
例外が発生します。
　
XBRL2.1の場合：インポート元のアイテムの
xsi:nil属性に "true"が指定されていて，かつ，イ
ンポート先のアイテムの要素宣言の nillable属性に
"true"が指定されていない場合は，インポート先の
アイテムに xsi:nil属性を設定できないため例外が
発生します。
　
XBRL2.0の場合：インポートされたアイテムの id
属性の値は採番し直されます。
XBRL2.1の場合：インポートされたアイテムは id
属性を持ちません。

項
番

ノードの型 説明
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11 TUPLE_NODE 引数 deepが trueの場合は，タプルの子要素もす
べてインポートされます。
引数 deepが falseの場合は，子要素はインポート
されません。
タプルをインポートする場合は，インポートしよう
としたタプルと同じ名前空間 URIおよび名前のタ
プルが，インポート先のインスタンス文書が参照す
るタクソノミー文書で定義されている必要がありま
す。同じ名前空間 URIおよび名前のタプルが定義
されていない場合は，例外が発生します。
　
XBRL2.1の場合：インポート元のタプルの xsi:nil
属性に "true" が指定されていて，かつ，インポー
ト先のタプルの要素宣言の nillable属性に "true"
が指定されていない場合は，インポート先のタプル
に xsi:nil属性を設定できないため例外が発生しま
す。
　
XBRL2.0の場合：インポートされたタプルの id属
性の値は採番し直されます。
XBRL2.1の場合：インポートされたタプルは id属
性を持ちません。

12 ENTITY_NODE 引数 deepの値に関係なく，常にサブツリーがイン
ポートされます。13 PERIOD_NODE

14 UNIT_NODE

15 OPERATOR_NODE

16 IDENTIFIER_NODE サブツリー※ 1がないため，引数 deepの値は影響
しません。

17 SEGMENT_NODE XBRL Dimensions1.0ではない場合：サブツリー※
1が存在しないため，引数 deepの値は影響しませ
ん。
XBRL Dimensions1.0の場合：引数 deepが true
の場合は，セグメント要素に含まれている
<xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素がすべてインポートさ
れます。
引数 deepが falseの場合は，セグメント要素に含
まれている <xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素がすべてインポートさ
れません。

18 MEASURE_NODE サブツリー※ 1がないため，引数 deepの値は影響
しません。

項
番

ノードの型 説明
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注※ 1　ここでのサブツリーとは，XBRL DOMのノード（XBRLInstanceNodeオブジェクト）に
よって構築されるツリーでのサブツリーのことです。W3C DOMのノード（org.w3c.dom.Nodeオ
ブジェクト）によって構築されるツリーでのサブツリーではないので注意してください。
例えば，単位要素の子として記述される <xbrli:divide>要素は，XBRL DOMでは XBRLUnit2オブ
ジェクトの子ノードとしては表現されませんが，W3C DOMでは <xbrli:divide>要素は
<xbrli:unit>要素を表すノードの子ノードとして表現されます。そのため，XBRLUnit2オブジェク
トをインポートすると，W3C DOMではサブツリーとなっている <xbrli:divide>要素を表すノード
やその子孫（<xbrli:unitNumerator>要素を表すノードや <xbrli:unitDenominator>要素を表す
ノード）もインポートされます。
これは，データ型が FRACTION_ITEMであるアイテム，XHTMLのタグを内容として持つ脚注，
任意の子要素を記述できるセグメント要素やシナリオ要素についても同じです。
注※ 2　XBRL Dimensions1.0の場合だけ存在します。

引数：
sourceNode - インポートされるノードを表す XBRLInstanceNodeオブジェクトを指
定します。
deep - 引数 sourceNodeに指定したノードのサブツリーをインポートする場合は
true，サブツリーをインポートしない場合は falseを指定します。

戻り値：

19 SCENARIO_NODE XBRL Dimensions1.0ではない場合：サブツリー※
1が存在しないため，引数 deepの値は影響しませ
ん。
XBRL Dimensions1.0の場合：引数 deepが true
の場合は，シナリオ要素に含まれている
<xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素がすべてインポートさ
れます。
引数 deepが falseの場合は，シナリオ要素に含ま
れている <xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素がすべてインポートさ
れません。

20 FOOTNOTE_NODE サブツリー※ 1がないため，引数 deep の値は影響
しません。
なお，インポート元の脚注がアイテムと関連づけら
れていた場合でも，そのアイテムは自動的にイン
ポートされません。インポートされた脚注はどのア
イテムとも関連づけられていない状態となります。
XBRL2.1の場合：インポートされた脚注は id属性
を持ちません。

21 EXPLICIT_MEMBER_NODE※ 2 サブツリー※ 1が存在しないため，引数 deepの値
は影響しません。

22 TYPED_MEMBER_NODE※ 2 サブツリー※ 1が存在しないため，引数 deepの値
は影響しません。

項
番

ノードの型 説明
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インポートされたノードを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 sourceNodeに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 sourceNodeに指定されたノードを所有する XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトが準拠している XBRLのバージョンと，この XBRLInstanceDocument
オブジェクトが準拠している XBRLのバージョンが異なる場合にスローされます。
［エラーコード：20104］
• 引数 sourceNodeに指定したノードが，インポートできない型である場合にスロー
されます。［エラーコード：20048］

• XBRL2.1の場合：引数 sourceNodeに指定されたノードの型が ITEM_NODEで，
かつ，インポート元でのアイテムの要素宣言とインポート先でのアイテムの要素
宣言で，ベースデータ型または xbrli:periodType属性の値が異なる場合にスロー
されます。［エラーコード：20145］

（82） cloneNode
public XBRLInstanceDocument cloneNode(org.w3c.dom.Document 
w3cdomDocument,
                                      boolean deep)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書を複製します。
引数 deepが trueの場合は，インスタンス文書のルート要素の内容がすべて複製さ
れます。引数 deepが falseの場合は，インスタンス文書のルート要素の内容は複製
されません。つまり，複製されたインスタンス文書は空です。ただし，名前空間宣
言や xsi:schemaLocation属性など，ルート要素の属性は常に複製されます。

ルート要素の挿入
複製された XBRLInstanceDocumentオブジェクトのルート要素は，複製直後
は DOMツリーにつながっていない状態となっています。このため，ユーザー
アプリケーションでは，W3C DOMの APIを使用して，複製されたインスタン
ス文書のルート要素を引数 w3cdomDocumentに指定した XML文書の任意の
位置へ挿入する必要があります。ただし，同一 XML文書に記述されているほ
かのインスタンス文書の中に挿入してはいけません。インスタンス文書のルー
ト要素を表す org.w3c.dom.Elementオブジェクトは，
XBRLInstanceDocument.getInstanceRoot()メソッドを使用して取得できます。

出発点となったタクソノミー本体およびリンクベースの指定
引数 deepが falseの場合は，複製元の <link:schemaRef>要素や
<link:linkbaseRef>要素は複製されません。このため，引数 deepに falseを指
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定してインスタンス文書を複製した場合は，タクソノミー文書を構築する際の
出発点となったタクソノミー本体およびリンクベースのリストを
XBRLTaxonomyDocument.getStartingPoints()メソッドによって取得し，出発
点となったタクソノミー本体およびリンクベースを指す <link:schemaRef>要
素および <link:linkbaseRef>要素をインスタンス文書に追加する必要がありま
す。このとき，各要素の xlink:href属性に指定する URIは，絶対 URI，相対
URIのどちらでもかまいません。ただし，インスタンス文書をストリームへ出
力してから再度読み込んだ際に，それらの URIは適切な文書へ解決される必要
があります。なお，必要な <link:schemaRef>要素および <link:linkbaseRef>
要素を追加しなかった場合は，インスタンス文書をストリームへ出力してから
再度読み込んだ場合に，タクソノミー文書を構成するタクソノミー本体または
リンクベースが不足するおそれがあるため，注意してください。

参照するタクソノミー文書
複製された XBRLInstanceDocumentオブジェクトは，複製元の
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが参照している XBRLTaxonomyDocument
オブジェクトの複製を参照します。つまり，
XBRLInstanceDocument.getTaxonomyDocument()メソッドの戻り値は，複製元の
XBRLInstanceDocumentオブジェクトと複製先の XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトで異なります。ただし，それぞれが参照する XBRLTaxonomyDocumentオ
ブジェクトの内容は同じです。

ルート要素の id属性
複製されたインスタンス文書のルート要素は id属性を持ちません。引数 deep
に trueが指定された場合は，インスタンス文書の内容が複製されますが，複製
された各ノードが id属性を持つかどうかについては，XBRLInstanceNodeイ
ンターフェースの「6.6.14(5)　cloneNode」を参照してください。

XBRLIdCreatorオブジェクトの引き継ぎ
インスタンス文書の IDを管理する XBRLIdManagerオブジェクトは新規に作
成されるため，複製元のインスタンス文書と複製されたインスタンス文書とで
IDを管理する XBRLIdManagerオブジェクトは異なります。ただし，
XBRLIdManagerオブジェクトに設定されている XBRLIdCreatorオブジェク
トは引き継がれます。つまり，複製元の XBRLInstanceDocumentオブジェク
トと複製された XBRLInstanceDocumentオブジェクトとで，getIdManager()
メソッドが返す XBRLIdManagerオブジェクトは異なりますが，
getIdManager().getIdCreator()によって取得できる XBRLIdCreatorオブジェ
クトは同一のものとなります。このため，インスタンス文書を複製する際にコ
ンテキスト要素などの id属性の値が採番し直されますが，このときに複製元と
同じ XBRLIdCreatorオブジェクトを使用して IDが生成されることになりま
す。

引数：
w3cdomDocument - インスタンス文書を挿入したい XML文書を表す
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org.w3c.dom.Documentオブジェクトを指定します。
deep - ノードのサブツリーを複製する場合は true，サブツリーを複製しない場合は
falseを指定します。

戻り値：
このノードの複製を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 w3cdomDocumentに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

（83） createExplicitMember
public XBRLExplicitMember createExplicitMember(XBRLQName dimension,
                                               XBRLQName value)

XBRLバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsバージョン：
1.0

説明：
<xbrldi:explicitMember>要素を表す XBRLExplicitMemberオブジェクトを新規に
生成します。

引数：
dimension - dimension属性の値を指定します。
value - <xbrldi:explicitMember>要素の内容を指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLExplicitMemberオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 dimensionまたは引数 valueに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

• 引数 dimensionまたは引数 valueに指定した XBRLQNameオブジェクトの名前
空間 URIに対応する名前空間宣言が，この XBRLInstanceDocumentオブジェク
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トに登録されていない場合にスローされます。［エラーコード：20023］
• 引数 dimensionまたは引数 valueに指定された XBRLQNameオブジェクトが名
前空間に属さないで，かつ，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデ
フォルトの名前空間の宣言が登録されている場合にスローされます。［エラーコー
ド：20069］

• 引数 dimensionで指定したディメンジョンがタクソノミー文書で定義されていな
い場合にスローされます。［エラーコード：22106］

• 引数 valueで指定したアイテムがタクソノミー文書で定義されていない場合にス
ローされます。［エラーコード：20044］

（84） createTypedMember
public XBRLTypedMember createTypedMember(XBRLQName dimension)

XBRLバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsバージョン：
1.0

説明：
<xbrldi:typedMember>要素を表す XBRLTypedMemberオブジェクトを新規に生成
します。

引数：
dimension - dimension属性の値を指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLTypedMemberオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 dimensionに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 dimensionに指定した XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URIに対応す
る名前空間宣言が，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトに登録されてい
ない場合にスローされます。［エラーコード：20023］

• 引数 dimensionに指定した XBRLQNameオブジェクトが名前空間に属さないで，
かつ，XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォルトの名前空間の宣言が登
録されている場合にスローされます。［エラーコード：20069］

• 引数 dimensionで指定したディメンジョンがタクソノミー文書で定義されていな
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い場合にスローされます。［エラーコード：22106］

（85） getDimensionsVersion
public int getDimensionsVersion()

XBRLバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンを取得します。
cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，インスタンス文書が XBRL2.1
に準拠している場合だけ使用されます。インスタンス文書がほかの XBRLのバー
ジョンに準拠している場合は，cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は使
用されません。

戻り値：
このインスタンス文書が XBRL Dimensions1.0に準拠している場合は
XBRLConstants.DIMENSIONS_1_0を返します。XBRL Dimensions1.0に準拠し
ていない場合は XBRLConstants.DIMENSIONS_NONEを返します。

6.6.8　XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェース
public interface XBRLInstanceDocumentBuilder

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書から XBRLInstanceDocumentオブジェクトを取得するための
APIを定義します。

メソッドの概要：
XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースのメソッドの概要を次の表に示
します。

表 6-26　XBRLInstanceDocumentBuilderインターフェースのメソッドの概要

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

1 XBRLDocum
entManager

getOwnerDocumentManager()
　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

2.0および
2.1

2 int getXBRLVersion()
　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが解析また
は作成するインスタンス文書の XBRLバージョンを取得しま
す。

2.0および
2.1
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3 boolean isValidating()
　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インス
タンス文書の解析時に文書の妥当性を検証するかどうかを調べ
ます。

2.0および
2.1

4 boolean isDelayLoading()
　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インス
タンス文書の解析時にリンクベースの遅延読み込みをするかど
うかを調べます。

2.0および
2.1

5 java.util.List
<java.lang.S

tring>

getExternalSchemaRefs()
　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インス
タンス文書の解析時に参照するタクソノミー本体の URIのリス
トを取得します。

2.1

6 java.lang.Ob
ject

getProperty(java.lang.String name)
　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタ
ンス文書を解析または作成する際に使用するプロパティの値を
取得します。

2.1

7 XBRLTaxono
myDocumen

tBuilder

getTaxonomyDocumentBuilder()
　　タクソノミー文書を読み込むために使用する
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを取得します。

2.0および
2.1

8 void setTaxonomyDocumentBuilder(XBRLTaxonomyDocumentBui
lder taxonomyDocumentBuilder)
　　タクソノミー文書を読み込むために使用する
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを設定します。

2.0および
2.1

9 void setEntityResolver(org.xml.sax.EntityResolver entityResolver)
　　インスタンス文書に存在するエンティティを解決するため
のエンティティリゾルバ（org.xml.sax.EntityResolverオブ
ジェクト）を設定します。

2.0および
2.1

10 void setErrorHandler(XBRLParseErrorHandler errorHandler)
　　インスタンス文書解析時のエラーを受け取るエラーハンド
ラ（XBRLParseErrorHandlerオブジェクト）を設定します。

2.0および
2.1

11 XBRLInstan
ceDocument

parse(org.xml.sax.InputSource is)
　　指定した入力ソースからインスタンス文書を解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

2.0および
2.1

12 XBRLInstan
ceDocument

parse(java.io.InputStream is)
　　指定した入力ストリームをインスタンス文書として解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

2.0および
2.1

13 XBRLInstan
ceDocument

parse(java.io.InputStream is, java.lang.String systemId)
　　指定した入力ストリームをインスタンス文書として解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

2.0および
2.1

14 XBRLInstan
ceDocument

parse(java.io.File file)
　　指定したファイルをインスタンス文書として解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

2.0および
2.1

15 XBRLInstan
ceDocument

parse(java.lang.String uri)
　　指定した URIをインスタンス文書として解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

2.0および
2.1

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン
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16 XBRLInstan
ceDocument

parse(org.w3c.dom.Element instanceRoot)
　　指定した要素をルート要素とするインスタンス文書を解析
し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成しま
す。

2.1

17 XBRLInstan
ceDocument

parse(org.w3c.dom.Element instanceRoot, java.lang.String 
systemId)
　　指定した要素をルート要素とするインスタンス文書を解析
し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成しま
す。

2.1

18 XBRLInstan
ceDocument[

]

parse2(org.xml.sax.InputSource is)
　　指定した入力ソースに含まれる複数のインスタンス文書を
解析し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成
します。

2.1

19 XBRLInstan
ceDocument[

]

parse2(java.io.InputStream is)
　　指定した入力ストリームに含まれる複数のインスタンス文
書を解析し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に
生成します。

2.1

20 XBRLInstan
ceDocument[

]

parse2(java.io.InputStream is, java.lang.String systemId)
　　指定した入力ストリームに含まれる複数のインスタンス文
書を解析し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に
生成します。

2.1

21 XBRLInstan
ceDocument[

]

parse2(java.io.File file)
　　指定したファイルに含まれる複数のインスタンス文書を解
析し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成し
ます。

2.1

22 XBRLInstan
ceDocument[

]

parse2(java.lang.String uri)
　　指定したURIに含まれる複数のインスタンス文書を解析
し，XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成しま
す。

2.1

23 XBRLInstan
ceDocument

newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument 
taxonomyDocument)
　　空のインスタンス文書を表す XBRLInstanceDocumentオ
ブジェクトを新規に生成します。

2.0および
2.1

24 XBRLInstan
ceDocument

newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument 
taxonomyDocument, java.lang.String systemId)
　　空のインスタンス文書を表す XBRLInstanceDocumentオ
ブジェクトを新規に生成します。

2.1

25 XBRLInstan
ceDocument

newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument 
taxonomyDocument, org.w3c.dom.Document 
w3cdomDocument)
　　XML文書の任意の位置にインスタンス文書を追加する場合
に使用します。空のインスタンス文書を表す
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

2.1

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン
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（1） getOwnerDocumentManager
public XBRLDocumentManager getOwnerDocumentManager()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

戻り値：
この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを返します。

（2） getXBRLVersion
public int getXBRLVersion()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが解析または作成するインスタンス

26 XBRLInstan
ceDocument

newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument 
taxonomyDocument, org.w3c.dom.Document 
w3cdomDocument, java.lang.String systemId)
　　XML文書の任意の位置にインスタンス文書を追加する場合
に使用します。空のインスタンス文書を表す
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

2.1

27 int getDimensionsVersion()
　　XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，どの
バージョンの XBRL Dimensionsに準拠しているインスタンス
文書を解析または作成するのかを取得します。

2.1

28 void setCreatingSchemaLocations(boolean creating)
　　空のインスタンス文書を表す XBRLInstanceDocumentオ
ブジェクトを生成するときに，ルート要素の
xsi:schemaLocation属性の初期値として，タクソノミー文書に
含まれる各タクソノミー本体の対象名前空間 URIと位置を示す
絶対 URIの組を設定するかどうかを指定します。

2.1

29 boolean isCreatingSchemaLocations()
　　空のインスタンス文書を表す XBRLInstanceDocumentオ
ブジェクトを生成するときに，ルート要素の
xsi:schemaLocation属性の初期値として，タクソノミー文書に
含まれる各タクソノミー本体の対象名前空間 URIと位置を示す
絶対 URIの組を設定するかどうかを示します。

2.1

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン
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文書の XBRLバージョンを取得します。
このメソッドが返す設定値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクト
がインスタンス文書を解析または作成する際に使用する cbrp.parse.XBRLVersionプ
ロパティの値となります。
この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値は，この XBRLInstanceDocumentBuilder
オブジェクトを生成した XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setXBRLVersion()メソッド，または setProperty()メソッドで設定された値です。
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトで値が設定されなかった場合
は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値について
は，「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
XBRL2.0に準拠したインスタンス文書を解析または作成する場合は
XBRLConstants.XBRL_2_0，XBRL2.1に準拠したインスタンス文書を解析または
作成する場合は XBRLConstants.XBRL_2_1を返します。

（3） isValidating
public boolean isValidating()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書の解析時に文
書の妥当性を検証するかどうかを調べます。
このメソッドが返す設定値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクト
がインスタンス文書を解析する際に使用する cbrp.parse.validateプロパティの値で
す。
この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが使用する cbrp.parse.validate
プロパティの値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを生成した
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトの setValidating()メソッド，
または setProperty()メソッドで設定された値です。
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトで値が設定されなかった場合
は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値について
は，「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
インスタンス文書の解析時に妥当性を検証する場合は true，検証しない場合は false
を返します。

（4） isDelayLoading
public boolean isDelayLoading()
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XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書の解析時にリ
ンクベースの遅延読み込みをするかどうかを調べます。
このメソッドが返す設定値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクト
がインスタンス文書を解析する際に使用する cbrp.parse.delayLoadプロパティの値
です。
この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.delayLoadプロパティの値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderオ
ブジェクトを生成した XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setDelayLoading()メソッド，または setProperty()メソッドで設定された値です。
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトで値が設定されなかった場合
は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値について
は，「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
インスタンス文書に記述されているリンクの解析を遅延する場合は true，遅延しな
い場合は falseを返します。

（5） getExternalSchemaRefs
public java.util.List<java.lang.String> getExternalSchemaRefs()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書の解析時に参
照するタクソノミー本体の URIのリストを取得します。
このメソッドが返す設定値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクト
がインスタンス文書を解析する際に使用する cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefs
プロパティの値です。
この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefsプロパティの値は，この
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを生成した
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトの setExternalSchemaRefs()
メソッド，または setProperty()メソッドで設定された値です。
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトで値が設定されなかった場合
は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値について
は，「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。
このメソッドが返す設定値は，解析対象のインスタンス文書が XBRL2.1に準拠して
いる場合にだけ有効です。解析対象のインスタンス文書がほかのバージョンの
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XBRL仕様に準拠しているものである場合は，このメソッドが返す設定値は使用さ
れません。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
インスタンス文書の解析時に参照するタクソノミー本体のURIを表す文字列のリス
トを返します。インスタンス文書に記述されている <link:schemaRef>要素だけを
使用して解析処理を行うように設定されている場合は，要素数が 0のリストを返し
ます。

（6） getProperty
public java.lang.Object getProperty(java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書を解析または作
成する際に使用するプロパティの値を取得します。このメソッドで値を取得できる
プロパティの一覧およびこのメソッドがプロパティの値として返すオブジェクトの
詳細については，「4.16.2　プロパティ一覧」を参照してください。

引数：
name - プロパティの名前を指定します。

戻り値：
プロパティの値を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 nameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 nameに指定したプロパティの名前が正しくない場合にスローされます。［エ
ラーコード：20150］

（7） getTaxonomyDocumentBuilder
public XBRLTaxonomyDocumentBuilder getTaxonomyDocumentBuilder()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書を読み込むために使用する XBRLTaxonomyDocumentBuilderオ
ブジェクトを取得します。
このメソッドが返す設定値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクト
の setTaxonomyDocumentBuilder()メソッドで設定された値となります。
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setTaxonomyDocumentBuilder()メソッドの引数に nullが指定された場合，また
は，setTaxonomyDocumentBuilder()メソッドが呼び出されなかった場合は，null
を返します。

戻り値：
タクソノミー文書を読み込むために使用する XBRLTaxonomyDocumentBuilderオ
ブジェクトを返します。nullを返した場合は，
this.getOwnerDocumentManager().newTaxonomyDocumentBuilderFactory().new
TaxonomyDocumentBuilder()によって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用されることを意味します。

（8） setTaxonomyDocumentBuilder
public void setTaxonomyDocumentBuilder(XBRLTaxonomyDocumentBuilder 
taxonomyDocumentBuilder)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書を読み込むために使用する XBRLTaxonomyDocumentBuilderオ
ブジェクトを設定します。
このメソッドで設定された XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトは，次
の場合に使用されることがあります。
• この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトの parse()メソッドを呼び出
してインスタンス文書を解析する際に，そのインスタンス文書が参照しているタ
クソノミー文書を解析する場合

• この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトによって生成された
XBRLInstanceDocumentオブジェクトに <link:linkbaseRef>要素を追加する場
合

• XBRL2.1の場合：この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトによって
生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトに <link:schemaRef>要素，
<link:roleRef>要素，および，<link:arcroleRef>要素を追加する場合

このメソッドを呼び出さなかった場合，もしくは引数 taxonomyDocumentBuilder
に nullを指定した場合は，
this.getOwnerDocumentManager().newTaxonomyDocumentBuilderFactory().new
TaxonomyDocumentBuilder()によって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用されます。このとき，エン
ティティリゾルバ（org.xml.sax.EntityResolver），エラーハンドラ
（XBRLParseErrorHandler），および setValidating()などのメソッドで設定される
各種プロパティの値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトに設定
されたものが引き継がれます。

引数：
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taxonomyDocumentBuilder - タクソノミー文書を読み込むために使用する
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを指定します。nullを指定すると，
this.getOwnerDocumentManager().newTaxonomyDocumentBuilderFactory().new
TaxonomyDocumentBuilder()によって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用されます。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 taxonomyDocumentBuilderに指定した XBRLTaxonomyDocumentBuilder
オブジェクトを所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトが，この
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エラー
コード：20051］

• 引数 taxonomyDocumentBuilderに指定された
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRLのバー
ジョンと，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする
XBRLのバージョンが異なる場合にスローされます。［エラーコード：20102］

• XBRL2.1の場合：この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインス
タンス文書の解析時に完全な妥当性検証をするように設定されていて，かつ引数
taxonomyDocumentBuilderに指定された XBRLTaxonomyDocumentBuilderオ
ブジェクトがタクソノミー文書の解析時に完全な妥当性検証をするように設定さ
れていない場合にスローされます。［エラーコード：20149］

• 引数 taxonomyDocumentBuilderに指定した XBRLTaxonomyDocumentBuilder
オブジェクトが処理対象とする XBRL Dimensionsのバージョンと，この
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRL 
Dimensionsのバージョンが異なる場合にスローされます。［エラーコード：
22101］

（9） setEntityResolver
public void setEntityResolver(org.xml.sax.EntityResolver 
entityResolver)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書に存在するエンティティを解決するためのエンティティリゾルバ
（org.xml.sax.EntityResolverオブジェクト）を設定します。
setTaxonomyDocumentBuilder()メソッドを呼び出さなかったか，または
setTaxonomyDocumentBuilder()メソッドの引数に nullを指定した場合は，タクソ
ノミー文書を解析する際に，エンティティを解決するため，このメソッドで設定し
た org.xml.sax.EntityResolverオブジェクトが使用されます。タクソノミー文書を
解析するために使用される org.xml.sax.EntityResolverオブジェクトでは，
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resolveEntity()メソッドの戻り値として返す org.xml.sax.InputSourceオブジェク
トに，必ずシステム識別子を設定しなければなりません。詳細については，
XBRLTaxonomyDocumentBuilderインターフェースの「6.8.14(8)　
setEntityResolver」を参照してください。

引数：
entityResolver - 解析するインスタンス文書に存在するエンティティを解決するため
に使用される，org.xml.sax.EntityResolverオブジェクトを指定します。nullを指
定すると，デフォルトの実装が使用されます。

（10） setErrorHandler
public void setErrorHandler(XBRLParseErrorHandler errorHandler)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書解析時のエラーを受け取るエラーハンドラ
（XBRLParseErrorHandlerオブジェクト）を設定します。
引数 errorHandlerに nullを指定した場合は，XBRLParseErrorHandlerインター
フェースのデフォルトの実装が使用されます。デフォルトの実装では，warning()，
error()の両メソッドが呼び出された場合は何もしないため，解析処理が続行されま
す。また，fatalError()メソッドが呼び出された場合は，fatalError()メソッドの引
数に指定した例外をスローするため解析処理が中断されます。

引数：
errorHandler - 解析するインスタンス文書に存在するエラーのレポートを受け取る，
XBRLParseErrorHandlerオブジェクトを指定します。nullを指定すると，デフォ
ルトの実装が使用されます。

（11） parse
public XBRLInstanceDocument parse(org.xml.sax.InputSource is)
                            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した入力ソースからインスタンス文書を解析し，XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトを新規に生成します。
• XBRL2.0の場合：
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素である必要
があります。解析対象のインスタンス文書のルート要素が XML文書のルート要素
でない場合は，致命的エラーが発生します。

• XBRL2.1の場合：
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解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素でなくても
かまいません。ただし，XML文書中に複数のインスタンス文書が含まれている場
合は，最初の一つだけが解析され，二つ目以降のインスタンス文書は解析されま
せん。XML文書中に含まれるすべてのインスタンス文書を解析したい場合は，
parse2()メソッドを使用してください。

引数：
is - 入力ソースを表す org.xml.sax.InputSourceオブジェクトを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMException - 
• インスタンス文書の解析処理で，エラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 isに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 isに指定された org.xml.sax.InputSourceオブジェクトに設定されているシ
ステム識別子の形式が不正な場合にスローされます。［エラーコード：20147］

（12） parse
public XBRLInstanceDocument parse(java.io.InputStream is)
                            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した入力ストリームをインスタンス文書として解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。
• XBRL2.0の場合：
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素である必要
があります。解析対象のインスタンス文書のルート要素が XML文書のルート要素
でない場合は，致命的エラーが発生します。

• XBRL2.1の場合：
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素でなくても
かまいません。ただし，XML文書中に複数のインスタンス文書が含まれている場
合は，最初の一つだけが解析され，二つ目以降のインスタンス文書は解析されま
せん。XML文書中に含まれるすべてのインスタンス文書を解析したい場合は，
parse2()メソッドを使用してください。
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引数：
is - インスタンス文書を含む入力ストリームを表す java.io.InputStreamオブジェク
トを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMException - 
• インスタンス文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 isに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（13） parse
public XBRLInstanceDocument parse(java.io.InputStream is,
                                  java.lang.String systemId)
                            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した入力ストリームをインスタンス文書として解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。
• XBRL2.0の場合：
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素である必要
があります。解析対象のインスタンス文書のルート要素が XML文書のルート要素
でない場合は，致命的エラーが発生します。

• XBRL2.1の場合：
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素でなくても
かまいません。ただし，XML文書中に複数のインスタンス文書が含まれている場
合は，最初の一つだけが解析され，二つ目以降のインスタンス文書は解析されま
せん。XML文書中に含まれるすべてのインスタンス文書を解析したい場合は，
parse2()メソッドを使用してください。

引数：
is - インスタンス文書を含む入力ストリームを表す java.io.InputStreamオブジェク
トを指定します。
systemId - インスタンス文書のシステム識別子を指定します。システム識別子は，
相対 URIを解決するために使用されます。

戻り値：
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新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMException - 
• インスタンス文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 isまたは systemIdに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

• 引数 systemIdに指定されたシステム識別子の形式が不正な場合にスローされま
す。［エラーコード：20147］

（14） parse
public XBRLInstanceDocument parse(java.io.File file)
                            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定したファイルをインスタンス文書として解析し，XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトを新規に生成します。
• XBRL2.0の場合：
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素である必要
があります。解析対象のインスタンス文書のルート要素が XML文書のルート要素
でない場合は，致命的エラーが発生します。

• XBRL2.1の場合：
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素でなくても
かまいません。ただし，XML文書中に複数のインスタンス文書が含まれている場
合は，最初の一つだけが解析され，二つ目以降のインスタンス文書は解析されま
せん。XML文書中に含まれるすべてのインスタンス文書を解析したい場合は，
parse2()メソッドを使用してください。

引数：
file - インスタンス文書を含むファイルを表す java.io.Fileオブジェクトを指定しま
す。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMException - 
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• インスタンス文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 fileに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（15） parse
public XBRLInstanceDocument parse(java.lang.String uri)
                            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した URIをインスタンス文書として解析し，XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトを新規に生成します。
• XBRL2.0の場合：
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素である必要
があります。解析対象のインスタンス文書のルート要素が XML文書のルート要素
でない場合は，致命的エラーが発生します。

• XBRL2.1の場合：
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素でなくても
かまいません。ただし，XML文書中に複数のインスタンス文書が含まれている場
合は，最初の一つだけが解析され，二つ目以降のインスタンス文書は解析されま
せん。XML文書中に含まれるすべてのインスタンス文書を解析したい場合は，
parse2()メソッドを使用してください。

引数：
uri - インスタンス文書の場所を示すURIを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMException - 
• インスタンス文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 uriに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 uriに指定された URIの形式が不正な場合にスローされます。［エラーコー
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ド：20147］

（16） parse
public XBRLInstanceDocument parse(org.w3c.dom.Element instanceRoot)
                            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
指定した要素をルート要素とするインスタンス文書を解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。
このメソッドでインスタンス文書を解析する場合は，DOMツリーはすでに生成され
ているため，XMLプロセッサによる解析処理は実行されません。このため，この
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書の解析時に妥当
性の検証を行うように設定されている場合（isValidating()メソッドが trueを返す
場合）でも，XML Schemaによる妥当性の検証はされません。ただし，
uCosminexus Business Reporting Processor独自の検証処理は実行されます。

引数：
instanceRoot - インスタンス文書のルート要素を表す org.w3c.dom.Elementオブ
ジェクトを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMException -
• インスタンス文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException -
• この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，バージョンが 2.1である

XBRL仕様に準拠したインスタンス文書を解析するように設定されていない場合
にスローされます。［エラーコード：20101］

• 引数 instanceRootに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

（17） parse
public XBRLInstanceDocument parse(org.w3c.dom.Element instanceRoot,
                                  java.lang.String systemId)
                            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
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2.1

説明：
指定した要素をルート要素とするインスタンス文書を解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。
このメソッドでインスタンス文書を解析する場合は，DOMツリーはすでに生成され
ているため，XMLプロセッサによる解析処理は実行されません。このため，この
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書の解析時に妥当
性の検証を行うように設定されている場合（isValidating()メソッドが trueを返す
場合）でも，XML Schemaによる妥当性の検証はされません。ただし，
uCosminexus Business Reporting Processor独自の検証処理は実行されます。

引数：
instanceRoot - インスタンス文書のルート要素を表す org.w3c.dom.Elementオブ
ジェクトを指定します。
systemId  インスタンス文書のシステム識別子を指定します。システム識別子は，相
対 URIを解決するために使用されます。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMException -
• インスタンス文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException -
• この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，バージョンが 2.1である

XBRL仕様に準拠したインスタンス文書を解析するように設定されていない場合
にスローされます。［エラーコード：20101］

• 引数 instanceRootまたは systemIdに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］
• 引数 systemIdに指定されたシステム識別子の形式が不正な場合にスローされま
す。［エラーコード：20147］

（18） parse2
public XBRLInstanceDocument[] parse2(org.xml.sax.InputSource is)
                              throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
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指定した入力ソースに含まれる複数のインスタンス文書を解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素でなくてもか
まいません。また，XML文書中に複数のインスタンス文書を含めることができま
す。XML文書中に複数のインスタンス文書が含まれている場合は，含まれているイ
ンスタンス文書をすべて解析して XBRLInstanceDocumentオブジェクトとして返
します。ただし，XML文書中にインスタンス文書が一つも含まれていない場合は，
致命的エラーが発生します。

IDの一元管理
このメソッドが複数の XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返した場合，
インスタンス文書に含まれる IDは，XBRLInstanceDocumentオブジェクトご
とに別々の XBRLIdManagerオブジェクトで管理されます。つまり，
XBRLInstanceDocument.getIdManager()メソッドが返す XBRLIdManagerオ
ブジェクトは，XBRLInstanceDocumentオブジェクトごとに異なります。そ
のため，IDを一つの XBRLIdManagerオブジェクトで一元管理したい場合は，
XBRLIdManager.registerDocument(XBRLInstanceDocument doc)メソッドを
使用して，各 XBRLInstanceDocumentオブジェクトを同じ XBRLIdManager
オブジェクトへ登録する必要があります。

引数：
is - インスタンス文書を含む入力ソースを表す org.xml.sax.InputSourceオブジェク
トを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトの配列を返します。

例外：
XBRLDOMException -
• インスタンス文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException -
• この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，バージョンが 2.1である

XBRL仕様に準拠したインスタンス文書を解析するように設定されていない場合
にスローされます。［エラーコード：20101］

• 引数 isに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 isに指定された org.xml.sax.InputSourceオブジェクトに設定されているシ
ステム識別子の形式が不正な場合にスローされます。［エラーコード：20147］

（19） parse2
public XBRLInstanceDocument[] parse2(java.io.InputStream is)
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                              throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
指定した入力ストリームに含まれる複数のインスタンス文書を解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素でなくてもか
まいません。また，XML文書中に複数のインスタンス文書を含めることができま
す。XML文書中に複数のインスタンス文書が含まれている場合は，含まれているイ
ンスタンス文書をすべて解析して XBRLInstanceDocumentオブジェクトとして返
します。ただし，XML文書中にインスタンス文書が一つも含まれていない場合は，
致命的エラーが発生します。

IDの一元管理
このメソッドが複数の XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返した場合，
インスタンス文書に含まれる IDは，XBRLInstanceDocumentオブジェクトご
とに別々の XBRLIdManagerオブジェクトで管理されます。つまり，
XBRLInstanceDocument.getIdManager()メソッドが返す XBRLIdManagerオ
ブジェクトは，XBRLInstanceDocumentオブジェクトごとに異なります。そ
のため，IDを一つの XBRLIdManagerオブジェクトで一元管理したい場合は，
XBRLIdManager.registerDocument(XBRLInstanceDocument doc)メソッドを
使用して，各 XBRLInstanceDocumentオブジェクトを同じ XBRLIdManager
オブジェクトへ登録する必要があります。

引数：
is - インスタンス文書を含む入力ストリームを表す java.io.InputStreamオブジェク
トを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトの配列を返します。

例外：
XBRLDOMException -
• インスタンス文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException -
• この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，バージョンが 2.1である

XBRL仕様に準拠したインスタンス文書を解析するように設定されていない場合
にスローされます。［エラーコード：20101］

• 引数 isに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
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（20） parse2
public XBRLInstanceDocument[] parse2(java.io.InputStream is,
                                     java.lang.String systemId)
                              throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
指定した入力ストリームに含まれる複数のインスタンス文書を解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素でなくてもか
まいません。また，XML文書中に複数のインスタンス文書を含めることができま
す。XML文書中に複数のインスタンス文書が含まれている場合は，含まれているイ
ンスタンス文書をすべて解析して XBRLInstanceDocumentオブジェクトとして返
します。ただし，XML文書中にインスタンス文書が一つも含まれていない場合は，
致命的エラーが発生します。

IDの一元管理
このメソッドが複数の XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返した場合，
インスタンス文書に含まれる IDは，XBRLInstanceDocumentオブジェクトご
とに別々の XBRLIdManagerオブジェクトで管理されます。つまり，
XBRLInstanceDocument.getIdManager()メソッドが返す XBRLIdManagerオ
ブジェクトは，XBRLInstanceDocumentオブジェクトごとに異なります。そ
のため，IDを一つの XBRLIdManagerオブジェクトで一元管理したい場合は，
XBRLIdManager.registerDocument(XBRLInstanceDocument doc)メソッドを
使用して，各 XBRLInstanceDocumentオブジェクトを同じ XBRLIdManager
オブジェクトへ登録する必要があります。

引数：
is - インスタンス文書を含む入力ストリームを表す java.io.InputStreamオブジェク
トを指定します。
systemId - インスタンス文書を含む XML文書のシステム識別子を指定します。シス
テム識別子は，相対URIを解決するために使用されます。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトの配列を返します。

例外：
XBRLDOMException -
• インスタンス文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。
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XBRLDOMRuntimeException -
• この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，バージョンが 2.1である

XBRL仕様に準拠したインスタンス文書を解析するように設定されていない場合
にスローされます。［エラーコード：20101］

• 引数 isまたは systemIdに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

• 引数 systemIdに指定されたシステム識別子の形式が不正な場合にスローされま
す。［エラーコード：20147］

（21） parse2
public XBRLInstanceDocument[] parse2(java.io.File file)
                              throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
指定したファイルに含まれる複数のインスタンス文書を解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素でなくてもか
まいません。また，XML文書中に複数のインスタンス文書を含めることができま
す。XML文書中に複数のインスタンス文書が含まれている場合は，含まれているイ
ンスタンス文書をすべて解析して XBRLInstanceDocumentオブジェクトとして返
します。ただし，XML文書中にインスタンス文書が一つも含まれていない場合は，
致命的エラーが発生します。

IDの一元管理
このメソッドが複数の XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返した場合，
インスタンス文書に含まれる IDは，XBRLInstanceDocumentオブジェクトご
とに別々の XBRLIdManagerオブジェクトで管理されます。つまり，
XBRLInstanceDocument.getIdManager()メソッドが返す XBRLIdManagerオ
ブジェクトは，XBRLInstanceDocumentオブジェクトごとに異なります。そ
のため，IDを一つの XBRLIdManagerオブジェクトで一元管理したい場合は，
XBRLIdManager.registerDocument(XBRLInstanceDocument doc)メソッドを
使用して，各 XBRLInstanceDocumentオブジェクトを同じ XBRLIdManager
オブジェクトへ登録する必要があります。

引数：
file - インスタンス文書を含むファイルを表す java.io.Fileオブジェクトを指定しま
す。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトの配列を返します。

例外：
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XBRLDOMException -
• インスタンス文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException - 
• この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，バージョンが 2.1である

XBRL仕様に準拠したインスタンス文書を解析するように設定されていない場合
にスローされます。［エラーコード：20101］

• 引数 fileに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（22） parse2
public XBRLInstanceDocument[] parse2(java.lang.String uri)
                              throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
指定したURIに含まれる複数のインスタンス文書を解析し，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。
解析対象のインスタンス文書のルート要素は，XML文書のルート要素でなくてもか
まいません。また，XML文書中に複数のインスタンス文書を含めることができま
す。XML文書中に複数のインスタンス文書が含まれている場合は，含まれているイ
ンスタンス文書をすべて解析して XBRLInstanceDocumentオブジェクトとして返
します。ただし，XML文書中にインスタンス文書が一つも含まれていない場合は，
致命的エラーが発生します。

IDの一元管理
このメソッドが複数の XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返した場合，
インスタンス文書に含まれる IDは，XBRLInstanceDocumentオブジェクトご
とに別々の XBRLIdManagerオブジェクトで管理されます。つまり，
XBRLInstanceDocument.getIdManager()メソッドが返す XBRLIdManagerオ
ブジェクトは，XBRLInstanceDocumentオブジェクトごとに異なります。そ
のため，IDを一つの XBRLIdManagerオブジェクトで一元管理したい場合は，
XBRLIdManager.registerDocument(XBRLInstanceDocument doc)メソッドを
使用して，各 XBRLInstanceDocumentオブジェクトを同じ XBRLIdManager
オブジェクトへ登録する必要があります。

引数：
uri - インスタンス文書を含む XML文書の場所を示すURIを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトの配列を返します。
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例外：
XBRLDOMException -
• インスタンス文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException -
• この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，バージョンが 2.1である

XBRL仕様に準拠したインスタンス文書を解析するように設定されていない場合
にスローされます。［エラーコード：20101］

• 引数 uriに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 uriに指定された URIの形式が不正な場合にスローされます。［エラーコー
ド：20147］

（23） newInstanceDocument
public XBRLInstanceDocument 
newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument taxonomyDocument)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
空のインスタンス文書を表す XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成
します。
生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトに対応する
org.w3c.dom.Documentオブジェクトが新規に作成されます。また，インスタンス
文書のルート要素が XML文書のルート要素として設定されます。

XBRL2.1の場合：出発点となったタクソノミー本体およびリンクベースの追加
このメソッドを使用して新規にインスタンス文書を生成した場合は，引数
taxonomyDocumentに指定した XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを構
築する際の出発点となったタクソノミー本体およびリンクベースのリストを
XBRLTaxonomyDocument.getStartingPoints()メソッドを使用して取得し，出
発点となったタクソノミー本体およびリンクベースを指す <link:schemaRef>
要素および <link:linkbaseRef>要素をインスタンス文書に追加する必要があり
ます。このとき，各要素の xlink:href属性に指定する URIは，絶対 URI，相対
URIのどちらでもかまいません。ただし，インスタンス文書をストリームへ出
力してから再度読み込んだ際に，xlink:href属性のURIを適切な文書に解決で
きる必要があります。なお，必要な <link:schemaRef>要素および
<link:linkbaseRef>要素を追加しなかった場合は，インスタンス文書をスト
リームへ出力してから再度読み込んだ際に，タクソノミー文書を構成するタク
ソノミー本体またはリンクベースに不足が生じるおそれがあるため，注意して
ください。
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引数：
taxonomyDocument -タクソノミー文書を表す XBRLTaxonomyDocumentオブジェ
クトを指定します。生成される XBRLInstanceDocumentオブジェクトは，この
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトの複製を参照します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 taxonomyDocumentに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

• 引数 taxonomyDocumentに指定した XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを
所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトが，この
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エラー
コード：20051］

• 引数 taxonomyDocumentに指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクト
が準拠する XBRLのバージョンと，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブ
ジェクトが処理対象とする XBRLのバージョンが異なる場合にスローされます。
［エラーコード：20103］
• 引数 taxonomyDocumentに指定した XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが
準拠する XBRL Dimensionsのバージョンと，この
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRL 
Dimensionsのバージョンが異なる場合にスローされます。［エラーコード：
22103］

（24） newInstanceDocument
public XBRLInstanceDocument 
newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument taxonomyDocument,
                                                java.lang.String systemId)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
空のインスタンス文書を表す XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成
します。
生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトに対応する
org.w3c.dom.Documentオブジェクトが新規に作成されます。また，インスタンス
文書のルート要素が XML文書のルート要素として設定されます。

出発点となったタクソノミー本体およびリンクベースの追加
このメソッドを使用して新規にインスタンス文書を生成した場合は，引数
529



6.　APIリファレンス
taxonomyDocumentに指定した XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを構
築する際の出発点となったタクソノミー本体およびリンクベースのリストを
XBRLTaxonomyDocument.getStartingPoints()メソッドを使用して取得し，出
発点となったタクソノミー本体およびリンクベースを指す <link:schemaRef>
要素および <link:linkbaseRef>要素をインスタンス文書に追加する必要があり
ます。このとき，各要素の xlink:href属性に指定する URIは，絶対 URI，相対
URIのどちらでもかまいません。ただし，インスタンス文書をストリームへ出
力してから再度読み込んだ際に，xlink:href属性のURIを適切な文書に解決で
きる必要があります。なお，必要な <link:schemaRef>要素および
<link:linkbaseRef>要素を追加しなかった場合は，インスタンス文書をスト
リームへ出力してから再度読み込んだ際に，タクソノミー文書を構成するタク
ソノミー本体またはリンクベースに不足が生じるおそれがあるため，注意して
ください。

引数：
taxonomyDocument - タクソノミー文書を表す XBRLTaxonomyDocumentオブジェ
クトを指定します。生成される XBRLInstanceDocumentオブジェクトは，この
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトの複製を参照します。
systemId - インスタンス文書のシステム識別子を指定します。システム識別子は，
相対 URIを解決するために使用されます。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，バージョンが 2.1である

XBRL仕様に準拠したインスタンス文書を作成するように設定されていない場合
にスローされます。［エラーコード：20101］

• 引数 taxonomyDocumentまたは systemIdに nullを指定した場合にスローされま
す。［エラーコード：20002］

• 引数 taxonomyDocumentに指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクト
を所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトが，この
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エラー
コード：20051］

• 引数 taxonomyDocumentに指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクト
が準拠する XBRLのバージョンと，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブ
ジェクトが処理対象とする XBRLのバージョンが異なる場合にスローされます。
［エラーコード：20103］
• 引数 taxonomyDocumentに指定した XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが
準拠する XBRL Dimensionsのバージョンと，この
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XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRL 
Dimensionsのバージョンが異なる場合にスローされます。［エラーコード：
22103］

• 引数 systemIdに指定されたシステム識別子の形式が不正な場合にスローされま
す。［エラーコード：20147］

（25） newInstanceDocument
public XBRLInstanceDocument 
newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument taxonomyDocument,
                                                org.w3c.dom.Document 
w3cdomDocument)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XML文書の任意の位置にインスタンス文書を追加する場合に使用します。空のイン
スタンス文書を表す XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

ルート要素の挿入
生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトのルート要素は，生成直後
は DOMツリーにつながっていません。そのため，ユーザーアプリケーション
では，W3C DOMの APIを使用して，生成されたインスタンス文書のルート要
素を，引数 w3cdomDocumentに指定した XML文書の任意の位置へ挿入する
必要があります。ただし，同一 XML文書中に記述されているほかのインスタ
ンス文書の中に挿入しないでください。インスタンス文書のルート要素を表す
org.w3c.dom.Elementオブジェクトは，
XBRLInstanceDocument.getInstanceRoot()メソッドを使用して取得できます。

出発点となったタクソノミー本体およびリンクベースの追加
このメソッドを使用して新規にインスタンス文書を生成した場合は，引数
taxonomyDocumentに指定した XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを構
築する際の出発点となったタクソノミー本体およびリンクベースのリストを
XBRLTaxonomyDocument.getStartingPoints()メソッドを使用して取得し，出
発点となったタクソノミー本体およびリンクベースを指す <link:schemaRef>
要素および <link:linkbaseRef>要素をインスタンス文書に追加する必要があり
ます。このとき，各要素の xlink:href属性に指定する URIは，絶対URI，相対
URIのどちらでもかまいません。ただし，インスタンス文書をストリームへ出
力してから再度読み込んだ際に，xlink:href属性の URIを適切な文書に解決で
きる必要があります。なお，必要な <link:schemaRef>要素および
<link:linkbaseRef>要素を追加しなかった場合は，インスタンス文書をスト
リームへ出力してから再度読み込んだ際に，タクソノミー文書を構成するタク
ソノミー本体またはリンクベースに不足が生じるおそれがあるため，注意して
ください。
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引数：
taxonomyDocument - タクソノミー文書を表す XBRLTaxonomyDocumentオブジェ
クトを指定します。生成される XBRLInstanceDocumentオブジェクトは，この
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトの複製を参照します。
w3cdomDocument - インスタンス文書を挿入したい XML文書を表す
org.w3c.dom.Documentオブジェクトを指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，バージョンが 2.1である

XBRL仕様に準拠したインスタンス文書を作成するように設定されていない場合
にスローされます。［エラーコード：20101］

• 引数 taxonomyDocumentまたは w3cdomDocumentに nullを指定した場合にス
ローされます。［エラーコード：20002］

• 引数 taxonomyDocumentに指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクト
を所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトが，この
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エラー
コード：20051］

• 引数 taxonomyDocumentに指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクト
が準拠する XBRLのバージョンと，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブ
ジェクトが処理対象とする XBRLのバージョンが異なる場合にスローされます。
［エラーコード：20103］
• 引数 taxonomyDocumentに指定した XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが
準拠する XBRL Dimensionsのバージョンと，この
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRL 
Dimensionsのバージョンが異なる場合にスローされます。［エラーコード：
22103］

（26） newInstanceDocument
public XBRLInstanceDocument 
newInstanceDocument(XBRLTaxonomyDocument taxonomyDocument,
                                                org.w3c.dom.Document 
w3cdomDocument,
                                                java.lang.String systemId)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XML文書の任意の位置にインスタンス文書を追加する場合に使用します。空のイン
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スタンス文書を表す XBRLInstanceDocumentオブジェクトを新規に生成します。

ルート要素の挿入
生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトのルート要素は，生成直後
は DOMツリーにつながっていません。そのため，ユーザーアプリケーション
では，W3C DOMの APIを使用して，生成されたインスタンス文書のルート要
素を，引数 w3cdomDocumentに指定した XML文書の任意の位置へ挿入する
必要があります。ただし，同一 XML文書中に記述されているほかのインスタ
ンス文書の中に挿入しないでください。インスタンス文書のルート要素を表す
org.w3c.dom.Elementオブジェクトは，
XBRLInstanceDocument.getInstanceRoot()メソッドを使用して取得できます。

出発点となったタクソノミー本体およびリンクベースの追加
このメソッドを使用して新規にインスタンス文書を生成した場合は，引数
taxonomyDocumentに指定した XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを構
築する際の出発点となったタクソノミー本体およびリンクベースのリストを
XBRLTaxonomyDocument.getStartingPoints()メソッドを使用して取得し，出
発点となったタクソノミー本体およびリンクベースを指す <link:schemaRef>
要素および <link:linkbaseRef>要素をインスタンス文書に追加する必要があり
ます。このとき，各要素の xlink:href属性に指定する URIは，絶対URI，相対
URIのどちらでもかまいません。ただし，インスタンス文書をストリームへ出
力してから再度読み込んだ際に，xlink:href属性の URIを適切な文書に解決で
きる必要があります。なお，必要な <link:schemaRef>要素および
<link:linkbaseRef>要素を追加しなかった場合は，インスタンス文書をスト
リームへ出力してから再度読み込んだ際に，タクソノミー文書を構成するタク
ソノミー本体またはリンクベースに不足が生じるおそれがあるため，注意して
ください。

引数：
taxonomyDocument - タクソノミー文書を表す XBRLTaxonomyDocumentオブジェ
クトを指定します。生成される XBRLInstanceDocumentオブジェクトは，この
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトの複製を参照します。
w3cdomDocument - インスタンス文書を挿入したい XML文書を表す
org.w3c.dom.Documentオブジェクトを指定します。
systemId - インスタンス文書のシステム識別子を指定します。システム識別子は，
相対URIを解決するために使用されます。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，バージョンが 2.1である

XBRL仕様に準拠したインスタンス文書を作成するように設定されていない場合
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にスローされます。［エラーコード：20101］
• 引数 taxonomyDocument，w3cdomDocument，または systemIdに nullを指定
した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

• 引数 taxonomyDocumentに指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクト
を所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトが，この
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エラー
コード：20051］

• 引数 taxonomyDocumentに指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクト
が準拠する XBRLのバージョンと，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブ
ジェクトが処理対象とする XBRLのバージョンが異なる場合にスローされます。
［エラーコード：20103］
• 引数 taxonomyDocumentに指定した XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが
準拠する XBRL Dimensionsのバージョンと，この
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRL 
Dimensionsのバージョンが異なる場合にスローされます。［エラーコード：
22103］

• 引数 systemIdに指定されたシステム識別子の形式が不正な場合にスローされま
す。［エラーコード：20147］

（27） getDimensionsVersion
public int getDimensionsVersion()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，どのバージョンの XBRL 
Dimensionsに準拠しているインスタンス文書を解析，または作成するのかを取得し
ます。このメソッドが返す値は，XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが
インスタンス文書を解析，または作成する際に使用する
cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値です。
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを生成した
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setDimensionsVersion(int version)メソッド，または setProperty(java.lang.String 
name, java.lang.Object value)メソッドで設定した値です。
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトで値が設定されなかった場合
は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値について
は，「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。
なお，cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，インスタンス文書が
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XBRL2.1に準拠している場合だけ使用されます。インスタンス文書がほかの XBRL
のバージョンに準拠している場合は，cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの
値は使用されません。

戻り値：
XBRL Dimensions1.0に準拠したインスタンス文書を解析または作成する場合は，
XBRLConstants.DIMENSIONS_1_0を返します。
XBRL Dimensions1.0に準拠したインスタンス文書を解析または作成しない場合は，
XBRLConstants.DIMENSIONS_NONEを返します。

（28） setCreatingSchemaLocations
public void setCreatingSchemaLocations(boolean creating)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderで XBRL2.1に準拠した空のインスタンス文書を
表す XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成するときに，ルート要素の
xsi:schemaLocation属性の初期値としてタクソノミー文書に含まれる各タクソノ
ミー本体の対象名前空間URIと位置を示す絶対URIの組を設定するかどうかを指
定します。デフォルト値は trueです。
XBRL2.0に準拠したインスタンス文書を作成する場合はこの設定値は無視され，
ルート要素の xsi:schemaLocation属性の初期値として，タクソノミー文書に含まれ
る各タクソノミー本体の対象名前空間URIと位置を示す絶対 URIの組を設定しま
す。

引数：
creating - XBRL2.1に準拠した空のインスタンス文書を表す
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成するときに，ルート要素の
xsi:schemaLocation属性の初期値として，タクソノミー文書に含まれる各タクソノ
ミー本体の対象名前空間URIと位置を示す絶対URIの組を設定する場合は true，
設定しない場合は falseを指定します。

（29） isCreatingSchemaLocations
public boolean isCreatingSchemaLocations()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderで XBRL2.1に準拠した空のインスタンス文書を
表す XBRLInstanceDocumentオブジェクトを生成するときに，ルート要素の
xsi:schemaLocation属性の初期値として，タクソノミー文書に含まれる各タクソノ
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ミー本体の対象名前空間 URIと位置を示す絶対URIの組を設定するかどうかを示
します。

戻り値：
XBRL2.1に準拠した空のインスタンス文書を表す XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトを生成するときに，ルート要素の xsi:schemaLocation属性の初期値とし
て，タクソノミー文書に含まれる各タクソノミー本体の対象名前空間 URIと位置を
示す絶対 URIの組を設定する場合は true，設定しない場合は falseを返します。

6.6.9　XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryインター
フェース

public interface XBRLInstanceDocumentBuilderFactory

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを生成するための APIを定義しま
す。

メソッドの概要：
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryインターフェースのメソッドの概要を次の
表に示します。

表 6-27　XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryインターフェースのメソッドの概要

項番 説明 XBRLの
バージョン

1 XBRLDocument
Manager

getOwnerDocumentManager()
　　XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェ
クトを所有する XBRLDocumentManagerオブジェクト
を取得します。

2.0および
2.1

2 void setXBRLVersion(int version)
　　どの XBRLバージョンのインスタンス文書を解析ま
たは作成するのかを設定します。

2.0および
2.1

3 int getXBRLVersion()
　　どの XBRLバージョンのインスタンス文書を解析ま
たは作成するのかを取得します。

2.0および
2.1

4 void setValidating(boolean flag)
　　インスタンス文書の解析時に文書の妥当性を検証す
るかどうかを設定します。

2.0および
2.1

5 boolean isValidating()
　　インスタンス文書の解析時に文書の妥当性を検証す
るかどうかを調べます。

2.0および
2.1
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6 void setDelayLoading(boolean flag)
　　インスタンス文書の解析時にリンクベースの遅延読
み込みをするかどうかを設定します。

2.0および
2.1

7 boolean isDelayLoading()
　　インスタンス文書の解析時にリンクベースの遅延読
み込みをするかどうかを調べます。

2.0および
2.1

8 void setExternalSchemaRefs(java.lang.String[] uris)
　　インスタンス文書の解析時に参照するタクソノミー
本体のURIのリストを設定します。

2.1

9 java.util.List<ja
va.lang.String>

getExternalSchemaRefs()
　　インスタンス文書の解析時に参照するタクソノミー
本体のURIのリストを取得します。

2.1

10 void setIgnoringComments(boolean flag)
　　インスタンス文書の解析時にコメントを無視するか
どうかを設定します。

2.0および
2.1

11 boolean isIgnoringComments()
　　インスタンス文書の解析時にコメントを無視するか
どうかを調べます。

2.0および
2.1

12 void setCoalescing(boolean flag)
　　インスタンス文書の解析時に CDATAノードを Text
ノードに変換するかどうかを設定します。

2.0および
2.1

13 boolean isCoalescing()
　　インスタンス文書の解析時に CDATAノードを Text
ノードに変換するかどうかを調べます。

2.0および
2.1

14 XBRLInstanceD
ocumentBuilder

newInstanceDocumentBuilder()
　　現在設定されているパラメタを使用して，
XBRLInstanceDocumentBuilderのインスタンスを新規
に生成します。

2.0および
2.1

15 void setProperty(java.lang.String name, java.lang.Object 
value)
　　XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって
生成される XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェ
クトがインスタンス文書の解析時または作成時に使用す
るプロパティの値を設定します。

2.1

16 java.lang.Object getProperty(java.lang.String name)
　　XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって
生成される XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェ
クトがインスタンス文書の解析時または作成時に使用す
るプロパティの値を取得します。

2.1

17 void setDimensionsVersion(int version)
　　XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって
生成される XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェ
クトが，どのバージョンの XBRL Dimensionsに準拠し
ているインスタンス文書を解析または作成するのかを指
定します。

2.1

項番 説明 XBRLの
バージョン
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（1） getOwnerDocumentManager
public XBRLDocumentManager getOwnerDocumentManager()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

戻り値：
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを返します。

（2） setXBRLVersion
public void setXBRLVersion(int version)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，どの XBRLバージョンのインス
タンス文書を解析または作成するのかを設定します。
このメソッドで指定した値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブ
ジェクトによって生成される XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがイン
スタンス文書を解析または作成する際に使用する cbrp.parse.XBRLVersionプロパ
ティの値として設定されます。
cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値は，このメソッドか，または
setProperty()メソッドで設定できます。これらのメソッドによって
cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値が設定されなかった場合は，XBRL DOM
初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，「6.6.9(15)　
setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値を設定する場合は，
newInstanceDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前に，このメソッドを呼び出
してください。

18 int getDimensionsVersion()
　　XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって
生成される XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェ
クトが，どのバージョンの XBRL Dimensionsに準拠し
ているインスタンス文書を解析または作成するのかを取
得します。

2.1

項番 説明 XBRLの
バージョン
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引数：
version - XBRL2.0に準拠したインスタンス文書を解析または生成する場合は
XBRLConstants.XBRL_2_0，XBRL2.1に準拠したインスタンス文書を解析または
生成する場合は XBRLConstants.XBRL_2_1を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 versionに不正な値を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20014］

（3） getXBRLVersion
public int getXBRLVersion()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，どの XBRLバージョンのインス
タンス文書を解析または作成するのかを取得します。
このメソッドが返す設定値は，XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがイ
ンスタンス文書を解析または作成する際に使用する cbrp.parse.XBRLVersionプロパ
ティの値です。
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが使用する cbrp.parse.XBRLVersion
プロパティの値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setXBRLVersion()メソッド，または setProperty()メソッドで設定できます。これ
らのメソッドによって cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値が設定されなかった
場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値につい
ては，「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
XBRL2.0に準拠したインスタンス文書を解析または作成する場合は
XBRLConstants.XBRL_2_0，XBRL2.1に準拠したインスタンス文書を解析または
作成する場合は XBRLConstants.XBRL_2_1を返します。

（4） setValidating
public void setValidating(boolean flag)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
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XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書の解析時に文
書の妥当性を検証するかどうかを設定します。このメソッドで指定した値は，この
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書を解析する際に
使用する cbrp.parse.validateプロパティの値として設定されます。
cbrp.parse.validateプロパティの値は，このメソッドか，または setProperty()メ
ソッドで設定できます。これらのメソッドによって cbrp.parse.validateプロパティ
の値が設定されなかった場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL 
DOM初期化時の値については，「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してくださ
い。
cbrp.parse.validateプロパティの値を設定する場合は，
newInstanceDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前にこのメソッドを呼び出し
てください。

引数：
flag - インスタンス文書の解析時に妥当性を検証する場合は true，検証しない場合は
falseを指定します。

（5） isValidating
public boolean isValidating()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書の解析時に文
書の妥当性を検証するかどうかを調べます。
このメソッドが返す設定値は，XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがイ
ンスタンス文書を解析する際に使用する cbrp.parse.validateプロパティの値です。
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが使用する cbrp.parse.validateプロ
パティの値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setValidating()メソッド，または setProperty()メソッドで設定できます。これらの
メソッドによって cbrp.parse.validateプロパティの値が設定されなかった場合は，
XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，
「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
インスタンス文書の解析時に妥当性を検証する場合は true，検証しない場合は false
を返します。
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（6） setDelayLoading
public void setDelayLoading(boolean flag)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書の解析時にリ
ンクベースの遅延読み込みをするかどうかを設定します。このメソッドで指定した
値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトによって生成さ
れる XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書を解析する
際に使用する cbrp.parse.delayLoadプロパティの値として設定されます。
cbrp.parse.delayLoadプロパティの値は，このメソッドか，または setProperty()メ
ソッドで設定できます。これらのメソッドによって cbrp.parse.delayLoadプロパ
ティの値が設定されなかった場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。
XBRL DOM初期化時の値については，「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照して
ください。
cbrp.parse.delayLoadプロパティの値を設定する場合は，
newInstanceDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前にこのメソッドを呼び出し
てください。
インスタンス文書の解析時に妥当性を検証する場合は，リンクの解析を遅延できな
いため，このメソッドでリンクの解析を遅延する設定にしても，その設定は無視さ
れます。リンクの解析を遅延させたい場合は，必ず妥当性の検証を行わないように
設定してください。ただし，解析対象のインスタンス文書が XBRL2.1に準拠してい
る場合は，インスタンス文書の解析時に脚注リンクの遅延読み込みを行いません。

引数：
flag - インスタンス文書に記述されているリンクの解析を遅延する場合は true，遅延
しない場合は falseを指定します。

（7） isDelayLoading
public boolean isDelayLoading()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書の解析時にリ
ンクベースの遅延読み込みをするかどうかを調べます。このメソッドが返す設定値
は，XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書を解析する
際に使用する cbrp.parse.delayLoadプロパティの値です。
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
541



6.　APIリファレンス
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが使用する cbrp.parse.delayLoadプ
ロパティの値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setDelayLoading()メソッド，または setProperty()メソッドで設定できます。これ
らのメソッドによって cbrp.parse.delayLoadプロパティの値が設定されなかった場
合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値について
は，「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
インスタンス文書に記述されているリンクの解析を遅延する場合は true，遅延しな
い場合は falseを返します。

（8） setExternalSchemaRefs
public void setExternalSchemaRefs(java.lang.String[] uris)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書の解析時に参
照するタクソノミー本体の URIのリストを設定します。このメソッドで指定した値
は，この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトによって生成され
る XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書を解析する際
に使用する cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefsプロパティの値として設定されま
す。
cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefsプロパティの値は，このメソッドか，または
setProperty()メソッドで設定できます。これらのメソッドによって
cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefsプロパティの値が設定されなかった場合は，
XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，
「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。
引数 urisに null以外を指定した場合は，それらの URIが設定された xlink:href属
性を持つ <link:schemaRef>要素がインスタンス文書に記述されているかのように
処理されます。つまり，引数 urisで指定した各 URIが指すタクソノミー本体が読み
込まれてタクソノミー文書の一部となります。このとき，インスタンス文書に記述
されている <link:schemaRef>要素は，引数 urisに null以外が指定されたかどうか
に関係なく常に処理され，それらが指すタクソノミー本体はタクソノミー文書の一
部となります。なお，引数 urisで指定した URIと，インスタンス文書に記述されて
いる <link:schemaRef>要素が同一のタクソノミー本体を指していた場合，そのタ
クソノミー本体は一度だけ読み込まれます。同一のタクソノミー本体が重複して読
み込まれることはありません。
cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefsプロパティの値を設定する場合は，
newInstanceDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前に，このメソッドを呼び出
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してください。
cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefsプロパティの値は，解析対象のインスタンス
文書が XBRL2.1に準拠している場合にだけ使用されます。解析対象のインスタンス
文書がほかのバージョンの XBRL仕様に準拠しているものである場合は，
cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefsプロパティの値は使用されません。

引数：
uris - インスタンス文書の解析時に参照するタクソノミー本体の URIを表す文字列
の配列を指定します。インスタンス文書に記述されている <link:schemaRef>要素
だけを使用する場合には nullを指定してください。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 urisに指定した配列の要素数が 0である場合にスローされます。［エラー
コード：20013］

• 引数 urisに指定した配列に値が nullである要素が存在する場合にスローされま
す。［エラーコード：20012］

（9） getExternalSchemaRefs
public java.util.List<java.lang.String> getExternalSchemaRefs()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書の解析時に参
照するタクソノミー本体のURIのリストを取得します。このメソッドが返す値は，
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書を解析する際に
使用する cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefsプロパティの値です。
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefsプロパティの値は，この
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトの setExternalSchemaRefs()
メソッド，または setProperty()メソッドで設定できます。これらのメソッドによっ
て cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefsプロパティの値が設定されなかった場合
は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値について
は，「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefsプロパティの値は，解析対象のインスタンス
文書が XBRL2.1に準拠している場合にだけ使用されます。解析対象のインスタンス
文書がほかのバージョンの XBRL仕様に準拠しているものである場合は，
cbrp.parse.DTS.externalSchemaRefsプロパティの値は使用されません。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
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更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
インスタンス文書の解析時に参照するタクソノミー本体の URIを表す文字列のリス
トを返します。インスタンス文書に記述されている <link:schemaRef>要素だけを
使用して解析処理を行うように設定されている場合は，要素数が 0のリストを返し
ます。

（10） setIgnoringComments
public void setIgnoringComments(boolean flag)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書の解析時にコ
メントを無視するかどうかを設定します。このメソッドで指定した値は，この
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書を解析する際に
使用する cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの値として設定されます。
cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの値は，このメソッドか，または
setProperty()メソッドで設定できます。これらのメソッドによって
cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの値が設定されなかった場合は，XBRL 
DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，
「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの値を設定する場合は，
newInstanceDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前に，このメソッドを呼び出
してください。
cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティでコメントを無視するように指定しても，
無視しないように指定しても，XBRL DOMの動作には影響しません。ただし，
XBRLInstanceNode.getW3CDOMNode()メソッドなどで取得した DOMツリーを
参照した場合に Commentノードが含まれるかどうかについては，
cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの指定によって違いが生じます。

引数：
flag - インスタンス文書の解析時にコメントを無視する場合は true，無視しない場合
は falseを指定します。

（11） isIgnoringComments
public boolean isIgnoringComments()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1
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説明：
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書の解析時にコ
メントを無視するかどうかを調べます。このメソッドが返す値は，
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書を解析する際に
使用する cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの値です。
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの値は，この
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトの setIgnoringComments()
メソッド，または setProperty()メソッドで設定できます。これらのメソッドによっ
て cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの値が設定されなかった場合は，
XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，
「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
インスタンス文書の解析時にコメントを無視する場合は true，無視しない場合は
falseを返します。

（12） setCoalescing
public void setCoalescing(boolean flag)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書の解析時に
CDATAノードを Textノードに変換するかどうかを設定します。このメソッドで指
定した値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトによって
生成される XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書を解
析する際に使用する cbrp.parse.coalescingプロパティの値として設定されます。
cbrp.parse.coalescingプロパティの値は，このメソッドか，または setProperty()メ
ソッドで設定できます。これらのメソッドによって cbrp.parse.coalescingプロパ
ティの値が設定されなかった場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。
XBRL DOM初期化時の値については，「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照して
ください。
cbrp.parse.coalescingプロパティの値を設定する場合は，
newInstanceDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前にこのメソッドを呼び出し
てください。
cbrp.parse.coalescingプロパティで CDATAノードを Textノードに変換するように
指定しても，変換しないように指定しても，XBRL DOMの動作には影響しません。
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ただし，XBRLInstanceNode.getW3CDOMNode()メソッドなどで取得した DOM
ツリーを参照した場合に CDATAノードが含まれるかどうかについては，
cbrp.parse.coalescingプロパティの指定によって違いが生じます。

引数：
flag - インスタンス文書の解析時に CDATAノードを Textノードに変換し，隣接す
る Textノード（存在する場合）に追加する場合は true，Textノードに変換しない
場合は falseを指定します。

（13） isCoalescing
public boolean isCoalescing()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，インスタンス文書の解析時に
CDATAノードを Textノードに変換するかどうかを調べます。このメソッドが返す
値は，XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書を解析す
る際に使用する cbrp.parse.coalescingプロパティの値です。
この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが使用する cbrp.parse.coalescingプ
ロパティの値は，この XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setCoalescing()メソッド，または setProperty()メソッドで設定できます。これらの
メソッドによって cbrp.parse.coalescingプロパティの値が設定されなかった場合は，
XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，
「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
インスタンス文書の解析時に CDATAノードを Textノードに変換する場合は true，
変換しない場合は falseを返します。

（14） newInstanceDocumentBuilder
public XBRLInstanceDocumentBuilder newInstanceDocumentBuilder()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
現在設定されているパラメタを使用して，XBRLInstanceDocumentBuilderのイン
スタンスを新規に生成します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトを返します。
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（15） setProperty
public void setProperty(java.lang.String name,
                        java.lang.Object value)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書の解析時または
作成時に使用するプロパティの値を設定します。このメソッドで値を設定できるプ
ロパティや，値として指定できるオブジェクトについては，「4.16.2　プロパティ一
覧」を参照してください。
各プロパティの値は，このメソッドか，または setValidating()などの各プロパティ
専用のメソッドで設定できます。これらのメソッドによってプロパティの値が設定
されなかった場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化
時のプロパティの値は，引数 nameで指定したプロパティに対し，初期化時に値が
指定されていたかどうかで次のように異なります。
• 初期化時にプロパティの値が指定されていた場合
そのときの指定値が XBRL DOM初期化時の値となる。

• 初期化時にプロパティの値が指定されていなかった場合
そのプロパティのデフォルト値が XBRL DOM初期化時の値となる。

プロパティを設定する場合は，newInstanceDocumentBuilder()メソッドを呼び出
す前にこのメソッドを呼び出してください。
このメソッドで設定したプロパティ値は，setValidating()などの各プロパティ専用
のメソッドによって上書きできます。逆に，setValidating()などの各プロパティ専
用のメソッドで設定した値もこのメソッドで上書きできます。例えば，このメソッ
ドで cbrp.parse.validateプロパティの値として Boolean.TRUEを設定したあと，
setValidating()メソッドを呼び出して falseを設定した場合，getProperty()メソッ
ドで取得した cbrp.parse.validateプロパティの値は Boolean.FALSEとなります。
また，isValidating()メソッドも falseを返します。

引数：
name - プロパティの名前を指定します。
value - プロパティの値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 nameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 nameに指定したプロパティの名前が正しくない場合にスローされます。［エ
ラーコード：20150］

• 引数 nameに指定したプロパティが値として nullを受け付けないで，かつ引数
valueに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20151］
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• 引数 valueに指定したオブジェクトの型が正しくない場合にスローされます。［エ
ラーコード：20152］

• 引数 valueに指定したオブジェクトが保持している値が正しくない場合にスロー
されます。［エラーコード：20153］

• 引数 valueに指定したオブジェクトが配列で，かつ要素数が 0の場合にスローさ
れます。［エラーコード：20154］

• 引数 valueに指定したオブジェクトが配列で，かつ値が nullである要素が存在す
る場合にスローされます。［エラーコード：20155］

（16） getProperty
public java.lang.Object getProperty(java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがインスタンス文書の解析時または
作成時に使用するプロパティの値を取得します。このメソッドで値を取得できるプ
ロパティや，値として返されるオブジェクトについては，「4.16.2　プロパティ一覧」
を参照してください。

引数：
name - プロパティの名前を指定します。

戻り値：
プロパティの値を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 nameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 nameに指定したプロパティの名前が正しくない場合にスローされます。［エ
ラーコード：20150］

（17） setDimensionsVersion
public void setDimensionsVersion(int version)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，どのバージョンの XBRL 
Dimensionsに準拠しているインスタンス文書を解析または作成するのかを指定しま
す。このメソッドで指定した値は，XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブ
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ジェクトによって生成される XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがイン
スタンス文書を解析または作成する際に使用する cbrp.parse.DimensionsVersionプ
ロパティの値として設定されます。
cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，このメソッドか，または
setProperty(java.lang.String name, java.lang.Object value)メソッドで設定できま
す。これらのメソッドによって cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値が設
定されなかった場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期
化時の値については，「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値を設定する場合は，
newInstanceDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前にこのメソッドを呼び出し
てください。
cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，インスタンス文書が XBRL2.1
に準拠している場合だけ使用されます。インスタンス文書がほかの XBRLのバー
ジョンに準拠している場合は，cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は使
用されません。

引数：
version - XBRL Dimensions1.0に準拠したインスタンス文書を解析または生成する
場合は，XBRLConstants.DIMENSIONS_1_0を指定します。
XBRL Dimensions1.0に準拠したインスタンス文書を解析または生成しない場合は，
XBRLConstants.DIMENSIONS_NONEを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 versionに不正な値を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20014］

（18） getDimensionsVersion
public int getDimensionsVersion()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが，どのバージョンの XBRL 
Dimensionsに準拠しているインスタンス文書を解析または作成するのかを取得しま
す。このメソッドが返す値は，XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトがイ
ンスタンス文書を解析または作成する際に使用する cbrp.parse.DimensionsVersion
プロパティの値です。
XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，
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XBRLInstanceDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setDimensionsVersion(int version)メソッド，または setProperty(java.lang.String 
name, java.lang.Object value)メソッドで設定できます。これらのメソッドによっ
て cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値が設定されなかった場合は，
XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，
「6.6.9(15)　setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，インスタンス文書が XBRL2.1
に準拠している場合だけ使用されます。インスタンス文書がほかの XBRLのバー
ジョンに準拠している場合は，cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は使
用されません。

戻り値：
XBRL Dimensions1.0に準拠したインスタンス文書を解析または作成する場合は，
XBRLConstants.DIMENSIONS_1_0を返します。
XBRL Dimensions1.0に準拠したインスタンス文書を解析または作成しない場合は，
XBRLConstants.DIMENSIONS_NONEを返します。

6.6.10　XBRLInstanceDocumentWriterインターフェース
public interface XBRLInstanceDocumentWriter

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書をストリームに書き出すためのインターフェースを提供します。

メソッドの概要：
XBRLInstanceDocumentWriterインターフェースのメソッドの概要を次の表に示し
ます。

表 6-28　XBRLInstanceDocumentWriterインターフェースのメソッドの概要

項番 説明 XBRLのバージョン

1 XBRLDocument
Manager

getOwnerDocumentManager()
　　XBRLInstanceDocumentWriterオブジェク
トを所有する XBRLDocumentManagerオブ
ジェクトを取得します。

2.0および 2.1

2 void setEncoding(java.lang.String encoding)
　　インスタンス文書を書き出す際に使用する
エンコーディングを設定します。

2.0および 2.1

3 java.lang.String getEncoding()
　　インスタンス文書を書き出す際に使用する
エンコーディングを取得します。

2.0および 2.1
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（1） getOwnerDocumentManager
public XBRLDocumentManager getOwnerDocumentManager()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentWriterオブジェクトを所有する XBRLDocumentManager
オブジェクトを取得します。

戻り値：
この XBRLInstanceDocumentWriterオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを返します。

（2） setEncoding
public void setEncoding(java.lang.String encoding)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書を書き出す際に使用するエンコーディングを設定します。このメ
ソッドが呼び出されなかった場合は，デフォルトのエンコーディングであるUTF-8
が使用されます。
XBRLInstanceDocumentWriterは，JAXPに準拠した XSLTプロセッサを使用して
インスタンス文書をストリームへ出力します。このため，setEncoding()メソッドで
指定できるエンコーディングは，使用する XSLTプロセッサに依存します。
uCosminexus Business Reporting Processorとしては，利用できるエンコーディン
グに制限を設けません。setEncoding()メソッドでは，引数に nullを指定しないか
ぎり，例外は発生しません。XSLTプロセッサでサポートされていないエンコー
ディングを指定した場合は，write()メソッドで出力処理を実行する際に，例外が発
生するおそれがあります。

引数：

4 void setIndent(boolean indent)
　　インスタンス文書を書き出す際にインデン
トをするかどうかを設定します。

2.0および 2.1

5 boolean isIndent()
　　インスタンス文書を書き出す際にインデン
トをするかどうかを調べます。

2.0および 2.1

6 void write(java.io.OutputStream os, 
XBRLInstanceDocument doc)
　　インスタンス文書をストリームに書き出し
ます。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョン
551



6.　APIリファレンス
encoding - エンコーディングを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 encodingに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（3） getEncoding
public java.lang.String getEncoding()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書を書き出す際に使用するエンコーディングを取得します。

戻り値：
インスタンス文書を書き出す際に使用されるエンコーディングを返します。

（4） setIndent
public void setIndent(boolean indent)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書を書き出す際にインデントをするかどうかを設定します。このメ
ソッドが呼び出されなかった場合は，インデントは設定しません。
このメソッドでインデントを設定するように指定すると，
XBRLInstanceDocumentWriterオブジェクトは，XSLTプロセッサに対して
indentプロパティを yesに設定してから出力処理を実行します。

引数：
indent - インスタンス文書を書き出す際にインデントを設定する場合は true，設定
しない場合は falseを指定します。

（5） isIndent
public boolean isIndent()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書を書き出す際にインデントをするかどうかを調べます。

戻り値：
インスタンス文書を書き出す際にインデントを設定する場合は true，設定しない場
合は falseを返します。
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（6） write
public void write(java.io.OutputStream os,
                  XBRLInstanceDocument doc)
            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書をストリームに書き出します。
注　書き出したインスタンス文書は，一度検証することを推奨します。
• XBRL2.1の場合：
インスタンス文書のルート要素が XML文書のルート要素ではない場合，インスタ
ンス文書が埋め込まれている XML文書全体をストリームへ書き出します。インス
タンス文書のルート要素が DOMツリーにつながっていない場合は，
XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

引数：
os - インスタンス文書を書き出すストリームを指定します。
doc - ストリームへ書き出すインスタンス文書を指定します。

例外：
XBRLDOMException - 
• 入出力エラーが発生した場合にスローされます。［エラーコード：20052］

XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 osまたは docに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 docに指定した XBRLInstanceDocumentオブジェクトを所有する

XBRLDocumentManagerオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentWriter
オブジェクトを所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトと異なる場合に
スローされます。［エラーコード：20051］

• XBRL2.1の場合：引数 docに指定されたインスタンス文書のルート要素が DOM
ツリーにつながっていない場合にスローされます。［エラーコード：20106］

6.6.11　XBRLInstanceDocumentWriterFactoryインター
フェース

public interface XBRLInstanceDocumentWriterFactory

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentWriterオブジェクトを生成するための APIを定義します。
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メソッドの概要：
XBRLInstanceDocumentWriterFactoryインターフェースのメソッドの概要を次の
表に示します。

表 6-29　XBRLInstanceDocumentWriterFactoryインターフェースのメソッドの概要

（1） getOwnerDocumentManager
public XBRLDocumentManager getOwnerDocumentManager()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentWriterFactoryオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

戻り値：
この XBRLInstanceDocumentWriterFactoryオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを返します。

（2） newInstanceDocumentWriter
public XBRLInstanceDocumentWriter newInstanceDocumentWriter()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
現在設定されているパラメタを使用して，XBRLInstanceDocumentWriterのインス
タンスを新規に生成します。

戻り値：
新しく生成された XBRLInstanceDocumentWriterオブジェクトを返します。

6.6.12　XBRLInstanceElementインターフェース
public interface XBRLInstanceElement

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 XBRLDocument
Manager

getOwnerDocumentManager()
　　XBRLInstanceDocumentWriterFactoryオブ
ジェクトを所有する XBRLDocumentManagerオ
ブジェクトを取得します。

2.0および 2.1

2 XBRLInstanceDo
cumentWriter

newInstanceDocumentWriter()
　　現在設定されているパラメタを使用して，
XBRLInstanceDocumentWriterのインスタンスを
新規に生成します。

2.0および 2.1
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extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている要素を表します。要素は，タクソノミー文書で
定義されるアイテムまたはタプルです。
要素がアイテムまたはタプルのどちらかは，getElementType()で調べることができ
ます。getElementType()が ITEM_ELEMENTを返した場合は XBRLInstanceItem
へ，TUPLE_ELEMENTを返した場合は XBRLInstanceTupleへキャストできま
す。
XBRLInstanceElementオブジェクトは，XBRLInstanceDocumentオブジェクトま
たは XBRLInstanceTupleオブジェクトの子となることができます。
非アクティブな XBRLInstanceElementオブジェクトを，XBRLInstanceDocument
オブジェクトまたはアクティブな XBRLInstanceTupleオブジェクトの子として設
定すると，子として設定された XBRLInstanceElementオブジェクトは非アクティ
ブな状態からアクティブな状態へと変化します。
また，XBRLInstanceElementオブジェクトが非アクティブな XBRLInstanceTuple
オブジェクトの子である場合はその XBRLInstanceElementオブジェクトも非アク
ティブです。しかし，親である非アクティブな XBRLInstanceTupleオブジェクト
またはその祖先に当たる XBRLInstanceTupleオブジェクトが，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトまたはアクティブな XBRLInstanceTupleオ
ブジェクトの子として設定され，アクティブになった場合，その子または子孫であ
る XBRLInstanceElementオブジェクトも同時にアクティブな状態へと変化します。
このようにして XBRLInstanceElementオブジェクトが非アクティブな状態からア
クティブな状態へ変化する際に，XBRLInstanceElementオブジェクトと関連づけ
られている XBRLFootnoteオブジェクトが非アクティブである場合，その
XBRLFootnoteオブジェクトは XBRLInstanceDocumentの addFootnote()によっ
てインスタンス文書へ自動的に追加されます。

フィールドの概要：
XBRLInstanceElementインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-30　XBRLInstanceElementインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：

項番 説明

1 static int ITEM_ELEMENT
　　このオブジェクトは，アイテムを表します。

2 static int TUPLE_ELEMENT
　　このオブジェクトは，タプルを表します。
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XBRLInstanceElementインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-31　XBRLInstanceElementインターフェースのメソッドの概要

項番 説明 XBRLのバー
ジョン

1 XBRLTaxonomyEl
ement

getTaxonomyElement()
　　要素の要素宣言を取得します。

2.0および 2.1

2 int getElementType()
　　オブジェクトの型を表すコードを取得します。

2.0および 2.1

3 java.lang.String getNamespaceURI()
　　要素が属する名前空間 URIを取得します。

2.0および 2.1

4 java.lang.String getPrefix()
　　要素の名前空間接頭辞を取得します。

2.0および 2.1

5 java.lang.String getName()
　　要素の名前を取得します。

2.0および 2.1

6 java.lang.String getId()
　　要素の id属性の値を取得します。

2.0および 2.1

7 void setId(java.lang.String id)
　　要素の id属性の値を設定します。

2.0および 2.1

8 java.util.List<XB
RLLabel>

getLabels()
　　要素に関連づけられているラベルのリストを取
得します。

2.0および 2.1

9 java.util.List<XB
RLLabel>

getLabelsByLang(java.lang.String lang)
　　要素に関連づけられているラベルのうち，指定
した言語のラベルのリストを取得します。

2.0および 2.1

10 java.util.List<XB
RLLabel>

getLabelsByRole(java.lang.String role)
　　要素に関連づけられているラベルのうち，指定
したロールを持つラベルのリストを取得します。

2.0および 2.1

11 XBRLLabel getLabel(java.lang.String lang, java.lang.String 
role)
　　要素に関連づけられているラベルのうち，指定
した言語とロールを持つラベルを取得します。

2.0および 2.1

12 java.util.List<XB
RLLabel>

getLabels(java.lang.String lang, java.lang.String 
role)
　　要素に関連づけられているラベルのうち，指定
した言語とロールを持つラベルのリストを取得しま
す。

2.1

13 java.util.List<XB
RLLabelRelations

hip>

getLabelRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)
　　要素の要素宣言とラベルの関係を表す
XBRLLabelRelationshipオブジェクトのリストを取
得します。

2.1

14 java.util.List<XB
RLReference>

getReferences()
　　要素に関連づけられている文献への参照のリス
トを取得します。

2.0および 2.1
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15 java.util.List<XB
RLReference>

getReferences(java.lang.String role)
　　要素に関連づけられている文献への参照のうち，
指定したロールを持つ文献への参照のリストを取得
します。

2.0および 2.1

16 java.util.List<XB
RLReferenceRelat

ionship>

getReferenceRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)
　　要素の要素宣言と文献への参照の関係を表す
XBRLReferenceRelationshipオブジェクトのリスト
を取得します。

2.1

17 boolean isNillable()
　　要素の要素宣言の nillable属性の値を取得しま
す。

2.1

18 boolean isNil()
　　要素の xsi:nil属性の値を取得します。

2.1

19 void setNil(java.lang.Boolean nil)
　　要素の xsi:nil属性の値を設定します。

2.1

20 java.util.List<XB
RLFootnote>

getFootnotes()
　　要素に関連づけられている脚注のリストを取得
します。

2.0および 2.1

21 java.util.List<XB
RLFootnote>

getFootnotesByLang(java.lang.String lang)
　　要素に関連づけられている脚注のうち，指定し
た言語の脚注のリストを取得します。

2.0および 2.1

22 java.util.List<XB
RLFootnote>

getFootnotesByRole(java.lang.String role)
　　要素に関連づけられている脚注のうち，指定し
たロールの脚注のリストを取得します。

2.0および 2.1

23 java.util.List<XB
RLFootnote>

getFootnotes(java.lang.String lang, java.lang.String 
role)
　　要素に関連づけられている脚注のうち，指定し
た言語およびロールの脚注のリストを取得します。

2.0および 2.1

24 XBRLFootnote addFootnote(XBRLFootnote newFootnote)
　　要素に脚注を関連づけます。

2.0および 2.1

25 XBRLFootnote addFootnote(XBRLFootnote newFootnote, 
java.lang.String arcrole, java.math.BigDecimal 
order)
　　要素に脚注を関連づけます。カスタムアーク
ロールを使用できます。

2.1

26 XBRLFootnote removeFootnote(XBRLFootnote oldFootnote)
　　要素と脚注の関連づけを削除します。

2.0および 2.1

27 XBRLFootnote removeFootnote(XBRLFootnote oldFootnote, 
java.lang.String arcrole, java.math.BigDecimal 
order)
　　要素と脚注の関連づけを削除します。

2.1

項番 説明 XBRLのバー
ジョン
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（1） getTaxonomyElement
public XBRLTaxonomyElement getTaxonomyElement()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素の要素宣言を取得します。

戻り値：
この要素の要素宣言を表す XBRLTaxonomyElementオブジェクトを返します。

（2） getElementType
public int getElementType()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
オブジェクトの型を表すコードを取得します。

戻り値：
オブジェクトの型を表すコードを返します。戻り値のコードは，
XBRLInstanceElementインターフェースのフィールド値のどれかです。

（3） getNamespaceURI
public java.lang.String getNamespaceURI()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：

28 java.util.List<XB
RLFootnoteRelati

onship>

getFootnoteRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)
　　要素と脚注の関係を表す
XBRLFootnoteRelationshipオブジェクトのリスト
を取得します。

2.1

29 boolean isNilAttributeSpecified()
　　要素に xsi:nil属性が定義されていたかどうかを
調べます。

2.1

30 java.util.List<XB
RLDefinitionRelat

ionship>

getDefinitionRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)
　　要素の要素宣言とほかの要素宣言の関係を表す
XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトのリスト
を取得します。

2.1

項番 説明 XBRLのバー
ジョン
558



6.　APIリファレンス
要素が属する名前空間URIを取得します。

戻り値：
この要素が属する名前空間URIを返します。

（4） getPrefix
public java.lang.String getPrefix()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素の名前空間接頭辞を取得します。

戻り値：
この要素の名前空間接頭辞を返します。この要素がデフォルトの名前空間に属する
場合は nullを返します。
インスタンス文書を編集して名前空間が正規化された場合，正規化の前後で戻り値
の接頭辞が異なります。正規化前は，既存の文書で指定された接頭辞を返します。
正規化後は，正規化によって変更された接頭辞を返します。

（5） getName
public java.lang.String getName()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素の名前を取得します。

戻り値：
この要素の名前を返します。

（6） getId
public java.lang.String getId()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素の id属性の値を取得します。

戻り値：
この要素の id属性の値を表す文字列を返します。この要素が id属性を持たない場合
は nullを返します。

（7） setId
public void setId(java.lang.String id)
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XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素の id属性の値を設定します。
id属性を削除したい場合は，引数 idに nullを指定してください。ただし，この要
素がアクティブで，かつ，脚注と関連づけられている場合は，id属性を削除できま
せん。

引数：
id - id属性の値を指定します。id属性を削除する場合は nullを指定してください。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 idに指定した値が xsd:NCName型でない場合にスローされます。［エラー
コード：20108］

• この要素がインスタンス文書中に存在していて，かつ，引数 idで指定されたのと
同じ値を持つ xsd:ID型属性がインスタンス文書中にすでに存在する場合にスロー
されます。［エラーコード：20028］

• この要素がアクティブで，かつ，脚注と関連づけられていて，かつ，引数 idに
nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20146］

（8） getLabels
public java.util.List<XBRLLabel> getLabels()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられているラベルのリストを取得します。リストの各要素は，
XBRLLabelへキャストできます。
XBRLInstanceElementおよび XBRLTaxonomyElementインターフェースの
getLabels()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけられてい
ないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
しかし，XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getLabels()では，文書中
に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場合
でも，取得するラベルのリストに含まれます。
このメソッドが返す XBRLLabelオブジェクトのリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLLabelオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。
• XBRL2.1の場合：
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このメソッドでは，要素とラベルの関係を定義している <link:labelArc>要素の
アークロール，および，その <link:labelArc>要素を含んでいるラベルリンクの
ロールについては考慮しません。特定の値のロールを持つラベルリンクに記述さ
れ，かつ，特定の値のアークロールを持つような <link:labelArc>要素によって関
連づけられたラベルを取得したい場合は，
XBRLInstanceElement.getLabelRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。

戻り値：
この要素に関連づけられているラベルを表す XBRLLabelオブジェクトのリストを
返します。この要素に関連づけられているラベルがない場合は，要素数が 0のリス
トを返します。

（9） getLabelsByLang
public java.util.List<XBRLLabel> getLabelsByLang(java.lang.String 
lang)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられているラベルのうち，指定した言語のラベルのリストを取得し
ます。リストの各要素は，XBRLLabelへキャストできます。
XBRLInstanceElementおよび XBRLTaxonomyElementインターフェースの
getLabelsByLang()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけ
られていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
しかし，XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getLabelsByLang()では，
文書中に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibited
の場合でも，取得するラベルのリストに含まれます。
このメソッドが返す XBRLLabelオブジェクトのリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLLabelオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。
• XBRL2.1の場合：
このメソッドでは，要素とラベルの関係を定義している <link:labelArc>要素の
アークロール，および，その <link:labelArc>要素を含んでいるラベルリンクの
ロールについては考慮しません。特定の値のロールを持つラベルリンクに記述さ
れ，かつ，特定の値のアークロールを持つような <link:labelArc>要素によって関
連づけられたラベルを取得したい場合は，
XBRLInstanceElement.getLabelRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。
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引数：
lang - ラベルの言語を指定します。

戻り値：
この要素のラベルを表す XBRLLabelオブジェクトのリストを返します。指定した
言語のラベルがない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（10） getLabelsByRole
public java.util.List<XBRLLabel> getLabelsByRole(java.lang.String 
role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられているラベルのうち，指定したロールを持つラベルのリストを
取得します。リストの各要素は，XBRLLabelへキャストできます。
XBRLInstanceElementおよび XBRLTaxonomyElementインターフェースの
getLabelsByRole()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけ
られていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
しかし，XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getLabelsByRole()では，
文書中に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibited
の場合でも，取得するラベルのリストに含まれます。
このメソッドが返す XBRLLabelオブジェクトのリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLLabelオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。
• XBRL2.1の場合：
このメソッドでは，要素とラベルの関係を定義している <link:labelArc>要素の
アークロール，および，その <link:labelArc>要素を含んでいるラベルリンクの
ロールについては考慮しません。特定の値のロールを持つラベルリンクに記述さ
れ，かつ，特定の値のアークロールを持つような <link:labelArc>要素によって関
連づけられたラベルを取得したい場合は，
XBRLInstanceElement.getLabelRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。

引数：
role - ラベルのロールを指定します。ロールを持たないラベルを取得する場合は null
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を指定します。

戻り値：
この要素のラベルを表す XBRLLabelオブジェクトのリストを返します。指定した
ロールを持つラベルがない場合は，要素数が 0のリストを返します。

（11） getLabel
public XBRLLabel getLabel(java.lang.String lang,
                          java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられているラベルのうち，指定した言語とロールを持つラベルを取
得します。
一つの要素に対して同じ言語とロールを持つラベルが複数関連づけられていた場合
の動作は，XBRLのバージョンによって異なります。詳細については，
XBRLTaxonomyElementインターフェースの「6.8.16(13)　getLabel」を参照して
ください。
• XBRL2.1の場合：
このメソッドでは，要素とラベルの関係を定義している <link:labelArc>要素の
アークロール，および，その <link:labelArc>要素を含んでいるラベルリンクの
ロールについては考慮しません。特定の値のロールを持つラベルリンクに記述さ
れ，かつ，特定の値のアークロールを持つような <link:labelArc>要素によって関
連づけられたラベルを取得したい場合は，
XBRLInstanceElement.getLabelRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。

引数：
lang - ラベルの言語を指定します。
role - ラベルのロールを指定します。ロールを持たないラベルを取得する場合は null
を指定します。

戻り値：
この要素のラベルを表す XBRLLabelオブジェクトを返します。指定した言語と
ロールを持つラベルがない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（12） getLabels
public java.util.List<XBRLLabel> getLabels(java.lang.String lang,
                                java.lang.String role)
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XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素に関連づけられているラベルのうち，指定した言語とロールを持つラベルのリ
ストを取得します。
このメソッドでは，要素とラベルの関係を定義している <link:labelArc>要素のアー
クロール，および，その <link:labelArc>要素を含んでいるラベルリンクのロールに
ついては考慮しません。特定の値のロールを持つラベルリンクに記述され，かつ，
特定の値のアークロールを持つような <link:labelArc>要素によって関連づけられた
ラベルを取得したい場合は，
XBRLInstanceElement.getLabelRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。
このメソッドが返す XBRLLabelオブジェクトのリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLLabelオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされま
す。

引数：
lang - ラベルの言語を指定します。
role - ラベルのロールを指定します。ロールを持たないラベルを取得する場合は null
を指定します。

戻り値：
この要素のラベルを表す XBRLLabelオブジェクトのリストを返します。指定され
た言語とロールを持つラベルが存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（13） getLabelRelationships
public java.util.List<XBRLLabelRelationship> 
getLabelRelationships(java.lang.String extendedLinkRole,
                                            java.lang.String arcrole)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素の要素宣言とラベルの関係を表す XBRLLabelRelationshipオブジェクトのリス
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トを取得します。
この要素の要素宣言に関連づけられたラベルは，このメソッドが返すリストに含ま
れる各 XBRLLabelRelationshipオブジェクトに対して getTo()メソッドを呼び出す
ことによって取得できます。また，このメソッドが返すリストに含まれる各
XBRLLabelRelationshipオブジェクトに対して getFrom()メソッドを呼び出した場
合の戻り値は，この要素の要素宣言を表す XBRLTaxonomyElementオブジェクト
となります。
このメソッドが返すリストに含まれる XBRLLabelRelationshipオブジェクトの並び
は，各 XBRLLabelRelationshipオブジェクトが表す関係を定義しているアークの
order属性の値によって昇順にソートされています。アークに order属性が指定され
ていない場合は，1が指定されたものと仮定します。詳細については，
XBRLRelationshipインターフェースの「6.7.7(4)　getOrder」を参照してくださ
い。アークの order属性の値が同じである XBRLLabelRelationshipオブジェクトが
複数ある場合，それらの XBRLLabelRelationshipオブジェクトの並び順は不定で
す。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLLabelRelationshipオブジェ
クトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが
返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとする
と java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
extendedLinkRole - 関係を定義しているアークを含むラベルリンクのロールを指定
します。
arcrole - 関係を定義しているアークのアークロールを指定します。

戻り値：
引数 extendedLinkRoleで指定されたロールを持つラベルリンクに属し，かつ，引
数 arcroleで指定されたアークロールを持つアークによって定義された，この要素の
要素宣言とラベルの関係を表す XBRLLabelRelationshipオブジェクトのリストを返
します。指定された関係が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 extendedLinkRoleまたは arcroleに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］

（14） getReferences
public java.util.List<XBRLReference> getReferences()

XBRLのバージョン：
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2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられている文献への参照のリストを取得します。
XBRLInstanceElementおよび XBRLTaxonomyElementインターフェースの
getReferences()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけられ
ていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
しかし，XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getReferences()では，文
書中に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの
場合でも，取得するラベルのリストに含まれます。
このメソッドが返す XBRLReferenceオブジェクトのリストはライブオブジェクト
です。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLReferenceオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されま
す。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返した
リストを変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがス
ローされます。
• XBRL2.1の場合：
このメソッドでは，要素と文献への参照の関係を定義している
<link:referenceArc>要素のアークロール，および，その <link:referenceArc>要
素を含んでいるリファレンスリンクのロールについては考慮しません。特定の値
のロールを持つリファレンスリンクに記述され，かつ，特定の値のアークロール
を持つような <link:referenceArc>要素によって関連づけられた文献への参照を取
得したい場合は，
XBRLInstanceElement.getReferenceRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。

戻り値：
文献への参照を表す XBRLReferenceオブジェクトのリストを返します。

（15） getReferences
public java.util.List<XBRLReference> 
getReferences(java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられている文献への参照のうち，指定したロールを持つ文献への参
照のリストを取得します。リストの各要素は，XBRLReferenceにキャストできま
す。
XBRLInstanceElementおよび XBRLTaxonomyElementインターフェースの
getReferences()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけられ
ていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
しかし，XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getReferences()では，文
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書中に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの
場合でも，取得するラベルのリストに含まれます。
このメソッドが返す XBRLReferenceオブジェクトのリストはライブオブジェクト
です。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLReferenceオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されま
す。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返した
リストを変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがス
ローされます。
• XBRL2.1の場合：
このメソッドでは，要素と文献への参照の関係を定義している
<link:referenceArc>要素のアークロール，および，その <link:referenceArc>要
素を含んでいるリファレンスリンクのロールについては考慮しません。特定の値
のロールを持つリファレンスリンクに記述され，かつ，特定の値のアークロール
を持つような <link:referenceArc>要素によって関連づけられた文献への参照を取
得したい場合は，
XBRLInstanceElement.getReferenceRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。

引数：
role - 文献への参照のロールを指定します。ロールを持たない文献への参照を取得す
る場合は nullを指定します。

戻り値：
この要素の文献への参照を表す XBRLReferenceオブジェクトのリストを返します。
指定したロールを持つ文献への参照がない場合は，要素数が 0のリストを返します。

（16） getReferenceRelationships
public java.util.List<XBRLReferenceRelationship> 
getReferenceRelationships(java.lang.String extendedLinkRole,
                                                java.lang.String arcrole)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素の要素宣言と文献への参照の関係を表す XBRLReferenceRelationshipオブジェ
クトのリストを取得します。
この要素の要素宣言に関連づけられた文献への参照は，このメソッドが返すリスト
に含まれる各 XBRLReferenceRelationshipオブジェクトに対して getTo()メソッド
を呼び出すことによって取得できます。また，このメソッドが返すリストに含まれ
る各 XBRLReferenceRelationshipオブジェクトに対して getFrom()メソッドを呼
び出した場合の戻り値は，この要素の要素宣言を表す XBRLTaxonomyElementオ
ブジェクトとなります。
このメソッドが返すリストに含まれる XBRLReferenceRelationshipオブジェクトの
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並びは，各 XBRLReferenceRelationshipオブジェクトが表す関係を定義している
アークの order属性の値によって昇順にソートされています。アークに order属性
が指定されていない場合は，1が指定されたものと仮定します。詳細については，
XBRLRelationshipインターフェースの「6.7.7(4)　getOrder」を参照してくださ
い。アークの order属性の値が同じである XBRLReferenceRelationshipオブジェク
トが複数ある場合，それらの XBRLReferenceRelationshipオブジェクトの並び順は
不定です。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLReferenceRelationshipオブ
ジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッ
ドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようと
すると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
extendedLinkRole - 関係を定義しているアークを含むリファレンスリンクのロール
を指定します。
arcrole - 関係を定義しているアークのアークロールを指定します。

戻り値：
引数 extendedLinkRoleで指定されたロールを持つリファレンスリンクに属し，か
つ，引数 arcroleで指定されたアークロールを持つアークによって定義された，この
要素の要素宣言と文献への参照の関係を表す XBRLReferenceRelationshipオブジェ
クトのリストを返します。指定された関係が存在しない場合は，要素数が 0のリス
トを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 extendedLinkRoleまたは arcroleに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］

（17） isNillable
public boolean isNillable()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素の要素宣言の nillable属性の値を取得します。

戻り値：
この要素の要素宣言に指定されている nillable属性の値を返します。nillable属性が
指定されていない場合は falseを返します。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（18） isNil
public boolean isNil()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素の xsi:nil属性の値を取得します。

戻り値：
この要素の xsi:nil属性の値を返します。xsi:nil属性が指定されていない場合は
falseを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（19） setNil
public void setNil(java.lang.Boolean nil)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素の xsi:nil属性の値を設定します。
要素に xsi:nil属性を設定できるのは，この要素の要素宣言で nillable属性に "true"
が指定されている場合だけです。要素宣言の nillable属性に "true"が指定されてい
ない場合は，このメソッドは XBRLDOMRuntimeExceptionをスローします。要素
宣言の nillable属性に "true"が指定されているかどうかは，
XBRLInstanceElement.isNillable()メソッドを使用して調べることができます。
引数 nilに java.lang.Boolean.TRUEを指定した場合は，この要素の内容が自動的に
削除されます。アイテムの場合は値が設定されていない
（XBRLInstanceItem.hasValue()メソッドが falseを返す）状態となり，タプルの場
合は子要素がすべて削除された状態となります。このとき，この要素がアイテムで，
かつ，precision属性または decimals属性のどちらかが指定されている場合は，そ
れらの属性も削除されます。
この要素が数値アイテムで，かつ，ベースデータ型が FRACTION_ITEM以外で，
かつ，アイテムの xsi:nil属性に "true" が指定されている場合に，このメソッドの引
数 nilに java.lang.Boolean.FALSEまたは nullを指定すると，自動的にアイテムの
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precision属性に "INF"が設定されます。precision属性や decimals属性の値は，
XBRLInstanceItem.setPrecision()メソッドや XBRLInstanceItem.setDecimals()メ
ソッドを使用して必要に応じて設定してください。 

引数：
nil - xsi:nil属性に "true"を指定する場合は java.lang.Boolean.TRUE，"false"を指
定する場合は java.lang.Boolean.FALSEを指定します。xsi:nil属性を削除する場合
は nullを指定してください。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• XBRLInstanceElement.isNillable()メソッドが falseを返す場合（この要素の要
素宣言で nillable属性に "false" が指定されているか，または，nillable属性が指
定されていない場合）で，かつ，引数 nilに null以外の値を指定した場合にス
ローされます。［エラーコード：20129］

（20） getFootnotes
public java.util.List<XBRLFootnote> getFootnotes()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられている脚注のリストを取得します。
XBRLInstanceElementインターフェースの getFootnotes()では，アーク要素の
use属性が prohibitedの場合は，関連づけられていないと判断し，取得する脚注の
リストには含まれません。
しかし，XBRLInstanceDocumentインターフェースの getFootnotes()では，文書
中に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場
合でも，取得する脚注のリストに含まれます。
このメソッドが返す XBRLFootnoteオブジェクトのリストはライブオブジェクトで
す。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLFootnoteオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローさ
れます。
• XBRL2.1の場合：
このメソッドでは，要素と脚注の関係を定義している <link:footnoteArc>要素の
アークロール，および，その <link:footnoteArc>要素を含んでいる脚注リンクの
ロールについては考慮しません。特定の値のロールを持つ脚注リンクに記述され，
かつ，特定の値のアークロールを持つような <link:footnoteArc>要素によって関
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連づけられた脚注を取得したい場合は，
XBRLInstanceElement.getFootnoteRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。

戻り値：
この要素に関連づけられた脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトのリストを返し
ます。この要素に関連づけられた脚注がない場合は，要素数が 0のリストを返しま
す。

（21） getFootnotesByLang
public java.util.List<XBRLFootnote> 
getFootnotesByLang(java.lang.String lang)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられている脚注のうち，指定した言語の脚注のリストを取得します。
XBRLInstanceElementインターフェースの getFootnotesByLang()では，アーク要
素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけられていないと判断し，取得する脚
注のリストには含まれません。
しかし，XBRLInstanceDocumentインターフェースの getFootnotesByLang()で
は，文書中に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が
prohibitedの場合でも，取得する脚注のリストに含まれます。
このメソッドが返す XBRLFootnoteオブジェクトのリストはライブオブジェクトで
す。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLFootnoteオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローさ
れます。
• XBRL2.1の場合：
このメソッドでは，要素と脚注の関係を定義している <link:footnoteArc>要素の
アークロール，および，その <link:footnoteArc>要素を含んでいる脚注リンクの
ロールについては考慮しません。特定の値のロールを持つ脚注リンクに記述され，
かつ，特定の値のアークロールを持つような <link:footnoteArc>要素によって関
連づけられた脚注を取得したい場合は，
XBRLInstanceElement.getFootnoteRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。

引数：
lang - 脚注の言語を指定します。

戻り値：
この要素に関連づけられた脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトのリストを返し
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ます。引数で指定した言語の脚注が関連づけられていない場合は，要素数が 0のリ
ストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（22） getFootnotesByRole
public java.util.List<XBRLFootnote> 
getFootnotesByRole(java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられている脚注のうち，指定したロールの脚注のリストを取得しま
す。
XBRLInstanceElementインターフェースの getFootnotesByRole()では，アーク要
素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけられていないと判断し，取得する脚
注のリストには含まれません。
しかし，XBRLInstanceDocumentインターフェースの getFootnotesByRole()では，
文書中に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibited
の場合でも，取得する脚注のリストに含まれます。
このメソッドが返す XBRLFootnoteオブジェクトのリストはライブオブジェクトで
す。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLFootnoteオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローさ
れます。
• XBRL2.1の場合：

このメソッドでは，要素と脚注の関係を定義している <link:footnoteArc>要素の
アークロール，および，その <link:footnoteArc>要素を含んでいる脚注リンクの
ロールについては考慮しません。特定の値のロールを持つ脚注リンクに記述され，
かつ，特定の値のアークロールを持つような <link:footnoteArc>要素によって関連
づけられた脚注を取得したい場合は，
XBRLInstanceElement.getFootnoteRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。

引数：
role - 脚注のロールを指定します。ロールを持たない脚注を取得する場合は nullを
指定します。

戻り値：
この要素に関連づけられた脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトのリストを返し
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ます。指定したロールを持つ脚注が関連づけられていない場合は，要素数が 0のリ
ストを返します。

（23） getFootnotes
public java.util.List<XBRLFootnote> getFootnotes(java.lang.String 
lang,
                                   java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられている脚注のうち，指定した言語およびロールの脚注のリスト
を取得します。
XBRLInstanceElementインターフェースの getFootnotes()では，アーク要素の
use属性が prohibitedの場合は，関連づけられていないと判断し，取得する脚注の
リストには含まれません。
しかし，XBRLInstanceDocumentインターフェースの getFootnotes()では，文書
中に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場
合でも，取得する脚注のリストに含まれます。
このメソッドが返す XBRLFootnoteオブジェクトのリストはライブオブジェクトで
す。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLFootnoteオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローさ
れます。
• XBRL2.1の場合：
このメソッドでは，要素と脚注の関係を定義している <link:footnoteArc>要素の
アークロール，および，その <link:footnoteArc>要素を含んでいる脚注リンクの
ロールについては考慮しません。特定の値のロールを持つ脚注リンクに記述され，
かつ，特定の値のアークロールを持つような <link:footnoteArc>要素によって関
連づけられた脚注を取得したい場合は，
XBRLInstanceElement.getFootnoteRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。

引数：
lang - 脚注の言語を指定します。
role -脚注のロールを指定します。ロールを持たない脚注を取得する場合は nullを
指定します。

戻り値：
この要素に関連づけられた脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトのリストを返し
ます。指定した言語とロールを持つ脚注が関連づけられていない場合は，要素数が
0のリストを返します。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（24） addFootnote
public XBRLFootnote addFootnote(XBRLFootnote newFootnote)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に脚注を関連づけます。指定した XBRLFootnoteオブジェクトが，すでにこの
XBRLInstanceElementオブジェクトに関連づけられている場合は，何もしません。
この要素がアクティブで，かつ引数 newFootnoteに指定した脚注がインスタンス文
書にない場合は，脚注はインスタンス文書に自動的に追加されます。
XBRL2.1の場合，脚注がインスタンス文書へ自動的に追加されるときに，脚注の id
属性と同じ値の id属性を持つ別の要素がすでにインスタンス文書に存在する場合
は，BRLDOMRuntimeException例外がスローされます。
この要素がアクティブで，かつ，この要素が id属性を持っていない場合は，IDが
自動的に採番されて id属性に設定されます。また，この要素が非アクティブである
場合は，このメソッドを呼び出した時点では id属性の値は自動採番されませんが，
あとでこの要素をインスタンス文書へ追加する際に脚注が関連づけられている場合
は，id属性の値が自動採番されて設定されます。id属性の値は，
XBRLInstanceElement.setId(java.lang.String)を使用して任意の値を設定すること
もできます。自動採番の詳細については，「3.3　ID管理と採番」を参照してくださ
い。
• XBRL2.1の場合：
要素と脚注の関係を定義する <link:footnoteArc>要素のアークロールは，
XBRL2.1の仕様で規定されている標準値である "http://www.xbrl.org/2003/
arcrole/fact-footnote" が使用されます。また，<link:footnoteArc>要素の order属
性には "1"が設定されます。カスタムアークロールを使用したい場合や，order属
性に "1"以外の値を設定したい場合は，
XBRLInstanceElement.addFootnote(XBRLFootnote newFootnote, 
java.lang.String arcrole, java.math.BigDecimal order)メソッドを使用してくだ
さい。

引数：
newFootnote - 脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトを指定します。

戻り値：
関連づけられた脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
574



6.　APIリファレンス
• 引数 newFootnoteに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 newFootnoteに指定した XBRLFootnoteオブジェクトを所有する
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この要素を所有する
XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エラー
コード：20004］

（25） addFootnote
public XBRLFootnote addFootnote(XBRLFootnote newFootnote,
                                java.lang.String arcrole,
                                java.math.BigDecimal order)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素に脚注を関連づけます。カスタムアークロールを使用できます。
要素と脚注の関係を定義する <link:footnoteArc>要素のアークロールは，引数
arcroleで指定された値となります。また，<link:footnoteArc>要素の order属性
は，引数 orderで指定された値となります。
引数 newFootnoteに指定された XBRLFootnoteオブジェクトが，引数 arcroleおよ
び orderによって指定されたアークロールと order属性を持つ <link:footnoteArc>
要素によってすでにこの XBRLInstanceElementオブジェクトに関連づけられてい
る場合は，何もしません。
この要素がアクティブで，かつ引数 newFootnoteに指定された脚注がインスタンス
文書に存在しない場合は，脚注はインスタンス文書に自動的に追加されます。この
とき，インスタンス文書へ自動的に追加される脚注の id属性と同じ値の id属性を持
つ別の要素がすでにインスタンス文書に存在する場合は，
XBRLDOMRuntimeException例外がスローされます。
この要素がアクティブで，かつ，引数 newFootnoteに指定された脚注がインスタン
ス文書に存在しない場合は，脚注はインスタンス文書に自動的に追加されます。
この要素がアクティブで，かつ，この要素が id属性を持っていない場合は，IDが
自動的に採番されて id属性に設定されます。また，この要素が非アクティブである
場合は，このメソッドを呼び出した時点では id属性の値は自動採番されませんが，
あとでこの要素をインスタンス文書へ追加する際に脚注が関連づけられている場合
は，id属性の値が自動採番されて設定されます。id属性の値は，
XBRLInstanceElement.setId(java.lang.String)を使用して任意の値を設定すること
もできます。自動採番の詳細については，「3.3　ID管理と採番」を参照してくださ
い。

引数：
newFootnote - 脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトを指定します。
arcrole - 要素と脚注の関係を定義する <link:footnoteArc>要素のアークロールを指
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定します。
order - 要素と脚注の関係を定義する <link:footnoteArc>要素の order属性の値を指
定します。

戻り値：
関連づけられた脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 newFootnote，arcroleまたは orderに nullを指定した場合にスローされま
す。［エラーコード：20002］

• 引数 newFootnoteに指定された XBRLFootnoteオブジェクトを所有する
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この要素を所有する
XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エラー
コード：20004］

• 引数 arcroleに指定した値が xsd:anyURI型でない場合にスローされます。［エ
ラーコード：20108］

• 引数 arcroleに指定した値が絶対URIでない場合にスローされます。［エラーコー
ド：20109］

• 引数 arcroleに指定したアークロールが XBRL仕様で規定された標準値で，かつ，
<link:footnoteArc>要素で利用できるものではない場合にスローされます。［エ
ラーコード：20116］

• 引数 arcroleに指定したアークロールがカスタムアークロールで，かつ，そのカス
タムアークロールの定義を指す <link:arcroleRef>要素がインスタンス文書に存在
しない場合にスローされます。［エラーコード：20118］

• 引数 arcroleに指定したアークロールがカスタムアークロールで，かつ，
<link:arcroleType>要素でそのカスタムアークロールが <link:footnoteArc>要素
で利用できるように定義されていない場合にスローされます。［エラーコード：
20120］

（26） removeFootnote
public XBRLFootnote removeFootnote(XBRLFootnote oldFootnote)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素と脚注の関連づけを削除します。
• XBRL2.1の場合：
要素と脚注の関係を定義する <link:footnoteArc>要素のアークロールは，
XBRL2.1の仕様で規定されている標準値である "http://www.xbrl.org/2003/
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arcrole/fact-footnote"が仮定されます。また，<link:footnoteArc>要素の order属
性の値には "1"が仮定されます。カスタムアークロールを持つ <link:footnoteArc>
要素によって定義されている関係や，order属性に "1"以外の値を持つ
<link:footnoteArc>要素によって定義されている関係を削除したい場合は，
XBRLInstanceElement.removeFootnote(XBRLFootnote oldFootnote, 
java.lang.String arcrole, java.math.BigDecimal order)メソッドを使用してくだ
さい。

引数：
oldFootnote - 関連づけを削除する脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトを指定し
ます。

戻り値：
関連づけが削除された脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 oldFootnoteに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• XBRL2.0の場合：引数 oldFootnoteに指定した脚注が，この要素に関連づけられ
ていない場合にスローされます。［エラーコード：20053］

• XBRL2.1の場合：引数 oldFootnoteに指定された脚注が，アークロールが XBRL
仕様で規定されている標準値である "http://www.xbrl.org/2003/arcrole/
fact-footnote"で，かつ，order属性の値が "1"である <link:footnoteArc>要素に
よってこの要素に関連づけられていない場合にスローされます。［エラーコード：
20123］

（27） removeFootnote
public XBRLFootnote removeFootnote(XBRLFootnote oldFootnote,
                                   java.lang.String arcrole,
                                   java.math.BigDecimal order)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
引数 arcroleおよび orderによって指定されたアークロールと order属性を持つ
<link:footnoteArc>要素によって定義されている，この要素と脚注の関連づけを削
除します。

引数：
oldFootnote - 関連づけを削除する脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトを指定し
ます。
arcrole - 削除する関係を定義している <link:footnoteArc>要素のアークロールを指
定します。
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order - 削除する関係を定義している <link:footnoteArc>要素の order属性の値を指
定します。

戻り値：
関連づけが削除された脚注を表す XBRLFootnoteオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 oldFootnote，arcroleまたは orderに nullを指定した場合にスローされま
す。［エラーコード：20002］

• 引数 oldFootnoteに指定された脚注が，引数 arcroleおよび orderによって指定さ
れたアークロールと order属性を持つ <link:footnoteArc>要素によってこの要素
に関連づけられていない場合にスローされます。［エラーコード：20123］

（28） getFootnoteRelationships
public java.util.List<XBRLFootnoteRelationship> 
getFootnoteRelationships(java.lang.String extendedLinkRole,
                                               java.lang.String arcrole)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素と脚注の関係を表す XBRLFootnoteRelationshipオブジェクトのリストを取得
します。
この要素に関連づけられた脚注は，このメソッドが返すリストに含まれる各
XBRLFootnoteRelationshipオブジェクトに対して getTo()メソッドを呼び出すこと
によって取得できます。また，このメソッドが返すリストに含まれる各
XBRLFootnoteRelationshipオブジェクトに対して getFrom()メソッドを呼び出し
た場合の戻り値は，この要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクト自身とな
ります。
このメソッドが返すリストに含まれる XBRLFootnoteRelationshipオブジェクトの
並びは，各 XBRLFootnoteRelationshipオブジェクトが表す関係を定義している
アークの order属性の値によって昇順にソートされています。アークに order属性
が指定されていない場合は，1が指定されたものと仮定します。詳細については，
XBRLRelationshipインターフェースの「6.7.7(4)　getOrder」を参照してくださ
い。アークの order属性の値が同じである XBRLFootnoteRelationshipオブジェク
トが複数ある場合，それらの XBRLFootnoteRelationshipオブジェクトの並び順は
不定です。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLFootnoteRelationshipオブ
ジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッ
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ドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようと
すると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
extendedLinkRole - 関係を定義しているアークを含むリファレンスリンクのロール
を指定します。
arcrole - 関係を定義しているアークのアークロールを指定します。

戻り値：
引数 extendedLinkRoleで指定されたロールを持つ脚注リンクに属し，かつ，引数
arcroleで指定されたアークロールを持つアークによって定義された，この要素と脚
注の関係を表す XBRLFootnoteRelationshipオブジェクトのリストを返します。指
定された関係が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 extendedLinkRoleまたは arcroleに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］

（29） isNilAttributeSpecified
public boolean isNilAttributeSpecified()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素に xsi:nil属性が定義されていたかどうかを調べます。

戻り値：
この要素に xsi:nil属性が定義されていた場合，trueを返します。xsi:nil属性が定義
されていない場合は falseを返します。
InstanceDocumentの createItemメソッド，createNumericItemメソッド，
createNonNumericItemで新たに生成した XBRLInstanceElementのオブジェクト
において，本メソッドを実行した場合は，常に falseを返します。

（30） getDefinitionRelationships
public java.util.List<XBRLDefinitionRelationship> 
getDefinitionRelationships(java.lang.String extendedLinkRole,
                           java.lang.String arcrole)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
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要素宣言とほかの要素宣言の関係を表す XBRLDefinitionRelationshipオブジェク
トのリストを取得します。
この要素宣言に関連づけられたほかの要素宣言は，このメソッドが返すリストに含
まれる各 XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトに対して getTo()メソッドを呼
び出すことによって取得できます。また，このメソッドが返すリストに含まれる各
XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトに対して getFrom()メソッドを呼び出し
た場合の戻り値は，この XBRLTaxonomyElementオブジェクト自身となります。
このメソッドが返すリストに含まれる XBRLDefinitionRelationshipオブジェクト
の並びは，各 XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトが表す関係を定義してい
るアークの order属性の値によって昇順にソートされています。アークに order属
性が指定されていない場合は，1が指定されたものと仮定します。アークの order属
性の値が同じである XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトが複数ある場合，
XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトの並び順は不定です。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLDefinitionRelationshipオ
ブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。このメソッドが
返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとする
と java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
extendedLinkRole - 関係を定義しているアークを含む定義リンクのロールを指定し
ます。
arcrole - 関係を定義しているアークのアークロールを指定します。

戻り値：
引数 extendedLinkRoleで指定されたロールを持つ定義リンクに属し，かつ，引数
arcroleで指定されたアークロールを持つアークによって定義された，この要素の要
素宣言とほかの要素宣言の関係を表す XBRLDefinitionRelationshipオブジェクト
のリストを返します。指定された関係が存在しない場合は，要素数が 0のリストを
返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 extendedLinkRoleまたは arcroleに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］

6.6.13　XBRLInstanceItemインターフェース
public interface XBRLInstanceItem
extends XBRLInstanceElement

XBRLのバージョン：
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2.0および 2.1

説明：
アイテムを表します。
XBRLInstanceItemオブジェクトは，XBRLInstanceDocumentオブジェクトまた
は XBRLInstanceTupleオブジェクトの子となることができます。
非アクティブな XBRLInstanceItemオブジェクトを，XBRLInstanceDocumentオ
ブジェクトまたはアクティブな XBRLInstanceTupleオブジェクトの子として設定
すると，子として設定された XBRLInstanceItemオブジェクトは非アクティブな状
態からアクティブな状態へと変化します。
また，XBRLInstanceItemオブジェクトが非アクティブな XBRLInstanceTupleオ
ブジェクトの子である場合はその XBRLInstanceItemオブジェクトも非アクティブ
です。しかし，親である非アクティブな XBRLInstanceTupleオブジェクトまたは
その祖先に当たる XBRLInstanceTupleオブジェクトが，XBRLInstanceDocument
オブジェクトまたはアクティブな XBRLInstanceTupleオブジェクトの子として設
定され，アクティブになった場合，その子または子孫である XBRLInstanceItemオ
ブジェクトも同時にアクティブな状態へと変化します。
このようにして XBRLInstanceItemオブジェクトが非アクティブな状態からアク
ティブな状態へ変化する際に，XBRLInstanceItemオブジェクトが参照する
XBRLContextオブジェクトが非アクティブである場合，その XBRLContextオブ
ジェクトは XBRLInstanceDocumentの addContext(XBRLContext)によってイン
スタンス文書へ自動的に追加されます。このとき，インスタンス文書へ自動的に追
加される XBRLContextオブジェクトの識別子と同じ識別子を持つ別の
XBRLContextオブジェクトがすでにインスタンス文書に存在する場合は，
XBRLDOMRuntimeException例外がスローされます。
XBRL2.1の場合：XBRLInstanceItemオブジェクトが非アクティブな状態からアク
ティブな状態へ変化する際に，XBRLInstanceItemオブジェクトが参照する
XBRLUnit2オブジェクトが非アクティブである場合，その XBRLUnit2オブジェク
トは XBRLInstanceDocument.addUnit(XBRLUnit2)によってインスタンス文書へ
自動的に追加されます。このとき，インスタンス文書へ自動的に追加される
XBRLUnit2オブジェクトの識別子と同じ識別子を持つ別の要素がすでに存在する場
合は，XBRLDOMRuntimeException例外がスローされます。

フィールドの概要：
XBRLInstanceItemインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-32　XBRLInstanceItemインターフェースのフィールドの概要

項番 説明

1 static int MONETARY_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xbrli:monetaryです。
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2 static int SHARES_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xbrli:sharesです。

3 static int PURE_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xbrli:pureです。

4 static int FRACTION_ITEM
　　このアイテムのデータ型は分数です。

5 static int DECIMAL_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:decimalです。

6 static int FLOAT_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:floatです。

7 static int DOUBLE_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:doubleです。

8 static int INTEGER_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:integerです。

9 static int NONPOSITIVEINTEGER_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:nonPositiveIntegerです。

10 static int NEGATIVEINTEGER_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:negativeIntegerです。

11 static int LONG_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:longです。

12 static int INT_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:intです。

13 static int SHORT_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:shortです。

14 static int BYTE_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:byteです。

15 static int NONNEGATIVEINTEGER_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:nonNegativeIntegerです。

16 static int UNSIGNEDLONG_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:unsignedLongです。

17 static int UNSIGNEDINT_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:unsignedIntです。

18 static int UNSIGNEDSHORT_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:unsignedShortです。

19 static int UNSIGNEDBYTE_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:unsignedByteです。

20 static int POSITIVEINTEGER_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:positiveIntegerです。

21 static int STRING_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:stringです。

項番 説明
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22 static int BOOLEAN_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:booleanです。

23 static int HEXBINARY_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:hexBinaryです。

24 static int BASE64BINARY_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:base64Binaryです。

25 static int ANYURI_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:anyURIです。

26 static int QNAME_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:QNameです。

27 static int NOTATION_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:NOTATIONです。

28 static int DURATION_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:durationです。

29 static int DATETIME_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xbrli:dateUnionです。

30 static int TIME_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:timeです。

31 static int DATE_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:dateです。

32 static int GYEARMONTH_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:gYearMonthです。

33 static int GYEAR_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:gYearです。

34 static int GMONTHDAY_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:gMonthDayです。

35 static int GDAY_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:gDayです。

36 static int GMONTH_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:gMonthです。

37 static int NORMALIZEDSTRING_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:normalizedStringです。

38 static int TOKEN_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:tokenです。

39 static int LANGUAGE_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:languageです。

40 static int NAME_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:Nameです。

41 static int NCNAME_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:NCNameです。

項番 説明
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メソッドの概要：
XBRLInstanceItemインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-33　XBRLInstanceItemインターフェースのメソッドの概要

42 static int OTHER_ITEM
　　このアイテムのデータ型は不明です。

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

XBRL 
Dimensions
のバージョン

1 XBRLTaxon
omyItem

getTaxonomyItem()
　　アイテムの要素宣言を取得します。

2.0および
2.1

該当しない

2 int getItemType()
　　アイテムのデータ型を表すコードを取得
します。

2.0および
2.1

該当しない

3 int getBaseItemType()
　　アイテムのベースデータ型を表すコード
を取得します。

2.1 該当しない

4 boolean isNumeric()
　　アイテムが数値または非数値のどちらで
あるかを調べます。

2.0および
2.1

該当しない

5 XBRLConte
xt

getContext()
　　アイテムが参照するコンテキスト要素を
取得します。

2.0および
2.1

該当しない

6 void setContext(XBRLContext context)
　　アイテムが参照するコンテキスト要素を
設定します。

2.0および
2.1

該当しない

7 XBRLUnit2 getUnit()
　　アイテムが参照する単位要素を取得しま
す。

2.1 該当しない

8 void setUnit(XBRLUnit2 unit)
　　アイテムが参照する単位要素を設定しま
す。

2.1 該当しない

9 XBRLPrecis
ion

getPrecision()
　　アイテムの precision属性値を取得しま
す。

2.1 該当しない

10 void setPrecision(XBRLPrecision precision)
　　アイテムの precision属性値を設定しま
す。

2.1 該当しない

11 XBRLDecim
als

getDecimals()
　　アイテムの decimals属性値を取得しま
す。

2.1 該当しない

12 void setDecimals(XBRLDecimals decimals)
　　アイテムの decimals属性値を設定しま
す。

2.1 該当しない

項番 説明
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（1） getTaxonomyItem
public XBRLTaxonomyItem getTaxonomyItem()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
アイテムの要素宣言を取得します。

戻り値：
このアイテムの要素宣言を表す XBRLTaxonomyItemオブジェクトを返します。

（2） getItemType
public int getItemType()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
アイテムのデータ型を表すコードを取得します。

13 boolean hasValue()
　　アイテムに値が設定されているかどうか
を調べます。

2.0および
2.1

該当しない

14 java.lang.Ob
ject

getValue()
　　アイテムの値を取得します。

2.0および
2.1

該当しない

15 void setValue(java.lang.Object value)
　　アイテムの値を設定します。

2.0および
2.1

該当しない

16 java.lang.St
ring

getString()
　　アイテムの値の文字列表現を取得します。

2.0および
2.1

該当しない

17 void setString(java.lang.String value)
　　アイテムの値の文字列表現を設定します。

2.0および
2.1

該当しない

18 XBRLDime
nsionalRelat

ionshipSet

getDimensionalRelationshipSet()
　　アイテムの要素宣言に関連づいている
DRSを取得します。

2.1 1.0

19 boolean validateDimensions()
　　DRSに含まれているすべてのロールで，
アイテムに対して XBRL Dimensionsの妥当
性検証を実行します。

2.1 1.0

20 boolean validateDimensions(java.lang.String role)
　　DRSに含まれているロールのうち，引数
roleに指定されたロールで，アイテムに対し
て XBRL Dimensionsの妥当性検証を実行し
ます。

2.1 1.0

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

XBRL 
Dimensions
のバージョン
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このメソッドが返す値は，XBRLのバージョンによって異なります。利用できる
データ型の詳細については，XBRLTaxonomyItemインターフェースの「6.8.17(1)
　getItemType」を参照してください。

戻り値：
このアイテムの型を表すコードを返します。

（3） getBaseItemType
public int getBaseItemType()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
アイテムのベースデータ型を表すコードを取得します。
ベースデータ型は，ユーザーデータ型の派生元となっているデータ型のことです。
アイテムがユーザーデータ型である場合（getItemType()メソッドが
OTHER_ITEMを返す場合）は，getBaseItemType()メソッドを呼び出すことに
よって，派生元となっているデータ型を調べることができます。派生元のデータ型
が不明な場合は，getBaseItemType()メソッドは OTHER_ITEMを返します。
このアイテムがユーザーデータ型でない場合（getItemType()メソッドが
OTHER_ITEM以外を返す場合）は，このメソッドは getItemType()メソッドが返
す値と同じ値を返します。

戻り値：
このアイテムのベースデータ型を表すコードを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（4） isNumeric
public boolean isNumeric()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
アイテムが数値または非数値のどちらであるかを調べます。
このアイテムが数値か非数値のどちらかは，このアイテムのデータ型によって異な
ります。アイテムのデータ型と isNumeric()メソッドの戻り値との対応関係につい
ては，XBRLTaxonomyItemインターフェースの「6.8.17(3)　isNumeric」を参照し
てください。

戻り値：
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このアイテムが数値である場合は true，非数値である場合は falseを返します。

（5） getContext
public XBRLContext getContext()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
アイテムが参照するコンテキスト要素を取得します。

戻り値：
コンテキスト要素を表す XBRLContextオブジェクトを返します。
• XBRL2.0の場合：このメソッドが返したオブジェクトは，

XBRLNumericContextまたは XBRLNonNumericContextのどちらか一方にキャ
ストできます。XBRLNumericContextと XBRLNonNumericContextのどちらに
キャストできるかは，isNumeric()を呼び出すことで判定できます。

• XBRL2.1の場合：このメソッドが返したオブジェクトは，XBRLContext2にキャ
ストできます。

（6） setContext
public void setContext(XBRLContext context)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
アイテムが参照するコンテキスト要素を設定します。
このアイテムがアクティブで，かつ引数 contextで指定したコンテキスト要素がイ
ンスタンス文書にない場合は，コンテキスト要素はインスタンス文書に自動的に追
加されます。このとき，インスタンス文書へ自動的に追加されるコンテキスト要素
の id属性と同じ値の id属性を持つ別のコンテキスト要素が，すでにインスタンス文
書に存在する場合は，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

引数：
context - このアイテムが参照するコンテキスト要素を指定します。
• XBRL2.0の場合：この引数に指定するオブジェクトは，XBRLNumericContext
か XBRLNonNumericContextのどちらかでなければなりません。
XBRLNumericContextと XBRLNonNumericContextのどちらを指定する必要が
あるかは，このアイテムのデータ型に依存します。

• XBRL2.1の場合：この引数に指定するオブジェクトは，XBRLContext2である必
要があります。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
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• 引数 contextに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 contextに指定した XBRLContextオブジェクトを所有している

XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceItemオブジェク
トを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスロー
されます。［エラーコード：20004］

• XBRL2.0の場合：引数 contextが表すコンテキスト要素が，このアイテムのデー
タ型に適合しない場合にスローされます。［エラーコード：20032］

• XBRL2.1の場合：引数 contextに指定したコンテキスト要素の時期要素の内容が，
このアイテムの要素宣言での xbrli:periodType属性の指定と矛盾している場合に
スローされます。xbrli:periodType属性の値が "instant"の場合は，時期要素の内
容は XBRLPeriod.INSTANTである必要があります。また，xbrli:periodType属
性の値が "duration"の場合は，時期要素の内容は XBRLPeriod.FOREVERか
XBRLPeriod.STARTDATE_ENDDATEである必要があります。［エラーコード：
20140］

（7） getUnit
public XBRLUnit2 getUnit()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
アイテムが参照する単位要素を取得します。
単位要素を参照するのは数値アイテムだけであり，非数値アイテムは単位要素を参
照しません。よって，数値アイテムに対してだけ，このメソッドを呼び出せます。
非数値アイテムに対してこのメソッドを呼び出した場合は，
XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。アイテムが数値か非数値かにつ
いては，XBRLInstanceItem.isNumeric()メソッドで調べることができます。

戻り値：
単位要素を表す XBRLUnit2オブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• このアイテムが非数値の場合にスローされます。［エラーコード：20137］

（8） setUnit
public void setUnit(XBRLUnit2 unit)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
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アイテムが参照する単位要素を設定します。
このアイテムがアクティブで，かつ，引数 unitで指定された単位要素がインスタン
ス文書に存在しない場合は，単位要素はインスタンス文書に自動的に追加されます。
このとき，インスタンス文書へ自動的に追加される単位要素の id属性と同じ値の id
属性を持つ別の要素がすでにインスタンス文書に存在する場合は，
XBRLDOMRuntimeException例外がスローされます。
単位要素を設定できるのは，数値アイテムに対してだけです。非数値アイテムに対
してこのメソッドを呼び出した場合は，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローさ
れます。アイテムが数値か非数値かについては，XBRLInstanceItem.isNumeric()
メソッドで調べることができます。
アイテムが参照する単位要素には，アイテムのベースデータ型によって次に示す制
約があります。これらの制約に違反する単位要素を設定しようとした場合は，
XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

表 6-34　アイテムのベースデータ型による単位要素の制約

項番 アイテムのベースデータ型 単位要素の制約

1 MONETARY_ITEM 次の制約をすべて満たす必要があります。
• 単位要素の内容は，一つの基本単位によって構成されなけれ
ばなりません。つまり，XBRLUnit2.getUnitType()メソッ
ドの戻り値が XBRLUnit2.MULTIPLYで，かつ，
XBRLUnit2.getMeasures()メソッドが返すリストのサイズ
は 1である必要があります。

• 基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URI
は "http://www.xbrl.org/2003/iso4217"である必要がありま
す。

• 基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトのローカルパー
トは，ISO 4217通貨コードである必要があります。なお，
XBRL DOMでは，この項目はチェックしません。

2 SHARES_ITEM 次の制約をすべて満たす必要があります。
• 単位要素の内容は，一つの基本単位によって構成されなけれ
ばなりません。つまり，XBRLUnit2.getUnitType()メソッ
ドの戻り値が XBRLUnit2.MULTIPLYで，かつ，
XBRLUnit2.getMeasures()メソッドが返すリストのサイズ
は 1である必要があります。

• 基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URI
は "http://www.xbrl.org/2003/instance" である必要がありま
す。

• 基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトのローカルパー
トは "shares"である必要があります。
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このアイテムのベースデータ型が上記の表に記載されているもの以外である場合は，
このアイテムに設定する単位要素についての制約はありません。

引数：
unit - このアイテムが参照する単位要素を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• このアイテムが非数値の場合にスローされます。［エラーコード：20137］
• 引数 unitに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 unitに指定された XBRLUnit2オブジェクトを所有している

XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceItemオブジェク
トを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスロー
されます。［エラーコード：20004］

• 引数 unitに指定された XBRLUnit2オブジェクトが，上記の表の制約に違反して
いる場合にスローされます。［エラーコード：20127］

（9） getPrecision
public XBRLPrecision getPrecision()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
アイテムの precision属性値を取得します。
このメソッドは，アイテムが数値で，かつ，アイテムのベースデータ型が
FRACTION_ITEM以外である場合に呼び出せます。このアイテムが非数値か，ま
たは，ベースデータ型が FRACTION_ITEMである場合にこのメソッドを呼び出す
と，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

戻り値：

3 PURE_ITEM 次の制約をすべて満たす必要があります。
• 単位要素の内容は，一つの基本単位によって構成されなけれ
ばなりません。つまり，XBRLUnit2.getUnitType()メソッ
ドの戻り値が XBRLUnit2.MULTIPLYで，かつ，
XBRLUnit2.getMeasures()メソッドが返すリストのサイズ
は 1である必要があります。

• 基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URI
は "http://www.xbrl.org/2003/instance" である必要がありま
す。

• 基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトのローカルパー
トは "pure"である必要があります。

項番 アイテムのベースデータ型 単位要素の制約
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このアイテムの precision属性の値を返します。precision属性がない場合は nullを
返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• このアイテムが非数値か，または，ベースデータ型が FRACTION_ITEMである
場合にスローされます。［エラーコード：20136］

（10） setPrecision
public void setPrecision(XBRLPrecision precision)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
アイテムの precision属性値を設定します。
precision属性と decimals属性はどちらか一方だけを設定できます。decimals属性
が設定されているアイテムに対してこのメソッドを呼び出した場合は，decimals属
性は自動的に削除されます。
このメソッドは，アイテムが数値で，かつ，アイテムのベースデータ型が
FRACTION_ITEM以外である場合に呼び出せます。このアイテムが非数値か，ま
たは，ベースデータ型が FRACTION_ITEMである場合にこのメソッドを呼び出す
と，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。
このアイテムの xsi:nil属性に "true" が指定されている場合は，precision属性を設
定できません。xsi:nil属性に "true" が指定されている場合にこのメソッドを呼び出
すと，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

引数：
precision - このアイテムの precision属性に設定する値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• このアイテムが非数値か，または，ベースデータ型が FRACTION_ITEMである
場合にスローされます。［エラーコード：20136］

• このアイテムの xsi:nil属性に "true" が指定されている場合にスローされます。
［エラーコード：20130］
• 引数 precisionに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（11） getDecimals
public XBRLDecimals getDecimals()
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XBRLのバージョン：
2.1

説明：
アイテムの decimals属性値を取得します。
このメソッドは，アイテムが数値で，かつ，アイテムのベースデータ型が
FRACTION_ITEM以外である場合に呼び出せます。このアイテムが非数値か，ま
たは，ベースデータ型が FRACTION_ITEMである場合にこのメソッドを呼び出す
と，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

戻り値：
このアイテムの decimals属性の値を返します。decimals属性がない場合は nullを
返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• このアイテムが非数値か，または，ベースデータ型が FRACTION_ITEMである
場合にスローされます。［エラーコード：20136］

（12） setDecimals
public void setDecimals(XBRLDecimals decimals)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
アイテムの decimals属性値を設定します。
precision属性と decimals属性はどちらか一方だけを設定できます。precision属性
が設定されているアイテムに対してこのメソッドを呼び出した場合は，precision属
性は自動的に削除されます。
このメソッドは，アイテムが数値で，かつ，アイテムのベースデータ型が
FRACTION_ITEM以外である場合に呼び出せます。このアイテムが非数値か，ま
たは，ベースデータ型が FRACTION_ITEMである場合にこのメソッドを呼び出す
と，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。
このアイテムの xsi:nil属性に "true"が指定されている場合は，decimals属性を設
定できません。xsi:nil属性に "true"が指定されている場合にこのメソッドを呼び出
すと，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

引数：
decimals - このアイテムの decimals属性に設定する値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
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• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• このアイテムが非数値か，または，ベースデータ型が FRACTION_ITEMである
場合にスローされます。［エラーコード：20136］

• このアイテムの xsi:nil属性に "true" が指定されている場合にスローされます。
［エラーコード：20130］
• 引数 decimalsに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（13） hasValue
public boolean hasValue()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
アイテムに値が設定されているかどうかを調べます。
XBRLInstanceDocumentの createItem()で生成された直後の XBRLInstanceItem
オブジェクトには値は設定されていません。つまり，hasValue()は falseを返しま
す。

戻り値：
このアイテムに値が設定されている場合は true，設定されていない場合は falseを
返します。

（14） getValue
public java.lang.Object getValue()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
アイテムの値を取得します。
このメソッドが返すオブジェクトは，アイテムのデータ型によって異なります。こ
のアイテムに値が設定されていない場合，このメソッドは
XBRLDOMRuntimeExceptionをスローします。
getValue()メソッドが返すオブジェクトを次の表に示します。

表 6-35　getValue()メソッドが返すオブジェクト

項番 アイテムのデータ型 getValue()メソッドが返すオブジェクト

1 MONETARY_ITEM java.math.BigDecimal

2 SHARES_ITEM java.math.BigDecimal

3 PURE_ITEM java.math.BigDecimal

4 FRACTION_ITEM XBRLFraction
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5 DECIMAL_ITEM java.math.BigDecimal

6 FLOAT_ITEM java.lang.Float

7 DOUBLE_ITEM java.lang.Double

8 INTEGER_ITEM java.math.BigInteger

9 NONPOSITIVEINTEGER_ITEM java.math.BigInteger

10 NEGATIVEINTEGER_ITEM java.math.BigInteger

11 LONG_ITEM java.lang.Long

12 INT_ITEM java.lang.Integer

13 SHORT_ITEM java.lang.Short

14 BYTE_ITEM java.lang.Byte

15 NONNEGATIVEINTEGER_ITEM java.math.BigInteger

16 UNSIGNEDLONG_ITEM java.math.BigInteger

17 UNSIGNEDINT_ITEM java.math.BigInteger

18 UNSIGNEDSHORT_ITEM java.math.BigInteger

19 UNSIGNEDBYTE_ITEM java.math.BigInteger

20 POSITIVEINTEGER_ITEM java.math.BigInteger

21 STRING_ITEM java.lang.String

22 BOOLEAN_ITEM java.lang.Boolean

23 HEXBINARY_ITEM XBRLHexBinary

24 BASE64BINARY_ITEM XBRLBase64Binary

25 ANYURI_ITEM java.lang.String

26 QNAME_ITEM XBRLQName

27 NOTATION_ITEM XBRLQName

28 DURATION_ITEM XBRLDuration

29 DATETIME_ITEM XBRLDateUnion

30 TIME_ITEM XBRLTime

31 DATE_ITEM XBRLDate

32 GYEARMONTH_ITEM XBRLGYearMonth

33 GYEAR_ITEM XBRLGYear

34 GMONTHDAY_ITEM XBRLGMonthDay

35 GDAY_ITEM XBRLGDay

36 GMONTH_ITEM XBRLGMonth

37 NORMALIZEDSTRING_ITEM java.lang.String

38 TOKEN_ITEM java.lang.String

39 LANGUAGE_ITEM java.lang.String

項番 アイテムのデータ型 getValue()メソッドが返すオブジェクト
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XBRL2.1の場合：このアイテムがユーザーデータ型（OTHER_ITEM）で，かつ，
ベースデータ型が FRACTION_ITEMである場合，このメソッドは，
XBRLFraction.toString()メソッドが返す文字列と同じ形式の文字列を表す
java.lang.Stringオブジェクトを返します。ユーザーデータ型で，かつ，ベースデー
タ型が FRACTION_ITEMであるアイテムの値を表す XBRLFractionオブジェクト
を使用したい場合は，このメソッドが返した文字列をそのまま XBRLFractionクラ
スのコンストラクタに渡します。

戻り値：
アイテムの値を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• このアイテムに値が設定されていない場合にスローされます。［エラーコード：

20026］

（15） setValue
public void setValue(java.lang.Object value)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
アイテムの値を設定します。
このメソッドの引数に指定できるオブジェクトは，アイテムのデータ型によって異
なります。setValue()メソッドの引数に指定できるオブジェクトを次の表に示しま
す。

表 6-36　setValue()メソッドの引数に指定できるオブジェクト

40 NAME_ITEM java.lang.String

41 NCNAME_ITEM java.lang.String

42 OTHER_ITEM java.lang.String

項番 アイテムのデータ型 setValue()メソッドの引数に指定できるオ
ブジェクト

1 MONETARY_ITEM java.math.BigDecimal

2 SHARES_ITEM java.math.BigDecimal

3 PURE_ITEM java.math.BigDecimal

4 FRACTION_ITEM XBRLFraction

5 DECIMAL_ITEM java.math.BigDecimal

6 FLOAT_ITEM java.lang.Float

項番 アイテムのデータ型 getValue()メソッドが返すオブジェクト
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7 DOUBLE_ITEM java.lang.Double

8 INTEGER_ITEM java.math.BigInteger

9 NONPOSITIVEINTEGER_ITEM java.math.BigInteger

10 NEGATIVEINTEGER_ITEM java.math.BigInteger

11 LONG_ITEM java.lang.Long

12 INT_ITEM java.lang.Integer

13 SHORT_ITEM java.lang.Short

14 BYTE_ITEM java.lang.Byte

15 NONNEGATIVEINTEGER_ITEM java.math.BigInteger

16 UNSIGNEDLONG_ITEM java.math.BigInteger

17 UNSIGNEDINT_ITEM java.math.BigInteger

18 UNSIGNEDSHORT_ITEM java.math.BigInteger

19 UNSIGNEDBYTE_ITEM java.math.BigInteger

20 POSITIVEINTEGER_ITEM java.math.BigInteger

21 STRING_ITEM java.lang.String

22 BOOLEAN_ITEM java.lang.Boolean

23 HEXBINARY_ITEM XBRLHexBinary

24 BASE64BINARY_ITEM XBRLBase64Binary

25 ANYURI_ITEM java.lang.String

26 QNAME_ITEM XBRLQName

27 NOTATION_ITEM XBRLQName

28 DURATION_ITEM XBRLDuration

29 DATETIME_ITEM XBRLDateUnion

30 TIME_ITEM XBRLTime

31 DATE_ITEM XBRLDate

32 GYEARMONTH_ITEM XBRLGYearMonth

33 GYEAR_ITEM XBRLGYear

34 GMONTHDAY_ITEM XBRLGMonthDay

35 GDAY_ITEM XBRLGDay

36 GMONTH_ITEM XBRLGMonth

37 NORMALIZEDSTRING_ITEM java.lang.String

38 TOKEN_ITEM java.lang.String

39 LANGUAGE_ITEM java.lang.String

40 NAME_ITEM java.lang.String

項番 アイテムのデータ型 setValue()メソッドの引数に指定できるオ
ブジェクト
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インスタンス文書には，このアイテムの値として，引数 valueに指定したオブジェ
クトの toString()が返す文字列が設定されます。ただし，このアイテムが
xsd:QName型または xsd:NOTATION型の場合は，toString()が返す文字列
「{namespaceURI}localPart」ではなく，「prefix:localPart」という形式の文字列が
設定されます。
「prefix」の部分に該当する名前空間接頭辞は，XBRLInstanceDocumentオブジェ
クトに登録されている名前空間宣言から取得されます。名前空間宣言は，
XBRLInstanceDocumentの addNamespaceDeclaration()を使用してあらかじめ登
録しておきます。引数 valueに指定した XBRLQNameオブジェクトの名前空間
URIに対応する名前空間宣言が登録されていない場合は，例外がスローされます。
このアイテムの値としてインスタンス文書に設定される文字列表現を厳密に指定し
たい場合は，このメソッドの代わりに setString()を使用します。
XBRL2.1の場合：このアイテムがユーザーデータ型（OTHER_ITEM）で，かつ，
ベースデータ型が FRACTION_ITEMである場合，このメソッドに指定する文字列
の形式は XBRLFractionクラスのコンストラクタへ指定する文字列と同じ形式であ
る必要があります。XBRLFractionクラスのコンストラクタへ指定できない文字列
をこのメソッドに指定した場合は，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされま
す。ユーザーデータ型で，かつ，ベースデータ型が FRACTION_ITEMであるアイ
テムに対して，XBRLFractionオブジェクトから値を設定したい場合は，
XBRLFraction.toString()メソッドが返す文字列をそのまま setValue()メソッドの
引数に指定します。
XBRL2.1の場合：xsi:nil属性に "true"が指定されている場合は，アイテムの値は設
定できないため，このメソッドを呼び出してはいけません。xsi:nil属性に "true"が
指定されているアイテムに対してこのメソッドを呼び出した場合は，
XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

引数：
value - アイテムの値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• XBRL2.1の場合：このアイテムの xsi:nil属性に "true"が指定されている場合に
スローされます。［エラーコード：20130］

• 引数 valueに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 valueの型が，このアイテムのデータ型に合わない場合にスローされます。
［エラーコード：20033］

41 NCNAME_ITEM java.lang.String

42 OTHER_ITEM java.lang.String

項番 アイテムのデータ型 setValue()メソッドの引数に指定できるオ
ブジェクト
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• このアイテムが xsd:QName型または xsd:NOTATION型で，かつ，引数 valueに
指定した XBRLQNameオブジェクトの名前空間URIに対応する名前空間宣言が，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトに登録されていない場合にスローされま
す。［エラーコード：20023］

• このアイテムが xsd:QName型または xsd:NOTATION型で，かつ引数 valueに指
定した XBRLQNameオブジェクトが名前空間に属さず，かつ
XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォルトの名前空間の宣言が登録され
ている場合にスローされます。［エラーコード：20069］

• XBRL2.1の場合：このアイテムがユーザーデータ型（OTHER_ITEM）で，か
つ，ベースデータ型が FRACTION_ITEMである場合に，XBRLFractionクラス
のコンストラクタへ指定できない文字列を引数 valueに指定した場合にスローさ
れます。［エラーコード：20138］

• XBRL2.1の場合：このアイテムのデータ型が次のどれかで，かつ，引数 valueに
指定された整数値がこのアイテムのデータ型の範囲外である場合にスローされま
す。［エラーコード：20014］
・NONPOSITIVEINTEGER_ITEM
・NEGATIVEINTEGER_ITEM
・NONNEGATIVEINTEGER_ITEM
・UNSIGNEDLONG_ITEM
・UNSIGNEDINT_ITEM
・UNSIGNEDSHORT_ITEM
・UNSIGNEDBYTE_ITEM
・POSITIVEINTEGER_ITEM
• このアイテムのデータ型が ANYURI_ITEMで，かつ，引数 valueに指定された
値が xsd:anyURI型でない場合にスローされます。［エラーコード：20108］

• このアイテムのデータ型が QNAME_ITEMまたはNOTATION_ITEMで，かつ，
引数 valueに指定された XBRLQNameオブジェクトのローカルパートが
xsd:NCName型でない場合にスローされます。［エラーコード：20108］

• XBRL2.1の場合：このアイテムのデータ型が NAME_ITEMで，かつ，引数
valueに指定された値が xsd:Name型でない場合にスローされます。［エラーコー
ド：20108］

• XBRL2.1の場合：このアイテムのデータ型が NCNAME_ITEMで，かつ，引数
valueに指定された値が xsd:NCName型でない場合にスローされます。［エラー
コード：20108］

（16） getString
public java.lang.String getString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1
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説明：
アイテムの値の文字列表現を取得します。
このメソッドが返す文字列は，インスタンス文書にこのアイテムの値として記述さ
れている文字列です。このメソッドが返す文字列は，getValue().toString()が返す文
字列と異なる場合があります。例えば，このアイテムが xsd:QName型または
xsd:NOTATION型である場合，getString()は「prefix:localPart」という形式の文
字列を返しますが，getValue().toString() は「{namespaceURI}localPart」という形
式の文字列を返します。また，このアイテムが xsd:float型で，かつインスタンス文
書にこのアイテムの値として「1.0e2」と記述されていた場合，getString()は
「1.0e2」という文字列を返しますが，getValue().toString() は「100.0」という文字
列を返します。
このアイテムに値が設定されていない場合，このメソッドは
XBRLDOMRuntimeExceptionをスローします。
XBRL2.1の場合：アイテムのベースデータ型が FRACTION_ITEMである場合，イ
ンスタンス文書に記述される値は文字列ではないため，このメソッドで文字列表現
を取得できません。ベースデータ型が FRACTION_ITEMであるアイテムに対して
このメソッドを呼び出した場合は，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされま
す。

戻り値：
このアイテムの値の文字列表現を返します。
アイテムの型が xsd:QNameまたは xsd:NOTATIONの場合，名前空間を正規化する
と，正規化の前後で QNameの接頭辞が異なります。正規化前は，既存の文書で指
定された接頭辞を返します。正規化後は，正規化によって変更された接頭辞を返し
ます。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• このアイテムに値が設定されていない場合にスローされます。［エラーコード：

20026］
• XBRL2.1の場合：このアイテムのベースデータ型が FRACTION_ITEMである場
合にスローされます。［エラーコード：20139］

• このアイテムの内容に子要素が含まれている場合にスローされます。［エラーコー
ド：20061］

（17） setString
public void setString(java.lang.String value)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
アイテムの値の文字列表現を設定します。
setValue()では，引数に指定したオブジェクトの toString()の戻り値が，このアイ
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テムの値としてインスタンス文書に書き込まれます。一方，setString()では，引数
valueに指定した文字列がそのまま，このアイテムの値としてインスタンス文書に書
き込まれます。このアイテムの値としてインスタンス文書に書き込まれる文字列表
現を厳密に指定したい場合は，setValue()ではなく setString()を使用します。
• XBRL2.1の場合：
アイテムのベースデータ型が FRACTION_ITEMである場合，インスタンス文書
に記述される値は文字列ではないため，このメソッドで文字列表現を設定できま
せん。ベースデータ型が FRACTION_ITEMであるアイテムに対してこのメソッ
ドを呼び出した場合は，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

• XBRL2.1の場合：
xsi:nil属性に "true" が指定されている場合は，アイテムの値は設定できないため，
このメソッドを呼び出さないでください。xsi:nil属性に "true" が指定されている
アイテムに対してこのメソッドを呼び出した場合は，
XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

引数：
value - このアイテムの値の文字列表現を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL2.1の場合：このアイテムのベースデータ型が FRACTION_ITEMである場
合にスローされます。［エラーコード：20139］

• XBRL2.1の場合：このアイテムの xsi:nil属性に "true" が指定されている場合に
スローされます。［エラーコード：20130］

• 引数 valueに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• このアイテムが xsd:QName型または xsd:NOTATION型で，かつ引数 valueに指
定した QNameの名前空間接頭辞に対応する名前空間宣言が，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトに登録されていない場合にスローされま
す。［エラーコード：20022］

• 引数 valueに指定された文字列表現が不正な場合にスローされます。[エラーコー
ド：20029]

（18） getDimensionalRelationshipSet
public XBRLDimensionalRelationshipSet 
getDimensionalRelationshipSet()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
アイテムの要素宣言に関連づいている DRSを取得します。
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戻り値：
このアイテムの要素宣言に関連づいている DRSを返します。アイテムの要素宣言に
関連づいている DRSがない場合は，nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

（19） validateDimensions
public boolean validateDimensions()
                            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
アイテムに対して，DRSに含まれているすべてのロールで XBRL Dimensionsの妥
当性検証を実行します。

戻り値：
このアイテムに対して，DRSに含まれているすべてのロールで XBRL Dimensions
の妥当性検証を実行し，妥当である場合は true，妥当でない場合は falseを返しま
す。また，このアイテムに DRSがない場合は XBRL Dimensionsの妥当性検証を実
行しないで，trueを返します。

例外：
XBRLDOMException - 
• XBRL Dimensionsの妥当性検証でエラーが検出された場合にスローされます。
［エラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］
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（20） validateDimensions
public boolean validateDimensions(java.lang.String role)
  throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
アイテムに対して，DRSに含まれているロールのうち，引数 roleに指定されたロー
ルで XBRL Dimensionsの妥当性検証を実行します。

引数：
role - XBRL Dimensionsの妥当性検証を実行するロールを指定します。

戻り値：
このアイテムに対して，DRSに含まれているロールのうち，引数 roleに指定された
ロールで XBRL Dimensionsの妥当性検証を実行し，妥当である場合は true，妥当
でない場合は falseを返します。また，このアイテムに DRSがない場合は XBRL 
Dimensionsの妥当性検証を実行しないで trueを返します。

例外：
XBRLDOMException - 
• XBRL Dimensionsの妥当性検証でエラーが検出された場合にスローされます。
［エラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 roleに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 roleに空のURI参照を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20110］
• 引数 roleに DRSに存在しないロールを指定した場合にスローされます。［エラー
コード：22102］

6.6.14　XBRLInstanceNodeインターフェース
public interface XBRLInstanceNode
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XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書を構成するノードを表します。
ノードは，ほかのノードの子となることができます。getParentNode()を使用する
と，任意のノードの親ノードを取得できます。一方，あるノードの子ノードを取得
する方法は，ノードの種類によって異なります。例えば，XBRLEntityオブジェク
トの子である XBRLIdentifierオブジェクトを取得する場合は，
XBRLEntity.getIdentifier()を使用します。子ノードを取得する方法については，
ノードを表す各インターフェースの説明を参照してください。 
ノードは，アクティブか非アクティブのどちらかの状態を持ちます。アクティブな
ノードは，インスタンス文書内に存在するノード，つまり，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトからオブジェクトツリーをたどることで到達
できるノードです。一方，非アクティブなノードは，インスタンス文書にないノー
ドです。ノードがアクティブかどうかは，isActive()で調べることができます。 
非アクティブなノードをアクティブなノードの子として設定すると，子として設定
されたノードはアクティブな状態へと変化します。また，あるノードの親ノードが
非アクティブである場合，そのノードも非アクティブですが，親である非アクティ
ブなノードがアクティブな状態へと変化すると，同時にその子ノードもアクティブ
になります。この状態の変化は，親から子，さらに孫へと伝播します。つまり，あ
るノードがアクティブになると，その子孫ノードもすべてアクティブになり，ある
ノードが非アクティブになると，その子孫ノードもすべて非アクティブになります。
アクティブになるノードの範囲を次の図に示します。

図 6-14　アクティブになるノードの範囲
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あるノードが，非アクティブな状態からアクティブな状態へと変化する際に，次の
処理が自動的に実行されます。
• アクティブになったノードが XML要素に対応する場合，その XML要素およびそ
の要素が持つグローバル属性の名前空間接頭辞が，XBRLInstanceDocumentオブ
ジェクトに設定されている名前空間接頭辞に設定されます。

ノードの種類によっては，アクティブになった時点で，上記以外のさまざまな処理
が実行されます。詳細については，ノードを表す各インターフェースの説明を参照
してください。

フィールドの概要：
XBRLInstanceNodeインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-37　XBRLInstanceNodeインターフェースのフィールドの概要

項番 説明

1 static int INSTANCE_DOCUMENT_NODE
　　このノードは，インスタンス文書を表します。

2 static int SCHEMA_REF_NODE
　　このノードは，<link:schemaRef>要素を表します。

3 static int LINKBASE_REF_NODE
　　このノードは，<link:linkbaseRef>要素を表します。

4 static int ROLE_REF_NODE
　　このノードは，<link:roleRef>要素を表します。

5 static int ARCROLE_REF_NODE
　　このノードは，<link:arcroleRef>要素を表します。

6 static int NUMERIC_CONTEXT_NODE
　　このノードは，数値コンテキスト要素を表します。

7 static int NON_NUMERIC_CONTEXT_NODE
　　このノードは，非数値コンテキスト要素を表します。

8 static int CONTEXT2_NODE
　　このノードは，コンテキスト要素を表します。

9 static int UNIT2_NODE
　　このノードは，単位要素を表します。

10 static int ITEM_NODE
　　このノードは，アイテムを表します。

11 static int TUPLE_NODE
　　このノードは，タプルを表します。

12 static int FOOTNOTE_NODE
　　このノードは，脚注を表します。

13 static int ENTITY_NODE
　　このノードは，エンティティ要素を表します。

14 static int IDENTIFIER_NODE
　　このノードは，識別子（identifier）要素を表します。
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メソッドの概要：
XBRLInstanceNodeインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-38　XBRLInstanceNodeインターフェースのメソッドの概要

（1） getNodeType
public int getNodeType()

15 static int SEGMENT_NODE
　　このノードは，セグメント要素を表します。

16 static int PERIOD_NODE
　　このノードは，時期要素を表します。

17 static int UNIT_NODE
　　このノードは，単位要素を表します。

18 static int MEASURE_NODE
　　このノードは，計量要素を表します。

19 static int OPERATOR_NODE
　　このノードは，演算子要素を表します。

20 static int SCENARIO_NODE
　　このノードは，シナリオ要素を表します。

21 static int EXPLICIT_MEMBER_NODE
　　このノードは，<xbrldi:explicitMember>要素を表します。

22 static int TYPED_MEMBER_NODE
　　このノードは，<xbrldi:typedMember>要素を表します。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 int getNodeType()
　　ノードの型を表すコードを取得します。

2.0および 2.1

2 XBRLInstanc
eDocument

getOwnerInstanceDocument()
　　ノードを所有する XBRLInstanceDocumentオ
ブジェクトを取得します。

2.0および 2.1

3 boolean isActive()
　　ノードがアクティブかどうか（インスタンス文
書に存在し，ツリーをたどって到達できるか）を調
べます。

2.0および 2.1

4 XBRLInstanc
eNode

getParentNode()
　　ノードが関連づけられている親ノードを取得し
ます。

2.0および 2.1

5 XBRLInstanc
eNode

cloneNode(boolean deep)
　　ノードを複製します。

2.0および 2.1

6 org.w3c.dom.
Node

getW3CDOMNode()
　　ノードに対応する org.w3c.dom.Nodeオブジェ
クトを取得します。

2.0および 2.1

項番 説明
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XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ノードの型を表すコードを取得します。
このメソッドが返す値は，XBRLのバージョンによって異なります。利用できる
ノードの型と XBRLのバージョンの関係を次の表に示します。

表 6-39　利用できるノードの型と XBRLのバージョンの関係

（凡例）○：利用できます。　×：利用できません。
注※　XBRL Dimensions1.0の場合だけ存在します。

戻り値：
このノードの型を表すコードを返します。

項番 ノードの型 XBRL2.0 XBRL2.1

1 INSTANCE_DOCUMENT_NODE ○ ○

2 SCHEMA_REF_NODE × ○

3 LINKBASE_REF_NODE ○ ○

4 ROLE_REF_NODE × ○

5 ARCROLE_REF_NODE × ○

6 NUMERIC_CONTEXT_NODE ○ ×

7 NON_NUMERIC_CONTEXT_NODE ○ ×

8 CONTEXT2_NODE × ○

9 UNIT2_NODE × ○

10 ITEM_NODE ○ ○

11 TUPLE_NODE ○ ○

12 FOOTNOTE_NODE ○ ○

13 ENTITY_NODE ○ ○

14 IDENTIFIER_NODE ○ ○

15 SEGMENT_NODE ○ ○

16 PERIOD_NODE ○ ○

17 UNIT_NODE ○ ×

18 MEASURE_NODE ○ ×

19 OPERATOR_NODE ○ ×

20 SCENARIO_NODE ○ ○

21 EXPLICIT_MEMBER_NODE※ × ○

22 TYPED_MEMBER_NODE※ × ○
606



6.　APIリファレンス
（2） getOwnerInstanceDocument
public XBRLInstanceDocument getOwnerInstanceDocument()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ノードを所有する XBRLInstanceDocumentオブジェクトを取得します。

戻り値：
このノードを所有する XBRLInstanceDocumentオブジェクトを返します。この
ノードが XBRLInstanceDocumentの場合は，常に nullを返します。

（3） isActive
public boolean isActive()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ノードがアクティブかどうかを調べます。アクティブなノードは，インスタンス文
書内に存在するノード，つまり，XBRLInstanceDocumentオブジェクトからオブ
ジェクトツリーをたどることで到達できるノードです。

戻り値：
このノードがアクティブな場合は true，アクティブでない場合は falseを返します。
このノードが XBRLInstanceDocumentの場合は，常に trueを返します。

（4） getParentNode
public XBRLInstanceNode getParentNode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ノードが関連づけられている親ノードを取得します。
このメソッドが返す親ノードの型は，このノードの型によって異なります。
getParentNodeメソッドが返す親ノードの型を次の表に示します。

表 6-40　getParentNodeメソッドが返す親ノードの型

項
番

このノードの型 メソッドが返す親ノードの型

1 INSTANCE_DOCUMENT_NODE このメソッドは常に nullを返します。

2 SCHEMA_REF_NODE INSTANCE_DOCUMENT_NODE

3 LINKBASE_REF_NODE INSTANCE_DOCUMENT_NODE
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注※　XBRL Dimensions1.0の場合だけ存在します。

戻り値：
このノードの親ノードを返します。このノードが XBRLInstanceDocumentの場合
は，常に nullを返します。また，このノードがほかのノードの子ノードとして接続
されていない場合も，nullを返します。

（5） cloneNode
public XBRLInstanceNode cloneNode(boolean deep)

4 ROLE_REF_NODE INSTANCE_DOCUMENT_NODE

5 ARCROLE_REF_NODE INSTANCE_DOCUMENT_NODE

6 NUMERIC_CONTEXT_NODE INSTANCE_DOCUMENT_NODE

7 NON_NUMERIC_CONTEXT_NODE INSTANCE_DOCUMENT_NODE

8 CONTEXT2_NODE INSTANCE_DOCUMENT_NODE

9 UNIT2_NODE INSTANCE_DOCUMENT_NODE

10 ITEM_NODE INSTANCE_DOCUMENT_NODEまたは
TUPLE_NODE

11 TUPLE_NODE INSTANCE_DOCUMENT_NODEまたは
TUPLE_NODE

12 FOOTNOTE_NODE INSTANCE_DOCUMENT_NODE

13 ENTITY_NODE XBRL2.0の場合：NUMERIC_CONTEXT_NODEま
たは NON_NUMERIC_CONTEXT_NODE
XBRL2.1の場合：CONTEXT2_NODE

14 IDENTIFIER_NODE ENTITY_NODE

15 SEGMENT_NODE ENTITY_NODE

16 PERIOD_NODE XBRL2.0の場合：NUMERIC_CONTEXT_NODEま
たは NON_NUMERIC_CONTEXT_NODE
XBRL2.1の場合：CONTEXT2_NODE

17 UNIT_NODE NUMERIC_CONTEXT_NODEまたは
NON_NUMERIC_CONTEXT_NODE

18 MEASURE_NODE UNIT_NODEまたは OPERATOR_NODE

19 OPERATOR_NODE UNIT_NODEまたは OPERATOR_NODE

20 SCENARIO_NODE XBRL2.0の場合：NUMERIC_CONTEXT_NODEま
たは NON_NUMERIC_CONTEXT_NODE
XBRL2.1の場合：CONTEXT2_NODE

21 EXPLICIT_MEMBER_NODE※ SEGMENT_NODEまたは SCENARIO_NODE

22 TYPED_MEMBER_NODE※ SEGMENT_NODEまたは SCENARIO_NODE

項
番

このノードの型 メソッドが返す親ノードの型
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XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ノードを複製します。
このメソッドが返すノードはアクティブではなく，また，親ノードを持ちません。
つまり，このメソッドが返す XBRLInstanceNodeオブジェクトの isActive()は
falseを返し，また，getParentNode()は nullを返します。
ノードを複製する処理は，ノードの型によって異なります。ノードの複製処理を次
の表に示します。

表 6-41　ノードの複製処理

項
番

ノードの型 説明

1 INSTANCE_DOCUMENT_NODE 引数 deepが trueの場合は，インスタンス文書に
含まれているコンテキスト要素，アイテム，タプ
ル，脚注がすべて複製されます。
引数 deepが falseの場合は，インスタンス文書に
含まれているコンテキスト要素，アイテム，タプ
ル，脚注はすべて複製されません。つまり，複製さ
れたインスタンス文書は空です。ただし，名前空間
宣言は複製されます。

複製された XBRLInstanceDocumentオブジェクト
は，複製元の XBRLInstanceDocumentオブジェク
トが参照している XBRLTaxonomyDocumentオブ
ジェクトの複製を参照します。つまり，
XBRLInstanceDocumentの
getTaxonomyDocument()の戻り値は，複製元の
XBRLInstanceDocumentオブジェクトと複製先の
XBRLInstanceDocumentオブジェクトで異なりま
す。ただし，それぞれが参照する
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトの内容は
同じです。

XBRL2.0の場合：インスタンス文書の読み込み時
にリンクベースの遅延解析が指定されていて，かつ
リンクが未解析の場合は，複製処理の前にインスタ
ンス文書中のリンクベースの遅延解析が実行されま
す。このとき，インスタンス文書が参照しているタ
クソノミー文書に含まれるリンクベース，および，
インスタンス文書に記述された <link:linkbaseRef>
要素が参照しているリンクベースは，未解析であっ
ても解析されません。

複製された XBRLInstanceDocumentオブジェクト
に対応する org.w3c.dom.Documentオブジェクト
は新規に作成されます。また，インスタンス文書の
ルート要素が XML文書のルート要素として設定さ
れます。
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XBRL2.1の場合：複製されたインスタンス文書の
ルート要素は id属性を持ちません。
引数 deepに trueが指定された場合は，インスタ
ンス文書の内容が複製されます。複製された各ノー
ドが id属性を持つかどうかについては，この表の
各ノードの説明を参照してください。

XBRL2.1の場合：インスタンス文書の IDを管理
する XBRLIdManagerオブジェクトは新規に作成
されるため，複製元のインスタンス文書と複製され
たインスタンス文書とで IDを管理する
XBRLIdManagerオブジェクトは異なります。た
だし，XBRLIdManagerオブジェクトに設定され
ている XBRLIdCreatorオブジェクトは引き継がれ
ます。つまり，複製元の XBRLInstanceDocument
オブジェクトと複製された
XBRLInstanceDocumentオブジェクトとで，
getIdManager()メソッドが返す XBRLIdManager
オブジェクトは異なりますが，
getIdManager().getIdCreator()によって取得でき
る XBRLIdCreatorオブジェクトは同一のものとな
ります。このため，インスタンス文書を複製する際
にコンテキスト要素などの id属性の値が採番し直
されます。このときに複製元と同じ
XBRLIdCreatorオブジェクトを使用して IDが生
成されます。

XBRL2.1の場合：引数 deepが falseの場合は，複
製元の <link:schemaRef>要素や
<link:linkbaseRef>要素は複製されません。このた
め，引数 deepに falseを指定してインスタンス文
書を複製した場合は，タクソノミー文書を構築する
際の出発点となったタクソノミー本体およびリンク
ベースのリストを
XBRLTaxonomyDocument.getStartingPoints()メ
ソッドによって取得し，それらを指す
<link:schemaRef>要素および <link:linkbaseRef>
要素を追加する必要があります。このとき，各要素
の xlink:href属性に指定する URIは，絶対 URI，
相対 URIのどちらでもかまいません。ただし，イ
ンスタンス文書をストリームへ出力してから再度読
み込んだ際に，それらの URIは適切な文書へ解決
されなければなりません。なお，必要な
<link:schemaRef>要素および <link:linkbaseRef>
要素を追加しなかった場合は，インスタンス文書を
ストリームへ出力してから再度読み込んだ場合に，
タクソノミー文書を構成するタクソノミー本体また
はリンクベースに不足が生じるおそれがあるため注
意してください。

項
番

ノードの型 説明
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2 SCHEMA_REF_NODE サブツリーが存在しないため，引数 deepの値は影
響しません。3 LINKBASE_REF_NODE

4 ROLE_REF_NODE

5 ARCROLE_REF_NODE

6 NUMERIC_CONTEXT_NODE 引数 deepの値に関係なく，常にサブツリーが複製
されます。
複製されたコンテキスト要素の id属性の値は採番
し直されます。

7 NON_NUMERIC_CONTEXT_NODE

8 CONTEXT2_NODE

9 UNIT2_NODE サブツリー※ 1が存在しないため，引数 deepの値
は影響しません。複製された単位要素の id属性の
値は採番し直されます。

10 ITEM_NODE アイテムにはサブツリー※ 1が存在しないため，引
数 deepの値は影響しません。
複製されたアイテムは，複製元と同一のコンテキス
ト要素を参照します。
XBRL2.1の場合：数値アイテムを複製した場合，
複製されたアイテムは，複製元と同一の単位要素を
参照します。
XBRL2.0の場合：複製されたアイテムの id属性の
値は採番し直されます。
XBRL2.1の場合：複製されたアイテムは id属性を
持ちません。

11 TUPLE_NODE 引数 deepが trueの場合は，タプルの子要素もす
べて複製されます。引数 deepが falseの場合は，
子要素は複製されません。
XBRL2.0の場合：複製されたタプルの id属性の値
は採番し直されます。
XBRL2.1の場合：複製されたタプルは id属性を持
ちません。

12 ENTITY_NODE 引数 deepの値に関係なく，常にサブツリーが複製
されます。13 PERIOD_NODE

14 UNIT_NODE

15 OPERATOR_NODE

16 IDENTIFIER_NODE サブツリー※ 1がないため，引数 deepの値は影響
しません。

項
番

ノードの型 説明
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注※ 1　ここでのサブツリーとは，XBRL DOMのノード（XBRLInstanceNodeオブジェクト）に
よって構築されるツリーでのサブツリーのことです。W3C DOMのノード（org.w3c.dom.Nodeオ
ブジェクト）によって構築されるツリーでのサブツリーではないので注意してください。
例えば，単位要素の子として記述される <xbrli:divide>要素は，XBRL DOMでは XBRLUnit2オブ
ジェクトの子ノードとしては表現されませんが，W3C DOMでは <xbrli:divide>要素は
<xbrli:unit>要素を表すノードの子ノードとして表現されます。そのため，XBRLUnit2オブジェク
トを複製した場合は，W3C DOMではサブツリーとなっている <xbrli:divide>要素を表すノードや
その子孫（<xbrli:unitNumerator>要素を表すノードや <xbrli:unitDenominator>要素を表すノー
ド）も複製されます。
これは，データ型が FRACTION_ITEMであるアイテム，XHTMLのタグを内容として持つ脚注，

17 SEGMENT_NODE XBRL Dimensions1.0ではない場合：サブツリー※
1が存在しないため，引数 deepの値は影響しませ
ん。
XBRL Dimensions1.0の場合：引数 deepが true
の場合は，セグメント要素に含まれている
<xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素がすべて複製されま
す。
引数 deepが falseの場合は，セグメント要素に含
まれている <xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素がすべて複製されませ
ん。

18 MEASURE_NODE サブツリー※ 1がないため，引数 deepの値は影響
しません。

19 SCENARIO_NODE XBRL Dimensions1.0ではない場合：サブツリー※
1が存在しないため，引数 deepの値は影響しませ
ん。
XBRL Dimensions1.0の場合：引数 deepが true
の場合は，シナリオ要素に含まれている
<xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素がすべて複製されま
す。
引数 deepが falseの場合は，シナリオ要素に含ま
れている <xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素がすべて複製されませ
ん。

20 FOOTNOTE_NODE サブツリー※ 1がないため，引数 deep の値は影響
しません。
XBRL2.1の場合：複製された脚注は id属性を持ち
ません。

21 EXPLICIT_MEMBER_NODE※ 2 サブツリー※ 1が存在しないため，引数 deepの値
は影響しません。

22 TYPED_MEMBER_NODE※ 2 サブツリー※ 1が存在しないため，引数 deepの値
は影響しません。

項
番

ノードの型 説明
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任意の子要素を記述できるセグメント要素やシナリオ要素についても同じです。
注※ 2　XBRL Dimensions1.0の場合だけ存在します。

引数：
deep - ノードのサブツリーを複製する場合は true，サブツリーを複製しない場合は
falseを指定します。

戻り値：
このノードの複製を返します。

（6） getW3CDOMNode
public org.w3c.dom.Node getW3CDOMNode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ノードに対応する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを取得します。XBRLの仕様で
規定されていない属性や要素を参照したい場合は，このメソッドで取得した DOM
ツリーを使用します。
このメソッドが返す org.w3c.dom.Nodeオブジェクトの型は，このノードの型に
よって異なります。getW3CDOMNodeメソッドが返す org.w3c.dom.Nodeオブジェ
クトを次の表に示します。

表 6-42　getW3CDOMNodeメソッドが返す org.w3c.dom.Nodeオブジェクト

項
番

XBRLInstanceNode
オブジェクトの型

org.w3c.dom.Nod
e

オブジェクトの型

説明

1 INSTANCE_DOCUMENT_N
ODE

org.w3c.dom.Doc
ument

インスタンス文書を表します。

2 SCHEMA_REF_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<link:schemaRef>要素を表します。

3 LINKBASE_REF_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<link:linkbaseRef>要素を表します。

4 ROLE_REF_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<link:roleRef>要素を表します。

5 ARCROLE_REF_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<link:arcroleRef>要素を表します。

6 NUMERIC_CONTEXT_NOD
E

org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:numericContext>要素を表しま
す。

7 NON_NUMERIC_CONTEXT
_NODE

org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:nonNumericContext>要素を表し
ます。

8 CONTEXT2_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:context>要素を表します。
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注※　XBRL Dimensions1.0の場合だけ存在します。
このメソッドが返した org.w3c.dom.Nodeオブジェクト，およびその
org.w3c.dom.Nodeオブジェクトが属する DOMツリーに対する更新操作の範囲は限
定されます。getW3CDOMNodeメソッドが返す org.w3c.dom.Nodeオブジェクトに
対して許可される更新操作を次の表に示します。

表 6-43　org.w3c.dom.Nodeオブジェクトに対して許可される更新操作

9 UNIT2_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:unit>要素を表します。

10 ITEM_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:item>要素の代替要素を表します。

11 TUPLE_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:tuple>要素の代替要素を表しま
す。

12 FOOTNOTE_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<link:footnote>要素を表します。

13 ENTITY_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:entity>要素を表します。

14 IDENTIFIER_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:identifier>要素を表します。

15 SEGMENT_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:segment>要素を表します。

16 PERIOD_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:period>要素を表します。

17 UNIT_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:unit>要素を表します。

18 MEASURE_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:measure>要素を表します。

19 OPERATOR_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:operator>要素を表します。

20 SCENARIO_NODE org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrli:scenario>要素を表します。

21 EXPLICIT_MEMBER_NODE
※

org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrldi:explicitMember>要素を表しま
す。

22 TYPED_MEMBER_NODE※ org.w3c.dom.Ele
ment

<xbrldi:typedMember>要素を表します。

項
番

XBRLInstanceNode
オブジェクトの型

許可される更新操作

1 INSTANCE_DOCUMENT_NODE 更新操作は許可されません。

2 SCHEMA_REF_NODE 更新操作は許可されません。

項
番

XBRLInstanceNode
オブジェクトの型

org.w3c.dom.Nod
e

オブジェクトの型

説明
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3 LINKBASE_REF_NODE 更新操作は許可されません。

4 ROLE_REF_NODE 更新操作は許可されません。

5 ARCROLE_REF_NODE 更新操作は許可されません。

6 NUMERIC_CONTEXT_NODE 更新操作は許可されません。

7 NON_NUMERIC_CONTEXT_NODE 更新操作は許可されません。

8 CONTEXT2_NODE 更新操作は許可されません。

9 UNIT2_NODE 更新操作は許可されません。

10 ITEM_NODE 次の属性以外の属性の追加・更新・削除が許可されま
す。
• id
• XBRL2.0の場合：numericContext
• XBRL2.0の場合：nonNumericContext
• xmlnsによる名前空間宣言
• XBRL2.1の場合：contextRef
• XBRL2.1の場合：unitRef
• XBRL2.1の場合：precision
• XBRL2.1の場合：decimals
• XBRL2.1の場合：xsl:nil

11 TUPLE_NODE 次の属性以外の属性の追加・更新・削除が許可されま
す。
• id
• xmlnsによる名前空間宣言
• XBRL2.1の場合：xsl:nil

12 FOOTNOTE_NODE 子孫ノードに対する任意の更新操作が許可されます。

13 ENTITY_NODE 更新操作は許可されません。

14 IDENTIFIER_NODE 更新操作は許可されません。

15 SEGMENT_NODE XBRL Dimensions1.0ではない場合：子孫ノードに対
する任意の更新操作が許可されます。
XBRL Dimensions1.0の場合：次の子孫ノード以外の
子孫ノードに対する任意の更新操作が許可されます。
• <xbrldi:explicitMember>要素
• <xbrldi:typedMember>要素

16 PERIOD_NODE 更新操作は許可されません。

17 UNIT_NODE 更新操作は許可されません。

18 MEASURE_NODE 更新操作は許可されません。

19 OPERATOR_NODE 更新操作は許可されません。

20 SCENARIO_NODE XBRL Dimensions1.0ではない場合：子孫ノードに対
する任意の更新操作が許可されます。
XBRL Dimensions1.0の場合：次の子孫ノード以外の
子孫ノードに対する任意の更新操作が許可されます。
• <xbrldi:explicitMember>要素
• <xbrldi:typedMember>要素

項
番

XBRLInstanceNode
オブジェクトの型

許可される更新操作
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注※　XBRL Dimensions1.0の場合だけ存在します。
許可されていない更新操作をした場合は，XBRL DOMが正常に動作しないおそれが
あります。

戻り値：
このノードに対応する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを返します。

6.6.15　XBRLInstanceTupleインターフェース
public interface XBRLInstanceTuple
extends XBRLInstanceElement

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書に記述されているタプルを表します。
タプルの子要素として記述できる要素は，タクソノミー本体で XML Schemaの構文
を使用して定義されます。しかし，XBRL DOMでは，任意のアイテムおよびタプル
をタプルの子要素として設定できるようになっていて，XBRLInstanceTupleイン
ターフェースを使用してタプルの内容を編集した結果がタクソノミー本体での定義
に従っているかどうかについてはチェックしません。

メソッドの概要：
XBRLInstanceTupleインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-44　XBRLInstanceTupleインターフェースのメソッドの概要

21 EXPLICIT_MEMBER_NODE※ 子孫ノードに対する任意の更新操作が許可されます。

22 TYPED_MEMBER_NODE※ 子孫ノードに対する任意の更新操作が許可されます。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 XBRLTaxonomyTu
ple

getTaxonomyTuple()
　　タプルの要素宣言を取得します。

2.0および 2.1

2 java.util.List<XBR
LInstanceElement

>

getChildElements()
　　タプルのすべての子要素のリストを取得
します。

2.0および 2.1

3 java.util.List<XBR
LInstanceElement

>

getChildElements(java.lang.String 
namespaceURI, java.lang.String name)
　　指定した名前の子要素のリストを取得し
ます。

2.0および 2.1

項
番

XBRLInstanceNode
オブジェクトの型

許可される更新操作
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（1） getTaxonomyTuple
public XBRLTaxonomyTuple getTaxonomyTuple()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タプルの要素宣言を取得します。

戻り値：
このタプルの要素宣言を表す XBRLTaxonomyTupleオブジェクトを返します。

（2） getChildElements
public java.util.List<XBRLInstanceElement> getChildElements()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タプルのすべての子要素のリストを取得します。子要素は，アイテムまたはタプル
です。
このメソッドが返すリスト中での XBRLInstanceElementオブジェクトの順序は，
インスタンス文書での要素の出現順と同じです。
このメソッドが返す XBRLInstanceElementオブジェクトのリストはライブオブ
ジェクトです。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに
含まれる XBRLInstanceElementオブジェクトに増減があった場合，その変更は直

4 XBRLInstanceEle
ment

appendChildElement(XBRLInstanceEleme
nt newElement)
　　タプルの子要素のリストの末尾に，指定
した子要素を追加します。

2.0および 2.1

5 XBRLInstanceEle
ment

insertChildElementBefore(XBRLInstanceE
lement newElement, 
XBRLInstanceElement refElement)
　　引数 newElementに指定された要素を，
このタプルの既存の子要素の前に挿入しま
す。

2.0および 2.1

6 XBRLInstanceEle
ment

replaceChildElement(XBRLInstanceEleme
nt newElement, XBRLInstanceElement 
oldElement)
　　引数 oldElementに指定した子要素を，
引数 newElementに指定した要素で置き換
えます。

2.0および 2.1

7 XBRLInstanceEle
ment

removeChildElement(XBRLInstanceEleme
nt oldElement)
　　タプルの子要素を削除します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョン
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ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメ
ソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このタプルの子要素をすべて含む XBRLInstanceElementオブジェクトのリストを
返します。このタプルに子要素がない場合は，要素数が 0のリストを返します。

（3） getChildElements
public java.util.List<XBRLInstanceElement> 
getChildElements(java.lang.String namespaceURI,
                                       java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した名前の子要素のリストを取得します。子要素は，アイテムまたはタプルで
す。
タプルの子要素として同じ名前の要素が二つ以上存在することがあります。このた
め，このメソッドは，指定した名前の子要素を，XBRLInstanceElementオブジェ
クトのリストとして返します。リスト中での XBRLInstanceElementオブジェクト
の順序は，インスタンス文書での要素の出現順と同じです。
このメソッドが返す XBRLInstanceElementオブジェクトのリストはライブオブ
ジェクトです。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに
含まれる XBRLInstanceElementオブジェクトに増減があった場合，その変更は直
ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメ
ソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
namespaceURI - 子要素の名前空間 URIを指定します。
name - 子要素の名前を指定します。

戻り値：
引数 namespaceURIで指定した名前空間 URIに属し，引数 nameで指定した名前
を持つ子要素をすべて含む XBRLInstanceElementオブジェクトのリストを返しま
す。指定した子要素がない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 namespaceURIまたは nameに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］
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（4） appendChildElement
public XBRLInstanceElement appendChildElement(XBRLInstanceElement 
newElement)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タプルの子要素のリストの末尾に，指定した子要素を追加します。子要素は，アイ
テムまたはタプルです。
指定した要素がすでにほかのオブジェクトの子要素となっている場合は，最初に既
存の親から指定した要素が削除されます。
XBRL2.1の場合：xsi:nil属性に "true"が指定されている場合は，タプルに子要素を
追加できないため，このメソッドを呼び出さないでください。xsi:nil属性に "true"
が指定されているタプルに対してこのメソッドを呼び出した場合は，
XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

引数：
newElement - 追加する子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを指定し
ます。

戻り値：
追加された子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• XBRL2.1の場合：このタプルの xsi:nil属性に "true"が指定されている場合にス
ローされます。［エラーコード：20130］

• 引数 newElementに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 newElementに指定した XBRLInstanceElementオブジェクトを所有してい
る XBRLInstanceDocument オブジェクトが，この XBRLInstanceTupleオブジェ
クトを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にス
ローされます。［エラーコード：20004］

• 引数 newElementに指定した XBRLInstanceElementオブジェクトが，この
XBRLInstanceTupleオブジェクトの祖先か，またはこの XBRLInstanceTupleオ
ブジェクト自身である場合にスローされます。［エラーコード：20054］

• このタプルがアクティブで，かつ引数 newElementに指定した要素が非アクティ
ブで，かつ引数 newElementに指定した要素（タプルの場合は子孫要素を含む）
の id属性と同じ値を持つ xsd:ID型属性がインスタンス文書中にすでに存在する
場合にスローされます。［エラーコード：20028］

（5） insertChildElementBefore
public XBRLInstanceElement 
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insertChildElementBefore(XBRLInstanceElement newElement,
                                                    XBRLInstanceElement 
refElement)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
引数 newElementに指定された要素を，このタプルの既存の子要素の前に挿入しま
す。子要素は，アイテムまたはタプルです。
引数 refElementが nullの場合は，引数 newElementに指定した要素は，このタプ
ルの子要素のリストの末尾に挿入されます。指定した要素がすでにほかのオブジェ
クトの子要素となっている場合は，最初に既存の親から指定した要素が削除されま
す。引数 newElementに指定した XBRLInstanceElementオブジェクトが引数
refElementに指定した XBRLInstanceElementオブジェクトと同じ場合は，このメ
ソッドは何もしません。
XBRL2.1の場合：xsi:nil属性に "true"が指定されている場合は，タプルに子要素を
追加できないため，このメソッドを呼び出さないでください。xsi:nil属性に "true"
が指定されているタプルに対してこのメソッドを呼び出した場合は，
XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

引数：
newElement - 挿入する子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを指定し
ます。
refElement - 参照する子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを指定し
ます。引数 newElementで指定した子要素は，この子要素の直前に挿入されます。

戻り値：
挿入された子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL2.1の場合：このタプルの xsi:nil属性に "true"が指定されている場合にス
ローされます。［エラーコード：20130］

• 引数 newElementに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 newElementに指定した XBRLInstanceElementオブジェクトを所有してい
る XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceTupleオブ
ジェクトを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合に
スローされます。［エラーコード：20004］

• 引数 newElementに指定した XBRLInstanceElementオブジェクトが，この
XBRLInstanceTupleオブジェクトの祖先か，またはこの XBRLInstanceTupleオ
ブジェクト自身である場合にスローされます。［エラーコード：20054］

• このタプルがアクティブで，かつ引数 newElementに指定した要素が非アクティ
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ブで，かつ引数 newElementに指定した要素（タプルの場合は子孫要素を含む）
の id属性と同じ値を持つ xsd:ID型属性がインスタンス文書中にすでに存在する
場合にスローされます。［エラーコード：20028］

• 引数 refElementに指定した子要素が，このタプルの子要素でない場合にスローさ
れます。［エラーコード：20055］

（6） replaceChildElement
public XBRLInstanceElement replaceChildElement(XBRLInstanceElement 
newElement,
                                               XBRLInstanceElement oldElement)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
引数 oldElementに指定した子要素を，引数 newElementに指定した要素で置き換
えます。子要素は，アイテムまたはタプルです。
指定した要素がすでにほかのオブジェクトの子要素となっている場合は，最初に既
存の親から指定した要素が削除されます。引数 newElementに指定した
XBRLInstanceElementオブジェクトが引数 oldElementに指定した
XBRLInstanceElementオブジェクトと同じ場合は，このメソッドは何もしません。
置き換える前に，id属性の値が重複していないかがチェックされます。このチェッ
クは，引数 oldElementを含む置き換えられる前の文書の状態を基に実行されます。
例えば，このタプルがアクティブで，かつ，引数 newElementに指定した要素が非
アクティブで，かつ，引数 newElementに指定した要素（タプルの場合は子孫要素
を含む）の id属性の値が，引数 oldElementで指定した要素（タプルの場合は子孫
要素を含む）の id属性の値と重複している場合は，XBRLDOMRuntimeException
がスローされます。置き換えの対象となる要素の id属性と同じ値の id属性を持つ別
の要素をインスタンス文書に追加したい場合は，
XBRLInstanceTuple.removeChildElement(XBRLInstanceElement oldElement)メ
ソッドで置き換えの対象となる要素を削除してから，追加してください。

引数：
newElement - 挿入する子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを指定し
ます。
oldElement - 置き換えの対象となる子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェ
クトを指定します。

戻り値：
置き換えの対象となった子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを返し
ます。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
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• 引数 newElementまたは oldElementに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］
• 引数 newElementに指定した XBRLInstanceElementオブジェクトを所有してい
る XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceTupleオブ
ジェクトを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合に
スローされます。［エラーコード：20004］

• 引数 newElementに指定した XBRLInstanceElementオブジェクトが，この
XBRLInstanceTupleオブジェクトの祖先か，またはこの XBRLInstanceTupleオ
ブジェクト自身である場合にスローされます。［エラーコード：20054］

• このタプルがアクティブで，かつ引数 newElementに指定した要素が非アクティ
ブで，かつ引数 newElementに指定した要素（タプルの場合は子孫要素を含む）
の id属性と同じ値を持つ xsd:ID型属性がインスタンス文書中にすでに存在する
場合にスローされます。［エラーコード：20028］

• 引数 oldElementに指定した子要素が，このタプルの子要素でない場合にスローさ
れます。［エラーコード：20055］

（7） removeChildElement
public XBRLInstanceElement removeChildElement(XBRLInstanceElement 
oldElement)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タプルの子要素を削除します。子要素は，アイテムまたはタプルです。

引数：
oldElement - 削除する子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを指定し
ます。

戻り値：
削除された子要素を表す XBRLInstanceElementオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 oldElementに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 oldElementに指定した子要素が，このタプルの子要素でない場合にスローさ
れます。［エラーコード：20055］

6.6.16　XBRLLinkbaseRefインターフェース
public interface XBRLLinkbaseRef
extends XBRLInstanceNode
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XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている <link:linkbaseRef>要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLLinkbaseRefインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-45　XBRLLinkbaseRefインターフェースのメソッドの概要

（1） getRole
public java.lang.String getRole()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
<link:linkbaseRef>要素の xlink:role属性の値を取得します。xlink:role属性は，こ
の <link:linkbaseRef>要素が参照するリンクベースの種類を識別します。

戻り値：
この <link:linkbaseRef>要素の xlink:role属性の値を返します。xlink:role属性が
ない場合は nullを返します。

（2） getHref
public java.lang.String getHref()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
<link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性の値を取得します。xlink:href属性は，
この <link:linkbaseRef>要素が参照する特定のリンクベースを指します。

戻り値：

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.Stri
ng

getRole()
　　<link:linkbaseRef>要素の xlink:role属性
の値を取得します。

2.0および 2.1

2 java.lang.Stri
ng

getHref()
　　<link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性
の値を取得します。

2.0および 2.1

3 java.lang.Stri
ng

getBase()
　　<link:linkbaseRef>要素の xml:base属性の
値を取得します。

2.1
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この <link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性の値を返します。

（3） getBase
public java.lang.String getBase()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:linkbaseRef>要素の xml:base属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:linkbaseRef>要素の xml:base属性の値を返します。xml:base属性がな
い場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

6.6.17　XBRLMeasureインターフェース
public interface XBRLMeasure
extends XBRLMeasureOrOperator

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
計量要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLMeasureインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-46　XBRLMeasureインターフェースのメソッドの概要

（1） getValue
public XBRLQName getValue()

XBRLのバージョン：
2.0

項番 説明 XBRLのバージョン

1 XBRLQNa
me

getValue()
　　計量要素の内容を取得します。

2.0

2 void setValue(XBRLQName value)
　　計量要素の内容を設定します。

2.0
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説明：
計量要素の内容を取得します。

戻り値：
計量を返します。

（2） setValue
public void setValue(XBRLQName value)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
計量要素の内容を設定します。

引数：
value - 計量を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 valueに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 valueに指定した XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URIに対応する名
前空間宣言が，XBRLInstanceDocumentオブジェクトに登録されていない場合に
スローされます。［エラーコード：20023］

• 引数 valueに指定した XBRLQNameオブジェクトが名前空間に属さず，かつ
XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォルトの名前空間の宣言が登録され
ている場合にスローされます。［エラーコード：20069］

6.6.18　XBRLMeasureOrOperatorインターフェース
public interface XBRLMeasureOrOperator
extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
計量要素または演算子要素を表します。

フィールドの概要：
XBRLMeasureOrOperatorインターフェースのフィールドの概要を次の表に示しま
す。
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表 6-47　XBRLMeasureOrOperatorインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
XBRLMeasureOrOperatorインターフェースのメソッドの概要を次の表に示しま
す。

表 6-48　XBRLMeasureOrOperatorインターフェースのメソッドの概要

（1） getMeasureOrOperatorType
public int getMeasureOrOperatorType()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
オブジェクトが計量要素または演算子要素のどちらであるかを調べます。

戻り値：
計量要素または演算子要素のどちらを表すかを示すコードを返します。

6.6.19　XBRLNonNumericContextインターフェース
public interface XBRLNonNumericContext
extends XBRLContext

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
非数値コンテキストを表します。

メソッドの概要：
XBRLNonNumericContextインターフェースのメソッドの概要を次の表に示しま
す。

項番 説明

1 static int MEASURE
　　このオブジェクトは，計量要素を表します。

2 static int OPERATOR
　　このオブジェクトは，演算子要素を表します。

説明 XBRLのバージョン

int getMeasureOrOperatorType()
　　オブジェクトが計量要素または演算子要素のどちらであるか
を調べます。

2.0
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表 6-49　XBRLNonNumericContextインターフェースのメソッドの概要

（1） getUnit
public XBRLUnit getUnit()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
非数値コンテキスト要素の単位要素を取得します。

戻り値：
単位要素を表す XBRLUnitオブジェクトを返します。単位要素がない場合は nullを
返します。

（2） setUnit
public void setUnit(XBRLUnit unit)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
非数値コンテキスト要素の単位要素を設定します。
この XBRLNonNumericContextオブジェクトに XBRLUnitオブジェクトが設定さ
れている場合，そのオブジェクトは親がいない状態となり，getParentNode()メ
ソッドが nullを返します。

引数：
unit - 単位要素を表す XBRLUnitオブジェクトを指定します。単位要素を削除する
場合は nullを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 unitに指定した XBRLUnitオブジェクトを所有している

XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLNonNumericContextオブ
ジェクトを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合に
スローされます。［エラーコード：20004］

• 引数 unitに指定した XBRLUnitオブジェクトが，すでにほかのオブジェクトの
子として設定されている場合にスローされます。［エラーコード：20005］

項番 説明 XBRLのバージョン

1 XBRLU
nit

getUnit()
　　非数値コンテキスト要素の単位要素を取得します。

2.0

2 void setUnit(XBRLUnit unit)
　　非数値コンテキスト要素の単位要素を設定します。

2.0
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6.6.20　XBRLNumericContextインターフェース
public interface XBRLNumericContext
extends XBRLContext

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
数値コンテキストを表します。

メソッドの概要：
XBRLNumericContextインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-50　XBRLNumericContextインターフェースのメソッドの概要

（1） getPrecision
public int getPrecision()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
数値コンテキスト要素の precision属性の値を取得します。

戻り値：
precision属性の値を返します。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 int getPrecision()
　　数値コンテキスト要素の precision属性の値を
取得します。

2.0

2 void setPrecision(int precision)
　　数値コンテキスト要素の precision属性の値を
設定します。

2.0

3 boolean getCwa()
　　数値コンテキスト要素の cwa属性の値を取得し
ます。

2.0

4 void setCwa(boolean cwa)
　　数値コンテキスト要素の cwa属性の値を設定し
ます。

2.0

5 XBRLUni
t

getUnit()
　　数値コンテキスト要素の単位要素を取得しま
す。

2.0

6 void setUnit(XBRLUnit unit)
　　数値コンテキスト要素の単位要素を設定しま
す。

2.0
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（2） setPrecision
public void setPrecision(int precision)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
数値コンテキスト要素の precision属性の値を設定します。

引数：
precision - precision属性の値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 precisionに 0以下の値を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20014］

（3） getCwa
public boolean getCwa()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
数値コンテキスト要素の cwa属性の値を取得します。

戻り値：
cwa属性の値を返します。

（4） setCwa
public void setCwa(boolean cwa)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
数値コンテキスト要素の cwa属性の値を設定します。

引数：
cwa - cwa属性の値を指定します。

（5） getUnit
public XBRLUnit getUnit()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
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数値コンテキスト要素の単位要素を取得します。

戻り値：
単位要素を表す XBRLUnitオブジェクトを返します。

（6） setUnit
public void setUnit(XBRLUnit unit)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
数値コンテキスト要素の単位要素を設定します。
この XBRLNumericContextオブジェクトにすでに設定されている XBRLUnitオブ
ジェクトは，親がいない状態となり，getParentNode()メソッドが nullを返します。

引数：
unit - 単位要素を表す XBRLUnitオブジェクトを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 unitに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 unitに指定した XBRLUnitオブジェクトを所有している

XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLNumericContextオブジェ
クトを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にス
ローされます。［エラーコード：20004］

• 引数 unitに指定した XBRLUnitオブジェクトが，すでにほかのオブジェクトの
子として設定されている場合にスローされます。［エラーコード：20005］

6.6.21　XBRLOperatorインターフェース
public interface XBRLOperator
extends XBRLMeasureOrOperator

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
演算子要素を表します。

フィールドの概要：
XBRLOperatorインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。
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表 6-51　XBRLOperatorインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
XBRLOperatorインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-52　XBRLOperatorインターフェースのメソッドの概要

（1） getKind
public java.lang.String getKind()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
演算子の種別を取得します。

戻り値：
乗算の場合は XBRLOperator.MULTIPLY，除算の場合は XBRLOperator.DIVIDE
を返します。

（2） setKind
public void setKind(java.lang.String kind)

XBRLのバージョン：
2.0

項番 説明

1 static
java.lang.String

MULTIPLY
　　演算子の種別は乗算です。

2 static
java.lang.String

DIVIDE
　　演算子の種別は除算です。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.Stri
ng

getKind()
　　演算子の種別を取得します。

2.0

2 void setKind(java.lang.String kind)
　　演算子の種別を設定します。

2.0

3 XBRLMeasur
eOrOperator

getLhs()
　　演算子の左辺を取得します。

2.0

4 void setLhs(XBRLMeasureOrOperator lhs)
　　演算子の左辺を設定します。

2.0

5 XBRLMeasur
eOrOperator

getRhs()
　　演算子の右辺を取得します。

2.0

6 void setRhs(XBRLMeasureOrOperator rhs)
　　演算子の右辺を設定します。

2.0
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説明：
演算子の種別を設定します。

引数：
kind -乗算の場合は XBRLOperator.MULTIPLY，除算の場合は
XBRLOperator.DIVIDEを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 kindに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 kindに指定した値が XBRLOperator.MULTIPLYか

XBRLOperator.DIVIDE以外の場合にスローされます。［エラーコード：20014］

（3） getLhs
public XBRLMeasureOrOperator getLhs()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
演算子の左辺を取得します。

戻り値：
演算子の左辺を返します。

（4） setLhs
public void setLhs(XBRLMeasureOrOperator lhs)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
演算子の左辺を設定します。
この XBRLOperatorオブジェクトに左辺としてすでに設定されている
XBRLMeasureOrOperatorオブジェクトは，親がいない状態となり，
getParentNode()メソッドが nullを返します。

引数：
lhs - 演算子の左辺を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 lhsに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 lhsに指定した XBRLMeasureOrOperatorオブジェクトを所有している

XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLOperatorオブジェクトを
所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされ
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ます。［エラーコード：20004］
• 引数 lhsに指定した XBRLMeasureOrOperatorオブジェクトが，すでにほかのオ
ブジェクトの子として設定されている場合にスローされます。［エラーコード：
20005］

• 引数 lhsに指定した XBRLMeasureOrOperatorオブジェクトが，この
XBRLOperatorオブジェクトの祖先か，またはこの XBRLOperatorオブジェクト
自身である場合にスローされます。［エラーコード：20054］

（5） getRhs
public XBRLMeasureOrOperator getRhs()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
演算子の右辺を取得します。

戻り値：
演算子の右辺を返します。

（6） setRhs
public void setRhs(XBRLMeasureOrOperator rhs)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
演算子の右辺を設定します。
この XBRLOperatorオブジェクトに右辺としてすでに設定されている
XBRLMeasureOrOperatorオブジェクトは，親がいない状態となり，
getParentNode()メソッドが nullを返します。

引数：
rhs - 演算子の右辺を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 rhsに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 rhsに指定した XBRLMeasureOrOperatorオブジェクトを所有している

XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLOperatorオブジェクトを
所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされ
ます。［エラーコード：20004］

• 引数 rhsに指定した XBRLMeasureOrOperatorオブジェクトが，すでにほかのオ
ブジェクトの子として設定されている場合にスローされます。［エラーコード：
20005］
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• 引数 rhsに指定した XBRLMeasureOrOperatorオブジェクトが，この
XBRLOperatorオブジェクトの祖先か，またはこの XBRLOperatorオブジェクト
自身である場合にスローされます。［エラーコード：20054］

6.6.22　XBRLPeriodインターフェース
public interface XBRLPeriod
extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
時期要素を表します。

フィールドの概要：
XBRLPeriodインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-53　XBRLPeriodインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
XBRLPeriodインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-54　XBRLPeriodインターフェースのメソッドの概要

項番 説明

1 static int INSTANT
　　この時期要素の内容の意味は「ある特定の時点」です。

2 static int FOREVER
　　この時期要素の内容の意味は「永遠」です。

3 static int STARTDATE_DURATION
　　この時期要素の内容の意味は「開始日，継続期間」です。

4 static int DURATION_ENDDATE
　　この時期要素の内容の意味は「継続期間，終了日」です。

5 static int STARTDATE_ENDDATE
　　この時期要素の内容の意味は「開始日，終了日」です。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 int getPeriodType()
　　時期要素の内容の意味を取得します。

2.0および 2.1

2 XBRLDateUnio
n

getInstant()
　　時期要素の内容のある特定の時点を取
得します。

2.0および 2.1

3 XBRLDateUnio
n

getStartDate()
　　時期要素の内容の開始日を取得します。

2.0および 2.1
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（1） getPeriodType
public int getPeriodType()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
時期要素の内容の意味を取得します。
このメソッドが返す値は，XBRLのバージョンによって異なります。利用できる時
期要素の内容の意味と XBRLのバージョンの関係を次の表に示します。

表 6-55　利用できる時期要素の内容の意味と XBRLのバージョンの関係

（凡例）○：利用できます。　×：利用できません。

戻り値：
この時期要素の内容の意味を返します。

（2） getInstant
public XBRLDateUnion getInstant()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
時期要素の内容のある特定の時点を取得します。
このメソッドは，この時期要素の内容の意味が INSTANTの場合に呼び出せます。
それ以外の場合に呼び出した場合は，XBRLDOMRuntimeException例外がスロー
されます。この時期要素の内容の意味は，getPeriodType()を呼び出して調べること
ができます。

4 XBRLDateUnio
n

getEndDate()
　　時期要素の内容の終了日を取得します。

2.0および 2.1

5 XBRLDuration getDuration()
　　時期要素の内容の継続期間を取得しま
す。

2.0

項番 時期要素の内容の意味 XBRL2.0 XBRL2.1

1 INSTANT ○ ○

2 FOREVER ○ ○

3 STARTDATE_DURATION ○ ×

4 DURATION_ENDDATE ○ ×

5 STARTDATE_ENDDATE ○ ○

項番 説明 XBRLのバージョン
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戻り値：
この時期要素の内容のある特定の時点を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• この時期要素の内容の意味が INSTANTでない場合にスローされます。［エラー
コード：20030］

（3） getStartDate
public XBRLDateUnion getStartDate()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
時期要素の内容の開始日を取得します。
このメソッドは，この時期要素の内容の意味が STARTDATE_DURATIONまたは
STARTDATE_ENDDATEの場合に呼び出せます。それ以外の場合に呼び出した場
合は，XBRLDOMRuntimeException例外がスローされます。この時期要素の内容
の意味は，getPeriodType()を呼び出して調べることができます。

戻り値：
この時期要素の内容の開始日を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• この時期要素の内容の意味が STARTDATE_DURATIONまたは

STARTDATE_ENDDATEのどちらでもない場合にスローされます。［エラーコー
ド：20030］

（4） getEndDate
public XBRLDateUnion getEndDate()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
時期要素の内容の終了日を取得します。
このメソッドは，この時期要素の内容の意味が DURATION_ENDDATEまたは
STARTDATE_ENDDATEの場合に呼び出せます。それ以外の場合に呼び出した場
合は，XBRLDOMRuntimeException例外がスローされます。この時期要素の内容
の意味は，getPeriodType()を呼び出して調べることができます。

戻り値：
この時期要素の内容の終了日を返します。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• この時期要素の内容の意味が DURATION_ENDDATEまたは

STARTDATE_ENDDATEのどちらでもない場合にスローされます。［エラーコー
ド：20030］

（5） getDuration
public XBRLDuration getDuration()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
時期要素の内容の継続期間を取得します。
このメソッドは，この時期要素の内容の意味が STARTDATE_DURATIONまたは
DURATION_ENDDATEの場合に呼び出せます。それ以外の場合に呼び出した場合
は，XBRLDOMRuntimeException例外がスローされます。この時期要素の内容の
意味は，getPeriodType()を呼び出して調べることができます。

戻り値：
この時期要素の内容の継続期間を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• この時期要素の内容の意味が STARTDATE_DURATIONまたは

DURATION_ENDDATEのどちらでもない場合にスローされます。［エラーコー
ド：20030］

6.6.23　XBRLRoleRefインターフェース
public interface XBRLRoleRef
extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書に記述されている <link:roleRef>要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLRoleRefインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。
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表 6-56　XBRLRoleRefインターフェースのメソッドの概要

（1） getHref
public java.lang.String getHref()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:roleRef>要素の xlink:href属性の値を取得します。xlink:href属性は，この
<link:roleRef>要素が参照する特定の <link:roleType>要素を指します。

戻り値：
この <link:roleRef>要素の xlink:href属性の値を返します。

（2） getRoleURI
public java.lang.String getRoleURI()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:roleRef>要素の roleURI属性の値を取得します。roleURI属性の値は，この
<link:roleRef>要素が指す <link:roleType>要素で定義されるカスタムロールの値と
同じです。

戻り値：
この <link:roleRef>要素の roleURI属性の値を返します。

（3） getBase
public java.lang.String getBase()

XBRLのバージョン：

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.Strin
g

getHref()
　　<link:roleRef>要素の xlink:href属性の値
を取得します。

2.1

2 java.lang.Strin
g

getRoleURI()
　　<link:roleRef>要素の roleURI属性の値を
取得します。

2.1

3 java.lang.Strin
g

getBase()
　　<link:roleRef>要素の xml:base属性の値を
取得します。

2.1

4 XBRLRoleTyp
e

getRoleType()
　　<link:roleRef>要素の link:roleType属性の
値を取得します。

2.1
638



6.　APIリファレンス
2.1

説明：
<link:roleRef>要素の xml:base属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:roleRef>要素の xml:base属性の値を返します。xml:base属性がない場
合は nullを返します。

（4） getRoleType
public XBRLRoleType getRoleType()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:roleRef>要素の link:roleType属性の値を取得します。
このメソッドは，この XBRLRoleRefオブジェクトがアクティブである場合にだけ
呼び出せます。この XBRLRoleRefオブジェクトが非アクティブである場合にこの
メソッドを呼び出した場合は，XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

戻り値：
この <link:roleRef>要素が指す <link:roleType>要素を表す XBRLRoleTypeオブ
ジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• この XBRLRoleRefオブジェクトが非アクティブである場合にスローされます。
［エラーコード：20121］

6.6.24　XBRLScenarioインターフェース
public interface XBRLScenario
extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
シナリオ要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLScenarioインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。
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表 6-57　XBRLScenarioインターフェースのメソッドの概要

項
番

説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン

1 java.lang.String getName()
　　シナリオ要素の name属性を取得しま
す。

2.0 該当しない

2 void setName(java.lang.String name)
　　シナリオ要素の name属性を設定しま
す。

2.0 該当しない

3 org.w3c.dom.Node getContainerNode()
　　シナリオ要素の内容を保持するノード
を取得します。

2.0および
2.1

該当しない

4 java.util.List<XBRL
DimensionMember>

getDimensionMembers()
　　シナリオ要素の子要素である
<xbrldi:explicitMember要素 >および
<xbrldi:typedMember>要素のリストを取
得します。

2.1 1.0

5 java.util.List<XBRL
ExplicitMember>

getExplicitMembers()
　　シナリオ要素の子要素である
<xbrldi:explicitMember>要素のリストを
取得します。

2.1 1.0

6 java.util.List<XBRL
TypedMember>

getTypedMembers()
　　シナリオ要素の子要素である
<xbrldi:typedMember>要素のリストを取
得します。

2.1 1.0

7 XBRLDimensionMe
mber

appendDimensionMember(XBRLDimensi
onMember newMember)
　　シナリオ要素の子要素のリストの末尾
に，引数 newMemberに指定した要素を追
加します。

2.1 1.0

8 XBRLDimensionMe
mber

insertDimensionMemberBefore(XBRLDi
mensionMember newMember, 
XBRLDimensionMember refMember)
　　引数 newMemberに指定した要素を，
引数 refMemberに指定した子要素の前に
挿入します。

2.1 1.0

9 XBRLDimensionMe
mber

replaceDimensionMember(XBRLDimensi
onMember newMember, 
XBRLDimensionMember oldMember)
　　引数 oldMemberに指定した子要素を，
引数 newMemberに指定した要素で置き換
えます。

2.1 1.0

1
0

XBRLDimensionMe
mber

removeDimensionMember(XBRLDimensi
onMember oldMember)
　　引数 oldMemberに指定された子要素
を，シナリオ要素の子要素のリストから削
除します。

2.1 1.0
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（1） getName
public java.lang.String getName()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
シナリオ要素の name属性を取得します。

戻り値：
name属性の値を返します。name属性がない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（2） setName
public void setName(java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
シナリオ要素の name属性を設定します。

引数：
name - name属性の値を指定します。name属性を削除する場合は nullを指定しま

1
1

boolean hasExplicitMember(XBRLQName 
dimension)
　　シナリオ要素の子要素に，該当する
<xbrldi:explicitMember>要素が存在する
かどうかを調べます。

2.1 1.0

1
2

boolean hasExplicitMember(XBRLQName 
dimension, XBRLQName value)
　　シナリオ要素の子要素に，該当する
<xbrldi:explicitMember>要素が存在する
かどうかを調べます。

2.1 1.0

1
3

boolean hasTypedMember(XBRLQName 
dimension)
　　シナリオ要素の子要素に，該当する
<xbrldi:typedMember>要素が存在するか
どうかを調べます。

2.1 1.0

項
番

説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン
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す。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（3） getContainerNode
public org.w3c.dom.Node getContainerNode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
シナリオ要素の内容を保持するノードを取得します。
このメソッドが返すノードの子孫ノード以外のノードに対して，更新を伴う操作を
行ってはいけません。このメソッドが返すノードの子孫ノードだけを更新できます。

XBRL2.1の場合：シナリオ要素の内容に関する制約
XBRLの仕様では，シナリオ要素の内容に次の制約があります。
• シナリオ要素の内容には，http://www.xbrl.org/2003/instanceの名前空間に
属する要素が含まれてはいけません。

• シナリオ要素の内容には，http://www.xbrl.org/2003/instanceの名前空間に
属する要素の代替要素が含まれてはいけません。

• シナリオ要素の内容が空ではいけません。つまり，シナリオ要素は一つ以上
の子要素を持つ必要があります。

XBRL DOMでインスタンス文書を編集する際，上記の制約についてはチェッ
クされません。このため，シナリオ要素の内容を上記の制約に従っていない状
態にすることもできます。しかし，シナリオ要素の内容が上記の制約に従って
いない場合には，インスタンス文書をストリームへ出力してから再度解析した
際にエラーが発生するおそれがあります。
そのため，このメソッドが返した org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを使用して
シナリオ要素の内容を編集する場合は，上記の制約に違反しないように注意し
てください。

XBRL Dimensions1.0の場合
このメソッドが返した org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを使用して次の操作を
実行した場合，XBRLScenarioインターフェースの getDimensionMembersメ
ソッド，getExplicitMemberメソッドおよび getTypedMemberメソッドで取得
できるリストに操作内容は反映されません。
• シナリオ要素の内容に，<xbrldi:explicitMember>要素または

<xbrldi:typedMember>要素を追加する
• シナリオ要素の内容である <xbrldi:explicitMember>要素または

<xbrldi:typedMember>要素を編集する
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戻り値：
このシナリオ要素の内容を保持する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを返します。

（4） getDimensionMembers
public java.util.List<XBRLDimensionMember> getDimensionMembers()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
シナリオ要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素のリストを取得します。
このメソッドが返すリスト中での XBRLDimensionMemberオブジェクトの順序は，
インスタンス文書の要素の出現順と同じです。XBRLDimensionMemberオブジェ
クトは，<xbrldi:explicitMember>要素の場合は XBRLExplicitMemberオブジェク
トになり，<xbrldi:typedMember>要素の場合は XBRLTypedMemberオブジェクト
になります。
このメソッドが返す XBRLDimensionMemberオブジェクトのリストはライブオブ
ジェクトです。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに
含まれる XBRLDimensionMemberオブジェクトに増減があった場合，その変更は
直ちに反映されます。このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッ
ドが返したリストを変更しようとすると
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このシナリオ要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素をすべて含む XBRLDimensionMemberオブジェクト
のリストを返します。このシナリオ要素の子要素に <xbrldi:explicitMember>要素
および <xbrldi:typedMember>要素が存在しない場合は，要素数が 0であるリスト
を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

（5） getExplicitMembers
public java.util.List<XBRLExplicitMember> getExplicitMembers()

XBRLのバージョン：
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2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
シナリオ要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>要素のリストを取得します。
このメソッドが返すリスト中での XBRLExplicitMemberオブジェクトの順序は，イ
ンスタンス文書における要素の出現順と同じです。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このシナリオ要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>要素をすべて含む
XBRLExplicitMemberオブジェクトのリストを返します。このシナリオ要素の子要
素に <xbrldi:explicitMember>要素が存在しない場合は，要素数が 0であるリスト
を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

（6） getTypedMembers
public java.util.List<XBRLTypedMember> getTypedMembers()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
シナリオ要素の子要素である <xbrldi:typedMember>要素のリストを取得します。
このメソッドが返すリスト中での XBRLTypedMemberオブジェクトの順序は，イ
ンスタンス文書における要素の出現順と同じです。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このシナリオ要素の子要素である <xbrldi:typedMember>要素をすべて含む
XBRLTypedMemberオブジェクトのリストを返します。このシナリオ要素の子要素
に <xbrldi:typedMember>要素が存在しない場合は，要素数が 0であるリストを返
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します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

（7） appendDimensionMember
public XBRLDimensionMember 
appendDimensionMember(XBRLDimensionMember newMember)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
シナリオ要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素のリストの末尾に，引数 newMemberに指定された要
素を追加します。
指定された要素がすでにほかのオブジェクトの子要素となっている場合は，最初に
既存の親から指定した要素が削除されます。

引数：
newMember - 追加する子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを指定
します。

戻り値：
追加された子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 newMemberに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 newMemberに指定した XBRLDimensionMemberオブジェクトを所有して
いる XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLScenarioオブジェク
トを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスロー
されます。［エラーコード：20004］
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（8） insertDimensionMemberBefore
public XBRLDimensionMember 
insertDimensionMemberBefore(XBRLDimensionMember newMember,
    XBRLDimensionMember refMember )

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
引数 newMemberに指定された要素を，引数 refMemberに指定された子要素の前
に挿入します。
引数 refMemberが nullの場合は，引数 newMemberに指定した要素は，このシナ
リオ要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素のリストの末尾に挿入されます。指定された要素がす
でにほかのオブジェクトの子要素となっている場合は，最初に既存の親から指定し
た要素が削除されます。引数 newMemberに指定された XBRLDimensionMember
オブジェクトが引数 refMemberに指定した XBRLDimensionMemberオブジェクト
と同じ場合は，このメソッドは何もしません。

引数：
newMember - 挿入する子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを指定
します。
refMember - 参照する子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを指定
します。引数 newMemberで指定した子要素は，この子要素の直前に挿入されます。

戻り値：
挿入された子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 newMemberに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 newMemberに指定した XBRLDimensionMemberオブジェクトを所有して
いる XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLScenarioオブジェク
トを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスロー
されます。［エラーコード：20004］

• 引数 refMemberに指定した子要素が，このシナリオ要素の子要素でない場合にス
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ローされます。［エラーコード：22104］

（9） replaceDimensionMember
public XBRLDimensionMember 
replaceDimensionMember(XBRLDimensionMember newMember,
    XBRLDimensionMember oldMember)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
引数 oldMemberに指定された子要素を，引数 newMemberに指定した要素で置き
換えます。
指定した要素がすでにほかのオブジェクトの子要素となっている場合は，最初に既
存の親から指定した要素が削除されます。引数 newMemberに指定した
XBRLDimensionMemberオブジェクトが引数 oldMemberに指定した
XBRLDimensionMemberオブジェクトと同じ場合は，このメソッドは何もしませ
ん。

引数：
newMember - 挿入する子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを指定
します。
oldMember - 置き換えの対象となる子要素を表す XBRLDimensionMemberオブ
ジェクトを指定します。

戻り値：
置き換えの対象となった子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを返
します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 newMemberまたは oldMemberに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］
• 引数 newMemberに指定した XBRLDimensionMemberオブジェクトを所有して
いる XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLScenarioオブジェク
トを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスロー
されます。［エラーコード：20004］

• 引数 oldMemberに指定した子要素が，このシナリオ要素の子要素でない場合にス
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ローされます。［エラーコード：22104］

（10） removeDimensionMember
public XBRLDimensionMember 
removeDimensionMember(XBRLDimensionMember oldMember)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
引数 oldMemberに指定された子要素を，このシナリオ要素の子要素のリストから削
除します。

引数：
oldMember - 削除する子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを指定
します。

戻り値：
削除された子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 oldMemberに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 oldMemberに指定した子要素が，このシナリオ要素の子要素でない場合にス
ローされます。［エラーコード：22104］

（11） hasExplicitMember
public boolean hasExplicitMember(XBRLQName dimension)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
シナリオ要素の子要素に，該当する <xbrldi:explicitMember>要素が存在するかど
うかを調べます。
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引数：
dimension - 検索する <xbrldi:explicitMember>要素の dimension属性の値を指定し
ます。

戻り値：
このシナリオ要素の子要素に，該当する <xbrldi:explicitMember>要素が存在する
場合は true，存在しない場合は falseを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 dimensionに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 dimensionに指定した XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URIに対応す
る名前空間宣言が，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトに登録されてい
ない場合にスローされます。［エラーコード：20023］

• 引数 dimensionに指定された XBRLQNameオブジェクトが名前空間に属してい
なく，かつ，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォルトの名前空
間の宣言が登録されている場合にスローされます。［エラーコード：20069］

（12） hasExplicitMember
public boolean hasExplicitMember(XBRLQName dimension,
                                 XBRLQName value)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
シナリオ要素の子要素に，該当する <xbrldi:explicitMember>要素が存在するかど
うかを調べます。

引数：
dimension - 検索する <xbrldi:explicitMember>要素の dimension属性の値を指定し
ます。
value - 検索する <xbrldi:explicitMember>要素の内容を指定します。

戻り値：
このシナリオ要素の子要素に，該当する <xbrldi:explicitMember>要素が存在する
場合は true，存在しない場合は falseを返します。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 dimensionまたは引数 valueに，nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］
• 引数 dimensionまたは引数 valueに指定した XBRLQNameオブジェクトの名前
空間 URIに対応する名前空間宣言が，この XBRLInstanceDocumentオブジェク
トに登録されていない場合にスローされます。［エラーコード：20023］

• 引数 dimensionまたは引数 valueに指定した XBRLQNameオブジェクトが名前
空間に属さないで，かつ，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォ
ルトの名前空間の宣言が登録されている場合にスローされます。［エラーコード：
20069］

（13） hasTypedMember
public boolean hasTypedMember(XBRLQName dimension)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
シナリオ要素の子要素に，該当する <xbrldi:typedMember>要素が存在するかどう
かを調べます。

引数：
dimension - 検索する <xbrldi:typedMember>要素の dimension属性の値を指定し
ます。

戻り値：
このシナリオ要素の子要素に，該当する <xbrldi:typedMember>要素が存在する場
合は true，存在しない場合は falseを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 dimensionに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
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20002］
• 引数 dimensionに指定した XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URIに対応す
る名前空間宣言が，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトに登録されてい
ない場合にスローされます。［エラーコード：20023］

• 引数 dimensionに指定した XBRLQNameオブジェクトが名前空間に属さないで，
かつ，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォルトの名前空間の宣
言が登録されている場合にスローされます。［エラーコード：20069］

6.6.25　XBRLSchemaRefインターフェース
public interface XBRLSchemaRef
extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:schemaRef>要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLSchemaRefインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-58　XBRLSchemaRefインターフェースのメソッドの概要

（1） getHref
public java.lang.String getHref()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:schemaRef>要素の xlink:href属性の値を取得します。xlink:href属性は，こ
の <link:schemaRef>要素が参照する特定のタクソノミー本体を指します。

戻り値：
この <link:schemaRef>要素の xlink:href属性の値を返します。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.Strin
g

getHref()
　　<link:schemaRef>要素の xlink:href属性
の値を取得します。

2.1

2 java.lang.Strin
g

getBase()
　　<link:schemaRef>要素の xml:base属性
の値を取得します。

2.1
651



6.　APIリファレンス
（2） getBase
public java.lang.String getBase()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:schemaRef>要素の xml:base属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:schemaRef>要素の xml:base属性の値を返します。xml:base属性がない
場合は nullを返します。

6.6.26　XBRLSegmentインターフェース
public interface XBRLSegment
extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
セグメント要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLSegmentインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-59　XBRLSegmentインターフェースのメソッドの概要

項
番

説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン

1 java.lang.String getName()
　　セグメント要素の name属性を取得し
ます。

2.0 該当しない

2 void setName(java.lang.String name)
　　セグメント要素の name属性を設定し
ます。

2.0 該当しない

3 org.w3c.dom.Node getContainerNode()
　　セグメント要素の内容を保持するノー
ドを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

4 java.util.List<XBRL
DimensionMember>

getDimensionMembers()
　　セグメント要素の子要素である
<xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素のリストを取
得します。

2.1 1.0
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5 java.util.List<XBRL
ExplicitMember>

getExplicitMembers()
　　セグメント要素の子要素である
<xbrldi:explicitMember>要素のリストを
取得します。

2.1 1.0

6 java.util.List<XBRL
TypedMember>

getTypedMembers()
　　セグメント要素の子要素である
<xbrldi:typedMember>要素のリストを取
得します。

2.1 1.0

7 XBRLDimensionMe
mber

appendDimensionMember(XBRLDimensi
onMember newMember)
　　セグメント要素の子要素のリストの末
尾に，引数 newMemberに指定した要素を
追加します。

2.1 1.0

8 XBRLDimensionMe
mber

insertDimensionMemberBefore(XBRLDi
mensionMember newMember, 
XBRLDimensionMember refMember)
　　引数 newMemberに指定した要素を，
引数 refMemberに指定した子要素の前に
挿入します。

2.1 1.0

9 XBRLDimensionMe
mber

replaceDimensionMember(XBRLDimensi
onMember newMember, 
XBRLDimensionMember oldMember)
　　引数 oldMemberに指定した子要素を，
引数 newMemberに指定した要素で置き換
えます。

2.1 1.0

1
0

XBRLDimensionMe
mber

removeDimensionMember(XBRLDimensi
onMember oldMember)
　　引数 oldMemberに指定した子要素を，
セグメント要素の子要素のリストから削除
します。

2.1 1.0

1
1

boolean hasExplicitMember(XBRLQName 
dimension)
　　セグメント要素の子要素に，該当する
<xbrldi:explicitMember>要素が存在する
かどうかを調べます。

2.1 1.0

1
2

boolean hasExplicitMember(XBRLQName 
dimension, XBRLQName value)
　　セグメント要素の子要素に，該当する
<xbrldi:explicitMember>要素が存在する
かどうかを調べます。

2.1 1.0

1
3

boolean hasTypedMember(XBRLQName 
dimension)
　　セグメント要素の子要素に，該当する
<xbrldi:typedMember>要素が存在するか
どうかを調べます。

2.1 1.0

項
番

説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン
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（1） getName
public java.lang.String getName()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
セグメント要素の name属性を取得します。

戻り値：
name属性の値を返します。name属性がない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（2） setName
public void setName(java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
セグメント要素の name属性を設定します。

引数：
name - name属性の値を指定します。name属性を削除する場合は nullを指定しま
す。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（3） getContainerNode
public org.w3c.dom.Node getContainerNode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
セグメント要素の内容を保持するノードを取得します。
このメソッドが返すノードの子孫ノード以外のノードに対して，更新を伴う操作を
行ってはいけません。このメソッドが返すノードの子孫ノードだけを更新できます。

XBRL2.1の場合：セグメント要素の内容に関する制約
XBRLの仕様では，セグメント要素の内容に次の制約があります。
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• セグメント要素の内容には，http://www.xbrl.org/2003/instanceの名前空間
に属する要素が含まれてはいけません。

• セグメント要素の内容には，http://www.xbrl.org/2003/instanceの名前空間
に属する要素の代替要素が含まれてはいけません。

• セグメント要素の内容が空ではいけません。つまり，セグメント要素は一つ
以上の子要素を持つ必要があります。

XBRL DOMでインスタンス文書を編集する際，上記の制約についてはチェッ
クされません。このため，セグメント要素の内容を上記の制約に従っていない
状態にすることもできます。しかし，セグメント要素の内容が上記の制約に
従っていない場合には，インスタンス文書をストリームへ出力してから再度解
析した際にエラーが発生するおそれがあります。
そのため，このメソッドが返した org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを使用して
セグメント要素の内容を編集する場合は，上記の制約に違反しないように注意
してください。
そのため，このメソッドが返した org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを使用して
セグメント要素の内容を編集する場合は，上記の制約に違反しないように注意
してください。

XBRL Dimensions1.0の場合
このメソッドが返した org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを使用して次の操作を
実行した場合，XBRLSegmentインターフェースの getDimensionMembersメ
ソッド，getExplicitMemberメソッド，および getTypedMemberメソッドで取
得できるリストに操作内容は反映されません。
• セグメント要素の内容に <xbrldi:explicitMember>要素または

<xbrldi:typedMember>要素を追加する
• このセグメント要素の内容である <xbrldi:explicitMember>要素または

<xbrldi:typedMember>要素を編集する

戻り値：
このセグメント要素の内容を保持する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを返します。

（4） getDimensionMembers
public java.util.List<XBRLDimensionMember> getDimensionMembers()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
セグメント要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素のリストを取得します。
このメソッドが返すリスト中での XBRLDimensionMemberオブジェクトの順序は，
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インスタンス文書の要素の出現順と同じです。XBRLDimensionMemberオブジェ
クトは，<xbrldi:explicitMember>要素の場合は XBRLExplicitMemberオブジェク
トになり，<xbrldi:typedMember>要素の場合は XBRLTypedMemberオブジェクト
になります。
このメソッドが返す XBRLDimensionMemberオブジェクトのリストは，ライブオ
ブジェクトです。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリスト
に含まれる XBRLDimensionMemberオブジェクトに増減があった場合，その変更
は直ちに反映されます。このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメ
ソッドが返したリストを変更しようとすると
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このセグメント要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素をすべて含む XBRLDimensionMemberオブジェクト
のリストを返します。このセグメント要素の子要素に <xbrldi:explicitMember>要
素および <xbrldi:typedMember>要素が存在しない場合は，要素数が 0であるリス
トを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

（5） getExplicitMembers
public java.util.List<XBRLExplicitMember> getExplicitMembers()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
セグメント要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>要素のリストを取得しま
す。
このメソッドが返すリスト中での XBRLExplicitMemberオブジェクトの順序は，イ
ンスタンス文書の要素の出現順と同じです。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このセグメント要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>要素をすべて含む
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XBRLExplicitMemberオブジェクトのリストを返します。このセグメント要素の子
要素に <xbrldi:explicitMember>要素が存在しない場合は，要素数が 0であるリス
トを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

（6） getTypedMembers
public java.util.List<XBRLTypedMember> getTypedMembers()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
セグメント要素の子要素である <xbrldi:typedMember>要素のリストを取得します。
このメソッドが返すリスト中での XBRLTypedMemberオブジェクトの順序は，イ
ンスタンス文書の要素の出現順と同じです。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このセグメント要素の子要素である <xbrldi:typedMember>要素をすべて含む
XBRLTypedMemberオブジェクトのリストを返します。このセグメント要素の子要
素に <xbrldi:typedMember>要素が存在しない場合は，要素数が 0であるリストを
返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

（7） appendDimensionMember
public XBRLDimensionMember 
appendDimensionMember(XBRLDimensionMember newMember)

XBRLのバージョン：
2.1
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XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
引数 newMemberに指定された要素を，このセグメント要素の子要素である
<xbrldi:explicitMember>要素および <xbrldi:typedMember>要素のリストの末尾
に追加します。
指定された要素がすでにほかのオブジェクトの子要素となっている場合は，最初に
既存の親から指定した要素が削除されます。

引数：
newMember - 追加する子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを指定
します。

戻り値：
追加された子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 newMemberに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 newMemberに指定した XBRLDimensionMemberオブジェクトを所有して
いる XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLSegmentオブジェク
トを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスロー
されます。［エラーコード：20004］

（8） insertDimensionMemberBefore
public XBRLDimensionMember 
insertDimensionMemberBefore(XBRLDimensionMember newMember,
    XBRLDimensionMember refMember)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
引数 newMemberに指定された要素を，引数 refMemberに指定された子要素の前
に挿入します。
引数 refMemberが nullの場合は，引数 newMemberに指定された要素は，このセ
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グメント要素の子要素である <xbrldi:explicitMember>要素および
<xbrldi:typedMember>要素のリストの末尾に挿入されます。指定した要素がすで
にほかのオブジェクトの子要素となっている場合は，最初に既存の親から指定した
要素が削除されます。引数 newMemberに指定した XBRLDimensionMemberオブ
ジェクトが引数 refMemberに指定した XBRLDimensionMemberオブジェクトと同
じ場合は，このメソッドは何もしません。

引数：
newMember - 挿入する子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを指定
します。
refMember - 参照する子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを指定
します。引数 newMemberで指定された子要素は，この子要素の直前に挿入されま
す。

戻り値：
挿入された子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 newMemberに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 newMemberに指定した XBRLDimensionMemberオブジェクトを所有して
いる XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLSegmentオブジェク
トを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスロー
されます。［エラーコード：20004］

• 引数 refMemberに指定した子要素が，このセグメント要素の子要素でない場合に
スローされます。［エラーコード：22105］

（9） replaceDimensionMember
public XBRLDimensionMember 
replaceDimensionMember(XBRLDimensionMember newMember,
    XBRLDimensionMember oldMember)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
引数 oldMemberに指定された子要素を，引数 newMemberに指定された要素で置
659



6.　APIリファレンス
き換えます。
指定した要素がすでにほかのオブジェクトの子要素となっている場合は，最初に既
存の親から指定した要素が削除されます。引数 newMemberに指定した
XBRLDimensionMemberオブジェクトが引数 oldMemberに指定した
XBRLDimensionMemberオブジェクトと同じ場合は，このメソッドは何もしませ
ん。

引数：
newMember - 挿入する子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを指定
します。
oldMember - 置き換えの対象となる子要素を表す XBRLDimensionMemberオブ
ジェクトを指定します。

戻り値：
置き換えの対象となった子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを返
します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 newMemberまたは oldMemberに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］
• 引数 newMemberに指定した XBRLDimensionMemberオブジェクトを所有して
いる XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLSegmentオブジェク
トを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合にスロー
されます。［エラーコード：20004］

• 引数 oldMemberに指定した子要素が，このセグメント要素の子要素でない場合に
スローされます。［エラーコード：22105］

（10） removeDimensionMember
public XBRLDimensionMember 
removeDimensionMember(XBRLDimensionMember oldMember)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
引数 oldMemberに指定された子要素を，このセグメント要素の子要素のリストから
削除します。
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引数：
oldMember - 削除する子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを指定
します。

戻り値：
削除された子要素を表す XBRLDimensionMemberオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 oldMemberに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 oldMemberに指定された子要素が，このセグメント要素の子要素でない場合
にスローされます。［エラーコード：22105］

（11） hasExplicitMember
public boolean hasExplicitMember(XBRLQName dimension)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
セグメント要素の子要素に，該当する <xbrldi:explicitMember>要素が存在するか
どうかを調べます。

引数：
dimension - 検索する <xbrldi:explicitMember>要素の dimension属性の値を指定し
ます。

戻り値：
このセグメント要素の子要素に，該当する <xbrldi:explicitMember>要素が存在す
る場合は true，存在しない場合は falseを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］
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• 引数 dimensionに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 dimensionに指定した XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URIに対応す
る名前空間宣言が，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトに登録されてい
ない場合にスローされます。［エラーコード：20023］

• 引数 dimensionに指定した XBRLQNameオブジェクトが名前空間に属さないで，
かつ，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォルトの名前空間の宣
言が登録されている場合にスローされます。［エラーコード：20069］

（12） hasExplicitMember
public boolean hasExplicitMember(XBRLQName dimension,
    XBRLQName value)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
セグメント要素の子要素に，該当する <xbrldi:explicitMember>要素が存在するか
どうかを調べます。

引数：
dimension - 検索する <xbrldi:explicitMember>要素の dimension属性の値を指定し
ます。
value - 検索する <xbrldi:explicitMember>要素の内容を指定します。

戻り値：
このセグメント要素の子要素に，該当する <xbrldi:explicitMember>要素が存在す
る場合は true，存在しない場合は falseを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 dimensionまたは引数 valueに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

• 引数 dimensionまたは引数 valueに指定した XBRLQNameオブジェクトの名前
空間 URIに対応する名前空間宣言が，この XBRLInstanceDocumentオブジェク
トに登録されていない場合にスローされます。［エラーコード：20023］

• 引数 dimensionまたは引数 valueに指定した XBRLQNameオブジェクトが名前
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空間に属さないで，かつ，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォ
ルトの名前空間の宣言が登録されている場合にスローされます。［エラーコード：
20069］

（13） hasTypedMember
public boolean hasTypedMember(XBRLQName dimension)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
セグメント要素の子要素に，該当する <xbrldi:typedMember>要素が存在するかど
うかを調べます。

引数：
dimension - 検索する <xbrldi:typedMember>要素の dimension属性の値を指定し
ます。

戻り値：
このセグメント要素の子要素に，該当する <xbrldi:typedMember>要素が存在する
場合は true，存在しない場合は falseを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 操作対象のインスタンス文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが
1.0でない場合にスローされます。［エラーコード：22100］

• 引数 dimensionに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 dimensionに指定した XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URIに対応す
る名前空間宣言が，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトに登録されてい
ない場合にスローされます。［エラーコード：20023］

• 引数 dimensionに指定した XBRLQNameオブジェクトが名前空間に属さないで，
かつ，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォルトの名前空間の宣
言が登録されている場合にスローされます。［エラーコード：20069］

6.6.27　XBRLUnitインターフェース
public interface XBRLUnit
extends XBRLInstanceNode
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XBRLのバージョン：
2.0

説明：
単位要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLUnitインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-60　XBRLUnitインターフェースのメソッドの概要

（1） getMeasureOrOperator
public XBRLMeasureOrOperator getMeasureOrOperator()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
計量要素または演算子要素を取得します。

戻り値：
計量要素または演算子要素を表す XBRLMeasureOrOperatorオブジェクトを返しま
す。このメソッドが返したオブジェクトは，XBRLMeasureまたは XBRLOperator
のどちらか一方にキャストできます。XBRLMeasureと XBRLOperatorのどちらに
キャストできるかは，XBRLMeasureOrOperatorの getMeasureOrOperatorType()
を呼び出すことで判定できます。

（2） setMeasureOrOperator
public void setMeasureOrOperator(XBRLMeasureOrOperator 
measureOrOperator)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
計量要素または演算子要素を設定します。
この XBRLUnitオブジェクトにすでに設定されている XBRLMeasureOrOperator
オブジェクトは，親がいない状態となり，getParentNode()メソッドが nullを返し
ます。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 XBRLMeasur
eOrOperator

getMeasureOrOperator()
　　計量要素または演算子要素を取得します。

2.0

2 void setMeasureOrOperator(XBRLMeasureOrOperato
r measureOrOperator)
　　計量要素または演算子要素を設定します。

2.0
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引数：
measureOrOperator -計量要素または演算子要素を表す XBRLMeasureOrOperator
オブジェクトを指定します。この引数に指定するオブジェクトは，XBRLMeasure
または XBRLOperatorのどちらかでなければなりません。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数measureOrOperatorに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

• 引数measureOrOperatorに指定した XBRLMeasureOrOperatorオブジェクトを
所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLUnitオブ
ジェクトを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なる場合に
スローされます。［エラーコード：20004］

• 引数measureOrOperatorに指定した XBRLMeasureOrOperatorオブジェクト
が，すでにほかのオブジェクトの子として設定されている場合にスローされます。
［エラーコード：20005］

6.6.28　XBRLUnit2インターフェース
public interface XBRLUnit2
extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単位要素を表します。
単位要素の id属性の値は，単位要素を生成する際に自動的に採番されます。id属性
の値は，単位要素を生成する際に自動的に採番されますが，setId(java.lang.String) 
を使用して任意の値を設定することもできます。自動採番の詳細については，「3.3
　ID管理と採番」を参照してください。

フィールドの概要：
XBRLUnit2インターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-61　XBRLUnit2インターフェースのフィールドの概要

項番 説明

1 static int MULTIPLY
　　単位要素の内容は，一つ以上の基本単位によって構成される
ことを示します。

2 static int DIVIDE
　　単位要素の内容は，分数であることを示します。分数の分子
と分母は，一つ以上の基本単位によって構成されます。
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メソッドの概要：
XBRLUnit2インターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-62　XBRLUnit2インターフェースのメソッドの概要

（1） getId
public java.lang.String getId()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単位要素の id属性の値を取得します。

戻り値：
この単位要素の id属性の値を返します。

（2） setId
public void setId(java.lang.String id)

XBRLのバージョン：
2.1

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

1 java.lang.String getId()
　　単位要素の id属性の値を取得します。

2.1

2 void setId(java.lang.String id)
　　単位要素の id属性の値を設定します。

2.1

3 int getUnitType()
　　単位要素の内容を表すコードを取得します。

2.1

4 java.util.List<XBRLQNa
me>

getMeasures()
　　単位要素を構成する基本単位のリストを取得
します。

2.1

5 java.util.List<XBRLQNa
me>

getNumerator()
　　単位要素の分子を構成する基本単位のリスト
を取得します。

2.1

6 java.util.List<XBRLQNa
me>

getDenominator()
　　単位要素の分母を構成する基本単位のリスト
を取得します。

2.1

7 java.util.List<XBRLInsta
nceItem>

getItems()
　　単位要素を参照しているアイテムのリストを
取得します。

2.1

8 java.util.List<XBRLInsta
nceItem>

getItems(java.lang.String namespaceURI, 
java.lang.String name)
　　単位要素を参照している，指定した名前のア
イテムのリストを取得します。

2.1
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説明：
単位要素の id属性の値を設定します。

引数：
id - id属性の値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 idに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 idに指定した値が xsd:NCName型でない場合にスローされます。［エラー
コード：20108］

• この単位要素がインスタンス文書中に存在していて，かつ，引数 idで指定された
のと同じ値を持つ xsd:ID型属性がインスタンス文書中にすでに存在する場合にス
ローされます。［エラーコード：20028］

（3） getUnitType
public int getUnitType()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単位要素の内容を表すコードを取得します。

戻り値：
この単位要素の内容を表すコードを返します。戻り値のコードは，XBRLUnit2イン
ターフェースのフィールド値のどちらかです。

（4） getMeasures
public java.util.List<XBRLQName> getMeasures()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単位要素を構成する基本単位のリストを取得します。
このメソッドは，この単位要素の内容が XBRLUnit2.MULTIPLYの場合に呼び出せ
ます。それ以外の場合に呼び出した場合は，XBRLDOMRuntimeException例外が
スローされます。この単位要素の内容は，getUnitType()メソッドを呼び出して調べ
ることができます。
このメソッドが返すリスト中での XBRLQNameオブジェクトの順序は，基本単位
を表す <xbrli:measure>要素のインスタンス文書中での出現順と同じです。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
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この単位要素を構成する基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトのリストを返
します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• この単位要素の内容の意味が XBRLUnit2.MULTIPLYでない場合にスローされま
す。［エラーコード：20128］

（5） getNumerator
public java.util.List<XBRLQName> getNumerator()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単位要素の分子を構成する基本単位のリストを取得します。
このメソッドは，この単位要素の内容が XBRLUnit2.DIVIDEの場合に呼び出せま
す。それ以外の場合に呼び出した場合は，XBRLDOMRuntimeException例外がス
ローされます。この単位要素の内容は，getUnitType()メソッドを呼び出して調べる
ことができます。
このメソッドが返すリスト中での XBRLQNameオブジェクトの順序は，分子を構
成する基本単位を表す <xbrli:measure>要素のインスタンス文書中での出現順と同
じです。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
この単位要素の分子を構成する基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトのリス
トを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• この単位要素の内容の意味が XBRLUnit2.DIVIDEでない場合にスローされます。
［エラーコード：20128］

（6） getDenominator
public java.util.List<XBRLQName> getDenominator()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単位要素の分母を構成する基本単位のリストを取得します。
このメソッドは，この単位要素の内容が XBRLUnit2.DIVIDEの場合に呼び出せま
す。それ以外の場合に呼び出した場合は，XBRLDOMRuntimeException例外がス
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ローされます。この単位要素の内容は，getUnitType()メソッドを呼び出して調べる
ことができます。
このメソッドが返すリスト中での XBRLQNameオブジェクトの順序は，分母を構
成する基本単位を表す <xbrli:measure>要素のインスタンス文書中での出現順と同
じです。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
この単位要素の分母を構成する基本単位を表す XBRLQNameオブジェクトのリス
トを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• この単位要素の内容の意味が XBRLUnit2.DIVIDEでない場合にスローされます。
［エラーコード：20128］

（7） getItems
public java.util.List<XBRLInstanceItem> getItems()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単位要素を参照しているアイテムのリストを取得します。
この単位要素を参照しているアイテムには，インスタンス文書に存在しないもの
（XBRLInstanceNode.isActive()が falseを返すノード）も含まれます。
このメソッドが返すアイテムのリストはライブオブジェクトです。このメソッドを
呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれるアイテムに増減があっ
た場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み
取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
この単位要素を参照しているアイテムをすべて含む XBRLInstanceItemオブジェク
トのリストを返します。この単位要素を参照しているアイテムが存在しない場合は，
要素数が 0のリストを返します。

（8） getItems
public java.util.List<XBRLInstanceItem> getItems(java.lang.String 
namespaceURI,
                               java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.1
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説明：
単位要素を参照している，指定した名前のアイテムのリストを取得します。
この単位要素を参照しているアイテムには，インスタンス文書に存在しないもの
（XBRLInstanceNode.isActive()が falseを返すノード）も含まれます。
このメソッドが返すアイテムのリストはライブオブジェクトです。このメソッドを
呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれるアイテムに増減があっ
た場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリストは読み
取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
namespaceURI - アイテムの名前空間 URIを指定します。
name - アイテムの名前を指定します。

戻り値：
引数 namespaceURIで指定された名前空間 URIに属し，引数 nameで指定された
名前を持つアイテムを表す XBRLInstanceItemオブジェクトのリストを返します。
指定されたアイテムが存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 namespaceURIまたは nameに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

6.6.29　XBRLDimensionMemberインターフェース
public interface XBRLDimensionMember
extends XBRLInstanceNode

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<xbrldi:explicitMember>要素および <xbrldi:typedMember>要素を表します。
この要素が <xbrldi:explicitMember>要素または <xbrldi:typedMember>要素のど
ちらであるかは，getNodeType()メソッドで調べることができます。getNodeType()
メソッドが EXPLICIT_MEMBER_NODEフィールドを返した場合は，
XBRLExplicitMemberインターフェースにキャストできます。getNodeType()メ
ソッドが TYPED_MEMBER_NODEフィールドを返した場合は，
XBRLTypedMemberインターフェースにキャストできます。

メソッドの概要：
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XBRLDimensionMemberインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-63　XBRLDimensionMemberインターフェースのメソッドの概要

（1） getDimension
public XBRLQName getDimension()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<xbrldi:explicitMember>要素または <xbrldi:typedMember>要素の dimension属
性の値を取得します。

戻り値：
<xbrldi:explicitMember>要素または <xbrldi:typedMember>要素の dimension属
性の値を返します。

（2） setDimension
public void setDimension(XBRLQName dimension)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<xbrldi:explicitMember>要素または <xbrldi:typedMember>要素の dimension属
性の値を設定します。

引数：
dimension - <xbrldi:explicitMember>要素または <xbrldi:typedMember>要素の

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

XBRL 
Dimensions
のバージョン

1 XBRLQNa
me

getDimension()
　　<xbrldi:explicitMember>要素または
<xbrldi:typedMember>要素の dimension
属性の値を取得します。

2.1 1.0

2 void setDimension(XBRLQName dimension)
　　<xbrldi:explicitMember>要素または
<xbrldi:typedMember>要素の dimension
属性の値を設定します。

2.1 1.0
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dimension属性の値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 dimensionに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 dimensionに指定した XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URIに対応す
る名前空間宣言が，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトに登録されてい
ない場合にスローされます。［エラーコード：20023］

• 引数 dimensionに指定した XBRLQNameオブジェクトが名前空間に属さないで，
かつ，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォルトの名前空間の宣
言が登録されている場合にスローされます。［エラーコード：20069］

• 引数 dimensionで指定したディメンジョンがタクソノミー文書で定義されていな
い場合にスローされます。［エラーコード：22106］

6.6.30　XBRLExplicitMemberインターフェース
public interface XBRLExplicitMember
extends XBRLDimensionMember

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<xbrldi:explicitMember>要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLExplicitMemberインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-64　XBRLExplicitMemberインターフェースのメソッドの概要

（1） getValue
public XBRLQName getValue()

項番 説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョン

1 XBRLQNa
me

getValue()
　　<xbrldi:explicitMember>要素の内容
を取得します。

2.1 1.0

2 void setValue(XBRLQName value)
　　<xbrldi:explicitMember>要素の内容
を設定します。

2.1 1.0
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XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<xbrldi:explicitMember>要素の内容を取得します。

戻り値：
<xbrldi:explicitMember>要素の内容を返します。

（2） setValue
public void setValue(XBRLQName value)

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<xbrldi:explicitMember>要素の内容を設定します。

引数：
value - <xbrldi:explicitMember>要素の内容を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 valueに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 valueに指定した XBRLQNameオブジェクトの名前空間 URIに対応する名
前空間宣言が，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトに登録されていない
場合にスローされます。［エラーコード：20023］

• 引数 valueに指定した XBRLQNameオブジェクトが名前空間に属さないで，か
つ，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトにデフォルトの名前空間の宣言
が登録されている場合にスローされます。［エラーコード：20069］

• 引数 valueで指定したアイテムがタクソノミー文書で定義されていない場合にス
ローされます。［エラーコード：20044］

6.6.31　XBRLTypedMemberインターフェース
public interface XBRLTypedMember
extends XBRLDimensionMember

XBRLのバージョン：
2.1
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XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<xbrldi:typedMember>要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLTypedMemberインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-65　XBRLTypedMemberインターフェースのメソッドの概要

（1） getContainerNode
public org.w3c.dom.Node getContainerNode()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<xbrldi:typedMember>要素の内容を保持するノードを取得します。
このメソッドが返すノードの子孫ノード以外のノードに対して，更新を伴う操作を
しないでください。このメソッドが返すノードの子孫ノードだけを更新できます。

戻り値：
この <xbrldi:typedMember>要素の内容を保持する org.w3c.dom.Nodeオブジェク
トを返します。

説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensionsの
バージョン

org.w3c.dom.Nod
e

getContainerNode()
　　<xbrldi:typedMember>要素の内容を保持
するノードを取得します。

2.1 1.0
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6.7　com.hitachi.xbrl.linkパッケージ

com.hitachi.xbrl.linkパッケージは，XBRL文書に記述されているリンク情報を参照す
るためのインターフェースを提供します。

インターフェースの概要：
com.hitachi.xbrl.linkパッケージのインターフェースを次の表に示します。

表 6-66　com.hitachi.xbrl.linkパッケージのインターフェース

項番 インターフェース 説明 XBRLの
バー
ジョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン

1 XBRLCalculationRelationship <link:calculationArc>要素
で定義された，タクソノ
ミー文書のアイテム（また
はタプル）の要素宣言と計
算リンクとの関係を表しま
す。

2.1 該当しない

2 XBRLDefinitionRelationship <link:definitionArc>要素
で定義された，タクソノ
ミー文書のアイテム（また
はタプル）の要素宣言と定
義リンクとの関係を表しま
す。

2.1 該当しない

3 XBRLFootnoteRelationship <link:footnoteArc>要素で
定義された，インスタンス
文書のアイテム（またはタ
プル）と脚注との関係を表
します。

2.1 該当しない

4 XBRLLabelRelationship <link:labelArc>要素で定
義された，タクソノミー文
書のアイテム（またはタプ
ル）の要素宣言とラベルと
の関係を表します。

2.1 該当しない

5 XBRLPresentationRelationship <link:presentationArc>要
素で定義された，タクソノ
ミー文書のアイテム（また
はタプル）の要素宣言とプ
レゼンテーションリンクと
の関係を表します。

2.1 該当しない

6 XBRLReferenceRelationship <link:referenceArc>要素
で定義された，タクソノ
ミー文書のアイテム（また
はタプル）の要素宣言とリ
ファレンスリンクとの関係
を表します。

2.1 該当しない

7 XBRLRelationship アークで定義された関係を
表します。

2.1 該当しない
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例外の概要：
com.hitachi.xbrl.linkパッケージの例外の概要を次の表に示します。

8 XBRLDimensionalRelationship <link:definitionArc>要素
によって定義された，DRS
を構成するアイテム同士の
関係を表します。

2.1 1.0

9 XBRLDimensionalRelationshipSet プライマリー・アイテムに
関連づいている DRSを表
します。

2.1 1.0

10 XBRLDimensionDefaultRelationshi
p

<link:definitionArc>要素
によって定義された，
dimension-default関係を
表します。

2.1 1.0

11 XBRLDimensionDomainRelationsh
ip

<link:definitionArc>要素
によって定義された，
dimension-domain関係を
表します。

2.1 1.0

12 XBRLDomainMemberRelationship <link:definitionArc>要素
によって定義された，
domain-member関係を表
します。

2.1 1.0

13 XBRLDRSDimension インスタンス文書に記述で
きるディメンジョンを表し
ます。

2.1 1.0

14 XBRLDRSMember インスタンス文書に記述で
きるディメンジョンのメン
バを表します。

2.1 1.0

15 XBRLHasHypercubeRelationship <link:definitionArc>要素
によって定義された，
has-hypercube関係を表し
ます。

2.1 1.0

16 XBRLHypercubeDimensionRelatio
nship

<link:definitionArc>要素
によって定義された，
hypercube-dimension関係
を表します。

2.1 1.0

項番 インターフェース 説明 XBRLの
バー
ジョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン
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表 6-67　com.hitachi.xbrl.linkパッケージの例外の概要

6.7.1　XBRLCalculationRelationshipインターフェース
public interface XBRLCalculationRelationship
extends XBRLRelationship

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:calculationArc>要素で定義された，タクソノミー文書のアイテム（またはタ
プル）の要素宣言と計算リンクとの関係を表します。

メソッドの概要：
XBRLCalculationRelationshipインターフェースのメソッドの概要を次の表に示し
ます。

表 6-68　XBRLCalculationRelationshipインターフェースのメソッドの概要

（1） getWeight
public java.math.BigDecimal getWeight()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：

項
番

クラス 説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン

1 XBRLIllegalCycleException 関係ネットワークに対する
サイクル検証で検出された
エラーを通知するために，
uCosminexus Business 
Reporting Processorに
よって生成されます。

2.1 該当しない

2 XBRLDimensionIllegalCycleExcep
tion

DRSの関係ネットワーク
に対するサイクル検証で検
出されたエラーを通知する
ために，uCosminexus 
Business Reporting 
Processorによって生成さ
れます。

2.1 1.0

説明 XBRLのバージョン

java.math.BigDeci
mal

getWeight()
　　<link:calculationArc>要素の weight属性の値
を取得します。

2.1
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<link:calculationArc>要素の weight属性の値を取得します。

戻り値：
<link:calculationArc>要素の weight属性の値を返します。

6.7.2　XBRLDefinitionRelationshipインターフェース
public interface XBRLDefinitionRelationship
extends XBRLRelationship

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:definitionArc>要素で定義された，タクソノミー文書のアイテム（またはタプ
ル）の要素宣言と定義リンクとの関係を表します。

6.7.3　XBRLFootnoteRelationshipインターフェース
public interface XBRLFootnoteRelationship
extends XBRLRelationship

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:footnoteArc>要素で定義された，インスタンス文書のアイテム（またはタプ
ル）と脚注との関係を表します。

6.7.4　XBRLLabelRelationshipインターフェース
public interface XBRLLabelRelationship
extends XBRLRelationship

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:labelArc>要素で定義された，タクソノミー文書のアイテム（またはタプル）
の要素宣言とラベルとの関係を表します。

6.7.5　XBRLPresentationRelationshipインターフェース
public interface XBRLPresentationRelationship
extends XBRLRelationship

XBRLのバージョン：
2.1
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説明：
<link:presentationArc>要素で定義された，タクソノミー文書のアイテム（または
タプル）の要素宣言とプレゼンテーションリンクとの関係関係を表します。

メソッドの概要：
XBRLPresentationRelationshipインターフェースのメソッドの概要を次の表に示
します。

表 6-69　XBRLPresentationRelationshipインターフェースのメソッドの概要

（1） getPreferredLabel
public java.lang.String getPreferredLabel()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:presentationArc>要素の preferredLabel属性の値を取得します。

戻り値：
<link:presentationArc>要素の preferredLabel属性の値を返します。
preferredLabel属性がない場合は nullを返します。

6.7.6　XBRLReferenceRelationshipインターフェース
public interface XBRLReferenceRelationship
extends XBRLRelationship

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:referenceArc>要素で定義された，タクソノミー文書のアイテム（またはタプ
ル）の要素宣言とリファレンスリンク（文献への参照）との関係を表します。

6.7.7　XBRLRelationshipインターフェース
public interface XBRLRelationship

XBRLのバージョン：
2.1

説明 XBRLのバージョン

java.lang.String getPreferredLabel()
　　<link:presentationArc>要素の preferredLabel
属性の値を取得します。

2.1
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説明：
アークで定義された関係を表します。

フィールドの概要：
XBRLRelationshipインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-70　XBRLRelationshipインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
XBRLRelationshipインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

項番 説明

1 static int LABEL_ARC
　　関係が <link:labelArc>要素によって定義されたことを示しま
す。

2 static int REFERENCE_ARC
　　関係が <link:referenceArc>要素によって定義されたことを示し
ます。

3 static int CALCULATION_ARC
　　関係が <link:calculationArc>要素によって定義されたことを示
します。

4 static int DEFINITION_ARC
　　関係が <link:definitionArc>要素によって定義されたことを示し
ます。

5 static int PRESENTATION_ARC
　　関係が <link:presentationArc>要素によって定義されたことを
示します。

6 static int FOOTNOTE_ARC
　　関係が <link:footnoteArc>要素によって定義されたことを示し
ます。

7 static int HAS_HYPERCUBE_ARC
　　関係が <link:definitionArc>要素によって定義された
has-hypercube関係であることを示します。

8 static int HYPERCUBE_DIMENSION_ARC
　　関係が <link:definitionArc>要素によって定義された
hypercube-dimension関係であることを示します。

9 static int DIMENSION_DOMAIN_ARC
　　関係が <link:definitionArc>要素によって定義された
dimension-domain関係であることを示します。

10 static int DOMAIN_MEMBER_ARC
　　関係が <link:definitionArc>要素によって定義された
domain-member関係であることを示します。

11 static int DIMENSION_DEFAULT_ARC
　　関係が <link:definitionArc>要素によって定義された
dimension-default関係であることを示します。
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表 6-71　XBRLRelationshipインターフェースのメソッドの概要

（1） getArcType
public int getArcType()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
関係を定義したアークの種類を調べます。
この関係を定義したアークの種類に応じて，この XBRLRelationshipオブジェクト
を，各種のアークに特化したインターフェースへキャストできます。アークの種類
とインターフェースの関係を次の表に示します。

表 6-72　アークの種類とインターフェースの関係

項番 説明 XBRLのバージョン

1 int getArcType()
　　関係を定義したアークの種類を調べます。

2.1

2 java.lang.
String

getExtendedLinkRole()
　　関係を定義したアークを含む拡張リンクの
ロールを取得します。

2.1

3 java.lang.
String

getArcrole()
　　関係を定義したアークのアークロールを取得
します。

2.1

4 java.math.
BigDecima

l

getOrder()
　　関係を定義したアークの order属性の値を取
得します。

2.1

5 java.lang.
Object

getFrom()
　　関係の from側のリソースを取得します。

2.1

6 java.lang.
Object

getTo()
　　関係の to側のリソースを取得します。

2.1

7 java.math.
BigInteger

getPriority()
　　関係を定義したアークの priority属性の値を
取得します。

2.1

8 boolean isOrderAttributeSpecified()
　　関係を定義したアークの order属性が定義さ
れているかを判定します。

2.1

項番 関係を定義したアークの種類
（getArcType()メソッドが返すコード）

対応するインターフェース

1 LABEL_ARC XBRLLabelRelationship

2 REFERENCE_ARC XBRLReferenceRelationship

3 CALCULATION_ARC XBRLCalculationRelationship

4 DEFINITION_ARC XBRLDefinitionRelationship
681



6.　APIリファレンス
注※　XBRL Dimensions1.0の場合だけ存在します。

戻り値：
この関係を定義したアークの種類を返します。

（2） getExtendedLinkRole
public java.lang.String getExtendedLinkRole()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
関係を定義したアークを含む拡張リンクのロールを取得します。

戻り値：
この関係を定義したアークを含む拡張リンクのロールを返します。

（3） getArcrole
public java.lang.String getArcrole()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
関係を定義したアークのアークロールを取得します。

戻り値：
この関係を定義したアークのアークロールを返します。

（4） getOrder
public java.math.BigDecimal getOrder()

XBRLのバージョン：

5 PRESENTATION_ARC XBRLPresentationRelationship

6 FOOTNOTE_ARC XBRLFootnoteRelationship

7 HAS_HYPERCUBE_ARC※ XBRLHasHypercubeRelationship

8 HYPERCUBE_DIMENSION_ARC※ XBRLHypercubeDimensionRelatio
nship

9 DIMENSION_DOMAIN_ARC※ XBRLDimensionDomainRelationsh
ip

10 DOMAIN_MEMBER_ARC※ XBRLDomainMemberRelationship

11 DIMENSION_DEFAULT_ARC※ XBRLDimensionDefaultRelationsh
ip

項番 関係を定義したアークの種類
（getArcType()メソッドが返すコード）

対応するインターフェース
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2.1

説明：
関係を定義したアークの order属性の値を取得します。

戻り値：
この関係を定義したアークの order属性の値を返します。order属性がない場合は 1
を返します。

（5） getFrom
public java.lang.Object getFrom()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
関係の from側のリソースを取得します。
このメソッドの戻り値は，関係を定義したアークの種類によって異なります。アー
クの種類と from側のリソースの関係を，次の表に示します。

表 6-73　アークの種類と from側のリソースの関係

注※　XBRL Dimensions1.0の場合だけ存在します。

戻り値：
この関係の from側のリソースを表すオブジェクトを返します。

（6） getTo
public java.lang.Object getTo()

項番 関係を定義したアークの種類
（getArcType()メソッドが返すコード）

from側のリソース
（getFrom()メソッドが返すオブジェクト）

1 LABEL_ARC XBRLTaxonomyElement

2 REFERENCE_ARC XBRLTaxonomyElement

3 CALCULATION_ARC XBRLTaxonomyElement

4 DEFINITION_ARC XBRLTaxonomyElement

5 PRESENTATION_ARC XBRLTaxonomyElement

6 FOOTNOTE_ARC XBRLInstanceElement

7 HAS_HYPERCUBE_ARC※ XBRLTaxonomyItem

8 HYPERCUBE_DIMENSION_ARC※ XBRLTaxonomyHypercubeItem

9 DIMENSION_DOMAIN_ARC※ XBRLTaxonomyDimensionItem

10 DOMAIN_MEMBER_ARC※ XBRLTaxonomyItem

11 DIMENSION_DEFAULT_ARC※ XBRLTaxonomyDimensionItem
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XBRLのバージョン：
2.1

説明：
関係の to側のリソースを取得します。
このメソッドの戻り値は，関係を定義したアークの種類によって異なります。アー
クの種類と to側のリソースの関係を次の表に示します。

表 6-74　アークの種類と to側のリソースの関係

注※　XBRL Dimensions1.0の場合だけ存在します。

戻り値：
この関係の to側のリソースを表すオブジェクトを返します。

（7） getPriority
public java.math.BigInteger getPriority()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
関係を定義したアークの priority属性の値を取得します。

戻り値：
この関係を定義したアークの priority属性の値を返します。priority属性がない場合
は 0（デフォルト値）を返します。

項番 関係を定義したアークの種類
（getArcType()メソッドが返すコード）

to側のリソース
（getTo()メソッドが返すオブジェクト）

1 LABEL_ARC XBRLLabel

2 REFERENCE_ARC XBRLReference

3 CALCULATION_ARC XBRLTaxonomyElement

4 DEFINITION_ARC XBRLTaxonomyElement

5 PRESENTATION_ARC XBRLTaxonomyElement

6 FOOTNOTE_ARC XBRLFootnote

7 HAS_HYPERCUBE_ARC※ XBRLTaxonomyHypercubeItem

8 HYPERCUBE_DIMENSION_ARC※ XBRLTaxonomyDimensionItem

9 DIMENSION_DOMAIN_ARC※ XBRLTaxonomyItem

10 DOMAIN_MEMBER_ARC※ XBRLTaxonomyItem

11 DIMENSION_DEFAULT_ARC※ XBRLTaxonomyItem
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（8） isOrderAttributeSpecified
public boolean isOrderAttributeSpecified()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
関係を定義したアークの order属性が定義されているかを判定します。

戻り値：
この関係を定義したアークの order属性が定義されている場合は true，order属性
が定義されていない場合は falseを返します。XBRLInstanceElementの
addFootnote()で生成される XBRLRelationshipオブジェクトは常に trueを返しま
す。

6.7.8　XBRLDimensionalRelationshipインターフェース
public interface XBRLDimensionalRelationship
extends XBRLDefinitionRelationship

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素によって定義された，DRSを構成するアイテム同士の関
係を表します。次の関係のどれかを表します。
• has-hypercube関係
• hypercube-dimension関係
• dimension-domain関係
• domain-member関係
• dimension-default関係

6.7.9　XBRLDimensionalRelationshipSetインターフェース
public interface XBRLDimensionalRelationshipSet

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
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プライマリー・アイテムに関連づいている DRSを表します。

メソッドの概要：
XBRLDimensionalRelationshipSetインターフェースのメソッドの概要を次の表に
示します。

表 6-75　XBRLDimensionalRelationshipSetインターフェースのメソッドの概要

項
番

説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン

1 XBRLTaxo
nomyItem

getTaxonomyItem()
　　DRSに関連づいているプライマリー・アイ
テムの要素宣言を取得します。

2.1 1.0

2 java.util.Li
st<java.lan

g.String>

getRoles()
　　DRSに含まれている has-hypercube関係が
定義された，extended型要素の xlink:role属性
のリストを取得します。

2.1 1.0

3 java.util.Li
st<XBRLH

asHypercub
eRelationsh

ip>

getHasHypercubeRelationships(java.lang.Strin
g role)
　　DRSに含まれている has-hypercube関係の
うち，引数 roleに指定した値と同じ xlink:role属
性を持つ extended型要素に定義された，
has-hypercube関係のリストを取得します。

2.1 1.0

4 java.util.Li
st<XBRLH
ypercubeDi
mensionRel
ationship>

getHypercubeDimensionRelationships(XBRLHa
sHypercubeRelationship relationship)
　　DRSに含まれている hypercube-dimension
関係のうち，引数 relationshipの to側のリソー
スを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び
付いている hypercube-dimension関係のリスト
を取得します。

2.1 1.0

5 java.util.Li
st<XBRLDi
mensionDo
mainRelati

onship>

getDimensionDomainRelationships(XBRLHype
rcubeDimensionRelationship relationship)
　　DRSに含まれている dimension-domain関
係のうち，引数 relationshipの to側のリソース
を始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付
いている dimension-domain関係のリストを取得
します。

2.1 1.0

6 java.util.Li
st<XBRLDo
mainMemb
erRelations

hip>

getDomainMemberRelationships(XBRLDimensi
onDomainRelationship relationship)
　　DRSに含まれている domain-member関係
のうち，引数 relationshipの to側のリソースを
始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付い
ている domain-member関係のリストを取得しま
す。

2.1 1.0
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（1） getTaxonomyItem
public XBRLTaxonomyItem getTaxonomyItem()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
DRSに関連づいているプライマリー・アイテムの要素宣言を取得します。

7 java.util.Li
st<XBRLDo
mainMemb
erRelations

hip>

getDomainMemberRelationships(XBRLDomain
MemberRelationship relationship)
　　DRSに含まれている domain-member関係
のうち，引数 relationshipの to側のリソースを
始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付い
ている domain-member関係のリストを取得しま
す。

2.1 1.0

8 XBRLDime
nsionDefau
ltRelations

hip

getDimensionDefaultRelationship(XBRLHyperc
ubeDimensionRelationship relationship)
　　DRSに含まれている dimension-default関係
のうち，引数 relationshipの to側のリソースを
始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付い
ている dimension-default関係を取得します。

2.1 1.0

9 java.util.Li
st<XBRLD
RSDimensi

on>

getDRSDimensions(java.lang.String role, int 
contextElementType)
　　DRSに含まれているディメンジョンの要素
宣言のうち，インスタンス文書に記述できるディ
メンジョンの要素宣言のリストを返します。

2.1 1.0

10 java.util.Li
st<XBRLD
RSDimensi

on>

getDRSDimensions(java.lang.String role)
　　DRSに含まれているディメンジョンの要素
宣言のうち，XBRLインスタンス文書に記述でき
るディメンジョンの要素宣言のリストを返しま
す。

2.1 1.0

11 java.util.Li
st<XBRLD
RSMember

>

getDRSMembers(XBRLDRSDimension 
dimension)
　　DRSに含まれている要素宣言のうち，指定
されたディメンジョンのメンバとして，インスタ
ンス文書に記述できる要素宣言のリストを返しま
す。

2.1 1.0

12 XBRLDRS
Member

getDRSDefaultMember(XBRLDRSDimension 
dimension)
　　DRSに含まれている要素宣言のうち，イン
スタンス文書に記述できる要素宣言のリストを返
します。

2.1 1.0

項
番

説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン
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戻り値：
この DRSに関連づいているプライマリー・アイテムの要素宣言を表す
XBRLTaxonomyItemオブジェクトを返します。

（2） getRoles
public java.util.List<java.lang.String> getRoles()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
DRSに含まれている has-hypercube関係が定義された，extended型要素の
xlink:role属性のリストを取得します。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
この DRSに含まれている has-hypercube関係が定義された，extended型要素の
xlink:role属性のリストを返します。

（3） getHasHypercubeRelationships
public java.util.List<XBRLHasHypercubeRelationship> 
getHasHypercubeRelationships ( java.lang.String role )

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
DRSに含まれている has-hypercube関係のうち，引数 roleに指定した値と同じ
xlink:role属性を持つ extended型要素に定義された，has-hypercube関係のリスト
を取得します。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
role - extended型要素の xlink:role属性の値を指定します。

戻り値：
この DRSに含まれている has-hypercube関係のうち，引数 roleに指定した値と同
じ xlink:role属性を持つ extended型要素に定義された，has-hypercube関係のリス
トを返します。該当する has-hypercube関係がない場合は，要素数が 0であるリス
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トを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 roleに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 roleに空のURI参照を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20110］

（4） getHypercubeDimensionRelationships
public java.util.List<XBRLHypercubeDimensionRelationship> 
getHypercubeDimensionRelationships ( XBRLHasHypercubeRelationship 
relationship )

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
DRSに含まれている hypercube-dimension関係のうち，引数 relationshipの to側
のリソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付いている
hypercube-dimension関係のリストを取得します。
引数 relationshipと結び付いている hypercube-dimension関係とは，次のどちらか
のことです。
• 引数 relationshipに xbrldt:targetRole属性が設定されている場合は，その

xbrldt:targetRole属性の値と同じ値の xlink:role属性を持つ
hypercube-dimension関係を示します。

• 引数 relationshipに xbrldt:targetRole属性が設定されていない場合は，引数
relationshipの xlink:role属性の値と同じ値の xlink:role属性を持つ
hypercube-dimension関係を示します。

このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
relationship - この DRSに含まれている has-hypercube関係を指定します。

戻り値：
この DRSに含まれている hypercube-dimension関係のうち，引数 relationshipの
to側のリソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付いている
hypercube-dimension関係のリストを返します。該当する hypercube-dimension関
係がない場合は，要素数が 0であるリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
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• 引数 relationshipに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 relationshipに指定した XBRLHasHypercubeRelationshipオブジェクトを
所有する XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが，この
XBRLDimensionalRelationshipSetオブジェクトを所有する
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エ
ラーコード：20034］

（5） getDimensionDomainRelationships
public java.util.List<XBRLDimensionDomainRelationship> 
getDimensionDomainRelationships ( 
XBRLHypercubeDimensionRelationship relationship )

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
DRSに含まれている dimension-domain関係のうち，引数 relationshipの to側の
リソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付いている
dimension-domain関係のリストを取得します。
引数 relationshipと結び付いている hypercube-dimension関係とは，次のどちらか
のことです。
• 引数 relationshipに xbrldt:targetRole属性が設定されている場合は，その

xbrldt:targetRole属性の値と同じ値の xlink:role属性を持つ dimension-domain
関係を示します。

• 引数 relationshipに xbrldt:targetRole属性が設定されていない場合は，引数
relationshipの xlink:role属性の値と同じ値の xlink:role属性を持つ
dimension-domain関係を示します。

このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
relationship - この DRSに含まれている hypercube-dimension関係を指定します。

戻り値：
この DRSに含まれている dimension-domain関係のうち，引数 relationshipの to
側のリソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付いている
dimension-domain関係のリストを返します。該当する dimension-domain関係が
ない場合は，要素数が 0であるリストを返します。

例外：
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XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 relationshipに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 relationshipに指定した XBRLHypercubeDimensionRelationshipオブジェ
クトを所有している XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが，この
XBRLDimensionalRelationshipSetオブジェクトを所有している
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エ
ラーコード：20034］

（6） getDomainMemberRelationships
public java.util.List<XBRLDomainMemberRelationship> 
getDomainMemberRelationships ( XBRLDimensionDomainRelationship 
relationship )

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
DRSに含まれている domain-member関係のうち，引数 relationshipの to側のリ
ソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付いている domain-member
関係のリストを取得します。
引数 relationshipと結び付いている domain-member関係とは，次のどちらかのこ
とです。
• 引数 relationshipに xbrldt:targetRole属性が設定されている場合は，その

xbrldt:targetRole属性の値と同じ値の xlink:role属性を持つ domain-member関
係を示します。

• 引数 relationshipに xbrldt:targetRole属性が設定されていない場合は，引数
relationshipの xlink:role属性の値と同じ値の xlink:role属性を持つ
domain-member関係を示します。

このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
relationship - この DRSに含まれている dimension-domain関係を指定します。

戻り値：
この DRSに含まれている domain-member関係のうち，引数 relationshipの to側
のリソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付いている
domain-member関係のリストを返します。該当する domain-member関係がない
場合は，要素数が 0であるリストを返します。
691



6.　APIリファレンス
例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 relationshipに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 relationshipに指定した XBRLDimensionDomainRelationshipオブジェク
トを所有している XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが，この
XBRLDimensionalRelationshipSetオブジェクトを所有している
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エ
ラーコード：20034］

（7） getDomainMemberRelationships
public java.util.List<XBRLDomainMemberRelationship> 
getDomainMemberRelationships ( XBRLDomainMemberRelationship 
relationship )

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
DRSに含まれている domain-member関係のうち，引数 relationshipの to側のリ
ソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付いている domain-member
関係のリストを取得します。
引数 relationshipと結び付いている domain-member関係とは，次のどちらかのこ
とです。
• 引数 relationshipに xbrldt:targetRole属性が設定されている場合は，その

xbrldt:targetRole属性の値と同じ値の xlink:role属性を持つ domain-member関
係を示します。

• 引数 relationshipに xbrldt:targetRole属性が設定されていない場合は，引数
relationshipの xlink:role属性の値と同じ値の xlink:role属性を持つ
domain-member関係を示します。

このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
relationship - この DRSに含まれている domain-member関係を指定します。

戻り値：
この DRSに含まれている domain-member関係のうち，引数 relationshipの to側
のリソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付いている
domain-member関係のリストを返します。該当する domain-member関係がない
場合は，要素数が 0であるリストを返します。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 relationshipに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 relationshipに指定した XBRLDomainMemberRelationshipオブジェクトを
所有している XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが，この
XBRLDimensionalRelationshipSetオブジェクトを所有している
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エ
ラーコード：20034］

（8） getDimensionDefaultRelationship
public XBRLDimensionDefaultRelationship 
getDimensionDefaultRelationship (   
  XBRLHypercubeDimensionRelationship  relationship ) 

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
DRSに含まれている dimension-default関係のうち，引数 relationshipの to側のリ
ソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付いている dimension-default
関係を取得します。
引数 relationshipと結び付いている dimension-default関係とは，次のどちらかの
ことです。
• 引数 relationshipに xbrldt:targetRole属性が設定されている場合は，その

xbrldt:targetRole属性の値と同じ値の xlink:role属性を持つ dimension-default
関係を示します。

• 引数 relationshipに xbrldt:targetRole属性が設定されていない場合は，引数
relationshipの xlink:role属性の値と同じ値の xlink:role属性を持つ
dimension-default関係を示します。

引数：
relationship - この DRSに含まれている hypercube-dimension関係を指定します。

戻り値：
この DRSに含まれている dimension-default関係のうち，引数 relationshipの to
側のリソースを始点に持ち，かつ，引数 relationshipと結び付いている
dimension-default関係を返します。該当する dimension-default関係がない場合
は，nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
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• 引数 relationshipに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 relationshipに指定した XBRLHypercubeDimensionRelationshipオブジェ
クトを所有している XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが，この
XBRLDimensionalRelationshipSetオブジェクトを所有している
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エ
ラーコード：20034］

（9） getDRSDimensions
public java.util.List<XBRLDRSDimension> getDRSDimensions ( 
java.lang.String  role ,
    int contextElementType )

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
DRSに含まれているディメンジョンの要素宣言のリストを返します。リストに含ま
れるのは，次の条件をすべて満たしているディメンジョンの要素宣言です。
• この DRSに含まれている has-hypercube関係のうち，引数 roleに指定した値と
同じ xlink:role属性を持つ has-hypercube関係からたどることができる

• この DRSに含まれている has-hypercube関係のうち，引数 contextElementType
に指定した値と同じ xbrldt:contextElement属性の種類を持つ has-hypercube関
係からたどることができる

• インスタンス文書に記述できる

このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
role - extended型要素の xlink:role属性の値を指定します。
contextElementType - <link:definitionArc>要素の xbrldt:contextElement属性の種
類を指定します。指定できる値は次のどちらかです。
• XBRLHasHypercubeRelationship.CONTEXTELEMENT_SCENARIO
• XBRLHasHypercubeRelationship.CONTEXTELEMENT_SEGMENT

戻り値：
この DRSに含まれているディメンジョンの要素宣言のうち，インスタンス文書に記
述できるディメンジョンの要素宣言のリストを返します。該当するディメンジョン
の要素宣言がない場合は，要素数が 0であるリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
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• 引数 roleに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 roleに空のURI参照を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20110］
• 引数 contextElementTypeに不正な値を指定した場合にスローされます。引数

contextElementTypeに指定できる値は，
XBRLHasHypercubeRelationship.CONTEXTELEMENT_SCENARIO，または
XBRLHasHypercubeRelationship.CONTEXTELEMENT_SEGMENTです。［エ
ラーコード：20014］

（10） getDRSDimensions
public java.util.List<XBRLDRSDimension> getDRSDimensions ( 
java.lang.String role )

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
DRSに含まれているディメンジョンの要素宣言のリストを返します。リストに含ま
れるのは，次の条件をすべて満たしているディメンジョンの要素宣言です。
• この DRSに含まれている has-hypercube関係のうち，引数 roleに指定された値
と同じ xlink:role属性を持つ has-hypercube関係からたどることができる

• インスタンス文書に記述できる

このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
role - extended型要素の xlink:role属性の値を指定します。

戻り値：
この DRSに含まれているディメンジョンの要素宣言のうち，インスタンス文書に記
述できるディメンジョンの要素宣言のリストを返します。該当するディメンジョン
の要素宣言がない場合は，要素数が 0であるリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 roleに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 roleに空のURI参照を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20110］

（11） getDRSMembers
public java.util.List<XBRLDRSMember> getDRSMembers ( 
XBRLDRSDimension dimension )
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XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
DRSに含まれている要素宣言のリストを返します。リストに含まれるのは，次の条
件をすべて満たしている要素宣言です。
• この DRSに含まれている has-hypercube関係のうち，引数 dimensionの getRole
メソッドで取得した値と同じ xlink:role属性を持つ has-hypercube関係からたど
ることができる，ディメンジョンの要素宣言のメンバである

• この DRSに含まれている has-hypercube関係のうち，引数 dimensionの
getContextElementTypeメソッドで取得した値と同じ xbrldt:contextElement属
性の種類を持つ has-hypercube関係からたどることができる，ディメンジョンの
要素宣言のメンバである

• インスタンス文書に記述できる

このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
dimension - インスタンス文書に記述できるディメンジョンを表す
XBRLDRSDimensionオブジェクトを指定します。

戻り値：
この DRSに含まれている要素宣言のうち，指定されたディメンジョンのメンバとし
て，インスタンス文書に記述できる要素宣言のリストを返します。該当する要素宣
言がない場合は，要素数が 0であるリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 dimensionに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 dimensionに指定された XBRLDRSDimensionオブジェクトを所有している

XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが，この
XBRLDimensionalRelationshipSetオブジェクトを所有している
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エ
ラーコード：20034］

（12） getDRSDefaultMember
public XBRLDRSMember getDRSDefaultMember ( XBRLDRSDimension 
dimension )

XBRLのバージョン：
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2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
DRSに含まれている要素宣言のうち，指定されたディメンジョンのデフォルトメン
バを返します。

引数：
dimension - インスタンス文書に記述できるディメンジョンを表す
XBRLDRSDimensionオブジェクトを指定します。

戻り値：
この DRSに含まれている要素宣言のうち，指定されたディメンジョンのデフォルト
メンバを返します。該当する要素宣言がない場合は，nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 dimensionに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 dimensionに指定された XBRLDRSDimensionオブジェクトを所有している

XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが，この
XBRLDimensionalRelationshipSetオブジェクトを所有している
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと異なる場合にスローされます。［エ
ラーコード：20034］

6.7.10　XBRLDimensionDefaultRelationshipインターフェー
ス

public interface XBRLDimensionDefaultRelationship
extends XBRLDimensionalRelationship

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素によって定義された，dimension-default関係を表します。
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6.7.11　XBRLDimensionDomainRelationshipインターフェー
ス

public interface XBRLDimensionDomainRelationship
extends XBRLDimensionalRelationship

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素によって定義された，dimension-domain関係を表しま
す。

メソッドの概要：
XBRLDimensionDomainRelationshipインターフェースのメソッドの概要を次の表
に示します。

表 6-76　XBRLDimensionDomainRelationshipインターフェースのメソッドの概要

（1） getUsable
public boolean getUsable()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:usable属性の値を取得します。

戻り値：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:usable属性の値を返します。xbrldt:usable属性
がない場合は true（デフォルト値）を返します。

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

XBRL Dimensions
のバージョン

1 boolean getUsable()
　　<link:definitionArc>要素の
xbrldt:usable属性の値を取得します。

2.1 1.0

2 java.lan
g.String

getTargetRole()
　　<link:definitionArc>要素の
xbrldt:targetRole属性の値を取得しま
す。

2.1 1.0
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（2） getTargetRole
public java.lang.String getTargetRole()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:targetRole属性の値を取得します。

戻り値：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:targetRole属性の値を返します。
xbrldt:targetRole属性がない場合は nullを返します。

6.7.12　XBRLDomainMemberRelationshipインターフェース
public interface XBRLDomainMemberRelationship
extends XBRLDimensionalRelationship

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素によって定義された，domain-member関係を表します。

メソッドの概要：
XBRLDimensionDomainRelationshipインターフェースのメソッドの概要を次の表
に示します。

表 6-77　XBRLDomainMemberRelationshipインターフェースのメソッドの概要

（1） getUsable
public boolean getUsable()

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

XBRL Dimensions
のバージョン

1 boolean getUsable()
　　<link:definitionArc>要素の
xbrldt:usable属性の値を取得します。

2.1 1.0

2 java.lan
g.String

getTargetRole()
　　<link:definitionArc>要素の
xbrldt:targetRole属性の値を取得しま
す。

2.1 1.0
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XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:usable属性の値を取得します。

戻り値：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:usable属性の値を返します。xbrldt:usable属性
がない場合は true（デフォルト値）を返します。

（2） getTargetRole
public java.lang.String getTargetRole()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:targetRole属性の値を取得します。

戻り値：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:targetRole属性の値を返します。
xbrldt:targetRole属性がない場合は nullを返します。

6.7.13　XBRLDRSDimensionインターフェース
public interface XBRLDRSDimension

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
インスタンス文書に記述できるディメンジョンを表します。

メソッドの概要：
XBRLDRSDimensionインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。
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表 6-78　XBRLDRSDimensionインターフェースのメソッドの概要

（1） getContextElementType
public int getContextElementType()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:contextElement属性の種類を取得します。

戻り値：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:contextElement属性の種類を返します。
このメソッドが返す xbrldt:contextElement属性の種類は，次のどちらかです。
• XBRLHasHypercubeRelationship.CONTEXTELEMENT_SCENARIO
• XBRLHasHypercubeRelationship.CONTEXTELEMENT_SEGMENT

（2） getRole
public java.lang.String getRole()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

項番 説明 XBRLのバー
ジョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン

1 int getContextElementType()
　　<link:definitionArc>要素の
xbrldt:contextElement属性の種類を取得しま
す。

2.1 1.0

2 java.lan
g.String

getRole()
　　extended型要素の xlink:role属性の値を取
得します。

2.1 1.0

3 XBRLT
axonom
yDimen
sionIte

m

getTaxonomyDimensionItem()
　　ディメンジョンの要素宣言を取得します。

2.1 1.0

4 XBRLQ
Name

getQName()
　　ディメンジョンの要素宣言の QNameを取
得します。

2.1 1.0
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説明：
extended型要素の xlink:role属性の値を取得します。

戻り値：
extended型要素の xlink:role属性の値を返します。

（3） getTaxonomyDimensionItem
public XBRLTaxonomyDimensionItem getTaxonomyDimensionItem()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
ディメンジョンの要素宣言を取得します。

戻り値：
ディメンジョンの要素宣言を返します。

（4） getQName
public XBRLQName getQName()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
ディメンジョンの要素宣言の QNameを取得します。

戻り値：
ディメンジョンの要素宣言の QNameを返します。

6.7.14　XBRLDRSMemberインターフェース
public interface XBRLDRSMember

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
インスタンス文書に記述できるディメンジョンのメンバを表します。
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メソッドの概要：
XBRLDRSMemberインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-79　XBRLDRSMemberインターフェースのメソッドの概要

（1） getTaxonomyElement
public XBRLTaxonomyElement getTaxonomyElement()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
ディメンジョンのメンバを表す要素宣言を取得します。

戻り値：
ディメンジョンのメンバを表す要素宣言を返します。

（2） getQName
public XBRLQName getQName()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
ディメンジョンのメンバを表す要素宣言の QNameを取得します。

戻り値：
ディメンジョンのメンバを表す要素宣言の QNameを返します。

項番 説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensionsの
バージョン

1 XBRLT
axonom
yEleme

nt

getTaxonomyElement()
　　ディメンジョンのメンバを表す要素宣言を
取得します。

2.1 1.0

2 XBRLQ
Name

getQName()
　　ディメンジョンのメンバを表す要素宣言の
QNameを取得します。

2.1 1.0
703



6.　APIリファレンス
6.7.15　XBRLHasHypercubeRelationshipインターフェース
public interface XBRLHasHypercubeRelationship
extends XBRLDimensionalRelationship

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素によって定義された，has-hypercube関係を表します。

フィールドの概要：
XBRLHasHypercubeRelationshipインターフェースのフィールドの概要を次の表に
示します。

表 6-80　XBRLHasHypercubeRelationshipインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
XBRLHasHypercubeRelationshipインターフェースのメソッドの概要を次の表に示
します。

表 6-81　XBRLHasHypercubeRelationshipインターフェースのメソッドの概要

項番 説明

1 static int CONTEXTELEMENT_SCENARIO
　　<link:definitionArc>要素の xbrldt:contextElement属性の値が
"scenario"であることを示します。

2 static int CONTEXTELEMENT_SEGMENT
　　<link:definitionArc>要素の xbrldt:contextElement属性の値が
"segment"であることを示します。

3 static int ARCROLE_ALL
　　<link:definitionArc>要素の xlink:arcrole属性の値が "http://
xbrl.org/int/dim/arcrole/all"であることを示します。

4 static int ARCROLE_NOTALL
　　<link:definitionArc>要素の xlink:arcrole属性の値が "http://
xbrl.org/int/dim/arcrole/notAll"であることを示します。

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

XBRL Dimensions
のバージョン

1 int getContextElementType()
　　<link:definitionArc>要素の
xbrldt:contextElement属性の種類を
取得します。

2.1 1.0
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（1） getContextElementType
public int getContextElementType()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:contextElement属性の種類を取得します。
<link:definitionArc>要素の xbrldt:contextElement属性の種類を次の表に示しま
す。

表 6-82　<link:definitionArc>要素の xbrldt:contextElement属性の種類

戻り値：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:contextElement属性の種類を返します。

（2） getClosed
public boolean getClosed()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：

2 boolean getClosed()
　　<link:definitionArc>要素の
xbrldt:closed属性の値を取得します。

2.1 1.0

3 int getHasHypercubeRelationshipType()
　　<link:definitionArc>要素の
xlink:arcrole属性の種類を取得しま
す。

2.1 1.0

4 java.lan
g.String

getTargetRole()
　　<link:definitionArc>要素の
xbrldt:targetRole属性の値を取得しま
す。

2.1 1.0

項番 <link:definitionArc>要素の xbrldt:contextElement属
性の種類

（getContextElementType()メソッドが返すコード）

xbrldt:contextElement属性の値

1 CONTEXTELEMENT_SCENARIO scenario

2 CONTEXTELEMENT_SEGMENT segment

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

XBRL Dimensions
のバージョン
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1.0

説明：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:closed属性の値を取得します。

戻り値：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:closed属性の値を返します。xbrldt:closed属性
がない場合は false（デフォルト値）を返します。

（3） getHasHypercubeRelationshipType
public int getHasHypercubeRelationshipType()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素の xlink:arcrole属性の種類を取得します。
<link:definitionArc>要素の xlink:arcrole属性の種類を次の表に示します。

表 6-83　<link:definitionArc>要素の xlink:arcrole属性の種類

戻り値：
<link:definitionArc>要素の xlink:arcrole属性の種類を返します。

（4） getTargetRole
public java.lang.String getTargetRole()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:targetRole属性の値を取得します。

戻り値：

項番 <link:definitionArc>要素の xlink:arcrole属性の種類
（getHypercubeRelationshipType()メソッドが返すコー

ド）

xlink:arcrole属性の値

1 ARCROLE_ALL http://xbrl.org/int/dim/arcrole/all

2 ARCROLE_NOTALL http://xbrl.org/int/dim/arcrole/
notAll
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<link:definitionArc>要素の xbrldt:targetRole属性の値を返します。
xbrldt:targetRole属性がない場合は nullを返します。

6.7.16　XBRLHypercubeDimensionRelationshipインター
フェース

public interface XBRLHypercubeDimensionRelationship
extends XBRLDimensionalRelationship

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素によって定義された，hypercube-dimension関係を表しま
す。

メソッドの概要：
XBRLHypercubeDimensionRelationshipインターフェースのメソッドの概要を次
の表に示します。

表 6-84　XBRLHypercubeDimensionRelationshipインターフェースのメソッドの概要

（1） getTargetRole
public java.lang.String getTargetRole()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:targetRole属性の値を取得します。

戻り値：
<link:definitionArc>要素の xbrldt:targetRole属性の値を返します。
xbrldt:targetRole属性がない場合は nullを返します。

説明 XBRLのバージョン XBRL Dimensions
のバージョン

java.lang.
String

getTargetRole()
　　<link:definitionArc>要素の
xbrldt:targetRole属性の値を取得します。

2.1 1.0
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6.7.17　XBRLIllegalCycleExceptionクラス
public class XBRLIllegalCycleException extends XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
関係ネットワークに対するサイクル検証で検出されたエラーを通知するために，
uCosminexus Business Reporting Processorによって生成されます。
この例外クラスは，エラーコードが 15104または 15105の場合に使用されます。

メソッドの概要：
XBRLIllegalCycleExceptionクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-85　XBRLIllegalCycleExceptionクラスのメソッドの概要

（1） getLinkName
public java.lang.String getLinkName()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
エラーが検出された関係ネットワークを定義している拡張リンクの種類を取得しま
す。
このメソッドが返す文字列は，拡張リンクを記述している extended型要素のローカ

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

1 java.lang.String getLinkName()
　　エラーが検出された関係ネットワークを定義している
拡張リンクの種類を取得します。

2.1

2 java.lang.String getExtendedLinkRole()
　　エラーが検出された関係ネットワークを定義している
拡張リンクのロールを取得します。

2.1

3 java.lang.String getArcrole()
　　エラーが検出された関係ネットワークを定義している
アークのアークロールを取得します。

2.1

4 java.lang.String getCyclesAllowed()
　　エラーが検出された関係ネットワークで許可されるサ
イクルの種類を取得します。

2.1

5 XBRLRelationship[] getErrorRoutes()
　　誤っていた経路を取得します。

2.1

6 XBRLRelationship[] getRelationRoutes()
　　誤っていた経路に関連するもう一つの経路を取得しま
す。

2.1
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ル名となります。例えば，エラーが検出された関係のネットワークがプレゼンテー
ションリンクによって定義されているものである場合，プレゼンテーションリンク
を記述する extended型要素は link:presentationLink要素であるため，このメソッ
ドが返す文字列は presentationLinkとなります。

戻り値：
エラーが検出された関係ネットワークを定義している拡張リンクの種類を返します。

（2） getExtendedLinkRole
public java.lang.String getExtendedLinkRole()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
エラーが検出された関係ネットワークを定義している拡張リンクのロールを取得し
ます。

戻り値：
エラーが検出された関係ネットワークを定義している拡張リンクのロールを返しま
す。

（3） getArcrole
public java.lang.String getArcrole()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
エラーが検出された関係ネットワークを定義しているアークのアークロールを取得
します。

戻り値：
エラーが検出された関係ネットワークを定義しているアークのアークロールを返し
ます。

（4） getCyclesAllowed
public java.lang.String getCyclesAllowed()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
エラーが検出された関係ネットワークで許可されるサイクルの種類を取得します。
このメソッドには undirectedまたは noneのどちらかの文字列が返ります。サイク
ルの種類については，「2.3.2(6)　関係ネットワーク上のサイクルの検証【完全な妥
当性検証の場合だけ有効】」を参照してください。
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戻り値：
エラーが検出された関係ネットワークで許可されるサイクルの種類を返します。

（5） getErrorRoutes
public XBRLRelationship[] getErrorRoutes()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
誤っていた経路を取得します。
エラーコードが 15105（経路が複数ある旨のエラー）の場合は，
XBRLIllegalCycleException.getRelationRoutes()メソッドを呼び出すことによっ
て，もう一つの経路を取得できます。
このメソッドは，誤っていた経路を構成している関係を XBRLRelationshipオブ
ジェクトの配列として返します。この配列に格納されている XBRLRelationshipオ
ブジェクトは，経路の始点から終点へ向かう順番で並んでいます。例を次の図に示
します。

図 6-15　XBRLIllegalCycleException.getErrorRoutes()メソッドが返す配列の例

戻り値：
誤っていた経路を示す XBRLRelationshipオブジェクトの配列を返します。

（6） getRelationRoutes
public XBRLRelationship[] getRelationRoutes()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
誤っていた経路に関連するもう一つの経路を取得します。
このメソッドは，エラーコードが 15105（経路が複数ある旨のエラー）の場合に使
用します。エラーコードが 15104（経路が循環している旨のエラー）の場合，この
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メソッドは nullを返します。
このメソッドが返す配列に格納されている XBRLRelationshipオブジェクトは，
XBRLIllegalCycleException.getErrorRoutes()メソッドと同様に，経路の始点から
終点へ向かう順番で並んでいます。

戻り値：
エラーコードが 15105の場合は，誤っていた経路に関連するもう一つの経路を示す
XBRLRelationshipオブジェクトの配列を返します。エラーコードが 15104の場合
は nullを返します。

6.7.18　XBRLDimensionIllegalCycleExceptionクラス
public class XBRLDimensionIllegalCycleException
extends XBRLDimensionException

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
DRSの関係ネットワークに対するサイクル検証で検出されたエラーを通知するため
に，uCosminexus Business Reporting Processorによって生成されます。

メソッドの概要：
XBRLDimensionIllegalCycleExceptionクラスのメソッドの概要を次の表に示しま
す。

表 6-86　XBRLDimensionIllegalCycleExceptionクラスのメソッドの概要

項番 説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensionsの
バージョン

1 java.lan
g.String

getLinkName()
　　エラーが検出された DRSの関係ネットワー
クを定義している拡張リンクの種類を取得しま
す。

2.1 1.0

2 java.lan
g.String

getExtendedLinkRole()
　　エラーが検出された DRSの関係ネットワー
クを定義している拡張リンクのロールを取得し
ます。

2.1 1.0

3 java.lan
g.String

getArcrole()
　　エラーが検出された DRSの関係ネットワー
クを定義しているアークのアークロールを取得
します。

2.1 1.0
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（1） getLinkName
public java.lang.String getLinkName()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
エラーが検出された DRSの関係ネットワークを定義している拡張リンクの種類を取
得します。
このメソッドが返す文字列は，拡張リンクを記述している extended型要素のローカ
ル名です。

戻り値：
エラーが検出された DRSの関係ネットワークを定義している拡張リンクの種類を返
します。

（2） getExtendedLinkRole
public java.lang.String getExtendedLinkRole()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
エラーが検出された DRSの関係ネットワークを定義している拡張リンクのロールを
取得します。

戻り値：
エラーが検出された DRSの関係ネットワークを定義している拡張リンクのロールを
返します。

4 java.lan
g.String

getCyclesAllowed()
　　エラーが検出された DRSの関係ネットワー
クで許可されるサイクルの種類を取得します。

2.1 1.0

5 XBRLR
elations

hip[]

getErrorRoutes()
　　誤っていた経路を取得します。

2.1 1.0

項番 説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensionsの
バージョン
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（3） getArcrole
public java.lang.String getArcrole()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
エラーが検出された DRSの関係ネットワークを定義しているアークのアークロール
を取得します。

戻り値：
エラーが検出された DRSの関係ネットワークを定義しているアークのアークロール
を返します。

（4） getCyclesAllowed
public java.lang.String getCyclesAllowed()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
エラーが検出された DRSの関係ネットワークで許可されるサイクルの種類を取得し
ます。
このメソッドが返す文字列は次のどちらかです。
• undirected
• none

サイクルの種類については，「2.3.2(6)　関係ネットワーク上のサイクルの検証【完
全な妥当性検証の場合だけ有効】」を参照してください。

戻り値：
エラーが検出された DRSの関係ネットワークで許可されるサイクルの種類を返しま
す。

（5） getErrorRoutes
public XBRLRelationship[] getErrorRoutes()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0
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説明：
誤っていた経路を取得します。
このメソッドは，誤っていた経路を構成している関係を XBRLRelationshipオブ
ジェクトの配列として返します。この配列に格納されている XBRLRelationshipオ
ブジェクトは，経路の始点から終点へ向かう順番で並んでいます。例を次の図に示
します。

図 6-16　XBRLDimensionIllegalCycleException.getErrorRoutes()メソッドが返す配列の
例

戻り値：
誤っていた経路を示す XBRLRelationshipオブジェクトの配列を返します。
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6.8　com.hitachi.xbrl.taxonomyパッケージ

com.hitachi.xbrl.taxonomyパッケージは，タクソノミー文書を参照するためのインター
フェースを提供します。

インターフェースの概要：
com.hitachi.xbrl.taxonomyパッケージのインターフェースを次の表に示します。

表 6-87　com.hitachi.xbrl.taxonomyパッケージのインターフェース

項番 インターフェース 説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン

1 XBRLArcroleType カスタムアークロールを定義する
<link:arcroleType>要素を表します。

2.1 該当しない

2 XBRLLabel 要素のラベルを表します。 2.0および
2.1

該当しない

3 XBRLLinkbase タクソノミー文書を構成する XML文書
の一つであるリンクベースを表します。

2.0および
2.1

該当しない

4 XBRLTaxonomyLink
baseRef

タクソノミー文書に記述される
<link:linkbaseRef>要素を表します。

2.1 該当しない

5 XBRLPart 文献への参照に含まれるパートを表し
ます。

2.0および
2.1

該当しない

6 XBRLReference 文献への参照を表します。 2.0および
2.1

該当しない

7 XBRLTaxonomyRole
Ref

タクソノミー文書に記述される
<link:roleRef>要素を表します。

2.1 該当しない

8 XBRLRoleType カスタムロールを定義する
<link:roleType>要素を表します。

2.1 該当しない

9 XBRLTaxonomyAttri
buteDeclaration

型定義の属性宣言を表します。 2.1 該当しない

10 XBRLTaxonomyBody タクソノミー文書を構成する XML文書
の一つであるタクソノミー本体を表し
ます。

2.0および
2.1

該当しない

11 XBRLTaxonomyCom
plexTypeDefinition

complexTypeの型定義を表します。 2.1 該当しない

12 XBRLTaxonomyCom
ponent

タクソノミー文書を構成する XML文書
（タクソノミー本体またはリンクベー
ス）を表します。

2.0および
2.1

該当しない

13 XBRLTaxonomyDocu
ment

タクソノミー文書全体を表します。 2.0および
2.1

該当しない

14 XBRLTaxonomyDocu
mentBuilder

タクソノミー文書から
XBRLTaxonomyDocumentオブジェク
トを取得するための APIを定義します。

2.0および
2.1

該当しない
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6.8.1　XBRLArcroleTypeインターフェース
public interface XBRLArcroleType
extends XBRLTaxonomyNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
カスタムアークロールを定義する <link:arcroleType>要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLArcroleTypeインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

15 XBRLTaxonomyDocu
mentBuilderFactory

XBRLTaxonomyDocumentBuilderオ
ブジェクトを生成するための APIを定
義します。

2.0および
2.1

該当しない

16 XBRLTaxonomyElem
ent

タクソノミー文書に記述される要素の
要素宣言を表します。

2.0および
2.1

該当しない

17 XBRLTaxonomyItem アイテムの要素宣言を表します。 2.0および
2.1

該当しない

18 XBRLTaxonomyNode タクソノミー文書を構成するノードを
表します。

2.0および
2.1

該当しない

19 XBRLTaxonomyOthe
rElement

アイテムまたはタプル以外の要素の要
素宣言を表します。

2.0および
2.1

該当しない

20 XBRLTaxonomySimp
leTypeDefinition

simpleTypeの型定義を表します。 2.1 該当しない

21 XBRLTaxonomyTupl
e

タプルの要素宣言を表します。 2.0および
2.1

該当しない

22 XBRLTaxonomyType
Definition

タクソノミー文書に記述される型定義
を表します。

2.1 該当しない

23 XBRLTaxonomyDime
nsionItem

ディメンジョンの要素宣言を表します。 2.1 1.0

24 XBRLTaxonomyHype
rcubeItem

ハイパーキューブの要素宣言を表しま
す。

2.1 1.0

項番 インターフェース 説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン

716



6.　APIリファレンス
表 6-88　XBRLArcroleTypeインターフェースのメソッドの概要

（1） getId
public java.lang.String getId()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:arcroleType>要素の id属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:arcroleType>要素の id属性の値を返します。この <link:arcroleType>
要素に id属性がない場合は nullを返します。

（2） getArcroleURI
public java.lang.String getArcroleURI()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
カスタムアークロールの arcroleURI属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:arcroleType>要素によって定義されるカスタムアークロールの
arcroleURI属性の値を返します。

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

1 java.lang.String getId()
　　<link:arcroleType>要素の id属性の値を取得し
ます。

2.1

2 java.lang.String getArcroleURI()
　　カスタムアークロールの arcroleURI属性の値
を取得します。

2.1

3 java.lang.String getCyclesAllowed()
　　<link:arcroleType>要素の cyclesAllowed属性
の値を取得します。

2.1

4 java.util.List<XBRLQNa
me>

getUsedOn()
　　カスタムアークロールを使用できる要素のリス
トを取得します。

2.1

5 boolean isUsedOn(java.lang.String namespaceURI, 
java.lang.String name)
　　指定した要素で，カスタムアークロールが使用
できるかどうかを調べます。

2.1
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（3） getCyclesAllowed
public java.lang.String getCyclesAllowed()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:arcroleType>要素の cyclesAllowed属性の値を取得します。
cyclesAllowed属性の値は，カスタムアークロールを使用して記述された関係のネッ
トワークで，どの種類のサイクルが許可されるかを示します。

戻り値：
この <link:arcroleType>要素の cyclesAllowed属性の値を返します。

（4） getUsedOn
public java.util.List<XBRLQName> getUsedOn()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
カスタムアークロールを使用できる要素のリストを取得します。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
この <link:arcroleType>要素によって定義されるカスタムアークロールを使用でき
る要素のリストを返します。リストには XBRLQNameオブジェクトが格納されて
いて，各 XBRLQNameオブジェクトは，カスタムアークロールを使用できる要素
の名前空間 URIと要素名を保持します。

（5） isUsedOn
public boolean isUsedOn(java.lang.String namespaceURI,
                        java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
指定した要素で，カスタムアークロールが使用できるかどうかを調べます。

引数：
namespaceURI - 要素の名前空間 URIを指定します。
name - 要素の名前を指定します。

戻り値：
この <link:roleType>要素によって定義されるカスタムアークロールが，引数で指
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定した要素で利用できる場合は true，利用できない場合は falseを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 nameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

6.8.2　XBRLLabelインターフェース
public interface XBRLLabel
extends XBRLTaxonomyNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素のラベルを表します。
• XBRL2.0の場合：
ラベルがラベルリンク外で定義されている場合は，その URIだけを取得できま
す。一方，ラベルがラベルリンク内の <link:label>要素で定義されている場合は，
xml:lang属性，xlink:role属性，xlink:title属性の各属性の値およびラベルの内容
を参照できます。ラベルがラベルリンク外で定義されているかどうかは，
isRemote()メソッドを呼び出して調べることができます。詳細については，
XBRLLabelインターフェースの「6.8.2(1)　isRemote」を参照してください。

• XBRL2.1の場合：
ラベルリンクの外で定義されているラベルの内容を参照できます。このため，ラ
ベルがラベルリンクの外で定義されているかどうかに関係なく，isRemote()メ
ソッドは常に falseを返します。

フィールドの概要：
XBRLLabelインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-89　XBRLLabelインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
XBRLLabelインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

項番 説明

1 static
java.lang.String

STANDARD
　　このラベルの役割は http://www.xbrl.org/linkprops/label/
standardです。XBRL2.0の場合だけ使用できます。

2 static
java.lang.String

TOTAL
　　このラベルの役割は http://www.xbrl.org/linkprops/label/
totalです。XBRL2.0の場合だけ使用できます。
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表 6-90　XBRLLabelインターフェースのメソッドの概要

（1） isRemote
public boolean isRemote()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ラベルがラベルリンクの外で定義されているかどうかを調べます。
• XBRL2.0の場合：
ラベルがラベルリンク外で定義されている場合は，このメソッドは trueを返しま
す。この場合は，getHref()を呼び出して，ラベルリンク外で定義されるラベルの
URIを取得できます。なお，このメソッドが trueを返す場合は，getLang()，
getRole()，getTitle()，getValue()，getContainerNode()の各メソッドを呼び出し
てはいけません。 
ラベルがラベルリンク内の <link:label>要素で定義されている場合は，このメ
ソッドは falseを返します。この場合は，getLang()，getRole()，getTitle()，
getValue()，getContainerNode()の各メソッドを呼び出して，ラベルの各種情報
を取得できます。なお，このメソッドが falseを返す場合は，getHref()を呼び出
してはいけません。

• XBRL2.1の場合：
このメソッドは，ラベルがラベルリンクの外で定義されているかどうかに関係な
く，常に falseを返します。

戻り値：

項番 説明 XBRLのバージョン

1 boolean isRemote()
　　ラベルがラベルリンクの外で定義されてい
るかどうかを調べます。

2.0および 2.1

2 java.lang.String getHref()
　　ラベルがラベルリンクの外で定義されてい
る場合に，そのラベルの URIを取得します。

2.0

3 java.lang.String getLang()
　　ラベルの言語を取得します。

2.0および 2.1

4 java.lang.String getRole()
　　ラベルのロールを取得します。

2.0および 2.1

5 java.lang.String getTitle()
　　ラベルのタイトルを取得します。

2.0および 2.1

6 java.lang.String getValue()
　　ラベルの内容を表す文字列を取得します。

2.0および 2.1

7 org.w3c.dom.No
de

getContainerNode()
　　ラベルの内容を保持するノードを取得しま
す。

2.0および 2.1
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このラベルがラベルリンク外で定義されている場合は true，このラベルがラベルリ
ンク内の <link:label>要素で定義されている場合は falseを返します。

（2） getHref
public java.lang.String getHref()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
ラベルがラベルリンクの外で定義されている場合に，そのラベルのURIを取得しま
す。
このメソッドが返すURIは，ラベルリンクの外で定義されているラベルを指す，
<link:loc>要素の xlink:href属性の値です。

戻り値：
ラベルリンク外で定義されているラベルのURIを表す xlink:href属性の値を返しま
す。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• このラベルがラベルリンク内の <link:label>要素で定義されている場合にスロー
されます。［エラーコード：20009］

（3） getLang
public java.lang.String getLang()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ラベルの言語を取得します。
XBRL2.0の場合は，ラベルがラベルリンク内で定義されている場合に，ラベルの言
語を取得します。

戻り値：
このラベルの言語を表す xml:lang属性の値を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL2.0の場合：このラベルがラベルリンク外で定義されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：20008］

（4） getRole
public java.lang.String getRole()

XBRLのバージョン：
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2.0および 2.1

説明：
ラベルのロールを取得します。
XBRL2.0の場合は，ラベルがラベルリンク内で定義されている場合に，ラベルの
ロールを取得します。

戻り値：
このラベルのロールを表す xlink:role属性の値を返します。このラベルが xlink:role
属性の値を持たない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL2.0の場合：このラベルがラベルリンク外で定義されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：20008］

（5） getTitle
public java.lang.String getTitle()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ラベルのタイトルを取得します。ラベルのタイトルは，label要素の xlink:title属性
の値です。
XBRL2.0の場合は，ラベルがラベルリンク内で定義されている場合に，ラベルのタ
イトルを取得します。

戻り値：
このラベルのタイトルを表す xlink:title属性の値を返します。xlink:title属性の値
がない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL2.0の場合：このラベルがラベルリンク外で定義されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：20008］

（6） getValue
public java.lang.String getValue()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ラベルの内容を表す文字列を取得します。
XBRL2.0の場合は，ラベルがラベルリンク内で定義されている場合に，ラベルの内
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容を表す文字列を取得します。
ラベルの内容に XHTMLのタグが含まれている場合は，このメソッドは nullを返し
ます。ラベルの内容に含まれる XHTMLのタグを参照したい場合は，
getContainerNode()を使用します。

戻り値：
このラベルの内容を表す文字列を返します。ラベルの内容に XHTMLのタグが含ま
れている場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL2.0の場合：このラベルがラベルリンク外で定義されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：20008］

（7） getContainerNode
public org.w3c.dom.Node getContainerNode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ラベルの内容を保持するノードを取得します。
XBRL2.0の場合は，ラベルがラベルリンク内で定義されている場合に，ラベルの内
容を保持するノードを取得します。
ラベルの内容に XHTMLのタグが含まれている場合は，それらを DOMツリー中の
ノードとして参照できます。
このメソッドが返すノードに対して，更新を伴う操作を行ってはいけません。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL2.0の場合：このラベルがラベルリンク外で定義されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：20008］

6.8.3　XBRLLinkbaseインターフェース
public interface XBRLLinkbase
extends XBRLTaxonomyComponent

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書を構成する XML文書の一つであるリンクベースを表します。

フィールドの概要：
XBRLLinkbaseインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。
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表 6-91　XBRLLinkbaseインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
XBRLLinkbaseインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-92　XBRLLinkbaseインターフェースのメソッドの概要

（1） getExtendedLinksW3CDOMNode
public java.util.List<org.w3c.dom.Node> 
getExtendedLinksW3CDOMNode(int extendedLinkType)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:linkbase>要素に定義される拡張リンクのうち，引数で指定した種別の拡張リ
ンクに対応する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトのリストを取得します。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

引数：
extendedLinkType - 拡張リンクの種別を示すコードを指定します。引数として指定
できる値は CALCULATION_LINK，DEFINITION_LINK，
PRESENTATION_LINK，REFERENCE_LINK または LABEL_LINKのいずれか
の値です。

項番 説明

1 static int CALCULATION_LINK
　　拡張リンクの種別は計算リンクです。

2 static int DEFINITION_LINK
　　拡張リンクの種別は定義リンクです。

3 static int PRESENTATION_LINK
　　拡張リンクの種別はプレゼンテーションリンクです。

4 static int REFERENCE_LINK
　　拡張リンクの種別は文献リンクです。

5 static int LABEL_LINK
　　拡張リンクの種別はラベルリンクです。

説明 XBRLのバー
ジョン

java.util.List<org.w3c.
dom.Node>

getExtendedLinksW3CDOMNode(int extendedLinkType)
　　<link:linkbase>要素に定義される拡張リンクのうち，
引数で指定した種別の拡張リンクに対応する
org.w3c.dom.Nodeオブジェクトのリストを取得します。

2.1
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戻り値：
引数 extendedLinkTypeで指定された種別の拡張リンクに対応する
org.w3c.dom.Nodeオブジェクトのリストを返します。指定された種別の拡張リンク
が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseに設定されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：22011］

• 引数 extendedLinkTypeに指定した種別が不正な場合にスローされます。［エラー
コード：20156］

6.8.4　XBRLTaxonomyLinkbaseRefインターフェース
public interface XBRLTaxonomyLinkbaseRef
extends XBRLTaxonomyNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書に記述される <link:linkbaseRef>要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLTaxonomyLinkbaseRefインターフェースのメソッドの概要を次の表に示しま
す。

表 6-93　XBRLTaxonomyLinkbaseRefインターフェースのメソッドの概要

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.String getHref()
　　<link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性
の値を取得します。

2.1

2 java.lang.String getRole()
　　<link:linkbaseRef>要素の xlink:role属性
の値を取得します。

2.1

3 java.lang.String getArcrole()
　　<link:linkbaseRef>要素の xlink:arcrole
属性の値を取得します。

2.1

4 java.lang.String getBase()
　　<link:linkbaseRef>要素の xml:base属性
の値を取得します。

2.1
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（1） getHref
public java.lang.String getHref()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性の値を返します。

（2） getRole
public java.lang.String getRole()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:linkbaseRef>要素の xlink:role属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:linkbaseRef>要素の xlink:role属性の値を返します。この
<link:linkbaseRef>要素に xlink:role属性がない場合は nullを返します。

（3） getArcrole
public java.lang.String getArcrole()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:linkbaseRef>要素の xlink:arcrole属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:linkbaseRef>要素の xlink:arcrole属性の値を返します。

（4） getBase
public java.lang.String getBase()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:linkbaseRef>要素の xml:base属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:linkbaseRef>要素の xml:base属性の値を返します。この
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<link:linkbaseRef>要素に xml:base属性がない場合は nullを返します。

6.8.5　XBRLPartインターフェース
public interface XBRLPart
extends XBRLTaxonomyNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
文献への参照に含まれるパートを表します。

メソッドの概要：
XBRLPartインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-94　XBRLPartインターフェースのメソッドの概要

（1） getNamespaceURI
public java.lang.String getNamespaceURI()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
パートが属する名前空間URIを取得します。

戻り値：
このパートが属する名前空間URIを返します。

（2） getName
public java.lang.String getName()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
パートの名前を取得します。

戻り値：

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.Strin
g

getNamespaceURI()
　　パートが属する名前空間 URIを取得します。

2.0および 2.1

2 java.lang.Strin
g

getName()
　　パートの名前を取得します。

2.0および 2.1

3 java.lang.Strin
g

getValue()
　　パートの値を取得します。

2.0および 2.1
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このパートの名前を返します。

（3） getValue
public java.lang.String getValue()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
パートの値を取得します。

戻り値：
このパートの値を返します。

6.8.6　XBRLReferenceインターフェース
public interface XBRLReference
extends XBRLTaxonomyNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
文献への参照を表します。
• XBRL2.0の場合：
文献への参照がリファレンスリンクの外で定義されている場合は，その URIだけ
を取得できます。一方，文献への参照がリファレンスリンク内の <link:reference>
要素で定義されている場合は，xlink:role属性，xlink:title属性の各属性の値およ
び文献への参照に含まれるパートを参照できます。文献への参照がリファレンス
リンクの外で定義されているかどうかは，isRemote()メソッドを呼び出して調べ
ることができます。詳細については，XBRLReferenceインターフェースの
「6.8.6(1)　isRemote」を参照してください。
• XBRL2.1の場合：
リファレンスリンクの外で定義されている文献への参照の内容を参照できます。
このため，文献への参照がリファレンスリンクの外で定義されているかどうかに
関係なく，isRemote()メソッドは常に falseを返します。

メソッドの概要：
XBRLReferenceインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-95　XBRLReferenceインターフェースのメソッドの概要

項番 説明 XBRLのバージョン

1 boolean isRemote()
　　文献への参照がリファレンスリンクの
外で定義されているかどうかを調べます。

2.0および 2.1
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（1） isRemote
public boolean isRemote()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
文献への参照がリファレンスリンクの外で定義されているかどうかを調べます。
• XBRL2.0の場合：
文献への参照がリファレンスリンクの外で定義されている場合は，このメソッド
は trueを返します。この場合は，getHref()を呼び出して，リファレンスリンク
の外で定義される文献への参照の URIを取得できます。なお，このメソッドが
trueを返す場合は，getRole()，getTitle()，getParts()，
getParts(java.lang.String, java.lang.String)の各メソッドを呼び出してはいけま
せん。
文献への参照がリファレンスリンク内の <link:reference>要素で定義されている
場合は，このメソッドは falseを返します。この場合は，getRole()，getTitle()，
getParts()，getParts(java.lang.String, java.lang.String)の各メソッドを呼び出し
て，文献への参照の各種情報を取得できます。なお，このメソッドが falseを返す
場合は，getHref()を呼び出してはいけません。

• XBRL2.1の場合：
このメソッドは，文献への参照がリファレンスリンクの外で定義されているかど
うかに関係なく，常に falseを返します。

戻り値：
この文献への参照がリファレンスリンクの外で定義されている場合は true，この文

2 java.lang.String getHref()
　　文献への参照がリファレンスリンクの
外で定義されている場合に，その文献への
参照の URIを取得します。

2.0

3 java.lang.String getRole()
　　文献への参照のロールを取得します。

2.0および 2.1

4 java.lang.String getTitle()
　　文献への参照のタイトルを取得します。

2.0および 2.1

5 java.util.List<XBRLP
art>

getParts()
　　文献への参照に含まれるパートのリス
トを取得します。

2.0および 2.1

6 java.util.List<XBRLP
art>

getParts(java.lang.String namespaceURI, 
java.lang.String name)
　　文献への参照に含まれるパートのうち，
指定した名前を持つパートのリストを取得
します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョン
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献への参照がリファレンスリンク内の <link:reference>要素で定義されている場合
は falseを返します。

（2） getHref
public java.lang.String getHref()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
文献への参照がリファレンスリンクの外で定義されている場合に，その文献への参
照の URIを取得します。
このメソッドが返す URIは，リファレンスリンクの外で定義されている文献への参
照を指す，<link:loc>要素の xlink:href属性の値です。

戻り値：
リファレンスリンクの外で定義されている文献への参照の URIを示す xlink:href属
性の値を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• この文献への参照がリファレンスリンク内の <link:reference>要素で定義されて
いる場合にスローされます。［エラーコード：20011］

（3） getRole
public java.lang.String getRole()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
文献への参照のロールを取得します。
XBRL2.0の場合は，文献への参照がリファレンスリンク内で定義されている場合
に，文献への参照のロールを取得します。

戻り値：
この文献への参照のロールを表す xlink:role属性の値を返します。この文献への参
照が xlink:role属性の値を持たない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL2.0の場合：この文献への参照がリファレンスリンクの外で定義されている
場合にスローされます。［エラーコード：20010］

（4） getTitle
public java.lang.String getTitle()
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XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
文献への参照のタイトルを取得します。文献への参照のタイトルは，
<link:reference>要素の xlink:title属性の値です。
XBRL2.0の場合は，文献への参照がリファレンスリンク内で定義されている場合
に，文献への参照のタイトルを取得します。

戻り値：
この文献への参照のタイトルを表す xlink:title属性の値を返します。xlink:title属
性の値がない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• XBRL2.0の場合：この文献への参照がリファレンスリンクの外で定義されている
場合にスローされます。［エラーコード：20010］

（5） getParts
public java.util.List<XBRLPart> getParts()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
文献への参照に含まれるパートのリストを取得します。
XBRL2.0の場合は，文献への参照がリファレンスリンク内で定義されている場合
に，文献への参照に含まれるパートのリストを取得します。
パートの順序は，タクソノミー文書での出現順と同じです。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
パートを表す XBRLPartオブジェクトのリストを返します。この文献への参照に含
まれるパートがない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL2.0の場合：この文献への参照がリファレンスリンクの外で定義されている
場合にスローされます。［エラーコード：20010］

（6） getParts
public java.util.List<XBRLPart> getParts(java.lang.String 
namespaceURI,
                               java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
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2.0および 2.1

説明：
文献への参照に含まれるパートのうち，指定した名前を持つパートのリストを取得
します。
XBRL2.0の場合は，文献への参照がリファレンスリンク内で定義されている場合
に，文献への参照に含まれるパートのうち，指定した名前を持つパートのリストを
取得します。
同じ名前のパートが二つ以上存在することがあります。このため，このメソッドは，
指定した名前のパートを，XBRLPartオブジェクトのリストとして返します。リス
トでの XBRLPartオブジェクトの順序は，タクソノミー文書での出現順と同じで
す。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
namespaceURI - パートの名前空間 URIを指定します。
name - パートの名前を指定します。

戻り値：
引数 namespaceURIで指定した名前空間 URIに属し，引数 nameで指定した名前
を持つパートを表す，XBRLPartオブジェクトのリストを返します。指定したパー
トがない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• XBRL2.0の場合：この文献への参照がリファレンスリンクの外で定義されている
場合にスローされます。［エラーコード：20010］

• 引数 namespaceURIまたは nameに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

6.8.7　XBRLTaxonomyRoleRefインターフェース
public interface XBRLTaxonomyRoleRef
extends XBRLTaxonomyNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書に記述される <link:roleRef>要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLTaxonomyRoleRefインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。
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表 6-96　XBRLTaxonomyRoleRefインターフェースのメソッドの概要

（1） getRoleURI
public java.lang.String getRoleURI()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:roleRef>要素の roleURI属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:roleRef>要素の roleURI属性の値を返します。

（2） getHref
public java.lang.String getHref()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:roleRef>要素の xlink:href属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:roleRef>要素の xlink:href属性の値を返します。

（3） getRole
public java.lang.String getRole()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:roleRef>要素の xlink:role属性の値を取得します。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.String getRoleURI()
　　<link:roleRef>要素の roleURI属性の値
を取得します。

2.1

2 java.lang.String getHref()
　　<link:roleRef>要素の xlink:href属性の
値を取得します。

2.1

3 java.lang.String getRole()
　　<link:roleRef>要素の xlink:role属性の値
を取得します。

2.1

4 java.lang.String getArcrole()
　　<link:roleRef>要素の xlink:arcrole属性
の値を取得します。

2.1
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戻り値：
この <link:roleRef>要素の xlink:role属性の値を返します。この <link:roleRef>要
素に xlink:role属性がない場合は nullを返します。

（4） getArcrole
public java.lang.String getArcrole()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:roleRef>要素の xlink:arcrole属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:roleRef>要素の xlink:arcrole属性の値を返します。この <link:roleRef>
要素に xlink:arcrole属性がない場合は nullを返します。

6.8.8　XBRLRoleTypeインターフェース
public interface XBRLRoleType
extends XBRLTaxonomyNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
カスタムロールを定義する <link:roleType>要素を表します。

メソッドの概要：
XBRLRoleTypeインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-97　XBRLRoleTypeインターフェースのメソッドの概要

項
番

説明 XBRLの
バージョン

1 java.lang.String getId()
　　<link:roleType>要素の id属性の値を取得しま
す。

2.1

2 java.lang.String getRoleURI()
　　カスタムロールの roleURI属性の値を取得しま
す。

2.1

3 java.util.List<XBRLQNa
me>

getUsedOn()
　　カスタムロールを使用できる要素のリストを取
得します。

2.1

4 boolean isUsedOn(java.lang.String namespaceURI, 
java.lang.String name)
　　指定した要素で，カスタムロールが使用できる
かどうかを調べます。

2.1
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（1） getId
public java.lang.String getId()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
<link:roleType>要素の id属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:roleType>要素の id属性の値を返します。この <link:roleType>要素に
id属性がない場合は nullを返します。

（2） getRoleURI
public java.lang.String getRoleURI()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
カスタムロールの roleURI属性の値を取得します。

戻り値：
この <link:roleType>要素によって定義されるカスタムロールの roleURI属性の値
を返します。

（3） getUsedOn
public java.util.List<XBRLQName> getUsedOn()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
カスタムロールを使用できる要素のリストを取得します。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
この <link:roleType>要素によって定義されるカスタムロールを使用できる要素の
リストを返します。リストには XBRLQNameオブジェクトが格納されていて，各
XBRLQNameオブジェクトは，カスタムロールを使用できる要素の名前空間 URI
と要素名を保持します。

（4） isUsedOn
public boolean isUsedOn(java.lang.String namespaceURI,
                        java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
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2.1

説明：
指定した要素で，カスタムロールが使用できるかどうかを調べます。

引数：
namespaceURI - 要素の名前空間 URIを指定します。
name - 要素の名前を指定します。

戻り値：
この <link:roleType>要素によって定義されるカスタムロールが，引数で指定した
要素で利用できる場合は true，利用できない場合は falseを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 nameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

6.8.9　XBRLTaxonomyAttributeDeclarationインターフェース
public interface XBRLTaxonomyAttributeDeclaration
extends XBRLTaxonomyNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
型定義の属性宣言を表します。

メソッドの概要：
XBRLTaxonomyAttributeDeclarationインターフェースのメソッドの概要を次の表
に示します。

表 6-98　XBRLTaxonomyAttributeDeclarationインターフェースのメソッドの概要

（1） getUse
public java.lang.String getUse()

XBRLのバージョン：
2.1

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.String getUse()
　　属性宣言の use属性の値を取得します。

2.1

2 XBRLQName getType()
　　属性宣言の型の修飾名を取得します。

2.1

3 java.lang.String getForm()
　　属性宣言の form属性の値を取得します。

2.1
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説明：
属性宣言の use属性の値を取得します。
タクソノミー文書の解析時に妥当性の検証を行うように設定されている場合は，こ
のメソッドにより nullが返ることはありません。名前空間” http://www.w3.org/
2001/XMLSchema”に属する attributeの定義のデフォルト値が返ります。

戻り値：
この属性宣言の use属性の値を返します。妥当性の検証を行わない場合で，かつこ
の属性宣言に use属性がない場合は nullを返します。

（2） getType
public XBRLQName getType()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
属性宣言の型の修飾名を取得します。

戻り値：
この属性宣言の型の修飾名を返します。この属性宣言の型が名前を持たない型（局
所型定義）である場合は nullを返します。この属性宣言の型が何も指定されていな
い場合は，xsd:anySimpleTypeを表す修飾名を返します。

（3） getForm
public java.lang.String getForm()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
属性宣言の form属性の値を取得します。

戻り値：
この属性宣言の form属性の値を返します。この属性宣言に form属性がない場合は
nullを返します。

6.8.10　XBRLTaxonomyBodyインターフェース
public interface XBRLTaxonomyBody
extends XBRLTaxonomyComponent

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書を構成する XML文書の一つであるタクソノミー本体を表します。
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メソッドの概要：
XBRLTaxonomyBodyインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-99　XBRLTaxonomyBodyインターフェースのメソッドの概要

（1） getTargetNamespaceURI
public java.lang.String getTargetNamespaceURI()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー本体の対象名前空間 URIを取得します。対象名前空間URIは，
<xsd:schema>要素の targetNamespace属性の値です。

戻り値：
このタクソノミー本体の対象名前空間 URIを返します。

（2） getElementFormDefault
public java.lang.String getElementFormDefault()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー本体の elementFormDefault属性の値を取得します。
タクソノミー文書の解析時に妥当性の検証を行うように設定されている場合は，こ
のメソッドにより nullが返ることはありません。名前空間” http://www.w3.org/

項番 説明 XBRLのバー
ジョン

1 java.lang.String getTargetNamespaceURI()
　　タクソノミー本体の対象名前空間 URIを取得
します。

2.0および 2.1

2 java.lang.String getElementFormDefault()
　　タクソノミー本体の elementFormDefault属
性の値を取得します。

2.1

3 java.lang.String getAttributeFormDefault()
　　タクソノミー本体の attributeFormDefault属
性の値を取得します。

2.1

4 java.util.List<XBRLT
axonomyBody>

getImportBodies()
　　タクソノミー本体で <xsd:import>要素により
インポートするタクソノミー本体を取得します。

2.1

5 java.util.List<XBRLT
axonomyBody>

getIncludeBodies()
　　タクソノミー本体で <xsd:include>要素によ
りインクルードするタクソノミー本体を取得しま
す。

2.1
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2001/XMLSchema”に属する schemaの定義のデフォルト値が返ります。

戻り値：
このタクソノミー本体の elementFormDefault属性の値（“qualified”または
“unqualified”）を返します。妥当性の検証を行わない場合で，かつこのタクソノ
ミー本体に elementFormDefault属性がない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseに設定されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：22011］

（3） getAttributeFormDefault
public java.lang.String getAttributeFormDefault()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー本体の attributeFormDefault属性の値を取得します。
タクソノミー文書の解析時に妥当性の検証を行うように設定されている場合は，こ
のメソッドにより nullが返ることはありません。名前空間” http://www.w3.org/
2001/XMLSchema”に属する schemaの定義のデフォルト値が返ります。

戻り値：
このタクソノミー本体の attributeFormDefault属性の値（“qualified”または
“unqualified”）を返します。妥当性の検証を行わない場合で，かつこのタクソノ
ミー本体に attributeFormDefault属性がない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseに設定されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：22011］

（4） getImportBodies
public java.util.List<XBRLTaxonomyBody> getImportBodies()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー本体で <xsd:import>要素によりインポートするタクソノミー本体を取
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得します。リストの各要素は，XBRLTaxonomyBodyへキャストすることができま
す。
このメソッドが返すリストには，既知のスキーマ，および
cbrp.parse.DTS.ignoringSchemasプロパティで指定したスキーマは含まれません。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。
継承関係がループになっているタクソノミー本体での本メソッドの呼び出しには注
意してください。例えば，本メソッドで取得したタクソノミー本体に対して本メ
ソッドを呼び出すような回帰的な処理では無限ループを引き起こす可能性があるた
め，注意してください。

戻り値：
このタクソノミー本体で <xsd:import>要素によりインポートするタクソノミー本体
のリストを返します。このタクソノミー本体に xsd:import要素が存在しない場合
は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseに設定されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：22011］

（5） getIncludeBodies
public java.util.List<XBRLTaxonomyBody> getIncludeBodies()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー本体で <xsd:include>要素によりインクルードするタクソノミー本体
を取得します。リストの各要素は，XBRLTaxonomyBodyへキャストすることがで
きます。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。
継承関係がループになっているタクソノミー本体での本メソッドの呼び出しには注
意してください。例えば，本メソッドで取得したタクソノミー本体に対して本メ
ソッドを呼び出すような回帰的な処理では無限ループを引き起こす可能性があるた
め，注意してください。

戻り値：
このタクソノミー本体で <xsd: include>要素によりインクルードするタクソノミー
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本体のリストを返します。このタクソノミー本体に <xsd: include>要素が存在しな
い場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseに設定されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：22011］

6.8.11　XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionインター
フェース

public interface XBRLTaxonomyComplexTypeDefinition
extends XBRLTaxonomyTypeDefinition

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
complexTypeの型定義を表します。

フィールドの概要：
XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionインターフェースのフィールドの概要を次
の表に示します。

表 6-100　XBRL XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionインターフェースのフィールド
の概要

メソッドの概要：
XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionインターフェースのメソッドの概要を次の
表に示します。

項番 説明

1 static int COMPOSITOR_ALL
　　モデルグループ allを示します。

2 static int COMPOSITOR_CHOICE
　　モデルグループ choiceを示します。

3 static int COMPOSITOR_SEQUENCE
　　モデルグループ sequenceを示します。

4 static int COMPOSITOR_NONE
　　モデルグループが存在しないことを示します。
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表 6-101　XBRLTaxonomyComplexTypeDefinitionインターフェースのメソッドの概要

（1） getAbstract
public boolean getAbstract()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
型定義の abstract属性の値を取得します。

戻り値：
この型定義の abstract属性の値を返します。この型定義に abstract属性がない場合
は，名前空間” http://www.w3.org/2001/XMLSchema”に属する complexTypeの定
義のデフォルト値が返ります。

（2） getBlock
public int getBlock()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：

項番 説明 XBRLのバー
ジョン

1 boolean getAbstract()
　　型定義の abstract属性の値を取得します。

2.1

2 int getBlock()
　　型定義の block属性の値を表すコードを取得しま
す。

2.1

3 int getCompositor()
　　型定義のモデルグループを表すコードを取得しま
す。

2.1

4 java.util.List<XBRL
TaxonomyElement>

getElements()
　　型定義の要素宣言のリストを取得します。

2.1

5 java.util.List<XBRL
TaxonomyAttribute

Declaration>

getTaxonomyAttributeDeclarations()
　　型定義の属性宣言のリストを取得します。

2.1

6 XBRLTaxonomyAtt
ributeDeclaration

getTaxonomyAttributeDeclaration(java.lang.String 
namespaceURI, java.lang.String name)
　　指定された名前を持つ属性宣言を取得します。

2.1

7 java.util.List<org.w
3c.dom.Node>

getElementDeclarationsW3CDOMNode()
　　型定義の要素宣言に対応する org.w3c.dom.Node
オブジェクトのリストを取得します。

2.1

8 int getDerivationMethod()
　　型定義の派生方法を表すコードを取得します。

2.1
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型定義の block属性の値を表すコードを取得します。

戻り値：
この型定義の block属性の値を表すコードを返します。block属性の指定がなく，
<xsd:schema>要素の blockDefault属性の指定がある場合は，blockDefault属性の
値を表すコードを返します。
値は XBRLTaxonomyTypeDefinition.DERIVATION_NONE，または
XBRLTaxonomyTypeDefinition.DERIVATION_EXTENSION，
XBRLTaxonomyTypeDefinition.DERIVATION_RESTRICTIONの組み合わせによ
る論理和です（単一の場合も含みます）。#allを指定した場合は，
XBRLTaxonomyTypeDefinition.DERIVATION_EXTENSION，
XBRLTaxonomyTypeDefinition.DERIVATION_RESTRICTIONの論理和です。

（3） getCompositor
public int getCompositor()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
型定義のモデルグループを表すコードを取得します。対象となるモデルグループは，
以下のいずれかの条件に該当する <xsd:all>要素，<xsd:choice>要素，
<xsd:sequence>要素，<xsd:group>要素が参照するモデルグループです。
• <xsd:complexType>要素の第 1子孫
• <xsd:complexContent>要素の第 1子孫の <xsd:restriction>の第 1子孫
• <xsd:complexContent>要素の第 1子孫の <xsd:extension>の第 1子孫

戻り値：
この型定義のモデルグループを表すコードを返します。<xsd:all>要素，
<xsd:choice>要素，<xsd:sequence>要素，モデルグループが存在しないことのいず
れかを表すコードとなります。

（4） getElements
public java.util.List<XBRLTaxonomyElement> getElements()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
型定義の要素宣言のリストを取得します。リストの各要素は，
XBRLTaxonomyElementへキャストすることができます。
このメソッドが返すリストには，以下のいずれかの条件に該当する <xsd:all>要素，
<xsd:choice>要素，<xsd:sequence>要素，<xsd:group>要素が参照するモデルグ
ループの第 1子孫である要素宣言の ref属性で指定された大域要素宣言のみが含ま
れます。
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• <xsd:complexType>要素の第 1子孫
• <xsd:complexContent>要素の第 1子孫の <xsd:restriction>の第 1子孫
• <xsd:complexContent>要素の第 1子孫の <xsd:extension>の第 1子孫

また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

戻り値：
この型定義の要素宣言のリストを返します。説明に記載されている条件に該当する
要素宣言が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

（5） getTaxonomyAttributeDeclarations
public java.util.List<XBRLTaxonomyAttributeDeclaration> 
getTaxonomyAttributeDeclarations()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
型定義の属性宣言のリストを取得します。リストの各要素は，
XBRLTaxonomyAttributeDeclarationへキャストすることができます。
このメソッドが返すリストには，base属性に指定された型定義の属性宣言は含まれ
ません。また，<xsd:attributeGroup>要素により参照される属性宣言も含まれませ
ん。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

戻り値：
この型定義の属性宣言のリストを返します。この型定義に属性宣言が存在しない場
合は，要素数が 0のリストを返します。

（6） getTaxonomyAttributeDeclaration
public XBRLTaxonomyAttributeDeclaration 
getTaxonomyAttributeDeclaration(java.lang.String 
namespaceURI,java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
指定された名前を持つ属性宣言を取得します。base属性に指定された型定義の属性
宣言は取得できません。また，<xsd:attributeGroup>要素により参照される属性宣
言も取得できません。

引数：
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namespaceURI -属性宣言の名前空間 URIを指定します。局所の属性宣言を取得す
る場合は nullを指定します。
name -属性宣言の名前を指定します。

戻り値：
引数 namespaceURIが nullでない場合は，引数 namespaceURIで指定された名前
空間URIに属し，引数 nameで指定された名前を持つ大域の属性宣言の参照を表す
XBRLTaxonomyAttributeDeclarationオブジェクトを返します。引数
namespaceURIが nullの場合は，引数 nameで指定された名前を持つ局所の属性宣
言を表す XBRLTaxonomyAttributeDeclarationオブジェクトを返します。指定され
た名前を持つ属性宣言が存在しない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 nameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（7） getElementDeclarationsW3CDOMNode
public java.util.List<org.w3c.dom.Node> 
getElementDeclarationsW3CDOMNode()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
型定義の要素宣言に対応する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトのリストを取得しま
す。
このメソッドが返すリストには，以下のいずれかの条件に該当する <xsd:all>要素，
<xsd:choice>要素，<xsd:sequence>要素の第 1子孫である要素宣言に対応する
org.w3c.dom.Nodeオブジェクトのみが含まれます。
• <xsd:complexType>要素の第 1子孫
• <xsd:complexContent>要素の第 1子孫の <xsd:restriction>の第 1子孫
• <xsd:complexContent>要素の第 1子孫の <xsd:extension>の第 1子孫

なお，<xsd:group>要素で指定されたモデルグループの要素宣言に対応する
org.w3c.dom.Nodeオブジェクトは含まれません。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

戻り値：
この型定義の要素宣言に対応する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトのリストを返し
ます。説明に記載されている条件に該当する要素宣言が存在しない場合は，要素数
が 0のリストを返します。
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（8） getDerivationMethod
public int getDerivationMethod()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
型定義の派生方法を表すコードを取得します。

戻り値：
この型定義の派生方法を表すコードを返します。値は
XBRLTaxonomyTypeDefinition.DERIVATION_EXTENSION，または
XBRLTaxonomyTypeDefinition.DERIVATION_RESTRICTIONです。この型定義
に <xsd:restriction> 要素も <xsd:extension> 要素も存在しない場合は，
XBRLTaxonomyTypeDefinition.DERIVATION_RESTRICTIONを返します。

6.8.12　XBRLTaxonomyComponentインターフェース
public interface XBRLTaxonomyComponent
extends XBRLTaxonomyNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書を構成する XML文書（タクソノミー本体またはリンクベース）
を表します。

フィールドの概要：
XBRLTaxonomyComponentインターフェースのフィールドの概要を次の表に示し
ます。

表 6-102　XBRLTaxonomyComponentインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
XBRLTaxonomyComponentインターフェースのメソッドの概要を次の表に示しま
す。

項番 説明

1 static int TAXONOMY_BODY_COMPONENT
　　この XML文書は，タクソノミー本体です。

2 static int LINKBASE_COMPONENT
　　この XML文書は，リンクベースです。
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表 6-103　XBRLTaxonomyComponentインターフェースのメソッドの概要

（1） getComponentType
public int getComponentType()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XML文書の種類を表すコードを取得します。

戻り値：
この XML文書の種類を表すコードを返します。戻り値のコードは，
XBRLTaxonomyComponentインターフェースのフィールド値のどちらかです。

（2） getAbsoluteURI
public java.lang.String getAbsoluteURI()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XML文書の絶対URIを取得します。

戻り値：
この XML文書の絶対 URIを返します。

（3） getW3CDOMDocument
public org.w3c.dom.Document getW3CDOMDocument()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XML文書の DOMツリーを取得します。

戻り値：
この XML文書の DOMツリーを表す org.w3c.dom.Documentを返します。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 int getComponentType()
　　XML文書の種類を表すコードを取得します。

2.0および 2.1

2 java.lang.S
tring

getAbsoluteURI()
　　XML文書の絶対 URIを取得します。

2.0および 2.1

3 org.w3c.do
m.Docume

nt

getW3CDOMDocument()
　　XML文書の DOMツリーを取得します。

2.0および 2.1
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6.8.13　XBRLTaxonomyDocumentインターフェース
public interface XBRLTaxonomyDocument
extends XBRLTaxonomyNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書全体を表します。

メソッドの概要：
XBRLTaxonomyDocumentインターフェースのメソッドの概要を次の表に示しま
す。

表 6-104　XBRLTaxonomyDocumentインターフェースのメソッドの概要

項
番

説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン

1 XBRLDocumentM
anager

getOwnerDocumentManager()
　　タクソノミー文書を所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを取
得します。

2.0および
2.1

該当しない

2 int getXBRLVersion()
　　タクソノミー文書が準拠する XBRL
バージョンを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

3 PTVLinkbase getPTVLinkbase()
　　タクソノミー文書の解析時に生成された
PTVLIを取得します。

2.1 該当しない

4 java.util.List<XB
RLTaxonomyCom

ponent>

getTaxonomyComponents()
　　タクソノミー文書を構成する XML文書
のリストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

5 java.util.List<XB
RLTaxonomyBody

>

getTaxonomyBodies()
　　タクソノミー文書を構成するタクソノ
ミー本体のリストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

6 XBRLTaxonomyB
ody

getTaxonomyBody(java.lang.String 
targetNamespaceURI)
　　タクソノミー文書を構成するタクソノ
ミー本体のうち，指定した名前空間 URIを
持つタクソノミー本体を取得します。

2.0 該当しない

7 java.util.List<XB
RLLinkbase>

getLinkbases()
　　タクソノミー文書を構成するリンクベー
スのリストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

8 java.util.List<XB
RLTaxonomyCom

ponent>

getStartingPoints()
　　タクソノミー文書を構成する際の出発点
となったタクソノミー本体およびリンクベー
スのリストを取得します。

2.1 該当しない
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9 java.util.List<XB
RLTaxonomyElem

ent>

getElements()
　　タクソノミー文書に記述されている要素
の要素宣言のリストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

10 XBRLTaxonomyE
lement

getElement(java.lang.String 
namespaceURI, java.lang.String name)
　　指定した名前の要素の要素宣言を取得し
ます。

2.0および
2.1

該当しない

11 java.util.List<XB
RLRoleType>

getRoleTypes()
　　タクソノミー文書に記述されている
<link:roleType>要素のリストを取得します。

2.1 該当しない

12 java.util.List<XB
RLRoleType>

getRoleTypes(java.lang.String roleURI)
　　タクソノミー文書に記述されている
<link:roleType>要素のうち，指定した値の
カスタムロールを定義している
<link:roleType>要素のリストを取得します。

2.1 該当しない

13 java.util.List<XB
RLArcroleType>

getArcroleTypes()
　　タクソノミー文書に記述されている
<link:arcroleType>要素のリストを取得しま
す。

2.1 該当しない

14 java.util.List<XB
RLArcroleType>

getArcroleTypes(java.lang.String 
arcroleURI)
　　タクソノミー文書に記述されている
<link:arcroleType>要素のうち，指定した値
のカスタムアークロールを定義している
<link:arcroleType>要素のリストを取得しま
す。

2.1 該当しない

15 java.util.List<XB
RLLabel>

getLabels()
　　タクソノミー文書に記述されているラベ
ルのリストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

16 java.util.List<XB
RLLabel>

getLabelsByLang(java.lang.String lang)
　　タクソノミー文書に記述されているラベ
ルのうち，指定した言語のラベルのリストを
取得します。

2.0および
2.1

該当しない

17 java.util.List<XB
RLLabel>

getLabelsByRole(java.lang.String role)
　　タクソノミー文書に記述されているラベ
ルのうち，指定したロールを持つラベルのリ
ストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

18 java.util.List<XB
RLLabel>

getLabels(java.lang.String lang, 
java.lang.String role)
　　タクソノミー文書に記述されているラベ
ルのうち，指定した言語およびロールを持つ
ラベルのリストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

19 java.util.List<XB
RLReference>

getReferences()
　　タクソノミー文書に記述されている文献
への参照のリストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

項
番

説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン
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20 java.util.List<XB
RLReference>

getReferences(java.lang.String role)
　　タクソノミー文書に記述されている文献
への参照のうち，指定したロールを持つ文献
への参照のリストを取得します。

2.0および
2.1

該当しない

21 XBRLTaxonomyE
lement[]

findCalculationRootElements(java.lang.Str
ing extendedLinkRole, java.lang.String 
arcrole)
　　計算リンクで定義された関係のネット
ワークでルートとなる要素宣言を検索しま
す。

2.1 該当しない

22 XBRLTaxonomyE
lement[]

findDefinitionRootElements(java.lang.Stri
ng extendedLinkRole, java.lang.String 
arcrole)
　　定義リンクで定義された関係のネット
ワークでルートとなる要素宣言を検索しま
す。

2.1 該当しない

23 XBRLTaxonomyE
lement[]

findPresentationRootElements(java.lang.S
tring extendedLinkRole, java.lang.String 
arcrole)
　　プレゼンテーションリンクで定義された
関係のネットワークでルートとなる要素宣言
を検索します。

2.1 該当しない

24 java.util.List<XB
RLNamespaceDec

laration>

getNamespaceDeclarations()
　　タクソノミー文書に記述されている名前
空間宣言のリストを取得します。

2.1 該当しない

25 java.util.List<XB
RLTaxonomyLink

baseRef>

getLinkbaseRefs()
　　タクソノミー文書に存在する
<link:linkbaseRef>要素のリストを取得しま
す。

2.1 該当しない

26 java.util.List<XB
RLTaxonomyRole

Ref>

getRoleRefs()
　　タクソノミー文書に存在する
<link:roleRef>要素のリストを取得します。

2.1 該当しない

27 java.util.List<XB
RLTaxonomyType

Definition>

getTaxonomyTypeDefinitions()
　　タクソノミー文書で定義された型定義の
リストを取得します。

2.1 該当しない

28 java.util.List<XB
RLNamespaceDec

laration>

getNamespaceDeclarationsByPrefix(java.la
ng.String prefix)
　　タクソノミー文書で定義される名前空間
宣言のうち，引数で指定した名前空間接頭辞
の名前空間宣言のリストを取得します。

2.1 該当しない

29 java.util.List<XB
RLNamespaceDec

laration>

getNamespaceDeclarationsByURI(java.lan
g.String uri)
　　タクソノミー文書で定義される名前空間
宣言のうち，引数で指定した名前空間 URI
の名前空間宣言のリストを取得します。

2.1 該当しない

項
番

説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン
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（1） getOwnerDocumentManager
public XBRLDocumentManager getOwnerDocumentManager()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書を所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

戻り値：
このタクソノミー文書を所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトを返しま
す。

（2） getXBRLVersion
public int getXBRLVersion()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書が準拠する XBRLバージョンを取得します。

戻り値：
このタクソノミー文書が XBRL2.0に準拠している場合は
XBRLConstants.XBRL_2_0，XBRL2.1に準拠している場合は
XBRLConstants.XBRL_2_1を返します。

（3） getPTVLinkbase
public PTVLinkbase getPTVLinkbase()

XBRLのバージョン：
2.1

30 XBRLTaxonomyT
ypeDefinition

getTaxonomyTypeDefinition(java.lang.Stri
ng namespaceURI, java.lang.String name)
　　引数で指定した名前の型定義を取得しま
す。

2.1 該当しない

31 java.util.List<XB
RLDimensionalRe

lationshipSet>

getDimensionalRelationshipSets()
　　タクソノミー文書で定義される DRSの
リストを取得します。

2.1 1.0

32 int getDimensionsVersion()
　　タクソノミー文書が準拠しているXBRL 
Dimensionsのバージョンを取得します。

2.1 該当しない

項
番

説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョ

ン
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説明：
タクソノミー文書の解析時に生成された PTVLIを取得します。
タクソノミー文書を解析する際に完全な妥当性検証を実施した場合は，このメソッ
ドによって PTVLIを取得できます。完全な妥当性検証が実施されていない場合は，
PTVLIは生成されていないため，このメソッドでの PTVLIの取得はできません。
完全な妥当性検証および PTVLIの詳細については，「2.9　PTVLIの生成
（XBRL2.1の場合）」を参照してください。
このメソッドが返す PTVLIはタクソノミー文書の解析時に生成されたもので，その
後は変更されません。そのため，タクソノミー文書を参照しているインスタンス文
書に <link:linkbaseRef>要素などを追加することでタクソノミー文書の内容を変更
しても，その変更は PTVLIに反映されません。

戻り値：
タクソノミー文書の解析時に生成された PTVLIを表す PTVLinkbaseオブジェクト
を返します。PTVLIが生成されていない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（4） getTaxonomyComponents
public java.util.List<XBRLTaxonomyComponent> 
getTaxonomyComponents()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書を構成する XML文書のリストを取得します。タクソノミー文書
を構成する XML文書は，タクソノミー本体またはリンクベースです。 
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLTaxonomyComponentオブ
ジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッ
ドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようと
すると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このタクソノミー文書を構成する XML文書を表す XBRLTaxonomyComponentオ
ブジェクトのリストを返します。

（5） getTaxonomyBodies
public java.util.List<XBRLTaxonomyBody> getTaxonomyBodies()

XBRLのバージョン：
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2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書を構成するタクソノミー本体のリストを取得します。
XBRL2.1の場合：このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメ
ソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLTaxonomyBodyオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映さ
れます。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このタクソノミー文書を構成するタクソノミー本体を表す XBRLTaxonomyBodyオ
ブジェクトのリストを返します。

（6） getTaxonomyBody
public XBRLTaxonomyBody getTaxonomyBody(java.lang.String 
targetNamespaceURI)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
タクソノミー文書を構成するタクソノミー本体のうち，指定した名前空間URIを持
つタクソノミー本体を取得します。

引数：
targetNamespaceURI - 対象名前空間 URIを指定します。

戻り値：
指定した対象名前空間URIを持つタクソノミー本体を表す XBRLTaxonomyBodyオ
ブジェクトを返します。指定した対象名前空間URIを持つタクソノミー本体がない
場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.0でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 targetNamespaceURIに nullを指定した場合にスローされます。［エラー
コード：20002］

（7） getLinkbases
public java.util.List<XBRLLinkbase> getLinkbases()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1
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説明：
タクソノミー文書を構成するリンクベースのリストを取得します。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLLinkbaseオブジェクトに増
減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリス
トは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると，
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このタクソノミー文書を構成するリンクベースを表す XBRLLinkbaseオブジェクト
のリストを返します。このタクソノミー文書にリンクベースがない場合は，要素数
が 0のリストを返します。

（8） getStartingPoints
public java.util.List<XBRLTaxonomyComponent> getStartingPoints()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書を構成する際の出発点となったタクソノミー本体およびリンク
ベースのリストを取得します。
この XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが XBRLTaxonomyDocumentBuilder
オブジェクトによって生成されたものである場合，getStartingPoints()メソッドが
返すリストには，XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトの parse()メソッ
ドの引数に指定したタクソノミー本体が含まれます。一方，この
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが，XBRLInstanceDocumentBuilderオブ
ジェクトを使用してインスタンス文書を解析することによって生成されたものであ
る場合は，getStartingPoints()メソッドが返すリストには，インスタンス文書に記
述されている <link:schemaRef>要素，<link:linkbaseRef>要素，<link:roleRef>要
素，および，<link:arcroleRef>要素が指すタクソノミー本体およびリンクベースが
含まれています。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLTaxonomyComponentオブ
ジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッ
ドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようと
すると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このタクソノミー文書を構築する際の出発点となったタクソノミー本体およびリン
クベースを表す XBRLTaxonomyComponentオブジェクトのリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
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• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（9） getElements
public java.util.List<XBRLTaxonomyElement> getElements()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書に記述されている要素の要素宣言のリストを取得します。
XBRL2.1の場合：このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメ
ソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLTaxonomyElementオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映
されます。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
要素宣言を表す XBRLTaxonomyElementオブジェクトのリストを返します。要素
宣言がない場合は，要素数が 0のリストを返します。

（10） getElement
public XBRLTaxonomyElement getElement(java.lang.String 
namespaceURI,
                                      java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した名前の要素の要素宣言を取得します。

引数：
namespaceURI - 要素の名前空間 URIを指定します。
name - 要素の名前を指定します。

戻り値：
引数 namespaceURIで指定した名前空間 URIに属し，引数 nameで指定した名前
を持つ要素の要素宣言を表す XBRLTaxonomyElementオブジェクトを返します。
指定した要素の要素宣言がない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 namespaceURIまたは nameに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］
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（11） getRoleTypes
public java.util.List<XBRLRoleType> getRoleTypes()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書に記述されている <link:roleType>要素のリストを取得します。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLRoleTypeオブジェクトに増
減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリス
トは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このタクソノミー文書に記述されている <link:roleType>要素を表す
XBRLRoleTypeオブジェクトのリストを返します。このタクソノミー文書に
<link:roleType>要素が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（12） getRoleTypes
public java.util.List<XBRLRoleType> getRoleTypes(java.lang.String 
roleURI)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書に記述されている <link:roleType>要素のうち，指定した値のカ
スタムロールを定義している <link:roleType>要素のリストを取得します。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLRoleTypeオブジェクトに増
減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返すリス
トは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
roleURI - カスタムロールの値を指定します。

戻り値：
このタクソノミー文書に記述されている <link:roleType>要素を表す
XBRLRoleTypeオブジェクトのリストを返します。指定されたカスタムロールを定
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義する <link:roleType>要素が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 roleURIに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（13） getArcroleTypes
public java.util.List<XBRLArcroleType> getArcroleTypes()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書に記述されている <link:arcroleType>要素のリストを取得します。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLArcroleTypeオブジェクト
に増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返す
リストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このタクソノミー文書に記述されている <link:arcroleType>要素を表す
XBRLArcroleTypeオブジェクトのリストを返します。このタクソノミー文書に
<link:arcroleType>要素が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（14） getArcroleTypes
public java.util.List<XBRLArcroleType> 
getArcroleTypes(java.lang.String arcroleURI)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書に記述されている <link:arcroleType>要素のうち，指定した値の
カスタムアークロールを定義している <link:arcroleType>要素のリストを取得しま
す。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLArcroleTypeオブジェクト
に増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが返す
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リストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとすると
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
arcroleURI - カスタムアークロールの値を指定します。

戻り値：
このタクソノミー文書に記述されている <link:arcroleType>要素を表す
XBRLArcroleTypeオブジェクトのリストを返します。指定されたカスタムアーク
ロールを定義する <link:arcroleType>要素が存在しない場合は，要素数が 0のリス
トを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 arcroleURIに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

（15） getLabels
public java.util.List<XBRLLabel> getLabels()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書に記述されているラベルのリストを取得します。リストの各要素
は，XBRLLabelへキャストできます。
XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getLabels()では，文書中に含まれ
る要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場合でも，取
得するラベルのリストに含まれます。
しかし，XBRLInstanceElementおよび XBRLTaxonomyElementインターフェー
スの getLabels()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけら
れていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
このメソッドが返す XBRLLabelオブジェクトのリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLLabelオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

戻り値：
このタクソノミー文書で定義されるラベルを表す XBRLLabelオブジェクトのリス
トを返します。このタクソノミー文書で定義されるラベルがない場合は，要素数が
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0のリストを返します。

（16） getLabelsByLang
public java.util.List<XBRLLabel> getLabelsByLang(java.lang.String 
lang)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書に記述されているラベルのうち，指定した言語のラベルのリスト
を取得します。
XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getLabelsByLang()では，文書中に
含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場合で
も，取得するラベルのリストに含まれます。
しかし，XBRLInstanceElementおよび XBRLTaxonomyElementインターフェー
スの getLabelsByLang()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連
づけられていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
このメソッドが返す XBRLLabelオブジェクトのリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLLabelオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

引数：
lang - ラベルの言語を指定します。

戻り値：
このタクソノミー文書で定義されるラベルを表す XBRLLabelオブジェクトのリス
トを返します。指定した言語のラベルがない場合は，要素数が 0のリストを返しま
す。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（17） getLabelsByRole
public java.util.List<XBRLLabel> getLabelsByRole(java.lang.String 
role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書に記述されているラベルのうち，指定したロールを持つラベルの
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リストを取得します。
XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getLabelsByRole()では，文書中に
含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場合で
も，取得するラベルのリストに含まれます。
しかし，XBRLInstanceElementおよび XBRLTaxonomyElementインターフェー
スの getLabelsByRole()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連
づけられていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
このメソッドが返す XBRLLabelオブジェクトのリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLLabelオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

引数：
role - ラベルのロールを指定します。ロールを持たないラベルを取得する場合は null
を指定します。

戻り値：
このタクソノミー文書で定義されるラベルを表す XBRLLabelオブジェクトのリス
トを返します。指定したロールを持つラベルがない場合は，要素数が 0のリストを
返します。

（18） getLabels
public java.util.List<XBRLLabel> getLabels(java.lang.String lang,
                                java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書に記述されているラベルのうち，指定した言語およびロールを持
つラベルのリストを取得します。
XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getLabels()では，文書中に含まれ
る要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場合でも，取
得するラベルのリストに含まれます。
しかし，XBRLInstanceElementおよび XBRLTaxonomyElementインターフェー
スの getLabels()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけら
れていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
このメソッドが返す XBRLLabelオブジェクトのリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLLabelオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
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ます。

引数：
lang - ラベルの言語を指定します。
role - ラベルのロールを指定します。ロールを持たないラベルを取得する場合は null
を指定します。

戻り値：
このタクソノミー文書で定義されるラベルを表す XBRLLabelオブジェクトのリス
トを返します。指定した言語とロールを持つラベルがない場合は，要素数が 0のリ
ストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（19） getReferences
public java.util.List<XBRLReference> getReferences()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書に記述されている文献への参照のリストを取得します。
XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getReferences()では，文書中に含
まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場合で
も，取得するラベルのリストに含まれます。
しかし，XBRLInstanceElementおよび XBRLTaxonomyElementインターフェー
スの getReferences()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づ
けられていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
このメソッドが返す XBRLReferenceオブジェクトのリストはライブオブジェクト
です。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLReferenceオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されま
す。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返した
リストを変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがス
ローされます。

戻り値：
文献への参照を表す XBRLReferenceオブジェクトのリストを返します。文献への
参照がない場合は，要素数が 0のリストを返します。

（20） getReferences
public java.util.List<XBRLReference> 
getReferences(java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
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2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書に記述されている文献への参照のうち，指定したロールを持つ文
献への参照のリストを取得します。
XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getReferences()では，文書中に含
まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場合で
も，取得するラベルのリストに含まれます。
しかし，XBRLInstanceElementおよび XBRLTaxonomyElementインターフェー
スの getReferences()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づ
けられていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
このメソッドが返す XBRLReferenceオブジェクトのリストはライブオブジェクト
です。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLReferenceオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されま
す。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返した
リストを変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがス
ローされます。

引数：
role - 文献への参照のロールを指定します。ロールを持たない文献への参照を取得す
る場合は nullを指定します。

戻り値：
このタクソノミー文書で定義される文献への参照を表す XBRLReferenceオブジェ
クトのリストを返します。指定したロールを持つ文献への参照がない場合は，要素
数が 0のリストを返します。

（21） findCalculationRootElements
public XBRLTaxonomyElement[] 
findCalculationRootElements(java.lang.String extendedLinkRole,
                                                         java.lang.String 
arcrole)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
計算リンクで定義された関係のネットワークでルートとなる要素宣言を検索します。
検索対象となる関係を定義しているアークは，引数 extendedLinkRoleで指定され
たロールを持つ計算リンクに記述され，かつ，引数 arcroleで指定されたアークロー
ルを持つものとします。指定されたアークによって定義された関係がひとつも存在
しない場合は，このメソッドは nullを返します。
要素宣言が関係のネットワークでルートとなる条件は，「どんな関係でも to側のリ
ソースとして出現しない」ことです。つまり，そのネットワークで関係の to側とな
らない要素宣言はすべてルートとなります。また，ルートとなる要素宣言は，関係
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の from側である必要はありません。関係のネットワークでほかのどの要素宣言とも
関連づけられていない要素宣言は，そのネットワークでのルートです。このメソッ
ドが返した配列に含まれる各要素宣言が関係の from側となっているかどうかについ
ては，このメソッドに指定したものと同じ引数を指定して
XBRLTaxonomyElement.getCalculationRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを呼び出すことによって調べ
ることができます。

引数：
extendedLinkRole - 関係を定義しているアークを含む計算リンクのロールを指定し
ます。
arcrole - 関係を定義しているアークのアークロールを指定します。

戻り値：
指定されたアークによって定義された関係のネットワークでルートとなる要素宣言
をすべて含む XBRLTaxonomyElementオブジェクトの配列を返します。指定され
たアークによって定義された関係のネットワークでルートが存在しない場合は，要
素数が 0の配列を返します。指定されたアークによって定義された関係がひとつも
存在しない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 extendedLinkRoleまたは arcroleに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］

（22） findDefinitionRootElements
public XBRLTaxonomyElement[] 
findDefinitionRootElements(java.lang.String extendedLinkRole,
                                                        java.lang.String 
arcrole)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
定義リンクで定義された関係のネットワークでルートとなる要素宣言を検索します。
検索対象となる関係を定義しているアークは，引数 extendedLinkRoleで指定され
たロールを持つ定義リンクに記述され，かつ，引数 arcroleで指定されたアークロー
ルを持つものとします。指定されたアークによって定義された関係がひとつも存在
しない場合は，このメソッドは nullを返します。
要素宣言が関係のネットワーク上でルートとなる条件は，「どんな関係にあっても to
側のリソースとして出現しない」ことです。つまり，そのネットワーク上で関係の
to側とならない要素宣言はすべてルートとなります。また，ルートとなる要素宣言
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は，関係の from側である必要はありません。関係のネットワーク上でほかのどの要
素宣言とも関連づけられていない要素宣言は，そのネットワーク上でのルートです。
このメソッドが返した配列に含まれる各要素宣言が関係の from側となっているかど
うかについては，このメソッドに指定したものと同じ引数を指定して
XBRLTaxonomyElement.getDefinitionRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを呼び出すことによって調べ
ることができます。

引数：
extendedLinkRole - 関係を定義しているアークを含む定義リンクのロールを指定し
ます。
arcrole - 関係を定義しているアークのアークロールを指定します。

戻り値：
指定されたアークによって定義された関係のネットワーク上でルートとなる要素宣
言をすべて含む XBRLTaxonomyElementオブジェクトの配列を返します。指定さ
れたアークによって定義された関係のネットワーク上でルートが存在しない場合は，
要素数が 0の配列を返します。指定されたアークによって定義された関係がひとつ
も存在しない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 extendedLinkRoleまたは arcroleに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］

（23） findPresentationRootElements
public XBRLTaxonomyElement[] 
findPresentationRootElements(java.lang.String extendedLinkRole,
                                                          java.lang.String 
arcrole)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
プレゼンテーションリンクで定義された関係のネットワークでルートとなる要素宣
言を検索します。
検索対象となる関係を定義しているアークは，引数 extendedLinkRoleで指定され
たロールを持つプレゼンテーションリンクに記述され，かつ，引数 arcroleで指定さ
れたアークロールを持つものとします。指定されたアークによって定義された関係
がひとつも存在しない場合は，このメソッドは nullを返します。
要素宣言が関係のネットワーク上でルートとなる条件は，「どんな関係にあっても to
側のリソースとして出現しない」ことです。つまり，そのネットワーク上で関係の
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to側とならない要素宣言はすべてルートとなります。また，ルートとなる要素宣言
は，関係の from側である必要はありません。関係のネットワーク上でほかのどの要
素宣言とも関連づけられていない要素宣言は，そのネットワーク上でのルートです。
このメソッドが返した配列に含まれる各要素宣言が関係の from側となっているかど
うかについては，このメソッドに指定したものと同じ引数を指定して
XBRLTaxonomyElement.getPresentationRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを呼び出すことによって調べ
ることができます。

引数：
extendedLinkRole - 関係を定義しているアークを含むプレゼンテーションリンクの
ロールを指定します。
arcrole - 関係を定義しているアークのアークロールを指定します。

戻り値：
指定されたアークによって定義された関係のネットワーク上でルートとなる要素宣
言をすべて含む XBRLTaxonomyElementオブジェクトの配列を返します。指定さ
れたアークによって定義された関係のネットワーク上でルートが存在しない場合は，
要素数が 0の配列を返します。指定されたアークによって定義された関係がひとつ
も存在しない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 extendedLinkRoleまたは arcroleに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］

（24） getNamespaceDeclarations
public java.util.List<XBRLNamespaceDeclaration> 
getNamespaceDeclarations()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書に記述されている名前空間宣言のリストを取得します。リストの
各要素は，XBRLNamespaceDeclarationへキャストすることができます。
このメソッドが返すリストには，<xsd:schema>要素で指定された名前空間宣言，ま
たは，<link:linkbase>要素で指定された名前空間宣言のみが含まれます。ただし，
タクソノミー本体に記述される <link:linkbase>要素は取得対象になりません。
<xsd:include>要素でインクルードされたタクソノミー本体が重複する場合，重複す
るタクソノミー本体に対し名前空間宣言を重複して取得することはありません。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
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トを変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

戻り値：
名前空間宣言を表す XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトのリストを返しま
す。このタクソノミー文書に名前空間宣言の名前空間 URIが存在しない場合は，要
素数が 0であるリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseに設定されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：22011］

（25） getLinkbaseRefs
public java.util.List<XBRLTaxonomyLinkbaseRef> getLinkbaseRefs()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書に存在する <link:linkbaseRef>要素のリストを取得します。リス
トの各要素は，XBRLTaxonomyLinkbaseRefへキャストすることができます。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

戻り値：
このタクソノミー文書に存在する <link:linkbaseRef>要素をすべて含む
XBRLTaxonomyLinkbaseRefオブジェクトのリストを返します。このタクソノミー
文書に <link:linkbaseRef>要素が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返しま
す。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseに設定されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：22011］

（26） getRoleRefs
public java.util.List<XBRLTaxonomyRoleRef> getRoleRefs()

XBRLのバージョン：
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2.1

説明：
このタクソノミー文書に存在する <link:roleRef>要素のリストを取得します。リス
トの各要素は，XBRLTaxonomyRoleRefへキャストすることができます。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

戻り値：
このタクソノミー文書に存在する <link:roleRef>要素をすべて含む
XBRLTaxonomyRoleRefオブジェクトのリストを返します。このタクソノミー文書
に <link:roleRef>要素が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseに設定されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：22011］

（27） getTaxonomyTypeDefinitions
public java.util.List<XBRLTaxonomyTypeDefinition> 
getTaxonomyTypeDefinitions()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書で定義された型定義のリストを取得します。リストの各要素は，
XBRLTaxonomyTypeDefinitionへキャストすることができます。
このメソッドが返すリストには，名前を持たない型定義は含まれません。名前を持
たない型定義は，その型定義を含む要素宣言の XBRLTaxonomyElementインター
フェースから取得することができます。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

戻り値：
型定義を表す XBRLTaxonomyTypeDefinitionオブジェクトのリストを返します。
このタクソノミー文書に型定義（名前を持たない型定義を除く）が存在しない場合
は，要素数が 0であるリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
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• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseに設定されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：22011］

（28） getNamespaceDeclarationsByPrefix
public java.util.List<XBRLNamespaceDeclaration> 
getNamespaceDeclarationsByPrefix(java.lang.String prefix)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書で定義される名前空間宣言のうち，引数で指定した名前空間接頭
辞の名前空間宣言のリストを取得します。リストの各要素は，
XBRLNamespaceDeclarationへキャストすることができます。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

引数：
prefix -名前空間接頭辞を指定します。デフォルトの名前空間の宣言を取得する場合
は nullを指定します。

戻り値：
このタクソノミー文書で定義される引数 prefixで指定された名前空間接頭辞の名前
空間宣言を表す XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトのリストを返します。
指定された名前空間接頭辞の名前空間宣言が存在しない場合は，要素数が 0のリス
トを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseに設定されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：22011］

（29） getNamespaceDeclarationsByURI
public java.util.List<XBRLNamespaceDeclaration> 
getNamespaceDeclarationsByURI（java.lang.String uri）

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書で定義される名前空間宣言のうち，引数で指定した名前空間 URI
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の名前空間宣言のリストを取得します。リストの各要素は，
XBRLNamespaceDeclarationへキャストすることができます。
また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリス
トを変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

引数：
uri -名前空間URIを指定します。

戻り値：
このタクソノミー文書で定義される引数 uriで指定された名前空間 URIの名前空間
宣言を表す XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトのリストを返します。指定
された名前空間URIの名前空間宣言が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返
します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseに設定されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：22011］

• 引数 uriに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（30） getTaxonomyTypeDefinition
public XBRLTaxonomyTypeDefinition 
getTaxonomyTypeDefinition(java.lang.String 
namespaceURI,java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書で定義された型定義のうち，引数で指定した名前の型定義を取得
します。

引数：
namespaceURI -型定義の名前空間 URIを指定します。
name -型定義の名前を指定します。

戻り値：
引数 namespaceURIで指定された名前空間 URIに属し，引数 nameで指定された
名前を持つ型定義を表す XBRLTaxonomyTypeDefinitionオブジェクトを返します。
指定された型定義が存在しない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
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• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseに設定されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：22011］

• 引数 namespaceURIまたは nameに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

（31） getDimensionalRelationshipSets
public java.util.List<XBRLDimensionalRelationshipSet> 
getDimensionalRelationshipSets()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
タクソノミー文書で定義される DRSのリストを取得します。
このメソッドが返す XBRLDimensionalRelationshipSetオブジェクトのリストは，
ライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返し
たリストに含まれる必要がある XBRLDimensionalRelationshipSetオブジェクトに
増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。
このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変
更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
このタクソノミー文書で定義される DRSのリストを返します。このタクソノミー文
書で定義される DRSがない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• このタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場合にス
ローされます。［エラーコード：20100］

• このタクソノミー文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが 1.0でな
い場合にスローされます。［エラーコード：22100］

（32） getDimensionsVersion
public int getDimensionsVersion()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンを取得します。
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cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，このタクソノミー文書が
XBRL2.1に準拠している場合にだけ使用されます。XBRLのバージョンが 2.1以外
の場合，cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は使用されません。

戻り値：
このタクソノミー文書が XBRL Dimensions1.0に準拠している場合は
XBRLConstants.DIMENSIONS_1_0を返します。XBRL Dimensionsに準拠してい
ない場合は XBRLConstants.DIMENSIONS_NONEを返します。

6.8.14　XBRLTaxonomyDocumentBuilderインターフェース
public interface XBRLTaxonomyDocumentBuilder

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書から XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを取得するための
APIを定義します。

メソッドの概要：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderインターフェースのメソッドの概要を次の表に
示します。

表 6-105　XBRLTaxonomyDocumentBuilderインターフェースのメソッドの概要

項番 説明 XBRLのバー
ジョン

1 XBRLDocumen
tManager

getOwnerDocumentManager()
　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクト
を所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトを
取得します。

2.0および 2.1

2 int getXBRLVersion()
　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクト
が解析するタクソノミー文書の XBRLバージョンを取
得します。

2.0および 2.1

3 boolean isValidating()
　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクト
が，タクソノミー文書の解析時に文書の妥当性を検証
するかどうかを調べます。

2.0および 2.1

4 boolean isDelayLoading()
　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクト
が，タクソノミー文書の解析時にリンクベースの遅延
読み込みをするかどうかを調べます。

2.0および 2.1

5 int getMaxTaxonomyExtension()
　　タクソノミー文書の解析時に読み込むタクソノ
ミー文書の最大階層数を取得します。

2.0
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（1） getOwnerDocumentManager
public XBRLDocumentManager getOwnerDocumentManager()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

戻り値：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを所有する

6 int getMaxDocuments()
　　タクソノミー文書の解析時に読み込むタクソノ
ミー文書の最大数を取得します。

2.1

7 java.lang.Objec
t

getProperty(java.lang.String name)
　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクト
がタクソノミー文書を解析する際に使用するプロパ
ティの値を取得します。

2.1

8 void setEntityResolver(org.xml.sax.EntityResolver 
entityResolver)
　　タクソノミー文書に記述されているエンティティ
を解決するために使用するエンティティリゾルバ
（org.xml.sax.EntityResolverオブジェクト）を設定し
ます。

2.0および 2.1

9 void setErrorHandler(XBRLParseErrorHandler 
errorHandler)
　　タクソノミー文書解析時のエラーを受け取る
XBRLParseErrorHandlerオブジェクトを設定します。

2.0および 2.1

10 XBRLTaxonom
yDocument

parse(org.xml.sax.InputSource[] is)
　　指定された入力ソースからタクソノミー文書を解
析し，XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを新規
に生成します。

2.0および 2.1

11 XBRLTaxonom
yDocument

parse(java.io.File[] file)
　　指定されたファイルをタクソノミー文書として解
析し，XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを新規
に生成します。

2.0および 2.1

12 XBRLTaxonom
yDocument

parse(java.lang.String[] uri)
　　指定された URIの内容をタクソノミー文書として
解析し，XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを新
規に生成します。

2.0および 2.1

13 int getDimensionsVersion()
　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクト
が，どのバージョンの XBRL Dimensionsに準拠して
いるタクソノミー文書を解析するのかを取得します。

2.1

項番 説明 XBRLのバー
ジョン
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XBRLDocumentManagerオブジェクトを返します。

（2） getXBRLVersion
public int getXBRLVersion()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが解析するタクソノミー文書の
XBRLバージョンを取得します。このメソッドが返す値は，この
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析する際
に使用する cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値です。
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値は，この
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを生成した
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの setXBRLVersion()メ
ソッド，または setProperty()メソッドで設定された値です。
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトで値が設定されなかった場
合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値について
は，「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
XBRL2.0に準拠したタクソノミー文書を解析する場合は
XBRLConstants.XBRL_2_0，XBRL2.1に準拠したタクソノミー文書を解析する場
合は XBRLConstants.XBRL_2_1を返します。

（3） isValidating
public boolean isValidating()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
文書の妥当性を検証するかどうかを調べます。このメソッドが返す値は，この
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析する際
に使用する cbrp.parse.validateプロパティの値です。
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.validateプロパティの値は，この XBRLTaxonomyDocumentBuilderオ
ブジェクトを生成した XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setValidating()メソッド，または setProperty()メソッドで設定された値です。
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトで値が設定されなかった場
合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値について
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は，「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
タクソノミー文書の解析時に妥当性を検証する場合は true，検証しない場合は false
を返します。

（4） isDelayLoading
public boolean isDelayLoading()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
リンクベースの遅延読み込みをするかどうかを調べます。このメソッドが返す値は，
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析す
る際に使用する cbrp.parse.delayLoadプロパティの値です。
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.delayLoadプロパティの値は，この XBRLTaxonomyDocumentBuilder
オブジェクトを生成した XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setDelayLoading()メソッド，または setProperty()メソッドで設定された値です。
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトで値が設定されなかった場
合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値について
は，「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
タクソノミー文書に含まれるリンクの解析を遅延する場合は true，遅延しない場合
は falseを返します。

（5） getMaxTaxonomyExtension
public int getMaxTaxonomyExtension()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書の解析時
に読み込むタクソノミー文書の最大階層数を取得します。このメソッドが返す値は，
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析す
る際に使用する cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティの値です。
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティの値は，この
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを生成した
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
774



6.　APIリファレンス
setMaxTaxonomyExtension()メソッド，または setProperty()メソッドで設定され
た値です。XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトで値が設定され
なかった場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の
値については，「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティの値は，解析対象のタクソノミー文
書が XBRL2.0に準拠している場合だけ使用されます。解析対象のタクソノミー文書
がほかのバージョンの XBRL仕様に準拠しているものである場合は，
cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティの値は使用されません。

戻り値：
タクソノミー文書の解析時に処理できる拡張されたタクソノミー文書から基底タク
ソノミー文書までの最大階層を返します。

（6） getMaxDocuments
public int getMaxDocuments()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書の解析時に読み込むタクソノミー文書の最大数を取得します。こ
のメソッドが返す値は，この XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタ
クソノミー文書を解析する際に使用する cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパ
ティの値です。
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの値は，この
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを生成した
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの setMaxDocuments()メ
ソッド，または setProperty()メソッドで設定された値です。
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトで値が設定されなかった場
合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値について
は，「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの値は，解析対象のタクソノミー文書
が XBRL2.1に準拠している場合だけ使用されます。解析対象のタクソノミー文書が
ほかのバージョンの XBRL仕様に準拠しているものである場合は，
cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの値は使用されません。

戻り値：
タクソノミー文書の解析時に処理できる文書の最大数を返します。

（7） getProperty
public java.lang.Object getProperty(java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
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2.1

説明：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析する際
に使用するプロパティの値を取得します。このメソッドで値を取得できるプロパ
ティの一覧およびこのメソッドがプロパティの値として返すオブジェクトの詳細に
ついては，「4.16.2　プロパティ一覧」を参照してください。

引数：
name - プロパティの名前を指定します。

戻り値：
プロパティの値を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 nameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 nameに指定したプロパティの名前が不正な場合にスローされます。［エラー
コード：20150］

（8） setEntityResolver
public void setEntityResolver(org.xml.sax.EntityResolver 
entityResolver)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書に記述されているエンティティを解決するために使用するエン
ティティリゾルバ（org.xml.sax.EntityResolverオブジェクト）を設定します。
org.xml.sax.EntityResolverインターフェースの resolveEntity()メソッドの戻り値
として返す org.xml.sax.InputSourceオブジェクトには，java.io.InputStreamや
java.io.Readerを設定できます。このとき，必ずシステム識別子も設定してくださ
い。システム識別子を設定しないで，java.io.InputStreamや java.io.Readerだけを
設定した場合，XMLプロセッサがタクソノミー本体を処理する際に，<xsd:import>
要素や <xsd:include>要素の schemaLocation属性に指定した URIを解決できない
ためエラーが発生します。このため，org.xml.sax.EntityResolverインターフェース
を実装する際には，org.xml.sax.InputSourceオブジェクトに必ずシステム識別子を
設定しなければなりません。なお，JAXPの仕様では，org.xml.sax.InputSourceオ
ブジェクトに設定するシステム識別子は，絶対 URIでなければなりません。

引数：
entityResolver - 解析するタクソノミー文書に存在するエンティティを解決するため
に使用される org.xml.sax.EntityResolverオブジェクトを指定します。nullを指定
すると，デフォルトの実装が使用されます。
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（9） setErrorHandler
public void setErrorHandler(XBRLParseErrorHandler errorHandler)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書解析時のエラーを受け取る XBRLParseErrorHandlerオブジェク
トを設定します。
引数 errorHandlerに nullを指定した場合は，XBRLParseErrorHandlerインター
フェースのデフォルトの実装が使用されます。デフォルトの実装では，warning()，
error() の両メソッドが呼び出された場合は何もしないため，解析処理が続行されま
す。また，fatalError()メソッドが呼び出された場合は，fatalError()メソッドの引
数に指定した例外をスローし，解析処理が中断されます。

引数：
errorHandler - 解析するタクソノミー文書に存在するエラーのレポートを受け取る
XBRLParseErrorHandlerオブジェクトを指定します。nullを指定すると，デフォ
ルトの実装が使用されます。

（10） parse
public XBRLTaxonomyDocument parse(org.xml.sax.InputSource[] is)
                            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定された入力ソースからタクソノミー文書を解析し，XBRLTaxonomyDocument
オブジェクトを新規に生成します。
引数 isに指定した配列の各要素の org.xml.sax.InputSourceオブジェクトには，必
ずシステム識別子を設定しなければなりません。システム識別子が設定されていな
い場合は，例外がスローされます。

引数：
is - 入力ソースを表す org.xml.sax.InputSourceオブジェクトの配列を指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMException - 
• タクソノミー文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。
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XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 isに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 isに指定した配列の要素数が 0の場合にスローされます。［エラーコード：

20013］
• 引数 isに指定した配列に値が nullである要素が存在する場合にスローされます。
［エラーコード：20012］
• 引数 isに指定した配列にシステム識別子が設定されていない

org.xml.sax.InputSourceオブジェクトが存在する場合にスローされます。［エ
ラーコード：20016］

• 引数 isに指定した配列中の org.xml.sax.InputSourceオブジェクトに設定されて
いるシステム識別子の形式が不正な場合にスローされます。［エラーコード：
20148］

（11） parse
public XBRLTaxonomyDocument parse(java.io.File[] file)
                            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定されたファイルをタクソノミー文書として解析し，XBRLTaxonomyDocument
オブジェクトを新規に生成します。

引数：
file - タクソノミー文書を含むファイルを表す java.io.Fileオブジェクトの配列を指
定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMException - 
• タクソノミー文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 fileに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 fileに指定した配列の要素数が 0の場合にスローされます。［エラーコード：

20013］
• 引数 fileに指定した配列に値が nullである要素が存在する場合にスローされます。
［エラーコード：20012］
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（12） parse
public XBRLTaxonomyDocument parse(java.lang.String[] uri)
                            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定されたURIの内容をタクソノミー文書として解析し，
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを新規に生成します。

引数：
uri - タクソノミー文書の場所を示す URIを表す文字列の配列を指定します。

戻り値：
新しく生成された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMException - 
• タクソノミー文書の解析処理でエラーが検出された場合にスローされます。［エ

ラーコード：エラー要因によって異なる※］
注※　エラー要因については，「7.　メッセージ」の各メッセージの中で，このエ
ラーコードをメッセージ番号とするメッセージ IDを参照してください。

XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 uriに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 uriに指定した配列の要素数が 0の場合にスローされます。［エラーコード：

20013］
• 引数 uriに指定した配列に値が nullである要素が存在する場合にスローされます。
［エラーコード：20012］
• 引数 uriに指定した配列中のURIの形式が不正な場合にスローされます。［エラー
コード：20148］

（13） getDimensionsVersion
public int getDimensionsVersion()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，どのバージョンの XBRL 
Dimensionsに準拠しているタクソノミー文書を解析するのかを取得します。このメ
ソッドが返す値は，XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノ
ミー文書を解析する際に使用する cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値で
す。
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する
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cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを生成した
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setDimensionsVersion(int version)メソッド，または，
setProperty(java.lang.String name, java.lang.Object value)メソッドで設定された
値です。
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトで値が設定されなかった場
合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値について
は，「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，このタクソノミー文書が
XBRL2.1に準拠している場合にだけ使用されます。XBRLのバージョンが 2.1以外
の場合，cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は使用されません。

戻り値：
XBRL Dimensions1.0に準拠したタクソノミー文書を解析する場合は
XBRLConstants.DIMENSIONS_1_0を返します。XBRL Dimensionsに準拠したタ
クソノミー文書を解析しない場合は XBRLConstants.DIMENSIONS_NONEを返
します。

6.8.15　XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインター
フェース

public interface XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを生成するための APIを定義しま
す。

メソッドの概要：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェースのメソッドの概要を次
の表に示します。

表 6-106　XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryインターフェースのメソッドの概要

項番 説明 XBRLのバー
ジョン

1 XBRLDocument
Manager

getOwnerDocumentManager()
　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブ
ジェクトを所有する XBRLDocumentManagerオブ
ジェクトを取得します。

2.0および 2.1
780



6.　APIリファレンス
2 void setXBRLVersion(int version)
　　どの XBRLバージョンのタクソノミー文書を解析
するのかを設定します。

2.0および 2.1

3 int getXBRLVersion()
　　どの XBRLバージョンのタクソノミー文書を解析
するのかを取得します。

2.0および 2.1

4 void setValidating(boolean flag)
　　タクソノミー文書の解析時に文書の妥当性を検証
するかどうかを設定します。

2.0および 2.1

5 boolean isValidating()
　　タクソノミー文書の解析時に文書の妥当性を検証
するかどうかを調べます。

2.0および 2.1

6 void setDelayLoading(boolean flag)
　　タクソノミー文書の解析時にリンクベースの遅延
読み込みをするかどうかを設定します。

2.0および 2.1

7 boolean isDelayLoading()
　　タクソノミー文書の解析時にリンクベースの遅延
読み込みをするかどうかを調べます。

2.0および 2.1

8 void setMaxTaxonomyExtension(int max)
　　タクソノミー文書の解析時に読み込むタクソノ
ミー文書の最大階層数を設定します。

2.0

9 int getMaxTaxonomyExtension()
　　タクソノミー文書の解析時に読み込むタクソノ
ミー文書の最大階層数を取得します。

2.0

10 void setMaxDocuments(int max)
　　タクソノミー文書の解析時に読み込むタクソノ
ミー文書の最大数を設定します。

2.1

11 int getMaxDocuments()
　　タクソノミー文書の解析時に読み込むタクソノ
ミー文書の最大数を取得します。

2.1

12 void setIgnoringComments(boolean flag)
　　タクソノミー文書の解析時にコメントを無視する
かどうかを設定します。

2.0および 2.1

13 boolean isIgnoringComments()
　　タクソノミー文書の解析時にコメントを無視する
かどうかを調べます。

2.0および 2.1

14 void setCoalescing(boolean flag)
　　タクソノミー文書の解析時に CDATAノードを
Textノードに変換するかどうかを設定します。

2.0および 2.1

15 boolean isCoalescing()
　　タクソノミー文書の解析時に CDATAノードを
Textノードに変換するかどうかを調べます。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバー
ジョン
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（1） getOwnerDocumentManager
public XBRLDocumentManager getOwnerDocumentManager()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

戻り値：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトを所有する，
XBRLDocumentManagerオブジェクトを返します。

（2） setXBRLVersion
public void setXBRLVersion(int version)

XBRLのバージョン：

16 void setProperty(java.lang.String name, java.lang.Object 
value)
　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによっ
て生成される XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブ
ジェクトがタクソノミー文書を解析する際に使用する
プロパティの値を設定します。

2.1

17 java.lang.Object getProperty(java.lang.String name)
　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによっ
て生成される XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブ
ジェクトがタクソノミー文書を解析する際に使用する
プロパティの値を取得します。

2.1

18 XBRLTaxonomy
DocumentBuilde

r

newTaxonomyDocumentBuilder()
　　現在設定されているパラメタを使用して，
XBRLTaxonomyDocumentBuilderのインスタンスを
新規に生成します。

2.0および 2.1

19 void setDimensionsVersion(int version)
　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによっ
て生成される XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブ
ジェクトが，どのバージョンの XBRL Dimensionsに
準拠しているタクソノミー文書を解析するのかを指定
します。

2.1

20 int getDimensionsVersion()
　　XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによっ
て生成される XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブ
ジェクトが，どのバージョンの XBRL Dimensionsに
準拠しているタクソノミー文書を解析するのかを取得
します。

2.1

項番 説明 XBRLのバー
ジョン
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2.0および 2.1

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，どの XBRLバージョンのタク
ソノミー文書を解析するのかを設定します。このメソッドで指定した値は，この
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析する際
に使用する cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値として設定されます。
cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値は，このメソッドか，または
setProperty()メソッドで設定できます。これらのメソッドによって
cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値が設定されなかった場合は，XBRL DOM
初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，「6.8.15(16)　
setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値を設定する場合は，
newTaxonomyDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前にこのメソッドを呼び出し
てください。

引数：
version - XBRL2.0に準拠したタクソノミー文書を解析する場合は
XBRLConstants.XBRL_2_0，XBRL2.1に準拠したタクソノミー文書を解析する場
合は XBRLConstants.XBRL_2_1を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 versionに不正な値を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20014］

（3） getXBRLVersion
public int getXBRLVersion()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，どの XBRLバージョンのタク
ソノミー文書を解析するのかを取得します。このメソッドが返す値は，
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析する際
に使用する cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値です。
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値は，この
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XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの setXBRLVersion()メ
ソッド，または setProperty()メソッドで設定できます。これらのメソッドによって
cbrp.parse.XBRLVersionプロパティの値が設定されなかった場合は，XBRL DOM
初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，「6.8.15(16)　
setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
XBRL2.0に準拠したタクソノミー文書を解析する場合は
XBRLConstants.XBRL_2_0，XBRL2.1に準拠したタクソノミー文書を解析する場
合は XBRLConstants.XBRL_2_1を返します。

（4） setValidating
public void setValidating(boolean flag)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
文書の妥当性を検証するかどうかを設定します。このメソッドで指定した値は，こ
の XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析する際
に使用する cbrp.parse.validateプロパティの値として設定されます。
cbrp.parse.validateプロパティの値は，このメソッドか，または setProperty()メ
ソッドで設定できます。これらのメソッドによって cbrp.parse.validateプロパティ
の値が設定されなかった場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL 
DOM初期化時の値については，「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してくだ
さい。
cbrp.parse.validateプロパティの値を設定する場合は，
newTaxonomyDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前にこのメソッドを呼び出し
てください。

引数：
flag - タクソノミー文書の解析時に妥当性を検証する場合は true，検証しない場合は
falseを指定します。

（5） isValidating
public boolean isValidating()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
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この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
文書の妥当性を検証するかどうかを調べます。
このメソッドが返す値は，XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタク
ソノミー文書を解析する際に使用する cbrp.parse.validateプロパティの値です。
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する cbrp.parse.validateプ
ロパティの値は，この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setValidating()メソッド，または setProperty()メソッドで設定できます。これらの
メソッドによって cbrp.parse.validateプロパティの値が設定されなかった場合は，
XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，
「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
タクソノミー文書の解析時に妥当性を検証する場合は true，検証しない場合は false
を返します。

（6） setDelayLoading
public void setDelayLoading(boolean flag)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
リンクベースの遅延読み込みをするかどうかを設定します。このメソッドで指定し
た値は，この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトによって生成
される XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析
する際に使用する cbrp.parse.delayLoadプロパティの値として設定されます。
cbrp.parse.delayLoadプロパティの値は，このメソッドか，または setProperty()メ
ソッドで設定します。これらのメソッドによって cbrp.parse.delayLoadプロパティ
の値が設定されなかった場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL 
DOM初期化時の値については，「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してくだ
さい。
cbrp.parse.delayLoadプロパティの値を設定する場合は，
newTaxonomyDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前に，このメソッドを呼び出
してください。
タクソノミー文書の解析時に妥当性を検証する場合は，リンクの解析を遅延するこ
とはできません。このメソッドでリンクの解析を遅延するように設定しても，その
設定は無視されます。リンクの解析を遅延したい場合は，必ず妥当性の検証を行わ
ないように設定します。
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引数：
flag - タクソノミー文書に含まれるリンクの解析を遅延する場合は true，遅延しない
場合は falseを指定します。

（7） isDelayLoading
public boolean isDelayLoading()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
リンクベースの遅延読み込みをするかどうかを調べます。
このメソッドが返す値は，XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタク
ソノミー文書を解析する際に使用する cbrp.parse.delayLoadプロパティの値です。
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する cbrp.parse.delayLoad
プロパティの値は，この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setDelayLoading()メソッド，または setProperty()メソッドで設定できます。これ
らのメソッドによって cbrp.parse.delayLoadプロパティの値が設定されなかった場
合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値について
は，「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
タクソノミー文書に含まれるリンクの解析を遅延する場合は true，遅延しない場合
は falseを返します。

（8） setMaxTaxonomyExtension
public void setMaxTaxonomyExtension(int max)

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
読み込むタクソノミー文書の，基底タクソノミー文書までの最大階層数を設定しま
す。このメソッドで指定した値は，この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactory
オブジェクトによって生成される XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクト
がタクソノミー文書を解析する際に使用する cbrp.parse.maxTaxonomyExtension
プロパティの値として設定されます。
cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティの値は，このメソッドか，または
setProperty()メソッドで設定できます。これらのメソッドによって
786



6.　APIリファレンス
cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティの値が設定されなかった場合は，
XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，
「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティの値を設定する場合は，
newTaxonomyDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前にこのメソッドを呼び出し
てください。
cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティの値は，解析対象のタクソノミー文
書が XBRL2.0に準拠している場合だけ使用されます。解析対象のタクソノミー文書
がほかのバージョンの XBRL仕様に準拠しているものである場合は，
cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティの値は使用されません。

引数：
max - タクソノミー文書の解析時に処理できる，拡張されたタクソノミー文書から基
底タクソノミー文書までの最大階層を指定します。指定できる値の範囲は，0以上
2,147,483,647（Integer.MAX_VALUE）以下です。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数maxに負数を指定した場合にスローされます。［エラーコード：20014］

（9） getMaxTaxonomyExtension
public int getMaxTaxonomyExtension()

XBRLのバージョン：
2.0

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
読み込むタクソノミー文書の，基底タクソノミー文書までの最大階層数を取得しま
す。
このメソッドが返す値は，XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタク
ソノミー文書を解析する際に使用する cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパ
ティの値です。
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティの値は，この
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setMaxTaxonomyExtension()メソッド，または setProperty()メソッドで設定でき
ます。これらのメソッドによって cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティ
の値が設定されなかった場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL 
DOM初期化時の値については，「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してくだ
さい。
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cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティの値は，解析対象のタクソノミー文
書が XBRL2.0に準拠している場合だけ使用されます。解析対象のタクソノミー文書
がほかのバージョンの XBRL仕様に準拠しているものである場合は，
cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティの値は使用されません。

戻り値：
タクソノミー文書の解析時に処理できる，拡張されたタクソノミー文書から基底タ
クソノミー文書までの最大階層を返します。

（10） setMaxDocuments
public void setMaxDocuments(int max)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
読み込むタクソノミー文書の最大数を設定します。このメソッドで指定した値は，
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析する際
に使用する cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの値として設定されます。
cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの値は，このメソッドか，または
setProperty()メソッドで設定できます。これらのメソッドによって
cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの値が設定されなかった場合は，XBRL 
DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，
「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの値を設定する場合は，
newTaxonomyDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前に，このメソッドを呼び出
してください。
cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの値は，解析対象のタクソノミー文書
が XBRL2.1に準拠している場合だけ使用されます。解析対象のタクソノミー文書が
ほかのバージョンの XBRL仕様に準拠しているものである場合は，
cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの値は使用されません。

引数：
max - タクソノミー文書の解析時に処理できる文書の最大数を指定します。指定でき
る値の範囲は，0以上 2,147,483,647（Integer.MAX_VALUE）以下です。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数maxに負数を指定した場合にスローされます。［エラーコード：20014］
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（11） getMaxDocuments
public int getMaxDocuments()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
読み込むタクソノミー文書の最大数を取得します。
このメソッドが返す値は，XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタク
ソノミー文書を解析する際に使用する cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティ
の値です。
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの値は，この
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの setMaxDocuments()メ
ソッド，または setProperty()メソッドで設定できます。これらのメソッドによって
cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの値が設定されなかった場合は，XBRL 
DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，
「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの値は，解析対象のタクソノミー文書
が XBRL2.1に準拠している場合だけ使用されます。解析対象のタクソノミー文書が
ほかのバージョンの XBRL仕様に準拠しているものである場合は，
cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの値は使用されません。

戻り値：
タクソノミー文書の解析時に処理できる文書の最大数を返します。

（12） setIgnoringComments
public void setIgnoringComments(boolean flag)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
コメントを無視するかどうかを設定します。このメソッドで指定した値は，この
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析する際
に使用する cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの値として設定されます。
cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの値は，このメソッドか，または
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setProperty()メソッドで設定できます。これらのメソッドによって
cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの値が設定されなかった場合は，XBRL 
DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，
「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの値を設定する場合は，
newTaxonomyDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前にこのメソッドを呼び出し
てください。
cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティでコメントを無視するように指定しても，
無視しないように指定しても，XBRL DOMの動作に影響しません。ただし，
XBRLTaxonomyNode.getW3CDOMNode()メソッドなどで取得した DOMツリーを
参照した場合に Commentノードが含まれるかどうかについては，
cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの指定によって違いが生じます。

引数：
flag - タクソノミー文書の解析時にコメントを無視する場合は true，コメントを無視
しない場合は falseを指定します。

（13） isIgnoringComments
public boolean isIgnoringComments()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
コメントを無視するかどうかを調べます。
このメソッドが返す値は，XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタク
ソノミー文書を解析する際に使用する cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの
値です。
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの値は，この
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの setIgnoringComments()
メソッド，または setProperty()メソッドで設定できます。これらのメソッドによっ
て cbrp.parse.ignoringCommentsプロパティの値が設定されなかった場合は，
XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，
「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
タクソノミー文書の解析時にコメントを無視する場合は true，無視しない場合は
falseを返します。
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（14） setCoalescing
public void setCoalescing(boolean flag)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
CDATAノードを Textノードに変換するかどうかを設定します。このメソッドで指
定した値は，この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトによって
生成される XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を
解析する際に使用する cbrp.parse.coalescingプロパティの値として設定されます。
cbrp.parse.coalescingプロパティの値は，このメソッドか，または setProperty()メ
ソッドで設定できます。これらのメソッドによって cbrp.parse.coalescingプロパ
ティの値が設定されなかった場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。
XBRL DOM初期化時の値については，「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照し
てください。
cbrp.parse.coalescingプロパティの値を設定する場合は，
newTaxonomyDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前に，このメソッドを呼び出
してください。
cbrp.parse.coalescingプロパティで CDATAノードを Textノードに変換するように
指定しても，変換しないように指定しても，XBRL DOMの動作に影響しません。た
だし，XBRLTaxonomyNode.getW3CDOMNode()メソッドなどで取得した DOMツ
リーを参照した場合に CDATAノードが含まれるかどうかについては，
cbrp.parse.coalescingプロパティの指定によって違いが生じます。

引数：
flag - タクソノミー文書の解析時に CDATAノードを Textノードに変換する場合は
true，Textノードに変換しない場合は falseを指定します。

（15） isCoalescing
public boolean isCoalescing()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，タクソノミー文書の解析時に
CDATAノードを Textノードに変換するかどうかを調べます。
このメソッドが返す値は，XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタク
ソノミー文書を解析する際に使用する cbrp.parse.coalescingプロパティの値です。
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この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する cbrp.parse.coalescing
プロパティの値は，この XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setCoalescing()メソッド，または setProperty()メソッドで設定できます。これらの
メソッドによって cbrp.parse.coalescingプロパティの値が設定されなかった場合は，
XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値については，
「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。

戻り値：
タクソノミー文書の解析時に CDATAノードを Textノードに変換する場合は true，
変換しない場合は falseを返します。

（16） setProperty
public void setProperty(java.lang.String name,
                        java.lang.Object value)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析する際
に使用するプロパティの値を設定します。このメソッドで値を設定できるプロパ
ティの一覧およびこのメソッドにプロパティの値として指定するオブジェクトの詳
細については，「4.16.2　プロパティ一覧」を参照してください。
各プロパティの値は，このメソッドか，または setValidating()などの各プロパティ
専用のメソッドで設定できます。これらのメソッドによってプロパティの値が設定
されなかった場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化
時のプロパティの値は，引数 nameで指定したプロパティに対し，初期化時に値が
指定されていたかどうかで次のように異なります。
• 初期化時にプロパティの値が指定されていた場合
そのときの指定値が XBRL DOM初期化時の値となる。

• 初期化時にプロパティの値が指定されていなかった場合
そのプロパティのデフォルト値が XBRL DOM初期化時の値となる。

プロパティを設定する場合は，newTaxonomyDocumentBuilder()メソッドを呼び出
す前にこのメソッドを呼び出してください。
このメソッドで設定したプロパティ値は，setValidating()などの各プロパティ専用
のメソッドによって上書きできます。逆に，setValidating()などの各プロパティ専
用のメソッドで設定した値をこのメソッドで上書きすることもできます。例えば，
このメソッドで cbrp.parse.validateプロパティの値として Boolean.TRUEを設定し
たあと，setValidating()メソッドを呼び出して falseを設定した場合，
getProperty()メソッドで取得した cbrp.parse.validateプロパティの値は
Boolean.FALSEとなります。また，isValidating()メソッドも falseを返します。
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引数：
name - プロパティの名前を指定します。
value - プロパティの値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 nameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 nameに指定したプロパティの名前が正しくない場合にスローされます。［エ
ラーコード：20150］

• 引数 nameに指定したプロパティが値として nullを受け付けないで，かつ引数
valueに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20151］

• 引数 valueに指定したオブジェクトの型が正しくない場合にスローされます。［エ
ラーコード：20152］

• 引数 valueに指定したオブジェクトが保持している値が正しくない場合にスロー
されます。［エラーコード：20153］

• 引数 valueに指定したオブジェクトが配列で，かつ要素数が 0である場合にス
ローされます。［エラーコード：20154］

• 引数 valueに指定したオブジェクトが配列で，かつ値が nullである要素が存在す
る場合にスローされます。［エラーコード：20155］

（17） getProperty
public java.lang.Object getProperty(java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析する際
に使用するプロパティの値を取得します。このメソッドで値を取得できるプロパ
ティの一覧およびこのメソッドがプロパティの値として返すオブジェクトの詳細に
ついては，「4.16.2　プロパティ一覧」を参照してください。

引数：
name - プロパティの名前を指定します。

戻り値：
プロパティの値を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 nameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 nameに指定したプロパティの名前が正しくない場合にスローされます。［エ
ラーコード：20150］
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（18） newTaxonomyDocumentBuilder
public XBRLTaxonomyDocumentBuilder newTaxonomyDocumentBuilder()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
現在設定されているパラメタを使用して，XBRLTaxonomyDocumentBuilderのイ
ンスタンスを新規に生成します。

戻り値：
新しく生成された XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを返します。

（19） setDimensionsVersion
public void setDimensionsVersion(int version)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：

XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，どのバージョンの XBRL 
Dimensionsに準拠しているタクソノミー文書を解析するのかを指定します。このメソッ
ドで指定した値は，XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトによって生
成される XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書を解析す
る際に使用する，cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値として設定されます。

cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，このメソッドか，または，
setProperty(java.lang.String name, java.lang.Object value)メソッドで設定できます。
これらのメソッドによって cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値が設定されな
かった場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期化時の値につ
いては，「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。

cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値を設定する場合は，
newTaxonomyDocumentBuilder()メソッドを呼び出す前にこのメソッドを呼び出してく
ださい。

cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，解析対象のタクソノミー文書が
XBRL2.1に準拠している場合だけ使用されます。解析対象のタクソノミー文書がほかの
バージョンの XBRLに準拠している場合は，cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティ
の値は使用されません。

引数：
version - XBRL Dimensions1.0に準拠したタクソノミー文書を解析する場合は
XBRLConstants.DIMENSIONS_1_0を指定します。XBRL Dimensionsに準拠した
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タクソノミー文書を解析しない場合は XBRLConstants.DIMENSIONS_NONEを
指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 versionに不正な値を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20014］

（20） getDimensionsVersion
public int getDimensionsVersion()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが，どのバージョンの XBRL 
Dimensionsに準拠しているタクソノミー文書を解析するのかを取得します。このメ
ソッドが返す値は，XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノ
ミー文書を解析する際に使用する，cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値
です。
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryによって生成される
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが使用する
cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，
XBRLTaxonomyDocumentBuilderFactoryオブジェクトの
setDimensionsVersion(int version)メソッド，または，
setProperty(java.lang.String name, java.lang.Object value) メソッドで設定できま
す。これらのメソッドによって cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値が設
定されなかった場合は，XBRL DOM初期化時の値を使用します。XBRL DOM初期
化時の値については，「6.8.15(16)　setProperty」の説明を参照してください。
cbrp.parse.DimensionsVersionプロパティの値は，解析対象のタクソノミー文書が
XBRL2.1に準拠している場合だけ使用されます。解析対象のタクソノミー文書がほ
かのバージョンの XBRLに準拠している場合は，cbrp.parse.DimensionsVersionプ
ロパティの値は使用されません。

戻り値：
XBRL Dimensions1.0に準拠したタクソノミー文書を解析する場合は
XBRLConstants.DIMENSIONS_1_0を返します。XBRL Dimensionsに準拠したタ
クソノミー文書を解析しない場合は XBRLConstants.DIMENSIONS_NONEを返
します。
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6.8.16　XBRLTaxonomyElementインターフェース
public interface XBRLTaxonomyElement
extends XBRLTaxonomyNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書に記述される要素の要素宣言を表します。

フィールドの概要：
XBRLTaxonomyElementインターフェースのフィールドの概要を次の表に示しま
す。

表 6-107　XBRLTaxonomyElementインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
XBRLTaxonomyElementインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-108　XBRLTaxonomyElementインターフェースのメソッドの概要

項番 説明

1 static int ITEM_ELEMENT
　　このオブジェクトは，アイテムの要素宣言を表します。

2 static int TUPLE_ELEMENT
　　このオブジェクトは，タプルの要素宣言を表します。

3 static int OTHER_ELEMENT
　　このオブジェクトは，アイテムまたはタプル以外の要素の要素宣
言を表します。

4 static int HYPERCUBE_ITEM_ELEMENT
　　このオブジェクトは，ハイパーキューブの要素宣言を表します。

5 static int DIMENSION_ITEM_ELEMENT
　　このオブジェクトは，ディメンジョンの要素宣言を表します。

項
番

説明 XBRLのバー
ジョン

1 int getElementType()
　　オブジェクトの型を表すコードを取得しま
す。

2.0および
2.1

2 java.lang.String getNamespaceURI()
　　要素が属する名前空間 URIを取得します。

2.0および
2.1

3 java.lang.String getName()
　　要素の名前を取得します。

2.0および
2.1

4 XBRLQName getType()
　　要素の型を示す修飾名を取得します。

2.0および
2.1
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5 XBRLQName getSubstitutionGroup()
　　要素のヘッド要素の修飾名を取得します。

2.0および
2.1

6 boolean isAbstract()
　　要素が抽象的かどうかを調べます。

2.0および
2.1

7 boolean isNillable()
　　要素の要素宣言の nillable属性の値を取得
します。

2.1

8 java.lang.String getId()
　　要素の id属性の値を取得します。

2.0および
2.1

9 java.lang.String getBalance()
　　要素宣言の xbrli:balance属性を取得しま
す。

2.0および
2.1

10 java.util.List<XBRLLabel> getLabels()
　　要素に関連づけられているラベルのリスト
を取得します。

2.0および
2.1

11 java.util.List<XBRLLabel> getLabelsByLang(java.lang.String lang)
　　要素に関連づけられているラベルのうち，
指定した言語のラベルのリストを取得します。

2.0および
2.1

12 java.util.List<XBRLLabel> getLabelsByRole(java.lang.String role)
　　要素に関連づけられているラベルのうち，
指定したロールを持つラベルのリストを取得し
ます。

2.0および
2.1

13 XBRLLabel getLabel(java.lang.String lang, 
java.lang.String role)
　　要素に関連づけられているラベルのうち，
指定した言語とロールを持つラベルを取得しま
す。

2.0および
2.1

14 java.util.List<XBRLLabel> getLabels(java.lang.String lang, 
java.lang.String role)
　　要素に関連づけられているラベルのうち，
指定した言語とロールを持つラベルのリストを
取得します。

2.1

15 java.util.List<XBRLLabelRe
lationship>

getLabelRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)
　　要素の要素宣言とラベルの関係を表す
XBRLLabelRelationshipオブジェクトのリス
トを取得します。

2.1

16 java.util.List<XBRLReferen
ce>

getReferences()
　　要素に関連づけられている文献への参照の
リストを取得します。

2.0および
2.1

17 java.util.List<XBRLReferen
ce>

getReferences(java.lang.String role)
　　要素に関連づけられている文献への参照の
うち，指定したロールを持つ文献への参照のリ
ストを取得します。

2.0および
2.1

項
番

説明 XBRLのバー
ジョン
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（1） getElementType
public int getElementType()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
オブジェクトの型を表すコードを取得します。

戻り値：
オブジェクトの型を表すコードを返します。戻り値のコードは，
XBRLTaxonomyElementインターフェースのフィールド値のどれかです。

（2） getNamespaceURI
public java.lang.String getNamespaceURI()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素が属する名前空間 URIを取得します。

18 java.util.List<XBRLReferen
ceRelationship>

getReferenceRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)
　　要素の要素宣言と文献への参照の関係を表
す XBRLReferenceRelationshipオブジェクト
のリストを取得します。

2.1

19 java.util.List<XBRLCalcula
tionRelationship>

getCalculationRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)
　　要素宣言とほかの要素宣言との関係を表す
XBRLCalculationRelationshipオブジェクトの
リストを取得します。

2.1

20 java.util.List<XBRLDefiniti
onRelationship>

getDefinitionRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)
　　要素宣言とほかの要素宣言の関係を表す
XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトの
リストを取得します。

2.1

21 java.util.List<XBRLPresent
ationRelationship>

getPresentationRelationships(java.lang.Strin
g extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)
　　要素宣言とほかの要素宣言の関係を表す
XBRLPresentationRelationshipオブジェクト
のリストを取得します。

2.1

22 XBRLTaxonomyTypeDefinit
ion

getTaxonomyTypeDefinition()
　　要素の型定義を表す
XBRLTaxonomyTypeDefinitionオブジェクト
を取得します。

2.1

項
番

説明 XBRLのバー
ジョン
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戻り値：
この要素が属する名前空間URIを返します。

（3） getName
public java.lang.String getName()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素の名前を取得します。

戻り値：
この要素の名前を返します。

（4） getType
public XBRLQName getType()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素の型を示す修飾名を取得します。

戻り値：
この要素の型を示す修飾名を返します。要素宣言に type属性の指定がない場合は
nullを返します。

（5） getSubstitutionGroup
public XBRLQName getSubstitutionGroup()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素のヘッド要素の修飾名を取得します。

戻り値：
この要素のヘッド要素の修飾名を返します。要素宣言に substitutionGroup属性の
指定がない場合は nullを返します。

（6） isAbstract
public boolean isAbstract()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
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要素が抽象的かどうかを調べます。
この要素が抽象的かどうかは，要素宣言の abstract属性の値によって決まります。
abstract属性の値が trueの場合は抽象的です。値が falseか，または abstract属性
の指定が省略された場合は抽象的ではありません。

戻り値：
この要素が抽象的の場合は true，抽象的でない場合は falseを返します。

（7） isNillable
public boolean isNillable()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素の要素宣言の nillable属性の値を取得します。

戻り値：
この要素宣言の nillable属性の値を返します。nillable属性が指定されていない場合
は falseを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（8） getId
public java.lang.String getId()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素の id属性の値を取得します。

戻り値：
この要素宣言の id属性の値を表す文字列を返します。この要素宣言が id属性を持た
ない場合は nullを返します。

（9） getBalance
public java.lang.String getBalance()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素宣言の xbrli:balance属性の値を取得します。
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戻り値：
この要素宣言の xbrli:balance属性値を返します。この要素宣言が xbrli:balance属
性を持たない場合は nullを返します。

（10） getLabels
public java.util.List<XBRLLabel> getLabels()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられているラベルのリストを取得します。
XBRLTaxonomyElementおよび XBRLInstanceElementインターフェースの
getLabels()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけられてい
ないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
しかし，XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getLabels()では，文書中
に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの場合
でも，取得するラベルのリストに含まれます。
XBRL2.1の場合：このメソッドでは，要素とラベルの関係を定義している
<link:labelArc>要素のアークロール，および，その <link:labelArc>要素を含んで
いるラベルリンクのロールについては考慮しません。特定の値のロールを持つラベ
ルリンクに記述され，かつ，特定の値のアークロールを持つような <link:labelArc>
要素によって関連づけられたラベルを取得したい場合は，
XBRLTaxonomyElement.getLabelRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。
このメソッドが返す XBRLLabelオブジェクトのリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLLabelオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

戻り値：
この要素に関連づけられているラベルのリストを返します。ラベルがない場合は，
要素数が 0のリストを返します。

（11） getLabelsByLang
public java.util.List<XBRLLabel> getLabelsByLang(java.lang.String 
lang)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられているラベルのうち，指定した言語のラベルのリストを取得し
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ます。
XBRLTaxonomyElementおよび XBRLInstanceElementインターフェースの
getLabelsByLang()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけ
られていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
しかし，XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getLabelsByLang()では，
文書中に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibited
の場合でも，取得するラベルのリストに含まれます。
XBRL2.1の場合：このメソッドでは，要素とラベルの関係を定義している
<link:labelArc>要素のアークロール，および，その <link:labelArc>要素を含んで
いるラベルリンクのロールについては考慮しません。特定の値のロールを持つラベ
ルリンクに記述され，かつ，特定の値のアークロールを持つような <link:labelArc>
要素によって関連づけられたラベルを取得したい場合は，
XBRLTaxonomyElement.getLabelRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。
このメソッドが返す XBRLLabelオブジェクトのリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLLabelオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

引数：
lang - ラベルの言語を指定します。

戻り値：
この要素のラベルを表す XBRLLabelオブジェクトのリストを返します。指定した
言語のラベルがない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（12） getLabelsByRole
public java.util.List<XBRLLabel> getLabelsByRole(java.lang.String 
role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられているラベルのうち，指定したロールを持つラベルのリストを
取得します。
XBRLTaxonomyElementおよび XBRLInstanceElementインターフェースの
getLabelsByRole()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけ
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られていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
しかし，XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getLabelsByRole()では，
文書中に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibited
の場合でも，取得するラベルのリストに含まれます。
XBRL2.1の場合：このメソッドでは，要素とラベルの関係を定義している
<link:labelArc>要素のアークロール，および，その <link:labelArc>要素を含んで
いるラベルリンクのロールについては考慮しません。特定の値のロールを持つラベ
ルリンクに記述され，かつ，特定の値のアークロールを持つような <link:labelArc>
要素によって関連づけられたラベルを取得したい場合は，
XBRLTaxonomyElement.getLabelRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。
このメソッドが返す XBRLLabelオブジェクトのリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLLabelオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされ
ます。

引数：
role - ラベルのロールを指定します。ロールを持たないラベルを取得する場合は null
を指定します。

戻り値：
この要素のラベルを表す XBRLLabelオブジェクトのリストを返します。指定した
ロールを持つラベルがない場合は，要素数が 0のリストを返します。

（13） getLabel
public XBRLLabel getLabel(java.lang.String lang,
                          java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられているラベルのうち，指定した言語とロールを持つラベルを取
得します。
XBRL2.1の場合：このメソッドでは，要素とラベルの関係を定義している
<link:labelArc>要素のアークロール，および，その <link:labelArc>要素を含んで
いるラベルリンクのロールについては考慮しません。特定の値のロールを持つラベ
ルリンクに記述され，かつ，特定の値のアークロールを持つような <link:labelArc>
要素によって関連づけられたラベルを取得したい場合は，
XBRLTaxonomyElement.getLabelRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。

同じ言語とロールを持つ複数のラベルが関連づけられている場合の動作
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一つの要素に対して同じ言語とロールを持つラベルが複数関連づけられていた
場合の動作は，XBRLのバージョンによって異なります。次に，XBRLの各
バージョンでの動作を示します。
• XBRL2.0の場合
一つの要素に対して同じ言語とロールを持つラベルが複数関連づけられてい
る場合は，priority属性の値が最も大きいアークによって関連づけられている
ラベルがこのメソッドによって取得できます。このとき，priority属性の値が
2番目以降のアークによって関連づけられたラベルは上書きされるため，
XBRLTaxonomyElement.getLabels()などのほかのメソッドで取得できませ
ん。一つの要素に対して同じ言語とロールを持つラベルが複数関連づけられ
ていて，かつ，それらの関連づけを定義しているアークのうち priority属性
の値が最も大きいアークが複数存在する場合は，タクソノミー文書の解析処
理でエラーが発生します。このエラーを無視した場合にどちらのアークに
よって関連づけられたラベルが取得できるかについては，不定です。

• XBRL2.1の場合
一つの要素に対して同じ言語とロールを持つラベルが複数関連づけられてい
る場合，order属性の値が最も小さいアークによって関連づけられているラベ
ルが，このメソッドによって取得できます。このとき，XBRL2.0の場合とは
異なり，各ラベルを関連づけているアークの priority属性の値は影響しませ
ん。一つの要素に対して同じ言語とロールを持つラベルが複数関連づけられ
ていて，かつ，それらの関連づけを定義しているアークのうち order属性の
値が最も小さいアークが複数存在する場合，どのアークによって関連づけら
れたラベルが取得できるかについては，不定です。この要素に対して同じ言
語とロールを持つラベルが複数関連づけられている場合に，このメソッドで
は取得できないほかのラベルを取得したい場合は，
XBRLTaxonomyElement.getLabels(java.lang.String lang, java.lang.String 
role)メソッドを使用してください。また，このメソッドでは取得できないほ
かのラベルは，XBRLTaxonomyElement.getLabels()などのメソッドでも取
得できます。

一つの要素に対して同じ言語とロールを持つラベルが複数関連づけられている
場合の例を次の図に示します。
804



6.　APIリファレンス
図 6-17　一つの要素に対して同じ言語とロールを持つラベルが複数関連づけられている
場合の例

この例では，要素 Xに同じ言語とロールを持つラベル A，ラベル B，ラベル C
が関連づけられています。この要素 Xに対して，getLabel("ja",xxx)を呼び出し
た場合の結果を次に示します。
XBRL2.0の場合：priority属性の値が最も大きいアーク Tによって関連づけら
れているラベル Bが取得できます。しかし，getLabels()などのほかのメソッド
を使用して，ラベル Aおよびラベル Cを取得できません。
XBRL2.1の場合：order属性の値が最も小さいアーク Rによって関連づけられ
ているラベル Aが取得できます。また，getLabels()などのほかのメソッドを使
用して，ラベル Bおよびラベル Cを取得することもできます。

引数：
lang - ラベルの言語を指定します。
role - ラベルのロールを指定します。ロールを持たないラベルを取得する場合は null
を指定します。

戻り値：
この要素のラベルを表す XBRLLabelオブジェクトを返します。指定した言語と
ロールを持つラベルがない場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（14） getLabels
public java.util.List<XBRLLabel> getLabels(java.lang.String lang,
                                           java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
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2.1

説明：
要素に関連づけられているラベルのうち，指定した言語とロールを持つラベルのリ
ストを取得します。
このメソッドでは，要素とラベルの関係を定義している <link:labelArc>要素のアー
クロール，および，その <link:labelArc>要素を含んでいるラベルリンクのロールに
ついては考慮しません。特定の値のロールを持つラベルリンクに記述され，かつ，
特定の値のアークロールを持つような <link:labelArc>要素によって関連づけられた
ラベルを取得したい場合は，
XBRLTaxonomyElement.getLabelRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。
このメソッドが返す XBRLLabelオブジェクトのリストはライブオブジェクトです。
このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLLabelオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。ま
た，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリスト
を変更しようとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされま
す。

引数：
lang - ラベルの言語を指定します。
role - ラベルのロールを指定します。ロールを持たないラベルを取得する場合は null
を指定します。

戻り値：
この要素のラベルを表す XBRLLabelオブジェクトのリストを返します。指定され
た言語とロールを持つラベルが存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（15） getLabelRelationships
public java.util.List<XBRLLabelRelationship> 
getLabelRelationships(java.lang.String extendedLinkRole,
                                            java.lang.String arcrole)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素の要素宣言とラベルの関係を表す XBRLLabelRelationshipオブジェクトのリス
トを取得します。
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この要素宣言に関連づけられたラベルは，このメソッドが返すリストに含まれる各
XBRLLabelRelationshipオブジェクトに対して getTo()メソッドを呼び出すことに
よって取得できます。また，このメソッドが返すリストに含まれる各
XBRLLabelRelationshipオブジェクトに対して getFrom()メソッドを呼び出した場
合の戻り値は，この XBRLTaxonomyElementオブジェクト自身となります。
このメソッドが返すリストに含まれる XBRLLabelRelationshipオブジェクトの並び
は，各 XBRLLabelRelationshipオブジェクトが表す関係を定義しているアークの
order属性の値によって昇順にソートされています。アークに order属性が指定され
ていない場合は，1が指定されたものと仮定します。アークの order属性の値が同じ
である XBRLLabelRelationshipオブジェクトが複数ある場合，それらの
XBRLLabelRelationshipオブジェクトの並び順は不定です。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLLabelRelationshipオブジェ
クトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッドが
返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようとする
と java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
extendedLinkRole - 関係を定義しているアークを含むラベルリンクのロールを指定
します。
arcrole - 関係を定義しているアークのアークロールを指定します。

戻り値：
引数 extendedLinkRoleで指定されたロールを持つラベルリンクに属し，かつ，引
数 arcroleで指定されたアークロールを持つアークによって定義された，この要素宣
言とラベルの関係を表す XBRLLabelRelationshipオブジェクトのリストを返しま
す。指定された関係が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 extendedLinkRoleまたは arcroleに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］

（16） getReferences
public java.util.List<XBRLReference> getReferences()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられている文献への参照のリストを取得します。
XBRLTaxonomyElementおよび XBRLInstanceElementインターフェースの
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getReferences()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけられ
ていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
しかし，XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getReferences()では，文
書中に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの
場合でも，取得するラベルのリストに含まれます。
XBRL2.1の場合：このメソッドでは，要素と文献への参照の関係を定義している
<link:referenceArc>要素のアークロール，および，その <link:referenceArc>要素
を含んでいるリファレンスリンクのロールについては考慮しません。特定の値の
ロールを持つリファレンスリンクに記述され，かつ，特定の値のアークロールを持
つような <link:referenceArc>要素によって関連づけられた文献への参照を取得した
い場合は，XBRLTaxonomyElement.getReferenceRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。
このメソッドが返す XBRLReferenceオブジェクトのリストはライブオブジェクト
です。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLReferenceオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されま
す。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返した
リストを変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがス
ローされます。

戻り値：
文献への参照を表す XBRLReferenceオブジェクトのリストを返します。文献への
参照がない場合は，要素数が 0のリストを返します。

（17） getReferences
public java.util.List<XBRLReference> 
getReferences(java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
要素に関連づけられている文献への参照のうち，指定したロールを持つ文献への参
照のリストを取得します。
XBRLTaxonomyElementおよび XBRLInstanceElementインターフェースの
getReferences()では，アーク要素の use属性が prohibitedの場合は，関連づけられ
ていないと判断し，取得するラベルのリストには含まれません。
しかし，XBRLTaxonomyDocumentインターフェースの getReferences()では，文
書中に含まれる要素の一覧を取得するため，アーク要素の use属性が prohibitedの
場合でも，取得するラベルのリストに含まれます。
XBRL2.1の場合：このメソッドでは，要素と文献への参照の関係を定義している
<link:referenceArc>要素のアークロール，および，その <link:referenceArc>要素
を含んでいるリファレンスリンクのロールについては考慮しません。特定の値の
ロールを持つリファレンスリンクに記述され，かつ，特定の値のアークロールを持
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つような <link:referenceArc>要素によって関連づけられた文献への参照を取得した
い場合は，XBRLTaxonomyElement.getReferenceRelationships(java.lang.String 
extendedLinkRole, java.lang.String arcrole)メソッドを使用してください。
このメソッドが返す XBRLReferenceオブジェクトのリストはライブオブジェクト
です。このメソッドを呼び出したあとに，このメソッドが返したリストに含まれる
XBRLReferenceオブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されま
す。また，このメソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返した
リストを変更しようとすると，java.lang.UnsupportedOperationExceptionがス
ローされます。

引数：
role - 文献への参照のロールを指定します。ロールを持たない文献への参照を取得す
る場合は nullを指定します。

戻り値：
この要素の文献への参照を表す XBRLReferenceオブジェクトのリストを返します。
指定したロールを持つ文献への参照がない場合は，要素数が 0のリストを返します。

（18） getReferenceRelationships
public java.util.List<XBRLReferenceRelationship> 
getReferenceRelationships(java.lang.String extendedLinkRole,
                                                java.lang.String arcrole)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素の要素宣言と文献への参照の関係を表す XBRLReferenceRelationshipオブジェ
クトのリストを取得します。
この要素宣言に関連づけられた文献への参照は，このメソッドが返すリストに含ま
れる各 XBRLReferenceRelationshipオブジェクトに対して getTo()メソッドを呼び
出すことによって取得できます。また，このメソッドが返すリストに含まれる各
XBRLReferenceRelationshipオブジェクトに対して getFrom()メソッドを呼び出し
た場合の戻り値は，この XBRLTaxonomyElementオブジェクト自身となります。
このメソッドが返すリストに含まれる XBRLReferenceRelationshipオブジェクトの
並びは，各 XBRLReferenceRelationshipオブジェクトが表す関係を定義している
アークの order属性の値によって昇順にソートされています。アークに order属性
が指定されていない場合は，1が指定されたものと仮定します。アークの order属性
の値が同じである XBRLReferenceRelationshipオブジェクトが複数ある場合，それ
らの XBRLReferenceRelationshipオブジェクトの並び順は不定です。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLReferenceRelationshipオブ
ジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメソッ
ドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しようと
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すると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
extendedLinkRole - 関係を定義しているアークを含むリファレンスリンクのロール
を指定します。
arcrole - 関係を定義しているアークのアークロールを指定します。

戻り値：
引数 extendedLinkRoleで指定されたロールを持つリファレンスリンクに属し，か
つ，引数 arcroleで指定されたアークロールを持つアークによって定義された，この
要素宣言とラベルの関係を表す XBRLReferenceRelationshipオブジェクトのリスト
を返します。指定された関係が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 extendedLinkRoleまたは arcroleに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］

（19） getCalculationRelationships
public java.util.List<XBRLCalculationRelationship> 
getCalculationRelationships(java.lang.String extendedLinkRole,
                                                  java.lang.String arcrole)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素宣言とほかの要素宣言との関係を表す XBRLCalculationRelationshipオブジェ
クトのリストを取得します。
この要素宣言に関連づけられたほかの要素宣言は，このメソッドが返すリストに含
まれる各 XBRLCalculationRelationshipオブジェクトに対して getTo()メソッドを
呼び出すことによって取得できます。また，このメソッドが返すリストに含まれる
各 XBRLCalculationRelationshipオブジェクトに対して getFrom()メソッドを呼び
出した場合の戻り値は，この XBRLTaxonomyElementオブジェクト自身となりま
す。
このメソッドが返すリストに含まれる XBRLCalculationRelationshipオブジェクト
の並びは，各 XBRLCalculationRelationshipオブジェクトが表す関係を定義してい
るアークの order属性の値によって昇順にソートされています。アークに order属
性が指定されていない場合は，1が指定されたものと仮定します。アークの order属
性の値が同じである XBRLCalculationRelationshipオブジェクトが複数ある場合，
それらの XBRLCalculationRelationshipオブジェクトの並び順は不定です。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
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あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLCalculationRelationshipオ
ブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメ
ソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しよ
うとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
extendedLinkRole - 関係を定義しているアークを含む計算リンクのロールを指定し
ます。
arcrole - 関係を定義しているアークのアークロールを指定します。

戻り値：
引数 extendedLinkRoleで指定されたロールを持つ計算リンクに属し，かつ，引数
arcroleで指定されたアークロールを持つアークによって定義された，この要素宣言
とほかの要素宣言の関係を表す XBRLCalculationRelationshipオブジェクトのリス
トを返します。指定された関係が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返しま
す。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 extendedLinkRoleまたは arcroleに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］

（20） getDefinitionRelationships
public java.util.List<XBRLDefinitionRelationship> 
getDefinitionRelationships(java.lang.String extendedLinkRole,
                                                 java.lang.String arcrole)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素宣言とほかの要素宣言の関係を表す XBRLDefinitionRelationshipオブジェク
トのリストを取得します。
この要素宣言に関連づけられたほかの要素宣言は，このメソッドが返すリストに含
まれる各 XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトに対して getTo()メソッドを呼
び出すことによって取得できます。また，このメソッドが返すリストに含まれる各
XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトに対して getFrom()メソッドを呼び出し
た場合の戻り値は，この XBRLTaxonomyElementオブジェクト自身となります。
このメソッドが返すリストに含まれる XBRLDefinitionRelationshipオブジェクト
の並びは，各 XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトが表す関係を定義してい
るアークの order属性の値によって昇順にソートされています。アークに order属
性が指定されていない場合は，1が指定されたものと仮定します。アークの order属
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性の値が同じである XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトが複数ある場合，
それらの XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトの並び順は不定です。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLDefinitionRelationshipオ
ブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメ
ソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しよ
うとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
extendedLinkRole - 関係を定義しているアークを含む定義リンクのロールを指定し
ます。
arcrole - 関係を定義しているアークのアークロールを指定します。

戻り値：
引数 extendedLinkRoleで指定されたロールを持つ定義リンクに属し，かつ，引数
arcroleで指定されたアークロールを持つアークによって定義された，この要素宣言
とほかの要素宣言の関係を表す XBRLDefinitionRelationshipオブジェクトのリス
トを返します。指定された関係が存在しない場合は，要素数が 0のリストを返しま
す。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 extendedLinkRoleまたは arcroleに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］

（21） getPresentationRelationships
public java.util.List<XBRLPresentationRelationship> 
getPresentationRelationships(java.lang.String extendedLinkRole,
                                                   java.lang.String arcrole)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素宣言とほかの要素宣言の関係を表す XBRLPresentationRelationshipオブジェ
クトのリストを取得します。
この要素宣言に関連づけられたほかの要素宣言は，このメソッドが返すリストに含
まれる各 XBRLPresentationRelationshipオブジェクトに対して getTo()メソッドを
呼び出すことによって取得できます。また，このメソッドが返すリストに含まれる
各 XBRLPresentationRelationshipオブジェクトに対して getFrom()メソッドを呼
び出した場合の戻り値は，この XBRLTaxonomyElementオブジェクト自身となり
ます。
このメソッドが返すリストに含まれる XBRLPresentationRelationshipオブジェク
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トの並びは，各 XBRLPresentationRelationshipオブジェクトが表す関係を定義し
ているアークの order属性の値によって昇順にソートされています。アークに order
属性が指定されていない場合は，1が指定されたものと仮定します。アークの order
属性の値が同じである XBRLPresentationRelationshipオブジェクトが複数ある場
合，それらの XBRLPresentationRelationshipオブジェクトの並び順は不定です。
このメソッドが返すリストはライブオブジェクトです。このメソッドを呼び出した
あとに，このメソッドが返したリストに含まれる XBRLPresentationRelationship
オブジェクトに増減があった場合，その変更は直ちに反映されます。また，このメ
ソッドが返すリストは読み取り専用です。このメソッドが返したリストを変更しよ
うとすると java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

引数：
extendedLinkRole - 関係を定義しているアークを含むプレゼンテーションリンクの
ロールを指定します。
arcrole - 関係を定義しているアークのアークロールを指定します。

戻り値：
引数 extendedLinkRoleで指定されたロールを持つプレゼンテーションリンクに属
し，かつ，引数 arcroleで指定されたアークロールを持つアークによって定義され
た，この要素宣言とほかの要素宣言の関係を表す XBRLPresentationRelationship
オブジェクトのリストを返します。指定された関係が存在しない場合は，要素数が
0のリストを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• 引数 extendedLinkRoleまたは arcroleに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］

（22） getTaxonomyTypeDefinition
public XBRLTaxonomyTypeDefinition getTaxonomyTypeDefinition()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素の型定義を表す XBRLTaxonomyTypeDefinitionオブジェクトを取得します。
この要素に名前を持たない型として定義された型定義か，type属性により指定した
型定義が，このタクソノミー文書に名前付きで定義された型定義である場合のみ取
得することができます。

戻り値：
この要素の型定義を表す XBRLTaxonomyTypeDefinitionオブジェクトを返します。
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この要素に stringのような事前定義型が指定されている場合に nullが返ります。
type属性，局所型定義のいずれも定義されていない場合にも nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

• cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseに設定されている場合にスローさ
れます。［エラーコード：22011］

6.8.17　XBRLTaxonomyItemインターフェース
public interface XBRLTaxonomyItem
extends XBRLTaxonomyElement

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
アイテムの要素宣言を表します。
タクソノミー本体で <xsd:element>要素によって記述される要素宣言のうち，
substitutionGroup属性が「xbrli:item」のものが，アイテムの要素宣言となります。

フィールドの概要：
XBRLTaxonomyItemインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-109　XBRLTaxonomyItemインターフェースのフィールドの概要

項番 説明

1 static int MONETARY_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xbrli:monetaryです。

2 static int SHARES_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xbrli:sharesです。

3 static int PURE_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xbrli:pureです。

4 static int FRACTION_ITEM
　　このアイテムのデータ型は分数です。

5 static int DECIMAL_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:decimalです。

6 static int FLOAT_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:floatです。

7 static int DOUBLE_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:doubleです。

8 static int INTEGER_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:integerです。
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9 static int NONPOSITIVEINTEGER_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:nonPositiveIntegerです。

10 static int NEGATIVEINTEGER_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:negativeIntegerです。

11 static int LONG_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:longです。

12 static int INT_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:intです。

13 static int SHORT_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:shortです。

14 static int BYTE_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:byteです。

15 static int NONNEGATIVEINTEGER_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:nonNegativeIntegerです。

16 static int UNSIGNEDLONG_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:unsignedLongです。

17 static int UNSIGNEDINT_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:unsignedIntです。

18 static int UNSIGNEDSHORT_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:unsignedShortです。

19 static int UNSIGNEDBYTE_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:unsignedByteです。

20 static int POSITIVEINTEGER_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:positiveIntegerです。

21 static int STRING_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:stringです。

22 static int BOOLEAN_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:booleanです。

23 static int HEXBINARY_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:hexBinaryです。

24 static int BASE64BINARY_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:base64Binaryです。

25 static int ANYURI_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:anyURIです。

26 static int QNAME_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:QNameです。

27 static int NOTATION_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:NOTATIONです。

28 static int DURATION_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:durationです。

項番 説明
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メソッドの概要：
XBRLTaxonomyItemインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-110　XBRLTaxonomyItemインターフェースのメソッドの概要

29 static int DATETIME_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xbrli:dateUnionです。

30 static int TIME_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:timeです。

31 static int DATE_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:dateです。

32 static int GYEARMONTH_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:gYearMonthです。

33 static int GYEAR_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:gYearです。

34 static int GMONTHDAY_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:gMonthDayです。

35 static int GDAY_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:gDayです。

36 static int GMONTH_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:gMonthです。

37 static int NORMALIZEDSTRING_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:normalizedStringです。

38 static int TOKEN_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:tokenです。

39 static int LANGUAGE_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:languageです。

40 static int NAME_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:Nameです。

41 static int NCNAME_ITEM
　　このアイテムのデータ型は xsd:NCNameです。

42 static int OTHER_ITEM
　　このアイテムのデータ型は不明です。

項
番

説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョン

1 int getItemType()
　　アイテムのデータ型を表すコードを取得しま
す。

2.0および
2.1

該当しない

項番 説明
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（1） getItemType
public int getItemType()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
アイテムのデータ型を表すコードを取得します。
このメソッドを利用できるアイテムのデータ型は，XBRLのバージョンによって異
なります。利用できるアイテムのデータ型と XBRLのバージョンの関係を次の表に
示します。

表 6-111　利用できるアイテムのデータ型と XBRLのバージョンの関係

2 int getBaseItemType()
　　アイテムのベースデータ型を表すコードを取
得します。

2.1 該当しない

3 boolean isNumeric()
　　アイテムが数値または非数値のどちらである
かを調べます。

2.0および
2.1

該当しない

4 java.lang.S
tring

getPeriodType()
　　要素宣言の xbrli:periodType属性の値を取得
します。

2.1 該当しない

5 XBRLDim
ensionalRe
lationship

Set

getDimensionalRelationshipSet()
　　アイテムに関連づいている DRSを取得しま
す。

2.1 1.0

項番 アイテムのデータ型 XBRL2.0 XBRL2.1

1 MONETARY_ITEM ○ ○

2 SHARES_ITEM ○ ○

3 PURE_ITEM × ○

4 FRACTION_ITEM × ○

5 DECIMAL_ITEM ○ ○

6 FLOAT_ITEM ○ ○

7 DOUBLE_ITEM ○ ○

8 INTEGER_ITEM ○ ○

9 NONPOSITIVEINTEGER_ITEM × ○

10 NEGATIVEINTEGER_ITEM × ○

11 LONG_ITEM × ○

12 INT_ITEM × ○

項
番

説明 XBRLの
バージョン

XBRL 
Dimensions
のバージョン
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（凡例）○：利用できます。　×：利用できません。

戻り値：
このアイテムの型を表すコードを返します。

13 SHORT_ITEM × ○

14 BYTE_ITEM × ○

15 NONNEGATIVEINTEGER_ITEM × ○

16 UNSIGNEDLONG_ITEM × ○

17 UNSIGNEDINT_ITEM × ○

18 UNSIGNEDSHORT_ITEM × ○

19 UNSIGNEDBYTE_ITEM × ○

20 POSITIVEINTEGER_ITEM × ○

21 STRING_ITEM ○ ○

22 BOOLEAN_ITEM ○ ○

23 HEXBINARY_ITEM ○ ○

24 BASE64BINARY_ITEM ○ ○

25 ANYURI_ITEM ○ ○

26 QNAME_ITEM ○ ○

27 NOTATION_ITEM ○ ×

28 DURATION_ITEM ○ ○

29 DATETIME_ITEM ○ ○

30 TIME_ITEM ○ ○

31 DATE_ITEM ○ ○

32 GYEARMONTH_ITEM ○ ○

33 GYEAR_ITEM ○ ○

34 GMONTHDAY_ITEM ○ ○

35 GDAY_ITEM ○ ○

36 GMONTH_ITEM ○ ○

37 NORMALIZEDSTRING_ITEM × ○

38 TOKEN_ITEM × ○

39 LANGUAGE_ITEM × ○

40 NAME_ITEM × ○

41 NCNAME_ITEM × ○

42 OTHER_ITEM ○ ○

項番 アイテムのデータ型 XBRL2.0 XBRL2.1
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（2） getBaseItemType
public int getBaseItemType()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
アイテムのベースデータ型を表すコードを取得します。
ベースデータ型は，ユーザーデータ型の派生元となっているデータ型のことです。
アイテムがユーザーデータ型である場合（getItemType()メソッドが
OTHER_ITEMを返す場合）は，getBaseItemType()メソッドを呼び出すことに
よって，派生元となっているデータ型を調べることができます。派生元のデータ型
が不明な場合は，getBaseItemType()メソッドは OTHER_ITEMを返します。
このアイテムがユーザーデータ型でない場合（getItemType()メソッドが
OTHER_ITEM以外を返す場合）は，このメソッドは getItemType()メソッドが返
す値と同じ値を返します。

戻り値：
このアイテムのベースデータ型を表すコードを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（3） isNumeric
public boolean isNumeric()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
アイテムが数値または非数値のどちらであるかを調べます。
このアイテムが参照するコンテキストが数値か非数値のどちらかは，このアイテム
のデータ型によって異なります。アイテムのデータ型と isNumeric()メソッドの戻
り値との対応関係を次の表に示します。

表 6-112　アイテムのデータ型と isNumeric()メソッドの戻り値との対応関係

項番 アイテムのデータ型 isNumeric()メソッドの戻り値

1 MONETARY_ITEM true

2 SHARES_ITEM

3 PURE_ITEM

4 FRACTION_ITEM

5 DECIMAL_ITEM
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6 FLOAT_ITEM

7 DOUBLE_ITEM

8 INTEGER_ITEM

9 NONPOSITIVEINTEGER_ITEM

10 NEGATIVEINTEGER_ITEM

11 LONG_ITEM

12 INT_ITEM

13 SHORT_ITEM

14 BYTE_ITEM

15 NONNEGATIVEINTEGER_ITEM

16 UNSIGNEDLONG_ITEM

17 UNSIGNEDINT_ITEM

18 UNSIGNEDSHORT_ITEM

19 UNSIGNEDBYTE_ITEM

20 POSITIVEINTEGER_ITEM

21 STRING_ITEM false

22 BOOLEAN_ITEM

23 HEXBINARY_ITEM

24 BASE64BINARY_ITEM

25 ANYURI_ITEM

26 QNAME_ITEM

27 NOTATION_ITEM

28 DURATION_ITEM

29 DATETIME_ITEM

30 TIME_ITEM

31 DATE_ITEM

32 GYEARMONTH_ITEM

33 GYEAR_ITEM

34 GMONTHDAY_ITEM

35 GDAY_ITEM

36 GMONTH_ITEM

37 NORMALIZEDSTRING_ITEM

38 TOKEN_ITEM

39 LANGUAGE_ITEM

40 NAME_ITEM

項番 アイテムのデータ型 isNumeric()メソッドの戻り値
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戻り値：
このアイテムが数値コンテキストを参照する場合は true，非数値コンテキストを参
照する場合は falseを返します。

（4） getPeriodType
public java.lang.String getPeriodType()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素宣言の xbrli:periodType属性の値を取得します。

戻り値：
この要素宣言の xbrli:periodType属性の値を返します。xbrli:periodType属性がな
い場合は nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 操作対象のタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場
合にスローされます。［エラーコード：20100］

（5） getDimensionalRelationshipSet
public XBRLDimensionalRelationshipSet 
getDimensionalRelationshipSet()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
アイテムに関連づいている DRSを取得します。

戻り値：
このアイテムに関連づいている DRSを返します。このアイテムに関連づいている
DRSがない場合は，nullを返します。

41 NCNAME_ITEM

42 OTHER_ITEM ユーザーデータ型が数値データ型か
ら派生している場合は true，そうで
ない場合は falseとなります。ユー
ザーデータ型の詳細については，
「5.5　取り扱えるデータ型」を参照
してください。

項番 アイテムのデータ型 isNumeric()メソッドの戻り値
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• このタクソノミー文書が準拠している XBRLのバージョンが 2.1でない場合にス
ローされます。［エラーコード：20100］

• このタクソノミー文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが 1.0でな
い場合にスローされます。［エラーコード：22100］

6.8.18　XBRLTaxonomyNodeインターフェース
public interface XBRLTaxonomyNode

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タクソノミー文書を構成するノードを表します。

フィールドの概要：
XBRLTaxonomyNodeインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-113　XBRLTaxonomyNodeインターフェースのフィールドの概要

項番 説明

1 static int TAXONOMY_DOCUMENT_NODE
　　このノードは，タクソノミー文書を表します。

2 static int TAXONOMY_BODY_NODE
　　このノードは，タクソノミー本体を表します。

3 static int LINKBASE_NODE
　　このノードは，リンクベースを表します。

4 static int ITEM_NODE
　　このノードは，アイテムの要素宣言を表します。

5 static int TUPLE_NODE
　　このノードは，タプルの要素宣言を表します。

6 static int OTHER_ELEMENT_NODE
　　このノードは，アイテムまたはタプル以外の要素の要素宣言を表
します。

7 static int ROLE_TYPE_NODE
　　このノードは，<link:roleType>要素を表します。

8 static int ARCROLE_TYPE_NODE
　　このノードは，<link:arcroleType>要素を表します。

9 static int LABEL_NODE
　このノードは，要素のラベルを表します。

10 static int REFERENCE_NODE
　　このノードは，文献への参照を表します。
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メソッドの概要：
XBRLTaxonomyNodeインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-114　XBRLTaxonomyNodeインターフェースのメソッドの概要

（1） getNodeType
public int getNodeType()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ノードの型を表すコードを取得します。

11 static int PART_NODE
　　このノードは，文献への参照に含まれるパートを表します。

12 static int LINKBASE_REF_NODE
　　このノードは，<link:linkbaseRef>要素を表します。

13 static int ROLE_REF_NODE
　　このノードは，<link:roleRef>要素を表します。

14 static int TAXONOMY_ATTRIBUTE_DECLARATION_NODE
　　このノードは，型定義の属性宣言を表します。

15 static int TAXONOMY_COMPLEX_TYPE_DEFINITION_NODE
　　このノードは，complexTypeの型定義を表します。

16 static int TAXONOMY_SIMPLE_TYPE_DEFINITION_NODE
　　このノードは，simpleTypeの型定義を表します。

17 static int HYPERCUBE_ITEM_NODE
　　このノードは，ハイパーキューブの要素宣言を表します。

18 static int DIMENSION_ITEM_NODE
　　このノードは，ディメンジョンの要素宣言を表します。

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 int getNodeType()
　　ノードの型を表すコードを取得します。

2.0および 2.1

2 XBRLTaxon
omyDocume

nt

getOwnerTaxonomyDocument()
　　ノードを所有する XBRLTaxonomyDocumentオブ
ジェクトを取得します。

2.0および 2.1

3 XBRLTaxon
omyNode

getParentNode()
　　ノードが関連づけられている親ノードを取得します。

2.0および 2.1

4 org.w3c.dom
.Node

getW3CDOMNode()
　　ノードに対応する org.w3c.dom.Nodeオブジェクト
を取得します。

2.0および 2.1

項番 説明
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このメソッドが返す値は，XBRLのバージョンによって異なります。利用できる
ノードの型と XBRLのバージョンの関係を次の表に示します。

表 6-115　利用できるノードの型と XBRLのバージョンの関係

（凡例）○：利用できます。　×：利用できません。
注※　XBRL Dimensions1.0の場合だけ存在します。

戻り値：
このノードの型を表すコードを返します。

（2） getOwnerTaxonomyDocument
public XBRLTaxonomyDocument getOwnerTaxonomyDocument()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ノードを所有する XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを取得します。

項番 ノードの型 XBRL2.0 XBRL2.1

1 TAXONOMY_DOCUMENT_NODE ○ ○

2 TAXONOMY_BODY_NODE ○ ○

3 LINKBASE_NODE ○ ○

4 ITEM_NODE ○ ○

5 TUPLE_NODE ○ ○

6 OTHER_ELEMENT_NODE ○ ○

7 ROLE_TYPE_NODE × ○

8 ARCROLE_TYPE_NODE × ○

9 LABEL_NODE ○ ○

10 REFERENCE_NODE ○ ○

11 PART_NODE ○ ○

12 LINKBASE_REF_NODE × ○

13 ROLE_REF_NODE × ○

14 TAXONOMY_ATTRIBUTE_DECLARATION_NOD
E

× ○

15 TAXONOMY_COMPLEX_TYPE_DEFINITION_N
ODE

× ○

16 TAXONOMY_SIMPLE_TYPE_DEFINITION_NOD
E

× ○

17 HYPERCUBE_ITEM_NODE※ × ○

18 DIMENSION_ITEM_NODE※ × ○
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戻り値：
このノードを所有する XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを返します。この
ノードが XBRLTaxonomyDocumentの場合は，常に nullを返します。

（3） getParentNode
public XBRLTaxonomyNode getParentNode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ノードが関連づけられている親ノードを取得します。このメソッドが返す親ノード
の型は，このノードの型によって異なります。getParentNodeメソッドが返す親
ノードの型を次の表に示します。

表 6-116　getParentNodeメソッドが返す親ノードの型

項番 このノードの型 このメソッドが返す親ノードの型

1 TAXONOMY_DOCUMENT_NODE このメソッドは常に nullを返します。

2 TAXONOMY_BODY_NODE TAXONOMY_DOCUMENT_NODE

3 LINKBASE_NODE TAXONOMY_DOCUMENT_NODE

4 ITEM_NODE TAXONOMY_BODY_NODE

5 TUPLE_NODE TAXONOMY_BODY_NODE

6 OTHER_ELEMENT_NODE TAXONOMY_BODY_NODE

7 ROLE_TYPE_NODE TAXONOMY_BODY_NODE

8 ARCROLE_TYPE_NODE TAXONOMY_BODY_NODE

9 LABEL_NODE TAXONOMY_BODY_NODEまたは
LINKBASE_NODE

10 REFERENCE_NODE TAXONOMY_BODY_NODEまたは
LINKBASE_NODE

11 PART_NODE REFERENCE_NODE

12 LINKBASE_REF_NODE TAXONOMY_BODY_NODE

13 ROLE_REF_NODE LINKBASE_NODE

14 TAXONOMY_ATTRIBUTE_DECLARATIO
N_NODE

TAXONOMY_COMPLEX_TYPE_DEFINITIO
N_NODE

15 TAXONOMY_COMPLEX_TYPE_DEFINIT
ION_NODE

TAXONOMY_BODY_NODEまたは
ITEM_NODEまたは TUPLE_NODEまたは
OTHER_ELEMENT_NODE

16 TAXONOMY_SIMPLE_TYPE_DEFINITIO
N_NODE

TAXONOMY_BODY_NODEまたは
ITEM_NODEまたは TUPLE_NODEまたは
OTHER_ELEMENT_NODE

17 HYPERCUBE_ITEM_NODE※ TAXONOMY_BODY_NODE
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注※　XBRL Dimensions1.0の場合だけ存在します。

戻り値：
このノードの親ノードを返します。関連づけられた親ノードがない場合は nullを返
します。このノードが XBRLTaxonomyDocumentの場合は，常に nullを返します。

（4） getW3CDOMNode
public org.w3c.dom.Node getW3CDOMNode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ノードに対応する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを取得します。XBRLの仕様で
規定されていない属性や要素を参照したい場合は，このメソッドで取得した DOM
ツリーを使用できます。
このメソッドが返す org.w3c.dom.Nodeオブジェクトの型は，このノードの型に
よって異なります。getW3CDOMNode()メソッドが返す org.w3c.dom.Nodeオブ
ジェクトを，次の表に示します。

表 6-117　getW3CDOMNode()メソッドが返す org.w3c.dom.Nodeオブジェクト

18 DIMENSION_ITEM_NODE※ TAXONOMY_BODY_NODE

項番 XBRLTaxonomyNodeオブジェクト
の型

org.w3c.dom.Nodeオブジェク
トの型

説明

1 TAXONOMY_DOCUMENT_NOD
E

null 常に nullを返しま
す。

2 TAXONOMY_BODY_NODE org.w3c.dom.Document タクソノミー本体を
表します。

3 LINKBASE_NODE org.w3c.dom.Document リンクベースを表し
ます。

4 ITEM_NODE org.w3c.dom.Element アイテムを定義して
いる <xsd:element>
要素を表します。

5 TUPLE_NODE org.w3c.dom.Element タプルを定義してい
る <xsd:element>要
素を表します。

6 OTHER_ELEMENT_NODE org.w3c.dom.Element アイテムまたはタプ
ル以外の要素を定義
している
<xsd:element>要素
を表します。

項番 このノードの型 このメソッドが返す親ノードの型
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注※　XBRL Dimensions1.0の場合だけ存在します。
このメソッドが返した org.w3c.dom.Nodeオブジェクト，およびその
org.w3c.dom.Nodeオブジェクトが属する DOMツリーに対する更新操作は絶対にし
てはいけません。更新操作をした場合には，XBRL DOMが正常に動作しないおそれ
があります。

戻り値：

7 ROLE_TYPE_NODE org.w3c.dom.Element <link:roleType>要素
を表します。

8 ARCROLE_TYPE_NODE org.w3c.dom.Element <link:arcroleType>
要素を表します。

9 LABEL_NODE org.w3c.dom.Element XBRLLabel.isRemot
e()が trueの場合は
<link:loc>要素，
falseの場合は
<link:label>要素を
表します。

10 REFERENCE_NODE org.w3c.dom.Element XBRLReference.isRe
mote()が trueの場合
は <link:loc>要素，
falseの場合は
<link:reference>要
素を表します。

11 PART_NODE org.w3c.dom.Element <link:part>要素の代
替要素を表します。

12 LINKBASE_REF_NODE org.w3c.dom.Element <link:linkbaseRef>
要素を表します。

13 ROLE_REF_NODE org.w3c.dom.Element <link:roleRef>要素
を表します。

14 TAXONOMY_ATTRIBUTE_DECL
ARATION_NODE

org.w3c.dom.Element <xsd:attribute>要素
を表します。

15 TAXONOMY_COMPLEX_TYPE_
DEFINITION_NODE

org.w3c.dom.Element <xsd:complexType>
要素を表します。

16 TAXONOMY_SIMPLE_TYPE_DE
FINITION_NODE

org.w3c.dom.Element <xsd:simpleType>要
素を表します。

17 HYPERCUBE_ITEM_NODE※ org.w3c.dom.Element ハイパーキューブを
定義している
<xsd:element>要素
を表します。

18 DIMENSION_ITEM_NODE※ org.w3c.dom.Element ディメンジョンを定
義している
<xsd:element>要素
を表します。

項番 XBRLTaxonomyNodeオブジェクト
の型

org.w3c.dom.Nodeオブジェク
トの型

説明
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このノードに対応する org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを返します。このノードの
型が TAXONOMY_DOCUMENT_NODEの場合は nullを返します。

6.8.19　XBRLTaxonomyOtherElementインターフェース
public interface XBRLTaxonomyOtherElement
extends XBRLTaxonomyElement

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
アイテムまたはタプル以外の要素の要素宣言を表します。
このインターフェースは，タクソノミー本体に <xsd:element>要素によって記述さ
れる要素宣言のうち，substitutionGroup属性の値が xbrli:itemもしくは
xbrli:tupleでない，または，substitutionGroup属性を持たない要素宣言を表しま
す。

6.8.20　XBRLTaxonomySimpleTypeDefinitionインターフェー
ス

public interface XBRLTaxonomySimpleTypeDefinition
extends XBRLTaxonomyTypeDefinition

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
simpleTypeの型定義を表します。

メソッドの概要：
このインターフェースは固有のメソッドを持ちません。

6.8.21　XBRLTaxonomyTupleインターフェース
public interface XBRLTaxonomyTuple
extends XBRLTaxonomyElement

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
タプルの要素宣言を表します。
タクソノミー本体で <xsd:element>要素によって記述される要素宣言のうち，
substitutionGroup属性が xbrli:tupleであるものが，タプルの要素宣言となります。
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6.8.22　XBRLTaxonomyTypeDefinitionインターフェース
public interface XBRLTaxonomyTypeDefinition
extends XBRLTaxonomyNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
タクソノミー文書に記述される型定義を表します。

フィールドの概要：
XBRLTaxonomyTypeDefinitionインターフェースのフィールドの概要を次の表に示
します。

表 6-118　XBRL XBRLTaxonomyTypeDefinitionインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
XBRLTaxonomyTypeDefinitionインターフェースのメソッドの概要を次の表に示し
ます

表 6-119　XBRLTaxonomyTypeDefinitionインターフェースのメソッドの概要

項番 説明

1 static int COMPLEX_TYPE
　　オブジェクトは，complexTypeの型定義を表します。

2 static int SIMPLE_TYPE
　　オブジェクトは，simpleTypeの型定義を表します。

3 static int DERIVATION_EXTENSION
　　拡張による派生を示します。

4 static int DERIVATION_LIST
　　リストによる派生を示します。

5 static int DERIVATION_NONE
　　派生がないことを示します。

6 static int DERIVATION_RESTRICTION
　　制限による派生を示します。

7 static int DERIVATION_SUBSTITUTION
　　置換を示します。

8 static int DERIVATION_UNION
　　共用体による派生を示します。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 int getTypeCategory()
　　オブジェクトの型を表すコードを取得
します。

2.1
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（1） getTypeCategory
public int getTypeCategory()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
オブジェクトの型を表すコードを取得します。

戻り値：
このオブジェクトの型を表すコードを返します。この値は，<xsd:simpleType>要
素，<xsd:complexType>要素のいずれかを表すコードを返します。

（2） getId
public java.lang.String getId()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
型定義の id属性の値を取得します。

戻り値：
この型定義の id属性の値を返します。この型定義に id属性がない場合は nullを返
します。

（3） getNamespaceURI
public java.lang.String getNamespaceURI()

XBRLのバージョン：
2.1

2 java.lang.String getId()
　　型定義の id属性の値を取得します。

2.1

3 java.lang.String getNamespaceURI()
　　型定義が属する名前空間 URIを取得し
ます。

2.1

4 java.lang.String getName()
　　型定義の name属性の値を取得します。

2.1

5 int getFinal()
　　型定義の final属性の値を表すコード
を取得します。

2.1

6 XBRLQName getBase()
　　型定義の base属性で示される型定義の
修飾名を取得します。

2.1

項番 説明 XBRLのバージョン
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説明：
型定義が属する名前空間URIを取得します。

戻り値：
この型定義が属する名前空間URIを返します。

（4） getName
public java.lang.String getName()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
型定義の name属性の値を取得します。

戻り値：
この型定義の name属性の値を返します。この型定義に name属性がない場合は
nullを返します。

（5） getFinal
public int getFinal()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
型定義の final属性の値を表すコードを取得します。

戻り値：
この型定義の final属性の値を表すコードを返します。final属性の指定がなく，
<xsd:schema>要素の finalDefault属性の指定がある場合は，finalDefault属性の値
を表すコードを返します。
<xsd:simpleType> 要素では，DERIVATION_NONE，または
DERIVATION_EXTENSION，DERIVATION_RESTRICTION，
DERIVATION_LIST，DERIVATION_SUBSTITUTION，DERIVATION_UNION
の組み合わせによる論理和です（単一の場合も含みます）。#allを指定した場合は，
DERIVATION_EXTENSION，DERIVATION_RESTRICTION，
DERIVATION_LIST，DERIVATION_SUBSTITUTION，DERIVATION_UNION
の論理和です。
<xsd:complexType> 要素では，DERIVATION_NONE，または
DERIVATION_EXTENSION，DERIVATION_RESTRICTIONの組み合わせによ
る論理和です（単一の場合も含みます）。#allを指定した場合は，
DERIVATION_EXTENSION，DERIVATION_RESTRICTIONの論理和です。
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（6） getBase
public XBRLQName getBase()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
型定義のベースとなる型定義の修飾名を取得します。

戻り値：
この型定義のベースとなる型定義の修飾名を返します。
<xsd:simpleType> 要素では，<xsd:restriction> 要素が存在しない場合，
<xsd:anySimpleType>を表す修飾名を返します。<xsd:restriction> 要素に base属
性の指定がない場合は nullを返します。<xsd:restriction> 要素に base属性の指定
がない場合，つまり，局所型定義をベースの型としている場合の例を以下に示しま
す。
 
<simpleType name="ST1" >
　<restriction>
　　<simpleType>
　　　<restriction base="string"/>
　　</simpleType>
　</restriction>
</simpleType>
 

<xsd:complexType> 要素では，<xsd:restriction> 要素も <xsd:extension> 要素も存
在しない場合，<xsd:anyTypeを表す修飾名を返します。

6.8.23　XBRLTaxonomyDimensionItemインターフェース
public interface XBRLTaxonomyDimensionItem
extends XBRLTaxonomyItem

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
ディメンジョンの要素宣言を表します。
タクソノミー本体に <xsd:element>要素によって記述される要素宣言のうち，
substitutionGroup属性が "xbrldt:dimensionItem"であるものが，ディメンジョン
の要素宣言となります。

メソッドの概要：
XBRLTaxonomyDimensionItemインターフェースのメソッドの概要を次の表に示
します。
832



6.　APIリファレンス
表 6-120　XBRLTaxonomyDimensionItemインターフェースのメソッドの概要

（1） getTypedDomainRef
public java.lang.String getTypedDomainRef()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
要素宣言の xbrldt:typedDomainRef属性の値を取得します。

戻り値：
この要素宣言の xbrldt:typedDomainRef属性の値を返します。
xbrldt:typedDomainRef属性がない場合は nullを返します。

（2） getTypedDomainRefElement
public XBRLTaxonomyElement getTypedDomainRefElement()

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
要素宣言の xbrldt:typedDomainRef属性の値が示す要素宣言を取得します。

戻り値：
この要素宣言の xbrldt:typedDomainRef属性の値が示す要素宣言を返します。
xbrldt:typedDomainRef属性がない場合は nullを返します。

項
番

説明 XBRLのバー
ジョン

XBRL 
Dimensionsの
バージョン

1 java.lang.String getTypedDomainRef()
　　要素宣言の
xbrldt:typedDomainRef属性の値を取
得します。

2.1 1.0

2 XBRLTaxonomy
Element

getTypedDomainRefElement()
　　要素宣言の
xbrldt:typedDomainRef属性の値が示
す要素宣言を取得します。

2.1 1.0
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6.8.24　XBRLTaxonomyHypercubeItemインターフェース
public interface XBRLTaxonomyHypercubeItem
extends XBRLTaxonomyItem

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
ハイパーキューブの要素宣言を表します。
タクソノミー本体に <xsd:element>要素によって記述される要素宣言のうち，
substitutionGroup属性が "xbrldt:hypercubeItem"であるものが，ハイパーキュー
ブの要素宣言となります。
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6.9　com.hitachi.xbrl.typesパッケージ

com.hitachi.xbrl.typesパッケージは，XML Schemaのデータ型および XBRLのデータ
型を処理するためのクラスを提供します。

クラスの概要：
com.hitachi.xbrl.typesパッケージのクラス一覧を次の表に示します。

表 6-121　com.hitachi.xbrl.typesパッケージのクラス一覧

項番 クラス 説明 XBRLのバー
ジョン

1 XBRLAbstractBinary 任意の方式に従ってエンコードされたバイナ
リデータを表す抽象クラスです。

2.0および 2.1

2 XBRLAbstractPrecision 任意の数値精度を表す抽象クラスです。 2.1

3 XBRLBase64Binary XML Schemaのデータ型 base64Binaryを
表します。

2.0および 2.1

4 XBRLDate XML Schemaのデータ型 dateを表します。 2.0および 2.1

5 XBRLDateTime XML Schemaのデータ型 dateTimeを表し
ます。

2.0および 2.1

6 XBRLDateUnion XBRLのデータ型 dateUnionを表します。 2.0および 2.1

7 XBRLDecimals 数値アイテムの decimals属性に指定する値
を表します。

2.1

8 XBRLDuration XML Schemaのデータ型 durationを表しま
す。

2.0および 2.1

9 XBRLFraction データ型が分数であるアイテムの値を表しま
す。

2.1

10 XBRLGDay XML Schemaのデータ型 gDayを表します。 2.0および 2.1

11 XBRLGMonth XML Schemaのデータ型 gMonthを表しま
す。

2.0および 2.1

12 XBRLGMonthDay XML Schemaのデータ型 gMonthDayを表
します。

2.0および 2.1

13 XBRLGYear XML Schemaのデータ型 gYearを表します。 2.0および 2.1

14 XBRLGYearMonth XML Schemaのデータ型 gYearMonthを表
します。

2.0および 2.1

15 XBRLHexBinary XML Schemaのデータ型 hexBinaryを表し
ます。

2.0および 2.1

16 XBRLPrecision 数値アイテムの precision属性に指定する値
を表します。

2.1

17 XBRLQName XML Schemaのデータ型 QNameを表しま
す。

2.0および 2.1

18 XBRLTime XML Schemaのデータ型 timeを表します。 2.0および 2.1
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6.9.1　XBRLAbstractBinaryクラス
public abstract class XBRLAbstractBinary
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
任意の方式に従ってエンコードされたバイナリデータを表す抽象クラスです。エン
コードの方式はサブクラスで定義します。

メソッドの概要：
XBRLAbstractBinaryクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-122　XBRLAbstractBinaryクラスのメソッドの概要

（1） length
public int length()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLAbstractBinaryオブジェクトが保持するバイト配列の長さを取得します。

戻り値：

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 int length()
　　XBRLAbstractBinaryオブジェクトが保持するバ
イト配列の長さを取得します。

2.0および 2.1

2 byte byteAt(int index)
　　指定したインデックスの位置にあるバイトを取得
します。

2.0および 2.1

3 byte[] toByteArray()
　　XBRLAbstractBinaryオブジェクトが保持するバ
イト配列のコピーを取得します。

2.0および 2.1

4 abstract
java.lang.Stri

ng

toString()
　　XBRLAbstractBinaryオブジェクトが保持するバ
イト配列をエンコードして，文字列に変換します。

2.0および 2.1

5 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLAbstractBinaryオブジェクトとほかのオブ
ジェクトが等しいかどうかを調べます。

2.0および 2.1

6 int hashCode()
　　XBRLAbstractBinaryオブジェクトのハッシュ
コードを取得します。

2.0および 2.1
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XBRLAbstractBinaryオブジェクトが保持するバイト配列の長さを返します。

（2） byteAt
public byte byteAt(int index)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定したインデックスの位置にあるバイトを取得します。

引数：
index - 取得したいバイトのインデックスを指定します。

戻り値：
指定したインデックスの位置にあるバイトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 indexによって指定したインデックスが配列の境界を超える場合にスローさ
れます。［エラーコード：25001，25002］

（3） toByteArray
public byte[] toByteArray()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLAbstractBinaryオブジェクトが保持するバイト配列のコピーを取得します。

戻り値：
XBRLAbstractBinaryオブジェクトが保持するバイト配列のコピーを返します。

（4） toString
public abstract java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLAbstractBinaryオブジェクトが保持するバイト配列をエンコードして，文字
列に変換します。変換後の文字列は，サブクラスで定義するエンコードの方式に
よって異なります。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の toString()
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戻り値：
XBRLAbstractBinaryオブジェクトが保持するバイト配列をエンコードした文字列
を返します。

（5） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLAbstractBinaryオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べ
ます。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
obj - XBRLAbstractBinaryオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
XBRLAbstractBinaryオブジェクトが引数 objで指定したオブジェクトと等しい場
合は true，等しくない場合は falseを返します。

（6） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLAbstractBinaryオブジェクトのハッシュコードを取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
XBRLAbstractBinaryオブジェクトのハッシュコードを返します。

6.9.2　XBRLAbstractPrecisionクラス
public abstract class XBRLAbstractPrecision
extends java.lang.Number

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
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任意の数値精度を表す抽象クラスです。数値または文字列 "INF"を保持します。保
持する内容の違いを，isInfinite()メソッドで確認できます。

フィールドの概要：
XBRLAbstractPrecisionクラスのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-123　XBRLAbstractPrecisionクラスのフィールドの概要

メソッドの概要：
XBRLAbstractPrecisionクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-124　XBRLAbstractPrecisionクラスのメソッドの概要

説明

java.lang.String INFINITY
　　数値精度が無限大であることを示す文字列 "INF"を保持します。

項番 説明 XBRLのバー
ジョン

1 boolean isInfinite()
　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが文字列
"INF"を保持するかどうかを調べます。

2.1

2 java.math.BigInt
eger

getValue()
　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持す
る数値を取得します。

2.1

3 int intValue()
　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持す
る値を int型として取得します。

2.1

4 long longValue()
　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持す
る値を long型として取得します。

2.1

5 float floatValue()
　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持す
る値を float型として取得します。

2.1

6 double doubleValue()
　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持す
る値を double型として取得します。

2.1

7 java.lang.String toString()
　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトの文字列
表現を取得します。

2.1

8 abstract boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトとほかの
オブジェクトが等しいかどうかを調べます。

2.1

9 abstract int hashCode()
　　XBRLAbstractPrecisionオブジェクトのハッ
シュコードを取得します。

2.1
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（1） isInfinite
public boolean isInfinite()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが文字列 "INF"を保持するかどうかを調べま
す。

戻り値：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが文字列 "INF"を保持する場合は true，保持
しない場合は falseを返します。

（2） getValue
public java.math.BigInteger getValue()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する数値を取得します。

戻り値：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する数値を返します。
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが文字列 "INF"を保持する場合は nullを返し
ます。

（3） intValue
public int intValue()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する値を int型として取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Number内の intValue()

戻り値：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する値を int型として返します。保持
する数値が大き過ぎて intに適さない場合は，下位の 32ビットだけを返します。ま
た，文字列 "INF"を保持する場合は java.lang.Integer.MAX_VALUEを返します。

（4） longValue
public long longValue()
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XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する値を long型として取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Number内の longValue()

戻り値：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する値を long型として返します。保持
する数値が大き過ぎて longに適さない場合は，下位の 64ビットだけを返します。
また，文字列 "INF"を保持する場合は java.lang.Long.MAX_VALUEを返します。

（5） floatValue
public float floatValue()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する値を float型として取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Number内の floatValue()

戻り値：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する値を float型として返します。保
持する数値の絶対値が大き過ぎて floatとして表せない場合は，
java.lang.Float.NEGATIVE_INFINITYまたは
java.lang.Float.POSITIVE_INFINITYに変換した値を返します。また，文字列
"INF"を保持する場合は java.lang.Float.POSITIVE_INFINITYを返します。

（6） doubleValue
public double doubleValue()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する値を double型として取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Number内の doubleValue()

戻り値：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが保持する値を double型として返します。
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保持する数値の絶対値が大き過ぎて doubleとして表せない場合は，
java.lang.Double.NEGATIVE_INFINITYまたは
java.lang.Double.POSITIVE_INFINITYに変換した値を返します。また，文字列
"INF"を保持する場合は java.lang.Double.POSITIVE_INFINITYを返します。

（7） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトの文字列表現を取得します。
オブジェクト構築時に数値の文字列表現が指定された場合に，指定された文字列表
現を java.math.BigIntegerに変換します。このためオブジェクト構築時に指定され
た文字列表現と，toString()によって取得した文字列表現が異なることがあります。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の toString()

戻り値：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトの文字列表現を返します。

（8） equals
public abstract boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調
べます。等価の基準はサブクラスでの定義によって異なります。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
obj - XBRLAbstractPrecisionオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトが引数 objで指定されたオブジェクトと等し
い場合は true，等しくない場合は falseを返します。

（9） hashCode
public abstract int hashCode()

XBRLのバージョン：
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2.1

説明：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトのハッシュコードを取得します。取得する
ハッシュコードは，サブクラスでの定義によって異なります。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
XBRLAbstractPrecisionオブジェクトのハッシュコードを返します。

6.9.3　XBRLBase64Binaryクラス
public final class XBRLBase64Binary
extends XBRLAbstractBinary

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XML Schemaのデータ型 base64Binaryを表します。base64Binary型は，バイナ
リデータを Base64でエンコードしたものです。このクラスでは，Base64でエン
コードした文字列とバイト配列を保持します。

コンストラクタの概要：
XBRLBase64Binaryクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-125　XBRLBase64Binaryクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLBase64Binaryクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 XBRLBase64Binary(java.lang.String base64)
　　指定した文字列から XBRLBase64Binaryオブジェクトを構築し
ます。

2.0および 2.1

2 XBRLBase64Binary(byte[] bytes)
　　指定したバイト配列から XBRLBase64Binaryオブジェクトを構
築します。

2.0および 2.1

3 XBRLBase64Binary(byte[] bytes, int offset, int length)
　　指定したバイト配列の一部から XBRLBase64Binaryオブジェク
トを構築します。

2.0および 2.1
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表 6-126　XBRLBase64Binaryクラスのメソッドの概要

（1） XBRLBase64Binary
public  XBRLBase64Binary(java.lang.String base64)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した文字列から XBRLBase64Binaryオブジェクトを構築します。
このコンストラクタは，引数 base64で指定した文字列を Base64でデコードしてバ
イト配列を生成し，それを保持します。

引数：
base64 - デコードする文字列（Base64コード表現の文字列）を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 base64に nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

項番 説明 XBRLのバージョン

1 static byte[] toByteArray(java.lang.String base64)
　　指定した文字列を Base64でデコード
して，バイト配列を生成します。

2.0および 2.1

2 java.lang.String toString()
　　XBRLBase64Binaryオブジェクトが
保持するバイト配列を Base64でエンコー
ドして，その結果を取得します。

2.0および 2.1

3 static
java.lang.String

toString(byte[] bytes)
　　指定したバイト配列を Base64でエン
コードして，その結果を取得します。

2.0および 2.1

4 static
java.lang.String

toString(byte[] bytes, int offset, int length)
　　指定されたバイト配列の一部を
Base64でエンコードして，その結果を取
得します。

2.0および 2.1

5 static
XBRLBase64Binary

valueOf(java.lang.String base64)
　　指定した文字列から
XBRLBase64Binaryオブジェクトを取得
します。

2.0および 2.1

6 static
XBRLBase64Binary

valueOf(byte[] bytes)
　　指定したバイト配列から
XBRLBase64Binaryオブジェクトを取得
します。

2.0および 2.1

7 static
XBRLBase64Binary

valueOf(byte[] bytes, int offset, int length)
　　指定したバイト配列の一部から
XBRLBase64Binaryオブジェクトを取得
します。

2.0および 2.1
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• 引数 base64に指定した文字列をデコードする処理でエラーが検出された場合にス
ローされます。［エラーコード：25004，25006，25007］

（2） XBRLBase64Binary
public  XBRLBase64Binary(byte[] bytes)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定したバイト配列から XBRLBase64Binaryオブジェクトを構築します。指定し
たバイト配列はコピーされます。

引数：
bytes - バイト配列を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 bytesに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 bytesに長さ 0の配列を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

25007］

（3） XBRLBase64Binary
public  XBRLBase64Binary(byte[] bytes,
                         int offset,
                         int length)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定したバイト配列の一部から XBRLBase64Binaryオブジェクトを構築します。
バイト配列を指定した部分の内容がコピーされます。

引数：
bytes - バイト配列を指定します。
offset - 読み込み開始位置のインデックスを指定します。
length - 読み込むバイト数を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 bytesに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 offsetおよび引数 lengthの指定によるインデックスが配列の境界を超える場
合にスローされます。［エラーコード：25001，25003，25010］

• 引数 bytesに長さ 0の配列を指定した場合にスローされます。［エラーコード：
25007］
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（4） toByteArray
public static byte[] toByteArray(java.lang.String base64)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した文字列を Base64でデコードして，バイト配列を生成します。

引数：
base64 - デコードする文字列（Base64の表現の文字列）を指定します。

戻り値：
指定した文字列を Base64でデコードして生成されたバイト配列を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 base64に nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 base64に指定した文字列をデコードする処理で，エラーが検出された場合に
スローされます。［エラーコード：25004，25006，25007］

（5） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLBase64Binaryオブジェクトが保持するバイト配列を Base64でエンコードし
て，その結果を取得します。

定義：
クラス XBRLAbstractBinary内の toString()

戻り値：
XBRLBase64Binaryオブジェクトが保持するバイト配列を Base64でエンコードし
た結果を返します。

（6） toString
public static java.lang.String toString(byte[] bytes)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定したバイト配列を Base64でエンコードして，その結果を取得します。

引数：
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bytes - バイト配列を指定します。

戻り値：
指定したバイト配列を Base64でエンコードした結果を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 bytesに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 bytesに長さ 0の配列を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

25007］

（7） toString
public static java.lang.String toString(byte[] bytes,
                                        int offset,
                                        int length)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定されたバイト配列の一部を Base64でエンコードして，その結果を取得します。

引数：
bytes - バイト配列を指定します。
offset - 読み込み開始位置のインデックスを指定します。
length - 読み込むバイト数を指定します。

戻り値：
指定したバイト配列の一部を Base64でエンコードした結果を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 bytesに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 offsetおよび lengthの指定によるインデックスが配列の境界を超える場合に
スローされます。［エラーコード：25001，25003，25010］

• 引数 bytesに長さ 0の配列を指定した場合にスローされます。［エラーコード：
25007］

（8） valueOf
public static XBRLBase64Binary valueOf(java.lang.String base64)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した文字列から XBRLBase64Binaryオブジェクトを取得します。このメソッ
ドが返す XBRLBase64Binaryオブジェクトは，指定した文字列を Base64でデコー
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ドして生成したバイト配列を保持します。

引数：
base64 - デコードする文字列（Base64コード表現の文字列）を指定します。

戻り値：
指定した文字列をデコードして生成した XBRLBase64Binaryオブジェクトを返し
ます。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 base64に nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 base64に指定した文字列をデコードする処理でエラーが検出された場合にス
ローされます。［エラーコード：25004，25006，25007］

（9） valueOf
public static XBRLBase64Binary valueOf(byte[] bytes)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定したバイト配列から XBRLBase64Binaryオブジェクトを取得します。指定し
たバイト配列はコピーされます。

引数：
bytes - バイト配列を指定します。

戻り値：
指定したバイト配列から生成した XBRLBase64Binaryオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 bytesに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 bytesに長さ 0の配列を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

25007］

（10） valueOf
public static XBRLBase64Binary valueOf(byte[] bytes,
                                       int offset,
                                       int length)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定したバイト配列の一部から XBRLBase64Binaryオブジェクトを取得します。
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バイト配列を指定した部分の内容がコピーされます。

引数：
bytes - バイト配列を指定します。
offset - 読み込み開始位置のインデックスを指定します。
length - 読み込むバイト数を指定します。

戻り値：
指定したバイト配列の一部から生成された XBRLBase64Binaryオブジェクトを返
します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 bytesに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 offsetおよび lengthの指定によるインデックスが配列の境界を超える場合に
スローされます。［エラーコード：25001，25003，25010］

• 引数 bytesに長さ 0の配列を指定した場合にスローされます。［エラーコード：
25007］

6.9.4　XBRLDateクラス
public final class XBRLDate
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XML Schemaのデータ型 dateを表します。
注　このクラスは equals()と一貫性のない，自然順序づけを持ちます。

コンストラクタの概要：
XBRLDateクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-127　XBRLDateクラスのコンストラクタの概要

項番 説明 XBRLのバージョン

1 XBRLDate(java.lang.String date)
　　指定した date型データの文字列表現から XBRLDateオブジェ
クトを構築します。

2.0および 2.1

2 XBRLDate(XBRLDate other)
　　指定した XBRLDateオブジェクトから，XBRLDateオブジェ
クトを新規に構築します。

2.0および 2.1

3 XBRLDate(XBRLDateTime other)
　　指定した XBRLDateオブジェクトから，XBRLDateオブジェ
クトを新規に構築します。

2.0および 2.1
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メソッドの概要：
XBRLDateクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-128　XBRLDateクラスのメソッドの概要

（1） XBRLDate
public XBRLDate(java.lang.String date)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した date型データの文字列表現から，XBRLDateオブジェクトを構築します。
次の文字列表現だけを指定できます。文字列表現が不正な場合は例外がスローされ
ます。

指定できる文字列表現：BNF表記
dateFormat ::= ('-')?(date | date timezone)
date ::= year '-' month '-' day
timezone ::= 'Z' | ('+'|'-') hour ':' minute
year ::= ([0-9])*[0-9][0-9][0-9][0-9]
month ::= [0][1-9] | [1][0-2]
day ::= [0][1-9] | [1-2][0-9] | [3][0-1]
hour ::= [0-1][0-9] | [2][0-3]
minute ::= [0-5][0-9]

yearには「0」を指定できません。dayについては，BNF表記で表現できない
月ごとの最大値もチェックします。うるう年も考慮してチェックします。

引数：
date - date型データの文字列表現を指定します。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 int compareTo(XBRLDate other)
　　XBRLDateオブジェクトとほかの
XBRLDateオブジェクトを比較します。

2.0および 2.1

2 java.lang.St
ring

toString()
　　date型データの文字列表現を取得します。

2.0および 2.1

3 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLDateオブジェクトとほかのオブジェ
クトが等しいかどうかを調べます。

2.0および 2.1

4 int hashCode()
　　XBRLDateオブジェクトのハッシュコード
を取得します。

2.0および 2.1

5 XBRLDate add(XBRLDuration duration)
　　指定した XBRLDurationオブジェクトを加
算した XBRLDateオブジェクトを，新規に取得
します。

2.0および 2.1
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6.　APIリファレンス
例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 dateに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 dateに指定した date型データの文字列表現が不正な場合にスローされます。
［エラーコード：25000］

（2） XBRLDate
public  XBRLDate(XBRLDate other)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した XBRLDateオブジェクトから，XBRLDateオブジェクトを新規に構築し
ます。

引数：
other - XBRLDateオブジェクトを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 otherに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（3） XBRLDate
public  XBRLDate(XBRLDateTime other)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した XBRLDateオブジェクトから，XBRLDateオブジェクトを新規に構築し
ます。指定した XBRLDateTimeオブジェクトの時間データは無視し，日付データ
だけで新たなオブジェクトを構築します。

引数：
other - XBRLDateTimeオブジェクトを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 otherに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（4） compareTo
public int compareTo(XBRLDate other)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1
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6.　APIリファレンス
説明：
XBRLDateオブジェクトとほかの XBRLDateオブジェクトとを比較します。
タイムゾーンオフセットを反映した結果で比較します。タイムゾーン指定のないも
のについては UTC（協定世界時）と仮定し，比較します。
注　このメソッドの実行結果と equals()とは一貫性がありません。

引数：
other - 比較対象の XBRLDateオブジェクトを指定します。

戻り値：
この XBRLDateオブジェクトが引数 otherで指定した XBRLDateオブジェクトと
等しい場合は 0を返します。この XBRLDateオブジェクトが引数 otherで指定した
XBRLDateオブジェクトよりも小さい場合は 0より小さい値，大きい場合は 0より
大きい値を返します。

（5） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
date型データの文字列表現を取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の toString()

戻り値：
この date型データの文字列表現を返します。

（6） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLDateオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べます。
タイムゾーンを含み同じ文字列表現となる場合だけ，等しいものとみなします。タ
イムゾーンオフセットを反映した結果が同じ値となる場合でも，タイムゾーンの表
現方法が別表現の場合は異なるものとみなします。
注　このメソッドの実行結果と compareTo()とは一貫性がありません。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
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6.　APIリファレンス
obj - この XBRLDateオブジェクトと，比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
この XBRLDateオブジェクトが引数 objで指定したオブジェクトと等しい場合は
true，等しくない場合は falseを返します。

（7） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLDateオブジェクトのハッシュコードを取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
この XBRLDateオブジェクトのハッシュコードを返します。

（8） add
public XBRLDate add(XBRLDuration duration)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した XBRLDurationオブジェクトを加算した XBRLDateオブジェクトを，新
規に取得します。

引数：
duration - XBRLDurationオブジェクトを指定します。

戻り値：
指定した XBRLDurationオブジェクトを加算した新たな XBRLDateオブジェクト
を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 durationに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

6.9.5　XBRLDateTimeクラス
public final class XBRLDateTime
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
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6.　APIリファレンス
2.0および 2.1

説明：
XML Schemaのデータ型 dateTimeを表します。
注　このクラスは equals()と一貫性のない，自然順序づけを持ちます。

コンストラクタの概要：
XBRLDateTimeクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-129　XBRLDateTimeクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLDateTimeクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-130　XBRLDateTimeクラスのメソッドの概要

項番 説明 XBRLのバージョン

1 XBRLDateTime(java.lang.String datetime)
　　指定した dateTime型データの文字列表現から，
XBRLDateTimeオブジェクトを構築します。

2.0および 2.1

2 XBRLDateTime(XBRLDateTime other)
　　指定した XBRLDateTimeオブジェクトから，
XBRLDateTimeオブジェクトを新規に構築します。

2.0および 2.1

3 XBRLDateTime(XBRLDate other)
　　指定した XBRLDateTimeオブジェクトから，時間が
"00:00:00.000"で始まる XBRLDateTimeオブジェクトを新
規に構築します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョン

1 int compareTo(XBRLDateTime other)
　　XBRLDateTimeオブジェクトとほかの
XBRLDateTimeオブジェクトを比較します。

2.0および 2.1

2 java.lang.Stri
ng

toString()
　　dateTime型データの文字列表現を取得しま
す。

2.0および 2.1

3 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLDateTimeオブジェクトとほかのオ
ブジェクトが等しいかどうかを調べます。

2.0および 2.1

4 int hashCode()
　　XBRLDateTimeオブジェクトのハッシュ
コードを取得します。

2.0および 2.1

5 XBRLDateTi
me

add(XBRLDuration duration)
　　指定した XBRLDurationオブジェクトを加
算した XBRLDateTimeオブジェクトを，新規
に取得します。

2.0および 2.1
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（1） XBRLDateTime
public  XBRLDateTime(java.lang.String datetime)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した dateTime型データの文字列から，XBRLDateTimeオブジェクトを構築し
ます。次の文字列表現だけを指定できます。文字列表現が不正な場合は例外がス
ローされます。

指定できる文字列表現：BNF表記
datetimeFormat ::= ('-')?(date | date timezone)
date ::= year '-' month '-' day 'T' hour ':' minute ':' second
timezone ::= 'Z' | ('+'|'-') hour ':' minute
year ::= ([0-9])*[0-9][0-9][0-9][0-9]
month ::= [0][1-9] | [1][0-2]
day ::= [0][1-9] | [1-2][0-9] | [3][0-1]
hour ::= [0-1][0-9] | [2][0-3]
minute ::= [0-5][0-9]
second ::= [0-5][0-9] | [0-5][0-9]'.'([0-9])+

yearには「0」を指定できません。dayについては，BNF表記で表現できない
月ごとの最大値もチェックします。うるう年も考慮してチェックします。うる
う秒は考慮しません。

秒以下の値は，小数第 4桁で四捨五入しミリ秒単位に丸めます。このためオブジェ
クト構築時に指定した文字列表現と，toStringによって取得した文字列表現が異な
ることがあります。

引数：
datetime - dateTime型データの文字列表現を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 datetimeに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 datetimeに指定した dateTime型データの文字列表現が不正な場合にスロー
されます。［エラーコード：25000］

（2） XBRLDateTime
public  XBRLDateTime(XBRLDateTime other)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した XBRLDateTimeオブジェクトから，XBRLDateTimeオブジェクトを新規
に構築します。

引数：
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other - XBRLDateTimeオブジェクトを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 otherに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（3） XBRLDateTime
public  XBRLDateTime(XBRLDate other)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した XBRLDateTimeオブジェクトから，XBRLDateTimeオブジェクトを新規
に構築します。新たな XBRLDateTimeオブジェクトの時間は「00:00:00.000」とな
ります。

引数：
other - XBRLDateオブジェクトを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 otherに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（4） compareTo
public int compareTo(XBRLDateTime other)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLDateTimeオブジェクトとほかの XBRLDateTimeオブジェクトを比較しま
す。
タイムゾーンオフセットを反映した結果で比較します。タイムゾーン指定のないも
のについては UTC（協定世界時）と仮定し，比較します。
注　このメソッドの実行結果と equals()とは一貫性がありません。

引数：
other - 比較対象の XBRLDateTimeオブジェクトを指定します。

戻り値：
この XBRLDateTimeオブジェクトが，引数 otherで指定した XBRLDateTimeオブ
ジェクトと等しい場合は 0を返します。引数 otherで指定した XBRLDateTimeオ
ブジェクトよりも小さい場合は 0より小さい値，大きい場合は 0より大きい値を返
します。
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（5） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
dateTime型データの文字列を取得します。
秒以下の値は必ず小数第 3桁で表現します。このためオブジェクト構築時に指定し
た文字列表現と，toString()によって取得した文字列表現が異なることがあります。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の toString()

戻り値：
この dateTime型データの文字列表現を返します。

（6） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLDateTimeオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べます。
タイムゾーンを含み同じ文字列表現となる場合だけを，等しいものとみなします。
タイムゾーンオフセットを反映した結果が同じ値となる場合でも，タイムゾーンの
表現方法が別表現の場合は異なるものとみなします。
注　このメソッドの実行結果と compareTo()とは一貫性がありません。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
obj - この XBRLDateTimeオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
この XBRLDateTimeオブジェクトが，引数 objで指定したオブジェクトと等しい場
合は true，等しくない場合は falseを返します。

（7） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
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XBRLDateTimeオブジェクトのハッシュコードを取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
この XBRLDateTimeオブジェクトのハッシュコードを返します。

（8） add
public XBRLDateTime add(XBRLDuration duration)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した XBRLDurationオブジェクトを加算した XBRLDateTimeオブジェクト
を，新規に取得します。

引数：
duration - XBRLDurationオブジェクトを指定します。

戻り値：
指定した XBRLDurationオブジェクトを加算した，新たな XBRLDateTimeオブ
ジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 durationに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

6.9.6　XBRLDateUnionクラス
public final class XBRLDateUnion
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLのデータ型 dateUnionを表します。
XBRLのデータ型 dateUnionは，XML Schemaで次のとおり定義されています。
<simpleType name="dateUnion">
        <union memberTypes="date dateTime"/>
</simpleType>

注　このクラスは equals()と一貫性のない，自然順序づけを持ちます。

フィールドの概要：
XBRLDateUnionクラスのフィールドの概要を次の表に示します。
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表 6-131　XBRLDateUnionクラスのフィールドの概要

コンストラクタの概要：
XBRLDateUnionクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-132　XBRLDateUnionクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLDateUnionクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-133　XBRLDateUnionクラスのメソッドの概要

項
番

説明

1 stati
c int

DATE
　　この dateUnion型のメンバは，XML Schemaの date型です。

2 stati
c int

DATETIME
　　この dateUnion型のメンバは，XML Schemaの dateTime型です。

項番 説明 XBRLのバージョン

1 XBRLDateUnion(java.lang.String dateunion)
　　指定した dateUnion型データの文字列表現から，
XBRLDateUnionオブジェクトを構築します。

2.0および 2.1

2 XBRLDateUnion(XBRLDate date)
　　指定した XBRLDateオブジェクトから，XBRLDateUnionオ
ブジェクトを構築します。

2.0および 2.1

3 XBRLDateUnion(XBRLDateTime datetime)
　　指定した XBRLDateTimeオブジェクトから，
XBRLDateUnionオブジェクトを構築します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 int getMemberType()
　　dateUnion型データのメンバの型を調べます。

2.0および 2.1

2 java.lang.Obj
ect

getMember()
　　dateUnion型データのメンバを取得します。

2.0および 2.1

3 int compareTo(XBRLDateUnion other)
　　XBRLDateUnionオブジェクトとほかの
XBRLDateUnionオブジェクトを比較します。

2.0および 2.1

4 java.lang.Stri
ng

toString()
　　dateUnion型データの文字列表現を取得します。

2.0および 2.1

5 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLDateUnionオブジェクトとほかのオブ
ジェクトが等しいかどうかを調べます。

2.0および 2.1
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（1） XBRLDateUnion
public  XBRLDateUnion(java.lang.String dateunion)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した dateUnion型データの文字列表現から，XBRLDateUnionオブジェクトを
構築します。次の文字列表現だけ指定できます。文字列表現が不正な場合は例外が
スローされます。

指定できる文字列表現：BNF表記
datetimeFormat ::= ('-')?(date | date timezone)
date ::= year '-' month '-' day 'T' hour ':' minute ':' second 
| year '-' month '-' day
timezone ::= 'Z' | ('+'|'-') hour ':' minute
year ::= ([0-9])*[0-9][0-9][0-9][0-9]
month ::= [0][0-9] | [1][0-2]
day ::= [0-2][0-9] | [3][0-1]
hour ::= [0-1][0-9] | [2][0-3]
minute ::= [0-5][0-9]
second ::= [0-5][0-9] | [0-5][0-9]'.'([0-9])+

yearには「0」を指定できません。dayは，BNF表記で表現できない月ごとの
最大値もチェックします。うるう年も考慮してチェックします。うるう秒は考
慮しません。

秒以下の値は，小数第 4桁で四捨五入しミリ秒単位に丸めます。このためオブジェ
クト構築時に指定した文字列表現と，toString()によって取得した文字列表現が異な
ることがあります。

引数：
dateunion - dateUnion型データの文字列表現を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 dateunionに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 dateunionに指定した dateUnion型データの文字列表現が不正な場合にス
ローされます。［エラーコード：25000］

（2） XBRLDateUnion
public  XBRLDateUnion(XBRLDate date)

6 int hashCode()
　　XBRLDateUnionオブジェクトのハッシュコー
ドを取得します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョ
ン
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XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した XBRLDateオブジェクトから，XBRLDateUnionオブジェクトを構築しま
す。

引数：
date - date型データを表す XBRLDateオブジェクトを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 dateに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（3） XBRLDateUnion
public  XBRLDateUnion(XBRLDateTime datetime)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した XBRLDateTimeオブジェクトから，XBRLDateUnionオブジェクトを構
築します。

引数：
datetime - dateTime型データを表す XBRLDateTimeオブジェクトを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 datetimeに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（4） getMemberType
public int getMemberType()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
dateUnion型データのメンバの型を調べます。

戻り値：
dateUnion型データのメンバの型を表すコードを返します。

（5） getMember
public java.lang.Object getMember()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1
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説明：
dateUnion型データのメンバを取得します。

戻り値：
この dateUnion型データのメンバを返します。このメソッドの戻り値は，
XBRLDateまたは XBRLDateTimeのどちらかにキャストできます。どちらにキャ
ストできるかは，getMemberType()で調べることができます。

（6） compareTo
public int compareTo(XBRLDateUnion other)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLDateUnionオブジェクトとほかの XBRLDateUnionオブジェクトを比較しま
す。
タイムゾーンオフセットを反映した結果で比較します。タイムゾーン指定のないも
のについては UTC（協定世界時）と仮定し，比較します。また，date型データの場
合は，時間を「00:00:00.000」と仮定し比較します。
注　このメソッドの実行結果と equals()とは一貫性がありません。

引数：
other - 比較対象の XBRLDateUnionオブジェクトを指定します。

戻り値：
この XBRLDateUnionオブジェクトが，引数 otherで指定した XBRLDateUnionオ
ブジェクトと等しい場合は 0を返します。引数 otherで指定した XBRLDateUnion
オブジェクトよりも小さい場合は 0より小さい値，大きい場合は 0より大きい値を
返します。

（7） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
dateUnion型データの文字列表現を取得します。
このオブジェクトで保持する値が dateTime型データの場合，秒以下の値は必ず小
数第 3桁で表現します。このためオブジェクト構築時に指定した文字列表現と，
toStringによって取得した文字列表現が異なることがあります。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の toString()
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戻り値：
dateUnion型データの文字列表現を返します。

（8） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLDateUnionオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べます。
タイムゾーンを含み同じ文字列表現となる場合だけ，等しいものとみなします。
dateTime型データと date型データが同じ値となる場合でも，オブジェクト構築時
に指定した文字列表現またはオブジェクト型が異なる場合には，等しいものとみな
しません。タイムゾーンオフセットを反映した結果が同じ値となる場合でも，タイ
ムゾーンの表現方法が別表現の場合は異なるものとみなします。
注　このメソッドの実行結果と compareTo()とは一貫性がありません。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
obj - XBRLDateUnionオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
XBRLDateUnionオブジェクトが，引数 objで指定したオブジェクトと等しい場合
は true，等しくない場合は falseを返します。

（9） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLDateUnionオブジェクトのハッシュコードを取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
XBRLDateUnionオブジェクトのハッシュコードを返します。

6.9.7　XBRLDecimalsクラス
public final class XBRLDecimals
extends XBRLAbstractPrecision
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XBRLのバージョン：
2.1

説明：
数値アイテムの decimals属性に指定する値を表します。整数または文字列 "INF"を
保持します。

コンストラクタの概要：
XBRLDecimalsクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-134　XBRLDecimalsクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLDecimalsクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-135　XBRLDecimalsクラスのメソッドの概要

（1） XBRLDecimals
public  XBRLDecimals(java.math.BigInteger value)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
指定した数値から XBRLDecimalsオブジェクトを構築します。

引数：
value - 数値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 XBRLDecimals(java.math.BigInteger value)
　　指定した数値から XBRLDecimalsオブジェクトを構築します。

2.1

2 XBRLDecimals(java.lang.String decimals)
　　指定した decimals属性の値の文字列表現から XBRLDecimalsオブ
ジェクトを構築します。

2.1

項番 説明 XBRLのバージョン

1 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLDecimalsオブジェクトとほかのオブジェクト
が等しいかどうかを調べます。

2.1

2 int hashCode()
　　XBRLDecimalsオブジェクトのハッシュコードを取
得します。

2.1
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• 引数 valueに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（2） XBRLDecimals
public  XBRLDecimals(java.lang.String decimals)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
指定した decimals属性の値の文字列表現から XBRLDecimalsオブジェクトを構築
します。
引数 decimalsには整数を表す文字列（XML Schemaのデータ型 integer），または
文字列 "INF"を指定できます。
引数 decimalsに数値の文字列表現を指定した場合，構築するオブジェクトは文字列
表現を java.math.BigIntegerに変換した値を保持します。このためオブジェクト構
築時に指定された文字列表現と，toString()によって取得した文字列表現が異なるこ
とがあります。

引数：
decimals - decimals属性の値の文字列表現を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 decimalsに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 decimalsに指定された decimals属性の，値の文字列表現が不正な場合にス
ローされます。［エラーコード：25000］

（3） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLDecimalsオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べます。
結果が trueになるのは，このオブジェクトと文字列表現が等しい XBRLDecimals
オブジェクトだけです。

定義：
クラス XBRLAbstractPrecision内の equals()

引数：
obj - XBRLDecimalsオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
XBRLDecimalsオブジェクトが，引数 objで指定されたオブジェクトと等しい場合
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は true，等しくない場合は falseを返します。

（4） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLDecimalsオブジェクトのハッシュコードを取得します。

定義：
クラス XBRLAbstractPrecision内の hashCode()

戻り値：
XBRLDecimalsオブジェクトのハッシュコードを返します。

6.9.8　XBRLDurationクラス
public final class XBRLDuration
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XML Schemaのデータ型 durationを表します。

コンストラクタの概要：
XBRLDurationクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-136　XBRLDurationクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLDurationクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-137　XBRLDurationクラスのメソッドの概要

説明 XBRLのバージョン

XBRLDuration(java.lang.String duration)
　　指定した duration型データの文字列表現から，
XBRLDurationオブジェクトを構築します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 java.lang.Stri
ng

toString()
　　duration型データの文字列表現を取得しま
す。

2.0および 2.1
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（1） XBRLDuration
public  XBRLDuration(java.lang.String duration)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した duration型データの文字列表現から，XBRLDurationオブジェクトを構築
します。
次の文字列表現だけ指定できます。文字列表現が不正な場合は例外がスローされま
す。

指定できる文字列表現：BNF表記
durationFormat ::= ('-')? 'P' (date | time | date time)
date ::= year month day | year month | year day | month day 
| year | month | day
year ::= ([0-9])+ 'Y'
month ::= ([0-9])+ 'M'
day ::= ([0-9])+ 'D'
time ::= 'T' (hour minute second | hour minute | hour second 
| minute second | hour| minute | second)
hour ::= ([0-9])+ 'H'
minute ::= ([0-9])+ 'M'
second ::= ([0-9])+ 'S' | ([0-9])+ '.' ([0-9])+ 'S'

秒以下の値は，小数第 4桁で四捨五入しミリ秒単位に丸めます。このためオブジェ
クト構築時に指定した文字列表現と，toString()によって取得した文字列表現が異な
ることがあります。

引数：
duration - duration型データの文字列表現を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 durationに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 durationに指定した duration型データの文字列表現が不正な場合にスロー
されます。［エラーコード：25000］

2 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLDurationオブジェクトとほかのオブ
ジェクトが等しいかどうかを調べます。

2.0および 2.1

3 int hashCode()
　　XBRLDurationオブジェクトのハッシュコー
ドを取得します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョ
ン
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（2） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
duration型データの文字列表現を取得します。
秒以下の値は必ず小数第 3桁で表現します。このためオブジェクト構築時に指定し
た文字列表現と，toString()によって取得した文字列表現が異なることがあります。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の toString()

戻り値：
duration型データの文字列表現を返します。

（3） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLDurationオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べます。
同じ文字列表現となる場合だけ等しいものとみなします。よって，同じ値となる場
合でも文字列表現が異なる場合には等しいものとみなしません。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
obj - この XBRLDurationオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
XBRLDurationオブジェクトが，引数 objで指定したオブジェクトと等しい場合は
true，等しくない場合は falseを返します。

（4） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLDurationオブジェクトのハッシュコードを取得します。

オーバーライド：
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クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
XBRLDurationオブジェクトのハッシュコードを返します。

6.9.9　XBRLFractionクラス
public final class XBRLFraction
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
データ型が分数であるアイテムの値を表します。
分数のデータ型は分子要素 numeratorと分母要素 denominatorで構成されます。
分子要素は 10進数，分母要素は 0を除く 10進数を含んでいる必要があります。

コンストラクタの概要：
XBRLFractionクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-138　XBRLFractionクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLFractionクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-139　XBRLFractionクラスのメソッドの概要

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 XBRLFraction(java.math.BigDecimal numerator, 
java.math.BigDecimal denominator)
　　指定した分子要素と分母要素で構成される XBRLFractionオブジェ
クトを構築します。

2.1

2 XBRLFraction(java.lang.String fraction)
　　指定した分数の文字列表現から，XBRLFractionオブジェクトを構
築します。

2.1

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 java.math.Bi
gDecimal

getNumerator()
　　XBRLFractionオブジェクトの分子要素を取得し
ます。

2.1

2 java.math.Bi
gDecimal

getDenominator()
　　XBRLFractionオブジェクトの分母要素を取得し
ます。

2.1
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（1） XBRLFraction
public  XBRLFraction(java.math.BigDecimal numerator,
                     java.math.BigDecimal denominator)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
指定した分子要素と分母要素で構成される XBRLFractionオブジェクトを構築しま
す。

引数：
numerator - 分数を構成する分子要素を指定します。
denominator - 分数を構成する分母要素を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 numeratorまたは denominatorに nullを指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002］
• 引数 denominatorの値が 0の場合にスローされます。［エラーコード：25011］

（2） XBRLFraction
public  XBRLFraction(java.lang.String fraction)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
指定した分数の文字列表現から XBRLFractionオブジェクトを構築します。分数の
文字列表現は "numerator/denominator"です。
numeratorおよび denominatorには，共に XML Schemaのデータ型 decimalとし
て妥当な文字列だけを指定できます。ただし，denominatorに 0を表す文字列
（"+0.00"や "-0.0"など）は指定できません。
構築されるオブジェクトは，numeratorおよび denominatorに指定された文字列を

3 java.lang.Stri
ng

toString()
　　XBRLFractionオブジェクトの文字列を取得しま
す。

2.1

4 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLFractionオブジェクトとほかのオブジェク
トが等しいかどうかを調べます。

2.1

5 int hashCode()
　　XBRLFractionオブジェクトのハッシュコードを
取得します。

2.1

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

870



6.　APIリファレンス
java.math.BigDecimalに変換した値を保持します。このためオブジェクト構築時に
指定された文字列表現と，toString()によって取得した文字列表現が異なることがあ
ります。

引数：
fraction - 分数の文字列表現を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 fractionに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 fractionに指定された分数の文字列表現が不正な場合にスローされます。［エ
ラーコード：25000］

（3） getNumerator
public java.math.BigDecimal getNumerator()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLFractionオブジェクトの分子要素を取得します。

戻り値：
XBRLFractionオブジェクトの分子要素を返します。

（4） getDenominator
public java.math.BigDecimal getDenominator()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLFractionオブジェクトの分母要素を取得します。

戻り値：
XBRLFractionオブジェクトの分母要素を返します。

（5） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLFractionオブジェクトの文字列表現を取得します。XBRLFractionオブジェ
クトの文字列表現は "numerator/denominator"です。

オーバーライド：
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クラス java.lang.Object内の toString()

戻り値：
XBRLFractionオブジェクトの文字列表現を返します。

（6） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLFractionオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べます。
結果が trueになるのは，このオブジェクトの正規形（約分した形）と等しい正規形
を持つ XBRLFractionオブジェクトが指定された場合だけです。文字列表現が異な
る場合でも，分数として計算した結果が同値となる場合には等しいとみなされます。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
obj - XBRLFractionオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
XBRLFractionオブジェクトが，引数 objで指定されたオブジェクトと等しい場合
は true，等しくない場合は falseを返します。

（7） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLFractionオブジェクトのハッシュコードを取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
XBRLFractionオブジェクトのハッシュコードを返します。

6.9.10　XBRLGDayクラス
public final class XBRLGDay
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
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2.0および 2.1

説明：
XML Schemaのデータ型 gDayを表します。

コンストラクタの概要：
XBRLGDayクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-140　XBRLGDayクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLGDayクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-141　XBRLGDayクラスのメソッドの概要

（1） XBRLGDay
public  XBRLGDay(java.lang.String gday)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した gDay型データの文字列表現から，XBRLGDayオブジェクトを構築しま
す。
次の文字列表現だけ指定できます。文字列表現が不正な場合は例外がスローされま
す。

指定できる文字列表現：BNF表記
gDayFormat ::= '-' '-' '-' (day | day timezone)
day ::= [0][1-9] | [1-2][0-9] | [3][0-1]
timezone ::= 'Z' | ('+'|'-') hour ':' minute
hour ::= [0-1][0-9] | [2][0-3]

説明 XBRLのバージョン

XBRLGDay(java.lang.String gday)
　　指定した gDay型データの文字列表現から，XBRLGDayオブジェク
トを構築します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 java.lang.Stri
ng

toString()
　　gDay型データの文字列表現を取得します。

2.0および 2.1

2 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLGDayオブジェクトとほかのオブジェクト
が等しいかどうかを調べます。

2.0および 2.1

3 int hashCode()
　　XBRLGDayオブジェクトのハッシュコードを取
得します。

2.0および 2.1
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minute ::= [0-5][0-9]

dayについては，BNF表記で表現できない月ごとの最大値もチェックします。

引数：
gday - gDay型データの文字列表現を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 gdayに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 gdayに指定した gDay型データの文字列表現が不正な場合にスローされま
す。［エラーコード：25000］

（2） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
gDay型データの文字列表現を取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の toString()

戻り値：
この gDay型データの文字列表現を返します。

（3） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLGDayオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べます。
タイムゾーンを含み同じ文字列表現となる場合だけ，等しいものとみなします。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
obj - この XBRLGDayオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
XBRLGDayオブジェクトが引数 objで指定したオブジェクトと等しい場合は true，
等しくない場合は falseを返します。
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（4） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLGDayオブジェクトのハッシュコードを取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
この XBRLGDayオブジェクトのハッシュコードを返します。

6.9.11　XBRLGMonthクラス
public final class XBRLGMonth
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XML Schemaのデータ型 gMonthを表します。

コンストラクタの概要：
XBRLGMonthクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-142　XBRLGMonthクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLGMonthクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-143　XBRLGMonthクラスのメソッドの概要

説明 XBRLのバージョン

XBRLGMonth(java.lang.String gmonth)
　　指定した gMonth型データの文字列表現から，XBRLGMonth
オブジェクトを構築します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.St
ring

toString()
　　gMonth型データの文字列表現を取得します。

2.0および 2.1

2 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLGMonthオブジェクトとほかのオブジェ
クトが等しいかどうかを調べます。

2.0および 2.1
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（1） XBRLGMonth
public  XBRLGMonth(java.lang.String gmonth)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した gMonth型データの文字列表現から，XBRLGMonthオブジェクトを構築
します。
次の文字列表現だけ指定できます。文字列表現が不正な場合は例外がスローされま
す。

指定できる文字列表現：BNF表記
gMonthFormat ::= '-''-'(month | month timezone)
month ::= ([0][1-9] | [1][0-2])('-''-')?
timezone ::= 'Z' | ('+'|'-') hour ':' minute
hour ::= [0-1][0-9] | [2][0-3]
minute ::= [0-5][0-9]

引数：
gmonth - gMonth型データの文字列表現を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 gmonthに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 gmonthに指定した gMonth型データの文字列表現が不正な場合にスローさ
れます。［エラーコード：25000］

（2） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
gMonth型データの文字列表現を取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の toString()

戻り値：
この gMonth型データの文字列表現を返します。

3 int hashCode()
　　XBRLGMonthオブジェクトのハッシュコード
を取得します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョン
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（3） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLGMonthオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べます。
タイムゾーンを含み同じ文字列表現となる場合だけ，等しいものとみなします。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
obj - この XBRLGMonthオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
この XBRLGMonthオブジェクトが，引数 objで指定したオブジェクトと等しい場
合は true，等しくない場合は falseを返します。

（4） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLGMonthオブジェクトのハッシュコードを取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
この XBRLGMonthオブジェクトのハッシュコードを返します。

6.9.12　XBRLGMonthDayクラス
public final class XBRLGMonthDay
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XML Schemaのデータ型 gMonthDayを表します。

コンストラクタの概要：
XBRLGMonthDayクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。
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表 6-144　XBRLGMonthDayクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLGMonthDayクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-145　XBRLGMonthDayクラスのメソッドの概要

（1） XBRLGMonthDay
public  XBRLGMonthDay(java.lang.String gmonthday)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した gMonthDay型データの文字列表現から，XBRLGMonthDayオブジェクト
を構築します。
次の文字列表現だけ指定できます。文字列表現が不正な場合は例外がスローされま
す。

指定できる文字列表現：BNF表記
gMonthDayFormat ::= monthday | monthday timezone
monthday ::= '-' '-' month '-' day
month ::=  [0][1-9] | [1][0-2]
day ::= [0][1-9] | [1-2][0-9] | [3][0-1]
timezone ::= 'Z' | ('+'|'-') hour ':' minute
hour ::= [0-1][0-9] | [2][0-3]
minute ::= [0-5][0-9]

dayについては，BNF表記で表現できない月ごとの最大値もチェックします。

引数：
gmonthday - gMonthDay型データの文字列表現を指定します。

説明 XBRLのバージョン

XBRLGMonthDay(java.lang.String gmonthday)
　　指定した gMonthDay型データの文字列表現から，XBRLGMonthDayオ
ブジェクトを構築します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 java.lang.Stri
ng

toString()
　　gMonthDay型データの文字列表現を取得します。

2.0および 2.1

2 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLGMonthDayオブジェクトとほかのオブ
ジェクトが等しいかどうかを調べます。

2.0および 2.1

3 int hashCode()
　　XBRLGMonthDayオブジェクトのハッシュコー
ドを取得します。

2.0および 2.1
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 gmonthdayに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 gmonthdayに指定した gMonthDay型データの文字列表現が不正な場合にス
ローされます。［エラーコード：25000］

（2） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
gMonthDay型データの文字列表現を取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の toString()

戻り値：
gMonthDay型データの文字列表現を返します。

（3） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLGMonthDayオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べま
す。
タイムゾーンを含み同じ文字列表現となる場合だけ，等しいものとみなします。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
obj - この XBRLGMonthDayオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
この XBRLGMonthDayオブジェクトが，引数 objで指定したオブジェクトと等し
い場合は true，等しくない場合は falseを返します。

（4） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
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2.0および 2.1

説明：
XBRLGMonthDayオブジェクトのハッシュコードを取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
XBRLGMonthDayオブジェクトのハッシュコードを返します。

6.9.13　XBRLGYearクラス
public final class XBRLGYear
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XML Schemaのデータ型 gYearを表します。

コンストラクタの概要：
XBRLGYearクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-146　XBRLGYearクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLGYearクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-147　XBRLGYearクラスのメソッドの概要

説明 XBRLのバージョン

XBRLGYear(java.lang.String gyear)
　　指定した gYear型データの文字列表現から，XBRLGYearオブジェ
クトを構築します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 java.lang.Strin
g

toString()
　　gYear型データの文字列表現を取得します。

2.0および 2.1

2 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLGYearオブジェクトとほかのオブジェク
トが等しいかどうかを調べます。

2.0および 2.1

3 int hashCode()
　　XBRLGYearオブジェクトのハッシュコードを
取得します。

2.0および 2.1
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（1） XBRLGYear
public XBRLGYear(java.lang.String gyear)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した gYear型データの文字列表現から，XBRLGYearオブジェクトを構築しま
す。
次の文字列表現だけ指定できます。文字列表現が不正な場合は例外がスローされま
す。

指定できる文字列表現：BNF表記
gYearFormat ::= ('-')?(year | year timezone)
year ::= ([0-9])*[0-9][0-9][0-9][0-9]
timezone ::= 'Z' | ('+'|'-') hour ':' minute
hour ::= [0-1][0-9] | [2][0-3]
minute ::= [0-5][0-9]

yearには「0」を指定できません。

引数：
gyear - gYear型データの文字列表現を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 gyearに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 gyearに指定した gYear型データの文字列表現が不正な場合にスローされま
す。［エラーコード：25000］

（2） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
gYear型データの文字列表現を取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の toString()

戻り値：
gYear型データの文字列表現を返します。

（3） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
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2.0および 2.1

説明：
XBRLGYearオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べます。
タイムゾーンを含み同じ文字列表現となる場合だけ，等しいものとみなします。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
obj - この XBRLGYearオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
この XBRLGYearオブジェクトが，引数 objで指定したオブジェクトと等しい場合
は true，等しくない場合は falseを返します。

（4） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLGYearオブジェクトのハッシュコードを取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
XBRLGYearオブジェクトのハッシュコードを返します。

6.9.14　XBRLGYearMonthクラス
public final class XBRLGYearMonth
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XML Schemaのデータ型 gYearMonthを表します。

コンストラクタの概要：
XBRLGYearMonthクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。
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表 6-148　XBRLGYearMonthクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLGYearMonthクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-149　XBRLGYearMonthクラスのメソッドの概要

（1） XBRLGYearMonth
public  XBRLGYearMonth(java.lang.String gyearmonth)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した gYearMonth型データの文字列表現から，XBRLGYearMonthオブジェク
トを構築します。
次の文字列表現だけ指定できます。文字列表現が不正な場合は例外がスローされま
す。

指定できる文字列表現：BNF表記
gYearMonthFormat ::= ('-')?(yearmonth | yearmonth timezone)
yearmonth ::= year '-' month
year ::= ([0-9])*[0-9][0-9][0-9][0-9]
month ::= [0][1-9] | [1][0-2]
timezone ::= 'Z' | ('+'|'-') hour ':' minute
hour ::= [0-1][0-9] | [2][0-3]
minute ::= [0-5][0-9]

yearには「0」を指定できません。

引数：
gyearmonth - gYearMonth型データの文字列表現を指定します。

説明 XBRLのバージョン

XBRLGYearMonth(java.lang.String gyearmonth)
　　指定した gYearMonth型データの文字列表現から，
XBRLGYearMonthオブジェクトを構築します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.Str
ing

toString()
　　gYearMonth型データの文字列表現を取得しま
す。

2.0および 2.1

2 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLGYearMonthオブジェクトとほかのオブ
ジェクトが等しいかどうかを調べます。

2.0および 2.1

3 int hashCode()
　　XBRLGYearMonthオブジェクトのハッシュ
コードを取得します。

2.0および 2.1
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 gyearmonthに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 gyearmonthに指定した gYearMonth型データの文字列表現が不正な場合に
スローされます。［エラーコード：25000］

（2） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
gYearMonth型データの文字列表現を取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の toString()

戻り値：
gYearMonth型データの文字列表現を返します。

（3） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLGYearMonthオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べま
す。
タイムゾーンを含み同じ文字列表現となる場合だけ，等しいものとみなします。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
obj - この XBRLGYearMonthオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
この XBRLGYearMonthオブジェクトが，引数 objで指定したオブジェクトと等し
い場合は true，等しくない場合は falseを返します。

（4） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
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2.0および 2.1

説明：
XBRLGYearMonthオブジェクトのハッシュコードを取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
この XBRLGYearMonthオブジェクトのハッシュコードを返します。

6.9.15　XBRLHexBinaryクラス
public final class XBRLHexBinary
extends XBRLAbstractBinary

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XML Schemaのデータ型 hexBinaryを表します。
hexBinary型は，バイナリデータを 16進数で表記したものです。

コンストラクタの概要：
XBRLHexBinaryクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-150　XBRLHexBinaryクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLHexBinaryクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 XBRLHexBinary(java.lang.String hex)
　　指定した 16進数の文字列から，XBRLHexBinaryオブジェクト
を構築します。

2.0および 2.1

2 XBRLHexBinary(byte[] bytes)
　　指定したバイト配列から，XBRLHexBinaryオブジェクトを構築
します。

2.0および 2.1

3 XBRLHexBinary(byte[] bytes, int offset, int length)
　　指定したバイト配列の一部から，XBRLHexBinaryオブジェクト
を構築します。

2.0および 2.1
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表 6-151　XBRLHexBinaryクラスのメソッドの概要

（1） XBRLHexBinary
public  XBRLHexBinary(java.lang.String hex)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した 16進数の文字列から，XBRLHexBinaryオブジェクトを構築します。

引数：
hex - 16進数の文字列を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 hexに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 hexに指定した文字列が 16進数として解釈できない場合にスローされます。
［エラーコード：25004，25006，25007］

（2） XBRLHexBinary
public  XBRLHexBinary(byte[] bytes)

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 static byte[] toByteArray(java.lang.String hex)
　　指定した 16進数の文字列からバイト配列を生成
します。

2.0および 2.1

2 java.lang.Strin
g

toString()
　　XBRLHexBinaryオブジェクトが保持するバイ
ト配列の，16進数での表記を取得します。

2.0および 2.1

3 static
java.lang.Strin

g

toString(byte[] bytes)
　　指定したバイト配列の，16進数での表記を取得
します。

2.0および 2.1

4 static
java.lang.Strin

g

toString(byte[] bytes, int offset, int length)
　　指定したバイト配列の一部の，16進数での表記
を取得します。

2.0および 2.1

5 static
XBRLHexBina

ry

valueOf(java.lang.String hex)
　　指定した 16進数の文字列から，
XBRLHexBinaryオブジェクトを取得します。

2.0および 2.1

6 static
XBRLHexBina

ry

valueOf(byte[] bytes)
　　指定したバイト配列から，XBRLHexBinaryオ
ブジェクトを取得します。

2.0および 2.1

7 static
XBRLHexBina

ry

valueOf(byte[] bytes, int offset, int length)
　　指定したバイト配列の一部から，
XBRLHexBinaryオブジェクトを取得します。

2.0および 2.1
886



6.　APIリファレンス
XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定したバイト配列から，XBRLHexBinaryオブジェクトを構築します。指定した
バイト配列はコピーされます。

引数：
bytes - バイト配列を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 bytesに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 bytesに長さ 0の配列を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

25007］

（3） XBRLHexBinary
public  XBRLHexBinary(byte[] bytes,
                      int offset,
                      int length)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定したバイト配列の一部から，XBRLHexBinaryオブジェクトを構築します。バ
イト配列の指定した部分の内容がコピーされます。

引数：
bytes - バイト配列を指定します。
offset - 読み込み開始位置のインデックスを指定します。
length - 読み込むバイト数を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 bytesに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 offsetおよび lengthの指定によるインデックスが配列の境界を超える場合に
スローされます。［エラーコード：25001，25003，25010］

• 引数 bytesに長さ 0の配列を指定した場合にスローされます。［エラーコード：
25007］

（4） toByteArray
public static byte[] toByteArray(java.lang.String hex)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1
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説明：
指定した 16進数の文字列からバイト配列を生成します。

引数：
hex - 16進数の文字列を指定します。

戻り値：
指定した 16進数の文字列から生成されたバイト配列を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 hexに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 hexに指定した文字列が 16進数として解釈できない場合にスローされます。
［エラーコード：25004，25006，25007］

（5） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLHexBinaryオブジェクトが保持するバイト配列の，16進数での表記を取得し
ます。

定義：
クラス XBRLAbstractBinary内の toString()

戻り値：
XBRLHexBinaryオブジェクトが保持するバイト配列の 16進数による表記を返しま
す。返却される文字列は，必ずアルファベットが大文字になります。

（6） toString
public static java.lang.String toString(byte[] bytes)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定したバイト配列の，16進数での表記を取得します。

引数：
bytes - バイト配列を指定します。

戻り値：
指定したバイト配列の 16進数による表記を返します。 

例外：
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XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 bytesに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 bytesに長さ 0の配列を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

25007］

（7） toString
public static java.lang.String toString(byte[] bytes,
                                        int offset,
                                        int length)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定したバイト配列の一部の，16進数での表記を取得します。

引数：
bytes - バイト配列を指定します。
offset - 読み込み開始位置のインデックスを指定します。
length - 読み込むバイト数を指定します。

戻り値：
指定したバイト配列の一部の 16進数による表記を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 bytesに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 offsetおよび lengthの指定によるインデックスが配列の境界を超える場合に
スローされます。［エラーコード：25001，25003，25010］

• 引数 bytesに長さ 0の配列を指定した場合にスローされます。［エラーコード：
25007］

（8） valueOf
public static XBRLHexBinary valueOf(java.lang.String hex)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した 16進数の文字列から，XBRLHexBinaryオブジェクトを取得します。

引数：
hex - 16進数の文字列を指定します。

戻り値：
指定した 16進数の文字列から生成された XBRLHexBinaryオブジェクトを返しま
す。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 hexに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 hexに指定した文字列が 16進数として解釈できない場合にスローされます。
［エラーコード：25004，25006，25007］

（9） valueOf
public static XBRLHexBinary valueOf(byte[] bytes)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定したバイト配列から，XBRLHexBinaryオブジェクトを取得します。指定した
バイト配列はコピーされます。

引数：
bytes - バイト配列を指定します。

戻り値：
指定したバイト配列から生成された XBRLHexBinaryオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 bytesに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 bytesに長さ 0の配列を指定した場合にスローされます。［エラーコード：

25007］

（10） valueOf
public static XBRLHexBinary valueOf(byte[] bytes,
                                    int offset,
                                    int length)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定したバイト配列の一部から，XBRLHexBinaryオブジェクトを取得します。バ
イト配列の指定した部分の内容がコピーされます。

引数：
bytes - バイト配列を指定します。
offset - 読み込み開始位置のインデックスを指定します。
length - 読み込むバイト数を指定します。

戻り値：
指定したバイト配列の一部から生成された XBRLHexBinaryオブジェクトを返しま
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す。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 bytesに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 offsetおよび lengthの指定によるインデックスが配列の境界を超える場合に
スローされます。［エラーコード：25001，25003，25010］

• 引数 bytesに長さ 0の配列を指定した場合にスローされます。［エラーコード：
25007］

6.9.16　XBRLPrecisionクラス
public final class XBRLPrecision
extends XBRLAbstractPrecision

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
数値アイテムの precision属性に指定する値を表します。0以上の整数，または文字
列 "INF"を保持します。

コンストラクタの概要：
XBRLPrecisionクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-152　XBRLPrecisionクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLPrecisionクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-153　XBRLPrecisionクラスのメソッドの概要

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 XBRLPrecision(java.math.BigInteger value)
　　指定した数値から XBRLPrecisionオブジェクトを構築します。

2.1

2 XBRLPrecision(java.lang.String precision)
　　指定した precision属性の値の文字列表現から XBRLPrecisionオ
ブジェクトを構築します。

2.1

項番 説明 XBRLのバージョン

1 boolea
n

equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLPrecisionオブジェクトとほかのオブジェクト
が等しいかどうかを調べます。

2.1

2 int hashCode()
　　XBRLPrecisionオブジェクトのハッシュコードを取
得します。

2.1
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（1） XBRLPrecision
public  XBRLPrecision(java.math.BigInteger value)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
指定した数値から XBRLPrecisionオブジェクトを構築します。

引数：
value - 数値を指定します。指定できる数値は 0以上の整数です。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 valueに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 valueの値に負数を指定した場合にスローされます。［エラーコード：25001］

（2） XBRLPrecision
public  XBRLPrecision(java.lang.String precision)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
指定した precision属性の値の文字列表現から，XBRLPrecisionオブジェクトを構
築します。引数 precisionには，0以上の整数を表す文字列（XML Schemaのデー
タ型 nonNegativeInteger），または文字列 "INF"を指定できます。
引数 precisionに数値の文字列表現が指定された場合，構築されるオブジェクトは文
字列表現を java.math.BigIntegerに変換した値を保持します。このためオブジェク
ト構築時に指定された文字列表現と，toString()によって取得した文字列表現が異な
ることがあります。

引数：
precision - precision属性の値の文字列表現を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 precisionに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 precisionに指定された precision属性の値の文字列表現が不正な場合にス
ローされます。［エラーコード：25000］

（3） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.1
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説明：
XBRLPrecisionオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べます。
結果が trueになるのは，このオブジェクトと文字列表現が等しい XBRLPrecision
オブジェクトの場合だけです。

定義：
クラス XBRLAbstractPrecision内の equals()

引数：
obj - この XBRLPrecisionオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
XBRLPrecisionオブジェクトが，引数 objで指定されたオブジェクトと等しい場合
は true，等しくない場合は falseを返します。

（4） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLPrecisionオブジェクトのハッシュコードを取得します。

定義：
クラス XBRLAbstractPrecision内の hashCode()

戻り値：
この XBRLPrecisionオブジェクトのハッシュコードを返します。

6.9.17　XBRLQNameクラス
public final class XBRLQName
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XML Schemaのデータ型 QNameを表します。QName型は，Namespaces in XML
で定義されている修飾名（Qualified Name）を表します。修飾名は，名前空間接頭
辞とローカルパートから構成されますが，XBRLQNameクラスでは，名前空間接頭
辞を保持しません。代わりに，名前空間接頭辞に関連づけられる名前空間URIを保
持します。

コンストラクタの概要：
XBRLQNameクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。
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表 6-154　XBRLQNameクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLQNameクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-155　XBRLQNameクラスのメソッドの概要

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 XBRLQName(java.lang.String qname)
　　指定した QNameの文字列表現から XBRLQNameオブジェクト
を構築します。

2.0および 2.1

2 XBRLQName(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String 
localPart)
　　指定した名前空間 URIおよびローカルパートで構成される
QNameを表す XBRLQNameオブジェクトを構築します。

2.0および 2.1

3 XBRLQName(java.lang.String qname, boolean validate)
　　指定した QNameの文字列表現から XBRLQNameオブジェクト
を構築します。

2.0および 2.1

4 XBRLQName(java.lang.String namespaceURI, java.lang.String 
localPart, boolean validate)
　　指定した名前空間 URIおよびローカルパートで構成される
QNameを表す XBRLQNameオブジェクトを構築します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.Str
ing

getNamespaceURI()
　　QNameの名前空間 URIを取得します。

2.0および 2.1

2 java.lang.Str
ing

getLocalPart()
　　QNameのローカルパートを取得します。

2.0および 2.1

3 java.lang.Str
ing

toString()
　　QNameの文字列表現を取得します。

2.0および 2.1

4 static
java.lang.Str

ing

toString(java.lang.String namespaceURI, 
java.lang.String localPart)
　　指定した名前空間 URIおよびローカルパートで構
成される，QNameの文字列表現を取得します。

2.0および 2.1

5 static
XBRLQNam

e

valueOf(java.lang.String qname)
　　指定した QNameの文字列表現から XBRLQName
オブジェクトを取得します。

2.0および 2.1

6 static
XBRLQNam

e

valueOf(java.lang.String namespaceURI, 
java.lang.String localPart)
　　指定した名前空間 URIとローカルパートで構成さ
れる QNameを表す XBRLQNameオブジェクトを取
得します。

2.0および 2.1

7 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLQNameオブジェクトとほかのオブジェクト
が等しいかどうかを調べます。

2.0および 2.1
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（1） XBRLQName
public  XBRLQName(java.lang.String qname)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した QNameの文字列表現から XBRLQNameオブジェクトを構築します。
QNameの文字列表現は，"{namespaceURI}localPart"です。"{namespaceURI}"の
部分は省略できます。
このコンストラクタでは，引数 qnameで指定した QNameの文字列表現に不正な文
字が含まれるかどうかはチェックしません。

引数：
qname - QNameの文字列表現を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 qnameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 qnameに指定した QNameの文字列表現が不正なフォーマットの場合にス
ローされます。［エラーコード：25000］

（2） XBRLQName
public  XBRLQName(java.lang.String namespaceURI,
                  java.lang.String localPart)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した名前空間URIおよびローカルパートで構成される QNameを表す
XBRLQNameオブジェクトを構築します。
このコンストラクタでは，引数 namespaceURIおよび localPartで指定した文字列
に，不正な文字が含まれるかどうかはチェックしません。

引数：
namespaceURI - QNameの名前空間 URIを指定します。名前空間 URIがない場合
は，nullを指定します。
localPart - QNameのローカルパートを指定します。

8 int hashCode()
　　XBRLQNameオブジェクトのハッシュコードを取
得します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョン
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 localPartに nullまたは空文字列（""）を指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002，25000］

（3） XBRLQName
public  XBRLQName(java.lang.String qname,
                  boolean validate)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した QNameの文字列表現から XBRLQNameオブジェクトを構築します。
QNameの文字列表現は "{namespaceURI}localPart"です。"{namespaceURI}"の部
分は省略できます。
引数 validateに trueを指定した場合だけ，QNameの文字列表現に不正な文字が含
まれるかどうかをチェックします。その場合，namespaceURIおよび localPartに
は，それぞれ XML Schemaのデータ型 anyURIおよび NCNameとして妥当な文字
列だけを指定できます。ただし namespaceURIに空文字列（""）は指定できませ
ん。

引数：
qname - QNameの文字列表現を指定します。
validate - QNameの文字列表現に不正な文字が含まれているかどうかをチェックす
る場合は，trueを指定します。チェックしない場合は，falseを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 qnameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 qnameに指定された QNameの文字列表現が不正なフォーマットの場合にス
ローされます。［エラーコード：25000］

• 引数 qnameに指定された QNameの文字列表現に不正な文字が含まれている場合
にスローされます。［エラーコード：25008，25009］

（4） XBRLQName
public  XBRLQName(java.lang.String namespaceURI,
                  java.lang.String localPart,
                  boolean validate)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した名前空間 URIおよびローカルパートで構成される QNameを表す
XBRLQNameオブジェクトを構築します。
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引数 validateに trueが指定された場合だけ，名前空間 URIとローカルパートに指
定された文字列に不正な文字が含まれるかどうかをチェックします。その場合，引
数 namespaceURIおよび localPartには，それぞれ XML Schemaのデータ型
anyURIおよびNCNameとして妥当な文字列だけを指定できます。ただし，引数
namespaceURIに空文字列（""）は指定できません。

引数：
namespaceURI - QNameの名前空間 URIを指定します。名前空間 URIがない場合
は，nullを指定します。
localPart - QNameのローカルパートを指定します。
validate - 名前空間 URIおよびローカルパートに指定された文字列に不正な文字が
含まれているかどうかをチェックする場合は，trueを指定します。チェックしない
場合は，falseを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 localPartに nullまたは空文字列（""）を指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002，25000］
• 引数 namespaceURIに指定した名前空間 URI，または引数 localPartに指定した
ローカルパートに不正な文字が含まれている場合にスローされます。［エラーコー
ド：25008，25009］

（5） getNamespaceURI
public java.lang.String getNamespaceURI()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
QNameの名前空間 URIを取得します。

戻り値：
QNameの名前空間 URIを返します。名前空間 URIがない場合は nullを返します。

（6） getLocalPart
public java.lang.String getLocalPart()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
QNameのローカルパートを取得します。

戻り値：
QNameのローカルパートを返します。
897



6.　APIリファレンス
（7） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
QNameの文字列表現を取得します。QNameの文字列表現は，
"{namespaceURI}localPart"です。"{namespaceURI}"の部分は省略できます。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の toString()

戻り値：
QNameの文字列表現を返します。

（8） toString
public static java.lang.String toString(java.lang.String 
namespaceURI,
                                        java.lang.String localPart)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した名前空間 URIおよびローカルパートで構成される，QNameの文字列表現
を取得します。QNameの文字列表現は，"{namespaceURI}localPart"です。
"{namespaceURI}"の部分は省略できます。
このメソッドでは，引数 namespaceURIおよび localPartで指定した文字列に不正
な文字が含まれるかどうかはチェックしません。

引数：
namespaceURI -QNameの名前空間 URIを指定します。名前空間 URIがない場合
は，nullを指定します。
localPart - QNameのローカルパートを指定します。

戻り値：
指定した名前空間 URIとローカルパートで構成される QNameの文字列表現を返し
ます。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 localPartに nullまたは空文字列（""）を指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002，25000］

（9） valueOf
public static XBRLQName valueOf(java.lang.String qname)
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XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した QNameの文字列表現から XBRLQNameオブジェクトを取得します。
QNameの文字列表現は，"{namespaceURI}localPart"です。"{namespaceURI}"の
部分は省略できます。
このメソッドでは，引数 qnameで指定した QNameの文字列表現に不正な文字が含
まれるかどうかはチェックしません。

引数：
qname - QNameの文字列表現を指定します。

戻り値：
指定した QNameの文字列表現から生成された XBRLQNameオブジェクトを返し
ます。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 qnameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 qnameに指定した QNameの文字列表現が不正なフォーマットの場合にス
ローされます。［エラーコード：25000］

（10） valueOf
public static XBRLQName valueOf(java.lang.String namespaceURI,
                                java.lang.String localPart)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した名前空間URIとローカルパートで構成される QNameを表す
XBRLQNameオブジェクトを取得します。
このメソッドでは，引数 namespaceURIおよび localPartで指定した文字列に，不
正な文字が含まれるかどうかはチェックしません。

引数：
namespaceURI - QNameの名前空間 URIを指定します。名前空間 URIがない場合
は，nullを指定します。
localPart - QNameのローカルパートを指定します。

戻り値：
指定した名前空間URIとローカルパートから生成された XBRLQNameオブジェク
トを返します。

例外：
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XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 localPartに nullまたは空文字列（""）を指定した場合にスローされます。
［エラーコード：20002，25000］

（11） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLQNameオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べます。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
obj - この XBRLQNameオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
この XBRLQNameオブジェクトが，引数 objで指定したオブジェクトと等しい場合
は true，等しくない場合は falseを返します。

（12） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLQNameオブジェクトのハッシュコードを取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
この XBRLQNameオブジェクトのハッシュコードを返します。

6.9.18　XBRLTimeクラス
public final class XBRLTime
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XML Schemaのデータ型 timeを表します。
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注　このクラスは equals()と一貫性のない，自然順序づけを持ちます。

コンストラクタの概要：
XBRLTimeクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-156　XBRLTimeクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLTimeクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-157　XBRLTimeクラスのメソッドの概要

（1） XBRLTime
public  XBRLTime(java.lang.String time)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した time型データの文字列表現から XBRLTimeオブジェクトを構築します。
次の文字列表現だけ指定できます。文字列表現が不正な場合は例外がスローされま
す。

指定できる文字列表現：BNF表記
timeFormat ::= time | time timezone)
time ::= hour ':' minute ':' second
timezone ::= 'Z' | ('+'|'-') hour ':' minute
hour ::= [0-1][0-9] | [2][0-3]
minute ::= [0-5][0-9]
second ::= [0-5][0-9] | [0-5][0-9]'.'([0-9])+

説明 XBRLのバージョン

XBRLTime(java.lang.String time)
　　指定した time型データの文字列表現から XBRLTimeオブジェクトを構築
します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョン

1 int compareTo(XBRLTime other)
　　XBRLTimeオブジェクトとほかの
XBRLTimeオブジェクトを比較します。

2.0および 2.1

2 java.lang.Stri
ng

toString()
　　time型データの文字列表現を取得します。

2.0および 2.1

3 boolean equals(java.lang.Object obj)
　　XBRLTimeオブジェクトとほかのオブジェ
クトが等しいかどうかを調べます。

2.0および 2.1

4 int hashCode()
　　XBRLTimeオブジェクトのハッシュコード
を取得します。

2.0および 2.1
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秒以下の値は，小数第 4桁で四捨五入しミリ秒単位に丸めます。このためオブジェ
クト構築時に指定した文字列表現と，toString()によって取得した文字列表現が異な
ることがあります。

引数：
time - time型データの文字列表現を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 timeに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 timeに指定した time型データの文字列表現が不正な場合にスローされます。
［エラーコード：25000］

（2） compareTo
public int compareTo(XBRLTime other)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLTimeオブジェクトとほかの XBRLTimeオブジェクトを比較します。
タイムゾーンオフセットを反映した結果で比較します。タイムゾーン指定のないも
のについては UTC（協定世界時）と仮定し，比較します。
注　このメソッドの実行結果と equals()とは一貫性がありません。

引数：
other - 比較対象の XBRLTimeオブジェクトを指定します。

戻り値：
この XBRLTimeオブジェクトが，引数 otherで指定した XBRLTimeオブジェクト
と等しい場合は 0を返します。引数 otherで指定した XBRLTimeオブジェクトより
も小さい場合は 0より小さい値，大きい場合は 0より大きい値を返します。

（3） toString
public java.lang.String toString()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
time型データの文字列表現を取得します。
秒以下の値は必ず小数第 3桁で表現します。このためオブジェクト構築時に指定し
た文字列表現と，toString()によって取得した文字列表現が異なることがあります。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の toString()
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戻り値：
この time型データの文字列表現を返します。

（4） equals
public boolean equals(java.lang.Object obj)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLTimeオブジェクトとほかのオブジェクトが等しいかどうかを調べます。
タイムゾーンを含み同じ文字列表現となる場合だけ，等しいものとみなします。タ
イムゾーンオフセットを反映した結果が同じ値となる場合でも，タイムゾーンの表
現方法が別表現の場合は異なるものとみなします。
注　このメソッドの実行結果と compareTo()とは一貫性がありません。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の equals()

引数：
obj - この XBRLTimeオブジェクトと比較するオブジェクトを指定します。

戻り値：
この XBRLTimeオブジェクトが，引数 objで指定したオブジェクトと等しい場合は
true，等しくない場合は falseを返します。

（5） hashCode
public int hashCode()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
XBRLTimeオブジェクトのハッシュコードを取得します。

オーバーライド：
クラス java.lang.Object内の hashCode()

戻り値：
XBRLTimeオブジェクトのハッシュコードを返します。
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6.10　com.hitachi.xbrl.utilパッケージ

com.hitachi.xbrl.utilパッケージは，XBRL DOMで利用できるユーティリティを提供し
ます。

インターフェースの概要：
com.hitachi.xbrl.utilパッケージのインターフェースを次の表に示します。

表 6-158　com.hitachi.xbrl.utilパッケージのインターフェース

クラスの概要：
com.hitachi.xbrl.utilパッケージのクラス一覧を次の表に示します。

表 6-159　com.hitachi.xbrl.utilパッケージのクラス一覧

6.10.1　XBRLIdCreatorインターフェース
public interface XBRLIdCreator

項番 インターフェース 説明 XBRLのバージョ
ン

1 XBRLIdCreator XBRL文書の IDを生成するためのインター
フェースです。

2.1

2 XBRLDocumentWriter XML文書をストリームへ出力するインター
フェースです。

2.1

3 XBRLDocumentWriter
Factory

XBRLDocumentWriterオブジェクトを生成
するための APIを定義するインターフェース
です。

2.1

項番 クラス 説明 XBRLのバージョ
ン

1 XBRLConstants ユーザーアプリケーションで利用できる定数
を定義します。

2.0および 2.1

2 XBRLIdManager XBRL文書に記述された IDを管理します。 2.1

3 XBRLNamespaceDecla
ration

名前空間接頭辞と対応する名前空間 URIの
組を管理します。

2.0および 2.1

4 XBRLSchemaLocation xsi:schemaLocation属性に指定する，名前
空間 URIとスキーマ文書の位置を示す URI
の組を管理します。

2.0および 2.1

5 PTVInstanceクラス PTVIの情報を保持します。 2.1

6 PTVLinkbaseクラス PTVLIの情報を保持します。 2.1

7 XBRLEqualUtilクラス 項目とタプルの重複検出に関連する同等判定
を可能にする機能を提供します。

2.1
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XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRL文書の IDを生成するためのインターフェースです。
XBRL文書の編集時に自動採番される IDを，ユーザーアプリケーションで生成した
い場合は，このインターフェースを実装したクラスを用意する必要があります。
このインターフェースを実装したクラスのオブジェクトを XBRL文書の IDを管理
する XBRLIdManagerオブジェクトに設定すると，IDの自動採番時にコールバッ
クされ，ユーザーアプリケーションで IDを生成できます。

フィールドの概要：
XBRLIdCreatorインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-160　XBRLIdCreatorインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
XBRLIdCreatorクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

項番 説明

1 int FOOTNOTE_LABEL
　　<link:footnote>要素の xlink:label属性に設定する値を生成することを
示します。

2 int LOC_LABEL
　　<link:loc>要素の xlink:label属性に設定する値を生成することを示しま
す。

3 int ITEM_ID
　　アイテムの id属性に設定する値を生成することを示します。

4 int TUPLE_ID
　　タプルの id属性に設定する値を生成することを示します。

5 int XBRL_ID
　　<xbrli:xbrl>要素の id属性に設定する値を生成することを示します。

6 int CONTEXT_ID
　　<xbrli:context>要素の id属性に設定する値を生成することを示します。

7 int UNIT_ID
　　<xbrli:unit>要素の id属性に設定する値を生成することを示します。

8 int FOOTNOTE_LINK_ID
　　<link:footnoteLink>要素の id属性に設定する値を生成することを示し
ます。

9 int FOOTNOTE_ID
　　<link:footnote>要素の id属性に設定する値を生成することを示します。
905



6.　APIリファレンス
表 6-161　XBRLIdCreatorクラスのメソッドの概要

（1） createId
public java.lang.String createId(int type,
                                 XBRLIdManager idManager)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
IDを生成します。
インスタンス文書のアイテムや脚注リンクの <link:loc>要素などの生成時に，id属
性や xlink:label属性などの値を自動生成する前に呼び出されます。このメソッドの
戻り値（文字列）を，id属性や xlink:label属性などの値として使用します。
XBRLInstanceDocument.createItem()メソッドや
XBRLInstanceDocument.addFootnote()メソッドなどの延長でこのメソッドが呼び
出され，戻り値は引数 idManagerの XBRLIdManagerオブジェクトで管理されま
す。
このメソッドで採番した IDが不正な場合や実行時例外がスローされた場合には，
uCosminexus Business Reporting Processorによって自動採番し直された IDが使
用されます。

引数：
type - IDの自動生成が必要な要素の属性を示す値を指定します。詳細を次の表に示
します。

表 6-162　IDの自動生成が必要な要素と，typeに指定する値

説明 XBRLのバージョン

java.lang.String createId(int type, XBRLIdManager idManager)
　　IDを生成します。

2.1

項番 typeに指定する値 IDの自動生成が必要な要素と属性

1 XBRLIdCreator.FOOTNOTE_LABEL <link:footnote>/xlink:label

2 XBRLIdCreator.LOC_LABEL <link:loc>/xlink:label

3 XBRLIdCreator.ITEM_ID アイテム型要素 /id

4 XBRLIdCreator.TUPLE_ID タプル型要素 /id

5 XBRLIdCreator.XBRL_ID <xbrl>/id

6 XBRLIdCreator.CONTEXT_ID <context>/id

7 XBRLIdCreator.UNIT_ID <unit>/id

8 XBRLIdCreator.FOOTNOTE_LINK_ID <footnoteLink>/id

9 XBRLIdCreator.FOOTNOTE_ID <footnote>/id
906



6.　APIリファレンス
なお，このメソッドが XBRLIdManagerオブジェクトから呼び出された場合，次の
値が指定されることはありません。
• XBRLIdCreator.XBRL_ID
• XBRLIdCreator.FOOTNOTE_LINK_ID
• XBRLIdCreator.FOOTNOTE_ID

idManager - このメソッドを呼び出した XBRLIdManagerオブジェクトを指定しま
す。

戻り値：
各要素の id属性など，XML文書内に記述する IDを返します。返した IDが次の場
合は，uCosminexus Business Reporting Processorによって自動採番し直された ID
が使用されます。
• 引数 idManagerの XBRLIdManagerオブジェクト内で，一意でない場合
• nullの場合
• 空文字列の場合
• xsd:NCName型でない場合
• 実行時例外がスローされた場合

6.10.2　XBRLDocumentWriterインターフェース
public interface XBRLDocumentWriter

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XML文書をストリームへ出力するインターフェースです。
XBRLDocumentWriterは，JAXPに準拠した XSLTプロセッサを使用して XML文
書をストリームへ出力します。

メソッドの概要：
XBRLDocumentWriterインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-163　XBRLDocumentWriterインターフェースのメソッドの概要

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

1 XBRLDocumentMan
ager

getOwnerDocumentManager()
　　XBRLDocumentWriterオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

2.1

2 void setEncoding(java.lang.String encoding)
　　XML文書を出力する際に使用するエンコーディング
を設定します。

2.1
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（1） getOwnerDocumentManager
public XBRLDocumentManager getOwnerDocumentManager()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLDocumentWriterオブジェクトを所有する XBRLDocumentManagerオブ
ジェクトを取得します。

戻り値：
XBRLDocumentWriterオブジェクトを所有する XBRLDocumentManagerオブ
ジェクトを返します。

（2） setEncoding
public void setEncoding(java.lang.String encoding)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XML文書を出力する際に使用するエンコーディングを設定します。このメソッドが
呼び出されなかった場合は，デフォルトのエンコーディングである UTF-8が使用さ
れます。
XBRLDocumentWriterは，JAXPに準拠した XSLTプロセッサを使用して XML文
書をストリームへ出力します。そのため，このメソッドで指定できるエンコーディ
ングは使用する XSLTプロセッサに依存しますが，uCosminexus Business 

3 java.lang.String getEncoding()
　　XML文書を出力する際に使用するエンコーディング
を取得します。

2.1

4 void setIndent(boolean indent)
　　XML文書を出力する際にインデントを設定するかど
うかを指定します。

2.1

5 boolean isIndent()
　　XML文書を出力する際にインデントを設定するよう
設定されているかどうかを調べます。

2.1

6 void write(java.io.OutputStream os, org.w3c.dom.Document 
doc)
　　XML文書をストリームへ出力します。

2.1

7 void write(java.io.OutputStream os, XBRLInstanceDocument 
doc)
　　インスタンス文書をストリームへ出力します。

2.1

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン
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Reporting Processorでは利用できるエンコーディングに制限はありません。そのた
め，このメソッドでは引数 encodingに nullを指定しないかぎり，例外は発生しま
せん。その代わり，XSLTプロセッサでサポートされないエンコーディングを指定
した場合は，XML文書の出力処理時に例外が発生するおそれがあります。

引数：
encoding - エンコーディングを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 encodingに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（3） getEncoding
public java.lang.String getEncoding()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XML文書を出力する際に使用するエンコーディングを取得します。

戻り値：
XML文書を出力する際に使用されるエンコーディングを返します。

（4） setIndent
public void setIndent(boolean indent)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XML文書を出力する際にインデントを設定するかどうかを指定します。このメソッ
ドが呼び出されなかった場合はインデントは設定しません。インデントを設定する
よう指定すると，XBRLDocumentWriterオブジェクトは XSLTプロセッサに対し
て indentプロパティを yesに設定してから出力処理を実行します。

引数：
indent - インデントを設定する場合は true，インデントを設定しない場合は falseを
指定します。

（5） isIndent
public boolean isIndent()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
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XML文書を出力する際にインデントを設定するよう設定されているかどうかを調べ
ます。

戻り値：
XML文書を出力する際にインデントを設定するよう指定されている場合は true，そ
うでない場合は falseを返します。

（6） write
public void write(java.io.OutputStream os,
                  org.w3c.dom.Document doc)
            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XML文書をストリームへ出力します。

引数：
os - XML文書を出力するストリームを指定します。
doc - ストリームへ出力する XML文書を指定します。

例外：
XBRLDOMException - 
• 入出力エラーが発生した場合にスローされます。［エラーコード：20052］

XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 osまたは docに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］

（7） write
public void write(java.io.OutputStream os,
                  XBRLInstanceDocument doc)
            throws XBRLDOMException

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
インスタンス文書をストリームへ出力します。出力前にインスタンス文書の検証を
実行することをお勧めします。
インスタンス文書のルート要素が XML文書のルート要素ではない場合，インスタ
ンス文書が埋め込まれている XML文書全体をストリームへ出力します。インスタ
ンス文書のルート要素が DOMツリーにつながっていない場合は，
XBRLDOMRuntimeExceptionがスローされます。

引数：
os - インスタンス文書を出力するストリームを指定します。
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doc - ストリームへ出力するインスタンス文書を指定します。

例外：
XBRLDOMException - 
• 入出力エラーが発生した場合にスローされます。［エラーコード：20052］

XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 osまたは docに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：

20002］
• 引数 docに指定された XBRLInstanceDocumentオブジェクトを所有する

XBRLDocumentManagerオブジェクトが，この XBRLDocumentWriterオブ
ジェクトを所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトと異なる場合にス
ローされます。［エラーコード：20051］

• 引数 docに指定されたインスタンス文書のルート要素が DOMツリーにつながっ
ていない場合にスローされます。［エラーコード：20106］

6.10.3　XBRLDocumentWriterFactoryインターフェース
public interface XBRLDocumentWriterFactory

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLDocumentWriterオブジェクトを生成するための APIを定義するインター
フェースです。

メソッドの概要：
XBRLDocumentWriterFactoryインターフェースのメソッドの概要を次の表に示し
ます。

表 6-164　XBRLDocumentWriterFactoryインターフェースのメソッドの概要

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

1 XBRLDocumentMan
ager

getOwnerDocumentManager()
　　XBRLDocumentWriterFactoryオブジェクトを所有
する XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得しま
す。

2.1

2 XBRLDocumentWrite
r

newDocumentWriter()
　　現在設定されているパラメタを使用して
XBRLDocumentWriterの新しいインスタンスを生成しま
す。

2.1
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（1） getOwnerDocumentManager
public XBRLDocumentManager getOwnerDocumentManager()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLDocumentWriterFactoryオブジェクトを所有する XBRLDocumentManager
オブジェクトを取得します。

戻り値：
XBRLDocumentWriterFactoryオブジェクトを所有する XBRLDocumentManager
オブジェクトを返します。

（2） newDocumentWriter
public XBRLDocumentWriter newDocumentWriter()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
現在設定されているパラメタを使用して，XBRLDocumentWriterの新しいインスタ
ンスを生成します。

戻り値：
新たに生成された XBRLDocumentWriterオブジェクトを返します。

6.10.4　XBRLConstantsクラス
public abstract class XBRLConstants
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
ユーザーアプリケーションで利用できる定数を定義します。

フィールドの概要：
XBRLConstantsクラスのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-165　XBRLConstantsクラスのフィールドの概要

項番 説明

1 static
java.lang.String

XBRL_INSTANCE_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://www.xbrl.org/2001/
instance」を保持します。この名前空間 URIは，XBRL2.0では，インスタ
ンス文書の名前空間を示すものとして定義されています。
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2 static
java.lang.String

XBRL_LINKBASE_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://www.xbrl.org/2001/
XLink/xbrllinkbase」を保持します。この名前空間 URIは，XBRL2.0で
は，リンクベースの名前空間を示すものとして定義されています。

3 static
java.lang.String

XBRL21_INSTANCE_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://www.xbrl.org/2003/
instance」を保持します。この名前空間 URIは，XBRL2.1では，インスタ
ンス文書の名前空間を示すものとして定義されています。

4 static
java.lang.String

XBRL21_LINKBASE_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://www.xbrl.org/2003/
linkbase」を保持します。この名前空間 URIは，XBRL2.1では，リンク
ベースの名前空間を示すものとして定義されています。

5 static
java.lang.String

XBRL21_ISO4217_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://www.xbrl.org/2003/
iso4217」を保持します。この名前空間 URIは，XBRL2.1では，ISO4217
の通貨コードを記述するために定義されています。

6 static
java.lang.String

XMLSCHEMA_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://www.w3.org/2001/
XMLSchema」を保持します。この名前空間 URIは，W3Cの勧告である
XML Schemaで規定されていて，スキーマ文書を記述するために使用され
ます。

7 static
java.lang.String

XMLSCHEMA_INSTANCE_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://www.w3.org/2001/
XMLSchema-instance」を保持します。この名前空間 URIは，W3Cの勧告
である XML Schemaで規定されています。XML文書でスキーマ文書の所在
を示すために使用される schemaLocationなどの属性が，この名前空間 URI
に含まれます。

8 static
java.lang.String

XLINK_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://www.w3.org/1999/
xlink」を保持します。この名前空間 URIは，W3Cの勧告である XLink 1.0
で規定されています。

9 static
java.lang.String

XHTML_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://www.w3.org/1999/
xhtml」を保持します。この名前空間 URIは，W3Cの勧告である XHTML
に従った文書を記述するために使用されます。XBRLでは，ラベル
（<link:label>要素）や脚注（<link:footnote>要素）の内容に XHTMLを記
述できます。

10 static
java.lang.String

XML_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://www.w3.org/XML/
1998/namespace」を保持します。この名前空間 URIは，W3Cの勧告であ
る Namespaces in XMLで，名前空間接頭辞 xmlに関連づけられています。

11 static
java.lang.String

XMLNS_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://www.w3.org/2000/
xmlns/」を保持します。この名前空間 URIは，W3Cの勧告である DOM 
Level 2で，名前空間接頭辞 xmlnsに関連づけられています。

項番 説明
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12 static int XBRL_2_0
　　この定数は，XBRLのバージョンが 2.0であることを示すために使用さ
れます。

13 static int XBRL_2_1
　　この定数は，XBRLのバージョンが 2.1であることを示すために使用さ
れます。

14 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_LINK
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている拡張リンクのロールの標準値
「http://www.xbrl.org/2003/role/link」を保持します。

15 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_LABEL_LINKBASE_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:linkbaseRef>要素の
ロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/labelLinkbaseRef」を保持
します。

16 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_REFERENCE_LINKBASE_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:linkbaseRef>要素の
ロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/referenceLinkbaseRef」を
保持します。

17 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_CALCULATION_LINKBASE_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:linkbaseRef>要素の
ロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/calculationLinkbaseRef」
を保持します。

18 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_DEFINITION_LINKBASE_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:linkbaseRef>要素の
ロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/definitionLinkbaseRef」を
保持します。

19 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_PRESENTATION_LINKBASE_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:linkbaseRef>要素の
ロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/presentationLinkbaseRef」
を保持します。

20 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/label」を保持します。

21 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_TERSE_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/terseLabel」を保持します。

22 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_VERBOSE_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/verboseLabel」を保持します。

23 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_POSITIVE_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/positiveLabel」を保持します。

24 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_POSITIVE_TERSE_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/positiveTerseLabel」を保持します。

項番 説明
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25 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_POSITIVE_VERBOSE_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/positiveVerboseLabel」を保持しま
す。

26 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_NEGATIVE_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/negativeLabel」を保持します。

27 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_NEGATIVE_TERSE_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/negativeTerseLabel」を保持しま
す。

28 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_NEGATIVE_VERBOSE_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/negativeVerboseLabel」を保持しま
す。

29 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_ZERO_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/zeroLabel」を保持します。

30 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_ZERO_TERSE_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/zeroTerseLabel」を保持します。

31 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_ZERO_VERBOSE_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/zeroVerboseLabel」を保持します。

32 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_TOTAL_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/totalLabel」を保持します。

33 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_PERIOD_START_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/periodStartLabel」を保持します。

34 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_PERIOD_END_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/periodEndLabel」を保持します。

35 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_DOCUMENTATION
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/documentation」を保持します。

36 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_DEFINITION_GUIDANCE
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/definitionGuidance」を保持します。

37 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_DISCLOSURE_GUIDANCE
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/disclosureGuidance」を保持しま
す。

項番 説明
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38 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_PRESENTATION_GUIDANCE
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/presentationGuidance」を保持しま
す。

39 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_MEASUREMENT_GUIDANCE
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/measurementGuidance」を保持し
ます。

40 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_COMMENTARY_GUIDANCE
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/commentaryGuidance」を保持しま
す。

41 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_EXAMPLE_GUIDANCE
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:label>要素のロールの
標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/exampleGuidance」を保持します。

42 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_REFERENCE
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:reference>要素のロー
ルの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/reference」を保持します。

43 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_DEFINITION_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:reference>要素のロー
ルの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/definitionRef」を保持します。

44 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_DISCLOSURE_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:reference>要素のロー
ルの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/disclosureRef」を保持します。

45 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_MANDATORY_DISCLOSURE_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:reference>要素のロー
ルの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/mandatoryDisclosureRef」を保
持します。

46 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_RECOMMENDED_DISCLOSURE_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:reference>要素のロー
ルの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/recommendedDisclosureRef」
を保持します。

47 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_UNSPECIFIED_DISCLOSURE_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:reference>要素のロー
ルの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/unspecifiedDisclosureRef」を
保持します。

48 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_PRESENTATION_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:reference>要素のロー
ルの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/presentationRef」を保持しま
す。

49 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_MEASUREMENT_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:reference>要素のロー
ルの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/measurementRef」を保持しま
す。

項番 説明
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50 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_COMMENTARY_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:reference>要素のロー
ルの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/commentaryRef」を保持しま
す。

51 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_EXAMPLE_REF
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:reference>要素のロー
ルの標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/exampleRef」を保持します。

52 static
java.lang.String

XBRL21_ROLE_FOOTNOTE
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:footnote>要素のロール
の標準値「http://www.xbrl.org/2003/role/footnote」を保持します。

53 static
java.lang.String

XBRL21_ARCROLE_CONCEPT_LABEL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:labelArc>要素のアーク
ロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/arcrole/concept-label」を保持し
ます。

54 static
java.lang.String

XBRL21_ARCROLE_CONCEPT_REFERENCE
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:referenceArc>要素の
アークロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/arcrole/
concept-reference」を保持します。

55 static
java.lang.String

XBRL21_ARCROLE_SUMMATION_ITEM
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:calculationArc>要素の
アークロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/arcrole/
summation-item」を保持します。

56 static
java.lang.String

XBRL21_ARCROLE_GENERAL_SPECIAL
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:definitionArc>要素の
アークロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/arcrole/general-special」
を保持します。

57 static
java.lang.String

XBRL21_ARCROLE_ESSENCE_ALIAS
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:definitionArc>要素の
アークロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/arcrole/essence-alias」を
保持します。

58 static
java.lang.String

XBRL21_ARCROLE_SIMILAR_TUPLE
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:definitionArc>要素の
アークロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/arcrole/similar-tuples」
を保持します。

59 static
java.lang.String

XBRL21_ARCROLE_REQUIRES_ELEMENT
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:definitionArc>要素の
アークロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/arcrole/
requires-element」を保持します。

60 static
java.lang.String

XBRL21_ARCROLE_PARENT_CHILD
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:presentationArc>要素
のアークロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/arcrole/parent-child」
を保持します。

項番 説明
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61 static
java.lang.String

XBRL21_ARCROLE_FACT_FOOTNOTE
　　この定数は，XBRL2.1で規定されている <link:footnoteArc>要素の
アークロールの標準値「http://www.xbrl.org/2003/arcrole/fact-footnote」を
保持します。

62 static
java.lang.String

DIM10_ARCROLE_ALL
　　この定数は，XBRL Dimensions1.0で規定されている
<link:definitionArc>要素のアークロールの標準値「http://xbrl.org/int/dim/
arcrole/all」を保持します。

63 static
java.lang.String

DIM10_ARCROLE_NOTALL
　　この定数は，XBRL Dimensions1.0で規定されている
<link:definitionArc>要素のアークロールの標準値「http://xbrl.org/int/dim/
arcrole/notAll」を保持します。

64 static
java.lang.String

DIM10_ARCROLE_HYPERCUBE_DIMENSION
　　この定数は，XBRL Dimensions1.0で規定されている
<link:definitionArc>要素のアークロールの標準値「http://xbrl.org/int/dim/
arcrole/hypercube-dimension」を保持します。

65 static
java.lang.String

DIM10_ARCROLE_DIMENSION_DOMAIN
　　この定数は，XBRL Dimensions1.0で規定されている
<link:definitionArc>要素のアークロールの標準値「http://xbrl.org/int/dim/
arcrole/dimension-domain」を保持します。

66 static
java.lang.String

DIM10_ARCROLE_DOMAIN_MEMBER
　　この定数は，XBRL Dimensions1.0で規定されている
<link:definitionArc>要素のアークロールの標準値「http://xbrl.org/int/dim/
arcrole/domain-member」を保持します。

67 static
java.lang.String

DIM10_ARCROLE_DIMENSION_DEFAULT
　　この定数は，XBRL Dimensions1.0で規定されている
<link:definitionArc>要素のアークロールの標準値「http://xbrl.org/int/dim/
arcrole/dimension-default」を保持します。

68 static
java.lang.String

DIM10_TAXONOMY_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列 "http://xbrl.org/2005/xbrldt" 
を保持します。

69 static
java.lang.String

DIM10_INSTANCE_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://xbrl.org/2006/xbrldi」
を保持します。

70 static
java.lang.String

DIM10_TAXONOMY_ERROR_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://xbrl.org/2005/xbrldt/
errors」を保持します。

71 static
java.lang.String

DIM10_INSTANCE_ERROR_NS_URI
　　この定数は，名前空間 URIを表す文字列「http://xbrl.org/2005/xbrldi/
errors」を保持します。

72 static int DIMENSIONS_NONE
　　この定数は，XBRL Dimensionsに対応しないことを示すために使用さ
れます。

項番 説明
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6.10.5　XBRLIdManagerクラス
public class XBRLIdManager
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRL文書に記述された IDを管理します。

コンストラクタの概要：
XBRLIdManagerクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-166　XBRLIdManagerクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLIdManagerクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-167　XBRLIdManagerクラスのメソッドの概要

73 static int DIMENSIONS_1_0
　　この定数は，XBRL Dimensionsのバージョンが 1.0であることを示す
ために使用されます。

説明 XBRLのバージョン

XBRLIdManager()
　　XBRL文書に記述された IDを管理する XBRLIdManagerオブジェクトを
新規に構築します。

2.1

項番 説明 XBRLの
バージョン

1 XBRLIdCreato
r

setIdCreator(XBRLIdCreator creator)
　　XBRLIdCreatorインターフェースを継承したオブジェ
クトを，XBRLIdManagerオブジェクトに設定します。

2.1

2 XBRLIdCreato
r

getIdCreator()
　　この XBRLIdManagerオブジェクトに設定されている
XBRLIdCreatorインターフェースを継承したオブジェクト
を取得します。

2.1

3 void registerDocument(XBRLInstanceDocument doc)
　　XBRLInstanceDocumentオブジェクトを
XBRLIdManagerオブジェクトに登録します。

2.1

4 void unregisterDocument(XBRLInstanceDocument doc)
　　XBRLIdManagerオブジェクトで管理する
XBRLInstanceDocumentオブジェクトの登録を解除しま
す。

2.1

項番 説明
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（1） XBRLIdManager
public XBRLIdManager()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRL文書に記述された IDを管理する XBRLIdManagerオブジェクトを新規に構
築します。

（2） setIdCreator
public XBRLIdCreator setIdCreator(XBRLIdCreator creator)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLIdCreatorインターフェースを継承したオブジェクトを，XBRLIdManagerオ
ブジェクトに設定します。
XBRLIdManagerオブジェクトに設定した XBRLIdCreatorオブジェクトは，IDが
自動採番される前に createId()メソッドによって呼び出されます。XBRLIdCreator
を実装して setIdCreator()メソッドを利用すれば，ユーザーアプリケーションで ID
を生成できます。
setIdCreator()メソッドの引数 creatorに nullを指定すると，uCosminexus 
Business Reporting Processorによる自動採番（未設定）に設定が戻ります。

引数：
creator - 自動採番で利用する XBRLIdCreatorオブジェクトを指定します。

戻り値：
設定前の XBRLIdCreatorオブジェクトを返します。未設定の場合には，デフォル
ト実装の XBRLIdCreatorオブジェクトを返します。

（3） getIdCreator
public XBRLIdCreator getIdCreator()

5 boolean isId(java.lang.String id)
　　この XBRLIdManagerオブジェクトに登録されている
XBRLInstanceDocumentオブジェクトで，指定した IDが
すでに使用されている IDかどうかを調べます。

2.1

6 java.lang.Strin
g[]

getIds()
　　この XBRLIdManagerオブジェクトに登録されている
XBRLInstanceDocumentオブジェクトで，すでに使用され
ている IDの配列を取得します。

2.1

項番 説明 XBRLの
バージョン
920



6.　APIリファレンス
XBRLのバージョン：
2.1

説明：
この XBRLIdManagerオブジェクトに設定されている XBRLIdCreatorインター
フェースを継承したオブジェクトを取得します。

戻り値：
設定されている XBRLIdCreatorオブジェクトを返します。設定されていない場合
は，デフォルト実装の XBRLIdCreatorオブジェクトを返します。

（4） registerDocument
public void registerDocument(XBRLInstanceDocument doc)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを XBRLIdManagerオブジェクトに登録し
ます。
登録時に引数 docに指定した XBRLInstanceDocumentオブジェクトは，既存の
XBRLIdManagerオブジェクトから自動的に登録を解除されます。一つの
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを，複数の XBRLIdManagerオブジェクト
では管理しません。
また，すでにこの XBRLIdManagerオブジェクトで管理されている
XBRLInstanceDocumentオブジェクトを引数 docに指定しても，例外は発生しませ
ん。

引数：
doc - このオブジェクトで管理する XBRLInstanceDocumentオブジェクトを指定し
ます。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 docに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 docに指定された XBRLInstanceDocumentオブジェクトが準拠する XBRL
のバージョンが 2.1でない場合にスローされます。［エラーコード：20144］

• このオブジェクトで管理する IDと，引数 docに指定された
XBRLInstanceDocumentオブジェクトで使用されている IDが重複した場合にス
ローされます。［エラーコード：20028］

• 引数 docに指定された XBRLInstanceDocumentオブジェクトの
XBRLInstanceDocument.getW3CDOMNode()の結果と，すでに管理対象となっ
ています。オブジェクトの結果が異なる場合にスローされます。［エラーコード：
20143］
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（5） unregisterDocument
public void unregisterDocument(XBRLInstanceDocument doc)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
この XBRLIdManagerオブジェクトで管理する XBRLInstanceDocumentオブジェ
クトの登録を解除します。
解除後，引数 docの XBRLInstanceDocumentオブジェクトは，デフォルト実装の
新たな XBRLIdManagerオブジェクトで管理されます。
ただし，この XBRLIdManagerオブジェクトに設定されている XBRLIdCreatorオ
ブジェクトは，デフォルト実装の新たな XBRLIdManagerオブジェクトの
XBRLIdCreatorオブジェクトとして設定されます。
よって，解除後に uCosminexus Business Reporting Processorによる自動採番を利
用する場合には，XBRLIdManager.setIdCreator()メソッドで未設定に変更する必
要があります。

引数：
doc - このオブジェクトで管理している XBRLInstanceDocumentオブジェクトを指
定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 docに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（6） isId
public boolean isId(java.lang.String id)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
この XBRLIdManagerオブジェクトに登録されているすべての
XBRLInstanceDocumentオブジェクトで，指定した IDがすでに使用されているか
どうかを調べます。

引数：
id - この XBRLIdManagerオブジェクトに登録されているすべての
XBRLInstanceDocumentオブジェクトで，すでに使用されているかどうかを調べる
IDを指定します。

戻り値：
この XBRLIdManagerオブジェクトに登録されているすべての
XBRLInstanceDocumentで，引数 idがすでに使用されている IDの場合は true，
922
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使用されていない場合には falseを返します。

（7） getIds
public java.lang.String[] getIds()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
この XBRLIdManagerオブジェクトに登録されているすべての
XBRLInstanceDocumentオブジェクトで，すでに使用されている IDの配列を取得
します。

戻り値：
この XBRLIdManagerオブジェクトに登録されているすべての
XBRLInstanceDocumentオブジェクトで，すでに使用されている IDの配列を返し
ます。
すでに使用されている IDが存在しない場合は nullを返します。

6.10.6　XBRLNamespaceDeclarationクラス
public class XBRLNamespaceDeclaration
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
名前空間接頭辞と対応する名前空間URIの組を管理します。

コンストラクタの概要：
XBRLNamespaceDeclarationクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-168　XBRLNamespaceDeclarationクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 XBRLNamespaceDeclaration(java.lang.String prefix, 
java.lang.String uri)
　　指定した名前空間接頭辞と名前空間 URIから
XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトを構築します。

2.0および 2.1

2 XBRLNamespaceDeclaration(java.lang.String prefix, 
java.lang.String uri, boolean validate)
　　指定した名前空間接頭辞と名前空間 URIから
XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトを構築します。

2.0および 2.1
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XBRLNamespaceDeclarationクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-169　XBRLNamespaceDeclarationクラスのメソッドの概要

（1） XBRLNamespaceDeclaration
public  XBRLNamespaceDeclaration(java.lang.String prefix,
                                 java.lang.String uri)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した名前空間接頭辞と名前空間 URIから XBRLNamespaceDeclarationオブ
ジェクトを構築します。このコンストラクタでは，引数 prefixおよび uriに不正な
文字が含まれるかどうかはチェックしません。

引数：
prefix - 名前空間接頭辞を指定します。名前空間接頭辞がない場合は nullを指定し
ます。
uri - 名前空間URIを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 uriに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 prefixが null以外で，かつ引数 uriに空の文字列を指定した場合にスローさ
れます。［エラーコード：20062］

（2） XBRLNamespaceDeclaration
public  XBRLNamespaceDeclaration(java.lang.String prefix,
                                 java.lang.String uri,
                                 boolean validate)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した名前空間接頭辞と名前空間 URIから XBRLNamespaceDeclarationオブ
ジェクトを構築します。
このコンストラクタでは，引数 validateに trueを指定した場合だけ，名前空間接頭
辞と名前空間 URIに指定された文字列に不正な文字が含まれるかどうかをチェック

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 java.lang.Stri
ng

getPrefix()
　　名前空間接頭辞を取得します。

2.0および 2.1

2 java.lang.Stri
ng

getURI()
　　名前空間 URIを取得します。

2.0および 2.1
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します。その場合，引数 prefixおよび uriには，それぞれ XML Schemaのデータ型
NCNameおよび anyURIとして妥当な文字列だけを指定できます。

引数：
prefix - 名前空間接頭辞を指定します。名前空間接頭辞がない場合は nullを指定し
ます。
uri - 名前空間 URIを指定します。
validate - 名前空間接頭辞または名前空間 URIに不正な文字が含まれるかチェック
する場合は trueを指定します。チェックしない場合は falseを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 uriに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 prefixが null以外で，かつ，引数 uriに空の文字列が指定された場合にス
ローされます。［エラーコード：20062］

• 引数 prefixに指定した名前空間接頭辞，または引数 uriに指定した名前空間URI
に不正な文字が含まれている場合にスローされます。［エラーコード：25008，
25013］

（3） getPrefix
public java.lang.String getPrefix()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
名前空間接頭辞を取得します。

戻り値：
名前空間接頭辞を返します。名前空間接頭辞がない場合は nullを返します。
XBRLInstanceDocumentインターフェースの getNamespaceDeclaration()／
getNamespaceDeclarationByURI()／ getNamespaceDeclarationByPrefix()の各メ
ソッドは，常に正規化後の名前空間宣言を表す XBRLNamespaceDeclarationオブ
ジェクトを返します。このため，取得した XBRLNamespaceDeclarationオブジェ
クトに対して getPrefix()メソッドを実行した場合，戻り値は常に正規化後の接頭辞
になります。

（4） getURI
public java.lang.String getURI()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
名前空間URIを取得します。
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戻り値：
名前空間 URIを返します。

6.10.7　XBRLSchemaLocationクラス
public class XBRLSchemaLocation
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
xsi:schemaLocation属性に指定する，名前空間 URIとスキーマ文書の位置を示す
URIの組を管理します。

コンストラクタの概要：
XBRLSchemaLocationクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-170　XBRLSchemaLocationクラスのコンストラクタの概要

メソッドの概要：
XBRLSchemaLocationクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-171　XBRLSchemaLocationクラスのメソッドの概要

（1） XBRLSchemaLocation
public  XBRLSchemaLocation(java.lang.String namespaceURI,
                           java.lang.String schemaLocation)

項番 説明 XBRLのバージョン

1 XBRLSchemaLocation(java.lang.String namespaceURI, 
java.lang.String schemaLocation)
　　指定した名前空間 URIとスキーマ文書の位置を示す URIか
ら，
XBRLSchemaLocationオブジェクトを構築します。

2.0および 2.1

2 XBRLSchemaLocation(java.lang.String namespaceURI, 
java.lang.String schemaLocation,  boolean validate)
　　指定した名前空間 URIとスキーマ文書の位置を示す URIか
ら，XBRLSchemaLocationオブジェクトを構築します。

2.0および 2.1

項番 説明 XBRLのバージョン

1 java.lang.Strin
g

getNamespaceURI()
　　名前空間 URIを取得します。

2.0および 2.1

2 java.lang.Strin
g

getSchemaLocation()
　　スキーマ文書の位置を示す URIを取得しま
す。

2.0および 2.1
926



6.　APIリファレンス
XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した名前空間URIとスキーマ文書の位置を示す URIから，
XBRLSchemaLocationオブジェクトを構築します。
このコンストラクタでは，引数 namespaceURIおよび schemaLocationに不正な文
字が含まれるかどうかはチェックしません。

引数：
namespaceURI - 名前空間 URIを指定します。
schemaLocation - スキーマ文書の位置を示す URIを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 namespaceURIまたは schemaLocationに nullを指定した場合にスローされ
ます。［エラーコード：20002］

（2） XBRLSchemaLocation
public  XBRLSchemaLocation(java.lang.String namespaceURI,
                           java.lang.String schemaLocation,
                           boolean validate)

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
指定した名前空間URIとスキーマ文書の位置を示す URIから，
XBRLSchemaLocationオブジェクトを構築します。
このコンストラクタでは引数 validateに trueが指定された場合だけ，名前空間
URIとスキーマ文書の位置を示す URIに指定された文字列に不正な文字が含まれる
かどうかをチェックします。その場合，引数 namespaceURIおよび
schemaLocationには，共に XML Schemaのデータ型 anyURIとして妥当で，かつ
空文字列（""）以外の文字列だけを指定できます。

引数：
namespaceURI - 名前空間 URIを指定します。
schemaLocation - スキーマ文書の位置を示す URIを指定します。
validate - 名前空間 URIまたはスキーマ文書の位置を示すURIに不正な文字が含ま
れるかどうかをチェックする場合は trueを指定します。チェックしない場合は
falseを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException -
• 引数 namespaceURIまたは schemaLocationに nullを指定した場合にスローされ
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ます。［エラーコード：20002］
• 引数 namespaceURIに指定した名前空間 URI，または引数 schemaLocationに指
定したスキーマ文書の位置を示す URIに不正な文字が含まれている場合にスロー
されます。［エラーコード：25008，25014］

（3） getNamespaceURI
public java.lang.String getNamespaceURI()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
名前空間 URIを取得します。

戻り値：
名前空間 URIを返します。

（4） getSchemaLocation
public java.lang.String getSchemaLocation()

XBRLのバージョン：
2.0および 2.1

説明：
スキーマ文書の位置を示す URIを取得します。

戻り値：
スキーマ文書の位置を示す URIを返します。

6.10.8　PTVInstanceクラス
public class PTVInstance

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
PTVIの情報を保持します。

メソッドの概要：
PTVInstanceクラスのメソッドの概要を次の表に示します。
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表 6-172　PTVInstanceクラスのメソッドの概要

（1） getW3CDOMDocument
public org.w3c.dom.Document getW3CDOMDocument()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
PTVIの DOMツリーを取得します。

戻り値：
PTVIの DOMツリーを表す org.w3c.dom.Documentオブジェクトを返します。

（2） getInferredItems
public java.util.List<org.w3c.dom.Element> getInferredItems()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
PTVIに含まれるアイテムのうち，完全な妥当性検証によって推測されたアイテムの
リストを取得します。完全な妥当性検証によるアイテムの推測については，「2.3.2　
リンクの検証」を参照してください。
このメソッドが返すリストは読み取り専用のため，リストを変更しようとすると
java.lang.UnsupportedOperationExceptionがスローされます。

戻り値：
完全な妥当性検証によって推測されたアイテムを表す，org.w3c.dom.Elementオブ
ジェクトのリストを返します。その結果，アイテムが一つもなかった場合は，要素
数 0のリストを返します。

6.10.9　PTVLinkbaseクラス
public class PTVLinkbase

XBRLのバージョン：

項
番

説明 XBRL
のバー
ジョン

1 org.w3c.dom.Document getW3CDOMDocument()
　　PTVIの DOMツリーを取得します。

2.1

2 java.util.List<org.w3c.dom.Ele
ment>

getInferredItems()
　　PTVIに含まれるアイテムのうち，完全な妥
当性検証によって推測されたアイテムのリストを
取得します。

2.1
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2.1

説明：
PTVLIの情報を保持します。

メソッドの概要：
PTVLinkbaseクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-173　PTVLinkbaseクラスのメソッドの概要

（1） getW3CDOMDocument
public org.w3c.dom.Document getW3CDOMDocument()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
PTVLIの DOMツリーを取得します。

戻り値：
PTVLIの DOMツリーを表す org.w3c.dom.Documentオブジェクトを返します。

6.10.10　XBRLEqualUtilクラス
public final class XBRLEqualUtil
extends java.lang.Object

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
項目とタプルの重複検出に関連する同等判定を可能にする機能を提供します。

コンストラクタの概要：
XBRLEqualUtilクラスのコンストラクタの概要を次の表に示します。

表 6-174　XBRLEqualUtilクラスのコンストラクタの概要

説明 XBRLの
バージョ
ン

org.w3c.dom.Documen
t

getW3CDOMDocument()
　　PTVLIの DOMツリーを取得します。

2.1

項番 説明 XBRLのバージョ
ン

1 XBRLEqualUtil()
　　XBRLEqualUtilオブジェクトを構築します。

2.1
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メソッドの概要：
XBRLEqualUtilクラスのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-175　XBRLEqualUtilクラスのメソッドの概要

（1） XBRLEqualUtil
public XBRLEqualUtil()

2 XBRLEqualUtil(boolean ignoringZeroPrecision)
　　XBRLEqualUtilオブジェクトを構築します。

2.1

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

XBRL 
Dimensions
のバージョン

1 boolean s_equalContext(XBRLContext2 context1, 
XBRLContext2 context2)
　　コンテキストが s-equalかどうかを判定します。

2.1 該当しない

2 boolean s_equalItem(XBRLInstanceItem item1, 
XBRLInstanceItem item2)
　　アイテムが s-equalかどうかを判定します。

2.1 該当しない

3 boolean s_equalTuple(XBRLInstanceTuple tuple1, 
XBRLInstanceTuple tuple2)
　　タプルが s-equalかどうかを判定します。

2.1 該当しない

4 boolean s_equalUnit(XBRLUnit2 unit1, XBRLUnit2 unit2)
　　単位が s-equalかどうかを判定します。

2.1 該当しない

5 boolean duplicateItem(XBRLInstanceItem item1, 
XBRLInstanceItem item2)
　　アイテムが duplicateかどうかを判定します。

2.1 該当しない

6 boolean duplicateTuple(XBRLInstanceTuple tuple1, 
XBRLInstanceTuple tuple2)
　　タプルが duplicateかどうかを判定します。

2.1 該当しない

7 boolean setIgnoringZeroPrecision(boolean 
ignoringZeroPrecision)
　　XBRLEqualUtilオブジェクトに設定されてい
る精度 0のアイテムの扱いを設定します。

2.1 該当しない

8 boolean isIgnoringZeroPrecision()
　　XBRLEqualUtilオブジェクトに設定されてい
る精度 0のアイテムの扱いを取得します。

2.1 該当しない

9 boolean d_equalItem(XBRLInstanceItem item1, 
XBRLInstanceItem item2, 
XBRLDimensionMember member)
　　引数に指定したアイテム同士が s-equalで，か
つ，引数に指定したディメンジョンのメンバが両方
のアイテムのコンテキストに存在するかどうかを判
定します。

2.1 1.0

項番 説明 XBRLのバージョ
ン
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XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLEqualUtilオブジェクトを構築します。このコンストラクタで生成した場合，
精度 0のアイテムの扱いは falseとなります。精度 0のアイテムの扱いについては
「6.10.10(2)　XBRLEqualUtil」または「6.10.10(9)　setIgnoringZeroPrecision」を
参照してください。

（2） XBRLEqualUtil
public XBRLEqualUtil(boolean ignoringZeroPrecision)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLEqualUtilオブジェクトを構築します。

引数：
ignoringZeroPrecision - 精度 0のアイテムの扱いを指定します。各アイテムの値の
判定では，この設定値（デフォルトは false）が false の場合，（精度を考慮し）精度
が "0"のアイテムの値は無効な値（NaNと同じ扱い）として，どちらかが精度 "0"
の場合は常に不正とします。true の場合は，（精度を考慮せず）値の丸めは行わず記
述されている数値の比較とします。

（3） s_equalContext
public boolean s_equalContext(XBRLContext2 context1,
                              XBRLContext2 context2)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
引数に指定したコンテキスト同士が s-equal かどうかを判定します。s-equalの場
合，trueを返します。s-equalでない場合は，falseを返します。また，引数に指定
したコンテキスト同士のインスタンス文書が異なる場合でも，s-equalの判定には影
響しません。引数に指定したコンテキスト同士が同一のオブジェクトの場合は，必
ず trueを返します。

引数：
context1- コンテキストを指定します。
context2- コンテキストを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 context1または context2に nullを指定した場合にスローされます。［エラー
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コード：20002］

（4） s_equalItem
public boolean s_equalItem(XBRLInstanceItem item1,
                           XBRLInstanceItem item2)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
引数に指定したアイテム同士が s-equal かどうかを判定します。s-equalの場合，
trueを返します。s-equalでない場合は，falseを返します。また，引数に指定した
アイテム同士のインスタンス文書が異なる場合でも，s-equalの判定には影響しませ
ん。引数に指定したアイテム同士が同一のオブジェクトの場合は，必ず trueを返し
ます。

引数：
item1- アイテムを指定します。
item2- アイテムを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 item1または item2に nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

（5） s_equalTuple
public boolean s_equalTuple(XBRLInstanceTuple tuple1,
                            XBRLInstanceTuple tuple2)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
引数に指定したタプル同士が s-equal かどうかを判定します。s-equalの場合，true
を返します。s-equalでない場合は，falseを返します。また，引数に指定したタプ
ル同士のインスタンス文書が異なる場合でも，s-equalの判定には影響しません。引
数に指定したタプル同士が同一のオブジェクトの場合は，必ず trueを返します。

引数：
tuple1- タプルを指定します。
tuple2- タプルを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 tuple1または tuple2に nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］
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（6） s_equalUnit
public boolean s_equalUnit(XBRLUnit2 unit1,
                           XBRLUnit2 unit2)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
引数に指定した単位同士が s-equal かどうかを判定します。s-equalの場合，trueを
返します。s-equalでない場合は，falseを返します。また，引数に指定した単位同
士のインスタンス文書が異なる場合でも，s-equalの判定には影響しません。引数に
指定した単位同士が同一のオブジェクトの場合は，必ず trueを返します。

引数：
unit1-単位を指定します。
unit2-単位を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 unit1または unit2に nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

（7） duplicateItem
public boolean duplicateItem(XBRLInstanceItem item1,
                             XBRLInstanceItem item2)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
引数に指定したアイテム同士が duplicateかどうかを判定します。duplicateの場合，
trueを返します。duplicateでない場合は，falseを返します。また，引数に指定し
たアイテム同士のインスタンス文書が異なる場合，falseを返します。引数に指定し
たアイテム同士が同一のオブジェクトの場合，falseを返します。

引数：
item1- アイテムを指定します。
item2- アイテムを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 item1または item2に nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

（8） duplicateTuple
public boolean duplicateTuple(XBRLInstanceTuple tuple1,
                              XBRLInstanceTuple tuple2)
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XBRLのバージョン：
2.1

説明：
引数に指定したタプル同士が duplicateかどうかを判定します。duplicateの場合，
trueを返します。duplicateでない場合は，falseを返します。また，引数に指定し
たタプル同士のインスタンス文書が異なる場合，falseを返します。引数に指定した
タプル同士が同一のオブジェクトの場合，falseを返します。タプルの子要素とし
て，精度 0のアイテムが記述されている場合，その値の判定はコンストラクタまた
は setIgnoringZeroPrecisionメソッドで設定した精度 0のアイテムの扱いに従いま
す。精度 0のアイテムの扱いについては「6.10.10(2)　XBRLEqualUtil」または
6.10.10(9)　setIgnoringZeroPrecision」を参照してください。

引数：
tuple1- タプルを指定します。
tuple2- タプルを指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 tuple1または tuple2に nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

（9） setIgnoringZeroPrecision
public void setIgnoringZeroPrecision(boolean ignoringZeroPrecision)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
XBRLEqualUtilオブジェクトに設定されている精度 0 のアイテムの扱いを設定しま
す。各アイテムの値の判定では，この設定値（デフォルトは false）が false の場合，
（精度を考慮し）精度が "0"のアイテムの値は無効な値（NaNと同じ扱い）として，
どちらかが精度 "0"の場合は常に不正とします。true の場合は，（精度を考慮せず）
値の丸めは行わず記述されている数値の比較とします。

引数：
ignoringZeroPrecision -オブジェクトに設定する精度 0 のアイテムの扱いを指定し
ます。

（10） isIgnoringZeroPrecision
public boolean isIgnoringZeroPrecision()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
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XBRLEqualUtilオブジェクトに設定されている精度 0のアイテムの扱いを取得しま
す。

（11） d_equalItem
public boolean d_equalItem ( XBRLInstanceItem item1 ,
   XBRLInstanceItem item2 ,
   XBRLDimensionMember member )

XBRLのバージョン：
2.1

XBRL Dimensionsのバージョン：
1.0

説明：
引数に指定したアイテム同士が s-equalで，かつ，引数に指定したディメンジョン
のメンバが両方のアイテムのコンテキストに存在するかどうかを判定します。

引数：
item1 - アイテムを指定します。
item 2 - アイテムを指定します。
member - ディメンジョンのメンバを指定します。

戻り値：
引数に指定したアイテム同士が s-equalで，かつ，引数に指定したディメンジョン
のメンバが両方のアイテムのコンテキストに存在する場合，trueを返します。そう
でない場合，falseを返します。
引数に指定したアイテム同士のインスタンス文書が異なる場合であっても，このメ
ソッドの判定には影響しません。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 item1または item2に nullを指定した場合にスローされます。［エラーコー
ド：20002］

• 引数memberに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
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6.11　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomyパッ
ケージ

com.hitachi.xbrl.simple.taxonomyパッケージは，単純なタクソノミー文書を新規作成，
または拡張した新たなタクソノミー文書を作成するためのインターフェースを提供しま
す。

インターフェースの概要：
com.hitachi.xbrl.simple.taxonomyパッケージのインターフェースを次の表に示し
ます。

表 6-176　com.hitachi.xbrl.simple.taxonomyパッケージのインターフェースの概要

6.11.1　SimpleConceptDefinitionインターフェース
public interface SimpleConceptDefinition
extends SimpleElementDefinition

XBRLのバージョン：
2.1

項番 インターフェース 説明 XBRLの
バージョ
ン

1 SimpleConceptDefinition 単純なタクソノミー文書を構成する要素定義の
うち，アイテムを表します。

2.1

2 SimpleEdge 単純なタクソノミー文書を構成する関係ネット
ワークの一辺（一つの関係）を表します。

2.1

3 SimpleElementDefinition 単純なタクソノミー文書を構成する要素定義を
表すインターフェースです。

2.1

4 SimpleItemDefinition 単純なタクソノミー文書を構成するアイテムの
要素宣言を表すインターフェースです。

2.1

5 SimpleLabel 単純なタクソノミー文書を構成するラベル要素
を表します。

2.1

6 SimpleLabelEdge 単純なタクソノミー文書を構成するラベルリン
クの一辺（一つの関係）を表します。

2.1

7 SimpleNode 単純なタクソノミー文書を構成するノードを表
します。

2.1

8 SimpleTaxonomy 単純なタクソノミー文書全体を表します。 2.1

9 SimpleTaxonomyBuilder 単純なタクソノミー文書を表す
SimpleTaxonomyオブジェクトを生成します。

2.1

10 SimpleTaxonomyBuilderFac
tory

単純なタクソノミー文書を作成するための
SimpleTaxonomyBuilderオブジェクトを生成し
ます。

2.1
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説明：
単純なタクソノミー文書を構成する要素定義のうち，アイテムを表します。

6.11.2　SimpleEdgeインターフェース
public interface SimpleEdge
extends SimpleNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成する関係ネットワークの一辺（一つの関係）を表し
ます。

フィールドの概要：
SimpleEdgeインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-177　SimpleEdgeインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
SimpleEdgeインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-178　SimpleEdgeインターフェースのメソッドの概要

項番 説明

1 static int LABEL_EDGE
　　単純なタクソノミー文書のラベルリンクの一辺を示します。

2 static java.lang.String USE_OPTIONAL
　　アーク型要素の use属性の候補値である文字列 optionalを示し
ます。

3 static java.lang.String USE_PROHIBITED
　　アーク型要素の use属性の候補値である文字列 prohibitedを示
します。

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

1 java.lang.String getRole()
　　一つの関係が属する拡張リンク型要素の xlink:role属性
値を取得します。

2.1

2 java.lang.String getArcrole()
　　一つの関係を構成するアーク型要素の xlink:arcrole属
性値を取得します。

2.1

3 java.lang.String getUse()
　　一つの関係を構成するアーク型要素の use属性値を取得
します。

2.1
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（1） getRole
public java.lang.String getRole()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
一つの関係が属する拡張リンク型要素の xlink:role属性値を取得します。

戻り値：
一つの関係が属する拡張リンク型要素の xlink:role属性値を返します。

（2） getArcrole
public java.lang.String getArcrole()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
一つの関係を構成するアーク型要素の xlink:arcrole属性値を取得します。

戻り値：
一つの関係を構成するアーク型要素の xlink:arcrole属性値を返します。

（3） getUse
public java.lang.String getUse()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
一つの関係を構成するアーク型要素の use属性値を取得します。

4 java.lang.Object getFrom()
　　一つの関係を構成するアーク型要素の xlink:from属性
値で参照されるオブジェクトを取得します。

2.1

5 java.lang.Object getTo()
　　一つの関係を構成するアーク型要素の xlink:to属性値で
参照されるオブジェクトを取得します。

2.1

6 java.math.BigDeci
mal

getOrder()
　　一つの関係を構成するアーク型要素の order属性値を取
得します。

2.1

7 void setOrder(java.math.BigDecimal order)
　　一つの関係を構成するアーク型要素の order属性値を設
定します。

2.1

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン
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戻り値：
一つの関係を構成するアーク型要素の use属性値を返します。

（4） getFrom
public java.lang.Object getFrom()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
一つの関係を構成するアーク型要素の xlink:from属性値で参照されるオブジェクト
を取得します。

戻り値：
一つの関係を構成するアーク型要素の xlink:from属性値で参照されるオブジェクト
を返します。

（5） getTo
public java.lang.Object getTo()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
一つの関係を構成するアーク型要素の xlink:to属性値で参照されるオブジェクトを
取得します。

戻り値：
一つの関係を構成するアーク型要素の xlink:to属性値で参照されるオブジェクトを
返します。

（6） getOrder
public java.math.BigDecimal getOrder()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
一つの関係を構成するアーク型要素の order属性値を取得します。
注　この SimpleEdgeオブジェクトが既存の関係を否定するオブジェクトでない場
合，order属性値はオブジェクト生成時に「1」が設定されます。
また，この SimpleEdgeオブジェクトが既存の関係を否定するオブジェクトの場合，
既存の関係と同じ値が設定されます。

戻り値：
一つの関係を構成するアーク型要素の order属性値を返します。
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（7） setOrder
public void setOrder(java.math.BigDecimal order)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
一つの関係を構成するアーク型要素の order属性値を設定します。この SimpleEdge
オブジェクトが既存の関係を否定するオブジェクトの場合は，このメソッドを利用
できません。

引数：
order - 一つの関係を構成するアーク型要素の order属性値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 orderに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• この SimpleEdgeオブジェクトが既存の関係を否定するオブジェクトであった場
合にスローされます。［エラーコード：22004］

6.11.3　SimpleElementDefinitionインターフェース
public interface SimpleElementDefinition
extends SimpleNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成する要素定義を表すインターフェースです。

メソッドの概要：
SimpleElementDefinitionインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-179　SimpleElementDefinitionインターフェースのメソッドの概要

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

1 java.lang.String getName()
　　要素定義の name属性値を取得します。

2.1

2 void setName(java.lang.String name)
　　要素定義の name属性値を設定します。

2.1

3 java.lang.String getType()
　　要素定義の type属性値を取得します。

2.1

4 java.lang.String getId()
　　要素定義の id属性値を取得します。

2.1
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（1） getName
public java.lang.String getName()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素定義の name属性値を取得します。

戻り値：
要素定義の name属性値を返します。

（2） setName
public void setName(java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素定義の name属性値を設定します。

引数：
name - 要素定義の name属性値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 nameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 nameに空文字列（""）または xsd:NCNameとして不正な文字列が指定され
た場合にスローされます。［エラーコード：20108］

• 次のどちらかの条件に該当する場合にスローされます。［エラーコード：22002］

5 void setId(java.lang.String id)
　　要素定義の id属性値を設定します。

2.1

6 boolean getAbstract()
　　要素定義の abstract属性値を取得します。

2.1

7 void setAbstract(boolean abstrakt)
　　要素定義の abstract属性値を設定します。

2.1

8 boolean getNillable()
　　要素定義の nillable属性値を取得します。

2.1

9 void setNillable(boolean nillable)
　　要素定義の nillable属性値を設定します。

2.1

10 java.lang.String getSubstitutionGroup()
　　要素定義の substitutionGroup属性値を取得します。

2.1

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン
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・この SimpleElementDefinitionオブジェクトがアクティブであり，かつこの
SimpleElementDefinitionオブジェクトを所有する SimpleTaxonomyオブジェク
トの中に，引数 nameで指定された name属性値を持つ別のアクティブな
SimpleElementDefinitionオブジェクトが存在する場合
・同じ対象名前空間で同じ name属性値を持つ XBRLTaxonomyElementオブジェ
クトが，拡張元である XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトに存在する場合

（3） getType
public java.lang.String getType()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素定義の type属性値を取得します。

戻り値：
要素定義の type属性値を返します。

（4） getId
public java.lang.String getId()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素定義の id属性値を取得します。
注　id属性値には，このオブジェクトを所有する SimpleTaxonomyオブジェクトの
getPrefix()で取得される接頭辞と，オブジェクト生成時に指定した name属性値と
を "_"で連結した文字列が設定されています。例えば，接頭辞が hi，name属性値が
balanceSheetの場合，id属性値は hi_balanceSheetと設定されています。

戻り値：
要素定義の id属性値を返します。

（5） setId
public void setId(java.lang.String id)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素定義の id属性値を設定します。

引数：
id - 要素定義の id属性値を指定します。
943



6.　APIリファレンス
例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 idに空文字列（""）または xsd:NCNameとして不正な文字列が指定された場
合にスローされます。［エラーコード：20108］

• 次の二つの条件を同時に満たす場合にスローされます。［エラーコード：22003］
・この SimpleElementDefinitionオブジェクトがアクティブである場合
・この SimpleElementDefinitionオブジェクトを所有する SimpleTaxonomyオブ
ジェクトの中に，引数 idで指定された id属性値を持つ別のアクティブな
SimpleElementDefinitionオブジェクトが存在する場合

• 引数 idに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（6） getAbstract
public boolean getAbstract()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素定義の abstract属性値を取得します。
注　初期状態では falseが設定されています。

戻り値：
要素定義の abstract属性値を返します。

（7） setAbstract
public void setAbstract(boolean abstrakt)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素定義の abstract属性値を設定します。
abstract属性値が falseの場合，実際のタクソノミー文書ではこの属性は設定されな
いで，省略されます。

引数：
abstrakt - 要素定義の abstract属性値を指定します。

（8） getNillable
public boolean getNillable()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素定義の nillable属性値を取得します。
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注　初期状態では falseが設定されています。

戻り値：
要素定義の nillable属性値を返します。

（9） setNillable
public void setNillable(boolean nillable)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素定義の nillable属性値を設定します。
nillable属性値が falseの場合，実際のタクソノミー文書ではこの属性は設定されな
いで省略されます。

引数：
nillable - 要素定義の nillable属性値を指定します。

（10） getSubstitutionGroup
public java.lang.String getSubstitutionGroup()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
要素定義の substitutionGroup属性値を取得します。要素定義とその戻り値を次の
表に示します。

表 6-180　getSubstitutionGroupの要素定義と戻り値

戻り値：
要素定義の substitutionGroup属性値を返します。

6.11.4　SimpleItemDefinitionインターフェース
public interface SimpleItemDefinition
extends SimpleConceptDefinition

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成するアイテムの要素宣言を表すインターフェースで

要素定義 戻り値

アイテム "xbrli:item"
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す。

フィールドの概要：
SimpleElementDefinitionインターフェースのフィールドの概要を次の表に示しま
す。

表 6-181　SimpleItemDefinitionインターフェースのフィールドの概要

項番 説明

1 static int DECIMAL_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:decimalItemTypeであることを
示します。

2 static int FLOAT_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:floatItemTypeであることを示
します。

3 static int DOUBLE_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:doubleItemTypeであることを
示します。

4 static int MONETARY_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:monetaryItemTypeであること
を示します。

5 static int SHARES_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:sharesItemTypeであることを
示します。

6 static int PURE_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:pureItemTypeであることを示
します。

7 static int FRACTION_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:fractionItemTypeであることを
示します。

8 static int INTEGER_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:integerItemTypeであることを
示します。

9 static int NONPOSITIVEINTEGER_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:nonPositiveIntegerItemType
であることを示します。

10 static int NEGATIVEINTEGER_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:negativeIntegerItemTypeであ
ることを示します。

11 static int LONG_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:longItemTypeであることを示
します。

12 static int INT_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:intItemTypeであることを示し
ます。
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13 static int SHORT_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:shortItemTypeであることを示
します。

14 static int BYTE_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:byteItemTypeであることを示
します。

15 static int NONNEGATIVEINTEGER_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:nonNegativeIntegerItemType
であることを示します。

16 static int UNSIGNEDLONG_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:unsignedLongItemTypeである
ことを示します。

17 static int UNSIGNEDINT_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:unsignedIntItemTypeであるこ
とを示します。

18 static int UNSIGNEDSHORT_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:unsignedShortItemTypeであ
ることを示します。

19 static int UNSIGNEDBYTE_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:unsignedByteItemTypeである
ことを示します。

20 static int POSITIVEINTEGER_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:positiveIntegerItemTypeであ
ることを示します。

21 static int STRING_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:stringItemTypeであることを
示します。

22 static int BOOLEAN_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:booleanItemTypeであることを
示します。

23 static int HEXBINARY_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:hexBinaryItemTypeであるこ
とを示します。

24 static int BASE64BINARY_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:base64BinaryItemTypeである
ことを示します。

25 static int ANYURI_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:anyURIItemTypeであることを
示します。

26 static int QNAME_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:QNameItemTypeであることを
示します。

項番 説明
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27 static int DURATION_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:durationItemTypeであること
を示します。

28 static int DATETIME_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:dateTimeItemTypeであること
を示します。

29 static int TIME_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:timeItemTypeであることを示
します。

30 static int DATE_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:dateItemTypeであることを示
します。

31 static int GYEARMONTH_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:gYearMonthItemTypeである
ことを示します。

32 static int GYEAR_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:gYearItemTypeであることを示
します。

33 static int GMONTHDAY_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:gMonthDayItemTypeであるこ
とを示します。

34 static int GDAY_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:gDayItemTypeであることを示
します。

35 static int GMONTH_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:gMonthItemTypeであることを
示します。

36 static int NORMALIZEDSTRING_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:normalizedStringItemTypeで
あることを示します。

37 static int TOKEN_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:tokenItemTypeであることを示
します。

38 static int LANGUAGE_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:languageItemTypeであること
を示します。

39 static int NAME_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:NameItemTypeであることを
示します。

40 static int NCNAME_ITEM
　　アイテム要素定義の type属性値が xbrli:NCNameItemTypeであること
を示します。

項番 説明
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メソッドの概要：
SimpleItemDefinitionインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-182　SimpleItemDefinitionインターフェースのメソッドの概要

（1） getItemType
public int getItemType()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
アイテム要素定義の type属性値に対応するフィールド値を取得します。

戻り値：

41 static
java.lang.Strin

g

INSTANT
　　xbrli:periodTypeの候補値である文字列 instantであることを示します。

42 static
java.lang.Strin

g

DURATION
　　xbrli:periodTypeの候補値である文字列 durationであることを示しま
す。

43 static
java.lang.Strin

g

DEBIT
　　xbrli:balanceの候補値である文字列 debitであることを示します。

44 static
java.lang.Strin

g

CREDIT
　　xbrli:balanceの候補値である文字列 creditであることを示します。

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

1 int getItemType()
　　アイテム要素定義の type属性値に対応するフィールド値を取
得します。

2.1

2 void setItemType(int type)
　　アイテム要素定義の type属性値を設定します。

2.1

3 java.lang.St
ring

getPeriodType()
　　アイテム要素定義の xbrli:periodType属性値を取得します。

2.1

4 void setPeriodType(java.lang.String periodType)
　　アイテム要素定義の xbrli:periodType属性値を設定します。

2.1

5 java.lang.St
ring

getBalance()
　　アイテム要素定義の xbrli:balance属性値を取得します。

2.1

6 void setBalance(java.lang.String balance)
　　アイテム要素定義の xbrli:balance属性値を設定します。

2.1

項番 説明
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アイテム要素定義の type属性値に対応するフィールド値を返します。

（2） setItemType
public void setItemType(int type)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
アイテム要素定義の type属性値を設定します。
アイテム要素定義の type属性値が xbrli:monetaryItemTypeの場合，このメソッド
で type属性値を変更すると，設定されていた xbrli:balance属性値が削除されます。
その後このオブジェクトの getBalance()メソッドを実行すると，nullが返ります。

引数：
type - アイテム要素定義の type属性値に対応するフィールド値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 typeに指定できない値が指定された場合にスローされます。［エラーコード：

20156］

（3） getPeriodType
public java.lang.String getPeriodType()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
アイテム要素定義の xbrli:periodType属性値を取得します。

戻り値：
アイテム要素定義の xbrli:periodType属性値を返します。

（4） setPeriodType
public void setPeriodType(java.lang.String periodType)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
アイテム要素定義の xbrli:periodType属性値を設定します。

引数：
periodType - アイテム要素定義の xbrli:periodType属性値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
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• 引数 periodTypeに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：
20002］

• 引数 periodTypeに instantまたは duration以外の文字列が指定された場合にス
ローされます。［エラーコード：20014］

（5） getBalance
public java.lang.String getBalance()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
アイテム要素定義の xbrli:balance属性値を取得します。xbrli:balance属性値はオブ
ジェクト生成時には設定されないため，生成直後にこのメソッドを実行した場合に
は nullを返します。

戻り値：
アイテム要素定義の xbrli:balance属性値を返します。xbrli:balance属性値が設定さ
れていない場合は，nullを返します。

（6） setBalance
public void setBalance(java.lang.String balance)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
アイテム要素定義の xbrli:balance属性値を設定します。アイテム要素定義から
xlink:balance属性を削除する場合には，nullを指定します。

引数：
balance - このアイテム要素定義の xbrli:balance属性値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 balanceに debitまたは credit以外の文字列が指定された場合にスローされ
ます。［エラーコード：20014］

• アイテム要素定義の type属性値が「xbrli:monetaryItemType」以外の場合にス
ローされます。［エラーコード：22009］

6.11.5　SimpleLabelインターフェース
public interface SimpleLabel
extends SimpleNode

XBRLのバージョン：
951



6.　APIリファレンス
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成するラベル要素を表します。

メソッドの概要：
SimpleLabelインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-183　SimpleLabelインターフェースのメソッドの概要

（1） getRole
public java.lang.String getRole()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ラベル要素（link:label）の xlink:role属性値を取得します。xlink:role属性値は生
成時には設定されないため，生成直後にこのメソッドを実行した場合には nullを返
します。

戻り値：

項番 説明 XBRLの
バージョ
ン

1 java.lang.St
ring

getRole()
　　ラベル要素（link:label）の xlink:role属性値を取得します。

2.1

2 void setRole(java.lang.String role)
　　ラベル要素（link:label）の xlink:role属性値を設定します。

2.1

3 java.lang.St
ring

getLang()
　　ラベル要素（link:label）の xml:lang属性値を取得します。

2.1

4 void setLang(java.lang.String lang)
　　ラベル要素（link:label）の xml:lang属性値を設定します。

2.1

5 java.lang.St
ring

getTitle()
　　ラベル要素（link:label）の xlink:title属性値を取得します。

2.1

6 void setTitle(java.lang.String title)
　　ラベル要素（link:label）の xlink:title属性値を設定します。

2.1

7 java.lang.St
ring

getId()
　　ラベル要素（link:label）の id属性値を取得します。

2.1

8 void setId(java.lang.String id)
　　ラベル要素（link:label）の id属性値を設定します。

2.1

9 java.lang.St
ring

getValue()
　　ラベル要素（link:label）の内容を取得します。

2.1

10 void setValue(java.lang.String value)
　　ラベル要素（link:label）の内容を設定します。

2.1
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ラベル要素（link:label）の xlink:role属性値を返します。
xlink:role属性値が設定されていない場合には，nullを返します。

（2） setRole
public void setRole(java.lang.String role)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ラベル要素（link:label）の xlink:role属性値を設定します。次に示す標準値とカス
タムロール値が設定できます。ラベル要素（link:label）から xlink:role属性を削除
する場合には，nullを指定してください。

設定できるカスタムロール値
設定できるカスタムロール値は，拡張元である XBRLTaxonomyDocumentオブ
ジェクトの getRoleTypes()メソッドで取得される XBRLRoleTypeオブジェク
トのうち，getUsedOn()メソッドで取得されるリストに次の値を含む，
XBRLRoleTypeオブジェクトの getRoleURI()メソッドで取得される値です。
• 名前空間：http://www.xbrl.org/2003/linkbase
• ローカル名：label

設定できる標準値
設定できる標準値は次のとおりです。
• http://www.xbrl.org/2003/role/label
• http://www.xbrl.org/2003/role/terseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/verboseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/positiveLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/positiveTerseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/positiveVerboseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/negativeLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/negativeTerseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/negativeVerboseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/zeroLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/zeroTerseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/zeroVerboseLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/totalLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/periodStartLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/periodEndLabel
• http://www.xbrl.org/2003/role/documentation
• http://www.xbrl.org/2003/role/definitionGuidance
• http://www.xbrl.org/2003/role/disclosureGuidance
• http://www.xbrl.org/2003/role/presentationGuidance
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• http://www.xbrl.org/2003/role/measurementGuidance
• http://www.xbrl.org/2003/role/commentaryGuidance
• http://www.xbrl.org/2003/role/exampleGuidance

引数：
role - ラベル要素（link:label）の xlink:role属性値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 roleに指定できない値が指定されている場合にスローされます。［エラーコー
ド：20156］

（3） getLang
public java.lang.String getLang()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ラベル要素（link:label）の xml:lang属性値を取得します。

戻り値：
ラベル要素（link:label）の xml:lang属性値を返します。

（4） setLang
public void setLang(java.lang.String lang)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ラベル要素（link:label）の xml:lang属性値を設定します。

引数：
lang - ラベル要素（link:label）の xml:lang属性値を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

（5） getTitle
public java.lang.String getTitle()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ラベル要素（link:label）の xlink:title属性値を取得します。xlink:title属性値はオ
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ブジェクト生成時には設定されないため，生成直後にこのメソッドを実行した場合
には，nullを返します。

戻り値：
ラベル要素（link:label）の xml:title属性値を返します。xlink:title属性値が設定さ
れていない場合には，nullを返します。

（6） setTitle
public void setTitle(java.lang.String title)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ラベル要素（link:label）の xlink:title属性値を設定します。ラベル要素から
xlink:title属性を削除する場合には，nullを指定します。

引数：
title - ラベル要素（link:label）の xlink:title属性値を指定します。

（7） getId
public java.lang.String getId()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ラベル要素（link:label）の id属性値を取得します。id属性値はオブジェクト生成
時には設定されないため，生成直後にこのメソッドを実行した場合には，nullを返
します。

戻り値：
ラベル要素（link:label）の id属性値を返します。id属性値が設定されていない場
合には，nullを返します。

（8） setId
public void setId(java.lang.String id)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ラベル要素（link:label）の id属性値を設定します。ラベル要素から id属性を削除
する場合には，nullを指定します。

引数：
id - このラベル要素（link:label）の id属性値を指定します。
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例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 idに空文字列（""）または xsd:NCNameとして不正な文字列が指定された場
合にスローされます。［エラーコード：20108］

• 次の二つの条件を同時に満たす場合にスローされます。［エラーコード：22003］
・この SimpleLabelオブジェクトがアクティブである場合
・この SimpleLabelオブジェクトを所有する SimpleTaxonomyオブジェクトの中
に，引数 idで指定された id属性値を持つ別のアクティブな SimpleLabelオブ
ジェクトが存在する場合

（9） getValue
public String getValue()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ラベル要素（link:label）の内容を取得します。

戻り値：
ラベル要素（link:label）の内容を返します。

（10） setValue
public void setValue(java.lang.String value)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ラベル要素（link:label）の内容を設定します。

引数：
value - ラベル要素（link:label）の内容を指定します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 valueに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］

6.11.6　SimpleLabelEdgeインターフェース
public interface SimpleLabelEdge
extends SimpleEdge

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
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単純なタクソノミー文書を構成するラベルリンクの一辺（一つの関係）を表します。

6.11.7　SimpleNodeインターフェース
public interface SimpleNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成するノードを表します。
com.hitachi.xbrl.simple.taxonomyパッケージのすべてのインターフェースの基底
となるインターフェースです。

フィールドの概要：
SimpleNodeインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-184　SimpleNodeインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
SimpleNodeインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

表 6-185　SimpleNodeインターフェースのメソッドの概要

項番 説明

1 static int SIMPLE_TAXONOMY_NODE
　　ノードが SimpleTaxonomyであることを示します。

2 static int SIMPLE_ITEM_DEFINITION_NODE
　　ノードが SimpleItemDefinitionであることを示します。

3 static int SIMPLE_LABEL_NODE
　　ノードが SimpleLabelであることを示します。

4 static int SIMPLE_LABEL_EDGE_NODE
　　ノードが SimpleLabelEdgeであることを示します。

項番 説明 XBRLの
バージョン

1 boolean isActive()
　　ノードがアクティブであるかどうかを調べます。

2.1

2 int getNodeType()
　　ノードの型を表すフィールド値を返します。

2.1

3 SimpleTaxono
my

getOwnerTaxonomy()
　　ノードを所有する SimpleTaxonomyオブジェクトを取得
します。ノードが SimpleTaxonomyオブジェクトの場合に
は，常に nullを返します。

2.1

4 SimpleNode getParentNode()
　　ノードが関連づけられている親ノードを取得します。

2.1
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（1） isActive
public boolean isActive()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ノードがアクティブであるかどうかを調べます。ノードが SimpleTaxonomyオブ
ジェクトの子孫ノードの場合には trueを返し，子孫ノードでない場合には falseを
返します。

戻り値：
ノードがアクティブな場合は true，そうでない場合は falseを返します。このノー
ドが SimpleTaxonomyオブジェクトの場合は，常に trueを返します。

（2） getNodeType
public int getNodeType()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ノードの型を表す値を取得します。

戻り値：
ノードの型を表す，SimpleNodeインターフェースに定義されているフィールド値
が返されます。フィールド値と各オブジェクトの対応は，この項の冒頭に示す表
「SimpleNodeインターフェースのフィールドの概要」を参照してください。

（3） getOwnerTaxonomy
public SimpleTaxonomy getOwnerTaxonomy()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ノードを所有する SimpleTaxonomyオブジェクトを取得します。ノードの状態がア
クティブ／非アクティブに関係なく，このノードを生成した SimpleTaxonomyオブ
ジェクトを返します。

戻り値：
ノードを所有する SimpleTaxonomyオブジェクトを返します。このノードが
SimpleTaxonomyの場合は，常に nullを返します。

（4） getParentNode
public SimpleNode getParentNode()
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XBRLのバージョン：
2.1

説明：
ノードが関連づけられている親ノードを取得します。

戻り値：
このノードの親ノードを返します。返される親ノードの型は，ノードの型によって
次のように異なります。

このノードが SimpleTaxonomyの場合は常に nullを返します。また，このノード
がほかのノードの子ノードとして接続されていない場合も，nullを返します。

6.11.8　SimpleTaxonomyインターフェース
public interface SimpleTaxonomy
extends SimpleNode

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書全体を表します。

フィールドの概要：
SimpleTaxonomyインターフェースのフィールドの概要を次の表に示します。

表 6-186　SimpleTaxonomyインターフェースのフィールドの概要

メソッドの概要：
SimpleTaxonomyインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

項番 ノードの型 親ノードの型

1 SIMPLE_TAXONOMY_NODE 常に nullを返します。

2 SIMPLE_ITEM_DEFINITION_NODE SIMPLE_TAXONOMY_NODE

3 SIMPLE_LABEL_NODE SIMPLE_LABEL_EDGE_NODE

4 SIMPLE_LABEL_EDGE_NODE SIMPLE_TAXONOMY_NODE

項番 説明

1 static int ITEM_DEFINITION
　　単純なタクソノミー文書の要素定義のうちアイテムを表します。

2 static int LABEL_EDGE
　　単純なタクソノミー文書のラベルリンクの一辺を表します。
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表 6-187　SimpleTaxonomyインターフェースのメソッドの概要

項
番

説明 XBRLの
バージョン

1 XBRLDocumentMan
ager

getOwnerDocumentManager()
　　単純なタクソノミー文書全体を表す
SimpleTaxonomyオブジェクトを所有する，
XBRLDocumentManager オブジェクトを取得します。

2.1

2 XBRLTaxonomyDocu
ment

getBaseTaxonomyDocument()
　　単純なタクソノミー文書の拡張元であるタクソノ
ミー文書を表す，XBRLTaxonomyDocumentオブジェク
トを取得します。

2.1

3 java.lang.String getTargetNamespace()
　　単純なタクソノミー文書を構成する，唯一のタクソ
ノミー本体の targetNamespace属性値を取得します。

2.1

4 java.lang.String getPrefix()
　　単純なタクソノミー文書を構成する唯一のタクソノ
ミー本体の targetNamespace属性値に対応する，名前空
間接頭辞を取得します。

2.1

5 java.lang.String getSchemaLocation()
　　単純なタクソノミー文書を構成する唯一のタクソノ
ミー本体が設定されている場所（ファイル名）を取得し
ます。

2.1

6 SimpleItemDefinitio
n

createItemDefinition(java.lang.String name, int type, 
java.lang.String periodType)
　　単純なタクソノミー文書を構成するアイテム要素定
義を表す，新たな SimpleItemDefinitionオブジェクトを
生成します。

2.1

7 SimpleElementDefini
tion[]

findElementDefinitions(int type)
　　単純なタクソノミー文書を構成する要素定義を表す
SimpleElementDefinitionオブジェクトの配列を取得し
ます。

2.1

8 SimpleElementDefini
tion

getElementDefinition(java.lang.String name)
　　単純なタクソノミー文書を構成する要素定義を表す，
SimpleElementDefinitionオブジェクトを取得します。

2.1

9 SimpleElementDefini
tion

addElementDefinition(SimpleElementDefinition obj)
　　単純なタクソノミー文書に，引数 objに指定された
要素定義を表す SimpleElementDefinitionオブジェクト
を追加して，アクティブ状態にします。

2.1

10 SimpleElementDefini
tion

removeElementDefinition(SimpleElementDefinition 
obj)
　　単純なタクソノミー文書から，引数 objに指定され
た要素定義を表す SimpleElementDefinitionオブジェク
トを削除し，非アクティブ状態にします。

2.1

11 SimpleLabel createLabel(java.lang.String role, java.lang.String lang, 
java.lang.String value)
　　単純なタクソノミー文書を構成するラベル要素を表
す，SimpleLabelオブジェクトを生成します。

2.1
960



6.　APIリファレンス
（1） getOwnerDocumentManager
public XBRLDocumentManager getOwnerDocumentManager()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書全体を表す SimpleTaxonomyオブジェクトを所有する，
XBRLDocumentManager オブジェクトを取得します。

戻り値：
単純なタクソノミー文書全体を表す SimpleTaxonomyオブジェクトを所有する，
XBRLDocumentManager オブジェクトを返します。

（2） getBaseTaxonomyDocument
public XBRLTaxonomyDocument getBaseTaxonomyDocument()

XBRLのバージョン：
2.1

12 SimpleLabelEdge createLabelEdge(java.lang.String role, java.lang.String 
arcrole, java.lang.Object from, java.lang.Object to)
　　単純なタクソノミー文書を構成するラベルリンクの
一つの関係（一辺）を表す SimpleLabelEdgeオブジェク
トを生成します。

2.1

13 SimpleEdge createProhibitedEdge(XBRLRelationship obj)
　　単純なタクソノミー文書を構成する既存の関係の一
辺を否定する SimpleEdgeオブジェクトを生成します。

2.1

14 SimpleEdge[] findEdges(int type, java.lang.String role, 
java.lang.String arcrole, java.lang.Object from, 
java.lang.Object to)
　　単純なタクソノミー文書を構成するリンクベースの
一つの関係（一辺）を表す SimpleEdgeオブジェクトの
配列をこの SimpleTaxonomyオブジェクトから取得しま
す。

2.1

15 SimpleEdge addEdge(SimpleEdge obj)
　　単純なタクソノミー文書を構成する関係の一辺を表
す SimpleEdgeオブジェクトを追加します。

2.1

16 SimpleEdge removeEdge(SimpleEdge obj)
　　単純なタクソノミー文書を構成する関係の一辺を表
す SimpleEdgeオブジェクトを削除します。

2.1

17 org.w3c.dom.Docume
nt[]

transform()
　　単純なタクソノミー文書の現在の構成を
org.w3c.dom.Documentオブジェクトへ変換した，新た
な org.w3c.dom.Documentオブジェクトの配列を取得し
ます。

2.1

項
番

説明 XBRLの
バージョン
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説明：
単純なタクソノミー文書の拡張元であるタクソノミー文書を表す，
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを取得します。これによって，
SimpleTaxonomyオブジェクトの生成時に指定した XBRLTaxonomyDocumentオ
ブジェクトを取得できます。

戻り値：
単純なタクソノミー文書の拡張元であるタクソノミー文書を表す，
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを返します。拡張元が存在しない場合には
nullを返します。

（3） getTargetNamespace
public java.lang.String getTargetNamespace()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成する，唯一のタクソノミー本体の targetNamespace
属性値を取得します。

戻り値：
単純なタクソノミー文書を構成する唯一のタクソノミー本体の targetNamespace属
性値を返します。

（4） getPrefix
public java.lang.String getPrefix()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成する唯一のタクソノミー本体の targetNamespace属
性値に対応する，名前空間接頭辞を取得します。

戻り値：
単純なタクソノミー文書を構成する唯一のタクソノミー本体の targetNamespace属
性値に対応する，名前空間接頭辞を返します。

（5） getSchemaLocation
public java.lang.String getSchemaLocation()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成する唯一のタクソノミー本体が設定されている場所
962



6.　APIリファレンス
（ファイル名）を取得します。

戻り値：
単純なタクソノミー文書を構成する唯一のタクソノミー本体が設定されている場所
（ファイル名）を返します。

（6） createItemDefinition
public SimpleItemDefinition createItemDefinition(java.lang.String 
name,
                                                 int type,
                                                 java.lang.String periodType)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成するアイテム要素定義を表す，新たな
SimpleItemDefinitionオブジェクトを生成します。
例えば，createItemDefinition("balanceSheet", 
SimpleItemDefinition.MONETARY_ITEM, "duration");を実行し，
SimpleTaxonomy.getPrefix()の結果が「hi」である場合，タクソノミー本体では次
のようなアイテム要素定義が作成されます。

引数：
name - 単純なタクソノミー文書を構成するアイテム要素定義の name属性値を指定
します。
type - 単純なタクソノミー文書を構成するアイテム要素定義の type属性値に対応す
るフィールド値を指定します。指定できる値は，SimpleItemDefinitionオブジェク
トの setItemType()メソッドと同じです。
periodType - 単純なタクソノミー文書を構成するアイテム要素定義の
xbrli:periodType属性値を指定します。指定できる値は instantまたは durationで
す。

戻り値：
新たに生成された SimpleItemDefinitionオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 nameまたは引数 periodTypeに nullを指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20002］

• 引数 nameに空文字列（""）または xsd:NCNameとして不正な文字列が指定され

<element name="balanceSheet"
         id="hi_balanceSheet"
         substitutionGroup="xbrli:item"
         type="xbrli:monetaryItemType"
         xbrli:periodType="duration"/>
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た場合にスローされます。［エラーコード：20108］
• 引数 typeに指定できない値が指定された場合にスローされます。［エラーコード：

20156］
• 引数 periodTypeに instantまたは duration以外の文字列が指定された場合にス
ローされます。［エラーコード：20014］

（7） findElementDefinitions
public SimpleElementDefinition[] findElementDefinitions(int type)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成する要素定義を表す SimpleElementDefinitionオブ
ジェクトの配列を取得します。

引数：
type - 取得する要素定義の種別を指定します。指定できる値は ITEM_DEFINITION
だけです。この指定によってオブジェクト SimpleItemDefinitionが配列に含まれる
可能性があります。

戻り値：
単純なタクソノミー文書を構成する要素定義を表す，SimpleElementDefinitionオ
ブジェクトの配列を返します。引数 typeに指定された種別の要素定義がこの単純な
タクソノミー文書全体を表す SimpleTaxonomyオブジェクトに一つも存在しない場
合は，要素数 0の配列を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 typeに指定できない値が指定された場合にスローされます。［エラーコード：

20156］

（8） getElementDefinition
public SimpleElementDefinition 
getElementDefinition(java.lang.String name)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成する要素定義を表す，SimpleElementDefinitionオ
ブジェクトを取得します。
このバージョンでは，取得した SimpleElementDefinitionオブジェクトは常に
SimpleItemDefinitionオブジェクトだけにキャストできます。
SimpleTaxonomyオブジェクト（単純なタクソノミー文書全体を表す）に，引数
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nameに指定された name属性値を持つ要素定義が存在しない場合は，nullを返し
ます。

引数：
name - 単純なタクソノミー文書を構成する要素定義の name属性値を指定します。

戻り値：
単純なタクソノミー文書を構成する要素定義を表す，SimpleItemDefinitionオブ
ジェクトを返します。
SimpleTaxonomyオブジェクト（単純なタクソノミー文書全体を表す）に，引数
nameに指定された name属性値を持つ要素定義が存在しない場合は，nullを返し
ます。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 nameに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 nameに空文字列（""）または xsd:NCNameとして不正な文字列が指定され
た場合にスローされます。［エラーコード：20108］

（9） addElementDefinition
public SimpleElementDefinition 
addElementDefinition(SimpleElementDefinition obj)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書に，引数 objに指定された要素定義を表す
SimpleElementDefinitionオブジェクトを追加して，アクティブ状態にします。

引数：
obj - 新たに追加する SimpleElementDefinitionオブジェクトを指定します。

戻り値：
新たに追加した SimpleElementDefinitionオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 objに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 objに指定した SimpleElementDefinitionオブジェクトの name属性値と同
じ name属性値を持つアクティブな SimpleElementDefinitionオブジェクトがこ
の SimpleTaxonomyオブジェクトに存在する場合，または同じ対象名前空間で同
じ name属性値を持つ XBRLTaxonomyElementオブジェクトが拡張元である
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトに存在する場合にスローされます。［エ
ラーコード：22002］
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• 引数 objに指定した SimpleElementDefinitionオブジェクトの id属性値と同じ id
属性値を持つ，アクティブな SimpleElementDefinitionオブジェクトがこの
SimpleTaxonomyオブジェクトに存在する場合にスローされます。［エラーコー
ド：22003］

• 引数 objに指定した SimpleElementDefinitionオブジェクトがこの
SimpleTaxonomyオブジェクトから生成されたオブジェクトでない場合に，ス
ローされます。［エラーコード：22008］

（10） removeElementDefinition
public SimpleElementDefinition 
removeElementDefinition(SimpleElementDefinition obj)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を表す SimpleTaxonomyオブジェクトから，引数 objに指
定された要素定義を表す SimpleElementDefinitionオブジェクトを削除し，非アク
ティブ状態にします。
また，引数 objに指定された SimpleElementDefinitionオブジェクトがこの
SimpleTaxonomyオブジェクトに存在するアクティブ状態の SimpleEdgeオブジェ
クトから参照されている場合には，関連するすべての SimpleNodeオブジェクトも
非アクティブ状態に変更します。ただし，この SimpleElementDefinitionオブジェ
クト以外の SimpleElementDefinitionオブジェクトのアクティブ状態は変更しませ
ん。
アクティブ状態が変更される可能性のあるオブジェクトは，SimpleEdgeオブジェ
クトおよび SimpleLabelオブジェクトです。

引数：
obj - 削除する SimpleElementDefinitionオブジェクトを指定します。

戻り値：
単純なタクソノミー文書から削除された SimpleElementDefinitionオブジェクトを
返します。削除する要素定義がこの SimpleTaxonomyオブジェクトに存在しない場
合には nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 objに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 objに指定した SimpleElementDefinitionオブジェクトが，この

SimpleTaxonomyオブジェクトから生成されたオブジェクトでない場合にスロー
されます。［エラーコード：22008］
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（11） createLabel
public SimpleLabel createLabel(java.lang.String role,
                               java.lang.String lang,
                               java.lang.String value)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成するラベル要素を表す，SimpleLabelオブジェクト
を生成します。

引数：
role - 新たに作成するラベル要素の xlink:role属性値を指定します。指定できる値は
SimpleLabel.setRole()メソッドと同じです。省略する場合は nullを指定します。
lang - 新たに作成するラベル要素の xml:lang属性値を指定します。
value - 新たに作成するラベル要素の内容を指定します。

戻り値：
新たに生成された SimpleLabelオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 langまたは引数 valueに nullを指定した場合にスローされます。［エラー
コード：20002］

• 引数 roleに指定できない値が指定されている場合にスローされます。［エラーコー
ド：20156］

（12） createLabelEdge
public SimpleLabelEdge createLabelEdge(java.lang.String role,
                                       java.lang.String arcrole,
                                       java.lang.Object from,
                                       java.lang.Object to)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成するラベルリンクの一つの関係（一辺）を表す
SimpleLabelEdgeオブジェクトを生成します。

引数：
role - 新たに作成するラベルリンクの一つの関係が属する，link:labelLinkの role属
性値を指定します。指定できるカスタムロール値と標準値は次のとおりです。

指定できるカスタムロール値
ここで指定できるカスタムロールは，拡張元である XBRLTaxonomyDocument
オブジェクトの getRoleTypes()メソッドで XBRLRoleTypeオブジェクトを取
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得した際，getUsedOn()メソッドで取得されるリストが次の値を持つものだけ
です。
• 名前空間：http://www.xbrl.org/2003/linkbase
• ローカル名：labelLink

この条件に該当するカスタムロールについて，XBRLRoleTypeオブジェクトの
getRoleURI()メソッドで取得される値を指定します。

指定できる標準値
http://www.xbrl.org/2003/role/link

arcrole - 新たに作成する <link:labelArc>要素の xlink:arcrole属性値を指定します。
指定できるカスタムアークロール値と標準値は次のとおりです。

指定できるカスタムアークロール値
ここで指定できるカスタムアークロールは，拡張元である
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトの getArcroleTypes()メソッドで
XBRLArcroleTypeオブジェクトを取得した際，getUsedOn()メソッドで取得さ
れるリストが次の値を持つものだけです。
• 名前空間：http://www.xbrl.org/2003/linkbase
• ローカル名：labelArc

この条件に該当するカスタムアークロールについて，XBRLArcroleTypeオブ
ジェクトの getArcroleURI()メソッドで取得される値を指定します。

指定できる標準値
http://www.xbrl.org/2003/arcrole/concept-label

from - 新たに作成する <link:labelArc>要素の xlink:from属性値が参照するオブ
ジェクトを指定します。指定できるオブジェクトは次のとおりです。
• SimpleConceptDefinition
• XBRLTaxonomyItem
• XBRLTaxonomyTuple

to - 新たに作成する <link:labelArc>要素の xlink:to属性値が参照するオブジェクト
を指定します。指定できる値は SimpleLabelだけです。

戻り値：
新たに生成された SimpleLabelEdgeオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 role，引数 arcrole，引数 fromまたは引数 toに nullを指定した場合にス
ローされます。［エラーコード：20002］

• 引数 roleまたは引数 arcroleに対し，指定できない値が指定されている場合にス
ローされます。［エラーコード：20156］

• 引数 fromまたは引数 toに対し，指定できないオブジェクトが指定されている場
合にスローされます。［エラーコード：22001］
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• 引数 fromに指定されたオブジェクトが XBRLTaxonomyItemオブジェクトまたは
XBRLTaxonomyTupleオブジェクトであり，かつそのオブジェクトを所有する
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトがこの SimpleTaxonomyオブジェクト
の生成時に指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと異なる場合にス
ローされます。［エラーコード：22007］

• 引数 fromまたは引数 toに指定されたオブジェクトが SimpleConceptDefinition
オブジェクトまたは SimpleLabelオブジェクトであり，かつそのオブジェクトを
所有する SimpleTaxonomyオブジェクトがこの SimpleTaxonomyオブジェクト
と異なる場合にスローされます。［エラーコード：22008］

• 引数 toに指定した SimpleLabelオブジェクトがすでに別の SimpleLabelEdgeオ
ブジェクトの子ノードである場合にスローされます。［エラーコード：20005］

（13） createProhibitedEdge
public SimpleEdge createProhibitedEdge(XBRLRelationship obj)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成する既存の関係の一辺を否定する SimpleEdgeオブ
ジェクトを生成します。

引数：
obj - 指定できるオブジェクトは XBRLLabelRelationshipだけです。それによって
生成される SimpleEdgeオブジェクトは SimpleLabelEdgeです。

戻り値：
新たに生成された SimpleEdgeオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 objに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 objに指定された XBRLRelationshipオブジェクトを所有する

XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが，この SimpleTaxonomyオブジェク
トの生成時に指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと異なる場合に
スローされます。［エラーコード：22007］

• 引数 objに XBRLLabelRelationshipオブジェクト以外が指定された場合にスロー
されます。［エラーコード：22001］

（14） findEdges
public SimpleEdge[] findEdges(int type,
                              java.lang.String role,
                              java.lang.String arcrole,
                              java.lang.Object from,
                              java.lang.Object to)
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XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成するリンクベースの一つの関係（一辺）を表す
SimpleEdgeオブジェクトの配列をこの SimpleTaxonomyオブジェクトから取得し
ます。

引数：
type - 取得するリンクの一辺を表す値を指定します。指定できる値は
LABEL_EDGEだけです。この指定によって，オブジェクト SimpleLabelEdgeが
戻り値の配列に含まれる可能性があります。
role - 取得するリンクが属する拡張リンクの role属性値を指定します。取得条件に加
えない場合には nullを指定します。
arcrole - 取得するリンクのアーク型要素の xlink:arcrole属性値を指定します。取得
条件に加えない場合には nullを指定します。
from - 取得するリンクのアーク型要素の xlink:from属性値が参照するオブジェクト
を指定します。取得条件に加えない場合には nullを指定します。
to - 取得するリンクのアーク型要素の xlink:to属性値が参照するオブジェクトを指定
します。取得条件に加えない場合には nullを指定します。

戻り値：
単純なタクソノミー文書を構成するリンクベースの一つの関係（一辺）を表す
SimpleEdgeオブジェクトの配列を返します。単純なタクソノミー文書全体を表す
SimpleTaxonomyオブジェクトに，引数に指定された条件を満たす SimpleEdgeオ
ブジェクトが一つも存在しない場合は，要素数 0の配列を返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 typeに指定できない値が指定されている場合にスローされます。［エラー
コード：20156］

（15） addEdge
public SimpleEdge addEdge(SimpleEdge obj)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成する関係の一辺を表す SimpleEdgeオブジェクトを
追加します。
同じ関係（一辺）を表すアクティブ状態の SimpleEdgeオブジェクトが存在した場
合，既存の SimpleEdgeオブジェクトが最初に SimpleTaxonomyオブジェクトから
削除され，引数 objに指定した SimpleEdgeオブジェクトが追加されます。
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また，引数 objに指定した SimpleEdgeオブジェクトが保持する
SimpleConceptDefinitionオブジェクトが非アクティブ状態の場合は，アクティブ
状態に変更します。アクティブ状態に変更できなかった場合は，引数 objに指定さ
れた SimpleEdgeオブジェクトの追加に失敗します。発生する例外の種類は，
addElementDefinition()メソッドと同じです。

引数：
obj - 新たに追加する SimpleEdgeオブジェクトを指定します。

戻り値：
新たに追加した SimpleEdgeオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 objに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 objに SimpleEdgeオブジェクトの SimpleLabelEdgeを指定した場合に，そ
のオブジェクトが保持する SimpleLabelオブジェクトの id属性値を持つ異なるア
クティブな SimpleLabelオブジェクトがこの SimpleTaxonomyオブジェクトに存
在する場合にスローされます。［エラーコード：22003］

• 引数 objに指定した SimpleEdgeオブジェクトが，この SimpleTaxonomyオブ
ジェクトから生成されたオブジェクトでない場合にスローされます。［エラーコー
ド：22008］

（16） removeEdge
public SimpleEdge removeEdge(SimpleEdge obj)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を構成する関係の一辺を表す SimpleEdgeオブジェクトを
削除します。ただし，この SimpleEdgeオブジェクトが保持する
SimpleConceptDefinitionオブジェクトのアクティブ状態は変更されないため，オ
ブジェクトを非アクティブ状態へ変えるには removeElementDefinition()メソッド
を使用してください。
また，引数 objが SimpleLabelEdgeオブジェクトの場合，この SimpleLabelEdge
オブジェクトが参照する SimpleLabelオブジェクトは非アクティブ状態となりま
す。

引数：
obj - 削除する SimpleEdgeオブジェクトを指定します。

戻り値：
単純なタクソノミー文書から削除した SimpleEdgeオブジェクトを返します。削除
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する SimpleEdgeオブジェクトがこの SimpleTaxonomyオブジェクトに存在しない
場合は，nullを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 objに nullを指定した場合にスローされます。［エラーコード：20002］
• 引数 objに指定した SimpleEdgeオブジェクトがこの SimpleTaxonomyオブジェ
クトから生成されたオブジェクトでない場合にスローされます。［エラーコード：
22008］

（17） transform
public org.w3c.dom.Document[] transform()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書の現在の構成を org.w3c.dom.Documentオブジェクトへ変
換した，新たな org.w3c.dom.Documentオブジェクトの配列を返します。
配列の要素数は常に 6です。ドキュメントの格納順序は次のとおりです。

戻り値：
変換後の org.w3c.dom.Documentオブジェクトの配列を返します。

6.11.9　SimpleTaxonomyBuilderインターフェース
public interface SimpleTaxonomyBuilder

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を表す SimpleTaxonomyオブジェクトを生成します。

メソッドの概要：
SimpleTaxonomyBuilderインターフェースのメソッドの概要を次の表に示します。

インデックス 格納されるドキュメント

0 タクソノミー本体

1 ラベルリンクベース（ラベルリンクが一つも存在しない場合には null）

2 null

3 null

4 null

5 null
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表 6-188　SimpleTaxonomyBuilderインターフェースのメソッドの概要

（1） getOwnerDocumentManager
public XBRLDocumentManager getOwnerDocumentManager()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
SimpleTaxonomyBuilderオブジェクトを所有する XBRLDocumentManager オブ
ジェクトを取得します。

戻り値：
SimpleTaxonomyBuilderオブジェクトを所有する XBRLDocumentManager オブ
ジェクトを返します。

（2） newSimpleTaxonomy
public SimpleTaxonomy newSimpleTaxonomy(java.lang.String 
targetNamespace,
                                        java.lang.String prefix,
                                        java.lang.String fileName,
                                        XBRLTaxonomyDocument doc)

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を表す SimpleTaxonomyオブジェクトを新規生成します。
このメソッドを使って新しいインスタンス文書が生成された場合は，引数 docに指
定した XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを構築する際の出発点となったタク
ソノミー本体およびリンクベースのリストを
XBRLTaxonomyDocument.getStartingPoints()メソッドから取得します。その際，
取得されるタクソノミー本体の targetNamespace属性値と引数 targetNamespace
の指定値とが同じ場合，取得されたタクソノミー本体は <xsd:include>要素によっ
て単純なタクソノミー文書を構成する唯一のタクソノミー本体に取り込まれます。
targetNamespace属性値が異なるタクソノミー本体は <xsd:import>要素によって

項
番

説明 XBRLの
バージョン

1 XBRLDocumentMan
ager

getOwnerDocumentManager()
　　SimpleTaxonomyBuilderオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManager オブジェクトを取得します。

2.1

2 SimpleTaxonomy newSimpleTaxonomy(java.lang.String 
targetNamespace, java.lang.String prefix, 
java.lang.String fileName, XBRLTaxonomyDocument 
doc)
　　単純なタクソノミー文書を表す SimpleTaxonomyオ
ブジェクトを新規生成します。

2.1
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取り込まれます。
引数 docに指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトでリンクベースの遅
延解析が有効であり，かつリンクが未解析の場合は，SimpleTaxonomyオブジェク
トの生成処理の前に，リンクベースの遅延解析が実行されます。

引数：
targetNamespace - 新たに生成する唯一のタクソノミー本体の targetNamespace属
性値を指定します。XBRL2.1の名前空間など，予約されている名前空間は指定でき
ません。予約されている名前空間については，「3.1.1(1)　タクソノミー文書の作成
時に自動作成される内容」を参照してください。
prefix - 新たに生成する唯一のタクソノミー本体の targetNamespace属性値に対応
する，名前空間接頭辞を指定します。
fileName - 新たに生成する唯一のタクソノミー本体のファイル名を指定します。拡
張子は「xsd」にしてください（例：sample_taxonomy.xsd）。ただし，指定された
ファイル名が，システムで使用できるファイル名かについてはチェックされません。
doc - 単純なタクソノミー文書を生成する際の，拡張元となるタクソノミー文書を表
す XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを指定します。生成された
SimpleTaxonomyオブジェクトは，ここで指定した XBRLTaxonomyDocumentオ
ブジェクトの複製を参照します。新規作成の場合には拡張元を必要としないため，
nullを指定します。

戻り値：
新たに生成された SimpleTaxonomyオブジェクトを返します。

例外：
XBRLDOMRuntimeException - 
• 引数 targetNamespace，引数 prefixまたは引数 fileNameに nullを指定した場合
にスローされます。［エラーコード：20002］

• 引数 targetNamespaceが xsd:anyURI型の値でない場合にスローされます。［エ
ラーコード：20108］

• 引数 prefixが xsd:NCName型の値でない場合にスローされます。［エラーコー
ド：20108］

• 引数 targetNamespaceに空文字列（""）を指定した場合にスローされます。［エ
ラーコード：20110］

• 引数 targetNamespaceまたは引数 prefixに不正な値（予約されている名前空間）
が指定されたか，引数 fileNameに不正なファイル名が指定された場合にスローさ
れます。［エラーコード：20156］

• 引数 docに指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトと，この SimpleTaxonomyBuilderオブ
ジェクトを所有する XBRLDocumentManagerオブジェクトとが一致しない場合
にスローされます。［エラーコード：20051］

• 引数 docに指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが準拠する XBRL
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のバージョンと，この SimpleTaxonomyBuilderオブジェクトが処理対象とする
XBRLのバージョンとが一致しない場合にスローされます。［エラーコード：
20103］

• 引数 docに指定されたタクソノミー文書の基点となるタクソノミー本体の中に，
ほかの XML文書の一部となっているタクソノミー本体が存在する場合に，スロー
されます。［エラーコード：22010］

• 引数 docに指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが準拠する XBRL 
Dimensionsのバージョンと，この SimpleTaxonomyBuilderオブジェクトが処理
対象とする XBRL Dimensionsのバージョンが異なる場合にスローされます。［エ
ラーコード：22103］

6.11.10　SimpleTaxonomyBuilderFactoryインターフェース
public interface SimpleTaxonomyBuilderFactory

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
単純なタクソノミー文書を作成するための SimpleTaxonomyBuilderオブジェクト
を生成します。SimpleTaxonomyBuilderFactoryオブジェクトは，
XBRLDocumentManager.newSimpleTaxonomyBuilderFactory()メソッドによって
インスタンス化されます。

メソッドの概要：
SimpleTaxonomyBuilderFactoryインターフェースのメソッドの概要を次の表に示
します。

表 6-189　SimpleTaxonomyBuilderFactoryインターフェースのメソッドの概要

（1） getOwnerDocumentManager
public XBRLDocumentManager getOwnerDocumentManager()

XBRLのバージョン：
2.1

項
番

説明 XBRLの
バージョン

1 XBRLDocumentMan
ager

getOwnerDocumentManager()
　　SimpleTaxonomyBuilderFactoryオブジェクトを所
有する XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得し
ます。

2.1

2 SimpleTaxonomyBuil
der

newSimpleTaxonomyBuilder()
　　現在の設定で SimpleTaxonomyBuilderオブジェク
トを生成します。

2.1
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説明：
SimpleTaxonomyBuilderFactoryオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManagerオブジェクトを取得します。

戻り値：
SimpleTaxonomyBuilderFactoryオブジェクトを所有する
XBRLDocumentManager オブジェクトを返します。

（2） newSimpleTaxonomyBuilder
public SimpleTaxonomyBuilder newSimpleTaxonomyBuilder()

XBRLのバージョン：
2.1

説明：
現在の設定で SimpleTaxonomyBuilderオブジェクトを生成します。

戻り値：
新たに生成された SimpleTaxonomyBuilderオブジェクトを返します。
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7　 メッセージ
この章では，uCosminexus Business Reporting Processorが
提供する API利用時に表示されるメッセージについて説明し
ます。

7.1　メッセージの形式

7.2　メッセージ一覧

7.3　メッセージ KEBR10000-KEBR19999

7.4　メッセージ KEBR20000-KEBR29999

7.5　メッセージ KEBR30000-KEBR39999

7.6　メッセージ KEXL00000-KEXL09999

7.7　メッセージ KEXL10000-KEXL19999
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7.1　メッセージの形式
このマニュアルでは，メッセージを次の形式で記載しています。

メッセージメッセージメッセージメッセージ IDIDIDID　（メッセージの出力先）　（メッセージの出力先）　（メッセージの出力先）　（メッセージの出力先）

メッセージテキスト

要因：
メッセージの内容を説明します。

対策：
メッセージ確認時，ユーザーがする必要のある処置を示します。

メッセージ IDおよびメッセージの出力先の詳細について説明します。

メッセージ ID
各メッセージには，次の規則に従った形式のメッセージ IDが付いています。
記述形式：KEBRnnnnn-Z

KEBR
uCosminexus Business Reporting Processorに割り振られたプリフィックスで
す。

nnnnn
メッセージごとのメッセージ番号です。5桁の数字です。
メッセージ番号と，対応する機能を次に示します。
10000-19999：XBRLのパース機能
20000-29999：XBRL DOMの API
30000-39999：XBRL DOMの初期化機能

-Z
E：（Error）　エラーメッセージ
W：（Warning）　警告メッセージ
I：（Information）通常のメッセージ

記述形式：KEXLnnnnn-E

KEXL
XLink プロセッサに割り振られたプリフィックスです。

nnnnn
メッセージごとのメッセージ番号です。5桁の数字です。
メッセージ番号と，対応する機能を次に示します。
00000-09999：XLinkのエラーメッセージ
10000-19999：XPointerのエラーメッセージ
「E」はエラーメッセージであることを表します。

メッセージの出力先
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メッセージが出力される場所です。
F：ログファイル
V：例外に含めるメッセージ

KEXLで始まるメッセージは，KEBRで始まるメッセージの詳細メッセージとして含ま
れるメッセージのため，メッセージの出力先は記述していません。
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7.2　メッセージ一覧
メッセージ ID順に，メッセージを一覧で示します。

KEBR10000-E　{0}要素の {1}属性に指定できない値が指定されました。 {2} 個所 ={3} 指
定できる値 ={4} 指定された値 ={5}

KEBR10001-E　{0}要素の {1}属性に推奨値以外の値が指定されました。 {2} 個所 ={3} 指
定された値 ={4}

KEBR10002-E　{0}要素に {1}要素が存在しません。 {2} 個所 ={3}

KEBR10003-E　{0}要素に {1}属性が存在しません。 {2} 個所 ={3}

KEBR10004-W　{0}要素に不要な {1}要素が指定されています。 {2} 個所 ={3}

KEBR10005-W　{0}要素に不要な {1}属性が指定されています。 {2} 個所 ={3}

KEBR10006-E　{0}要素の {1}属性の参照先が存在しません。 {2} 個所 ={3} 参照先 ={4}

KEBR10007-E　{0}要素の {1}属性の値が重複しています。 {2} 個所 ={3} 指定された値
={4}

KEBR10009-E　{0}要素に使用できない値が指定されました。 {1} 個所 ={2} 指定された値
={3}

KEBR10010-E　period要素の期間が範囲で指定されていません。 {0} 個所 ={1} 
startDate={2} endDate={3}

KEBR10012-W　リンクが双方向で記述されていません。 {0} 個所 ={1}

KEBR10013-E　双方向で記述されたリンクの {0}属性の値が異なります。 {1} リンク１：
個所 ={2},指定された値 ={3} リンク２：個所 ={4},指定された値 ={5}

KEBR10014-W　{0}対象のリンクが存在しません。 {1} 個所 ={2}

KEBR10016-E　指定した xlink:role属性の値と実際のリンク先の内容が一致していませ
ん。 {0} 個所 ={1} xlink:role属性の値 ={2} リンク先の内容 ={3}

KEBR10017-I　group要素の子要素で記述されている group要素を無視しました。 {0} 個
所 ={1}

KEBR10018-E　{0}要素の {1}属性に指定されたラベル名に対応する要素が見つかりま
せん。 {2} 個所 ={3}

KEBR10019-E　{0}要素の {1}属性に指定されたラベル名の要素が {2}ではありません。 
{3} 個所 ={4}

KEBR10020-W　{0}, id={1}のコンテキスト要素に対応するアイテム要素がありません。 
980



7.　メッセージ
{2} 個所 ={3}

KEBR10021-E　{0}要素の {1}属性に {2}型以外の値が指定されました。 {3} 個所 ={4}

KEBR10024-E　{0}要素の priority={1}を持つ同一のリンクが複数存在します。 要素 1：
{2},個所 ={3} 要素 2：{4},個所 ={5}

KEBR10025-E　{0}要素の {1}属性に使用できない値が指定されました。 {2} 個所 ={3} 指
定された値 ={4}

KEBR10029-E　同じ {0}要素は複数存在できません。 {1} 個所 ={2}

KEBR10030-E　XML文書中で指定されている URIが RFC2396 に違反しています。 {0} 
個所 ={1} 指定されていたURI={2}

KEBR10031-E　parse()メソッドに指定された URIが RFC2396 に違反しています。 指
定されていた URI={0}

KEBR10032-E　同一拡張リンク中に同じ弧を持つアーク型要素が指定されています。 {0} 
個所 ={1}

KEBR10033-E　ルート要素に指定できない要素が指定されました。 {0} 指定できる要素
={1} 指定された要素 ={2}

KEBR10034-E　{0}要素の値が存在しません。 {1} 個所 ={2}

KEBR10035-E　period要素の子要素 {0}と {1}の関係が正しくありません。 {2} 個所 ={3}

KEBR10036-E　{0}要素の値 {1}が {2}型ではありません。 {3} 個所 ={4}

KEBR10037-E　{0}要素の {1}属性の値 {2}が {3}型ではありません。 {4} 個所 ={5}

KEBR10038-E　{0}要素はタクソノミー文書で定義されていません。 {1} 個所 ={2}

KEBR10039-E　{0}の名前空間が宣言されていません。 {1}

KEBR10040-E　{0}要素がパート要素の代替要素としてタクソノミー本体で定義されて
いません。 {1} 個所 ={2}

KEBR10041-E　{0}要素の {1}属性が絶対 URIで記述されていません。 {2} 個所 ={3}

KEBR10042-W　同じ内容の単純リンクが指定されました。 要素 1：{0},個所 ={1} 要素
2：{2},個所 ={3}

KEBR10043-W　タクソノミー本体を拡張する際に import要素で記述したURIがルー
プしています。 {0} 個所 ={1}

KEBR10044-E　アイテムには子要素を記述できません。 {0} 個所 ={1}

KEBR10045-E　{0}要素はインスタンス文書では使用できません。 {1} 個所 ={2}
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KEBR10046-E　{0}要素の {1}属性に標準値以外の値が指定されました。{2} 個所 ={3} 指
定された値 ={4}

KEBR10047-E　{0}要素の {1}属性に標準値またはカスタムされた値以外が指定されま
した。{2} 個所 ={3} 指定された値 ={4}

KEBR10048-E　{0}要素に記述された値はすでに記述されているため無視しました。 {1} 
個所 ={2} 指定された値 ={3}

KEBR10049-I　{1}を定義している {0}要素が複数存在しました。 {2} 個所 ={3}

KEBR10050-E　{0}要素で {1}を再定義しました。 {2} 個所 ={3}

KEBR10051-E　{0}要素が参照する context要素内の period要素の指定が誤っていま
す。 periodType属性の値 ={1} 指定できる要素 ={2} {3} 個所 ={4}

KEBR10052-W　タクソノミー本体を拡張する際に import要素または include要素で記
述した URIがループしています。 {0} 個所 ={1}

KEBR10053-E　{0}属性の範囲に誤りがあります。 xlink:fromが指す要素の {1}属性の値
={2} xlink:toが指す要素の {1}属性の値 ={3} {4} 個所 ={5}

KEBR10054-E　{0}要素のアークロール {1}に対応する要素の組み合わせに誤りがあり
ます。 xlink:fromが指す要素の {2}属性の値 ={3} xlink:toが指す要素の {2}属性の値 ={4} 
{5} 個所 ={6}

KEBR10056-E　{0}要素の参照先が目的の文書を指定していません。{1} 個所 ={2}

KEBR10057-E　{0}要素の子要素に {1}要素の記述はできません。 {2} 個所 ={3}

KEBR10058-E　{0}型の {1}要素に対応する {2}要素に誤った値が記述されました。 誤っ
た値 ={3} {4} 個所 ={5}

KEBR10059-E　{0}要素に指定できない値が記述されました。 {1} 個所 ={2} 指定されてい
た値 ={3}

KEBR10061-E　{0}属性に使用できない値が記述されています。 {1} 個所 ={2}

KEBR10062-E　{0}要素内には {1}要素の記述ができません。 {2} 個所 ={3}

KEBR10064-E　要素宣言 {0}で記述できない {1}属性を指定しています。 {2} 個所 ={3}

KEBR10065-E　要素宣言 {0}で {1}属性が記述されていません。 {2} 個所 ={3}

KEBR10066-E　{0}要素の値と参照先の {1}要素の値が一致しません。 {2} 個所 ={3}

KEBR10067-E　{0}要素の記述個所が誤っています。 {1} 個所 ={2}

KEBR10068-E　{0}要素には precision属性と decimals属性を同時に指定できません。 
{2} 個所 ={3}
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KEBR10069-E　{1}属性の値が同じ {0}要素は複数定義できません。 要素 1：{2} 個所
={3} 要素 2：{4} 個所 ={5} 指定された値 ={6}

KEBR10070-E　接頭辞 {0}に対応する名前空間 URIが宣言されていません。 {1} 個所
={2}

KEBR10071-E　{0}要素で利用できない要素を関連づけています。 {1} 個所 ={2} 参照先
={3}

KEBR10072-E　{0}要素に記述された値を無視しました。 {1} 個所 ={2}

KEBR10074-W　{0}要素の priority={1}を持つ同一のリンクが複数存在します。 要素 1：
{2},個所 ={3} 要素 2：{4},個所 ={5}

KEBR10075-E　{0}要素は XBRLではサポートされていません。 {1} 個所 ={2}

KEBR10076-E　{0}属性に空文字列は指定できません。 {1} 個所 ={2}

KEBR10077-E　{0}要素の {1}属性の値 {2}に対応する要素宣言の候補が複数存在しま
す。 {3} 個所 ={4} 候補 1:{5} 個所 ={6} 候補 2:{7} 個所 ={8}

KEBR10101-W　ユーザーデータ型の定義が同一タクソノミー本体内で定義されていま
せん。 {0} 個所 ={1} 使用している型 ={2}

KEBR10102-W　type属性が省略されているか，サポートされていない形式のユーザー
データ型で定義しています。 {0} 個所 ={1}

KEBR10103-E　{0}要素の {1}属性の参照先は利用できません。 {2} 個所 ={3} 参照先 ={4}

KEBR10105-W　指定されたスキーマ文書のうちタクソノミー本体でないものがありま
した。 {0}

KEBR10106-E　拡張されたタクソノミー文書が最大階層数を超えました。 {0}

KEBR10107-E　{0}属性にタクソノミー文書が指定されていません。 {1} 個所 ={2}

KEBR10108-W　アイテムでもタプルでもない要素を参照しています。 {0} 個所 ={1} 参照
先 ={2}

KEBR10109-W　インスタンス文書で利用できない要素を参照しています。 {0} 個所 ={1} 
参照先 ={2}

KEBR10110-E　{0}要素が含まれていないため解析できません。 {1}

KEBR10111-W　{0}要素以下の記述を無視しました。 {1} 個所 ={2}

KEBR10112-E　ユーザーデータ型の定義が見つかりません。 {0} 個所 ={1} 使用している
型 ={2}

KEBR10113-E　タクソノミー文書に含めることのできる XML文書 (タクソノミー本
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体・リンクベース )が最大ファイル数を超えました。 最大ファイル数 ={0}

KEBR10115-W　サポートされていないロールが記述されたためリンク先の文書を無視
しました。 {0} 個所 ={1} ロール ={2}

KEBR10116-E　アーク型要素 {0}が参照するロケータ型要素ではリソース型要素を指し
てはいけません。 {1} 個所 ={2}

KEBR10117-W　ロール {0}はサポートしていません。 {1} 個所 ={2}

KEBR11000-I　XBRL文書にアクセスします。 {0} プロセッサ ={1}

KEBR11001-I　XBRL文書を読み込みました。 {0} プロセッサ ={1}

KEBR11002-E　XBRL文書の読み込みに失敗しました。 {0} プロセッサ ={1} 詳細情報
={2}

KEBR11003-E　XBRL文書の解析に失敗しました。 {0} プロセッサ ={1} 詳細情報 ={2}

KEBR11004-W　XBRL文書の解析で警告が発生しました。 行数 ={0} カラム位置 ={1} 公
開識別子 ={2} システム識別子 ={3} 詳細情報 ={4}

KEBR11005-E　XBRL文書の解析でエラーが発生しました。 行数 ={0} カラム位置 ={1} 
公開識別子 ={2} システム識別子 ={3} 詳細情報 ={4}

KEBR11006-E　XBRL文書の解析で致命的エラーが発生しました。 行数 ={0} カラム位
置 ={1} 公開識別子 ={2} システム識別子 ={3} 詳細情報 ={4}

KEBR11007-E　XPointerの記述に誤りがあります。 {0} 個所 ={1} XPointer式の内容
={2} 詳細メッセージ ={3}

KEBR11008-W　同じロールの同じ言語の label要素を一つの要素宣言に複数記述してい
ます。 {0} 個所 ={1} 要素宣言 ={2}:{3}

KEBR11009-E　XPointerの記述に誤りがあります。 XPointer式の内容 ={0} 詳細メッ
セージ ={1}

KEBR11010-E　参照先が存在しません。 参照先 ={0}

KEBR11011-E　参照先が目的の文書を指定していません。 参照先 ={0}

KEBR11100-I　タクソノミー文書のキャッシュを利用可能にしました。 最大キャッシュ
数 ={0} 最小キャッシュ数 ={1}

KEBR11101-I　タクソノミー文書のキャッシュは行いません。

KEBR11102-I　キャッシュをクリアしました。

KEBR11103-I　タクソノミー文書をキャッシュに追加しました。 {0}
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KEBR11104-I　タクソノミー文書をキャッシュから削除しました。 {0}

KEBR11105-I　キャッシュからタクソノミー文書を取得しました。 {0}

KEBR11106-I　キャッシュ内のタクソノミー文書を更新しました。 {0}

KEBR11107-I　XML文書をキャッシュに追加しました。 {0}

KEBR11108-I　XML文書をキャッシュから削除しました。 {0}

KEBR11109-I　キャッシュの XML文書の参照を開始しました。 {0} 参照回数 ={1}

KEBR11110-I　キャッシュの XML文書の参照を終了しました。 {0} 参照回数 ={1}

KEBR11111-I　XLink文書をキャッシュに追加しました。 {0}

KEBR11112-I　XLink文書をキャッシュから削除しました。 {0}

KEBR11113-I　キャッシュの XLink文書の参照を開始しました。 {0} 参照回数 ={1}

KEBR11114-I　キャッシュの XLink文書の参照を終了しました。 {0} 参照回数 ={1}

KEBR11115-I　XML文書をキャッシュから参照しました。 {0}

KEBR11200-I　{0}処理を開始しました。 {1}

KEBR11201-I　{0}処理が終了しました。 {1}

KEBR11202-I　{0}処理を開始しました。 {1} {2}

KEBR11203-I　{0}処理が終了しました。 {1} 返値 ={2}

KEBR11204-I　{0}の解析処理を開始しました。 {1}

KEBR11205-I　{0}の解析処理が終了しました。 {1}

KEBR11301-E　XBRL文書の解析で致命的エラーが発生しました。 詳細情報 ={0}

KEBR15001-E　{0}の構造が XBRL仕様に定められている形式に違反しています。 {1} 個
所 ={2}

KEBR15002-E　ユーザーデータ型は構造を持つことができません。 {0} 個所 ={1}

KEBR15101-E　カスタムアークロール {0}の定義が見つからないためサイクルの検証が
できません。

KEBR15102-E　DTS内にカスタムアークロール {0}の定義が複数あるためサイクルの検
証ができません。

KEBR15103-I　経路 {0}:{1} {2} 個所 ={3}

KEBR15104-E　経路が循環しています。 cyclesAllowed={0} アークロール ={1} {2}のロー
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ル ={3} 経路 ={4}

KEBR15105-E　経路が複数あります。 cyclesAllowed={0} アークロール ={1} {2}のロール
={3} 経路 ={4}

KEBR15111-E　{0}と {1}の型が異なります。 {2}のロール ={3} アイテム 1:{4},個所 ={5},
型名 ={6} アイテム 2:{7},個所 ={8},型名 ={9} リンク：{10},個所 ={11}

KEBR15112-E　{0}と {1}の {2}属性の値が異なります。 {3}のロール ={4} アイテム 1:{5},
個所 ={6},属性値 ={7} アイテム 2:{8},個所 ={9},属性値 ={10} リンク：{11},個所 ={12}

KEBR15121-E　{0}と {1}の型が異なります。 {2}のロール ={3} アイテム 1：{4},個所
={5},型名 ={6} アイテム 2：{7},個所 ={8},型名 ={9} リンク：{10},個所 ={11}

KEBR15122-E　{0}の型が数値型でありません。 {1}のロール ={2} アイテム :{3},個所
={4},型名 ={5} リンク：{6},個所 ={7}

KEBR15201-E　未知の単位 {0}を記述しました。 {1} 個所 ={2}

KEBR15211-E　インスタンス文書の {0}要素に {1}属性は指定できません。 {2} 個所 ={3}

KEBR15221-E　{0}に対応する {1}が存在しません。 {2}のロール ={3} {4} 個所 ={5} リン
ク：{6},個所 ={7}

KEBR15231-E　アイテム {0}とアイテム {1}が参照するユニットが s-equalでありませ
ん。 {2} {3}のロール ={4} {5} アイテム 1:個所 ={6},{7} アイテム 2:個所 ={8},{9}

KEBR15232-E　アイテム {0}とアイテム {1}の値が v-equalでありません。 {2} {3}のロー
ル ={4} {5} アイテム 1:個所 ={6},値 ={7} アイテム 2:個所 ={8},値 ={9}

KEBR15233-W　アイテム {0}と p-equal，c-equalのアイテムを無視しました。 {1} {2}の
ロール ={3} {4} 個所 ={5}

KEBR15234-E　推測済みのアイテム {0}の内容が別のアークロールおよびロールで再推
測されたアイテムの内容と異なります。 {1} 推測したアイテム：{2}のロール ={3},アーク
ロール ={4},値 ={5} 再推測したアイテム：{6}のロール ={7},アークロール ={8},値 ={9}

KEBR15241-E　アイテム {0}の値が検証値と等しくありません。 値 ={1} 検証値 ={2} {3} 
{4}のロール ={5} {6} 個所 ={7}

KEBR15242-W　アイテム {0}と duplicateのアイテムがありました。 {1} {2}のロール
={3} {4} 個所 ={5}

KEBR15243-W　アイテム {0}の検証を行いませんでした。 {1} {2}のロール ={3} {4} 個所
={5}

KEBR15251-W　アイテム {0}の精度が 0のためアイテム {1}の検証値の計算に入れませ
ん。 {2} {3}のロール ={4} {5} アイテム :値 ={6},個所 ={7} 合計値アイテム :個所 ={8}
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KEBR15252-W　アイテム {0}の値は {1}と解釈します。 {2} 個所 ={3}

KEBR16000-E　ハイパーキューブ要素宣言が抽象要素ではありません。 {0}, 個所 ={1}

KEBR16001-E　ディメンジョン要素宣言が抽象要素ではありません。 {0}, 個所 ={1}

KEBR16002-E　allアークのソースがアイテムではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照先
={2}

KEBR16003-E　notAllアークのソースがアイテムではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照
先 ={2}

KEBR16004-E　allアークのターゲットがハイパーキューブではありません。 {0}, 個所
={1}, 参照先 ={2}

KEBR16005-E　notAllアークのターゲットがハイパーキューブではありません。 {0}, 個
所 ={1}, 参照先 ={2}

KEBR16006-E　hypercube-dimensionアークのソースがハイパーキューブではありま
せん。 {0}, 個所 ={1}, 参照先 ={2}

KEBR16007-E　hypercube-dimensionアークのターゲットがディメンジョンではあり
ません。 {0}, 個所 ={1}, 参照先 ={2}

KEBR16008-E　dimension-domainアークのソースが Explicit Dimensionではありま
せん。 {0}, 個所 ={1}, 参照先 ={2}

KEBR16009-E　dimension-domainアークのターゲットがアイテムではありません。 {0}, 
個所 ={1}, 参照先 ={2}

KEBR16010-E　domain-memberアークのソースがアイテムではありません。 {0}, 個所
={1}, 参照先 ={2}

KEBR16011-E　domain-memberアークのターゲットがアイテムではありません。 {0}, 
個所 ={1}, 参照先 ={2}

KEBR16012-E　dimension-defaultアークのソースが Explicit Dimensionではありませ
ん。 {0}, 個所 ={1}, 参照先 ={2}

KEBR16013-E　dimension-defaultアークのターゲットがアイテムではありません。 {0}, 
個所 ={1}, 参照先 ={2}

KEBR16014-E　allアークに xbrldt:contextElement属性がありません。 {0}, 個所 ={1}

KEBR16015-E　notAllアークに xbrldt:contextElement属性がありません。 {0}, 個所
={1}

KEBR16016-E　属性の値が解決できません。 属性 {0}={1}, {2}, 個所 ={3}
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KEBR16017-E　属性の値が DTSに含まれていません。 属性 {0}={1}, {2}, 個所 ={3}

KEBR16018-E　xbrldt:typedDomainRef属性がディメンジョン要素宣言以外の場所に
指定されています。 {0}, 個所 ={1}

KEBR16019-E　xbrldt:typedDomainRef属性の値が不正です。 値 ={0}, {1}, 個所 ={2}

KEBR16020-E　xbrldt:typedDomainRef属性のURIが不正です。 値 ={0}, {1}, 個所 ={2}

KEBR16021-E　経路が循環しています。 cyclesAllowed={0}, アークロール ={1}, {2}の
ロール ={3}, 経路 ={4}

KEBR16022-E　不正な継承関係です。 cyclesAllowed={0}, {1}のロール ={2}, 経路 ={3}

KEBR16023-E　デフォルト値が複数あります。 {0}, 個所 ={1}

KEBR16200-E　デフォルト値がインスタンス文書に指定されています。 デフォルト値
={0}, {1}, 個所 ={2}

KEBR16201-E　allのハイパーキューブが不正です。 アイテム ={0}, ロール ={1}, ハイ
パーキューブ ={2}, 不正なディメンジョン ={3}, {4}, 個所 ={5}

KEBR16202-E　notAllのハイパーキューブが妥当です。 アイテム ={0}, ロール ={1}, ハイ
パーキューブ ={2}, 妥当なディメンジョン ={3}, {4}, 個所 ={5}

KEBR16203-E　{0}要素は，リンクベースの定義とインスタンス文書の指定が一致しま
せん。 アイテム ={1}, ロール ={2}, {3}, 個所 ={4}

KEBR16204-E　使用できないメンバがインスタンス文書に指定されています。 アイテム
={0}, ロール ={1}, ハイパーキューブ ={2}, メンバ ={3}, {4}, 個所 ={5}

KEBR16205-E　ハイパーキューブに定義されていないディメンジョンがインスタンス文
書に指定されています。 アイテム ={0}, ロール ={1}, ハイパーキューブ ={2}, {3}, 個所 ={4}

KEBR16206-E　DRSに含まれないメンバがインスタンス文書に指定されています。 ア
イテム ={0}, ロール ={1}, ハイパーキューブ ={2}, ディメンジョン ={3}, メンバ ={4}, {5}, 個
所 ={6}

KEBR16207-E　一つの context要素内に同じディメンジョンが複数指定されています。 
コンテキスト ={0}, ディメンジョン ={1}, {2}, 個所 ={3}

KEBR16208-E　xbrldi:typedMember要素の dimension属性の値が Typed Dimension
ではありません。 コンテキスト ={0}, ディメンジョン ={1}, {2}, 個所 ={3}

KEBR16209-E　xbrldi:explicitMember要素の dimension属性が Explicit Dimension
ではありません。 コンテキスト ={0}, ディメンジョン ={1}, {2}, 個所 ={3}

KEBR16210-E　xbrldi:explicitMember要素に指定されている QNameが DTSにあり
ません。 コンテキスト ={0}, ディメンジョン ={1}, メンバ ={2}, {3}, 個所 ={4}
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KEBR16211-W　指定されたロールが定義されていません。 ロール ={0}, {1}

KEBR16212-I　アイテムの一つのロールについて妥当性を検証しました。アイテム ={0}, 
ロール ={1}, 結果 ={2}, {3}, 個所 ={4}

KEBR19999-E　内部エラーが発生しました。 詳細情報 ={0}

KEBR20000-E　XBRL DOMはすでに初期化されています。

KEBR20001-E　XBRL DOMは初期化されていません。

KEBR20002-E　引数 {0}に nullは指定できません。

KEBR20004-E　引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この {2}オブジェクトを所有している
XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なります。

KEBR20005-E　引数 {0}に指定された {1}オブジェクトは，すでに他の {2}オブジェク
トに設定されています。

KEBR20008-E　このラベルはラベルリンクの外で定義されています。よって，このメ
ソッドは使用できません。

KEBR20009-E　このラベルはラベルリンク内の link:label 要素で定義されています。
よって，このメソッドは使用できません。

KEBR20010-E　この文献への参照はリファレンスリンクの外で定義されています。よっ
て，このメソッドは使用できません。

KEBR20011-E　この文献への参照はリファレンスリンク内の link:reference 要素で定義
されています。よって，このメソッドは使用できません。

KEBR20012-E　引数 {0}に指定された配列のインデックス {1}の要素に nullが指定され
ました。nullは指定できません。

KEBR20013-E　引数 {0}に指定された配列は，長さが 0 の配列で要素を含みません。

KEBR20014-E　引数 {0}に不正な値が指定されました。 (指定された値 ={1}, 指定できる
値 ={2})

KEBR20016-E　引数 {0}に指定された配列のインデックス {1}の要素にシステム識別子
が設定されていない org.xml.sax.InputSourceオブジェクトが設定されています。

KEBR20017-E　XBRL文書の読み込みに失敗しました。{0}

KEBR20018-E　XBRL文書の解析に失敗しました。{0}

KEBR20019-E　XBRL DOM内部で予期しないエラーが検出されました。 (場所 ={0}, 詳
細情報１ ={1}, 詳細情報２ ={2}, 詳細情報３ ={3}, 詳細情報４ ={4}, 詳細情報５ ={5}, 詳細
情報６ ={6}, 詳細情報７ ={7})
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KEBR20020-E　このメソッドは {0}ノード型以外では使用できません。

KEBR20021-E　引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している
XBRLInstanceDocumentオブジェクトが，この XBRLInstanceDocumentオブジェクト
ではありません。

KEBR20022-E　名前空間接頭辞が宣言されていません。 (名前空間接頭辞 ={0})

KEBR20023-E　名前空間URIが宣言されていません。 (名前空間 URI={0})

KEBR20026-E　XBRLInstanceItemオブジェクトに値が設定されていません。

KEBR20027-E　修飾名の形式が不正です。 (修飾名 ={0})

KEBR20028-E　IDが重複しています。 (ID={0})

KEBR20029-E　{0}型のアイテムの文字列表現が不正です。 (文字列表現 ={1})

KEBR20030-E　XBRLPeriodオブジェクトの内容が {0}の場合は，{1}メソッドを呼び
出せません。

KEBR20031-E　リンクの遅延解析処理でエラーが発生しました。{0}

KEBR20032-E　コンテキスト要素がアイテムの型に適合していません。 (コンテキスト
要素 ={0}, アイテム ={1}, 名前空間URI={2}, 要素名 ={3})

KEBR20033-E　アイテムの値として指定されたオブジェクトが，アイテムのデータ型に
適合していません。 (アイテムのデータ型 ={0}, 適合しないオブジェクト ={1})

KEBR20034-E　引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが，この {2}オブジェクトを所有している
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと異なります。

KEBR20035-E　引数 {0}に指定された要素は，このインスタンス文書のルート要素の子
要素ではありません。

KEBR20036-E　グローバル属性の接頭辞には nullを設定できません。 (名前空間
URI={0})

KEBR20037-E　名前空間接頭辞はすでに他の名前空間URIで使用されています。 (名前
空間接頭辞 ={0}, 名前空間 URI={1})

KEBR20038-E　"xml"で始まる名前空間接頭辞は登録できません。

KEBR20039-E　名前空間URI"http://www.w3.org/XML/1998/namespace"および
"http://www.w3.org/2000/xmlns/"の名前空間宣言は登録できません。

KEBR20040-E　指定された XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトは登録されてい
ません。
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KEBR20041-E　名前空間 URI"{0}"は XBRL文書中で使用されているため，名前空間宣
言を削除できません。

KEBR20042-E　指定された XBRLSchemaLocationオブジェクトは登録されていませ
ん。

KEBR20043-E　指定されたコンテキスト要素はインスタンス文書中に存在しません。

KEBR20044-E　指定されたアイテムは，タクソノミー文書で定義されていません。 (名
前空間 URI={0}, 要素名 ={1})

KEBR20045-E　指定されたタプルは，タクソノミー文書で定義されていません。 (名前
空間 URI={0}, 要素名 ={1})

KEBR20046-E　指定された脚注はインスタンス文書中に存在しません。

KEBR20047-E　指定された linkbaseRef要素はインスタンス文書中に存在しません。

KEBR20048-E　このノードはインポートできません。 (ノードの型 ={0})

KEBR20050-E　グローバル属性の名前空間接頭辞が指定されていません。 (名前空間
URI={0}, 属性名 ={1})

KEBR20051-E　引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している
XBRLDocumentManagerオブジェクトが，この {2}オブジェクトを所有している
XBRLDocumentManagerオブジェクトと異なります。

KEBR20052-E　XBRL文書の出力に失敗しました。{0}

KEBR20053-E　指定された脚注はこの要素と関連づけられていません。

KEBR20054-E　引数 {0}に指定されたノードは，このノードの先祖かこのノード自身で
す。

KEBR20055-E　引数 {0}に指定された要素は，このタプルの子要素ではありません。

KEBR20056-E　period要素の子要素の組み合わせが不正です。 (type={0}, instant={1}, 
startDate={2}, endDate={3}, duration={4})

KEBR20057-E　終了日は開始日よりもあとの日付でなければなりません。 
(startDate={0}, endDate={1})

KEBR20058-E　属性値が不正です。 (属性名 ={0}, 属性値 ={1})

KEBR20061-E　アイテムの内容に子要素が含まれているため値を取得できません。

KEBR20062-E　引数 prefixが null以外の場合，引数 uriに空文字列は指定できません。

KEBR20063-E　{0}.{1}は未サポートです。

KEBR20064-E　引数 {0}と {1}に同じオブジェクトを指定できません。
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KEBR20065-E　指定された要素はタクソノミー文書で抽象的な要素として定義されてい
るため，インスタンスを生成できません。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1})

KEBR20067-E　通し番号が最大値（2147483647）に達したため，名前空間接頭辞を生
成できません。

KEBR20068-W　XBRL文書の出力で警告が発生しました。 詳細情報 ={0}

KEBR20069-E　デフォルトの名前空間が宣言されているため，名前空間に属さない
XBRLQNameオブジェクトの修飾名を生成できません。 (ローカルパート ={0}, デフォル
トの名前空間 ={1})

KEBR20070-E　名前空間に属さない要素または修飾名が存在するため，デフォルトの名
前空間を宣言できません。

KEBR20071-E　継続期間は正の値でなければなりません。 (指定された値 ={0})

KEBR20072-E　XBRL文書の出力でエラーが発生しました。 詳細情報 ={0}

KEBR20073-E　XBRL文書の出力で致命的なエラーが発生しました。 詳細情報 ={0}

KEBR20100-E　操作対象の文書が準拠している XBRLのバージョンが {0}の場合は，
{1}.{2}メソッドは利用できません。

KEBR20101-E　バージョン {0}の XBRL仕様に準拠した文書を処理対象とするように設
定されている場合は，{1}.{2}メソッドは利用できません。

KEBR20102-E　指定された XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが処理対
象とする XBRLのバージョンと，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが
処理対象とする XBRLのバージョンが異なります。 (XBRLInstanceDocumentBuilderオ
ブジェクトが処理対象とする XBRLのバージョン ={0}, 
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRLのバージョン
={1})

KEBR20103-E　指定された {0}オブジェクトが準拠する XBRLのバージョンと，この
{2}オブジェクトが処理対象とする XBRLのバージョンが異なります。 ({2}オブジェクト
が処理対象とする XBRLのバージョン ={3}, {0}オブジェクトが準拠する XBRLのバー
ジョン ={1})

KEBR20104-E　準拠している XBRLのバージョンが異なるため，ノードをインポート
できません。 (インポート元のバージョン ={0}, インポート先のバージョン ={1})

KEBR20105-E　属性を認識できません。 (属性名 ={0})

KEBR20106-E　インスタンス文書のルート要素が DOMツリーにつながっていないため
出力できません。

KEBR20107-E　名前空間に属さない要素または修飾名が存在するため，デフォルトの名
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前空間をリセットする宣言（xmlns=""）を削除できません。

KEBR20108-E　引数 {0}に指定された文字列が {1}型ではありません。 (指定された文字
列 ={2})

KEBR20109-E　引数 {0}に指定された URIが絶対 URIではありません。 (指定された
URI={1})

KEBR20110-E　引数 {0}には空のURI参照は指定できません。

KEBR20111-E　カスタムロール {0}の定義を参照する link:roleRef要素がすでに存在し
ます。

KEBR20112-E　カスタムアークロール {0}の定義を参照する link:arcroleRef要素がすで
に存在します。

KEBR20113-E　link:roleRef要素の roleURI属性には XBRL仕様で規定された標準の
ロールを指定できません。 (指定された標準のロール ={0})

KEBR20114-E　link:arcroleRef要素の arcroleURI属性には XBRL仕様で規定された標
準のアークロールを指定できません。 (指定された標準のアークロール ={0})

KEBR20115-E　XBRL仕様で規定された標準のロール {0}は {1}要素で使用できません。

KEBR20116-E　XBRL仕様で規定された標準のアークロール {0}は {1}要素で使用でき
ません。

KEBR20117-E　カスタムロール {0}の定義を参照する link:roleRef要素が見つかりませ
ん。

KEBR20118-E　カスタムアークロール {0}の定義を参照する link:arcroleRef要素が見つ
かりません。

KEBR20119-E　カスタムロール {0}は {1}要素で使用できるように定義されていません。

KEBR20120-E　カスタムアークロール {0}は {1}要素で使用できるように定義されてい
ません。

KEBR20121-E　XBRLRoleRefオブジェクトはアクティブではないため，
XBRLRoleTypeオブジェクトを取得できません。

KEBR20122-E　XBRLArcroleRefオブジェクトはアクティブではないため，
XBRLArcroleTypeオブジェクトを取得できません。

KEBR20123-E　指定された脚注は，指定された link:footnoteArc要素によってこの要素
と関連づけられていません。 (脚注リンクのロール ={0}, アークロール ={1}, order属性
={2})

KEBR20124-E　指定された単位要素はインスタンス文書中に存在しません。
993



7.　メッセージ
KEBR20125-E　基本単位のローカルパートが不正です。 (名前空間URI={0}, ローカル
パート ={1})

KEBR20126-E　単位要素の分子と分母に同じ内容の基本単位が存在します。 (名前空間
URI={0}, ローカルパート ={1})

KEBR20127-E　単位要素の内容が，アイテムのベースデータ型と矛盾しています。 (名
前空間 URI={0}, 要素名 ={1}, ベースデータ型 ={2})

KEBR20128-E　XBRLUnit2オブジェクトの内容が {0}の場合は，{1}メソッドを呼び出
せません。

KEBR20129-E　要素宣言において nillable属性に trueが指定されていない要素には
xsi:nil属性を設定できません。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1})

KEBR20130-E　xsi:nil属性に trueが設定されている要素に対して {0}.{1}メソッドを呼
び出せません。 (名前空間 URI={2}, 要素名 ={3})

KEBR20131-E　XBRLInstanceDocument.createNumericItemメソッドでは非数値アイ
テムを生成できません。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1})

KEBR20132-E　XBRLInstanceDocument.createNonNumericItemメソッドでは数値ア
イテムを生成できません。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1})

KEBR20133-E　ベースデータ型が FRACTION_ITEMであるアイテムには，precision
属性および decimals属性は指定できません。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1}, 
precision={2}, decimals={3})

KEBR20134-E　precision属性と decimals属性の両方を省略できません。 (名前空間
URI={0}, 要素名 ={1})

KEBR20135-E　precision属性と decimals属性の両方を同時に指定できません。 (名前
空間 URI={0}, 要素名 ={1}, precision={2}, decimals={3})

KEBR20136-E　このアイテムに対して {0}属性を設定・取得できません。 (名前空間
URI={1}, 要素名 ={2}, ベースデータ型 ={3}, 数値 ={4})

KEBR20137-E　非数値アイテムに対する単位要素の設定・取得はできません。 (名前空
間 URI={0}, 要素名 ={1})

KEBR20138-E　指定された文字列から XBRLFractionオブジェクトを生成できません
でした。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1}, 指定された文字列 ={2})

KEBR20139-E　ベースデータ型が {0}であるアイテムに対して，文字列表現による値の
設定・取得はできません。 (名前空間 URI={1}, 要素名 ={2})

KEBR20140-E　時期要素の内容が，アイテムの要素宣言の xbrli:periodType属性におけ
る指定と矛盾しています。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1}, xbrli:periodType属性 ={2}, 
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時期要素の内容 ={3})

KEBR20141-E　時期要素の内容の意味は変更できません。 (既存の時期要素の内容 ={0}, 
新たに設定しようとした時期要素の内容 ={1})

KEBR20142-E　操作対象の文書が準拠している XBRLのバージョンが {0}の場合は，
XBRLPeriod.STARTDATE_DURATIONおよび XBRLPeriod.DURATION_ENDDATE
は使用できません。

KEBR20143-E　XBRLIdManagerオブジェクトに登録しようとしたインスタンス文書
は，すでに管理対象となっているインスタンス文書とは異なる XML文書に記述されてい
ます。

KEBR20144-E　バージョン {0}の XBRL仕様に準拠した文書を XBRLIdManagerオブ
ジェクトへ登録できません。

KEBR20145-E　要素宣言における定義内容が異なるアイテムはインポートできません。 
(名前空間URI={0}, 要素名 ={1}, ベースデータ型 ={2}/{3}, xbrli:periodType属性 ={4}/{5})

KEBR20146-E　この要素に脚注が関連づけられているため，id属性を削除できません。 
(名前空間URI={0}, 要素名 ={1}, id={2})

KEBR20147-E　引数 {0}に指定されたシステム識別子の形式が不正です。 (指定されたシ
ステム識別子 ={1})

KEBR20148-E　引数 {0}に指定された配列のインデックス {1}の要素に設定されている
システム識別子の形式が不正です。 (指定されたシステム識別子 ={2})

KEBR20149-E　指定された XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソ
ノミー文書の解析時に完全な妥当性検証を行うように設定されていません。

KEBR20150-E　指定されたプロパティを認識できません。 (プロパティ名 ={0})

KEBR20151-E　{0}プロパティの値として nullは指定できません。

KEBR20152-E　{0}プロパティの値として指定されたオブジェクトの型が不正です。 (不
正な型 ={1}, 正しい型 ={2})

KEBR20153-E　{0}プロパティに不正な値が指定されました。 (指定された値 ={1}, 指定
できる値 ={2})

KEBR20154-E　{0}プロパティの値として指定された配列の要素数が 0です。要素数は
1以上でなければなりません。

KEBR20155-E　{0}プロパティの値として指定された配列のインデックス {1}の要素が
nullです。配列の要素に nullは指定できません。

KEBR20156-E　引数 {0}に不正な値が指定されました。 (指定された値 ={1})
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KEBR22001-E　引数 {0}に {1}オブジェクトは指定できません。

KEBR22002-E　{0}オブジェクトの名前はすでに使用されています。 (名前 ={1})

KEBR22003-E　{0}オブジェクトの IDはすでに使用されています。 (ID={1})

KEBR22004-E　この {0}オブジェクトは関係を否定するオブジェクトです。よって，こ
のメソッドは使用できません。

KEBR22006-E　引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している
SimpleTaxonomyオブジェクトが，この {2}オブジェクトを所有している
SimpleTaxonomyオブジェクトと異なります。

KEBR22007-E　引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが，この SimpleTaxonomyオブジェクトを生
成したときに指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと異なります。

KEBR22008-E　引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している
SimpleTaxonomyオブジェクトが，この SimpleTaxonomyオブジェクトと異なります。

KEBR22009-E　この SimpleItemDefinitionオブジェクトの type属性が {0}です。よっ
て，このメソッドは使用できません。

KEBR22010-E　拡張元として指定されたタクソノミー文書の基点となるタクソノミース
キーマに，他の XML文書の一部となっているタクソノミースキーマが存在します。 (絶
対 URI={0})

KEBR22011-E　cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseの場合は，{0}.{1}メ
ソッドは利用できません。

KEBR22100-E　操作対象の文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが {0}
の場合は，{1}.{2}メソッドは利用できません。

KEBR22101-E　指定された XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが処理対
象とする XBRL Dimensionsのバージョンと，この XBRLInstanceDocumentBuilderオ
ブジェクトが処理対象とする XBRL Dimensionsのバージョンが異なります。 
(XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRL Dimensionsの
バージョン ={0}, XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする
XBRL Dimensionsのバージョン ={1})

KEBR22102-E　引数 {0}に指定されたロールは DRSにありません。 (ロール ={1})

KEBR22103-E　指定された {0}オブジェクトが準拠する XBRL Dimensionsのバージョ
ンと，この {2}オブジェクトが処理対象とする XBRL Dimensionsのバージョンが異なり
ます。 ({2}オブジェクトが処理対象とする XBRL Dimensionsのバージョン ={3}, {0}オブ
ジェクトが準拠する XBRL Dimensionsのバージョン ={1})
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KEBR22104-E　引数 {0}に指定された要素は，このシナリオ要素の子要素ではありませ
ん。

KEBR22105-E　引数 {0}に指定された要素は，このセグメント要素の子要素ではありま
せん。

KEBR22106-E　指定されたディメンジョンは，タクソノミー文書で定義されていませ
ん。 (名前空間URI={0}, 要素名 ={1})

KEBR25000-E　指定された {0} 型データの文字列表現が不正です。

KEBR25001-E　引数 {0}に負数は指定できません。指定できる値 =負数以外

KEBR25002-E　保持しているバイト配列の長さ以上の引数 {0}は指定できません。指定
できる値 =保持しているバイト配列の長さ未満

KEBR25003-E　配列 {0}の長さを超える引数 {1}+{2}は指定できません。指定できる値
=配列 {0}の長さ以下

KEBR25004-E　引数 {0}に {1}の倍数の長さ以外の文字列は指定できません。指定でき
る値 ={1}の倍数の長さの文字列 {0}

KEBR25005-E　ISO8859-1の文字セットがサポートされていません。

KEBR25006-E　フォーマットが不正です。

KEBR25007-E　引数 {0}に長さ 0の引数は指定できません。指定できる値 =長さ 0以外
の引数 {0}

KEBR25008-E　指定された名前空間 URIに不正な文字列が含まれています。名前空間
URI={0}

KEBR25009-E　指定されたローカルパートに不正な文字列が含まれています。ローカル
パート ={0}

KEBR25010-E　引数 {0}に 0または，負数は指定できません。指定できる値 =0より大
きい値

KEBR25011-E　引数 {0}に 0は指定できません。指定できる値 =0以外の値

KEBR25013-E　指定された名前空間接頭辞に不正な文字列が含まれています。名前空間
接頭辞 ={0}

KEBR25014-E　指定されたスキーマ文書の位置を示す URIに不正な文字列が含まれて
います。スキーマ文書の位置を示すURI={0}

KEBR30000-I　XBRLDocumentManagerを初期化しました。

KEBR39000-E　An attempt to initialize XBRLDocumentManager has failed.
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KEBR39001-E　XBRLDocumentManager is not initialized.

KEBR39002-E　XBRLDocumentManager has already been initialized.

KEBR39100-E　An attempt to initialize a message has failed.

KEBR39101-E　The message is not initialized.

KEBR39102-E　The message has already been initialized.

KEBR39103-E　An attempt to read the cbrp_message.properties has failed.

KEBR39200-E　Property initialization has failed. ({0}:({1}))

KEBR39201-E　The property is not initialized. ({0}.{1})

KEBR39202-E　The property has already been initialized. ({0}.{1})

KEBR39203-E　An attempt to read the defaults.properties file has failed. ({0}):({1})

KEBR39204-E　The specified file was not found. (file name = {0}):({1})

KEBR39205-E　A file permission error occurred. ({0}: file name = {1}):({2})

KEBR39206-E　The specified value is outside the valid range. ({0} = {1}:{2})

KEBR39207-E　The specified parameter is invalid. ({0} = {1})

KEBR39300-E　An attempt to initialize a trace has failed.

KEBR39301-E　The trace is not initialized.

KEBR39302-E　The trace has already been initialized.

KEXL00001-E　XLinkDocumentSetのクローンの作成に失敗しました。

KEXL00002-E　href属性に指定した URIに接続できません。

KEXL00003-E　同一拡張リンク中に同じ弧を持つ arc型要素が指定されています。

KEXL00004-E　href属性に指定したファイルが見つかりません。

KEXL00005-E　actuate属性の値に，{onLoad|onRequest|other|none}以外の値が指
定されています。

KEXL00006-E　show属性の値に，{new|replace|embed|other|none}以外の値が指定
されています。

KEXL00007-E　type属性の値に，
{simple|extended|locator|arc|resource|title|none}以外の値が指定されています。

KEXL00008-E　{label|from|to}属性の値が NCNameではありません。
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KEXL00009-E　必須項目が指定されていません。locator型要素に href属性は必須で
す。

KEXL00010-E　指定した URIが RFC2396に違反しています。

KEXL00011-E　{role|arcrole}属性の値は絶対 URIでないといけません。

KEXL00012-E　{from|to}に指定した要素がみつかりません。

KEXL00013-E　href属性に指定した XPointer式が評価できません。

KEXL00014-E　href属性に指定した XPointer式が不正です。

KEXL10001-E　XPointerLocation.getStartPointメソッドは，ノード型が属性ノードま
たは名前空間ノードであるノードロケーションには適用できません。

KEXL10002-E　XPointerLocation.getEndPointメソッドは，ノード型が属性ノードま
たは名前空間ノードであるノードロケーションには適用できません。

KEXL10003-E　XPointerLocation.rangeToメソッドまたは range-to関数で生成するレ
ンジの開始，終了ポイントが，同一の XML文書の中にありません。

KEXL10004-E　XPointerManager.evaluateメソッドに指定された
org.w3c.dom.Documentが不正です。

KEXL10005-E　メソッドのパラメタが不正です。

KEXL10006-E　XPointer式の構文エラーです。

KEXL10007-E　XPointerManager.evaluateメソッドに指定された
org.w3c.dom.Documentが hereノード，originノードのオーナードキュメントと異なり
ます。

KEXL10008-E　XPointer式に here関数がありますが hereノードが指定されていませ
ん。

KEXL10009-E　XPointer式に origin関数がありますが originノードが指定されていま
せん。

KEXL10010-E　'"'が閉じられていません。

KEXL10011-E　"'"が閉じられていません。

KEXL10012-E　括弧の対応が取れていません。

KEXL10013-E　サーカムフレックスの使用方法に誤りがあります。

KEXL10014-E　{0}関数に指定できる引数は {1}個だけです。

KEXL10015-E　xpointer()スキーマ式の中に何も指定されていません。
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KEXL10016-E　{0} は誤った数値の書き方です。

KEXL10017-E　{0} は正しい関数名ではありません。

KEXL10018-E　{0} が必要です。{1} は誤りです。

KEXL10019-E　位置パスが必要です。{0} は誤りです。

KEXL10020-E　'/' または '//'の次に位置ステップが必要です。{0}

KEXL10021-E　ノードテスト NCName:* または QName のどちらかが必要です。

KEXL10022-E　'/' または '//'の次に相対位置ステップが必要です。{0}

KEXL10023-E　xpointer()スキーマ式の終わりに余分な文字があります。{0}

KEXL10024-E　',' が見つかりましたが後続の引数がありません。

KEXL10025-E　{0} は正しい軸の名前ではありません。

KEXL10026-E　'.[述部 ]' は正しくない書き方です。'self::node()[述部 ]' を使用してくだ
さい。

KEXL10027-E　{0} は正しいノード型の名前ではありません。

KEXL10028-E　名前空間接頭辞を名前空間名に解決できません。{0}

KEXL10029-E　xpointer()スキーマ式の中に変数を記述することはできません。

KEXL10030-E　XPointerLocation.rangeToメソッドまたは range-to関数で生成したレ
ンジの一方のポイントのコンテナノードが要素型，テキスト型，ルート型以外のとき，
もう一方のポイントも同一のコンテナノードを持たなければなりません。

KEXL10031-E　XPointerLocation.rangeToメソッドまたは range-to関数で生成したレ
ンジの開始ポイントが，終了ポイントよりも文書順で後ろに存ってはなりません。

KEXL10034-E　属性ノードまたは名前空間ノードの開始ポイントを取得することはでき
ません。

KEXL10035-E　属性ノードまたは名前空間ノードの終了ポイントを取得することはでき
ません。

KEXL10036-E　xpointer()スキーマ式の評価結果がロケーションセット型ではありませ
ん。

KEXL10037-E　{0}関数の引数の型はロケーションセット型でなければなりません。

KEXL10038-E　string-range関数の第 1引数の型はロケーションセット型でなければな
りません。

KEXL10039-E　XPointerLocation.compareByDocOrderメソッドで，異なる XML文書
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のロケーションを比較することはできません。

KEXL10040-E　XPointerLocation.compareByDocOrderメソッドで，同一要素に属す
る異なる属性ノードまたは名前空間ノードをコンテナノードとする，二つのポイントを
比較することはできません。

KEXL10041-E　XPointerLocation.compareByDocOrderメソッドで，属性ノードまた
は名前空間ノードと，そのノードをコンテナノードとするポイントを比較することはで
きません。

KEXL10042-E　比較できないロケーションが同一ロケーションセットに追加されまし
た。

KEXL10043-E　',' が見つかりましたが先行する引数がありません。

KEXL10044-E　{0} が必要です。

KEXL10045-E　文字列，論理値，数値に評価される式をロケーションセットとして使用
することはできません。

KEXL19998-E　内部エラーです。
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7.3　メッセージ KEBR10000-KEBR19999

KEBR10000-KEBR19999のメッセージの詳細について番号順に説明します。

KEBR10000-EKEBR10000-EKEBR10000-EKEBR10000-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性に指定できない値が指定されました。 {2} 個所 ={3} 指定できる値 ={4} 指定され
た値 ={5}

{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{4}：指定できる値
{5}：指定されていた値

要因：
指定できない値が指定されました。処理を中止します。XBRLParseErrorHandler
の実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処理を中止する前に
fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
指定できる値に変更して，再度実行してください。

KEBR10001-EKEBR10001-EKEBR10001-EKEBR10001-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性に推奨値以外の値が指定されました。 {2} 個所 ={3} 指定された値 ={4}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{4}：指定されていた値

要因：
推奨値以外の値が指定されました。処理を中止します。XBRLParseErrorHandler
の実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処理を中止する前に
fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
推奨値を指定して，再度実行してください。

KEBR10002-EKEBR10002-EKEBR10002-EKEBR10002-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素に {1}要素が存在しません。 {2} 個所 ={3}
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{0}：エラーが起きた要素名
{1}：必須要素。要素が複数ある場合は，コンマでセパレートされます。
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
必須要素がありません。処理を中止します。XBRLParseErrorHandlerの実装を指
定して XBRL文書を解析していた場合は，処理を中止する前に fatalError()メソッ
ドを呼び出します。

対策：
必須要素を追加して再度実行してください。

KEBR10003-EKEBR10003-EKEBR10003-EKEBR10003-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素に {1}属性が存在しません。 {2} 個所 ={3}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：必須属性
{2}：エラーが起きた XML文書の URI
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
必須属性がありません。処理を中止します。XBRLParseErrorHandlerの実装を指
定して XBRL文書を解析していた場合は，fatalError()メソッドまたは，error()メ
ソッドを呼び出します。fatalError()メソッドが呼ばれた場合は，処理を中止しま
す。error()メソッドが呼ばれた場合，このメソッドで例外が上がったときは，そこ
で処理を中止します。例外が上がらないときは，その要素を無視して処理を続行し
ます。

対策：
必須属性を追加して再度実行してください。

KEBR10004-WKEBR10004-WKEBR10004-WKEBR10004-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素に不要な {1}要素が指定されています。 {2} 個所 ={3}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：不要な要素
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
不要な要素が指定されています。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して
XBRL文書を解析していた場合は，warning()メソッドを呼び出します。このメ
ソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上がらない場合
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は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
処理を続行する場合，あとから編集などで利用する可能性のある要素（コンテキス
ト，ユニット，リソース型要素など）については，XBRL DOMを生成します。それ
以外の要素については無視します。

対策：
不要な要素を削除してください。

XBRL2.1の場合
エラーが起きた要素がコンテキスト要素やユニット要素の場合，アイテムと関
連づけられていません。必要に応じて関連づけてから，再度実行してください。

KEBR10005-WKEBR10005-WKEBR10005-WKEBR10005-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素に不要な {1}属性が指定されています。 {2} 個所 ={3}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：不要な属性
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
不要な属性が指定されています。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して
XBRL文書を解析していた場合は，warning()メソッドを呼び出します。このメ
ソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上がらない場合
は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
処理を続行する場合は，不要な属性を無視して処理を続行します。

対策：
不要な属性を削除してください。

KEBR10006-EKEBR10006-EKEBR10006-EKEBR10006-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性の参照先が存在しません。 {2} 個所 ={3} 参照先 ={4}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{4}：指定されていた値

要因：
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指定された参照先がありません。処理を中止します。XBRLParseErrorHandlerの
実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処理を中止する前に
fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
必要に応じて参照先を正しく修正して，再度実行してください。

XBRL2.1の場合
参照先の要素が，同じ <xbrli:xbrl>要素の下位要素であるかどうかを確認し，
必要に応じて参照先を追加するか，修正してください。

KEBR10007-EKEBR10007-EKEBR10007-EKEBR10007-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性の値が重複しています。 {2} 個所 ={3} 指定された値 ={4}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{4}：指定されていた値

要因：
一意でなければならない値が重複しています。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
重複がないように値を指定し直して，再度実行してください。

KEBR10009-EKEBR10009-EKEBR10009-EKEBR10009-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素に使用できない値が指定されました。 {1} 個所 ={2} 指定された値 ={3}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{3}：指定されていた値

要因：
使用できない値が指定されました。処理を中止します。XBRLParseErrorHandler
の実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処理を中止する前に
fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
duration要素に 0未満の値が指定されています。0以上の値を指定して，再度実行
してください。
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KEBR10010-EKEBR10010-EKEBR10010-EKEBR10010-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

period要素の期間が範囲で指定されていません。 {0} 個所 ={1} startDate={2} endDate={3}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：startDateの値
{3}：endDateの値

要因：
startDate要素（開始日付）の値と endDate要素（終了日付）の値の関係が不正で
す。処理を中止します。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を
解析していた場合は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
開始日時と終了日時を指定し直して，再度実行してください。

KEBR10012-WKEBR10012-WKEBR10012-WKEBR10012-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

リンクが双方向で記述されていません。 {0} 個所 ={1}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
リンクが双方向で記述されていません。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定し
て XBRL文書を解析していた場合は，warning()メソッドを呼び出します。このメ
ソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上がらない場合
は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
処理を続行する場合は，指定されたリンクを使用してツリーノードを作成します。

対策：
双方向となるようにリンクの記述を修正して，再度実行してください。

KEBR10013-EKEBR10013-EKEBR10013-EKEBR10013-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

双方向で記述されたリンクの {0}属性の値が異なります。 {1} リンク１：個所 ={2},指定された値
={3} リンク２：個所 ={4},指定された値 ={5}

{0}：エラーが起きた属性名
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた階層（リンク１）
{3}：指定された値（リンク１）
{4}：エラーが起きた階層（リンク２）
1006



7.　メッセージ
{5}：指定された値（リンク２）

要因：
双方向で記述されたリンクの属性値が異なります。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
双方向で記述しているリンクの属性の値を合わせて，再度実行してください。

KEBR10014-WKEBR10014-WKEBR10014-WKEBR10014-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}対象のリンクが存在しません。 {1} 個所 ={2}
{0}：use属性の値
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
上書きする対象のリンクがありません。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定し
て XBRL文書を解析していた場合は，warning()メソッドを呼び出します。このメ
ソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上がらない場合
は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
処理を続行する場合は，このリンクの記述を無視します。

対策：
上書き対象のリンクがあるかどうかを確認してください。

KEBR10016-EKEBR10016-EKEBR10016-EKEBR10016-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定した xlink:role属性の値と実際のリンク先の内容が一致していません。 {0} 個所 ={1} xlink:role
属性の値 ={2} リンク先の内容 ={3}

{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：xlink:role属性の値
{3}：リンク先の内容。リンク先の要素名を表示します。例えば，calculationLinkなどの
リンクベース内の要素名を表示します。XBRL2.0の場合は，リンク先が解析済みのタク
ソノミー本体の URIのとき，taxonomyが表示されます。

要因：
指定した xlink:role属性の値と実際のリンク先の内容が一致していません。

XBRL2.0の場合
処理を中止します。もし，XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL
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文書の解析を行っていた場合は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを
呼び出します。

XBRL2.1の場合
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場
合は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，
そこで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行ってい
た場合は処理を続行します。
処理を続行する場合は，xlink:href属性で示す link:linkbase要素以下の拡張リ
ンクを DTSに含めます。

対策：
xlink:role属性の値とリンク先の内容を一致させてから，再度実行してください。

KEBR10017-IKEBR10017-IKEBR10017-IKEBR10017-I　（　（　（　（FFFF））））

group要素の子要素で記述されている group要素を無視しました。 {0} 個所 ={1}
{0}：XML文書のURI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示されま
せん。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
group要素の子要素で記述されている group要素を無視しました。処理を続行しま
す。

対策：
なし

KEBR10018-EKEBR10018-EKEBR10018-EKEBR10018-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性に指定されたラベル名に対応する要素が見つかりません。 {2} 個所 ={3}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
アーク型要素の xlink:from,xlink:to属性に記述されたラベル名に対応するロケータ
型要素またはリソース型要素が見つかりません。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
アーク型要素の種類によって，xlink:from属性，xlink:to属性が参照する要素が異
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なります。そのため，xlink:from,xlink:to属性のラベル名，またはロケータ型要素 /
リソース型要素で記述しているラベル名を適切に修正したあと，再度実行してくだ
さい。

XBRL2.0の場合
関係リンクに記述する xlink:from属性，xlink:to属性が参照できる要素は，ロ
ケータ型要素だけです。
ラベルリンクまたはリファレンスリンクに記述する，xlink:from属性および
xlink:to属性が参照できる要素は，ロケータ型要素またはリソース型要素です。
脚注リンクに記述する xlink:from属性はロケータ型要素を，xlink:to属性はリ
ソース型要素を参照できます。

XBRL2.1の場合
関係リンクに記述する xlink:from属性，xlink:to属性が参照できる要素は，ロ
ケータ型要素だけです。
ラベルリンクまたはリファレンスリンクに記述する xlink:from属性はロケータ
型要素を，xlink:to属性はロケータ型要素またはリソース型要素を参照できま
す。
脚注リンクに記述する xlink:from属性はロケータ型要素を，xlink:to属性はリ
ソース型要素を参照できます。

KEBR10019-EKEBR10019-EKEBR10019-EKEBR10019-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性に指定されたラベル名の要素が {2}ではありません。 {3} 個所 ={4}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：正しい要素
{3}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{4}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
使用できない要素が指定されました。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
xlink:arcrole属性の値と xlink:from,xlink:to属性に指定されたラベル名に対応する
要素が合っていません。xlink:arcrole属性と xlink:from,xlink:to属性の関係および，
xlink:from,xlink:to属性の先の要素を見直し，正しく修正して，再度実行してくだ
さい。

KEBR10020-WKEBR10020-WKEBR10020-WKEBR10020-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}, id={1}のコンテキスト要素に対応するアイテム要素がありません。 {2} 個所 ={3}
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{0}：エラーが起きたコンテキストの要素名
{1}：エラーが起きたコンテキストの id
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
コンテキストに対応するアイテム要素がありません。XBRLParseErrorHandlerの
実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，warning()メソッドを呼び出し
ます。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上
がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
処理を続行する場合は，指定されたコンテキストの XBRL DOMを作成します。

対策：
必要に応じてコンテキストにアイテムを関連づけてから再度実行してください。

KEBR10021-EKEBR10021-EKEBR10021-EKEBR10021-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性に {2}型以外の値が指定されました。 {3} 個所 ={4}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：正しいデータ型
{3}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{4}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
属性に指定された値の型が正しいデータ型ではありません。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
指定した属性の値のデータ型を正しいデータ型に修正して，再度実行してください。

KEBR10024-EKEBR10024-EKEBR10024-EKEBR10024-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の priority={1}を持つ同一のリンクが複数存在します。 要素 1：{2},個所 ={3} 要素 2：{4},
個所 ={5}

{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた要素の priority値。priority属性が省略された場合は，0が仮定され
ます。
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
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{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{4}：エラーが起きた XML文書の URI（比較した要素の URI）。URI=xxの形式で出力し
ます。URIがない場合は，表示されません。
{5}：エラーが起きた要素（比較した要素）の XML文書内での位置

要因：
アーク型要素に同じ priority値を持つ同じリンクが複数あります。
priority属性を省略した場合，デフォルトとして 0が仮定されます。また，
XBRL2.1の場合，同じ priority値を持つ同じリンクのアーク型要素の use属性に
"prohibited"が含まれていない場合に出力されます。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
処理を続行する場合，関係リンクは，要素 2で示すリンクを無視します。ラベルリ
ンクは，要素 1と要素 2のリンク先のリソースで重なっているリソース型要素のう
ち，要素 2で示すリソース型要素を無視します。

対策：
アーク型要素に同じ priority値を持つリンクが重複しないように，個所 ={3}で示す
アーク型要素の priority属性値の値を適切に修正して，再度実行してください。

KEBR10025-EKEBR10025-EKEBR10025-EKEBR10025-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性に使用できない値が指定されました。 {2} 個所 ={3} 指定された値 ={4}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{4}：指定された値

要因：
使用できない値が指定されました。処理を中止します。XBRLParseErrorHandler
の実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処理を中止する前に
fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
• presentationArc要素の order属性の場合（XBRL2.0の場合）
負の数は使用できません。正の数を指定して，再度実行してください。

• 属性が label,from,toのどれかの場合
属性の値が NCNameで記述されていません。NCNameで記述して，再度実行し
てください。
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• priority属性の場合
整数で指定されていません。整数に修正して，再度実行してください。

• group要素（XBRL2.0の場合）
schemaLocation属性で指定された名前空間とURIが組で指定されていません。
組で指定して，再度実行してください。

KEBR10029-EKEBR10029-EKEBR10029-EKEBR10029-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

同じ {0}要素は複数存在できません。 {1} 個所 ={2}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
同じ言語種別かつ同じロール属性の値を持つリソース型要素が複数あります。処理
を中止します。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析して
いた場合は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
label要素の場合は，一つのラベル名に対して，同じ言語種別（xml:lang属性値）か
つ同じロール（xlink:role属性値）を持つ要素が複数記述されているため，ロールを
分けて記述してください。

KEBR10030-EKEBR10030-EKEBR10030-EKEBR10030-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XML文書中で指定されている URIが RFC2396 に違反しています。 {0} 個所 ={1} 指定されていた
URI={2}

{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：エラーが起きた URIの値

要因：
RFC2396に違反しているため，符号化，絶対 URI化に失敗しました。処理を中止
します。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場
合は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
URIの形式を正しく修正して，再度実行してください。

KEBR10031-EKEBR10031-EKEBR10031-EKEBR10031-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

parse()メソッドに指定された URIが RFC2396 に違反しています。 指定されていた URI={0}
{0}：エラーが起きた URIの値
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要因：
RFC2396に違反しているため，符号化，絶対URI化に失敗しました。処理を中止
します。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場
合は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
parse()メソッドに指定されている uriを正しく入力してください。

KEBR10032-EKEBR10032-EKEBR10032-EKEBR10032-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

同一拡張リンク中に同じ弧を持つアーク型要素が指定されています。 {0} 個所 ={1}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
同一拡張リンク内に，同じ fromと to属性値を持つアーク型要素があります。処理
を中止します。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析して
いた場合は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
同一拡張リンク中に同じ fromと to属性値を持つアーク型要素を削除，または修正
して，再度実行してください。

KEBR10033-EKEBR10033-EKEBR10033-EKEBR10033-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

ルート要素に指定できない要素が指定されました。 {0} 指定できる要素 ={1} 指定された要素 ={2}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：指定できる要素
{2}：指定されていた要素

要因：
指定できない要素が指定されました。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
XBRL2.0に準拠した文書の場合，次の内容を変更して，再度実行してください。
• インスタンス文書の場合は，group要素に変更してください。
• タクソノミー本体の場合は，schema要素に変更してください。
• リンクベースの場合は，linkbase要素に変更してください。

KEBR10034-EKEBR10034-EKEBR10034-EKEBR10034-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の値が存在しません。 {1} 個所 ={2}
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{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
要素に値が記述されていません。処理を中止します。XBRLParseErrorHandlerの
実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処理を中止する前に
fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
要素に値を記述して，再度実行してください。

KEBR10035-EKEBR10035-EKEBR10035-EKEBR10035-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

period要素の子要素 {0}と {1}の関係が正しくありません。 {2} 個所 ={3}
{0}：エラーが起きた子要素名 1
{1}：エラーが起きた子要素名 2
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
period要素の期間の指定方法が正しくありません。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
period要素の期間を正しく記述して，再度実行してください。

KEBR10036-EKEBR10036-EKEBR10036-EKEBR10036-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の値 {1}が {2}型ではありません。 {3} 個所 ={4}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：指定された値
{2}：正しい型
{3}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{4}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
要素の値に指定できないデータ型が指定されました。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
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正しいデータ型の値を記述して，再度実行してください。

KEBR10037-EKEBR10037-EKEBR10037-EKEBR10037-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性の値 {2}が {3}型ではありません。 {4} 個所 ={5}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：指定された値
{3}：正しい型
{4}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{5}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
属性の値に指定できないデータ型が指定されました。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
正しいデータ型の値を記述して，再度実行してください。

KEBR10038-EKEBR10038-EKEBR10038-EKEBR10038-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素はタクソノミー文書で定義されていません。 {1} 個所 ={2}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
指定された要素はタクソノミー文書で定義されていません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
処理を続行する場合は，その要素を無視します。

対策：
タクソノミー文書で定義している要素を確認し，要素名が誤りの場合はインスタン
ス文書を修正してください。要素の定義が必要であれば，タクソノミー文書に追記
して，再度実行してください。

KEBR10039-EKEBR10039-EKEBR10039-EKEBR10039-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}の名前空間が宣言されていません。 {1}
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{0}：名前空間 URI
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。

要因：
必要な名前空間 URIが宣言されていません。必要な名前空間URIについては，
次を参照してください。
• インスタンス文書に必要な名前空間 URI

http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
http://www.xbrl.org/2001/instance

• タクソノミー文書に必要な名前空間 URI
http://www.w3.org/2001/XMLSchema

• リンクベースに必要な名前空間 URI
http://www.xbrl.org/2001/XLink/xbrllinkbase

処理を中止します。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析
していた場合は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
名前空間 URIの宣言をルート要素の属性に記述して，再度実行してください。

KEBR10040-EKEBR10040-EKEBR10040-EKEBR10040-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素がパート要素の代替要素としてタクソノミー本体で定義されていません。 {1} 個所 ={2}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
reference要素の子要素に指定されたパート要素が，タクソノミー本体で定義されて
いません。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた
場合は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，
そこで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
処理を続行する場合は，XBRLPartオブジェクトを作成します。

対策：
パート要素の名前を確認し，誤りの場合は正しい名称にしてください。また，タク
ソノミー本体で定義する必要がある場合は代替要素をタクソノミー本体で宣言して
ください。

KEBR10041-EKEBR10041-EKEBR10041-EKEBR10041-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性が絶対 URIで記述されていません。 {2} 個所 ={3}
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{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
要素で示す属性に指定する値は，絶対URIで記述する必要があります。処理を中止
します。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場
合は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
要素で示す属性の内容を絶対URIに変更して，再度実行してください。

KEBR10042-WKEBR10042-WKEBR10042-WKEBR10042-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

同じ内容の単純リンクが指定されました。 要素 1：{0},個所 ={1} 要素 2：{2},個所 ={3}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：エラーが起きた XML文書の URI（比較した要素の URI）。URI=xxの形式で出力し
ます。URIがない場合は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素（比較した要素）の XML文書内での位置

要因：
タクソノミー本体の simple型要素で指定されたリンクベースは解析済みです。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合
は，warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そ
こで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。

対策：
同一の単純リンクを指定した simple型要素を削除して，再度実行してください。

KEBR10043-WKEBR10043-WKEBR10043-WKEBR10043-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

タクソノミー本体を拡張する際に import要素で記述した URIがループしています。 {0} 個所 ={1}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた import要素の XML文書内での位置

要因：
タクソノミー本体の継承関係がループしています。import要素に自分自身の URI
を記述したか，拡張元のタクソノミー本体のURIに import済みの URI（解析済み
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の URI）が指定されています。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL
文書の解析を行っていた場合は，warning()メソッドを呼び出します。このメソッド
で例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理
を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。

対策：
継承関係がループしているタクソノミー本体の import要素を修正してください。

KEBR10044-EKEBR10044-EKEBR10044-EKEBR10044-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

アイテムには子要素を記述できません。 {0} 個所 ={1}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
アイテムには子要素を記述できません。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
アイテムの子要素を削除して，再度実行してください。

KEBR10045-EKEBR10045-EKEBR10045-EKEBR10045-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素はインスタンス文書では使用できません。 {1} 個所 ={2}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
タクソノミー本体で記述した要素のうち，インスタンス文書で使用できない要素を
記述しています。
インスタンス文書で使用するには，タクソノミー本体で element要素を記述する場
合に substitutionGroup属性が xbrli:itemまたは xbrli:tupleである必要がありま
す。また abstract属性が falseであるか，または abstract属性を指定してはいけま
せん。処理を中止します。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書
を解析していた場合は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
要素のつづりを確認してください。もし誤りがなければ，次を確認してください。
要素をそのままインスタンス文書で使用する場合は，タクソノミー本体を修正して，
再度実行してください。
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• element要素の substitutionGroup属性が xbrli:itemまたは xbrli:tupleであるこ
とを確認してください。

• element要素の abstract属性が falseか，または abstract属性が指定されていな
いことを確認してください。

KEBR10046-EKEBR10046-EKEBR10046-EKEBR10046-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性に標準値以外の値が指定されました。{2} 個所 ={3} 指定された値 ={4}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{4}：指定されていた値

要因：
標準値以外の値が指定されました。処理を中止します。XBRLParseErrorHandler
の実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処理を中止する前に
fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
標準値を記述したあと再度実行してください。

KEBR10047-EKEBR10047-EKEBR10047-EKEBR10047-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性に標準値またはカスタムされた値以外が指定されました。{2} 個所 ={3} 指定さ
れた値 ={4}

{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{4}：指定されていた値

要因：
XBRL文書で使用できないロール値またはアークロール値が指定されました。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合
は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこ
で処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。
処理を続行する場合は，指定された値をそのまま使用します。

対策：
次の内容を確認して正しい値に修正したあと，再度実行してください。
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• 記述している値を確認してください。つづりに誤りがある場合，正しく修正して
ください。

• カスタムロールまたはカスタムアークロールを使用する場合は，roleRef要素また
は arcroleRef要素が記述されているかどうかを確認し，漏れているときは追加し
てください。

• roleRef要素または arcroleRef要素を記述している場合は，参照先の roleType要
素または arcroleType要素の usedOn要素に該当する要素が記載されていないお
それがあります。使用できるロールまたはアークロールに変更するか，usedOn要
素に該当する要素を追加してください。

KEBR10048-EKEBR10048-EKEBR10048-EKEBR10048-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素に記述された値はすでに記述されているため無視しました。 {1} 個所 ={2} 指定された値
={3}

{0}：エラーが起きた要素名（roleType /arcroleType）
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{3}：指定されていた値

要因：
roleType要素または arcroleType要素内に記述する usedOn要素には，兄弟要素で
あるほかの usedOn要素と同じ値を記述できません。XBRLParseErrorHandlerの
実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合は，error()メソッドを呼び出し
ます。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上
がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。
処理を続行する場合は，指定された値を無視します。

対策：
usedOn要素に同じ要素を指す指定を複数記述しているため，不要な記述を削除して
から再度実行してください。
なお，名前空間接頭辞が異なっても名前空間 URIが同じ場合，同じ値と判断されま
す。

KEBR10049-IKEBR10049-IKEBR10049-IKEBR10049-I　（　（　（　（FFFF））））

{1}を定義している {0}要素が複数存在しました。 {2} 個所 ={3}
{0}：エラーが起きた要素名（roleType /arcroleType）
{1}：エラーが起きた値（roleURIまたは arcroleURI）
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
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要因：
同じ内容の定義が複数存在します。処理を続行します。

対策：
同じ内容について不要であれば，削除してください。

KEBR10050-EKEBR10050-EKEBR10050-EKEBR10050-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素で {1}を再定義しました。 {2} 個所 ={3}
{0}：エラーが起きた要素名（roleRef/ roleType /arcroleRef/ arcroleType/ 
unitDenominator）
{1}：エラーが起きた値（roleURI，arcroleURI，または unitDenominatorの値）
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
同じ内容の要素を異なる記述で再定義しました。XBRLParseErrorHandlerの実装
を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合は，error()メソッドを呼び出しま
す。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上が
らない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。

対策：
次の要素を修正したあと，再度実行してください。
• roleRef要素 /arcroleRef要素
同一 xbrl要素または linkbase要素内に，同じ roleURIを持つ roleRef要素，また
は同じ arcroleURIを持つ arcroleRef要素を複数記述しないでください。
または，標準値を再定義しようとしています。標準値は再定義できないため，適
切な値を指定してください。

• roleType要素 /arcroleType要素
XBRL文書全体で同じ roleURI属性の値を持つ roleType要素，または同じ
arcroleURI属性の値を持つ arcroleType要素があります。しかし，definition要
素および usedOn要素以下の値が異なるため，必要であれば同じ値を指定してく
ださい。この roleType要素または arcroleType要素が不要であれば，削除してく
ださい。
または，標準値を再定義しようとしています。標準値は再定義できないため，適
切な値を指定してください。

• unitDenominator要素
親要素である unit要素の子要素 unitNumerator要素と同じ値を持つ
unitDenominator要素があるため，適切に修正してください。
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KEBR10051-EKEBR10051-EKEBR10051-EKEBR10051-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素が参照する context要素内の period要素の指定が誤っています。 periodType属性の値
={1} 指定できる要素 ={2} {3} 個所 ={4}

{0}：アイテムの要素名
{1}：エラーが起きた periodTypeの値
{2}：記述できる要素。複数ある場合は，コンマでセパレートされます。
{3}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{4}：エラーが起きた要素（アイテムの要素）の XML文書内での位置

要因：
periodType属性の値とアイテムが参照するコンテキスト要素の period要素の記述に
誤りがあります。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を
行っていた場合は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がっ
た場合は，そこで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。

対策：
次の内容を修正したあと，再度実行してください。
• アイテムが参照するコンテキスト要素が正しいかどうかを確認してください。

periodType属性の値が "instant"の場合
コンテキスト要素の period要素の子要素に instant要素を指定してください。

periodType属性の値が "duration"の場合
コンテキスト要素の period要素の子要素に次のどちらかを指定してください。
• forever要素
• startDate要素と endDate要素の組

KEBR10052-WKEBR10052-WKEBR10052-WKEBR10052-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

タクソノミー本体を拡張する際に import要素または include要素で記述した URIがループして
います。 {0} 個所 ={1}

{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた import要素または include要素の XML文書内での位置

要因：
タクソノミー本体の継承関係がループしています。import要素または include要素
に自分自身の URIを記述したか，拡張元のタクソノミー本体のURIに import/
include済みのURI（解析済みの URI）が指定されています。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合
は，warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そ
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こで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
解析済みのタクソノミー本体を無視し，処理を続行します。

対策：
継承関係がループしているタクソノミー本体の import要素または include要素を修
正してください。

KEBR10053-EKEBR10053-EKEBR10053-EKEBR10053-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}属性の範囲に誤りがあります。 xlink:fromが指す要素の {1}属性の値 ={2} xlink:toが指す要素
の {1}属性の値 ={3} {4} 個所 ={5}

{0}：エラーが起きた属性（weight）
{1}：エラーの要因となった属性（balance）
{2}：xlink:fromが指す要素宣言の属性の値。属性の値が省略されている場合は，nullが
入ります。
{3}：xlink:toが指す要素宣言の属性の値。属性の値が省略されている場合は，nullが入
ります。
{4}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{5}：エラーが起きた要素（calculationArc）の XML文書内での位置

要因：
xlink:to属性および xlink:from属性で示す要素の balance属性の値の組み合わせと
calculationArc要素の weight属性の値の範囲が誤っています。または，
calculationArc要素の weight属性の値に 0を指定しています。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合
は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこ
で処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。

対策：
calculationArc要素の weight属性の値に 0を指定できません。
weight属性と，calculationArc要素のロケータ型要素が参照している balance属性
の関係が次のとおりになるように値を修正したあと，再度実行してください。

balance属性の値 weight属性の値

from属性 to属性

debit debit Positive (> 0)

debit credit Negative (< 0)

credit debit Negative (< 0)

credit credit Positive (> 0)
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KEBR10054-EKEBR10054-EKEBR10054-EKEBR10054-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素のアークロール {1}に対応する要素の組み合わせに誤りがあります。 xlink:fromが指す要
素の {2}属性の値 ={3} xlink:toが指す要素の {2}属性の値 ={4} {5} 個所 ={6}

{0}：エラーが起きた要素（definitionArc）
{1}：エラーが起きた xlink:arcrole属性（"essence-alias"）
{2}：エラーの要因となった属性名（type）
{3}：xlink:fromが指す要素宣言の属性の値
{4}：xlink:toが指す要素宣言の属性の値
{5}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{6}：エラーが起きた要素（calculationArc）の XML文書内での位置

要因：
xlink:to属性および xlink:from属性で示す要素の組み合わせに誤りがあります。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合
は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこ
で処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。
処理を続行する場合は，この指定をそのまま使用します。

対策：
• definitionArc要素のアークロール属性が "essence-alias"の場合

xlink:from側および xlink:to側の指す要素宣言の type属性が，同じ型名または同
じ型名から派生した型であるように修正してください。

KEBR10056-EKEBR10056-EKEBR10056-EKEBR10056-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の参照先が目的の文書を指定していません。{1} 個所 ={2}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
目的の文書とは異なる文書が指定されています。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
次の事項を対策したあと，再度実行してください。
• schemaRef要素の場合
目的の文書としてタクソノミー本体を指定してください。

• linkbaseRef要素の場合
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目的の文書としてリンクベースを指定してください。

KEBR10057-EKEBR10057-EKEBR10057-EKEBR10057-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の子要素に {1}要素の記述はできません。 {2} 個所 ={3}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：記述できない要素名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
要素の子要素に記述してはいけない名前空間を持った要素または substitutionGroup
に，xbrli:itemまたは xbrli:tupleから派生されたアイテムまたはタプルが記述され
ました。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行ってい
た場合は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，
そこで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。
処理を続行する場合は，この指定をそのまま使用します。

対策：
segment要素または scenario要素の子要素に指定できない要素が指定されていま
す。次の内容を確認して，正しく修正してから再度実行してください。
• 次の名前空間の要素を含めていないことを確認してください。

http://www.xbrl.org/2003/instance
• substitutionGroupに xbrli:item または xbrli:tupleから派生したアイテムまたは
タプルは記述していないことを確認してください。

KEBR10058-EKEBR10058-EKEBR10058-EKEBR10058-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}型の {1}要素に対応する {2}要素に誤った値が記述されました。 誤った値 ={3} {4} 個所 ={5}
{0}：エラーが起きたアイテム要素の型名
{1}：エラーが起きたアイテム要素名
{2}：エラーが起きた要素名（measure）
{3}：エラーが起きた要素の値。未指定である場合は，空文字列（""）が出力されます。
{4}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{5}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
要素の型に対応する要素の記述に誤りがあります。XBRLParseErrorHandlerの実
装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合は，error()メソッドを呼び出しま
す。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上が
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らない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。
処理を続行する場合は，この指定をそのまま使用します。

対策：
要素の型名に応じてmeasure要素に記述できる値が決まります。そのため，要素が
参照する unit要素を正しい値を持つ unit要素に変更するか，エラーとなった
measure要素に指定する値を正しい値に変更してください。
• monetaryItemType型
名前空間 URIが http://www.xbrl.org/2003/iso4217の値を記述します。

• sharesItemType型
名前空間 URIが http://www.xbrl.org/2003/instanceの "shares"を記述します。

• pureItemType型
名前空間 URIが http://www.xbrl.org/2003/instanceの "pure"を記述します。

KEBR10059-EKEBR10059-EKEBR10059-EKEBR10059-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素に指定できない値が記述されました。 {1} 個所 ={2} 指定されていた値 ={3}
{0}：エラーが起きた要素
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{3}：要素に記述されていた値

要因：
要素に指定できない値が記述されました。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定
して XBRL文書の解析を行っていた場合は，error()メソッドを呼び出します。この
メソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上がらない場
合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。
処理を続行する場合は，この指定をそのまま使用します。

対策：
unit要素の子要素であるmeasure要素の値の接頭辞が次の名前空間 URIを示す場
合にローカルパートの値が「pure」か「shares」でなければなりません。値を正し
く修正したあと再度実行してください。
• http://www.xbrl.org/2003/instance

KEBR10061-EKEBR10061-EKEBR10061-EKEBR10061-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}属性に使用できない値が記述されています。 {1} 個所 ={2}
{0}：エラーが起きた属性名（xbrli:periodType または xbrli:balance または
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cyclesAllowed)
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
アイテムの宣言を行った場合に periodType属性で "instant"および "duration"以外
の文字（空文字列含む）が指定されました。
または balance属性で "debit"および "credit"以外の文字（空文字列含む）が指定さ
れました。
arcroleType要素の cyclesAllowed属性で，"any"，"undirected"および "none"以外
の値が指定されました。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合
は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこ
で処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は，処理を続行します。
処理を続行する場合は，この指定をそのまま使用します。

対策：
次の事項を対策したあと，再度実行してください。
• periodType属性の場合

"instant"および "duration"以外の文字（空文字列含む）が記述されているため正
しい値に修正してください。

• balance属性の場合
"debit"および "credit"以外の文字（空文字列含む）が記述されているため正しい
値に修正してください。

• cyclesAllowed属性の場合
"any"，"undirected"および "none"以外の文字（空文字列含む）が記述されてい
るため正しい値に修正してください。

KEBR10062-EKEBR10062-EKEBR10062-EKEBR10062-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素内には {1}要素の記述ができません。 {2} 個所 ={3}
{0}：拡張リンクの要素名
{1}：エラーが起きた要素名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
拡張リンク内に使用できないリソース型要素があります。
• footnoteLink内には footnote要素だけ記述できます。
• labelLink内には，label要素だけ記述できます。
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• referenceLink内には，reference要素だけ記述できます。

XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合
は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこ
で処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。
処理を続行する場合は，この指定を無視します。

対策：
指定できるリソース型要素に修正してから再度実行してください。

KEBR10064-EKEBR10064-EKEBR10064-EKEBR10064-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

要素宣言 {0}で記述できない {1}属性を指定しています。 {2} 個所 ={3}
{0}：エラーが起きた要素宣言の種類およびデータ型（xbrli:itemまたは xbrli:tuple）。
xbrli:itemの場合は，ベースの型名が ","で区切って表示されます。type属性または局所
定義で型を示す値が指定されていない場合は，空文字列になります。もし，type属性ま
たは局所定義の両方が指定された場合は，局所定義の型を示す値が優先されます。
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
要素宣言で記述できない属性を指定しています。
タプルの宣言の場合，periodType属性または balance属性を記述できません。
アイテムの宣言の場合，monetaryItemType型以外のアイテムには，balance属性
を記述できません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合
は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこ
で処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。
処理を続行する場合は，この属性を無視します。

対策：
次の事項を対策したあと，再度実行してください。
• タプルの宣言の場合

periodType属性または balance属性の記述を削除します。
• アイテムの宣言の場合
アイテムがmonetaryItemType型以外であれば，balance属性の記述を削除しま
す。
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KEBR10065-EKEBR10065-EKEBR10065-EKEBR10065-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

要素宣言 {0}で {1}属性が記述されていません。 {2} 個所 ={3}
{0}：エラーが起きた要素宣言の種類およびデータ型（xbrli:itemまたは xbrli:tuple）。
xbrli:itemの場合は，ベースの型名が ","で区切って表示されます。type属性または局所
定義で型を示す値が指定されていない場合は，空文字列になります。もし，type属性ま
たは局所定義の両方が指定された場合は，局所定義の型を示す値が優先されます。
{1}：必要な属性名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
要素宣言の宣言に誤りがあります。
アイテムの宣言の場合，periodType属性は省略できません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合
は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこ
で処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。

対策：
次の事項を対策したあと，再度実行してください。
• アイテムの宣言の場合

periodType属性が省略されている場合は，periodType属性を記述します。

KEBR10066-EKEBR10066-EKEBR10066-EKEBR10066-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の値と参照先の {1}要素の値が一致しません。 {2} 個所 ={3}
{0}：エラーが起きた参照元の要素名（roleRefまたは arcroleRef）
{1}：エラーが起きた参照先の要素名（roleTypeまたは arcroleType）
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた参照元の要素の XML文書内での位置

要因：
指定されたロールまたはアークロールの値が参照先の要素と一致しません。処理を
中止します。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析してい
た場合は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
roleRef要素であれば参照先の roleType要素と同じ roleURIに修正してから再度実
行してください。
arcroleRef要素であれば参照先の arcroleType要素と同じ arcroleURIに修正してか
ら再度実行してください。
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また，参照先が誤りの場合，正しい参照先に修正してから再度実行してください。

KEBR10067-EKEBR10067-EKEBR10067-EKEBR10067-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の記述個所が誤っています。 {1} 個所 ={2}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
タクソノミー本体内で記述している要素の記述位置が誤っています。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合
は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこ
で処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。
処理を続行する場合は，この指定を無視します。

対策：
タクソノミー本体に要素を記述する位置は決められています。記述位置と記述でき
る要素を次に示します。正しい位置に要素を移動したあと，再度実行してください。
• XPath"schema/annotation/appinfo/*"に記述できる要素

link:linkbaseRef要素，link:roleType要素，<link:arcroleType>要素，および
link:linkbase要素

• XPath"schema/annotation/appinfo/linkbase/*"に記述できる要素
各種拡張リンク型（presentationLink，definitionLink，calculationLink，
labelLinkおよび referenceLink）要素，link:roleRef要素，link:arcroleRef要素，
および link:documentation要素

KEBR10068-EKEBR10068-EKEBR10068-EKEBR10068-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素には precision属性と decimals属性を同時に指定できません。 {2} 個所 ={3}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：同時に指定された属性名。コンマ区切りで出力します。
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
precision属性と decimals属性はどちらか一方しか指定できません。処理を中止し
ます。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合
は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
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precision属性または decimals属性のどちらか一方を削除したあと，再度実行して
ください。

KEBR10069-EKEBR10069-EKEBR10069-EKEBR10069-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{1}属性の値が同じ {0}要素は複数定義できません。 要素 1：{2} 個所 ={3} 要素 2：{4} 個所 ={5} 指
定された値 ={6}

{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：すでに定義されていた XML文書の URI.。URI=xxの形式で出力します。URIがな
い場合は，表示されません。
{3}：すでに定義されていた要素の XML文書内での位置
{4}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{5}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{6}：記述されていた値

要因：
同じ roleURIまたは arcroleURIを定義できません。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
要素 1または要素 2を削除してください。削除した要素を参照している場合は，残
した方を参照するように修正したあと，再度実行してください。

KEBR10070-EKEBR10070-EKEBR10070-EKEBR10070-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

接頭辞 {0}に対応する名前空間 URIが宣言されていません。 {1} 個所 ={2}
{0}：指定されていた接頭辞
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
接頭辞に対応する名前空間URIが宣言されていません。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
個所に対応する要素または要素の値（QName）に対応する名前空間URIの宣言を
確認し，足りなければ追加してから再度実行してください。
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KEBR10071-EKEBR10071-EKEBR10071-EKEBR10071-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素で利用できない要素を関連づけています。 {1} 個所 ={2} 参照先 ={3}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{3}：アーク型要素が指しているロケータ型要素の参照先（xlink:href属性の値）

要因：
アーク型要素の参照先が目的のアイテムやタプル要素でありません。または，ロ
ケータ型要素に指定された XPointer式から複数の要素が求められたか，XPointer
式が要素以外の値（要素の値やコメントなど）を指していました。処理を中止しま
す。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合
は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
次の内容を確認し，誤っている場合は正しく修正してから再度実行してください。

個所 {2}がアーク型要素を指している場合
このアーク型要素の xlink:arcrole属性の値と xlink:from，xlink:to属性に指定
された要素の関係が誤っています。
• ラベルリンクやリファレンスリンクなどの，リソース型要素を指すことがで
きるリンクの場合は，xlink:to属性側でリソース型要素を直接または間接（ロ
ケータ型要素経由）で参照していることを確認してください。

• リソース型の種類が誤っていないか確認してください（ラベルリンクの場合，
リソース型要素はラベルしか指せません）。

• アーク型要素の xlink:arcrole属性の値と xlink:from，xlink:to属性で参照で
きる要素は決まっています。正しい内容を参照しているか確認してください
（例えば，計算リンクで xlink:arcrole属性に標準値が指定されている場合，
参照できるのはアイテムの要素宣言だけです）。

個所 {2}がロケータ型要素を指している場合
単一の要素宣言，アイテム，タプルまたはリソース型要素を指していないため，
単一の値を指していることを確認してください。

KEBR10072-EKEBR10072-EKEBR10072-EKEBR10072-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素に記述された値を無視しました。 {1} 個所 ={2}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
xsi:nil="true"が指定された要素は，値または子要素を持てません。
1032



7.　メッセージ
また，アイテムの種類が数値型アイテムの場合は，precision属性または decimals
属性を持てません。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析
を行っていた場合は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上
がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行しま
す。
処理を続行する場合は，値または子要素，および属性を無視します。

対策：
不要な値を削除してください。

KEBR10074-WKEBR10074-WKEBR10074-WKEBR10074-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の priority={1}を持つ同一のリンクが複数存在します。 要素 1：{2},個所 ={3} 要素 2：{4},
個所 ={5}

{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた要素の priority値。priority属性が省略された場合は，0が仮定され
ます。
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{4}：エラーが起きた XML文書の URI（比較した要素の URI）。URI=xxの形式で出力し
ます。URIがない場合は，表示されません。
{5}：エラーが起きた要素（比較した要素）の XML文書内での位置

要因：
アーク型要素の同じ priority値を持つ同じリンクが複数あります。
priority属性を省略した場合，デフォルトとして 0が仮定されます。
このメッセージは，同じ priority値を持つ同じリンクのアーク型要素の use属性に
"prohibited"が含まれていない場合に出力されます。XBRLParseErrorHandlerの
実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合は，warning()メソッドを呼び
出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外
が上がらない場合は処理を続行します。
処理を続行する場合，関係リンクであれば，要素 2で示すリンクを無視します。ラ
ベルリンクであれば，要素 1と要素 2のリンク先のリソースで重複しているリソー
ス型要素のうち，要素 2で示すリソース型要素を無視します。

対策：
アーク型要素に同じ priority値を持つリンクが重複しないように，個所 ={3}で示す
アーク型要素の priority属性値の値を適切に修正して，再度実行してください。

KEBR10075-EKEBR10075-EKEBR10075-EKEBR10075-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素は XBRLではサポートされていません。 {1} 個所 ={2}
{0}：サポートされていない要素名
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{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
指定された要素は XBRLの仕様ではサポートされていません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
指定した要素は，XBRL2.1仕様では使用しないでください。

KEBR10076-EKEBR10076-EKEBR10076-EKEBR10076-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}属性に空文字列は指定できません。 {1} 個所 ={2}
{0}：属性名
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
targetNamespace属性が空文字列の場合に発生します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
targetNamespace属性に空文字列は指定できません。属性値を正しく修正するか，
不要な場合は属性を記述しないでください。

KEBR10077-EKEBR10077-EKEBR10077-EKEBR10077-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性の値 {2}に対応する要素宣言の候補が複数存在します。 {3} 個所 ={4} 候補 1:{5} 
個所 ={6} 候補 2:{7} 個所 ={8}

{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：指定された値
{3}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{4}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
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{5}：候補 1の要素宣言がある XML文書のURI。URI=xxの形式で出力します。URIが
ない場合は，表示されません。
{6}：候補 1の要素宣言がある XML文書内での位置
{7}：候補 2の要素宣言がある XML文書のURI。URI=xxの形式で出力します。URIが
ない場合は，表示されません。
{8}：候補 2の要素宣言がある XML文書内での位置

要因：
属性名が type属性の場合は，同じ名前空間 URIかつ同じ name属性値を持つユー
ザーデータ型の宣言が，異なる文書中に存在している場合に発生します。
属性名が substitutionGroup属性の場合は，同じ名前空間 URIかつ同じ name属性
値を持つ代替グループのヘッド要素が，異なる文書中に存在している場合に発生し
ます。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
アイテム，タプルおよびパートの要素宣言のデータ型および代替グループのヘッド
要素が一意となるように，include要素で取り込まれる文書の関係を適切に修正して
ください。

KEBR10101-WKEBR10101-WKEBR10101-WKEBR10101-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

ユーザーデータ型の定義が同一タクソノミー本体内で定義されていません。 {0} 個所 ={1} 使用し
ている型 ={2}

{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：element要素の type属性に指定している型名

要因：
element要素の type属性にユーザーデータ型が指定されていますが，この型の定義
を，同一タクソノミー本体で定義していません。XBRLParseErrorHandlerの実装
を指定して XBRL文書を解析していた場合は，warning()メソッドを呼び出します。
このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上がらな
い場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合
は，アイテムの型に OTHER_ITEMを仮定して処理を続行します。

対策：
ユーザーデータ型を指定する場合は，使用しているタクソノミー本体と同一文書中
で宣言してください。宣言のしかたについては「5.5　取り扱えるデータ型」を参照
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してください。

KEBR10102-WKEBR10102-WKEBR10102-WKEBR10102-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

type属性が省略されているか，サポートされていない形式のユーザーデータ型で定義していま
す。 {0} 個所 ={1}

{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
type属性が省略されているか，またはサポートされていないユーザーデータ型が定
義されています。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析し
ていた場合は，warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった
場合は，そこで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合
は，アイテムの型に OTHER_ITEMを仮定して処理を続行します。

対策：
type属性を追加するか，またはサポートされている形式のユーザーデータ型を指定
してください。ユーザーデータ型の形式については，「5.5　取り扱えるデータ型」
を参照してください。

KEBR10103-EKEBR10103-EKEBR10103-EKEBR10103-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素の {1}属性の参照先は利用できません。 {2} 個所 ={3} 参照先 ={4}
{0}：エラーが起きた要素名
{1}：エラーが起きた属性名
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{4}：指定されていた値

要因：
指定されている参照先は利用できません。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
• リンク要素の場合
参照先の URIを確認してください。必要に応じて参照先を正しく修正して，再度
実行してください。
XBRL2.1の場合，参照先が存在していてもスコープが異なる場合には，このメッ
セージが出力されます。一つのインスタンス文書で複数の xbrl要素があり，片方
の xbrl要素から別の xbrl要素のアイテムやタプル，コンテキストなどの参照はで
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きません。そのため，正しい参照先に修正してから再度実行してください。
• 要素がアイテムの場合

numericContext属性には数値コンテキスト，nonNumericContext属性には非数
値コンテキストの IDを指定して，再度実行してください。XBRL2.1の場合は，
context要素または unit要素の正しい IDを指定して，再度実行してください。

KEBR10105-WKEBR10105-WKEBR10105-WKEBR10105-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定されたスキーマ文書のうちタクソノミー本体でないものがありました。 {0}
{0}：指定された XML文書の URI。複数ある場合は，コンマ区切りで出力します。
URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示されません。

要因：
インスタンス文書で記述された schemaLocation属性，または
XBRLTaxonomyDocumentBuilderで指定された一部のスキーマ文書（URIで示す
文書）内に linkbaseRef要素がありません。linkbaseRef要素，element要素または
拡張リンクが，一つも含まれていないため，無視しました。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで
処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
処理を続行する場合は，タクソノミー文書とみなされない文書を無視します。

対策：
URIで表示されているスキーマ文書が不要であれば記述から削除してください。

KEBR10106-EKEBR10106-EKEBR10106-EKEBR10106-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

拡張されたタクソノミー文書が最大階層数を超えました。 {0}
{0}：基底タクソノミー本体のURI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，
表示されません。

要因：
拡張されたタクソノミー文書が最大階層数を超えたため，処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
cbrp.parse.maxTaxonomyExtensionプロパティの最大階層数を増やすか，拡張する
タクソノミー文書の階層数を減らして，再度実行してください。

KEBR10107-EKEBR10107-EKEBR10107-EKEBR10107-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}属性にタクソノミー文書が指定されていません。 {1} 個所 ={2}
{0}：エラーが起きた属性名
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{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
schemaLocation属性にタクソノミー文書が指定されていません。処理を中止しま
す。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合
は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
schemaLocation属性にタクソノミー文書を指定し，再度実行してください。

KEBR10108-WKEBR10108-WKEBR10108-WKEBR10108-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

アイテムでもタプルでもない要素を参照しています。 {0} 個所 ={1} 参照先 ={2}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：href属性の値

要因：
指定された参照先の要素の substitutionGroup属性が xbrli:itemまたは xbrli:tuple
でない要素を，拡張リンク内のリンクで参照しています。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで
処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
処理を続行する場合は，loc要素にそのまま XBRL DOMの関連づけをして処理を続
行します。

対策：
参照先を確認し，必要に応じてアイテムまたはタプルの要素宣言を参照するように
修正してください。

KEBR10109-WKEBR10109-WKEBR10109-WKEBR10109-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

インスタンス文書で利用できない要素を参照しています。 {0} 個所 ={1} 参照先 ={2}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：href属性の値

要因：
abstract属性が trueで記述された要素を拡張リンク内のリンクで参照しています。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
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warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで
処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
処理を続行する場合は，loc要素にそのまま XBRL DOMの関連づけをして処理を続
行します。

対策：
この要素宣言は抽象要素のため，インスタンス文書では利用できません。
この要素をインスタンス文書で利用する場合は，abstract属性を falseに変更する
か，または，abstract属性を削除してください。

KEBR10110-EKEBR10110-EKEBR10110-EKEBR10110-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素が含まれていないため解析できません。 {1}
{0}：要素名として "xbrl"が表示されます。
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。

要因：
指定された XML文書中に xbrl要素がないため，解析ができませんでした。
または parse()メソッドに渡された要素が xbrl要素でないため，解析できませんで
した。処理を中止します。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書
を解析していた場合は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
xbrl要素を含めたインスタンス文書を指定してください。
parse()メソッドに直接要素を渡している場合は，この要素を xbrl要素に変更して
ください。

KEBR10111-WKEBR10111-WKEBR10111-WKEBR10111-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素以下の記述を無視しました。 {1} 個所 ={2}
{0}：要素名として "xbrl"が表示されます。
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
xbrl要素以下の記述を無視しました。
parse()メソッドでは複数の xbrl要素を解析できないため，複数の xbrl要素を含む
XML文書を解析する場合は，parse2()メソッドを使用してください。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合
は，warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そ
こで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
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XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。
処理を続行する場合は , 指定された要素以下を無視します。

対策：
複数の xbrl要素を参照する場合は，XBRLInstanceDocumentBuilderクラスの
parse2()メソッドを使用してください。

KEBR10112-EKEBR10112-EKEBR10112-EKEBR10112-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

ユーザーデータ型の定義が見つかりません。 {0} 個所 ={1} 使用している型 ={2}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：element要素の type属性または restriction要素 /extension要素の base属性に指定
していた発見できない型名

要因：
解析中の文書内，および import要素または include要素で取り込まれた文書内に，
ユーザーデータ型の定義が見つかりません。XBRLParseErrorHandlerの実装を指
定して XBRL文書の解析を行っていた場合は，error()メソッドを呼び出します。こ
のメソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上がらない
場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は，項目の型に OTHER_ITEMを仮定して処理を続行します。

対策：
ユーザーデータ型のつづり，およびインポート，インクルード元も含めて定義の有
無を確認して，修正したあと再度実行してください。

KEBR10113-EKEBR10113-EKEBR10113-EKEBR10113-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

タクソノミー文書に含めることのできる XML文書 (タクソノミー本体・リンクベース )が最大
ファイル数を超えました。 最大ファイル数 ={0}

{0}：タクソノミー文書に含めることのできる XML文書（タクソノミー本体・リンク
ベース）の最大ファイル数

要因：
タクソノミー文書に含めることのできる XML文書（タクソノミー本体・リンク
ベース）が最大ファイル数を超えました。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
cbrp.parse.DTS.maxDocumentsプロパティの最大ファイル数を増やすか，解析す
るタクソノミー文書のファイル数を減らしてから再度実行してください。
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このチェックを行わない場合は，cbrp.parse.DTS.maxDocuments=0を指定してく
ださい。

KEBR10115-WKEBR10115-WKEBR10115-WKEBR10115-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

サポートされていないロールが記述されたためリンク先の文書を無視しました。 {0} 個所 ={1} 
ロール ={2}

{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：xlink:role属性の値

要因：
サポートされていないロールが指定されたので，このリンク先の文書を無視しまし
た。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場
合は，warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，
そこで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。
処理を続行する場合は，このロールをそのまま使用します。

対策：
xlink:role属性を記述する場合は，サポートされているロールを指定してください。
サポートしているロールについては，XBRLの仕様書を参照してください。

KEBR10116-EKEBR10116-EKEBR10116-EKEBR10116-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

アーク型要素 {0}が参照するロケータ型要素ではリソース型要素を指してはいけません。 {1} 個所
={2}

{0}：アーク型要素の XML文書内での位置
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：ロケータ型要素の XML文書内での位置

要因：
アーク型要素が参照しているロケータ型要素では，リソース型要素を参照できませ
ん。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場
合は，error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そ
こで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。
処理を続行する場合は，リンクをそのまま有効にします。

対策：
ロケータ型要素はリソース型要素を指せません。次の点を見直してください。
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• use属性の値に "prohibited"が指定されていることを確認してください。use属性
を省略した場合は use="optional"が仮定されるため，省略しないでください。

• 別の拡張リンクで定義されているリソース型要素を参照していないかを確認して
ください。参照している場合は，エラーが起きたアーク型要素と同じ拡張リンク
内で，リソース型要素を再定義してください。

KEBR10117-WKEBR10117-WKEBR10117-WKEBR10117-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

ロール {0}はサポートしていません。 {1} 個所 ={2}
{0}：単純リンクの記述されていたロール値
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
単純リンクに記述されたロールはサポートしていません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合
は，warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そ
こで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。

対策：
単純リンクに記述されたロールはサポートしていません。ロール名が誤っている場
合は正しく修正してから再度実行してください。

KEBR11000-IKEBR11000-IKEBR11000-IKEBR11000-I　（　（　（　（FFFF））））

XBRL文書にアクセスします。 {0} プロセッサ ={1}
{0}：XBRL文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示されま
せん。
{1}：XML Processorまたは XLink Processor

要因：
URIで示す XBRL文書（インスタンス文書，タクソノミー本体，リンクベース）に
アクセスします。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11001-IKEBR11001-IKEBR11001-IKEBR11001-I　（　（　（　（FFFF））））

XBRL文書を読み込みました。 {0} プロセッサ ={1}
{0}：XBRL文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示されま
せん。
{1}：XML Processorまたは XLink Processor
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要因：
URIで示す XBRL文書（インスタンス文書，タクソノミー本体，リンクベース）の
読み込みに成功しました。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11002-EKEBR11002-EKEBR11002-EKEBR11002-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL文書の読み込みに失敗しました。 {0} プロセッサ ={1} 詳細情報 ={2}
{0}：XBRL文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示されま
せん。
{1}：XML Processorまたは XLink Processor。エラーが発生したプロセッサを表示しま
す。
{2}：例外コード（java.io.IOException例外のメッセージ）

要因：
URIで示す XBRL文書（インスタンス文書，タクソノミー本体，リンクベース）の
読み込みに失敗しました。処理を中止します。

対策：
詳細情報 ={2}で示す例外が発生したため，XBRL文書の読み込みに失敗しました。
詳細情報 ={2}の原因を取り除き，再度実行してください。

KEBR11003-EKEBR11003-EKEBR11003-EKEBR11003-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL文書の解析に失敗しました。 {0} プロセッサ ={1} 詳細情報 ={2}
{0}：XBRL文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示されま
せん。
{1}：XML Processorまたは XLink Processor 。エラーが発生したプロセッサを表示しま
す。
{2}：例外コード

要因：
XBRL文書の解析に失敗しました。処理を中止します。XBRLParseErrorHandler
の実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処理を中止する前に
fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
XBRL文書の解析で，続行できないエラーが発生しました。XBRL文書の記述に誤
りがあるおそれがあります。このメッセージの前に出力されている，KEBR11004，
KEBR11005，KEBR11006メッセージを参照して原因を取り除き，再度実行してく
ださい。修正完了後もこのメッセージが表示される場合は，詳細情報を参照して原
因を取り除き，再度実行してください。
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KEBR11004-WKEBR11004-WKEBR11004-WKEBR11004-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL文書の解析で警告が発生しました。 行数 ={0} カラム位置 ={1} 公開識別子 ={2} システム識
別子 ={3} 詳細情報 ={4}

{0}：発生した SAXParseException例外の getLineNumber()の値が表示されます。
{1}：発生した SAXParseException例外の getColumnNumber()の値が表示されます。
{2}：発生した SAXParseException例外の getPublicId()の値が表示されます。
{3}：発生した SAXParseException例外の getSystemId()の値が表示されます。
{4}：XMLプロセッサで発生したエラーまたは警告メッセージ

要因：
XMLプロセッサで警告が発生しました。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定し
て XBRL文書を解析していた場合は，warning()メソッドを呼び出します。このメ
ソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上がらない場合
は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合
は，XML文書の解析を続行します。

対策：
詳細情報 ={4}で示す情報を基に修正し，再度実行してください。

KEBR11005-EKEBR11005-EKEBR11005-EKEBR11005-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL文書の解析でエラーが発生しました。 行数 ={0} カラム位置 ={1} 公開識別子 ={2} システム
識別子 ={3} 詳細情報 ={4}

{0}：発生した SAXParseException例外の getLineNumber()の値が表示されます。
{1}：発生した SAXParseException例外の getColumnNumber()の値が表示されます。
{2}：発生した SAXParseException例外の getPublicId()の値が表示されます。
{3}：発生した SAXParseException例外の getSystemId()の値が表示されます。
{4}：XMLプロセッサで発生したエラーまたは警告メッセージ

要因：
XMLプロセッサでエラーが発生しました。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定
して XBRL文書を解析していた場合は，error()メソッドを呼び出します。このメ
ソッドで例外が上がった場合は，そこで処理を中止します。例外が上がらない場合
は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
XML文書の解析を続行します。

対策：
詳細情報 ={4}で示す情報を基に修正し，再度実行してください。
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KEBR11006-EKEBR11006-EKEBR11006-EKEBR11006-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL文書の解析で致命的エラーが発生しました。 行数 ={0} カラム位置 ={1} 公開識別子 ={2} シ
ステム識別子 ={3} 詳細情報 ={4}

{0}：発生した SAXParseException例外の getLineNumber()の値が表示されます。
{1}：発生した SAXParseException例外の getColumnNumber()の値が表示されます。
{2}：発生した SAXParseException例外の getPublicId()の値が表示されます。
{3}：発生した SAXParseException例外の getSystemId()の値が表示されます。
{4}：XMLプロセッサで発生したエラーまたは警告メッセージ

要因：
XMLプロセッサで致命的エラーが発生しました。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
詳細情報 ={4}で示す情報を基に修正し，再度実行してください。

KEBR11007-EKEBR11007-EKEBR11007-EKEBR11007-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XPointerの記述に誤りがあります。 {0} 個所 ={1} XPointer式の内容 ={2} 詳細メッセージ ={3}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：XPointer式の内容
{3}：誤りの詳細（XLinkプロセッサで発生したメッセージ）

要因：
XPointer式の記述に詳細メッセージに示す誤りがあります。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
詳細メッセージの内容を参照し，正しく修正したあと，再度実行してください。

KEBR11008-WKEBR11008-WKEBR11008-WKEBR11008-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

同じロールの同じ言語の label要素を一つの要素宣言に複数記述しています。 {0} 個所 ={1} 要素
宣言 ={2}:{3}

{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：要素宣言の名前空間URI（タクソノミー本体の targetNamespace属性の値）
{3}：要素宣言のローカル名（タクソノミー本体の element要素の name属性の値）

要因：
1045



7.　メッセージ
同じロールかつ同じ言語を持つ label要素を，同じ要素宣言に複数記述しています。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書の解析を行っていた場合
は，warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そ
こで処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書の解析を行っていた場
合は処理を続行します。
処理を続行する場合は，この指定をそのまま使用します。

対策：
label要素の記述を確認し，不要な label要素があれば，一つの label要素に修正し
てください。

KEBR11009-EKEBR11009-EKEBR11009-EKEBR11009-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XPointerの記述に誤りがあります。 XPointer式の内容 ={0} 詳細メッセージ ={1}
{0}：XPointer式の内容
{1}：誤りの詳細（XLinkプロセッサで発生したメッセージ）

要因：
インスタンス文書中に指定された schemaRef要素または
XBRLTaxonomyDocumentBuilderクラスの parse()メソッドの URIのフラグメン
トに指定された XPointer式の記述に誤りがあります。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
インスタンス文書の解析中に発生した場合は，インスタンス文書中に記述されてい
る schemaRef要素の指定を正しい値に変更してから再度実行してください。
XBRLTaxonomyDocumentBuilderクラスの parse()メソッドの延長で発生した場合
は，parse()メソッドに渡した URIの指定を正しい値に変更してから再度実行して
ください。

KEBR11010-EKEBR11010-EKEBR11010-EKEBR11010-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

参照先が存在しません。 参照先 ={0}
{0}：参照先

要因：
インスタンス文書中に指定された schemaRef要素または
XBRLTaxonomyDocumentBuilderクラスの parse()メソッドで指定された参照先が
存在しません。処理を中止します。XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して
XBRL文書を解析していた場合は，処理を中止する前に fatalError()メソッドを呼
び出します。

対策：
インスタンス文書の解析中に発生した場合は，インスタンス文書中に記述されてい
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る schemaRef要素の指定を正しい値に変更してから再度実行してください。
XBRLTaxonomyDocumentBuilderクラスの parse()メソッドの延長で発生した場合
は，parse()メソッドに渡した URIの指定を正しい値に変更してから再度実行して
ください。

KEBR11011-EKEBR11011-EKEBR11011-EKEBR11011-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

参照先が目的の文書を指定していません。 参照先 ={0}
{0}：参照先

要因：
インスタンス文書中に指定された schemaRef要素または
XBRLTaxonomyDocumentBuilderクラスの parse()メソッドで指定された参照先
に，schema要素が指定されていません。または，XBRLの仕様で決まっている既知
のスキーマファイルが指定されました。処理を中止します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処
理を中止する前に fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
インスタンス文書の解析中に発生した場合は，インスタンス文書中に記述されてい
る schemaRef要素の指定を正しい値に変更してから再度実行してください。
XBRLTaxonomyDocumentBuilderクラスの parse()メソッドの延長で発生した場合
は，parse()メソッドに渡した URIの指定を正しい値に変更してから再度実行して
ください。

KEBR11100-IKEBR11100-IKEBR11100-IKEBR11100-I　（　（　（　（FFFF））））

タクソノミー文書のキャッシュを利用可能にしました。 最大キャッシュ数 ={0} 最小キャッシュ数
={1}

{0}：タクソノミー文書をキャッシュする最大数
{1}：タクソノミー文書をキャッシュする最小数

要因：
タクソノミー文書をキャッシュするため設定を初期化しました。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11101-IKEBR11101-IKEBR11101-IKEBR11101-I　（　（　（　（FFFF））））

タクソノミー文書のキャッシュは行いません。

要因：
タクソノミー文書をキャッシュしません。処理を続行します。

対策：
なし
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KEBR11102-IKEBR11102-IKEBR11102-IKEBR11102-I　（　（　（　（FFFF））））

キャッシュをクリアしました。

要因：
メモリキャッシュの内容をクリアしました。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11103-IKEBR11103-IKEBR11103-IKEBR11103-I　（　（　（　（FFFF））））

タクソノミー文書をキャッシュに追加しました。 {0}
{0}：キャッシュしたタクソノミー本体の URI。URI=xxの形式で出力されます。複数あ
る場合は，コンマ「,」で区切られます。

要因：
URIで示すタクソノミー文書をメモリキャッシュに追加しました。処理を続行しま
す。

対策：
なし

KEBR11104-IKEBR11104-IKEBR11104-IKEBR11104-I　（　（　（　（FFFF））））

タクソノミー文書をキャッシュから削除しました。 {0}
{0}：キャッシュから削除したタクソノミー本体の URI。URI=xxの形式で出力されます。
複数ある場合は，コンマ「,」で区切られます。

要因：
URIで示すタクソノミー文書をメモリキャッシュから削除しました。処理を続行し
ます。

対策：
なし

KEBR11105-IKEBR11105-IKEBR11105-IKEBR11105-I　（　（　（　（FFFF））））

キャッシュからタクソノミー文書を取得しました。 {0}
{0}：キャッシュしたタクソノミー本体の URI。URI=xxの形式で出力されます。複数あ
る場合は，コンマ「,」で区切られます。

要因：
メモリキャッシュから URIで示すタクソノミー文書を取得しました。処理を続行し
ます。

対策：
なし
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KEBR11106-IKEBR11106-IKEBR11106-IKEBR11106-I　（　（　（　（FFFF））））

キャッシュ内のタクソノミー文書を更新しました。 {0}
{0}：更新したタクソノミー本体のURI。URI=xxの形式で出力されます。複数ある場合
は，コンマ「,」で区切られます。

要因：
メモリキャッシュ内に格納されている，URIで示すタクソノミー文書を更新しまし
た。このメッセージは，次のどちらかの条件に該当する場合に出力されます。
• 妥当性検証をしていないタクソノミー文書がメモリキャッシュ内にあり，そのタ
クソノミー文書を妥当性検証ありで解析した場合。

• 完全な妥当性検証をしていないタクソノミー文書がメモリキャッシュ内にあり，
そのタクソノミー文書を完全な妥当性検証ありで解析した場合。

対策：
なし

KEBR11107-IKEBR11107-IKEBR11107-IKEBR11107-I　（　（　（　（FFFF））））

XML文書をキャッシュに追加しました。 {0}
{0}：XML文書のURI。URI=xxの形式で出力されます。

要因：
URIで示す XML文書をメモリキャッシュに追加しました。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11108-IKEBR11108-IKEBR11108-IKEBR11108-I　（　（　（　（FFFF））））

XML文書をキャッシュから削除しました。 {0}
{0}：XML文書のURI。URI=xxの形式で出力されます。

要因：
URIで示す XML文書をメモリキャッシュから削除しました。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11109-IKEBR11109-IKEBR11109-IKEBR11109-I　（　（　（　（FFFF））））

キャッシュの XML文書の参照を開始しました。 {0} 参照回数 ={1}
{0}：XML文書のURI。URI=xxの形式で出力されます。
{1}：タクソノミー文書が参照している XML文書の数

要因：
メモリキャッシュからURIで示す XML文書の参照を開始しました。処理を続行し
ます。
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対策：
なし

KEBR11110-IKEBR11110-IKEBR11110-IKEBR11110-I　（　（　（　（FFFF））））

キャッシュの XML文書の参照を終了しました。 {0} 参照回数 ={1}
{0}：XML文書のURI。URI=xxの形式で出力されます。
{1}：タクソノミー文書が参照している XML文書の数

要因：
メモリキャッシュから URIで示す XML文書の参照を終了しました。処理を続行し
ます。

対策：
なし

KEBR11111-IKEBR11111-IKEBR11111-IKEBR11111-I　（　（　（　（FFFF））））

XLink文書をキャッシュに追加しました。 {0}
{0}：XLink文書のURI。URI=xxの形式で出力されます。

要因：
URIで示す XLink文書をメモリキャッシュに追加しました。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11112-IKEBR11112-IKEBR11112-IKEBR11112-I　（　（　（　（FFFF））））

XLink文書をキャッシュから削除しました。 {0}
{0}：XLink文書のURI。URI=xxの形式で出力されます。

要因：
URIで示す XLink文書をメモリキャッシュから削除しました。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11113-IKEBR11113-IKEBR11113-IKEBR11113-I　（　（　（　（FFFF））））

キャッシュの XLink文書の参照を開始しました。 {0} 参照回数 ={1}
{0}：XLink文書のURI。URI=xxの形式で出力されます。
{1}：タクソノミー文書が参照している XLink文書の数

要因：
メモリキャッシュから URIで示す XLink文書の参照を開始しました。処理を続行
します。

対策：
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なし

KEBR11114-IKEBR11114-IKEBR11114-IKEBR11114-I　（　（　（　（FFFF））））

キャッシュの XLink文書の参照を終了しました。 {0} 参照回数 ={1}
{0}：XLink文書の URI。URI=xxの形式で出力されます。
{1}：タクソノミー文書が参照している XLink文書の数

要因：
メモリキャッシュからURIで示す XLink文書の参照を終了しました。処理を続行
します。

対策：
なし

KEBR11115-IKEBR11115-IKEBR11115-IKEBR11115-I　（　（　（　（FFFF））））

XML文書をキャッシュから参照しました。 {0}
{0}：XML文書のURI。URI=xxの形式で出力されます。

要因：
メモリキャッシュからURIで示す XBRL2.1対応の XML文書を参照しました。処
理を続行します。

対策：
なし

KEBR11200-IKEBR11200-IKEBR11200-IKEBR11200-I　（　（　（　（FFFF））））

{0}処理を開始しました。 {1}
{0}：XMLプロセッサ，XLinkプロセッサ，XML Schema Processorまたはパーサー使
用者が指定したクラス名
{1}：処理対象の XML文書または XLink文書の URI。URI=xxの形式で出力されます。
URIがない場合は，表示されません。

要因：
uCosminexus Business Reporting Processorのパーサーが内部的に使用する機能を
開始しました。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11201-IKEBR11201-IKEBR11201-IKEBR11201-I　（　（　（　（FFFF））））

{0}処理が終了しました。 {1}
{0}：XMLプロセッサ，XLinkプロセッサ，XML Schema Processorまたはパーサー使
用者が指定したクラス名
{1}：処理対象の XML文書または XLink文書の URI。URI=xxの形式で出力されます。
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URIがない場合は，表示されません。

要因：
uCosminexus Business Reporting Processorのパーサーが内部的に使用する機能の
処理が終了しました。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11202-IKEBR11202-IKEBR11202-IKEBR11202-I　（　（　（　（FFFF））））

{0}処理を開始しました。 {1} {2}
{0}：XMLプロセッサ，XLinkプロセッサまたはパーサー使用者が指定したクラス名
{1}：処理対象の XML文書または XLink文書の URI。URI=xxの形式で出力されます。
URIがない場合は，表示されません。
{2}：リゾルバの処理が呼び出された場合に resolveEntity()メソッドに渡された
「publicId=x systemId=x」の値が表示されます。
  ノードを参照している場合は，「HREF=xxx」で参照先が表示されます。

要因：
uCosminexus Business Reporting Processorのパーサーが内部的に使用する機能を
開始しました。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11203-IKEBR11203-IKEBR11203-IKEBR11203-I　（　（　（　（FFFF））））

{0}処理が終了しました。 {1} 返値 ={2}
{0}：XMLプロセッサ，XLinkプロセッサまたはパーサー使用者が指定したクラス名
{1}：処理対象の XML文書または XLink文書の URI。URI=xxの形式で出力されます。
URIがない場合は，表示されません。
{2}：{0}で示す処理から戻ってきた際のオブジェクトの情報が出力されます。nullが出力
された場合は，{0}の処理から nullが返ってきたことを示します。それ以外は返されたオ
ブジェクトの情報が出力されます。

要因：
uCosminexus Business Reporting Processorのパーサーが内部的に使用する機能の
処理が終了しました。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11204-IKEBR11204-IKEBR11204-IKEBR11204-I　（　（　（　（FFFF））））

{0}の解析処理を開始しました。 {1}
{0}：Instance Document または Taxonomy Document。 解析する文書の種類を示します。
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{1}：処理対象の XML文書または XLink文書の URI。URI=xxの形式で出力されます。
複数ある場合は，コンマ「,」で区切られます。URIがない場合は，表示されません。

要因：
uCosminexus Business Reporting Processorのパーサーが指定された文書の解析を
開始しました。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11205-IKEBR11205-IKEBR11205-IKEBR11205-I　（　（　（　（FFFF））））

{0}の解析処理が終了しました。 {1}
{0}：Instance Document または Taxonomy Document。解析する文書の種類を示します。
{1}：処理対象の XML文書または XLink文書の URI。URI=xxの形式で出力されます。
複数ある場合は，コンマ「,」で区切られます。URIがない場合は，表示されません。

要因：
uCosminexus Business Reporting Processorのパーサーが指定された文書の解析を
終了しました。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR11301-EKEBR11301-EKEBR11301-EKEBR11301-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL文書の解析で致命的エラーが発生しました。 詳細情報 ={0}
{0}：XML Schemaプロセッサで発生したエラーまたは警告メッセージ

要因：
XBRL文書の解析に失敗しました。処理を中止します。XBRLParseErrorHandler
の実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，処理を中止する前に
fatalError()メソッドを呼び出します。

対策：
XBRL文書の解析において，続行できないエラーが発生しました。XBRL文書の記
述に誤りがある可能性があります。詳細情報を参照して原因を取り除いた後，再度
実行してください。

KEBR15001-EKEBR15001-EKEBR15001-EKEBR15001-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}の構造が XBRL仕様に定められている形式に違反しています。 {1} 個所 ={2}
{0}：element要素の名前（{名前空間 URI}name属性の値）
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
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タプルの構造が XBRL仕様に定められている形式に違反しています。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は
error()メソッドを呼び出し，例外が上がった場合はそこで処理を中止します。例外
が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
XBRL仕様に定められたタプルの構造に合わせてください。

KEBR15002-EKEBR15002-EKEBR15002-EKEBR15002-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

ユーザーデータ型は構造を持つことができません。 {0} 個所 ={1}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
ユーザーデータ型は fractionItemType型以外の型から派生する場合は，構造を持つ
ことができません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は
error()メソッドを呼び出し，例外が上がった場合はそこで処理を中止します。例外
が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
ユーザーデータ型は xsd:simpleContent要素で正しく定義してください。

KEBR15101-EKEBR15101-EKEBR15101-EKEBR15101-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

カスタムアークロール {0}の定義が見つからないためサイクルの検証ができません。
{0}：参照に失敗したカスタムアークロール

要因：
カスタムアークロールが DTS内にないため，サイクルを検証できませんでした。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は
error()メソッドを呼び出し，例外が上がった場合はそこで処理を中止します。例外
が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
DTS内に link:arcroleType要素を追加してください。
1054



7.　メッセージ
KEBR15102-EKEBR15102-EKEBR15102-EKEBR15102-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

DTS内にカスタムアークロール {0}の定義が複数あるためサイクルの検証ができません。
{0}：参照に失敗したカスタムアークロール

要因：
cyclesAllowed属性の値が異なるカスタムアークロールを複数の link:arcroleType要
素で実行しているため，サイクルを検証できませんでした。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
DTS内に同一の arcroleURI属性値を持つ link:arcroleType要素は s-equalのもの
だけにしてください。

KEBR15103-IKEBR15103-IKEBR15103-IKEBR15103-I　（　（　（　（FFFF））））

経路 {0}:{1} {2} 個所 ={3}
{0}：経路が複数ある場合に識別番号を出力します。経路が一つ（循環）の場合は表示さ
れません。
{1}：経路として，"->"の前後に "{名前空間URI}ローカルパート "の形式で出力します。
左側は xlink:fromの値，右側は xlink:toの値が指す要素を示します。
{2}：参照元となったアーク型要素が格納されている XML文書のURI。URI=xxの形式
で出力します。URIがない場合は，表示されません。
{3}：参照元となったアーク型要素の XML文書内での位置

要因：
経路の確認結果を通知するメッセージです。この経路はメッセージ KEBR15104-E
または KEBR15105-Eに対応して出力されるため，サイクルの種類などの情報につ
いてはこれらのメッセージを参照してください。処理を続行します。

対策：
なし

KEBR15104-EKEBR15104-EKEBR15104-EKEBR15104-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

経路が循環しています。 cyclesAllowed={0} アークロール ={1} {2}のロール ={3} 経路 ={4}
{0}：アークロールに対応する cyclesAllowedの値
{1}：アーク型要素のアークロール
{2}：拡張リンクの種類（calculationLinkなど）
{3}：拡張リンクのロール
{4}：経路として，"->"の前後に "{名前空間URI}ローカルパート "の形式で出力します。
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左側は xlink:fromの値，右側は xlink:toの値が指す要素を示します。

要因：
経路が循環しています。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
経路が循環しています。メッセージ中に出力された経路を参照し，循環している個
所を取り除いてください。

KEBR15105-EKEBR15105-EKEBR15105-EKEBR15105-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

経路が複数あります。 cyclesAllowed={0} アークロール ={1} {2}のロール ={3} 経路 ={4}
{0}：アークロールに対応する cyclesAllowedの値
{1}：アーク型要素のアークロール
{2}：拡張リンクの種類（calculationLinkなど）
{3}：拡張リンクのロール
{4}：経路として，"->"の前後に "{名前空間 URI}ローカルパート "の形式で出力します。
左側は xlink:fromの値，右側は xlink:toの値が指す要素を示します。

要因：
経路が複数あります。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は
error()メソッドを呼び出し，例外が上がった場合はそこで処理を中止します。例外
が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合
は，処理を続行します。

対策：
メッセージ中に出力された経路を参照し，複数経路にならないようにしてください。

KEBR15111-EKEBR15111-EKEBR15111-EKEBR15111-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}と {1}の型が異なります。 {2}のロール ={3} アイテム 1:{4},個所 ={5},型名 ={6} アイテム 2:{7},
個所 ={8},型名 ={9} リンク：{10},個所 ={11}

{0}：xlink:from側に対応する element要素の名前（{名前空間 URI}ローカルパート）
{1}：xlink:to側に対応する element要素の名前（{名前空間 URI}ローカルパート）
{2}：拡張リンクの種類（definitionLinkなど）
{3}：拡張リンクのロール
{4}：xlink:from側に対応する element要素が格納されている XML文書のURI。
URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示されません。
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{5}：xlink:from側に対応する element要素の XML文書内での位置
{6}：xlink:from側に対応する element要素の型名（{名前空間URI}ローカルパート）
{7}：xlink:to側に対応する element要素が格納されている XML文書の URI。URI=xx
の形式で出力します。URIがない場合は，表示されません。
{8}：xlink:to側に対応する element要素の XML文書内での位置
{9}：xlink:to側に対応する element要素の型名（{名前空間 URI}ローカルパート）
{10}：エラーの元になったアーク型要素が格納されている XML文書の URI。URI=xxの
形式で出力します。URIがない場合は，表示されません。
{11}：エラーの元になったアーク型要素の XML文書内での位置

要因：
型が一致しないため，このロールに対応するインスタンス文書中の同一定義の検証
を実施しません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
この検証では，派生元が等しいかは関係なく，element要素の type属性で指定され
た型そのものが一致している必要があります。同じ型名に訂正してください。

KEBR15112-EKEBR15112-EKEBR15112-EKEBR15112-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}と {1}の {2}属性の値が異なります。 {3}のロール ={4} アイテム 1:{5},個所 ={6},属性値 ={7} 
アイテム 2:{8},個所 ={9},属性値 ={10} リンク：{11},個所 ={12}

{0}：xlink:from側に対応する element要素の名前（{名前空間URI}ローカルパート）
{1}：xlink:to側に対応する element要素の名前（{名前空間 URI}ローカルパート）
{2}：エラーとなった element要素の属性名（balanceまたは periodType）
{3}：拡張リンクの種類（definitionLinkなど）
{4}：拡張リンクのロール
{5}：xlink:from側に対応する element要素が格納されている XML文書の URI。
URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示されません。
{6}：xlink:from側に対応する element要素の XML文書内での位置
{7}：xlink:from側に対応する element要素の属性値
{8}：xlink:to側に対応する element要素が格納されている XML文書の URI。URI=xx
の形式で出力します。URIがない場合は，表示されません。
{9}：xlink:to側に対応する element要素の XML文書内での位置
{10}：xlink:to側に対応する element要素の属性値
{11}：エラーの元になったアーク型要素が格納されている XML文書のURI。URI=xxの
形式で出力します。URIがない場合は，表示されません。
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{12}：エラーの元になったアーク型要素の XML文書内での位置

要因：
xsd:element要素の属性が一致しないため，このロールに対応するインスタンス文
書中の同一定義の検証を実施しません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
タクソノミー文書に記述されている <xsd:element>要素の属性値を同じにしてくだ
さい。なお，xbrli:balance属性の場合は両方を同じ値にしてください（片方または
両方にない場合は，このメッセージは出力されません）。

KEBR15121-EKEBR15121-EKEBR15121-EKEBR15121-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}と {1}の型が異なります。 {2}のロール ={3} アイテム 1：{4},個所 ={5},型名 ={6} アイテム 2：
{7},個所 ={8},型名 ={9} リンク：{10},個所 ={11}

{0}：xlink:from側に対応する element要素の名前（{名前空間 URI}ローカルパート）
{1}：xlink:to側に対応する element要素の名前（{名前空間 URI}ローカルパート）
{2}：拡張リンクの種類（calculationLinkなど）
{3}：拡張リンクのロール
{4}：xlink:from側に対応する element要素が格納されている XML文書のURI。
URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示されません。
{5}：xlink:from側に対応する element要素の XML文書内での位置
{6}：xlink:from側に対応する element要素の型名（{名前空間 URI}ローカルパート）
{7}：xlink:to側に対応する element要素が格納されている XML文書の URI。URI=xx
の形式で出力します。URIがない場合は，表示されません。
{8}：xlink:to側に対応する element要素の XML文書内での位置
{9}：xlink:to側に対応する element要素の型名（{名前空間 URI}ローカルパート）
{10}：エラーの元になったアーク型要素が格納されている XML文書の URI。URI=xxの
形式で出力します。URIがない場合は，表示されません。
{11}：エラーの元になったアーク型要素の XML文書内での位置

要因：
アイテムの型が合わないため，この拡張リンクのロール内の合計値を検証しません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
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対策：
型が不一致のため，合計値が正しく計算されていない可能性があります。型を同じ
XBRLアイテム型（派生元含む）にしてから検証してください。

KEBR15122-EKEBR15122-EKEBR15122-EKEBR15122-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}の型が数値型でありません。 {1}のロール ={2} アイテム :{3},個所 ={4},型名 ={5} リンク：{6},
個所 ={7}

{0}：非数値型の element要素の名前（{名前空間 URI}ローカルパート）
{1}：拡張リンクの種類（calculationLinkなど）
{2}：拡張リンクのロール
{3}：非数値型の element要素が格納されている XML文書の URI。URI=xxの形式で出
力します。URIがない場合は，表示されません。
{4}：非数値型の element要素の XML文書内での位置
{5}：非数値型の element要素の型名（{名前空間 URI}ローカルパート）
{6}：エラーの元になったアーク型要素が格納されている XML文書のURI。URI=xxの
形式で出力します。URIがない場合は，表示されません。
{7}：エラーの元になったアーク型要素の XML文書内での位置

要因：
アイテムの型が非数値型であるため，この拡張リンクのロール内の合計値を検証し
ません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
リンクの関係が誤っている場合は，正しい数値型のアイテムに訂正してください。
タクソノミー文書に記述されている <xsd:element>要素の型が誤っている場合は，
<xsd:element>要素を数値型に変更してから検証してください。

KEBR15201-EKEBR15201-EKEBR15201-EKEBR15201-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

未知の単位 {0}を記述しました。 {1} 個所 ={2}
{0}：未知の単位（measure要素の値のローカルパート部分）
{1}：インスタンス文書のURI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示
されません。
{2}：未知の単位のあったmeasure要素のインスタンス文書内での位置

要因：
ISO4217に対応する単位で未知の値が記述されています。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
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error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
正しい単位に訂正してください。もし，単位の一覧リストに漏れている場合は，単
位の一覧リストに追加してから検証してください。

KEBR15211-EKEBR15211-EKEBR15211-EKEBR15211-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

インスタンス文書の {0}要素に {1}属性は指定できません。 {2} 個所 ={3}
{0}：要素名（{名前空間 URI}ローカルパート）
{1}：属性名
{2}：インスタンス文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示
されません。
{3}：不正な属性を指定した要素のインスタンス文書内での位置

要因：
インスタンス文書の要素に記述できない属性を指定された。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
記述できない属性を削除してください。

KEBR15221-EKEBR15221-EKEBR15221-EKEBR15221-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}に対応する {1}が存在しません。 {2}のロール ={3} {4} 個所 ={5} リンク：{6},個所 ={7}
{0}：xlink:from側の element要素の名前（{名前空間 URI}ローカルパート）
{1}：xlink:to側の element要素の名前（{名前空間 URI}ローカルパート）
{2}：拡張リンクの種類（definitionLinkなど）
{3}：拡張リンクのロール
{4}：インスタンス文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示
されません。
{5}：アイテム /タプルのインスタンス文書内での位置
{6}：エラーの元になったアーク型要素が格納されている XML文書の URI。URI=xxの
形式で出力します。URIがない場合は，表示されません。
{7}：エラーの元になったアーク型要素の XML文書内での位置

要因：
アイテムまたはタプルに対応するアイテムまたはタプルが存在しません。
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XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
アイテムまたはタプルに対応するアイテムまたはタプルをインスタンス文書に追加
してください。またはこのチェックが不要であれば，リンクの関係を訂正してくだ
さい。

KEBR15231-EKEBR15231-EKEBR15231-EKEBR15231-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

アイテム {0}とアイテム {1}が参照するユニットが s-equalでありません。 {2} {3}のロール ={4} 
{5} アイテム 1:個所 ={6},{7} アイテム 2:個所 ={8},{9}

{0}：xlink:from側のアイテム（{名前空間URI}ローカルパート）
{1}：xlink:to側のアイテム（{名前空間 URI}ローカルパート）
{2}：xlink:from側のアイテムの contextRefの値（CONTEXT=値の形式）
{3}：拡張リンクの種類（definitionLinkなど）
{4}：拡張リンクのロール
{5}：インスタンス文書のURI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示
されません。
{6}：xlink:from側に対応するアイテムのインスタンス文書内での位置
{7}：xlink:from側に対応するアイテムの unitRef属性の値（UNIT=値の形式）
{8}：xlink:to側に対応するアイテムのインスタンス文書内での位置
{9}：xlink:to側に対応するアイテムの unitRef属性の値（UNIT=値の形式）

要因：
アイテムのユニットが一致しません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
アイテムが参照しているユニットが s-equalでありません。s-equalの unitに訂正
してください。

KEBR15232-EKEBR15232-EKEBR15232-EKEBR15232-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

アイテム {0}とアイテム {1}の値が v-equalでありません。 {2} {3}のロール ={4} {5} アイテム 1:個
所 ={6},値 ={7} アイテム 2:個所 ={8},値 ={9}

{0}：xlink:from側のアイテム（{名前空間URI}ローカルパート [(INFERRED)]。
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(INFERRED)は，アイテムまたはアイテムの値が推測された値の場合に付加されます）
{1}：xlink:to側のアイテム（{名前空間 URI}ローカルパート [(INFERRED)]。
（INFERRED）は，アイテムまたはアイテムの値が推測された値の場合に付加されます）
{2}：xlink:from側のアイテムの contextRefの値（CONTEXT=値の形式）
{3}：拡張リンクの種類（definitionLinkなど）
{4}：拡張リンクのロール
{5}：インスタンス文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示
されません。
{6}：xlink:from側に対応するアイテムのインスタンス文書内での位置
{7}：xlink:from側に対応するアイテムの値を「値 (属性情報 )」の形式で表示します。た
だし，属性情報が数値型（fractionItemType型を除く）で precision/decimals属性があ
る場合は，(属性情報 )の部分に (PRECISION=値 /DECIMALS=値 )と表示されます。
非数値型・fractionItemType型の場合は属性情報がないため，(属性情報 )の部分は表示
されません。
{8}：xlink:to側に対応するアイテムのインスタンス文書内での位置
{9}：xlink:to側に対応するアイテムの値を「値 (属性情報 )」の形式で表示します。ただ
し，属性情報が数値型（fractionItemType型を除く）で precision/decimals属性がある
場合は，(属性情報 )の部分に (PRECISION=値 /DECIMALS=値 )と表示されます。非
数値型・fractionItemType型の場合は属性情報がないため，(属性情報 )の部分は表示さ
れません。

要因：
アイテムの値が一致しません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
アイテムの値が v-equalでありません。v-equalになる値に訂正してください。

KEBR15233-WKEBR15233-WKEBR15233-WKEBR15233-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

アイテム {0}と p-equal，c-equalのアイテムを無視しました。 {1} {2}のロール ={3} {4} 個所 ={5}
{0}：アイテム（{名前空間 URI}ローカルパート）
{1}：アイテムの contextRef（および unitRef）の値。形式は CONTEXT=値（および
「,UNIT=値」）
{2}：拡張リンクの種類（definitionLinkなど）
{3}：拡張リンクのロール
{4}：インスタンス文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示
されません。
{5}：p-equal，c-equalであるアイテムのインスタンス文書内での位置
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要因：
同じ名前のアイテムが p-equal，c-equalであるため，このアイテムの指定を無視し
ました。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで
処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
p-equal，c-equalの同じアイテムは同一の検証をしません。このアイテムが不要な
らば削除してください。または，アイテムの記述個所を確認し，正しく訂正してく
ださい。

KEBR15234-EKEBR15234-EKEBR15234-EKEBR15234-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

推測済みのアイテム {0}の内容が別のアークロールおよびロールで再推測されたアイテムの内容
と異なります。 {1} 推測したアイテム：{2}のロール ={3},アークロール ={4},値 ={5} 再推測した
アイテム：{6}のロール ={7},アークロール ={8},値 ={9}

{0}：推測済みのアイテム（{名前空間 URI}ローカルパート）
{1}：アイテムの contextRef（および unitRef）の値。形式は CONTEXT=値（および
「,UNIT=値」）
{2}：推測済みのアイテムの元になった拡張リンクの種類 1（calulationLinkなど）
{3}：推測済みのアイテムの元になった拡張リンクのロール 1
{4}：推測済みのアイテムの元になったアーク型要素のアークロール 1
{5}：推測済みのアイテムの値を「値 (属性情報 )」の形式で表示します。ただし，属性情
報が数値型（fractionItemType型を除く）で precision/decimals属性がある場合は，(属
性情報 )の部分に (PRECISION=値 /DECIMALS=値 )と表示されます。非数値型・
fractionItemType型の場合は属性情報がないため，(属性情報 )の部分は表示されませ
ん。
{6}：再推測したアイテムの元になった拡張リンクの種類 2（calulationLinkなど）
{7}：再推測したアイテムの元になった拡張リンクのロール 2
{8}：再推測したアイテムの元になったアーク型要素のアークロール 2
{9}：再推測したアイテムの値を「値 (属性情報 )」の形式で表示します。ただし，属性情
報が数値型（fractionItemType型を除く）で precision/decimals属性がある場合は，(属
性情報 )の部分に (PRECISION=値 /DECIMALS=値 )と表示されます。非数値型・
fractionItemType型の場合は属性情報がないため，(属性情報 )の部分は表示されませ
ん。

要因：
ある関係ネットワークに属するアークから推測されたアイテムの内容と，別の関係
ネットワークに属するアークから再推測されたアイテムの内容が異なります。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
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error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
拡張リンクの種類およびロールと，アーク型要素のアークロール，推測したアイテ
ムの値を参考に，複数の関係ネットワークから同じアイテムが推測される場合でも，
それぞれから推測されるアイテムの内容が同じとなるように訂正してください。

KEBR15241-EKEBR15241-EKEBR15241-EKEBR15241-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

アイテム {0}の値が検証値と等しくありません。 値 ={1} 検証値 ={2} {3} {4}のロール ={5} {6} 個所
={7}

{0}：アイテム（{名前空間 URI}ローカルパート [(INFERRED)]。(INFERRED)は，ア
イテムまたはアイテムの値が推測された値の場合に付加されます）
{1}：インスタンス文書中に記述されていた値を「値 (属性情報 )」の形式で表示します。
ただし，属性情報が数値型（fractionItemType型を除く）で precision/decimals属性が
ある場合は，(属性情報 )の部分に (PRECISION=値 /DECIMALS=値 )と表示されま
す。非数値型・fractionItemType型の場合は属性情報がないため，(属性情報 )の部分は
表示されません。
{2}：検証値を表示します。
{3}：アイテムの contextRef（および unitRef）の値。形式は CONTEXT=値（および
「,UNIT=値」）
{4}：拡張リンクの種類（calulationLinkなど）
{5}：拡張リンクのロール
{6}：インスタンス文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示
されません。
{7}：アイテムのインスタンス文書内での位置

要因：
合計値を検証したところ，オリジナルのインスタンス文書中のアイテムの値（合計
値）と，計算した結果（検証値）が等しくありません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
error()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで処
理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
合計値を確認してください。または，加減算でアイテムの過不足がないか確認して
ください。
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KEBR15242-WKEBR15242-WKEBR15242-WKEBR15242-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

アイテム {0}と duplicateのアイテムがありました。 {1} {2}のロール ={3} {4} 個所 ={5}
{0}：アイテム（{名前空間 URI}ローカルパート）
{1}：アイテムの contextRef（および unitRef）の値。形式は CONTEXT=値（および
「,UNIT=値」）
{2}：拡張リンクの種類（calulationLinkなど）
{3}：拡張リンクのロール
{4}：インスタンス文書のURI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示
されません。
{5}：duplicateであるアイテムのインスタンス文書内での位置

要因：
合計値の検証でオリジナルのインスタンス文書中の計算スコープ内に，duplicateの
アイテムを検知した場合に発生します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで
処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
また，この警告は duplicateのアイテムを検知するごとに発生します。

対策：
p-equal，u-equal，c-equalの同じアイテムが計算スコープにあります。このアイテ
ムが不要ならば削除してください。または，アイテムの記述個所を確認し，正しく
訂正してください。

KEBR15243-WKEBR15243-WKEBR15243-WKEBR15243-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

アイテム {0}の検証を行いませんでした。 {1} {2}のロール ={3} {4} 個所 ={5}
{0}：アイテム（{名前空間 URI}ローカルパート）
{1}：アイテムの contextRef（および unitRef）の値。形式は CONTEXT=値（および
「,UNIT=値」）
{2}：拡張リンクの種類（calulationLinkなど）
{3}：拡張リンクのロール
{4}：インスタンス文書のURI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示
されません。
{5}：アイテムのインスタンス文書内での位置

要因：
合計値の検証でオリジナルのインスタンス文書中の計算スコープ内に，duplicateの
アイテムを検知した場合に発生します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで
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処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。
また，この警告は検証する合計値の計算スコープ内に duplicateのアイテムが含まれ
ている場合に一度発生します。

対策：
p-equal，u-equal，c-equalの同じアイテムが計算スコープにあります。このアイテ
ムが不要ならば削除してください。または，アイテムの記述個所を確認し，正しく
訂正してください。

KEBR15251-WKEBR15251-WKEBR15251-WKEBR15251-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

アイテム {0}の精度が 0のためアイテム {1}の検証値の計算に入れません。 {2} {3}のロール ={4} 
{5} アイテム :値 ={6},個所 ={7} 合計値アイテム :個所 ={8}

{0}：計算に入れないアイテム（{名前空間 URI}ローカルパート）
{1}：合計値を示すアイテム（{名前空間 URI}ローカルパート）
{2}：アイテムの contextRef（および unitRefの値 )の値。形式は CONTEXT=値（およ
び「,UNIT=値」）
{3}：拡張リンクの種類（calulationLinkなど）
{4}：拡張リンクのロール
{5}：インスタンス文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示
されません。
{6}：計算に入れないアイテムを「値 (属性情報 )」の形式で表示します。
{7}：計算に入れないアイテムのインスタンス文書内での位置
{8}：合計値を示すアイテムのインスタンス文書内での位置

要因：
アイテムの precision属性の値に 0が記述されたか，decimals属性から推測された
precision属性の結果値が 0以下になりました。そのため，検証時にはこのアイテム
を検証値の算出に入れません。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで
処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
precision属性の値が 0の場合，有効な値がないため正しく検証できません。
precision属性（または，decimals属性の値から推測した結果）の値が 0にならない
ように変更してください。
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KEBR15252-WKEBR15252-WKEBR15252-WKEBR15252-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

アイテム {0}の値は {1}と解釈します。 {2} 個所 ={3}
{0}：アイテム（{名前空間 URI}ローカルパート）
{1}：解釈した値
{2}：インスタンス文書のURI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合は，表示
されません。
{3}：アイテムのインスタンス文書内での位置

要因：
アイテムの値がシステムの制限値を超えた値である場合に符号付無限大，または，0 
として解釈されました。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定して XBRL文書を解析していた場合は，
warning()メソッドを呼び出します。このメソッドで例外が上がった場合は，そこで
処理を中止します。例外が上がらない場合は処理を続行します。
XBRLParseErrorHandlerの実装を指定しないで XBRL文書を解析していた場合は
処理を続行します。

対策：
数値アイテムの値が java.lang.Double の isInfinite()メソッドで true が返される正
負の値と， 0 の近似値であり小数点以下の桁数が 1024 桁を超える値がないか見直し
てください。

KEBR16000-EKEBR16000-EKEBR16000-EKEBR16000-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

ハイパーキューブ要素宣言が抽象要素ではありません。 {0}, 個所 ={1}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
要素宣言で，substitutionGroup属性に xbrldt:hypercubeItemが指定されている場
合，abstract属性に trueを指定しなければなりません。

対策：
要素宣言で，substitutionGroup属性に xbrldt:hypercubeItemが指定されている場
合，abstract属性に trueを指定してください。

KEBR16001-EKEBR16001-EKEBR16001-EKEBR16001-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

ディメンジョン要素宣言が抽象要素ではありません。 {0}, 個所 ={1}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
1067



7.　メッセージ
要素宣言で，substitutionGroup属性に xbrldt:dimensionItemが指定されている場
合，abstract属性に trueを指定しなければなりません。

対策：
要素宣言で，substitutionGroup属性に xbrldt:dimensionItemが指定されている場
合，abstract属性に trueを指定してください。

KEBR16002-EKEBR16002-EKEBR16002-EKEBR16002-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

allアークのソースがアイテムではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照先 ={2}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：アーク型要素が指しているロケータ型要素の参照先（xlink:href属性の値）

要因：
allアークの xlink:from側の要素がアイテムではありません。

対策：
allアークの xlink:from側にはアイテムを定義してください。

KEBR16003-EKEBR16003-EKEBR16003-EKEBR16003-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

notAllアークのソースがアイテムではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照先 ={2}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：アーク型要素が指しているロケータ型要素の参照先（xlink:href属性の値）

要因：
notAllアークの xlink:from側の要素がアイテムではありません。

対策：
notAllアークの xlink:from側にはアイテムを定義してください。

KEBR16004-EKEBR16004-EKEBR16004-EKEBR16004-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

allアークのターゲットがハイパーキューブではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照先 ={2}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：アーク型要素が指しているロケータ型要素の参照先（xlink:href属性の値）

要因：
allアークの xlink:to側の要素がハイパーキューブではありません。

対策：
allアークの xlink:to側にはハイパーキューブを定義してください。
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KEBR16005-EKEBR16005-EKEBR16005-EKEBR16005-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

notAllアークのターゲットがハイパーキューブではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照先 ={2}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：アーク型要素が指しているロケータ型要素の参照先（xlink:href属性の値）

要因：
notAllアークの xlink:to側の要素がハイパーキューブではありません。

対策：
notAllアークの xlink:to側にはハイパーキューブを定義してください。

KEBR16006-EKEBR16006-EKEBR16006-EKEBR16006-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

hypercube-dimensionアークのソースがハイパーキューブではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照先
={2}

{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：アーク型要素が指しているロケータ型要素の参照先（xlink:href属性の値）

要因：
hypercube-dimensionアークの xlink:from側の要素がハイパーキューブではありま
せん。

対策：
hypercube-dimensionアークの xlink:from側にはハイパーキューブを定義してくだ
さい。

KEBR16007-EKEBR16007-EKEBR16007-EKEBR16007-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

hypercube-dimensionアークのターゲットがディメンジョンではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照
先 ={2}

{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：アーク型要素が指しているロケータ型要素の参照先（xlink:href属性の値）

要因：
hypercube-dimensionアークの xlink:to側の要素がディメンジョンではありません。

対策：
hypercube-dimensionアークの xlink:to側にはディメンジョンを定義してください。
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KEBR16008-EKEBR16008-EKEBR16008-EKEBR16008-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

dimension-domainアークのソースが Explicit Dimensionではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照先
={2}

{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：アーク型要素が指しているロケータ型要素の参照先（xlink:href属性の値）

要因：
dimension-domainアークの xlink:from側の要素が Explicit Dimensionではありま
せん。

対策：
dimension-domainアークの xlink:from側の element要素に Explicit Dimensionを
指定してください。また，dimension-domainアークの xlink:from側の要素宣言に
xbrldt:typedDomainRef属性が指定されていないかどうか確認してください。

KEBR16009-EKEBR16009-EKEBR16009-EKEBR16009-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

dimension-domainアークのターゲットがアイテムではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照先 ={2}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：アーク型要素が指しているロケータ型要素の参照先（xlink:href属性の値）

要因：
dimension-domainアークの xlink:to側の要素がアイテムではありません。

対策：
dimension-domainアークの xlink:to側にはアイテムを定義してください。

KEBR16010-EKEBR16010-EKEBR16010-EKEBR16010-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

domain-memberアークのソースがアイテムではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照先 ={2}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：アーク型要素が指しているロケータ型要素の参照先（xlink:href属性の値）

要因：
domain-memberアークの xlink:from側の要素がアイテムではありません。

対策：
domain-memberアークの xlink:from側にはアイテムを定義してください。
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KEBR16011-EKEBR16011-EKEBR16011-EKEBR16011-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

domain-memberアークのターゲットがアイテムではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照先 ={2}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：アーク型要素が指しているロケータ型要素の参照先（xlink:href属性の値）

要因：
domain-memberアークの xlink:to側の要素がアイテムではありません。

対策：
domain-memberアークの xlink:to側にはアイテムを定義してください。

KEBR16012-EKEBR16012-EKEBR16012-EKEBR16012-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

dimension-defaultアークのソースが Explicit Dimensionではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照先
={2}

{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：アーク型要素が指しているロケータ型要素の参照先（xlink:href属性の値）

要因：
dimension-defaultアークの xlink:from側の要素が Explicit Dimensionではありま
せん。

対策：
dimension-default アークの xlink:from側に Explicit Dimensionを指定してくださ
い。また，dimension-defaultアークの xlink:from側の要素宣言に
xbrldt:typedDomainRef 属性が指定されていないかどうか確認してください。

KEBR16013-EKEBR16013-EKEBR16013-EKEBR16013-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

dimension-defaultアークのターゲットがアイテムではありません。 {0}, 個所 ={1}, 参照先 ={2}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置
{2}：アーク型要素が指しているロケータ型要素の参照先（xlink:href属性の値）

要因：
dimension-defaultアークの xlink:to側の要素がアイテムではありません。

対策：
dimension-defaultアークの xlink:to側にはアイテムを定義してください。
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KEBR16014-EKEBR16014-EKEBR16014-EKEBR16014-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

allアークに xbrldt:contextElement属性がありません。 {0}, 個所 ={1}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
allアークに xbrldt:contextElement属性がありません。

対策：
allアークに xbrldt:contextElement属性を定義してください。

KEBR16015-EKEBR16015-EKEBR16015-EKEBR16015-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

notAllアークに xbrldt:contextElement属性がありません。 {0}, 個所 ={1}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
notAllアークに xbrldt:contextElement属性がありません。

対策：
notAllアークに xbrldt:contextElement属性を定義してください。

KEBR16016-EKEBR16016-EKEBR16016-EKEBR16016-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

属性の値が解決できません。 属性 {0}={1}, {2}, 個所 ={3}
{0}：属性名
{1}：属性値
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
xbrldt:targetRole属性の値である URIが roleRef要素で解決できません。

対策：
xbrldt:targetRole属性の値に対応する roleRef要素があるかどうか確認してくださ
い。

KEBR16017-EKEBR16017-EKEBR16017-EKEBR16017-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

属性の値が DTSに含まれていません。 属性 {0}={1}, {2}, 個所 ={3}
{0}：属性名
{1}：属性値
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{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
xbrldt:typedDomainRef属性が指定しているスキーマが DTSに含まれていません。

対策：
xbrldt:typedDomainRef属性が指定しているスキーマを DTSに含めてください。

KEBR16018-EKEBR16018-EKEBR16018-EKEBR16018-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

xbrldt:typedDomainRef属性がディメンジョン要素宣言以外の場所に指定されています。 {0}, 個所
={1}

{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
xbrldt:typedDomainRef属性がディメンジョン要素宣言以外の場所に指定されてい
ます。xbrldt:typedDomainRef属性を定義できるのは，属性として
substitutionGroup="xbrldt:dimensionItem"が定義されている element要素だけで
す。

対策：
属性として substitutionGroup="xbrldt:dimensionItem"が定義されていない
element要素には，xbrldt:typedDomainRef属性を定義しないでください。

KEBR16019-EKEBR16019-EKEBR16019-EKEBR16019-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

xbrldt:typedDomainRef属性の値が不正です。 値 ={0}, {1}, 個所 ={2}
{0}：xbrldt:typedDomainRef属性の値
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
xbrldt:typedDomainRef属性の値が不正です。xbrldt:typedDomainRef属性の値に
次のような原因が考えられます。
• 指定しているスキーマがない。
• XML Schemaのグローバル要素宣言がない。
• 抽象要素になっている。

対策：
xbrldt:typedDomainRef属性の値を確認してください。
1073



7.　メッセージ
KEBR16020-EKEBR16020-EKEBR16020-EKEBR16020-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

xbrldt:typedDomainRef属性の URIが不正です。 値 ={0}, {1}, 個所 ={2}
{0}：xbrldt:typedDomainRef属性の値
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
xbrldt:typedDomainRef 属性の URIが不正です。xbrldt:typedDomainRef 属性の
URIに次のような原因が考えられます。
• 不正な URIである。
• fragment identifierがない。

対策：
xbrldt:typedDomainRef属性の URIを確認してください。

KEBR16021-EKEBR16021-EKEBR16021-EKEBR16021-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

経路が循環しています。 cyclesAllowed={0}, アークロール ={1}, {2}のロール ={3}, 経路 ={4}
{0}：アークロールに対応する cyclesAllowedの値
{1}：アーク型要素のアークロール
{2}：拡張リンクの種類（definitionLinkなど）
{3}：拡張リンクのロール
{4}：経路として，"->"の前後に "{名前空間 URI}ローカルパート "の形式で出力します。
左側は xlink:fromの値，右側は xlink:toの値が指す要素を示します。

要因：
DRSに有向循環があります。

対策：
経路が循環しています。このメッセージの例外には，詳細情報として経路が格納さ
れています。この情報から経路を参照して，循環している個所を取り除いてくださ
い。

KEBR16022-EKEBR16022-EKEBR16022-EKEBR16022-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

不正な継承関係です。 cyclesAllowed={0}, {1}のロール ={2}, 経路 ={3}
{0}：アークロールに対応する cyclesAllowedの値
{1}：拡張リンクの種類（definitionLinkなど）
{2}：拡張リンクのロール
{3}：経路として，"->"の前後に "{名前空間 URI}ローカルパート "の形式で出力します。
左側は xlink:fromの値，右側は xlink:toの値が指す要素を示します。

要因：
不正な継承関係です。アイテムが自身のドメイン・メンバにもなっており，循環が
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あります。

対策：
経路が循環しています。このメッセージの例外には，詳細情報として経路が格納さ
れています。この情報から経路を参照し，循環している個所を取り除いてください。

KEBR16023-EKEBR16023-EKEBR16023-EKEBR16023-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

デフォルト値が複数あります。 {0}, 個所 ={1}
{0}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{1}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
デフォルト値が複数あります。デフォルト・メンバが一つのディメンジョンに二つ
以上あります。

対策：
一つのディメンジョンに定義しているデフォルト値を一つだけにしてください。

KEBR16200-EKEBR16200-EKEBR16200-EKEBR16200-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

デフォルト値がインスタンス文書に指定されています。 デフォルト値 ={0}, {1}, 個所 ={2}
{0}：デフォルト値
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{2}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
デフォルト値がインスタンス文書に指定されています。

対策：
デフォルト値をインスタンス文書に指定しないでください。

KEBR16201-EKEBR16201-EKEBR16201-EKEBR16201-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

allのハイパーキューブが不正です。 アイテム ={0}, ロール ={1}, ハイパーキューブ ={2}, 不正な
ディメンジョン ={3}, {4}, 個所 ={5}

{0}：検証対象のアイテム
{1}：アイテムのロール
{2}：ハイパーキューブ
{3}：不正なディメンジョン
{4}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{5}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
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allのハイパーキューブが不正です。次に示す原因が考えられます。
• タクソノミー文書でハイパーキューブに定義されているディメンジョンが，イン
スタンス文書に指定されていない。

• インスタンス文書に指定されているディメンジョンのメンバの値が不正である。

対策：
タクソノミー文書のハイパーキューブの定義に基づいて，インスタンス文書に指定
するディメンジョンもしくはメンバの値を見直してください。

KEBR16202-EKEBR16202-EKEBR16202-EKEBR16202-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

notAllのハイパーキューブが妥当です。 アイテム ={0}, ロール ={1}, ハイパーキューブ ={2}, 妥当
なディメンジョン ={3}, {4}, 個所 ={5}

{0}：検証対象のアイテム
{1}：アイテムのロール
{2}：ハイパーキューブ
{3}：妥当なディメンジョン
{4}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{5}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
notAllのハイパーキューブが妥当です。インスタンス文書に指定されているディメ
ンジョンやメンバが，notAllのハイパーキューブの定義を満たしています。

対策：
タクソノミー文書のハイパーキューブの定義に基づいて，インスタンス文書に指定
するディメンジョンもしくはメンバの値を見直してください。

KEBR16203-EKEBR16203-EKEBR16203-EKEBR16203-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}要素は，リンクベースの定義とインスタンス文書の指定が一致しません。 アイテム ={1}, ロー
ル ={2}, {3}, 個所 ={4}

{0}：リンクベースの定義と一致しない要素名（segment要素または scenario要素）
{1}：検証対象のアイテム
{2}：アイテムのロール
{3}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{4}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
リンクベースの xbrldt:contextElement属性に定義している値である "segment"ま
たは "scenario"と，インスタンス文書の context要素の子要素の要素名である
segment要素または scenario要素が一致しません。

対策：
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リンクベースの定義とインスタンス文書の指定が一致しているかどうか確認してく
ださい。

KEBR16204-EKEBR16204-EKEBR16204-EKEBR16204-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

使用できないメンバがインスタンス文書に指定されています。 アイテム ={0}, ロール ={1}, ハイ
パーキューブ ={2}, メンバ ={3}, {4}, 個所 ={5}

{0}：検証対象のアイテム
{1}：アイテムのロール
{2}：ハイパーキューブ
{3}：使用できないメンバ
{4}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{5}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
タクソノミー文書で xbrldt:usable="false"と定義されているアイテムがインスタン
ス文書に指定されています。

対策：
タクソノミー文書で xbrldt:usable="false"と定義されているアイテムは，インスタ
ンス文書に指定しないでください。

KEBR16205-EKEBR16205-EKEBR16205-EKEBR16205-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

ハイパーキューブに定義されていないディメンジョンがインスタンス文書に指定されています。 
アイテム ={0}, ロール ={1}, ハイパーキューブ ={2}, {3}, 個所 ={4}

{0}：検証対象のアイテム
{1}：アイテムのロール
{2}：ハイパーキューブ
{3}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{4}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
ハイパーキューブに xbrldt:closed="true"が定義されているが，ハイパーキューブで
は定義されていないディメンジョンがインスタンス文書に指定されています。

対策：
タクソノミー文書のハイパーキューブの定義に基づいて，インスタンス文書に指定
するディメンジョンの値を見直してください。

KEBR16206-EKEBR16206-EKEBR16206-EKEBR16206-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

DRSに含まれないメンバがインスタンス文書に指定されています。 アイテム ={0}, ロール ={1}, 
ハイパーキューブ ={2}, ディメンジョン ={3}, メンバ ={4}, {5}, 個所 ={6}
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{0}：検証対象のアイテム
{1}：アイテムのロール
{2}：ハイパーキューブ
{3}：ディメンジョン
{4}：DRSに含まれないメンバ
{5}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{6}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
DTSには含まれているが DRSには含まれていないメンバがインスタンス文書に指
定されています。

対策：
DRSに含まれないメンバをインスタンス文書に指定しないでください。

KEBR16207-EKEBR16207-EKEBR16207-EKEBR16207-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

一つの context要素内に同じディメンジョンが複数指定されています。 コンテキスト ={0}, ディメ
ンジョン ={1}, {2}, 個所 ={3}

{0}：context要素の id属性の値
{1}：dimension属性の値
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
一つの context要素内に，同じ dimension属性を持つ要素が複数指定されています。

対策：
一つの context要素内には，同じ dimension属性を持つ要素を複数指定しないでく
ださい。

KEBR16208-EKEBR16208-EKEBR16208-EKEBR16208-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

xbrldi:typedMember要素の dimension属性の値が Typed Dimensionではありません。 コンテキス
ト ={0}, ディメンジョン ={1}, {2}, 個所 ={3}

{0}：context要素の id属性の値
{1}：dimension属性の値
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
xbrldi:typedMember要素の dimension属性の値が Typed Dimensionではありませ
ん。
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対策：
xbrldi:typedMember要素の dimension属性の値に Typed Dimensionを指定してく
ださい。

KEBR16209-EKEBR16209-EKEBR16209-EKEBR16209-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

xbrldi:explicitMember要素の dimension属性が Explicit Dimensionではありません。 コンテキスト
={0}, ディメンジョン ={1}, {2}, 個所 ={3}

{0}：context要素の id属性の値
{1}：dimension属性の値
{2}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{3}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
xbrldi:explicitMember要素の dimension属性の値が Explicit Dimensionではあり
ません。

対策：
xbrldi:explicitMember要素の dimension属性の値に Explicit Dimensionを指定し
てください。

KEBR16210-EKEBR16210-EKEBR16210-EKEBR16210-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

xbrldi:explicitMember要素に指定されている QNameが DTSにありません。 コンテキスト ={0}, 
ディメンジョン ={1}, メンバ ={2}, {3}, 個所 ={4}

{0}：context要素の id属性の値
{1}：dimension属性の値
{2}：xbrldi:explicitMember要素の要素内容
{3}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{4}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
xbrldi:explicitMember要素の内容に指定されている QNameが DTSにありません。

対策：
xbrldi:explicitMember要素の内容に，DTSにある QNameを指定してください。

KEBR16211-WKEBR16211-WKEBR16211-WKEBR16211-W　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定されたロールが定義されていません。 ロール ={0}, {1}
{0}：指定されたロール
{1}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
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要因：
cbrp.parse.validate.dimensions.roleプロパティに指定されたロールが定義されてい
ません。

対策：
定義されているロールを指定してください。

KEBR16212-IKEBR16212-IKEBR16212-IKEBR16212-I　（　（　（　（FFFF））））

アイテムの一つのロールについて妥当性を検証しました。アイテム ={0}, ロール ={1}, 結果 ={2}, 
{3}, 個所 ={4}

{0}：検証対象のアイテム
{1}：アイテムのロール
{2}：アイテムのロールの妥当性について検証した結果。成功の場合には true，失敗の場
合には falseを出力する。
{3}：エラーが起きた XML文書の URI。URI=xxの形式で出力します。URIがない場合
は，表示されません。
{4}：エラーが起きた要素の XML文書内での位置

要因：
アイテムの一つのロールについて妥当性を検証しました。

対策：
なし

KEBR19999-EKEBR19999-EKEBR19999-EKEBR19999-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

内部エラーが発生しました。 詳細情報 ={0}
{0}：詳細コード

要因：
内部エラーが発生しました。処理を中止します。

対策：
前提プログラムプロダクトが正しいかどうか確認してください。
確認後，再度実行しても障害が取り除かれない場合は，システム管理者に連絡して
ください。
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7.4　メッセージ KEBR20000-KEBR29999

KEBR20000-KEBR29999のメッセージの詳細について番号順に説明します。

KEBR20000-EKEBR20000-EKEBR20000-EKEBR20000-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL DOMはすでに初期化されています。

要因：
XBRLDocumentManagerクラスの init()メソッドが複数回呼び出されました。
XBRLDocumentManagerクラスの init()メソッドによる初期化処理はアプリケー
ションで一度しか実行できません。

対策：
XBRLDocumentManagerクラスの init()メソッドを一度だけ呼び出すようにアプリ
ケーションを修正してください。

KEBR20001-EKEBR20001-EKEBR20001-EKEBR20001-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL DOMは初期化されていません。

要因：
XBRLDocumentManagerクラスの init()メソッドによる初期化処理が実行されてい
ません。

対策：
XBRLDocumentManagerクラスの init()メソッドを呼び出して XBRL DOMを初期
化して，再度実行してください。

KEBR20002-EKEBR20002-EKEBR20002-EKEBR20002-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に nullは指定できません。
{0}：nullが指定された引数の名前

要因：
nullを指定してはいけない引数に nullが指定されました。

対策：
引数に null以外の値を指定して再度実行してください。

KEBR20004-EKEBR20004-EKEBR20004-EKEBR20004-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクト
が，この {2}オブジェクトを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトと異なります。

{0}：不正なオブジェクトが指定された引数の名前
{1}：不正なオブジェクトの型
{2}：メソッドを呼び出したオブジェクトの型
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要因：
メソッド呼び出しの対象となったオブジェクトを所有している
XBRLInstanceDocumentオブジェクトと，メソッド呼び出しの引数に指定したオブ
ジェクトを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクトは同じでなければ
なりません。

対策：
所有者が同じオブジェクトを指定して再度実行してください。

KEBR20005-EKEBR20005-EKEBR20005-EKEBR20005-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された {1}オブジェクトは，すでに他の {2}オブジェクトに設定されています。
{0}：不正なオブジェクトが指定された引数の名前
{1}：不正なオブジェクトの型
{2}：不正なオブジェクトの親オブジェクトの型

要因：
引数に指定されたオブジェクトにはすでに親オブジェクトがあります。

対策：
親を持たないオブジェクトを指定して再度実行してください。

KEBR20008-EKEBR20008-EKEBR20008-EKEBR20008-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

このラベルはラベルリンクの外で定義されています。よって，このメソッドは使用できません。

要因：
XBRLLabelインターフェースの isRemote()メソッドが trueを返す場合は，次のメ
ソッドは呼び出せません。
• getLang()
• getRole()
• getTitle()
• getValue()
• getContainerNode()

対策：
XBRLLabelインターフェースの isRemote()メソッドが trueを返す場合は，次のメ
ソッドを呼び出さないようにアプリケーションを修正してください。
• getLang()
• getRole()
• getTitle()
• getValue()
• getContainerNode()
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KEBR20009-EKEBR20009-EKEBR20009-EKEBR20009-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

このラベルはラベルリンク内の link:label 要素で定義されています。よって，このメソッドは使
用できません。

要因：
XBRLLabelインターフェースの isRemote()メソッドが falseを返す場合は，
getHref()メソッドは呼び出せません。

対策：
XBRLLabelインターフェースの isRemote()メソッドが falseを返す場合は，
getHref()メソッドを呼び出さないようにアプリケーションを修正してください。

KEBR20010-EKEBR20010-EKEBR20010-EKEBR20010-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

この文献への参照はリファレンスリンクの外で定義されています。よって，このメソッドは使
用できません。

要因：
XBRLReferenceインターフェースの isRemote()メソッドが trueを返す場合は，
getRole()，getTitle()，getParts()の各メソッドは呼び出せません。

対策：
XBRLReferenceインターフェースの isRemote()メソッドが trueを返す場合は，
getRole()，getTitle()，getParts()の各メソッドを呼び出さないようにアプリケー
ションを修正してください。

KEBR20011-EKEBR20011-EKEBR20011-EKEBR20011-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

この文献への参照はリファレンスリンク内の link:reference 要素で定義されています。よって，
このメソッドは使用できません。

要因：
XBRLReferenceインターフェースの isRemote()メソッドが falseを返す場合は，
getHref()メソッドは呼び出せません。

対策：
XBRLReferenceインターフェースの isRemote()メソッドが falseを返す場合は，
getHref()メソッドを呼び出さないようにアプリケーションを修正してください。

KEBR20012-EKEBR20012-EKEBR20012-EKEBR20012-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された配列のインデックス {1}の要素に nullが指定されました。nullは指定でき
ません。

{0}：nullを含んだ配列の引数の名前
{1}：配列の引数で nullが指定された要素のインデックス

要因：
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引数に指定する配列の要素に nullが含まれています。

対策：
配列の要素に null以外の値を設定して再度実行してください。

KEBR20013-EKEBR20013-EKEBR20013-EKEBR20013-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された配列は，長さが 0 の配列で要素を含みません。
{0}：長さ 0の配列の名前

要因：
配列の長さは 1以上でなければなりません。

対策：
引数に長さが 1以上の配列を指定して再度実行してください。

KEBR20014-EKEBR20014-EKEBR20014-EKEBR20014-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に不正な値が指定されました。 (指定された値 ={1}, 指定できる値 ={2})
{0}：指定された引数の名前
{1}：指定された値
{2}：指定できる値

要因：
指定できる値以外の値が引数に指定されました。

対策：
引数に指定できる値を指定して再度実行してください。

KEBR20016-EKEBR20016-EKEBR20016-EKEBR20016-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された配列のインデックス {1}の要素にシステム識別子が設定されていない
org.xml.sax.InputSourceオブジェクトが設定されています。

{0}：配列の引数の名前
{1}：配列の引数でシステム識別子が設定されていない要素のインデックス

要因：
org.xml.sax.InputSourceオブジェクトには必ずシステム識別子を指定する必要があ
ります。

対策：
org.xml.sax.InputSourceオブジェクトに適切なシステム識別子を指定して再度実行
してください。

KEBR20017-EKEBR20017-EKEBR20017-EKEBR20017-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL文書の読み込みに失敗しました。{0}
{0}：XBRL文書の読み込み処理でスローされた java.io.IOExceptionの詳細メッセージ
1084



7.　メッセージ
要因：
XBRL文書の読み込み中にエラーが発生したため処理を中断しました。

対策：
エラーの原因を取り除いてから再度実行してください。

KEBR20018-EKEBR20018-EKEBR20018-EKEBR20018-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL文書の解析に失敗しました。{0}
{0}：XBRL文書の解析処理でスローされた org.xml.sax.SAXExceptionの詳細メッセー
ジ

要因：
XBRL文書の解析中にエラーが発生したため処理を中断しました。

対策：
エラーの原因を取り除いてから再度実行してください。

KEBR20019-EKEBR20019-EKEBR20019-EKEBR20019-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL DOM内部で予期しないエラーが検出されました。 (場所 ={0}, 詳細情報１ ={1}, 詳細情報
２ ={2}, 詳細情報３ ={3}, 詳細情報４ ={4}, 詳細情報５ ={5}, 詳細情報６ ={6}, 詳細情報７ ={7})

{0}：エラーを検出した場所
{1}：詳細情報１。ない場合は noneが出力されます。
{2}：詳細情報２。ない場合は noneが出力されます。
{3}：詳細情報３。ない場合は noneが出力されます。
{4}：詳細情報４。ない場合は noneが出力されます。
{5}：詳細情報５。ない場合は noneが出力されます。
{6}：詳細情報６。ない場合は noneが出力されます。
{7}：詳細情報７。ない場合は noneが出力されます。

要因：
XBRL DOM内部で予期しないエラーが検出されました。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEBR20020-EKEBR20020-EKEBR20020-EKEBR20020-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

このメソッドは {0}ノード型以外では使用できません。
{0}：このメソッドが使用できるノード型

要因：
使用できないメソッドで使用されました。

対策：
適切なメソッドを呼び出すようにアプリケーションを修正してください。
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KEBR20021-EKEBR20021-EKEBR20021-EKEBR20021-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している XBRLInstanceDocumentオブジェクト
が，この XBRLInstanceDocumentオブジェクトではありません。

{0}：不正なオブジェクトが指定された引数の名前
{1}：不正なオブジェクトの型

要因：
メソッド呼び出しの対象となった XBRLInstanceDocumentオブジェクトと，メ
ソッド呼び出しの引数に指定したオブジェクトを所有している
XBRLInstanceDocumentオブジェクトは同じでなければなりません。

対策：
メソッド呼び出しの対象となった XBRLInstanceDocumentオブジェクトが所有す
るオブジェクトを指定して，再度実行してください。

KEBR20022-EKEBR20022-EKEBR20022-EKEBR20022-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

名前空間接頭辞が宣言されていません。 (名前空間接頭辞 ={0})
{0}：名前空間接頭辞

要因：
名前空間接頭辞が宣言されていないので，名前空間接頭辞に対応する名前空間 URI
を取得できません。

対策：
適切な名前空間宣言を追加して再度実行してください。

KEBR20023-EKEBR20023-EKEBR20023-EKEBR20023-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

名前空間 URIが宣言されていません。 (名前空間 URI={0})
{0}：名前空間 URI

要因：
名前空間 URIが宣言されていないので，名前空間URIに対応する名前空間接頭辞
を取得できません。

対策：
適切な名前空間宣言を追加して再度実行してください。

KEBR20026-EKEBR20026-EKEBR20026-EKEBR20026-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRLInstanceItemオブジェクトに値が設定されていません。

要因：
XBRLInstanceItemオブジェクトに値が設定されていないため，値を取得できませ
ん。

対策：
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XBRLInstanceItemオブジェクトに値を設定して，再度実行してください。

KEBR20027-EKEBR20027-EKEBR20027-EKEBR20027-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

修飾名の形式が不正です。 (修飾名 ={0})
{0}：不正な修飾名

要因：
修飾名の形式が不正です。ローカルパートにコロンが含まれているか，名前空間接
頭辞またはローカルパートの長さが 0文字になっています。

対策：
修飾名を正しい形式に修正して，再度実行してください。

KEBR20028-EKEBR20028-EKEBR20028-EKEBR20028-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

IDが重複しています。 (ID={0})
{0}：重複している ID

要因：
IDが重複しています。

対策：
IDが重複しないように，アプリケーションを修正してください。

KEBR20029-EKEBR20029-EKEBR20029-EKEBR20029-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}型のアイテムの文字列表現が不正です。 (文字列表現 ={1})
{0}：データ型の名前
{1}：不正な文字列表現

要因：
XBRLInstanceItemオブジェクトに設定した値の文字列表現が不正です。

対策：
正しい文字列表現を設定して再度実行してください。

KEBR20030-EKEBR20030-EKEBR20030-EKEBR20030-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRLPeriodオブジェクトの内容が {0}の場合は，{1}メソッドを呼び出せません。
{0}：xbrli:period要素の内容
{1}：呼び出せないメソッド

要因：
不正なメソッドが呼び出されました。XBRLPeriodオブジェクトに対して呼び出せ
るメソッドは，その内容によって異なります。

対策：
XBRLPeriodオブジェクトの内容に応じて正しいメソッドを呼び出すようにアプリ
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ケーションを修正してください。

KEBR20031-EKEBR20031-EKEBR20031-EKEBR20031-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

リンクの遅延解析処理でエラーが発生しました。{0}
{0}：リンクの遅延解析処理でスローされた java.io.IOExceptionまたは
org.xml.sax.SAXExceptionの詳細メッセージ

要因：
リンクの遅延解析処理でエラーが発生しました。

対策：
エラーの原因を取り除いてから再度実行してください。

KEBR20032-EKEBR20032-EKEBR20032-EKEBR20032-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

コンテキスト要素がアイテムの型に適合していません。 (コンテキスト要素 ={0}, アイテム ={1}, 
名前空間 URI={2}, 要素名 ={3})

{0}：numeric または non numeric
{1}：numeric または non numeric
{2}：アイテムの名前空間 URI
{3}：アイテムの要素名

要因：
数値コンテキストを参照する必要があるアイテムに対して非数値コンテキストを設
定したり，非数値コンテキストを参照する必要があるアイテムに対して数値コンテ
キストを設定してはいけません。

対策：
適切なコンテキスト要素を指定して再度実行してください。

KEBR20033-EKEBR20033-EKEBR20033-EKEBR20033-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

アイテムの値として指定されたオブジェクトが，アイテムのデータ型に適合していません。 (ア
イテムのデータ型 ={0}, 適合しないオブジェクト ={1})

{0}：データ型の名前
{1}：合わないオブジェクトの完全修飾名

要因：
アイテムの値として指定されたオブジェクトが，アイテムのデータ型に合いません。
XBRLInstanceItemオブジェクトの setValue()メソッドに指定できるオブジェクト
の型は，その XBRLInstanceItemのデータ型によって異なります。

対策：
データ型に応じた適切なオブジェクトを指定して再度実行してください。
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KEBR20034-EKEBR20034-EKEBR20034-EKEBR20034-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している XBRLTaxonomyDocumentオブジェクト
が，この {2}オブジェクトを所有している XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと異なりま
す。

{0}：不正なオブジェクトが指定された引数の名前
{1}：不正なオブジェクトの型
{2}：メソッドを呼び出したオブジェクトの型

要因：
メソッド呼び出しの対象となったオブジェクトを所有している
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと，メソッド呼び出しの引数に指定したオ
ブジェクトを所有している XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトは同じでなけれ
ばなりません。

対策：
所有者が同じオブジェクトを指定して再度実行してください。

KEBR20035-EKEBR20035-EKEBR20035-EKEBR20035-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された要素は，このインスタンス文書のルート要素の子要素ではありません。
{0}：引数の名前

要因：
指定された要素はインスタンス文書のルート要素の子要素でなければなりません。

対策：
インスタンス文書のルート要素の子要素を指定して再度実行してください。

KEBR20036-EKEBR20036-EKEBR20036-EKEBR20036-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

グローバル属性の接頭辞には nullを設定できません。 (名前空間 URI={0})
{0}：接頭辞に nullを設定した名前空間 URI

要因：
グローバル属性の接頭辞には nullを設定できません。

対策：
グローバル属性が属する名前空間をデフォルトの名前空間として宣言しないように，
アプリケーションを修正してください。

KEBR20037-EKEBR20037-EKEBR20037-EKEBR20037-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

名前空間接頭辞はすでに他の名前空間 URIで使用されています。 (名前空間接頭辞 ={0}, 名前空
間 URI={1})

{0}：名前空間接頭辞
{1}：名前空間接頭辞をすでに使用している名前空間URI
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要因：
すでに名前空間 URIに関連づけられている名前空間接頭辞を，別の名前空間URI
に対応づけることはできません。

対策：
一つの名前空間接頭辞を複数の名前空間 URIに対応づけることがないように，名前
空間接頭辞を変更し，再度実行してください。

KEBR20038-EKEBR20038-EKEBR20038-EKEBR20038-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

"xml"で始まる名前空間接頭辞は登録できません。

要因：
xmlで始まる名前空間接頭辞は登録できません。

対策：
名前空間接頭辞を xmlで始まるもの以外に変更して再度実行してください。

KEBR20039-EKEBR20039-EKEBR20039-EKEBR20039-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

名前空間 URI"http://www.w3.org/XML/1998/namespace"および "http://www.w3.org/2000/xmlns/"
の名前空間宣言は登録できません。

要因：
名前空間 URI「http://www.w3.org/XML/1998/namespace」および「http://
www.w3.org/2000/xmlns/」の名前空間宣言は登録できません。

対策：
名前空間 URI「http://www.w3.org/XML/1998/namespace」および「http://
www.w3.org/2000/xmlns/」の名前空間宣言を登録しないようにアプリケーションを
修正してください。

KEBR20040-EKEBR20040-EKEBR20040-EKEBR20040-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトは登録されていません。

要因：
指定された XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトが登録されていません。

対策：
登録されている XBRLNamespaceDeclarationオブジェクトを指定して再度実行し
てください。

KEBR20041-EKEBR20041-EKEBR20041-EKEBR20041-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

名前空間 URI"{0}"は XBRL文書中で使用されているため，名前空間宣言を削除できません。
{0}：名前空間 URI

要因：
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使用中の名前空間URIを宣言している名前空間宣言を削除できません。

対策：
使用中の名前空間URIを宣言している名前空間宣言を削除しないように，アプリ
ケーションを修正してください。または，削除したい名前空間宣言で宣言している
名前空間URIに属する要素・属性を，XBRL文書中から削除して，再度名前空間宣
言の削除を実行してください。

KEBR20042-EKEBR20042-EKEBR20042-EKEBR20042-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された XBRLSchemaLocationオブジェクトは登録されていません。

要因：
指定された XBRLSchemaLocationオブジェクトが登録されていません。

対策：
登録されている XBRLSchemaLocationオブジェクトを指定して再度実行してくだ
さい。

KEBR20043-EKEBR20043-EKEBR20043-EKEBR20043-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定されたコンテキスト要素はインスタンス文書中に存在しません。

要因：
指定されたコンテキスト要素がインスタンス文書中にありません。

対策：
インスタンス文書中にあるコンテキスト要素を指定して再度実行してください。

KEBR20044-EKEBR20044-EKEBR20044-EKEBR20044-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定されたアイテムは，タクソノミー文書で定義されていません。 (名前空間 URI={0}, 要素名
={1})

{0}：定義されていないアイテムの名前空間URI
{1}：定義されていないアイテムの要素名

要因：
指定されたアイテムがタクソノミー文書で定義されていません。

対策：
タクソノミー文書で定義されているアイテムを指定して再度実行してください。

KEBR20045-EKEBR20045-EKEBR20045-EKEBR20045-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定されたタプルは，タクソノミー文書で定義されていません。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1})
{0}：定義されていないタプルの名前空間URI
{1}：定義されていないタプルの要素名

要因：
指定されたタプルがタクソノミー文書で定義されていません。
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対策：
タクソノミー文書で定義されているタプルを指定して再度実行してください。

KEBR20046-EKEBR20046-EKEBR20046-EKEBR20046-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された脚注はインスタンス文書中に存在しません。

要因：
指定された脚注がインスタンス文書中にありません。

対策：
インスタンス文書中にある脚注を指定して再度実行してください。

KEBR20047-EKEBR20047-EKEBR20047-EKEBR20047-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された linkbaseRef要素はインスタンス文書中に存在しません。

要因：
指定された linkbaseRef要素がインスタンス文書中にありません。

対策：
インスタンス文書中にある linkbaseRef要素を指定して再度実行してください。

KEBR20048-EKEBR20048-EKEBR20048-EKEBR20048-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

このノードはインポートできません。 (ノードの型 ={0})
{0}：ノードの型

要因：
インポートできない型のノードをインポートしようとしました。

対策：
インポートできないノードをインポートしないように，アプリケーションを修正し
てください。または，インポートできるノードを指定して再度実行してください。

KEBR20050-EKEBR20050-EKEBR20050-EKEBR20050-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

グローバル属性の名前空間接頭辞が指定されていません。 (名前空間 URI={0}, 属性名 ={1})
{0}：接頭辞が指定されていない名前空間 URI
{1}：属性のローカル名

要因：
グローバル属性が属する名前空間が，デフォルトの名前空間として宣言されていま
す。グローバル属性には名前空間接頭辞が必須です。

対策：
グローバル属性が属する名前空間の名前空間接頭辞を宣言する名前空間宣言を追加
し，再度実行してください。
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KEBR20051-EKEBR20051-EKEBR20051-EKEBR20051-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している XBRLDocumentManagerオブジェクト
が，この {2}オブジェクトを所有している XBRLDocumentManagerオブジェクトと異なります。

{0}：不正なオブジェクトが指定された引数の名前
{1}：不正なオブジェクトの型
{2}：メソッドを呼び出したオブジェクトの型

要因：
メソッド呼び出しの対象となったオブジェクトを所有している
XBRLDocumentManagerオブジェクトと，メソッド呼び出しの引数に指定したオ
ブジェクトを所有している XBRLDocumentManagerオブジェクトは同じでなけれ
ばなりません。

対策：
所有者が同じオブジェクトを指定して再度実行してください。

KEBR20052-EKEBR20052-EKEBR20052-EKEBR20052-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL文書の出力に失敗しました。{0}
{0}：XBRL文書の出力処理でスローされた javax.xml.transform.TransformerException
の詳細メッセージ

要因：
XBRL文書の出力処理でエラーが発生しました。

対策：
エラーの原因を取り除いてから再度実行してください。

KEBR20053-EKEBR20053-EKEBR20053-EKEBR20053-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された脚注はこの要素と関連づけられていません。

要因：
指定された脚注がこの要素と関連づけられていません。

対策：
この要素と関連づけられている脚注を指定して再度実行してください。

KEBR20054-EKEBR20054-EKEBR20054-EKEBR20054-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定されたノードは，このノードの先祖かこのノード自身です。
{0}：引数の名前

要因：
あるノードの先祖またはそのノード自身を，そのノードの子として設定できません。

対策：
あるノードの先祖またはそのノード自身を，そのノードの子として設定しないよう
に，アプリケーションを修正してください。
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KEBR20055-EKEBR20055-EKEBR20055-EKEBR20055-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された要素は，このタプルの子要素ではありません。
{0}：引数の名前

要因：
指定された要素はこのタプルの子要素でなければなりません。

対策：
このタプルの子要素を指定して再度実行してください。

KEBR20056-EKEBR20056-EKEBR20056-EKEBR20056-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

period要素の子要素の組み合わせが不正です。 (type={0}, instant={1}, startDate={2}, endDate={3}, 
duration={4})

{0}：種類
{1}：instant要素
{2}：startDate要素
{3}：endDate要素
{4}：duration要素

要因：
period要素の子要素の組み合わせが不正です。

対策：
period要素の子要素の正しい組み合わせを指定して再度実行してください。

KEBR20057-EKEBR20057-EKEBR20057-EKEBR20057-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

終了日は開始日よりもあとの日付でなければなりません。 (startDate={0}, endDate={1})
{0}：startDate要素
{1}：endDate要素

要因：
終了日は開始日よりもあとの日付でなければなりません。

対策：
終了日が開始日よりもあとの日付となるように，開始日と終了日の値を修正してく
ださい。

KEBR20058-EKEBR20058-EKEBR20058-EKEBR20058-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

属性値が不正です。 (属性名 ={0}, 属性値 ={1})
{0}：属性名
{1}：属性値

要因：
属性値が不正です。
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対策：
正しい属性値を指定して再度実行してください。

KEBR20061-EKEBR20061-EKEBR20061-EKEBR20061-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

アイテムの内容に子要素が含まれているため値を取得できません。

要因：
アイテムの内容に子要素が含まれているため値を取得できません。

対策：
子要素が含まれないようにアイテムの内容を修正して，再度実行してください。

KEBR20062-EKEBR20062-EKEBR20062-EKEBR20062-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 prefixが null以外の場合，引数 uriに空文字列は指定できません。

要因：
引数 prefixが null以外の場合に，引数 uriに空文字列が指定されました。

対策：
引数 prefixが null以外の場合は，引数 uriに空でない文字列を指定して，再度実行
してください。

KEBR20063-EKEBR20063-EKEBR20063-EKEBR20063-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}.{1}は未サポートです。
{0}：クラス名またはインターフェース名
{1}：コンストラクタ名またはメソッド名

要因：
サポートしていないコンストラクタまたはメソッドを呼び出しました。

対策：
サポートしていないコンストラクタまたはメソッドを使用しないように，アプリ
ケーションを修正してください。

KEBR20064-EKEBR20064-EKEBR20064-EKEBR20064-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}と {1}に同じオブジェクトを指定できません。
{0}：引数の名前
{1}：引数の名前

要因：
複数の引数に同じオブジェクトを指定していますが，これらの引数に同じオブジェ
クトを指定できません。

対策：
複数の引数に同じオブジェクトを指定しないようにアプリケーションを修正してく
ださい。または，それぞれの引数に異なるオブジェクトを指定して再度実行してく
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ださい。

KEBR20065-EKEBR20065-EKEBR20065-EKEBR20065-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された要素はタクソノミー文書で抽象的な要素として定義されているため，インスタンス
を生成できません。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1})

{0}：抽象的な要素の名前空間 URI
{1}：抽象的な要素の要素名

要因：
引数に指定された要素はタクソノミー文書で抽象的な要素として定義されているた
め，インスタンスを生成できません。抽象的な要素とは，要素宣言（xsd:element
要素）で abstract属性に trueが指定されている要素のことです。

対策：
抽象的な要素のインスタンスを生成しないようにアプリケーションを修正してくだ
さい。または，抽象的でない要素を指定して再度実行してください。

KEBR20067-EKEBR20067-EKEBR20067-EKEBR20067-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

通し番号が最大値（2147483647）に達したため，名前空間接頭辞を生成できません。

要因：
インスタンス文書に記述されている名前空間宣言を読み込む処理で，自動生成され
た名前空間接頭辞の通し番号が最大値（2,147,483,647）に達しました。

対策：
インスタンス文書中に記述された名前空間宣言で，名前空間接頭辞が必要以上に重
複していないかどうかを見直してください。

KEBR20068-WKEBR20068-WKEBR20068-WKEBR20068-W　（　（　（　（FFFF））））

XBRL文書の出力で警告が発生しました。 詳細情報 ={0}
{0}：XSLTプロセッサが生成した javax.xml.transform.TransformerExceptionの詳細
メッセージ

要因：
XSLTプロセッサの処理で警告が発生し，エラーイベントリスナの warning()メ
ソッドが呼び出されました。

対策：
警告の原因を調査し，必要に応じて原因を取り除いてから再度実行してください。

KEBR20069-EKEBR20069-EKEBR20069-EKEBR20069-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

デフォルトの名前空間が宣言されているため，名前空間に属さない XBRLQNameオブジェクト
の修飾名を生成できません。 (ローカルパート ={0}, デフォルトの名前空間 ={1})

{0}：XBRLQNameオブジェクトのローカルパート
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{1}：デフォルトの名前空間

要因：
デフォルトの名前空間が宣言されている場合は，名前空間に属さない XBRLQName
オブジェクトを次に示す場所に設定できません。
• xsd:QName型のアイテム
• xsd:NOTATION型のアイテム
• xbrli:measure要素
• xbrldi:explicitMember要素の dimension属性
• xbrldi:explicitMember要素の内容
• xbrldi:typedMember要素の dimension属性

名前空間に属さない XBRLQNameオブジェクトの getNamespaceURI()メソッドは
nullを返します。

対策：
デフォルトの名前空間が宣言されている場合に，名前空間に属さない XBRLQName
オブジェクトを次に示す場所に設定しないようにアプリケーションを見直してくだ
さい。
• xsd:QName型のアイテム
• xsd:NOTATION型のアイテム
• xbrli:measure要素
• xbrldi:explicitMember要素の dimension属性
• xbrldi:explicitMember要素の内容
• xbrldi:typedMember要素の dimension属性

KEBR20070-EKEBR20070-EKEBR20070-EKEBR20070-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

名前空間に属さない要素または修飾名が存在するため，デフォルトの名前空間を宣言できませ
ん。

要因：
名前空間に属さない要素または修飾名があるため，デフォルトの名前空間を宣言で
きません。

対策：
名前空間に属さない要素や修飾名がある場合は，デフォルトの名前空間を宣言しな
いようにアプリケーションを修正してください。

KEBR20071-EKEBR20071-EKEBR20071-EKEBR20071-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

継続期間は正の値でなければなりません。 (指定された値 ={0})
{0}：指定された不正な継続期間

要因：
xbrli:duration要素に指定する継続期間は正の値でなければなりません。
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対策：
xbrli:duration要素に設定する継続期間として負の値（例：-P1Y2M）やゼロ（例：
P0Y）を指定しないように，アプリケーションを修正してください。

KEBR20072-EKEBR20072-EKEBR20072-EKEBR20072-E　（　（　（　（FFFF））））

XBRL文書の出力でエラーが発生しました。 詳細情報 ={0}
{0}：XSLTプロセッサが生成した javax.xml.transform.TransformerExceptionの詳細
メッセージ

要因：
XSLTプロセッサの処理でエラーが発生し，エラーイベントリスナの error()メソッ
ドが呼び出されました。

対策：
エラーの原因を調査し，必要に応じて原因を取り除いてから再度実行してください。

KEBR20073-EKEBR20073-EKEBR20073-EKEBR20073-E　（　（　（　（FFFF））））

XBRL文書の出力で致命的なエラーが発生しました。 詳細情報 ={0}
{0}：XSLTプロセッサが生成した javax.xml.transform.TransformerExceptionの詳細
メッセージ

要因：
XSLTプロセッサの処理で致命的なエラーが発生し，エラーイベントリスナの
fatalError()メソッドが呼び出されました。

対策：
エラーの原因を取り除いてから再度実行してください。

KEBR20100-EKEBR20100-EKEBR20100-EKEBR20100-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

操作対象の文書が準拠している XBRLのバージョンが {0}の場合は，{1}.{2}メソッドは利用でき
ません。

{0}：XBRLのバージョン
{1}：クラス名またはインターフェース名
{2}：コンストラクタ名またはメソッド名

要因：
XBRLの特定のバージョンでだけ利用できるメソッドを呼び出しました。しかし，
操作対象の XBRL文書が準拠している XBRLのバージョンでは，そのメソッドは利
用できません。

対策：
XBRLの特定のバージョンでだけ利用できるメソッドを使用する場合は，操作対象
の XBRL文書が準拠している XBRLのバージョンを確認してから呼び出すように，
アプリケーションを見直してください。
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KEBR20101-EKEBR20101-EKEBR20101-EKEBR20101-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

バージョン {0}の XBRL仕様に準拠した文書を処理対象とするように設定されている場合は，
{1}.{2}メソッドは利用できません。

{0}：XBRLのバージョン
{1}：クラス名またはインターフェース名
{2}：コンストラクタ名またはメソッド名

要因：
XBRLの特定のバージョンを処理対象とするように設定されいる場合にだけ利用で
きるメソッドを呼び出しました。しかし，処理対象として設定されているバージョ
ンでは，そのメソッドは利用できません。

対策：
XBRLの特定のバージョンを処理対象とするように設定されいる場合にだけ利用で
きるメソッドを使用する場合は，処理対象として設定されている XBRLのバージョ
ンを確認してから呼び出すように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20102-EKEBR20102-EKEBR20102-EKEBR20102-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRLのバージョ
ンと，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRLのバージョン
が異なります。 (XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRLのバー
ジョン ={0}, XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRLのバージョ
ン ={1})

{0}：XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRLのバージョ
ン
{1}：XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRLのバー
ジョン

要因：
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトと，
XBRLInstanceDocumentBuilder.setTaxonomyDocumentBuilder()メソッドに指定
する XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトは，処理対象とする XBRLの
バージョンが同じでなければなりません。

対策：
XBRLInstanceDocumentBuilder.setTaxonomyDocumentBuilder()メソッドには，
処理対象の XBRLのバージョンが同じである XBRLTaxonomyDocumentBuilderオ
ブジェクトを指定するように，アプリケーションを見直してください。
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KEBR20103-EKEBR20103-EKEBR20103-EKEBR20103-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された {0}オブジェクトが準拠する XBRLのバージョンと，この {2}オブジェクトが処理対
象とする XBRLのバージョンが異なります。 ({2}オブジェクトが処理対象とする XBRLのバー
ジョン ={3}, {0}オブジェクトが準拠する XBRLのバージョン ={1})

{0}：XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRLのバージョ
ン
{1}：XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが準拠する XBRLのバージョン

要因：
XBRLInstanceDocumentBuilder.newInstanceDocument()メソッドに指定する
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトが準拠する XBRLのバージョンと，
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRLのバージョ
ンは同じでなければなりません。

対策：
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRLのバージョ
ンに準拠する XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトを指定するように，アプリ
ケーションを見直してください。

KEBR20104-EKEBR20104-EKEBR20104-EKEBR20104-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

準拠している XBRLのバージョンが異なるため，ノードをインポートできません。 (インポート
元のバージョン ={0}, インポート先のバージョン ={1})

{0}：インポート元が準拠している XBRLのバージョン
{1}：インポート先が準拠している XBRLのバージョン

要因：
準拠している XBRLのバージョンが異なる文書間ではノードをインポートできませ
ん。

対策：
準拠している XBRLのバージョンが異なる文書間でノードをインポートしないよう
に，アプリケーションを見直してください。

KEBR20105-EKEBR20105-EKEBR20105-EKEBR20105-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

属性を認識できません。 (属性名 ={0})
{0}：属性名

要因：
指定した属性の名前に誤りがあります。

対策：
属性の名前に誤りがないかどうか確認し，正しい属性名を指定するように，アプリ
ケーションを見直してください。
1100



7.　メッセージ
KEBR20106-EKEBR20106-EKEBR20106-EKEBR20106-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

インスタンス文書のルート要素が DOMツリーにつながっていないため出力できません。

要因：
XBRLInstanceDocumentWriterを使用してインスタンス文書をストリームへ出力す
る場合は，インスタンス文書のルート要素が DOMツリーにつながっている必要が
あります。

対策：
インスタンス文書のルート要素を DOMツリーにつなげてから出力するように，ア
プリケーションを見直してください。

KEBR20107-EKEBR20107-EKEBR20107-EKEBR20107-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

名前空間に属さない要素または修飾名が存在するため，デフォルトの名前空間をリセットする
宣言（xmlns=""）を削除できません。

要因：
名前空間に属さない要素または修飾名が存在するため，デフォルトの名前空間をリ
セットする宣言（xmlns=""）を削除できません。

対策：
名前空間に属さない要素や修飾名が存在する場合には，デフォルトの名前空間をリ
セットする宣言（xmlns=""）を削除しないように，アプリケーションを見直してく
ださい。

KEBR20108-EKEBR20108-EKEBR20108-EKEBR20108-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された文字列が {1}型ではありません。 (指定された文字列 ={2})
{0}：引数の名前
{1}：データ型の名前
{2}：指定された文字列

要因：
メソッドの引数に不正な文字列を設定しました。

対策：
正しい文字列を指定するように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20109-EKEBR20109-EKEBR20109-EKEBR20109-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された URIが絶対 URIではありません。 (指定された URI={1})
{0}：引数の名前
{1}：指定されたURI

要因：
絶対URIを指定しなければならない引数に対して，絶対 URIではない URIを指定
しました。
1101



7.　メッセージ
対策：
絶対 URIを指定するように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20110-EKEBR20110-EKEBR20110-EKEBR20110-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}には空の URI参照は指定できません。
{0}：引数の名前

要因：
空の URI参照を指定できない引数に対して，空文字列を指定しました。

対策：
空文字列を指定しないように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20111-EKEBR20111-EKEBR20111-EKEBR20111-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

カスタムロール {0}の定義を参照する link:roleRef要素がすでに存在します。
{0}：カスタムロール

要因：
インスタンス文書中では，roleURI属性の値が同じである link:roleRef要素が複数
存在できません。このため，すでにインスタンス文書中に存在する link:roleRef要
素の roleURI属性と同じ値の roleURI属性を持つ別の link:roleRef要素をインスタ
ンス文書に追加できません。

対策：
roleURI属性の値が重複する link:roleRef要素を追加しないように，アプリケー
ションを見直してください。

KEBR20112-EKEBR20112-EKEBR20112-EKEBR20112-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

カスタムアークロール {0}の定義を参照する link:arcroleRef要素がすでに存在します。
{0}：カスタムアークロール

要因：
インスタンス文書中では，arcroleURI属性の値が同じである link:arcroleRef要素が
複数存在できません。このため，すでにインスタンス文書中に存在する
link:arcroleRef要素の arcroleURI属性と同じ値の arcroleURI属性を持つ別の
link:arcroleRef要素をインスタンス文書に追加できません。
処理を中止します。

対策：
arcroleURI属性の値が重複する link:arcroleRef要素を追加しないように，アプリ
ケーションを見直してください。
1102



7.　メッセージ
KEBR20113-EKEBR20113-EKEBR20113-EKEBR20113-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

link:roleRef要素の roleURI属性には XBRL仕様で規定された標準のロールを指定できません。 (
指定された標準のロール ={0})

{0}：標準のロール

要因：
XBRL仕様で規定された標準のロールを link:roleType要素で再定義できません。こ
のため，link:roleType要素を参照する link:roleRef要素の roleURI属性には標準の
ロールを設定できません。

対策：
link:roleRef要素の roleURI属性に標準のロールを指定しないように，アプリケー
ションを見直してください。

KEBR20114-EKEBR20114-EKEBR20114-EKEBR20114-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

link:arcroleRef要素の arcroleURI属性には XBRL仕様で規定された標準のアークロールを指定
できません。 (指定された標準のアークロール ={0})

{0}：標準のアークロール

要因：
XBRL仕様で規定された標準のアークロールを link:arcroleType要素で再定義でき
ません。このため，link:arcroleType要素を参照する link:arcroleRef要素の
arcroleURI属性には標準のアークロールを設定できません。

対策：
link:arcroleRef要素の arcroleURI属性に標準のアークロールを指定しないように，
アプリケーションを見直してください。

KEBR20115-EKEBR20115-EKEBR20115-EKEBR20115-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL仕様で規定された標準のロール {0}は {1}要素で使用できません。
{0}：標準のロール
{1}：標準のロールを使用しようとした要素

要因：
XBRL仕様で規定されている標準のロールを，そのロールを使用できない要素で使
用しようとしました。

対策：
この要素で使用できる標準のロールまたはカスタムロールに修正してください。

KEBR20116-EKEBR20116-EKEBR20116-EKEBR20116-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRL仕様で規定された標準のアークロール {0}は {1}要素で使用できません。
{0}：標準のアークロール
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{1}：標準のアークロールを使用しようとした要素

要因：
XBRL仕様で規定されている標準のアークロールを，そのアークロールを使用でき
ない要素で使用しようとしました。

対策：
この要素で使用できる標準のアークロールまたはカスタムアークロールに修正して
ください。

KEBR20117-EKEBR20117-EKEBR20117-EKEBR20117-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

カスタムロール {0}の定義を参照する link:roleRef要素が見つかりません。
{0}：カスタムロール

要因：
インスタンス文書でカスタムロールを使用する場合には，カスタムロールの定義を
参照する link:roleRef要素がインスタンス文書中に存在しなければなりません。

対策：
次のどちらかの観点で，アプリケーションを見直してください。
• カスタムロールを使用する前に，カスタムロールの定義を参照する link:roleRef
要素をインスタンス文書に追加する。

• インスタンス文書で使用するカスタムロールを，標準値を用いて指定するか，ま
たは定義済みのカスタムロールを用いて指定する。

KEBR20118-EKEBR20118-EKEBR20118-EKEBR20118-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

カスタムアークロール {0}の定義を参照する link:arcroleRef要素が見つかりません。
{0}：カスタムアークロール

要因：
インスタンス文書でカスタムアークロールを使用する場合には，カスタムアーク
ロールの定義を参照する link:arcroleRef要素がインスタンス文書中に存在しなけれ
ばなりません。

対策：
次のどちらかの観点で，アプリケーションを見直してください。
• カスタムアークロールを使用する前に，カスタムアークロールの定義を参照する

link:arcroleRef要素を，インスタンス文書に追加する。
• インスタンス文書で使用するカスタムアークロールを，標準値を用いて指定する
か，または定義済みのカスタムアークロールを用いて指定する。

KEBR20119-EKEBR20119-EKEBR20119-EKEBR20119-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

カスタムロール {0}は {1}要素で使用できるように定義されていません。
{0}：カスタムロール
{1}：カスタムロールを使用しようとした要素
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要因：
カスタムロールを，そのカスタムロールを使用できるように定義されていない要素
で使用しようとしました。

対策：
次のどちらかの観点で，アプリケーションを見直してください。
• カスタムロールを使用する前に，カスタムロールの定義を参照する link:roleRef
要素を，インスタンス文書に追加する。

• インスタンス文書で使用するカスタムロールを，標準値を用いて指定するか，ま
たは定義済みのカスタムロールを用いて指定する。

KEBR20120-EKEBR20120-EKEBR20120-EKEBR20120-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

カスタムアークロール {0}は {1}要素で使用できるように定義されていません。
{0}：カスタムアークロール
{1}：カスタムアークロールを使用しようとした要素

要因：
カスタムアークロールを，そのアークカスタムロールを使用できるように定義され
ていない要素で使用しようとしました。

対策：
次のどちらかの観点で，アプリケーションを見直してください。
• カスタムアークロールを使用する前に，カスタムアークロールの定義を参照する

link:arcroleRef要素を，インスタンス文書に追加する。
• インスタンス文書で使用するカスタムアークロールを，標準値を用いて指定する
か，または定義済みのカスタムアークロールを用いて指定する。

KEBR20121-EKEBR20121-EKEBR20121-EKEBR20121-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRLRoleRefオブジェクトはアクティブではないため，XBRLRoleTypeオブジェクトを取得で
きません。

要因：
XBRLRoleRef.getRoleType()メソッドを使用して link:roleRef要素が指す
link:roleType要素を取得できるのは，その link:roleRef要素を表す XBRLRoleRef
オブジェクトがアクティブである場合だけです。XBRLRoleRefオブジェクトがアク
ティブでない場合は，getRoleType()メソッドを呼び出してはいけません。

対策：
非アクティブな XBRLRoleRefオブジェクトに対して getRoleType()メソッドを呼び
出さないように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20122-EKEBR20122-EKEBR20122-EKEBR20122-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRLArcroleRefオブジェクトはアクティブではないため，XBRLArcroleTypeオブジェクトを取
得できません。
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要因：
XBRLArcroleRef.getArcroleType()メソッドを使用して link:arcroleRef要素が指す
link:arcroleType要素を取得できるのは，その link:arcroleRef要素を表す
XBRLArcroleRefオブジェクトがアクティブである場合だけです。XBRLArcroleRef
オブジェクトがアクティブでない場合は，getArcroleType()メソッドを呼び出して
はいけません。

対策：
非アクティブな XBRLArcroleRefオブジェクトに対して getArcroleType()メソッド
を呼び出さないように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20123-EKEBR20123-EKEBR20123-EKEBR20123-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された脚注は，指定された link:footnoteArc要素によってこの要素と関連づけられていませ
ん。 (脚注リンクのロール ={0}, アークロール ={1}, order属性 ={2})

{0}：脚注リンクのロール
{1}：アークロール
{2}：order属性の値

要因：
指定された脚注が，指定された link:footnoteArc要素によってこの要素に関連づけ
られていないため，処理を続行できません。

対策：
この要素と関連づけられている脚注，および，この要素と脚注を関連づけるために
使用されている link:footnoteArc要素のアークロールと order属性の値を指定する
ように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20124-EKEBR20124-EKEBR20124-EKEBR20124-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された単位要素はインスタンス文書中に存在しません。

要因：
指定された単位要素がインスタンス文書中に存在しないため，処理を続行できませ
ん。

対策：
インスタンス文書中に存在する単位要素を指定して再度実行してください。

KEBR20125-EKEBR20125-EKEBR20125-EKEBR20125-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

基本単位のローカルパートが不正です。 (名前空間 URI={0}, ローカルパート ={1})
{0}：基本単位の名前空間 URI
{1}：基本単位のローカルパート

要因：
単位要素を構成する基本単位として指定された XBRLQNameオブジェクトの名前
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空間URIが "http://www.xbrl.org/2003/instance"である場合は，ローカルパートは
"pure"または "shares"である必要があります。

対策：
単位要素の名前空間URIが "http://www.xbrl.org/2003/instance"である場合は，
ローカルパートには "pure"または "shares"を設定するように，アプリケーションを
見直してください。

KEBR20126-EKEBR20126-EKEBR20126-EKEBR20126-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

単位要素の分子と分母に同じ内容の基本単位が存在します。 (名前空間 URI={0}, ローカルパート
={1})

{0}：基本単位の名前空間URI
{1}：基本単位のローカルパート

要因：
単位要素の内容が分数である場合は，分子と分母を構成する基本単位に内容が同じ
である基本単位を含めることはできません。

対策：
分子と分母に同じ内容の基本単位を含めないように，アプリケーションを見直して
ください。

KEBR20127-EKEBR20127-EKEBR20127-EKEBR20127-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

単位要素の内容が，アイテムのベースデータ型と矛盾しています。 (名前空間 URI={0}, 要素名
={1}, ベースデータ型 ={2})

{0}：アイテムの名前空間URI
{1}：アイテムの要素名
{2}：アイテムのベースデータ型

要因：
アイテムが参照する単位要素の内容には，アイテムのベースデータ型によって幾つ
かの制約があります。詳細については，XBRLInstanceItemインターフェースの
「6.6.13(8)　setUnit」を参照してください。

対策：
アイテムが参照する単位要素の内容がアイテムのベースデータ型と矛盾しないよう
に，アプリケーションを見直してください。

KEBR20128-EKEBR20128-EKEBR20128-EKEBR20128-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRLUnit2オブジェクトの内容が {0}の場合は，{1}メソッドを呼び出せません。
{0}：単位要素の内容
{1}：呼び出せないメソッド

要因：
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XBRLUnit2オブジェクトに対して呼び出せるメソッドは，その内容によって異なり
ます。

対策：
XBRLUnit2オブジェクトの内容に応じて正しいメソッドを呼び出すように，アプリ
ケーションを見直してください。

KEBR20129-EKEBR20129-EKEBR20129-EKEBR20129-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

要素宣言において nillable属性に trueが指定されていない要素には xsi:nil属性を設定できませ
ん。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1})

{0}：xsi:nil属性を設定しようとした要素の名前空間 URI
{1}：xsi:nil属性を設定しようとした要素の要素名

要因：
要素に xsi:nil属性を付けるためには，その要素の要素宣言で nillable属性に trueが
指定されている必要があります。

対策：
要素宣言で nillable属性に trueが指定されていない要素に xsi:nil属性を設定しない
ように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20130-EKEBR20130-EKEBR20130-EKEBR20130-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

xsi:nil属性に trueが設定されている要素に対して {0}.{1}メソッドを呼び出せません。 (名前空間
URI={2}, 要素名 ={3})

{0}：インターフェース名
{1}：メソッド名
{2}：要素の名前空間 URI
{3}：要素の要素名

要因：
xsi:nil属性に trueが指定されている要素の内容は空でなければなりません。このた
め，その要素がアイテムである場合は値を設定できません。また，その要素がタプ
ルである場合は子要素を追加できません。さらに，xsi:nil属性に trueが指定されて
いる要素がアイテムである場合は，そのアイテムに対して precision属性および
decimals属性を設定できません。

対策：
xsi:nil属性に trueが設定されている要素の内容を設定しないように，アプリケー
ションを見直してください。

KEBR20131-EKEBR20131-EKEBR20131-EKEBR20131-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRLInstanceDocument.createNumericItemメソッドでは非数値アイテムを生成できません。 (
名前空間 URI={0}, 要素名 ={1})
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{0}：アイテムの名前空間URI
{1}：アイテムの要素名

要因：
XBRLInstanceDocument.createNumericItem()メソッドでは非数値アイテムを生成
できません。非数値アイテムを生成する場合は，
XBRLInstanceDocument.createNonNumericItem()メソッドを使用してください。

対策：
非数値アイテムを生成する場合は
XBRLInstanceDocument.createNonNumericContext()メソッドを使用するように，
アプリケーションを見直してください。

KEBR20132-EKEBR20132-EKEBR20132-EKEBR20132-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRLInstanceDocument.createNonNumericItemメソッドでは数値アイテムを生成できません。 (
名前空間 URI={0}, 要素名 ={1})

{0}：アイテムの名前空間URI
{1}：アイテムの要素名

要因：
XBRLInstanceDocument.createNonNumericItem()メソッドでは数値アイテムを生
成できません。数値アイテムを生成する場合は，
XBRLInstanceDocument.createNumericItem()メソッドを使用してください。

対策：
数値アイテムを生成する場合は XBRLInstanceDocument.createNumericContext()
メソッドを使用するように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20133-EKEBR20133-EKEBR20133-EKEBR20133-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

ベースデータ型が FRACTION_ITEMであるアイテムには，precision属性および decimals属性
は指定できません。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1}, precision={2}, decimals={3})

{0}：アイテムの名前空間URI
{1}：アイテムの要素名
{2}：指定された precision属性の値
{3}：指定された decimals属性の値

要因：
数値アイテムには precision属性と decimals属性のどちらか一方を指定できますが，
ベースデータ型が FRACTION_ITEMである場合は，precision属性および
decimals属性のどちらも指定できません。

対策：
ベースデータ型が FRACTION_ITEMであるアイテムに precision属性や decimals
属性を指定しないように，アプリケーションを見直してください。
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KEBR20134-EKEBR20134-EKEBR20134-EKEBR20134-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

precision属性と decimals属性の両方を省略できません。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1})
{0}：アイテムの名前空間 URI
{1}：アイテムの要素名

要因：
数値アイテム（ベースデータ型が FRACTION_ITEMのものは除く）には，
precision属性と decimals属性のどちらか一方を指定する必要があります。両方を
省略できません。

対策：
precision属性と decimals属性のどちらか一方を指定するように，アプリケーショ
ンを見直してください。

KEBR20135-EKEBR20135-EKEBR20135-EKEBR20135-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

precision属性と decimals属性の両方を同時に指定できません。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1}, 
precision={2}, decimals={3})

{0}：アイテムの名前空間 URI
{1}：アイテムの要素名
{2}：指定された precision属性の値
{3}：指定された decimals属性の値

要因：
数値アイテム（ベースデータ型が FRACTION_ITEMのものは除く）には，
precision属性と decimals属性のどちらか一方だけを指定できます。両方を同時に
指定できません。

対策：
precision属性と decimals属性の両方を同時に指定しないように，アプリケーショ
ンを見直してください。

KEBR20136-EKEBR20136-EKEBR20136-EKEBR20136-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

このアイテムに対して {0}属性を設定・取得できません。 (名前空間 URI={1}, 要素名 ={2}, ベース
データ型 ={3}, 数値 ={4})

{0}："precision"または "decimals"
{1}：アイテムの名前空間 URI
{2}：アイテムの要素名
{3}：アイテムのベースデータ型
{4}：数値かどうか "Yes" or "No"

要因：
アイテムが precision属性または decimals属性を持てるのは，アイテムが数値であ
り，かつ，ベースデータ型が FRACTION_ITEM以外の場合だけです。アイテムが
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非数値か，または，ベースデータ型が FRACTION_ITEMである場合は，precision
属性および decimals属性を持つことはできません。

対策：
非数値か，または，ベースデータ型が FRACTION_ITEMであるアイテムに対して
precision属性や decimals属性の操作を行わないように，アプリケーションを見直
してください。

KEBR20137-EKEBR20137-EKEBR20137-EKEBR20137-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

非数値アイテムに対する単位要素の設定・取得はできません。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1})
{0}：アイテムの名前空間URI
{1}：アイテムの要素名

要因：
XBRLInstanceItemインターフェースの setUnit()／ getUnit()メソッドを使用して
単位要素の設定・取得ができるのは，数値アイテムに対してだけです。非数値アイ
テムに対する単位要素の設定・取得はできません。

対策：
非数値アイテムに対して単位要素の設定・取得をしないように，アプリケーション
を見直してください。

KEBR20138-EKEBR20138-EKEBR20138-EKEBR20138-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された文字列から XBRLFractionオブジェクトを生成できませんでした。 (名前空間
URI={0}, 要素名 ={1}, 指定された文字列 ={2})

{0}：アイテムの名前空間URI
{1}：アイテムの要素名
{2}：指定された文字列

要因：
XBRLInstanceItem.setValue()メソッドの引数に指定された文字列から
XBRLFractionオブジェクトを生成できませんでした。ユーザーデータ型で，かつ，
ベースデータ型が FRACTION_ITEMであるアイテムに対して値を設定する場合は，
XBRLInstanceItem.setValue()メソッドの引数には，XBRLFractionクラスのコン
ストラクタに指定するのと同じ形式の文字列を指定しなければなりません。

対策：
正しい文字列を指定するように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20139-EKEBR20139-EKEBR20139-EKEBR20139-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

ベースデータ型が {0}であるアイテムに対して，文字列表現による値の設定・取得はできませ
ん。 (名前空間 URI={1}, 要素名 ={2})

{0}：アイテムのベースデータ型
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{1}：アイテムの名前空間 URI
{2}：アイテムの要素名

要因：
ベースデータ型が FRACTION_ITEMであるアイテムに対しては，
XBRLInstanceItemインターフェースの setString()メソッドおよび getString()メ
ソッドによる値の設定・取得はできません。setValue()メソッドおよび getValue()
メソッドを使用してください。

対策：
ベースデータ型が FRACTION_ITEMであるアイテムに対して，
XBRLInstanceItemインターフェースの setString()メソッドおよび getString()メ
ソッドを使用しないように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20140-EKEBR20140-EKEBR20140-EKEBR20140-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

時期要素の内容が，アイテムの要素宣言の xbrli:periodType属性における指定と矛盾していま
す。 (名前空間 URI={0}, 要素名 ={1}, xbrli:periodType属性 ={2}, 時期要素の内容 ={3})

{0}：アイテムの名前空間 URI
{1}：アイテムの要素名
{2}：xbrli:periodType属性の値
{3}：時期要素の内容

要因：
要素宣言の xbrli:periodType属性に "instant"が指定された場合は，そのアイテムが
参照するコンテキスト要素内の時期要素の内容は，XBRLPeriod.INSTANTでなけ
ればなりません。また，xbrli:periodType属性の値が "duration"である場合は，
XBRLPeriod.FOREVERまたは XBRLPeriod.STARTDATE_ENDDATEでなければ
なりません。

対策：
要素宣言の xbrli:periodType属性での指定と時期要素の内容が正しい組み合わせと
なるように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20141-EKEBR20141-EKEBR20141-EKEBR20141-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

時期要素の内容の意味は変更できません。 (既存の時期要素の内容 ={0}, 新たに設定しようとした
時期要素の内容 ={1})

{0}：既存の時期要素の内容
{1}：新たに設定しようとした時期要素の内容

要因：
XBRLContext.setPeriod()メソッドでコンテキスト要素に時期要素を設定する場合
に，新たに設定する時期要素の内容に制約があります。詳細については，
XBRLContextインターフェースの「6.6.2(7)　setPeriod」を参照してください。
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対策：
制約に従った時期要素を設定するように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20142-EKEBR20142-EKEBR20142-EKEBR20142-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

操作対象の文書が準拠している XBRLのバージョンが {0}の場合は，
XBRLPeriod.STARTDATE_DURATIONおよび XBRLPeriod.DURATION_ENDDATEは使用でき
ません。

{0}：XBRLのバージョン

要因：
XBRLPeriod.STARTDATE_DURATIONおよび
XBRLPeriod.DURATION_ENDDATEは XBRLのバージョンが 2.0の場合にだけ
使用でき，そのほかのバージョンでは使用できません。

対策：
XBRLのバージョンが 2.0以外の場合には，
XBRLPeriod.STARTDATE_DURATIONおよび
XBRLPeriod.DURATION_ENDDATEを使用しないように，アプリケーションを見
直してください。

KEBR20143-EKEBR20143-EKEBR20143-EKEBR20143-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

XBRLIdManagerオブジェクトに登録しようとしたインスタンス文書は，すでに管理対象となっ
ているインスタンス文書とは異なる XML文書に記述されています。

要因：
XBRLIdManagerオブジェクトでは複数のインスタンス文書の IDをまとめて管理
できますが，一つの XBRLIdManagerオブジェクトが管理するインスタンス文書は
すべて同じ XML文書に記述されたものでなければなりません。つまり，
XBRLIdManagerオブジェクトで管理するすべてインスタンス文書について，
XBRLInstanceDocument.getW3CDOMNode()メソッドが返す
org.w3c.dom.Documentオブジェクトは同じでなければなりません。

対策：
異なる XML文書に記述されたインスタンス文書をそれぞれ別々の
XBRLIdManagerオブジェクトで管理するように，アプリケーションを見直してく
ださい。

KEBR20144-EKEBR20144-EKEBR20144-EKEBR20144-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

バージョン {0}の XBRL仕様に準拠した文書を XBRLIdManagerオブジェクトへ登録できませ
ん。

{0}：XBRLのバージョン

要因：
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XBRLIdManagerオブジェクトでは，XBRL2.0に準拠したインスタンス文書を管理
できません。

対策：
XBRL2.0に準拠したインスタンス文書を XBRLIdManagerオブジェクトへ登録し
ないように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20145-EKEBR20145-EKEBR20145-EKEBR20145-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

要素宣言における定義内容が異なるアイテムはインポートできません。 (名前空間 URI={0}, 要素
名 ={1}, ベースデータ型 ={2}/{3}, xbrli:periodType属性 ={4}/{5})

{0}：アイテムの名前空間 URI
{1}：アイテムの要素名
{2}：インポート元でのベースデータ型
{3}：インポート先でのベースデータ型
{4}：インポート元での xbrli:periodType属性の値
{5}：インポート先での xbrli:periodType属性の値

要因：
インポート元でのアイテムの要素宣言とインポート先でのアイテムの要素宣言で，
ベースデータ型または xbrli:periodType属性の値が異なっているため，アイテムを
インポートできません。

対策：
インポート元での要素宣言とインポート先での要素宣言とで定義内容が異なるアイ
テムをインポートしないように，アプリケーションを見直してください。要素宣言
での定義内容に誤りがある場合は，タクソノミー文書を修正してください。

KEBR20146-EKEBR20146-EKEBR20146-EKEBR20146-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

この要素に脚注が関連づけられているため，id属性を削除できません。 (名前空間 URI={0}, 要素
名 ={1}, id={2})

{0}：要素の名前空間 URI
{1}：要素の要素名
{2}：id属性の値

要因：
要素がアクティブで，かつ，脚注と関連づけられている場合は，その要素の id属性
を削除できません。

対策：
脚注と関連づけられている要素の id属性を削除しないように，アプリケーションを
見直してください。
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KEBR20147-EKEBR20147-EKEBR20147-EKEBR20147-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定されたシステム識別子の形式が不正です。 (指定されたシステム識別子 ={1})
{0}：引数の名前
{1}：不正なシステム識別子

要因：
指定したシステム識別子の形式が不正です。

対策：
正しいシステム識別子を指定するように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20148-EKEBR20148-EKEBR20148-EKEBR20148-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された配列のインデックス {1}の要素に設定されているシステム識別子の形式が
不正です。 (指定されたシステム識別子 ={2})

{0}：配列の引数の名前
{1}：配列の引数で不正なシステム識別子が設定されている要素のインデックス
{2}：不正なシステム識別子

要因：
指定したシステム識別子の形式が不正です。

対策：
正しいシステム識別子を指定するように，アプリケーションを見直してください。

KEBR20149-EKEBR20149-EKEBR20149-EKEBR20149-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトがタクソノミー文書の解析時に完全
な妥当性検証を行うように設定されていません。

要因：
インスタンス文書の解析時に完全な妥当性検証を実行するよう
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトに設定されていますが，そのオブ
ジェクトに設定する XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトに対して，タ
クソノミー文書の解析時に完全な妥当性検証を実行するよう設定されていません。
処理を中止します。

対策：
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが完全な妥当性検証を実行される
よう，設定を見直してください。

KEBR20150-EKEBR20150-EKEBR20150-EKEBR20150-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定されたプロパティを認識できません。 (プロパティ名 ={0})
{0}：プロパティ名

要因：
指定したプロパティ名に誤りがあります。
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処理を中止します。

対策：
正しいプロパティ名を指定してください。

KEBR20151-EKEBR20151-EKEBR20151-EKEBR20151-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}プロパティの値として nullは指定できません。
{0}：プロパティ名

要因：
nullを指定できないプロパティに対して nullが指定されました。プロパティ値とし
て nullを指定できるかどうかは，プロパティごとに決まっています。
処理を中止します。

対策：
null以外の正しい値を指定するようにアプリケーションを修正してください。

KEBR20152-EKEBR20152-EKEBR20152-EKEBR20152-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}プロパティの値として指定されたオブジェクトの型が不正です。 (不正な型 ={1}, 正しい型
={2})

{0}：プロパティ名
{1}：プロパティ値として指定されたオブジェクトの完全修飾名
{2}：プロパティ値として指定できるオブジェクトの完全修飾名

要因：
プロパティ値として指定されたオブジェクトの型が不正です。指定できるオブジェ
クトの型は，プロパティごとに決まっています。
処理を中止します。

対策：
正しい型のオブジェクトを指定してください。

KEBR20153-EKEBR20153-EKEBR20153-EKEBR20153-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}プロパティに不正な値が指定されました。 (指定された値 ={1}, 指定できる値 ={2})
{0}：プロパティ名
{1}：指定された値
{2}：指定できる値

要因：
プロパティ値として不正な値が指定されました。指定できる値は，プロパティごと
に決まっています。
処理を中止します。

対策：
正しい値を指定してください。
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KEBR20154-EKEBR20154-EKEBR20154-EKEBR20154-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}プロパティの値として指定された配列の要素数が 0です。要素数は 1以上でなければなりま
せん。

{0}：プロパティ名

要因：
プロパティの値として指定する配列の要素数は，1以上にする必要があります。
処理を中止します。

対策：
要素数が 1以上の配列を指定してください。

KEBR20155-EKEBR20155-EKEBR20155-EKEBR20155-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}プロパティの値として指定された配列のインデックス {1}の要素が nullです。配列の要素に
nullは指定できません。

{0}：プロパティ名
{1}：nullが指定された要素のインデックス

要因：
値が nullである要素は，プロパティの値として指定する配列に含めることはできま
せん。
処理を中止します。

対策：
nullを含まない配列を指定してください。

KEBR20156-EKEBR20156-EKEBR20156-EKEBR20156-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に不正な値が指定されました。 (指定された値 ={1})
{0}：指定された引数の名前
{1}：指定された値

要因：
引数 {0}に対し，指定できない値 {1}が指定されました。
処理を中止します。

対策：
引数の値を指定し直してください。指定できる値については，例外が発生したメ
ソッドの説明を参照してください。

KEBR22001-EKEBR22001-EKEBR22001-EKEBR22001-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に {1}オブジェクトは指定できません。
{0}：引数の名前
{1}：不正なオブジェクトの型または完全修飾名
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要因：
引数 {0}に対し，指定できないオブジェクト {1}が指定されました。
処理を中止します。

対策：
正しいオブジェクトを指定してください。
指定できるオブジェクトは，各メソッドの内容を確認してください。

KEBR22002-EKEBR22002-EKEBR22002-EKEBR22002-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}オブジェクトの名前はすでに使用されています。 (名前 ={1})
{0}：不正なオブジェクトの型
{1}：使用されている名前

要因：
SimpleTaxonomyオブジェクトの中に，オブジェクト {0}が保持する名前
（getName()メソッドで取得される値）と同じ名前のアクティブなオブジェクトが存
在するため，メソッドの操作に失敗しました。
名前はアクティブな SimpleElementDefinitionオブジェクト（派生したインター
フェースを含む）で一意でなければなりません。
処理を中止します。

対策：
オブジェクトの保持する名前が一意になるように setName()メソッドで変更し，再
度実行してください。

KEBR22003-EKEBR22003-EKEBR22003-EKEBR22003-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

{0}オブジェクトの IDはすでに使用されています。 (ID={1})
{0}：不正なオブジェクトの型
{1}：使用されている ID

要因：
SimpleTaxonomyオブジェクトの中に，オブジェクト {0}が保持する ID（getId()メ
ソッドで取得される値）と同じ IDを持つアクティブなオブジェクトが存在するた
め，メソッドの操作に失敗しました。
次の原因が考えられます。
• アクティブな SimpleElementDefinitionオブジェクト（派生したインターフェー
スを含む）で，IDが一意でない。

• 不正なオブジェクトの型が SimpleLabelの場合，アクティブな SimpleLabelオブ
ジェクトで，IDが一意でない。

• 不正なオブジェクトの型が SimpleReferenceの場合，アクティブな
SimpleReferenceオブジェクトで，IDが一意でない。

処理を中止します。

対策：
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オブジェクトが保持する IDが一意になるように setId()メソッドで変更し，再度実
行してください。

KEBR22004-EKEBR22004-EKEBR22004-EKEBR22004-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

この {0}オブジェクトは関係を否定するオブジェクトです。よって，このメソッドは使用できま
せん。

{0}：このメソッドのオブジェクトの型

要因：
オブジェクト {0}は関係を否定するオブジェクトのため，このメソッドは使用できま
せん。
処理を中止します。

対策：
アプリケーションの処理を見直し，関係を否定するオブジェクトに対して，このメ
ソッドを使用しないようにしてください。

KEBR22006-EKEBR22006-EKEBR22006-EKEBR22006-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している SimpleTaxonomyオブジェクトが，この
{2}オブジェクトを所有している SimpleTaxonomyオブジェクトと異なります。

{0}：不正なオブジェクトが指定された引数の名前
{1}：不正なオブジェクトの型
{2}：このメソッドのオブジェクトの型

要因：
メソッド呼び出しの対象となったオブジェクトを所有している SimpleTaxonomyオ
ブジェクトと，メソッド呼び出しの引数に指定したオブジェクトを所有している
SimpleTaxonomyオブジェクトは，同じでなければなりません。
処理を中止します。

対策：
アプリケーションの処理を見直し，所有者が同じであるオブジェクトを指定して再
度実行してください。

KEBR22007-EKEBR22007-EKEBR22007-EKEBR22007-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している XBRLTaxonomyDocumentオブジェクト
が，この SimpleTaxonomyオブジェクトを生成したときに指定された XBRLTaxonomyDocument
オブジェクトと異なります。

{0}：不正なオブジェクトが指定された引数の名前
{1}：不正なオブジェクトの型

要因：
メソッド呼び出しの対象となったオブジェクトを所有している SimpleTaxonomyオ
ブジェクトの生成時に指定された XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトと，メ
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ソッド呼び出しの引数に指定したオブジェクトを所有している
XBRLTaxonomyDocumentオブジェクトは，同じでなければなりません。
処理を中止します。

対策：
アプリケーションの処理を見直し，所有者が同じであるオブジェクトを指定して再
度実行してください。

KEBR22008-EKEBR22008-EKEBR22008-EKEBR22008-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された {1}オブジェクトを所有している SimpleTaxonomyオブジェクトが，この
SimpleTaxonomyオブジェクトと異なります。

{0}：不正なオブジェクトが指定された引数の名前
{1}：不正なオブジェクトの型

要因：
メソッド呼び出しの対象となったオブジェクトを所有している SimpleTaxonomyオ
ブジェクトと，メソッド呼び出しの引数に指定したオブジェクトを所有している
SimpleTaxonomyオブジェクトは，同じでなければなりません。
処理を中止します。

対策：
アプリケーションの処理を見直し，所有者が同じであるオブジェクトを指定して再
度実行してください。

KEBR22009-EKEBR22009-EKEBR22009-EKEBR22009-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

この SimpleItemDefinitionオブジェクトの type属性が {0}です。よって，このメソッドは使用で
きません。

{0}:このオブジェクトの現在の type属性値

要因：
SimpleItemDefinitionオブジェクトの setBalance()メソッドは，
SimpleElementDefinition.getType()メソッドで取得される値が
"xbrli:monetaryItemType"（SimpleItemDefinition.getItemType()メソッドで取得
される値が SimpleItemDefinition.MONETARY_ITEM）以外の場合には使用でき
ません。
処理を中止します。

対策：
アプリケーションの処理を見直し，アイテム要素宣言を表すオブジェクトの type属
性値（getType()/getItemType()で取得される値）を見直すか，または，このメソッ
ドを使用しないようにしてください。
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KEBR22010-EKEBR22010-EKEBR22010-EKEBR22010-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

拡張元として指定されたタクソノミー文書の基点となるタクソノミースキーマに，他の XML文
書の一部となっているタクソノミースキーマが存在します。 (絶対 URI={0})

{0}:不正なタクソノミー本体の絶対 URI

要因：
SimpleTaxonomyBuilderオブジェクトでは，ほかの XML文書の一部であるタクソ
ノミー本体を基点としたタクソノミー文書については，拡張元として指定できませ
ん。
処理を中止します。

対策：
基点となるタクソノミー本体に，ほかの XML文書の一部になっているタクソノ
ミー本体を含まないタクソノミー文書を指定して，再実行してください。

KEBR22011-EKEBR22011-EKEBR22011-EKEBR22011-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが falseの場合は，{0}.{1}メソッドは利用できません。
{0}:クラス名またはインターフェース名
{1}:コンストラクタ名またはメソッド名

要因：
cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが trueの場合だけ利用可能なメソッドを呼
び出しました。しかし，現在の cbrp.parse.validate.frtafrisオプションの設定では，
そのメソッドは利用可能ではありません。

対策：
cbrp.parse.validate.frtafrisオプションが trueの場合だけ利用可能なメソッドを使
用するときは，cbrp.parse.validate.frtafrisオプションを trueに指定してから呼び
出すようにしてください。

KEBR22100-EKEBR22100-EKEBR22100-EKEBR22100-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

操作対象の文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンが {0}の場合は，{1}.{2}メソッ
ドは利用できません。

{0}：XBRL Dimensionsのバージョン
{1}：クラス名またはインターフェース名
{2}：コンストラクタ名またはメソッド名

要因：
XBRL Dimensionsの特定のバージョンだけで利用できるメソッドを呼び出しまし
た。しかし，操作対象の XBRL文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョ
ンでは，そのメソッドは利用できません。

対策：
XBRL Dimensionsの特定のバージョンだけで利用できるメソッドを使用する場合
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は，操作対象の XBRL文書が準拠している XBRL Dimensionsのバージョンを確認
してから呼び出すように，アプリケーションを修正してください。

KEBR22101-EKEBR22101-EKEBR22101-EKEBR22101-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRL Dimensions
のバージョンと，この XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRL 
Dimensionsのバージョンが異なります。 (XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対
象とする XBRL Dimensionsのバージョン ={0}, XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクト
が処理対象とする XBRL Dimensionsのバージョン ={1})

{0}：XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRL 
Dimensionsのバージョン
{1}：XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトが処理対象とする XBRL 
Dimensionsのバージョン

要因：
XBRLInstanceDocumentBuilderオブジェクトと，
XBRLInstanceDocumentBuilder.setTaxonomyDocumentBuilder()メソッドに指定
する XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトは，処理対象の XBRL 
Dimensionsのバージョンが同じでなければなりません。

対策：
XBRLInstanceDocumentBuilder.setTaxonomyDocumentBuilder()メソッドに，処
理対象の XBRL Dimensionsのバージョンが同じである
XBRLTaxonomyDocumentBuilderオブジェクトを指定するようにアプリケーショ
ンを修正してください。

KEBR22102-EKEBR22102-EKEBR22102-EKEBR22102-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定されたロールは DRSにありません。 (ロール ={1})
{0}：引数の名前
{1}：DRSにないロール

要因：
指定されたロールが DRSにないため，処理を続行できません。

対策：
DRSにあるロールを指定して再度実行してください。

KEBR22103-EKEBR22103-EKEBR22103-EKEBR22103-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定された {0}オブジェクトが準拠する XBRL Dimensionsのバージョンと，この {2}オブジェク
トが処理対象とする XBRL Dimensionsのバージョンが異なります。 ({2}オブジェクトが処理対
象とする XBRL Dimensionsのバージョン ={3}, {0}オブジェクトが準拠する XBRL Dimensions
のバージョン ={1})
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{0}：指定されたオブジェクトの型
{1}：指定されたオブジェクトが準拠する XBRL Dimensionsのバージョン
{2}：このオブジェクトの型
{3}：このオブジェクトが処理対象とする XBRL Dimensionsのバージョン

要因：
メソッドの引数に指定したオブジェクトが準拠する XBRL Dimensionsのバージョ
ンと，このオブジェクトが処理対象とする XBRL Dimensionsのバージョンは同じ
でなければなりません。

対策：
このオブジェクトが処理対象とする XBRL Dimensionsのバージョンに準拠するオ
ブジェクトを指定するように，アプリケーションを修正してください。

KEBR22104-EKEBR22104-EKEBR22104-EKEBR22104-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された要素は，このシナリオ要素の子要素ではありません。
{0}：引数の名前

要因：
指定された要素はこのシナリオ要素の子要素でなければなりません。

対策：
このシナリオ要素の子要素を指定して再度実行してください。

KEBR22105-EKEBR22105-EKEBR22105-EKEBR22105-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

引数 {0}に指定された要素は，このセグメント要素の子要素ではありません。
{0}：引数の名前

要因：
指定された要素はこのセグメント要素の子要素でなければなりません。

対策：
このセグメント要素の子要素を指定して再度実行してください。

KEBR22106-EKEBR22106-EKEBR22106-EKEBR22106-E　（　（　（　（FFFF，，，，VVVV））））

指定されたディメンジョンは，タクソノミー文書で定義されていません。 (名前空間 URI={0}, 要
素名 ={1})

{0}：定義されていないディメンジョンの名前空間URI
{1}：定義されていないディメンジョンの要素名

要因：
指定されたディメンジョンがタクソノミー文書で定義されていないため，処理を続
行できません。

対策：
タクソノミー文書で定義されているディメンジョンを指定して再度実行してくださ
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い。

KEBR25000-EKEBR25000-EKEBR25000-EKEBR25000-E　（　（　（　（FFFF））））

指定された {0} 型データの文字列表現が不正です。
{0}：不正値の型の名前

要因：
不正な文字列表現が指定されました。

対策：
正しい文字列表現を指定して再度実行してください。

KEBR25001-EKEBR25001-EKEBR25001-EKEBR25001-E　（　（　（　（FFFF））））

引数 {0}に負数は指定できません。指定できる値 =負数以外
{0}：負数が指定された引数の名前

要因：
負数を指定してはいけない引数に負数が指定されました。

対策：
引数に負数以外の値を指定して再度実行してください。

KEBR25002-EKEBR25002-EKEBR25002-EKEBR25002-E　（　（　（　（FFFF））））

保持しているバイト配列の長さ以上の引数 {0}は指定できません。指定できる値 =保持している
バイト配列の長さ未満

{0}：指定された引数の名前

要因：
保持しているバイト配列の長さ以上の開始位置の offset（引数 {0}）が指定されまし
た。

対策：
引数 {0}に保持しているバイト配列の長さ未満の値を指定して再度実行してくださ
い。

KEBR25003-EKEBR25003-EKEBR25003-EKEBR25003-E　（　（　（　（FFFF））））

配列 {0}の長さを超える引数 {1}+{2}は指定できません。指定できる値 =配列 {0}の長さ以下
{0}：引数で指定した配列の名前
{1}：引数で指定した開始位置（offset）
{2}：引数で指定した長さ（length）

要因：
引数 {0}に指定した配列の長さを超える開始位置の offset（引数 {1}）+取得する長
さ length(引数 {2})が指定されました。
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対策：
引数 {1}+引数 {2}が配列 {0}の長さ以下になるように修正して，再度実行してくださ
い。

KEBR25004-EKEBR25004-EKEBR25004-EKEBR25004-E　（　（　（　（FFFF））））

引数 {0}に {1}の倍数の長さ以外の文字列は指定できません。指定できる値 ={1}の倍数の長さの
文字列 {0}

{0}：指定された引数の名前
{1}：整数値 (XBRLHexBinaryでは 2，XBRLBase64Binaryでは 4)

要因：
引数 {0}に指定した文字列の長さが {1}の倍数ではありません。

対策：
引数 {0}に，XBRLHexBinaryでは 2の倍数，XBRLBase64Binaryでは 4の倍数の
長さの文字列を指定して再度実行してください。

KEBR25005-EKEBR25005-EKEBR25005-EKEBR25005-E　（　（　（　（FFFF））））

ISO8859-1の文字セットがサポートされていません。

要因：
標準文字セットである ISO8859-1の文字セットが JavaVMでサポートされていませ
ん。

対策：
ISO8859-1を含む標準文字セットをサポートした JavaVMを使用して，再度実行し
てください。

KEBR25006-EKEBR25006-EKEBR25006-EKEBR25006-E　（　（　（　（FFFF））））

フォーマットが不正です。

要因：
XBRLBase64Binaryクラスで，バイト配列を符号化したときに，最後から 4バイト
目または 3バイト目に埋め文字である「=」が指定されました。または，
XBRLHexBinaryクラスで，バイト配列を符号化したときに，1～ 9および A～ F
以外が指定されました。

対策：
XBRLBase64Binaryクラスで，バイト配列を符号化した場合，最後から 4バイト目
または 3バイト目に埋め文字である「=」がない文字列を指定して再度実行してくだ
さい。
XBRLHexBinaryクラスで，バイト配列を符号化した場合，1～ 9および A～ Fを
指定して再度実行してください。
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KEBR25007-EKEBR25007-EKEBR25007-EKEBR25007-E　（　（　（　（FFFF））））

引数 {0}に長さ 0の引数は指定できません。指定できる値 =長さ 0以外の引数 {0}
{0}：指定された引数の名前

要因：
引数 {0}に長さ 0の引数が指定されました。

対策：
引数 {0}に，長さ 0以外の引数を指定して実行してください。

KEBR25008-EKEBR25008-EKEBR25008-EKEBR25008-E　（　（　（　（FFFF））））

指定された名前空間 URIに不正な文字列が含まれています。名前空間 URI={0}
{0}：指定された名前空間

要因：
指定された名前空間 URIに不正な文字列が含まれています。

対策：
正しい名前空間 URIを指定して再度実行してください。

KEBR25009-EKEBR25009-EKEBR25009-EKEBR25009-E　（　（　（　（FFFF））））

指定されたローカルパートに不正な文字列が含まれています。ローカルパート ={0}
{0}：指定されたローカルパート

要因：
指定されたローカルパートに不正な文字列が含まれています。

対策：
正しいローカルパートを指定して再度実行してください。

KEBR25010-EKEBR25010-EKEBR25010-EKEBR25010-E　（　（　（　（FFFF））））

引数 {0}に 0または，負数は指定できません。指定できる値 =0より大きい値
{0}：指定された引数の名前

要因：
指定された引数に 0または負数が指定されました。

対策：
引数 {0}に，0より大きい値を指定して再度実行してください。

KEBR25011-EKEBR25011-EKEBR25011-EKEBR25011-E　（　（　（　（FFFF））））

引数 {0}に 0は指定できません。指定できる値 =0以外の値
{0}：指定された引数の名前

要因：
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指定された引数に 0が指定されました。

対策：
引数 {0}に，0以外の値を指定して実行してください。

KEBR25013-EKEBR25013-EKEBR25013-EKEBR25013-E　（　（　（　（FFFF））））

指定された名前空間接頭辞に不正な文字列が含まれています。名前空間接頭辞 ={0}
{0}：指定された名前空間接頭辞

要因：
指定された名前空間接頭辞に不正な文字列が含まれています。

対策：
正しい名前空間接頭辞を指定して再度実行してください。

KEBR25014-EKEBR25014-EKEBR25014-EKEBR25014-E　（　（　（　（FFFF））））

指定されたスキーマ文書の位置を示す URIに不正な文字列が含まれています。スキーマ文書の
位置を示す URI={0}

{0}：指定されたスキーマ文書の位置を示すURI

要因：
指定されたスキーマ文書の位置を示すURIに不正な文字列が含まれています。

対策：
スキーマ文書の位置を示すURIを正しく指定して再度実行してください。
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7.5　メッセージ KEBR30000-KEBR39999

KEBR30000-KEBR39999のメッセージの詳細について番号順に説明します。

KEBR30000-IKEBR30000-IKEBR30000-IKEBR30000-I　（　（　（　（FFFF））））

XBRLDocumentManagerを初期化しました。

要因：
XBRLDocumentManagerクラスの init()メソッド実行に成功しました。

対策：
なし

KEBR39000-EKEBR39000-EKEBR39000-EKEBR39000-E　（　（　（　（VVVV））））
An attempt to initialize XBRLDocumentManager has failed.

要因：
XBRLDocumentManagerクラスの init()メソッド実行に失敗しました。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEBR39001-EKEBR39001-EKEBR39001-EKEBR39001-E　（　（　（　（VVVV））））
XBRLDocumentManager is not initialized.

要因：
init()メソッドを実行しないで，getInstance()メソッドを実行しました。

対策：
getInstance()メソッド実行前に，init()メソッドを実行しているか，アプリケー
ションを見直してください。

KEBR39002-EKEBR39002-EKEBR39002-EKEBR39002-E　（　（　（　（VVVV））））
XBRLDocumentManager has already been initialized.

要因：
init()メソッド実行後に，再度 init()メソッドを実行しました。

対策：
init()メソッド実行後に，再度 init()メソッドを実行していないか，アプリケーショ
ンを見直してください。

KEBR39100-EKEBR39100-EKEBR39100-EKEBR39100-E　（　（　（　（VVVV））））
An attempt to initialize a message has failed.
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要因：
初期化に失敗しました。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEBR39101-EKEBR39101-EKEBR39101-EKEBR39101-E　（　（　（　（VVVV））））
The message is not initialized.

要因：
初期化されていません。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEBR39102-EKEBR39102-EKEBR39102-EKEBR39102-E　（　（　（　（VVVV））））
The message has already been initialized.

要因：
二重に初期化されました。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEBR39103-EKEBR39103-EKEBR39103-EKEBR39103-E　（　（　（　（VVVV））））
An attempt to read the cbrp_message.properties has failed.

要因：
cbrp_message.properties（リソースファイル）の読み込みに失敗しました。

対策：
アプリケーションのセキュリティポリシーを確認してください。

KEBR39200-EKEBR39200-EKEBR39200-EKEBR39200-E　（　（　（　（VVVV））））
Property initialization has failed. ({0}:({1}))

{0}：詳細メッセージ (メソッド名，ファイル名，パラメタ名など )
{1}：保守情報

要因：
初期化に失敗しました。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEBR39201-EKEBR39201-EKEBR39201-EKEBR39201-E　（　（　（　（VVVV））））
The property is not initialized. ({0}.{1})
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{0}：クラス名
{1}：メソッド名

要因：
初期化されていません。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEBR39202-EKEBR39202-EKEBR39202-EKEBR39202-E　（　（　（　（VVVV））））
The property has already been initialized. ({0}.{1})

{0}：クラス名
{1}：メソッド名

要因：
二重に初期化されました。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEBR39203-EKEBR39203-EKEBR39203-EKEBR39203-E　（　（　（　（VVVV））））
An attempt to read the defaults.properties file has failed. ({0}):({1})

{0}：メソッド名
{1}：保守情報

要因：
デフォルトプロパティファイルの読み込みに失敗しました。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEBR39204-EKEBR39204-EKEBR39204-EKEBR39204-E　（　（　（　（VVVV））））
The specified file was not found. (file name = {0}):({1})

{0}：指定したファイル名
{1}：保守情報

要因：
指定したプロパティファイルを見つけられませんでした。

対策：
• 指定したプロパティファイルのパスを確認してください。
• アプリケーションのセキュリティポリシーを確認してください。

KEBR39205-EKEBR39205-EKEBR39205-EKEBR39205-E　（　（　（　（VVVV））））
A file permission error occurred. ({0}: file name = {1}):({2})

{0}：アクセスに失敗した要因 (security，load)
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{1}：アクセスに失敗したファイル名
{2}：保守情報

要因：
指定したプロパティファイルへのアクセスに失敗しました。

対策：
• 指定したプロパティファイルのアクセス権を確認してください。
• アプリケーションのセキュリティポリシーを確認してください。

KEBR39206-EKEBR39206-EKEBR39206-EKEBR39206-E　（　（　（　（VVVV））））
The specified value is outside the valid range. ({0} = {1}:{2})

{0}：指定されたプロパティ名
{1}：プロパティに設定されていた値です。取得できない場合は nullになります。
{2}：そのプロパティに指定できる値の範囲です。範囲がない場合は表示しません。

要因：
指定したプロパティのプロパティ値が不正な値です。

対策：
指定したプロパティを確認してください。

KEBR39207-EKEBR39207-EKEBR39207-EKEBR39207-E　（　（　（　（VVVV））））
The specified parameter is invalid. ({0} = {1})

{0}：指定されたプロパティ名
{1}：指定した値

要因：
指定したパラメタが不正です。

対策：
指定したパラメタを確認してください。

KEBR39300-EKEBR39300-EKEBR39300-EKEBR39300-E　（　（　（　（VVVV））））
An attempt to initialize a trace has failed.

要因：
トレース機能の初期化に失敗しました。

対策：
• アプリケーションのクラスパスに <System Drive>:¥Program 

Files¥HITACHI¥HNTRLib2¥classes¥hntrlib2j.jarがあるかどうか確認してくだ
さい。ない場合はアプリケーションのクラスパスに hntrlib2j.jarを追加し，再度
実行してください。
【UNIXの場合】/opt/hitachi/HNTRLib2/classes/hntrlib2j.jar
• アプリケーションにセキュリティマネージャを設定している場合，セキュリティ
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ポリシー（ファイルまたはフォルダへのアクセス権限）が不正なおそれがありま
す。アプリケーションのファイルまたはフォルダへの読み取り／書き込み権限を
確認し，再度実行してください。

• <System Drive>:¥Program Files¥HITACHI¥HNTRLib2¥classes¥hntrlib2j.jar
がインストールされているかどうか確認してください。インストールされていな
い場合は，uCosminexus Business Reporting Processorを再インストールして再
度実行してください。
【UNIXの場合】/opt/hitachi/HNTRLib2/classes/hntrlib2j.jar

KEBR39301-EKEBR39301-EKEBR39301-EKEBR39301-E　（　（　（　（VVVV））））
The trace is not initialized.

要因：
初期化されていません。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEBR39302-EKEBR39302-EKEBR39302-EKEBR39302-E　（　（　（　（VVVV））））
The trace has already been initialized.

要因：
二重に初期化されました。

対策：
システム管理者に連絡してください。
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7.6　メッセージ KEXL00000-KEXL09999

KEXL00000-KEXL09999のメッセージの詳細について番号順に説明します。

KEXL00001-EKEXL00001-EKEXL00001-EKEXL00001-E

XLinkDocumentSetのクローンの作成に失敗しました。

要因：
アプリケーション側での DOMの更新によって，クローン時にエラーが発生しまし
た。内部エラーです。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEXL00002-EKEXL00002-EKEXL00002-EKEXL00002-E

href属性に指定した URIに接続できません。

要因：
simple型要素，locator型要素の href属性に指定したURIのサーバが見つかりませ
ん。

対策：
href属性に指定したサーバがあるか確認してください。

KEXL00003-EKEXL00003-EKEXL00003-EKEXL00003-E

同一拡張リンク中に同じ弧を持つ arc型要素が指定されています。

要因：
同一拡張リンク内に，同じ fromと to属性値を持つ arc型要素があります。

対策：
同一拡張リンク内にある同じ孤を持つ arc型要素を修正してください。

KEXL00004-EKEXL00004-EKEXL00004-EKEXL00004-E

href属性に指定したファイルが見つかりません。

要因：
simple型要素，locator型要素の href属性に指定したURIのサーバは見つかりまし
たが，ファイルが見つかりません。

対策：
href属性に指定したファイルがあるか確認してください。

KEXL00005-EKEXL00005-EKEXL00005-EKEXL00005-E

actuate属性の値に，{onLoad|onRequest|other|none}以外の値が指定されています。
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要因：
actuate属性の値に，{onLoad|onRequest|other|none}以外の値が指定されていま
す。

対策：
actuate属性の値を正しく修正してください。

KEXL00006-EKEXL00006-EKEXL00006-EKEXL00006-E

show属性の値に，{new|replace|embed|other|none}以外の値が指定されています。

要因：
show属性の値に，{new|replace|embed|other|none}以外の値が指定されていま
す。

対策：
show属性の値を正しく修正してください。

KEXL00007-EKEXL00007-EKEXL00007-EKEXL00007-E

type属性の値に，{simple|extended|locator|arc|resource|title|none}以外の値が指定されていま
す。

要因：
type属性の値に，{simple|extended|locator|arc|resource|title|none}以外の値が
指定されています。

対策：
type属性の値を正しく修正してください。

KEXL00008-EKEXL00008-EKEXL00008-EKEXL00008-E

{label|from|to}属性の値が NCNameではありません。

要因：
{label|from|to}属性値にNCNameで許されない文字（「：」など）が指定されてい
ます。

対策：
{label|from|to}属性の値にNCNameを指定してください。

KEXL00009-EKEXL00009-EKEXL00009-EKEXL00009-E

必須項目が指定されていません。locator型要素に href属性は必須です。

要因：
locator型要素に href属性が指定されていません。

対策：
locator型要素に href属性を指定してください。
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KEXL00010-EKEXL00010-EKEXL00010-EKEXL00010-E

指定した URIが RFC2396に違反しています。

要因：
• メソッドのパラメタに RFC2396に違反したURIが指定されているか，または絶
対 URIが指定されていません。

• {role|arcrole|href}属性値が RFC2396に違反しています。
• XML Baseによって絶対 URI化をするときに，xml:base属性が RFC2396に違反
しています。

対策：
RFC2396に従った URIを指定してください。

KEXL00011-EKEXL00011-EKEXL00011-EKEXL00011-E

{role|arcrole}属性の値は絶対 URIでないといけません。

要因：
{role|arcrole}属性値に絶対 URIではない値が指定されています。

対策：
{role|arcrole}属性値に絶対 URIを指定してください。

KEXL00012-EKEXL00012-EKEXL00012-EKEXL00012-E

{from|to}に指定した要素がみつかりません。

要因：
arc型要素の {from|to}に指定したラベル名が同一拡張リンク中にありません。

対策：
arc型要素の {from|to}属性の値に，同一拡張リンク中にあるラベルを指定してくだ
さい。

KEXL00013-EKEXL00013-EKEXL00013-EKEXL00013-E

href属性に指定した XPointer式が評価できません。

要因：
href属性に指定した XPointer式が評価できなく，また該当するロケーションがあり
ません。

対策：
href属性に評価できる XPointer式を指定してください。

KEXL00014-EKEXL00014-EKEXL00014-EKEXL00014-E

href属性に指定した XPointer式が不正です。

要因：
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href属性に指定した XPointer式が XPointerとして不正です。

対策：
href属性に正しい XPointer式を指定してください。
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7.7　メッセージ KEXL10000-KEXL19999

KEXL10000-KEXL19999のメッセージの詳細について説明します。

KEXL10001-EKEXL10001-EKEXL10001-EKEXL10001-E

XPointerLocation.getStartPointメソッドは，ノード型が属性ノードまたは名前空間ノードである
ノードロケーションには適用できません。

要因：
XPointerLocation.getStartPointメソッドを，ノード型が属性ノードまたは名前空
間ノードであるノードロケーションに適用しています。内部エラーです。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEXL10002-EKEXL10002-EKEXL10002-EKEXL10002-E

XPointerLocation.getEndPointメソッドは，ノード型が属性ノードまたは名前空間ノードである
ノードロケーションには適用できません。

要因：
XPointerLocation.getEndPointメソッドを，ノード型が属性ノードまたは名前空間
ノードであるノードロケーションに適用しています。内部エラーです。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEXL10003-EKEXL10003-EKEXL10003-EKEXL10003-E

XPointerLocation.rangeToメソッドまたは range-to関数で生成するレンジの開始，終了ポイント
が，同一の XML文書の中にありません。

要因：
XPointerLocation.rangeToメソッドまたは range-to関数で生成するレンジの開始ポ
イントと終了ポイントが，同じ XML文書の中にありません。内部エラーの可能性
があります。

対策：
range-to関数によって生成するレンジの開始ポイントと終了ポイントは，同じ XML
文書の中にあるようにしてください。
解決しない場合は，システム管理者に連絡してください。

KEXL10004-EKEXL10004-EKEXL10004-EKEXL10004-E

XPointerManager.evaluateメソッドに指定された org.w3c.dom.Documentが不正です。

要因：
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XPointerManager.evaluateメソッドの documentパラメタに，正しい
org.w3c.dom.Documentが指定されていないか，または nullが指定されています。
内部エラーです。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEXL10005-EKEXL10005-EKEXL10005-EKEXL10005-E

メソッドのパラメタが不正です。

要因：
各メソッドのパラメタが不当です。内部エラーです。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEXL10006-EKEXL10006-EKEXL10006-EKEXL10006-E

XPointer式の構文エラーです。

要因：
XPointer式に文法的なエラーがあります。

対策：
XPointer式の文法的なエラーを取り除いてください。

KEXL10007-EKEXL10007-EKEXL10007-EKEXL10007-E

XPointerManager.evaluateメソッドに指定された org.w3c.dom.Documentが hereノード，
originノードのオーナードキュメントと異なります。

要因：
XPointerManager.evaluateメソッドの hereパラメタまたは originパラメタが有効
で，hereノードまたは originノードのオーナードキュメントが documentパラメタ
と異なります。内部エラーです。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEXL10008-EKEXL10008-EKEXL10008-EKEXL10008-E

XPointer式に here関数がありますが hereノードが指定されていません。

要因：
XPointerManager.evaluateメソッドで，XPointer式に here関数が指定されてお
り，かつ hereパラメタに nullが指定されています。内部エラーです。

対策：
システム管理者に連絡してください。
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KEXL10009-EKEXL10009-EKEXL10009-EKEXL10009-E

XPointer式に origin関数がありますが originノードが指定されていません。

要因：
XPointerManager.evaluateメソッドで，XPointer式に origin関数が指定されてお
り，かつ originパラメタに nullが指定されています。内部エラーです。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEXL10010-EKEXL10010-EKEXL10010-EKEXL10010-E

'"'が閉じられていません。

要因：
XPointer式のダブルクォーテーション「"」が閉じられていません。

対策：
文字列を正しくダブルクォーテーション「"」で囲んでください。

KEXL10011-EKEXL10011-EKEXL10011-EKEXL10011-E

"'"が閉じられていません。

要因：
XPointer式のシングルクォーテーション「'」が閉じられていません。

対策：
文字列を正しくシングルクォーテーション「'」で囲んでください。

KEXL10012-EKEXL10012-EKEXL10012-EKEXL10012-E

括弧の対応が取れていません。

要因：
XPointer式，または XPointer式の中の「"」や「'」で囲まれたリテラル内の括弧の
対応が取れていません。

対策：
括弧の対応を確認し，正しく対応するように修正してください。またはサーカムフ
レックスでエスケープしてください。

KEXL10013-EKEXL10013-EKEXL10013-EKEXL10013-E

サーカムフレックスの使用方法に誤りがあります。

要因：
XPointer式の中で，サーカムフレックスの使用方法に誤りがあます。

対策：
括弧をエスケープする目的以外でサーカムフレックスを記述する場合は，サーカム
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フレックスを二つ連続して記述（^^）してください。

KEXL10014-EKEXL10014-EKEXL10014-EKEXL10014-E

{0}関数に指定できる引数は {1}個だけです。
{0}：関数名
{1}：指定された引数の数

要因：
関数に指定した引数の数が不当です。

対策：
関数に指定できる引数の個数を確認し，正しい個数の引数を指定してください。

KEXL10015-EKEXL10015-EKEXL10015-EKEXL10015-E

xpointer()スキーマ式の中に何も指定されていません。

要因：
xpointer()スキーマ式の中に何も指定されていません。

対策：
xpointer()スキーマ式の中に適切な内容を指定してください。

KEXL10016-EKEXL10016-EKEXL10016-EKEXL10016-E

{0} は誤った数値の書き方です。
{0}：指定された数値

要因：
数値の書き方に誤りがあります。

対策：
数値の書き方を確認し，正しい書き方で指定してください。

KEXL10017-EKEXL10017-EKEXL10017-EKEXL10017-E

{0} は正しい関数名ではありません。
{0}：指定された関数名

要因：
不当な関数名が指定されています。

対策：
関数名を確認し，正しい関数名を指定してください。

KEXL10018-EKEXL10018-EKEXL10018-EKEXL10018-E

{0} が必要です。{1} は誤りです。
{0}：正しい構文の文字
1140



7.　メッセージ
{1}：指定された文字

要因：
構文的に不当な文字があります。

対策：
xpointer()スキーマ式の内容を確認し，正しい構文で記述してください。

KEXL10019-EKEXL10019-EKEXL10019-EKEXL10019-E

位置パスが必要です。{0} は誤りです。
{0}：指定されたパス

要因：
位置パスが必要な文脈で，位置パスが指定されていません。

対策：
位置パスが必要な個所に，正しく位置パスを指定してください。

KEXL10020-EKEXL10020-EKEXL10020-EKEXL10020-E

'/' または '//'の次に位置ステップが必要です。{0}
{0}：不当な文字

要因：
「/」または「//」の次に位置ステップが必要な文脈で，位置ステップが指定されてい
ません。

対策：
「/」または「//」の次に，正しく位置ステップを指定してください。

KEXL10021-EKEXL10021-EKEXL10021-EKEXL10021-E

ノードテスト NCName:* または QName のどちらかが必要です。

要因：
ノードテストの書き方に誤りがあります。

対策：
ノードテストの書き方を確認し，正しい書き方で指定してください。

KEXL10022-EKEXL10022-EKEXL10022-EKEXL10022-E

'/' または '//'の次に相対位置ステップが必要です。{0}
{0}：不当な文字

要因：
「/」または「//」の次に相対位置ステップが必要な文脈で，相対位置ステップが指定
されていません。

対策：
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「/」または「//」の次に，正しく相対位置ステップを指定してください。

KEXL10023-EKEXL10023-EKEXL10023-EKEXL10023-E

xpointer()スキーマ式の終わりに余分な文字があります。{0}
{0}：余分な文字

要因：
xpointer()スキーマ式の終わりに余分な文字があります。

対策：
xpointer()スキーマ式の終わりにある余分な文字を削除してください。

KEXL10024-EKEXL10024-EKEXL10024-EKEXL10024-E

',' が見つかりましたが後続の引数がありません。

要因：
関数引数の区切り文字である「,」のあとに，後続の引数が指定されていません。

対策：
関数引数の区切り文字である「,」のあとに，後続の引数を指定してください。

KEXL10025-EKEXL10025-EKEXL10025-EKEXL10025-E

{0} は正しい軸の名前ではありません。
{0}：指定された軸の名前

要因：
不当な軸の名前が指定されています。

対策：
軸の名前を確認し，正しい軸の名前を指定してください。

KEXL10026-EKEXL10026-EKEXL10026-EKEXL10026-E

'.[述部 ]' は正しくない書き方です。'self::node()[述部 ]' を使用してください。

要因：
「.［述部］」という書き方が指定されています。

対策：
「.［述部］」 という書き方の代わりに，「self::node()［述部］」を指定してください。

KEXL10027-EKEXL10027-EKEXL10027-EKEXL10027-E

{0} は正しいノード型の名前ではありません。
{0}：指定されたノード型の名前

要因：
不当なノード型の名前が指定されています。
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対策：
ノード型の名前を確認し，正しいノード型の名前を指定してください。

KEXL10028-EKEXL10028-EKEXL10028-EKEXL10028-E

名前空間接頭辞を名前空間名に解決できません。{0}
{0}：名前空間接頭辞

要因：
名前空間接頭辞に対する名前空間が宣言されていません。

対策：
名前空間接頭辞に対する名前空間を宣言してください。または，名前空間接頭辞に
誤りがないか確認してください。

KEXL10029-EKEXL10029-EKEXL10029-EKEXL10029-E

xpointer()スキーマ式の中に変数を記述することはできません。

要因：
xpointer()スキーマ式の中に変数が記述されています。

対策：
xpointer()スキーマ式の中の変数を削除してください。

KEXL10030-EKEXL10030-EKEXL10030-EKEXL10030-E

XPointerLocation.rangeToメソッドまたは range-to関数で生成したレンジの一方のポイントのコ
ンテナノードが要素型，テキスト型，ルート型以外のとき，もう一方のポイントも同一のコン
テナノードを持たなければなりません。

要因：
XPointerLocation.rangeToメソッドまたは range-to関数で生成したレンジの一方の
ポイントのコンテナノードが要素型，テキスト型，ルート型以外であり，もう一方
のポイントが同一のコンテナノードを持っていません。内部エラーの可能性があり
ます。

対策：
range-to関数で生成するレンジの一方のポイントのコンテナノードが要素型，テキ
スト型，ルート型以外の場合は，もう一方のポイントも同一のコンテナノードを持
つようにしてください。
解決しない場合は，システム管理者に連絡してください。

KEXL10031-EKEXL10031-EKEXL10031-EKEXL10031-E

XPointerLocation.rangeToメソッドまたは range-to関数で生成したレンジの開始ポイントが，終
了ポイントよりも文書順で後ろに存ってはなりません。

要因：
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XPointerLocation.rangeToメソッドまたは range-to関数で生成したレンジの開始ポ
イントが，終了ポイントよりも文書順で後ろにあります。内部エラーの可能性があ
ります。

対策：
range-to関数で生成するレンジの開始ポイントが，終了ポイントよりも文書順で前
または等しい位置にあるようにしてください。
解決しない場合は，システム管理者に連絡してください。

KEXL10034-EKEXL10034-EKEXL10034-EKEXL10034-E

属性ノードまたは名前空間ノードの開始ポイントを取得することはできません。

要因：
• start-point関数の引数が，属性ノードまたは名前空間ノードです。
• range-to関数評価時の文脈ロケーションが，属性ノードまたは名前空間ノードで
す。

• XPointerLocation.rangeToメソッドを適用したロケーションが，属性ノードまた
は名前空間ノードです。

• 内部エラーの可能性があります。

対策：
• start-point関数の引数が属性ノード，名前空間ノードにならないようにしてくだ
さい。

• range-to関数評価時の文脈ロケーションが属性ノード，名前空間ノードにならな
いようにしてください。

• 解決しない場合は，システム管理者に連絡してください。

KEXL10035-EKEXL10035-EKEXL10035-EKEXL10035-E

属性ノードまたは名前空間ノードの終了ポイントを取得することはできません。

要因：
end-point，range-to関数，XPointerLocation.rangeToメソッドの引数が属性ノー
ドまたは名前空間ノードです。内部エラーの可能性があります。

対策：
end-point関数，range-to関数の引数が属性ノードまたは名前空間ノードにならない
ようにしてください。
解決しない場合は，システム管理者に連絡してください。

KEXL10036-EKEXL10036-EKEXL10036-EKEXL10036-E

xpointer()スキーマ式の評価結果がロケーションセット型ではありません。

要因：
xpointer()スキーマ式の評価結果がロケーションセット型以外です。

対策：
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xpointer()スキーマ式の評価結果がロケーションセット型になるようにしてくださ
い。

KEXL10037-EKEXL10037-EKEXL10037-EKEXL10037-E

{0}関数の引数の型はロケーションセット型でなければなりません。
{0}：指定された関数名

要因：
count， local-name， name， namespace-uri， sum， start-point， end-point， range， 
range-inside，range-to関数の引数の型がロケーションセット型ではありません。

対策：
それぞれの関数の引数の型がロケーションセット型になるようにしてください。

KEXL10038-EKEXL10038-EKEXL10038-EKEXL10038-E

string-range関数の第 1引数の型はロケーションセット型でなければなりません。

要因：
string-range関数の第 1引数の型がロケーションセット型ではありません。

対策：
string-range関数の第 1引数の型がロケーションセット型になるようにしてくださ
い。

KEXL10039-EKEXL10039-EKEXL10039-EKEXL10039-E

XPointerLocation.compareByDocOrderメソッドで，異なる XML文書のロケーションを比較す
ることはできません。

要因：
XPointerLocation.compareByDocOrderメソッドで，異なる XML文書のロケー
ションを比較しています。内部エラーです。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEXL10040-EKEXL10040-EKEXL10040-EKEXL10040-E

XPointerLocation.compareByDocOrderメソッドで，同一要素に属する異なる属性ノードまたは
名前空間ノードをコンテナノードとする，二つのポイントを比較することはできません。

要因：
XPointerLocation.compareByDocOrderメソッドで，同一要素に属する異なる属性
ノードまたは名前空間ノードをコンテナノードとする，二つのポイントを比較して
います。内部エラーです。

対策：
システム管理者に連絡してください。
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KEXL10041-EKEXL10041-EKEXL10041-EKEXL10041-E

XPointerLocation.compareByDocOrderメソッドで，属性ノードまたは名前空間ノードと，その
ノードをコンテナノードとするポイントを比較することはできません。

要因：
XPointerLocation.compareByDocOrderメソッドで，属性ノードまたは名前空間
ノードと，そのノードをコンテナノードとするポイントを比較しています。内部エ
ラーです。

対策：
システム管理者に連絡してください。

KEXL10042-EKEXL10042-EKEXL10042-EKEXL10042-E

比較できないロケーションが同一ロケーションセットに追加されました。

要因：
|演算子などを用いて，比較できないロケーションが同一ロケーションセットに追
加されました。

対策：
比較できないロケーションを同一ロケーションセットに追加しないようにしてくだ
さい。

KEXL10043-EKEXL10043-EKEXL10043-EKEXL10043-E

',' が見つかりましたが先行する引数がありません。

要因：
関数引数の区切り文字である「,」の前に，先行する引数が指定されていません。

対策：
関数引数の区切り文字である「,」の前に，先行する引数を指定してください。

KEXL10044-EKEXL10044-EKEXL10044-EKEXL10044-E

{0} が必要です。
{0}：構文的に必要な文字

要因：
構文的に必要な文字がありません。

対策：
xpointer()スキーマ式の内容を確認し，正しい構文で記述してください。

KEXL10045-EKEXL10045-EKEXL10045-EKEXL10045-E

文字列，論理値，数値に評価される式をロケーションセットとして使用することはできません。

要因：
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文字列，論理値，数値に評価される式がロケーションセットとして使用されていま
す。

対策：
ロケーションパスの内容を確認し，文字列，論理値，数値に評価される式をロケー
ションセットとして使用しないでください。

KEXL19998-EKEXL19998-EKEXL19998-EKEXL19998-E

内部エラーです。

要因：
内部エラーです。

対策：
システム管理者に連絡してください。
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付録 A　XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ ID
付録 A　XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ
ID

ここでは，XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ IDについて説明します。

uCosminexus Business Reporting Processorでは，大きく分けて，次の内容を検証しま
す。

• XBRL文書共通の検証
• インスタンス文書の検証
• タクソノミー文書の検証
• リンクベースおよびリンクの検証

次に，ここで説明に使用する表の見方について説明します。

●「検証」欄の記載項目
XBRLInstanceDocumentBuilderまたは XBRLTaxonomyDocumentBuilderの
isValidating()が返す内容によって，検証されるかどうかが次のように異なります。
•「検証」欄が「あり」の項目

isValidating()が trueを返す場合だけ検証されます。
•「検証」欄が「－」の項目

isValidating()が falseを返す場合でも常に検証されます。

●「メッセージ」欄の「分類」欄の記載項目
XBRLParseErrorHandlerを実装したエラーハンドラが呼ばれるかどうかを示します。
•「分類」欄が「通知」の項目
エラーハンドラは呼ばれません。ログにだけメッセージが出力されます。

•「分類」欄が「通知」以外の項目
エラーハンドラのメソッドが呼ばれます。

付録 A.1　XBRL文書共通の検証
XBRL文書共通の検証では，要素の記述内容，IDの値，URIの文法が正しいか，などを
検証します。
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表 A-1　XBRL文書共通の検証

項
番

検証内容 検証 メッセージ XBRL
のバー
ジョン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1

1 XMLの構文が誤っています。 － 致命的
エラー，
エラー
または
警告

KEBR11003-
E※
KEBR11004-
W
KEBR11005-
E
KEBR11006-
E

△ △

2 XMLプロセッサを使用して XMLスキーマ検証
をし，誤りがあれば例外を通知します。

－ エラー
または
警告

△ －

3 あり － △

4 各要素の必須属性が記述されていません。または
必須の要素が記述されていません。

－ 致命的
エラー
または
エラー

KEBR10002-
E
KEBR10003-
E

○ ○

5 各要素の属性の値に使用できない値が指定されま
した。

－ 致命的
エラー

KEBR10025-
E

○ ○

6 各要素の属性の値に固定値以外が指定されまし
た。

－ 致命的
エラー

KEBR10000-
E

○ ○

7 各要素・各属性に指定できないデータ型の値が指
定されました（空文字列含む）。

－ 致命的
エラー

KEBR10036-
E
KEBR10037-
E

○ －

8 KEBR10021-
E
KEBR10036-
E

－ ○

9 接頭辞に対応する名前空間 URIの宣言が見つか
りません。

－ 致命的
エラー

KEBR10070-
E

－ ○

10 XBRL2.0の場合
インスタンス文書中で指定している id属性
が一意ではありません。

XBRL2.1の場合
タクソノミー本体中，リンクベース中，また
はインスタンス文書中で指定している id属
性が一意ではありません。

－ 致命的
エラー

KEBR10007-
E

○ ○

11 名前空間接頭辞が異なる要素，要素名が誤った要
素，または認識できない要素が指定されました。

あり 警告 KEBR10004-
W

○ －

12 xlink:role属性または xlink:arcrole属性が絶対
URIではありません。

－ 致命的
エラー

KEBR10041-
E

○ ○
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付録 A　XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ ID
（凡例）○：検証します。　△：XMLスキーマ検証時に検証します。　－：該当しません。
注※　XMLプロセッサで発生した警告 /エラー内容は，XBRLDOMExceptionの causeに設定され
ます。

また，XBRL文書が別文書と関係する場合，単純リンクや参照先文書，カスタムロール
やカスタムアークロールが正しいかなどを検証します。

表 A-2　別文書と関係する場合の検証

13 指定されている URIが，RFC2396に違反してい
ます。

－ 致命的
エラー

KEBR10030-
E
KEBR10031-
E

○ ○

14 xlink:href属性に指定した XPointer式の記述に
誤りがあります。

－ 致命的
エラー

KEBR11007-
E

－ ○

項
番

検証内容 検証 メッセージ XBRLの
バージョ
ン

分類 メッセー
ジ ID

2.0 2.
1

1 <link:schemaRef>要素の xlink:href属性に指定
されている XML文書のルート要素が
<xsd:schema>要素ではありません。

－ 致命的エ
ラー

KEBR100
56-E
KEBR110
11-E

－ ○

2 <link:linkbaseRef>要素の xlink:href属性に指定
されている XML文書のルート要素が
<link:linkbase>要素ではありません。

3 xlink:href属性のトラバース先が見つかりませ
ん。XML文書は存在しますが，要素が異なりま
す。

－ 致命的エ
ラー

KEBR110
10-E

－ ○

4 KEBR101
03-E

○ ○

5 単純リンクの xlink:role属性に指定されている内
容と，リンクベースで記述されているリンクの種
類が一致しません。

－ 致命的エ
ラー

KEBR100
16-E

○ －

6 エラー － ○

7 <link:linkbaseRef>要素の xlink:role属性で，標
準値以外のロールが指定されました。

－ 致命的エ
ラー

KEBR100
01-E

○ －

項
番

検証内容 検証 メッセージ XBRL
のバー
ジョン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1
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付録 A　XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ ID
8 － 警告 KEBR101
17-W

－ ○

9 <link:roleRef>要素の roleURI属性値と，参照先
の <link:roleType>要素の roleURI属性値が不一
致です。

－ 致命的エ
ラー

KEBR100
66-E

－ ○

10 <link:arcroleRef>要素の arcroleURI属性値と，
参照先の <link:arcroleType>要素の arcroleURI
属性値が不一致です。

11 次の要素のリンク先が正しく，かつ xlink:href属
性の参照先に，既知のスキーマ※の名前空間 URI
が記述された targetNamespace属性を持つ XML
スキーマ文書が指定されました。
• <link:schemaRef>要素
• <link:roleRef>要素
• <link:arcroleRef>要素
• <link:loc>要素

－ 致命的エ
ラー

KEBR101
07-E
KEBR110
11-E

－ ○

12 xlink:href属性で記述した XPointer式によって
求められる要素が複数あります。またはエレメン
ト要素以外が参照されています。

－ 致命的エ
ラー

KEBR100
71-E

－ ○

13 <xbrli:xbrl>要素，または <link:linkbase>要素
の下位要素内に，次の要素が複数記述されていま
す。
• 同じ roleURI属性を持つ <link:roleRef>要素
• 同じ arcroleURI属性を持つ <link:arcroleRef>
要素

－ 致命的エ
ラー

KEBR100
69-E

－ ○

14 <xsd:schema>要素の下位要素内に，次の要素が
複数記述されています。
• 同じ roleURI属性を持つ <link:roleRef>要素
• 同じ arcroleURI属性を持つ <link:arcroleRef>
要素

－ 致命的エ
ラー

KEBR100
69-E

－ ○

15 <link:roleType>要素または <link:arcroleType>
要素の下位要素内に，同じ値を持つ
<link:usedOn>要素が複数記述されています。
なお，名前空間接頭辞が異なっても名前空間 URI
が同じ場合，同じ値と判断されます。

あり エラー KEBR100
48-E

－ ○

16 同じロールのリンクベースの URIが一つの
XBRL文書内で複数指定されています。

あり 警告 KEBR100
42-W

○ －

17 同じ roleURI属性を持つ <link:roleType>要素ま
たは同じ arcroleURI属性を持つ
<link:arcroleType>要素が再定義されています。

－ エラー KEBR100
50-E

－ ○

項
番

検証内容 検証 メッセージ XBRLの
バージョ
ン

分類 メッセー
ジ ID

2.0 2.
1
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付録 A　XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ ID
（凡例）○：検証します。　－：該当しません。

注※
表中の既知のスキーマは，次の種類を示します。

XBRL2.0の場合
• http://www.xbrl.org/2001/instance
• http://www.xbrl.org/2001/XLink/xbrllinkbase
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
• http://www.w3.org/1999/xlink
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema
• http://www.w3.org/XML/1998/namespace

XBRL2.1の場合
• http://www.xbrl.org/2003/instance
• http://www.xbrl.org/2003/linkbase
• http://www.xbrl.org/2003/XLink
• http://www.w3.org/1999/xlink
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance

18 同じ roleURI属性を持つ <link:roleType>要素ま
たは同じ arcroleURI属性を持つ
<link:arcroleType>要素が再定義されていて，
<link:definition>要素および <link:usedOn>要
素下も同じ値が記述されています。

－ 通知 KEBR100
49-I

－ ○

19 xlink:role属性または xlink:arcrole属性の値が標
準値または使用できるカスタムロール /カスタム
アークロールの値ではありません。

あり エラー KEBR100
47-E

－ ○

20 次の要素の roleURI属性値または arcroleURI属
性値に，XBRLで決められている標準値を再定義
しようとしました。
• <link:roleType>要素
• <link:arcroleType>要素
• <link:roleRef>要素
• <link:arcroleRef>要素

－ エラー KEBR100
50-E

－ ○

21 <link:linkbaseRef>要素の xlink:arcrole属性に，
XBRL2.0の場合は推奨値以外，XBRL2.1の場合
は標準値以外が指定されました。

－ 致命的エ
ラー

KEBR100
01-E

○ －

22 KEBR100
46-E

－ ○

項
番

検証内容 検証 メッセージ XBRLの
バージョ
ン

分類 メッセー
ジ ID

2.0 2.
1
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付録 A　XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ ID
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema
• http://www.w3.org/XML/1998/namespace

付録 A.2　インスタンス文書の検証
インスタンス文書の検証では，アイテムやタプルの指定内容などを検証します。

検証方法には，通常の検証と，完全な妥当性検証の 2とおりがあります。それぞれの検
証内容について次に示します。

（1） 通常の検証の場合

表 A-3　インスタンス文書の検証

項
番

検証内容 検
証

メッセージ XBRL
のバー
ジョン

XBR
L 

Dime
nsion
sの
バー
ジョ
ン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1

1.0

1 次の名前空間が宣言されていません。
• http://www.xbrl.org/2001/instance

－ 致命的
エラー

KEBR10039-
E

○ － －

2 ルート要素に <xbrli:group>要素または
<xbrli:xbrl>要素以外が指定されました。

－ 致命的
エラー

KEBR10033-
E

○ － －

3 インスタンス文書に <xbrli:xbrl>要素が含ま
れていません。

－ 致命的
エラー

KEBR10110-
E

－ ○ ○

4 parse()メソッドに渡した要素が
<xbrli:xbrl>要素ではありません。

5 XBRLInstanceDocumentBuilder#parse()メ
ソッドで複数の <xbrli:xbrl>要素を持つ
XML文書を解析しました。

あ
り

警告 KEBR10111-
W

－ ○ ○

6 ルート要素以外に <xbrli:group>要素の記述
があります。

－ 通知 KEBR10017-
I

○ － －

7 schemaLocation属性に，既知のスキーマ※
だけ，または空文字列が指定されました。

－ 致命的
エラー

KEBR10107-
E

○ － －

8 schemaLocation属性に指定した文書に，タ
クソノミー文書でないものが含まれていま
す。
次の要素が一つも含まれていない場合は，タ
クソノミー文書でないと判断されます。
• <link:linkbaseRef>要素
• エレメント要素
• 各種の拡張リンク

－ 警告 KEBR10105-
W

○ － －
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付録 A　XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ ID
9 アイテムと関連づけられていないコンテキス
ト要素の記述があります。

あ
り

警告 KEBR10020-
W

○ － －

10 あ
り

警告 KEBR10004-
W

－ ○ ○

11 アイテムと関連づけられていないユニット要
素の記述があります。

あ
り

警告 KEBR10004-
W

－ ○ ○

12 アイテムに指定されたコンテキストに対応す
るコンテキスト要素がありません。
または，参照している要素が同じ
<xbrli:xbrl>要素のスコープ内にありませ
ん。

－ 致命的
エラー

KEBR10006-
E

○ ○ ○

13 アイテムに指定されたユニットに対応するユ
ニット要素がありません。
または，参照している要素が同じ
<xbrli:xbrl>要素のスコープ内にありませ
ん。

－ 致命的
エラー

KEBR10006-
E

－ ○ ○

14 <xbrli:period>要素で期間が指定されていま
せん。
XBRL2.0の場合，同日の日付は致命的エ
ラーになります。
XBRL2.1の場合，同日の日付は時間が省略
されていると解釈され，正常データとして扱
われます。

－ 致命的
エラー

KEBR10010-
E

○ ○ ○

15 <xbrli:period>要素の日付・期間の値が誤っ
ています。

－ 致命的
エラー

KEBR10009-
E

○ － －

16 <xbrli:period>要素の子要素の関係が正しく
ありません。

－ 致命的
エラー

KEBR10035-
E

○ ○ ○

17 <xbrli:segment>要素または
<xbrli:scenario>要素の子要素に，次の名前
空間 URIの要素が含まれています。
• http://www.xbrl.org/2003/instance

あ
り

エラー KEBR10057-
E

－ ○ ○

18 <xbrli:segment>要素または
<xbrli:scenario>要素の子要素に，アイテム
またはタプルが記述されました。

項
番

検証内容 検
証

メッセージ XBRL
のバー
ジョン

XBR
L 

Dime
nsion
sの
バー
ジョ
ン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1

1.0
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付録 A　XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ ID
19 <xbrli:unit>要素の子要素である
<xbrli:measure>要素の値の接頭辞が次の名
前空間 URIを示す場合，ローカルパートの
値には「pure」または「shares」を指定す
る必要があります。
• http://www.xbrl.org/2003/instance

あ
り

エラー KEBR10059-
E

－ ○ ○

20 <xbrli:unit>要素の子要素である
<xbrli:unitNumerator>要素と，同じ値を持
つ <xbrli:unitDenominator>要素の記述が
あります。

あ
り

エラー KEBR10050-
E

－ ○ ○

21 アイテムの型と <xbrli:measure>要素の値
の関係が不正です。詳細については，この表
の下の「アイテムの型と <xbrli:measure>
要素の値との対応」を参照してください。

あ
り

エラー KEBR10058-
E

－ ○ ○

22 アイテムまたはタプル要素がタクソノミー文
書で定義されていません。

－ エラー KEBR10038-
E

○ ○ ○

23 アイテムで参照しているコンテキスト要素が
利用できません。次の場合が考えられます。
• アイテムで使用するコンテキスト要素の参
照はできますが，このコンテキスト要素が
アイテムに対応していません。

• numericContext属性に非数値コンテキス
トの IDを指定しました。

• nonNumericContext属性に数値コンテキ
ストの IDを指定しました。

• contextRef属性の参照が，<xbrli:unit>要
素などの目的と異なる要素を指しています
（XBRL2.1の場合）。

－ 致命的
エラー

KEBR10103-
E

○ ○ ○

24 インスタンス文書中のアイテムに子要素が記
述されました。
XBRL2.1の場合，xbrli:fractionItemType
型には <xbrli:unitNumerator>要素と
<xbrli:unitDenominator>要素を記述できま
す。

－ 致命的
エラー

KEBR10044-
E

○ ○ ○

25 インスタンス文書で指定できない要素がタク
ソノミー本体に記述されています。
• abstract属性が trueの要素。
• element要素の substitutionGroup属性が

xbrli:itemまたは xbrli:tuple以外の要素。

－ 致命的
エラー

KEBR10045-
E

○ ○ ○

項
番

検証内容 検
証

メッセージ XBRL
のバー
ジョン

XBR
L 

Dime
nsion
sの
バー
ジョ
ン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1

1.0
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付録 A　XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ ID
26 数値型アイテムに，precision属性および
decimals属性が同時に指定されました。な
お，xbrli:fractionItemType型にはどちらの
属性も指定できません。

－ 致命的
エラー

KEBR10068-
E

－ ○ ○

27 数値型アイテムで xsi:nil="true"のときに，
precision 属性または decimals属性が指定さ
れました。指定された属性は無視されます。

－ エラー KEBR10072-
E

－ ○ ○

28 nillable="true"の要素宣言に対応するタプル
に子要素が指定されました。または，アイテ
ムに値が指定されているのに，要素の属性に
xsi:nil="true"が指定されました。指定され
た子要素および値は無視されます。

－ エラー KEBR10072-
E

－ ○ ○

29 要素宣言の <xbrli:periodType>要素の指定
と，アイテムから参照しているコンテキスト
要素の <xbrli:period>要素の記述が不一致で
す。
<xbrli:periodType>要素が instantまたは
durationの場合に検証されます。それ以外
の場合は検証されません。

あ
り

エラー KEBR10051-
E

－ ○ ○

30 デフォルト値がインスタンス文書に指定され
ています。

あ
り

エラー KEBR16200-
E

－ － ○

31 ハイパーキューブの定義に基づいてアイテム
を評価した結果が次の点で不正です。
• allのハイパーキューブが不正です。

あ
り

エラー KEBR16201-
E

－ － ○

32 ハイパーキューブの定義に基づいてアイテム
を評価した結果が次の点で不正です。
• notAllのハイパーキューブが妥当です。

あ
り

エラー KEBR16202-
E

－ － ○

33 タクソノミー文書ではセグメント要素で定義
しているアイテムを，インスタンス文書では
シナリオ要素に記述しているなど，Context 
Containerの値が異なっています。

あ
り

エラー KEBR16203-
E

－ － ○

34 usable="false"が指定されているアイテムを
インスタンス文書に指定しています。
なお，同じ二つのアイテムに対して
usable="false"と usable="true"が定義され
ている場合は，usable="false"と解釈しま
す。

あ
り

エラー KEBR16204-
E

－ － ○

項
番

検証内容 検
証

メッセージ XBRL
のバー
ジョン

XBR
L 

Dime
nsion
sの
バー
ジョ
ン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1

1.0
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付録 A　XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ ID
（凡例）○：検証します。　－：該当しません。

注※
表中の既知のスキーマは，次の種類を示します。

XBRL2.0の場合
• http://www.xbrl.org/2001/instance
• http://www.xbrl.org/2001/XLink/xbrllinkbase
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
• http://www.w3.org/1999/xlink
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema
• http://www.w3.org/XML/1998/namespace

XBRL2.1の場合
• http://www.xbrl.org/2003/instance
• http://www.xbrl.org/2003/linkbase

35 closed="true"が指定されているハイパー
キューブで，そのハイパーキューブでは定義
されていないディメンジョンをインスタンス
文書に指定しています。

あ
り

エラー KEBR16205-
E

－ － ○

36 DTSに含まれているが，DRSには含まれて
いないメンバをインスタンス文書に指定して
います。

あ
り

エラー KEBR16206-
E

－ － ○

37 一つのコンテキストに同じディメンジョンが
複数指定されています。

あ
り

エラー KEBR16207-
E

－ － ○

38 <xbrldi:typedMember>要素の dimension
属性が，Typed Dimensionではありません。

あ
り

エラー KEBR16208-
E

－ － ○

39 <xbrldi:explicitMember>要素の dimension
属性が，Explicit Dimensionではありませ
ん。

あ
り

エラー KEBR16209-
E

－ － ○

40 <xbrldi:explicitMember>要素の内容に指定
されている QNameが，DTSに存在しませ
ん。

あ
り

エラー KEBR16210-
E

－ － ○

41 cbrp.parse.validate.dimensions.roleプロパ
ティに指定されたロールが定義されていませ
ん。

あ
り

警告 KEBR16211-
W

－ － ○

項
番

検証内容 検
証

メッセージ XBRL
のバー
ジョン

XBR
L 

Dime
nsion
sの
バー
ジョ
ン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1

1.0
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付録 A　XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ ID
• http://www.xbrl.org/2003/XLink
• http://www.w3.org/1999/xlink
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema
• http://www.w3.org/XML/1998/namespace

アイテムの型と <xbrli:measure>要素の値との対応
アイテムの型に応じて，対応する <xbrli:unit>要素の <xbrli:measure>要素の値が
正しいかが検証されます。なお，アイテムの型は，派生元が同型である場合も含ま
れます。
アイテムの型と，対応する <xbrli:measure>要素の値を次の表に示します。

表 A-4　アイテムの型と，対応する <xbrli:measure>要素の値

（2） 完全な妥当性検証の場合

インスタンス文書の完全な妥当性検証で検証される内容は次のとおりです。

表 A-5　インスタンス文書の完全な妥当性検証

項番 アイテムの型 <xbrli:measure>要素の値

名前空間接頭辞 ローカルパート

1 xbrli:monetaryItem
Type型

次の名前空間 URIを示す接頭辞を指定し
ます。
• http://www.xbrl.org/2003/iso4217

ISO4217で定義された
値

2 xbrli:sharesItemTyp
e型

次の名前空間 URIを示す接頭辞を指定し
ます。
• http://www.xbrl.org/2003/instance

shares

3 xbrli:pureItemType
型

pure

4 上記以外 検証されません。接頭辞に対応する名前空間 URIが見つからない場
合は，致命的エラーになります。

項
番

検証内容 メッセージ

分類 メッセージ ID

1 measure要素の値（xsd:QName型）の名前空間が ISO4217のとき，
ローカルパートに対応する値が，単位の一覧で指定された値の中にあ
りません。

エ
ラー

KEBR15201-
E

2 タプル要素の属性として，次に示す XBRL2.1規格の名前空間に属する
属性が記述されています。
• http://www.xbrl.org/2003/instance
• http://www.xbrl.org/2003/linkbase
• http://www.xbrl.org/2003/XLink
• http://www.xbrl.org/1999/xlink

エ
ラー

KEBR15211-
E
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付録 A　XBRL文書の検証内容と対応するメッセージ ID
付録 A.3　タクソノミー文書の検証
タクソノミー文書の検証では，要素の宣言，要素の記述位置，インポートやインクルー
ドの指定などを検証します。

検証方法には，通常の検証と，完全な妥当性検証の 2とおりがあります。それぞれの検
証内容について次に示します。

3 requires-elementアークに，インスタンス文書に必要な要素が記述さ
れていません。

エ
ラー

KEBR15221-
E

4 essence-aliasアークを検証した結果，インスタンス文書中のアイテム
同士が p-equalかつ c-equalですが，u-equalではありません。

エ
ラー

KEBR15231-
E

5 essence-aliasアークを検証した結果，インスタンス文書中のアイテム
同士が p-equalかつ c-equalかつ u-equalですが，v-equalではありま
せん。

エ
ラー

KEBR15232-
E

6 essence-aliasアークを検証した結果，p-equalかつ c-equalである同一
名称（名前空間とローカル名が同じ）のアイテムが，複数存在しまし
た。

警告 KEBR15233-
W

7 essence-aliasアークを検証した結果，二つの拡張リンクの誤りによっ
て，推測したアイテムに矛盾がありました。この場合，PTVIには最初
に推測した値が含まれます。

エ
ラー

KEBR15234-
E

8 summation-itemアークを検証した結果，合計値と検証値が等しくあり
ません。

エ
ラー

KEBR15241-
E

9 summation-itemアークを検証した結果，p-equal，c-equalかつ
u-equalである同一名称（名前空間とローカル名が同じ）のアイテム
が，複数存在しました。

警告 KEBR15242-
W

10 summation-itemアークを検証した結果，p-equal，c-equalかつ
u-equalである同一名称（名前空間とローカル名が同じ）のアイテム
が，複数存在しました。このため，合計値の検証は行われませんでし
た。

警告 KEBR15243-
W

11 summation-itemアークを検証した結果，アイテムの precision属性の
値に 0が記述されていました。または，decimals属性から推測した
precision属性の値が 0以下になっていました。

警告 KEBR15251-
W

12 数値アイテムの値が，java.lang.Double.isInfinite()メソッドで true と
なる 正負の値，または，数値アイテムの値が 0 の近似値であり小数点
以下の桁数が 1024 桁を超える値が記述されていました。

警告 KEBR15252-
W

項
番

検証内容 メッセージ

分類 メッセージ ID
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（1） 通常の検証の場合

表 A-6　タクソノミー文書の検証

項
番

検証内容 検
証

メッセージ XBRL
のバー
ジョン

XBR
L 

Dime
nsion
sの
バー
ジョ
ン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1

1.0

1 次の名前空間が宣言されていません。
• http://www.w3.org/2001/XMLSchema

－ 致命
的エ
ラー

KEBR10039-
E

○ － －

2 parse()メソッドで渡されたスキーマ文書に，
タクソノミー文書でないものが含まれていま
す。
次の要素が一つも含まれていない場合は，タ
クソノミー文書でないと判断されます。
• <link:linkbaseRef>要素
• エレメント要素
• 各種の拡張リンク

－ 警告 KEBR10105-
W

○ － －

3 ルート要素に <xsd:schema>要素以外が指定
されました。

－ 致命
的エ
ラー

KEBR10033-
E

○ － －

4 <xsd:schema>要素に targetNamespaceが記
述されていません。XBRL2.1では，
<xsd:include>要素以外で読み込まれた文書の
場合にこのエラーが発生します。

－ 致命
的エ
ラー

KEBR10003-
E

○ ○ ○

5 <xsd:import>要素の schemaLocation属性で
指定されたスキーマ文書がタクソノミー文書
ではありません。
次の要素が一つも含まれていない場合は，タ
クソノミー文書でないと判断されます。
• <link:linkbaseRef>要素
• エレメント要素
• 各種の拡張リンク

－ 警告 KEBR10105-
W

○ － －

6 拡張されたタクソノミー文書が最大階層数を
超えました。

－ 致命
的エ
ラー

KEBR10106-
E

○ － －

7 タクソノミー文書に含めることができる XML
文書の数が，最大数を超えました。

－ 致命
的エ
ラー

KEBR10113-
E

－ ○ ○

8 タクソノミー本体で記述されている
<xsd:import>要素がループしています。

－ 警告 KEBR10043-
W

○ － －
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9 タクソノミー本体で記述されている
<xsd:import>要素または <xsd:include>要素
がループしています。

あ
り

警告 KEBR10052-
W

－ ○ ○

1
0

タクソノミー本体に，同じ名前空間を持つ同
じ要素が複数定義されています。

－ 致命
的エ
ラー

KEBR10007-
E

○ ○ ○

1
1

要素の型の定義が同一タクソノミー本体内で
定義されていません。

－ 警告 KEBR10101-
W

○ － －

1
2

要素の型の定義が見つかりません。
<xsd:import>要素および <xsd:include>要素
で参照している文書内にもありません。

－ エ
ラー

KEBR10112-
E

－ ○ ○

1
3

サポートされていない形式でユーザーデータ
型を定義しています。

－ 警告 KEBR10102-
W

○ ○ ○

1
4

part要素の代替要素がタクソノミー本体で定
義されていません。

－ エ
ラー

KEBR10040-
E

○ － －

1
5

要素宣言のタプルに，指定できない
xbrli:periodType属性または xbrli:balance属
性が指定されました。

あ
り

エ
ラー

KEBR10064-
E

－ ○ ○

1
6

要素宣言のアイテムの型が
xbrli:monetaryItemType型（派生元が
xbrli:monetaryItemType型も含む）以外の場
合に，balance属性が記述されました。

あ
り

エ
ラー

KEBR10064-
E

－ ○ ○

1
7

要素宣言のアイテムで，xbrli:periodType属性
が省略されました。

あ
り

エ
ラー

KEBR10065-
E

－ ○ ○

1
8

xbrli:periodType属性で "instant"および
"duration"以外の文字（空文字列含む）が指
定されました。または，xbrli:balance属性で
"debit"および "credit"以外の文字（空文字列
含む）が指定されました。

あ
り

エ
ラー

KEBR10061-
E

－ ○ ○

1
9

XPath"schema/annotation/appinfo/
link:linkbase/*"以外に，拡張リンク
（xlink:type="extended"の要素）が記述され
ています。

あ
り

エ
ラー

KEBR10067-
E

－ ○ ○

2
0

XPath"schema/annotation/appinfo/*"以外に，
<link:linkbaseRef>要素
（xlink:type="simple"の要素）が記述されてい
ます。

項
番

検証内容 検
証

メッセージ XBRL
のバー
ジョン

XBR
L 

Dime
nsion
sの
バー
ジョ
ン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1

1.0
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2
1

XPath"schema/annotation/appinfo/
link:linkbase/*"以外に，<link:roleRef>要素，
<link:arcroleRef>要素（xlink:type="simple"
の要素）が記述されています。

2
2

XPath"schema/annotation/appinfo/*"以外に，
<link:roleType>要素，<link:arcroleType>要
素が記述されています。

2
3

<link:arcroleType>要素の cyclesAllowed属
性で "any"，"undirected"および "none"以外
の文字（空文字列含む）が指定されました。

あ
り

エ
ラー

KEBR10061-
E

－ ○ ○

2
4

targetNamespace属性に空文字列が指定され
ています。

あ
り

エ
ラー

KEBR10076-
E

－ ○ ○

2
5

同じ名前空間 URIかつ同じ name属性値を持
つユーザーデータ型の宣言が，異なる文書中
に複数あります。

あ
り

エ
ラー

KEBR10077-
E

－ ○ ○

2
6

同じ名前空間 URIかつ同じ name属性値を持
つ代替グループのヘッド要素が，異なる文書
中に複数あります。

2
7

ハイパーキューブの要素宣言に
abstract="true"が指定されていません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16000-
E

－ － ○

2
8

ディメンジョンの要素宣言に abstract="true"
が指定されていません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16001-
E

－ － ○

2
9

has-hypercube（all）アークのソースがアイ
テムの要素宣言ではありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16002-
E

－ － ○

3
0

has-hypercube（notAll）アークのソースがア
イテムではありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16003-
E

－ － ○

3
1

has-hypercube（all）アークのターゲットが
ハイパーキューブではありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16004-
E

－ － ○

3
2

has-hypercube（notAll）アークのターゲット
がハイパーキューブではありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16005-
E

－ － ○

3
3

hypercube-dimensionアークのソースがハイ
パーキューブではありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16006-
E

－ － ○

3
4

hypercube-dimensionアークのターゲットが
ディメンジョンではありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16007-
E

－ － ○

項
番

検証内容 検
証

メッセージ XBRL
のバー
ジョン

XBR
L 

Dime
nsion
sの
バー
ジョ
ン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1

1.0
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3
5

dimension-domainアークのソースが Explicit 
Dimensionではありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16008-
E

－ － ○

3
6

dimension-domainアークのターゲットがアイ
テムではありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16009-
E

－ － ○

3
7

domain-memberアークのソースがアイテムで
はありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16010-
E

－ － ○

3
8

domain-memberアークのターゲットがアイテ
ムではありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16011-
E

－ － ○

3
9

dimension-defaultアークのソースが Explicit 
Dimensionではありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16012-
E

－ － ○

4
0

dimension-defaultアークのターゲットがアイ
テムではありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16013-
E

－ － ○

4
1

has-hypercube（all）アークに
xbrldt:contextElement属性がありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16014-
E

－ － ○

4
2

has-hypercube（notAll）アークに
xbrldt:contextElement属性がありません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16015-
E

－ － ○

4
3

xbrldt:targetRole属性の値である URIが，
roleRefで解決できません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16016-
E

－ － ○

4
4

xbrldt:typedDomainRef属性が指しているス
キーマが，DTSに含まれていません。

あ
り

エ
ラー

KEBR16017-
E

－ － ○

4
5

xbrldt:typedDomainRef属性が，ディメン
ジョンの要素宣言以外の場所に記載されてい
ます。

あ
り

エ
ラー

KEBR16018-
E

－ － ○

4
6

xbrldt:typedDomainRef属性の値に次のどれ
かの不正が存在します。
• 指しているスキーマが存在しない
• XML Schemaのグローバル要素宣言がない
• 抽象要素になっている。

あ
り

エ
ラー

KEBR16019-
E

－ － ○

4
7

xbrldt:typedDomainRef属性の URIに次のど
れかの不正が存在します。
• 不正な URIである
• fragment identifierがない

あ
り

エ
ラー

KEBR16020-
E

－ － ○

4
8

DRSに有向循環があります。 － エ
ラー

KEBR16021-
E

－ － ○

項
番

検証内容 検
証

メッセージ XBRL
のバー
ジョン

XBR
L 

Dime
nsion
sの
バー
ジョ
ン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1

1.0
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（凡例）○：検証します。　－：該当しません。

（2） 完全な妥当性検証の場合

タクソノミー文書の完全な妥当性検証で検証される内容は次のとおりです。

表 A-7　タクソノミー文書の完全な妥当性検証

付録 A.4　リンクベースおよびリンクの検証
リンクベースおよびリンクの検証では，拡張リンクやリンクの上書きを検証します。

検証方法には，通常の検証と，完全な妥当性検証の 2とおりがあります。それぞれの検
証内容について次に示します。

4
9

アイテムが自身のドメイン・メンバにもなっ
ており，循環があります。

－ エ
ラー

KEBR16022-
E

－ － ○

5
0

一つのディメンジョンに二つ以上のデフォル
ト・メンバがあります。

あ
り

エ
ラー

KEBR16023-
E

－ － ○

項
番

検証内容 メッセージ

分類 メッセージ
ID

1 タプルが，混合内容または単純な内容を持てるように定義されています。 エ
ラー

KEBR15001
-E

2 タプルの子孫要素が anonymous型（匿名）宣言を含んでいます。

3 タプルに含められる要素の宣言が局所定義されています。

4 タプルに含められる要素の宣言が参照定義になっていますが，その参照
先が xbrli:itemまたは xbrli:tupleから派生した要素のグローバル要素で
はありません。

5 xbrli:fractionItemType型以外のユーザーデータ型定義の
<xsd:element>要素で，その子要素として <xsd:simpleContent>または
<xsd:annotation>要素以外が宣言されています。

エ
ラー

KEBR15002
-E

項
番

検証内容 検
証

メッセージ XBRL
のバー
ジョン

XBR
L 

Dime
nsion
sの
バー
ジョ
ン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1

1.0
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（1） 通常の検証の場合

表 A-8　リンクベースおよびリンクの検証

項
番

検証内容 検証 メッセージ XBRL
のバー
ジョン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1

1 ルート要素に <link:linkbase>要素以外が指定さ
れました。

－ 致命的
エラー

KEBR10033-
E

○ －

2 次の名前空間が宣言されていません。
• http://www.xbrl.org/2001/XLink/xbrllinkbase

－ 致命的
エラー

KEBR10039-
E

○ －

3 同一拡張リンク中に同じ弧を持つアーク型要素が
記述されています。

－ 致命的
エラー

KEBR10032-
E

○ ○

4 同一ファイル内で，リンクが双方向で記述されて
いません。

－ 警告 KEBR10012-
W

○ －

5 双方向のリンクの記述が一致していません。 － 致命的
エラー

KEBR10013-
E

○ －

6 アーク型要素に対応するロケータ型要素またはリ
ソース型要素が見つかりません。

－ 致命的
エラー

KEBR10018-
E

○ ○

7 参照先が利用できません。参照先のファイルはあ
りますが，IDに対応する要素が見つかりません。

－ 致命的
エラー

KEBR10103-
E

○ ○

8 リソース型要素を指す <link:loc>要素の記述があ
りますが，その <link:loc>要素を指すアーク型要
素の use属性の値が "prohibited"ではありませ
ん。

－ エラー KEBR10116-
E

－ ○

9 拡張リンクの <link:loc>要素が，アイテムまたは
タプルを指していません。

－ 警告 KEBR10108-
W

○ －

10 拡張リンクの <link:loc>要素が，アーク型要素の
xlink:role属性の値と対応した要素を指していま
せん。

－ 致命的
エラー

KEBR10071-
E

－ ○

11 拡張リンクのリンク内でタクソノミー本体の要素
を指す場合に，参照先の要素が abstract="true"
で記述されています。

－ 警告 KEBR10109-
W

○ －

12 アーク型要素の xlink:from属性，および
xlink:to属性に指定されたラベル名に対応する要
素が誤っています。

－ 致命的
エラー

KEBR10019-
E

○ ○

13 アーク型要素からつながらないリソース型要素，
またはロケータ型要素があります。

あり 警告 KEBR10004-
W

○ ○

14 アーク型要素の weight属性，order属性に数値
以外の値が指定されました。または，範囲に誤り
があります。

－ 致命的
エラー

KEBR10021-
E

○ ○

15 <link:calculationArc>要素の weight属性に 0が
指定されました。

あり エラー KEBR10053-
E

－ ○
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（凡例）○：検証します。　－：該当しません。

（2） 完全な妥当性検証の場合

リンクベースの完全な妥当性検証で検証される内容は次のとおりです。

表 A-9　リンクベースの完全な妥当性検証

16 <link:calculationArc>要素の weight属性と，ロ
ケータ型要素が参照しているアイテムの
xbrli:balance属性の値が不一致です。

17 <link:definitionArc>要素のアークロール属性が
"essence-alias"の場合，xlink:from側および
xlink:to側の type属性が不一致です。

あり エラー KEBR10054-
E

－ ○

18 アーク型要素の use属性が prohibitedの場合に，
上書きするリンクがありません。

あり 警告 KEBR10014-
W

○ ○

19 同じ priority属性を持つ同じリンクが複数記述さ
れています。

－ エラー KEBR10024-
E

○ －

20 同じ priority属性を持つ同じリンクが複数記述さ
れていて，どのリンクにも use="prohibited"が
指定されていません。

－ 警告 KEBR10074-
W

－ ○

21 同じ xlink:role属性で同じ xml:lang属性を持つ
ラベル要素が複数あります。

－ 致命的
エラー

KEBR10029-
E

○ －

22 あり 警告 KEBR11008-
W

－ ○

23 インスタンス文書以外で脚注リンクの記述があり
ます。

あり 警告 KEBR10004-
W

○ ○

24 拡張リンク内に，指定できないリソース型要素が
あります。

あり エラー KEBR10062-
E

－ ○

項
番

検証内容 メッセージ

分類 メッセージ
ID

1 関係ネットワークのカスタムアークロールに対応する link:arcroleType
要素が見つかりません。

エ
ラー

KEBR15101
-E

2 関係ネットワークのカスタムアークロールに対応する link:arcroleType
要素が複数存在し，cyclesAllowed属性の値が不一致です。

エ
ラー

KEBR15102
-E

3 関係ネットワークに，許可されない循環がありました。 エ
ラー

KEBR15104
-E

項
番

検証内容 検証 メッセージ XBRL
のバー
ジョン

分類 メッセージ
ID

2.
0

2.
1
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4 関係ネットワークに，許可されない複数の経路がありました。 エ
ラー

KEBR15105
-E

5 essence-aliasアークの関係ネットワークに含まれる要素宣言のデータ型
が不一致です。データ型の派生元が同一であっても検出されます。

エ
ラー

KEBR15111
-E

6 essence-aliasアークの関係ネットワークに含まれる要素宣言の
periodType属性値または balance属性値が不一致です。

エ
ラー

KEBR15112
-E

7 summation-itemアークの関係ネットワークに含まれる要素宣言のデー
タ型が不一致です。ただし，データ型の派生元が同一ならば検出されま
せん。

エ
ラー

KEBR15121
-E

8 summation-itemアークの関係ネットワークに含まれる要素宣言が数値
型ではありません。

エ
ラー

KEBR15122
-E

項
番

検証内容 メッセージ

分類 メッセージ
ID
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付録 B　脚注リンクの再作成
既存のインスタンス文書を編集する場合，すでに脚注リンクがあるときは，既存の脚注
リンクが再作成されます。

ここでは，再作成される脚注リンクの各要素の詳細について説明します。

付録 B.1　再作成される脚注リンク（XBRL2.0の場合）
脚注リンクでは，次の要素を使用しています。

• 脚注リンクのコンテナ要素である <link:footnoteLink>要素
• 脚注を表す <link:footnote>要素
• アイテムやタプルを参照する <link:loc>要素
• アイテムやタプルと脚注をつなぐ <link:footnoteArc>要素

<link:footnoteLink>要素は，脚注全体を表し，子要素として <link:footnote>要素，
<link:loc>要素，および <link:footnoteArc>要素を持ちます。

（1） <link:footnoteLink>要素

既存の <link:footnoteLink>要素を削除して，新たな <link:footnoteLink>要素を一つ作
成します。作成した <link:footnoteLink>要素には，既存の <link:footnote>要素および
子要素のノードを移動し，<link:footnoteArc>要素および <link:loc>要素は関連づけに
沿って再作成します。

新しく作成する <link:footnoteLink>要素の各属性を次の表に示します。

表 B-1　新しく作成する <link:footnoteLink>要素の各属性

再編成されたあとに，新しく脚注を追加した場合は，すでに作成されている
<link:footnoteLink>要素下に脚注が追加されます。

（2） <link:footnote>要素

<link:footnote>要素および子要素のノードは再利用されます。これによって，親ノード
は変更されますが，<link:footnote>要素の子孫ノードに変更はありません。ただし，
<link:footnote>要素の xlink:label属性値は，自動採番した IDとなります。

変更する <link:footnote>要素の各属性を次の表に示します。

項
番

属性名 内容

1 xlink:type extended固定。

2 その他 生成しません。
1170



付録 B　脚注リンクの再作成
表 B-2　変更する <link:footnote>要素の各属性

（3） <link:loc>要素

既存の <link:loc>要素は削除して再作成します。一つのアイテムまたはタプル要素に，
<link:loc>要素を一つだけ再作成します。再作成時に設定する属性は，xlink:href属性，
xlink:label属性，xlink:type属性だけです。新しく作成する <link:loc>要素の各属性を
次の表に示します。

表 B-3　新しく作成する <link:loc>要素の各属性

（4） <link:footnoteArc>要素

既存の <link:footnoteArc>要素を削除して再作成します。<link:footnoteArc>要素は，
一つのリンクを双方向で表現するため，必ず二つ作成します。

作成する二つの <link:footnoteArc>要素を次に示します。

• <link:footnote>要素から <link:loc>要素への <link:footnoteArc>要素
• <link:loc>要素から <link:footnote>要素への <link:footnoteArc>要素

新しく作成する，<link:footnote>要素から <link:loc>要素への <link:footnoteArc>要素
を次の表に示します。

表 B-4　<link:footnote>要素から <link:loc>要素への <link:footnoteArc>要素

項
番

属性名 内容

1 xlink:label 自動採番した IDになります。

2 その他 変更および追加しません。

項番 属性名 内容

1 xlink:type locator固定。

2 xlink:href すでに対応するアイテムまたはタプル要素に id属性がある場合は，「#」
＋ id属性値になります。ただし，既存 id属性値がない場合，または重
複した場合は，「#」＋自動採番した IDになります。

3 xlink:label 自動採番した IDになります。

4 その他 生成しません。

項番 属性名 内容

1 xlink:type arc固定。

2 xlink:show replace固定。

3 xlink:actuate onRequest固定。

4 xlink:from <link:footnote>要素の xlink:label属性値。
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新しく作成する，<link:loc>要素から <link:footnote>要素への <link:footnoteArc>要素
を，次の表に示します。

表 B-5　<link:loc>要素から <link:footnote>要素への <link:footnoteArc>要素

注　複数の <link:footnote>要素または <link:loc>要素の xlink:label属性に同じ値を指定して，一
つの <link:footnoteArc>要素で二つ以上のリンクを構成することもできますが，uCosminexus 
Business Reporting Processorでは，このような構成にはしません。

付録 B.2　再作成される脚注リンク（XBRL2.1の場合）
脚注リンクでは，次の要素を使用しています。

• 脚注リンクのコンテナ要素である <link:footnoteLink>要素
• 脚注を表す <link:footnote>要素
• アイテムやタプルを参照する <link:loc>要素
• アイテムやタプルと脚注をつなぐ <link:footnoteArc>要素

<link:footnoteLink>要素は，脚注全体を表し，子要素として <link:footnote>要素，
<link:loc>要素，および <link:footnoteArc>要素を持ちます。

（1） <link:footnoteLink>要素

既存の <link:footnoteLink>要素を削除して，新たな <link:footnoteLink>要素を
xlink:role属性ごとに作成します。同じ xlink:role属性を持つ <link:footnoteLink>要素
は一つにまとめられます。

5 xlink:to <link:loc>要素の xlink:label属性値。

6 xlink:arcrole http://www.xbrl.org/linkprops/arc/footnote-fact固定。

7 その他 生成しません。

項
番

属性名 内容

1 xlink:type arc固定。

2 xlink:show replace固定。

3 xlink:actuate onRequest固定。

4 xlink:from <link:loc>要素の xlink:label属性値。

5 xlink:to <link:footnote>要素の xlink:label属性値。

6 xlink:arcrole http://www.xbrl.org/linkprops/arc/fact-footnote固定。

7 その他 生成しません。

項番 属性名 内容
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作成した <link:footnoteLink>要素には，既存の <link:footnote>要素および子要素の
ノードを移動し，<link:footnoteArc>要素および <link:loc>要素は関連づけに沿って再
作成します。

新しく作成する <link:footnoteLink>要素の各属性を次の表に示します。

表 B-6　新しく作成する <link:footnoteLink>要素の各属性

再編成されたあとに，同じ xlink:role属性を持つ脚注を新しく追加した場合は，すでに
作成されている <link:footnoteLink>要素下に脚注が追加されます。

異なる xlink:role属性を持つ脚注を追加した場合は，<link:footnoteLink>要素を新しく
作成し，作成された <link:footnoteLink>要素の下に脚注が追加されます。

（2） <link:footnote>要素

<link:footnote>要素および子要素のノードは再利用されます。これによって，親ノード
は変更されますが，<link:footnote>要素の子孫ノードに変更はありません。ただし，
<link:footnote>要素の xlink:label属性値は，自動採番した IDとなります。

変更する <link:footnote>要素の各属性を次の表に示します。

表 B-7　変更する <link:footnote>要素の各属性

（3） <link:loc>要素

既存の <link:loc>要素は削除して再作成します。<link:loc>要素は，<link:footnoteArc>
要素の xlink:arcrole属性に対応する数だけ再作成されます。一つの拡張リンク内でも，
一つのアイテムまたはタプル要素に対して，<link:loc>要素が一つとはかぎりません。

再作成時に設定する属性は，xlink:href属性，xlink:label属性，xlink:type属性だけで
す。新しく作成する <link:loc>要素の各属性を次の表に示します。

項
番

属性名 内容

1 xlink:type extended固定。

2 xlink:role 記述されていた値。

3 その他 生成しません。

項
番

属性名 内容

1 xlink:label 自動採番した IDになります。

2 id 基本的には変更されません。すでに id属性が設定されていた場合でも，
追加，変更されません。

3 その他 変更および追加しません。
1173



付録 B　脚注リンクの再作成
表 B-8　新しく作成する <link:loc>要素の各属性

（4） <link:footnoteArc>要素

既存の <link:footnoteArc>要素を削除して再作成します。一つの <link:footnoteArc>要
素で複数の関係を表していた場合，関係ごとに一つのリンクを作成します。

新しく作成する <link:footnoteArc>要素の各属性を次の表に示します。

表 B-9　新しく作成する <link:footnoteArc>要素の各属性

注　複数の <link:footnote>要素または <link:loc>要素の xlink:label属性に同じ値を指定して，一
つの <link:footnoteArc>要素で二つ以上のリンクを構成することもできますが，uCosminexus 
Business Reporting Processorでは，このような構成にはしません。

項番 属性名 内容

1 xlink:type locator固定。

2 xlink:href すでに対応するアイテムまたはタプル要素に id属性がある場合は，「#」
＋ id属性値になります。ただし，既存 id属性値がない場合，または重
複した場合は，「#」＋自動採番した IDに変更されます。
また，XPointerの elementスキームで記述されていた場合，ショートハ
ンドポインタに変更されます。

3 xlink:label 自動採番した IDになります。

4 その他 生成しません。

項番 属性名 内容

1 xlink:type arc固定。

2 xlink:from <link:loc>要素の xlink:label属性値。

3 xlink:to <link:footnote>要素の xlink:label属性値。

4 xlink:arcrole 記述されていた値。

5 order order属性値が記述されていた場合，記述されていた値で作成され
ます。記述されていない場合には，デフォルト値 "1"となります。

6 その他 生成しません。
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付録 C　バージョン間の差異
uCosminexus Business Reporting Processorの以前のバージョンとの動作の差異につい
て説明します。動作の差異を次の表に示します。

04-00と 05-00の差異

表 C-1　uCosminexus Business Reporting Processorの動作の差異（04-00と 05-00の差
異）

03-00と 04-00の差異

表 C-2　uCosminexus Business Reporting Processorの動作の差異（03-00と 04-00の差
異）

項番 動作の差異

1 05-00では，Genericsに対応しました。そのため，「6.　APIリファレンス」の各メソッドの形
式には，Genericsに対応したメソッドの戻り値が記載されています。04-00の場合，Generics
に対応していないため戻り値を記載したメソッドの形式は使用できません。

項番 動作の差異

1 インスタンス文書に float型や double型の要素，属性があり，値として +NaN，-NaN，
Infinity，+Infinity，-Infinity等を指定している場合，インスタンス文書の読み込みで，03-00
ではエラーは発生しませんでしたが，04-00ではエラー (KEBR11005-E, KEBR10036-E)が発生
します。

2 インスタンス文書等の読み込み時に対象となるスキーマが見つからない場合，03-00では致命的
エラー (KEBR11002-E)のみが発生しますが，04-00では警告 (KEBR11004-W)と致命的エラー
(KEBR11002-E)が発生します。

3 インスタンス文書に anyURI型の要素，属性があり，値として "|"等の文字 (XML Schema 
Part2 仕様書 3.2.17 anyURIにて定められているエスケープ文字 )が含まれていた場合，03-00
では，KEBR11005-E(詳細情報 =KECX06036-E，KECX06020-Eに起因する )のエラーが発生
しますが，04-00では発生しません。
ただし，03-00で上記エラーを無視して続行した場合に致命的エラー (KEBR10030-E)となるこ
とは変わりません。

4 XBRLInstanceDocumentWriterインターフェース等のwriteメソッドでファイル出力する場合， 
03-00では，XML宣言の直後に改行が出力されますが，04-00では出力されません。
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付録 D　用語解説

（英字）

cwa
閉世界仮説（Closed World Assumption）の略で，論理学やデータベース理論で使用される用語で
す。インスタンス文書では，cwaが真（cwa=true）であれば，任意の事実を計算するために必要な
事実（アイテム）が，すべてそのインスタンス文書に含まれていることを意味します。

DTS
Discoverable Taxonomy Setの略です。
複数のタクソノミー文書を，論理的に一つのタクソノミー文書としてみなす範囲のことです。

JAXP
Java API for XML Processingの略です。米国 Sun Microsystems, Inc.が提供する Java言語用の標
準 XML APIです。DOM，SAX，および XSLTのリファレンス実装そのものを JAXPと呼ぶ場合も
あります。
JAXPには，DOMパーサー，SAXパーサーを生成する APIが含まれています。パーサーの実装や
コードに依存しないので，プラットフォーム間で共通のプログラムを作成できます。また，JAXP
には，XSLTトランスフォーマーの APIが含まれているので，Javaプログラムから XSLTトランス
フォーマーを使用できます。

W3C DOM
XMLデータのツリー構造を操作するための APIとして，W3Cによって規格化されたドキュメント
オブジェクトモデル（Document Object Model）です。このマニュアルでは，XBRL DOMと区別す
るため，W3C DOMと表現します。

XBRL DOM
uCosminexus Business Reporting Processorが提供する，XBRL文書を操作するためのオブジェク
トモデルのことです。

XBRL文書
インスタンス文書とタクソノミー文書の両方を指す場合の表現です。XBRLのバージョンを明記す
る必要がない場合の，文書の総称として使用します。

XLinkプロセッサ
XML文書に記述されている XLink属性値から，XLink構造を操作するためのオブジェクト構造を
作成するソフトウェアのことです。uCosminexus Business Reporting Processorは，XLinkプロ
セッサとして，uCosminexus XML Link Processorが必要です。

XMLプロセッサ
XML文書をW3Cの DOM（Document Object Model）に展開するソフトウェアのことです。
uCosminexus Business Reporting Processorは，XMLプロセッサとして，Processing Kit for XML
または uCosminexus Application Serverが必要です。
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XSLTプロセッサ
XSLT（eXtensible Stylesheet Language - Transformations）は，XML文書を別の形式に変換する
ためのW3Cの規格です。XSLTプロセッサとは，XSLTで記述された変換ルールに従って，XML
文書などを別の形式に変換するソフトウェアを指します。

（ア行）

アイテム（item）
所定のビジネス実体に関して，所定の期間内に報告された事実を表します。XBRLでは抽象的な
XML要素である <xbrli:item>に対応します。

アクティブ
ノードがインスタンス文書中にある場合，アクティブなノードといいます。アクティブなノードは，
XBRLInstanceDocumentオブジェクトからオブジェクトツリーをたどることによって到達できま
す。一方，アクティブでないノードは，インスタンス文書に存在しないノードです。

インスタンス（instance）
ビジネスでの事実を指します。財務報告では財務事実に相当し，基本的には報告された金額のこと
です。

インスタンス文書（instance document）
ビジネスでの事実を報告する XML文書です。各要素は，タクソノミー文書（XMLスキーマ文書）
に定義され，この要素と事実（金額など）を含めた文書を指します。

エンティティ（entity）
アイテムの主題であるビジネス実体です。XBRLでは，インスタンス文書での XML要素である
<xbrli:entity>に対応します。XMLや SGMLの構文規則上の entityを意味するときには，その旨
を示します。

（カ行）

拡張リンク（extended link）
一つのリソースから任意の数のリソースに付けたリンクです。

協定世界時
協定世界時（UTC）は，グリニッジ標準時を基に，国際協定によって人工的に維持されている世界
共通の標準時です。日本標準時（JST）は，協定世界時より 9時間進んでいます。

コンテキスト（context）
インスタンス文書で報告されている内容を理解するために必要な項目の集まりです。
文書を発行した企業の説明（エンティティまたは entity），どの時点での報告内容なのかを示す時期
（period），報告内容が予算なのか実績なのかなどを示す文書の状態（scenario）などを記載します。
XBRL2.0の場合，コンテキスト要素には，数値コンテキスト（numericContext）要素，非数値コ
ンテキスト（nonNumericContext）要素があります。XBRLでは，インスタンス文書での XML要
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素である <xbrli:numericContext>要素と，<xbrli:nonNumericContext>要素に対応します。
XBRL2.1の場合，数値または非数値の区別はなく，<xbrli:context>要素に対応します。

（サ行）

時期（period）
ある時点または期間を示します。ビジネス報告では，財務数値およびほかの事実は，ある年月日付
の時点，または期間に関して報告されます。XBRLでは，インスタンス文書での XML要素である
<xbrli:period>に対応します。

事実
タクソノミー文書で <xsd:element>要素で定義される要素，およびインスタンス文書中に記述され
るその要素の内容を指します。

（タ行）

タクソノミー（taxonomy）
ビジネスでの概念を指します。財務報告は，「財務概念（タクソノミー）」と「財務事実（インスタ
ンス）」が報告される内容であり，財務概念は「貸借対照表」「損益計算書」などの概念です。財務
事実は，基本的には金額ですが，その意味する数値を正しく理解するためには，財務概念が必須に
なります。

タクソノミー文書（taxonomy document）
新しい要素（概念）を定義する XMLスキーマ文書です。各要素は，インスタンス文書およびタクソ
ノミー文書中で参照できる概念に対応します。タクソノミー文書は，XLinkに準拠した情報を含ん
だ XMLスキーマ文書の拡張とみなせます。実際には，各要素を定義した XMLスキーマ文書
（.xsd）と，XLinkを利用して各要素の関係を表現した XML文書（.xml）から構成されることが多
くなります。

タクソノミー本体
タクソノミー文書を構成する XML文書のうち，XMLスキーマ言語によって要素の一覧を定義して
いる XMLスキーマ文書を指します。

タプル（tuple）
ある事実（アイテム）が，理解されるために必須となるアイテムの集まりを意味する用語です。
XBRLでは抽象的な XML要素である <xbrli:tuple>に対応し，タプル要素はアイテムをまとめるた
めに使用されるコンテナです。

トラバース（トラバーサル）
XLinkの用語で，任意の目的でリンクを使用することや，それをたどることをトラバーサル
（traversal）と呼びます。
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付録 D　用語解説
（ナ行）

ノード
インスタンス文書またはタクソノミー文書の構成要素を表すオブジェクトを指します。XBRL DOM
のオブジェクトモデルでは，XBRLInstanceNodeインターフェースまたは XBRLTaxonomyNodeイ
ンターフェースを継承する各種インターフェースを実装したオブジェクトによって，ノードを表現
します。なお，文脈によっては，W3C DOMの org.w3c.dom.Nodeオブジェクトを指す場合もあり
ます。

（ハ行）

ポイント（point）
XML構成要素がある位置を表します。ノードとノードの間や文字と文字の間にある一点を指しま
す。

（ラ行）

リンク
XLinkの仕様に従って記述されたリンクを指します。

リンクベース（linkbase）
タクソノミー文書を構成する XML文書のうち，各要素の関係を，XLinkを利用して表現した XML
文書を指します。XLinkの仕様では，インバウンド（リモートからローカル）とサードパーティー
（リモートからリモート）リンクのコレクションを含む文書のことを，リンクデータベース，または
リンクベース（linkbase）と呼びます。

レンジ（range）
二つのポイントの間にある XML構成要素を表します。

ロケーション（location）
XPointerで参照できるノード，ポイント，レンジの総称を指します。
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しています。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名称，資料番号の

いずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル 日立ソフトウェアマニュアルと製品群別CD-ROMマニュアルの仕様について記載

しています。 

■マニュアルのご購入 マニュアルご購入時のお申し込み方法を記載しています。 

■オンラインマニュアル 一部製品のマニュアルをインターネットで公開しています。 

■サポートサービス ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開サービス

を記載しています。 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットでのマニュアル公開 
2 種類のマニュアル公開サービスを実施しています。 

(1) マニュアル情報ホームページ「オンラインマニュアル」での公開 

製品をよりご理解いただくためのご参考として，一部製品のマニュアルを公開しています。 

(2) ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開 

ソフトウェアサポートサービスご契約のお客様向けにマニュアルを公開しています。公開しているマニ 

ュアルの一覧，本サービスの対象となる契約の種別などはマニュアル情報ホームページの「サポートサ 

ービス」をご参照ください。 

３．マニュアルのご注文 

①  マニュアル情報ホームページの「マニュアルのご購入」にアクセスし，お申し込み方法をご確認の

うえ WEB からご注文ください。ご注文先は日立インターメディックス(株)となります。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。 

④  入金確認後 7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB
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